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序

山陽自動車道は、大阪府吹田市を起点として瀬戸内海沿岸の主要都市を結び、山口県

下関市に至る総延長約502kmの高速自動車道であります。岡山県においては、昭和63年 3

月の笠岡～早島インターの供用開始に始まり、平成 5年12月には県内全線を開通するこ

とができました。また、最後まで残っておりました兵庫県内の区間も、平成 9年12月に

開通し、ここに岡山県と関西および九州を結ぶ交通の大動脈が完成いたしました。

この山陽自動車道を建設するにあたり、建設省および日本道路公団では、その予定路

線内に所在する埋蔵文化財の取り扱いについて岡山県教育委員会と協議し、昭和52年か

ら記録保存のための発掘調査を岡山県教育委員会に委託して実施してまいりました。そ

の成果は、 17冊の報告書として岡山県教育委員会によりまとめられています。

第18冊目にあたる本書には、昭和63年から平成元年にかけて実施した岡山市所在の高

塚遺跡、および平成 7年に実施した三手遺跡の 2遺跡の発掘調査の成果が収載されてい

ます。これらの遺跡は、おもに弥生時代から近世にかけての集落跡で、本書に報告され

ているように多くの貴重な成果がありました。この本が埋蔵文化財に対する理解を深め

るとともに、教育・ 学術のために広く活用されることを期待します。

最後に、発掘調査の実施や本書の編成にあたってご尽力いただいた岡山県教育委員会

をはじめとする関係各位に対し、深甚なる謝意を表すものであります。

平成12年3月

日本道路公団中国支社津山工事事務所

所長 藤間秀之



序

瀬戸内海沿岸部の諸都市を連結して東西に走る山陽自動車道は、平成 9年12月に念願

の全線、延長約502kmの開通が実現し、近畿圏と九州圏を結ぶ大動脈としての役割を果た

しております。

岡山県教育委員会は岡山県内の山陽自動車道建設に先立ち、この地がかつて勢威を誇

った吉備領域の中枢に当たるだけに、予定路線内に所在する埋蔵文化財の保護を図るた

め、関係当局と繰り返し協議・調整を行ってまいりました。その結果、現状での保存が

困難な遺跡については、やむを得ず記録保存の措置を講ずることとし、昭和52年から建

設省岡山国道工事事務所あるいは日本道路公団広島建設局の委託を受けて、発掘調査を

実施してまいりました。その成果については、既に17冊の報告書として刊行いたしてお

ります。

第18冊にあたる本報告書には、岡山市高塚遺跡、同三手遺跡の発掘調査成果を収載し

ております。これらの遺跡は、おもに弥生時代から近世にかけての集落跡で、発掘調査

例としては極めて希な弥生時代の流水文銅鐸の発見にはじまり、中国の「新」時代に鋳

造された貨幣である貨泉の大量出土、古墳時代の韓式系土器の出土など、数多くの成果

を上げることが出来ました。

この報告書が学術研究に寄与するだけでなく、埋蔵文化財の保護・保存のために活用

され、また、地域の歴史研究のための資料として広く役立つならば幸甚に存じます。

最後に発掘調査の実施や報告書の作成にあたっては、山陽自動車道建設に伴う埋蔵文

化財保護対策委員の先生方に有益なご助言とご指導を賜り、また、関係者各位から多大

なご協力をいただきました。ここに深甚なる謝意を表するものであります。

平成12年3月

岡山県古代吉備文化財センター

所長 慈原克人
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本書は、岡山県教育委員会が高速自動車国道山陽自動車道の建設に伴い、日本道路公団と岡山県

の委託契約に基づき実施した、岡山市高塚に所在する高塚遺跡および、岡山市三手に所在する三手

遺跡の発掘調査報告書であり、本報告書は第18分冊目にあたる。なおー、契約事項は文化課が行い、

発掘調査および報告書作成は岡山県古代吉備文化財センターが担当した。

本書に収載した発掘調査は、昭和62年度から平成元年度および平成 6年度に実施したもので、調

査面積は底塚遺跡16,195m2... 三手遺跡l,730m2である。

昭和52年以来実施してきた山陽自動車道建設に伴う発掘調査事業は本書をもって一応の終結を迎

4
 

える。

発掘調査および報告書作成にあたっては「高速自動車国道山陽自動車道建設に伴う埋蔵文化財保

護対策委員会」を設け、次の方々に委員を委嘱した。対策委員各位からは有益なご指導とご助言

をいただいた。記して深謝の意を表す次第である。

水内 昌康（岡山県文化財保護審議会委員）

鎌木 義昌（岡山県文化財保護審議会委員）

西岡憲一郎（岡山県遺跡保護調査団）

宏（岡山県遺跡保護調査団）

腹子（倉敷考古館）

固夫（岡山県遺跡保護調査団）

修（岡山市教育委員会）

孝司（岡山大学）

泉（岡山大学）

西川

間壁

高見

根木

稲田

新納

昭和61年4月～

昭和61年 4月～平成 5年3月

昭和61年 4月～平成 3年 5月

昭和61年4月～

昭和61年4月～平成 9年 3月

昭和63年4月～

昭和61年4月～

昭和61年4月～平成 5年 3月

昭和61年4月～平成 3年 5月

平成 5年4月～

亀田 修一（岡山理科大学） 平成 5年4月～

土井基司（岡山大学） 平成 3年 5月～平成5年 6月

銅鐸の発掘にあたっては現地において、現国立歴史民俗博物館の佐原真館長からご指導と助言を

得た。また、銅鐸の保存処理にあたっては奈良国立文化財研究所にお世話になった。記して感謝の

意を表す次第である。

6 本書の作成は、平成10年度に岡山県古代吉備文化財センターおよび津寺事務所において実施した。

遺構・遺物の整理は、岡山県古代吉備文化財センター職員 江見正己• 井上弘・ニ宮治夫• 平井泰

男・築地由行・弘田和司・柴田英樹・難波拓史• 室山博文•田坂佳子・東恵子の11名が担当した。

本書の執筆は、発掘担当者および整理担当者があたり、文責はそれぞれ文末に記した。

遺跡の環境や遺物の材質などに関する鑑定• 同定については次の方々および機関に依頼し、有益な教示を

得、一部の成果については報告文を頂いた。記して深謝の意を表す次第である。なお、人骨鑑定に

ついては『岡山県発掘調査報告』 90(1994)で既に報告済みであるが、当該部分のみ再録した。

鉛同位体比法による銅製品分析 馬淵久夫（くらしき作陽大学）

鉄滓分析 大澤
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正己



銅鐸埋納堀内顔料物質の化学分析 安田 博幸（武庫川女子大学）

土器の胎土分析および土・朱

• 金属・ガラス玉の蛍光X線分析 白石 純（岡山理科大学自然科学研究所）

人骨鑑定 池田 次郎（九州国際大学）

歯による性別・年齢鑑定 小橋進（岡山県歯科医師会法歯会）

動物遺体鑑定 富岡 直人（岡山理科大学）

石器•石製品の石材鑑定 妹尾 護（倉敷芸術科学大学）

陶磁器鑑定 村上伸之（有田町歴史民俗資料館）

山本信夫（太宰府市教育委員会）

烏帽子鑑定 元興寺文化財研究所

木器•木製品の樹種鑑定 パリノ・サーヴェイ株式会社

種子鑑定 パリノ・サーヴェイ株式会社

9 遺物写真については江尻泰幸氏の協力と援助を得た。

10 本書の編集• 構成は高塚遺跡塚廻り調査区を弘田、フロヤ調査区を平井、角田調査区を江見・柴

田•田坂、三手遺跡を江見、一覧表・観察表等を築地、写真図版を江見• 井上が担当し、全体にわ

たって江見が中心になって行った。

11 本書に収載した遺物および記録の一切は、岡山市西花尻1325-3に所在する岡山県古代吉備文化

財センターに保管している。



凡例

1 本報告書に記載された高度は海抜高であり、方位は地形図および全体図などは国土座標系の座標

北を示し、古代以降の遺構図については磁北と真北を並記し、そのほか特に示さない限り磁北であ

り、遺跡付近の磁北線偏差は西偏 6゚ 3011を測る。

2 グリッドは国士地理院第 5座標系により、 100mごとに設定した。

3 挿図の縮尺については明記しているが、主なものについては一部例外はあるものの以下のように

統一している。

遺構 ・

竪穴住居・掘立柱建物 1/60 士城墓・袋状士堀・方形士墟•土堀 1 /30 

遺物

土器 1/4 土製品・金属器 1/3 石器• 石製品 1/2、 1/3 玉類 1/1

4 上層名称については、各発掘調査担当者によって表記方法が異なっており、統一できていない。

5 掲載した遺物の番号については、土器、土製品、金属器、石器• 石製品、木器・木製品、ガラス

製品にわけて通し番号を付け、土器以外については下記略号を番号の前に付している。

土製品 C 金属器 M 石器• 石製品 S 木器• 木製品 W ガラス製品 G

6 掲載した遺構上のスクリーントーンは以下の範囲を示すものである。

II 
被熱範囲 焼土 炭 粘士

7 土器実測図で表現する中軸線左右の白抜きは、小破片のために口径復元に不確実性のあることを

示す。

8 遺構名で用いる袋状土城と方形土堀とは、平均的規模が長さ lm前後、深さ lm前後の弥生時

代の土堀で、前者が平面円形を基本とし、検出面に比べ底部付近の壁が掘り込まれたもので、後者

は平面方形（長方形）を基本とし、壁はほぼ垂直に掘り込まれているもので、これらを個別に抽

出している。

9 本書で使用した時代区分は一般的な政治史区分に準拠し、それを補うために文化史区分、世紀

を併用した。また、原始・先史時代については考古学的時代区分を使用し、特に、弥生時代から古

墳時代の時期区分については「津寺遺跡4」の第 2章第 5節に従っている。

10 本報告書で掲載した地形図のうち第2図は国上地理院発行の 1/25紅Uの地形図、総社東部・倉敷を複

製加筆したものである。
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第 1節遺跡の立地と地理的環境

第 1章地理的・歴史的環境

第 l節 遺跡の立地と地理的環境

本書で報告されている高塚遺跡と三手遺跡は、現在の行政区分では岡山県岡山市高塚および三手に

所在する。ここは岡山市の西部にあたり、総社市との境に近接した平野部である。古代においても微

妙な位置であったと思われ、備中国賀夜郡生石郷に属した可能性が高いが、都宇郡や窪屋郡との境に

非常に近く、各遺跡（特に調査対象の微高地）がどの郡に属するかは明言できない。現状では水田地

帯であり、標高は高塚遺跡でおよそ6.5m、三手遺跡で 6mを測る。

当遺跡を取り巻く丘陵としては、ごく近くに標高60-----70mの三須丘陵が位置し、北には標嵩400-----

500mの吉備高原がひかえている。さらに離れて南西には標高302mの福山と223mの仕手倉山を中心と

する山塊が横たわっている。

東は吉備高原の南端がのび、

標高162mの独立丘陵である

吉備中山との間はやや狭い平

地となっており、ここに旧山

陽道が設定されている。これ

らの丘陵からは標高40~5Qm

程度のなだらかな低丘陵がの

び、さまざまな時期において

集落や墳墓、城などに利用さ

れている。こうした周辺の丘

陵は、主に中生代の深成岩で

ある花尚岩などで形成されて

いるが、吉備中山はホルンフ

ェルス化した古生代の砂岩・

泥岩から成る。

両遺跡の立地は、現在足守

川と砂川の合流地点となって

おり、高塚遺跡の方はそれら

に挟まれており、庚申山の北

に位置する。一方の三手遺跡

は、その対岸である足守川左

岸に拡がっている。ここから

は、周囲に肥沃な平野の拡が 第 1図収載遺跡位置図
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第 1章地理的・歴史的環境

りが見え、遠く南方には児島を望むことができる。さらに高塚遺跡の西方には、長良山と上林の丘陵

との間に総社市街地さえも視野に収めることができる。かつては海岸線が南方数kmまで迫っていた時

期もあったことが推測され、陸路の要である古代から近世の山陽道も2.5km南を東西に走るなど、交

通をはじめとしてさまざまな観点において重要な地域であったことは想像に難くない。

次に遺跡が展開している平野の形成であるが、一般的に岡山県南部の沖積平野は、中国山地に源を

発して瀬戸内海へ注ぐ吉井川・旭川・高梁川を中心として、この他に吉備高原から流れ出る多くの中

小河川からの砂泥堆積により形成されたものである。その一部である高梁川以東の総社平野では、か

つては高梁川の分流が東へ向かっており、東西方向に長い微高地がいくつも存在していたようである。

この分流は、やがて足守川や砂川・血吸川などの前身たる河川と合流して、さらに南流していたと思

われる。

この合流地点は、龍王山から南にのびる丘陵と半独立状の三須丘陵によって狭くなっていることに

加え、非常に多くの河川が東や西、さらに北から集まっている。また、高梁川の分流が一転して南に

屈曲する地点でもある。このため、合流点およびそれに近い下流域、特に高塚遺跡や三手遺跡、津寺

遺跡などが所在する現在の足守川流域は、流路が実に複雑に絡み合い、沖積作用と侵食作用を絶えず

繰り返していたと考えられる。このことは、この地域において、微高地が各所で形成される可能性を

意味する。しかしその一方で多くの微高地は、上東遺跡などの位置する下流域に比べると、河川や低

位部により比較的小規模に分断されたものにならざるをえない状況下にあったと思われる。結果、

小山から高松原古オにかけては、高梁川分流による比較的大きな自然堤防が連なって形成されるが、

それより西側ではいくつかの微高地が点在するものと考えられる。

このように想定される平野形成は、生活環境として、直接この地域の人々の歴史に影響を及ぼすこ

とも多かったに違いない。

第 2節歴史的環境

この地域に残された最も古い遺物として、現在確認されているのは旧石器時代のナイフ形石器であ

る。窪木薬師遣跡、甫崎天神山遺跡、菅生小学校裏山遺跡などでわずかに出土している程度であり、

現在の瀬戸内海および沿岸部を中心に展開したと想像される拠点的集落とは全く異なり、一時的な狩

猟や移動などによりもたらされたものと思われるが、平野部の状況など詳細は不明である。

後氷期海進が最大になり、やがて沖積化が進む縄文時代になると、現在の丘陵斜面や乎野部でも、

生活の痕跡として遺構も確認されるようになる。早期についてはまだ遺物のみであるが、真壁遺跡や

長良山遺跡・矢部貝塚•若宮神社東遺跡などで、押型紋土器片や石器などが出土している。丘陵や高

梁川からの多量の堆積物によって早くから形成された微高地などに、小規模な生活が営まれるように

なったと考えられる。これに続く前期～中期前半の遺跡については、海進の影響であるのか現在のと

ころほとんど不明であるが、中期後半頃から後期にかけて•は、遺跡数も増え、遺構も確認される。

標高15mの舌状台地に形成された中期後半～後期前半を中心とする矢部貝塚は、ヤマトシジミを主

体としており、当地域がほぼ汽水域であったことを示している。この自然環境は、この後も比較的長

く続くようである。さらに沖積化がいっそう進むことにより、標高760cmの南溝手遺跡でも後期中葉

から遺構が確認され、後期後葉には既にイネの栽培を行っていた可能性を示す籾圧痕の付いた土器片
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第 1章地理的・歴史的環境

1 高塚遺跡 2 三手追跡 3 津寺遺跡 4 加茂政所遺跡 5 高松原古才遺跡 6 立田遺跡

7 甫崎天神山遺跡 8 前池内遺跡・雲山遺跡ほか 9 足守川矢部南向遺跡・加茂A・B遺跡

10 加茂城跡 11 高田遺跡 12 惣爪廃寺 13 鯉喰神社弥生墳丘墓 14 矢部廃寺

15 矢部貝塚 16 楯築弥生墳丘墓 17 B佃廃寺 18 日畑城跡 19 王墓山古墳群

20 女男岩弥生墳丘墓•辻山田追跡 21 上東遺跡 22 鬼城山山城

23 千引かなくろ谷遺跡・千引遺跡 24 くもんめふ窯跡 25 随庵古墳 26 冠山城跡

27 南坂遺跡・南坂古墳群 28 上土田古墳群 29 大崎古墳群 30 大崎廃寺

31 備中高松城跡 32 小盛山古墳 33 佐古田堂山古墳 34 金黒池東遺跡ほか

35 奥ヶ谷窯跡 36 中山遺跡・中山古墳群 37 小寺古墳群ほか 38 西山遺跡• 西山古墳群

39 西山26号墳 40 南溝手遺跡• 窪木遺跡 41 備中国府推定地 42 栢寺廃寺

43 金井戸・見廷遺跡ほか 44 真壁遺跡 45 三須廃寺 46 三須河原遺跡ほか

47 緑山古墳群 48 窪木薬師遺跡 49 折敷山古墳 50 小造山古墳 51 法蓮古墳群

52 峠古墳群 53 福山城跡 54 作山古墳 55 角力取山古墳 56 江崎古墳 57 備中国分寺

58 こうもり塚古墳 59 備中国分尼寺 60 宿寺山古墳 61 前山遺跡 62 狸岩山古墳群

63 菅生小学校裏山遺跡 64 末ノ奥窯跡群 65 造山古墳 66 榊山古墳 67 千足古墳

68 B差山城跡 69 日差廃寺 70 二子御堂廃寺 71 二子14号墳 72 二子御営奥窯跡群

73 若官神社東遺跡ほか

が出土している。晩期では、南溝手遺跡以外にも、標高240cmの吉野口遺跡あるいは、標高 lm以下

の菅生小学校裏山遺跡でも遺構が確認されるようになる。このように、平野の形成は中・後期から晩

期までにかなり進行し、それとともに人々はそこへ進出し、まもなく稲作を開始していった様子がう

かがえる。

これら縄文時代晩期の集落の多くは、弥生時代前期あるいは中期になっても引き続いて集落として

存在する。なかでも真壁遺跡や南溝手遺跡は代表的な拠点集落であったと思われる。特に後者では、

多くの遺物や朝鮮との関係を推測させる「松菊里型」の竪穴住居が検出され、その内の 1軒では管玉

製作が行われたことが明らかになっている。この他にも、沖積地では岩倉遺跡など、丘陵では山津田

遺跡などがある。

中期から後期にかけては、それまでのさまざまな蓄積が一気にi益れだすかのように、遺跡数が飛躍

的に増加する。集落は、それまでの時期のものに加えて、ほかにも沖積地や丘陵を問わず広く分布し

ているが、大規模かつ後の時代に継続するものは沖積地に認められる。当地域では、中期前半の高田

遺跡をはじめ、上東遺跡、足守川矢部南向遺跡、津寺遺跡、加茂政所遺跡、そして高塚遺跡などがあ

り、集落縁辺に水田が確認されるものも多い。これらからは、銅鐸や貨泉、舶載鏡、銅釧などの青銅

製品の出土をみている。さらに近年、上東遺跡では、「敷葉工法」を駆使した盛士と杭列による「波

止場状遺構」とされる突堤が検出されるなど、この地域で海を越えた多様な交流があり、「吉備」の

なかでも特に重要な位置を占める地域であったことを示唆している。これに対して丘陵では、中期後

半頃に限って小規模な集落が出現する。前池内遺跡や矢部堀越遺跡、西山遺跡などがそれに該当する。

これは、複雑な事情・経緯を経て膨張し、拡散した集団間の緊張を物語っている可能性も考えられる。

また後期には、平地の集落から離れて、丘陵上に墳墓が位置する。甫崎天神山遺跡や前山遺跡など

は集団墓としての性格が強いが、後期後半以降では、当代最大規模の楯築弥生墳丘墓を筆頭として、

足守川流域を中心に墳丘墓が築造される。浦尾弥生墳丘墓や鯉喰神社弥生墳丘墓などがそうであり、
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第 2節歴史的環境

特殊器台や特殊壺を使用する独特の祭祀形態を共有している。以上のような点は、当地域が「吉備」

という地域の中枢であったことや、来る古墳時代への移行に果たした役割がいかに大きかったかを物

語るものであろう。

古墳時代前期の集落は、弥生時代後期から引き続いてさらに発展するものと、あまり発展せず場合

によっては縮小あるいは廃絶するものが目立つ。津寺遺跡や足守川加茂A・B遺跡、上東遺跡などが

前葉に最盛期を迎える一方で、真壁遺跡や南溝手遺跡などでは縮小方向に向かっている可能性がある。

総社平野では、中林遺跡や金井戸新田遺跡などの集落が確認されており、今後大規模な集落が明らか

になる可能性は残されるが、津寺遺跡などを中心とした古足守川下流域が優位であることは確実では

ないだろうか。ここでは、搬入や模倣による非在地系土器が多数確認されており、他の瀬戸内沿岸地

域や近畿•山陰をはじめ東海・北陸地域などとの交流の拠点になっていたことをうかがわせる。また、

鉄器が比較的豊富であることも、それらに関連して特徴的である。しかし、このような大規模集落も、

前期後葉までにいったん急激に衰退するようである。水田を覆う洪水砂などから、自然災害がその直

接的な要因のひとつとも考えられている。

以上のような集落の状況は、前方後円墳をはじめとする古墳の分布とも関連を持っている。当地域

最古の前方後円墳は、吉備中山山頂付近に位置する墳長120mの中山茶臼山古墳と足守川西岸の墳長

47mの矢部大執古墳である。いずれも古足守川下流域に存在しており、前者の系譜は尾上車山古墳ヘ

と続くが、以後どちらも途絶えることとなる。これらは、大きく見れば臨海性の立地であり、当時海

浜地域が特に重要視されていたが、ある時期に衰退したことを暗示している。これに対し同じ頃、郷

境墳墓群のように古墳としての要素をあまり持たない小墳墓や矢部古墳群などの墳墓群が築造され続

けていることは、古墳時代初期の様子を示すものとして典味深い。一方、内陸にあたる足守の東丘陵上

には、上土田 4号墳や大崎西 2号墳などのように墳長30m程度の前方後方墳などを盟主とした、小規

模な方墳や円墳で構成される古墳群が多数存在している。さらに続いて墳長110mの造出し付き円墳

である小盛山古墳、墳長150mの佐古田常山古墳が築造されていることは、前期における当地域の政

治動向や集落動向を探る上で重要である。

古墳時代中期になると、再び沖積地に集落が確認されるようになる。生活様式も大きな変化が生じ、

竪穴住居にはカマドが作り付けられ、従来の土師器に加えて須恵器、場合によっては陶質土器や軟質

土器も使用される。前半期の調査例では、窪木薬師遺跡や津寺遺跡、菅生小学校裏山遺跡が代表的で

ある。なかでも菅生小学校裏山遺跡は、立地などから「泊Jの一部とも推測される。そこから北上し

て「水別」の峠を抜けると、容易に作山古墳の所在する総社平野南部に辿り着くことができることを

考えれば、古足守川以外の吉備中枢部への新しい玄関口としての機能を有していたとも言えよう。中

葉以降は本格的に集落が展開し、高塚遺跡でも多くの住居が検出されている。こうした遺跡を特徴付

ける遺物としては、陶質士器や軟質土器、そして初期の在地産須恵器があげられる。これらは伽耶地

域の影響が強く認められ、須恵器を焼成していた窯のひとつとして総社平野北部の奥ヶ谷窯跡が調査

されている。このように朝鮮との関係を示すものは、古墳の主体部構造や副葬品でも見られ、造山古

墳の陪塚とされる榊山古墳の銅製馬形帯鉤は著名である。また、窪木薬師遺跡は、後期にいたるまで

鉄器生産を行っていた集落であることが判明しており、燃料調達の容易な総社平野縁辺を中心に渡来

系エ人がもたらした新しい技術による各種生産が展開を始めたようである。それを示す一例としては、

随庵古墳があげられるであろう。この状況は以後、吉備において当地域が果たす役割に大きな影響を
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残すことになる。

この時期を代表する大規模な前方後円墳は、墳長360mの造山古墳、 286mの作山古墳、 118mの宿

寺山古墳である。全国第 4位の規模を誇る造山古墳は、津寺周辺の平野部などから見て非常に目立つ

存在である。その被葬者の影響力は、おそらくこの地域にとどまらず、少なくとも吉備全体に及んで

いたと思われる。しかし、この足守川流域の首長墳の系列は次の小造山古墳を最後に姿を消し、以後

吉備地域を代表するような首長墳系列は、総社平野南部に移ることになる。そして、この時期あたり

から、中小規模の古墳が総社平野を望む丘陵上に多く群を成すようになる。西山古墳群や中山古墳群、

法蓮古墳群などが確認され、形象埴輪や在地産の須恵器を伴っている。これらは、吉備中枢の政権を

さまざまな形で支えた集団に関わる墓であろう。埋葬施設では、千足古墳のように横穴式石室を採用

するものが出現し、後葉以降の中小古墳でも竪穴系横口式石室などが主体部になるなど、新しい墓制

と埋葬思想が導入されていることが注目される。

古墳時代後期は、平地を中心として集落がいっそうの広がりを見せる。特に 6世紀後半から 7世紀

前半にかけては著しく、津寺遺跡や加茂政所遺跡などでは頻繁に鍛冶を行っていた集落も確認されて

いる。一方、北部の丘陵では、千引かなくろ谷遺跡・千引き遺跡などで製鉄炉や炭窯が確認され、本

格的に鉄生産が行われた様子が看取される。この他、 7世紀以降では新たに仏教が広まり、窪屋郡内

には三須廃寺、都宇郡内には惣爪廃寺・日畑廃寺、賀夜郡内には栢寺廃寺・大綺廃寺などが氏寺とし

て建立される。これに伴い、都宇郡に属する南部の丘陵では瓦や須恵器を焼成した窯も操業されてお

り、二子御堂奥窯跡群では 4基の窯が調査され、瓦の一部は日畑廃寺と同箔であることが判明してい

る。また遺構は不明であるが、窪屋郡の末ノ奥窯跡群では、津寺遺跡や加茂政所遺跡で出土している

素弁八弁蓮華紋軒丸瓦と同紋の軒丸瓦も近年出土しており興味深い。さらに特徴的な出来事としては、

多大な労力の結集を必要とする前方後円墳の築造が終焉を迎えた後、小さな地域枠を越えた大規模な

土木丁事の実施がある。津寺遺跡の護岸施設は、この地域にとってさまざまな意味において重要であ

った古足守川の改修工事という位置付けが可能であり、また2.8kmに及ぶ堅牢な外郭線を石塁と土塁

で築き、城門や水門、角楼が確認されている鬼城山山城はその最たる遺構である。

当地において、 7世紀初頭頃まで政治的頂点にあったのは、墳長100mのこうもり塚古墳と45mの

江崎古墳の被葬者であったことは明らかであろう。これらは、後に建立される備中国分寺などにほど

近い位置にある。その一方で、丘陵には前池内古墳群、峠古墳群などのような群集墳が、大小さまざ

まではあるが、いたるところで形成されている。これらの多くは、有力家父長層の台頭を象徴するも

のと評価されるが、規模の大きい横穴式石室を継続的に有する緑山古墳群や、貝殻石灰岩製の家形石

棺を採用する玉墓山古墳を中心とした群などはそれらとは異なり、政権内部で中心的な役割を果たし

た人物や集団の墓と思われる。やがて古墳の築造は衰えるが、稀に二子14号墳のような外護列石を伴

う二段築成の方墳が認められ、前池内 5号墳では、追葬過程において「官」の逆字押印のある須恵器

が持ち込まれるなど、在地有力者層の中には後に官人化していくものもあったことがうかがえる。

律令体制が確立する古代の備中国では、国府推定地として現在の総社市金井戸付近があげられてい

るが、確認調沓等ではそれを裏付ける確証は得られていない。一方でその南に隣接する三須河原遺跡

などでは、「郡殿」と書かれた墨書土器や整然と配置された掘立柱建物群が調査され、窪屋郡術の所

在と構造の一部が明らかになりつつある。都宇郡では幸利神社周辺を郡街に比定する考えもあるが、

現在のところ明らかではない。ただし、 8世紀中頃を前後する時期の津寺遺跡では、公的施設と考え
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られる南北123.8m・ 東西94mに及ぶ溝による長方形区画とそれに関係する掘立柱建物群が検出され

ている。これらの近くには、寺院が存在あるいはその可能性が高いことで注目される。古代山陽道は、

以上のような施設のすぐ南を東西方向に走っていたと推定される。これに沿って位置する矢部廃寺は、

「津蜆駅家」に比定されており、出土している平城宮式亜式の瓦は備中の「国府系瓦」とされ、これら

は備中国分寺や備中国分尼寺でも用いられている。対してこの時期の一般的な集落の様子については

不明な点が多いが、真壁遺跡では竪穴住居が検出されている。また公的施設に隣接する三須畠田遺跡

や津寺遺跡では、その近くに掘立柱建物や土塀、畑などが検出されている。この頃、前池内古墳群な

ど一部の群集墳では石室内に火葬骨を埋葬したり、墓域内に蔵骨器を埋納するなど、在地有力者層が

官人化するとともに新しい慣習を取り入れていたことがわかる。津寺遺跡の胞衣壷などもそれを示す

• であろう。

律令体制が実質崩壊する過程で、当地域でも荘園経営が行われている。賀陽氏によって荘園化が進

められ、後に山城神護寺領となる足守庄は特に有名で、「備中国足守庄絵図」（神護寺所蔵）が今に伝

えられている。この域内では、これまでに延寿寺跡などの発掘調査も行われ、荘園の成立・運党時期

について重要な資料が得られている。この南に隣接する生石庄も 9世紀頃から賀陽氏によって開発さ

れたと考えられ、 1176年（安元 2年）の「八条院領目録」（山科家古文書）．によると官省符庄であっ

たことがわかる。高塚村はこの生石庄の一部であった可能性が高いが、調査対象となった三手遺跡は

それとは条里の方向が異なっており注意される。一方、・ 備中国内にはこのような荘園以外に国術領も

点在し、 1426年（応永33年）の「惣社宮造営帳写」（池上文書）では、当地域に刑部郷や服部郷、山

手保などがみられる。生石庄の南に位置する河面郷がどちらの性格を帯びているかは不明であるが、

加茂政所遺跡では在庁官人あるいは開発領主の屋敷などに関わると推測される小規模寺院の所在が確

認され、梵鐘鋳造遺構や平安宮内裏出士瓦と同箔の軒瓦が検出されている。この周辺では岡山市上沼

遺跡や津寺遺跡のように集落も確認されている。さらに同じく津寺遺跡の野上田調査区では、河道か

ら浄瓶や「倉」 ・「上厨」と書かれた墨書土器などが出士しており、現在の足守川左岸にも荘家ないし

は公的施設が所在する可能性が高い。

このような状況下、それまで氏寺として建立された平地伽藍の寺院は衰退し、丘陵上に山上寺院が

みられるようになる。なかでも備前南西部と備中南東郎には多くの寺院が分布している。その一つで

ある日差廃寺は報恩開基伝承を持つ寺院であり、これに対し、新山廃寺や浅原寺などの有力寺院も中

世にかけて隆盛をきわめる。備中国の一宮である吉備津神社が文献に登場するのもこの頃である。こ

のような社寺が宗教界だけでなく、当地域の政治や経済に大きな影響力を保持したことは明らかであ

ろう。

平安時代末期から鎌倉時代を経て南北朝の頃までに、この地域の人々もいくつかの戦乱に巻き込ま

れている。特に1336年（建武 3年）の福山城合戦は有名で、在地武土の活躍が認められる。高塚遺跡

や津寺遺跡士筆山調査区、近年では総社市の諸上遺跡などで調査されているような、溝で区画された

屋敷地と建物群は、鎌倉時代から南北朝を中心としているとみられ、かれらのような人物と関係した

集落の一端を示している。これら屋敷地内の土城墓の副葬品には、輸入陶磁器や和鏡を伴うものもあ

り、興味深い。この他、三手向原（処分場）遺跡では士師器を焼成したと考えられる窯状遺構が、津

寺遺跡丸田調査区の土城墓からは鍛冶道具の副葬がみられ、当時の各種生産を知る資料として注目さ

れる。
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室町時代の集落としては矢部南向遺跡などがあり、高塚遺跡をはじめそれ以外の遺跡でも、継続し

て集落が営まれたものもあると思われるが、詳細については不明な点が多い。一方、丘陵などでは、

それまでに築成されたものを含めて多くの城がみられ、地域の緊張状態がうかがえる。特に、この時

代末期には、織田勢と毛利勢による備前・備中の国境での攻防が繰り広げられており、 1582年（天正

10年）の羽柴秀吉による備中高松城水攻めはあまりに有名である。この戦略で重要な役割を果たした

堤については、近年、調査によって基底部の構造が明らかにされ、甫崎天神山城やすくも山城などの

毛利方の陣城も発掘調査が行われるなど史実との対照が可能になってきている。備中高松城の開城後

の中国国分では、備中国に関して言うと、都宇郡・窪屋郡・賀陽郡の一部が宇喜多秀家に、残り 8郡

は羽柴秀吉と毛利輝元によって分割して領有されることとなった。これ以後、この地域は水田開発が

進められ、現在の景観に近づいていくようである。また、築造年代は不明であるが、妹尾兼康伝承を

もつ高梁川に設置された総社市井尻野の湛井堰を取水口とする十ニケ郷用水は、現在でも流域の水田

を潤している。

1600年（慶長 5年）の関ケ原の戦い以降、備中国は複雑な様相を呈しつつも、やがて幕府領・大名

領・旗本領に整理された。当地域では、足守藩・庭瀬藩・備前岡山藩、蒔田氏・花房氏・榊原氏・戸

川氏などの名がみられる。なかでも花房氏は原古オ村に、木下氏は上足守村に陣屋を置き、以後その

地は陣屋町として栄えた。なお、三手村と高塚村は木下家定に与えられ、幕末まで足守藩領となって

おり、山陽道から分岐して原古才村を抜けた松山往来は、両村を通過している。

近代になり、 1875年（明治 8 年）には、高塚村と三手村は、小山• 福崎• 田中• 長田• 松ケ鼻• 門

前・下土田村と合併し生石村となるが、 1881年（明治14年）に再び分村している。

以上、当地域がたどった歴史のごく一部を概観した。そこには、この地が吉備地域の中枢として繁

栄するのに十分恵まれた地理的条件を背景にしていたことがうかがえる。古墳時代のある時期以降、

やがては中央政権に組み込まれ、その時々の諸制度によってさまざまな形で再編が繰り返されるが、

長期間にわたり特に重要な地域であり続けたことは疑いないところである。 （柴田）
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第 2章調査の経緯と経過

第 1節高塚遺跡

1 調査の経緯と第一次調査

(1)調査の経緯

高塚遺跡は、岡山県および岡山市の遺跡地図にも記載されていなかった遺跡であった。しかし、昭

和62年 8月、日本道路公団と文化課の協議がなされ、高塚という地名、土器小片の散布が見られるこ

となどにより、岡山県教育委員会としては当該地を調査対象地域に含めたい旨を、さらには調査範囲

確定のため、早急に第一次調査実施の要望を申し入れた。それに対し公団は、昭和63年度において遅

れていた国道180号線から足守川右岸までの用地買収のため地元協議に入っていた時であり、用地買

収前の調査は困難であることなどの理由で、また竺手・津寺遺跡の50,000面以上の発掘調査をかかえ

ており、難色を示した。しかしながら、文化課としてはもし遺跡として確認された場合、用地買収後

の調査では足守川右岸橋脚の工事行程との絡みから、期間内での発掘調査が不可能になる恐れのある

ことを強調した。

この結果、 12月6日岡山市高松支所において一次調査を前提とした 6者（公団岡山工事事務所・地

権者代表・岡山地方振興局・岡山市高松支所・文化財センター・文化課）による協議がなされ、調査

を行うことの了解を求めた。この時点では、ほぽ地元協議が整い幅杭を打設直後であった。また、調

杏予定地は未買収地であり、年内に各地権者の了解を取る必要があった。翌昭和63年 1月において調

査予定地46か所の内31か所の承諾が得られ、取り合えず了解を得られた箇所に 1月11日より調査には

いることになった。調査は 1月27日に終了し、 2月2日まで埋め戻しを行った。結果については後述

するが、弥生時代から古墳時代・中世にかけての包含層・遺構面が約16,000面程拡がることが判明し、

昭和63年度から全面調査にはいることになった。 （浅倉• 伊藤）

(2)第一次調査の概要

当該用地内を対象に足守川右岸の東部から順次西方向に一辺 2mのボーリング位置を31か所設置

し、主に土層観察を中心とした調壺を開始した。以下、各ボーリング (B)の状況を略述する。

B 1は第 2層～第4層が人工的埋土と判断され、第 5層の暗灰色粘土から中世土器が出土しており、

中世には河道と考えられる。

B2は第 4層の暗茶褐色微砂および第 6層の黒青色細砂から弥生後期土器が出土するとともに、弥

生後期の微高地が確認された。なお、第4層は何らかの遺構埋土の可能性が高い。

B3は第 4層の淡褐色細砂から中世土器が、第 5層の暗茶褐色微砂から弥生後期土器が出土してい

る。第 6・7層は弥生後期微高地の基盤層と考えられる。なお、第 5層は竪穴住居埋土の可能性あり。

B4は第 4層の黒褐色微砂が竪穴住居と判断されるもので、これより弥生後期末の土器が出土して

いる。また、第 3層下からは径約30cm、深さ約50cmを測る中世柱穴 2個が検出されている。柱穴から

は拳大の角礫に混じって早島式土器椀が出土している。

B5は第 6層の灰色粘土が中世水田と思われ、第 7層の青灰色粘士も時期不明ながら水田の可能性

-10-



第 1節高塚追跡

がある。第8層は微高地基盤層と思われる。

B6は第 5層の淡褐色微砂から中世後半、第 6層の淡茶褐色微砂から中世前半、第 7・8層から弥

生後期、第10層の淡茶色微砂から弥生中期初頭の士器が出土している。

B7は第 4層の淡灰茶褐色微砂から中世、第 5層の暗茶褐色微砂から古代？の土器が出土しており、

第6層以下は竪穴住居の埋土と判断される。 2軒の住居が重複した状況で検出された。住居壁が一部

確認された東側の住居床面は貼床がなされ、埋士から弥生後期土器が出士している。

BSは第 4・5層が中世溝の堆積土と思われるもので、第 6層の暗茶褐色微砂層からは炭化材・焼

上に混じって甑片および鉄器片が出土しており、上器の特徴から古墳時代中頃の火災を受けた竪穴住

居跡と判断される。

B9は第 5---7 層に中世遺物や馬の歯などが出土しており、第 8 層の炭• 木片混じりの状況から溝

あるいは河道部分と推定される。

BIOは第3---5層が砂層で以下は粘土層と変化しており、 B9と同様河道の様相を呈していた。

B 11は第 6層の暗青灰色粘土から備前焼が出土しているが、第 6層下部には炭化物の薄層があり、

第7層は褐色細砂で中世河道の可能性がある。

。
100 200m 

第4図第一次調査位置図 (1/4,000)
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Bl2は第 4層の青灰色粘土から備前焼片が出土している。

Bl3は第 7層の淡青灰色粘土に中世遺物が認められ、下層の淡茶灰褐色細砂からの遺物は皆無であ

ったがこの層が微高地基盤層になる可能性が高い。

B14は第 6・7層から中世遺物が出土しているが、下層の堆積状況から河道部分と考えられる。

Bl5は第 6層の黒灰色粘土から獣骨および早島式土器椀が出土している。

Bl6は第 5層の灰黒色微砂から炭・種子・木片などに混じって漆器椀が出土している。また、第

6 層の黒色粘土からは備前焼片• 古銭なども出土しているが、下層の暗灰色粗砂から河道にあるもの

と判断される。

Bl7は掘り下げ途中に湧水したため中止し、埋め戻した。

Bl8は河道の堆積状況と判断されたが、遺物は皆無であった。

B19はB17と同様中止した。

B20は全体に堆積する粘土層の状況から中近世の沼地と思われる。

B21は第 6層の灰色粘士が中世水田の可能性があり、第 7層の茶褐色微砂は古墳時代あるいは中世

の溝と考えられる層で、第 9層の黒色粘士は前述の沼地と思われるものである。

B22は第 7層の茶褐色微砂に中世遺物と鉄滓が出土しており、第 8層の黒色粘土からは古墳時代初

頭の土器が確認された。

B23は第 6~10層に中世遺構の重複した状況が確認された。第 6·7 層は溝状の遺構で、第 8 層は

土城、第 9層は柱穴である。また、第10層からは白磁片も出土している。

B24は近世用水と思われる第 6----11層の下部は、第13層の暗褐色微砂から中世遺物が、第16層の黒

色粘土から土師器が出土している。

B25は第 7層の黒色粘土から備前焼片が出土している。

B26は第 4層の灰色粘土から備前焼が、第 5層の灰黒色粘土から中世遺物が出土している。

B27は第 5・7層から中世遺物が、第 8層の茶褐色微砂からは古代の土師器片が出土している。

B28は第3層の灰白色粗砂で湧水が激しく発掘を中止した。

B29は第 6層の黒色粘土から中世遺物が出土している。

B30は設定位置が農作業に支障をきたすと予測されたため調査を断念した。

B31は第 7層の灰色粘土から中世土器細片が出土しており、第 8層の茶黒色微砂は中世の基盤層に

なるものと思われる。

次に出土遺物についてみると、遺物は調査した大半のボーリングから出土しており、その量は整理

箱 3 箱分となる。その種類は弥生中期初頭の甕をはじめ、弥生中期後葉の高杯、弥生後期後葉の甕•

高杯、古墳前期の壺、古墳中期の甑• 鉄器、鎌倉時代の白磁•土師器、室町時代の青磁•古銭・士鍾
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第 6図 ボーリング断面図① (1/80) 
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第 7図 ボーリング断面図② (1 /80) 

• 漆器•鉄滓•土師器・備前焼、戦国時代の備前焼、江戸時代の染付けなど、長期に渡る時代の遺物

が確認された。

以上、設置した31か所のボーリングのうち 4か所は中断を余儀なくされたが、 この調査によって高

塚遺跡は弥生時代から近世に至る一大集落の可能性が示唆され、特に自動車道予定地内の遺跡の広が

りは第 4図のスクリーントーンで示す部分で、

と判断された。

これより北西部は河道あるいは湿地と向っていくもの

また、微高地の基盤層は東部から西部に向って下がっていくことが確認されるととも

に、出土遺物においても弥生時代から中近世遺物へと西方に向って全般的に新しくなっていく傾向が認

められ、 これら旧地形の推定復元および出土遺物の状況から、今回の調査は塚廻り・フロヤ・

角田の斜線部分を対象とした。 （浅倉）
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2 調在の組織

昭和62年度

岡山県教育委員会

教育長 宮地暢夫

岡山県教育庁

教育次長 石井敏雄

文化課

課長 吉尾啓介

課長代理 河野衛

課長補佐（埋蔵文化財係長）

伊藤晃

主 在 藤川洋二

ー山県古代吉備文化財センター

所長 橋本泰夫

総務課長 佐々木清

総務主幹 藤本信康

主任 花本静夫

主任 岡田祥司

調査第二課長 葛原克人

文化財保護主幹（第一係長）

正岡睦夫

文化財保護主任 浅倉秀昭

主事 石田義人

昭和63年度

岡山県教育委員会

教 育 長 竹内康夫

岡山県教育庁

教育次長 前 亮 治

文化課

課長 吉尾啓介

課長代理 河野衛

参事 浅野間朗雄

課長補佐（埋蔵文化財係長）

伊藤晃

主査 藤川洋二

岡山県古代吉備文化財センター

所• 長 水田稔

総務課長 佐々木清

総務主幹 藤本信康

主任 花本静夫

主任 岡田祥司

主任 片山淳司

調査第二課長 癌原克人

課長補佐 正岡睦夫

第二係長

主事

平成元年度

岡山県教育委員会

教育長

岡山県教育庁

教育次長

文化課

課 長

課 長

松本和男

弘田和司

竹内康夫

竹本博明

吉尾啓介

(11月30日まで）

鬼澤佳弘

(12月1日以降）

課長代理 河野衛

参事 浅野間朗雄

課長補佐（埋蔵文化財係長）

伊藤晃

主査 藤川洋二

岡山県古代吉備文化財センター

所長 長瀬日出明

次 長 河本清

総務課長 竹原成信

課長補佐（総務係長） 藤本信康

主 任 岡田祥司

主 任 平松郁男

主 任 片山淳司

調査第竺課長 正岡睦夫

課長補佐（第一係長） 松本和男

文化財保護主任 江見正己

文化財保護主任， 垣内一也

文化財保護主任 平井泰男

主事 佐守学

主 事 弘田和司

主事 横山伸一郎

主事 谷岡孝久

第二係長 浅倉秀昭

文化財保護主査 窪田廣志

文化財保護主査 古谷野寿郎

文化財保護主任 岡本寛久

文化財保護主任 栗尾昭和

文化財保護主任 川崎肇

文化財保護主事 長川優

主 事 小松原基弘

主事 森宏之

市町村専門職員発掘調査協力者 倉敷市教育委員会福本明鍵谷守秀小野雅明

発掘調査協力者 錦戸正山田悌史森宏之守屋佳慶政田孝（写真撮影）
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3
 

調在の経過と日誌抄

昭和63年に行った第•次調介の結果、沿j塚遺跡には、弥生時代から中世にわたる造構が、 屯層的に

存在することを確認、した 全体の面積は、 18.000rnーに及び、公[-.月からはい期の調介沙~(を要砧されたc

岡llJジャンクシ ョン部分に所在する沖年逍跡はなお継続調介中であったので、平成几年度には、諷介

弟 こn果を新設する方針が決められ、 調介Hを増員して対応するという処tri:がとられた

調介にあたっては、効；和化を図るため、爪す茂に よって包含附の直上まで排 tし、 これより F層は人

カで掘り Fげながら遺構の検出に努めたほとんどの地1,zで、中肌から古代、古墳時代、弥生時代と

虐層的に遺構が検出され、 しかも 、迅構密度が高 く、調査は困難を極めた 遺構が所仔する微邸地は、

東西方,,,]に延びていて、小'i=名が東から 「角川」 「フロヤ」「塚廻 り」 であったので、小字名をその ま

ま調査区の名称と した(

濁査は緊急を要していた そのため、平成元年 2月7EJから調在員を再配置して、角田調介区の ［

')3. 用道路部分の調在に着手した 平成元年 4月からは、調査第湿課の18名を 6班編成と し、 1班 3名

を原則と して、作業員をそれぞれ30名はど配置しfこ 調査は東から顧次着手した r 塚廻 り調介区で

も、緊急に南へ延びる毘迫を拡幅し、調孔t!Rの西寄 りで民有地との境へ用水路を設齢する必要から、

部の調査員で対応した 』方、岡山ジャンクションから束へ延びる Iレー トに所在する政所遺跡、立田

遺跡についても、遺跡の1生格や調査範囲を確話するた

め、この地区の第サ＜調査に人らざるをえなかった

供用開始 f定に合わせるためには、 L·~m迫路、横断

道路のためのボックス設謹なと、施 ［ピ＆、 ところがあ

ることから、調在区域を36か所に区分 lて対応せざるを

えなかった-小Iべ画にしたことから

時に調査できないなどの問題も牛じた

また、南側は民有地に接 していて、稲作の

時期 と調在時期が直なったこともあり

れや崩壊の戌れがあることから、湖介範囲を

少し控えなければな らなかっ た

増水、 壁の崩壊な どもあ り、隣接地や調介ヘ

の影響 も著 しいも のがあ り、遺構・遺物の多

さと もf川見 て調介は困難を極めたが、、F成

3年3月未、

台風による

なんと か無事に調杏を

完 ［すること がで きた

逍構の実測・ 測贔は、固 t地理院

第5座標系に基づ き、

定し行った

グリッドを設

起点は高塚遺跡の北西

：こあたる X=-14JS0<.)、Y= --l出OO

とし、大きく l(JJmグリ ッドを設け、さ

．：こ、その中を10mの小グリ ，ド：こ分

関連する遺構をfol

水漏

臼

l
,
r

絲
さ

58
巧‘

完
令
な
形

1
中
保
管
説
を
・表
付
け
？

• 8909061寸

「いすれも山陽新聞

から切り抜き」

岡山•高塚遺跨

•:-003131寸

-4118910211寸 写真 1 新聞報道
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割した。大グリッド分割は、 X軸の起点を 0とし、アラビア数字で東方向へ増加し、 Y軸は起点をA

とし、アルファベット大文字で南方向へ以下B、C、Dと続くように呼称した。小グリッド分割は、

10m ごとに X軸はoo~og、 Y 軸はa---j に区分した。グリッド名は、各北西交点を優先することとし、

C 5グリッドないしは、 Cf405グリッドのように呼称する。以下本文中のグリッド記載はこれによる

ものとする。

3on 

B
 

oouotIIIA 

表 1 高塚遺跡調査一覧表

400 500 600 

＼ 
呂-~ 
> II 

100 
X =-145500 

0
 0
0
8
t
-
=
A
 

c
 

X=-145600 

c 

Do I I I I I I I I I I I 
X=-145700 

Joo 305 400 500 

゜
200m 

600 Joo 

番引調査区名I旧調査区名 調査担当者 番ロ 調査区名 旧調査区名 調査担当者

塚廻り2区 19 角田NSW区

正岡睦夫・古谷野寿郎・川崎肇 浅倉・窪田・栗尾
2 塚廻り 3A区

•森宏之
20 角田NSE区

3 塚廻り 3B区 21 角田 3b区

4 塚廻り 3C区 浅倉秀昭•窪田廣志•栗尾昭和 22 角田 3d区

5 塚廻り 塚碩り 1区 正岡・古谷野・川崎•森 23 角田 3e区
"""一• 松本・垣内・佐守
6 塚廻り農道 正岡・川崎 24 角田 3a区

7 塚廻り 4C区 25 角田 3C区
—•—• • 
8 塚廻り 48区 浅倉・窪田・栗尾 26 角田 3f区
.. ,., ， 塚廻り 4A区 27 角田IlA区

角田
角田IlB区・10 フロヤ 3C区 28 

•• 一，．．
江見正己・横山伸一郎・谷岡孝久11 フロヤ 38区 浅倉・窪田・栗尾 29 角田nc区

―.... 

12 フロヤ 3A区 30 角田IlE区

13 フロヤ フロヤIIB区 松本和男・垣内一也•佐守学 31 角田IlD区

14 フロヤ IIC区 岡本寛久•長川優・小松原基弘 32 角田 IA区

15 フロヤ IlA区 平井泰男・弘田和司 33 角田 IB区

16 フロヤ I区 岡本•長川・小松原 34 角田 IC区 平井・弘田

17 角田NNW区 35 角田 ID区
．． 角田 浅倉・窪田・栗尾
18 角田NNE区 36 角田 IE区
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第 1節高塚遺跡

高塚遺跡では、考古学上、注目される発見が相次ぎ、しばしば、全国的な報道が行われた。平成元

年 8月25日には、銅鐸が穴の中に入った状態で発見された。集落遺跡内から銅鐸が発見される例は、

それまでほとんど無かったことから、学術的な意義も大きかった。また、発掘調査で銅鐸が発見され

る例も稀である。発掘調査中は、調査員が現地で夜間警備にあたり、 9月 5日、銅鐸が出士したまま

の状態で、記者発表を行った。

平成 2年 2月28日には、中国の「新」時代の貨幣である貨泉が25枚出土し、弥生時代後期前半の土

器を伴っていたことから、学術的意義は大きく、 3月12日に発表した。これ以外にも、竪穴住居に造

り付けの「カマド」が吉備地方へ最初に導入された様子が明らかとなり、韓国系の陶質土器や軟質土

器を多数出土したことから、大いに注目された。

銅鐸を埋納していた土城は、切り取って保存処理を行い、古代吉備文化財センターに展示している。

また、銅鐸などは、速報展示を行い、多数の見学者があった。金属製の遺物については、化学的な保

存処理を行い、銅鐸については、岡山県で予算化し、複製品を作成した。これらは、すでに全国各地

で展示されている。 （正岡）

日誌抄

昭和62年度 塚廻り 1V区調査終了

昭和62年12月6日（日） 第一次調査協議 1月26日（金）フロヤ I区調査終了

昭和63年1月11日（金） 第一次調査開始 2月7日（水）フロヤIII区調査終了

2月3日（水） 第一次調査終了 2月20日（火）埋蔵文化財保護対策委

員会開催

昭和63年度 2月21日（水）角田II区調査終了

平成元年 1月31日（火） 埋蔵文化財保護対策委員 2月28日（水）フロヤIl区貨泉がま

会開催 とまって出土

2月7日（火）角田 I区上層 調査開始 3月31日（土）角田III区調査終了

3月2日（木）角田 I区上層 調査終了 フロヤ II区調査終了

3月17日（金）埋蔵文化財保護対策委員 塚廻り皿区調査終了

会開催 7月26日（水）塚廻り農道部調査終了

7月26日（水）塚廻り I区調査終了

平成元年度 8月25日（金）フロヤ I区銅鐸出土

平成元年4月1日（土）調査準備 10月21日（金）角田 I区調査終了

4月4日（火）角田 I区調査再開 10月23日（月） フロヤ II区調査着手

角田II区調査着手 10月30日（月） 埋蔵文化財保護対策委

角田皿区調査着手 員会開催

角田W区調査着手 角田w区調査終了

フロヤ I区調査着手 11月1日（水） フロヤ皿区調査着手

6月17日（土）埋蔵文化財保護対策委員 11月6日（月）塚廻り W区調査着手

会開催 11月16日（木）塚廻り I1区調査済手

7月10日（月）塚廻り I区調査着手 12月15日（金）塚廻り ill区調査着手

7月20日（木）塚廻り農道部調査着手 平成2年1月22日（月）塚廻り II区調査終了
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第 2章調査の経緯と経過

第 2節三手遺跡

1 調査の経緯

山陽自動車道建設に伴う岡山県内の発掘調査は平成 4年でもって終了している。しかし、平成 5年

の供用開始が危ぶまれた状況で、当面の発掘調査から控除した岡山ジャンクション付近の植栽部分（ル

ープ内） 6,128m2 ... 盛土のり面 (H=5.0m以下） 24,629m2、高架下（掘削部以外） 3,850面の計35,000

面が後年次の対応として残されていた。

今回の発掘調査の対象となった三手遺跡の盛土のり面3,164面は控除面積の一部であり、平成 6年

7月14日に開かれた中国横断自動車道の協議に並行し、公団岡山工事事務所の意向として議題にあが

ったものである。すなわち、中国横断自動車道の発掘調査の進捗が順調であることと、後年次の計画

であった山陽自動車道の施行 2車線から 4車線化への流れが文化課と岡山工事事務所間で諒解され、

発掘調査の方向へ動き出したものである。 8月10日に岡山工事事務所から条件が整備でき次第に実施

したいとの連絡が入る。そこで、昭和63年度の三手遺跡で発掘された遺構・遺物の出上状態から、遺

構が工事区に継続して広がる場所を調査区に絞り込み、さらに隧道部を除いた約2,500面を対象地と

した。調査は中国横断自動車道の発掘調査の終了を待って平成 7年 1月から 3月までとし、同人員で

もって実施することを了承する。

そして、岡山工事事務所の上木施行計画書に基づき、現地において法規制事前協議の条件整備と施

行順序（保安柵• 工事用道路・目隠板・盛土のり面捨土・鋼矢板打設・集水桝撤去・舗装ガラ撤去）

の説明を受け、発掘調査の手順の打ち合わせを行う。

三手遺跡の調査は最終年度に刊行する高塚遺跡の報告書と同時刊行する事を確認する。 （高畑）

2 調査の組織

平成6年度

岡山県教育委員会

教育長 森崎岩之助

岡山県教育庁

教育次長 岸本憲二

文化課

課長 大場淳

課長代理 松井新一

課長補佐（埋蔵文化財係長）高畑知功

主任 若林一憲

岡山県古代吉備文化財センター

所長 河本清

次長 葛原克人

総務課長 丸尾洋幸

発掘調沓協力者 上田匡文
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課長補佐

主査

主任

調査第二課長

課長補佐（第二係長）

文化財保護主査

文化財保護主査

文化財保護主任

文化財保護主事

文化財保護主事

文化財保護主事

主事

主事

杉田卓美

石井善晴

三宅秀吉

伊藤晃

平井勝

中野雅美

三上修二

小延祥夫

東呂木博

大村俊幸

山本昌彦

高見生郎

蛯原啓介



~2 節．「-j!'J跡

3 調行の経過と lId志抄

,J晶1t地区は、昭和63年度に山陽t'I動巾道建設に伴って発掘濁査を実施した楊所の北東に接する部分

で、 -: f-遺跡の、＇，―.地する微，•,':j 地の緑j!l 部に｀りたる 調介範囲は昭和63年度の成果に甚づいて長さ250

m、拡輻の f定輻2Umが対象となった 調査は対象地域,,、I全面を掘り Fげることはせず 3ヵ所に，凋

究いを設定しで図施した ， 瀾 1f~は北西側からlkさ約50mの範囲をい）原 IIA区とし、これに接するlk

さ約45mの範圃を向原 TIB [ズ．、さらに北東側に約80m離れた位償に長さ約25mの向原illIべを設けた

それに伴い調1dlも3名からなる班を 3班紺成しそれぞれの調企lべを担‘片した

調1tは 1月1711に阿原m似から開始した 次いで 1月2311には向脱 IIA区、そして 2JJ 1 Hには阿

原IIB屁の調和こ入った I句原m区は中世の水田や溝が確認、されたが、溝は比較的深い位閥にあるこ

とと湧水の影愕で、調杏面積に比較して調査逮期間が費やされることとなった f11J原 IIA [べはほとんど

追構が無く 、微翡地の端が確認された-向原 IIB区も浅い溝がわずかに確認された以外には、ほとん

ど逍構はなかった

昭利163年度の湖杏成果から推定された通り、調在地区は微高地の縁辺部にあたることから、全｛本的に

遺構・逍物は少なかった そのため調介は）11船調に進み、 2月24日をもって終{することとなバビ

（平井

日誌抄

平成6年度

平成7年1月4£1 (水）調介ミ準備

1月17LI (火）向原皿区調査、開始

1月23rl (月I 向原IIA区調1f.HH始

表 2 三手遺跡調査一覧表

2月1日 （水向原IIB区調査開始

3月31n (金廊原 IIA区、 IIBIズ．、旧区

調在終 f

調査区名 調査担当者

向原 IIA区 中野雅美・大村俊幸・為見生朗

向原IIB区 平井勝・小延祥夫・東呂木博

向原皿区
伊藤晃•三上修ニ・山本昌彦・

蛯原啓介

写真 2 三手遺跡作業風景
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第 2章調査の経緯と経過―

第 3節報告書作成の経過

1 整理の経過

平成10年度の整理対象遺跡は高塚遺跡と三手遺跡となり、長年続けられてきた整理作業も後年次対

応の発掘調査が再開されるまでの間、一応の終結を向かえることとなった。

遺跡からは総遺構数1550余り、総遺物数1700箱余りの膨大な資料が検出さてれおり、これに対処す

べく調査員11名と復元・トレース・実測の補助員およびパート職員約40名が整理にあたることとなっ

た。調査員の構成は専門職員 7名、教師からの出向 3名、専門の臨時職員 l名である。高塚遺跡につ

いては表 3に示すように調査員を 4班に編成し、旧調査区を碁準に 7ブロックに分け整理を進めた。

また、三手遺跡については江見が二宮の応援を受け作業を遂行した。

いっぽう資料の量的な問題から、整理作業は継続して使用してきた津寺事務所だけでは手狭で、セ

ンターとの＝ヵ所に別れ、並行して実施するという変則的なあり方で進めざるを得ない状況であった。

なお、センターでは井上• 平井がこれにあたった。

また、津寺事務所は当該年度中に撤去が予定されていたため、遺物復元の目処がついた12月中旬に

事務所を撤収し、調査員および整理補助員・パート職貝の一部はセンターヘ戻った。これより年度末

までは新収蔵庫の一隅で整理作業を継続した。

この間、平成10年 9月 1日（火）および平成11年 2月25日（木）には埋蔵文化財保護対策委員会が

開催され、委員の方々からは有益なご指導• ご教示を得た。 （江見）

2 整理の組織と体制

平成10年度

岡山県教育委員会

教育長 黒瀬定生

岡山県教育庁

教育次長 平岩武

文化課

課長 高田朋香

課長代理 • 西 山 猛

参事 正岡睦夫

課長補佐（埋蔵文化財係長）松本和男

主事 三宅美博

岡山県古代吉備文化財センター

所長 慈原克人

次長 大村俊臣

総務課長 小倉昇

整理協力者

課長補佐

主査

調査第一課長

課長補佐（第二係長）

文化財保護主幹

文化財保護主幹

文化財保護主奔

文化財保護主任

文化財保護主任

文化財保護主任

文化財保護主事

文化財保護主事

主事

主事

安西正則

山本恭輔

高畑知功

江見正己

井上弘

二宮治夫

平井泰男

築地由行

弘田和司

柴田英樹

難波拓史

室山博文

田坂佳子

東恵子

阿部典子伊丹もと子上田真理子大村宏美柏野由美子川崎康代川原啓子熊代明美

桑 田 一 美 神原さちみ近藤明子島村仁美杉本弘美高塚睦子辻尚子馬場まり 伴祐子

藤田さち子丸山啓子三垣佐知子明楽美和子村岡雅子森久仁江薬師寺かほり 山本恵美子
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:;jj .{節報；'r,りfj:成の経過

写真 3 復元作業 写真 4 遺物実測

表 3 整理一覧表

3

↑
 

肛―
4
 

6 

¥ 

C＿a ， 
塚廻り

‘ 

ノヽ

f } フロヤ,, ヽ

＋ If ゴ

ヽ 角田

゜
゜

200m 

局塚遺跡

調査区名 旧調査区名 遺構数 遺物数 整理担当者

塚廻り 塚廻り 75 104 二宮治夫・築地由行・弘田和司

フロヤ 3区 41 42 二宮・栞地・弘田
フロヤ

フロヤ I・II区 391 307 井上弘• 平井泰男

角田N区 444 251 二宮・築地・弘田

角田 3区 305 413 柴田英樹・難波拓史• 東恵子
角田

角田 n区 199 432 江見正己 • 室山博文•田坂佳子

角田 I区 75 142 井上• 平井

総計 1530 1691 I 

―手遺跡

調査区名 I 遺構数 1 遺物数

向原 IlA区

整理担当者

向原 IlB区

向原m区

13 6 江見・二宮
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第 2章調査の経緯と経過

3 時期区分について（「津寺遺跡 4」1997より）

本書では、「津寺遺跡 2」において採用した編年案を基本的に踏襲した。これは、百間川遺跡群で行
(2) 

っている大枠での時期区分に合わせたもので、弥生時代前期を I-皿、中期を I----III、後期を I----N、

古墳時代前期を I----III、中期を I-Il、後期を I-IIIに大別する（表 1)。このうち古墳時代中期以降
(3) 

については、津寺遺跡の資料に基づき新たに時期区分を設定したものである。ただし、本書に用いる

編年は、津寺遺跡の資料全体を見通したものとはなっていないため、地域性や絹年上の問題点につい

ては、今後のまとめの中で示されて行くものと考えている。なお、文中に現れる弥• 前・ I等の表記

は、弥生時代前期 Iの略記であり、以下に概述する津寺遺跡の絹年案に基づくものであることを意味

する。

弥•前・ I は、壺や甕の口頸部に見られる段や無軸木葉文に特徴づけられる時期で、岡山市津島遺

跡の資料を標識とする。弥• 前.I[は、削り出し突帯が施される壺やヘラ描沈線文をめぐらす甕を特

徴とする時期で、この地域においては岡山市高尾貝塚の資料があげられる。弥• 前.IIIでは、壺に施

された突帯が断面三角形の貼付突帯になり、壺や甕に施されたヘラ描沈線文が多条化する。この時期

は、従来門田式と呼ばれたもので、津寺遺跡でも遺構に伴わない土器がわずかながら出土している。

弥•中. Iは、ヘラ描沈線文が櫛描文に変わる時期で、新相の壺は櫛描文と突帯で飾るが、甕では

櫛描文が消失する。弥•中. I[は、従来のこも池式に対応し、津寺遺跡において集落の形成がはじま

る段階である。壺や甕では内面下半にケズリが見られるようになり、高杯が普及する。また器台

が出現するのもこの頃である。弥・ 中・皿は、凹線文が盛行する時期で、壺や甕に見られた内面下半

のヘラケズリが一般化する。また凹線文を飾る口縁部の拡張は著しく、器台も普及する。中屋調査区

の溝ー 3に当該期の遺物を見ることができる。

弥・後.Iは、上東・鬼川市 I式に相当する。壺の頸部に施されていた凹線が沈線へと変化し、甕

とともに行われる内面のヘラケズリは頸部直下まで及ぶようになる。麻杯はD端部を拡張して多条

の凹線をめぐらし、長い脚部に施された透かしは退化傾向を示す。津寺遺跡では、西川調査区を中心

に弥•中. IIIから弥・後.Iへの過渡的な様相を示す資料が多く出土している。上東・鬼川市 II式に

あたる弥・後.IIでは、上東式の特徴である長頸壺と大形の器台が盛行する。高杯は、外反する口縁

部に変わり、短い脚部は薄くつくる端部をもつようになる。また、別づくりの脚部が見られるように

なるのもこの頃である。この時期の遺物は、西川調査区の溝ー 2において比較的まとまった出土を見

る。弥・後・皿は長頸壺の最終段階で、上東・鬼川市II式に相当する。高杯は短脚となり、小形化す

る。また、小形の器種では精良な胎士が使用されるようになる。器台は、墳墓などで特殊なものが見

られるものの、集落においては減少する。オノ町 I. Il式にあたる弥・後 ・Nは、酒津式の主体とな

る時期である。壺は頸部に長頸壺のなごりを留めるものの、甕では口縁部に擬凹線をめぐらすものが

現れる。高杯は依然として小形であるが深い杯部をもつようになる。津寺遺跡の集落が拡大し始める

時期である。

古• 前・ Iは、下田所式にあたる。壺は強く外反する二重口縁をもち、甕は擬凹線にかわって櫛

描沈線を飾る。高杯は中実気味につくられた長い脚部に変化する。中屋調杏区の溝ー16から出土した

遺物の主体をなす時期である。亀川上層式にあたる古• 前.IIでは、壺や甕の体部に球形化が進み、

底部は完全な丸底となる。布留式の指標とされる小形の器種が揃うのもこの時期である。中屋調査区
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第 3節報告書作成の経過

の溝ー 4 では、この時期の遺物が多く出土しており、古• 前・ I-II津寺遺跡の最盛期とも言うべき

時期にあたる。古• 前 ・illは津寺遺跡の集落が縮小した段階であり、わずかに中屋調査区の竪穴住居

-55において遺物の出土を見るにすぎない。壺は崩れた二重口縁をもつが、甕では短く外反する口縁

にかわる。球形の体部の内面はユビナデで調整する。高杯は、杯部がしだいに深さを増し、内面をヘ

ラケズリする脚部も長さを減じて透かし孔を消失する。

古•中. Iは、須恵器が出現する段階であり、津寺遺跡においてカマドをもつ竪穴住居が現れるの

もこの時期である。崩れた二重D縁をもつ壺がわずかに残るが、その法量は甕と大差なく、これ以後

土師器の主要な器種ではなくなっていく。高杯は、杯部の屈折が鈍くなり、椀形のものも現れる。脚

部の透かしは脚柱部に施されるようになる。西川調査区の竪穴住居ー49では古相、中屋調査区の竪穴

住居ー118では新相の遺物が出土しており、大阪府陶邑古窯址群のTK73----T K208型式に並行するも
(4) 

のと思われる。古• 中.IIになると、長胴の甕が出現し、高杯は、椀形の杯部に絞り込んだ脚部をも

つものが主体となる。集落で須恵器が見られるようになるのはこの時期であり、陶邑古窯址群のTK

23-T K47型式に並行するものと思われる。
(5) 

古・後.I -皿については士師器の資料が十分でなく、須恵器をもってこれに代えたい。また、 7
(6) 

世紀以降は実年代を用いることとし、陶磁器等については従来の絹年を援用した。 （亀山）

註

(1)正岡睦夫「時期区分」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告98J岡山県教育委員会、 1995

(2)江見正己「時期区分について」「岡山県埋蔵文化財発掘調査報告39』岡山県教育委員会、 1980

(3) この地域の編年案としては次のようなものが出されている。

柳瀬昭彦 ill!入•上東」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告16』岡山県教育委員会、 1980

高橋護「弥生土器ー山陽 l-4J「考古学ジャーナル173・175・179・181』1980

高橋護 I士師器の編年ー中国・四国」 r古墳時代の研究6』1991

高畑知功•平井泰男・柴田英樹「上師器」『吉備の考古学的研究（下）』 1992

(4)田辺昭三『陶邑古窯址群』平安学園考古学クラブ、 1966

(5) 岡山県の須恵器の編年案として以下のものがあるが、他地域との対比も考慮して、ここでは註4文献に従う。

山磨康平• 島崎東「須恵器」［吉備の考古学J1987 

伊藤晃「窯業」「岡山県の考古学』 1987

中野雅美［須恵器の編年ー山陽」『古墳時代の研究6』1991

山本悦世•土井基司• 田代健二「須恵器」「吉備の考古学的研究（下）』 1992

(6)本書で援用した陶磁器等の編年として次のようなものがある。

間壁忠彦・間壁蔑子「備前焼ノート 1-4」「倉敷考古館研究集報 1・2・5・18」1966-1984

横田賢次郎•森田勉「太宰府出上の輸入中国陶磁器について」『九州歴史資料館研究論集 4J 九州歴史資料館、 1978

鈴木康之「土師質士器の変遷過程」 r草戸千軒町遺跡発掘調査報告II」広島県草戸千軒町遺跡調査研究所、 1994
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第 2章調査の経緯と経過

表4 編年対比表

年代 時代 時期 津寺 上東 百閻川 雄町 高橋編年 田辺編年

I a 
則ヽ,.

津島
弥•前・ I 百•前・ I b 

期
C 

弥• 前.II 百・削.II 雄町 1 II a 

期
弥• 前.Ill 

雄町 2 b 
門 田 百•前・ 11I 期 C 

弥 III a 
南方 弥•中. I 百中 l

雄町3 期 b 

中
N a 

菰池 弥• 中.II 百• 中.II b 

生 雄町4 期
i 

V a 
前山 II

雄町 5 期 b 期 弥•中 ·ill 百• 中.III 

仁伍 雄町 6 VI a 
鬼川市 0

期 b 

50 時 a 
雄町 7 Vil 

弥後 I 鬼川市 1 百後.I b 

雄町 8 C 

後 雄町 9
期

d 

代
上東 弥・後.II 鬼川市 2 百・後.II 

雄町10
VllI 

a 

b 

弥・後 ・ill 鬼JII市3 百・後.III C 
期

d 期
雄町11 IX a 

弥・後・ W
オノ町 1

百・後・ N 雄町12 b 
酒津 オノ町2 期 C 

250 
古• 前・ I

雄町13 a 
下田所 百• 古.I X b 

削ヽ,.
C 

古
亀川上層 雄町14 d 古•前. II 百•古. II 

期
e 

350 
期

X I a 

墳
古• 前・ m

百•古 ·ill 期 b 

400 
中

J 11入大溝 X II a 
古•中・ I

期 b 
TK73~ 

xm TK208 
a 

時 期 古•中. II 期 b 
TK23~ 

TK47 
500 

古・後.I MTL5-
後

TKlO 

代 古・後.II TK43-
600 T K209 

期
古・後 ・ill T K217 
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第 1節塚抱り閑行区第 3章，謁塚逍跡
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第 9図 塚廻り調査区遺跡全体図 (1/500)
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~I 節塚徊り洪ft(,(_

第 3章高塚遺跡

第 l節塚廻り調査区

l 調在［えの概要

塚廻り調査厄は、高塚遺跡西端部に位骰している 山陽自動車道は北西から南束へ通り、東西方向

に続く弥生時代以来の微晶村地が続いている 古代か中世の初め頃、この徴高地の北側を洪水によ って

削り取られたようで、新しく河道が形成されている。弥生時代および古堺時代の遺構は東側に多いが、

西端部の塚廻り調査区でも若十確認されている

弥牛時代では、斜面の堆積層の中から t器片などを検出しているが、遺構は検出されていない V 古

墳時代には、竪穴住居 5軒、井Ji 1庄、 t城 5基などがあり、集落を形成しているし時期的には占墳

時代後半のものを主体とする。古代の遺構は検出されていない。中机には、東西約40mごとに南北方

向の溝を掘り、区画を設けている。区画ごとに数棟の掘立柱建物と井戸 l基が検出される ，出土造物

には、亀山焼、備前焼、士師器のほか、若 Fの陶磁器や木製品もある＾士堀菜も 1甚発見された ，近

世には、若 Fの遺物を出土するが、遺構としては溝のみである （正I位］ ）

写真 5 塚廻り調査区作業風景
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第 3章高塚遺跡
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D
 

2m 

T-1 

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
 

褐色 (7.5YR4/3)微砂（マンガン少含）
褐色 (10YR4/4)粘質微砂
暗褐色 (10YR3/3)微砂
黒褐色 (10YR3/l)微砂
黒褐色 (2.5YR3/l)微砂
灰色 (10Y4/l)粘質微砂
オリープ黒色 (Y3/l)粘質微砂
黒褐色 (2.5Y3/l)粘質砂（礫少含）
黒褐色 (2.5Y3/l)粘土混じり砂（礫含）
暗褐色 (lOYR3/3)粘質微砂
灰色 (lOY5/l)粘質微砂
灰色 (4/1)粘質微砂
オリープ黒色 (5Y3/l)粘士
オリープ黒色 (5Y3/2)粘土
オリープ黒色 (10Y3/1)微砂
オリープ灰色 (10Y5/2)粘質微砂
オリープ黒色 (10¥3/1)微砂

1
2
3
4
5
6
7
8
9
k
 

褐色微砂（マンガン含）
暗褐色微砂混じり土
緑黒色粘質微砂
暗灰色粘士（自然河川）
暗灰色砂混じり粘土
緑黒色微砂
暗オリープ灰色粘質微砂
暗オリープ灰色砂混じり粘質微砂
オリープ灰色粘質微砂
暗オリープ色砂

。
2m 

T~2 

。
2m 

1
2
3
4
5
6
7
 

T~3 

薄い灰褐色微砂
青灰色粘土
黒褐色細砂滉じり粘土（礫含）
暗青灰色微砂混じり粘土
暗粁灰色礫混じり粘土
黄褐色微砂混じり粘土
青灰色微砂混じり粘土

0

1

2

 

8

9

l

l

l

 

灰オリープ色 (5Y6/2)微砂混じり粘士
暗青灰色微砂混じり粘土（媒含）
（弥生包含層）
灰オリープ色 (5Y5/3)細砂混じり粘士
暗褐色 (3/4)粘士混じり微砂
（鉄・マンガン多含）
灰オリープ色 (5Y5/3)粘土混じり細砂

3
4
5
6
7
 

1
1
1
1
1
 

褐灰色 (4/1)1敗砂（同色の粘土塊含）
褐灰色 (5/1)微砂
褐灰色 (5/1)微砂（やや粘士混じり）
褐灰色 (4/1)微砂（鉄僅少含）
円礫屈 (10cm程度の径多い）

第10図 土層断面図① (1/80) 
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第 1節塚廻り調査区

640cm . 
D 

゜
2m 

l 灰褐色粘土混じり微砂
2 にぶい橙色微砂混じり粘土

（鉄分沈着層）
3 灰褐色粘士混じり微砂
4 にぷい黄褐色粘土混じり微砂
5 にぶい褐色粘土混じり微砂

6 にぶい橙色微砂混じり粘土
7 青灰色細砂混じり粘土
8 暗青灰色細砂混じり粘±(礫含）
9 青黒色粘土
10 暗青灰色粘士混じり粗砂
11 灰オリープ色礫混じり粗砂

12 灰褐色粘質土
13 暗緑灰色粗砂混じり粘土
14 灰オリープ色粘士混じり粗砂
15 暗青灰色粘土
16 暗灰黄色粘質土
17 暗灰色粘質土

15 

切 青青鈍灰淡鈍淡や薮ィや、灰灰裳黄や褐IJIJ訂やいい灰色色賞黄色色薄薄色橙腔細細粘色円細いい礫砂灰円砂灰色色砂土礫混滉色粗粗混相砂砂混じじじ砂視混りじりり粘粘I混りじじ! 粘土L 

16 28 

4 5 f り粘土

29 土．

30 じ悶り粘土
31 l り土6 士 32 士

7 33 
8 21 

塁36 黄色細砂混じり粘土
， 22 
10 23 
11 

2245 混り じ土粘り土粘土 3 7 不鈍12 38 い黄粘褐色粘士 (Mn含む）
13 粘士 26 じ閉 39 灰色上
14 

第11図土層断面図② (1/80) 

2 弥生時代の遺構と遺物

(1)概要

高塚遺跡の東南部には、弥生時代の遺構が密集し、集落の中心部が存在するが、塚廻り調登区では、

明瞭な遺構は検出されていない。集落の周辺部にあたると判断される。河道の埋土や微高地の斜面か

ら弥生土器、石器、木器が出土している。第11図9層は円礫を含んだ暗青灰色微砂混じり粘土層で、こ

の土層中から弥生時代後期の土器片が少しまとまって出土した。弥生士器には、前期から後期にわた

るものがあるが、中期後半から後期前半のものが多い。石器には、打製石包丁と打製石鏃がある。木

器は形状から弥生時代の高杯と推測されている。 （正岡）
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第 3章高塚遺跡

(2)遺構に伴わない遺物（第13・14図、図版89)

塚廻り調査区から出士した弥生時代の遺物には、士器、石器、木器がある。士器には前期から後期

まで各時期のものを含んでいる。北側の河道や微高地からの斜面部で検出されたものは、弥生時代後

期の土器である。長頸壺19-22には、頸部に沈線を施すもの19・20と施さないもの21がある。甕23-

29には、口縁祁を「く」の字に折り曲げ、端部を肥厚し、外面に凹線を施すもの23-25、無文のもの

26、端部を丸く終わらせるもの27-29がある。いずれも、内部の頸部付近までヘラケズリを施してい

る。鉢30は「く」の字状に折り曲げた口縁部の端を上方へ小さく拡張したもので、後期後半に比定され

る。高杯31-36は、皿状の杯部から少し斜め上方へ延び、端部をほぼ水平に拡張する。口唇部には細かい

t
忠＇

_fil_ 

＼
 乱

。
30m 
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第12図 塚廻り調査区弥生時代主要遺構全体図 (1nso)
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第 1節塚廻り調査区
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第13図 遺構に伴わない遺物（弥生時代）① (1/4) 
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第 3章高塚遺跡

凹線文を施す。脚部は裾が広がり、端部は肥厚する。外面には三角形の透かしから変化した沈線を縦

位に多数配するもの35と円形の刺突文を施すもの36がある。

南北方向に掘られた幅10mの溝内から出土したものに、中期後半の甕37、後期後半の鉢38、木製高

杯W2がある。木製高杯は杯部のみで、外面に黒漆が残存し、形状から弥生時代と推測されるもので

ある。そのほかに、包含層中から出土した遺物として、弥生上器と石器がある。石器には、サヌカイ

ト製の打製石包丁S1、柳葉形打製石鏃S2がある。 （正岡）

ヽ
ヽ~11(1 

11 ! i/ i 
39 
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41 
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ぐ器シ
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第14図 遺構に伴わない遺物（弥生時代）② (1/4,1/2) 
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第 1節塚廻り調査区

3
 

古墳時代の遺構と遺物

(1)概要

調査区は東西に長い微高地の西端部に位置している。北側部分は古代以後に河道によって削り取ら

れたものと思われ、本来は、さらに北側へも遺構が続いていたものと判断される。南側は用地外へも

続いている。本調査区の東寄りの地点には、南北方向で幅約10mの溝があるが、もとは連続していた

ものである。

古墳時代の遺構としては、竪穴住届 5軒、井戸 1基、士渡 5基、焼成土堀4基などを検出している。

t
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第15図 塚廻り調査区古墳時代主要遺構全体図 (1fl50)
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第 3章高塚遺跡
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竪穴住居は、いずれも方形を呈するものである。そ

のうちの 1軒には、土錘を30個も出土したものがあ

り、漁労をしていたものと考えられる。焼成土壊の

まとまりが見られるが、関係すると思われる鍛冶炉

は検出されていない。 4 軒の竪穴住居は古• 前・皿

～古・後 ・illの期間にわたっており、同時に存在し

たのは 1軒のみである。もちろんほかに削平された

ものもあると考えられる。東方の地区には同時期の

竪穴住居が多く、この地区は集落のはずれに位置し

ている。 （正岡）
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第16図 塚廻り調査区古墳時代主要遺構部分図① (1/300) 
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第17図 塚廻り調査区古墳時代主要遺構部分図② (1/300) 
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(2)竪穴住居

竪穴住居 1 (第16・18・19図、図版1・83・87)

調査区の西端部に位置する。北側は後世の攪乱で削り取られていることから、北側へも集落が広が

っていた可能性もある。東側には、竪穴住居や土堀が多数存在しているが、この地区の密度は低い。

平面形は方形を呈し、隅は少し丸くなる。全体に上部は削平されていて、床面から検出面までの高さ

は24cmである。大きさは、長辺483cm、短辺433cmで、床面積は17.8面を測る。東罹に接して、造り付

けのカマドが存在する。上部を削られているため、楕円形の焼土面があり、両側の一部に壁の立ち上

がりを認めることができる。カマド内と周辺部に土師器片が散布している。カマドと南東隅付近を除

いて、浅い壁帯溝が検出される。主柱穴は 4本で、長方形に配置している。

床面と埋土中から、須恵器、土師器、土錘が出土している。須恵器には杯蓋46がある。上師器には、

甕と高杯、甑がある。甕47-49には大小あり、外面にハケメ、内面にヘラケズリを施している。高杯

には、浅い椀形の杯部のもの50-52と口縁部を外反した深い杯部のもの53がある。甑54は尖りぎみの

底部に穿孔している。時期は、古・後 ・illに比定される。 （正岡）

e・ —.. ,[i)~~- 鸞

\~, こ
~ 

□ ふ宣゚ 岱

B-

,e_ 
c ーロC 

.A_ 
0 2m 

~a· l 暗褐色微砂混じり粘士

2 暗褐色微砂混じり粘土（灰含）

3 オリープ黒色微砂混じり粘士

4 黒褐色粘土

5 灰色粘質微砂

6 暗褐色微砂

7 暗灰色 (N3/l)微砂混じり粘士

第18図竪穴住居 1 (1/60) 
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第19図 竪穴住居 1 出土遺物 (1/4,1/3)
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第 3章高塚遺跡

竪穴住居 2 (第16・20図、図版83)

竪穴住居 1から20mほど東側に位置する。東側には、竪穴住居 3・4が近接している。本住居は削

平が著しく、東側の一部しか残存していない。残存している一辺はほぼ南北方向を示し、南東隅が辛

うじて分かる。南東隅から1.5m北寄りにカマドが存在する。 U字形の壁が残存し、壁側に近接した

位置に細長い石を立てて支え石とした状況が見られる。カマドの内外で土師器が検出された。他には、

甕、高杯、直口壺、鉢がある。甕55・56は「く」の字形の口縁部から下膨れの胴部となる。高杯57

はやや深めの皿形の杯部に外反した脚部をもつ。直口壺58-----60は短く外反する口縁部からほぽ球形の

胴部へ移る。鉢61 は内湾する口縁部から平底となる。時期は古• 中・ Iに比定される。 （正岡）

竪穴住居 3 (第16・21図）

竪穴住居 2の10m程東に位置する。上部を削平されていて南側の 3分の 1を残している。検出面か

ら床面までは 5cm程である。平面形は方形を呈する。この一辺の長さは426cmを測る。カマドや壁帯

溝は検出されていない。床面付近で士師器の小片を出士しているが詳細な時期はわからない。（正岡）

竪穴住居 4 (第16・22図、図版1)

竪穴住居 2の 5m程南東へ寄ったところに位置している。上面を削平されているため、検出面から

~ 

A—堕!!!m_A,

冑｀

“
讐
冒

8

a
 

2m 

56 

57 

55 

58 

59 60 61 

。
10cm 

第20図 竪穴住居 2 (1/60)・出土遺物 (1/4)
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第 1節塚廻り調査区

床面までの深さはllcmしかないがほぽ全容を検出することができた。平面形は方形を呈し、一辺の方

位はN-88°-Wを示す。細い壁体溝が全周し、カマドは検出されていない。床面の中央部付近に炭化

物がまとまったところが見られるが、明瞭な焼士面

は確認できない。柱穴は検出できなかった。床面か

ら土師器の高坪片62を検出している。時期は古• 前

• 皿に比定される。 （正岡）

竪穴住居 5 (第17・23図、図版 1・86)

塚廻り Cc403区の東南端で検出した平面形が正

方形をした竪穴住居である。フロヤ調査区の方形竪

穴住居群と一連のものである。柱穴は 4本あり、西

の壁中央部には造り付けのカマドを持っている。壁

体溝はカマド部分を除いてすべて巡る。規模は、一辺

553cm、深さ21cmで、床面積は28.7m2... 床面標高は

589cmである。

遺物は、数点の須恵器破片と鉄器が出土している。

63は杯蓋で、口径13.0cmである。 64は高杯脚部で、

長方形透かし孔は二段持つと推定される。 65は小形

壼の口縁部で、波状文が二段施されている。 66は

遅の口縁部であろう。 67は甕かあるいは横瓶のロ

縁部である。 M2は刀子であろう。

以上の遺物からこの住居の時期は、古・後.IIと

考えられる。 （浅倉）

---=--...,,,,-/―← 
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第21図竪穴住居 3 (1/60) 
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第22図 竪穴住居 4 (1/60)・出土遺物 (1/4)

-41-



第3章高塚遺跡

・u¥ 
B
ー

ー

A-

＠ 
P4 

PJ

◎
 

.,@) 

〇¥

~ 

口 9A-

B' 

5
7
0
 C

ヨ ¥ci::i. 

A-
570cm 

A' 

瓢
゜

2m 

I 

こ ］
I 

M2 

0 5cm 

一1 i炎黄褐色微砂
2 赤灰褐色土
3 茶灰褐色粘質微砂
4 黒赤褐色粘質微砂

5 淡黄褐色微砂（マンガン含）
6 明赤色粘質微砂（焼土）
7 暗淡黄褐色粘質微砂

（炭僅少含）

二
63 64 

~~ 
65 

tt? 
66 

。
10cm 

67 

第23図 竪穴住居 5 (1/60)・出土遺物 (1/3,1/4)
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第 1節塚廻り調査区

(3)井戸

井戸 1 (第16・24図、図版83)

竪穴住居 lの7m程南東寄りに位置する。周辺にぱ焼成土壊などが見られる。平面形は不正方形を

呈し、長さ66cm、幅49cm、深さ73cmを測る。底面はほぼ平坦である。下層から土師器の甕 1個体分が

出土した。直口する口頸部と球形の胴部からなっている。外面にば煤の付着が見られる。 （正岡）

600c;m 

0 50cm 

一 68 

。
10cm 

第24図 井戸1(1/30)・出土遺物 (1/4)

(4)土堀

土壊 1 (第16・25図）

調在区の北寄りに位置し、西側には焼成土堀2が近接している。平面形は楕円形を呈し、南北方向

に長い。長さ79cm、幅40cm、深さ 7cmを測る。時期は周辺の状況から古墳時代後期に比定される。

（正岡）

土壊 2 (第16・26図）

竪穴住居 1の南東に近接している。東西方向に長く、長さ151cmを測

る。埋士中から士師器の甕片69が出土している。時期は古•前・皿に比

定される。 （正岡）

土塀 3 (第16・27図）

竪穴住居 1の3m東側に位置している。東側には近接して土城4・5

が直線的に並ぶ。平面形は不定形で、長径78cm、短径64cm、深さ27cmを

測る。時期は埋土の状況から古墳時代に比定される。 （正岡）

-43-
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第 3章高塚遺跡

土壊 4. (第16・28図）

士城3の東に近接し、東側には土渡 5が所在する。周辺には焼成土堀や井戸がある。平面形は小判

形を呈し、長さ110cm、幅68cm、深さ21cmを測る。床面は両側が少しくぼみ、中央部が少し高くなる。

埋土中から須恵器の杯蓋片70が出土している。天井部から緩やかに広がり、口縁端部は丸くなる。時

期は古・後・皿に比定される。 （正岡）

土壊 5 (第16・29図）

土堀 4の東側に接している。平面形は不定形を呈する。大きさは、現存長46cm、幅43cm、深さ20cm

~:t 
69 

0 5cm — 600cm 
600cm 
•一.. , .... 

゜
1 m 

第26図土塘 2 (1/30)• 出土遺物 (1/4)

610 cm 

2 1~l 

。
1 m 

0 50cm 
~ 

1 褐色 (4(3)微砂混じり粘土
（焼土塊• 炭含）

2 褐色 (4/4) 微砂混じり粘士．
（炭少含） 0 50cm — 第27図土壊3 (1/30) 

~ ·--—三
70 

。
10cm 

暗褐色微砂
暗赤褐色微砂

第28図 土壊 4 (1/30)・出土遺物 (1/4)

l 黒褐色微砂 (10YR3/2)
2 暗褐色微砂
3 黒褐色粘質微砂 71 

゜
10cm 

第29図土壊5 (1/30)• 出土遺物 (1/4)
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第 1節塚廻り調森区

を測る。埋士中から製塩士器71を出土している。時期は古・後.IIに比定される。 （正岡）

(5)焼成土壊

焼成土塘 1""'4 (第16・30--33図）

士堀の内面が火を受けていて、床面に灰か炭化物が残存する焼成土

墟が4基検出された。焼成土城 1は、井戸 1の北東側に近接する。平

面形は隅丸方形を呈し、長さ99cm、輻77cm、深さ13cmである。焼成土

城 2は、土堀 1の西側に接近する。平面形は方形を呈し、長さ126cm、

幅86cm、深さ21cmである。焼成土堀 3は不定形で、長径76cm、短径62

cm、深さ30cmである。焼成士城 4は不定形で、長径75cm、短径62cm、

深さ15cmである。これらの焼成土堀は埋土の状況から古墳時代に比定

される。 （正岡）
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/ 1 2~ 

0 50cm — l 照褐色 (3/3)砂泥粘土
2 灰
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600cm 

~. l 2~ 

゜
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l 愚掲色 (3/2)粘質微砂
2 灰

第31図焼成土壊2 (1/30) 

600cm 

0 50cm — l 褐色 (4/4)粘質微砂
2 灰褐色 (4(2)粘質微砂

第32図焼成土堀3 (1/30) 

第30図焼成土堀1 (1 /30) 

580cm 

二
0 50cm 

一
第33図焼成土壊 4 (1/30) 

(6)溝

溝 1 (第16・34図）

調査区の南端部に位置し、大部分が調壺区域外

となっている。形状からすると、ほぽ東西方向を

示している。埋土は粗砂ないし微砂混じり粘土で、

水の流れていた状況を確認できる。埋士中から須

恵器の杯身片72を出土している。時期は、古・後・

mに比定される。 （正岡）
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第 3章高塚逍跡

(7)遺構に伴わない遺物（第35・36、図版87・89)

古墳時代の遺構を検出中、ないしは包含層中より出土した遣物には須恵器• 上師器や上錘、石製模

造品、ガラス玉などがある。出土量は決して多くないものの古墳時代前期から 7世紀代（飛鳥時代）

にかけての遺物がみられる。 ・

須恵器には、 73~g5がある。このうち蓋杯類には、立ち上がりをもつ杯の蓋73·74 と杯身75~77 、

三
← -~ 炉

75 

▽ ーグ
76 

~ 
79 80 

／
84 

ー

82 

l, - T 戸
86 

87 

。
10cm 

89 

第35図 遺構に伴わない遺物（古墳時代）① (1/4) 
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第 1節塚廻り調査区

天井部につまみが付き内面に返りをもつ杯の蓋78がある。これらは、いずれも天井部や底部がヘラ切

り後未調整である。陶邑編年のTK209-----217型式に相当しよう。高杯には、短脚で無蓋の79がある。

長方形の透かしが、 3方に開く。杯部外面には把手がつき、また杯部外面では 2条の稜線の直下に波

状文を施しており、色調がセピア色を呈する。陶邑編年のTK208型式と考えられる。同じく無蓋高

杯でも80の杯部は椀状を呈す。 81は杯Gの底部に脚部がつくような形態をとる。これらはやや時期が

下り、 TK217型式に相当しよう。また、脚部片82も同様の時期と思われる。

甕83-----86のうち、小形の破片86は端部が至縁状をなし、その直下に突線を垂下させる。 TK208型

式に相当しよう。また、体部片85では、内面に車輪文の当具痕がみられる。時期は、口縁部片83・84

ともに 7但紀代であろう。土師器では、上部に拡張した口縁部の外面に櫛描き沈線を施す吉備型甕87

や長胴で頸部のすぼまりが少なく、そこから強く外反する口縁部をもち、端部が丸く終わる88、さ

らに、卵形の体部をもち長く外反する口縁部をもち、端部を内側に肥厚させる89があり、底部内面に

は指頭圧痕が残る。 90は口径から甑と考えられるが、器壁がかなり薄い。時期は、 87・89が前.IIに

属し、 88・90は後.IIころとみられる。土器以外にも土製品、石器、石製品などがみられた。土錘

は、図示したC29-----45以外にも出土している。古墳時代の竪穴住居 1からは30個体程の土錘が出土して

おり、これらも住居検出中およびその周辺からの出士で、古墳時代のものと思われる。 S3は蛇紋岩

製の模造品勾玉である。長さが39.0mm、幅が17.0mmで、最大厚が6mmを測る。両側面には、直線と弧

文によって構成された文様が掘られている。ガラス玉Glは、直径が4.2mmで、孔径1.7mmを測る。色

調がコバルトブルーを呈し、重さは0.07gを測る。

以上のように古墳時代の遺物には、中期のものと 7世紀代の 2者に分けられた。
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-rm- 鸞; 置~ • ◎ ◎ 
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暴 ゜
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第36図 遺構に伴わない遺物（古墳時代）② (1/3,1/2,1/1) 
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第 3章高塚遺跡

4 古代～中世の遺構と遺物

(1)概要

東西に長い微高地の西端部に位置し、東西および南北方向の溝で区画された中で、多数の遺構を検

出した。北側は古い時代に削り取られたもので、北端部でもある。区画内には、掘立柱建物 9棟、井

戸 2基、士城、焼成士城などがあり、遣物の量も多い。区画ごとに見ると、数棟の建物と井戸 1基が

構成要素となっている。西から 2つ目の区画で士城墓 1基を検出した。井戸は 2基とも石組みである。

多数の土城があり、埋土中に土器類の人ったものもある。時期的には、鎌倉時代に属するものが多

く、室町時代のものもある。 （正岡）
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第37図 塚廻り調査区中世主要遺構全体図① (1/750) 
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第38図 塚廻り調査区中世主要遺構全体図② (1/300) 
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第 1節塚廻り調査区

(2)掘立柱建物

（第38・39図）

調査区の西端部に位置し、南北方向の溝4によって区画され、 3棟の建物跡が重複または近接して

いる。 2X2 間の建物で、棟方向は N-87°-Wを示している。規模は、桁行432-435cm、梁間381~

384cm、面積16.3面測る。柱穴の掘り方は、いずれも円形で、 2個が重複しているものが5か所見られ

ることから、建て替えが行われたものと判断される。時期は中皿に比定される。

掘立柱建物 2 (第38・40図）

掘立柱建物 1

（正岡）

掘建柱建物 lと重複し、少し東へ寄っている。 2X2間の建物で、棟方向はN-88.5°-Eを示してい

る。調査中には確認できなかったもので、図面整理中に建物にまとめることができたものである。規

模は、桁行337~350cm、梁間312~314cm、面積10.8面を測る。柱穴の掘り方は、いずれも円形である。

（正岡）

掘立柱建物 3

時期は中世に比定される。

（第38・41図）

掘建柱建物 1の南に近接している。その間隔は lm程で、同時に存在した可能性もある。

の建物で、棟方向はN-1.5°-Eを示している。調査中には確認できなかったもので、図面整理中に建

物にまとまることを確認したものである。規模は、桁行312-----327cm、梁間312-----327 cm、面積12.7面を

測る。柱穴の掘り方は、いずれも円形である。時期は中世に比定される。 （正岡）

掘立柱建物 4 (第38・42図）

2 X 2間

2 X 2間の総柱建物で、棟方向はN-4°-

Eを示している。調査中に確認できなかったもので、図面整理中に建物にまとまることを確認したも

溝で区画された西から 2つ目の区画の北部に位置する。

3
 

、A-

ml-3plǸー
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第 1節塚廻り調査区

のである。規模は、桁行484......_,507cm、梁間467~472cm、面積23.9面を測る。柱穴の掘り方は、いずれ

も円形である。中央部の柱穴は少し北側にずれた位置にある。時期は中世に比定される。 （正岡）

掘立柱建物 5 (第38・43図）

掘立柱建物 4の東南側 3mに位置する。 2X2間の総柱建物で、棟方向はN-83°-Wを示している。

調査中に確認できなかったもので、図面整理中に建物にまとまることを確認したものである。規模は、

桁行375......_,4oocm、梁間361......_,364cm、面積13.6面を測る。柱穴の掘り方は、いずれも円形である。中央

部の柱穴と側柱に線上から少しずれたものもある。時期は中世に比定される。 （正岡）

掘立柱建物 6 (第38・44図）

掘立柱建物4の南西10m程のところにあり、南北方向の区画溝に近い。 2X2間の総柱建物で、棟

方向はN-83.5°-Wを示している。同じ区画内にあるほかの 3棟とは、棟方向が少しずれている。調

査中に確認できなかったもので、図面整理中に建物にまとまることを確認したものである。規模は、

桁行386cm、梁間336~398cm、面積13.7面を測る。柱穴の掘り方は、いずれも円形である。側柱に少

しずれるものがあり、南東隅の柱穴は未確認である。時期は中世に比定される。 （正岡）

掘立柱建物 7 (第38・45図）

掘立柱建物 6の東側に近接している。区画内のほかの 3棟は、ほぼ正方形を呈するが、長方形の建

物である。 3X l間の建物で、棟方向はN-84°-Wを示している。図面整埋中に確認したものである。

規模は、桁行601......_,604cm、梁間222~250cm、面積14.5面を測る。柱穴の掘り方は円形で、下部に柱
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第 1節塚廻り調査区

の沈んだ痕が検出された。時期は中世に比定される。

掘立柱建物 8 (第38・46図、図版2・19)

Cc403区北西部で検出したほぼ正方形の建物である。基本的には 2X 2間であるが、一部 3間の

（正岡）

ところもある。棟方向は、 N-77°-Wである。規模は、桁行376-----370cm・ 梁間364----357cmで、面積
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第 3章高塚遺跡

13.6面を測る。

遺物は出土していないが、士層観察から中世のものと考えたい。
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第47図掘立柱建物 9 (1/80) 

掘立柱建物 9 (第38・47図）

塚廻り Cc403区中央部で検出したほぽ正方形の建物で

ある。 2X2間であるが、南西隅の柱穴が未検出である。

棟方向は、 N-16°-Wである。規模は、桁行482cm、梁間

465cmで、面積22.8面を測る。柱痕跡の残っている柱穴が

多い。

遺物は出土していないが、土層観察から中世のものと考

えたい。 （浅倉）

(3)土壊墓

I CCI 

（浅倉）

土壊墓 1 (第38・48図）

区画内の南西隅に近く、掘建柱建物 6に近い。南側の一

部を切り取られ、後の柱穴も入っていたりして、保存状態

はよくない。現状は楕円形を呈し、現存長98cm、幅91cm、

深さ 8cm、主軸N-30°-Wを測る。床面で若干の骨を検出

した。時期は中世と推定される。 （正岡）

590cm -- • • ••一

冒
m 

暗褐色 (3(3)粘質微砂（マンガン僅少含）

第48図土壊墓 1 (1 /20) 
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第 1節塚廻り調査区

(4)井戸

井戸 2 (第38・49・60図）

溝で区画された最も西側の区画において、井戸 1基を検出した。掘立柱建物 lと南北方向の溝4の

中間に位置する。上部は崩れているが、下部の石組みが残存していた。最下部については出水のため、

詳細な調査はできなかった。掘り方の平面形は隅丸方形を呈している。大きさは、長径246cm、短径

225cm、深さ255cmを測る。石組みは円筒形に積み上げていて、存在していた上面の直径は90cmである。

石材は小形の亜角礫を使用している。埋土中からは、士器、石製品、木製品が出土している。士器に

は、亀山焼の甕91、揺鉢92、青磁碗93、瓦質土器の羽釜94がある。石製品には、石臼 S4、砥石S5

がある。木製品には、下駄W3、椀W4、杓子W5がある。時期は室町時代に比定される。 （正岡）

,-, 

ー

610cm 

-----

S4 

゜
10cm 

瓢
S5 

0 5cm ＿ 
青灰色微砂粘士混じり微砂 2 灰色 (4/1)粘質上（礫群） 3 暗青灰色微砂混じり粘土

第49図 井戸 2 (1/40)・出土遺物① (1/3) 
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第50図井戸 2出土遺物② (1/4,1/3) 

井戸 3 (第38・51図、図版 2・86・88・89)

Bj 4 00区北西で検出した円形石維みの井戸である。検出面から約 lm程度は石組みは破壊されて

いた。掘り方の大きさは、直径190-180cm、深さ190cmを測ることができた。石組みの石は花箇岩の

割り石である。井戸の内径は上端で90cm、下端で40cmである。

井戸内部から出土した遺物は、陶磁器類、出刃包丁、砥石、木器が多数ある。 95は灰赤色を呈する

備前焼の甕である。 96は亀山焼のこね鉢である。 97は土師器で、高台付きの皿である。 98は唐津焼の

小皿で、口縁は輪花になっている。 S6は4面使用した砥石である。 M3は木の柄のついたままの出

刃包丁である。 W6は桶の側板、 W7は桶の底板である。 W8は下駄、 W9は桶持ち手である。

以上の遺物と遺構の形態からこの井戸の使われた時期は、室町時代以降であろう。 （浅倉）

-58-



第 1節塚廻り調査区

.!L 

A_ 

A― 
500cm 

"-

l i農灰色粘質微砂（円礫少含）

3 ? 

□ ?? 
--.Lーエ

0 97 10cm 

2 明灰色粘賀＿七（植物遺体多含）

て98 

丁

~
 
I
 C
 

（
 
＼
 
I
 
3
 I
 

思‘‘‘‘‘‘‘‘‘、へrミ
良
『
r
rヽrrrr
ミヽ念、

7w
 

|
9
|
 

二―-—~
I 

W6 

wa 

m
 

c
 ゜

ー

亀1¥＼̀
`̀
‘‘¥＼贔日豆
Wg

。

。
曇

10cm 

-
＿
-

M3 

第51図井戸 3 (1/40)・出土遺物 (1/3,1/4) 

-59-



第 3章高塚遺跡

(5)土撰

土城 6 (第38・52図）

西端の区画内にあり、井戸 2によって南端を切られている。平面形は不整円形を呈し、大きさは、

現存長95cm、輻89cm、深さ10cmを測る。埋土中に焼土塊を含んでいる。時期は中世に比定される。

（正岡）

土堀 7 (第38・53図）

西端の区画内にあり、掘立柱建物 2の南西隅の柱穴で一部を切り取られている。平面形はほぽ方形

を呈し、長さ約80cm、幅77cm、深さ12cmを測る。底部は浅い皿状を呈する。底面には炭化物が見られ

る。時期は中世に比定される。 （正岡）

土堀 8 (第38・54)

西から 2つ目の区画にあり、南北方向の区画溝 4に近接したところに士堀がまとまっている。この

[̀ 
／
 

゜
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第 1節塚廻り調査区

士墟も溝4に近接している。平面形は楕円形を呈し、長径147cm、短径93cm、深さ18cmを測る。底部は

皿状である。時期は中世に比定される。 （正岡）

土塘 9 (第38・55図）

西から 2つ目の区画内にあり、南西寄りに位置している。士城 8の東側にあり、士城10の一部を切

づている。平面形は小判形を呈し、長径152cm、短径90cm、深さ13cmを測る。長軸は南北方向を示し、

底部は皿状を呈する。

時期は中世に比定される。 （正岡）

土壊10(第38・56図）

西から 2つ目の区画内にあり、南西寄りに位置している。土堀 8の東側に近接し、北東の一部は土

城 9によって切られている。平面形は不整楕円形を呈し、長径264cm、短径179cm、深さ12cmを測る。

底部は皿状である。埋土中からは、土師器の高台付椀99----101が出土した。高台の断面は正三角形を

呈し、退化した新しい時期を示している。時期は鎌倉時代に比定される。 （正岡）

土壊11 (第38・57図）

西から 2つ目の区画内にあり、掘立柱建物 4の西側に近接している。平面形は不整楕円形を呈し、

長径114cm、短径85cm、深さ41cmを測る。壁は垂直に掘り込み、底面は平坦である。埋土中から土師

器の高台付椀102と皿103が出士した。時期は鎌倉時代に比定される。 （正岡）

ヽ
，
‘

／
 

＼
 ヽ

、ヽ/
ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

,‘
 

590cm 
—• 一

0
,―

 

1m 

灰褐色粘土混じり微砂

~ 
99 

~ 
100 

~ 
101 

0 5cm -— 
第56図 土壊10(1/30)・出土遺物 (1/4)

-61-

600cm 

。
lm 

灰褐色粘土混じり微砂（灰・焼土含）

＼ 
102 

文―7~

103 
0 5cm 一第57図土堀11 (1 /30)• 

出土遺物 (1/4)



第 3章高塚遺跡

土堀12(第38・58図）

西から 2つ目の区画内にあり、掘立柱建物 4の中に位置している。平面形は不整円形を呈し、長径

87cm、短径78cm、深さ30cmを測る。断面は椀形である。埋士中からは、亀山焼の片口播鉢104と石が

出土した。時期は室町時代に比定される。 （正岡）

土堀13(第38・59図）

西から 2つ目の区画内にあり、掘立柱建物 4の北東隅付近で一部重複する位置に所在する。南側の

焼成土城 7を切っている。平面形は不整楕円形を呈し、長径164cm、短径90cm、深さ35cmを測る。断

面は椀形である。時期は中世に比定される。 （正岡）

土壊14(第38・60図）

西から 2つ目の区画内にあり、堀立柱建物 4の中に位置している。

-----.,,-, I 平面形はやや歪な円形を呈し、長径99cm、短径94cm、深さ21cmを測

二，霞。一

600cm 

灰褐色粘土混じり微砂

第58図 土堀12(1/30)・出土遺物 (1/4)

灰褐色粘土混じり微砂

（焼土・炭化物粒含）
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第 1節塚廻り調査区

る。断面形は箱形で、底面はほぽ平坦である。埋土中からは、土師器の高台付椀105と皿106が出士し

た。高台の断面は三角形で小さい。時期は鎌倉時代に比定される。 （正岡）

土堀15(第38・61図）

西から 2つ目の区画内にあり、掘立柱建物 5の北側に位置する。その北側は河道となる。平面は不

定形で、長径100cm、短径74cm、深さ21cmを測る。断面形は椀形を呈している。埋土中から土師器の

高台付椀1-07の小片が出土している。時期は鎌倉時代に比定される。 （正岡）

土壊16(第38・62図）

西から 2つ目の区画内にあり、掘立柱建物 5の中に位置している。建物との関係はわかっていない。

平面形は隅丸方形を呈し、長さ126cm、幅105cm、深さ27cmを測る。断面は椀形をである。時期は周辺

の状況から中世に比定される。 ． （正岡）

土壊17(第38・63図）

西から 2つ目の区画内にあり、掘立柱建物 5の北東角

に近接している。建物の反対側は河道になっている。土

城の南半分は近世の溝によって削り取られている。平面

形は隅丸方形を呈し、現存長180cm、幅132cm、深さ16cm

を測る。断面形は皿状である。時期は周辺の状況から中

世に比定される。 ． （正岡）

土壊18(第38・64図）

西から 2つ目の区画内にあり、掘立柱建物 6の東側に

接している。平面形は小判形を呈し、長径151cm、短径

58cm、深さ16cmを測る。断面は椀形である。埋土中から

叩Or;m

昌

丁天
0 107 5cm 

一
灰褐色粘土混じり微砂

は、土師器の高台付椀108とカマド109の破片が出士して
0 50cm 

一いる。高台の径は小さく、新しい様相を呈する。カマド 第61図 土堀15(1/30)・出土遺物 (1/4)

600cm 

。
1 m 

＼
 600cm 

0 50cm 

一黄褐色微砂
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第 3章高 塚 遺 跡

は口縁部の破片である。時期は鎌倉時代に比定される。 （正岡）

土壊19• 20 (第38・65図）

西から 2つ目の区画内にあり、掘立柱建物 7の南西と北端部の一部が

重複している。 2つの土漿は重なっていて、土堀20を土堀19が切ってい

る。士堀19の平面は楕円形を呈し、長径177cm、短径88cm、深さ 5cmを測

る。断面形はJill形である。埋土中から土師器の高台付椀110~112 と皿113

・114、土鍋115が出土している。高台の径は小さく、断面も三角形を呈

する。鍋には煤が付済している。土塀20は上堀19によって西側部分を切

られている。平面形は不定形で、現存長174cm、短径147cm、深さ11cmを

測る。断面は椀形を呈している。埋土中から土師器の皿11a~11sが出土

している。土堀19・20は鎌倉時代に比定される。 （正岡）

土堀21 (第38・66図、図版84)

西から 2つ目の区画内にあり、揺立柱建物の北側に位置する。窪地3の

北部分と重複している。平面形は不定形で、長

径378cm、短径302cm、深さ58cmを測る。断面

は椀形である。埋土中からは亀山焼の甕119・ ＼戸

120、士師器の皿121·122 と高台付椀123~126 、

土鍋127が出上している。亀山焼の甕では、

119の外面は平行タタキ、内面は同心円文の

タタキ、 120の外面は格子目タタキ、内面は
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第 1節塚廻り調査区

ハケメを施している。時期は鎌倉時代に比定される。

土壊22(第38・67図、図版84)

（正岡）

西から 2つ目の区画内にあり、土城21の東側に位置する。周辺部には、土城や窪地が分布している。

平面形は不整方形で、長さ96cm、幅72cm、深さ20cmを測る。断面は椀形を呈している。埋土中からは、
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第 3章高塚遺跡

土師器の高台付椀128.......,130、上鍋131が出土している。高台の径は小さい。士鍋にば煤が付着してい

る。時期は鎌倉時代に比定される。 （正岡）

土堀23(第38・68図）

西から 2つ目の区画の南端部にあり、南側の一部を溝によって切られている。平面形は方形を呈し、

長さ247cm、現存幅114cm、深さ22cmを測る。断面は皿形である。埋土中からは、土師器の高台付椀の

小片133が出土している。時期は鎌倉時代に比定される。 （正岡）
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1 m 

590cm 

゜
lm 

▽ロン
134 

こ・ロフ
15 

て
1~ 

136 

。
10cm 

こ ぎ
0 133 5 cm 

一
590cm 

瓢 ；
D 1 m 

黄灰色粘質微砂

黒褐色粘質微砂（土器・炭多含）

第69図 土堀24(1/30)・出土遺物 (1/4) 第70図 土堀25(1/40)・出土遺物 (1/4)

-66-



第 l節塚廻り調査区

土塀24(第38・69図）

Bj 4 00区北西端で検出した不整楕円形の土城である。規模は、長さ188cm、幅95cm、深さ18cmで、

底面の標高は562cmを測る。

遺物は土師器高台付ぎ椀の高台の細片が採集された。

この小さな遺物からこの土壊の使われた時期は、鎌倉時代以降と推定したい0 . (浅倉）

嘉
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一
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139 

第71図土壊26 (1/30)• 出土遺物 (1/3,1/4)
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第 3章高塚遺跡

土壊25(第38・70図）

西から 2つ目の区画の南端部にあり、士城23の北側に接している。付近には、掘立柱建物や士堀、

窪地、溝が密集している。平面形は不定形で、長径245cm、短径149cm、深さ 9cmを測る。断面は皿形

を呈している。埋土中からは、土師器の高台付椀134・136と椀135が出土している。 136の高台付椀は

ほぼ完存し、高台は小さい。時期は鎌倉時代に比定される。 （正岡）

土堀26(第38・71図）

西から 2つ目の区画の南側にあり、東西を区画する溝の南側に位置している。士城の北側部分は調

査区の境目にあたってしまったことから未調査に終わっている。平面形は不定形で、長径199cm、深

さ40cmを測る。断面は皿形を呈している。埋土中からは、備前焼の大甕137と擢鉢138、瓦質土器の火

鉢139、砥石S7が出土している。時期は室町時代に比定される。 （正岡）

(6)焼成土堀

焼成土壊 5 (第38・72図）

西から 2つ目の区画内にあり、掘立柱建物 4の北側柱穴で切られている。平面は円形を呈し、断面

は椀形である。壁面はよく焼けていて、床面には、炭化物が残っている。大きさは、径88cm、深さ14

cmを測る。時期は中世に比定される。 （正岡）

焼成土壊 6 (第38・73図）

西から 2つ目の区画内にあり、掘立柱建物 4の中に位置している。建物との関係についてはわかっ

ていない。平面は楕円形を呈し、断面は椀形である。後の柱穴で削り取られたところもある。床面に

は、焼土が厚く残っている。時期は周辺の状況から中世に比定される。 （正岡）

焼成土堀 7 (第38・74図）

西から 2つ目の区画内にあり、掘立柱建物4の北西隅と一部重なっている。焼成土城の北側の一部

を土城13によって切られている。平面は不定形で、断面は皿形を呈している。大きさは、長径118cm、

深さ16cmを測る。時期は周辺の状況から中世に比定される。 （正岡）
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(7)溝

溝 2 (第38・75図）

調査区の西端部に位置している。河道によって削られた微高地の端部に沿って15m程検出された。

幅80-----200m程で、断面はU字形を呈するが、不安定なものである。埋土中からは、亀山焼の甕140、

士師器の皿141・142、土鍋143・144、士師器の台付皿145が出土した。士師器の皿は底部をヘラキリ

とし、 142には、板状の痕が付いている。時期は鎌倉時代に比定される。 （正岡）

溝 3 (第38・76図、図版3・84・87・89)

溝によって区画された最も西端に位置する。南北に区画する溝4の西側 4mの位置に平行している。

北側は細くなって終わり、南が深くなることから南へ流走していたことがわかる。北東部で井戸 2に

よって一部切られている。溝3の西側には、掘立柱建物 1-----3が所在する。溝の断面は浅いU字形を

呈している。

埋土中からは、亀山焼の甕146、備前焼の甕147、士師器の皿148-----153、155-----161、士師器の台付皿

154、士鍋162~164、砥石 S 8、銭貨M4、土錘C46がある。備前焼の甕はやや大形のもので、口縁部

を玉縁としている。 148-----151は少し深みがあり、椀形に近い。砥石の石材は流紋岩である。銭貨は

開元通宝である。士錘は細い管状を呈し、 3.05gを測る。時期は鎌倉から室町時代に比定される。

（正岡）

溝 4 (第38·77~79図、図版85)

調査区の西部に位置し、居住区域を南北方向に区画する大形の溝である。西端部を区切る溝で、周

辺の掘立柱建物や溝の方向とほぼ並行している。断面は播鉢形を呈し、北寄りには改修のためか二段

掘りになっている。下層の埋士は青～暗灰色粘土で、多くの遺物を含んでいる。溝の幅は350cm、深

さ 120cmで、長さ 120m を調査した。埋土中の遺物には、備前焼の甕165、唐津焼の皿166~168、染付
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けの椀169、染付けの皿170、亀山焼の甕171~176、亀山焼の播鉢177~180、士師器の高台付椀181~

187、土師器の皿1aa~192、土師器の台付皿193、士鍋194~196、土師器のカマド197、瓦質土器の甕

198、砥石S9がある。

高台付椀の口径は12cm程で、やや小さく、高台の高さも低い。染付けは明末～清初に比定される。

土鍋には脚の付くものもある。砥石の石材は流紋岩である。溝内の遺物には、鎌倉時代から江戸時代

初期のものがあり、この間は継続していたものと判断される。 （正岡）
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溝 5 (第38・80図）

調査区の西から 2つ目の区画に位置する。区画の南西部にあたり、土城10の下層で検出される。東

西方向に 5m程検出されただけで性格等も明らかでない。断面はU字形を呈し、埋上は灰褐色微砂で

ある。時期は土層などから中世に比定される。 （正岡）

溝 6 (第38・81図）

調査区の西から 2つ目の区画に位置する。区画の南西部にあり、土城10下層で検出される。溝 5に

並行し、南側に所在する。断面は皿状を呈し、埋土は灰褐色焼土混じり微砂である。出上遺物はない

が土層などから中世に比定される。 （正岡）

溝 7 (第38・82図）

調査区の西から 2つ目の区画に位置する。区画の中央部南寄りにあり、窪地 3から南へ延びる。南

北方向に 4m程検出されたもので、掘立柱建物 7と重複している。断面は皿状を呈し、埋士は褐灰色

微砂である。埋土中からは、土師器の高台付椀199と皿200、砥石らしいもの S10が出上している。石

材は頁岩である。時期は鎌倉時代に比定される。 （正岡）
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第 3章高塚遺跡

溝 8 (第38・83・84図、図版3・85・87)

Bj 3 07・4 00区で検出した大溝である。ほぼ東西に長く直線的に掘削されている。大溝4と直角

に交わると推定され、おそらく建物群を方形に区画する環濠であろう。規模は、検出面での幅最大400

cm、一段低い面での幅290cm、底面の幅130cm、深さ90cm、検出全長23mを測る。浅い平行する溝が

複数本あるが後の時代のものである。

遺物は、備前焼、瓦質土器、土師器、陶磁器、瓦、古銭、上錘などが出上している。 201・202は備

前焼の大甕の口縁部である。 203・204は備前焼の播鉢である。 205は瓦質上器の鍋である。 206・207

は土師器の杯で、糸切り底である。 208ば煤が付着した土師器の皿である。 209は青磁の碗である。

210~213は唐津の陶器である。 214は瓦質上器の鍋である。 215は巴文の付いた軒丸瓦である。

MSは「紹聖元賓」と読める北宋の古銭である。 C47は管状の土錘である。

以上の遺構、遣物から見て、この溝の時期は室町時代と言える。

溝 9 (第38・85図、図版89)

Bj 3 07・4 00区で検出した溝である。ほぼ東西に短く直線的に掘削されている。大溝 8と平行で、

間は60-------80cm開いている。西端は突然始まり、東は直角に折れ曲がって溝10になる。つまり溝 9と溝

（浅倉）

10は同じものと考えられる。規模は、検出面での幅140cm、底面の幅40cm、深さ50cm、検出全長16m

を測る。埋積土の士層は自然に堆積していった状態を示している。

遺物は、陶磁器、砥石などが出土している。 216は唐津の陶器である。口径12.0cm、底径3.7cm、器

高3.6cmを測り、底部に釉剥ぎがされ、 D縁部に重ね焼きの痕跡が見られる。 S11は砥石である。扁

平な砥石である。

以上の遺構、遺物から見て、この溝の時期は室町時代以降と言える。

溝10(第38・86図、図版85)

Bj 400区で検出した溝である。ほぽ南北に短く直線的に掘削されている。溝 9が直角に折れ曲が

（浅倉）

って溝10になる。つまり溝 9と溝10は同じものと考えられる。規模は、検出面での幅150cm、底面の

ご
216 

。
10cm 

0 1m 
~ 

1 黒褐色 (3/2)細粒砂

2 灰オリープ色 (6/2)微粒砂

（左半分に赤褐色 (4/4) 細粒砂含）

3 暗赤色 (3/4)細粒砂

（まだらに灰色 (4/1)微粒砂含）

4 賠緑灰色 (4/1)細粒砂

（所々点状に暗褐色 (3/4)細粒砂含）

5 暗青灰色 (3/1)極微粒砂

（両端に灰色 (4/1) 微粒砂含）

6 暗青灰色 (3/1)極微粒砂弱粘質土

7 暗青灰色 (4/1)細粒砂
言 S11~cm

8 灰オリープ色 (4/2)微粒砂

第85図溝9 (1/30)・出土遺物 (1/4;1 /3) 
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5 暗灰色粘質微砂
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第87図 溝11 (1/30)・出土遺物① (1/3) 
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第88図溝11出土遺物② (1/4) 
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第 1節塚建り調査区

幅20cm、深さ50cm、検出全長 7mを測る。

遺物は、亀山焼、備前焼、土師器などが出土している。 217は亀山焼の甕である。体部外面には格

子目のタタキを施している。 218は備前焼の襦鉢である。条線は間隔をあけている。 219-----221は土師器

碗である。 222は瓦質土器の鍋である。

以上の遺構、遺物から見て、この溝の時期は室町時代と言える。 （浅倉）

溝11 (第38・87・88図、図版86)

Cc4 03区で検出した溝である。ほぼ東西に長く直線的に掘削されている。旧河道の掘削岸と同じ

方向である。規模は、検出面での幅60cm、底面の幅25cm、深さ45cm、検出全長33mを測る。

MGは出刃包丁である。 223は備前焼の甕である。 224・225は亀山焼の播鉢である。 225には 1対の

突起が付いている。 226は陶器の深鉢、 227は瓦質土器の鍋、 228・229は鍋、 230は羽釜で、煤が付着

している。

以上の遺構、遺物から見て、この溝の時期は室町時代以降と言える。

(8)窪地

（浅倉）

窪地 1 (第38・89図）

調査罠の西から 2つ目の区画に位置する。区画の中央部にあり、掘立柱建物 4と重複している。東

側の輪郭は不明瞭となる。断面は浅い皿状を呈し、埋土は暗オリーブ色微砂である。埋土中からは、

備前焼の甕231と擢鉢232、土師器の碗233、土師器の皿234.-.....235、土鍋237、同安窯系の青磁小碗238、

。

。
2m 

l 暗オリーブ色 (5Y4/3)微砂（灰色微砂混じり）

2 暗褐色 (7.5YR3/4)微砂

＼ 

rp □フ
233 
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~7 ク
235 

てコ三
236 

｀ ＼ 
238 

文 ー
239 

。
10cm 

Cゴ＝
240 

0 5cm 一237 

第89図 窪地 1 (1 /30)・出土遺物 (1/4)
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第92図 窪地 4出土遺物 (1/4)

青磁Jil1239を出土した。時期は室町時代に比定される。 （正岡）

窪地 2 （第38・90図）

調査区の西から 2つ目の区画に位置する。区画の中央部南寄りにあり、掘立柱建物 7の東側にあた

る。西壁はほぽ南北になるが、東側は不整形である。埋土中からは、土師器の尚台付碗240が出土し

（正岡）

窪地 3

ている。時期は鎌倉時代に比定される。

（第38・91図）

調査区の西から 2つ目の区画に位置する。窪地 2の西側にあり、北側の一部を土堀21によって切ら

れている。南側の肩部から南へ向かって溝 7が延びていて、関連するものと推測される。断面は浅い

皿状を呈し、埋土は細砂ないし微砂を主体とする。埋土中からは、亀山焼の鉢241、土師器の高台付

碗242-247、土鍋248・249がある。時期は鎌倉時代に比定される。
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窪地 4 (第38・92図）

Bj400区の溝 9と溝10とのコーナーに近い所で検出した窪地である。平面形は楕円形である。深

さは20cm程度である。亀山焼、土師器、青磁が出土している。

遺物から見て、この窪地が埋められたのは室町時代であろう。 （浅倉）

(9)河道

河道 1・2 (第38・93図）

調査区の北側を東西に延びている。弥生時代以来の微高地が古代か中世初めの段階で削り取られた

状況を示していることから、この時期に形成された河道と考えられる。埋没状況や埋士中の遺物を見

ると近世までは継続されていたことがわかるが、その後、埋没し、近代には水田として利用されてい

たところである。埋土中からは、備前焼、亀山焼、土師器、瀬戸、青磁、白磁、染付けなどの焼物を

多量に出土している。 （正岡）

(1 O)柱穴

柱穴 ,,_,7 (第38・94図、図版3・86・87)

柱穴 3では、備前焼の杯290と13世紀後半の土師質高台付き椀291が出士している。柱穴 4では龍泉

窯系青磁W類の碗292が、柱穴 7からは、龍泉窯系青磁W類の碗297と白磁碗D類の298、白磁碗299お

IJ  \~J 文― _J--d 二 ＼ 
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゜
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第94図柱穴 1,._, 7出土遺物 (1/4,1 /3, 1 /2) 
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よび永楽通宝MSが出土している。柱穴 5からは、 13世紀代の土師質高台付き椀293・294が出土して

いる。

その他の柱穴（第95・96図、図版3・87)

全体図に位置を示した柱穴 1~7 以外にも無数の柱穴から遺物が出土している。これらは、本来掘

立柱建物の柱を構成していたと思われ、集落の成立から廃絶までのおよその時間幅を知る手がかりと

なると思われる。

／
300 

ー

゜
八

-

3

 
／
302 

ーグ
303 

＼ デ
309 

~ 308 . 

口310 

か
',~ )--jき 江ニゴ ~ ＼ 

314 315 316 
317 

~ L—-「可 t 芦 了千 t:.j_~ 
318 319 320 321 

322 

＼ b-;-:/ ＼ ＜ 巨 ~ 

328 

文

＼二二上タ

討

i.J

、針
r
-
]

t
 

玉り・
名子
i
を

珍
繁
5
J

文ニコ~―-

／
 
~ 

311 

306 

333 

~ こ~

；云.. ,, 

337 

＼一~

334 

←一

cd~ 
312 

干二＿
313 

て
323 

ロニに／
324 

~I 
325 

ンク

こーj~
326 

＼ 327 
＼ー＝

340 

＼＿＿  
~~ 

341 

。
10cm 

336 338 339 

第95図 その他の柱穴出土遺物① (1/4) 
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300~303は備前焼の播鉢で、 I~N期までの時期幅がある。亀山焼では、甕305、播鉢304があり、

15世紀代とみられる。東播系では、 13世紀代に属するこね鉢306がみられる。土師器では、高台付き

椀307~322が多くみられ、底径は 4~7cmの間にある。また、 323·324のようなへそ椀もある。皿で

は、小形で底部にヘラキリのみられる328~339·340·341 以外に、 15世紀以降とみられる大形の325

~327がある。このほかにも、瓦質土器342や、陶磁器類では瀬戸産の343がある。龍泉窯系青磁碗の
344では、周囲を打ち欠いており、なんらかの用途に転用したとみられる。 345は白磁碗である。さら

には、土師質の甕346や鍋347がある。

土器類以外にも、石製品、士製品、金属製品が出土している。砥石では、 S12:-----14がみられる。士

錘には、 C48・49がある。金属製品としては、聖宗通宝M9、政和通宝M10、天□通宝M11、嘉定通

宝M12、皇宗通宝M13・14などの宋銭と鉄釘M15が出土している。 （弘田）
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第96図 その他の柱穴出土遺物② (1/4, 1/3, 1/2) 
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(11)遺構に伴わない遺物（第97-----104、図版86・87・89)

古代の遺構については確認していないが、わずかながらも遺物が出士している。土師器348は内面

にヘラミガキを施し、 349では外面にヘラミガキがみられる。時期は、 11世紀後半以降と思われる。

350は黒色土器の椀で、いわゆる内黒である。 351は土師器の底部片である。時期は、 11世紀前半に求

められよう。

~I ~:rー／ 三
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文
352 

。
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353 

L三
351 

354 356 

ハ
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359 

360 

7 
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第97図 遺構に伴わない遺物（中世）① (1/4) 
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中世の遺物は、土器を中心にかなりの量が出士している。なお、士器以外の遺物として石器、鉄器、

土製品がみられるが、なかには中世の包含層から出土しているが中世に属するかどうかが不明なもの

も含まれている可能性がある。

353----366は、備前焼である。杯には352と高台の付く 353があり、そのほかに徳利354、甕355--361

~({ _, ___ _ ／
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第98図 遺構に伴わない遺物（中世）② (1/4) 
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・366、揺鉢362----365が出土している。時期は、 N----V期に属するものが大半であるが、 366がII期に、

365はIII期に該当する。亀山焼には、甕367-368、播鉢369-378がある。時期は、 369が13世紀にはい

るが、そのほかは14-15世紀代と思われる。 377・378は東播系のこね鉢で、 377は13世紀後葉と考え

られる。

土師質高台付き椀379-402は、口径が10-14.5crn、底径が3.7-6.Scrnの間にあり、 13世紀前葉から

14世紀初頭にかけての時期が考えられる。また、無高台のへそ椀403や404・405は14世紀中葉ころで

あろう。これ以外では蜀台形の406や407-409などがあり、これらは椀の受け皿と考えられる。皿で

は、高台の付く 410が 1点あるが、平安後期にさかのぽると思われる。 411-412は、法量からみて 4

類ほどに分けられるが、すべての個体において底部にヘラキリを施している。このうち、 411-442は

口径が10.4-13.4cm、高さ2.2-2.6crnの間にあり、 15世紀後半以降のものである。さらに、 443----448

では、底部に指押さえないしはナデを施している。 443は畿内系小皿と考えられるが、それ以外につ

いては現在のところ在地産の可能性も考える必要があろう。時期は15-16世紀と思われる。 449-455

は脚台の付く盤としたい。全体に粗製の土器である。特徴としては、器壁が厚く、胎土中には砂粒を

多く含み、調整は指押さえかナデである。また、色調は橙色系であり吉備系土師器椀に近い。ただし、

449は底部ヘラキリがみられ、胎土の比較的精良な土器である。なお、内底面に煤が付着した個体が

みられたのは使用法に関わるものであろうか。さらに、土師器鍋や釜の類には、 456----467がある。椀

• 皿類と同様に13-16世紀までの時間幅がある。

陶磁器類では、輸入陶磁器470-485と国産陶磁器486-493がある。前者はいずれも龍泉窯系であり、

I類の椀470・471、W類の椀472・473・477とそれに後出して15----16世紀代にみられる蓮弁文の椀474
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第 3章高塚遺跡

や無文の椀475・476・478がある。 479----483は、白磁椀N類の口縁部片と底部片484である。図示して

いないが「枢府系」白磁椀も出土している。 485は、明末から清初頭にかけての染付けである。次に、

国産陶磁器のうち、唐津産には486----490がある。 486が折縁皿、 487も1IlI.で、 488---490は椀である。時期

は、 17世紀初頭である。瀬戸・美濃産では、杯491、おろし皿492、菊皿493がみられる。 492・493は、

16世紀末ころの時期が考えられる。 494は、雷文のスタンプを施す瓦質土器である。産地、器種とも

に不明である。

さらには瓦質士器の羽釜495や、巴文の軒丸瓦496が出土している。
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第 3章高塚遺跡

土器以外にも石製品、土製品や金属器などが出土している。石製品では、 S15,......25が砥石で、石材

は流紋岩が多いが頁岩もある。 S26は頁岩製の硯である。 S28も硯の可能性がある。土製品のうち、

C50は、土器片の周囲を打ち欠いた用途不明の土製品である。このほかには、土錘C51~51 がある。

鉄器では、 M16・17が雁又形の鉄鏃である。 M18は釘状をなす。 M19は頭部が丸くなっており、身

部が扁平となる。用途不明である。 M20-22は、大形の釘であろうか。 M23-25は鉄釘である。銭貨

では、開元通賓M27・28、祥符通賓M29、天聖元賓M30・31、皇宗通賓M33・34、熙寧通賓M35、元

豊通賓M36・37、元祐通賓M38・39、洪武通賓M40・41、不明M42などの宋から明にかけての銅銭が

ある。 （弘田）
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第 1節塚廻り調査区

5 近世の遺構と遺物

(1)概要

近世に関する遺構は少ない。北側の河道は近世にも継続していて、 2つ目と 3つ目を区切る南北方

向の溝も存在する。塚廻り調査区の西から 2つ目の区画には、南北方向に並行して並ぶ 3条の溝と同

区画の南東隅にほぽ南北へ延びる短い溝を 1条検出した。埋土中には、石臼のほか、備前焼の播鉢や

唐津焼の高台付碗などを出土している。 （正岡）

(2)溝

溝12(第106・107図）

調杏区の西から 2つ目の区画に位置し、並行する 3条の溝のうち北側のものである。少し南へ湾曲

しながら東西方向へ26mを検出した。断面はU字形を呈する。埋土中からは、備前焼の底部497、同

揺鉢498がある。時期は近世に比定される。 （正岡）

溝13(第106・108図）

調査区の 2つHの区画に位置し、並行する 3条の溝のうちの真ん中にある。少し南に湾曲しながら
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第105図 塚廻り調査区近世主要遺構全体図 (1/750)
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第 3章高塚遺跡

東西方向へ23mを検出した。断面は鍋底形を呈する。

溝14(第106・109図）

（正岡）

調査区の西から 2つ目の区画に位置し、並行する 3条の溝のうちの南側のものである。少し南に湾

曲しながら東西方向へ途切れながら20mを検出した。断面は鍋底形を呈する。埋土中からは、角閃石

安山岩製の石臼 S28を出土した。直径19.3cm、高さ12.4m、重さ5,250gを測る。上面には皿状の彫り

込みがあり、中央部に円形の穴が通る。時期は近世に比定される。 （正岡）

溝15(第106・110図、図版89)

調査区の西から 2つ目の区画に位置する。区画の南東隅にあって、ほぼ南北方向へ延びる溝を 4m

程検出した。溝の幅80cm、深さ30cmを測り、断面はV

字形を呈する。埋士中からは、亀山焼の甕499、唐津

焼の高台付碗500を出土した。亀山焼の年代は鎌倉時

代のものであるが、溝の年代は近世に比定される。

（正岡）
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第107図 溝12(1 /30)・出土遺物 (1/4)
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第 1節塚廻り調査区
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第109図溝14(1/30)・出土遺物 (1/3)
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第 2節フロヤ調ft[>i

l 』小悧メの概＇校

フロヤ晶介lズは、今lul 発掘調介を実施した晶•塚j'.!'t跡の中では中央部に位附し、西側に塚廻り，凋査lべ、

東側に角田調在区を設定 している

調和iりの状況は水田として利 ttJ されていたが、，ij~ 査の結果北側約1/3は中枇から近軋にかけては河

道にな っていたことがl:IJJらかにな Jた また微裔地部分の）!; 本的な L層は、現在の水m層の卜•に近恨

から続く と 思われる粗砂• 細砂を中心とした1禾UMか存在する この床日汁の下には中但から近世初

唄と考えられる灰色-f:Jc I勺色粘 tが堆桔しており、発掘調介はこのt層までを重機によ って除去する

ことから開始した この1:1c色-I火杓色粘 I:層の下は駐本的には黄色砂質 tになり、この面まで掘り F

げることによ って遺構を検出することができた この黄色砂質土は約 lmの深さまでは続いているこ

とを確訟したが、それより下位の状況については調査しなかった

古代 ・ 中世以降の遺構・遺物は 、 黄色砂質 t面において掘立柱建物や柱穴 • 溝などを検出すること

ができた ま た弥生～古培時代の竪穴住屈• 袋状 t堀 I: 堀 ・柱穴などの逍構や逍物は、黄色砂質!・.

面において検出できるものもあったが、多くはこの面を10 20cm掘り下げる ことによって見つけるこ

とができた 平井｝

銅鐸の検出 報道発表

銅鐸埋納填 切り取り作業 貨泉の検出

写真 6 フロヤ調査区作業風景
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第 3章高塚遺跡

2 弥生時代の遺構・遺物

(1)概要

調査区南側の微高地部分において検出できたが、北側は中世以降に削られて河道となったもので、

弥生時代の遺構は本来北側にも存在していたであろう。

検出できた遺構は、竪穴住居15軒、掘立柱建物 5棟、銅鐸埋納墟 l基、袋状土墟86基、士城142基、

溝 4 条、柱穴多数などである。竪穴住居の時期は、大きくは弥・後・ I と弥・後 -m~rv とに区分す

ることができる。平面形は円形のものが多いが、隅丸方形にちかいものもある。竪穴住居8と13は火

災を被った住居である。調査区の西半部には弥・後 -m~rvの竪穴住居は存在していない。掘立柱建

物の規模は、すべて 2X 1間である。柱掘り方の規模から高床倉庫ではないかと推定しているが、実

態は不明である。時期は後期と考えているがより詳しい時期は不明である。銅鐸埋納城については、

本文と「第 3章第 4節まとめ」において詳述しているが、発掘調査中に検出できたものとして貴重で

あろう。袋状土城の時期は、不明確なものもあるがすべて弥・後・ Iと考えている。平面形状は円形

や楕円形のものが多いが、方形にちかいものも存在している。規模や底面の海抜高については、一定

していない。西端部以外に密に分布しており、切り合うものもある。また同時期の竪穴住届とも切り

合っており、袋状士堀のみが存在しているわけではない。

遺物としては、銅鐸と袋状士城18から出土した貨泉が特筆できる。これ以外にも土器や土製品（分

Ce 

。

第112図 フロヤ調査区弥生時代主要遺構全体図 (1/750)
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第 2節フロヤ調査区

銅形士製品、土器片転用の紡錘車、勾玉、土玉、土錘）、ガラス玉、石器（石包丁、スクレイパー）、

鉄器（錐、摘鎌）などが多数出土している。 （平井）

(2)竪穴住居

竪穴住居6 (第113・118---120図、図版4・90)

Cc406区中央部で検出した円形の竪穴住居である。規模は、東西740cm、南北675cm、深さは38cm

を測る。床面積は、 33.9m2... 床面の標高は536cmである。柱穴は 6本、中央穴は 1個検出できた。焼
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第114図 フロヤ調査区弥生時代主要遺構部分図② (1 /300) 

-100-



第 2節フロヤ調査区

B
 

D
 

4
 

5
 

6
 

CD 

7
 

．
 

8
0
t
,
 

|
 

l
O
S
 

~ 

手

袋1 土28

a) 

袋20
袋3。』袋8

袋4D 0 

芸
〕

／ 

／
 /

 ／
 /

 /
 9

/
 

/
 ク

Ce 

土370
~ --------

゜知

O

釦
〇

◎ 

袋so,

＼
 

゜
第115図 フロヤ調査区弥生時代主要遺構部分図③ (11/300) 

-101-



第 3章高塚遺跡

憚

翌

゜゚篭 灼・9 ( 

銅鐸埋納堀 ◇ @ 

B 

6 - --住19-、'o ヘ ro 
5 

'~~~~ 
7 

I CD 

D 

゜
第116図 フロヤ調査区弥生時代主要遺構部分図④ (1/300) 

-102-



第 2節フロヤ調査区

憚 憚

翠
7
-

＇,＇ 

CD 165E°

>

りゞふ

1640 

土

゜
20m 

第117図 フロヤ調査区弥生時代主要遺構部分図⑤ (1/300) 

-103-



第 3章高塚遺跡

土面は 2か所認めた。中央穴の周囲に炭が集中していた。このことから火災に遭遇したものと考えら

れる。

遺物は、弥生土器のほかにガラス小玉10点、紡錘車9点、分銅形士製品 1点が出土している。 502----
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第120図 竪穴住居 6出土遺物② (1/3,1/2) 

506は壼である。 507----510は甕である。 511----515は高杯である。 5_16は小形手捏ね壼で、蓋付きと考え

られる。 517は手捏ね鉢である。 518は大形の鉢である。 519----522は製塩上器の底部である。 523は器

台である。ほぼ完形に復元できた。 G2----G11はガラス小玉である。大きさはさまざまで、重量は

0.01 -----0.12 gを測る。色調はコバルトブルー 1点、やや緑かかったもの 1点、そのほかは水色を呈する。

C62----C72は土器片を紡錘車に転用したものである。 C73は分銅形土製品である。ほぼ完形品で、上

方と考えられる器表面には刺突文を施している。＜びれ部分にも 3条の刺突文を施している。重量は

110.46 gを測る。これらの遺物から、住居の時期は弥・後.IIと考えている。 （浅倉）

竪穴住居 7 (第113・114・121図）

調査区の西半部、 Cd・Ce407区に位置する。検出できた平面形は直径5.5m前後の不整円形で、

深さは床面まで約15cmであった。埋土は褐灰色粘質土が 1層のみで、床面はほぽ平らである。壁溝は

検出できなかった。中央穴は約45X63cmの楕円形で、深さは約30cmであった。断面形は逆台形で、埋

土は 2層に分離できた。中央穴の南西の床面上には、図示した範囲に炭の散布が認められた。主柱穴

は5個の可能性が考えられたが、確実ではなかったので図示してはいない。遺物は埋土中から少量の
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第121図 竪穴住居 7 (1/60)・出土遺物 (1/4)

土器片が出土している。 524,,.._ 52,5は甕で、 527・528は高杯である。時期は弥・後・ Iと考えられる。

なお東側には図示したような掘り込みが検出できたため、建て替えが行われたものと考えておきたい。

（平井）

竪穴住居 8 (第114・122図、図版105)

調査区の西半部、竪穴住居 7の南東約 7mに位置する。検出できたのは北端部の一部で、大部分は

調査区外にのびている。平面形は円形で、深さは約38cm残存していた。床面はほぼ平らで、床面直上

には炭が痺＜堆積していた。壁溝は検出できなかった。柱穴は 1本確認でき、直径約55cmの円形で、深

さは床面から約20cmであった。柱穴内には直径約15cmの柱痕跡が認められ、埋士には炭、焼土が多く
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第122図 竪穴住居 8 (1/60)・出土遺物 (1/4,1/2,1/3)

含まれていた。

この竪穴住居の特徴は床面上に存在

する炭化材と壁で観察できた強い被熱

痕跡であり、火災を被った住居である

ことが明らかである。

遺物は少量の土器片の他に、サヌカ

イト製の石器や土器片転用の紡錘車C

74が出土している。 S29はスクレイパ

ーを楔に転用したものと考えている。

時期は明確ではないが、弥・後.I 

ではなかろうか。 （平井）

竪穴住居 9

（第114・123・124図、図版4・105)

調査区の中央付近、 Cd500区で検

出された。掘立柱建物10と重複関係に

あり、南西隅は竪穴住居36によって破

壊をうけていたために柱穴のみを検出

した。竪穴の平面形は円形で、直径が

6.8m、深さは40cmであった。床面積

は36面程度と推測される。住居の中央

には中央穴があり、長径が96cm、短径

は80cm前後、深さは52cmを測った。中

央穴の埋土には第39層を除いて炭粒が点々と含まれていたが、とくに大量の炭は認められなかった。

中央穴の周囲には、深さが数cmのごく浅い溝が半周するような形で検出された。住居の主柱は 6本で、

柱穴の掘り方は楕円形を呈し、長径が73---95cm、深さは50---80cm前後を測った。柱間は225---290cmと

一定せず、 p1とP2との間がもっとも広かった。すべての柱穴で柱痕が認められ、その太さは直径

15---30crnであったが、 p1とp6では重複した柱痕があり、柱を建て替えたと考えられた。 P3の底

には礎板のめり込みと思われる長方形のくぼみがあり、その深さは 8cmであった。竪穴の壁に沿って

幅30---50cm、床面からの深さ10cm程度の壁体溝が巡らされていた。竪穴の埋土は大きくは 5層で、最

下層の第 8層は貼床層とみられ、中央穴の南側では第 8層の上面に厚い炭の堆積が認められた。

出土遺物は少なかった。 530・532は鉢で、ともに口縁部を上方へ立ち上げている。 531は短脚の高

杯である。 C75は士器片を転用した円板状土製品で、穿孔がないことから紡錘車の未製品かもしれな

い。図示した土器の年代は弥・ 後.Illとみられ、竪穴住居 9はこの時期と考えられる。 （岡本）

竪穴住居10(第114・125----127図、図版4・105)

Cf500区に位置する円形の竪穴住居で、南側は約半分が調査区外に続く。規模は、調査範囲内で

は直径が815cmで、検出面からの深さは32cmを測る。床面では、厚さ 3---5cmの明黄色の粘土で貼床

を施していた。主柱穴は、 4本が確認されているが、未掘部分を含めると 7本ほどと推定される。ま

た、床面中央と思われる部分にもピットが検出されている。直径が65cmほどの楕円形を呈し、深さは
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ctl 

@/4 
~pヽ

。
2m 
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B
 

I< 
580cm 

B' 

,::. 冨疇。ニ冒疇
l 褐灰色 (10YR5/l)粘性砂質土（炭多含）

2 暗灰黄色 (2.5Y5/2)粘性砂質土

（炭多含）

3 灰オリープ色 (2Y5/2)粘性砂質土

（明黄褐色粘質土塊多含）

4 灰オリープ色 (2Y5/2)粘性砂質土

（炭多含）

5 灰オリープ色 (2Y5/2)粘性砂質土

（炭多含）

6 暗灰黄色 (2.5Y5/2)粘性砂質土

7 黄灰色 (2.5Y4/l)粘性砂質土

（明黄褐色粘質土塊•炭含）

8 明黄褐色 (2.5Y7/6) -淡黄色

(7.5Y8/3)粘質土（貼床層）

9 オリープ色 (5Y6/6)粘質土

10 暗灰黄色 (2.5Y4/2)粘性砂質土

11 暗オリープ色 (5Y4/3)砂質土

12 黄色 (2.5Y7/8)粘質土

13 明黄褐色 (2.5Y6/8)粘性砂質土

14 暗灰黄色 (2.5Y5/2)粘性砂質土

15 暗灰黄色 (2.5Y5/2)粘性砂質土

16 明黄褐色 (2.5Y6/6)粘性砂質土

17 オリープ褐色 (2.5Y4/3)粘性砂質土

18 暗灰黄色 (2.5Y4/2)粘性砂質土

19 灰オリープ色 (5Y4/2)粘性砂質土

20 オリープ色 (5Y5/4)粘性砂質土

21 暗灰黄色 (2.5Y4/2)粘性砂質土

22 暗灰黄色 (2.5Y4/2)粘性砂質土

23 暗灰黄色粘性砂質土

24 オリープ色 (5Y5/4)粘性砂質土

第123図竪穴住居 9 (11/60) 
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25 灰黄褐色 (lOYR5/2)粘性砂質土

26 灰色 (5Y6/l)粘性砂質土

27 明黄褐色 (2.5Y6/8)粘性砂質土

28 明黄褐色 (2.5Y6/6)粘性砂質土

29 暗灰黄色 (2.5Y4/2)粘性砂質土

30 暗灰黄色 (2.5Y5/2)粘性砂質土

31 黄褐色 (2.5Y5/4)粘性砂質土

32 灰白色 (5Y8/2)砂質土

33 灰黄色 (2.5Y6/2)粘性砂質土

34 灰黄褐色 (10YR4/2)粘性砂質土

35 黄色 (5Y7/6)粘質土

36 黄灰色 (2._5Y5/l)粘性砂質土

37 黄色 (5Y7/6)粘質土

38 黄灰色 (2.5Y4/l)粘性砂質土

39 オリープ色 (5Y6/6)粘性砂質土
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-0-
532 

531 

530 10cm 

忽／／ーー／／／／／ー忍

C75 

0 5cm 

一第124図竪穴住居 9出土遺物 (1/4,1/3)

55cmとほかの柱穴より深い。いわゆる中央穴とみられるが、埋土中に炭やピット周囲に熱影響は認め

られなかった。ただし、このピットの北側には浅く掘り＜ぽめられた箇所が2か所あり、熱影響が認

められた。

いジ 旦` ＼
 

〉̀[
ロ
＊ 

M43 □》‘‘

l 灰褐色粘質土 2 橙色焼土

2m 

4 褐灰色粘質土 5 暗褐色粘質土

第125図竪穴住居10(1/60) 
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第126図 竪穴住居10出土遺物① (1;/4) 
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八，

9

-

＿

 

◎
 M43 C76 

0 5cm 

一第1,27図 竪穴住居10出土遺物② (1/3) 

。出土した遺物のうち、土器としては壺533~

536、甕537、高杯538-----546がある。ほかには、

錨M43のほか、土錘C76がある。

これらからみて、この住居の時期は、弥・後

. Iである。 （弘田）

竪穴住居11 (第116・128図）

調介区の中央付近、 Cd502区で検出された。竪穴住居12によって半分程度を壊されていた。竪穴の

S~Oan 二――==-,""'7曇

。
2m 

第128図竪穴住居11 (1/60) 

平面形は隅丸方形を呈し、幅は3.6mを測った。深さは数cmにすぎなかった。住居の中央部を土堀69

によって壊されていて、中央穴の存在は不明である。壁体溝は確認できなかった。住居の中軸線上に

長径26・29cmの柱穴状のくぽみを検出したが、ごく浅いため柱穴とは断定できない。 （岡本）
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A
 

B -e・ 

2m 

1 褐灰色 (7.5YR5/l)粘性砂質土

（淡黄色粘質土塊•炭多含）
2 にぶい黄褐色 (10YR5/3)粘性砂質土

（淡黄色粘土塊• 炭少含）

3 灰黄褐色 (10YR4/2)粘性砂質土

（炭多含・焼土塊含）

4 暗灰黄色 (2.5Y5/2)粘性砂質土

（オリープ色粘土含• 炭多含）

5 黄灰色 (2.5Y5/l)粘性砂質土

（明黄褐色粘土含• 貼床層）

6 暗灰黄色 (2.5Y5/2)粘性砂質土

（黄色粘土含．貼床層）

7 にぶい黄褐色 (10YR4/3)砂質土

（炭・焼土多含）

8 オリープ褐色 (2.5Y4/3)砂質土

（炭・焼土多含）

9 暗灰黄色 (2.5Y4/2)砂質土

（炭・焼土多含）

10 灰オリーブ色 (7.5Y5/3)粘性砂質土

（炭・焼土多含）

11 暗オリーブ色 (7.5Y4/3)粘性砂質土

12 暗オリープ色 (5Y4/4)粘性砂質土

13 暗オリーブ色 (5Y4/3)粘性砂質土

（炭少含）

14 オリープ色 (5Y5/4)粘性砂質土

15 オリープ褐色 (2.5Y4/3)粘性砂質土

（土器・黄色粘土塊・焼土塊含）

16 灰黄褐色 (lOYR4/2)粘性砂質土

17 明黄褐色 (2.5Y6/6)粘性砂質土

（焼土塊含）

18 浅黄色 (5Y7/4)粘性砂質土

（粘性強、焼土塊少含）

19 暗灰黄色 (2.5Y4/2)粘性砂質土

20 暗灰黄色 (2.5Y5/2)粘性砂質土

21 暗灰黄色 (2.5Y4/2)粘性砂質土

（炭・焼土多含）

22 オリープ褐色 (2.5Y4/3)砂質土

23 暗オリーブ色 (5Y4/3)粘性砂質土

24 暗オリーブ色 (7.5Y4/3)粘性砂質土

（炭少含）

25 暗オリープ色 (5Y4/4)粘性砂質土

三：
547 548 549 

゜
10cm 

第129図 竪穴住居12(1/60)・出土遺物 (1/4)

竪穴住居12(第116・129図、図版 5)

調査区の中央部、 Cd502区と Ce502区に跨っていた。竪穴住居11と重複し、それよりも新しい。

竪穴の平面形はやや角張った円形で、長径は4.3m、深さは35cmを測った。 A-A'断面では壁体溝

のようなくぼみが認められたが、全体では明瞭でなかった。中央穴が検出され、長径は54cmを測った

が、深さは20cmにすぎなかった。中央穴の埋士には多量の炭や焼土が含まれていたが、底に柱穴状の

くぼみが確認された。主柱穴は 4個で、いずれも楕円形の掘り方をもち、長径が64-75cm、深さは55

cm前後であった。すべての柱穴で柱痕が確認され、その太さは15---23cmを測った。柱間は218-237crn、

東がもっとも狭く、北がもっとも広かった。竪穴の壁と柱穴の距離は12---27cmであった。埋土を観察
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_A_ 
K-

呵

。
2m 

l 灰褐色 (7.5YR4/2)粘性砂質土（炭含）

2 灰黄褐色 (10YR4/2)粘性砂質士

（炭多含，焼上塊含）

3 にぶい黄褐色 (10YR5/3)粘性砂質土

（黄色粘質士塊• 炭•炭化材等含）
4 にぶい黄褐色 (10YR5/3)粘性砂質土

（焼土塊• 炭化材・炭多含）

5 明黄褐色 (2.5Y7/6)砂質土（焼土・炭化材多含）

6 明黄褐色 (2.5Y6/6)砂質土

（灰黄褐色粘性砂質土塊•炭少含）

7 明黄褐色 (2.5Y7/6)砂質土

（黄色粘土塊含．貼床層）

8 焼土層（焼土塊• 炭含）

9 暗褐色 (2.5Y4/2)砂質士（炭含）

10 褐色 (lOYR4/4) 粘性砂質土（炭• 土器含）

11 オリープ褐色 (2.5Y4/3)砂質土

12 暗オリーブ褐色 (2.5Y3/3)粘性砂質士

13 暗褐色 (10YR3/3)砂質土（炭粒含）

14 暗褐色 (lOYR3/4)砂質土（炭粒少含）

15 褐色 (10YR4/4)砂質土

16 暗褐色 (10YR3/3)砂質土（炭・焼土含）

17 褐色 (lOYR4/4)砂質土（炭含）

18 暗灰黄色 (2.5Y4/2)砂質土

◎ 

二三二三 ＼ 
550 551: S30 

。
10cm 

第1130図 竪穴住居13(1/60)・出土遺物 (1/4,11/1:)

0 2 cm 

一
すると、底に敷かれた第 5層と第 6層は床面を整えた貼床で、その上に第 4層がのっていた。第 4層

には炭が多量に含まれ、薄層をなしていた。出土遺物は少なく、図示した547は古墳時代前期の甕で

あるが、住居の形態や遺構の重複関係から弥生時代後期末の住居と判断される。 ・ （岡本）

竪穴住居13(第116・130図、図版 5・106)

調査区の中央部、 Ce502区で検出された。竪穴住居12の南で、わずか70cmしか離れていなかった

ため同時の存在は考えられない。古墳時代の竪穴住居39とほぼ同じ位置にあり、竪穴の上方は大きく

破壊をうけていた。火災をうけて消滅したものとみられ、床面から大量の炭化材が出土した。炭化材
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の多くは竪穴の中心から放射線を描くように転がっていたが、なかには柱穴を結ぶ線と平行する方向

をとるものがみられ、後者は棟あるいは桁材、前者は垂木材と推定される。炭化材の一つを樹種鑑定

したところ、コナラ亜属クヌギ節という結果を得た。竪穴の平面形は円形で、長径は4.36m、深さは

30cmを測った。楕円形の中央穴があり、長径66cm、短径54cm、深さは31cmであった。中央穴の底に柱

穴状のくぽみを認めた。主柱は 4本で、柱穴の掘り方はいずれも不整な円形を呈し、長径が67---90cm、

深さは37-----77cmを測った。柱痕の直径は15---20cm程度であった。貼床が一部で認められた。

出土遺物は少なかった。 550・551は甕で、弥・後.IVの年代と考えられる。 S30は蛇文岩製の管玉

で、全長42.6mm、太さ4.7mm、孔径2.4mm、重さ1.63gを測った。 （岡本）

竪穴住居14(第116・131・132図、図版 5・90)

調査区の中央部、 Ce502区の南端で検出された。竪穴住居13の南東にあり、両住居跡間の距離は

60cmと近接することから、共存はありえない。竪穴の平面形は円形で、長径は5.17m、深さは82cmで

〇/

A-
600 cm 

A' 

e一 -e・ 

.:J 

|
 

|
3
 

1 にぶい黄褐色 (10YR4/3)粘性砂質土

（土器・炭多含）

2 にぶい黄褐色 (lOYR5/4)粘性砂質土

3 黄褐色 (2.5Y5/3)粘質土

¥ヽ. 4 灰黄褐色 (10YR4/2)粘性砂質士

（炭多含，焼土少含）

5 浅黄色 (5Y7/4)粘性微砂（炭多含

•灰黄褐色砂質土塊含）

6 暗灰黄色 (2.5Y5/2)粘性砂質土

（明黄褐色粘性微砂含）

7 明黄褐色 (2.5Y6/6)粘性砂質土

8 明黄褐色 (2.5Y7/6)粘性微砂（貼床）

9 オリープ黄色 (5Y6/4)粘性砂質土

（炭含，明黄褐色粘性微砂含）

.
o
|
 

ー。

゜
2m 

にニ
M44 

0 5cm 

一第131図 竪穴住居14(1 /60)・出土遺物① (1/3) 
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第132図 竪穴住居14出土遺物② (1/4) 

556 

557 

昌
559 

゜
tocm 

あった。中央穴は段構造をなし、長径93cm、深さ35cmの円形の穴の南に、長さ 132cm、幅55cm、深さ

14cmの長楕円形の穴が連なっていた。この中央穴の南北に長径44----54cm、深さ18----33cmの柱穴状の穴

が接していたが、中央穴に伴うものかどうかは明瞭ではない。主柱穴は 4個で、掘り方は不整形な円

形を呈し、長径が60-----80cm、深さは52-----58cmを測った。柱穴の底には長径2、0-----33cmの柱のめり込んだ

痕跡が認められた。壁体溝が全周し、床面からの深さは15cm程度であった。埋土を観察すると、第 4

層には大鼠の炭が含まれることから床面上の堆積層と考えられ、その下の第 5層が塊状の土が混合し

た士質から貼床と判断された。ところが、第 7層の上面でも炭の薄層が確認され、その下では竪穴状

の掘り込みも存在した。このことから、この住居は建て替えて拡張されたのではないかとみられたが、

柱穴の状況からはそのような事実はつかめなかった。床の構築を念入りに行ったものであろうか。

出土遺物がかなりあり、図示した土器では小形の高杯が目についた。これらの土器の年代は弥・後

. IIIとみられる。 M44は残存長47mmの鉄板であるが、器種は不明である。 （岡本）

竪穴住居15(第116・133・134図、図版6・106)

Ce 5 02・5 03区に跨って検出され、竪穴住居14の北東 lmに位置していた。やはり竪穴住居14と

の共存は考えにくい。壁体溝に囲まれた床面の形状は隅丸方形に近く、各辺が胴張りを呈していた。

住居の北東辺から南東辺にかけては後世の削平をうけていたが、それ以外では竪穴の壁は緩やかに立

ち上がり、北西辺では床面から10cm程度高く、最大幅が52cmの三日月状の平坦面が形成されていた。

住居の規模は壁体溝の外縁で測ると、長軸が5.51m、短軸は5.33mであった。住居の中央からわずか

に東寄りに楕円形の中央穴があり、長径が77cm、深さは39cmを測った。中央穴の周囲には、高さが2、

3 cmにすぎないが、土手が認められた。また、中央穴の南西側に近接して、長径193cm、短径65cm、

深さが7cmの長楕円形の浅い落ち込みがあり、中には炭の堆積がみられた。中央穴と落ち込みとの間

には被熱部分があった。主柱穴は 4個で、長径が66...._84crn、深さは46----50cmであった。各柱穴の底で
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c一 -c・ 530cm 
F- F' 

゜
2m 

1 にぶい黄褐色 (lOYR5/3)粘性砂質土 11 暗灰黄色粘性砂質土 (2.5Y4/2)

（炭土器多含） （オリープ黄色粘土塊含）

2 暗灰黄色 (2.5Y5/2)粘性砂質土 12 オリーブ色 (5Y6/6)粘土

（浅黄色 (5Y7/4) 粘土塊• 炭含） （暗灰黄色粘性砂質土塊含） ◎ 
3 暗灰黄色 (2.5Y5/2)粘性砂質土 13 暗灰黄色 (2.5Y4/2)砂質土

（浅黄色粘土塊少含，炭• 土器多含） 14 オリーブ褐色 (2.5Y4/4)粘性砂質土
fTTl ◎ 

4 暗灰黄色 (2.5Y5/2)粘性砂質土 15 オリープ褐色 (2.5Y4/6)粘性砂質土

（炭• 浅黄色粘土塊多含） 16 暗灰黄色 (2.5Y4/2)砂質土

且5 暗灰黄色 (2.5Y4/2)粘性砂質土 17 オリープ褐色 (2.5Y4/4)粘性砂質土

（炭多含，焼土含） 18 暗灰黄色 (2.5Y4(2)砂質土

6 淡黄色 (7.5Y8/3)粘土（微砂土塊少含） 19 オリープ褐色 (2.5Y4/4)粘性砂質土 S31 S32 
7 オリープ黄色 (5Y6/4)粘土（炭焼土含） 20 オリープ褐色 (2.5Y4/3)粘性砂質土

8 灰オリープ色 (5Y5/2)粘性砂質土（焼土塊含） 21 暗灰黄色 (2.5Y4/2)砂質土

゜
2 cm 

9 淡黄色 (7.5Y8/3)粘土（砂質土塊少含，貼床層） 22 オリープ褐色 (2.5Y4/4)粘性砂質土

10 暗灰黄色 (2.5Y4/2)粘性砂質土（炭多含） 23 オリープ褐色 (2.5Y4/3)粘性砂質土

第133図 竪穴住居15(1/60)・出土遺物① (1/1) 
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第134図 竪穴住居15出土遺物② (1/4) 

柱のめり込みが認められ、断面に柱痕のみられるものもあった。柱痕の直径は15------20cm前後であった。

埋土を観察すると、竪穴の底には凹凸があり、地ならしをして床面を貼っている。

出土遺物は少ないが、遺構図の星印の床面から碧玉製の管玉が 1点出土し、埋土中からも 1点出土

した。土器のうち、 560と561の高杯は短脚とみられ、弥・後・ 11Iの年代が与えられる。 （岡本）

竪穴住居16(第116・135・136図、図版 6・105)

調査区の北東隅、 Ce5 04・5 05区に跨って検出された。竪穴住居15の東13mにあり、遺跡内では

大形住居の一つである。竪穴の平面形は円形で、長径が7.71m、短径は7.62m、深さは34cmを測った。

壁体溝が全周し、床面からの深さは 5cm程度であった。中央穴を検出したが、段をもつ不整形な形を

示し、東西径が46cm、深さは35cmと小さかった。主柱は 5本とみられるが、北東部の柱穴については

p 5かp6か明瞭ではない。柱穴の位置は壁体溝から75-146cmほど離れ、前述の 4本柱の住居に比

べると、かなり住居の内側に立てられていた。主柱穴の平面形は不整な楕円形で、長径が44------56cm、

深さは29......,51cmを測った。底に柱のめり込み痕跡を残す柱穴がみられ、直径15cm程度の柱が推定され

る。埋土をみると、第 5層が床の全面に貼られ、第4層の底では炭の薄層が認められた。

出土遺物はごく少なく、その年代をもって住居の年代としうるか疑問もあるが、図示した土器の年

代は弥生時代後期後葉と考えられる。 C77は土器片を転用した紡錘車である。 （岡本）

竪穴住居17(第116・137図、図版 6・90・106)

調査区の東寄り、 Cf504区から Cg504区にかけて検出された。竪穴住居16から 8m南南西に位置

していた。後述する銅鐸埋納城からは 7m離れていた。竪穴の平面形は円形であったが、壁が内湾し

ながら緩やかに下がり、壁体溝に囲まれた床面は、竪穴住居15のように、胴の張った隅丸方形に近い

形状を呈していた。長径が4.39m、短径は4.30m、深さは40cmを測った。長径が70cmの楕円形をした

中央穴をもち、深さは36cmで、中央穴の底は柱穴状になっていた。中央穴の埋土にはあまり炭は含ま

れていなかった。中央穴の南に接して長径が86cm、深さ 3cmのごく浅いくぼみがあり、くぽみの中に

は炭が層状に堆積し、一部は中央穴にも及んでいた。このくぼみと中央穴を取り巻くようにして土手

が巡らされていた。この状況も竪穴住居15と類似する。上手の高さは 3cm程度にすぎなかった。主柱

穴は 4個で、円形や楕円形を呈し、長径は50------73cmと差が大きく、深さは21----44crnであった。埋土の

観察では貼床とみられる土層はなく、地山の上面が床面となっていた。

出土遺物は少なかったが、大形の破片がみられた。 566は長頸壺、 567は甕、 568は鉢で、弥・後・

I期のものと考えられる。石器が出土し、 S33・34は鏃、 S35はスクレイパーである。 （岡本）
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゜
2m 

l 黄褐色 (2.5Y5/3)粘性砂質士

（炭・焼土多含）

2 明黄褐色 (2.5Y7/6)粘性砂質土

（炭含）

3 暗灰黄色 (2.5Y4/2)粘性砂質土

（浅黄色粘土塊•炭含）

4 黄褐色 (2.5Y5/3)粘性砂質土

（浅黄色粘土塊•炭含）

5 黄褐色 (2.5Y5/4)砂質土

（黄褐色粘土塊多含，貼床層）

第135図竪穴住居16(1/60) 

竪穴住居18(第116・138図）

調査区の南東隅、用水路脇に突出したCi505区と Cj505区に跨っていた。調壺範囲が狭長なため

一部の検出にとどまっている。住居の中央部分と柱穴2個が確認された。竪穴の平面形は不整形な円

形と推定される。壁体溝が巡り、床面からの深さは10cm前後であった。中央穴があり、その長径は68

cm、深さは60cmで、底には柱穴状のくぽみが認められた。中央穴の東半には浅いくぼみが伴っていた。
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7
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にぶい黄褐色 (lOYR4/3) 粘性砂質土（炭• 土器多含）

灰黄褐色 (10YR5/2) 粘性砂質土（炭含• 浅黄色粘質土塊含）

黄褐色 (2.5Y5/3粘性砂質土）（炭含，浅黄色粘質土塊含）

灰オリープ色 (5Y5厄）粘性砂質土

オリープ灰色 (5GY5/l)粘性砂質上

炭層

灰オリープ色 (5Y5/3)粘性砂質土（灰黄褐色粘質土塊含）

オリープ黄色 (5Y6/4)~オリープ灰色 (10Y5(2)粘質土（基盤層）

冒〗

八
念翠蕊>

： 

， 

I 

I - -

568 

。
10cm 

~:_t 
S35 

S33 

。

ベ蕊蕊ジ

S34 

10cm 

第137図 竪穴住居17(1/60)・出土遺物 (1/4,1/2) 
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竪穴住居18(1/60) 

~ c;iJ 
A_ 

＼ £ 

゜
2m 

暗褐色 (10YR3/4)砂質土

褐色 (10YR4/4)砂質土

にぶい黄褐色 (lOYR4/3)砂質土（炭含）

第139図 竪穴住居19(1/60) 
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耕作土

近世層
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にぶい黄褐色 (10YR4/3)砂質土（中世包含層）

暗灰黄色 (2.5Y5/2)粘性砂質土

（暗オリープ灰色粘性砂質土・円礫含）

黒褐色 (2.5Y3/2)砂質土

黒褐色 (2.5Y3/2)粘性砂質土

灰オリープ色 (5Y4/2)粘性砂質土（貼床？）

暗褐色 (lOYR3/4)砂質土

褐色 (10YR4/4)粘性砂質土（上面貼床）

第140図 竪穴住居20(1/60) 
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また、中央穴の南には深さ 5cm程度の方形の落ち込みが接し、その中には炭が堆積していた。これは

竪穴住居15・17と同じような状況であった。 2個の柱穴はこの住居に確実に伴うかは断言できないが、

これ以外には検出されなかった。長径が55cm、深さは36・45cmであった。出土遺物はごく少なくて、

図示しうるものはなかったが、それらからこの住居の年代は弥・後 ・Nと考えられる。 （岡本）

竪穴住居19(第116・139図）

調在区の東部南端、 Cg・Ch503区でごく一部分を検出したにすぎず、中央部分は調査区外に残さ

れている。調査区南壁の士層断面から住居跡と判断した。検出部分も西端は破壊されているため、住

居の全体像は想像すら困難であるが、検出された 2mほどの北辺がかすかに外湾しながら直線状に延

びることから、隅丸方形に近い平面形が推定される。壁体溝は断面図にあるようにきわめてかすかで、

平面的には検出できなかった。長径30cm、深さ13cmの柱穴を図示しているが、住居の壁に接している

例が他にみられないことから住居には伴わない可能性が高い。細かな年代は確定できない。 （岡本）

竪穴住居20(第116・140図）

調査区の南東隅、用水路脇に突出したCj505区で検出された。竪穴住居18から2.5m南に位置して

いた。検出長95cmの弧状の壁体溝と柱穴 1個を確認したにすぎない。壁体溝の深さは住居の床面から

8 cmであった。柱穴は壁体溝から50cmほど離れていた。南側を一部破壊されていたが、長径は100cm

以上、深さは65cmであった。柱穴の底は柱がめり込んだような形状を呈し、底面の直径は19cmを測っ

た。調査区の東壁で埋土を観察すると、竪穴住居20を破壊して南側にもう 1軒の住居が存在したよう

であるが、平面的には検出できなかった。竪穴住居20の細かな年代は確定できない。 （岡本）

(3)掘立柱建物

掘立柱建物10(第114・141図）

調査区の中央付近、 Cd500区で竪穴住

居 9と重複して検出された。建物の柱穴が

住居の検出面から検出されたため、建物は

住居より新しい年代が与えられる。ちなみ

に竪穴住居 9の年代は弥・後 ・IDである。

2 X l間の掘立柱建物で、桁行全長が4.15

m、梁間は2.05m、床面積は8.4面を測っ

た。建物の棟方向はN-32°-Eである。柱

間は桁行が200-----210cm、梁間は205cmであ

った。柱穴は円形で、長径が34-----52cm、深

さが29-----4lcmを測り、それほど大きな差は

みられなかった。柱穴の中には底に柱のめ

り込み痕跡を認めるものがあり、その直径

は14・20cmであった。 （岡本）

掘立柱建物11 (第114・142図）

調査区の中央付近、 Cd500区で掘立柱

建物10と重複して検出された。竪穴住居 9

L1 

＂ 

I,: 

． ” ＼
 

H 

゜
2m 

第1141図掘立柱建物10(1/60) 

-121-



第 3章高塚遺跡

にも近接していて、同時の存在は考えられない。 2X l間の掘立柱建物で、桁行全長が4.29m、梁間

は3.29mと3.12m、床面積は12.4面を測った。建物の棟方向はN-17°-Eで、桁行の柱間は195-------214

cmであった。柱穴は不整な楕円か円形で、長径は56----76cm、深さが20,...._.44cmあり、桁行の中央の柱穴

が両端の柱穴より小さかっ

た。ほとんどの柱穴の底に

は柱痕が認められ、直径は

15,...._.25cmを測った。 （岡本）

贔 I

＼
 

。
2m 

,. 

,2 

第142図掘立柱建物11 (1/60) 

560 an 

。
2m 

第143図掘立柱建物12(1/60) 
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掘立柱建物12

（第114・143図）

Cd 5 01区と Cd5 02区に

跨って検出された。掘立柱

建物11の北東 8m、竪穴住

居12の北 5mに1立置してい

た。 2X l間の掘立柱建物

で、桁行全長が4.42m、梁

間は2.40mと2.50m、床面

積は10.6面を測った。建物

の棟方向はN-86°-W、桁

行の柱間は205~222cmであ

った。柱穴は不整な楕円か

円形で、長径は49------87cm、

深さが18~30cmだった。桁

行中央柱穴は両端の柱穴よ

り小さく、掘立柱建物11と

同様に建物の内側に寄って

いた。柱痕の直径は17-------22

cmだった。 （岡本）

掘立柱建物13

（第116・144図）

調査区の東部、 Ce5 04 

区で検出された。竪穴住届

16の北西 2mに位置してい

たため、住居との同時存在

は考えにくい。 2X l間の

掘立柱建物で、桁行全長が

395cm、梁間は178cmと196

cm、床面積は 7.3げを測った。

建物の棟の方向は N-
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 590cm 

三量冒言
l 暗褐色 (10YR3/4)砂質土 o 
2 暗褐色 (10YR3/3)砂質土

3 にぶい黄褐色 (lOYR4/3)砂質上

2m 

第144図掘立柱建物13(1/60) 

韮

二疇瓢ニ
。

2m 

1 黄灰色 (2.5Y4/l)粘性砂質土

2 暗灰黄色 (2.5Y4/2)砂質土

3 暗オリープ灰色 (2.5GY4/l)粘性砂質土

4 灰色 (7.5Y4/l)粘性砂質土

第145図掘立柱建物14(1/60) 

s1°-wであった。柱穴は円形で、北東角のみが長径58cmと大きく、他の柱穴の長径は33----4lcm、深さ

には大きな差はなく、 28-----38cmだった。断面に柱痕を認めた柱穴が多かったが、柱のめり込んだ痕跡

を残すものは 1個で、それも浅かった。弥生時代後期後葉の土器片が出土した。 （岡本）

掘立柱建物14(第116・145図）

調査区の北東隅、 Cd505区で検出された。竪穴住居16の北 5mに位置していた。 2X l間の掘立

柱建物で、桁行全長が290cm、梁間は156cmと158cm、床面積は4.4面を測った。建物の棟の方向はN-

59.0-wであった。柱穴は円形で、長径が31-----48cm、深さは20-----29cmと大きな差はみられなかったが、

桁行の中央の柱穴がやや浅かった。また、この中央柱穴は建物の外方へ少し張り出していた。柱穴の

浙面には柱痕跡が確認され、直径が17cmだった。北西隅の柱穴は、弥生時代後期後葉の土堀144の埋

没後に掘削されていたため、この建物の年代は弥生時代後期後葉以降と考えられる。 （岡本）

(4)銅繹埋納堀

銅鐸埋納塘（第116·146~151図、巻頭図版 2 、図版7·101·102)

調査区の南東端、 Cg503区で検出された。集落の中心部にあるために多くの遺構と隣接している

が、同時、あるいは近接した時期の遺構としては竪穴住居17や袋状土壊84・85、さらに土堀151・155

などがある。竪穴住居17は埋納壊の北 7mにあり、袋状土堀85は西2.5mに、袋状土城84は南東へわ

ずか15cmしか離れていなかった。土城151は銅鐸埋納堀の東 7mに位置していた。

鋼鐸埋納城は北東角を中世の柱穴によって破壊されていたが、銅鐸そのものはかろうじて損傷をう

けていなかった。ただ、検出当初は銅鐸埋納城がちょうど調査区の側溝にあたってしまったため、ス

コップやジョレンによって不注意に掘り下げてしまい、銅鐸の鰭の一部を欠損してしまった。このこ

とは、銅鐸の埋納位置が弥生時代の遺構検出面からあまり下がっていなかったことを示していて、後

世の削平を考慮しても、弥生時代の生活面からそう深くない穴に銅鐸が埋納されていたとみてよい。
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第 3章高塚遺跡

埋納堀の平面形は、埋納された銅鐸の外形に沿うように北・東・南の三辺は直線的で、紐に接する

西辺は弧状を描いて突出していた。ただ、南東角も丸みをもっていた。埋納堀の断面形でも、穴の底

面の断面は銅鐸下端の鰭の端線とほぼ平行していて、銅鐸の埋納される姿を想定して埋納城が掘られ

たとみられる。鰭の上端線が水平になるように意識的に埋置されたものであろうか。この穴は銅鐸を

埋納するためのものであったと断定できる。埋納城の大きさは東西長が75cm、南北幅が43cmあり、深

さは銅鐸の鉦の部分で27cm、裾の部分で40cmを測った。壁の傾斜は急で垂直に近く、底面への移行は

丸みをもって緩やかであった。底面は南北断面をみると中央部がくぽみ、緩い弧状を呈していた。

埋納城の埋士は 2層に分けられた。下層はにぶい黄褐色粘性砂質土で、炭粒や土器片などの混じり

ものを含まない均質な土であった。上層は暗褐色砂質土で、炭粒や土器片を点々と含み、包含層を掘

ったような土であった。おそらく、埋納城を掘った時に出た士と思われる。銅鐸は鰭が垂直に立つよ

うに横倒しに埋置され、鰭の耳の下端が底面から 5-7cm浮いた状態にあった。埋土下層の粘性砂質

士を詰めて銅鐸を固定したものと考えられる。その後、埋納堀を掘った土である埋士上層の砂質土を

入れて銅鐸を完全に埋めたものとみられる。銅鐸の中には埋土上層の士が入っていたが、上端部分に

は空隙がみられ、意識的に銅鐸の内部に土を入れたとは考えられない。銅鐸を埋める過程で無意識的

に流入したものと判断できる。埋納城の下半には埋土下層の土が人っているため、埋め戻しにあたっ

600 cm 1 暗褐色 (10Y3/3)砂質土

2 にぶい黄褐色 (lOY4/3)

粘性砂質土

0 50 cm 

ご〗
569 

D
 

10cm 

第146図 銅鐸埋納堀 (1/10)・出土遺物 (1/4)
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第 3章高塚迫跡 第 2節フロヤ調査区

＝ ~-==ーデ—ー

M45 

。
10cm 第147図高塚銅鐸A面および側面 (D) (1/3) 
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第 3章高塚迫跡 第 2節フロヤ調査区

M45 

。
10cm 

第148図 高塚銅鐸B面および側面 (C) (1 /3) 
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第 2節フロヤ調査区

て埋納城を掘った土をすべて使用したとすると、銅鐸埋納城の上には土餞頭ができていたことになる。

銅鐸埋納城からはいくらか土器片が出士したが、図示しうるものは 1点のみであった。台付鉢形土

器の口縁部から胴部上半にかけての破片とみられる。口縁部を拡張して端面に凹線を巡らせ、算盤玉

形の胴の肩部にも 2条の凹線を飾っていた。弥・後・ Iの年代が与えられる。出士した銅鐸は完形で、

突線鉦式流水文銅鐸である。この詳細については第 3章第 4節まとめの項で述べることとする。出土

遺物や周辺の遺構の年代観から判断して、この鋼鐸埋納堀の年代は弥・後・ Iと考えられる。 （岡本）

~I 
¥ ._I IO-~--, j 

---~'// 

M45 

。
10cm 

第149図 高塚銅鐸俯賑および仰視 (1/3)
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第 3章高塚遺跡

(5')袋状土壊

袋状土堀 1 (第115・152図）

Cd407区にあり、袋状土壊群の北西端に位置する。平面形が楕円形を呈しており、規模は、上面

での直径が131cmであるのに対して、底面は水平な面をなし、直径が125cm、検出面からの深さは65cm

を測る。埋土は 4層に分けられたがほぼ水平堆積であり、ごく少量の土器細片が出土したのみで炭な

どは含まない。

出土遺物からみてこの上猥の時期は、弥・後.Iである。

袋状土壊 2 (第115・153図）

（弘田）

Cd407区にあり、竪穴住居 7の北 2mに位置する。規模は、上面での直径が112cmで、平面形は楕

円形を呈する。底面は平坦な面をなし、直径が125cmを測る。壁面はやや内傾して立ち上がり、検出

面からの深さは52cmを測る。埋土は 3層に分けられたが、少量の土器片以外に出土遺物はなく、ほぽ

水平な堆積の状況であった。

出土遺物からみてこの士城の時期は、弥・後・ Iと考えられる。 （弘田）

＼
 "＂! 

•N,I
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/
 ク，

ク
/
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580 an 

。
1 m 

560an 

。
l 暗褐色砂質土

2 淡褐色砂質土

3 灰褐色粘質土

4 淡灰褐色砂質土

第152図袋状土堀 1 (1/30) 

l i炎褐色砂質土

2 灰褐色砂質土

3 暗黄褐色粘質土

第153図袋状土堀 2 (1/30) 

袋状土堀 3 (第115・154図）

Cd407区に位置し、弥・後・ Iの竪穴住居 7を調査後に検出しており、両者は切り合い関係にあ

る。規模は、上面での直径が129cm、底面での直径が140cmで、平面形はやや不整形な円形を呈する。

壁面は北と東側で強く内傾して立ち、検出面からの深さは46cmを測る。埋上は 2層に分けられ、水平

な堆積状況を示す。
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第154図 袋状土堀 3 (1/30)・出土遺物 (1/4)

出士遺物には壼の体部片570などがある。これらからみてこの上壊の時期は、弥・ 後・ Iと考えられ

る。

袋状土漿 4

（弘田）

（第115・155図）

Cd407区に位置する。竪穴住居 7の中央よりやや北に寄った所の床面直下で検出した。規模は、

上面での直径が107cm、底面での直径が99cmで、平面形は円形を呈する。検出面からの深さはわずか

24cmで、断面形は浅い椀形をなすが、本来は袋状を呈すると考えて袋状土城として扱った。埋土は 2
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第155図 袋状土堀4 (1/30) 第156図 袋状土塘5 (1/30) 
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第 3章高塚遺跡

層に分けられ、水平堆積をなす。

遺構の切り合い関係と出上遺物からみてこの土城の時期は、弥・後.Iである。 （弘田）

袋状土塘 5 （第115・156図）

Ce407区にあり、竪穴住居 7の南 lmのところに位置する袋状土堀で、上面と底面の平面形は円

形を呈する。規模は、上面での直径が118cm、底面での直径が127cmで、深さは43cmを測る。埋士はほ

ぽ水平に堆積しており、 2層に分けられた。

図示しうる出土遺物はないが、 この土城の時期は、弥・後・ Iである。 （弘圧）

袋状土堀 6 （第115・157図）

Ce4 07区に位置する袋状土墟で、平面形が隅丸長方形を呈する。規模は、上面での直径が133cmに

対して、底面での直径は150cmを測るが、 さらに最大径は底面より30cmほど上にあり、西側と南側の

壁がほぽ垂直に立つのに比べ底面の北側と東側ではそこから上部にむかって強く内傾して立ち上が

る。また、深さは72cmを測る。埋土は 3層に分けられるが、そのうちの 1層には炭とともに土器類が

出土している。

出土した土器には、甕の口縁部から1本部にかけての破片571-----573がある。これらの遺物からみてこ

の土堀の時期は、弥・後・ Iと考えられる。

袋状土塘 7 (第115・158図、図版90)

（弘田）

Ce 4 06・4 07区に位置する袋状土城で、竪穴住居 7に一部が切られる。平面形が円形を呈して、

規模は、上面での直径が146cmを測る。底面はほぽ平坦な面をなしており、直径が165cm、深さは66

cmで底面から内傾して開口部へと立ち上がる。埋士はレンズ状に堆積しており 4層に分けられたが、

そのうち 3層中と 3層と 4層の間からは土器片が多く出土している。

出土した遺物のうち、壼574はイ本部に刺突文を施し、上下に拡張した口縁部の外面には沈線を施す。
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第157図 袋状土堀 6 (1/30)・出土遺物 (1/4)
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第158図 袋状土堀 7 (1/30)・出土遺物 (1/4)
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第 3章高塚遺跡

さらには甕575-----580や、高杯581----584などがある。これらからみてこの士城の時期は、弥・後・ Iと

考えられる。 （弘田）

袋状土壊 8 (第115・159図）

Cd 4 08区に位置し、竪穴住届 7に切られた袋状土壊である。開口部の平面形は楕円形を呈し、規

模は、上面での直径が115cm、底面径は108cmを測る。底面は平坦な面をなし、壁面は底から上方に開

いて立ち上がっている。上部は削平を受けており、検出面からの深さは浅く 18cmである。また、埋土

は水平に堆積しており、 2層に分けられた。

時期は、弥・後.Iと考えられる。

袋状土壊 9 (第115・160図）

Cc408区にあり、北側を中世の河道によって切られた袋状士城である。開口部の平面形は楕円形

（弘田）

を呈し、規模は、上面での直径が153cm、底面では112cmを測る。また、底面は平坦な面をなし、壁面

はそこから上方に開いて立ち上がっている。検出面からの深さは浅く 32cmである。なお、埋土はほぼ

水平に堆積しており、 2層に分けられた。

時期は、弥・後・ Iと考えられる。 （弘田）
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第159図袋状土壊 8 (1/30) 

1 暗灰褐色砂質土 2 灰褐色砂質土

第160図袋状土堀 9 (1/30) 

袋状土堀10(第115・161図）

調査区の西半、竪穴住居 7の北東部に位置する。平面形は直径125cm前後の円形で、深さは約27cm

残存していた。断面形は袋状で、底面はほぽ乎らであった。埋土は 3層に分離でき、水平にちかい堆

積状況であった。

遺物は少醤の土器が出土している。 585の壺は図示したように南東部の底面上から出土した。 586・

587は甕、 588は高杯、 589は製塩土器である。

土器の時期は、弥・後.Iと考えられる。 （平井）

袋状土壊11 (第115・162・163図、図版90・105)

調査区の西半部、竪穴住居 7の南東に位置する。平面形は匝径140cm前後の円形で、深さは約90cm

-136-



第 2節 フロヤ調査区

ー
／
、

ー
・
・

i

／̀-

`
¥
 

＼
 

＼
 

¥
 

＼
 

一

l
 

]
 

――
 

]
 

-
¥
 ＼ 

ー／

/

‘

¥

 
¥. 

／＇ 

9
(、
＼
,

ー

550 cm 
-―•—·ー・

l 1 

3 
2--

｀ 
0 1 m 

1

2

 

淡褐黄色粘質微砂（炭含）

淡灰黄褐色粘質細砂

3
 

暗灰褐色粘質細砂

ビ
~~? 

588 

586 

。
10cm 二589

第161図 袋状土堀10(1/30)・出土遺物 (1/4)

I
r
 

｀
し
・
ー
，
．
＇

r
,

，
＼
 

＼

／

＇

 

¥

I

、

¥

/

 

-

＼

/

 

／
 

一

―

‘

 

l
 

l
 

-

¥

―

 

]
 

―-

]p 

／
 

＼
 

/

．

 

/
 

＼
 

ヽ

／、

I

¥

 

＼
，
 

1
.
1
’
 

、

I
’,
!
,
'
，
'
 

-0-

゜
G加ル必疇

C78 

゜
C79 

10cm 

570 cm 

1

2

3

4

5

6

7

8

 

灰褐色砂質土

淡灰褐色砂質土

灰褐色砂質土（炭・焼土多含）

暗灰褐色砂質土（炭粒多含）

灰黄色砂質士

暗灰褐色粘質土（炭粒多含）

暗黄灰色砂質土（炭多含）

灰黄色砂質土

。
lm 

第162図 袋状土堀11 (1/30)・出土遺物① (1/3) 
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第163図 袋状土堀11出土遺物② (1/4) 
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残存していた。断面形は袋状で、底面はほぽ平らであった。埋土は 8層に分離でき、炭粒を含む士層

もあり、水平に近い堆積状況であった。

遺物は士器の他に、土製勾玉C78や円板状土製品C79が出土している。長頸壺590の頸部には意識

的な穿孔が確認できる。高杯603の内外面には赤色顔料（ベンガラ）が塗布されている。 608-----614は

製塩土器の脚部である。土器の時期は、弥・後.Iと考えられる。 （平井）

袋状土壊12(第115・164図、図版92)

調査区の西半部、袋状土城11の北東約 5mに位置する。平面形は直径125cm前後の円形で、深さは
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第164図 袋状土堀12(1/30)・出土遺物 (1/4)

-139-



第 3章高塚遺跡

約40cm残存していた。断面形は垂直にちかく立ち上がる部分があるものの、袋状には検出できなかっ

た。 しかしながら、全体的な形状や出土土器から考えられる時期などから袋状土城として報告してお

きたい。出土遺物としては、少量の土器片が出土している。甕617・618の内面ヘラケズリは、頸部に

までは及んでいない。器台621の筒部には、円形の透かし孔が 1個穿たれていた。これらの出土土器に

ついては、弥・後.Iと考えている。

袋状土壊13(第115・165図、図版92)

Ce4 08区の中央に位置する袋状土堀で、開口部の平面形は円形を呈し、直径が137cmを測る。底面

（平井）

はほぽ平坦な面となり、そこから壁面は強く内傾して立ち、深さは101cmを測る。

埋土は 7層に分けられたが、底面では全体に薄く炭層がみられ、また 1-5層は 6層が堆積して後
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第165図 袋状土壊13(1/30)・出土遺物 (1/4)
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第 2節フロヤ調査区

にいったん掘り返され、再び堆積したとみられる。

出土した遺物としては、甕622・623、高杯624----628がある。これらの特徴から判断してこの土城の

時期は弥・後・ Iである。 （弘田）

袋状土堀14(第115・166図）

Ce408区にあり、さきの袋状土城13から南へ2mの所に位置する。開口部と底面の平面形は円形

を呈し、直径はそれぞれ137cmと、 141cmを測る。底面はほぼ平坦な面となり、そこから壁面が強く内

傾して立ち上がっている。検出面からの深さは53cmである。また、埋土は上下 2層に分けられたが、

顕著な出土遺物はみられなかった。

この土城の時期は、弥・後.Iと考えられる。

袋状土堀15(第115・167図）

（弘田）

Ce・Cf 4 08区に位置し、周囲を袋状土城14・16・17に囲まれている。平面形は楕円形を呈し、上

面での直径が96cm、底面では91cm、検出面からの深さは33cmを測る。底面は平坦な面をなすが、断面

は逆台形状を呈しておりいわゆる袋状ではない。
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周辺の状況から袋状土堀と判断した。また、顕

著な出土遺物はないが、時期は弥・後.Iの可能

性が高い。 （弘田）

560cm 

。

580 cm 

暗褐色砂質土 2
 

灰褐色砂質土

第166図 袋状土壊14(1/30) 第167図

暗褐色砂質土

袋状土堀15(1/30) 

袋状土壊16(第115・168図）

Ce408区に位置する。上面および底面の平面形は円形を呈し、直径はそれぞれ148cm、167cmを測る。

底面は平坦な面をなし、そこから壁が強く内傾して立ち、検出面からの深さは55cmを測る。また、埋

土は 2層に分けられ、

みられる。

ともに水平に堆積している。

出土した遺物には、甕の口縁部片629などがある。これからみてこの土城の時期は、弥・後・ Iと

（弘田）

袋状土壊17(第115・169図）

Ce・Cf 4 08区に位置し、 さきの袋状士堀15の東に接して位置する。平面形は円形を呈し、上面で
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の直径が136cm、底面では168cmを測る。底面は平

坦な面をなし、そこから壁面は上方に強く内傾し

て立ち上がり、深さは63cmを測る。また、埋士は

4層に分けられたが、底面上では、全体に基盤層

に類似した厚さ10cmほどの暗黄褐色の粘質土を敷

いているようであった。

出土遺物としては、大形の甕630がある。 口縁

部から胴部にかけての1/4程度の破片であるが、

これからみて、

考えられる。
550 an 
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この士堀の時期は、弥・後.Iと

（弘田）
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第168図 袋状土壊16(1/30)・出土遺物 (1/4)
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第169図 袋状土壊17(1/30)・出土遺物 (1/4)
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袋状土堀18(第115・170-----175図、図版8・91・103・104)
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第170図 袋状土堀18(1 /30)・出土遺物① (1/4) 
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調壺区の中央部、 Cd409区に位置する。

古墳時代前期の竪穴住居35に切られているが、．．平面形は直径約150cmの円形で、深さは55cm残存し

ていた。底面はほぽ平らで、断面形は袋状を呈している。底面の形状は直径160------170cmの円形であっ

た。底面の面積は2.14m2、海抜高は4.64mである。フロヤ調杏区で検出した86基の袋状土城のなかで

は特別な形状を呈しているとはいえない。埋土は 7層に分離できた。第170図の 3------7層は水平にち

¥_J/d 
663 

664 

666 

し□U
667 

668 

670 

671 

665 

□9 ~--fl 
673 674 

676 

672 

—-----669 

二~―-』 二〗
678 

682 

~~ Ll¥ 679 

~-=-~ 683 

680 

~ 
ご 門 ゞ 684 

681 

677 
- - V)  ;¥ 

三二
685 

687 

゜
10cm -~- •. ―ーロ

686 

凶 乙い

二689 691 

m M_¥j 693 

688 690 692 

第171図 袋状土堀18出土遺物② (1/4) 
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第 2節フロヤ調査区

かい堆積層で、短期間に意識的に埋められたのかも

しれない。 1・2層は皿状の堆積で、 3----7層よりは

時期的に新しいのではなかろうか。また 2_層は炭と

灰の層でこの場所で火が炊かれたのかもしれない。

出士遺物のなかで最も注目されるのは貨泉24枚で

ある。まず「貨泉」の出土状況については第170

・172図や写真を掲載している。貨泉は、最初袋状士

壊の平面形を検出中に M46----51の6枚を発見した。

これらの特徴は、ほぼ直径15cmの範囲内で約 3cmの

高さの幅の中に位置しており、 M46・47とM48・

49・51はそれぞれ重なった状況で出上している。次に

南半分の掘り下げ調査中に、偶然にも断面の壁の位

置から M52----69の18枚を発見した。これらは直径約

10cmの範囲内から重なり合う状態で出土しており、

袋に入れられていたか布などにくるまれていたので

はなかろうか。出上した貨泉は、大きさや重量、文

字の形態などが異なっている。
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第172図 袋状土壊18貨泉出土状況

（略図） (1 /5) 

I 

し-戸~~

520 cm 

1
|
ー
|
_
~
＇
［

R
い
日
日N
)

M47 

M49 

I I 

••. 
,‘“, 

M50 M51 

c:--7 c二＝ご〕

。
5 cm 

第173図袋状土壊18出土貨泉① (1 /1) 
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第175図 袋状土城18出土貨泉③ (1/1) 

貨泉は鋳造年代が限定できるため、共伴する遺物の歴年代を知るための重要な資料であり、この土

城からは士器片がコンテナ約 2箱出土した。このうち実測図作成可能なものについては、ほとんどを

第170・171図に掲載している。貨泉は前述したように 1・2層から出土しているが、この両層から確実

に出土した上器片（北半分については分層発掘を実施した）は631・632・637・640----642・647・648・

650・656・663----666・670・672----674・676・678・686・691----693である。また636・649・689・690は3

層から出土した土器である。その他の土器については、出土層位を明確にすることができなかった。

士器の時期は出土層位によって大きな違いはなく、いずれも弥・後・ Iと考えている。なお竪穴住居

35の床面から出土した貨泉M80についても、本来はこの袋状土城18に伴っていたものと判断してい

る。
・ （平井）

袋状土壊19(第115・176図、図版90)

調査区の中央部、袋状土漿18の南東約 lmにおいて検出した。平面形は直径140cm前後の円形で、

深さは約70cm残存していた。断面形は一部袋状を呈しており、底面はほぽ平らであった。埋土は 3層

に分離でき、いずれも水平にちかい堆積状況であった。

遺物は少量の土器片が出土している。壺694のD縁部には 2孔 1対の孔が穿たれている。また肩部

には、 2条の沈線と列点紋が施されている。甕695----697の内面ヘラケズリは、頸部まで及んでいない。

高杯698・699の口唇部は、拡張され凹線が施されている。 701は台付鉢、 702は製塩土器であろう。これ

らの土器の時期は、弥・後.Iと考えている。 （平井）
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550 an 

0 1 m 

l 灰褐色砂質土（炭粒含）

2 賠灰色砂質土（炭粒多）

3 灰黄色砂質土（炭粒含）

694 

697 

~ □そニ~?

て／
~ 

700 

699 

702 

701 。
10cm 

第176図 袋状土堀19(1/30)・出土遺物 (1/4)

袋状土壊20(第115・177図）

Cd・Ce409区に位置する袋状土堀で、開口部と底面の平面形は円形を呈す。規模は、上面での直

径が142cmに対して、底面は直径が173cmを測り、平坦な面をなす。そこから壁面は強く内傾して立ち、

検出面からの深さは88cmを測る。埋士は 5層に分けられ、色調が地山に近い最下層の 5層が厚さ20cm

ほど水平に堆積する以外はレンズ状に堆積していた。

出土した遺物のうち、図示したのはいずれも高杯片で703---707がある。これからみてこの士城の時

期は、弥・後.Iである。 （弘田）

袋状土壊21 (第115・178図）

調査区の中央部、竪穴住居 9の南西約 5mに位置する。平面形は約120Xl45cmの楕円形で、深さは

約36cm残存していた。断面形は袋状を呈し、底面はほぼ平らであった。埋士は、炭、焼土粒を含む黄

褐灰色砂質士が 1層のみであった。

遺物は少量の土器片が出土しており、時期は弥・後・ Iと考えている。

-148-
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第177図 袋状土壊20(1/30)・出土遺物 (1/4)

袋状土壊22(第115・179図）

Ce409区に位置する袋状土城で、開口部と底面

の平面形は円形を呈する。規模は、上面での直径が

119cmを測るのに対し、底面はほぼ平坦でわずかに

周辺部が高くなり、直径は129cmである。また、上

部は削平されており、検出面からの深さは43cmを測

がある。

る。埋士は 3層に分けられたが、少贔の土器片以外

は出土遺物はなく、各層ともほぼ水平に堆積してい

る。出士遺物には甕の口縁部片708や底部片709・710

これからみてこの土城の時期は、弥・後・

（弘田）Iと考えられる。

袋状土壊23(第115・180図、図版105)

調査区の中央部、竪穴住居10の北西約 8mに1立置
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第178図 袋状土壊21 (1/30) 
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。
10cm 

袋状土堀22(1/30)・出土遺物 (1/4)

する。平面形は約100Xll0cmの楕円形で、深さは約73cm残存していた。断面形は袋状を呈し、底面は

ほぽ平らであった。底面は約120X130cmの大きさで、面積は1.27面である。埋士は 3層に分離でき、

水平にちかい堆積層も確認できている。

遺物は円板状土製品C80のほかに少量の上器片が出上したのみである。 711は壺で、

線、頸部には刺突紋が施されている。時期は弥・後・ Iであろう。

口唇部には凹

（平井）
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（炭粒少含）
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緑灰黄色砂質土 CBO 

0 5cm 

一袋状土壊23(1/30)・出土遺物 (1/4, 1 /3) 
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第 2節 フロヤ調査区

袋状土塘24(第115・181図）

調査区の中央部、袋状土墟23の南に接して検出できた。平面形は直径約110cmの円形で、深さは約

66cm残存していた。断面形は袋状を呈し、底面はほぼ平らであった。底面は130X150cmの楕円形で、

面積は1.52面である。

遺物は少量の土器片が出土している。 712は高杯で、

後.Iと考えられる。

袋状土壊25(第115・182図）

口唇部には凹線が施されている。時期は弥・

（平井）

Cf409区にあり、竪穴住居10から北西へ 3mの所に位置する。開口部の平面形状は円形で、直径

は118cmを測る。底面の形状は楕円形でかつ平坦な面をなし、直径は138cmを測る。検出面からの深さ

このうち最下層は厚さ10cmほどの黄灰色粘質土で基盤は、 78cmである。埋土は 4層に分けられたが、

上を覆っていた。

出士した甕のD縁部片713からみてこの土城の時期は、弥・後.Iと考えられる。

袋状土壊26(第115・183図）

Cf409区に位置する。開口部の乎面形状は不

（弘田）
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570 cm 

。
1 m 

1

2

 

第181図

。
1 m 

灰褐色砂質土（炭粒少含）

褐灰黄色砂質土

亡 ―7
712 

。

3

4

 

褐灰黄色粘質土

灰黄色砂質土

10cm 

袋状土壊24(1/30)・出土遺物 (1/4)

1

2

 

淡褐色粘質砂

暗灰褐色粘質土

第182図
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暗褐色粘質砂

黄灰色粘質土

。
1 Dem 

袋状土壊25(1/30)・出土遺物 (1/4)
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560ロ

570cm 

。 ゜1

2

 

暗褐色砂質土

灰褐色砂質土

第183図

3
 

暗灰褐色砂質土 1

2

 

褐灰色砂質土（炭粒少含）

淡褐灰色砂質土（炭粒少含）

第184図

3
 

褐灰黄色砂質土（炭粒少含）

袋状土堀26(1/30) 袋状土壊27(1/30) 

口714 

゜
10cm 

第185図 袋状土壊27出土遺物 (1/4)

整楕円形を呈し、直径は132cmを測る。底面の形状も開口部と同様で、直径は172cmである。そこから

壁面は上方に向けて内傾して立ち上がり、検出面からの深さは52cmを測る。また、埋士はほぼ水平に

堆積しており、 3層に分けられた。

出土遺物に図示しうるものはないが、 この土城の時期は、弥・後・ Iである。 （弘田）

袋状土塘27(第115・184・185図）

調査区の中央部、竪穴住居10の西北約 2mに位置する。平面形は約llOX130cmの楕円形で、深さは

約45cm残存していた。断面形は袋状の部分が多く、底面はほぽ平らであった。埋土は 3層に分離でき、

下層はほぼ水平堆積である。埋士中には炭粒を少量含んでいる。

遺物は少量の土器片が出土している。 714は鉢ではなかろうか。口唇部には凹線が3条施されてい

る。時期は弥・後.Iと考えている。

袋状土壊28(第115・185図）

Cf409区にあり、竪穴住居10から西へ 1rnの所に位置する袋状士城で、同じ袋状士城29によって

（平井）
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_UOcm 715 

nu 

。
10cm 

1 暗褐灰色粘質土

2 暗褐色粘質土

第186図 袋状土壊28(1/30)・出土遺物 (1/4)

切られていた。平面形は隅丸長方形を呈する。規模は、残存部での長さが138cmで、幅が118cm、深さ

は53cmを測る。底面は平坦面をなし、そこから壁面は垂直に近くわずかに上に向けて開くように立ち

上がる。埋土は、上下 2層に分けられ、その間から大形の甕の口縁部から体部にかけての破片715が

出土している。

出士遺物からみてこの土城の時期は、弥・後・ Iである。

袋状土壊29(第115・187図）

Cf409区にある袋状土城で、さきの袋状土城28を切っており、さらに南側は調査区外へと続いて

（弘田）

‘
 `
 

｀
 
ヽ｀
 

i

-

9

9
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＼
 600 cm こ／

717 

。
10cm 

1 灰褐色粘質土

2 暗黄褐色粘質土

3 暗褐色粘質土

4 暗褐色灰色砂質土

5 炭

6 黄褐色砂質土

7 暗灰褐色砂質土

8 黄褐色砂質土

。
1 m 

第187図 袋状土猥29(1/30)・出土遺物 (1/4)
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いる。規模は、上面での直径が152cmで、底面での直

径が130cm、深さは53cmを測る。壁面はほぼ垂直かわ

ずかに内傾するように立ち上がる。埋士は 7層に分か

れるが、 このうち 1~3 層は一度掘り返されたのちに

再び堆積したと思われる。

出土遺物には大形甕の破片716や高杯717、製塩土器

718がある。これらからみてこの士城の時期は、弥・

後.Iである。 （弘田）
550 cm 

゜
lm 

袋状土壊30(第115・188図）

Ce 500区に位置する袋状土城である。開口部の平

面形は円形で、直径は126cm測る。底面は平坦な面を

なし、その直径147cmが最大径である。壁面はそこか

ら上方に向けて強く内傾して立ち、検出面からの深さ

は76cmを測る。なお、埋土はほぼ水平に堆積しており、

4層に分けられた。

1

2

 

暗褐色粘質上

淡褐色粘質土

第188図

3

4

 

暗灰褐色粘質土

灰褐色粘質土

袋状土壊30(1/30) 

この土壊は、次の袋状土城31に切られていることと、

出土遣物から判断して時期は、弥・後.Iと考えられ

（弘田）る。

袋状土壊31 (第115・189図）

Ce500区に位置する袋状土壊で、平面形が楕円形を呈する。規模は、上面での直径が204cmで、底

面での直径が190cm、深さは82cmを測る。底面は平坦な面をなし、そこから壁面は上方にいったん膨

4層が炭層らんだのちに強く内傾して立ち上がる。埋土は水平に堆積しており 5層に分けられたが、

であるほか各層とも炭を含んでいた。

出士遺物には甕719・720、高杯721・722がある。これらからみてこの土城の時期は、弥・後・ Iと

（弘田）考えられる。

袋状土堀32(第115; 190図）

Cf500区に位置し、袋状士城33・35によって切られている。規模は、検出面からの深さが40cmを

測るほかは不明である。底面は平坦な面をなし、そこから壁面は強く内傾して立ち上がる。埋士は 3

層に分けられたが、いずれも水平に堆積している。

出土遺物や遺構の切り合い関係からみてこの土城の時期は、弥・後・ Iである。

袋状土堀33(第115・190図）

Cf500区に位置する袋状土城で、平面形は円形を呈する。残存部での規模は、上面での直径が113

cmを測る。底面は平坦な面をなし、直径が132cmである。壁面は強く内傾して立ち、深さは40cmを測

（弘田）

る。埋土は水乎に堆積しており、

この袋状土城は、袋状土城32を切っており、かつ袋状土堀34・35に切られている。また、図示しう

3層に分けられた。

るものはないが、出土遺物からみてこの土堀の時期は、弥・後・ Iと考えられる。

袋状土壊34(第115・191図）

（弘田）

Cf 500区に位置する袋状土堀である。また、同じ袋状土堀の33を切って掘られており、 35に切ら
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10cm 

1
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暗褐色砂質土（炭含）

淡褐色砂質土（炭含）

3

4

 

灰褐色粘質士（炭多含）

炭層

5
 

暗褐灰色粘質上（炭含）

第189図 袋状土壊31 (1/30)・出土遺物 (1/4)

550 cm 

。

1

2

3

4

5

6

 1 m 

暗褐色砂質土

暗灰褐色粘質土

暗灰褐色砂質土

淡褐色砂質土

淡褐色粘質土

灰褐色粘質士

第190図 袋状土壊32• 33 (1/30) 
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れていた。平面形は楕円形を呈し、上面での直径が122cmを測る。底面は平坦で、直径が125cmである。

壁面は底面から強く内傾して立ち上がり、検出面からの深さは47cmを測る。なお、埋土は 2層に分け

られており、水平に堆積していた。

出上遺物には甕の723がある。これからみてこの士城の時期は、弥・後.Iである。

袋状土壊35(第115・191・192図）

（弘田）

Cf500区に位置する袋状土堀で、袋状土堀32・33・34を切って掘り込まれていた。平面形は円形

_,,,,..---・----
--―-----/ "-., _,.,.,,.,.------- ....................... , 

/'" / "'・ 
,/袋34 ¥./袋35 ¥ 

_ (I、I . . ¥ 
＼ 

\~ ― I-
¥ . / 
\~/ 
＼＼／  `—_____ /-

。
10cm 

550cm 

1

2

3

4

5

6

7

 

暗褐色粘質土

灰淡褐色粘質土

炭．

淡褐色砂質士

暗灰褐色粘質土

淡褐色粘質土

暗黄褐色粘質土

゜
lm 

C81 

。
10cm 

第191図 袋状土堀34• 35 (1/30)・出土遺物① (1/4,1/2) 
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570cm 

亨
』
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731 

゜
1 m 

1
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暗黄褐色粘質土

暗灰褐色粘質土

3
 

暗褐色粘質土

734 735 

。
10tm 

第193図 袋状土壊36(1/30)・出土遺物 (1/4)
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を呈し、上面での直径が126cmである。底面は平坦な面をなし、直径が149cmを測る。壁面は底面から

強く内傾して立ち上がり、検出面からの深さは66cmを測る。なお、埋土はほぼ水平に堆積しており 5

層に分けられたが、ほぼ中位にある 3層は厚さ 3-----18cmの炭層である。また、底面近くの4層中に長

径14cm、厚さ 9cmの円礫がみられた。

出土遺物のうち分銅形土製品C81は、半分以上が欠損しているが、両面に 4条 l単位の波状文と 8

個の穿孔があり、うち 1個は未貰通であった。土器には甕の破片724・725、高杯の杯部片726・727・

728・729がある。これらからみてこの土城の時期は、弥・後.Iである。 （弘田）

袋状土堀36(第115・193図、図版92)

Cf 4 09・5 00区に位置する袋状土堀である。平面形は円形を呈し、上面での直径が159cmを測る。

底面は平坦な面をなし、直径が160cmで、そこからほぽ垂直に壁が立ち上がり、検出面からの深さは55

cmを測る。埋土は 3層に分けられ、うち 2層からは土器片が出土している。

出土した士器はいずれも破片であったが、体部にタタキがみられる壼730や甕731・732、高杯733、

小形無頸壼734、器台735がある。このうち735は袋状土堀41から出土した破片と接合できた。これら

からみてこの土城の時期は、弥・後.Iである。 （弘田）

袋状土壊37(第115・194図）

調査区の中央部、竪穴住居 9の南東約 lmに位置する。平面形は約lOOX110cmの楕円形で、深さは

約80cm残存していた。断面形はほとんど袋状で、底面はほほ平らであった。埋士は 4層に分離でき、

すべて水平にちかい堆積状況であった。また埋土中には少量の炭粒を含んでいた。

遺物は士器片が少量出土している。甕736の口唇部には凹線が施されている。高杯737の口唇部は外

側に少し拡張されている。 738は製塩士器である。時期は弥・後.Iと考えられる。 （平井）

袋状土壊38(第115・195図）

Ce 5 01区に位置する。大部分が中世の溝30によって削平されていると思われるが、断面をみると

--—·~--. .---- --....._ 
./ ------—ゞ::--,

ヽ

＼
 

，，・?"

. _1/、I

--------、______/ 
570 cm 

736 

~ 1737: 
738 

10cm 

。
1 m 

1 灰褐色砂質土（炭粒含）

2 褐灰色砂質土（炭粒含）

3 淡灰褐色砂質土（炭粒含）

4 淡黄灰色砂質土（炭粒含）

第194図 袋状土堀37 (1/30)• 出土遺物 (1/4)
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袋状を呈するところがあったことから、袋状土堀として扱った。平面形や直径は不明瞭であるが、深

さは52cmを測り、底面は周辺に比べやや中央がくぼんでいた。

出土遺物のうち図示した739は、この土堀に混入した可能性がある。この土墟が掘削された時期は、

弥・後.Iと考えられる。 （弘田）

袋状土堀39(第115・196図）

Ce 500区に位置する袋状土城で、平面形は上面では楕円形を、底面ではほぽ円形を呈する。規模

は、上面での直径が128cmで、底面での直径が124cm、深さは検出面から34cmを測る。底面はほぽ平坦

な面をなしており、そこからいったん上部に膨らみ最大径となるが、特に東側の膨らみが大きい。なお、

埋土は、 1層のみであった。

図示できる遺物はないものの、この士城の時期は、弥・後.Iである。 （弘田）

袋状土壊40(第115・197圏）

Cf 5 00区に位置する袋状土城で、竪穴住居10の床面下層より検出された。上面の平面形は円形を

呈し、直径が127cmを測る。底面は周辺が高く中央がくぼんでおり、その直径は136cmである。そこか

ら壁面は内傾して立ち上がり、検出面からの深さは50cmを測る。

出土した遺物には、高杯杯部の小破片740がある。これからみたこの土城の時期は、弥・後. Iと

考えられる。 （弘田）

袋状土堀41 (第115・198図、図版92)

Cf500区に位置する袋状土城で、竪穴住居10の床面下層において検出されており、さらに南側の

約半分は調査区外に続いている。調査範囲内での規模は、上面での直径が160cmで、底面での直径が

134cm、検出面からの深さは40cmを測る。平面形は楕円形を呈するとみられ、底面は平坦な面をなし、

そこから上面へと壁面が垂直に立ち上がる。

長頸壼741が出土している。これからみてこの士城の時期は、弥・後.Iである。 （弘田）

袋状土堀42(第115・199図）

調査区の中央部、竪穴住居10の北約 5mに位置する。平面形は約lOOX110cmの楕円形で、深さは約

87cm残存していた。断面形はいずれも袋状を呈し、底面はほぼ平らであった。埋土は 3層に分離でき、

いずれも水平にちかい堆積状況であった。また、埋土中には炭粒を少量含んでいた。

遺物は土器片が少量出土している。甕742の口唇部には凹線が施され、体部内面はヘラケズリであ

る。時期は弥・後.Iと考えている。 （平井）

袋状土壊43(第115・200図、図版92・93)

Cf501区に位置する袋状士城で、開口部と底面の平面形が歪な楕円形を呈する。規模は、上面で

の直径が97cm、底面での直径が147cmで、深さは94cmを測る。底面は平坦な面をなし、そこから壁面

が内傾して立ち上がるが、土堀の長軸方向にその度合いが強い。埋土は 4層に分けられるが、最下層

は地山に近い色調の粘質土であった。

出土遺物のうち図示したのは高杯が2個体で、うち743は脚部がほぼ完形、 744は全体の約半分が残

存する。これらからみてこの土墟の時期は、弥・後・ Iである。 （弘田）

袋状土漿44(第115・201図）

Cf 5 00・5 01区に位置する袋状士墟で、平面形は不整楕円形を呈する。規模は、上面での直径が

140cmで、底面での直径が155cm、深さは94cmを測る。壁面は大部分が垂直に立つが、一部が袋状をな
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第195図 袋状土塘38(1/30)・出土遺物 (1/4)
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灰褐色粘質砂
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゜
10cm 

第197図 袋状土堀40(1/30)・出土遺物 (1/4)

灰褐色砂質土

第198図 袋状土壊41

570 cm 

560 tll1_ 

2
 

灰褐色粘質土

。
1 Dem 

(1/30)・出土遺物 (1/4)
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第199図 袋状土壊42(1/30)・出土遺物 (1/4)
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灰褐色粘質土

暗灰褐色粘質砂

暗黄褐色粘質土
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第200図 袋状土堀43(1/30)・出土遺物 (1/4)
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第201図袋状土堀44(1/30) 

・出土遺物 (1/4)
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ー

。
1 m 

1 淡黄褐灰色微砂（炭含）

2 暗緑灰色粘質微砂（炭含）

第202図袋状土撰45(1/30) 

していた。埋土は 5層に分けられたが、ほぼ水平に堆

積していたが、底面から 8cm上の 4層は炭層でレンズ

状に堆積していた。

出土した遺物はいずれも細片であり、高杯杯部片745、

脚部片746がある。これらからみてこの士城の時期は、

弥・後.Iと考えられる。 （弘田）

袋状土壊45(第115・202図）

調壺区の中央部、竪穴住居10の北東約 3mに位置す

る。平面形は東約半分が溝30・31によって切られてい

るため不明確ではあるが、 120X150cm前後の楕円形を

呈していたのではなかろうか。断面形は一部が袋状に

なっており、底面には凹凸が認められた。埋士は 2層

に分離でき、少量の炭を含んでいた。

遺物は少量の土器片が出士しており、時期は弥・後

. Iと考えられる。 （平井）

袋状土壊46(第115・203図）

調査区の中央部、袋状士堀45の南西隣りに位置する。

平面形は約120X140cmの楕円形で、深さは約94cm残存

していた。断面形は袋状を呈する部分がほとんどであ

った。

埋土は 7層に分離でき、すべての土層に炭を含んで

いた。図の 4層は炭と灰の士層で、この層を境に上下

に分離できる。

遺物は少量の土器片が出土している。壺747の頸部

外面にはハケメ、体部内面にはヘラケズリが施されて

いる。高杯748~750の脚部外面にはクシガキ平行沈線

紋やヘラガキ沈線紋が確認できる。時期は弥・後. I 

と考えられる。 （平井）

袋状土壊47(第115・204図、図版92・93)

Cf 5 00区に位置する袋状土堀で、竪穴住居10のす

ぐ東に接して位置する。平面形は楕円形を呈しており、

上面での直径が106cmを測るのに対して、底面は水平

な面をなしておりその直径は90cmで、壁面は上方にわ

ずかに開いて立つ。また、深さはわずか19cmを測るの

みで、埋士は 1層である。

出土した遺物には、完形に近い甕751や口縁部以外

がほぼ完形となる器台752や製塩土器の脚部753がある。

この土堀の時期は、弥・後.Iである。 （弘田）
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暗褐灰色砂質土（炭含）

黄色粘土（炭含）

黄褐灰色砂質土（炭含）

炭＋灰
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゜
1 m 

。
10cm 

第203図 袋状土堀46(1/30)・出土遺物 (1/4)

袋状土壊48(第115・205図）

調査区の中央部、竪穴住居10の東約 3mに位置する。平面形は溝16・30・31に切られているため不

明確である。深さは約40cm残存しており、断面形は袋状を呈していた。埋土は 4層に分離でき、底面

はほぼ平らで、北の壁際にはくぼみが認められた。

遺物は少醤の土器片が出土している。高杯754の口唇部には凹線が施されており、杯部内外面とも

—, : ~,,-
＼・

11 

¥ JI 

~. / 

751 752 

1 m 

暗灰褐色砂質土 喜 O-
10cm 

第204図 袋状土壊47(1/30)・出土遺物 (1/4)
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ご 三／
754 
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755 

1 暗灰緑色砂質土（炭含）

応2 炭

瓜い3 灰緑色砂質士（炭少含）

4 灰緑色砂質上（焼土多含）

756 757 758 

゜
10cm 

第205図 袋状土壊48(1/30)・出土遺物 (1/4)

ヘラミガキが観察できる。 755の脚裾部外面には円形の刺突紋が数単位施されている。 756の体部外面

はヘラケズリで、 757・758は製塩土器の脚部である。時期は弥・後.Iと考えられる。 （平井）

袋状土堀49(第115-・206図）

調査区の中央部、袋状士堀48の北東約 2mに1窃置する。平面形は、西側約半分が溝31によって切ら

れているため不明確である。深さは約36cm残存していた。断面形は袋状を呈する部分が多く、底面は

ほぼ平らであった。埋土は 2層に分離でき、炭粒を少量含んでいる。

遺物は土器片が少量出土しており、壺759と高杯760の口唇部には凹線が施されている。時期は弥・

後.Iと考えられる。 （平井）

ゞ
>
¥
 

ぃ＼＼．
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~[1 
760 

540叩
759 

。
10cm 

l 灰緑黄色砂質土（炭粒少含）

2 暗緑黄色砂質土

。
1 m 

第206図 袋状土堀49(1/30)・出土遺物 (1/4)
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袋状土堀50(第115・207図）

Cf 501区に位置する袋状土城で、同じく袋状士城51に切られているほか、中世の溝によって土堀

の上部および西側が削平されていた。平面形は円形を呈するとみられ、残存部での規模は、上面での

直径が108cm、底面での直径が112cmで、深さは34cmを測る。埋士は 1層であったが、中には若干の土

器片と炭を含んでいた。

出土遺物からみてこの士城の時期は、弥・後.Iである。 （弘田）

袋状土堀51 (第115・207図、図版90)

Cg 501区にあり、さきの袋状士墟50を切ってすぐ南に位置する。袋状土城50と同様に中世の溝

によって削平を受けているが、規模は、上面での直径が146cmに対し、平坦な面をなす底部での直径が

126cmであり、断面をみると強く内傾して立ち上がる。また、深さは31cmを測る。

図示した出土遺物は士堀50からの出土したものも含まれるが、これらからみてこの土城の時期は、

弥・後.Iと考えられる。 （弘田）

袋状土壊52(第115・208図）

調査区の中央部、竪穴住居10の南東約 7mに位置する。平面形は竪穴住居38や側溝によって切られ

—l,\ ~ 乏袋51

¥ 
\..:__'----~ ニニ—/

540an 

。
1 m 

l 暗褐灰色粘質微砂（炭含） 2 炭黄褐灰色粘質微砂（炭含）

761 

ロニロ／

& 764 

。
10cin 

763 

第207図 袋状土堀50• 51 (1/30)・出土遺物 (1/4)
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ているため不明確ではあるが、約130Xl50cmの楕円形になると考えられる。深さは約55cm残存してお

り、埋土は 2層に分離できた。断面形は部分的にではあるが、袋状を呈していた。

遺物は少量の士器片が出土している。高杯765の口唇部には凹線が施されている。時期は弥・後・

Iと考えられる。 （平井）

袋状土壊53(第115・209図）

調査区の中央付近、 Cd501区で検出された。土猥60によって一部破壊されていた。底面は平坦で、

その平面形は楕円形を呈し、長径が94cm、短径は84cmを測った。検出面での平面形は卵形に近く、長

径が122cm、短径は111cmで、底面はその南側に片寄っていた。士城の深さは59cmであった。壁の傾斜

は左右対称ではなく、東壁の底がフラスコ状に扶れているのに対し、西壁は底面となす角度が鈍角に

なっていた。埋士はレンズ状に堆積し、第 3層と第4層は類似し、第 5層は基盤層に似るものの、土

器片や炭粒が包含されていた。弥・後.Iの末から IIの初めの年代が与えられる。 （岡本）

袋状土壊54(第115・210・211図）

Ce 501区で検出された。袋状土堀54から南に lm離れていた。検出面での平面形は楕円形で、長

,,/ 

570cm 560 cm 

曇

“ 。
1 m 

゜
1 m 

l 褐灰色砂質土（炭含）

2 黄緑色粘質土

l 暗褐色砂質土 4 黒褐色粘性砂質土

2 暗灰黄色砂質士 5 暗オリープ褐色粘性砂質土

3 黒褐色砂質土

-- ll、、、三9
767 

て プ 一三一
765 766 

768 

。
1 Dem 

。
10cm 

第208図 袋状土堀52(1/30)・出土遺物 (1/4) 第209図 袋状土堀53(1/30)・出土遺物 (1/4)
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第210図 袋状土壊54(1/30)・出土遺物① (1/4) 
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又~一

777 
ニ

778 779 

~ 
袋状土塘54出土遺物② (1/4) 

iiiiiiiili 
10cm 

第211図

径が推定で186cm、短径は135cmを測った。底面はその平面形の北側に片寄り、長径が109cmであった。

土堀の断面形はフラスコ状にならず、壁は底面と鈍角をなしていたが、底面は平坦で、埋上もレンズ

状の堆積を示し、袋状土堀の一つと判断した。土城の深さは79cmであった。埋土のうち、第 3層と第

4層は類似し、第 1層には多量の土器片が含まれていた。 769・770の壺の頚部にはハケ状工具による

連続刺突文が巡らされる。壺と甕の口縁端部は拡張されて端面に凹線を施し、胴部内面のヘラケズリ

は頸部まで達しないものが多い。出士遺物から土城の年代は弥・後・ Iとみられる。

袋状土堀55(第117・212図）

調査区の東半部、竪穴住居13の南西約 3mに位置する。平面形は約76X84cmの楕円形で、深さは約

（岡本）

44cm残存していた。断面形はいずれも袋状で、底面はほぼ平らであった。埋士は2層に分離でき、少

量の炭を含んでいる。

遺物は少量の土器片が出士したのみであるが、時期

（平井）は弥・後.Iと考えている。

口一
550cm 

1 

2 

第212図

淡灰褐色細砂（炭含）

暗緑色砂質土（炭少含）

袋状土堀55(1/30) 

「`2
 

。
1 m 

1

2

 

暗灰褐色粘質土（炭粒含）

黄灰褐色砂質土

第213図 袋状土壊56(1/30) 
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二
783 こ784 

。 。三

10cm 

781 785 

第214図 袋状土堀56出土遺物 (1/4)

袋状土塀56(第117・213・214図）

調査区の東半部、袋状士堀55の南西約 2mに位置する。平面形は約lOOX110cmの楕円形で、深さは

約40cm残存していた。断面形は一部分袋状を呈しており、他の袋状土漿に比べて丸みを持っているの

が特徴である。埋士は 2層に分離でき、炭粒を少塁含んでいた。

遺物は少量の土器片が出土している。

甕780・781の口唇部には凹線が施され

ており、 781の体部内面下半にはヘラケ

ズリが行われている。高杯782・783のロ

唇部には凹線、 784の脚裾部には円形の

孔が穿たれている。鉢785の口唇部にも

であろう。

凹線が施されている。時期は弥・後・ I

（平井）
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第215図 袋状土壊57• 58 (1/30) 
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第216図 袋状土城57• 58出土遺物 (1/4)
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袋状土壊57(第117・215・216図）

調査区の東半部、袋状土城56の南約 3mに位置する。平面形は西側が袋状土塀58によって切られて

いるため不明確ではあるが、 100Xl20cm前後の楕円形であったと考えられる。深さは約35cm残存し、て

いた。断面形は袋状を呈し、底面には凹凸が認められた。埋土は 2層に分離でき、焼土や炭を少量含

んでいた。

遺物は、壺790、甕786~789、高杯791~793などがまとまって出土している。 786の体部上半にはタ

タキ痕跡が観察できた。時期は弥・後.Iと考えられる。

袋状土壊58(第117・215・216図、図版93)

（平井）

調査区の東半部において袋状土堀57を切るかたちで検出できた。平面形は約lOOX110cmの楕円形で、
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第217図 袋状土壊59(1/30)・出土遺物 (1/4)
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深さは約75cm残存していた。断面形はいずれも袋状を呈し、底面はほぼ平らであった。埋土は 6層に

分離でき、焼土や炭を少量含んでいた。

遺物は土器片が少量出土したのみである。高杯794の口唇部には凹線が施され、脚裾部には 4 個—

単位の円形刺突紋が確認できる。時期は弥・後・ Iと考えられる。

袋状土堀59(第117・217図）

（平井）

調杏区の東半部、袋状土堀58の南西約 2mに位置する。平面形は北端部がトレンチによって切られ、

西端部は溝31によって一部分切られているため不明確ではあるが、約120Xl50cmの楕円形を呈してい

たものと考えられる。深さは約65cm残存していた。断面形は袋状を呈し、底面はほぼ平らであった。

埋土は 5層に分離でき、少量の炭を含んでいた。

遺物は土器片が少量出土している。壺795----797、甕798・799の口唇部には凹線が施されており、甕

の体部内面のヘラケズリは頸部まで及んでいない。高杯800・801の脚部には円形の透かし孔が穿たれ

ている。時期は弥・後.Iと考えられる。

袋状土堀60(第117・218図）

調査区の東半部、袋状土堀59の北東約 2mに位置する。平面形は直径約80cmの円形で、深さは約34

cm残存していた。断面形は大部分が袋状で、底面はほぽ平らであった。埋土は 3層に分離でき、炭や

（平井）

焼士を含んでいた。

遺物は少屈の弥生土器片が出士したの

みである。時期は形状や埋土など他の袋

状土堀と類似しており、弥・後.Iと考

（平井）えている。

袋状土塀61 (第117・219図）

Cf 5 01区に位置する袋状士城で、平

面形は円形を呈する。規模は、上面での
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570 cm 

゜
1 m 

灰褐色粘質土

暗灰褐色粘質土（炭多含）

3
 

黄色砂質土

（炭，焼土少含）

1

2

 

暗褐色砂質土

暗灰褐色粘質土（炭含）

3

4

 

暗灰褐色砂質土（炭含）

灰褐色砂質土

第218図 袋状土堀60(1/30) 第219図 袋状土堀61 (1/30) 
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第 2節 フロヤ調査区

直径が169cmに対して、底面での直径が280cmで、平坦な面をなす。壁面は強く内傾して立ち上がり、

検出面からの深さは76cmを測る。埋土は 4層に分けられ、そのうち 2・3層では炭とともに土器片が

出土している。

出士遺物からみてこの士城の時期は、弥・後・ Iである。 （弘田）

袋状土堀62(第117・220図）

調査区の東半部、袋状士城61の南西約 lmに位置する。平面形は直径約120cmの不整円形で、深さ

は約70cm残存していた。断面形はいずれも袋状で、底面には窪みが認められた。埋士は 4層に分離で

き、炭粒を含んでいた。

遺物は土器片が少量出土している。壺803の口唇部には凹線が施され、外面はハケメ、体部内面は

ヘラケズリである。 805-----808は製塩土器の脚部で、外面はケズリ調整である。

これらの士器の時期は、弥・後.Iと考えられる。 （平井）

袋状土壊63(第117・221図）

Cf501区に位置し、後述する袋状土堀64に切られていた。規模は、上面での直径が176cmで、底面

での直径が175cmを測る。検出面からの深さは32cmと浅く、断面が袋状を呈さないが、位置や規模、

遺物の時期などからみて袋状土城として扱った。

この士堀の時期は、弥・後.Iと考えられる。

袋状土壊64(第117・222・223図、図版93)

Cf 501区に位置する袋状士城で、開口部と底而の平面形は、不整楕円形を呈する。規模は、上面

（弘田）
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570cm 

J口〖

゜

805 ぃ807 

806 

1

2

 

褐灰色砂質上（炭粒多含）

黄褐灰色砂質土（炭粒少含）

3

4

 

暗褐灰色砂質土（炭粒多含）

青緑黄色砂質土（炭粒含）
。

10cm 

第220図 袋状土壊62(1/30)・出土遺物 (1/4)
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灰緑褐色粘質微砂

1

2

3

 

灰褐色砂質土

淡褐色砂質土

暗灰褐色粘質土（炭含）

4

5

 

暗褐色砂質士

灰褐色粘質土

第221図 袋状土壊63(1/30) 第222図 袋状土堀64(1/30) 

での直径が157cmに対し、底面はほぼ平坦で直径が185cmである。また、壁面は強く内傾して立ち、深

さは70cmを測る。埋土は 5層に分けられ、各層とも水平に堆積しており、うち 3層では炭とともに多

くの土器片が出土している。

出土遺物には、壼．甕•高杯以外に製塩土器823~825、器台とみられる脚部片826がある。

からみてこの土堀の時期は、弥・後.Iである。

これら

（弘田）

袋状土塘65(第117・224図）

調査区の東半部、袋状土堀63の南隣りに位置する。平面形は直径約160cmの不整円形で、深さは約

40cm残存していた。断面形はいずれも袋状で、底面はほぽ平らであった。埋土は 3層に分離でき、少

量の炭を含んでいた。

遺物は上器片が少量出土している。壺827の口唇部には凹線が施され、高杯828の脚裾部にはヘラガ

キ沈線紋が描かれている。時期は弥・後.Iと考えられる。 （平井）

袋状土壊66(第117・225図）

調査区の東半部、袋状土堀65の南隣りに位置する。平面形は約130Xl50cmの不整楕円形で、深さは

約20cm残存していた。埋土は、炭や焼土粒を含む暗青緑色砂質土が 1層のみであった。

遺物は土器片が少量出土している。 829は甕で、時期は弥・後・ Iと考えられる。断面形は袋状に

はなっていなかったが、平面形状や埋土の状況および出土遺物から考えられる時期などから、周辺に

数多く検出できている袋状士堀と同じ用途の土堀として報告しておきたい。

-174-
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809 

812 814 
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:、,,
0 10cm ............... -

813 t -
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819 ニ 818 t 

.,, 820・&b心ニエ＼
823 824 825 

＼つ ~u ¥ 
821 822 826 

第223図 袋状土塘64出土遺物 (1/4)
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第 3章高塚遺跡

袋状土堀67(第117・226図）

袋状土城64の南東 2mで検出された。 Ce501区と Ce502区の境界に位置していた。検出面の平面

形も底面も不整形な円形を呈し、検出面での長径は153cm、短径が150cm、底面の長径は137cmを測っ

た。土堀の深さは60cmであった。土城の壁は垂直に近く、壁の下端は湾曲して底面に続いていた。土

堀の南側では一部で壁の下端がフラスコ状に挟れていた。埋土は 4層に分けられた。第 4層は底面全

体に水平に堆積していたが、第 3 層は土城の周縁に堆積し、第 2 層• 第 1層は凸レンズ状に堆積して

土城の周辺からの流入を示していた。第 1層には土器片が多量に含まれていた。図示した士器のうち、

830の壺の頸部と外側へ拡張した口縁端面には凹線文が巡らされていた。また、 833の脚台部と836の

高杯の脚部には鋭い櫛状工具による直線文が飾られ、弥・後.Iの特徴を示していた。

袋状土塀68(第117・227図）

Ce 502区で検出された。袋状土城67のすぐ南に位置し、その間隔は80cmにすぎなかった。土城の

（岡本）

断面形は台形に近く、底面の周縁が検出面の肩よりも外側に張り出す部分が多かった。検出面での平

面形は卵形で、長径が141cm、短径は121cmで、土堀の深さは55cmを測った。底面の形状もほぼ同じで、
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540 cm 

1

2

 

。
暗青緑色微砂• 細砂（炭含）

青緑色粘土

三~«
゜

第224図

3
 

暗青緑色砂質土（炭含）

540cm 

、

-

｀

-

8
 

＼
 

2
 

-

-

、

ゞ

8
 cm 。

ー

袋状土堀65(1/30)・出土遺物 (1/4)
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暗青緑色砂質土（炭 焼土粒含）

勺―ニョニ—-―
829 

゜
10cm 

第225図 袋状土堀66(1/30) 

・出土遺物 (1/4)



第 2節フロヤ調査区

長径は141cmであった。埋土は 6層に分けられた。第 4層から第 6層までは周辺からの土砂の流入を

思わせたが、第 2層は中央部分が大きく盛り上がり、中央部分へ土砂の投棄がなされたものと考えら

れる。出土した837の高杯から判断して、この袋状土城の年代は弥・後・ Iとみられる。 （岡本）

袋状土堀69(第117・228図）

調壺区の東半部、竪穴住居13の南西約 lmに位置する。平面形は直径約90cmの円形で、深さは約40

cm残存していた。断面形は袋状の部分が多く、底面はほぼ平らであった。埋土は、少量の炭粒を含む

淡灰色細砂が1層のみであった。

560 cm 

゜
1 m 

l 暗褐色砂質土（土器多含） 3 暗灰黄色砂質土

2 暗褐色砂質土 4 暗褐色砂質土（炭粒含）

834 

" / 

/
 

-＝-

830 

831 

832 

833 

835 

゜
10cm 836 

第226図 袋状土堀67(1/30)・出土遺物 (1/4)
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530cm 

。

遺物は少量の士器片が出土したのみである。時期は周

辺で検出できている袋状士城と同様に、弥・後・ Iと

考えられる。 （平井）

~ 
837 

。
10cm 

1

2

3

4

5

6

 

暗褐色砂質土（焼土

オリーブ褐色砂質土

暗灰黄色砂質土（炭粒•士器含）

黒褐色砂質土（炭粒• 土器・灰含）

オリープ褐色粘性砂

オリープ褐色粘性砂（焼土含）

第227図

炭粒含）

袋状土堀68(1/30)・出土遺物 (1/4)

袋状土堀70(第117・229図）

調査区の東半部、袋状土堀69の南東約 4mに位置する。乎面形は直径約80cmの不整円形で、深さは

約20cm残存していた。壁は垂直にちかく立ち上がっており袋状にはなっていないが、形状や時期など

から袋状士城として報告しておきたい。埋土は淡灰褐色砂質士が 1層のみであった。

遺物は土器片が少量出土したのみであるが、時期は弥・後.Iと考えている。

袋状土堀71 (第117・230図、図版93・106)

（平井）

Cf 502区にあり、竪穴住居14から南西に 2~3m離れた所に位置する。平面形は楕円形かやや隅

丸の方形を呈して、規模は、上面での直径が109cmで、底面での直径が110cm、深さは80cmを測る。断

面をみると塊状の 3層を包むように 2層が堆積し、そこからはほぼ完形に復元できた土器も出土し

ていることから、意図的

／ヘ・
I 

530cm 

゜淡灰色細砂（炭粒含）

第228図 袋状土壊69(1/30) 第229図

淡灰褐色砂質土

袋状土堀70(1/30) 

に埋め戻された可能性も

ある。

出士遺物のうち、土器

には甕838~841 や、高杯

842がある。 このうちほ

ぽ完形の甕839では、 口

縁端部の一部に丹塗りが

認められた。また、用途

不明であるが、有鉤状の

骨角器B1がある。 これ

らからみてこの土城の時

期は、弥・後. Iと考え

（弘田）られる。
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570 cm 

。
1 m 

1 暗褐色砂質土

2 灰褐色粘質土

3 暗灰褐色粘質土

4 淡褐色砂質土

838 

840 

841 

839 
842 

~ 
B1 ゜

、10cm

。
10cm 

第230図 袋状土壊71 (1/30)・出土遺物 (1/4,1/3)

袋状土堀72(第117・231図）

Cf502区に位置し、平面形が円形を呈する。規模は、上面での直径が110cmに対して、底面での直

径が128cmと強く底面に向けて広がる。また、深さは54cmを測り、埋士は 2層に分けられてともに炭

を含む。

図示できるものはないが、出土した遺物からみてこの土壊の時期は、弥・後・ Iである。 （弘田）

袋状土壊73(第117・232図）

Cf502区に位置する。平面形が不整円形を呈して、規模は、上面での直径が105cmを測る。底面は

平坦ではなく凹凸がみられ、直径は89cmある。深さはわずかに28cmであるが上部が削平されたとみら

れ、壁面は一部を除き上に向かって開く。埋土は水平堆積をなし 2層に分けられるが、ともに炭を含

んでいた。

出t遺物である甕843からみてこの土城の時期は、弥・後・ Iと考えられる。

袋状土堀74(第117・233図、図版 9)

調奇区の東部、 Cf502区で検出された。袋状士堀73の南 4m、袋状士城65の東4mに位置してい

（弘田）

た。検出面での平面形も底面もともに円形を呈し、検出面では長径が144cm、底面の長径は138cmを測
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550 cm 

。
lm 

1

2

 

暗灰褐色細砂（炭含）

淡黄褐灰色粘質細砂（炭含）

第231図 袋状土壊72(1/30) 

540an 

゜
1 m 

2

3

4

5

6

7

8

 

褐色 (10YR4/4)砂質土

（土器多含、炭含）

暗灰黄色 (2.5Y4/2)砂質土（土器多含）

暗灰黄色 (2.5Y4/2)砂質土

暗灰黄色 (2.5Y4/2)砂質土

暗オリープ褐色 (2.5Y3/3)砂質土

褐色 (7.5YR4/3)砂質土（焼土多含）

黒褐色 (2.5Y3/2)砂質土（炭含）

オリープ褐色 (2.5Y4/3)砂質土

--- 843ニニ：
第232図

550̀ 
2
 

ー

゜
1 m 

1

2

 

淡灰赤褐色粘質細砂（炭含）

淡黄灰褐色粘質細砂（炭含）

。
10cm 

袋状土壊73(1/30)・出土遺物 (1/4)

口~（（
~~ 
三ー（（

848 

[JTI 
。

l(Jcm 

第233図 袋状土堀74(1/30)・出土遺物 (1/4)
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った。土壊の深さは50cmであった。土堀の壁は内傾し、

底面はほぼ平坦で、土城の断面形はフラスコ状を呈し

ていた。埋土は細かく分けることができた。第 2層か

ら第4層は同じ士質・士色であったが、各層の底に痺

い炭の堆積がみられ、分層が可能であった。第 6層は

焼土層で、第 7層の底にも炭の堆積が認められた。第

6層から第 8層までは土堀の中央部分がもっとも厚く、

埋士が投棄されたものと考えられる。土器片は第 1層

と第2層に多く含まれていた。出土土器から判断して、

袋状士城74の年代は弥・後・ Iとみられる。 （岡本）

袋状土塘75(第117・234図）

調査区東部南端Cg5 02区で検出され、袋状士堀74

の南 4mにあった。袋状土城76によって破壊をうけて

いた。検出面での平面形は不整な円形で長径が133cm、

土城の深さは64cmを測った。底面の縁辺は肩口よりも

広がっていて、士堀の断面形はフラスコ状を呈してい

た。底面の長径は156cmだった。埋土は 5層に分けら

れ、第 4層には炭や焼上塊が多く含まれていた。各層

ともに中央部が厚く、投棄されて堆積したと考えられ

る。士堀の年代は弥・後.Iとみられる。 （岡本）

袋状土壊76(第117・235図、図版9)

Cg 502区の調査区南端にあり、一部は調査区外になっていた。袋状土漿75と重複し、それよりも

新しい。検出面での平面形は楕円形を呈し、長径が162cm、短径は114cmで、土堀の深さは94cmを測っ

570cm 

。
1 m 

l 明黄褐色 (2.5Y7/6)粘質土

2 浅黄色 (7.5Y7/3)粘性砂質土

3 灰オリープ色 (7.5Y6/2)粘性砂質土

4 褐灰色 (lOYR5/l)粘性砂質土

（炭・焼土塊多含）

5 オリープ黄色 (7.5Y6/3)粘性砂質土

第234図袋状土撰75(1/30) 

た。底面はほほ平坦で、形状は検出面と等しく、やや拡大していた。長径が166cm、短径は 118cmで

あった。土壊の断面形は、底面周縁がフラスコ状に挟れていたが、中程から上方はわずかに逆「ハ」

の字状に広がっていた。埋土は 6層に分けられた。第 4層と第 5層には土器が包含されていた。各層

とも中央部がもっとも薄く、土は周辺から流入したとみられる。出土土器のうち、 852の胴部上半外

面にはタタキ目の痕跡が認められる。この士堀の年代は土器から弥・後・ Iと考えられる。 （岡本）

袋状土壊77(第117・236・237図）

調査区の東部、 Cf502区で検出された。袋状土城74の東 2mに位置していた。検出面での平面形

は円形で、長径が138cmあり、土城の深さは80cmを測った。底面も円形で、長径は142cmであった。土

堀の断面形はフラスコ状を呈し、上端がやや外開きになっていた。廃絶後の崩落によるものであろう

か。埋土は細かく分層することが可能で、炭や灰を多く含む層を交互に何層も挟んでいた。おそらく

は、貯蔵穴としての機能が失われた後に、ゴミ穴として生活廃棄物が繰り返し投棄されたものと考え

られる。第 3層より上で士器片が散見され、第 1層にはとくに多く含まれていた。出士した土器の年

代は弥・後.Iであり、この袋状土堀の年代を示していると判断する。 （岡本）

袋状土壊78(第117・238図、図版9)

調杏区の東部、 Cg502区で検出された。袋状士城77の南側に接していた。両士堀の出土遣物を検
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590cm 

1

2

3

4

5

6

 

暗褐色 (lOYR3/3)砂質土（マンガン含）

褐色 (10YR4/4)砂質上

暗褐色 (10YR3/3) 砂質土（灰• 炭含）

暗褐色 (10YR3/4) 砂質土（炭•土器含）

暗灰黄色 (2.5Y4/2) 砂質土（炭• 土器含）

暗灰黄色 (2.5Y4/2)砂質土

□

8557856 10cm 

贔
858 

第235図

-―.''.. - -...... 

~ ← 

袋状土堀76(1/30)・出土遺物 (1/4)

討すると、袋状土城78の士器がより新しい傾向を示

し、袋状上堀77の埋没後に掘られたものと推測され

る。検出面での平面形は楕円形を呈し、長径が200

cm、短径は172cmで、土城の深さは70cmを測った。

\"·"·-...._-~/ 
570cm 

底面も楕円形で、長径が190cm、短径は175cmであっ

たが、検出面の平面形からは南側にかなりずれてい

2

3

 

。
ー

4

5

6

7

8

9

 

暗褐色 (10YR3/4)砂質土

（土器・炭多含）

褐色 (10YR4/4)砂質土（土器・炭含）

にぶい黄褐色 (lOYR4/3)砂質土

（土器・炭含）

炭• 灰層

暗灰黄色 (2.5Y4/2)砂質土

オリープ褐色 (2.5Y4/3)粘性砂質土

（炭含）

炭層（灰含）

黒褐色 (2.5Y3/2)砂質土（灰多含）

炭層（灰多含）

暗オリープ褐色 (2.5Y3/3)細砂

第236図 袋状土壊77(1/30) 
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第 2節 フロヤ調査区

て、北側の壁に

は底面から40cm

の高さの小さな

段がみられた。

底面は平坦で、

土城の断面形は

フラスコ状を呈

していた。土壊

の上端部分、埋

I 尽こ~6:1 ; 二

第237図

／
861 

。
10cm 

袋状土堀77出土遺物 (1/4)
土の第 4層より

上方の部分は、廃棄後の崩落によって変形したものと判断される。埋土は10層に細分されたが、第 7
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590an 

゜
lm 

゜

1

2

3

4

5

6

7

8

9

ー

暗褐色 (lOYR3/4) 砂質土（炭• 土器多含）

褐色 (lOYR4/4)砂質土（炭含）

褐色 (lOYR4/4)砂質土（炭含）

にぶい黄褐色 (lOYR4(3)砂質土（土器含）

暗灰黄色 (2.5Y4/2,)砂質土

オリープ褐色 (2.5Y4(3)粘性砂質土

暗オリープ褐色 (2.5Y3(3)砂質土

暗オリープ褐色 (2.5Y3(3)砂質土

オリープ褐色 (2.5Y4(3)砂質土

オリーブ褐色 (2.5Y 4/4)粘性砂質土

865 

。
10cm 

第238図 袋状土撰78(1/30)・出土遺物 (1/4)
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第 3章高塚遺跡

層と第 8層は類似し、第 6層と第10層は地山の土塊とみられた。また、第 5層の底には炭の堆積がみ

られ、第 1層には土器片が多く含まれていた。この土城の年代は弥・後.Iと考えられる。 （岡本）

袋状土堀79(第117・239図）

調査区東部の南端、 Cg502区で検出された。袋状土城76の4m東に位置していた。一部は調査区

外にある。検出面での平面形は不整形な円形で、長径が164cm、短径は134cmで、土城の深さは73cmを

測った。底面も不整な円形であったが、西側に小さな畦状の高まりが認められ、平坦ではなかった。

ただ、底面の周縁は挟れていて、士城の断面形はフラスコ状に近かった。底面の長径は159cmであっ

た。埋土は 4 層に分けられ、複雑な堆積ではなかった。さらに、第 3 層と第 4 層はよく類似し、灰•

炭や士器片の包含の有無で分層した。出土土器から弥・後.I期の士堀と考える。 （岡本）

袋状土壊80(第117・240図、図版10・93)

調壺区の南東部、 Cg503区で検出された。袋状土堀78の東4.5mに位置していた。検出面での平面

形は円形で、長径が185cm、土城の深さは75cmを測った。底面は平坦で、平面形はほぼ円形を呈し、

長径が150cmであった。土堀の壁はわずかに内傾し、土堀の上端部は逆「ハ」の字状に開いていた。

この開きは埋土の第 4層以上に対応し、土漿の上部の崩落か、人為的な掘削後の堆積とみられる。埋

上は11層に細別できた。第 5層と第 6層、第 8層と第 9層はともに同質の土である。第 7層には炭の

厚い堆積が認められ、第 4層から上で士器片の包含がみられた。出士士器の年代から土城は弥・後・

I であるが、第 1 層から出土した876のみは古• 前・ Iで、最終的な埋没時期を示すものか。 （岡本）

867 

570cm 

。
1 暗褐色 (lOYR3/3)砂質土

2 暗灰黄色 (2.5Y4/2)砂質土（灰含）

3 暗オリープ褐色 (2.5Y3/3)粘性砂質上

（炭•土器多含）

4 オリープ褐色 (2.5Y4/3)粘性砂質土

869 

£(( 
870 871 

ニ旱。

872 

10cm 

873 874 875 

第239図 袋状土漿79(1/30)・出土遺物 (1/4)
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第 2節フロヤ調査区

袋状土堀81 (第117・241図）

袋状土堀80のすぐ北にあって、両者の距離は80cmにすぎなかった。検出面での平面形も底面もとも

に円形を呈していて、底面がわずかに広がっていた。検出面では長径が148cm、底面の長径は150cmで、

土城の深さは50cmを測った。底面はほぼ平坦で、壁はわずかに内傾していた。埋土は 6層に分けられ

た。南側から土砂が流入していったように観察された。第 3層と第 5層には粘性砂質土の塊が入って

いた。出土土器として弥・後.Iの高杯があり、この袋状土堀の年代も同期と考える。 （岡本）

／ 

580 cm 

。
lm 

1 暗褐色 (lOYR3/4)砂質上（土器多含）

2 暗褐色 (10YR3/4)砂質上

（にぶい黄褐色粘性砂質土塊含）

3 暗灰黄色 (2.5Y4/2) 砂質土（炭• 土器含）

4 暗灰黄色 (2.5Y4/2) 砂質土（炭• 土器含）

5 オリープ褐色 (2.5Y4/3) 粘性砂質土

6 オリープ褐色 (2.5Y4/3) 粘性砂質土

7 暗灰黄色 (2.5Y4/2) 砂質土

8 にぶい黄褐色 (lOYR4{3) 砂質土（炭含）

9 にぶい黄褐色 (lOYR4/3)砂質土

10 暗灰黄色 (2.5Y4/2) 砂質土（炭含）

11 にぶい黄褐色 (10YR4月）砂質士

876 

879 

戸 《
880 

旱 昌瓜 占ふ
883 884 885 

882 摩 瓜ぶ ゜
886 887 881 

第240図 袋状土壊80(1/30)・出土遺物 (1/4)
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第 3章高塚遺跡

袋状土壊82(第117・242図、図版10)

調査区の東部中央、 Ce503区で検出された。近接した袋状土墟はなく、

置していた。検出面での平面形も底面もともに円形を呈し、検出面での長径が166cm、底面の長径は

8m南に袋状土城83が位

171cmを測った。土堀の深さは96cmであった。底面は平坦で、土堀の断面形をみると、下半はフラス

コ状を呈していた。上半は廃棄後の崩落によって上開きになったものであろう。埋土のうち、第8層

や第 5層は中央が厚く、土砂を投棄した可能性が高い。この土堀の年代は弥・後.Iである。（岡本）

袋状土塘83(第117・243図）

Cf 503区で検出された。袋状土城81の北東 3mに位置していた。古墳時代以

降の遺構の掘削によって、上部はかなり破壊をうけていた。検出面での長径は残存長で240cm、土城

の深さは96cmを測った。底面は不整形な円形で、長径は160cm、短径が142cmだった。土城の壁は外傾

調査区の東部中央、

し、上方へわずかに開いていた。埋上は 4層で単純な堆積状況を示していた。周辺から士砂が流入して

／ 

540 cm 
•一"".

。
1 m 

1

2

3

 

4

5

6

 

灰オリープ色 (5Y4(2)粘性砂質土

暗灰黄色 (2.5Y4/2)砂質土（炭含）

オリープ褐色 (2.5Y4/3)砂質土

（粘性砂質土塊含）

黒褐色 (2.5Y3(2)砂質土

暗オリープ褐色 (2.5Y3/3)砂質土

オリープ褐色 (2.5Y4/3)粘性砂質土

// 

~\~、)-
¥ / 
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／ 

¥: 
I 

'"" ---- /./ 
｀＼／＇  ----- _ _,,,, 

--. ---
560 cm 

。
1 m 

888 

。
10cm 

1

2

3

4

5

6

7

8

9

 

にぶい黄褐色 (lOYR4/3)砂質土（炭

炭層

にぶい黄褐色 (lOYR4/3) 砂質士（炭• 土器含）

褐色 (10YR4/6)砂質土

褐色 (lOYR4/4)砂質土

褐色 (lOYR4/6)砂質土

焼土層（円裸多含）

褐色 (7.5YR4/3)砂質土（焼土・円礫多含）

黄灰色 (2.5Y4/l)粘性砂質土（灰層）

土器含）

第241図 袋状土壊81 (1/30)・出土遺物 (1/4)
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順次に埋没したものであろう。第 2層に

は炭粒が多く含まれ、

の堆積が認められた。出土遺物は少なか

口縁端面には凹線をった。 889は甕で、

とくに下面には炭

圧痕が残っている。

は弥・後.Iと考える。

フロヤ調査区

巡らせ、胴部の内面はナデ調整で、指頭

これから土城の年代

（岡本）

889 

570 an 
D
 

10cm 

1

2

3

4

 

暗褐色 (10YR3/3)砂質±

暗褐色 (10YR3/4)砂質土

（炭多含）

暗褐色 (lOYR3/4)砂質土

褐色 (10YR4/4)砂質土

。
1 m 

第243図 袋状土壊83(1/30)・出土遺物 (1/4)

袋状土城84(第117・244

・245図、図版106)

調査区の南東隅、

5 03・5 04区で検出された。

Cg 

銅鐸埋納城のすぐ南東にあ

り、両者の距離は20cm程に

すぎなかった。北西 3mに

袋状土壊85が位置していた。

土城の北半は銅鐸埋納城の

保存処置のために削平され

た。土堀の平面形は円形に

近く、検出面では長径が119

cm、底面の長径は 120cmを

測った。士城の深さは89cm

であった。土壊の壁は内傾

する部分もあったが、大部

570an 

2
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4

5

 

6

7

 

8

9

 

10 

暗褐色 (10YR3/4)砂質土

（土器・炭含）

褐色 (10YR4/4)砂質土

（土器・炭含）

暗褐色 (10YR3/4)砂質土

（土器・炭含）

にぶい黄褐色 (IOYR5/4)砂質土

褐色 (7.5YR4/3)砂質土

（炭・焼土• 土器多含）

暗褐色 (10YR3/3)砂質土

黒褐色 (7.5YR3/2)砂質土

（炭・焼土層）

にぶい黄褐色 (10YR4/3)砂質土

賠灰黄色 (2.5Y4船砂質土

（炭・灰含）

オリープ褐色 (2.5Y4/3)砂質土

。
lm 

第244図
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分は外湾して上方へ広がっていた。埋土は10層に細分された。第 5層、第 7層、第 9層と炭や焼土・

灰を含んだ層が交互に堆積していた。第 5層には土器片が多く含まれていた。ゴミ穴として利用され

たものであろうか。多量に出土した遺物から土城の年代は弥・後.Iと考える。 （岡本）

袋状土壊85(第117・246図、図版106)

調査区の南東隅、 Cg503区で検出された。銅鐸埋納堀の北西2.5m、袋状士城80の南東6mに位置
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第245図袋状土堀84出土遺物 (1/4)
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していた。土城の一部は後世の柱穴で破壊されていた。検出面での平面形は楕円形を呈し、長径が156

cm、短径は134cmで、土城の深さは55cmを測った。土城の壁は下半部分で大きく袂れ、中央部が少し

盛り上がった底面へ緩やかに移る。第246図の一点鎖線は底面の外郭線、二点鎖線は壁のもっとも張

り出した部分を示す。底面の長径は165cmであった。埋土は細かく分けることができた。第 5層には

゜
1 m 

1
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4

5

 

。
ー

6

7

8

9

 

褐色 (lOYR4/6)砂質土

暗褐色 (10YR3/4)砂質土（土器含）

褐色 (lOYR4/4)砂質土

灰黄褐色 (10YR4/2)砂質土（炭・灰含）

褐灰色 (10YR4/l)砂質土

（灰多含、炭• 土器含）

炭層

灰黄褐色 (10YR4/2)砂質土（炭含）

にぶい黄褐色 (10YR4/2)砂質土

（焼土・炭・灰•土器含）

灰黄褐色 (10YR4/2)砂質土（炭含）

褐色 (10YR4/4)粘性砂質土（炭含）
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第246図 袋状土堀85(1/30)・出土遺物 (1/4,1/2)
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灰が多量に含まれ、第 6層は炭層であった。また、第 8層にも焼土や炭粒が含まれるなど、最終的に

はゴミ穴として利用されたようである。この土堀の年代は遺物から弥・後.Iと考える。 （岡本）

袋状土壊86(第117·247~249図、図版10·93·94·106)

調査区東端の中央部、 Cf504区で検出された。袋状土堀83の北東4.5mに位置し、すぐ東には同規

模の土堀151があった。検出面での平面形は卵形で、長径が258cm、短径は240cmを測った。土城の深

さは96cmであった。上堀の下部はフラスコ状の断面を示していたが、土壊の上部は大きくラッパ状に

広がっていた。底面は平坦で、平面

形は円形を呈し、長径が183cmであ

った。埋上は細かく分層された。薄

い土層が何層も土城の中央部へ落ち

込むように堆積していた。最下層の

第11層の下部には灰層が認められ、

第8層は焼土層、第 5層は炭・焼土

• 灰層であった。掘削されて間もな

＜崩落し、ゴミ穴として使用された

ものであろう。多量の出土遺物は弥

・後.I期のもので、土城の年代も

同期と考える。 （岡本）

゜
1 m 

l 暗褐色 (10YR3/4)砂質土

（炭•土器含）

2 褐色 (10YR4/4)粘性砂質土
570 cm 

3 にぶい黄褐色 (10YR4/3)

砂質土（炭含）

4 褐色 (10YR4/4)粘性砂質土

5 炭・焼土・灰層

6 にぶい黄褐色 (lOYR4/3)砂質土

7 にぶい黄褐色 (10YR4/3)砂質土

（土器・炭・灰含）

8 焼土層（塊状）

9 オリープ褐色 (2.5Y4/3)細砂

～粘性砂質土（灰•炭多含）

10 にぶい黄褐色 (10YR5/4)粘性砂質土

11 灰黄褐色 (lOYR4/2)細砂

～粘性砂質土（灰多含）

｀
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I 
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゜
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第247図 袋状土堀86(1/30)・出土遺物① (1/2) 
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第249図 袋状土壊86出土遺物③ (1/4) 
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(6)土壊

土堀27(第113・250図、図版94)

Cc403区で検出した不整楕円形の士堀である。竪穴住居 6に切られている。段を持っており、下

幅の形は長楕円形を呈している。規模は、検出面で長さ222cm、幅170cm、深さは72_cmを測る。底面の

標高は510cmである。遺物は、弥生土器が3層から同じように出土した。 975・976は長頸壼で口縁下

端に刻み、頸部に沈線文、肩に剌突文を施している。 977は首の短い壼である。 978は肩部に刺突文を

持つ甕、 979は全形を知ることのできる甕、 980は大形の甕である。 981は高杯の杯部、 982は脚部であ

る。前二者は同一個体と考えられる。 983は台付きの鉢である。

以上の弥生土器から考えて、この土壊の埋まった時期は、弥・後.Iと思われる。遺構の性格、用

途については不明である。 （浅倉）

土堀28(第113・251図）

Cd407区に位置し、袋状上城 lに切られた士城である。平面形は楕円形を呈して、長さが146cm、

幅は126cmを測る。また、深さが31cmを測る。

図示しうるほどではないが、弥・後 ・ill----IVが出土している。ただし、遺構の切り合い関係からす

るとこの土堀の時期は弥・後.Iかそれ以前であろう。 （弘田）

土堀29(第115・252図）

Cc408区で、微高地の北端部に位置する。平面形は隅丸方形を呈して、長さが135cm、幅は124cm

を測る。底面は床面中央か周囲より低く、壁面は上部に開いて立ち上がり、検出面からの深さが31cm

を測る。なお、埋上は上下2層に分けられた。

固示しうるほどではないが、時期は弥・後.Iと思われる o

土壊30(第115・253図）

（弘田）

調査区の中央部、竪穴住居 7の北東約 8inに位置する。平面形は約140X185cmの不整楕円形で、深

さは約20cm残存していた。断面形は皿形で、埋土は 2層に分離できた。埋土中には炭粒を少量含んで

おり、底面には凹凸が認められた。

遺物は土器片が少量出土している。壺984、甕985の口唇部には凹線が施されている。時期は弥・後

. Iと考えている。 （平井）

土堀31 (第115・254図）

調査区の中央部、士城30の南東約llmに位置する。平面形は約lOOX110cmの楕円形で、深さは約30

cm残存していた。断面形は皿形で、底面には凹凸が認められた。埋土は 2層に分離したが違いは明確

ではなかった。

遺物は土器片が少量出上したのみである。高杯987・988の脚部にはクシガキ沈線紋がかすかに観察

できた。また口唇部には凹線が施されている。時期は弥・後・ Iと考えている。 （平井）

土城32(第115・255図）

調査区の中央部、士頻31の南東約 2rnに位置する。平面形は約85Xl90cmの長方形で、深さは約20cm

残存していた。断面形は箱形で、壁は垂直にちかく立ち上がっていた。埋土は少量の炭粒を含む淡灰

褐色砂質士が 1層のみであった。

遣物は土器片が少量出土したのみで、時期は弥・後 ·III~N と考えている。 （平井）
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第250図 土堀27(1/30)・出土遺物 (1/4)

-194-



第 2節フロヤ調査区

土堀33(第115・256図）

調壺区の中央部、土城32の南西約 4mに位置する。平面形は約100Xll0cmの不整楕円形で、深さは

約9cm残存していたのみである。断面形は皿形で、底面には凹凸が認められた。埋土は炭を含む暗灰

580cm 

56D an ．．．．．．． 

21~ 

。
1 m O 1 m 

l 暗褐色砂質土

2 淡褐色砂質土

3 灰褐色粘質土 5 淡褐色砂質土 1 灰褐色砂質土

4 淡灰褐色砂質土 2 褐灰色砂質土

第251図土壊28(1/30) 第252図土壊29(1/30) 

＇ 
550 cm 

量 986 

。
1 m 

D
 

10tm 

l 暗灰色砂質土（炭粒含） 2 淡灰色細砂（炭粒含）

第253図土壊30 (1/30)• 出土遺物 (1/4)
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褐色粘質微砂が 1層のみであった。

遺物は土器片が少量出土しているのみである。 989は鉢で、小規模ながら底部が形成されている。

時期は弥・後 ·III~N と考えている。 （平井）

土塘34(第115・257図）

Ce408区に位置する小規模な土城で、平面形が円形、断面形は箱形を呈する。規模は、長さが76cm、

幅は71cmで、深さが31cmを測る。

580 cm 

0 1 m 

l 暗灰褐色砂質土 2 黄褐灰色砂質土
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／
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第254図 土堀31 (1/30)・出土遺物 (1/4)
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゜
1 m 

淡灰褐色砂質土（炭粒含）

第255図 土 堀32(1/30) 

この土堀は、遺物の出土はないものの袋状土城

11の調査前にその上部において検出していること、

検出面、埋土の色調などから判断して、時期は、

弥・後.Iの可能性がある。 （弘田）

土壊35(第115・258図）

Ce409区に位置し、平面形が隅丸方形、断面

形は皿状を呈する。規模は、長さが222cm、幅は

199cmで、深さが25cmを測る。底面は平坦で焼士

面が 1か所とその周辺には炭の散布がある。埋上

は上下 2層に分かれ、上層中および下層との間に

ば焼土塊、炭や土器片を含んでいた。

図示しうる遺物はないが、この上城の時期は、

弥・後 ·III~IV である。 （弘田）

土壊36(第115・259図）

先述した土堀35から南東に 2m離れた所に位置

する士堀で、平面形が隅丸長方形を呈する。底面

は平坦な面をなし、そこから壁面はやや上方に開

き気味に立つ。

規模は、長さが118cm、幅は72cmで、深さが26

cmを測る。なお、埋土は 1層であった。

出土した遺物としては甕の口縁部片990がある。

それからみてこの士城の時期は、弥・後. Iと考

えられる。 （弘田）

土壊37(第115・260図）

調杏区の中央部、竪穴住居 9の北西約 2mに位

置する。平面形は約65X130cmの隅丸長方形で、

深さは約 8cm残存していたのみである。断面形は

皿形で、埋土は暗灰色砂質上が 1層のみであった。

遺物は少量の士器片が出士したのみで、時期は弥

生時代としか捉えられない。 （平井）

土堀38(第115・261図）

Cd・Ce 5 00区に位置する土城で、平面形がや
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や不整形な隅丸長方形を、断面形は逆台形状を呈する。規模は、長さが111cm、幅は82cmで、検出面

からの深さが30cmを測る。

図示しうるほどの遺物はないものの、この士堀の時期は、弥・後.Iである。

土堀39(第115・262図）

調査区の中央部、竪穴住居 9の南約 lmに位置する。平面形は約lOOX110cmの楕円形で、深さは約

（弘田）

30cm残存していた。断面形は二段になっており、底面はほぼ平らであった。埋土は 2層に分離するこ

550 cm 
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。
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第256図 土堀33(1/30)・出土遺物 (1/4)
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第262図 土壊39(1/30)・出土遺物 (1/4)
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とができ、炭粒を少量含んでいた。

遺物は上器片が少量出土している。高杯991の口唇部には凹線が施されている。 993は器台ではなか

ろうか。時期は弥・後.Iと考えている。 ・ （平井）

土壊40(第115・263図）

Ce 5 00区の南西隅に位置する小土壊である。平面形が円形を、断面形は皿状を呈する。規模は、

長さが86cm、幅は79cmで、深さが13cmを測る。

台付き鉢の脚部片994が出土しており、それからみたこの土壊の時期は、弥・後・ Iである。（弘田）

土堀41 (第115・264図）

Ce500区に位置する土城である。平面形が楕円形を呈する。断面をみると、平坦な底面から緩や

かな傾斜をへたのち、上方へと壁面が垂直に立ち上がる。規模は、長さが88cm、幅は76cmで、深さは

検出面から37cmを測る。

図示しうるほどの遺物は出土していないが、この土城の時期は、弥・後・ Iと考えられる。 （弘田）

土堀42(第115・265図、図版94)

Ce500区に位置する土堀で、平面形がやや歪な隅丸長方形を、断面形は浅い皿状を呈する。規模

は、長さが129cm、幅は117cmを測るが、検出面からの深さは16cmと浅い。この土城の中央部において

は、底面に接するようにして倒立した状態で完形の大形の鉢995が出土している。これ以外に顕著な

出土遺物はなく土城の性格は不明である。

この士城の時期は、弥・後.Iである。 （弘田）

土堀43(第115・266図）

Cf 5 00区に位置する土城で、竪穴住居10の床面直下から検出された。平面形が長方形を呈してお

り、底面は平坦な面をなし、壁面は乖直に立ち上がる。規模は、長さが125cm、幅は120cmで、深さが

36cmを測る。出土した土器類には壼996、甕997・998、脚付き壼999、器台1000がある。埋士はレンズ

状に堆積しており、 3層に分けられたうちの 2層には炭を含んでいた。

位置からみて竪穴住居10にともなう貯蔵穴の可能性がある。出士遺物からみて、この土城の時期は、

／
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第265図 土壊42(1/30)・出土遺物 (1/4)
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弥・後・ Iである。 （弘田）

土壊44(第115・267図）

士堀43のすぐ東に接して位置する土城である。平面形は不定形であるが、断面形は箱形を星する。

規模は、長さが129cm、幅は103cmで、深さが35cmを測る。

この土堀の時期は、弥・後.Iである。
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土壊45(第115・268図）

調査区の中央部、竪穴住居10の北東約 2mに位置する。平面形は約90Xl00cmの楕円形で、深さは

約40cm残存していた。壁は垂直に近く立ち上がっており、底面はほぼ平らであった。遺物が出土しな

かったため時期は不明確ではあるが、埋士や形状から弥・後.Iと考えている。断面形は袋状を呈し

ていないが、袋状土城の可能性も考えられる。 （平井）

土壊46(第115・269図）

調査区の中央部、土渡45の北東約 lmに位置する。断面形は袋状を呈していないが、袋状土城の可

能性も考えられる。平面形は約70Xl00cmの楕円形で、深さは約30cm残存していた。壁は垂直にちかく

立ち上がっており、底面はほぼ乎らであった。遺物が出土しなかったため時期は不明確ではあるが、

埋土や形状から弥・後.Iと考えている。 （平井）

土壊47(第115・270図）

調査区の中央部、土城46の北約14mに位置する。平面形は北端部が袋状土城37に切られているが、

580叩

゜
1 m 
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第269図 土 壊46(1/30) 
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約70X100cmの長楕円形を呈していたものと考えられる。断面形は皿形で、埋土は 2層に分離するこ

とができた。

遺物は少量の土器片が出土しており、時期は弥・後.Iと考えている。 （平井）

土堀48(第115・271図）

Ce500区にあり、竪穴住居 9の南東 3mに位置する士城である。平面形が楕円形を、断面形は歪

な逆台形を呈する。北半部が削平されているが、規模は、長さが85cm、幅は58cm以上で、深さが30cm

を測る。

図示し得ていないが出土遺物からみて、この土堀の時期は、弥・後.Iである。 （弘田）

土堀49(第115・272図）

Ce500区にあり、さきの土堀48の南に接する土堀で、平面形が隅丸長方形を呈する。断面をみる

と、底面は平坦な面をなし、壁面はほぽ垂直に立ち上がる。規模は、長さが81cm、幅は60cmで、深さ

が21cmを測る。

図示しうるほどの遺物はみられないものの、この土堀の時期は、弥・後. Iである。 （弘田）

土壊50(第115・273図）

Ce 500区に位置し、平面形が隅丸長方形、断面形は逆台形状を呈する。規模は、長さが96cm、幅

は73cmで、深さが26cmを測る。

顕著な遺物はみられなかったが、この土城の時期は、弥・ 後.Iである。 （弘田）

土堀51 (第115・274図）

調査区の中央部、掘立柱建物11の南東約 3mに位置する。平面形は直径約80cmの円形で、深さは最

深部で約30cm残存していた。断面形は不整形で、埋土は暗褐灰色粘質土と黄褐灰色砂質土とによって

2層に分離することができた。

遺物は少量の士器片が出士したのみで、時期は弥・ 後_.Nと考えている。 （平井）

土壊52(第115・275図）

Ce500区に位置し、平面形が長楕円形で、断面形は逆台形を呈する。規模は、長さが92cm、幅は56

cmで、深さが36cmを測る。

SSO an 580cm 

0 50cm 

一
0 50cm 

一淡褐色粘質土 l 賠褐灰色粘質土 2 黄褐灰色砂質土

第273図 土 堀50(1/30) 第274図土壊51 (1/30) 
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第 2節フロヤ調査区

出土した遺物からみて、この土城の時期は、弥・後.Iと考えられる。

土堀53(第115・275図）

さきの士堀52を切っており、その西側に位置する。平面形は不整円形を呈しており、規模は、長さ

が134cm、幅は125cmを測る。また、底面は平坦な面をなし、壁面は上方にわずかに開くように立ち上

がって、検出面からの深さが65cmを測る。

（弘田）

なお埋土は、水平に堆積しており、 3層

に分けられた。

図示しうるほどの遺物はみられないも

のの、この土城の時期は、弥・後.Iと

考えられる。 （弘田）

土堀54(第115・276図）

Ce 5 01区に位置する士城で、平面形

が不整楕円形を呈し、断面形は逆台形を

呈する。規模は、長さが81cm、幅は79cm

で、深さが38cmを測る。埋土は 1層のみ

であった。

図示しうる遺物はないが、時期は、弥

・後.Iと考えられる。

土壊55(第115・277図）

Ce 5 01区に位置しする土壊で、平面

（弘田）

形が長方形を呈する。底面は平坦な面を

なし、壁面は上方に開いて立つ。規模は、

長さが209cm、幅は133cmで、深さが26cm

を測る。

この上漿の時期は、弥・後・ Iと考え

られる。 （弘田）

570 cm 

／`  し一cm

淡褐色砂質土

゜
1 m 

1 暗褐色砂質土 3 暗黄褐色粘土

2 淡褐色粘質土 4 暗褐色砂質土

第275図土堀52• 53 (1/30) 

二―― ―― -
4
 ―-――

 ー＇
ー

1

ー
＼
 

， ＼ 

550cm 

5 灰褐色粘質土

550an 

□三ーロ`
暗褐色砂質土

第276図土壊54(1/30) 第277図土堀55(1/30) 
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570cm 

_ 、 ーロ〈
1001 

。
10cm 

l 灰褐色砂質土

2 暗灰褐色砂質土

。
1 m 

第278図 土塘56(1/30)・出土遺物 (1/4)

土堀56(第115・278図）

Ce500区に位置し、土城55を切って掘られた土城である。平面

形が隅丸長方形を呈する。断面をみると、底面から上方へといった

ん緩やかに開いたのち垂直に近く立ち上がる。規模は、長さが200

cm、幅は128cmで、深さが58cmを測る。埋土は水平に堆積してお

り、上下 2層に分けられた。

出土遺物としては、甕1001がある。これらからみてこの土城の時

期は、弥・後・皿-----Nである。方形土堀と同じ時期であり、上面が

崩落した方形土堀かもしれない。 （弘田）

土壊57(第115・279図）

Ce 500区に位置する土堀で、平面形は南北に細長い長方形を、

断面は箱形を呈し、その両端は土堀56と袋状土堀43によって切られ

ていた。残存部での規模は、長さが134cm以上、幅は77cmで、深さが

18cmを測る。

この土堀の時期は、弥・後.Iである。

土堀58(第115・280図）

|

|

|

＼

-

0 50cm 

一淡褐色砂質土

第279図土塀57(1/30) 

（弘田）

調杏区の中央部、 Cd500区で検出された。掘立柱建物11の中央にあって、竪穴住居 9からは約 1

m東に位置していた。士城の平面形は楕円形を呈し、長径が159cm、短径は129cmを測った。土城の断

面形は椀形であったが、底部が土堀の中心よりは北に片寄り、南側に段が認められた。土城の深さは

62cmで、段の肩は底から29cmの高さにあった。埋土は 5層に分けられ、順次堆積したものとみられる。

第 5層は土堀の底部を埋め、第 4層は段から上部の下半に堆積していた。第 1層から第 3層まではよ

＜類似していたが、遺物の有無から分層した。第 1層には土器片が集中し、炭粒や灰も多く含まれて
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第 2節 フロヤ調査区

いた。この土城は最後にはゴミ穴として利用されたものとみられる。出土した土器は弥・後・ I期の

ものであるが、胴部内面のヘラケズリが頸部に達する Iの終末のものも認められた。 （岡本）

土壊59(第115・281・282図、図版11)

調査区の中央付近北部で検出された。掘立柱建物11と12の間にあった。土堀の平面形は長方形を呈

し、四隅は丸みをもち、南辺もやや湾曲していた。土城の長軸はほぽ東西方向を示していた。土堀の

規模は長軸が155cm、短軸は97cmで、深さは34cmを測った。土城の壁は傾斜面をなすため、土城の断

580 cm 

1゚

2

3

4

5

 

黒褐色砂質土（土器・灰• 炭多含）

賭褐色砂質土

黒褐色砂質土（炭粒多含）

褐色砂質土（土器含）

黒褐色砂質土

ロロ↓100 

10cm 

1006 

第280図

こニエ/~~
1009 

ーー

1010 

1008 工加
土堀58(1/30)・出土遺物 (1/4)
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＼
 

640 cm 

て ti'―、..,-

。
1 m 

1014 

0 10cm 

第281図 土堀59(1/30)・出土遺物① (1/4) 
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1017 

1018 

1023 

1019 

1020 
1021 

1022 

1025 

。
1 Dem 

1024 

第282図土壊59出土遺物② (1/4) 

面形は逆台形を呈していた。土堀の底面は平坦で、検出面での平面形と相似形で、長軸が131cm、短

軸は70cmであった。土城内からは大鼠の土器片が出土した。土器片の多くは大形の破片で、図上で完

形になるものも数点みられた。破損して使用できなくなった士器を一括して投棄したような状況を示

していた。埋土は 1層で、土器片のほとんどは土城の底面から遊離した状態にあった。

1012・1013の壺は頸部に凹線文を巡らせ、拡張された口縁端面も凹線で飾る。胴部外面の肩部はハ

ケ調整で、それ以下はヘラミガキを施す。胴部内面は下半をヘラケズリするが、最大腹径部分より下

方で止まり、それより上方はハケ、あるいはナデ調整である。 1015・1018の甕の胴部の調整も同様で

ある。 1024・1025の器台は三段の凹線文帯を飾り、その間に三角形の透かし孔、あるいは複線鋸歯文

を巡らせている。これらの土器は弥• 中.III期のもので、良好な一括資料と考える。 （岡本）
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土堀60(第117・283図）

調査区の中央付近北部で検出された。 Ce501区に位置し、竪穴住居12から2.5m西にあたる。袋状

土堀53と重複していて、それよりも新しい。平面形は不整形な円形を呈し、長径が89cm、短径は78cm

で、土堀の深さは44cmを測った。上漿の壁は緩やかに湾曲し、土堀の断面形は椀形を呈していたが、

底部が一段落ち込んでいた。埋土は灰褐色粘性砂質土の 1層で、黄色砂質士の小塊を含み、炭粒が多

量に包含されていた。國示した出土土器のうち、土城の年代を示すものは1027の甕とみられる。「く」

の字状に外反する口縁部の先端は丸くおさめられている。弥・後 ·Nから古• 前・ Iにかけてのもの

と考えられる。 1026・1028の甕は弥・後.Iのもので袋状土城からの混入品とみられる。 （岡本）

土漿61 (第117・284図）

土堀60の1.3m東にあり、同じ Ce501区に位置していた。竪穴住居12とは重複し、土城61が古い。

平面形は楕円形で、長径が213cm、短径は150cmを測り、土城の深さは46cmであった。士城の壁は湾曲

する部分もあるものの、かなりの急傾斜で、広い底面をもつことから、土城の断面形は箱形に近い。

ただ、底面は平坦ではなく、かなりの凹凸があった。埋土は 2層で、第 1層の底面も凹凸が激しく、

580cm 

。
lm 

灰褐色粘性砂質土

（炭粒多含，黄色砂質土塊含）

1026 

1027 

10cm 

1028 

第283図 土壊60(1/30)・出土遺物 (1/4)
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第 2節フロヤ調査区

両層の堆積時間差はあまり考えられない。出土遺物から弥・後・ Iの土城と考える。 （岡本）

土塘62(第117・.285図）

上城60から 3m南、袋状土城54の南西に接するように検出された。 Ce5 01区に位置し、土城の南

端は調査区の側溝によって破壊した。平面形は不整形な楕円形を呈するようで、検出部分の長

径が188cm、土壊の深さは28cmを測った。底面は狭くて南へ傾斜し、土城の断面形は皿形を呈してい

た。埋士は 1層であった。出土土器の1033は高杯で、 1034は鉢である。ともに口縁部を屈折させて立ち

上げ、口縁端部を拡張して端面を作り出している。弥・後.Iのものである。 （岡本）

土壊63(第117・286図）

調査区の中央付近北部、 Cd502区で

検出された。掘立柱建物12と重複し、

竪穴住居12の北 6mにあった。平面形

は長方形に近く、両短辺が外湾してい

た。長径が167cm、短径は116cmで、士~ 

。
1 m 

1 灰褐色粘性砂質土（炭粒．礫• 土器多含）

2 にぶい黄褐色 (10YR5(3)粘性砂質土（炭粒含）

堀の深さは44cmを測った。広い底面を

もち、その長径は120cmであった。底

面には小さな凹凸がみられた。埋土は

3層に分けられたが、第 1層の底面は

ほぼ水平になっていた。出士遺物は小

1029 

1030 

1031 

゜
10cm 

1032 

第284図 土壊61 (1/30)・出土遺物 (1/4)

-209-



第 3章高塚遺跡

＼
 

'
,
1
 

＼
 

、----~

／ 

550 cm 

~ —三ニ
1033 

¥ヽ,\~\\\ 

。
lm 

1034 

0 10cm 一第285図 土壊62(1/30)・出土遺物 (1/4)

片で、図示できるものはなかったが、その年代から上渡63は弥・後 ・Nと考えられる。 （岡本）

土壊64(第117・287図）

Cd502区に位置していた。士城63から2.5m南東にあり、士堀66と重複していた。土城66よりは新

しい。土城の平面形は不整形な楕円形で、長径が149cm、短径は116cmを測った。土城の深さは52cmで

／
 

560cm 

。
1 m 

1 オリープ褐色粘性砂質士（上層）

～オリープ褐色粘性砂質土（焼土含）

2 オリーブ黒色砂質土

3 灰オリープ色砂質土

--)_ 

570 cm 

。
1 m 

1 オリープ褐色粘性砂貿土（上層）

～オリープ黒色粘性砂質土（下層）

2 オリープ黒色粘性砂質土

3 灰オリーブ色粘性砂質土

第286図 土 壊63(1/30) 第287図土標64(1/30) 
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あった。壁の傾斜は急で、あまり湾曲はみられず、土堀の断面形は逆台形に近かった。埋土は 3層に

分けられたが、西側からしだいに埋まっていったものと考えられる。第 1層の底面は水平に近くなっ

ていた。埋土には炭粒や焼土など顕著には認められなかった。土器片がわずかに包含されていたが、

小片で弥生時代後期頃のものとしか判断できない。弥生時代後期の士城であろう。 （岡本）

土堀65(第117・288図）

Cct502区、土城63の東1.5mで3基の方形の土城が重複して検出された。中央に東西方向の長軸を

もつ土塀67があり、これに破壊された状態で北に士堀65、南に土城66が存在した。土城65は残存部分

が長方形を呈し、東西最大幅が151cm、南北の残存長が64cmで、土城の深さは35cmを測った。埋土は

2層で、ほぽ水平に堆積していたが、下層は地山の微高地基盤層とよく類似していた。出土遺物はな

かったが、士城67が弥・後 ・Nのため、それに近接した年代が推定される。 （岡本）

F~ ーーニご
I 
I I —亡--,--

ー
ー
ト

ー

ー

ー

土塘65

:1 I, 土壊66

r 
ぃ~------------cーニーニーニ:_,.,__ ..... ___ 1 ___ ..,_ ___ _ 

I 
550cm 

l 暗灰黄色砂質土

2 暗オリープ褐色

砂質土

3 黒褐色砂質土

（灰含）

4 オリープ黒色

粘性砂質土

。
1 m 

第288図 土壊65-67(1 /30) 
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土壊66(第117・288図）

土堀67に破壊された状態でその南側に検出された。土堀64とも重複していた。平面形は長方形を呈

し、東西幅が141cm、南北方向の残存長が100cmを測った。土堀の深さは33cmであった。壁の傾斜は急

で、断面形は逆台形を呈していた。底面は平坦で広く、東西幅は121cmを測った。埋上は 2層で、水

平な堆積状況を示していた。士城65と一連で一つの土城の可能性もあるが、土堀67を境にわずかに食

い違うようで、規模も長大すぎるようである。土堀65と近接した年代が考えられる。 （岡本）

土壊67(第117・288図）

土堀65・66を破壊してその間に位置していた。士堀の平面形は不整形な長方形を呈し、四隅は丸み

をもっていた。長軸方向の長さが237cm、幅は146cmで、土堀の深さは60cmを測った。土城の壁の傾斜

は急で、底面が平坦なため、土城の断面形は箱形に近かった。底面は広く、長軸が196cm、幅が116cm

であった。埋土は 3層で順序よい堆積を示し、中央部分が厚くなっていた。第 3層の底面では薄い灰

の堆積が認められた。出土遺物は少なく、図示できるものはなかった。小片で年代の特定は困難であ

ったが、弥・後.IVかとみられるものがあり、土城の年代もその時期かと推定される。 （岡本）

土壊68(第117・289図）

Cd502区で検出された。土城66から南東3mに位置し、竪穴住居11と重複していた。竪穴住居11

よりは新しいと考えられる。土堀の平面形は不整形な円形で、長径が108cm、短径は98cm、土堀の深

さは34cmを測った。壁の傾斜は急で、広く平坦な底面をもっていたため、土城の断面形は逆台形を呈

していた。土城の西側に石の集積が認められた。長径 5------10cm程度の小石が30X45cmの範囲に集中し、

25cmの厚さで堆積していた。集積の下端は士堀の縁から中心に向かって弧を描くように深くなってい

て、埋上が土渡の下半に堆積した段階で充填されたものと考えられる。柱穴の可能性がある。 （岡本）

土堀69(第117・290図）

Cd 502区で、土堀68の1.5m南西に位置し、竪穴住居12の床面下から検出された。西端は柱穴で破

壊されていた。平面形は不整形な隅丸長方形を呈し、長軸長が推定で198cm、幅は93cmを測った。土

堀の深さは27cmであった。出土遺物から土壊の年代は弥・後 ・Nの可能性が強い。 鼻 （岡本）

ニ---̀。
1 m a

 

1 m 

第289図土堀68(1/30) 第290図土塀69(1/30) 
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第291図 土 漂70(1/30) 
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土堀70(第117・291図）

土城69の60cm南、竪穴住居12の床面で検出

された。不整形な隅丸長方形を呈し、長軸長

が103cm、幅は55cmを測った。土壊の深さは

16cmであった。壁は湾曲し、断面形は皿状を

呈していた。埋土は 4層に分けられ、第 1層

の底全体に炭や焼士塊を含み、第 3層は炭層

であった。この埋土の状況からすると、竪穴

住居12に伴う可能性がある。 （岡本）

土壊71 (第117・292図）

調査区の中央付近、 Cd502区で検出され、

竪穴住居12の東2mに位置していた。土城の

平面形は不整形で、楕円形の一端が角張って

いた。長径が196cm、短径は172cm、土壊の深

さは41cmを測った。底面は平坦で広く、土堀

の断面形は逆台形を呈していた。埋土は 2層

で、第 1層は中央部が厚く、凸レンズ状に堆積していた。出土遺物は少なかったが、 1点を図示する

ことができた。 1035は長頸壺の頸部から胴部上半にかけての破片である。頸部下端には貝殻圧痕文を

。
1 m 

1 褐色 (lOYR4/4)砂質土

2 灰オリープ色 (5Y4/3)砂質土

1035 

D
 

10cm 

第292図 土塘71 (1/30)・出土遺物 (1/4)

巡らせている。弥・後・皿のものとみられ、土堀もその時期のものと考えられる。 （岡本）

土壊72(第117・293図）

Ce502区で検出され、士堀71の20cm南に位置していた。土城の東半上部は後世の削平をうけてい

た。平面形は楕円形で、長径が151cm、短径は残存部分で117cmあり、土堀の深さは37cmを測った。断

面形は椀形を呈していた。出土遺物から判断すると、土堀の年代は弥・後・ Iと考えられる。 （岡本）

土堀73(第117・294図）

調脊区の中央付近、 Ce502区で検出された。竪穴住居13の床面下にあり、袋状上城68の東に接し
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~ 

550 cm 
• —"" ・一

540cm 

“ ｀ 
a
 

1 m 

゜
1 m 

第293図土堀72(1/30) 

1 褐色砂質土（炭含） 3 褐色砂質土

2 暗褐色砂質土（焼土・炭含） 4 にぶい黄褐色砂質土

第294図土堀73(1/30) 

ていた。平面形は円形に近く、長径が159cm、短径は残存部分で134cmを測り、土城の深さは42cmであ

った。底面はわずかにくぼむもののほぼ平坦で、長径が131cmを測った。埋土は厚さが 7、8cm前後

の4層に分けられ、第 2層には焼士や炭粒の混入がみられた。住居に上部を大きく破壊されているた

めに明瞭ではないが、形態的には袋状土城とみてもおかしくない。弥・後.Iと考える。 （岡本）

土壊74(第117・295図）

Ce502区にあり、竪穴住居13の南西 3mに位置する土堀である。平面形が歪な隅丸長方形で、断

面形は箱形を呈する。

規模は、長さが115cm、幅は93cmで、深さが34cmを測る。

図示しうる遺物はないものの、この土漿の時期

は、弥・後.Iである。 （弘田）

_560 cm 

「一`。
1 m 

淡褐色砂質土

第295図土堀74(1/30) 
—゚ 50cm 

褐黄色砂質土（炭粒少含）

第296図土壊75(1/30) 
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570an 

~ ー~― 

1036 

1037 1038 

゜
1 m 

゜
1 Dem 

灰褐色粘質土

第297図 土堀76(1/30)・出土遺物 (1/4)

土壊75(第117・296図）

調査区の東半部、竪穴住居13の南西約 4mに位置する。平面形は約70X75cmの不整楕円形で、深さ

は約20cm残存していた。断面形は皿形で、埋土は少量の炭粒を含む褐黄色砂質土が 1層のみであった。

遺物が出士していないため時期は不明確ではあるが、弥・後・ Iと考えている。 （平井）

土壊76(第117・297図）

Cf 501区に位置する士城で、平面形が楕円形を、断面形は浅い椀状を呈する。規模は、長さが116

cm、幅は108cmで、深さが23cmを測る。

出士した遺物には高杯1036----1 038がある。 1038は5条 l単位のクシガキ沈線が12条、脚裾部には 7

条 l単位のヘラガキ沈線を巡らせている。

以上の特徴からみてこの土城の時期は、弥・後.Iである。

土凛77(第117・298図）

調奔区の東半部、竪穴住居14の南西約 3mに位置している。平面形は67

（弘田）

580an 
540 cm 580cm 

轟 贔~~曇 璽

゜
50cm 

゜
50cm 

゜
50cm 

淡褐黄灰色細砂 淡灰色細砂（炭粒少含） 暗褐色粘質微砂

第298図 土壊77(1/30) 第299図 土壊78(1/30) 第300図 土壊79(1/30) 
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X72cmの不整楕円形で、深さは約15cm残存していた。断面形はlill形で、埋土は 1層のみであった。遺

物が出土していないため時期は不明確ではあるが、弥・後.Iと考えている。 （平井）

土壊78(第117・299固）

調杏区の東半部、土城77の北東隣りに位置する。平面形は直径約70cmの不整円形で、深さは約16cm

残存していた。断面形は不整形で、埋土は少量の炭粒を含む淡灰色細砂が 1層のみであった。遺物が

出土していないため時期は不明確ではあるが、弥・後. Iと考えている。 （平井）

土壊79(第117・300図）

調査区の東半部、土城78の北東約 2mに位置する。平面形は竪穴住居14などによって切られている

ため不明確で、深さは約10cm残存していた。断面形は皿形で、底面には凹凸が認められた。埋土は 1

層のみであった。遺物は少量の土器片が出上したのみで、時期は弥・後.Iである。 （平井）

土壊80(第117・301図）

調査区の東半部、土城79の南西約 7mに位置する。平面形は約60X80cmの楕円形で、深さは約20cm

残存していた。断面形は西側が深くなっており、埋土は 1層のみであった。遺物が出土していないた

め時期は不明確ではあるが、弥・後.Iと考えている。 （平井）

土塘81 (第117・302図）

Cf502区に位置する土城で、平面形が円形を呈する。規模は、長

さが110cm、幅は103cmで、深さが31cmを測る。

高杯の脚部1039が出土しており、これからみた土城の時期は、弥

・後.Iである。 （弘田）

土壊82(第117・303図）

調沓区の東半部、竪穴住居14の南西約 7mに位置する。平面形

は直径約90cmの円形で、深さは約25cm残存していた。断面形は箱形

で、埋土は 1層のみであった。遺物は土器片が少量出士したのみで、

時期は弥・後.Iと考えている。 （平井）

580cm 

。
1 m 

。

1039 

10cm 

二`0 50cm 

l..i— 暗黄灰褐色細砂（炭含）

第301図土堀80(1/30) 

580cm 

゜
1 m 

1 淡褐色砂質土 2 暗灰褐色粘質土

第302図 土堀81 (1/30)・出土遺物 (1/4)
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土堀83(第117・304図）

調食区東部の南端、 Cg502区で検出された。袋状土堀75・76と重複し、袋状土堀75が埋没した後

に掘られ、袋状土城76に破壊されていた。平面形は不整形だが、中央のくぼみの形から推定すると、

少し角張った楕円形を呈するようである。残存部分の長径は120cm、深さは37cmを測った。士城の中

央部は楕円形に一段浅く落ち込んでいた。埋土は 2層に分けたが、類似した土であった。出土遺物か

ら判断して土堀の年代は弥・後.Iで、袋状土堀76との関係から、その前半とみられる。 （岡本）

土堀84(第117・305図）

調査区の東部南半、 Cg502区で検出された。士堀83の北西 7mにあり、袋状士城80に近接してい

た。平面形は楕円形で、長径が126cm、短径は94cm、土城の深さは27cmを測った。広い平坦面をもっ

ていたが、中央部分が不整形に 9cmの深さで落ち込んでいた。土城の壁は垂直に近かった。埋土は 3

層に分けられ、周辺から流入したように観察された。第 2層には炭粒が多く含まれていた。出士遺物

は少なかったが、図示したものは製塩土器の脚部である。弥・後. Iの土堀と考える。 （岡本）

土壊85(第117・306図）

土堀84の70cm南西にあり、土城86によって一部破壊をうけていた。 Cg502区に位置していた。平

面形は楕円形で、長径が127cm、短径は残存部分で75cmを測った。広い楕円形の底面をもち、底面中

央部西寄りに直径20cmの柱穴状の穴が認められた。底面までの深さは59cm、柱穴状の穴は底面から 7

cmの深さがあった。埋土はB音褐色砂質土であった。土城の年代は弥・後・ I以前である。 （岡本）

土堀86(第117・306図）

土堀85と重複関係にあり、士城84の25cm南に位置していた。土城85よりは新しい。やはり Cg502

区に所在した。平面形は長楕円形で、長径が128cm、短径は72cmあり、土城の深さは34cmを測った。

広い底面をもつが、不整形な落ち込みが広く中央部を占め、凹凸がみられた。埋土は暗褐色砂質土で

あった。土器が少量出士し、それによって上堀の年代は弥・後・ Iと考えられる。 （岡本）

土壊87(第117・307図）

土城83と土城85の間に位置していた。平面形は長方形に近く、四隅は丸みをもっていた。長軸方向

， ’ 

590 cm 

~ ＼ 
1041 

i 1 Dem 

゜
lm 1 暗褐色 (10YR3/4)砂質土

（マンガン含）

2 暗褐色 (10YR3(3)砂質士

（褐色 (10YR4/4)粘性砂質土塊含）

第304図 土壊83(1/30)・出土遺物 (1/4)
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590 cm 

゜雫 2 l ~ 

。
1 m 

l 褐色 (10YR4/4)砂質士（マンガン多含）

2 暗褐色 (10YR3/4)砂質土（炭多含）

3 褐色 (10YR4/4)砂質土

二し
1042 

。
10cm 

第305図 土撰84(1/30)・出土遺物 (1/4)

A-

も／

A-
590 cm 

A' 

｀ Bー -e・ 

゜
lm 

第306図土壊85• 86 (1 /30) 

。
1 m 

l 暗褐色 (lOYR3/4)砂質土（マンガン多含）

2 暗褐色 (lOYR3/3)砂質土（炭粒含）

第307図土堀87(1/30) 

570 cm 

1 褐灰色 (7.5Y4/l)粘性砂質土

（黄色粘性砂質土塊含• 炭粒多含）

2 浅黄色 (2.5Y7/4)粘性砂質土

（粘性砂質土塊含，炭少含）

芦 《
1043 

。
10cm 

0
⑩
 

C82 

゜一
2cm 

第308図 土堀88(1/30)・出土遺物 (1/4,1/3)
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の長さは146cm、幅は98cmを測った。長軸の方向はほぼ東西であった。底面は広く、ほぼ平坦であっ

たが、わずかに凹凸が認められた。底面の西端で長径が27cm、深さ 4cmの柱穴状の穴が検出された。

土器が少量出土し、サヌカイト片もみられたが、弥生時代後期としか判断できない。 （岡本）

土堀88(第117・308図、図版105)

調査区東部の南端、 Cg502区で検出された。土堀87の南東60cmに位置し、袋状土城79が南東に接

していた。平面形は不整形な円形で、隅丸方形に近かった。長径が103cm、短径は95cmを測り、土城

の深さは28cmであった。土城の壁はほぼ垂直で、広い底面はほぼ平坦であったため、土城の断面形は

箱形を呈していた。埋士は 2層で、第 1層には長径 1-2 cmの炭粒を多く含み、第 2層は粗い砂粒で、

枯性砂質土が斑状に混入していた。出土遺物が少しみられ、その年代は弥・後.Iであった。 C82は

土製の丸玉で、直径が19.5mm、重さは5.87gを測った。 （岡本）

土堀89(第117・309図）

Cg502区で検出された。調査区の南端で土城の北端を検出したにとどまった。土堀87の1.5m南に

位置していた。検出部分の長径は175cm、土城の深さは68cmを測った。土壊の壁は緩やかに湾曲し、

平坦な底面に至る。このため土城の断面形は椀形を呈していた。埋土は 4層で、第 1層は水平に堆積

して土壊の上部全体を埋めていた。第 2層には炭粒や灰が含まれていた。徐々に堆積していたのが、

最後に一気に埋没したようである。遣物がわずかに出士したが、年代は不明である。 （岡本）

土壊90(第117・310図）

Cg502区から Cg503区にかけて検出された。土城88の東 Imにあたる。古墳時代の住居46によっ

て大郁分を破壊されていたため全体像は不明である。残存部分は鈎形を呈し、あるいは方形の平面形

をもっていたかと推定される。一辺の残存長は150cmで、土堀の深さは45cmを測った。土城の断面形は

¥―-

610 cm 

゜
l 暗褐色 (lOYR3/4)砂質土

2 暗褐色 (lOYR3/3)砂質土

（炭・灰含）

3 暗褐色 (lOYR3/3)砂質土

4 暗灰黄色 (2.5Y4(2,)砂質土

＼ 

。
1 m 

第309図土堀89(1/30) 第310図土塘90(1/30) 
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逆台形を呈していた。 3片の上器片が出土したが、細片のために年代は確定できない。 （岡本）

土堀91 (第117・311図）

調介区の東部南半、 Cg503区で検出された。士堀84の北東2.5mにあり、南東に lm離れて袋状土

城81が検出された。不整形な長楕円形の大形土堀である。長径が341cm、短径は189cmで、土壊の深さ

は55cmを測った。士堀は段構造をなし、中央部分が一段深くなり、その西側に一段高い面が作られて

いた。中央部の底面は平坦ではなく、さらに真ん中が深くなっていた。埋土は 2層に分けられた。第

1層には炭が多く含まれ、とくに下半に集中していた。第 2層ではオリーブ色粘質土の大形土塊が下

半に多く含まれていた。出土土器から土堀の年代は弥・後.Iと考えられる。 （岡本）

土堀92(第117・312図、図版94)

調査区の東部中央付近で検出された。 Ce502区と Ce503区に跨り、土堀91の北4.5mに位置して

いた。不整形な楕円形の大形土堀で、土堀内は段構造をなしていた。長径が296cm、短径は182cmで、

士堀の深さは89cmを測った。土堀の東半に平坦面があり、その深さは40cm程度であった。土城の西半

は一段落ち込み、その北半がさらに深く落ち込んでいた。 3段構造で、 2段目と 3段目の段差は20cm

程度であった。埋土は複雑な堆積状況を示していた。第 1段目を埋めた第 1層と第 2層は土堀の上部

全体に広がっていたが、第 3層から第 5層までは第 6層と第 7層が堆積した後に掘り込まれた穴の埋

士のようにみられ、これが3段目の落ち込みに対応する。第 4層には上器片が多く含まれていた。

出士土器の年代は弥・後.Iで、図示できる破片が多くあった。甕の口縁部には、口縁部が頸部か

ら屈折し、口縁端部を上方へ拡張するもの (1051・1053)や頸部から D縁部へ滑らかに外反して口縁端

部を上下に拡張するもの(1047・1048)など変異がみられるものの良好な一括品である。 （岡本）

土壊93(第117・313図）

調査区の東部北半、 Cd502区と Cd503区に跨って検出された。周辺には土塀が集中し、土堀93は

上堀94・95と重複して、それらより新しい。 3.5m西にはやはり重複関係にある土城64----67があった。

士堀93の西端は側溝の掘削で破壊した。平面形は不定形で細長く、残存長が386cm、幅は170cm、土城

の深さは31cmを測った。底面は平坦ではなく、東半が深くなっていた。埋士は 3層で、西側からの土

砂の流入による埋没が想定される。製塩上器の脚部が出上し、弥・後.Iの土堀と考える。 （岡本）

57Dan 

~
 1

-一q

1044 

0. 
10cm 

。
2m 

1 にぶい黄褐色 (10YR5/4)粘性砂質土

（炭多含，明黄褐色粘質土塊含）

2 灰オリープ色 (5Y5/3)粘性砂質土

（炭・オリープ色粘質上塊含）

第311図土壊91 (1/60)• 出土遺物 (1/4)
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。
2m 

1 暗褐色 (10YR3/4)砂質土（マンガン含）
2 にぶい黄褐色 (10YR4/3)砂質土（炭含）
3 にぶい黄褐色 (10YR4/3)砂質土（炭含）
4 にぶい黄褐色 (10YR4/3)粘性砂質土

（土器多含）

5 暗灰黄色 (2.5Y4/2)粘性砂質土
6 にぶい黄褐色 (10YR4/3)砂質土

7 褐色 (lOYR4/4)砂質土

デ＿＿尺
1050 

1051 
1053 

三 1F7 
10cm 

1055 

第312図土堀92(1/60)・出土遺物 (1/4)
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土堀94(第117・314図）

Cd503区にあり、土堀93の東部と重複していて、一部を土城93によって破壊されていた。しかし、

出士遺物から考えられる年代は弥・後. Iであり、土堀93との間にそれほど大きな年代差は認められ

ない。破壊をうけた部分は全体の1/3程度とみられるため、土城の平面形は明瞭ではないが、不整形

な円形、ないしは隅丸方形と推定される。残存部分の長径が113cm、土堀の深さは24cmを測った。埋

土は 2層で、周辺からの土砂の流入を思わせた。 （岡本）

土壊95(第117・315図）

Cd502区で検出された。士城93と重複し、その南側で土堀93によって一部が破壊された状態で検

出された。また、土堀の西側は調査区の側溝の掘削で破壊した。土城の平面形は不整形な楕円形を呈

するものと推測され、残存部分の長径が150cm程度、幅は131cmを測った。士城の深さは27cmであった。

底面は平坦ではなく、中央部分がもっとも深くなるようにくぽんでいた。埋士は褐色砂質土の 1層で

あったが、下半はオリーブ色に変わっていた。弥生時代後期前半の土器が出土した。 （岡本）

土壊96(第117・316図）

土堀95と重複し、その下方から検出された。土城の西端は側溝で破壊した。土城の平面形は楕円形

と推測され、残存長が75cm、短径は63cmで、土堀の深さは28cmを測った。土堀の壁は緩やかに湾曲し、

底面は中央部がくぼんでいたため、土城の断面形は椀形を呈していた。埋土は 2層で、中央部がもっ

とも厚くなっていた。土壊95との関係から土城の年代は弥・後・ Iかと推定されれる。 （岡本）

喜 580cm 

1058 

三 ~ 
1059 

゜
50cm 

580cm 

瓜曇
l 褐色 (10YR4/4)砂質土

2 オリープ褐色 (2.5Y4/3)

1060 
砂質土

゜
2m 

゜
10cm 

1 褐色 (10YR4/4)砂質土

2 黄灰色 (2.5Y4/l)砂質土

（炭含）

3 灰色 (7.5Y4/l)砂質土

1061 

。
10cm 

第313図 土堀93(1/60)・出土遺物 (1/4) 第314図 土堀94(1/30)・出土遺物 (1/4)
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灰オリープ色 (5Y4/2)砂質土

淡灰色 (2.5Y4/l)砂質土

褐色 (lOYR4/4)砂質土

第315図 土堀95(1/30) 第316図 土塘96(1/20) 

土堀の平面形は長Cd502区で検出された。土堀96の南50cmに位置していた。

土壊97(第117・317図）

調査区の東部北半、

土堀の深さは38cmを測った。底面は中央部がくぼみ、長径が83cm、短径は41cm、楕円形を呈していて、

その年代は弥生時

（岡本）

士城の壁がわずかに内湾しながら傾斜するため、土城の断面形は椀形を呈していた。埋土は 2層に分

けられたが、その境界面は水平に近かった。出士した土器はごく少量であったが、

代後期後葉の弥・後・皿........Nにかけてのものとみられ、土城の年代もこの頃とみられる。

570 cm 

2
 

にぶい黄褐色 (10YR4/3)砂質土

暗灰黄色 (2.5Y5/2)砂質土

10cm 

2

3

 

にぶい黄褐色 (lOYR4/3)砂質土

（土器• 炭含）

褐色 (10YR4/4)砂質土

（土器・炭含）

灰色 (5Y4/l)粘性砂質土

第317図 土堀97(1/20) 第318図
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第 3章裔塚遺跡

土壊98(第117・318図）

Cd503区で検出された。土堀94の lm東に位置していた。土堀の平面形はほぽ円形で、長径が118

cm、短径は113cmで、土堀の深さは46cmを測った。土城の壁は湾曲せずに傾斜し、底面はほぼ平坦な

ため、士城の断面形は逆台形を呈していた。埋土は 3層に分けられ、第 1層と第 2層には士器片や炭

粒が含まれていた。埋土は順序よい堆積を示していた。 1062は甕の上半部で、口縁端部を上方へ大き

く拡張している。これを含む遺物には弥・後・皿-----Nの年代が与えられる。 （岡本）

土壊99(第117・319図）

Cd503区で検出された。土城98から55cm南東に位置していた。土堀の平面形は楕円形で、長径が

91cm、短径は66cmを測った。士堀内は段構造をなし、上堀の東半が一段深く落ち込んでいた。この落

ち込み部分は底面が示すようにほぼ円形になっていた。検出面からの深さは、東半の落ち込み部分で

44cm、西半の上段部分では26cmであった。遺物から士城の年代は弥・後・皿~IVである。 （岡本）

土壊100(第117・320図）

やはり Cct503区に位置し、土城99のすぐ東に近接して検出された。土渡の平面形はほぼ円形で、

長径が98cm、短径は90cm、土城の深さは38cmを測った。土堀の壁は上半が垂直に落ち、下半は内側へ

湾曲する。底面はほぼ平坦で、中央部がかすかに高くなっていた。埋士は 3層に分けられたが、第 2

層と第 3層はよく類似していた。ある期間のうちにゆっくり堆積したものであろうか。少量の土器が

出土し、その年代などから判断して土城の年代は弥・後・ Iと考えられる。 （岡本）

土城101 (第117・321図）

Cd503区で検出された。土城100の東1.5mに位置していた。土堀の平面形は卵形に近い楕円形で、

□□ 
570an 

゜
50cm 

。
50cm 

l にぶい黄褐色 (10YR4/3)砂質土

2 暗灰黄色 (2.5Y5/2)

～灰色 (10T5/l)粘性砂質土

第319図土壊99(1/20) 

550 cm 

1 褐色 (10YR4/4)砂質土

2 暗灰黄色 (2.5Y5/2)砂質土

3 暗灰黄色 (2.5Y4/2)砂質土

第320図土城100(1/20) 
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第 2節フロヤ調査区

長径が206cm、短径が160cm、士堀の深さは24cmを測った。広く平坦な底面をもち、士壊の断面形は逆

台形を呈していた。埋土は暗褐色砂質土の 1層のみで少量の土器片を含むものの、炭粒や焼土などは

顕著には包含されていなかった。出土土器の多くは弥・後・皿........Nのものであったが、図示した1063

の甕は口縁部外面にクシガキの沈線文が巡り、古墳時代初頭に降る可能性が強い。 （岡本）

土壊102(第117・322図）

調査区東部の北端、 Cd504区で検出された。土城101の東 2mに位置していた。掲載図は南側に調

査区全体の土層堆積状況を観察するための土手が残されていた段階のものである。平面形は不定形で、

内部は段構造をなしていた。北側が一段深くなり、その部分の平面形は卵形に近く、肩部の長径は131

cmであった。底面は凹面になっていた。検出面からの深さは、南側の一段目で15cm、北側の落ち込

み部分では32cmを測った。埋土は順序よい堆積を示していた。弥生時代後期後半の土器が少量出士し

たが、 1064は古墳時代前期とみられ、土塀の年代が古墳時代まで降る可能性がある。 （岡本）

土塘103(第117・323固）

調査区東部の北端、 Cd504区で検出された。土堀102から南東へ 2m離れて位置していた。士堀の

平面形は楕円形で、長径が103cm、短径は推定で85cm、土城の深さは34cmを測った。底面はほほ平坦

／ 
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鳳
。

1 m 
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。
1 m 

暗褐色 (10YR3(3)砂質土

1063 

。
10cm 

8D0an 

l 暗褐色 (10YR3/3)砂質土

2 にぶい黄褐色 (lOYR4/3)砂質土

3 暗緑灰色 (7.5GY4/l)砂質士
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 一
L

1064 

。
10cm 

第321図 土壊101 (1/30)・出土遺物 (1/4) 第322図 土壊102(1/30)・出土遺物 (1/4)
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第323図 土堀103(1/30)・出土遺物 (1/4) 第324図土堀104(1/30) 

で、土堀の断面形は逆台形を呈していた。埋土は 1層であった。土器片が少量出土し、その年代は弥

生時代後期前半のものとみられた。これから土城の年代は弥・後.Iかと考える。 （岡本）

土壊104(第117・324図）

調査区の東部北半、 Cd502区で検出された。土堀の西端を調査区の側溝で破壊した。この土城の

北40cmには土城97があった。土城の平面形は長楕円形で、中央部が少しくびれていた。残存都分の長

径が213cm、短径は125cmで、土城の深さは46cmを測った。底面は広く、ほぽ平坦であったが、わずか

580an 

'2;j 
。

50cm 

。
50cm 

1 にぶい黄褐色

(lOYR4/3)砂質土

2 暗灰黄色 (2.5Y4/2)砂質士

3 黒褐色 (2.5Y3/2)砂質土

第325図土堀105(1/20) 

l にぶい黄褐色 (10YR4/3)砂質土

2 暗灰黄色 (2.5Y4(2)砂質土

第326図土堀106(1/20) 
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に凹面をなしていた。土城の壁もわずかに湾曲していた。埋土は 3層に分けられたが、第 2層と第 3

（岡本）層はよく類似していた。弥生時代後期前半の土器片が少量出土した。

土壊105(第117・325図）

Cd502区で土壊104と重複して検出された。調査中の知見から土城105の方が新しい。士城の平面

形は楕円形で、長径が87cm、短径は57cm、土渡の深さは49cmを測った。底面はわずかに傾斜するもの

の平坦で、土城の壁もほとんど湾曲せず、土城の断面形は逆台形を呈していた。埋土は 3層に分けら

れ、順序よい堆積を示していた。弥生時代後期かとみられる土器片が少量出士した。 （岡本）

土堀106(第117・326図）

土城105の50cm東にあった。調査区はCd503区にあたる。土堀の平面形は円形で、長径が67cm、短

径は63cm、士城の深さは35cmを測った。土堀の壁は急傾斜で、底面は凹面となっていた。土城の断面

形は椀形に近かった。埋土は 2層に分けられた。この土墟は規模や形態から柱穴の可能性が高いが、

柱痕は検出されなかった。弥生時代後期前半かとみられる土器片が少量出士した。 （岡本）

土堀107(第117・327図）

Cd503区で検出された。士城106から lm北に位置していた。土堀の平面形は円形に近く、長径が

81cm、短径は67cm、士城の深さは35cmを測った。土壊の壁は湾曲し、底面はかすかに凹面をなしてい

たため、土塀の断面形は椀形を呈していた。埋土は上下 2層に分けられた。土堀106との類似が認め

この土城も柱穴かもしれない。少量の出土土器から弥・後・ Iの年代が考えられる。 （岡本）られ、

土堀108(第117・328図）

土塀106の

1

2

 

東に近接 して検出された
゜

土堀の平面形は隅丸長方形に近かったが、東辺はかなり湾曲

560叩
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にぶい黄褐色 (lOYR4/3)砂質土

暗オリープ褐色 (2.5Y3/3)砂質土

灰オリープ色 (5Y4/2)粘性砂質土

第327図 土壊107 1/20)・出土遺物 (1/4 第328図 土堀108(1/30) 
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していた。長径が206cm、短径は119cmで、土堀の深さは32cmを測った。埋土は 3層に分けられたが、

片寄った堆積を示していた。これらの様相は土城104・111と類似し、それらが近接していることは同

じ機能をもっていたのではないかと思わせる。土堀の年代は弥・後.Iとみられる。 （岡本）

土漿109(第117・329図）

土城107の東に近接して検出された。やはり Cd503区にあった。土城の平面形は方形で、四隅が丸

みをもっていた。長軸の長さが88cm、短軸は83cmで、上堀の深さは38cmを測った。底面はわずかに凹

面で、士堀の断面形は椀形を呈していた。埋土は 2層に分けられた。土器片がわずかに出土したが、

小片であり、年代の確定には至らなかった。調査中の知見から弥生時代の土城と考える。 （岡本）

土壊110(第117・330図）

土城109の北東部に接して検出された。この土城の東には土城112・113が近接していた。土堀の平

面形は不定型で、楕円形の士城の北側が瘤状に突出していた。長径が111cm、短径は71cmを測った。

突出部分にも三日月状の底面があり、士城内は二段構造になっていた。本体部分の底面は窪んでいて、

土漿の深さは34cmであった。士城の年代は出土土器から弥・後・皿-IVと考えられる。 （岡本）

土壊111 (第117・331図）

調査区の東部北半、 Cd503区の中央付近で重複しながら密集する土城群が検出された。士城111は

西端を土城112に、東端を土城118に破壊されていた。平面形は土城108のような隅丸の長方形とみら

れ、残存部分の長軸長が171cm、幅は105cmを測った。土城の深さは31cmであった。底面は広くて平坦

だった。弥生時代後期前半の上器片が出土し、弥・後・ Iの土城かとみられる。 （岡本）―

土壊112(第117・331図）

土壊111を破壊して、その西側に位置していた。南には土堀113が接していた。平面形は方形に近く、

南辺が斜行していた。長軸の長さが176cm、幅は145cmで、土堀の深さは60cmを測った。底面はほほ平

坦で、壁は湾曲せず、土堀の断面形は逆台形を呈

していた。埋土は 4層に分けられたが、第 2層か

ら第 4層までは類似していた。土器片が少量出土

し、弥・後.Iの土城と考える。 （岡本）
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1 にぶい黄褐色 (10YR4/3)砂質土

2 暗灰黄色 (2.5Y4(2)砂質土

第329図土壊109(1/20) 

l にぶい黄褐色 (10YR4/39)砂質土

2 暗灰黄色 (2.5Y4だ）砂質土

第330図土堀110(1/30) 
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灰オリーブ色 (5Y4/2)粘性砂質士

B- -e・ 

゜
1 m 

第331図 土堀111・112(1/30) 

土壊113(第117・332図）

士城112の南に接し、北東部は土城114によって一部破壊をうけていた。土城の平面形は長楕円形で、

長径が182cm、短径は92cm、土城の深さは43cmを測った。底面は広くてほぼ平坦で、競は湾曲し、土

塀の断面形は皿形を呈していた。埋土は 2層に分けられ、第 1層は凸レンズ状に堆積していた。弥生

時代後期後半の土器が少量出士し、土城の年代は弥・後・皿 ~w と考えられる。

土壊114(第117・333図）

（岡本）

土城113の東北部に近接し、その一部を破壊していた。土堀の平面形は楕円形で、長径が129cm、短

径は103cmを測った。土城の内部は二段構造になっていて、東に片寄って士堀の本休があり、西半分

は底面が一段高くなっていた。士城の深さは本体部分で55cmあり、西側の上段部分はそれより30cmほ

ど高かった。埋士は 4層で順序よい堆積を示していた。年代は弥生時代後期後葉と考える。 （岡本）

土猥115(第117・334図）

土堀113の南30cmで検出された。やはり Cd503区に位置していた。土堀の平面形は楕円形で、長径

が105cm、短径は73cm、土堀の深さは37cmを測った。底面は凹面で、壁も湾曲していたため、土塀の

-229-



第 3章高塚遺跡

＼
 

560an 
580 cm 

。
1 m 

。
1 m 

1 褐色 (10YR4/4)砂質土

2 オリープ褐色 (2.5Y4/3)砂質土

第332図土壊113(1/30) 

1 にぶい黄褐色 (10YR4/3)砂質土

2 灰黄褐色 (10YR4/2)砂質土

3 オリープ黒色 (7.5Y3/2)砂質土

4 オリープ黒色 (7.5Y3/2)砂質土

第333図土堀114(1/30) 

断面形は椀形をなしていた。埋土は 3層に分けられたが、第 1層と第 2層は類似していた。出土土器

の年代は弥生時代後期前半とみられ、土堀の年代は弥・後・ Iと考えられる。 （岡本）

土塘116(第・117・335図、図版11)

Cd503区と Ce503区に跨って検出された。士城115の lm南に位置していた。土堀の平面形は楕

円形で、長径が114cm、短径は81cm、土堀の深さは36cmを測った。広い底面はわずかに凹面となって

いた。土城の壁は湾曲せず、上方は外反気味であった。埋土は 2層に分けられたが、よく類似してい

た。短脚の高杯脚部1067が出士し、土城の年代は弥生時代後期後葉と考えられる。 （岡本）

~~ 
。

1 m 

580cm 580an 

。 ー2 ｀ 
l 褐色 (10YR4/4)砂質土

2 暗褐色 (10YR3/4)砂質土

3 灰色 (7.5Y4/l)砂質土

第334図土壊115(1/30) 

二
D
 

10cm 

1 灰黄褐色 (10YR4/'2)砂質土

2 灰黄褐色 (10YR5/'2)砂質土

第335図土塘116 (1/30)• 出土遺物 (1/4)
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土堀117(第117・336図）

土渡111の東に土城118・117・119が連接していた。土城117は西端を土城118に破壊され、南東部は

土堀119によって削られていた。平面形は楕円形で、残存部分の長径が170cm、短径は142cm、土堀の

深さは38cmを測った。広く平坦な底面をもち、上壊の壁はほとんど湾曲していなかった。土器片が少

量出土したが、その年代から判断すると、土城の年代は弥・後 ・ill-IVとみられる。 （岡本）

土堀118(第117・336図）

土城111と土漿117との間にあって、それらの土城を一部破壊していた。土城の平面形は楕円形で、

長径が108cm、短径は82cm、土城の深さは44cmを測った。底面は凹面で、土城の断面形は椀形を呈し

ていた。埋土は 3層に分けられ、順序よい堆積状況を示していた。第 1層には炭粒が含まれ、第 2層

と第 3層は類似していた。土器片が少量出士したが、弥生時代後期としか判断できない。 （岡本）

土堀119(第117・337図）

土堀117の南東祁を削って作られていた。土城の平面形は楕円形で、長径が141cm、短径は110cmを

測った。士城の内部は二段に作られ、東半が深く、西半では一段上がって三日月状の底面が形成され

ていた。西半の底面は傾斜していた。東半の底面までの深さは51cmで、西半の底面までの深さは35cm

前後であった。弥生時代後期の土器片が少量出土したが、時期の細別はできなかった。

土堀120(第117・338図）

（岡本）

土堀119から50cm東、 Cd5 03区と Cd504区との境で検出された。この士堀の北には土城121があり、

土渡120の一部を削っていた。土

城120の平面形は隅丸の方形に近

く、長軸の長さが102cm、短軸は

B- B' ,． 
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580cm 

A' 

88cmあり、対角線の長さは115cm

を測った。土城の深さは34cmであ

った。底面はかすかに凹面をなし、

壁の下半も湾曲していたため、土

城の断面形は椀形を呈していた。

埋士は 2層に分けられ、第 1層は

中央部が厚くなっていた。少量の

弥生時代後期前半の土器片が出土

したことから、 この士城の年代は

（岡本）弥・後. Iと考える。

B―- -a・ 

1

2

3

4

5

6

 

にぶい黄褐色 (10YR5/3) 砂質土（炭含）

オリープ褐色 (2.5Y4/3)砂質土

黄褐色 (2.5Y5/3)砂質土

にぶい黄褐色 (10YR4/3)砂質土

灰オリープ色 (5Y4/'2)粘性砂質土

灰オリープ色 (5Y4厄）砂質土

。
lm 

第336図 土堀117• 11 8 (1 /30) 
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580 an 

580 an 

。
1 m 

。
1 m 

l にぶい黄褐色 (10YR4/3)砂質土 l にぶい黄褐色 (10YR4/3)砂質土

2 灰黄褐色 (10YR4/2)砂質土 2 灰オリープ色 (5Y4(2)砂質土

第337図土堀119(1/30) 第338図土堀120(1/30) 

土壊121 (第117・339図）

士堀120の北西にあり、南東端が土城120を一部削っていた。平面形は楕円形で、長径が128cm、短

径は87cm、土城の深さは33cmを測った。底面は広く平坦で、壁は湾曲せず、土堀の断面形は逆台形を

呈していた。埋土は 2層に分けられ、第 2層は薄く土堀の底に堆積していた。少量の土器片が出土し、

それから弥・後.Iの土城と考える。 （岡本）

土壊122(第117・340図）

土城120の東45cmで検出された。 Cd5 04区に位置

56D an 

。
1 m 

1 柱穴

2 オリープ褐色 (2.5Y4/3)砂質土

3 灰オリープ色 (5Y5/2)砂質土

第339図土堀121 (1/30) 

560叩

。
50cm 

1 にぶい黄褐色 (lOYR5(3)砂質土

2 暗灰黄色 (2.5Y4/2)砂質土

3 オリープ褐色 (2.5Y4/3)砂質土

第340図土堀122(1/20) 
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560 cm 

゜
1 m 

黄褐色 (2.5Y5/3)砂質土

第341図土壊123(1/30) 

560an 

゜
1 m 

第342図土壊124(1/30) 

していた。平面形は円形に近く、長径が83cm、短径は72cm、土堀の深さは45cmを測った。士堀の壁は

湾曲し、凹面の底面に続くため、土堀の断面形は椀形を呈していた。埋士は 3層で、順序よい堆積を

示していた。弥生土器片が少量出土したが、年代判定のできるものはみられなかった。 （岡本）

土壊123(第117・341図）

土城116から2.5m東で検出された。 Cd503区と Ce503区との境に位置していた。土城の平面形は

不定型で隅丸の三角形のような形状を呈していた。長径が139cm、短径は99cmで、土城の深さは20cm

を測った。広く平坦な底面をもち、上城の断面形は皿形を呈していた。埋土は 1層だった。弥生時代

後期とみられる土器片が 1片出土したのみで、細かな時期判定はできなかった。 （岡本）

土堀124(第117・342図）

Ce503区で検出され、士城123の南1.2mに位置していた。土城の南半は調査区の側溝で破壊した。

平面形は楕円形と推測される。残存部分の長径は153cm、短径は100cm、土城の深さは36cmを測った。

弥生時代後期の土器片が少菫出土したが、細かな時期判定のできる資料はなかった。 （岡本）

570 cm 

』
570叩

璽 霰

゜
lm 

゜
1 m 

iiiii 

第343図 土壊125(1/30) 第344図 土壊126{1/30) 
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土堀125(第117・343図）

調査区東部の中央付近、 Ce503区で検出された。土堀124から1.5m南に位置していた。平面形は

不整形な楕円形で、長径が105cm、短径は83cm、土漿の深さは37cmを測った。底面は広くて平坦だっ

た。出土遺物はなかったが、検出面の位置や埋土から弥生時代の士城と考えられる。 （岡本）

土堀126(第117・344図）

Ce503区に位置し、士堀125の70cm東で検出された。士城の平面形は楕円形で、長径が135cm、短

径は105cm、土堀の深さは28cmを測った。土城の南から西にかけての縁辺で、検出面からの深さが7

cm程度の段が認められた。土堀の底面は広く、ほぼ平坦であったが、中央部がわずかにくぽんでいた。

出士遺物はなかったが、検出面の位置や埋士から弥生時代の土堀と考えられる。 （岡本）

土壊127(第117・345図）

土堀126の20cm南に位置していた。大形の土城で、一部はCe504区に及んでいた。士城の西半は楕

円形、東半は隅丸方形を呈した不定型な形状を示していた。土堀内は二段構造をなし、中央部から西

に片寄って長径79cmの落ち込みがあった。長径が199cm、短径は134cm、深さは61cmを測った。土堀内

全体に小凹凸がみられた。弥生士器かも定かでない小片が少量出土したのみであった。 （岡本）

土壊128(第117・346図）

土壊127から lm南西で検出され、 Ce503区に位置していた。平面形は円形で、長径が105cm、短

径は93cm、士城の深さは30cmを測った。広い底面をもっていたが、底面はわずかに凹面をなしていた。

出土遺物はなかったが、検出面の位置や埋土から弥生時代の土城と考えられる。 （岡本）

土堀129(第117・347図）

Ce504区で検出された。土城124の3.5m東にあたる。平面形は楕円形で、長径が84cm、短径は63

cm、土漿の深さは34cmを測った。底面は傾

斜するものの少しくぼむ程度で、土城の断

面形は逆台形を呈していた。埋上の第 1層

と第 2層は類似していた。弥生時代後期の

土器片が少量出土した。 （岡本）

560叩

暗褐色 (10YR3/4)砂質土 ゜
1 m 

第345図土堀127(1/30) 

570 an 

。
1 m 

第346図土壊128(1/30) 
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580cm - -

゜
50cm 

゜
1 m 

l 暗褐色 (10YR3/4)砂質土

2 暗褐色 (lOYR3/3)砂質上

3 暗灰黄色 (2.5Y4/2)砂質土

第347図 土 壊129(1/20) 

580cm 

1 オリープ褐色 (2.5Y4/3)砂質土

2 暗灰黄色 (2.5Y4/2)砂質土

3 灰オリープ色 (5Y4/2)粘性砂質土

第348図土堀130(1/30) 

土堀130(第117・348図）

上城129の北東に近接して検出された。平面形は不整形な楕円形で、東端は方形に近かった。長径

が140cm、短径は102cm、土城の深さは40cmを測った。底面はほぼ平坦で、士渡の断面形は逆台形を呈

していた。弥生時代後期前半とみられる土器片が少贔出土し、弥・後.Iの土城と考える。 （岡本）

土壊131 (第117・349図）

Ce504区にあり、土渡130の南1.4mで検出された。土城の平面形は不整形な円形で、長径が151cm、

560 cm 

昌
゜

lm 

1 にぶい黄褐色 (10YR4/3)砂質土

2 灰オリープ色 (5YR4/2)粘性砂質±

3 灰オリープ色 (7.5Y4/2)粘性砂質土

第349図土堀131 (1/30) 

580cm 

量
。

1 m 

1 にぶい黄褐色 (lOYR4/3)砂質土

2 灰オリープ色 (5Y4(2)砂質土

3 灰オリープ色 (7.5Y4/2)粘性砂質土

第350図土堀132(1/30) 
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580 cm 

1 にぶい黄褐色 (lOYR4/3)

砂質土（土器• 炭含）

2 灰黄褐色 (10YR4/2)

砂質土

。
1 m 

。
50cm 

第351図土壊133(1/30) 第352図土堀134(1/20) 

短径は133cm、土壊の深さは24cmを測った。底面は広く、ほぼ平坦で、土堀の断面形は皿形を呈して

いた。埋士は 3層に分けられ、第 3層は土城の東側に片寄って堆積していた。出土土器片は少量で、

弥生時代後期後半のものかとみられ、これから土城の年代は弥・後・皿...._Nと考える。 （岡本）

土壊132(第117・350図）

土城131の南東20cmにあった。東西方向に長い隅丸長方形の土城で、長軸の長さが154cm、幅は105

cm、士城の深さは26cmを測った。埋土の堆積状況はやや複雑で、東西両端に第 3層が少し堆積し、そ

／ 

570an 

560 cm 

。
1m 

l 褐色 (lOYR4/4) 砂質土（炭• 土器含）

2 にぶい黄褐色 (10YR4/3) 砂質土（炭• 土器含）

3 暗灰黄色 (2.5Y4だ）砂質土（炭• 土器含）

4 オリープ褐色 (2.5Y4/3)粘性砂質土

・文字―~
I 

0 

M70 

゜一
3cm 

第353図 土堀135(1/30)・出土遺物 (1/3)
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゜
1m 

l 暗褐色 (lOYR3/4)砂質土（炭少含）

2 暗灰黄色 (2.5Y4/2)

～オリープ黒色 (7.5T3/2)砂質士

3 灰色 (7.5Y4/l)砂質土

第354図土漿136(1/20) 
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の間を第 2層が堆積して土城の下半を埋めていた。弥・後・ Iの土器片が 1片出土した。 （岡本）

土堀133(第117・351図）

北縁の一部を土堀131によって破壊されていた。東には土城132がほぼ接していた。土城の平面形は

楕円形で、長径が推定で125cm、短径は85cm程度とみられ、土渡の深さは33cmを測った。底面は広く

てわずかに凹面になり、土城の断面形は皿形を呈していた。弥生時代後期とみられる士器片が少量出

土したが、さらに年代を細別することはできなかっt （岡本）

土堀134(第117・352図）

調杏区東部の北西、 Cd504区で検出された。土墟103の2m南に位置していた。平面形は円形で、

長径が78cm、短径は72cm、土城の深さは25cmを測った。底面は凹面で、壁は湾曲するため、土城の断

面形は椀形を呈していた。埋土は 2層で、第 1層には士器片や炭粒が含まれていた。土器片は少醤で、

弥生時代後期のものとみられたが、時期の細別はできなかった。後期の上城としておく。 （岡本）

土堀135(第117・353図）

土堀134の lm東で検出された。南北方向に長い長方形の土城で、北は土城136と近接し、南は土堀

137と接していた。長軸の長さが173cm、幅は101cm、土城の深さは38cmを測った。底面は広くてほぼ

580 cm 

゜
1 m 

l 暗褐色 (10YR3/4)砂質土

2 褐色 (10YR4/4)砂質土

3 灰色 (7.5Y4/l)粘性砂質土

4 灰色 (10Y4/l)粘性砂質土

~ 戸／
1068 

゜
10cm 

580cm 

゜
1 m 

l 黒褐色 (lOYR3/2)砂質土

2 にぶい黄褐色 (10YR4/3)

砂質土

3 灰色 (7.5Y5/l)粘性砂質土

1069 

D
 

10cm 

第355図 土壊137(1/30)・出土遺物 (1/4) 第356図 土壊138(1/30)・出土遺物 (1/4)
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平坦であった。埋土は 4層に分けられ、どの層もほぼ水平に堆積していた。第 1層から第 3層までは

土器片や炭粒を含んでいた。 M70は鉄片であるが、器種はわからない。断面形は長方形をなす。土器

の年代は弥生時代後期後半とみられ、土堀の年代は弥・後 ・ill---Nと考えられる。 （岡本）

土城136(第117・354図）

土漿135の北東に近接して検出された。平面形は楕円形で、長径が102cm、短径は76cmを測った。士

堀内は二段構造となり、士堀の南西に円形の一段深い穴が設けられていた。この穴の長径は53cmであ

った。士堀の深さは東半の上段面までが25cm前後、南西の穴の底で50cmを測った。埋土は 3層で、南

西の穴は第 3層の土で充填されていた。形態からは柱穴の可能性がある。遺物はなかった。 （岡本）

土壊137(第117・355図）

土城135の南に接して検出され、 Cd504区と Ce504区に跨っていた。検出面での平面形は円形に

近く、長径が169cm、短径は163cmを測ったが、底面の東半には不整形な長楕円形の落ち込みがあり、

土城内は二段構造になっていた。長楕円形の落ち込みは長径が123cm、短径は62cmで、一段目の底面

からの深さは20cm程度、検出面からの深さが33cmであった。長楕円形の落ち込みを埋めた第 3層中か

ら大形の土器片が集中して出土した。士器の年代から弥・後 ・III---N期の土堀と考える。 （岡本）

土壊138(第117・356図、図版94)

士城137の東に1.2m離れて検出された。やはり Cd504区と Ce504区に跨っていた。土城の平面形

は円形に近く、長径が114cm、短径は110cm、土城の深さは35cmを測った。底面は広くほぼ平坦で、土

堀の断面形は逆台形を呈していた。埋士は 3層に分けられ、第 1層には炭粒が多量に含まれていた。

完形の鉢が 1点と少量の土器片が出土した。鉢1069は直Dで、口縁端部は丸くおさめている。底面を

もつがやや不安定で、底部外面にはタタキ目の痕跡が認められた。弥・後 ・Nと考える。 （岡本）

土壊139(第117・357図）

調査区の北西隅、 Cd505区で検出された。土城136から1.5m北東に位置していた。土城の平面形

は楕円形で、長径が114cm、短径は77cm、士城の深さは15cmを測った。底面は広く、わずかに凹面を

なしていた。浅いためか、埋土は灰黄褐色砂質土の 1層であった。出土遺物としては、弥生時代後期

かとみられる士器片が2片にすぎず、細かな時期は不明である。 （岡本）

570 cm 

曇

゜
1 m 

。
Tm 

灰黄褐色 (10YR4/2)砂質土

第357図土堀139(1/30) 

。
10cm 

1 暗褐色 (10YR3(3)砂質土

2 黄灰色 (2.5Y4/l)砂質土

第358図 土壊140(1/30)・出土遺物 (1/4)
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二［
1071 

580cm 

黒褐色 (lOYR3/2)砂質土

（土器多含，炭含）

暗灰色 (2.5Y4/2)砂質土

灰オリープ色 (5Y4/2)砂質土

1072 

1073 

。
1 m 

。
10cm 

第359図 土 堀141 (1/30)・出土遺物 (1/4)

土堀140(第117・358図）

上城138と土堀139の間に位置し、士城139からの距離は1.5mであった。士城の平面形は楕円形で、

長径が107cm、短径は82cm、土城の深さは29cmを測った。底面は湾曲して凹凸があり、土壊の断面形

は椀形を呈していた。埋士は 2層で、第 1層は中央部がもっとも厚くなっていた。弥生時代後期後半

の土器が少量出土した。 1070は高杯である。弥・後 -m~rvの土城と考えられる。 ・（岡本）

土壊141 (第117・359図、図版11・94)

Cd505区と Ce5 05区との境で検出された。土城138の東 2mに位置していた。士城の平面形は不

整形な楕円形で、長径が129cm、短径は100cm、土堀の深さは72cmを測った。底面は凹凸をもち、全体

としては南へわずかに傾斜していた。士渡の壁はほとんど湾曲せず、士堀の断面形は四角形を呈して

いた。埋土は 3層に分けられ、しだいに堆積した状況を示していた。第 1層には土器片が多く含まれ

ていた。出土土器の中には短脚の高杯などがあり、士城の年代は弥・後・皿_..__.Nと考える。 （岡本）

土壊142(第117・360図）

Ce 505区に位置し、土城141から35cm南西で検出された。規模は小さいものの、全体に土城141と

の類似が認められた。平面形は円形に近く、長径が82cm、短径は69cm、土堀の深さは64cmを測った。

底面はかなり傾斜していた。弥生時代後期後半かとみられる士器片が少量出土した。 （岡本）

土堀143(第117・361図）

土城142の南に近接して検出された。その距離は15cmにすぎなかった。やはり Ce505区に位置して

いた。士城の平面形は楕円形で、長径が81cm、短径は66cmを測った。土堀の深さは32cmであった。底

面は平面であったが、わずかに西へ傾斜していた。土城の壁はあまり湾曲せず、土城の断面形は逆台

形を呈していた。埋士は 2層あり、第 1層は中央部分がもっとも厚くなっていた。弥生時代後期後半

の土器片が少贔出土したが、 1074の甕は弥・後 ·Nから古• 前・ Iに降る可能性がある。 （岡本）

土堀144(第117・362図、図版12・102)

調査区の北西隅、 Cd505区で検出された。掘立柱建物14の柱穴がこの土城の埋没後に掘られてい
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580cm 

。
50cm 

l 黒褐色 (10YR3/2)砂質土

2 にぶい黄褐色 (10YR4/3)砂質土

3 灰色 (lOYR4/l)粘性砂質土

第360図土壊142(1/20) 
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］ 黒褐色 (10YR3/2)砂質土

2 にぶい黄褐色 (10YR4/3)砂質土

＼
 1074 

゜
¥Dem 

第361図 土堀143(1/20)・出土遺物 (1/4)

た。大形の土堀で、平面形は楕円形を里し、長径が240cm、短径は181cm、土堀の深さは24cmを測った。

底面は長径が224cmと広く、ほぼ平坦でわずかに凹凸がみられ、北へ少し傾斜していた。埋士は土器

片を多く含み、炭粒も包含されていた。土器片は埋土中全体に散乱した状態であった。

出土遺物としては、土器片の他に鉄器もみられた。 M71は有茎の鉄鏃で、鏃身は柳葉形で棘はなか

った。茎は断面が円形を呈していた。 M72は鉄斧の袋状部分の破片で、叩き延ばした鉄板を両側縁か

ら折り返して柄を差し込む袋部を形成していた。袋部の上縁には鉢巻きを巡らせていたようである。

出土した土器片は多量であったが、図示できるものは少なかった。弥・後・旧が主体を占めている。

1078の大形鉢は備後地方によくみられる形態をもち、備中地方でも散見される。 （岡本）

土漿145(第117・363図）

土城144の南端を一部破壊して掘られていた。平面形は楕円形で、長径が71cm、短径は62cm、土城

の深さは28cmを測った。底面は北に片寄り、ほぼ平坦だった。埋土は 2層に分けられ、第 1層は中央

部が厚くなっていた。弥生時代後期かとみられる土器片が少量出土したのみであった。 （岡本）

土堀146(第117・364図）

調壺区の北東隅、 Cd505区と Cd506区に跨り、土堀144から 3m東に位置していた。平面形は卵

形で、長径が192cm、短径は119cm、土城の深さは18cmを測った。底面は広くてほぽ平坦だった。焼士

塊が中央から東寄りで検出された。遺物はなく、検出状況から弥生時代の土城と考える。 （岡本）
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土壊147(第117・365図）

Ce505区で検出された。土城141の南東 lmに位置していた。東半は中世の溝32によって破壊され

ていた。平面形は隅丸長方形と推定される。残存部分の長軸長は80cm、幅は65cm、土城の深さは18cm

を測った。埋土は 3層で、第1層には土器片や炭粒が含まれていた。年代は明瞭でない。 （岡本）
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第362図土堀144(1/30)・出土遺物 (1/3,1/4) 
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第363図土壊145(1/20) 
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l 暗褐色 (10YR3/3)砂質土

2 暗オリープ灰色 (2.5GY4/l)砂質土

第364図土壊146(1/30) 

土堀148(第117・366図）

土堀147の東4mで検出された。やはり Ce505区に位置していた。平面形は楕円形で、長径は118

cm、短径は74cmを測った。土堀の内部は二段構造になり、北西部が一段深く 39cmであった。南東部の

底面も平坦ではなく、南東端がくぽんでいた。弥生時代後期後半の土器を出士した。 （岡本）

土壊149(第117・367図）

調査区の東端Ce505区で、土城148の5m南から検出された。平面形は長楕円形で、中央部分が少

しくびれていた。長径が108cm、短径は52cm、上堀の深さは21cmを測った。底面は平坦ではなく、北

端にくぽみがみられた。弥生時代後期とみられる土器片が少量出土した。 （岡本）

590cm 

3 ＇ 3 必

0 50cm — 1 暗褐色 (10YR3/4)砂質土

（土器・炭少含）

2 にぶい黄褐色 (lOYR4/3)砂質土

3 褐色 (10YR4/4)砂質土

第365図土壊147(1/30) 

゜
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第366図土壊148(1/30) 
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590 cm・ 

゜
1m 

。
2m 

第368図土堀150(1/30) 

土堀150(第117・368図）

調査区東部中央付近の Cf5

03区で検出された。袋状土城

が周辺に分布し、 lm南には

袋状土城83が位置していた。土

堀の平面形は楕円形で、長径

が推定で 140cm、短径は95

cm、士城の深さは49cmを測った。

土堀の中央に は長径が72

cmの円形の穴が一段深く掘ら

れていた。土器片がわずかに

出土したが、時期の確定はで

きなかった。 （岡本）

土壊151 (第117・369--371図、

図版95)

調査区の東端、 Cf504区で

検出された。袋状土城86が 1

m西にあり、竪穴住居17は 1.5

m南西で検出された。大形の

士堀で、平面形は卵形を呈し、

長径が278cm、短径は233cmを測

った。士堀の内部は、土城の

中央から南に片寄ってすり鉢

状の穴が一段深く掘られ、そ

暗灰黄色 (2.5Y5/2)粘性砂質土

（浅黄色粘質土塊含，炭•土器多含）

第369図土壊151 (1/60) 

1079 

。
10cm 

第370図土堀151出土遺物① (1/4) 
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口

0 10cm 

第371図土壊151出土遺物② (1/4) 
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の底面の中央にさらに浅いくぽみがあった。南北方向の土城の断面では、検出面も含めて三段構造と

なる。一段目の深さは20cm、二段目までは60cm、もっとも深い部分で68cmであった。埋土は暗灰黄色

粘性砂質土であったが、底部付近は粘性が弱くて細砂に近く、上部では浅黄色粘質士塊を含み、炭粒

や土器片を多量に包含していた。出土土器の年代は弥・後・ Iであった。 （岡本）

土堀152(第117・372図）

調査区東部の南端、 Cg503区で検出された。南西に袋状土城85が近接していた。土城の平面形は

楕円形で、長径が154cm、短径は127cm、土城の深さは35cmを測った。底面は広く、ほぼ平坦で、土城

の断面形は逆台形を呈していた。埋土は暗褐色砂質土の 1層であった。遺物は出士しなかったが、検

出面や埋士から弥生時代の遺構と考えられる。 （岡本）

土城153(第117・373図）

調介区東部の南端、 Ch503区と Ch504区の境で検出された。大部分は調査区外にある。平面形は

楕円形と推定され、大形の士城となるようである。土堀の中央にはやはり楕円形を呈する穴が一段深

く掘り込まれ、その底での深さは47cmを測った。弥・後・皿-----Nの土器片が出土した。 （岡本）

土堀154 (第117·374~376図、図版12·94·102·106)

調査区の南東端付近、 Cg504区で検出された。土堀152の 5m東、土漿155の北西2.5mに位置して

いた。大量の土器片が折り重なった土器溜りが検出され、それらを除去して精査すると士壊の存在が

確認された。土器溜りは士城内に形成されていたと考えられる。土器溜りには土器の他にも鉄器や石

器も包含され、また、多量の炭粒やかなりの数の河原石もいっしょに包含されていた。

土堀の平面形は卵を引き延ばしたような楕円形を呈し、長径が213cm、短径は106cm、上堀の深さは

46cmを測った。土城の壁は中程に傾斜角度が変化する肩をもち、それが全周していた。底面もかなり

凹凸をもっていたが、士堀の断面形は大きくは椀形、ないしは「V」字形を呈していた。埋土は大祁

分が第 1層の褐灰色枯性砂質土によって占められていたが、南半部では壁に添って第 3層が薄く堆積

していた。士堀の形状や遺物の出土状態からする

とこの土城はゴミ穴として掘削されたと考える。

出土遺物は多種多彩である。 S40はサヌカイト

／ 

56D an 

゜
lm 

暗褐色 (10YR3/4)砂質±

第372図土堀152(1/30) 
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片で、断面は楔形である。 M73は鉄製摘鎌の完形品である。 M74は用途不明の鉄線で、先端を折り曲

げ、断面は方形を呈する。出士士器のうち、甕では口縁端部の上方への拡張が顕著で、 1106の口縁部

外面には櫛描き沈線が施されていた。高杯はいずれも短脚である。 1111や1129の底部は丸底に近くな

っていた。土器の年代は弥・後.III ........, 1¥1と幅があり、古墳時代初頭のものも一部含まれるか。 （岡本）

土壊155(第117・377図）

士城154から2.5m南東で検出された。 Cg504区に位置していた。平面形は方形に近く、長軸方向

の長さが133cm、幅は121cm、上堀の深さは33cmを測った。底面は広く、わずかに凹面をなしていた。

弥生時代後期前半の土器が少量出土し、土城の年代は弥・後.Iと考えられる。 （岡本）

土堀156(第117・378図）

Cg505区で検出され、土堀155の2m東に位置していた。土堀の北半は竪穴住居47に破壊されてい

た。平面形は楕円形と推定され、残存部分の長径は101cm、土城の深さは61cmを測った。埋土は暗褐色

砂質土で炭粒を含んでいた。弥・後・ Iの土器片が出士し、その年代の士城と考える。 （岡本）

土堀157(第117・379図）

調査区の東端で検出され、土城156から 3m東に位置していた。北東部を検出したにすぎない。平

面形は方形と推定され、残存部分の長辺の長さが130cm程度、土城の深さは63cmを測った。底面はほぼ

平坦であった。弥生時代後期後半の土器が出士し、士城の年代は弥・後 ・III----Nと考える。 （岡本）

土壊158(第117・380図）

調査区の南東隅、 Ch504区で検出された。土堀155から3.5m南に位置していた。南東部は後世に

破壊されていた。平面形は方形とみられ、長軸長が167cm、幅は151cm、土城の深さは33cmを視l1った。

底面は広く、ほぼ平坦であった。弥生時代後期前半かとみられる土器片が出土した。 ・ （岡本）
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第374図 土堀154(1/30)・出土遺物① (1/3) 
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第゚377図土壊155(1/30) 

土壊159(第117・381図、図版12・95)

調杏区の南東端、 Cg505区で検出された。上堀156から lm南東に位置していた。土城の平面形は

第378図 土壊156(1/30)・出土遺物 (1/4)

楕円形で、長径が推定で120cm、短径は82cmを測った。土壊内では、南東隅で長径が40cm前後の柱穴

状の穴が土城の底面よりも一段深く掘り込まれていた。柱穴状の穴の底は直径15cmで、検出面からの

深さは42cmを測った。土堀の底面までの深さは27cmであった。土城159は形態からすれば柱穴と考え

るのが妥当であるが、周辺では士城160が柱穴状

の形態をもち、対になる可能性が考えられる。そ

れら以外にむ柱穴状の遺構はみられるが、建物の

\~、 I
三___L_  __  J—---
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。
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ー
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口
600 cm 
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第382図 土堀160(1/30)・出土遺物 (1/4)

存在は不明である。土城内からは多量の土器片が出土した。出士士器はいずれも口縁端部を上方へ大

きく拡張している。弥・後・旧を主体とし、一部に弥・後.IVを含むようである。 （岡本）

土堀160(第117・382図）

土城158の東で検出され、土堀158の一部を掘削しているとみられる。平面形は楕円形で、長径が143

cm、短径は114cmを測った。土壊の底面は広く、わずかな

凹面をなしていたが、中央から少し北に片寄って直径40cm

前後の柱穴状の穴が認められた。この穴が柱痕で、土堀160 _A_ 

は柱穴である可能性が高い。 1147の甕の口縁部外面には沈

線が巡らされ、年代は弥・後 ・Nとみられる。 （岡本）

土堀161 (第117・383図）

調査区の南東隅で土城162と重複して検出された。土城

162に南東端を破壊されている。土堀の北西部分は後世の

遺構によって破壊されていた。平面形は楕円形と推定され、

短径は97cm、土堀の深さは22cmを測る。出土遺物は土器片

が 2片にすぎず、年代も不明であるが、土城162との関係

から弥生時代の土城と考えられる。 （岡本）

土壊162(第117・383図）

土城161を一部破壊し、 Ch505区に位置していた。平面

形は不整形な楕円形で、長径が126cm、短径は84cm、土堀

の深さは25cmを測った。底面は広く、ほば平坦であった。

土器片が少鉦出土し、弥生時代後期のものとみられたが、

時期の細別はできなかった。 （岡本）

土壊163(第117・384図）

調査区の南東隅、 Ch505区で検出された。土堀162から
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暗褐色 (lOYR3/4)砂質土 。

lm 

。
50cm 

第384図土堀163(1/30) 

590 cm 

第385図土塀164(1/20) 

lm東に位置していた。土城の北東部分と北西部分が残存していた。平面形は方形と推定され、幅は

218cm、土城の深さは27cmを測った。底面はほぽ平坦であった。埋土は暗褐色砂質土の 1層であった。

年代不明の土器片が少量出土した。検出面や類例から弥生時代の士城と考える。 （岡本）

土壊164(第117・385図）

土渡163から 3m南で検出された。やはり Ch505区に位置していた。平面形は不整な楕円形で、長

径が97cm、短径は71cm、士城の深さは40cmを測った。

底面はわずかに凹面をなしていた。埋土は暗褐色砂

|
|
＼
＼
ー

T
570cm 

’’ -/ 

580cm 

｀
 

a
 

1 m 

了 了ロ三
1148 1149 

。
10cm 

。
10cm 

第386図 土壊165(1/30)・出土遺物 (1/4) 第387図 土堀166(1/30)・出土遺物 (1/4)
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570 cm 

570̀ ゜
1 m 

｀ 。
50cm 

第388図 土 壊167(1/30) 第389図土堀168(1/20) 

質土の 1層であった。弥生時代後期前半の土器が少量出土し、弥・後.Iの土城と考える。 （岡本）

土塘165(第117・386固）

調査区南東隅の突出部分で検出された。 Ci505区にあり、土墟164の南西1.5mに位置していた。

東端を検出したにすぎず、大部分は調査区外にある。平面形は円形、ないしは楕円形と推測される。

竪穴住居18の埋没後に掘削されていた。土堀の深さは13cmであった。弥・後 ・Nの土墟か。 （岡本）

土堀166(第117・387図）

土城165の南東 lmに位置し、土城167を破壊していた。竪穴住居18の埋没後に掘削されているため、

年代は弥・後 ・N以降と考える。土壊の東端は側溝で破壊した。平面形は不整形な楕円形で、推定長

径が150cm前後、短径は98cm、土城の深さは29cmを測った。埋士は暗褐色砂質土であった。 （岡本）

土堀167(第117・388図）

Ci505区にあり、土城166によって東側を破壊され、西端は調査区外にある。このため平面形は推

定が困難であるが、不整形な楕円形の可能性がある。短径は95cm、土渡の深さは16cmを測った。弥生

時代後期後半の土器片が少量出土したことから、土堀の年代は弥・後・皿.....___Nと考える。 ・（岡本）

土堀168(第117・389図）

土堀166から1.2m南で検出された。 Ci5 05区に位置していた。平面形は楕円形で、長径が94cm、

短径は77cm、土城の深さは17cmを測った。底面は平坦で、土城の断面形は逆台形を呈していた。埋土

は暗褐色砂質土であった。弥生時代後期前半の土器片が少量出土した。 （岡本）

(7)溝

溝16(第114・390図）

調査区の中央南端部に位置する。平面形や深さは不

明瞭であったが、幅約60---SOcm、深さ約20cmの円弧を

描く溝と幅 lm前後、深さ約10cmの溝が切り合ってい

る。埋土は賠褐色砂質土であった。時期は、少量の出

土遺物や竪穴住居10に切られていることなどから弥生
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第391図溝17-19(1/30) 

時代と考えられるが、詳細な時期は不明であり、役割もよくわからない。

溝17(第116、・391図）

調査区の北東隅、掘立柱建物14の南で検出された。 Cd505区と Ce505区に跨っていた。掘立柱建

物14の南桁中央柱穴の南から検出され、南は中世の溝32に伴う土城によって破壊されている。方向か

（平井）

ら考えて、溝18・19に続いていたものとみられる。最大幅が56cm、深さは14cmであった。 （岡本）

溝18・19(第116・391図）

溝17の4.5m南から検出された。弥生時代の溝が、中世の溝32に付属する大形の穴で切断されたも

のと考えられる。溝18が溝19から枝分かれしたような形で、溝18の深さは11cmと、溝19の深さ17cmよ

り浅かった。 2条の溝はともに2.5m程南に伸びて消え、溝はかなり起伏があったようである。用水

路のような溝とは異なっていたと考える。出士土器片はごく少量でその年代は不明である。 （岡本）

(8)柱穴

柱穴 8 (第114・392図、図版100・102)

調査区の中央部、竪穴住居 9と重複する位置関係にある。規模は約50X56cmの楕円形で、深さは33

cm残存していた。鉄製の鍬先M75は底面から約15cm浮いた状態で出士している。錆に覆われているた

め不正確ではあるが、最大長83mm、最大幅43mm、最大厚10.5mmを測り、折り返し部分も観察できる。時

期は不正確ではあるが弥・後 ・Nと考えている。 （平井）

柱穴 9 (第117・392図）

調査区の東半部、土城92の北西約 2mに位置し、竪穴住居14を切って検出した。平面形は約90X

130cmの不整楕円形の土渡状を呈していた。深さは約46cm残存しており、図示したような高杯1150-----

1152が出土した。時期は弥・後 ・illと考えている。 （平井）

wーロ
M75 

0 10cm — 
1150 

1151 

第392図柱穴 8・9出土遺物 (1/3,1/4) 

10cm 
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(9)遺構に伴わない遺物（第393----395、図版106)

弥生時代の遺構に伴わない遺物や古墳時代以降の遺構から出土した弥生時代の遺物については、遺

構検出中に取り上げた土器が多く存在する。士器については完形にちかいものや特徴的と考えられる

ものを中心に図示している。石器についてはサヌカイト製の打製石器や形状から弥生時代のものと推

定できる磨製石器のうち、ある程度形状が判明する個体について図示している。土製品についても形

状の判明するものについてのみ図示している。

弥生時代の石器は多くない。図示した石器のうち S41・42はサヌカイト製の打製石包丁、 S43は蛇

紋岩製？の磨製石包丁である。サヌカイト製のS44・45は石鏃、 S46はスクレイパー、 S47----49は楔

と考えている。 S50は先端部がノミ状に磨られている。

＇ 'w  I 

S41 S42 

＼直~· ~, 
蕊 S46 

S44 S45 

I 

「

＼ 
S47 I 

儘

゜
10cm S50 

―̀ ピ〉。一 ーG)-一匂、,~----, 一

~ 
乙如,'¥----,之~ 9グダ／み~r/////,必 0 

C83 C84 C85 C86 

゜
10cm 

C87 C88 

第393図 遺構に伴わない遺物（弥生時代）① (1/2, 1 /3) 
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第394図 遺構に伴わない遺物（弥生時代）② (1/4) 
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土製品のうち C83-86は土器片転用の紡錘車と考えている。 C87・88は土玉である。土宝は時期を

特定する根拠に乏しく、古墳時代においても同様の土玉の出土が知られているが、弥生時代後期の土

渡88から出土している C82等を参考に弥生時代として報告している。

土器のうち1153・1154は壺で、調査区西端部の中世溝から出土している。甕1156の肩部外面にはタ

タキ痕跡が観察できる。 1159は脚台がつくのではなかろうか。 1153----1157・1159は弥・後.Iであろ

うo1158は壺で、肩部に細く鋭いヘラガキ沈線紋（絵画？）が施されている。時期は明確ではない。

1161 は弥•中・皿の器台であろう。 1162·1,163·1169は弥・後 ·Nの鉢と高杯、 1164 ----1168は弥・後

. Iの高杯である。 1170・1171は脚台と考えており、特徴的な調整や紋様が施されているが時期はわ

からない。 1172は器台で、筒部外面にヘラガキ沈線紋（絵画）が描かれている。弥生時代のものであ

るが細かな時期は不明確である。 1173----1190は製塩土器の脚部である。 （平井）

1162 
1164 

1165 

1160 

1170 1167 

~~ 
1171 1168 

1172 10cm 

瓜 鳳[ 応］

｀ 
£~ 

1173 1176 1179 1182 1185 1188 

互 瓜 鳳 』 旦〗
1174 1177 1180 1183 1186 1189 

瓢 摩 瓜 刈 摩 △い
1175 1178 1181 1184 1187 1190 

第395図 遺構に伴わない遺物（弥生時代）③ (1/4) 
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3 古墳時代の遺構・遺物

(1)概要

調査区の南側の微高地上において検出できたが、北側は中世以降に削平されて河道となったものと

考えており、本来は北側にも遺構・遺物は存在していたであろう。

検出できた遺構は竪穴住居29軒、土城6基などである。竪穴住居の時期は前期・中期・後期の大き

く3時期のものが存在している。平面形は前期の竪穴住居45を除いてすべて方形である。カマドは古

• 中. I まではなく、古•中. II以降敷設されており、カマドの出現期を考えるうえで注目できる。

土堀は少ない。また柱穴については埋土だけでは判断できないものが多く、• 弥生時代の全体図に示し

たもののなかに古墳時代のものが含まれている可能性がある。

遺物は士器、鉄器（板状・鋳造鉄斧）、石器（勾玉、臼玉、管玉、石臼）、ガラス玉、土製品（紡錘

車、土玉、土錘、鏡形土製品）などが多数出土している。土器の中には朝鮮系軟質土器が数点含まれ

ており注目できる。 （平井）

(2)竪穴住居

竪穴住居21 (第396・399図、図版13・96)

Cc403区で検出した長方形の平面形を呈する小形の竪穴住居である。長軸の向きはN-48°-Eであ

る。規模は、長さ424cm、幅331cm、深さ28cmを測り、床面積はll.3rri尺床面の標高は558cmである。北

東の壁面中央部分に焼けた跡がみられる。カマドの可能性も否定できない。

ほぽ完形に復元できる二重口縁の壼1191はカマドと考えられる位置で出土している。胴部両面とも

にハケメ調整している。

土器から考えて、この住居の廃棄された時期は古墳時代中期であろう。 （浅倉）

竪穴住居22(第396・_400図、図版13・96)

Cc4 05区で検出した方形の平面形を呈する普通サイズの竪穴住居である。北部は中世の河道によ

って削平されている。長軸の向きはN-40°-Wである。規模は、長さ477cm、幅 (350)cm、深さ 7

CIIIを測り、床面積は14.8m2-.床面の標高は558cmである。建て替えがみられる。南西隅と南の壁面中

央部分に焼けた跡が認められる。カマドの可能性がある。

1192はほぽ完形の甕である。口縁部は二重口縁がまだ残っていて、底部は完全に丸底である。 1193

-1195は高杯であり、脚は長い。 1196は製塩士器である。器壁は薄く、外面には平行タタキが顕著で

ある。 S51は携帯用の小形砥石である。吊り下げるだめに 1個の小円孔を持つ。

以上の遺物から見て、この住居の廃棄された時期は古• 前.IIIと考えたい。 （浅倉）

竪穴住居23(第396・401・402図、図版13・96)

Cc405区で検出した方形の平面形を呈するやや大形の竪穴住居である。竪穴住届22の角を切って

いる。長軸の向きはN-83.5°-Wである。規模は、長さ608cm、幅598cm、深さ29cmを測り、床面積は

33.3m¥床面の標高は564cmである。主柱穴は 4本検出できた。北の壁面中央部分に造り付けカマド

を有する。

埋積土中から須恵器、土師器の他にガラス小玉 1点、滑石製臼玉 5点、土錘 1点、ふいごの羽口 1
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点が出土している。 1197-----1199は須恵器の杯蓋、 1200・1202-----1205は杯身、 1201・1206-1213は高杯、

1214は追、 1215は短頸壼、 1216は甕、 1217は甑である。 1218-----1220は土師器の甕、 1221-1223は甑であ

る。ガラス小玉の色調は水色を呈する。臼韮の重量は
4
 0.27-0.05gを測る。士錘は長さ46mmで、重量は3.42gで

ある。羽口は暗青灰色に還元されている。

以上の出土遺物からこの住居の廃絶された時期は

古・後.IIと考えることができる。 （浅倉）
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第397図 フロヤ調査区古墳時代主要遺構部分図② (1/300) 
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第 3章高塚遺跡

竪穴住居24(第396・403図、図版14)

Cc405区で検出した長方形の平面形を呈する小形の竪穴住届である。長軸の向きはN-10°-Eであ

る。規模は、長さ490cm、幅369cm、深さ 7cmを測り、床面積は17.4m2..,床面の標高は597mmである。主

柱穴は検出できなかった。東の壁面中央部分に造り付けカマドを有する。

遺物は、カマドの中から須恵器と魚の骨が出ている。 1224~1226は杯蓋であり、口径は14.8-16.0cm

を計測できる。 1227は杯身であり、立ち上がりが低く、口径は11.3cmである。型式からすると杯蓋と杯

身は同時期ではない。

須恵器から考えて、この住居の使用された時期は古・後 ·n~m と推定できる。

竪穴住居25(第396・404図、図版14・96)

（浅倉）

Cc405区で検出したほぼ正方形の平面形を呈する中形の竪穴住居である。長軸の向きはN-10°-E

である。規模は、長さ470cm、幅453cm、深さ14cmを測り、床面積は20.2rri尺床面の標高は559cmである。

主柱穴は 4本中 2本検出できた。床面が赤く焼けているところが2か所ある。

遺物は、土師器と鉄器が出土している。 1228・1229は丸底甕である。 1230----1232は高杯である。 1233

は手捏ねの小鉢である。 M76は板状の鉄斧である。

土師器の型式から見て、この住居の廃棄された時期は古• 中.Iであろう。

竪穴住居26(第396・405図、図版14・96)

Ce4 05区で検出したほぼ正方形の平面形を呈する中形の竪穴住居である。長軸の向きはN-1°-E

（浅倉）
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である。規模は、長さ480cm、幅462cm、深さ14cmを測り、床面積は18.7m2._床面の標高は592cmであ

る。主柱穴は 4本検出できた。火災に遭って生焼けで、屋根の垂木が放射状に炭化して残存していた。

また、柱も炭化したまま検出できた。

遺物は、初期須恵器甕腹1234と士師器高杯1235とメノウ製勾宝S57が出土している。須恵器の内面は
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撫でて、外面は細かい縄目のタタキで調整している。勾至は完形品である。

土師器の型式から見て、この住居の廃棄された時期は古• 中.IIであろう。

竪穴住居27(第396・406図）

（浅倉）

調査区の西半部、竪穴住居23の東約 4mに位置する。平面形は竪穴住居28に切られているため不正

確ではあるが、約555X565cmの方形になるものと考えている。深さは約25cm残存しており、底面はほ

ぼ平らであった。壁際には幅25cm、深さ 5cm前後の溝が部分的にではあるが検出できている。遺物は

土器片が少量出土したのみで、時期は古墳時代前期としか捉えられない。 （平井）
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竪穴住居28(第396・406-----408図、図版97・105)

調査区の西半音似竪穴住居27を切るかたちで検出できた。平面形は約一辺約534cmの隅丸正方形で、

深さは最深部で約25cm残存していた。埋土は暗褐色粘質微砂が 1層のみで、床面はほぼ平らであった。

主柱穴は検出できなかったが図示したような床面上の 2か所に炉跡を確認することができた。炉跡は

楕円形の強く被熱した橙色焼土塊の部分があり、その周囲に炭や焼土粒が分布していた。壁際に溝は

検出できなかった。遺物は少量の土器片と滑石製の勾玉S58が出士している。土器は壺、甕、高杯お

（平井）よび手捏ねの鉢などがあり、時期は古• 中.Iと考えている。

竪穴住居29(第396・409図）

竪穴住居27・28の南約 3mに位置する。平面形は竪穴住届30に切られるなどしており明確に検出す

ることはできなかったが、方形を呈するものと考えられる。深さは約 8cm残存しており、壁溝は検出

できなかった。主柱穴は確認できなかったが、北東辺に被熱面が検出できカマド跡と考えられる。被
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第407図 竪穴住居28出土遺物① (1/4) 

熱面は約30X40cmの楕円形で橙色によく焼けており、

周辺には熱のため変色した部分が観察できた（カマド

1)。遺物は士器片が少量出土したのみで、時期は古墳

時代後期としか捉えられない。 （平井）

竪穴住居30(第396・409.-.....,411図、図版105・106)

竪穴住居29を切るかたちで検出できた。建て替えの

可能性を考えており、新段階の平面形は約526X672cm

の長方形で、深さは約20cm残存していた。壁際には幅

30cm前後で深さ約 5cmの溝が確認でき、北東の隅には

カマド（カマド 4) を検出した。カマドは長さ約100cm、 第408図 竪穴住居28出土遺物② (1/1) 

幅約50cmで袖は明確ではなかった。燃焼部は住居内に

゜
S58 

。
3 c:m 

位置している。遣物は須恵器1247、土師器1248・1249、鉄製摘鎌M77、不明鉄器M78、石製管予 S76、

ガラス小宝G13·14、古銅輝石安山岩S77などが出土し、時期は古• 中・ 1]と考えている。新段階の

床面を掘り下げたところ壁溝と考えられる溝が検出でき、カマド 4の西側にはカ・マド 2・3が確認で

きたためこれらを古段階の竪穴住居30として報告する。カマド 2・3は燃焼部と考えられる強く焼け

た焼士面が検出できたのみである。遺物はほとんど出土していないが、壁溝から滑石製の臼玉S59----

75がまとまって出土しているのが特徴で、時期は古• 中.IIではなかろうか。 （平井）

竪穴住居31 (第396・412図）

Ce407区に位置する。南北に細長い長方形の竪穴住居で、規模は東西方向（短辺）が324cm、南北

方向は378cm以上を測りさらに南側は調査区外につづく。床面上では北側の辺のほぼ中央には造り付
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けのカマドをもち、煙道は床面と同じ高さで住居外に突出する。このほかに、東壁沿いには壁帯溝を

巡らせるが焼土面や柱穴は確認できなかった。

図示しうる遺物はないが、時期は古・後.IIと考えられる。 （弘田）

竪穴住居32(第397・413図、図版97)

調査区の中央部、竪穴住居31の東約 6mに位置する。この竪穴住居は焼土面を伴うくぼみを検出し、

これをカマドの痕跡と理解しているもので、平面形や床面などは不明確であった。平面形については

推定した線を破線で示しているが、これだとカマドが南側に設置されていることになり、当遺跡では

特異な事例となる点からも不確かであろう。カマドと考えた＜ぽみは、図示したように幅約50cmの長

楕円形の約半分で、埋土中からは甕や高杯がまとまって出士しているのが特徴である。土器の時期は

古•中・ I と考えている。 （平井）

竪穴住居33(第398・414図）

調査区の中央部、竪穴住居28の北東約 5mに位置する。平面形は北側のほとんどが中世以降の河道

によって切られているため不明確ではあるが一辺約 5mの方形で、深さは約20cm残存していた。西辺

には壁溝が巡るのかもしれない。

埋土中から高杯などの土器片が出上しており、時期は古• 前・ I~II であろう。 （平井）
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竪穴住居34(第397・415図）

調査区の中央部、竪穴住居33の南隣りに位置する。平面形は南西部が竪穴住居35に切られてはいる

が、約490X530cmの方形で、深さは約 5cm残存していたにすぎない。壁際には幅約10cm、深さ 7cm前

後の溝が検出できた。床面はほぼ平らで、中央部には図示したような範囲に被熱面が検出できたが、

主柱穴は確認できなかった。遺物は少量の土器片が出土したのみで、時期は竪穴住居35との切り合い

からも古墳時代前期と考えられるが、より細かい時期は不明である。 （平井）
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竪穴住居35(第397・417・418図、図版15・104)

調査区の中央部、竪穴住居34を切るかたちで検出できた。平面形は約550X600cmの方形で、深さは

約25cm残存していた。壁際には幅約10cm、深さ 5cm前後の溝が巡っており、床面はほぼ平らであった。

主柱穴は 4本検出できた。いずれも直径50cm前後の円形で、深さは床面から約35-SOcmを測る。

の底面には平らな石が据えられていた。
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床面のほぼ中央には深さ

約 8cmのくぼみと被熱面が

存在しており、被熱面は約

lm南でも確認できている。

この中央のくぽみの北西隣

りには平面形が楕円形の P

6が検出でき、埋土中には

炭粒が散布していた。

p 5は東辺のほぼ中央の

この
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いる。検出できた平面形は

直径約45cmの円形で、深さ

は約35cm残存していた。

遺物は少量の土器片の他

に鉄器M79や貨泉M80が出

土している。貨泉は床面を

精査中に図示した位置から

出土しており、先に報告し

ている24枚の貨泉が出士し

た袋状土堀18がp2の近く
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ご
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に存在していることから、 M80は本来袋状土堀18の埋土中に廃棄されていたものが混入したものと考

えるべきと理解している。 M80は2片あり、直接接合しないが同一個体と判断している。「泉」の字は

錆のため不明瞭であった。土器の時期は古• 前・ Iと考えている。 （平井）

竪穴住居36(第397・419図、図版15・97)

調査区の中央部、竪穴住居35の東約 5mに位置する。平面形は約520X530cmの方形で、深さは約65

cm残存していた。壁際には幅lOcrn前後、深さ 5.......,10cmの溝が検出できている。床面はほぽ平らで、海

抜高は4.78mとフロヤ調査区の竪穴住居の中では最も低い。

主柱穴は 4 本検出できた。平面形は直径約40.......,65cmの円形や楕円形で、深さは床面から30~73cm を

測る。 p2の底面には柱痕跡と考えられる穴が2個確認でぎた。床面のほぼ中央にはよく焼けた被熱

面があり炉跡と考えられる。この炉跡の北には直径約40cmの円形で深さ約10cmの穴があり、埋土中に

は炭や焼土を含んでいた。また南側にも円形の浅いくぽみが存在していた。さらに床面の中央にはこ

れらより古い長方形の土城が2基検出できた。切り合い関係があり南の土城がより古いが、いずれも

最下層には炭を多く含んでいた。

南側の壁際には不整方形の土堀が検出できこの竪穴住居に伴うものと考えられる。なお床面を除去

した段階で東の壁に沿って図示したような浅い溝が検出できている。

遺物は埋土中から少量の土器や鉄器が出土しており、時期は占• 前・ Iと考えられる。 （平井）
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第419図 竪穴住居36(1/60)・出土遺物 (1/4, 1 /3) 
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竪穴住居37(第397·420~424図、図版15·97·98·105·106)

Cf 4 09・5 00区に位置する方形の竪穴住居である。南側の一部が調査区外となるが、規模は、北

辺での辺長が520cm、検出面からの深さ29cmを測る。床面上では周囲に壁帯溝を巡らし、主柱穴は 4

本、および西壁近くには焼土面が存在した。

出土遺物のうち蓋1272と椀1273は須恵器である。土師器は、甕をみると二重口縁のものや端部が内

傾するものもあるが多くは端部を丸く収める。高杯は杯部が椀形のもの、稜線が明瞭に巡るもの、ロ

径に対し器高が浅く稜線が不明瞭なものがある。このほかには手捏ね土器や薄手小形の製塩士器1327

もみられる。 S78は先端が使用によって非常に摩滅しており、かつ極微量の赤色物がみられたことか

ら石杵の可能性がある。そのほかにも土至C91やガラス王G15がみられる。

以上の出士遺物からみてこの竪穴住居の時期は、古• 中・ Iである。 （弘田）
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第420図 竪穴住居37(1/60)・出土遺物① (1/3,1/1) 
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竪穴住居38(第397・425図、図版16・98)

調査区東半部の南壁際に位置する。平面形は南端が調査区外にのびるため不明であるが、一辺が約

580cmを測る方形で、深さは約35cm残存していた。壁際には幅約15cm、深さ10cm前後の溝が部分的に

ではあるが検出できた。床面はほぼ平らで、中央部付近に 2基の土堀が検出できた。北側の士城は約

50X55cmの楕円形で深さ12cmを測り、北と南の壁が堅く焼けているのが特徴で炉跡と考えられる。南

側の土壊もほぽ同規模で、南壁に被熱部分が少し確認できており、埋士中には炭や焼土を含んでいた。

主柱穴は 4本確認できている。 P4の埋上上面からはほぼ完形の土器1338が出土した。また1337もほ

ぼ完形で床面直上からの出土である。土器の時期は古• 前・ Iであろう。 （平井）

竪穴住居39(第398・426・427図、図版16・105)

Ce 502区で検出された。住居の平面形は、西角が鈍角のため、平行四辺形のような方形を呈して

いた。長軸の長さが536cm、短軸の長さは510cmを測った。床面までの深さは10cmであった。竪穴の周

囲には幅が30---40cm、床面からの深さが10cm程度の壁体溝が検出された。北西壁の中央付近にカマド

が作られ、燃焼部には長径が23cmの自然石が斜めに倒れた状態でみつかり、カマドに懸ける甕を据え

た支柱だったと考える。燃焼部の前面を断割すると 2面の被熱面が認められ、カマドを修繕したもの

とみられる。燃焼部は壁から50cmほど内側にあって、壁との間には焼土塊を含んだ士が盛られていた。

第8層の南半上面ぱ焼けていて、煙道の一部とみられる。なお、住居の中央でも小範囲の焼土面を検

出した。主柱穴は 4個で、掘り方は円形を呈し、長径が52--73cm、深さは55---66cmを測った。柱痕の

1271 

。
10cm 

第421図 竪穴住居37出土遺物② (1/4) 
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直径は17~2lcmであった。カマドの北東側で士器溜りが形成され、須恵器壺の大形破片や完形に近い

土師器高杯が集中していた。出土遺物から古墳時代中期の竪穴住居と考えられる。 （岡本）

竪穴住居40(第398・428図、図版105・106)

調査区の東半部、竪穴住居38の北東約 5mに位置する。竪穴住居41を切ってつくられている。平面
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形は約200X390cmの長方形で、深さは約15cm残存していた。北辺の中央部にはカマドが設置されてい

たものと考えられるが、調査区境の側溝のため袖のみが検出されたにすぎない。床面はほぼ平らで、

柱穴は 4本検出できている。柱穴は直径約20-----50cmの円形で、深さは床面から約40-----60cmを測る。た

だしP1・2が東壁に接近している点に問題が残る。

遺物は埋士中から須恵器1353-----1356、土師器1357、士製紡錘車C92、石製砥石S80などが出土した。

土器の時期は 7世紀前半と考えている。 （平井）

竪穴住居41 (第398・429図）

Cf 502区にあり、竪穴住居40によって北半部分は破損をうけていた。平面形は方形で、長軸長が

565cm、短軸長は538cm、住居の深さは16cmを測った。土層断面では墜体溝のくぼみが確認できたが、
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住居全体では西角部分でしか明瞭には検出されなかった。壁体溝の幅は25cm、床面からの深さは数cm

にすぎなかった。主柱穴は 4個で、掘り方は円形を呈し、長径が67.......,78crn、深さは25......... 53cmを測った。

柱痕の直径は20cm前後だった。 Pl・P2間は243cmであった。北西壁中央付近に接してカマドがあっ

ul 
.
3
 

|
 

B~ -a・ 

゜
2m 

1 にぶい黄褐色 (lOYR5/3)粘性砂質土

（炭• 明黄褐色粘質土塊含）

2 にぶい黄褐色 (lOYR5/3)粘性砂質土

（炭• 明黄褐色 (2.5Y7/6)粘土塊含）

3 灰オリープ色 (5Y5/3)粘性砂質土

（炭僅少含，明黄褐色粘性砂質土塊含）

4 灰色 (7.5Y4/l)粘性砂質土（一部底に炭）

5 灰オリープ色 (5Y5/3)粘性砂質土

（明黄褐色粘質土塊含）

6 灰オリープ色 (5Y5/2)粘性砂質土

1358 

1360 1361 

。
10cm 

1359 

第430図 竪穴住居42(1/60)・出土遺物 (1/4)

-288-



第 2節フロヤ調査区

たが、上部は破壊をうけ、長径116cm、短径46cmの火炎状の穴が残存していたにすぎなかった。穴の

南半が燃焼部で被熱部分の北端には支柱石が立っていた。年代は古墳時代中期である。 （岡本）

竪穴住居42(第398・430図、図版16・97)

竪穴住居40・41によって北半部分の埋土上方を削平されていた。住居の平面形は長方形で、長軸長

が493cm、短軸長は394cm、床面までの深さは39cmを測った。壁体溝が巡っていた。住居の長軸方向の

中軸線に添って柱穴が2個検出され、その間の距離は175cmを測った。柱穴は中軸線よりは15cmほど

西に片寄っていた。柱穴の長径は28・44cm、深さは46・49cmであった。 2個の柱穴の中央で長径28cm、

深さ 6cmの穴がみつかり、表面は焼土となっていた。炉と考える。その50cm南にも小範囲の焼士面が

存在した。住居の東を除く三辺では幅 1-:1.3mの高床部が認められ、土層図の第 5・6層がこれに

あたる。東壁の中央部に接して長辺が130cmの方形の土城があり、中央付近には長径51cm、床面から

の深さ 50cmの円形の穴が検出された。出土遺物から住居の年代は古• 前・ Iと考える。 （岡本）
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竪穴住居43(第398・431・432図、図版17)

調査区の東端、 Ce504区と Ce505区に跨っ

て検出された。平面形は長方形で、長軸長441

cm、短軸長346cm、床面までの深さは59cmを測

った。柱穴は 2個で、住居の長軸方向の中軸線

に添って検出された。柱穴間の距離は190cmで

あった。柱穴間の中点より南寄りで長径が28cm、

深さ 9cmの穴があり、表面の一部が焼けていた。

南東壁の中央部で、壁に接して不整形な長方形

の穴が検出された。長径110cm、短径50cm、深

さ12cmで、西寄りの底部に長径27cm、深さ42cm

の円形の穴が掘られていた。壁体溝は全周して

いた。土層断面の第 7層中に炭の薄層が2層含

代は古• 前・ I-IIである。

まれ、数回床を貼り替えたとみられる。住居年

（岡本） 第432図
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l~ 
。
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竪穴住居43出土遺物② (1/3) 
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第 2節フロヤ調査区

竪穴住居44(第398・433-----435図、図版17・98)

調査区東部南半、 Cf503区と Cg503区に跨って検出された。竪穴住居43の南西15m、竪穴住居42

の東7mに位置していた。平面形は長方形だが、両長辺の長さに差があり、やや歪んでいる。長軸長

が475cm、短軸長は386cm、床面までの深さは46cmを測った。長軸方向の中軸線添いに柱穴が2個検出

された。柱穴の掘り方は円形で、長径が45・56cm、深さは62・67cm、柱間は162cmであった。両柱穴

の間いっぱいに不定型な浅いくぽみが検出され、中心部分には長径が41cm、床面からの深さは11cmの

穴があり、穴の北東に接して焼士の広がりが認められた。炉のような施設とみられる。南東辺の中央

に長径が60cm、深さ22cmの円形の土城が接していた。周辺に不定型な浅い落ち込みが一部検出され、

その中央に掘られていたようである。壁体溝が全周していた。埋士は徐々に埋没した状況を呈して

いた。遺物のほとんどは第 l 層から出土し、 1403は検出時に出士した。古• 中.Iと考える。 （岡本）

竪穴住居45(第398・436図、図版17)

Cg 503区にあり、竪穴住居46によって西部を破壊されていた。平面形は隅丸方形とみられるが、

各辺ともに胴張りを示し、外湾していた。南北方向の長径は504cm、床面までの深さは21cmであった。

主柱穴は 4個と推定され、北西の 1個は消滅していた。柱穴の掘り方は楕円形に近く、長径が60------65

1 灰黄褐色 (10YR4/2)粘性砂質土

（炭含，土塀埋土）

2 灰黄褐色 (lOYR6/2)粘性砂質土

‘ 
~ 翼£ （炭少含）

3 灰黄褐色 (lOYR5/2)粘性砂質土

（黄色粘土塊• 炭多含，焼土含）

4 灰黄褐色 (10YR4/2)粘性砂質土

（黄色粘土塊含，底に炭）

疇 冒(1'上

5 黄色 (2.5Y8/6)粘質土

6 灰黄褐色 (lOYR4/2)粘性砂質土
且-t I ¥¥ 

（黄色粘土塊• 炭含）

7 暗褐色 (lOYR3/4)砂質土

8 暗褐色 (lOYR3/4)砂質土， オリープ褐色 (2.5Y4/3)砂質土

（若干粘性）

10 暗褐色 (10YR3/4)砂質土

11 褐色 (10YR4/4)粘性砂質土

12 にぶい黄褐色 (lOYR4/3)砂質土

13 オリープ褐色 (2.5Y4/3)粘性砂質土
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590cm A' 
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。
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第436図 竪穴住居45(1/60)・出土遺物 (1/4)
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第 3章高塚遺跡

cm、深さは26-----45cm

で、柱痕の直径は15

-----20cmを測った。住

居の中央は後世の土

堀で攪乱されていた

が、土堀の底に長径

が39cmの楕円形の小

穴が検出され、中央

穴の痕跡とみられた。

壁体溝が全周するよ

うで、その幅は15-----

30cm前後、床面から

の深さは10cm以内で

あった。埋土は大き

くは 2層に分けられ、

床面には炭層が認め

られた。第 6層は竪

穴掘削時のくぼみを

ならしたもので、貼

床は認められなかっ 0 

た。住居の年代は古

• 前・ I-----IIと考え

る。 （岡本）
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厨豪
暗褐色 (10YR3/4)砂質土 3 
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2 褐色 (10YR4/4)砂質土

褐色 (10YR4/4)砂質土

～暗灰黄色 (2.5Y4/2)砂質土

4 暗灰黄色 (2.5Y4/2)砂質土
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第 3章高塚遺跡

竪穴住居46 (第398·437~441図、図版18·99·105·106)

調杏区の東部南端、 Cg503区を中心に検出された。一部は調介区外に存在する。平面形は方形で、

長軸長が推定で510cm、短軸長も北西壁の検出を誤ったために推定で490cmを測った。壁体溝が切れ切

れながらほぼ全周して検出された。壁体溝の深さが一定していなかったものとみられる。柱穴は 4個

と推定されるが、地山面を掘り下げても北角の柱穴は検出できなかった。柱穴の掘り方は円形で、長

径が38cm、深さは32・40cmを測り、 P2で直径15cmの柱痕を確認した。住屈の北角から東角にかけて

の北東部では地山が削り残され、高床部のような高まりが検出された。南西側の低い床面部分には埋

士第 4層の士が敷かれ、床を貼り直した可能性がある。南東壁の中央より南寄りで、壁添いに隅丸方

形の土堀が検出され、その中央に長径が53cm、床面からの深さが25cmの楕円形の穴が掘られていた。

対面の北西壁の中央付近では、長径40cmの焼土面が確認された。この部分では発掘を誤ったために確

実ではないが、カマドとみられる施設は認められなかった。住居の南西部分の床面に大量の土器片が

投棄されていた。須恵器を含まない時期の良好な一括資料である。 S82の石臼の磨り面には朱がわず

かに付着していた。出士士器から判断して住居の年代は古• 中.Iと考えられる。 （岡本）

竪穴住居47(第398・442・443図、図版18・106)

調査区の東端、 Cg504区と Cg505区に跨って検出された。竪穴住居44の東南東12mにあたる。平

1468 
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1472 
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1475 
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1477 

1478 1479 1480 

。
!Dem 

第441図 竪穴住居46出土遺物⑤ (1/4) 
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第 2節フロヤ調査区

面形は方形でわずかに歪んで

いた。長軸長が415cm、短軸長

は400cm、床面までの深さは38

cmを測った。土層断面では床

面から 3cmほどの深さの壁体

溝が認められたが、全体とし

ては明瞭に検出することがで

きなかった。主柱穴は 4個で、

p 1とp2の間が260cmなの

に対し、 p1とP4の間は175

cmとかなり短かった。柱穴の

長径は47---6lcm、深さは31---

44cmで、各柱穴ともに明瞭な

柱痕は確認できなかった。柱

穴に囲まれた住居の中央付近

から北東寄りで 3か所の火所

を認めた。このうち 2か所で

は長径が25cm前後、深さが3

---5 cmの小穴を伴っていた。

北西壁の中央付近では壁の下

半に幅35cm、奥行き 14cmの小

さな段が作られ、その前面に

は長さ210cm、幅20---38cm、深

さ10cmの溝状の落ち込みがみ

られた。 P3とP4の間には

深さが 5cm前後の溝があり、

間仕切りのようなものが存在

したようである。初期須恵器

を伴うため、住居の年代は

古• 中.Iと考える。 （岡本）

竪穴住居48(第398・444図、

図版18)

調査区の南東隅、 Ch505区

で半分強を検出した。東半部

は現用水路によってすでに破

壊されているとみられる。竪

穴住居49と重複していた。竪

穴住居47からは 4m南にあた

A_ 

B_ 

゜
2m 

l 暗褐色 (10YR3/3)砂質土

2 暗褐色 (10YR3/4)砂質土

（炭・褐色砂質土塊含）

3 暗褐色 (10YR3/4)砂質土

（炭・褐色砂質土塊含）

4 灰オリープ色 (5Y4/2)粘性砂質土

5 オリープ褐色 (2.5Y4/3)粘性砂質土

6 オリープ褐色 (2.5Y4/3)粘性砂質土

（炭・灰含）

7 オリープ褐色 (2.5Y4/3)粘性砂質土
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第 3章高塚遺跡

る。住居の平面形は方形で、長軸長は453cm、床面までの深さは20cmを測った。壁体溝が全周すると

推定され、その幅が15,...___,20cm、床面からの深さは10cm程度であった。主柱穴は 2個で、短軸とみられ

る東西方向の中軸線添いに検出され、柱間は140cmを測った。西側の柱穴の長径は40cmであったが、

東側の柱穴の掘り方は長径が80cmと大きく、中に直径17cmの柱痕を確認した。柱穴の深さは、西が40

cm、東は41cmであった。両柱穴の中間には長径が25cmの円形の小穴があり、表面は被熱によって赤色

に変化していた。炉と考えられる。この炉の北 lmには長径が46cm、深さ35cmの柱穴状の穴が検出さ

れた。住居の南壁の中央付近には不定形の士城があり、中央部分には長径が38cmの楕円形のくぼみが

みられ、床面から底までの深さは35cmを測った。住居の年代は古• 中.Iと考える。 （岡本）

竪穴住居49(第398・445図、図版106)

調査区の南東隅にあり、竪穴住居48によって上方を大きく破壊されていた。大部分は調査区外にな

り、西端部を検出したにすぎない。平面形は隅丸方形とみられ、南北方向の長さは450cm前後と推定

される。床面までの深さは北西隅で44cmであった。土層断面を観察すると、竪穴の底部はかなり凹凸

があり、第 5層の上をいれて平坦にならし、床面を作っていた。床面の一部に焼土の広がりが確認さ

れた。柱穴は検出されず、壁体溝も明瞭ではなかった。古墳時代前期の住居と考える。 （岡本）

こ了ー7J
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にぶい黄橙色 (10YR6/4)粘性砂質土（炭・焼土少含）

灰褐色 (7.5YR5/2)粘性砂質土（浅黄色粘質士塊僅少含）

明黄褐色 (2.5Y6/6)粘性砂質土（炭・焼土少含）

灰褐色 (7.5YR5/2)粘性砂質土（浅黄色粘質土塊多含，炭含）

浅黄色 (5Y7/4)粘質土（焼土含）

第444図 竪穴住居48(1/60)・出土遺物 (1/4)
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にぶい黄褐色 (10YR4/3)砂質土（土器・炭含）

にぶい黄褐色 (lOYR4/3)砂質土

暗オリープ褐色 (2.5Y3/3)砂質土
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第 3章高塚遺跡

(3)土堀

土塘169(第397・446図）

調査区の西半部、竪穴住居23と27の間に位置する。平面形は約210X270cmの不整楕円形で、深さは

約 8cm残存していたにすぎない。埋土は炭や焼士を含む灰褐色粘質士が 1層のみで底面には部分的に

板状の焼土が存在していた。

遺物は土器片が少量出土したのみで、時期は古• 中・ Iと考えている。 （平井）

土堀170(第397・447図、図版100・105)

Cc409区にあり、竪穴住居33・34を切る士堀である。平面形は長楕円形を、断面形は箱形を呈す。

規模は、長さが150cm、幅は89cmで、深さが32cmを測る。

出土遺物には、石製の勾玉S86(滑石か？）と土師器の中形甕 2個体がある。口縁部が二重口縁の

1498と口縁部が外上方に真っ直ぐに立ち、端部が外にわずかに肥厚する1499である。以上からみて、

この士城の時期は、古• 中.Iである。 （弘田）

土塘171 (第397・448図）

調壺区の中央部、竪穴住届33・34を切るかたちで検出できた。平面形は約70X110cmの楕円形で、

深さは35cm残存していた。埋士は 2層に分離でぎ、底面はほほ平らであった。遺物は土器片が少量出

士したのみで、時期は古墳時代前期としか捉えられない。 （平井）

土塘172(第398・449図、図版100)

調究区の北東隅、 Cd505区で検出された。竪穴住居43から北 7mにあたる。平面形は不整形な円

形で、長径が100cm、短径は98cmを測った。二段構造で、底面の西端に長径50cmの穴が掘り込まれて

いた。検出面から穴の底までの深さは30cmであった。古墳時代初頭の土器が出土した。 （岡本）

土塘173(第398・450図、図版100)

調査区の東部中央付近のCf503区で検出された。竪穴住居44の北東3.5mに位置していた。平面形

は方形を呈し、南西辺は竪穴住居44の北東辺と平行に近い位置関係にあった。北西ー南東軸方向がわ

ずかに長くて195cmを測り、北東ー南西軸の長さは183cmであった。士城の深さは14cmだった。土城の

南角には長径103cm、短径70cm、深さ 14cmの穴があり、南西

に片寄って長径が26cm、穴の底からの深さが6cmの柱穴が検

600an 

冒 ／／｀

1497 

。
10cm 

灰褐色粘質土（炭，焼土含）

。
2m 

第446図 土堀169(1/60)・出土遺物 (1/4) 
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第447図 土壊170(1/30)・出土遺物 (1/1,1 /4) 

出された。住居の東角にも長径が23cm、深さ16

cmの柱穴が確認され、片流れの覆いのあった可

能性が考えられる。東角には焼上面も存在した。

古墳時代中期の士城である。 （岡本）
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゜
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l 茶褐色砂質土

2 暗茶褐色砂質土

第448図土漿171 (1/30) 

l 黒褐色 (10YR3/2)砂質土(±器少含）

2 暗灰黄色 (2.5Y4/2)砂質土
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l 暗褐色 (10YR3/4)砂質土

2 にぶい黄褐色 (10YR4/3)砂質土

3 褐色 (10YR4/4)砂質土

第450図 土堀173(1/30)・出土遺物 (1/4)

1505 

1503 

1507 

1508 

¥}! 
1506 

1509 

。
10cm 

土壊174(第398・451図）

調査区の南東隅、 Ch505区で検出され、竪穴住居48・49を破壊していた。半分強は調査区外にあ

る。平面形は方形で一辺の長さは152cmを測り、土堀の深さは72cmであった。底面は平坦で、壁は垂

直に近く、断面形は箱形を呈していた。古墳時

代初頭の士器が出土したが、竪穴住居48との関

係から古墳時代中期の土堀と考える。 （岡本）

~ ~ 
1510 

620 cm 

゜
10cm 

。
1 m 

l 暗褐色 (10YR3/4)砂質土

2 褐色砂 (10YR4/4)質土

（マンガン多含、暗褐色砂質土塊含）

3 にぶい黄褐色 (lOYR4(3)砂質土

（暗褐色砂質士塊• 炭•土器含）

4 暗褐色 (10YR3(3)砂質土

5 にぶい黄褐色 (lOYR4(3)砂質土

（暗褐色砂質土塊• 炭•土器含）

6 暗褐色 (10YR3(3~3/4) 砂質土

第451図 土堀174(1/30)・出土遺物 (1/4)
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第 2節 フロヤ調査区

(4) 遺構に伴わない遺物（第452~454、図版102·105)

遺構検出中に出土した遺物や古代・中世の遺構から出土した遺物などを掲載している。鉄斧M84は

フロヤ 2A区で中世遺構検出中に出土した。欠損部分があるが、断面形は台形を呈している。鋳造品

レントゲン撮影によって確認しているのみであるが、内部に長さ4.6cm、幅3.2cm、厚と考えている。

さ0.8cmほどの鉄板が存在しているようである。

S87はフロヤ 2A区で遺構検出中に出士した蛇紋岩製の勾玉である。頭部分には直径約 2mmの円形

の穴が穿たれており、さらにあたかもこの穴からのびる

ように細い沈線が刻まれている。 5世紀代のものであろ

うか。 S88はフロヤ 2A区で出土した滑石製の勾玉で一

S89はフロヤ 2B区の中世柱穴から出部欠損している。

士した滑石製の管王である。欠損品であり、古墳時代の

ものと考えている。

C 95----97はフロヤ 3区で出土しており、古墳時代の土

錘と考えている。

。 S87 

。

C98はフロヤ l区で遺構検出中に、

5 cm 

ま

彎
〇函 鬱

5

。

瓜
筐
肌

二
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口
ー

9

M84 

゜
10cm 

ご蝕
鳳

◎ 
S88 

◎
 

邑〕
<疇診

C99 

10cm 

第452図 遺構に伴わない遺物（古墳時代）① (1 /3,1/1) 
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1531 

I I 

1532 

戸
1533 鴫）

＇, 

゜
10cm 三

1534 

第454図 遺構に伴わない遺物（古墳時代）③ (1/4) 

第 2節フロヤ調査区

筐
1535 

言］
1536 

累
1537 

たC99はフロヤ 1区の中世柱穴から出士しておりいずれも、形状から鏡形土製品で古墳時代のものと

考えている。

土器は特徴的なものや完形にちかいものを中心に掲載している。 1511---1516は須恵器である。この

うち1511は杯蓋で天井部にハケメが施されているのが特徴的である。 1516は長脚二段の三方向透かし

孔が施されている。

1517----1537は土師器である。 1517・1518は壺、 1519----1521は甕、 1522----1525は小形丸底壺、 1526----

1533は高杯、 1534は甑、 1535-1537は手捏ね土器と考えている。高杯の杯部の形状には直線的なもの

と椀形のものとの違いがあり、脚部の接合方法の違いとも対応しているようである。また直線的な

杯部にはハケメ仕上げのものとヨコナデ仕上げのものとが存在している。 1534は甑の把手部分で上面

に切り込みが施されているのが特徴で、朝鮮系軟質士器の影響を受けた土器と考えている。 1537の時

期は不詳だが古墳時代と考えて掲載している。これらの土師器のほとんどの時期は 5世紀代と考えて

よいのではなかろうか。 （平井）
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第 3章高塚遺跡

4 古代～中世の遺構と遺物

(1)概要

調査区の南側において掘立柱建物38棟、柱穴列 1、士堀墓 6基、井戸 2基、土城13基、焼成士堀 l

基、溝18条、柱穴などを検出し、北側は中世後半に河道となったものと考えている。

古代と考えた遺構には掘立柱建物 5棟がある。これらは、いわゆる総柱の建物があることや柱の規

模などから、いずれも高床倉庫ではないかと考えられる。溝30・31の東側に集中しており、柱穴から

青銅製の巡方が出土していることや東側の角田調査区から出土している丹塗り土師器などから、公的

な倉庫群と推測している。

中世の遺構としては、南北方向の溝に区画された屋敷地の存在が特筆できる。屋敷地は接するかた

ちで 2か所存在していることは明らかで、いずれも規模は約35X40mの方形で、内部には数棟の掘立

柱建物や石組みの井戸が存在している。時期は掘立柱建物が何回かの建て替えが想定できることや出

土遺物から、 14世紀から16世紀ごろまで存続していたのではないかと考えている。しかしながらこの

屋敷地の性格を特定できる遺物は出土していない。

遺物は土器、土製品（土錘）、石器（砥石、茶臼）、古銭、鉄器などが出士している。 （平井）

(2)掘立柱建物

掘立柱建物15(第458・ ・459図）

調査区の東半部、 502ラインの南側に位置する。規模は 2X 2間の総柱建物である。各柱の掘り方

の形状は円形のものと隅丸方形のものとがあり統一されていない。検出面からの深さについても約10

cmから35cmとバラッキが認められる。底面に柱痕跡が検出できた柱穴が6本あり、柱の規模は直径15

----20cm前後と推測できる。建物の規模は桁行290cm、梁間243cmで、柱間距離は118----152cmである。棟

方向はほぽ磁北に沿っているといえそうである。

遺物は柱穴内から土器片が少量出土したのみで、時期は規模や柱穴の形状から古代と考えているが、

より細かい時期については不詳である。 （平井）

掘立柱建物16(第458・460図）

調査区の東端付近、 Cf504区で検出された。東西棟の建物で、桁行 3間、梁間 2間の構造をもっ

ていた。桁行全長が790cm、梁間全長は419cmで、床面積は31.8面を測った。棟の方向はN-69c-Wで

ある。桁行の柱間は西側が230・236cm、中央が255・245cm、東側で305・267cmと、東側ほど長くなっ

ていた。梁間の柱間は201----216cmとほぽ一定していた。桁行の東から二つ目の P3とP7の間には P

11が検出され、 P3からの柱間と p7からの柱間には33cmの差が認められた。 Pllは検出された柱穴

では小さい方で、底面はもっとも高く、束柱の可能性が高い。東 l間分は床が張られていたと考えた

い。柱穴は不整形な楕円形が多かったが、 P4・P 5のように方形に近いものもみられた。長径が38

-----61cm、深さは 5-----33cmを測った。柱穴出土の遺物によって平安時代の建物と判断した。 （岡本）

掘立柱建物17(第458・461図、図版19)

調査区の東端付近、掘党柱建物16の北3mに位置していた。棟の方向はN-79°-Wで、掘立柱建物16

とは平行していなかった。桁行、梁間ともに 2間の総柱建物で、各辺の長さから東西棟の建物と考
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第 2節フロヤ調査区

える。桁行全長が350cm、梁間全長は306cmで、床面積は9.8面を測った。ほとんどの柱穴で柱のめり

込み痕跡を認めたが、それらを結ぶと第461図に示

したようにかなり乱れた姿をみせていた。これは主
B
 にpgの配置によるが、 p9は束柱のために融通性

をもって据えられたものであろう。柱穴の形状は不

整形な円形で、長径が46~75cm、深さは28~52cmで、

柱のめり込み痕跡は直径15~25cm を測った。建物の

年代はその構造から古代とみられる。 （岡本） D
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第 2節フロヤ調査区

掘立柱建物18(第458・462図、図版19)

Cf505区を中心に検出された。掘立柱建物17の東 lmと近接しているが、建物の棟方向はかなり

異なり、むしろ南西に近接する掘立柱建物16に近かった。ちなみに掘立柱建物18の棟方向はN-64°-

Wで、掘立柱建物16とは 50 相違していた。建物は 2間X2間の総柱建物で、東西辺全長の400cmに対

し、南北辺全長も396cmとほとんど違わず、ほぽ正方形の平面形をもっていた。このため、掘立柱建

物17も含め、四柱造りの屋根構造をもっていた可能性が高いと考えたい。床面積は15.5面であった。柱

間は190------209cmを測り、ほぼ一定の値を示していた。掘立柱建物17よりははるかに厳密に建てられて

いたといえる。柱穴の掘り方は円形に近く、長径が35~60cm、深さは27------48cm を測ったが、長径につ

いては大小の差が大きく、 P4・P6・P8・P9と中間の柱穴の径が小さかった。掘立柱建物17に

も同様の傾向がみられ、束柱であることによるものであろうか。 P2・P7・P8で柱のめり込んだ

痕跡を検出し、その直径は25cm前後で大きな相違はなかった。中世土器らしい小片が出上したが、棟

の方向や建物の構造から建物の年代は古代と考える。平安時代後期の建物であろうか。 （岡本）

掘立柱建物19(第458・463図、図版19)

調査区の最東端、 Cf505区と Cg505区に跨って検出された。東西棟の掘立柱建物で、棟の方向は

N-74°-Wを測り、東半部は調査区外にあたる。掘立柱建物16の東1.5mと近接し、同時存在は考え

られない。 3m北には掘立柱建物18が検出されている。建物の南桁から南に80cm離れて柱穴列 lが検

出されたが、列の方向が掘立柱建物19の棟方向と等しく、柱穴の形状も類似することから、庇あるい

は縁としてこの建物に付属していた可能性が高い。建物の構造は桁行が3間以上、梁間は 2間であっ
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第459図掘立柱建物15(1/60) 
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た。桁行検出長が434cm、梁間全長は397cm、検出部分の床面積は16.8面を測った。桁行の柱間は206~

222cm、梁間の柱間は197・200cmで、いずれもほぽ一定していた。規格的な建物といえる。柱穴の掘り

方は隅丸長方形を呈し、長軸長が72~87cm、深さは21~47cmであった。ほとんどの柱穴で柱痕が認め

られ、直径は14~26cmを測った。須恵器片が出土し、柱穴の形状から古代の建物と考える。 （岡本）

掘立柱建物20(第456・464図）

Cc405区で検出した掘立柱建物である。ほぼ真北に棟方向を向けている。 N-8°-Eを示す。間数

は、 3間X2間であるが、北の壁は 2間・南の壁は 3間となって、変則な建物である。一般住居でな
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第 3章高塚遺跡

く、特別なものと考えられる。 11本の柱穴の中で柱痕跡の残存するものは 3本あった。柱と柱の間隔

はまちまちで統一されていない。面積は24.4面である。

遺物としては土錘が 1点柱穴から出土している。 C100は橙色を呈する土錘で両端が欠けている。

この土錘と柱穴の土質から考えて、 この建物の時期は中世に属するであろう。 （浅倉）

掘立柱建物21 (第457・465図、図版19)

調査区の中央部、 408ラインの南側に位置する 3Xl間の掘立柱建物である。規模は桁行690cm、梁

間366cmで、桁行の柱間距離は225~233cmである。柱穴掘り方は直径30cm前後の円形や楕円形で、深

さは検出面から 5-----10cm残存していたにすぎない。埋土は灰黄褐色粘質微砂が 1層のみであった。棟

方向の方位はN-85°-Wで、面積は25.28面である。遺物は土器片が少量出土したのみで、時期は中

世と考えている。規模や方位などから掘立柱建物23との類似性を指摘することができるが、位置関係

から同時期に存在していたとは考えられない。

掘立柱建物22(第457・466図）

調査区の中央部、掘立柱建物21の南約 2rnに位置する 3X l間の掘立柱建物である。発掘調査終了

後図面作成時に復元設定した掘立柱建物で、規模は桁行631cm、梁間332cm、桁行の柱間距離は190~

（平井）
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227cmである。

柱穴掘り方はおもに直径20---30cmの円形で、深さは検出面から 15~50cm残存していた。埋土は淡灰

色砂質土がほとんどであった。棟方向の方位はN-82°-Wで、面積は19.85面である。

遺物は土器片が少量出土したのみで、規模や形状から時期は中世と考えられる。掘立柱建物21・23

と棟方向はほば共通しているといえるが、面積はやや小規模である。 （平井）
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第 3章高塚遺跡

掘立柱建物23(第457・467図）

調査区の中央部、掘立柱建物21の東隣りに位置する。発掘調在終了後図面作成時に復元設定した 3

X 1間の掘立柱建物である。規模は桁行632cm、梁間346cmで、桁行の柱間規模は190-----23lcmを測る。

柱穴掘り方は15.......... 40crnの円形や楕円形で、深さは 8-----45cm残存していた。埋土は淡灰色砂質土がほと

んどであった。棟方向はN-84°-Wで、面積は21.80面であった。規模や形状から時期は中世と考え

られる。掘立柱建物21と棟方向や規模の点で共通性がある。 （平井）
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第 3章高塚遺跡

掘立柱建物24(第457・468図）

調壺区の中央部、掘立柱建物21・22の東隣りに位置する 3X 1間の掘立柱建物である。規模は桁行

650cm、梁間351cmで、桁行の柱間距離は208---224cmを測る。柱穴掘り方は20---40cmの円形や楕円形で、

深さは20---40crn残存していた。埋土は淡灰色砂質土がほとんどであった。棟方向はN-88°-Eで、面

積は22.19面であった。遺物は土器片が少量出土したのみで、規模や形状から時期は中世と考えられ

る。掘立柱建物27と棟方向や規模の点で共通性があるといえるが、両者は切り合い関係にあるため同

時期には存在していないと考えられる。 （平井）

掘立柱建物25(第457・469図、図版19)

調査区の中央部、掘立柱建物23の南に位置する 3X 1間の掘立柱建物である。規模は桁行593cm、

梁間408cmで、桁行の柱間距離は190---200cmを測る。柱穴掘り方は直径30----50cm前後の円形や楕円形

で、深さは約30---70cm残存していた。埋土は淡灰色砂質士がほとんどであった。 P1・2・3・4の

底面には平たい石が据えられていた。棟方向はN-85°-Eで、面積は23.63面であった。遺物は少量

の土器片と共に鉄鏃M85が出士している。時期は中世である。掘立柱建物24・27と棟方向はほぼ共通

しているが、同時期に存在していたとは考えにくい。 （平井）

掘立柱建物26(第457・470図）

調査区の中央部、掘立柱建物23・25の東隣りに位置する 3X2間の掘立柱建物である。規模は桁行

615cm、梁間475cmで、桁行の柱間距離は172---233cmを測る。柱穴掘り方は直径約25---60cmの円形や楕

円形で、深さは約20---70cm残存していた。埋土は淡灰色砂質土であった。 P2・3・10の底面には平た
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第 2節フロヤ調査区

い石が据えられており、 P6・7には柱材の一部が残存していた。ただし P10については図示したよ

うに位置が北にずれており疑問が残る。棟方向はN-1°-Wで、面積は28.72面とフロヤ 2区の調査区

では最大規模である。

遺物は少量の土器片と砥石S90が出士しており、時期は中世である。

掘立柱建物27(第457・471図、図版19)

調査区の中央部、掘立柱建物25の東隣りに位置する 3X l間の掘立柱建物である。規模は桁行660

（平井）

cm、梁間349cmで、桁行の柱間距離は201-246cmを測る。柱穴掘り方は直径30cm前後の円形や楕円形

で、深さは約20-40cm残存していた。埋土は灰色砂質土であった。 P1・2・5には石が据えられて

いた。棟方向はN-83°-Eで、面積は22.74面であった。

遺物は上器片が少量出土したのみで、柱穴の形状や埋土、規模などから時期は中世と考えられる。

掘立柱建物24・25と棟方向は共通しているが、同時に存在していたとは考えられない。 （平井）
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第 3章高塚遺跡

掘立柱建物28(第457・472図）

調査区の中央部、掘立柱建物26の東隣りに位置する。発掘調査終了後に図面上で復元設定した 3X

l間の掘立柱建物である。桁行の柱通りは直線的ではなく、梁間距離についても約30cm違いが認めら

れるが、棟方向が掘立柱建物26と類似することから設定した。規模は桁行623cm、梁間401cmで、桁行

の柱間距離は196........,22lcmを測る。柱穴掘り方は直径約30----40cmの円形や楕円形で、深さは約20X40cm

残存していた。柱穴断面形は図上復元のため正確ではない。埋土は淡灰色砂質士がほとんどであった。

棟方向はN-3°-Eで、面積は23.69面である。

遺物は土器片が少量出士したのみで、柱穴の形状や埋土、規模などから時期は中世と考えている。

掘立柱建物26との類似性が高いが、同時期に存在していたとは考えられない。

掘立柱建物29(第458・473図）

調査区の中央部Ce501区と Ce502区に跨って検出された。溝32によって囲まれた、調査区東半の

（平井）

方形区画内にあり、建物の西桁は溝32と接していた。掘立柱建物30・31と重複関係にあり、東に lm

離れて掘立柱建物32が棟を揃えて検出された。南北棟の建物で、棟の方向はN-2°-Eであった。桁

行が2間、梁間は 1間の構造で、桁行全長が510cm、梁間全長は415cm、床面積は20.5面を測った。桁
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第 2節フロヤ調査区

行の柱間は220~270cm と一定していなかった。柱穴は円形で、長径が38---68cm、深さは10~76cm と、

これも変化の幅が大きかった。これは主に P6の存在による。 P2とp5で柱痕を確認し、その匝径

は16cmと24cmであった。建物の構造や柱穴の配置・形状から中世の建物と考える。 （岡本）

掘立柱建物30(第458・474図）

Ce5 02区を中心に検出され、掘立柱建物29・31と重複していた。東西棟の建物で、棟方向はN-

86°-wであった。掘立柱建物29と同様に梁間が桁行と直角にならず歪んでいた。 p7とPSの間は土
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第 3章高塚遺跡

城によって破壊をうけていた。桁行全長が740cm、梁間全長は300cm、床面積は21.5面を測った。桁行

の柱間は120---165cmと差が大きく、西側 2間が160cm程度であるのに比べ、東側 3間は140cm前後と狭

かった。柱穴は円形で、長径が30---57cmと幅があったが、隅の柱穴と、前述の西側 2間と東側 3間の

境にあたる p3とPSの径が他より大きく、部屋割りに伴う構造上の必要によるものかと考える。柱

穴の深さは40---88cmで、柱痕の直径はl7---23crnを測った。構造などから中世の建物と考える。 （岡本）
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第 2節フロヤ調査区

掘立柱建物31 (第458・475図、図版100)

調査区の東半にあった方形区画の北西隅で検出された大形の掘立柱建物である。掘立柱建物29・30

・32・38と重複関係にあり、すぐ東に接近していた掘立柱建物39とも共存しえない。土堀179の埋没

後に建てられ、掘立柱建物30よりは新しい年代の建物と考えられる。桁行が3間、梁間は 2間の東西

棟の建物で、棟の方向はN-87°-Wであった。桁行全長が842cm、梁間全長は508cm、床面積は42.8m2
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第 3章高塚遺跡

を測った。桁行の柱間は、西側の 1間が230・245cmであるのに対し、東側の 2間は300---307cmを測り、

60cmほどの差がみられた。また、梁間でも北側の298cmに対し、南側は210・245cmで、さらに大きな

差がみられた。この建物では桁行の対面する各柱穴間にも柱穴が検出され、総柱建物の構造となって

いた。中間の柱穴までの柱間も、南側が202・203cm、北側が293・285cmと梁間と同じような大きな差

がみられた。総柱の構造から床張りの建物と考えられるが、柱穴の配置からは倉庫以外の可能性が高

く、住居とみられる。土師器の椀や皿、鉄釘、土錘が出上し、鎌倉時代後半の建物と考える。 （岡本）

掘立柱建物32(第458・476図）

調査区の中央、 Ce502区で検出した。掘立柱建物30・31と重複関係にあった。西にあった掘立柱

建物29とは lm、東にあった掘立柱建物39とは2.5m離れていた。桁行が 2間、梁間が 1間の南北棟

の建物で、棟の方向はN-3°-Eであった。桁行全長が426cm、梁間は304cm、床面積は12.8面を測っ

た。桁行の柱間は200---226cmで、北側が南側より20cmほど長かった。柱穴は楕円形で、長径が27---55

cmと差が大きく、これは南東隅と南西隅の柱穴が極端に小さかったためである。この 2柱穴について

は柱痕のみを掘り下げた可能性がある。柱穴の深さは38---73cmを測り、深い北西隅の柱穴と浅い西桁

中央柱穴以外は50-----60cmで揃っていた。 P5の柱痕は直径20cmであった。出土遺物には魚住焼のこね

鉢や銭貨「皇宋通賓」がみられた。掘立柱建物31との関係から鎌倉時代前半の建物と考える。 （岡本）

掘立柱建物33(第458・477図）

調査区の東半部、掘立柱建物15の北隣りに位置する 2X l間の掘立柱建物である。規模は桁行438

cm、梁間198cmで、桁行の柱間距離は190---228cmを測る。柱穴の掘り方は直径20----25cmの円形と小さ

9Z£ 

: Ln 

~ 

330 

｀ 
600cm 600an 

~ 昌

゜
2m 

゜
2m 

ii 

とクり＼1 ◎ 
M88 M89 

゜
3cm 

゜
3cm 

第478図 掘立柱建物34(1/60)・出土遺物 (1/2) 第479図 掘立柱建物35(1/60)・出土遺物 (1/2)

-328-



第 2節フロヤ調査区
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第481図掘立柱建物37(1/60) 

く、深さも 5---25cm残存していたにすぎない。埋土は炭・焼土粒を少量含む灰色粘質微砂であった。

棟方向はN-87°-Eで、面積は8.1面と小規模である。規模的には掘立柱建物39・49などとの類似性

を指摘することができる。遺物は土器片が少量出士したのみで、時期は柱穴の形状や埋土、規模など

から中世と考えている。 （平井）

掘立柱建物34(第458・478図）

調査区の東部北半、 Cd5 03区で検出された。調査区東半の方形区画外にあり、建物の棟方向は溝34

6~Z 

◎” 
5LZ 

匹 1N

I 
゜ ~゚ 

251 @3 256 

610cm 

。
2m 

第482図掘立柱建物38(1/60) 
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第 3章高塚遺跡

とも平行しない。おそらく方形区画が形成される以前の遺構と考えられる。東西棟の建物で、棟の方

向はN-85°-Wであった。桁行方向に 3個の柱穴が検出されたが、東側 1間の柱間は90・100cmで、

西側の柱間230・242cmよりはかなり短かった。このため、 1間Xl間の建物の東に庇を付けた建物を

考えたい。梁間は248cmで、床面積は8.1面であった。柱穴は円形で、長径が20----28cm、深さは 5-8

cmにすぎず、残存状態は悪かった。柱痕は認められなかった。出士遺物として銭貨「皇宋通賓」が 1

枚あった。前述したように、方形区画溝との関係から鎌倉時代前半以前の建物と考えたい。 （岡本）

掘立柱建物35(第458・479図）

Cd503区で検出された。掘立柱建物34の南に接するように位置していたため同時の存在は考えら

れない。両者の面積がほぽ等しいことから、あるいは建て替えられた可能性もある。この建物は溝32

を跨ぐように位置していて、両者の共存はありえない。桁行・梁間ともに 1間の建物で、桁行が330

cm、梁間は265cm、床面積は8.3面を測った。東西棟の建物で、棟方向はN-83°-Wであった。柱穴は

円形で、長径が29---33cm、深さは10----20cm、南東柱穴の柱痕は直径が10cmを測った。出土遣物に銭貨

「天聖元賓」があった。掘立柱建物34と同様に鎌倉時代前半以前の建物と考えたい。 （岡本）

掘立柱建物36(第458・480図）

Cd503区で検出された。掘立柱建物35から lm南に位置し、掘立柱建物37・38

と重複していた。桁行・梁間ともに 1間の東西棟建物で、棟の方向はN-78.5°-Wであった。桁行長

は287cm、梁間長が220cm、床面積は6.2面を測った。柱穴は円形で、長径が22~34cm、深さは18~24

調壺区の東部北半、

cmであった。いずれの柱穴でも柱痕跡が確認され、その直径は11~17cmを測った。柱穴からは中世の

上器片が出土したが、時期を細かくは確定できなかった。溝32と平行するようにもみえる。 （岡本）

掘立柱建物37(第458・481図）

C<l503区で検出され、掘立柱
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建物36・38と重複していた。西に

1.5m離れて掘立柱建物31、南に

lmの間をおいて掘立柱建物39が

検出されたが、 この建物との共存

は困難である。桁行・梁間ともに

1間の東西棟建物で、棟の方向は

N -81.5°-Wであった。桁行の柱

間は257cm、梁間の柱間が221cm、

床面積は5.2面を測った。柱穴は

円形で、長径が24-----60crn、深さは
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第483図 掘立柱建物39(1/60)・出土遺物 (1/4)
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第 2節フロヤ調査区

I9~33cmで、北西柱穴のみが大きく崩れたようであった。時期不明の中世土器片が出土した。 （岡本）
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第 3章高塚遺跡

／
 。

10cm 

第485図 掘立柱建物40出土遺物 (1/4)

掘立柱建物38(第458・482図）

調査区の東部北半、 C<l503区と Ce503区に跨って検出された。掘立柱建物31・36・37・39と重複

していた。北桁行は溝32によって囲まれた方形区画の北辺と平行していたが、溝32と連続する溝34を

跨ぐようで、方形区画に伴うかは断定できない。東西棟の建物で、棟方向はN-77°-Wであった。桁

行が2間、梁間は 1間の構造で、桁行全長が534cm、梁間は320cm、床面積は16.4面を測った。柱穴は

円形に近く、長径が28----52cm、深さは18----36cmで、 p5以外では柱のめり込み痕跡が認められた。こ

の柱痕の直径は20cm前後であった。土師器の高台付椀が出士し、鎌倉時代の建物と考える。 （岡本）

掘立柱建物39'(第458・483図）

Ce 503区で検出された。掘立柱建物38と重複し、西にあった掘立柱建物31とも80cmしか離れてい
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第 3章高塚遣跡

なかったため、同時の存在は考えられない。西には2.5m離れて掘立柱建物32があり、南1.5mには掘

立柱建物40が存在した。棟方向がほぽ直交する掘立柱建物41は南へ4m離れていた。桁行が2間、梁

間は 1間の南北棟の建物で、棟の方向はN-7°-Eであった。桁行全長は419crn、梁間は214cmで、床

面積は8.9面を測った。柱間は桁行が193~225cmで、梁間も含め、近似した値を示していた。柱穴は

円形で、長径が30-----40cm、深さは38~64crn を測った。 P°I·P3·P6 で柱のめり込み痕跡が認めら

れ、その直径は15~2ocmであった。出土遺物として士師器の高台付椀がある。 1546の口径は117mm に

復元される。 13世紀後半の年代が与えられ、鎌倉時代後半の建物と考えられる。 （岡本）

掘立柱建物40(第458・484・485図、図版19)

調査区の東部中央付近、 Ce503区を中心に検出された大形の建物である。南に位置する掘立柱建

物41と重複し、士城184や溝35の埋没後に建てられていた。桁行が4間、梁間は 1間の東西棟の建物

で、棟の方向はN-81°-Wであった。南東隅の柱穴が北にずれていたために平面形はやや歪んでいた

が、桁行全長が943crn、梁間は370crn、床面積は34.4面を測った。桁行の柱間は、東から 3 間が194~

227cmであるのに対し、西端の 1間は304・305cmとかなり広くなっていた。部屋割りに伴うもので、

す，r-... ~... ~.. 三—"'.'"" -,-

上[203/230/1:35]
: .,.,.¥N[ [ 

鳳宣ー"'-----@.--m亨-,.. _---@.;--,,,-J.._!_ 
CII 

-ir 

。
2m 

第489図掘立柱建物44(1/80) 

-334-



第 2節

あるいは西側 l間が土間で、他が床張りというような構造上の違いがあったのかもしれない。柱穴は

円形か楕円形で、長径が35----SOcm、深さは42----80cmと差が大きく、西端 l間の四隅の柱穴が小さめだ

った。 1547の亀山焼の甕も出士したが、遺構の重複関係から14世紀以降の建物と考える。

掘立柱建物41 (第458・486図、図版19)

掘立柱建物40と重複し、

フロヤ調査区

（岡本）

Cf5 03区を中心に検出された。調査区東半の方形区画の中央付近に位置

していた。 2.5m南には掘立柱建物42、4m東には掘立柱建物48が検出された。桁行が3間、梁間は

l間の東西棟の建物で、棟の方向はN-82°-Wであった。桁行の全長が604cm、梁間は403cmで、床面

積は24.2面を測った。桁行の柱間は197-206cmとほぽ均等で、梁間の柱間は桁行の柱間の倍となっ

ていた。規格的に整った建物といえる。柱穴は円形で、長径が31-35cm、深さは24-50cmと、規模と

P2とp5で直径が20cmの柱痕が確認された。柱穴からは中世の土器片が少量出

（岡本）

しては揃っていた。

土したが、年代を確定できるものはみられなかった。時期的に掘立柱建物40と近接するか。

掘立柱建物42(第458・487図）

Cf 5 02区と Cf503区に跨って検出された。東西棟の建物で、棟方向はN-

79°-wであった。桁行 2間、梁間 1間の構造で、桁行全長は 443cm、梁間が396cm、床面積は17.4面を

調査区東部の南半、
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第 3章高塚遺跡

測った。桁行の柱間は212---23lcmで、梁間はその

倍に近かった。柱穴は円形か楕円形であった。 P

lとPSは浅い一段目が大きかったが、それより

下部は長径が55cmで、他の柱穴の長径35----44cmと

大差はなかった。土師器の高台付椀が出土し、鎌

倉時代の建物である可能性が高い。 （岡本）

掘立柱建物43(第458・488図、図版20)

調査区東部の南端で検出され、掘立柱建物44.

45と重複していた。東西棟の建物で、棟の方向は

N-74°-Wであった。平面形はやや歪んでいた。

桁行 2間、梁間 1間の構造で、桁行全長は447cm、

梁間が260cm、床面積は11.2面を測った。桁行の柱

―
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間は208---230cmで、大きな差はみられなかった。 第491図 掘立柱建物46(1/60) 

柱穴は円形で、長径が29-40cm、深さは22---43cm

であった。北東隅と北西隅の柱穴で直径10cmの柱痕が認められた。建物の時期は不明である。 （岡本）

掘立柱建物44(第458・489図、図版20)

調査区の東部南端、 Cg503区で検出された。溝32に囲まれた方形区画の南北中軸線上にあり、区

画の南端部に配置されていた。棟の方向は方形区画の北辺とほぽ平行し、区画内に検出された建物の

中では最大の規模をもつことから、方形区画に伴う母屋のような中心的な建物と考える。建物は東西
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第 2節フロヤ調査区

棟で、棟の方向はN-74°-Wであった。北辺の柱穴は径が小さくて浅く、また、梁間の北端 l間がと

くに長かったため、北側の 1間は庇と考える。身舎は桁行4間、梁間 3間とみられたが、梁間中央の

2個の柱穴は小さく、柱間も 105-----189cmと一定しなかったため、束柱である可能性がある。庇部分も

含めて、桁行全長は823cm、梁間全長が637cm、床面積は50.8面を測った。柱穴は円形で、長径が18-

44cm、深さは12-66cm、柱痕の直径は 9-----12cmであった。中世の土器片が出土したが、時期は確定で

きない。方形区画に伴うことからすると室町時代の建物ではないかとみられる。

掘立柱建物45(第458・490図、図版20)

掘立柱建物44の建坪内に収まる形で重複していた。桁行が3間、梁間は 2間の東西棟建物で、棟の

（岡本）
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第 3章高塚遺跡

方向はN-76°-Wであった。桁行全長は600cm、梁間全長が392cm、床面積は23.4面を測った。平面形

は東辺で歪みがみられた。桁行の柱間は、南辺で147cmと264cmという大差がみられたが、他は196--

208cmでほぽ一定し、梁間の柱間も 192,....,222cmで桁行と近似していた。柱穴は円形ないしは楕円形で、

長径が41-62cm、深さは35--72cmであった。北桁行の柱穴では柱痕が確認され、その直径は13,....,18cm 

を測った。中世の青磁碗の破片や土師器片が出土したが、時期は確定できなかった。 （岡本）

掘立柱建物46(第458・491図）

調査区東部の北半、 Ce504区で検出された。溝34の埋没後に建てられていた。桁行 2間、梁間 1間

の東西棟の建物で、棟の方向はN-79.5こwであった。桁行全長は322cm、梁間は200cm、床面積は

6.3面を測った。柱間は、桁行が158・161cm、梁間は198・200cmと、いずれもほぽ一定であった。柱穴

は円形で、長径が22----38cm、深さは10--32cmと差が大きかった。室町時代の建物と考える。 （岡本）

掘立柱建物47(第458・492図）

掘立柱建物46から2:3m東で検出された。東西棟で、棟の方向はN-78°-Wであった。桁行 2間、

梁間 1間の建物で、桁行全長430cm、梁間341cm、床面積は14.3面を測った。桁行の柱間は東が178・

190cm、西が242・240cmで、均等にはなっていなかった。桁行の柱間も330・341cmでわずかな差がみ

られた。柱穴は円形で、長径が27--50cm、深さは 8--16cmであった。ほとんどの柱穴で杭穴状の柱の

めり込み痕跡を認めた。直径は10cm前後であった。時期不明の中世の土器片が出土した。 （岡本）

掘立柱建物48(第458・493図）

調査区東部の中央付近、 Cf5 03・5 04区に跨って検出された。南北棟の大形建物で、棟の方向は

N-17°-Eを測り、掘立柱建物44の棟方向と直交していた。桁行 4間、梁間 1間の構造で、桁行全長

は~14cm、梁間が438cm、床面積は34.6面を測った。桁行の柱間は195--212cmで、ほぽ均等に柱穴が配

置されていた。柱穴は円形ないしは楕円形で、長径が36-65cm、深さは40--60cmで、 P6のみが13cm

と極端に浅かった。 P4・P 6以外の柱穴で柱痕を確認した。柱穴の底に暗灰黄色砂質土の堆積があ

り、それより上方で杭状の柱痕がみられた。柱痕の直径は10--15cmであった。鉄釘や備前焼小片が出

土し、棟方向からは室町時代の

建物と考えたい。 （岡本）

掘立柱建物49(第458・494図）

掘立柱建物48の南東角に近接

し、掘立柱建物50と重複してい

た。桁行 2間、梁間 1間の東西

棟建物で、棟方向は N-77°-W

であった。桁行全長は371cm、梁

間が213cm、床面積は7.7面を測

った。桁行の柱間はl70~20lcm 

で、北桁の 2間は不均等だった。

柱穴は円形で、長径が25~30cm 、

深さは s~22cmで、桁行中央柱

穴が浅かった。遺物はなく、時

期は不明である。 （岡本）
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第 2節フロヤ調査区

掘立柱建物50(第458・495図、図版20)

調査区の南東隅、 Cg504区を中心に検出された。掘立柱建物49・51・52と重複し、北に lm離れ

た掘立柱建物48や西に lm離れた掘立柱建物44・45とも同時には存在しない。南北棟の大形建物で、

棟方向はN-15°-Eであった。桁行 4間、梁間 1間で、桁行全長858cm、梁間475cm、床面積37.9面を

測った。桁行柱間は168-----245cmと差が大きく、掘立柱建物48ほど整っていない。柱穴は円形ないしは

楕円形で、長径が41--54cm、深さは45~65cmであった。ほとんどの柱穴で柱痕が確認され、その直径

は13--18cmを測った。備前焼を含む少量の中世士器片が出土したが、時期は確定できない。 （岡本）

。
2m 

l 灰黄褐色 (10YR4/2)砂質土（焼士・炭含）

2 黒褐色 (lOYR3(l.)砂質土

3 暗褐色 (10YR3(3)砂質土（炭・焼上含）

4 にぶい黄褐色 (10YR4(3)砂質土（炭含）

5 暗灰黄色 (2.5Y4/2)砂質土

6 褐色 (10YR4/4)砂質土
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第 3章高塚遺跡

掘立柱建物51 (第458・496図）

調査区の南東隅、 Cg504区で検

出された。掘立柱建物50と重複し、

溝36の埋没後に建てられていた。桁

行2間、梁間 1間の南北棟建物で、

棟方向はN-12°-Eであった。桁行

全長は406cm、梁間が275cm、床面積は

8.9面を測った。桁行の柱間は196----

204cmで、ほぽ一定の値を示し、梁

間も272・275cmとほぼ等しかった。

柱穴は円形で、長径が30----42cm、深

さは12----40cmで、北西角の柱穴がと

くに浅かった。南西角の柱穴で直径

が14cmの柱のめり込み痕跡を確認し

た。溝36からは土師器の高台付椀が

出土したため、鎌倉時代後半以降の

建物と考える。 （岡本）

掘立柱建物52(第458・497図）

調査区の南東隅、 Cg504区と Ch

5 04区に跨って検出された。掘立柱

建物50と重複し、掘立柱建物51から

lm南に位置していた。土城185の

埋没後に建てられていた。桁行 2間、

梁間 1間の南北棟建物で、棟の方向

はN-11°-Eであった。桁行全長は

405cm、梁間が338cm、床面積は13.3

面を測った。・桁行の柱間は196----207

cmで、ほぽ一定の値を示し、梁間で

は12cmの差があった。柱穴は円形で、

長径が38----50cm、深さは43------55cmで、

桁行中央柱穴が浅い。四隅の柱穴で

直径が10----l 7cmの柱痕を認めた。建

物の時期は不明である。 （岡本）

掘立柱建物53(第458.498図）

調査区の東端、 Cg線と 505線の

交点付近で検出された。東80cmには

方形区画の溝32があり、西1.5mに

は掘立柱建物49が検出された。桁行

第496図掘立柱建物51 (1/60) 
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2間、梁間 1間の東西棟建物で、棟の方向はN-75°-Wであった。桁行全長は403cm、梁間が304cm、

床面積は11.8面を測った。桁行の柱間は188-----205cmで、少し差がみられた。柱穴は円形で、長径が23

-----45cm、深さは10-----22cm、柱痕の匝径は10cmであった。遺物がなく建物の時期は不明。 （岡本）

(3)柱穴列

柱穴列 1 (第458・499図）

調査区の東端、 Cg504区と Cg505区で検出された。東西方向に 3間分、 4個の柱穴を検出した。

列の方向が掘立柱建物19と等しく、建物の南桁から80cmしか離れていなかったため、建物に伴う庇か

縁と考える。さらに東へ続いていたものとみられる。柱間は159-170cmと一定しないが、 p1が建物

の角の対角線上に位置するためと思われる。柱穴は円形ないしは隅丸方形で長径が67-98crn、深さは

31-42cmを測った。出士遺物はないが、掘立柱建物19に伴うことから古代の遺構と考える。 （岡本）
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第 3章高塚遺跡

(4)土壊墓

土壊墓2 (第456・500図、図版21・102)

Cc405区で検出した士堀墓である。平面形は長方形で、断面も含めて全体形は箱型を呈している。

規模は、長さ209cm、幅102cm、深さ15cmを測り、底面の標高は575cmである。主軸は、 N-12°-Eの

方向を指す。人骨は、顎、両腕、両足および肋骨等が伸展の状態で発掘できた。副葬品は、頭の位置

とその側に置かれていた。棺釘は角と側板中央部から出土している。

1548~1552の 5 枚は、土師器小皿である。ひも作りし、板目が底面に残っている。色調は灰白色を

している。小皿の口径は、 8.4~8.0cmである。 1548は完形品であった。 M90は諸刃の剣である。柄の

部分がわずかに折れ曲がっている。全長305cm、幅24cm、厚さ 7cm、重量120.90gを測ることができ

た。棺釘は 3本実測できた。 M93は少し形の変わった釘である。

以上の副葬品と士層から室町時代の木棺墓と考えたい。

土堀墓3 (第456・501図、図版21)

調杏区の西半部、 Ce407区に位置する。平面形は長さ94cm、幅59cmの長方形で、深さは検出面か

（浅倉）

ら5cmを測るにすぎない。内部からは図示したような配置でヒトの頭骨や下肢骨などを検出すること

＼ 

てココ下二~

;) . 績鬱

¥" I 
o:;:;; .町―;;;, -r>、ヽ 1 I 1 1548 1549 

fl ぷ企、 I I I こ＝ ~ ニ
1551 1552 

~~ ~ ~ 一二=： 

て二戸
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i認詞返・、

i℃、t清
ふ.;--'I"/翌約疫ぷを,~-,

如必ふ合翌・
• り令．．．

1550 

D
 

10cm 

~~,,-

＇ 
t M90 ~ 

600cm げ開
= 

゜
1 m 

『|1 黒褐灰色粘質微砂 閲ーロ M93 

2 暗灰色粘質微砂

゜
10cm 

ai M91 M92 

第500図 土堀墓2 (1/30)・出土遺物 (1/4,1/3)
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9□土城茎3 ] 

------- 、iD.-1 じー ー『一

［二どぅー 四 忽
M94 M95 

匂

土壊墓4

M96 

620cm ・-

゜
1~ 0cm 

灰白色砂質土 ゜
1 m 

第501 図土壊墓 3• 4 (1/30) 

•土堀墓 3 出土遺物 (1/3)

ができた。頭は北方向に向けられており、下肢は折り曲げられている。埋土は灰白色砂質土であった。

また原位置ではないが鉄釘M94~96が 3 本出土しており、被葬者は木棺に納められていたものと推測

できる。

土器などの副葬品が出士していないため詳細な時期については不明であるが、検出面や埋土の状況

などから中世であると考えられる。 （平井）

土壊墓 4 (第456・501図）

調査区の西半部、土堀墓3の北隣りにおいて検出できた。平面形は西北部が不明確ではあるが、長

さ128cm、幅53cmの長方形で、深さは検出面から 6cmを測るにすぎない。また南半部は一部柱穴によ

って壊されていた。内部からは人骨が少量出土したが、埋葬状況は明らかとはならなかった。

土器などの副葬品が出土していないため詳細な時期については不明であるが、検出面や埋士の状況

などから中世と考えている。 （平井）

土撰墓 5 (第458・502図、図版21)

調査区中央部の北端、 Cc502区で検出され、河道 3の埋没後に掘られていた。溝31は河道 3に流

れ込んでいたとみられ、鎌倉時代の

＼
 

土器類が出土した。このため、土墟

墓 5は室町時代のものと考えたい。

土堀の検出は困難で、人骨や周囲の

配石が遺構精査面よりも突出した状

態で、やっと士城の肩をおさえた。

580cm 

゜
1m 

"-¥_ ここ
1553 

＼＿ に
1554 

＼ ~ 
1555 

゜
10cm 

第502図 土壊墓5 (1/30)・出土遺物 (1/4)
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土城の平面形は隅丸長方形で、長軸長が180cm、短軸長は158cm、土堀の深さは 6cmにすぎなかった。

底面は長さ127cm、幅100cmを測った。底面の四隅には石が置かれ、南辺の中央と北東角の石の南に

も同じ大きさの石が残存していた。石の上端の高さには10cm程度の差があり、揃ってはいなかった。

石の上端は土城の底面からは15----27cm高かった。石に囲まれて人骨の断片と土師器の小Jillが 3個出

士したが、土城の底面からは 4、 5Clllほど浮いていた。人骨の断片は頭蓋骨と四肢骨の一部で、下

肢を折り曲げた状態で西に頭を置いて埋葬されていたと推定される。出土遺物と配石の位置関係か

ら、配石の上に木棺が据えられていたと考える。釘は出土しなかった。土師器小lillは遣体の頭部付近

に並べられていた。遺物も考慮して、室町時代でも前半の墓とみられる。 （岡本）

土堀墓6 (第458・503図、図版22)

調査区の東部北半、 Cd503区で検出された。溝32によって囲まれた方形区画の内側にあり、区画

北辺の中央部から2.2m南に位置していた。土城の平面形は隅丸長方形で、やや胴張りを呈していた。

長軸の方向は南北で、長軸長は103cm、短軸長は82cm、土堀の深さは16cmを測った。底面の広さは

長さが89cm、幅が62cmであった。底面には石が敷かれていた。北端に大きめの石が据えられ、東西

両側に 2個ずつ間隔をおいて並び、南端には小石が長軸を東西にして置かれていた。さらに、中央に

は石が2個接して入れられていた。中央の石の上から漆器椀の断片が出士し、埋土の上層から骨片の

ようなものも出土した。漆器椀の外面には、黒漆の地に赤漆で菊花と籠を描いていた。釘は出土しな

かったが、木棺を石敷きの上に据えた士葬墓と考える。室町時代の墓とみられる。 （岡本）

~ 

560cm 

゜
1 m 

1 褐色 (lOYR4/4)砂質土

（暗灰黄色砂質土と互層）

2 暗灰黄色 (2.5Y4/2)粘性砂質土

W10 

゜
5cm 

第503図 土壊墓6 (1/30)・出土遺物 (1/2)

土壊墓 7 (第458・504図）

調査区東部南半、 Cg503区で検出された。

掘立柱建物44と同50の間に位置していた。平

面形は歪んだ長方形をなし、長軸を南北方向

に採っていた。長軸長が153cm、短軸長は81cm、

土堀の深さは 7cmを測った。底面は広く、ほ

ぼ平坦であった。遺物はないが、形態から土

葬墓と考える。時期は不明である。 （岡本）

610an 

゜
lm 

第504図土堀墓 7 (1/30) 
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(5)井戸

井戸 4 (第457図 ・505図、図版22)

Ce5 00区において検出した平面円形の石組井戸である。掘り方の直径は上面で216-230cmあまり

を測る。また、上面での内径は80~90cm程度で、中位あたりでの内径100cmあまりに比べ狭まるのは

土圧によって内側にせり出しているためであろう。深さは190cm程度を測り、底面ではやや大きめの

石を辺長30cm程に方形に組んでいた。この井戸は、西方の建物群とともに溝によって囲まれた一つの

屋敷地を構成するとみられる。

＼
 

出土遺物には、黒漆を塗布した木製

椀W11と亀山焼の播鉢1556や、図示し

ていないが染め付け類がある。遺物か

らは、少なくとも室町期には利用され

ており、江戸期には埋没したと考えら

れる。 （弘田）

-L二：
） 

W11 

。
10cm 

610 cm 

1556 

。
lm 

。
10cm 

l 黄褐色粘質土

2 暗黄褐色粘質土

3 褐灰色粘質土

4 暗褐灰色粘質土

5 灰白色粘質土

第505図井戸 4 (1/30)・出土遺物 (1/4)
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井戸 5 (第458・506・507図、図版22・105・106)

調査区の南東隅、 Ch504区で検出された。井戸の掘り方が調査区の南端に接していた。調査区東

半の溝32で囲まれた方形区画の東

辺からは 3mほど内側に位置して

いたが、調査区の南壁に沿って井

戸から東辺の溝32に続くとみられ

る溝の肩部が検出された。このた

め、井戸の南側に洗い場のような

施設があって、そこからあふれた

水が溝32に流れ込んでいたのでは

ないかと推測される。井戸は深さ

2.lmまで掘り下げたところで湧水

がひどくなり、崩落のおそれもあ

ったため発掘を中止した。円形の

610叩

C

叶
州
名
◎ 

C102 

゜~ 
3cm 

1 にぶい黄橙色 (10YR6/3)

～灰色 (5Y6/l)粘性砂質土

2 暗オリープ灰色 (5GY4/l)

粘性砂質土

3 暗青灰色 (5BG4/l)砂質土

（砂利多含）

n
u
 

1 m 

1558 

1557 。
10cm 

第506図 井戸 5 (1/30)・出土遺物① (1/3,1/4) 
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石組み井戸で、検出面では長径123cm、短径107cm

を測った。壁体には長径が20~35cm程度の河原石

やその割石を積み上げていた。壁の断面はわずか

に外傾させていたため、底部の短径は53cmと検出

面の半分に狭まっていた。石材は不揃いで、積み

方にも規則性はみられなかった。井戸の掘り方は

北半は隅丸方形で、南半は円形を呈し、長径が240

cmであった。掘り方は深さ 1.4cmまでは垂直に掘ら

れていたが、それ以下は急激に狭まりをみせてい

た。壁体の石積みは一重で、裏込めの石は認めら

れなかったが、埋土第 3層の下半はほとんどが砂

利からなっていた。

かなりの出土遺物があったが、ここでは亀山焼

のすり鉢 (1557) と備前焼のすり鉢 (1558) を図

示した。備前焼のすり鉢は口縁部を高く立ち上げ

たもので、備前焼w期に属し、 15世紀代の室町時

代後半の年代が与えられる。 C102は土錘である。

S91は石臼の破片で、下のすり石と受け1II1と脚台

を一体にして作り出したものである。すり石部分

の半径は95mmと小さく、茶臼と考えられる。

出土遺物や溝32の年代などから、井戸 5は室町

時代後半の15世紀後半から16世紀前半に機能して

いたものとみられる。 （岡本）

(6)土壊

S91 

゜
10cm 

第507図井戸 5出土遺物② (1/3) 

土堀175(第457・508図）

調査区の西半部、土堀墓4を切るかたちで検出できた。平面形は西側の一部が検出できなかったが、

長さ315cm、幅150cm前後の長方形で深さは 8cm残存していたにすぎない。断面形は皿形で、底面には

凹凸が認められた。埋土は淡灰色砂質士がほとんど

であった。遺物は少菫の備前焼、須恵器、土師器な

どが出土しており、時期は中世（室町時代）と考え

ている。 （平井）

土壊176(第457・509図）

調杏区の中央部、河道3と溝24との間に位置する。

平面形は217X228cmの楕円形で、深さは検出面から

87cm残存していた。断面形は逆台形で、約40cmの深

さの所でわずかに屈曲している。

埋士は 5 層に分離でき、大きくは 1~3 層と 4 . 

-347-

830cm 

゜
2m 

第508図土堀175(1/60) 
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2m 

1

2

3

 

4 灰青色粘質上

5 灰黄色微砂

800 cm 

R 
1559 

10cm 

0 50cm 

一
1 暗灰褐色粘質徴砂

2 茶灰褐色粘質微砂

3 暗青灰色砂質土

4 青灰色粘質微砂

第510図 土壊177(1/30)・出土遺物 (1/4)

゜一灰黄褐色粘性砂質土（炭•土師器含）
こ

1560 

0 5 cm -—I 

第511図 土堀178(1/30)・出土遺物 (1/4)
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器の小片をわずかに含んでいた。底面も検出面と同じ長方形で、広くてほぼ平坦だったが、北側がか

すかに低くなっていた。土城178は形態的には士葬墓とみてもよいが、物証を欠いている。土師器の

高台付椀の破片が出土したが、土墟の年代はこれより降ると考える。 （岡本）

土堀179(第458・512図、図版23・100)

調査区の東半部、 Ce502区に位置する。平面形は約260X490cmの不整長方形で、深さは検出面か

ら約30cm残存していた。断面形は皿形で、埋土ば淡灰色砂質上が 1層のみであった。

590 cm 

瓢~三
。

2m 

l 淡灰色砂質土 2 淡褐灰色砂質土（灰褐色土塊含）

て
~ 
□ニ1563 

~ 1565 1566 

1564 0 1 Dem 一第512図土塀179(1/60)・出土遺物 (1/4)
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＼ 
〗一
＠ 
C103 

一゚2cm 

I 

＼ここ

戸？1567 

L---1---1 
1568 

1569 

゜
10cm 

600 cm 

。
2m 第513図土堀180(1/30)・出土遺物 (1/3,1/4) 

遺物は士師器、亀山焼、魚住焼、青磁、白磁などが出土している。 1561----1564は土師器椀で、口径

は 10.6~11.1cm、器高3.0---3.8cmである。 1565は魚住焼の捏鉢で、底部外面には糸切り痕跡が確認でき

る。 1566は亀山焼で、外面は格子目タタキ、内面はナデである。

最も新しい土師器椀や魚住焼捏鉢については14世紀初頭頃と考えておきたい。溝32に切られている

ため、溝32で区画された屋敷よりは古いものと考えることができよう。 （平井）

土壊180(第458・513図、図版23・105)

調査区の東半部において士堀179

に切られるかたちで検出できた。

平面形は約 3X5mの不整形な楕

円形で、深さは約20cm残存していた。

断面形は一定しておらず、埋土は

淡褐灰色砂質土であった。遺物は

土師器椀、小皿1567・1568、褐

釉？壺1569や土錘C103などが出

士している。時期は12~13世紀では

なかろうか。 （平井）

土壊181 (第458・514図）

調沓区の東半部、土城179の南

約 6mに位置する。平面形は南東

620cm 
" """" 

讐
。

1 m 

淡褐灰色粘質微砂（暗褐色粘質微砂土塊含）

第514図土堀181 (1/30) 
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部が不明であるが、長さ約220cm、幅約110cmの不整長方形を呈していたのではなかろうか。深さは検

出面から約10cm残存していたのみで、埋土は淡褐灰色粘質微砂が 1層のみであった。遺物は少量の士

師器片が出土したのみで、時期は中世としか捉えられない。 （平井）

土堀182(第458・515図）

調査区の中央付近、 Cd 502区で検出された。土城178から4.5m東に位置していた。調査区東半の

方形区画内の北西部にあたり、北辺から1.5m離れていた。平面形は不整形な楕円形で、長径が169cm、

短径は130cmと推定され、土城の深さは50cmを測った。埋士は 3層に分けられ、各層に炭粒や士器片

がわずかに包含されていた。第 3層は他の層よりも砂粒が粗かった。出土遺物として、土師器の高台

付椀がみられた。このため、士墟の年代は鎌倉時代後期の13世紀後半以降と考える。

土壊183(第458・516図）

調査区東部の北半、

（岡本）

Cd5 03区で検出された。調査区東半の方形区画の外側に位置し、北辺から北

へ1.3m離れていた。掘立柱建物34と重複していた。士堀の平面形は円形に近く、長径が114cm、短径

は99cm、土壊の深さは 9cmを測った。埋士はにぶい黄橙色砂質土の 1層であった。出士遺物として中

世土器の破片がいくらかみられたが、細かな時期については確定できなかった。 （岡本）

土壊184(第458・517図、図版23)

調査区束半の中央付近、 Ce503区で検出された。溝35や掘立柱建物40より古く、土渡の埋没後に

それらが作られていた。調査区東半の方形区画の中央付近よりやや北西に片寄っていた。不定型な大

形の土壊で、長径が522cm、短径は360cm、土城の深さは39cmを測った。土城の内部は二段構造にな

り、土城の東西に検出面から一段下がった平

坦面があり、それからさらに一段落ちて土城

の中央から南寄りに長径300cmの底面が広が

っていた。一段目の平坦面は中央へ向かって

/、ベ-----T――一—‘区、〗＼、、入、＼

—I~_J_ 
I I I 

I I I 
¥ I I 

＼ 
¥ I 

y- ¥、/
¥',, ,,,," 

‘‘  —“ 
',/', ―――――—一----一
＼ 

680an 

傾斜し、二段目の底面もわずかな凹面をなし

ていた。埋土の第 2層には炭や焼土の大粒が

含まれていた。出士遺物には多くの土器片の

。
lm 

賠褐色砂質土 2 暗オリープ褐色砂質土 3 黒褐色砂質土 600cm 

王 二
1570 

O 5crn 一 ゜
lm 

にぶい黄橙色 (10YR6(3)砂質土

第515図 土堀182(1/30)・ 出土遺物 (1/4)
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他にM97の鉄釘もみられた。 1574・1576は魚住焼の鉢、 1575は同甕、 1578は石鍋、 1579は亀山焼の甕

である。これらの遺物から上城の年代は鎌倉時代後期、 13世紀後半から14世紀前半と考える。 （岡本）

土壊185(第458・518図）

調査区の南東隅、 Cg504区と Ch504区に跨って検出された。掘立柱建物52と重複関係にあり、士

漿埋没後に建てられていた。第519図の第 1層は建物の柱穴である。士城の形状は不定形で、アメー

. 『『
\'\;<>

〇- -
’'’ ' 

M97 

゜
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灰白色 (10YR7/l)粘性砂質土

（マンガン多含，炭含）

明黄褐色 (lOYR7/5)粘性砂質土

（灰白色砂質土含，炭・焼土塊含）

明褐灰色 (7.5YR7/l)粘性砂質土（炭含）

4 灰色 (N6/0)粘性砂質土

ロー「ー／ ~y 
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~ 
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D
 

10cm 

1579 

第517図 土壊184(1/60)・出土遺物 (1/3,1/4)
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第 2節フロヤ調査区

バ状を呈していた。北東に突出部が

あり、中央は一度掘り直されたか、

壁の途中に肩部が認められた。長径

273cm、短径144cm、深さ38cmを測っ

た。埋土は 2層で、上層でば焼土や

炭の小粒が点々とみられた。室町時

代の土城と考える。 （岡本）

土壊186(第458・519図）

調査区の南東隅、 Cg504区で検出

された。溝36と一体になり、先後関

係はつかめなかった。あるいは溝36

の施設かもしれない。楕円形で、検

出長が250cm、短径は264cm、深さは

11cmを測った。底面は凹面で、小さ

な凹凸がみられた。備前焼片が出土

し、室町時代かと考える。 （岡本）

土堀187(第458・520図）

調査区の南東隅、 Cg505区に位置

し、溝32の下から検出された。調査

区東半の方形区画が形成される以前の遺構である。土城の平面形は楕円形で、長径が126cm、短径は

ヽ
¥
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810 an 

量
゜

1 m 

l 灰黄褐色 (10YR6/2)粘性砂質土

（焼土・ 炭少含）

2 黄灰色 (2.5Y6/l)粘性砂質土（焼土・炭少含）

3 にぶい黄橙色 (10YR6/3)粘性砂質土（灰色 (N6/0)土塊含）

第518図土堀185(1/30) 

93cm、土堀の深さは33cmを測った。壁の傾斜は急で、土壊の断面形は箱形を呈していた。広い底面

はわずかに凹面をなしていた。須恵器の破片

が一片出土したが、中世のものか判然としな

い。ただ、溝32との関係から鎌倉時代後半よ

りは古い時代の遺構と考える。 （岡本）

＼
 ＼ 

820an 
580cm 

。
2m 

褐灰色 (lOYR5/l)粘性砂質土（炭・焼土少含）

第519図 土 壊186(1/40) ｀ 。
1 m 

第520図土壊187(1/30) 
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第 3章高塚遺跡

(7)焼成土堀

焼成土壊 8 (第458・521図）

調査区の中央部北半、 Cd502区で検出された。

調査区東半の方形区画の外に位置し、北辺から

lm北にあった。土城は不整な円形で、長径が

59cm、短径は58cm、深さは11cmを測った。土堀の

底面は凹面をなし、そこに10mmの厚さで炭の堆積

がみられた。また、士城の北と南西の壁は被熱に

よって赤色に変色していた。赤色部分は底面から

3 cmほど上から検出面までに及んでいた。土城内

で火を焚いたものと考えて間違いはない。（岡本）

570cm —, "' 

｀
 

0 50cm 

第521図焼成土漿8 (1/20) 

(8)溝

溝20(第456・522図、図版23)

Cc405区で検出した大形溝である。東方50mに検出した大溝と北方に東西に延びる河道で一つの

630 cm 
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第522図溝20(1/40)・出土遺物 (1/3, 1 /4) 
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第 2節フロヤ調査区

区画を造ることができる。この溝を境としてフロヤ調査区と塚廻り調査区が分かれ、小字の境になっ

ている。規模は、検出した長さ17m、幅420cm、深さ136cmを測る。底面は平坦で、断面形は逆台形を

している。底面の標高は、 480cmである。

遺物としては、中世士器と陶磁器及び鉄器が出土している。 1580は亀山焼きの播鉢である。 1581は

備前焼の播鉢である。 1582は備前焼の大甕の口縁部である。 1583は肥前産陶器と考えられる。 1584は

黒色の瓦質土器で、内耳鍋と呼ぶものである。 M98は穴あきの鉄器だが品名は不明である。

以上の遺物と遺構の観察からこの溝は集落区画の環濠で、中世後期に使われたと言える。 （浅倉）

溝21 (第456・523図）

Cc405区で検出した東西に延びる溝である。 2条の溝が合流する。土城墓2を切っていることか

ら中世後期よりだいぶん新しいようである。東方には幅、深さ、方向など同じものが多数平行してい

るのが検出されている。南方でも図示していないが平行する数条の溝を検出している。

遺物は品名不明の鉄器が 1点出土している。

遺構・遺物のあり方から畑の畝溝で中世末期と考えられる。 （浅倉）

溝22(第457・524図）

調査区の西半部Ce407区に位置する。検出できたのは長さ約 Smのみであった。幅約100-120cm、

深さ10cm前後で、埋土は淡灰色砂質土がほとんどであった。遺物はほとんど出土しなかった。ほぱ南

北に直線的に掘削されており、掘立柱建物21----28を区画する溝の一

つと考えられ、時期は中世と考えている。 （平井）

溝23(第457・524図）

調査区の中央部、河道3の南に位置する。幅20cm前後、深さ約 5

cmで、長さ約20mが検出できている。遺物は土器片が少量出土した

B 
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5 淡灰黄色粘質土

6 暗灰色粘質土

7 灰褐色微砂

8 明灰褐色粘質土

9 淡灰褐色微砂

10 灰褐色微砂

11 灰黄色粘質土

12 暗灰褐色細砂
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14 灰黄色細砂
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1 m 0 Mgg 5cm — 第523図溝21 (1/30,1/60)・出土遺物 (1/3)
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第 3章高塚遺跡

のみで、埋土は灰褐色粘質微砂であった。ほぼ東西方向に掘削されており、掘立柱建物21~28を区画

する溝の一つと考えられる。時期は明確ではないが中世と考えておきたい。なお図示した断面図の 1

層は近世の素掘溝である。 （平井）

溝24(第457・524図）

調査区の中央部、溝23の南に沿って検出できた。幅60cm前後、深さ約10cmで、長さ約25mが検出で

きている。埋土は灰色粘質微砂が 1層のみであった。遺物は土師器椀、鍋や備前焼の小片が少量出土

したのみである。溝23と同じくほぼ東西方向で直線的に掘削されており、掘立柱建物21----28を区画す

る溝の一つと考えられる。時期は中世であろう。 （平井）

溝25(第457・524図）

調査区の中央部、溝24を切るかたちで検出できた。幅30cm前後、深さ約 8cmで、 U字状に掘削され

ている。埋土は灰褐色粘質微砂が 1層のみであった。遺物は土師器鍋などの小片が少量出土したのみ

で、時期は中世としか捉えられない。形状からは何らかを取り囲む溝と考えられるが、用途を明確に

する資料は得られなかった。 （平井）

820cm 
E' 

800cm 

三f'G~G

。
1 m 0 50cm 

一灰褐色粘質微砂

。
1 m 
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第 2節フロヤ調査区

溝26(第457・524・525図）

調査区の中央部、掘立柱建物群の東と南に位置する。東西• 南北方

向に掘削されたいくつかの溝について、そのつながりから一つの溝番

号26として報告している。検出できた幅は約20~260cm と一定しておら

ず、深さは最大でも約15cmを測るにすぎない。埋土は灰色粘質士がほ

とんどであった。遺物は土師器、備前焼、亀山焼や茶臼の破片 S92な

どが少量出士しており、時期は中世と考えられる。

東西、南北にほぽ直線的に掘削されていることから溝22----24と同様

に掘立柱建物21~28を区画する溝と考えることができる。そして南北

方向の溝が二重になっていることから、後述する溝29の位置も考慮に

入れると、掘立柱建物群は＝重の溝によって区画されており、かつ南

側の調査区外にも溝で区画される掘立柱建物群の存在を推定すること

ができるのではなかろうか。 （平井）

溝27• 28 (第457・524図）

溝27は調査区の中央部、溝26の東において検出した。幅15----40cm前後、深さ約 5cmの小規模な溝で、

冑
S92 

。
10cm 

第525図溝26出土遺物

(1/3) 

長さはほぼ南北方向に約 5m確認できたのみである。

溝28は溝27の北東部において検出された。幅40cm前後、深さ約10cmで、長さはほぼ南北方向に約 4

m確認できたのみである。

溝27・28とも時期が特定できる遺物は出土していないが中世で、溝22-----24・26と同様に掘立柱建物

群を区画する溝の一部と考えている。 （平井）

溝29(第457・524・526図）

調査区の中央部、溝26の南に位置する。幅50cm前後、深さ約 8cmで、東西方向に約 9m確認でき、

東端部では南方向に屈曲するものと推測できる。形状から建物群を区画する溝で、南側の調査区外に

掘立柱建物群の存在を推定しておきたい。遣物は土師器のほかに格子目タタキの瓦1585が出土してお

り、瓦葺きの建物が存在していたのかもしれない。時期は中世である。 （平井）

溝30• 31 (第457・527.......,529図、図版24・102)

溝30は調査区の東半部、 501 ラインの東隣りに位置する。幅約30~50cm、深さ約60.......,SOcmの規模で

ほぼ南北方向に約25m検出でき、北端部では図示したように河道 3に向かって扇状に拡がっている。

埋土は大きくは 3層に分離でき、図の 1層は中世と

考えている。底面の海抜高は北側の方が低くなって

いた。遺物は少贔の土器片が出土している。

南端からN断面までの範囲からは内黒土器1592な

ど古代の上器のみが出土しているが、北端部では中

世士器が出土している。

溝31は溝30の東隣りに沿うように検出できた。幅

約 2~3 rn、深さ約70~130cmの規模でほぼ南北方

向に約30m検出でき、北端部では西側が膨らんでい

た。埋土は南半部では 2層前後、北半部ではそれ以

-357-
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明褐灰色 (7.5YR7/l) -青灰色 (5B6/l)粘性砂質土

緑灰色 (7.5G6/l)粘性砂質土（オリープ灰色粘質士塊含）

灰色 (N5/0)粘性砂質土（灰オリープ色斑）

青灰色 (10BG5/1)粘性砂質土

青灰色 (lOBG5/l)粘性砂質土（灰オリープ色斑）
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9

 

黄灰色 (2.5Y6/l)~青灰色 (5B5/l)粘性砂質土

青灰色 (5B5/l)粘性砂質土

灰色 (N5/0)粘性砂質土（細砂、粘性微砂塊含）

灰色 (N5/0)粘性微砂質土

。
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゜
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暗灰色粘質土

青灰色粘質土

3

4

 

第527図

暗緑灰色粘質土

青灰色粘質土

溝30• 31 

上に分離できている。底面の海抜高は北側の方が低く

なっていた。遺物は少醤の土器片が出土している。南

端から N断面までの範囲からは須恵器1586---1590、土

師器1591・1593など古代のみの土器が出土している。

北端部では溝30と共に遺物を取り上げているが、 1594

---1604のように中世の遺物がほとんどであった。鉄斧

M100は溝31の北端部から出士した。

溝30・31の時期はN断面より南側については中世の

溝26に切られていることや出土遺物から古代（平安時

代か）で、これより東側に存在する古代の掘立柱建物

群（掘立柱建物15-----19) を区画する溝である可能性が

高いと考えているが、北端部は遺物からは中世と考え
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灰黄褐色 (10YR6/2) 粘質土

灰黄褐色 (10YR6/2) 粘質土 (1層より少し暗）

第530図
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溝32(1/30) 

610cm 
lf 

灰黄褐色 (10YR6/2)砂質土（炭粒少含）

灰白色 (N7/0)粘性砂質土

ざるをえない。平安時代から鎌倉時代まで機能した溝であろうか。 （平井）
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一第532図 溝32出土遺物② (1/3) 

溝32(第458・530-534図、図版24・105・106)

調査区の東半にあって、 Cg501区か

らCd5 01区までは北に延び、東へ方向

を転じて Cd505区まで続き、次に南に

折れてCi505区まで直線上に繋がってい

た。南端は調査区外に至り、その先の行

方については不明であるが、調査区内だ

けでも東西が35m、南北は検出部分で45

mほどの方形に士地を区画していた。区

画内には掘立柱建物が重複した状態で検

出され、この溝32が屋敷地を画する溝と

して機能していたものと考える。調壺区

の南東隅で井戸 5が検出されたが、ここ

から東へ延びる溝があり、それが溝32に

接続していたとみられる。また、方形区

画の西辺では溝32は2条に分かれていた

が、これは第530図に示したように、切

り合い関係にあったことから掘り直しに

よって生じたものであった。当初は東側

の溝が掘られていたが、西寄りに掘り直

したものである。

溝の幅は方形区画の東辺と西辺では50

-80cmであったが、北辺部分では広く浅

い溝の中央部分がさらに落ち込むという

形状を示す部分が多く、溝の上端幅では

150-200cmと広がり、一段落ち込んだ部

分は幅が50-SOcmを示していた。このこ

とは、溝の底部が全周において水平には

なっていないことと関係するとみられ、

後世の削平によって東辺や西辺の浅い部

分は上部の溝が破壊によって消滅してい

620 cm 

゜
2m 

1 灰黄褐色 (10YR6/2)砂質土（土器少含）

2 にぶい黄橙色 (10YR6応）砂質士（炭少含，土器含）

3 灰色 (5Y6/l)粘性砂質土（灰褐色粘質土塊僅少含）

4 灰色 (5Y6/l)~青灰色 (10BG5/l)粘性砂質土

（褐灰色粘質土塊含）

5 灰色 (N6/0)粘質土（明青灰色 (5BG7/1)粘質土塊含）

6 灰色 (NS/0)粘質土（腐植物含）

第533図溝32水溜 (1/60)
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第534図溝32出土遺物③ (1/3) 

たためと考える。本来の溝32の姿はCct505区でみられるような形であったとみてよい。北辺部分に

ついても掘立柱建物の柱穴の残存状況から削平をうけていたとみられるため、本来の溝32は幅が3.--., 

4m程度はあった可能性が強い。溝の深さはもっとも残りのよい部分で43cmを測った。溝の底部の高

度をみると東辺の南端近くで標高610cm、西辺の南端付近では580cm程度であったが、北辺の中央付近

では550cmと下がり、北へ行くほど低くなる傾向を示していた。埋士でも 2層であったものが、西辺

では 1層になっていた。西辺の内側の溝と東辺の溝の南半では角礫が多量に含まれていて、東辺の溝

では上層に礫とともに炭粒や焼士小塊が多く包含されていた。

方形区画の北東角近くに第533図で示す大形の落ち込みが検出された。長径が595cm、短径が410cm

の不整形な楕円形を呈し、深さは130cmであった。底の埋土は粘質土で、底には腐植物の堆積がみら

れた。井戸と繋がっていることもあって、溝32には水が溜っていたとみられ、この土城部分が水溜の

施設になっていたものと考える。洗い場として存在したものであろうか。

出土遺物は多岐にわたるが、備前焼や亀山焼の年代から15世紀から16世紀前半にかけて機能してい

た溝と考える。緑釉陶器や青磁片、それに複数の北宋銭• 鉄鏃• 茶臼の出土が注意される。 （岡本）

溝33(第459・535図）

調査区東部の北半、河道 3の肩部に沿うような形で検出された。ほぽ直線状に延び、溝34の北半部

分の東西溝と平行し、その間の距離は lm程度であった。何らかの関連をもっていたと考えられる。

溝の幅は70.--.-90cm、深さは最大で22cmであった。検出部分の中央部がもっとも低かった。 （岡本）

溝34(第459・535図）

調査区東半にあった方形区画の北辺中央付近で溝32から南北に溝が派生し、 2.--.-3 m延びて西へ屈

折してさらに続いていた。方形区画内の南部では溝32と平行し、 8mほどで消えるが、区画外の北部

では溝32とは平行せず、 15m分を確認した。溝底の標高をみると、溝32の上部の広く浅い一段目と等

しい。溝34全体では北部が南部よりも高いが、南部の底はほとんど水平に近かった。 （岡本）
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灰白色 (2.5Y7/l)粗砂

灰白色 (lO.YR7/l)粘性砂質土（灰白色粘性微砂小塊含）

緑灰色 (lOGY6/l)粘質土（炭化腐植物、礫多含）

青灰色 (5BG5/l)粘性砂質土（腐植物多含、礫含）

青灰色 (5BG5/1)粘性砂質土（炭粒、礫含）

青灰色 (5BG5/l)粗砂

7
8
9
1
0
1
1
1
2
 

褐灰色 (10YR6/l)粘性砂質土（溝33)

灰黄褐色砂質土（炭粒、土器、小礫含）

灰黄色 (2.5Y7/2)砂質土（灰白色微砂小塊含）

褐灰色 (10YR6/l)砂質土（土器片含）

褐灰色 (7.5YR6/l)粘性砂質士

青灰色 (10BG5/l)粘性砂質土

溝33 800cm , 
v― JV 
にぶい褐色 (7.5YR5/3)砂質土 にぶい黄橙色 (10YR6/3)砂質土

溝35

820皿．

x言言~x

—゚ 50cm 

灰黄褐色 (lOYR4/2)砂質土

溝36 溝37

釘．z z 

冒
。

lm 0 50cm 

一1

2

 

褐灰色 (10YR6/l)砂質土（炭、焼土粒含）

褐灰色 (10YR6/l)砂質土（浅黄色粘性砂質土塊、炭粒、焼土粒含）

第535図 溝33r.J37(1/60,1/30) 

溝35(第458・535図）

調査区東半の中央付近、

がみられ、同時存在の可能性が高い。溝の底はほぽ水平であった。中世土器片が出土した。

Ce 5 03区で検出された。「L」字状の溝で、溝34の南半部と相似してい

た。幅が45-70cm、深さは10cm以内と浅かった。部分的に焼土の大きな塊を包含し、溝32との類似

（岡本）

溝36(第458・535図）

調査区の南東隅、 Cg504区で検出された。検出長は 7mほどに過ぎず、緩い弧を描いて溝32に注

ぎ込んでいたようである。土層断面を実測した部分では 2条の溝の切り合い関係が確認されたが、発

掘中には認識できなかった。炭粒や焼土粒を含んでいた。溝の深さは10cmと浅かった。

溝37(第458・535図）

（岡本）

調壺区の南東端、突出部分の中程、 Ci 505区で検出された。 この溝から22m南には微高地の端部、

あるいは旧河道の肩部が確認された。方形区画に対する位置関係でみれば溝33と類似している。溝の

幅は50~65cm、深さは 7 cmときわめて浅かった。中世のものらしい土器片が少量出士した。
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(9)河道

河道3 （第458・536図）

調杏区の北側においてほぼ東西方向に検出された。弥生時代や古墳時代の遺構残存状況から、少な

くとも古墳時代まではこの位置に河道は存在しておらず微高地が続いていたものと考えられる。河道

3の完掘は行えなかったが、断面の観察などから肩口の傾斜は強いと思われる。埋土は粘質土や微砂、

細砂が水平にちかく堆積していた。埋土中からは士師器、須恵器、漆塗り木製椀小片などが少量出土

している。時期は中世である。南側に想定できる屋敷とともに足守川への水上運搬のための河道とし

て機能していたのではなかろうか。 （平井）
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暗黄灰色粘質微砂

明青灰色粘質微砂

黄灰色粘質微砂
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淡黄褐灰色粘質微砂

゜
ー

6

7

8

9

 

淡褐灰色粘質微砂

明灰色粘質土

灰白色粘質土

淡青灰色粘質土

黒灰色粘質微砂
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淡灰色粘質微砂

青灰色粘土

暗青灰色粘質微砂

淡緑灰色細砂

褐緑灰色粘質土
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淡灰褐色粘質細砂

灰褐色粘質細砂

1

2

3

4

5

6

7

8
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灰色 (10Y6/l)砂質土（現代耕作土） 10 

灰白色 (lOY7/l)砂質土 11 

浅黄色 (5Y7(3)砂質土 12 

明黄褐色 (2.5Y7/6)砂質土 13 

灰白色 (5Y7/l)粘性砂質土 14 

灰白色 (10Y7/1)粘性砂質土 15 

灰白色 (N7/0)粘質土 16 

青灰色 (5B6/l)粘質土 17 

青灰色 (10B5/1)粘質土 18 

青灰色 (5BG5/l)粘質土 19 

明褐灰色 (7.5YR7/l)粘質砂質土 20 

淡黄色 (2.5Y8/3)砂質土 21 

にぶい褐色 (7.5YR7(3)粘性砂質土 22

にぶい黄橙色 (10YR7(3)砂質土 23 

灰黄褐色 (10YR6/2)砂質土 24 

にぶい黄橙色 (10YR6/3)砂質土 25 

暗褐色 (10YR3/4)砂質土

にぶい褐色 (7.5YR5(3)砂質土

黒褐色 (7.5YR3/2)粘質土

暗褐色 (10YR3/4)砂質土

褐色 (10YR4/4)砂質土

青灰色 (5BG5/l) -褐色 (lOYR4/4)粘性砂質土

にぶい黄褐色 (10YR5/4)砂質土

緑灰色 (7.5GY5/l)微砂

オリープ灰色 (10Y5/2)微砂

第536図 河道 3 (1/60) 
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(1 O)柱穴

柱穴10-32(第457・458・537・538図、図版100・102)

古代・中世の柱穴は調査区の全域にわたって数多く検出できた（第455図）。これらのうち掘立柱建

物を構成する柱穴についてはすでに報告している。掘立柱建物については発掘調査時に設定・復元し

たもののほかに整理作業時に復元したものも報告しているが、第455図に示しているようにそれ以外

に多数の柱穴が存在していることや未検出の柱穴の存在をも想定するならば、報告した以外に掘立柱
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第537図 柱穴16,.._,31出土遺物 (1/4)
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一第538図柱穴10,....,32出土遺物 (1/3,1/2)

建物は存在しないとは言い切れない。例えば後述するような完形品に近い土器が複数出土する柱穴に

ついては掘立柱建物を構成する柱穴の一つと想定することもできよう。

第537・538図に示した柱穴出土遺物は完形品に近い土器や金属製品、士製品について掲載している。

1615・1616は柱穴26(P 26)から出土した土師器椀で12世紀後半、 1617は柱穴25(P 25)、1618は柱

穴27(P 27)、1619は柱穴28(P 28)、1620は柱穴16(P 16)、1621は柱穴20(P 20)から出土した土

師器椀で13世紀後半、 1622は柱穴19(P 19)、1623は柱穴17(P 17)、1624は柱穴22(P 22)から出士

した士師器椀で14世紀前半ではなかろうか。 1625・1629・1630は柱穴30(P 30)から出土した小皿と

脚台、 1626は柱穴29(P29)、1627は柱穴23(P 23)、1628は柱穴22(P 22)から出士した小皿、 1631

は柱穴21(P 21)から出士した脚台で鎌倉時代と考えている。

1632・1634・1636・1637・1652はフロヤ l区の柱穴31(P 31)から出土した上師器で13世紀末から

14世紀初頭ではなかろうか。 1633·1635·1638~1651 はフロヤ 2C 区の柱穴18 (P 18)から出土した

土師器で13世紀後半と考えている。

M111はフロヤ 1区の柱穴10(P 10) の上面から出土した青銅製帯金具（「巡方」）である。縦21.5

mm、横24.3mmの長方形で、厚さは 3mmを測る。約18X6 mmの長方形の透かし孔があり、内面の四隅には釘

が埋め込まれている。古代のものであろう。 M112は柱穴15(P 15)からの出土で刀子、 M114は柱穴

14 (P 14)からの出土で釘、 M113は柱穴12(P 12)からの出上で用途不詳である。いずれも時期は

特定できない。 M115は柱穴24(P24)、M116は柱穴32(P 32)から出土した「嘉祐通賓」と「嘉祐元

賓」である。

C105・106は土錘と考えている。

(11) 遺構に伴わない遺物（第539~541 図）

（平井）

古代・中世の遺構については報告した以外には遺物を全く出土しない土堀状遺構や柱穴状遺構、溝
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状遺構などが少し検出できている。

古代・中世の遺構に伴わない遺物はおもに遺構

検出中に出士した遺物である。 1653~1656は須恵

器杯蓋と杯身で 7世紀後半から 8世紀前半であろ

う。 1657は須恵器鉄鉢、 1658は須恵器長頸壺であ
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第541図 遺構に伴わない遺物（古代～中世）③ (1/3) 

る。 1659----1665は高台付士師器椀で、 11世紀後半から13世紀後半と考えている。 1666・1667は無高台

の土師器椀で14世紀前半から中頃ではなかろうか。 1668は士師器小皿、 1669は用途不詳である。 1670

は土師器鍋、 1671は瓦質鉢、 1672は瓦質釜である。 1673・1674は亀山焼、 1675は備前焼壺、 1676は備

前焼播り鉢である。 1677・1688は白磁碗、 1679は雷文帯青磁碗、 1680は青白磁合子の身である。 1681

は平瓦で凹面は細かい布目、凸面はナデである。 1682・1683は唐津焼の皿で、内面と外面は体部上半

まで薄い釉薬がかけられおり、見込みには胎土目痕跡が観察できる。 1684は唐津焼の皿で、見込みに

は砂目積みの痕跡が観察できる。 1610-'---1630年頃の製作と考えられているがこの節において図示して

いる。

M117は「元祐通賓」、 M118は「熙寧元賓」、 M119は「元符通賓」、 M120は「祥符元賓」 と考えて

いる。

C 107---111は土錘、 C111は士製勾玉であろうか。

S98~107は砥石と考えている。 S108は叩き石ではなかろうか。

M 121 ----133は鉄製品である。器種、用途がわからないものが多いが、 M128~132は釘と考えてよい

であろう。これらの鉄製品は古代・中世と考えているが遺構に伴っておらず共伴遺物も明確ではない

ため、古墳時代や近世のものが含まれている可能性も否定できない。 （平井）
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5 近世の遺構・遺物

(1)概要

近世の遺構として明確に捉えられたのは後述する素掘溝群のみであった。古代・中世の節で報告し

た河道 3については、明確ではないが素掘溝群が検出できなかったことなどから近世においても機能

していた可能性が考えられる。近世の水田層は明確に調査できなかった。遺物は唐津焼や伊万里焼、

備前焼などが少量出士しているのみである。 （平井）

(2)素掘溝群

素掘溝群 1 (第542---545図、図版24)

調査区の西半部において検出した。幅30---200

cm前後、深さ約 5-30cmの溝がほぽ東西、南北方

向で規則的に掘削されている。断面形は皿形で、

埋士は灰白色砂質土、淡灰褐色砂質士、灰褐色

砂質土などであった。底面には凹凸が認められ
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た。遺物は埋土中から土器、土製品、鉄器が少量出土している。 1685は士師器皿で底面はナデである。

1686・1687は備前焼播鉢の小片である。 1688は唐津焼の皿で見込み部分には砂目積みの痕跡が観察

できる。 1689は瓦質の鉢で体部上半にはカキメが施されている。 C113-----116は土錘、 C117は備前焼

製の円板状土製品である。 M134----136は鉄製品である。
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第545図素掘溝群 1出土遺物 (1/4,1/3) 

時期については、検出面が掘立柱建物群などよりは新しいことや屋敷を囲む溝や柱穴を切っている

ことおよび出士遺物から近世（前期か）と考えている。この素掘溝群の性格は畑作に伴う溝で、屋敷

地が廃棄された後、屋敷地に規制されるかたちで畑作化されたのではなかろうか。 （平井）
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第 3節 角川調在区

l 調介[)(の概要

角田調介区は高塚遺跡の東端に位附し、西側はフロヤJ射杞仮に続き、東側は足守川の西堤防裾にあ

たる 調介f[{(よ幅約60m、長さ約15Umを測り、渦介ビ西側北部は現m水路によって調在幅を減じて

いる 次調在で明らかなように、調介いの基本,-_層は耕作 f・_Fに50cm余りの近世砂層が堆桔してお

り、以下、中祉および弥生時代遺物包含層、基盤層と続く 桔盤層は東から西にわずかながら低くな

るとともに~~]査厄の西方に刷かい中世が、東方に弥生時代遣物包含層が原くなる傾向をホしていた

調査は表上下約60cmの中世遺物包含層上部まで屯機によって排士して開始し、その結果、調介区令

写真7 角田調査区作業風景（東から）

写真8 角田調査区竪穴住居群 （北東から）
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筍 3f,'i: 晶塚遺判

面にわたって弥生時代から中世に全る遺構遺物が検出された 特に、弥生時代後期におし，ては調介中区

南東部から溝および河道が検出され、微高地はそのあたりから Fがっていくものと推定された また、

古墳時代から中世においては調在厄南東部および北東部に斜面堆積を確認しており、この時期、調在

区周辺の徴高地は比較的幅が狭く、東西に細長く延びていたものと思われる

方、弥牛時代から古墳時代の遺構は調在区全体から多くの検出をみた し力＼、ながら 古代の遺

構は極めて少なく｀中世のそれは調在lメ：西方を中心に掘立柱建物群や土堀墓などが検出された なお、

これ以外にも全体図にポすように郎しい柱穴が検出されたが、建物として確認できないものは該廿す

る時代の t要遺構から除外せざるを得なかった 江見 I

2 弥牛時代の追構と追物

(1)概要

湖在ドからは竪穴ft屈"卓f以!·. 、袋状 t堀43基、 h形 t塙l63iJ~ 、 t塙28fi桂、溝 l条、 1沿店留り 5

か所、柱穴多数などが検出された これり逍構は伴出逍物かり全般的に弥 後 ，Iおよび皿 I¥. に属

すものが大't'-で、弥・後.IIの範認と思われるものは極めて少ない状況であった

写真9 角田調査区土壊掘り下げ

-374-

前述のように‘片調介lズ．は南東部を除き

,~ ・μ. が微裔地部分にあたる

竪穴ft居は平面形態がPl 形あるいは ,'f~

然円形を閑すものが多 （、 一部、後期前

l-に属すものに方形ない し隅丸}j形のも

のがみられた 袋状土塙は tに調介lズ中

央かっ東部にかけて検出され、 f't:出遺物

は弥・後 .I期のものが大 1辺ーを占めた

}j形 t堀は湖査区全体から検出され、遺

物の小す年代観は弥・後 皿から Wであ

J た また、上堀においても J~1i:Iべ令 f本

から検出されており 実数は骰；'t例をは

るかに K厠る数べあったが、必要最小阪

にと どめた なお、掘立柱建物は何棟か

所在 したものと考えているが、前述のよ

うにそれを決定付ける状況が確認されす、

報告を位し控えた

出 t逍物の大半は後期に属すもの て

コンテナ約l2CX)箱が出土 してお り、 特惰さ

れるものとして、棒状銅製品 と遊離遺物

てはあるが銅鐸片がある なお、 前期；こ

遡る t器片も数点出土 ’て'、.るか` 遺構

:± 令： Ii侑品で苔なかっだ ir: 見
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第546図 角田調査区遺構全体図 (1/500)
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第 3節角田調査区

(2)竪穴住居

竪穴住居50(第548・555図、図版25)

調査区西端のCg508区で検出したほぽ円形の竪穴住居である。規模は、長さ328cm、幅305cm、深

さ36cmで、床面積は7.9面を測る。床面の標高は514cmである。柱穴は検出できなかった。中央穴と考

>

580cm 
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第555図 竪穴住居50(1/60)・出土遺物 (1/4)
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第 3章高塚遺跡

えられる穴が2個見つかっている。壁体溝は壁際に幅15cm、深さ10cmで全周に巡っている。ほかに 2

個の楕円形の穴が検出できたが、伴うものかどうか判断できない。

遺物は、弥生士器が多数出土している。 1690は壼で、口径は19.8cmである。 1691----1695は甕で、内

面ヘラケズリしている。底部は平底である。 1696---1701は高杯で、ヘラミガキしたものが多い。 1696

はブランデーグラスに似た形状をしている。 1700の杯部は浅い。 1702・1704・1705は台付き鉢である。

1703は高杯の脚部であり、円形の透かし穴を持っている。 1706は大形の鉢で、口径は推定34.0cmある。

1707・1708は小形の鉢である。 1709・1710は手捏ねの鉢である。

以上の遺構や遺物から、この住居の時期は弥・後・皿としておきたい。

竪穴住居51 (第548・556図、図版25・107)

（浅倉）

調査区西端のCg509区で検出した中膨らみの隅丸方形と言うかほぼ円形の竪穴住居である。規模
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第556図 竪穴住居51 (1/60)・出土遺物 (1/3, 1 /4) 
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は、長さ373cm、幅332cm、深さ48cmで、床面積は9.7面を測る。床面の標高は536cmである。柱穴は検出

できなかった。中央穴も見つかっていない。壁体溝は壁際に幅15cm、深さ10cmで全周に巡っている。

床面中央部が赤く焼けている。火災に遭ったものであろう。

遺物は、弥生土器が多数出土しているほかに、砥石が 1点ある。 S109は流紋岩製の砥石である。

1711~1713は甕である。 1714·1715は壼である。 1716·1717は高杯である。 1718~1721 は鉢である。

1721は、口径26.8cmを測る。

以上の遺構と遺物から、この住居の時期は弥・後.IIIとしておきたい。 （浅倉）

竪穴住居52(第548・557図、図版25・107)

調査区西端のCg600区で検出した中膨らみの隅丸方形の竪穴住居である。規模は、長さ308cm、幅

312cm、深さ27cmで、床面積は8.6面を測る。床面の標高は522cmである。柱穴は検出できなかった。中

央穴も見つかっていない。壁体溝は壁際に幅15cm、深さ10cmで全周に巡っている。

遺物は、弥生土器が多数出土している。 1722は壼である。 1723は長頸壺である。 1724は完形の小形

壼である。 1725・1726は高杯である。 1727は鉢である。 1728・1729は器台である。同一個体と考えら

れるが接合できない。以上の遺構や遺物から、この住居の時期は弥・後・ Iとしておきたい。 （浅倉）
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第 3章高塚遺跡

竪穴住居53A• B (第548・558---560図、図版26・107)

調査区西端のCh601区で検出したほぼ円形の 2軒の竪穴住居である。 Aの規模は、長さ424cm、幅

400cm、深さ20cmで、床面積は13.0m2を測る。床面の標高は478cmである。柱穴は 4本検出できた。中

央穴もある。 Bの規模は、長さ475cm、幅460cm、深さ56cmで、床面積は17.8面を測る。床面の標高は

504cmである。柱穴は 4本検出できた。中央穴もある。焼土面が 1か所ある。火災に遭ったものであ

ろう。遺物は、 Aの方は弥生土器のほかに柱状石斧が出土している。 S110は緑色片岩製の柱状片刃

石斧である。 1730・1731は壺である。 1732は鉢である。これまでがAの出土土器である。 Bの方は完

形の壼が出土している。 1733は甕である。 1734は壺である。 1735は完形の壼である。 1736は鉢である。

1737は鉢である。ここまでがBから出土したことがはっきりしている。このあとの土器はA・Bのど

ちらから出たのかよくわからないものである。 1738は壼、 1739----1746は甕、1747----1749は高杯、1750----

1752は鉢、 1753・1754は台付き鉢、 1755は鉢、 1756は甕、 1757は手捏ね土器である。 C118----C 122は

土器片を廃物利用した紡錘車の未製品である。

以上の遺構や遺物からこの住居の時期はAの方が弥・後.IIIであり、 Bの方は弥・後 ・Nとしてお

きたい。 Aの住居を拡張してBの住居を建て替えしたように思われる。土層断面を観察すると、中間

にもう l軒存在したことがわかる。 （浅倉）
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第560図竪穴住居53出土遺物 (1/4,1/3)

竪穴住居54(第548・561・562図、図版26・107)

調査区西瑞のCh507区で検出した、ほぽ円形の 2軒重複した竪穴住居である。上層の住居の規模は、

長さ650cm、推定幅500cm、深さ10cmを測る。床面の標高は555cmである。柱穴は 5本検出できた。中

央穴もある。下層の住居の規模は、長さ572cm、幅572cm、深さ40cmで、床面積は25.9面を測る。床面
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第562図 竪穴住居54出土遺物 (1/4,1/3)

の標高は530cmである。柱穴は 5本検出できた。中央穴もある。焼士面が3か所ある。火災に遭った

ものであろう。遺物としては、弥生土器のほかに土器片を再利用した紡錘車の未製品が2点出土して

いる。 1758は壼の口縁部で、口径は13.5cmある。 1759は甕の口縁部で、口径は16.0cmある。 1760・

1761は甕の口縁部で、口径は14.0cmある。 1_762は甕か鉢の口縁部である。 1763はたまねぎ形の胴部を

し、高杯の短脚の付く小形台付直口壼である。 1764は完形の高杯で、口径19.6cm、底径10.7cm、器高

12.2cmを測ることができる。 1765は高杯の上半部で、口径は22.5cmである。 1766も高杯の上半部で、

口径は22.3cmである。 1768・1769は鉢の口縁部細片である。 1770は大形の鉢の口縁部で、推定口径

40.0cmを測る。体部外面はヨコハケ、内面はヘラケズリしている。 C123・C124は土器片を廃物利用

した紡錘車の穴をあける前のものである。以上の遺構や遺物から、この住居の時期は上方のものが

弥・後・皿であり、下方は弥・後.IIとしておきたい。

竪穴住居55(第550・563図）

Ci 5 07区の南調杏区境で、わずかにコーナーだけが検出できた方形の竪穴住居である。壁体溝と

（浅倉）

床面が検出できた。深さは50cmもある。床面の標高は520cmである。

遺物は弥生土器が2点出土している。 1771はほほ完形になる甕で、口径14.2cmである。 1772は甕の
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第 3節角田調査区

口縁部で、口径は17.0cmである。

遺構や遺物から、この住居の時期は弥・後.IIIとしたい。

竪穴住居56(第550・564・565図、図版108)

Ci507区の南調査区境で北部l/3が検出できた隅丸方形の竪穴住居である。

壁体溝は、東側に溝らしき痕跡が認められる。床面はやや凸凹している。深さは66cmもある。床面

（浅倉）

の標高は534cmである。

遺物は弥生土器が10点余り出土している。 1773~1775は壼で、 1773は二重口縁部外面を鋸歯文飾っ

ているで口径は24.3cmである。 1776は甕である。 1777は鉢で、口径は29.0cmある。 1778は口径21.2cm

の鉢である。 1779・1780は高杯である。

遺構や遺物から、この住居の時期は弥・後 ・Nとしたい。 （浅倉）

竪穴住居57(第548・566図、図版27)

Ch507区の竪穴住居54の東で検出できたほぼ円形の竪穴住居である。壁体溝は、ほかの遺構に切

られているものの全周に巡っている。柱穴はその間隔から推定して 5本あったものであろう。内4本

を検出している。中央穴も持っていた。住居の規模は、長さ584cm、幅555cm、深さ38cmである。床面
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第565図竪穴住居56出土遺物 (1/4)

積は24.9rri尺床面の標高は502cmである。

遺物は、弥生土器が多数出土している。しかし下層の竪穴住居58の遺物と混同したためここでは説

明を省いて、次の住居58の遺物の項目で説明する。

遺構や遺物から、この住居の時期は弥・後 ・Nとしたい。

竪穴住居58(第550・567図）

Ch507区の竪穴住居57の下層で検出できた、ほぼ円形の竪穴住居である。壁体溝は、ほかの遺構

（浅倉）

に切られているものの、全周に巡っている。柱穴は 2本であろう。中央穴も持っている。住居の規模

は、長さ454cm、幅420cm、深さ24cmである。床面積は14.8m2...床面の標高は492cmである。

遺物は、弥生土器が多数出土している。 1781は台付直口壼の口縁部である。 1782は台付ぎ直口壼の

体部であり、貼付凸帯には鋸歯文を、その上部には波状文を飾っている。 1783---1785は甕である。

1786----1789は高杯で、 1790・1791は鉢である。 M137は鉄製の鋤先である。
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第566図竪穴住居57(1/60) 

遺構や遺物から、この住居の時期は弥・後 ・Nとしたい。

竪穴住居59,..,_,62(第548・568-----570図、図版108)

Ch508区の竪穴住居57の東で検出できた、ほぽ円形の竪穴住居群である。 5軒の住居が重なり合

（浅倉）

っている。壁体溝が5本検出できたことからそれがわかる。竪穴住居59は、長さ180cmの壁体溝と床

面および柱穴4本を確認した。住居の推定床面積は16.4m2.,,床面の標高は538cmである。竪穴住居60

は、壁体溝270cmと床面および柱穴 1本を検出した。住居床面の標高は510cmである。 竪穴住居61は、

aとbの2軒が重なっており、 aの方が小さくて新しいことが土層断面の観察で確認している。つま

り拡張ではなく縮小されたものである。 61aの規模は、長さ570cm、幅541cm、深さ68cmである。床面
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積は23.2m2... 床面の標高は504cmである。柱穴は 4本を確認した。中央穴は 1個あるようである。 61

bの規模は、長さ700cm、幅680cm、深さ30cmである。床面積は33.5rn2... 床面の標高は538cmである。
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柱穴は 6本を確認した。中央穴は aの掘削で消失したものである。

ナ一部分の壁体溝と床面および柱穴4本を検出した。住居床面の標高は520cmである。

竪穴住居62は、隅丸方形のコー

この住居群から出土した遺物は、弥生土器多数とその士器体部を再利用した紡錘車 2点がある。

1792~1808は竪穴住届60·61 aから出土した土器である。 1809・1810は竪穴住居61aから出土した土器

である。 1811------1827は竪穴住居60a・61 b から出土した土器である。 1830~1845は竪穴住居62から出

士したものである。

である。

C125とC126は竪穴住居60a・61 bから出士した紡錘車である。 C125は未製品

遺構や遺物の観察から、この住居群の時期は弥・後 ・II--.-IVにあたる。

竪穴住居63(第548・571---.-573図、図版108・109)

（浅倉）

Ch509区の竪穴住居62の東で検出できた、ほぽ円形の竪穴住居である。壁体溝は、北側と南側で別

々に検出しているものの、全周に巡っているものと考えられる。柱穴は 2本しか確認できていないが、

その間隔から推定して 6本あったものであろう。住居の規模は、長さ575cm、幅516cm、深さ16cmであ

る。床面積は23.0m2,床面の標高は546cmである。床面中央部やや南寄りで、弥生土器が壊れた状態

で集中して出士している。
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遺物は弥生土器のほかに、上器片転用の紡錘車 1点と石鏃が 1点出土している。 1846........ 1851は長頸

壼である。 1852・1853は壼である。 1854----1868は甕で、大小ある。 1869-1876は高杯である。 1877は

蓋であり、丸い穴を持つ。 1878----1882は鉢である。 1883........ 1889は台付き鉢である。 1890は大形の鉢で

ある。 1891は器台と考えられる。

遺構や遺物から、この住居の時期は弥・後 ・II........ IIIとしたい。 （浅倉）

竪穴住居64(第548・574・575図、図版109)

Ch600区の竪穴住居63の10m東で検出できたほぽ正方形の竪穴住居である。壁体溝は、南側をト

レンチで欠く。柱穴は 4本中 3本を検出できた。柱痕跡の残るものがある。中央穴は 2個あるので、

掘り替えしたものであろう。住居の規模は、長さ395cm、幅393cm、深さ33cmである。床面積は13.0m2,

床面の標高は503cmである。

遺物は弥生土器のほかに、石斧 1点と砥石が 1点出土している。 1892・1893は長頸壼である。 1892

は完形である。 1894.......,1898は壼である。 1899-----1901は甕である。 1902-1905は高杯である。 1906は蓋

であり、一対の丸い穴を持つ。 1907・1908は器台である。 1909は台付き鉢で、製塩土器である。

遺構や遺物から、この住居の時期は弥・後 ・I-----IIとしたい （浅倉）
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竪穴住居65(第548・576図、図版27)

Ci 5 09区の竪穴住居63の東南で検出できた楕円形の竪穴住居である。壁体溝は、北側を竪穴住居

66で切られている。柱穴は 2本を検出できた。中央穴はあると思われるが、ほかの柱穴によって壊さ

れている。床面は焼けているので、火災に遭っていることがわかる。住居の規模は、長さ678cm、幅

525cm、深さ20cmである。床面積は20.5m2,床面の標高は540cmである。

遺物は弥生土器が若干出士している。 1910は甕の口縁部である。肥厚した端面に凹線文を 2条施し、

体部内面はヘラケズリしている。 1911は高杯の脚部である。丸い穴を 4個持つ。 1912は鉢であろう。

遺構や遺物から、この住居の時期は弥・後.Iとしたい。 （浅倉）
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第 3章高塚遺跡

竪穴住居66 (第548·577~579園、図版27·110)

Ch509区の竪穴住居65の北で検出できたほぽ円形の竪穴住居である。壁体溝は、北側の一部をト

レンチで切られている。柱穴は 4本中 3本を検出できた。中央穴は 2個あるが、掘り直ししたもので

あろう。住居の規模は、長さ545cm、幅522cm、深さ50cmである。床面積は22.3m¥床面の標高は517

cmである。

遺物は弥生士器が多数出土している。

籠の痕跡が明瞭に焼き付いている。 1918は台付き直口壼で、細かいヘラミガキがされている。 1919は

典型的な吉備地方の甕である。 1924は蓋である。

しかも形のわかるものが多い。 1913は壼で、体部上半部に竹

遺構や遺物から、この住居の時期は弥・後 ・I¥Tとしたい。 （浅倉）
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第 3節角田調査区

竪穴住居67(第548・580・581図、図版27・110)

Ci 6 00区の竪穴住居66の東南で検出できたほぽ円形の竪穴住居である。壁体溝は、 4本検出して

いることから 4軒の住居が重なっていることがわかる。柱穴は多数検出できた。 どの時期の住居にど
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第579図 竪穴住居66出土遺物② (1/4) 

の柱穴が対応しているのか非常に難しい。 5本柱の住居と 6本柱の住居が存在することは判明した。

中央穴は 4個あるが、どの住居に伴うものかはっきりしない。住居の規模は、最大のものが長さ732

cm、幅696cm、深さ50cmである。床面積は43.0m2-.床面の標高は520cmである。

遺物は弥生上器が多数出上している。後で述べる銅鐸小片はこの住居が完全に埋まった後掘られた

柱穴から出土したものである。 1928は壼の口縁部である。 1929-1931は甕である。 1932・1933は高杯

の脚部である。 1934は蓋であろう。 1935は装飾壼である。 1937は壼で口径14.2cm、器高27.4cmである。

1938---1943は短脚の高杯である。 1944・1945は小形の鉢である。 1946-1949は手捏ねの土器である。

遺構や遺物から、この住居の時期は弥・後 ・II-Nとしたい。 （浅倉）

竪穴住居68(第548・582・583図、図版111)

Cj 5 09区の竪穴住居67の西南で検出できたほぽ半円形の竪穴住居である。柱穴は 6本中 3本を検

出できた。中央穴は 1個ある。中央穴には炭を伴う。住居の規模は、長さ732cm、幅不明、深さ46cm

である。床面積は22.7m2-.床面の標高は525cmである。

遺物は弥生土器が多数出土している。しかも形のわかるものが多い。 1950-1952は甕である。 1953

-1955は短脚の高杯である。 1956は鉢である。 1957は台付き鉢である。 1958・1959はほぼ完形の小形

の鉢、 1960は中形の鉢である。 1962は手捏ね士器である。

遺構や遺物から、この住居の時期は弥・後 ・Nとしたい。 （浅倉）

竪穴住居69(第548・584図）

Cj600区の竪穴住居68の東で検出できた方形の竪穴住居である。北西コーナ一部分だけを検出し
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第 3章高塚遺跡
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第581図 竪穴住居67出土遺物 (1/4,1/3)

ている。 2軒の住居が重なっていると考えられる。柱穴は 3本を検出できた。住居の規模は、長さ (516)

cm、幅 (200)cm、深さ60cmである。床面積は (5.4) m2~ 床面の標裔は550cmである。土層断面図の

第 1層は上層の住居の埋土である。第2層は明黄褐色粘質土で貼床と考えられる。第 3層は下層の住

居の埋土である。第 4層は下層住居の壁体溝の埋士である。遺物は弥生土器が若干出土している。

1965は高杯の杯部である。口径は17.3cmを測る。 1966は高杯の脚部である。底径は10.2cmである。

遺構や遺物から、この住居の時期は弥・ 後.Ilとしたい。 （浅倉）
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竪穴住居70(第549・585・586図、図版28・163・166)

竪穴住居70は方形士城24に接して検出されている。住居は完存しており、その規模は403X460cmを

測り、平面形はほぽ円形を呈するが、西側で変形している。深さは検出面から約26cm程残存しており、

壁際には幅 5----10cm、深さ 5----15cm前後の壁体溝が巡っている。床面はほぽ平坦であるが、 P2付近

で焼士面がみられた。柱穴は 4本確認されていることから、 4本柱で構成される竪穴住居である。柱

間距離は168----196cmを測る。なお、床面中央には炭を含む径、深さが20cmの中央穴が存在する。主な

遺物としては土錘C128、打製石包丁S114、士器では甕1967-1973、高杯1974---1977、鉢1978・1979、

台付鉢1980などが出土している。時期はこれらの遺物からみて、弥・後 ・ll----Nと思われる。 （松本）

竪穴住居71 (第549・587図、図版111・166)

方形士堀31・32に切られた状態で検出された竪穴住居である。遺構の残存状態も悪く、北西の壁体

溝は検出されていないが、規模は約500X520cm程の隅丸方形を呈する住居である。深さは検出面から

約17cmと残存状態はよくない。壁際には幅 5---10cm、深さ 5----10cmを測る壁体溝が巡っている。床面

は水平であり、炭混じりの茶褐色粘質士で貼床されていた。なお、この床面のほぽ中央には中央穴が

みられた。主柱穴は 3本のみ検出されたが、 4本目の位置には方形土城31が存在するため確認できて

いないが、 4本柱で構成される竪穴住居と思われる。柱間距離は244----256cmを測る。
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第586図竪穴住居70出土遺物② (1/4) 

主な出土遺物としては、土錘C129、土器では壺1981、台付鉢1983、甕1984などが出士している。

これらの遺物からみて、この遺構の時期は弥・後.Iに属すると思われる。 （松本）

竪穴住居72(第549・588・589図、図版28)

竪穴住居73と切り合い関係をもつ遺構である。断面観察からみて、竪穴住居73が本遺構を切ってい

ることが確認されている。遺構の規模は208X474cmであるが、一辺が500cm前後の隅丸方形を呈する住

居と思われる。深さは検出面から約46cmを測る。北辺部は検出していないが、壁際に幅 5......... 10cm、深

さ約10cm程の壁体溝が巡っている。床面には炭、灰混じりの水平な貼床面がみられた。主柱穴は 3本

のみ検出されたが、おそらく 4本柱で構成される竪穴住居と思われる。柱間距離は196......... 232cmを測る。

なお、床面中央からやや南寄りに浅い中央穴がみられた。遺物は上層から壺1988、高杯1989-1993、

鉢1994、台付鉢1995が出士しているが、ここでは弥・後の範疇に入る遺構としておきたい。 （松本）

竪穴住居73(第549・588・589図、図版163)

竪穴住居72を切る状態で検出された遺構である。隅丸方形を呈する竪穴住居で、壁際には幅 5......... 10 

cm、深さ約10cmの壁休溝が巡っている。柱穴が 1・本 (p4)確認されているが、この遺構に伴うもの

かは不明である。主な遺物としては、石製品では砥石S115、士器では高杯1985・1986、製塩士器1987
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竪穴住居72
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第589図 竪穴住居72• 73出土遺物② (1/4) 

などが出士している。時期は

弥・後の後半の範疇に入ると

げ
ー
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暗茶褐色土

灰黄色粘質土

黄茶褐色土

（灰・焼土含）

茶褐色土

（灰・焼士含）

暗緑色粘質士

（松本）

竪穴住居74(第549・590図）

思われる。

竪穴住居72に切られる状態

で検出された。遺構の残存状

態はよくないが、壁体から復

元される規模は径約4.2~4.5

m程で、楕円形を呈すると思

われる。深さは検出面から20

cmと浅いが、壁体溝が西に残

存する。床面には灰、焼土を

含む茶褐色土の貼床がみられ

る。柱穴は 2本確認している。

なお、貼床除去後に壁体溝を

検出しており、建て替えが想

定される。図示する遺物はな

いが、時期は弥・後・ I~II

と思われる。 （松本）
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竪穴住居75(第549・591図）

竪穴住居76・77と切り合い関係をもつ遺構である。遺構の残存状態はよくないが、復元される規模

は550-----600cm程の円形ないし隅丸方形の形態を呈する。深さは検出面から約22cm程と浅いが、住居の

北～東側には幅 5-----10cm、深さ 5C!Il前後の壁体溝が検出されている。柱穴は 3本確認されているが、

4本柱で構成されていたと考えられる。中央穴は存在しない。遺物は竪穴住居75・76のどちらの遺物

か確認できなかったが、甕1966-----1998がある。時期は弥・後・ Iと思われる。 （松本）

竪穴住居76(第549・591図）

竪穴住居75と切り合う状態で検出された遺構である。遺構の残存状態は極めて悪く、壁体溝のみの

竪穴住居75
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第591図 竪穴住居75• 76 (1/60)・出土遺物 (1/4)
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検出であったが、規模は一辺が260cmの方形を呈する小形の竪穴住居である。壁体溝の幅は 5-----10cm、

深さ約10cmを測る。時期は竪穴住居75と相前後するものであり、弥・後.Iと思われる。 （松本）

竪穴住居77 (第549·592~597図、図版28·29·111·163·166·169)

この住居は 3回の建て替えが確認されているが、平面形は多角形 (6角形）であったと思われる。

最も古い77aの規模は径約700cmを測るが、一辺の長さは約300cmである。床面には丁寧な貼床が施され

ている。壁際には幅 5~15cm、深さ 5 -----10cm前後の壁体溝が巡るが、南壁はほかの遺構に切られたた

め途切れている。主柱穴の 6本はいずれも壁体溝に近接して検出されているが、この 6本の柱で構成

されていた。柱間距離は200~270cmを測る。なお、床面中央には中央穴がみられた。 77b は径約670cm 、

＼
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/ 

竪穴住居77出土遺物③ (1 /1, 1/3, 1 /5) 

一辺の長さは250----300cmを測り、

77 aに比較して大きい。壁体溝の

幅、深さは約10cm前後を測る。柱穴

は 5本検出されているが、 6本柱

で構成されていたと思われる。柱間

距離は232----258cmを測る。 77C は

径、辺ともに77bと同じ規模であ

る。壁体溝はみられないが、床の

各辺に沿って高床部が取り付いて

いる。幅は100----130cmを測るが、

西側がやや狭い。高さは約10cmあ

り、柱穴は高床部の角で 5本検出

6本柱で構成されてしているが、

いたと思われる。床中央には中央

穴、周辺には焼土面がみられた。遺

物は77bの床面で勾玉S116、錐 M

140、77Cの床面では甕2006・2013、

高杯2015・2016、鉢2021、2023が出

土している。覆土内から、土器、土製品、石製品、鉄製品などが出土している。時期は77a・77bが

弥・後、 77Cは弥・後.IVに廃絶したものと思われる。

竪穴住居78(第549・598図、図版29)

竪穴住居79の西隣で検出された遺構である。遺構の一部は方形土城38などに切られてはいるが、ほ

ぽ完存している。検出された遺構の規模は径が508X534cmを測り、平面形は円形を呈する。深さは検

（松本）

出面から23cmと浅いが、壁際には幅10cm前後、深さ 5------10cm程の壁体溝が巡っている。床には黄色、

黄褐色士による貼床がみられた。中央穴はないが、中央付近にはかなり広範囲に炭の分布がみられた。

主柱穴は 4本検出されており、 4 本柱で構成される竪穴住居である。柱間距離は216~250cm を測る。
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第598図 竪穴住居78(1 /60)・出土遺物 (1/4)

柱穴掘り方はいずれも大きいが、柱痕跡は20cm程である。主な遣物としては甕2031~2034が出士して

いる。これらの遺物から、 この遺構は弥・後 ・Nに廃絶したものと思われる。 （松本）

竪穴住居79(第549・599・600図、図版30・lll)

この遺構は古墳時代の住居に一部切られているが、掠張による建て替えが行われている竪穴住居で

ある。平面形は多角形 (5角形） を呈するものと思われる。規模は650X680cmを測るが、一辺が約400
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cmである。深さは検出面から26cmと浅いが、壁際には幅10cm前後、深さ 5・---lOcm程の壁体溝が巡って

いる。主柱穴は 4本確認されているが、 5本柱で構成される竪穴住居である。床面の壁に沿って高

床部がつくられている。高床部の幅は35---80cm、高さ10---15cmを測るが、各コーナーでは狭くなって

いる。柱穴の位置は壁体溝に近い。床面西側の高床部に接する位置においては、焼土面が3か所検出

されている。主な遺物としては、甕2035---2042、高杯2043---2052、鉢2053、台付鉢2054・2055などの

士器がある。これらの遺物からみて、この住居は弥・後 ・Nには廃絶したものと考えられる。 （松本）
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第600図 竪穴住居79出土遺物 (1/4)

竪穴住居80(第549・601・602図、図版30・112・163・169)

竪穴住居81を切り、土城326に切られる竪穴住居である。平面形は不整な円形を呈し、確認された

規模は528X636cmである。柱穴は 5本の主柱穴が確認されているが、 P2・3についてはこの遺構を

構成する柱穴であるか不明である。いずれの柱穴も掘り方は小さくて、浅いものである。東～南東の

壁以外には、幅が5----10cm、深さ約10cmの壁体溝が巡っている。床には中央穴や焼土面も検出されて

いない。主な遣物としては、土器では壺2056-----2058、高杯2059・2060、鉢2061・2062、石製品では叩

き石 S118、管至S119、金属製品では鏃M114、鎌M145、刀子M146などが出土している。これらの

遺物からみて、この住居は弥・後 ・Nには廃絶したものと考えられる。 （松本）

竪穴住居81• 82 (第549・603・604図、図版163)

竪穴住居81は方形土壊47に切られる遺構である。遺構の残存状態はよくないが、確認された規模は
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18 灰黄色粘質土

736X780cmを測り、平面形は円形を呈する。住居の南西部においては、幅10-15cm、深さ 5cm程の壁

体溝が部分的に検出された。主柱穴は 6本検出されたが、おそらく 7本柱で構成される竪穴住居と思

われる。竪穴住居82は遺構の残存状態が極めて悪く、規模等については不明な点が多いが、壁体溝の
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2 cm — 第604図 竪穴住居81• 82出土遺物 (1/4,1/1)

形態からみて、隅丸方形を呈すると思われる。出土遺物には高杯2063、碧玉製の管玉 S120がある。

時期は住居81が弥・後 ・III------N、住居82は弥・後 ・II------III頃に廃絶したと考えられる。 （松本）

竪穴住居83(第549・605図）

竪穴住居80の北に位置する。遺構の残存状態が悪いため、規模等に不明な点が多い。検出された壁

体溝での平面形は極めて不規則であり、形態は不明である。竪穴住居の可能性は少ないようであるが、

ここではとりあえず竪穴住居としておきたい。出土遺物としては、土器では甕2064------2066、鉢2067が

ある。時期は弥・後 ・Nには廃絶していたと考えられる。 （松本）

竪穴住居84(第549・606・607図、図版31・112)

竪穴住居86・87に切られる状態で検出された遺構である。平面形はほぽ円形で、規模は径600cmを

測り、壁際には幅 5~lOcm、深さ 10cm前後

の壁体溝が巡っている。床面の中央には焼

土面がみられた。主柱穴は 5本確認されて

おり、 5本柱で構成される竪穴住居である。

p 1とP2は差し替えの可能性をもつが、

これらの柱間距離は200~260cm を測る。
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第606図竪穴住居84(1/60) 

主な出土遺物としては、土器では甕2068---2072、高杯2073・2074、鉢2075---2077、石製品では打製

石包丁と思われる石器S121がある。これらの遺物からみて、この竪穴住居は弥・後 ・I---IIの時期に

廃絶していたと考えられる。 （松本）

竪穴住居85(第549・608図）

竪穴住居77と切り合い関係をもつ住居である。遺構の残存状態は極めて悪いため、不明な点が多い。

平面形は円形ないし小判形を呈すると思われる。規模は500cm前後の小形の竪穴住居と推察される。

柱穴は床面において 3本検出しているが、主柱穴であるかは不明である。遺物は土器では、甕2078---

2080、高杯2081・2082、鉢2083がある。時期は弥・ 後 ・III---IVと考えられる。 （松本）
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竪穴住居86(第549・609----613図、図版112)

竪穴住居84、土城334、方形土城48などを切る竪穴住居である。遺構の残存状態は良好である。平

面形は円形を呈しており、径は450cmを測る。深さは検出面から約24cm程が残存している。住居の壁

際には幅 5-10cm、深さ約10cm前後の壁体溝が巡っている。床面中央には径が40X45cm、深さ約40cm

のピット、隣接して径55X110cm、深さ 5cm前後の炭の埋まった浅いビットが検出されている。なお、

これらの遺構を囲むように黄橙褐色粘質士で作られた幅20-30cm、高さ 5cm前後の土手が巡っている。

主柱穴は 4本確認されていることから、

を測る。なお、

4本柱で構成される竪穴住居である。柱間距離は202-----228cm

これらの主柱穴のうち p1はp5に、 p3はP6に、 P4はp7に差し替えられた柱穴

と思われることから、 この竪穴住居は建て替えではなく、改修が行われていたことを示すものであろ

う。遺物は土器、鉄器が出土している。床面に付着する土器としては、 p 1に接して出士した鉢2136

がある。そのほかの遺物はいずれも覆土内である。土器では壺2084・2091、甕2085---2090・2092 ---2113、

高杯2114---2127、．台付直口壺2128---2130、鉢2131-2135、台付鉢2137---2143などがある。鉄器では鈍
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第609図 竪穴住居86(1/60)・出土遺物① (1/3) 
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第613図 竪穴住居86出土遺物⑤ (1 /4) 

M147と思われるものが出土している。時期は弥・後 ・Nと思われる。 （松本）

竪穴住居87（第549・614・615図、図版113)

竪穴住居84を切り、土塙273に切られる状態で検出された遺構である。平面形はほぼ円形を呈し、

径は約500cmを測る。深さは検出面から25cm残存しており、壁際には幅 5----10cm、深さ10cm前後の壁
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第614図 竪穴住居87(1/60)・出土遺物① (1/3) 
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第615図 竪穴住居87出土遺物② (1/4) 

体溝が巡るが、東側では土城273によって欠損している。床面の中央には径60cm、深さ35cm程のピッ

トが存在し、その周囲には90X150cm程の炭の範囲がみられた。主柱穴は 3本検出されたが、 4本柱

で構成される竪穴住居と思われる。柱間距離は208~240crnを測る。この竪穴住居の P 1・2も差し替

えられた柱と思われる。遺物は土器、鉄器が出土している。土器では壺2144-2146、甕2147~2154、

高杯2155・2156、手捏ね鉢2157、製塩士器2158がある。鉄器では施 M148と思われるものが出土して

いる。時期は弥・後 ・Nと思われる。 （松本）

竪穴住居88(第549・616図、図版31・113)

竪穴住居91の北隣で検出された住居である。平面形は円形を呈し、規模は径約400cmを測る。深さ

は検出面から約45cm残存しており、壁際には幅、深さとも約10cm前後の壁体溝が巡っている。床面の

中央には径60cm、深さ30cmのピットがあり、その周囲には竪穴住居86と同様に土手状のものがみられ

た。主柱穴は 4 本確認されている。柱間距離は172~208cm を測る。

遺物は床面に付着した状態で甕2161と鉢2165が出土している。覆土内では、甕2159・2160、高杯

2162・2163、台付鉢2164、鉢2166、製塩土器2167がある。時期は弥・後 ・Nと思われる。 （松本）
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第616図

~ 2164 

竪穴住居88(1/60)・出土遺物 (1/4)
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｀ 10cm 一
竪穴住居89(第549・617図）

竪穴住居90の西で切られた状態で検出された。遺構の残存状態は悪いが、推定径500X650cmの楕円

形に近い平面形を呈していたと思われる。深さは検出面から約25cmと浅いが、残存する壁際には幅が

10cm前後、深さ15cm程の壁体溝が巡っている。主柱穴は 4本検出されているが、柱配列が不規則であ

る。 5本柱で構成された可能性がある。時期は切り合い関係から弥・後・ I------IIと思われる。

-440-
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竪穴住居90(第549・618・619図、図版31・113・169)

竪穴住居89を切り、方形土壊54に切られる状態で検出された。拡張のため建て替えが行われた住居

である。古い住居90aは平面形が円形を呈し、規模は径500cmを測る。壁際には幅が5----10cm、深さ10

cm前後の壁体溝が巡っている。 4本の主柱穴が確認されているが、柱間距離は242----272cmを測る。

柱穴の掘り方は径50----95cmの円形あるいは楕円形を呈し、いずれの柱穴にも径15cm程度の柱痕跡が確

認されている。拡張された住居90bは多角形 (6角形）の平面形を呈すると思われる。径は約600cm

を測るが、一辺の長さは200----300cmである。壁際には幅、深さが10cm前後の壁体溝が巡っている。 5

本の主柱穴が確認されているが、柱

穴の一部には差し替えがみられた。

柱間距離は164----300cmを測る。遺物

は土器、鉄器が出土している。土器

は甕2168・2169、鉢2170、高杯2171

----2173、鉄器は手鎌M149がある。

時期は弥・後.IVと思われる。

（松本）

竪穴住居91 (第549・620・621図）

竪穴住居88の南隣で検出された遺

構である。この住居は壁体溝からみ

て、拡張のため 2回の建て替えが行

われている。最も古い住居91aは平

面形が不整な円形を呈するが、規模

は径が370cmを測る。壁際には幅が

5 ----10cm、深さ約10cm前後の壁体溝

が巡っている。床面の中央部にはピ

ットがない。主柱穴は 4本確認され

ている。最も新しい住居91Cは平面

形が円形を呈し、規模は径500cmを

測る。壁際には幅 5---10cm、深さ10

cm前後の壁体溝が巡るが、南西で途

切れている。床面の壁に沿って高床

部がつくられており、幅は100---120

cm、高さは西側でやや高くなるが、

約15---20cmを測る。主柱穴は 4本確

認されているが、いずれも高床部の

角で検出されている。床の中央部に

は炭を含むピットと内部に炭、焼上

を含む浅い土壊が検出されている。

遺物は士器、石器、士製品が出上
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第619図 竪穴住居90断面 (1/60)・出土遺物 (1/3,1 /4) 

している。土器は甕2174----2176、高杯2177・2178、鉢2179、台付鉢2180・2181、製塩士器2182、石器

は叩き石 S122、土製品は紡錘車C132、玉C133がある。時期は91a住居は弥・後の範疇に、 91C住

届は弥・後 ・Nに廃絶したものと思われる。 （松本）

竪穴住居92(第549・622図）

竪穴住居93に切られる状態で検出された。遺構の残存状態は悪いため、規模は不明であるが、平面

形は隅丸方形を呈するものと思われる。深さは検出面から約30cmと浅いが、残存する壁際には幅10cm

前後、深さ約15cmの壁体溝が巡っている。主柱穴は検出されていない。図示できる出士遺物はないが、

この竪穴住居の時期は弥・後.Iと思われる。 （松本）

竪穴住居93(第549・623図、図版163・166)

竪穴住居92、方形土城68を切る状態で検出された。遺構の残存状態は良好である。平面形は円形を

呈し、規模は径480cmを測る。深さは検出面から約30cmと浅いが、壁際には幅 5-----10cm、深さ約10....__

15cmの壁体溝が巡っている。床面のやや南寄りには長方形 (60X 125 X 40cm)の土猥が検出されている。

この士塀の上部には炭の分布がみられた。柱穴は 4本確認されており、 4本柱で構成される竪穴住居
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一である。柱間距離は220~236cmを測る。柱穴の掘り方は径40~60cmの円形あるいは楕円形を呈し、い

ずれの柱穴にも径15cm程度の柱痕跡が確認されている。

遺物は鉢2184と砥石S123が床面に付着して出土している。覆士内からは、土器では甕2183、手捏

ね上器2185、土製品では紡錘車C134がある。時期は弥・後 ・Nと思われる。 （松本）

＼
 

叫 量
-

m

|

_

m

 

1 暗黄褐色粘質微砂

2 黄褐色粘質微砂

3 i炎黄褐色粘質微砂

゜
2m 

第622図竪穴住居92(1/60) 

-445-



第 3章高塚遺跡

cl 

Pヽ p 1 

Al 

＼
 

B
 

580cm 
B' 

B' 
・-

幽 A

A ー~ — 

.
0
 

g
 
o
e
g
 

|
0
 

5 60血．
C 

l 暗茶褐色粘質微砂

2 黄褐色粘質微砂

3 暗黄褐色粘質微砂

4 黄褐色粘質微砂

5 暗灰褐色粘質微砂

6 暗黄褐色粘質微砂

7 黄灰褐色粘質土

8 黄褐色粘質土

9 暗褐色粘貿微砂

10 i炎黄白色粘質土

11 暗灰褐色粘質微砂

12 暗黄褐色粘質微砂

゜
2m 

2183 
0 10cm 

2184 

汀
2185 

ロ――

一グー

ご忽忽忽辺

C134 

0 5cm 

一

） ヘ
＇ ＇ ， _,--/~ 

_,_,/ 

~--:;;,- p 

!¥__, 
f' 

一
, J 
、ノ

、r

冒
S123 

第623図 竪穴住居93(1/60)・出土遺物 (1/4,1/3)

-446-



第 3節角田調査区

竪穴住居94(第549・624・625図、圏版32・166)

竪穴住居95を切る状態で検出された遺構である。平面形は不整な円形を呈するが、規模は径580X

650cm を測る。住居の壁際には幅が 5~15cm、深さが約10cm前後の壁体溝が巡っている。床面中央には
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第624図 竪穴住居94(1/60)・出土遺物① (1/3) 
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第625図 竪穴住居94出土遺物② (1/4) 

ピットと炭が入った方形の浅い士城が検出されている。主柱穴は 5本確認されているが、いずれも柱

の差し替えが行われている。柱間距離は232---266cmを測る。

遺物は中央ピット内から出土した高杯2197以外は覆士内である。覆土内の土器で、甕2186---2197、

鉢2198、士製品では紡錘車C135・136がある。 C136は未製品と思われる。時期はこれらの遺物から

みて、弥・後 ・Nには廃絶していたと考えられる。 （松本）

竪穴住居95(第549・626図、図版113・166)

竪穴住居94に切られる状態で検出された。遺構の残存状態はよくないが、平面形は円形を呈し、規

模は径約500cm程に推定されるものである。壁際には幅が 5~15cm、深さ 5~15cmの壁体溝が巡ってい

る。中央ピットを持たない。主柱穴は 2本 (P2・3)検出されているが、おそらく 4本柱で構成さ

れる竪穴住居と思われる。柱穴の掘り方は60~80cmの円形と楕円形を呈し、径20cmの柱痕跡が確認さ

れている。 遺物は覆土内から土器と土製品が出土している。土器は甕2199---2204、高杯2205、鉢2206

・2207、台付鉢2208、上製品は完形品の土錘C137がある。これらの遺物からみて、この竪穴住居は

弥・後 ・Nには廃絶していたものと考えられる。 （松本）

竪穴住居96(第549・627・628図、図版32・163)

竪穴住居94の東隣において検出されたが、遺構の残存状態は良好である。拡張のため建て替えが行

われた住居である。新旧の住居とも平面形は円形を呈している。古い住居96aの規模は壁体溝から計
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第626図 竪穴住居95(1/60)・出土遺物 (1/4,1/3)
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測すると径が430cm程である。 96bの径は500X580cmを測り、壁際には幅が5---10cm、深さ10cm前後

の壁体溝が巡っている。 96aの主柱穴は P1·5~7 の 4 本で構成されていたが、拡張された96b に

おいては主柱穴は Pl-----5の5本柱となっていたものと思われる。柱間距離は約200cmである。遺物

は土器では壺2209·2210、甕2211~2220、高杯2221~2225、鉢2226~2229、高台付鉢2230、石製品で

は管至S124が出土している。時期は96bが弥・後・皿---N頃に廃絶したと思われる。 （松本）
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第628図竪穴住居96出土遺物 (1/4t1/1)
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竪穴住居97(第549・629・630図）

竪穴住居96の北東において検出された。土城352に切られてはいるが、遺構の残存状態は良好であ

る。平面形は円形を呈し、規模は径約520cmを測る。壁際には幅 5---10cm、深さ10---15cmの壁体溝が

この住居も床面の壁に沿って高床部がつくられている。高床部の幅は20---120cmを測る巡っている。

が、西側が極めて狭くなっている。高さは15cmほどである。主柱穴は 5 本 (Pl~5) 確認されてい

る。なお、床面中央部にはピットがみられ、周囲には炭、焼土の分布もみられる。遺物としては甕

2231 ----2233、高材、2234~2236、製塩土器2237などが出土している。時期は弥・後・ I と思われる。（松本）
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第629図 竪穴住居97(1/60) 
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第630図 竪穴住居97出土遺物 (1/4)

竪穴住居98(第549·631~633図、図版33·113)

竪穴住居93の南西に位置し、方形土城59・61に切られる状態で検出された。平面形は方形を呈し、

一辺が390X500cmを測る竪穴住居である。深さは検出面から25cmを測り、残存状態はよくないが、壁

言
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第631図竪穴住居98(1/60) 
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第632図竪穴住居98出土遺物① (1/4) 

際には幅が5----10cm前後、深さが10----15cmの壁体溝が巡っている。主柱穴は 4本確認され、柱間距離

は長辺で258cm、短辺で194cmを測る。柱穴の掘り方は径50-----60cmの円形を呈し、いずれの柱穴にも径

15cm程度の柱痕跡が確認されている。なお、床には中央穴が存在しない。

遺物としては壺2238・2240----2242、鉢2239、甕2243-2246、高杯2247・2248などの上器が床面から

出士している。なお、壺2238の肩部には絵画としての意味は不明であるが、線刻文様を施している。

廃絶した時期は弥・後・ Iと思われる。高塚遺跡ではこのような平面形をもつ遺構は少なく、別用途

の使用が想定される遺構と思われる。 （松本）

竪穴住居99(第549・634・635図）

調査区の中央、 Ci603区の西端中央から検出された平面隅丸方形気味の不整円形の竪穴住居であ

る。住居中央部は後記する方形土壊90によって削平を受けている。主柱は 4本からなり、床面下層か

ら検出された壁体溝の所在から拡張建て替えがなされたものと考えられる。最終住居の規模は径約
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第633図 竪穴住居98出土遺物② (1/4) 

5.5m、深さ48cmを残し、床面積は22.6面を測る。床面上部の第 2層には士塊混入土が堆積しており、

住居廃棄の際に埋め戻されたものと思われる。また、主柱間の距離は270cm前後を測る。柱穴は径80cm、

深さ40-70cmを測り、いずれも柱部分が数cm陥没した状態を示し、上部構造に相当の重量がかかって

いたものと想像される。遺物は主に第 2層から甕、鉢、脚台などが出土しているがいずれも細片であ

った。口縁端部が上方に拡張する甕2249----2251、椀状に立ち上がる鉢2259などの特徴から、当住居は
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弥・後.IIIに廃棄されたものと思われる。

竪穴住居100(第549・636図）

竪穴住居99の北方数m、竪穴住居96に北端部を削平されて検出された平面不整円形を呈す小規模な

（江見）

住居である。主柱は 4本からなると推定されたが、住居南半部から 2個の柱穴を検出するにとどまっ

た。住居の平面規模は長径2.9mを測り床面積は約 5面と狭い。遺物は覆上中から出士しているが少

量で、図示し得たのはわずかである。鉢2262・ 甕2263の口縁部にはいずれも凹線が巡らされ、その特

徴から当住居は弥・後.IIIに廃絶したものと考えられる。 （江見）
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第636図 竪穴住居100(1/60)・出土遺物 (1/4)

竪穴住居101 (第549・637図、図版114)

竪穴住居99の東に位置し、後述の竪穴住居102を切って検出された平面円形の竪穴住居である。主

柱はやや歪な配置ながら 4本からなり、住居中央には土城周縁に段をもつ中央穴が穿たれていた。床

面からは P3の西側から扁平な円礫が、北東隅からは鉢2266をはじめ甕2264・ 高杯2265などが出土し

ており、これら遺物の特徴は弥・後.Illの時期を示す。 （江見）
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第637図 竪穴住居101 (1/60)・出土遺物 (1/4)

竪穴住居102(第549・638図、図版166)

竪穴住居101に大きく削平を受けて検出された竪穴住居で平面円形を呈す。平面規模は径約5.5m、

床面積約2lm¥床面の標高5.03mを測る。主柱は 4本からなり住居主軸はほぽ南北方向を示す。柱穴

間距離は2.6m前後を測る。中央穴はその周縁が段をなし、その南部からは50X90cmの楕円形を呈す

浅いくぽみ状の箇所が確認された。遺物は東部から北東部にかけてわずかながら検出されたが、床面

に密着して出土した高杯2268の特徴やほかの共伴遺物の状況から弥・後.IIに廃絶した住居と考えら

れる。なお、土製品C138は覆土から出土したものでやや小振りながら紡錘車の未製品か。 （江見）
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竪穴住居103(第550・639・640図、図版33・163・166)

Ch607区の南西に位置し、後述の竪穴住居104を切って検出された平面円形の住居である。住居は

数度の拡張建て替えがなされ、主柱も P7 ------11の5本から P1 -----6の6本に増え、最終的な住居の平

面規模は径約6.8m、床面積約33m2,床面の標高5.07mを測る。柱穴配置から竪穴住居の主軸はほぽ

南北方向を向き、最終の主柱位置はいずれも壁から内側約 lmに掘り込まれていた。中央穴は掘り返

， ＂ 
-ll. 

-̀
_A-

~ 

A-

。
2m 

1

2

3

4

5

6

 

暗茶褐色粘質土

暗茶灰色粘質土

暗茶灰色粘質土（炭多含）

炭層

黄褐色粘質土（炭含）

黄色粘質土

（上部に炭層）

7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
 

黄色粘質土（上部に炭層）

黄色粘質土（上部に炭層）

黄色粘質土（上部に炭層）

賠茶灰色粘質土

賠茶灰色粘質土

黄褐色粘質土（炭含）

黄褐色粘質土（炭僅含）

14 

15 

16 

17 

18 

12 6
 

暗黄灰色粘質土

黄褐色粘土（炭含）

灰黄色粘質砂

黄灰色粘質砂

茶褐色粘質土

（黄褐色粘質土含）

茶褐色粘質砂

~eo "" . A 

19 

2
1
2
2
2
3
2
4
 

•8| 

|
g
 

筐9
20 暗茶灰色粘質土

（黄色粘質土塊・炭含）

賠茶灰色粘質土

炭層

暗茶灰色粘質土

黄色粘土塊• 炭互層

第639図 竪穴住居103(1/60) 

-460-



第 3節角田調査区

c-
560 cm 

c・ 

o- -a 

-E, 

゜
2m 

『
2270 

2276 

2271 

一 T
2272 

ー：
2273 

--.... (f 

ローし
22TT ¥;'  

曇
2278 

S125 

ーこ一
2279 

2274 

C加ムえ~;,,-:勿

C139 

D 10cm 

｀ ，  ヽ

2275 - tQ, 

-0ーーローーロ〕
。一
~ 磁~

C疫ヱ忽シ

C141 

(ZZZZl-wi'l?) 

C142 

~ 硲

C143 

~IIIIJ Wii必

C144 

C140 

O 5cm 

一第640図 竪穴住居103断面 (1/60)・出土遣物 (1/4,1/3) 

-461-



第 3章高塚遺跡

しが確認された炭および粘質士塊の互層で、特に被熱部分は認められなかった。遺物は主に覆土から

出土しており、紡錘車C139-----144はいずれも土器を再利用しており、径は30-----47mmを測る。 S125は

流紋岩の円礫を利用した叩き石と思われるもので側面に敲打痕跡が認められる。長さ約125mm、幅64

mm、重量約240gを測る。土器類は台付直口壺2270をはじめ、甕2271-----2275、高杯2276-----2278、鉢2279

などが出土しており、これら遺物は弥・後.IIIの特徴を示す。 （江見）

竪穴住居104(第550・641医）

竪穴住居103の西に位置し、住居の東部をこれによって削平を受け、北西部を方形士堀によって切

られて検出された平面円形を呈す住居である。径約4.5mを測る。主柱は 4本からなると思われるが、

P2および3の2本を確認したのみである。中央穴の周囲には断面蒲鉾状の低い土手が巡らされ、特

に南西側に顕著であった。遺物は甕2280---2282および紡錘車C145が覆士から、銅鏃M150が住居北部

床面から出土している。土器の特徴から弥・後.IIIに廃絶した住居と考えられる。 （江見）
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1 茶褐色粘質土

2 淡黄褐色粘質土

3 淡黄褐色粘質土・炭互層 ~ 
4 ? 炎黄褐色粘質土 • M150 

0 3cm 
（被熱により赤褐色に変色） ~ 

第641図 竪穴住居104(1/60)・出土遺物 (1/4,1/3,1/2)
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竪穴住居105(第550・642・643図、図版34・114・166・169)

竪穴住居104の北数mに位置し、袋状土渡100を切り、方形土城92に一部切られて検出された平面円

形の住居である。規模は径約6.lm、床面積約26.5面を測る。主柱は Pl~S の 5 本からなり、柱穴
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淡茶灰色砂質土

（炭多含）

暗茶褐色粘質土

黄色砂質土・炭互層

灰蛮色粘質砂

暗茶灰色粘質砂

（炭含）

暗茶灰色粘質砂

（黄色粘土塊含）

茶灰色砂質土

゜
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第642図 竪穴住居105(1/60) 
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"' 2287 

2286 

0 
2290 

゜
10cm 乙

2291 

ーロー
,~UZh 

C146 

0 5cm 

一 M151 

間距離は約2.3mを測る。住居中央付近は全体

にくぼんでおり、中央穴の北側にはさらに深さ

約10cmの浅い土城が掘られている。遺物はおも

には覆土中から出土しているが、住居南部床面

からは作業台に使用されたと思われる25X35

cm、高さ10cmの台石や高杯2286などが、貼床内

からは錐と思われるM151が出土している。図示

し得た士器類は甕2283を除き小形の鉢類2287-

第643図 竪穴住居105出土遺物 (1/4,1/3) 2290が多く、これら土器は弥・後 ・III.......,Nにか

けての特徴をもつものである。 （江見）

竪穴住居106(第550・644図、図版34・114)

竪穴住居105の西数mに位置し、後述する竪穴住居108を切って検出された平面円形の小規模な住居

である。規模は径約4.3m、床面積約12.6面と狭い。主柱は 4本からなり、柱穴間距離は2.3m前後で

比較的長いが、壁体からの距離はいずれも約50cmと壁に寄っている。中央穴の南部には70X100cm、

深さ約 5cmの窪地状を呈す部分をもち、北東部に径約20cmの範囲に被熱面が確認された。遺物は床面

南東部から小形鉢2296が、ほかは覆土から出士している。長頸壺2297の頸部には20条の沈線が確認さ

れ、高杯2294・2295の口縁は外反するなど、土器の特徴は弥・後・皿を示す。 （江見）

竪穴住居107(第550・645.......,648図、図版34・114・163)

竪穴住居106の南数mに位置し、方形土堀123の南部を切って検出された平面不整円形の住居で、 4

方に低いベッドが巡る。規模は径約5.6m、床面積23面を測る。主柱は 4本からなり、柱穴間は西側

のP3 ......., 4間が約 2mと狭いが、ほかは2.5mを越す距離を測る。床面中央部は180X200cmの方形に

わずかに低く、その中央南部には径約30cm、深さ45cmの中央穴が穿たれていた。また、中央穴の東約
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第644図 竪穴住居106(1/60)• 出土遺物 (1/4)
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70cmから径約30cmの被熱面が検出されている。遺物は図示した以外に覆土下層および床面の各所から

出土しており、特に住居西側北部から高杯2310、南部から鉢2318・2319など、小形ながら完形遺物の

出土が目立った。また、北部床面からは作業台として使用されたと思われる台石が、また、中央から

は4面使用の砥石S126が出土している。土器は壺の可能性があるものも一部含むが、多くを鉢類が

-..... ¥ 
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 ＼

 

｀ 
,....¥ 

540cm 
e・ 

c
 

o-5 
500cm , 

゜~~ 

9A

一
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（炭•土器含）

3 淡灰黄色粘質土

（炭含）

4 淡黄褐色粘質士

（貼床）

5 淡灰茶色粘質土

6 暗灰褐色粘質土

（炭含）

7 暗灰茶色粘質土

（炭含）

8 暗灰茶色粘質士

（炭多含）

。
2m 

第645図竪穴住居107(1/60) 
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第646図竪穴住居107出土遺物① (1/4) 
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第647図 竪穴住居107出土遺物② (1/4) 
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第648図 竪穴住居107出土遺物③ (1/4, 1 /3) 

← -----~ 

鷹鵬I
t .. 一・・--.
S126 

0 5cm 

一
占めた。甕は口縁部が拡張し凹線が施される2303をはじめ、讃岐からの搬入と思われる2298、地域不

明の甕2305~2308、高杯は二段に外反する口縁をもつ2308や斜め外方に直線的に延びる D縁の2309·

2310などがある。鉢は台付の2313~2318、口縁が短く外反する2321~2323や2324~2329など比較的小

形のものが多い。以上、当住居は覆土および床面の状況から火災を受けたためか、弥・後 ・Nに遺物放

棄のまま埋没したものと判断される。 （江見）

竪穴住居108(第550・649・650図、図版35・114・115)

竪穴住居107の北に接する位置にあたり、北西部は竪穴住居106によって削平を受けて検出された。

平面隅丸方形を呈し、規模は約5.3X4.9m、床面積約22面を測る。主柱は 4本からなり、いずれも住

居隅から lm前後の位置に配されていた。柱穴間距離は2.5m前後を測る。また、住居中央南寄りに

は中央穴に向かってわずかながらくぽみ状の部分が認められ、中央穴には炭および灰が多く堆積して

いた。いっぽう、覆土には多くの炭および焼士が認められ、壁の大部分および床面南東部一帯には被

熱面が広がり、垂木と推定される炭化材が放射線状に検出されるとともに、西北部の壁際からは長頸

壺2330が押し潰された状態で出士している。 2330は頸部がほほ直立し、口縁が緩やかに外反する。ほ

かに口縁端部が水平に引き出された壺2331や内面上部にハケ調整痕を残す甕2332など、土器の特徴か

ら当住居は弥・後.Iに火災を受け焼失した住居と考えられる。 （江見）

-469-



第 3章高塚遺跡

£
 

E
 

-. 
E 

。
2m 

510cm 
o・ 

38 炭層

39 暗灰色粘質土

（灰含）

l i炎茶褐色粘質土

（焼土塊含）

2 灰茶褐色粘質土

3 淡黄褐色粘質上

4 淡灰茶色粘質土

5 淡赤褐色粘質土

（焼土）

6 暗赤茶色粘質土

（焼士）

7 暗赤茶色粘質土

（焼土塊含）

8 淡黄褐色粘質土

9 暗茶褐色粘質土

10 炭層

11 淡褐色粘質微砂
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30 淡灰褐色粘質微砂
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第649図竪穴住居108(1/60) 

竪穴住居109(第550・651図、図版35)

Ch605区の南東隅に位置し、住居の東部を古墳時代竪穴住居160に、南部を方形土城に切られて検

出された。平面円形を呈し、規模は径約3.6m、床面積約 9面の小規模な住居である。主柱は 4本か

らなり、いずれも柱痕跡が明瞭に残る。柱穴間距離は約 2mとやや長く、壁からの距離はいずれも約
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2331 
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2330 
2332 

第650図 竪穴住居108出土遺物 (1/4)

<I 50cmと短い。中央穴は床面中央やや

南寄りに掘られ、北～東にかけては

断面蒲鉾状の緩い帯状の土手が巡

る。覆士には炭・焼士が混入し、床

面北西祁には 2か所の被熱面が検出

されるなど、当住居ば焼失鹿棄され

たと思われる。遺物は細片が多く、

わずかに高杯2333・2334を図示し得

るのみであった。遺物は弥・後・皿

の特徴をもつ。 （江見）
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第651図 竪穴住居109(1/60)・出土遺物 (1/4)
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竪穴住居110(第550・652・653図、図版35・115・166)

竪穴住居107の南数mに位置する平面円形の住居で、上部を古墳時代の掘立柱建物54および竪穴住

居161・162に切られ、方形土城127を切って検出された。規模は径約4.7m、床面積15.4面を測る。主

柱は 4本からなり、柱穴間距離は 2m前後、壁から約 l.mを測る。中央穴は床面中央北東寄りに穿た

れ、その南部からは東西約1.2m、南北約60cmの楕円形の浅い土堀が検出され、一帯には厚さ数cmの

炭層が堆積していた。遺物は鉢2339が押し潰された状態で出土したのをはじめ、甕2335、高杯2336・

2337、紡錘車C147など、いずれも覆土から出土しており、これら土器の特徴から当住居は弥・後・

IIIに廃棄されたものと考えられる。 （江見）
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第652図竪穴住居110(1/60) 
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一竪穴住居111 (第550・654・655図）

竪穴住居110の南方10mに位置し、

後述の竪穴住居112の南端を一部切っ

て検出された平面不整円形で小規模な

住居である。規模は径約3.5m、床面

積 9面を測る。主柱は 4本からなるが、

南東の p2が西に寄り、 P2-3間距

離が約1.4mとほかの約1.7mと比較し

て短く、住居全体が歪になっている。

床面中央南寄りからは径約50cm、深さ

約25cmの中央穴が検出され、その周囲

には幅約40cm、高さ数cmの土手状に巡

る高まりが確認された。遣物はいずれ

も覆士から出士しており、特に住居南

西部からは反転した状態で検出された

壺2341をはじめ、図示し得た大半の遺

物はここからまとまって出土した。壺

2341の口縁は水平に鋭く外反し、直立
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気味に大きく立ち上がり、胴部は最大径がやや上位に位置する。甕2344の口縁拡張部は内傾して立ち

上がり、高杯2348はわずかながら外反するなど、弥・後 ・III------Nにかけてのものであろう。 （江見）

竪穴住居112(第550・656図、図版36)

竪穴住居111の北に接し、住居東部を方形土城150に切られ、方形土城151を切って検出された平面

不整楕円形の小規模な住居である。規模は径約3.2X3.8m、床面積約 9面を測る。主柱は 4本からな

り、柱穴間距離は東西方向が1.5m前後に対し、南北方向が2m前後とやや長い。中央穴は床面中央

北寄りから検出され、その周囲にはわずかながら土手状の高まりも確認されている。住居内からは自

然石と思われる円礫数個と土器片2355------2358が出土している。甕2355の直立する口縁拡張部には凹線

が巡り、翡杯2357の口縁は外反するなど、その特徴は弥・後・皿を示す。 （江見）
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2356 

了彎塁／
2357 

~ 
2358 

。
10cm 

゜
2m 

1 暗茶褐色砂質士

（土器・炭・焼土含）

2 暗茶灰色炭層

（黄色粘土塊含）

3 暗茶褐色砂質土

4 灰茶色粘質砂

5 灰茶色粘質砂

（上部に炭層）

6 暗灰茶色粘質砂

第656図 竪穴住居112(1/60)・出土遺物 (1/4)

竪穴住居113 (第550·657~661図、図版36·115·116)

竪穴住居112の東方約20m、Cj608区から検出された平面隅丸方形の小規模な住居である。規模は

一辺約3.5m、床面積9.4面を測る。住居の主軸は南北軸に対し45゚ 東へ振っている。主柱は 4本から

なり、柱穴間距離は約 2m、壁の隅から70cm前後を測る。中央穴の周囲にはlOOX130cmの範囲に低い
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土手状の高まりが巡らされていた。また、住居南部からは南壁に沿って80X110cm、深さ約40cmの貯

蔵穴と思われる土城が検出された。平面は長方形、断面は傾斜をもつものの急で、南辺の途中に段を

もつ。土堀からは円礫とともに大鼠の土器が流れ込むような状態で出土している。遺物は覆士からの

出土も見られるが図示した大半はここからのものである。土器は壺2359---2372、甕2373---238~ 、高杯

2382---2387、器台2388---2390、製塩士器2391・2392などである。壺2366---2372・ 甕2376の口縁部は端

部が肥厚し、壺2359------2365・ 甕2377---2380のそれは外方に引き出されている。壺の胴部は最大径が高

く、 2365の口縁内面には竹管文が配され、 2372には円形および棒状浮文が、 2362・2369には胴部に刺

突文が巡る。甕2375は内面のヘラケズリが肩部付近で終了しており、また、 2375には胴部に刺突文を

巡らす。高杯の口縁端部は上面に凹線を巡らし、脚部はヘラおよびクシ状工具による施文がなされて

いる。器台は筒部が長く、円・方の透かしをもつ。以上、全体的には古い様相を残すものが多いもの

の弥・後.Iの特徴を示しており、当住居はこの期に廃絶したものと考えられる。 （江見）

A- A-

c・ 

。
2m 

l 焼土層

（石• 土器含）

2 暗茶褐色砂質土

3 暗茶褐色砂質土

（黄色粘土塊多含）

4 茶灰褐色粘質砂

5 暗茶灰色砂質土

（黄色粘土塊多含）

6 茶灰褐色粘質土

7 暗茶灰褐色粘質土

（炭・黄色粘土塊含）

8 暗茶灰褐色粘質土

（炭多含）

9 暗茶灰褐色粘質土

（黄色粘土塊多含）

10 暗茶灰褐色炭層

11 黄灰褐色粘質土

12 黄灰色粘質上

（黄色粘土塊含）

13 黄灰褐色粘質土

（黄色粘上・灰色砂含）

14 黄灰色粘質土

第657図竪穴住居113(1/60) 
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第658図 竪穴住居113出土遺物① (1/4) 
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2370 

2372 

O 10cm 

第659図 竪穴住居113出土遺物② (1/4) 
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第 3章高塚遺跡
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。
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2388 

第661図竪穴住居113出土遺物④ (1/4) 

竪穴住居114A• B (第550・662----665図、図版37・116・163・168)

竪穴住居113の西約10mに位置する平面円形の住居で、ベッドをもつ住居 (B) に建て替えのなさ

れたものである。 A・Bいずれも主柱は 4本からなり、床面積においても約22面前後を測り、建て替

えは拡張を目的としたものではないように思われた。施設配置はAでは中央穴が床面中央の南東寄り

に位置し、北東からは貯蔵穴の可能性を考える長方形土堀が検出されている。いっぽう、 Bの中央穴

は床面のほぽ中央に位置し、その南部からは楕円形を呈す浅い士城が検出され、 2か所に被熱面が確

認された。また、住居東部には P5および8の間、ほぽ南北方向に平面台形状に一段高いベッドが設
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B
 

540cm 
8' 

c- -c・ 

-E, 

-f' 

゜
2m 

第663図竪穴住居114断面 (1/60)

置され、その高さは約20cmを測る。出土遺物は総じて少なく、いずれも144Bに伴うものと思われる。 S

127は翡翠の勾玉で床面から出土している。淡緑色を呈し、長さ13.3mm、重さ0.75gを測り、径 2mmの穿

孔がなされている。ほかに B2の被熱した鹿角製品、 S128の砥石、土器2393-----2403は覆土下層から出土

したものである。上器は鉢類が多く、ボウル状の2396や、台付の小形鉢2401・2402、ミニチュア鉢2399・

2400などに混じって甕、高杯などが出土しており、これらは弥・後.IIIの範疇と思われる。 （江見）

汀りり >
［鵬冒

ぐ蕊｝
~ S127 

82 
Jan 

゜
第664図竪穴住居114出土遺物① (1/1, 1/3) 
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10cm 

2396 

第665図 竪穴住居114出土遺物② (1/4) 

竪穴住居115(第550·666~668図、図版37·116)

Da6 04区から検出された小規模な住居で、

平面不整円形を呈して検出されたが本来は円形

であったものと思われる。規模は径約3.5m、

床面積約 9面を測る。主柱は 4本からなり、柱

穴間距離は1.5m前後を測る。床面中央部は北に

緩く下がり、径約 lmのくぼんだ範囲は炭層で

覆われていた。床面中央東寄りから検出された

中央穴は深さ約10cmでほかに比べ極端に浅い。

遺物は覆土下部から床面にかけて出土し、特

に鉢2417・2418はほぼ完形の状態であった。台

付直口壺2404の口縁外面には浅い凹線状の施文

が認められる。壺2405は短く「ハ」字状の頸部

をもち、口縁は屈曲して開く。甕は底部が逆反

りして平底を呈す2410・2411と、胴部から緩く

底部に達し、やや丸みをもつ2412・2413がある。

高杯はいずれも短脚であるが直口壺と比べやや

淡灰茶色粘質砂

（土器含）

2 淡褐色粘質砂

3 暗褐灰色粘質砂

（炭含）

4 褐灰色粘質砂

（炭含）

5 淡灰褐色粘質砂

6 炭層

7 茶灰色粘質砂

8 暗茶灰色粘質砂

第゚666図竪穴住居115(1/60) 

-483-



第 3章高 塚 遺 跡

太く、 2414の口縁は斜め外方に直線的に大きく延びるものである。鉢2417........ 2419はいずれも深い体部

をなす。製塩土器2420は外面にタタキメ、内面にナデ、台部に押圧痕跡の残るもので、口縁端部の作

りは雑である。以上、遺物は弥・後・皿-IVの特徴を示しており、当住居はこの時期に廃棄されたも

のと考えられる。 （江見）
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喜
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。
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第667図竪穴住居115出土遺物① (1/4) 
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2417 

2418 

2419 

O' 

10cm 

2420 

第668図竪穴住居115出土遺物② (1/4) 

竪穴住居116(第550・669図、図版37・163)

竪穴住居115の南東に位置し、住居南西部は中世の斜面堆積によって削平を受けている。なお、南

東部は試掘抗である。平面はほぽ円形を呈し、規模は径約4.2m、床面積約13面を測る。主柱は 4本

からなり、柱穴間距離は 2m前後を測る。北西にあたる P4を除きほかは柱の建て替えがなされてお

り、そのいずれも柱根部が柱穴から著しく沈んだ状況が認められた。床面中央南寄りに位置する中央

穴は径約40cm、深さ約40cmを測り、小規模ながら炭が主体を占める堆積であった。

遣物の出土はわずかであったが、住居北東部床面からは石製管玉S129が出土している。碧玉製で

濃緑色を呈し、径7.3mm、長さ12mm、重さ0.64gを測る。土器は覆上中から出土しており、内傾して

立ち上がる拡張面をもつ甕2421、高杯2422、小形鉢2423など、これら士器の特徴から、当住居は弥・

後・皿に埋没したものと考えられる。 （江見）

竪穴住居117(第550・670図、図版163)

竪穴住居116の東約 6mにおいて上城398を切る状態で検出された。遺構の残存状態は比較的良好で

ある。平面形はやや不整な円形を呈し、規模は径約500cmを測る。深さは検出面から約35cmを測り、

壁際には幅が 5~10cm、深さ約10cmの壁体溝が巡っている。なお、床面の中央部にはq5X70X30cmの

ピットがみられる。主柱穴は 4本確認されており、 4本柱で構成される竪穴住居である。柱間距離は

196-----240cm を測る。柱穴の掘り方は50~80cmの円形あるいは楕円形を呈している。

遺物は北側の壁体溝において甕2424、高杯2425などの士器が出土している。覆土内からは土器では

製塩上器、石器では石鏃S130、石包Tと推察される S131、楔S132などが出上している。なお、石

器の材質はいずれもサヌカイト製である。時期は弥・後・ Iと思われる。 （松本）
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（炭•茶黄色粘質士塊含）

5 淡茶灰色粘質砂

6 淡茶褐色粘質砂

（貼床）

7 茶灰色粘質砂

8 黄色粘質土

c一 皿皿， （炭含）
C 9 i炎茶褐色砂質土

10 炭層

11 暗茶灰色粘質砂

（炭多含）

12 茶褐灰色砂質土
2m 
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こ岨~~
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包

10cm 
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0 1cm 
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第669図 竪穴住居116(1/60)・出土遺物 (1/4, 1 /1) 
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第670図 竪穴住居117(1 /60)・出土遺物 (1/2,1/4)
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竪穴住居118(第551・671・672図、図版38)

調査区の北西端に位置する円形の竪穴住居で、直径が520~543crnの歪な円形を呈する。床面には中

央穴、主柱穴 4本が見られたが壁体溝はみられなかった。中央穴は床面上では直径140cm程の楕円形

をしているが、断面をみると 2段階に下がり、上部が皿状のくぼみをなすのに対し、下面は柱穴と同

規模で同形状を呈し、底部からは土器片が出土している。さらに、中央穴の廻りをわずかに盛りあが

った土手が半周しており、その上面から中央穴6層下にかけて炭を多く含む層がみられた。

出士遺物にはサヌカイト製楔形石器や士器類があり、時期は弥・後.Iに比定できる。 （弘田）
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l 暗黄褐色粘質土

2 暗灰褐色砂質土

3 黄褐色砂質土

4 炭

5 暗橙褐色粘質土（炭含）

-c・ 6 黄褐色粘質土c一

7 暗黄褐色砂質土

8 黄褐色砂質土

9 暗褐色砂質土

10 暗黄褐色砂質士

11 黄褐色砂質土

゜
2m 

第671図 竪穴住居118(1 /60)・出土遺物① (1/2) 

-488-



第 3節角田調査区

~ 一＝《 午—茫
2428 2429 

2427 

~ ー―二~戸
2431 

2430 2432 

ー f~~-,-_, 
2434 2435 2436 

D 10m 

第672図 竪穴住居118出土遺物② (1/4) 

竪穴住居119(第551・673図、図版38・166)

調査区の北東端部に位置する。平面形は440X467cmのほほ円形で、床面までの深さは約45cm残存し

ていた。床面はほぼ平らで、壁は垂直に近く立ち上がっていた。壁際には幅10cm前後、深さ約10cmの

溝が掘られていた。埋土は 3層に分離でき、炭、焼土を含んでいた。

主柱穴は 4本確認できた。平面形は直径30-----45cmの円形で、深さは約40----60cm残存していた。 P2

-----4では柱痕跡が確認でき、これによると柱は直径15cm前後の円形であると推測できる。

床面のほぼ中央部には平面形が直径約30cmの円形で深さ約30cmの穴が掘られており、埋土の最下層

には炭が多く堆積していた。またこの中央の穴の南側には逆C字形に低い土手がつくられており、そ

の両側には炭や灰が散布していた。こうしたことから床面中央部が炉として用いられたと考えたい。

遺物は埋土中から土器や土製品が出土した。土器はいずれも小片で壺、甕、高杯、ミニチュアなど

がある。 C148は士器片転用の紡錘車である。時期は弥・後・皿ではなかろうか。 （平井）

竪穴住居120(第551・674図、図版38・39・163)

調査区の北東端部、竪穴住居119の東約 3mに位置する。平面形は479X502cmのほぽ円形で、床面

までの深さは約30cm残存していた。床面はほぼ平らで、壁は垂直に近く立ち上がっていた。壁際に溝

は検出できなかった。

主柱穴は 4本確認できた。平面形は直径40-------50cmの円形で、深さは約50----70cm残存していた。 P2

-----4では土層の違いから柱痕跡が確認できた。

床面のほほ中央部には平面形が約70X80cmの楕円形で深•さ約40cmの穴が掘られており、埋土の下層

には炭や灰が多く堆積していた。またこの中央の穴の南東隣には内部に焼土面や炭が確認できた約45

X90cmの長楕円形のくぽみがあり、これらの周囲には低い士手がつくられていた。これらは炉として

機能していた痕跡と考えられる。

遺物は少量の土器片や石鏃S134が出土しており、時期は弥・後・ Iである。 （平井）
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第673図 竪穴住居119(1/60)・出土遺物 (1/4,1/3)

竪穴住居121 (第551・675図）

調査区の北東部に位置する。平面形がやや不整な方形を呈し、一辺が424X432cmを測る。床面上で

は中央穴と焼土面がみられたが柱穴や壁体溝は確認できなかった。中央穴は直径65~70cmの楕円形で、

床面からの深さは35cmを測り、底面には薄い炭層がみられた。また、 この南側では中央穴を囲むよう

に高さ 7cmの「コ」の字状の土手があり、中央穴の南縁からこの土手にかけて炭の集積がみられた。さ

らに炭を伴う焼土面 2か所のほか中央穴西側の壁体沿いでも炭、焼土の散布がみられが、これから中

央穴に向けては平面的には捉えられなかったものの断面観察によると高さ 6cm程の上手状の高まりが

存在した。その上面から中央穴の埋士上層 (4層）

ていた。

と中層 (5層） の間にかけては薄い炭層がはしっ

出土した士器類2449-----2466からみてこの住居の時期は、弥・後.Iである。
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第674図 竪穴住居120(1/60)・出土遺物 (1/4,1/2)
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第675図 竪穴住居121 (1/60)・出土遺物 (1/4)
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第 3節角田調査区

竪穴住居122(第551・676図）

調査区の北東端部、竪穴住居121の南約 2mに位置する。東側は一部古墳時代の竪穴住居によって

切られているが、平面形は直径350cm前後の円形で、深さは28cm残存していた。床面はほぼ平らで中

央部近くには約50X60cm不整楕円形の土壊が掘られており、その周りには土手状の高まりが認められ

た。また西側には被熱面が3か所確認できた。主柱穴は 4本と考えている。遺物は少量の士器片が出

士したのみで、時期は弥・後. Iと考えられる。 （平井）

~ 三二
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2 淡黄灰色土（炭少含）

3 暗黄灰褐色粘質土（炭・焼土含）

゜
2m 

第676図 竪穴住居122(1/60)・出土遺物 (1/4)

竪穴住居123(第551・677・678図、図版39)

調査区の東端部、竪穴住届122の南西約 6mに位置する。平面形は488X492cmのほぼ円形で、最古

の床面までの深さは50cm残存していた。断面観察によれば床面が2面（新古）あるように思われた。

新しい床面はほほ平らで、壁際には幅15cm前後、深さ約 5cm溝が掘られていた。床面のほぼ中央部に

は最下層に炭が多く堆積した不整形な土堀が掘られており、北側には図示したような低い土手がつく

られていた。主柱穴は 4本確認できている。

古い段階と考えた床面はほぼ平らで、中央部には埋土中に炭や灰を多く含む約60X70cmの楕円形の

土堀が検出できた。主柱穴については新段階の柱穴と同じではないかと考えている。

遺物は少量の士器や石器、鉄器が出士した。図示した遺物のうち2471は柱穴P3からでそのほかの

土器やS135・M 152・153鉄器は新段階の埋土中からの出土である。古段階の埋土中から出士したの
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第677図 竪穴住居123(1 /60, 1 /30) 
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第 3節角田調査区

は少量の土器片のみである。占• 新段階とも時期は弥・後.Iと考えている。 （平井）
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D 1 Dem 

正五 -~-
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゜
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゜
10cm 

第678図 竪穴住居123出土遺物 (1/4,1/3)
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竪穴住居124(第551・679図）

調査区の東南部に位置する竪穴住居で、平面形は長方形を呈し、辺長は398X418cmを測る。床面上

では柱穴や壁体溝や焼土面は確認できなかったが、床面中央よりやや北東にずれた位置で直径66~80

cm、深さ30cmの楕円形を呈する中央穴が存在した。断面形状は二段に下がり、上部が浅い皿状、下部

は椀状をなすものの、埋土は 1層で炭や焼土を伴わない。ただし、断面観察時に中央穴の西側におい

て炭を多く含んだ黒褐色砂質士の堆積が確認できたが、これが中央穴に伴うものかどうかは不明であ

る。なお、鹿角が中央穴のやや北から出土している。

出土した土器類からみて、この住居の時期は、弥・後・ Iである。 （弘田）
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1 灰茶色砂質土

2 黒褐色砂質士（炭含）

3 暗茶褐色砂質土

第679図 竪穴住居124(1/60)出土遺物 (1/4)
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'¥ . .' 

2483 

。
10cm 

竪穴住居125(第551・680図）

さきの竪穴住居124と古墳時代の河道 5によって切られた竪穴住居で、規模は不明であるが平面形

は方形を呈する。床面上では60----65cmの円形のピット 1個が確認されたものの壁体溝はみられない。

このピットは深さが16cmを測るが、埋土は 1層であり、遺物や炭、焼土などは出土していない。なお、

このピットの縁に接して焼土面 1か所とさらにその両側には炭の集積が2か所存在した。

出士遺物のうち短頸広口壼2485は拡張した口縁部の外側に凹線を、肩祁外面には刺突文を施す。壼

2486は短く外反した口縁部をもち、端部は丸く終わらせる。ともに内面のヘラケズリは肩上部には及

ばない。また、高杯2488は床面直上から出土している。以上の遺物からみてこの住居の時期は、弥・

後.Iである。 （弘田）
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第 3節角田調査区

竪穴住居126(第551・681図、図版39)

調査区の東南部で、竪穴住居125の東に接して位置する。直径は353-----361cmを測り、やや歪な円形

を呈した竪穴住居である。床面上では主柱穴 4本、中央穴 1か所と壁の周囲には壁体溝を巡らせてい

中央穴の平面形は不整楕円形を呈し、径が55.......,66cm、深さは18cmを測り、埋士中には炭を含んでい

た。また、これと接するようにして焼土面 3か所が存在していた。これ以外の柱穴では掘り方の規模

が直径で35.......,50cm、深さは20.......,25cmを測る。

図示した土器類のうち壼2491、高杯2492はともに床面直上からの出土である。この 2点の士器から

みてこの住居の時期は、弥・後.Iである。 （弘田）
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第680図 竪穴住居125(1/60)・出土遺物 (1/4)
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第681図竪穴住居126(1/60) 

・出土遺物 (1/4)

(3)柱穴列

＼
 

゜
2m 

第682図柱穴列 2(1/60) 

柱穴については埋土や出土遺物によって時期が特定できた

ものもあるが、特に弥生時代と古墳時代については区別が難

しかった。しかしながら弥生時代と推定できる柱穴はおそら

く数百個は存在していたものと考えられる。これらについて

は一定の間隔で並ぶものもあるが、本報告書では発掘調査段

階で柱穴列として認識した遺構のみを報告しておきたい。

柱穴列 2 (第551・682図）

調査区の北東端部に位置する。図示したように 3個の柱穴

が南北方向に並んで位置している。周辺には柱穴はほとんど

存在しておらず、これらは掘立柱建物を構成する柱穴列と認

識した。柱穴の平面形は直径40~50cmの円形で、深さは35cm

前後残存していた。推定した掘立柱建物は東側の調査区外に

のびる可能性を考えており、規模については不明である。

時期については弥生時代としか捉えられなかった。 （平井）
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(4)袋状土壊

袋状土撰87(第553・683図）

袋状士堀88の西約 9mに位置する。平面形は円形を呈し、床面はほぼ平坦である。規模は上面径19

cm、底面径190cm、深さ33cmを測る。弥・後 ・I----IIの時期に埋没したと考えられる。 （松本）

袋状土壊88(第553・684図）

方形土城68に切られる状態で検出された。平面形は円形を呈し、床面はほぱ平坦である。規模は上

面径142cm、底面径136cm、深さ29cmを測る。弥・後.I頃の時期に埋没したと考えられる。 （松本）

袋状土堀89(第553・685図）

土城314の南西において検出された。平面形は隅丸方形を呈し、床面は平坦である。規模は上面径

146cm、底面径137cm、深さ63cmを測る。埋土はレンズ状の堆積を示しており、 5層に区分することが

できた。遺物は 1 層 ~4 層において炭とともに出土している。図示できるものとしては甕2493----2496 

がある。これらの遺物からみて、当遺構は弥・後.Iに埋没したと考えられる。 （松本）

袋状土塘90(第553・686図）

袋状士堀91に切られた状態で検出された。遺構の残存状態が悪いため、規模は不明であるが、平面

形は円形、床面はほぽ平坦になると推察される。埋土はレンズ状に堆積し、 3層に区分される。遺物

としては甕2497が出土している。弥・後・ I頃の時期に埋没したものと思われる。 （松本）

袋状土壊91 (第553・686図）

平面形は円形を呈し、床面は平坦である。規模は上面径126cm、底面径121cm、深さ85cmを測る。埋

士は水平堆積を示すが、 6層に区分された。遺
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 物としては高杯2498が出上している。弥・後・

Iの時期に埋没したと思われる。 （松本）
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袋状土壊92(第553・687図）

袋状土城90の南に位置し、方形土堀75に切られる状態で検出された。平面形は不整な円形を呈する。

掘り方は北側で二段掘りとなっている。床面は平坦である。埋土は 3層に区分された。遺物としては

甕2499・2500、高杯2501などが出土している。弥・後・

540an 

Iの時期に埋没したと思われる。 （松本）

袋状土壊93(第553・688図）

方形土堀49の南隣で検出された。平面形は不整円形を
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第685図 袋状土堀89 (1/30)• 出土遺物 (1/4)
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第 3節角田調査区

呈し、床面は凹凸が著しい。規模は上面径239cm、底面径222cm、深さ76cmを測る。埋土はレンズ状の

堆積を示し、 5層では炭、焼土を多量に含む。弥・後.I頃の時期に埋没したと思われる。 （松本）

袋状土堀94(第553・689図、図版117)

袋状土城93の東約 2mに位置する。平面形は円形を呈し、床面は平坦である。規模は上面径112cm、

底面径107cm、深さ39cmを測る。出土遺物はなく、時期は弥・後の範疇に入るものであろう。 （松本）

袋状土堀95(第553・690図）

方形士城74の東隣において検出された。平面形は不整な円形を呈し、床面は平坦である。規模は推

定径170cm前後、深さは47呻を測る。埋土は水平の堆積

を示し、 2層に区分された。遺物の出士はないが、時

期は弥・後の範疇に入るものと思われる。 （松本）

袋状土堀96(第554・691図）
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l 暗茶褐色粘質微砂

2 褐色粘質微砂

3 茶褐色粘質微砂

三 ぐ
2499 

1

`

T

ー日
1
9
9

Ch604区の南中央に位置し、士城347に北西部を切ら

れて検出された。径155Xl78cm、深さ約50cmを残す。楕

＼ 

550cm 

2501 

0 !Dem ,.............. 

。
1 m 

l 茶褐色粘質微砂

2 暗茶褐色粘質微砂

3 茶褐色粘質微砂

4 暗褐色粘質微砂（炭多含）

5 褐色土（炭・焼土多含）

6 暗茶褐色粘質微砂

7 茶褐色粘質微砂

8 黄褐色粘質士

第687図 袋状土壊92(1/30)・出土遺物 (1/4)
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円形を呈す底部はやや凹凸があるものの平坦で、床面積は約 2面を測る。土堀内は砂質土の水平堆積

が確認され、これから弥生時代後期前半と思われる壺、甕、高杯細片が出土している。 （江見）

袋状土堀97(第554・692・693図、図版117)

袋状士城96の西に位置し、上部を方形土墟78

ク

ク
”ん

、ル

＼ 
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: , — 
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540cm 

-~ .,,づ11 
--==--=二てニ

530cm 

l゚ 暗茶褐色粘質微砂

2 茶褐色粘質土

第689図袋状土塘94(1/30) 
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1 暗茶褐色粘質微砂

2 茶灰褐色粘質土

第690図袋状土堀95(1/30) 
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第691図袋状土塘96(1/30) 第692図 袋状土壊97(1/30)・出土遺物① (1/2) 
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第693図袋状土堀97出土遺物② (1/4) 
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第 3章品塚遺跡

に削平を受けて検出された。径150Xl70cm、深さ約15cmを残す。楕円形を呈す底部は中央部に向かっ

て緩く傾斜しているがほぽ平坦で、床面積は約 2面を測る。・遺物は床面中央を中心に押し潰されるよ

うな状態で出土した。壺2502---2505、甕2506、高杯2507・2508、台付鉢2509、器台2510などで、これ

らに混じってサヌカイト製のスクレイパー S136も出士しており、土器の特徴から当袋状土堀は弥・後

. Iに埋没したものと考えられる。 （江見）

袋状土壊98(第554・694図）

Cg607区の北部に位置し、後述の方形士堀93の東端を切って検出された。径130X162cm、深さ約

50cmを残す。楕円形を呈す底部の周囲はやや深く掘られ、中央部をわずかながら高くしている。遺物

は弥生時代後期前半の甕および高杯細片が出土している。 （江見）

袋状土堀99(第554・695図）

袋状土堀98の南東に位置し、南北部分を士城357・358などによって切られて検出された。径100cm、

深さ45cmを残す。円形を呈す底部は平坦で、推定床面積は0.6m主狭い。遺物は弥生時代後期前半の

甕細片が出土している。 （江見）

5鼻0cm

゜
1 m 

1 茶灰褐色粘質砂

（炭粒含）

2 暗茶灰色粘質砂

3 淡茶灰粘質砂

（灰色粘質土塊含）

4 淡茶灰色粘質微砂

第694図袋状土壊98(1/30) 

540cm 

。
1 m 

1 暗茶褐色粘質砂

2 淡茶灰褐色粘質砂

第695図袋状土堀99(1/30) 

袋状土壊100(第554・696図）

袋状土城99の南西数mに位置し、西部を竪穴住居105に削平を受け、後述袋状土堀102を切って検出

された。径140X 198cm、深さ約30cmを残す。楕円形を呈す底部はほぼ平坦で壁は垂直に立ち上がる。

床面積は2.15面を測る。遣物は弥生時代後期前半の壺、甕、高杯細片が出土している。 （江見）

袋状土塘101 (第554・697図）

袋状士城100の西に位置し、上部および両端を竪穴住居105に削平され、後述袋状土城102を切って

検出された。推定径lOOX160cm、深さ約15cmを残す。底部はほぽ乎坦で推定床面積は1.3面を測る。
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遺物は時期不明の遺物細片のみであった。推定さ

れる平面形態からすれば後述する方形土城の可能

性もあるが、遺構の切り合い関係から当項に属す

ものと判断した。 （江見）
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茶灰褐色粘質砂

淡茶灰褐色粘質砂

（炭含）

第696図
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淡茶灰色粘質砂

袋状土堀100(1/30) 

袋状土堀102(第554・698図）

竪穴住居105の下層、袋状士堀100および101の間

_5_00 cm 

1

2

 

第697図

暗茶灰色粘質砂

淡茶灰色粘質砂

袋状土堀101 (1/30) 

から検出された。推定径150X200cm、深さ約15cm

を残す。楕円形を呈す底部は平坦で、推定床面積

は約 2面を測る。遺物は少なく、 わずかに土器細

片が出土したのみであったが、当土城は周辺の遺

構検出のあり方から弥生時代後期前半に埋没した

ものと思われる。

袋状土壊103(第554・699図）

Cg 6 07区の南東、袋状土壊102の南東 5mに位

置し、方形土城96に一端を切られて検出された。

（江見）

径162X 175cm、深さ約45cmを残す。円形を呈す底

部は平担で、床面積2.3面を測る。遺物は弥生時代

後期前半と思われる甕および高杯の細片とともに

士玉?C149が出士している。中空の算盤状に作ら

れたもので、上端中央部のみ明瞭に丸く仕上げて

いることが確認されるが、

性もある。

ミニチュア土器の可能

（江見）
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゜
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一
゜

1 m 

1 暗茶灰色粘質砂

（炭含）

2 淡茶褐色粘質砂

第699図 袋状土堀103(1/30)・出土遺物 (1/3)

袋状土塘104(第554・700図）

袋状士堀103の西数mに位置し、北半を調査区側溝により削平を受けている。径約120cm、深さ約30

cmを残す。円形を呈す底部は中央がやや高く、壁際に向かって低くなっている。遺物は弥生時代後期

と思われる甕細片が出土している。 （江見）

袋状土城105(第554・701図）

袋状土城103の東に位置し、北東端部を方形土城99に切られて検出された。径185X204cm、深さ約

30cmを残す。不整円形を呈す底部は中央に向かってわずかに低く、床面中央西寄りから被熱面が検出

された。床面積は約2.4面を測る。遺物は弥生時代後期前半の甕、高杯、鉢とともにミニチュア鉢

2511が出土している。 （江見）

袋状土城106(第554・702図）

Ch608区の北西、袋状士城105の南東約10mから検出された。径106x 110cm、深さ約35cmを残す。

円形を呈す底部は全体にわずかな凹凸をもちながら壁に向かって傾斜しており、東隅で顕著である。

床面積は 1面を測る。遺物は弥生時代後期前半と思われる甕 l片が出土するにとどまった。 （江見）

袋状土塘107(第554・703・704図、図版40)

袋状土城106の南4mから検出された。径約160cm、深さ約85cmを残す。楕円形を呈す底部はやや凹

凸があるものの総じて平坦である。壁は下半がやや掘り込まれるもののほぽ垂直に立ち上がっている。

埋土は10数層に分層され、とくに遺物は床面直上の第 9層からまとまって出士している。壺、甕いず

れも口縁端部が上下にわずかに引き出され、凹線が巡り、甕2514・2515の胴部外面には刺突文が巡ら

されるなど、古い様相を残す。弥・後・ Iに埋没したものと考えられる。 （江見）
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灰褐色粘質士

（焼土・炭含）

暗灰褐色粘質土

（焼土・ 炭含）

袋状土壊104(1/30) 
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暗茶褐色粘質土

（炭•土器片含）

淡黄褐色粘質微砂

淡灰茶色粘質微砂
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淡茶褐色粘質微砂

褐灰色粘質土

（灰色粘土塊含• 炭含）

淡黄茶色粘質微砂

袋状土壊106(1/30) 

淡灰茶褐色粘質土

淡灰黄色細砂塊

灰茶色粘質土

淡灰黄色細砂塊

灰茶色粘質土

淡黄灰褐色粘質土

淡黄褐色粘質微砂
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淡灰黄色細砂塊

炭層

（土器片含）

淡灰茶色粘質土

淡黄褐色粘質微砂

淡茶灰色粘質土

淡黄灰色細砂
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赤褐色焼土

袋状土壊105(1/30)・出土遺物 (1/4)
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2515 

D 1 Dem 

第704図袋状土壊107出土遺物 (1/4)

2514 

袋状土堀108(第554・705図）

袋状土城107の西数mに位置し、東部を土城364に切られて検出された。径150X160cm、深さ約80cm

を残す。不整円形を呈す底部はやや凹凸があり、床面積は約1.5面を測る。壁は上方に向かいすぼま

る傾向が認められるが、ほぽ垂直である。遺物は少なく、第 5層中より土器片が出士したのみである。

小形の壺2516は口縁下に 5条の沈線を巡らせている。高杯2517の口縁は斜めに立ち上がり、端部が外

方に引き出され上部に拡張面をもつ。拡張面には 4条の凹線が巡る。これら士器の特徴から当袋状土

城は弥・後.Iに埋没したものと考えられる。 （江見）

袋状土堀109(第554・706・707図、固版117)

袋状土城108の南西 5mに位置し、上部を古墳時代竪穴住居によって削平を受けて検出された。径

130Xl46cm、深さ約85cmを残す。不整円形を呈す底部は平坦で、床面積1.23面を測る。壁はほぼ垂直

に立ち上がる。埋上は 4層からなり、とくに第 1層はそれまで堆積した土に人為的に埋め戻されたも

のと判断される。遺物は第2層を除き出土しており、とくに下層から比較的多く出土した。器種は壺

2518・2519、甕2520----2525、高杯2527、器台2528などである。壺2518、器台2528の口縁部は端部が外

方に引き出され上面に凹線および竹管文が施され、また、各々の形態からこれらは弥生時代中期の様

相を色濃く残すものであるが、ほかの甕や高杯のぁり方から、当袋状土城は弥・後・ Iに廃棄された

ものと判断される。 （江見）
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~ 
2517 

゜
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1 淡灰褐色粘質土

2 淡灰茶褐色粘質土

3 淡灰茶色粘質土

4 灰茶色粘質土

5 淡茶褐色粘質土

（土器含）

6 淡灰褐色粘質微砂

7 淡褐灰色砂質土

8 淡褐灰色砂質土

゜
lm 

第705図 袋状土壊108(1/30)・出土遺物 (1/4)
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l 暗灰褐色粘質士

（炭・焼土• 土器片含）

2 灰褐色粘質土

（炭・焼士含）

3 暗褐灰色粘質上

（炭多含、＾焼土• 土器片含）

4 黄灰褐色粘質土

（炭・焼土・土器片含）

第706図袋状土堀109(1/30) 
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第707図 袋状土壊109出土遺物 (1/4)

袋状土堀110(第554・708図）

袋状土城109の北数mに位置し、上部を古墳時代竪穴住居158に削乎を受けて検出された。径131X

140cm、深さ約60cmを測る。不整円形を呈す底部はやや凹凸があるが総じて平坦である。床面積は約

1.2面を測る。壁は上方にすぽまるもののほぼ垂直に立ち上がる。遺物は少なくいずれも細片で、壺2529、

甕2530、高杯2531が出土している。 2529の頸部には沈線が巡らされ、 2531にはクシ状工具による

施文がなされ、これら遺物は弥・後・ Iの範疇のものであろう。 （江見）

袋状土壊111 (第554・709図）

Ci 6 08区の南西端、袋状土堀110の南約12mに位置し、土城375を切って検出された。径約105cm、

深さ約40cmを残す。円形を呈す底部はわずかながら中央に向かって低く、床面積は0.74面と小規模で

ある。埋土には粘質土塊が混入する、明らかに人為的に埋め戻された状況が窺えるものであった。遺

物は少なく、わずかに弥生時代後期前半と思われる壺および甕の細片が出士したのみである。 （江見）
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l 暗灰褐色粘質土
（炭・焼土• 土器片含）

2 灰褐色粘質土
（炭焼土少含）

゜
1 m 3 黄灰褐色粘質土

（炭少含）
4 淡黄灰褐色粘質微砂

第708図 袋状土壊110(1/30)・出土遺物 (1/4)

510cm 

゜
1 m 

暗茶褐色粘質土
（黄•灰色粘質土塊•炭含）

第709図袋状土壊111 (1/30) 

袋状土堀112(第554・710図）

袋状土堀111の東数mに位置し、土漿の北端部を方形

土城139に切られて検出された。径約110cm、深さ約75

cmを残す。円形を呈す底部は平坦で、床面積1.13面を

測る。壁は上部に向かいわずかにすぼまり気味である

が、ほぼ垂直に立ち上がる。遺物は少なく、甕2532----

2534、高杯2535のほか、壺細片などである。甕の口縁

はいずれも端部が外方に引き出され、 2534の胴部は肩

の張りが少ない。高杯は直立気味に開く口縁部に、端

部は左右に摘み出されて上部に面をなし、浅い凹線が

巡る。これら遺物は弥・後・ Iの特徴を示す。 （江見）

袋状土壊113(第554・711図）

袋状土城112の南数mから検出された。径130Xl68cm、

深さ約30cmを残す。不整円形を呈す底部は平坦で、床

面積約1.5面を測る。壁はほぼ垂匝に立ち上がる。埋

士は 2層からなり、遺物は図示した高杯2536のほか、

甕細片が数片とわずかであった。遺物の特徴から弥・

後.Iに埋没したものと思われる。 （江見）
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淡茶褐色粘質土

（炭・焼土含）

淡灰茶色粘質土

（炭•土器含）

淡黄橙色粘質微砂
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淡茶灰色粘質微砂

（炭含）

淡茶灰色粘質微砂

（炭・焼士• 土器片・

黄色粘土塊含） ~Jl 
2535 

第710図 袋状土壊112(1/30)・出土遺物 (1/4) D
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暗茶灰色砂質土

（黄色粘質土塊含）

淡茶灰色粘質砂

第711図 袋状土壊113 (1/30)• 出土遺物 (1/4)
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袋状土堀114(第554・712図）

袋状士堀113の南西に位置し、東端を土壊383に切られて検出された。径約100cm、深さ約50cmを残

す。円形を呈す底部は平坦であるが、中央部分がややくぼむ。床面積は0.83面を測る。壁は下祁でや

や広がりをみせるものの、上部はほぽ垂直に立ち上がる。 3層からなる堆積層にはいずれも人為的に

埋め戻したと思われる士塊が含まれていた。遺物は完形の壺2538が北部床面に横転する状態で検出さ

れており、このほか、壺2537、甕2539、高杯2540、製塩土器2541などの破片が出土している。壺のロ

縁部にはいずれも凹線が巡らされ、 2537の頸部に

は刷毛状工具による長い刺突文が、施されている。

土器の特徴から当袋状土城は弥・後・ Iに廃棄さ

れたものと考えられる。 （江見） 2537 

＼
 

/
 、

/
/
P 540 cm 

2538 

二
2539 

゜
1 m て 丁 /

l 茶灰褐色粘質砂

（灰～褐色砂質土塊含）

2 茶灰色粘質砂

（灰～褐色砂質土塊含）

3 淡灰茶色粘質砂

（灰～褐色砂質土塊含）

2540 

\\\~J 
2541 

。
10叩

第712図 袋状土壊114(1/30)・出土遺物 (1/4)

袋状土堀115(第554・713図）

袋状土渡114の西4mから検出された。径約130cm、深さ約20cmを残す。隅丸方形を呈す底部は平坦

で、床面積約1.4面を測る。競はほぽ垂直に立ち上がる。遺物は土堀西部の埋土上層からまとまって

出土した。壺2542、甕2543~2545、高杯2546、器台2547などで、高杯脚部の作りは稚拙である。また、

器台裾部の広がりも少ない。以上、甕口縁部のあり方や器台の形態から、これら遺物は弥・後・ Iの

特徴をもつものと判断され、袋状土堀として当項で取り扱ったが、当土城は平面形態および周辺の方

形土城のあり方と主軸が類似することなどから、方形土堀の廃棄の際、占い様相をもつ一群の遣物が

同時に混入された可能性も否めない。 （江見）
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530cm 

。
1 m 

灰茶褐色粘質土

（土器・炭・礫含）

袋状土堀116(第554·714~716図）

Cj 6 04区の南東、袋状土城115の西方28m

から検出された。径125cm、深さ約80cmを残

す。円形を呈す底部は中央がわずかに高い平

坦面をなし、床面積は0.93面を測る。壁は断

面西側の堆積から明らかなように、本来内傾

l
 

I
 

ヽ
ィ、ヽヽ

ヽ
v
、

ー
亡
＼ ， 

"i 
I 

_____  L_. ___  ,>,,,," 

550cm 

←1「 、→テク
2542 

~ 可 企
2543 

¥_J二
2544 

2545 

~ 
2546 

2547 

。
10cm 

第713図 袋状土堀115(1/30)・出土遺物 (1/4)

して立ち上がっていたと推定されるが現状ではほぽ垂直

である。埋士には多くの炭粒が含まれ、遺物はおもに第

6~10層から出土した。長頸壺2548·2549は頸部が上方

に開き、壺2550・2551の頸部には刺突文が巡る。 2552・

2553は同一個体の壺と思われる。胴最大部から上半にか

l 暗茶色粘質微砂

（炭• 土器含）

2 淡灰茶褐色粘質微砂

（炭含）

3 茶褐色粘質微砂

4 淡灰褐色粘質微砂

（炭含）

5 灰褐色粘質微砂

（炭含）

6 暗茶灰色粘質土

（炭•土器含）

7 茶褐色粘質砂

（炭含）

8 暗茶灰色粘質土

（炭•土器含）

9 灰褐色粘質土

10 暗灰色粘質土

（炭•土器含）

11 淡黄褐色粘土

（壁の崩れ）

12 暗褐灰色粘質細砂

（炭含）

13 暗灰褐色粘質砂

（炭含）

14 i炎黄褐色粘質土

（炭含）

゜
1 m 

第714図袋状土壊116(1/30) 
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第 3節角田調査区

けての破片で、刷毛調整の後ヘラミガキが施され、その上にヘラガキによる鹿が描かれている。甕

2552 

.' 
））暴

2553 

2551 

゜

一
10cm 
.I 

第715図 袋状土壊116出土遺物① (1/4) 
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2554--2559の口縁端部は大きく肥厚させている。ほかに、高杯2560・2561、製塩土器2562----2567など

が出土している。また、 3か所に穿孔痕がある緑色片岩製の石包丁S137も出上している。以上、遺

物の特徴から当袋状土城は弥・後・ Iに廃棄されたものと考えられる。 （江見）

三 ／
2560 

“△ 真い2562 

2565 

叫 刈い2563 
2566 

且 JG 2564 

2567 

゜
10cm 

2559 

S137 

b 5cm 

第716図 袋状土壊116出土遺物② (1 /4, 1 /2) 

袋状土堀117(第554・717・718図）

袋状土城116の東 4mに位置し、古墳時代竪穴住居174の下層から検出された。径113Xl30cm、深さ

約90cmを残す。不整円形を呈す底部は中央付近がややくぽむ。壁は内傾して立ち上がる。埋土には炭

粒を多く含み、遺物は各層から出土しているが特に第 6層から多く認められた。遺物は壺、甕、高杯、

鉢、製塩士器などで、特に製塩土器2582~2594が多く出土した。底径 4~6cmを測り、 4 cm大の小形

のものが大半を占める。甕2574の外面にはタタキ痕跡が残る。高杯2577の口縁端部は外方に大きく引

き出され、これら遣物の特徴から当士堀は弥・後.Iに廃棄されたものであろう。 （江見）
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2568 

550cm 

。
1 m 

2569 

1 茶褐色粘質微砂

（炭•土器含）

2 淡褐色粘質微砂

（炭含）

3 暗灰茶色粘質土

（土器含、炭多含）

4 淡灰茶色粘質微砂

（炭含）

5 淡茶灰色粘質土

（炭含、細砂含）

6 淡黄褐色粘質土

（炭・土器・黄色粘土塊含）

7 炭層

8 暗茶灰色粘質土

（炭•土器含）

9 淡褐灰色粘質土

（茶色粘質土含）

TT~ 
2572 

2573 

忍
＼

•• 
．．
 

2570 

2574 

2575 

2571 
2576 

。
1 Dem 

第717図 袋状土堀117(1/30)・出土遺物① (1/4) 
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--~ 
2577 

三_--~~-\
2578 

口 ／
 

2579 

口 ］
2580 

□ / 

凸`2582 
肛

2589 

□年エ`
ェ

仄
2590 

“ 2591 

2586 ニニ
2593 

2581 

゜
10cm 

~ 
凸ロ

2588 

2594 

第718図 袋状土堀117出土遺物② (1/4) 

袋状土壊118(第554・719図）

方形土堀161に切られた状態で検出された。遺構

の残存状態はよくないが、平面形はおそらく不整な

円形を呈するものと推察される。床面は平坦である。

規模は上面最大径が約140cm、底面径117cm、深さは

79cmを測る。埋士は水平な堆積を示し、 2層に区分

された。図示する遺物はないが、弥・後・ Iの時期

に埋没したと思われる遺構である。 （松本）

袋状土堀119(第554・720図）

方形土堀160、土城394に切られる状態で検出され

た。平面形は楕円形を呈し、床面は平坦である。規

模は上面径が90X127cm、底面径120cm、深さ69cmを

測り、断面形はフラスコ状を呈している。埋土の中

央は盛り上がるが、ほぼ水平堆積を示しており、 2

層に区分される。上層においては、士器のほかに多

、----、/.... I 、 l_,,Y 
、'--- - 540cm 

1 黄褐色粘質土

2 暗褐色粘質土

。
1 m 

量の炭が含まれていた。遺物としては甕2595、高杯 第719図袋状土壊118(1/30) 
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第 3節角田調査区

2596などが出土している。これらの遺物からみて、弥・後・ Iの時期に埋没したものと思われる。

（松本）

袋状土堀120(第554・721図）

方形土城158の南約 7mに位置する。平面形は隅丸方形を呈し、床面の中央部がやや盛り上げる。

規模は上面径112cm、底面径110cm、深さ53cmを測り、断面形は台形を呈している。埋土は 4層に区分

されるが、 1層は炭を含み、 3層では土器、炭を含んでいた。

遺物の大部分は最下層である 3層から出上したが、図示可能な遺物は壺2597のみである。この遺物

からみて、弥・後・ Iの時期に埋没したと思われる。 （松本）

袋状土壊121 (第554・722図）

ク

／ 

―/ 
;'ノ

rl / 
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ー
・
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・

1
’

J
 ／

 

、

＼

、

530cm . .. 

。
1 m 

第720図 袋状土堀119(1/30)・出土遺物 (1/4)

＼ 

490cm 

方形土堀162の西約 2mの位置で検出された。平

面形は円形を呈し、床面はほぼ平坦である。規模は

2595 

2596 

。
10cm 

1 暗褐色土（土器•炭多含）

2 黄褐色土

2597 

D
 

10cm 

l 灰黄褐色細砂混じり土（炭含）

2 黄褐色微砂混じり粘質土

3 灰色細砂（土器・炭含）

4 黄褐色粘質士

。
1 m 

第721図 袋状土堀120(1/30)・出土遺物 (1/4)
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540cm 

゜
1 m 

1

2

3

4

5

 

暗茶褐色粘質土（土器•炭含）

茶褐色粘質微砂

黄橙色微砂

茶灰褐色粗砂

灰褐色粘質微砂

2602 

2603 

＼
 

三~;r
2604 

ム
籾
□
9

ー
1
・

2598 

。
10叩

第722図 袋状土壊121 (1/30)・出土遺物 (1/4)

上面径198cm、底面径176cm、深さ88cmを測る。埋土はレンズ状に堆積するが、 5層に区分された。 ー

層は土器、炭を含む土層であった。遺物としては甕2598----2603、高杯2604・2605などがある。これら

の遺物からみて、弥・後・ Iの時期に埋没したと思われる。

袋状土堀122(第551・723図）

（松本）

竪穴住居118の北に接して位置する。北側の約半分が調査区外へと続くが、調査範囲では上面径が

196cm、底面径は195cm、深さが123cmを測る。
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2

ク”

540 cm 
.. 一

2606 

。
10cm 

゜
1 m 

l 暗黄褐色土

2 灰褐色砂質土

3 暗灰褐色粘質土

4 灰黄褐色砂質土

第723図 袋状土塘122(1/30)・出土遺物 (1/4)

壺2606が出土しており、時期は弥・後・ Iとみられる。

袋状土壊123(第551・724図）

調査区の北東部、竪穴住居118の西隣りに位置する。平面形は約130X140cmの楕円形で、西側に張

（弘田）

り出し部分が検出できたが、切り合いなのか拡張なのかなどについては解らなかった。深さは約60cm

残存しており、底面はほぽ平らであった。断面形は東側が一部袋状になっていた。

埋士中からは少鼠の土器片が出土しており、時

期は弥・後. Iと考えられる。 （平井）

530 cm 

。
1 m 

l 黄褐灰色粘質微砂（炭・焼土含）

2 褐黄色微砂（炭粒少含）
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10cm .---r' 

第724図 袋状土堀123(1/30)・出土遺物 (1/4)
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袋状土壊124(第551・725図）

調査区の北東部、竪穴住居118の南西憐りに位置する。平面形は約120X150cmの楕円形で、深さは

66cm存していた。底面はほぽ平らで、断面形はわずかではあるが袋状を呈していた。埋士は 3層に分

i
,
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離でき•、底面には炭、焼土が薄く堆積していた。埋

土中から少量の土器片が出土しており、時期は弥・

後.Iと考えられる。 （平井）

530 cm 

a
 

三一＿

---.:..::::.::::.=— 
--=----= --

2615 

r 

第725図

゜
10cm 

1

2

3

 

黄褐灰色粘質微砂（炭・焼土粒含）

褐黄色微砂（炭粒少含）

炭＋焼土

袋状土堀124(1/30)・出土遺物 (1/4)

袋状土壊125(第551・726・727図）

竪穴住居119と120の間に位置する。規模は、上面での直径が97cm、底面径は100cmで、深さが64cm

を測る。埋土は 2層に分けられ、遺物は上層中および2層との間から出土している。

出土した遺物からみて、時期は弥・後.Iである。

ロ
540cm 

。
1 m l

2

 

第726図

0 10cm 一

（弘田）
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暗灰褐色粘質土

暗黄褐色粘質土

袋状土堀125(1/30)・出土遺物① (1/4) 
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戸《
2620 

三□
2621 

羞八
2625 

2623 

~ ＼
 2622 2624 

0 10cm 一第727図 袋状土壊125出土遺物② (1/4) 

袋状土壊126(第551・728・729図）

調査区の東端近く、竪穴住居122の東4mに位置する。平面形は円形を呈し、規模は上面での直径が

156cm、底面径は147cmで、深さが92cmを測る。埋士は、大きく上下 2層に分かれるがともに炭を含ん

一

。
lm 

1

2

3

4

5

 

暗褐色粘質士（炭含）

暗茶褐色粘質土（炭、黄褐色土塊含）

暗黄褐色粘質士

黄褐色粘質t
黄褐色微砂

第728図

戸《

ご＝三可ニー心
2629 

二＼

T7 2633 ロ

2635 

゜
1 Dem 

袋状土塘126(1/30)・出土遺物① (1/4) 

-523-



第 3章高塚遺跡

2636 

2639 

尺
''/• 

I

`

 

l

J

 

｀
 

2642 
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2643 

第729図 袋状土堀126出土遺物② (1/4) 

でいた。また、断面観察時には底面中央がややくぽんでおり、その周囲には貼床状の黄褐色の層 (4. 

5層）がみられた。出土した士器類2627----2643には、後期 Iから 1I1までの時間幅がみられる。 （弘田）

袋状土壊127(第551・730図）

調査区の北東部、竪穴住居123の北約 2rnに位置する。

平面形は約70X90cmの楕円形で、深さは37cm残存していた。

底面は平らでなく南側が高くなっていた。断面形は明瞭な

540cm 袋状になってはいないが全体的な形状から袋状土城として

報告している。遺物は少量の土器片が出土しており、時期

は弥・後.Iと考えている。 （平井）

。
lm 

l 淡茶掲色微砂

2 黄灰褐色微砂

2644 

。
10cm 

第730図袋状土堀127(1/30) 

・出土遺物 (1/4)

袋状土壊128(第551・731図）

調査区の北東部、竪穴住居113の北東隣りに位置する。

平面形は約120Xl40cmの楕円形で、深さは82cm残存してい

た。断面形は一部袋状になっており、底面には凹凸が認め

られた。埋士は 6層に分離でき、下層には炭が堆積していた。

遺物は少鼠の土器片が出土している。 2645~2647は甕で、ロ

唇部形状はそれぞれ異なっているのが特徴的である。時期は

弥・後.Iと考えている。 （平井）

袋状土堀129(第551・732図）

調査区の北東部、袋状土城128の南東約 2mに位置して

いる。平面形は直径約 lmの不整円形で、深さは55cm残存

していた。底面はほぼ平らで、断面形は一部袋状になって
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淡黄茶色微砂

黄茶褐色微砂

淡灰色弱粘質土（炭少含）

4

5

6

 

淡灰色弱粘質土（炭多含）
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Iと考えられる。

いた。埋土中に河原石が多く含まれていたのが特徴である。遺物は少量の土器片が出土しており、時

（平井）其りは弥・後
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第 3章高塚遺跡

(5)方形土壊

方形土壊 1 (第552・733図、図版41)

Cg509区の南西部で検出した方形士城である。規模は、長さ202cm、幅139cm、深さ31cm、面積2.09

面を測ることができる。底面の標高は523cmである。遺物は、弥生土器が数点出土している。遺構や

遺物の観察からこの遺構の性格は不明であるが、時期は弥・後.IVとしたい。 （浅倉）

方形土壌 2 (第552・734図）

Cg509区の方形土城 lの東で検出した土城である。規模は、長さ272cm、幅154cm、深さ26cm、面

積3.62面を測ることができる。底面の標高は534cmである。遺物は、弥生土器が数点出土している。

遺構や遺物の観察からこの遺構の性格は不明で、時期は弥・後 ・ID-IVとしたい。 （浅倉）

方形土堀 3 (第552・735図、図版42)

Cg600区の方形土城 2の北東で検出した。規模は、長さ305cm、幅180cm、深さ50cm、面積4.47m3

を測ることができる。本遺跡の中で最大級の土堀である。底面の標高は485cmである。遺物は、弥生

土器が数点出土している。 2673は鉢である。遺構や遺物の観察からこの遺構の性格は不明であるが、

時期は弥・後 ・Nとしたい。 （浅倉）

方形土壊 4 (第552・736図、図版42)

Cg600区の方形士城 3に切られて検出した土壊である。規模は、長さ (172)cm、幅172cm、深さ

52cm、面積 (1.50) 面を測ることができる。底面の標高は485cmである。遺物は、弥生土器細片が数

点出上している。この遺構の性格は不明であるが、時期は弥・後・皿としたい。 （浅倉）
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第733図 方形土壊 1 (1 /30)・出土遺物 (1/4)
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第735図 方形土壊 3 (1/40)・出土遺物 (1/4)
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第 3章高塚遺跡

方形土壊 5 (第552・737図、図版42)

Ch600区の方形土城4の南で検出した士堀である。規模は、長さ221cm、幅142cm、深さ87cm、面

積1.99面を測ることができる。底面の標高は477cmである。遺物は、弥生土器細片が数点出土してい

る。この遺構の性格は不明であるが、時期は弥・後 ・Nとしたい。 （浅倉）

方形土漿 6 (第552・738図、図版42)

Ch6 00区の方形士城 5の東で検出した土城である。規模は、長さ232cm、幅140cm、深さ70cm、面

積2.29面を測ることができる。底面の標高は483cmである。遺物は、弥生土器が 1点出土している。

この遺構の性格は不明であるが、時期は弥・後.IIIとしたい。 （浅倉）

方形土塘 7 (第552・739図）

Ch 509区の方形土堀 1の南で検出した土城である。 2基直角に重なっている。規模は、 aが長さ

177cm、幅 (130)cm、深さ35cm、面積 (1.90)m2.. bが長さ215cm、幅82cm、深さ12cm、面積 (1.10)

面を測ることができる。底面の標高は494cmである。遺物は、弥生土器が数点出土している。この遺

構の性格は不明であるが、時期は弥・後 ・Nとしたい。 （浅倉）
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＼
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第736図 方形土壊4 (1/30)・出土遺物 (1/4) 第737図 方形土壊 5 (1/30)・出土遺物 (1/4)
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第740図 方形土堀 8 (1/30)• 出土遺物 (1/4)

方形土壊11 (第552・743図）

方形土堀 8 (第552・740図）

Ch509区の方形土堀 7の東で検出した土堀で

ある。規模は、長さ237cm、幅163cm、深さ57cm、

面積2.90面を測ることができる。底面の標高は500

cmである。

遺物は、弥生土器細片が数点出土している。こ

の遺構の性格は不明であるが、時期は弥・後・皿

としたい。 （浅倉）

方形土堀 9 (第552・741図、図版119)

Ch6 01区の方形士城 3の東 8mで検出した土

城である。規模は、長さ264cm、幅 (140)cm、深

さ56cm、面積1.94面を測ることができる。底面の

標高は500cmである。

2696の甕は、口径14.4cm、器高20.7cmある。

2697の甕の口径は16.6cm、2703の高杯の口径は13.8

cm、2710の台付き鉢の底径は4.8cmである。

この遺構の性格は不明であるが、時期は弥・後

・Nとしたい。 （浅倉）

方形土堀10(第552・742図）

Ch509区の方形土城 7の西で検出した士城で

ある。 3基重なっている。規模は、 aが長さ199

cm、幅169cm、深さ30cm、面積3.00m¥ bが長さ

(170) cm、幅 (130)cm、深さ (13)cm、面積

2.Q8m2, Cが面積l.30m2.. を測ることができる。底

面の標高は483cmである。

遺物は、弥生土器細片が10余点出土している。

この遺構の性格は不明であるが、時期は弥・後・

旧,.....,Nとしたい。 （浅倉）

Ch509区の方形土城 1の南東で検出した土城である。規模は、長さ146cm、幅96cm、深さ40cm、面

積1.14面を測ることができる。底面の標高は518cmである。遺物は、弥生土器細片が数点出士してい

る。この遺構の性格は不明であるが、時期は弥・後 ・III-Nとしたい。 （浅倉）

方形土壊12(第552・744図）

Ch509区の方形土堀 8の東で検出した土堀である。規模は、長さ155cm、幅112cm、深さ43cm、面

積1.15面を測ることができる。底面の標高は515cmである。遺物は、弥生上器細片が数点出土してい

る。この遺構の性格は不明であるが、時期は弥・後・皿としたい。 （浅倉）

方形土堀13(第552・745図）

Cg6 00区の方形土堀 3の北で検出した士城である。規模は、長さ144cm、幅100cm、深さ29cm、面
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第741図 方形土壊9 (1/30)• 出土遺物 (1/4)

積0.68面を測ることができる。底面の標高は561cmである。遣物は、弥生士器細片が10数点出土して

いる。この遺構の性格は不明であるが、時期は弥・後.IIIとしたい。 （浅倉）

方形土壊14(第552・746図）

Ci 5 07区の南部で検出した土塀である。規模は、長さ204cm、幅122cm、深さ55cm、面積1.91面を

測ることができる。底面の標高は506cmである。時期は弥・後 ・Nとしたい。 （浅倉）
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方形土壊10(1/30)・出土遺物 (1/4)
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第743図

―ー、）
2724 

~15 

二□
27

三一
2725 

。
10cm 

方形土壊11 (1/30) 

・出土遺物 (1/4)

方形土壊15(第552・747図）

Ci509区の南部で検出した土堀である。

規模は、長さ270cm、幅 (180)cm、深さ65cm、面積4.33面を測ることができる。底面の標高は494cm

である。 この遺構の時期は弥・後 ・Nとしたい。 （浅倉）

方形土堀16(第552・748図）

Ci 507区の南部で検出した士堀である。規模は、長さ218cm、幅149cm、深さ71cm、面積2.30面を

測ることができる。底面の標高は494cmである。時期は弥生後期としたい。

方形土壊17(第552・749図）

（浅倉）

Ch 509区の北西部で検出した土墟である。規模は、長さ220cm、幅171cm、深さ56cm、面積2.56m2

を測ることができる。底面の標高は443cmである。遺物は、弥生土器が2点出土している。

の性格は不明であるが、時期は弥・後.Illとしたい。
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第 3節角田調査区

方形土堀18(第552・750図）

Ci 5 09区の方形土堀17の南で検出した土堀である。

規模は、長さ305cm、幅232cm、深さ86cm、面積2.65面を

測ることができる。底面の標高は466cmである。遺物は、

弥生土器の甕が 1点出土している。 2751は口縁端面に

5条の沈線をもつ。この遺構の性格は不明であるが、時

期は弥・後 ・Nとしたい。 （浅倉）

方形土壊19(第552・751図）

Ci 5 09区の方形土渡18の南東で検出した士城である。

規模は、長さ233cm、幅156cm、深さ41cm、面積2.86面を
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第744図 方形土堀12(1/30)・出土遺物 (1/4)
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第745図 方形土壊13(1/30)・出土遺物 (1/4)
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2751 
nu 

10cm 

2750 
第750図 方形土堀18(1/40)・出土遺物 (1/4)

D
 

10cm 

第749図 方形土堀17(1/30)・出土遺物 (1/4) 測ることができる。底面の標高は496cmで

ある。遺物としては、弥生土器甕、鉢が出

土している。 2752は口縁端面に 3条の沈線をもつ。 2753は口縁の端部が上に拡張する。この遺構の性

格は不明であるが、時期は弥・後 ・Nとしたい。 （浅倉）

方形土壊20(第552・752図、図版119)

Ci508区の方形士堀18の西で検出した土堀である。規模は、長さ198cm、幅83cm、深さ65cm、面積

1.12面を測ることができる。底面の標高は503cmである。

遣物は、この種の土堀では珍しく完形に近い弥生土器が数点出土している。 2754は甕で、口径15.2

cm、底径5.5cm、器高は (20.5)cmである。 2756は台付き鉢の完形品で、口径14.5cm、器高18.5cmを
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測る。 2757は高杯の脚部で、底径15.0cmである。

この遺構の性格は不明であるが、時期は弥・後.IIIと

したい。 （浅倉）

方形土壊21 (第552・753図）

Cj 5 09区の方形土堀15の東で検出した土城である。

規模は、長さ (325)cm、幅197cm、深さ91cm、面積2.06

面を測ることができる。底面の標高は475cmである。遣

物は、弥生士器甕が出土している。

この遺構の性格は不明であるが、時期は弥・後.IIIと

したい。 （浅倉）

方形土堀22(第552・754図）

Ci 6 00区の方形土城21の北で検出した士城である。

規模は、長さ218cm、幅145cm、深さ87cm、面積1.54面を

測ることができる。底面の標高は470cmである。遺物は、

弥生土器甕が2点出士している。この遺構の性格は不明

であるが、時期は弥・後・皿としたい。 （浅倉）

方形土壊23(第553・755---760図）

方形土墟29の北約 4mの位置で検出された。規模は

197X315crn、深さ90cmを測り、床面は平坦である。土墟

壁はほぼ垂直に掘り込まれ、断面形は箱形を呈している。

士層断面においては、新しい柱穴がみられるが、埋士は

~ 
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2 灰褐色砂質土（炭•土器僅少含）

3 暗灰黄色砂質±(炭・土器僅少含）

4 黒灰黄色砂質土（炭•土器僅少含）

2759 

。
1 Dem 

第753図方形土壊21 (1/40) 

・出土遣物 (1/4)

~ 2761 

。
10cm 

第754図 方形土堀22(1/40)・出土遺物 (1/4)
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12層に区分された。堆積はほぽ水平であった。なお、上層の第 4層には灰がかなり含まれていた。遺

物は埋土内から大量に出土している。石器ではスクレイパーないし石包丁S138、石鏃S139、砥石S

140がみられ、上器では壺2763-2767、甕2768--2807、高杯2808--2818、鉢2819--2836、台付鉢2837

-2841、直口壺2842・2843、台付直口壺2845・2846など各種の土器が出土している。そのうち、 2766

・2768・2819--2821・2823・2837は完形ないしほぽ完形である。なお、 2802・2805の底部は焼成後の

穿孔がみられる。これらの遺物からみて、弥・後 ・I¥lの時期と思われる。 （松本）

方形土壊24(第553・761図）

土城260と切り合い関係のある遺構で、方形土堀29の西約 3mに位置する。規模は221X325cm、深

さ78cmを測り、床面は平坦である。断面形は逆台形を呈している。埋士は 4層に区分され、 1~3 層

には土器、炭を含むが、最下層は炭を多く含んでいた。遺物には甕2847・2848・2850-2852、壺2849、

鉢2853などがある。 これらの遺物からみて、弥・後・皿-IVの時期と思われる。 （松本）

方形土壊25(第553・762図）

方形士堀28の西隣に位置し、方形土堀26に切られている。

cm、深さは29cmを測る。床面の中央部がくぽんでいる。埋土は 2層に区分される。出土遺物はないが、

したがって、確認された規模は110Xll5

遺構の切り合い関係からみて、時期は弥・後・皿.-......wと思われる。

方形土城26(第553・762図）

方形土墟25を切る状態で検出された。平面形は正方形に近く、規模は115Xl43cm、深さは26cmを測

（松本）
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第755図 方形土壊23(1/60)・出土遺物① (1 /2, 1/3) 
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第756図 方形土壊23出土遺物② (1/4) 
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第760図 方形土壊23出土遺物⑥ (1/4) 
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第 3章高塚逍跡

り、床面はほぼ平坦である。埋土は 3層に区分される。図示できる遺物はないが、時期は弥・後.I¥T 

と思われる。 （松本）

方形土壊27(第553・763図）

方形土城28の南において検出された。規模は144Xl72cm、深さは24cmを測る。床面は平坦であるが、

やや北寄りで30X60cmの焼土帯が検出されている。埋土は 4層に区分されるが、水平の堆積である。
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第764図 方形土堀28(1/30)・出土遺物 (1/4)

図示できる遺物はない

思われる。

が、時期は弥 ． "i!.. ィ久・

方形土壊28(第553・764図、図版163)

方形士城26の東隣で、切り合う状態で検出され

深さは22cmを測る。床面た。規模は146X160cm、

は平坦である。埋士は暗茶灰褐色粘質微砂の 1層

だけである。出土遺物は少ないが、図示できる遺

物としては壺の底部2854がある。時期は切り合い

関係や出士遺物からみて弥

方形土壊29(第553・765図）

方形土堀

才莫は151X 153cm、

であるが、

1

2

3

 

24の の位置で検出された。規

深さは48cmを測る。床面は平坦

東約 3m

二段掘りの断面形を呈している。埋上

~ 

暗茶褐色粘質微砂

暗褐色粘質微砂（炭含）

暗黄褐色粘質微砂

第765図

・後・

w頃と

（松本）

W頃と思われる。

（松本）
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明黄褐色粘質微砂

焼土

黄褐色粘質微砂

方形土壊29(1/30)・出土遺物 (1/4)
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第 3章高塚遺跡

は6層に区分されるが、埋土は南から北方向に堆積していたことが看守される。なお、床面中央部に

おいて、焼土帯がみられた。遣物は甕2855がある。時期は弥・後.IVと思われる。

方形土壊30(第553・766図）

（松本）

方形土堀31の北約 2mの位置で検出された。一部未調査ではあるが、確認された規模は長軸が195cm、

短軸が124cm、深さ56cmを測る。床面は平坦である。埋土は 6層に区分されるが、土器と炭を含む土

層がレンズ状に堆積していた。 2層は新しい時期の柱穴痕と思われる。遺物は各層から出土している

が、図示できるものとして、壺2856、甕2857・2858がある。時期は弥・後 ・Nと思われる。 （松本）

方形土壊31 (第553・767図）

方形土城32の北隣で検出された遺構である。規模は150Xl72cm、深さは65cmを測る。床面はほぼ平

坦である。埋土は上層が把握できていないが、確認された士層は 4層である。水平な堆積であるが、

れたものである。この遺物からみて、時期は弥・後 ・Nと思われる。

どの埋土内からも士器、炭が含まれていた。図示できる遺物は高杯の脚部2859のみである。短脚化さ

（松本）

方形土壊32(第553・768図）

方形士城31の南隣で検出された比較的に残存状態が良好な遺構である。規模は135X188cm、深さは

62cmを測る。床面は平坦である。埋士は 7層に区分されるが、 2層から 6層にかけては炭をかなり多

く含む土層であった。下層は水平、上層はレンズ状の堆積を呈している。

図示できる遺物は少ないが、甕2860----2864が出土している。これらの出士遺物からみて、遺構の時

期は弥・後 ・Nと思われる。 （松本）
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第766図 方形土堀30 (1/30)• 出土遺物 (1/4)
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第 3節角田調査区

方形土塘33(第553・769図）

方形土城35と切り合い関係をもつ遺構である。規模は122X272cm、深さは40cmを測るが、形態は長

方形となる。床面は平坦ではない。埋土は 1層である。図示する遺物はないが、時期は弥・後 ・N頃

540an 

゜

のものと思われる。

方形土堀34(第553・770図）

（松本）

方形土堀36・37と切り合い関係をもつ遺構で

ある。遺構の残存状態はよくないが、規模は160

X 187cm、深さは33cmを測る。床面はほぼ平坦で

ある。埋土は 3層に区分されるが、水平堆積で

ある。遺物はないが、切り合い関係からみて、

時期は弥・後 ・Nと思われる。 （松本）
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第767図 方形土壊31 (1/30)・出土遺物 (1/4)
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第768図 方形土漿32(1/30)・ 出土遺物 (1/4)
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方形土堀35(第553・771図）

方形土城33に切られる状態で検出された遺構である。規模は246X260cm、深さは62cmを測る。床面

は平坦である。埋士は大きく 7層に区分されるが、 1層は方形土城33の埋土である。 2 ...__. 7層が本遺

構の埋土であるが、 5層には粘土塊が含まれていた。堆積はレンズ状を呈している。出士遺物として

は、甕2865・2866、鉢2867・2868、高杯2869などがある。時期は弥・後 ・Nと思われる。

方形土堀36(第553・772図）

（松本）

方形土城34の北隣に位置し、方形土城37とも切り合い関係をもつため、遺構の残存状態はよくない。

規模は136X151cm、深さは13cmと浅い。床面

は東に傾斜している。埋土は 2層に区分され

＼
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第770図
。

暗灰褐色粘質土（黄灰色微砂少含）

第769図 方形土堀33(1/60) 
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たが、 1層から遺物が出士している。主な遺物としては、甕2870、高杯2871、鉢2872などがある。こ

れらの遣物からみて、時期は弥・後 ・Nと思われる。

方形土堀37(第553・773図）

方形土城34・36・38と切り合い関係をもつ。規模は長軸現存長が165cm、短軸は108cm、深さは 6cm 

（松本）

を測る。床面は平坦である。埋士は 1層である。出土遺物としては、砥石S141がある。石材は流紋

岩溶岩である。時期は遺構の切り合い関係からみて、弥・後 -m~w と思われる。 （松本）

方形土堀38(第553・774図）

方形土城37を切る状態で検出された遺構である。規模は171X223cm、深さは49cmを測る。床面には

一段低い面がある。埋土は 5層に区分されるが、ほぼ水平の堆積である。図示できる遺物はないが、

遺構の切り合い関係からみて、弥・後 ・N頃と思われる。 （松本）

方形土堀39(第553・775図）

方形土壊38の東約 2mの位置で検出された遺構である。規模は200X366cm、深さは64cmを測る。床
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第772図 方形土壊36(1/30)・出土遺物 (1/4)
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第773図 方形土堀37(1/30)・出土遺物 (1/3)
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第774図

茶褐色粘質土

褐色粘質土

暗茶褐色粘質土

黄淡色粘質土

暗褐色粘質土

方形土堀38(1/30) 

面は水平であるが、中央部のやや西の位置で方形の

(45X65cm)がみられた。埋土は 4層に区分くぼみ

されるが、 1 ....___, 3層には炭が含まれており、特に 2

層には多く含まれていた。堆積はレンズ状を呈して

いる。図示できる土器はないが、鉄製品では鏃M155

が 1点出土している。時期は弥・後 ・N頃と思われ

る。 （松本）

方形土堀40(第553・776図）

方形士城34の南東約 6mの位置で検出された。乎

面形は不整な方形を呈しているが、規模は180X244

cm、深さは66cmを測る。床面は平坦である。埋土は

4層に区分されるが、堆積は水平である。遺物の出

土はないが、弥・後 ・N頃と思われる。

方形土壊41 (第553・777図）

（松本）

方形土堀40の南約 4mの位置で検出された。方形

土城42に切られる状態で検出され、不明な点が多い。

規模は長軸の現存長が148cm、短軸は50cm、深さは

45cmを測る。床面は平坦である。埋土は 3層に区分

される。遺物としては石製の勾笙 S142の出土があ

る。時期は弥・後 ・N頃と思われる。

方形土塘42(第553・777図）

方形士城41を切る状態で検出された遺構である。

（松本）
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第775図 方形土壊39(1/60)・出土遺物 (1/3)
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規模は124X170cm、深さは48cmを測る。床面は平坦である。埋土は 4層に区分される。上層の 1・2

層は炭を含む土層である。図示できる遺物はないが、時期は弥・後.IV頃と思われる。 （松本）

方形土壊43(第553・778図）

方形土壊44の東隣に位置する。規模は146X205cm、深さは42cmを測る。床面は平坦である。断面は

台形を呈しており、袋状土壊の範疇に入るものである。埋土は 4層に区分されるが、 3層には炭が含

まれていた。図示できる遺物としては、

~/I 

甕2873、蓋2874などの土器が出土して

いる。時期は弥・後 ・Nと思われる。

（松本）
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0 2 cm 

一暗茶褐色粘質微砂（炭含）

淡茶褐色粘質士（炭含）

暗褐色粘質土

茶褐色粘質土

黄褐色粘質微砂（暗灰色粘士塊含）

淡茶褐色粘質土（炭含）

茶褐色粘質土

第777図 方形土堀41• 42 (1 /30)・出土遺物 (1/1)
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。
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1
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淡灰褐色砂質粘土

茶褐色粘質土

茶褐色粘質土（炭含）

淡茶褐色粘質微砂

第778図 方形土塘43 (1/30)• 出土遺物 (1/4)
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ー
540an 

,`
 

゜
1m 

1 淡茶褐色粘質微砂（炭少含）

2 茶褐色粘質土（炭多含）

3 茶褐色粘質上（炭少・黄褐色微砂含）

4 暗茶褐色粘質土（炭少含）

贔
2875 

D
 

10cm 

第779図方形土堀44(1/30)・ 

出土遺物 (1/4)

方形土壊44(第553・779図）

方形士城43の北隣において検出された遺構である。規模は

118Xl83cm、深さは40cmを測る。床面は平坦である。埋士は

4層に区分されるが、いずれの土層においても炭が含まれて

いた。図示できる遺物としては、高杯の脚部2875が出上して

いる。時期は弥・後・皿 ------1¥1頃と思われる。 （松本）

方形土壊45(第553・780図）

方形土堀47の南隣で検出された。規模は115X267cm、深さ

は37cmを測る。床面は平坦である。埋土は 3層に区分される

が、 1・2層は炭を含む士層である。堆積は水平である。遺

物の出土は少ないが、図示できる遺物としては、甕2876があ

る。時期は弥・後 ・Nと思われる。 （松本）

方形土概46(第553・781------783図、図版121)

士堀321の西約 lmの位置で検出された遺構であるが、そ

の残存状態はよくない。規模は132X186cm、深さは16cmを測

る。床面はほぼ平坦である。埋土は 2層に区分され、上層に

は炭を含む。遺物は床面近くの位置に投棄されたような状態

で多量に出土した。出士遺物は土器のみである。器種は、壺

2877 ----2885・2888、小形壺2903、甕2886・2887、2889------2893、

高杯2894----2898、鉢2899----2901・2904、台付鉢2902などであ

るが、壺の出士比率が高い。壺には長頸化および短頸化した

ものの 2種類があり、高杯の脚部はいずれも短脚化したもの

こ
rt--¥ 
。

2876 

10cm 

1 茶褐色粘質微砂（炭少含）

2 暗茶褐色粘質土（炭含）

3 淡黄褐色粘質土

510cm 
-- ,. 一

鳳
。

1 m 

O 1m 

一第780図 方形土堀45(1/60)・出土遺物 (1/4)
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1 暗茶褐色粘質土（炭含）

2 茶褐色粘質土

第781図方形土堀46(1/30) 
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10cm 

第782図方形土塘46出土遺物① (1/4) 
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2902 
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2903 

2895 

2899 

ヽ

'¥ 

2898 

□ l1 
マ

2904 

。
10cm 

第783図方形土堀46出土遺物② (1/4) 

である。これらの遺物からみて、この方形土堀が廃棄された時期は弥・後 ・Nと思われる。 （松本）

方形土壊47(第553・784図）

方形士城45の北隣において検出され、切り合い関係をもつ遺構である。規模は長軸約170cm前後、

短軸120cm、深さは52cmを測る。床面はやや西に傾斜するが、ほぼ平坦である。埋士の上層には炭、

焼土、下層に炭を含む。図示できる遺物はないが、時期は弥・後 ・N頃と思われる。 （松本）

方形土堀48(第553・785図）

土堀285と切り合い関係をもつ遺構である。規模は190X349cm、深さは64cmを測る。床面は平坦で

ある。埋土は 2層に区分された。出土遺物がないため、時期決定は困難であるが、検出面レベルや遺

-554-



第 3節角田調査区

構の切り合いからみて、弥・後の範疇に入ると思われる。

方形土壊49(第553・786図）

袋状土堀93の北東で検出された遺構である。規模は105X233cm、深さは94cmを測る。床面は平坦で

（松本）

ある。埋土は 3層に区分されるが、堆積は水平である。図示できる遺物の出土はないが、廃絶された

時期は弥・後.IVと思われる。 （松本）

方形土壊50(第553・787図、図版43)

方形土堀51に切られる状態で検出された遺構であるため、遺構の残存状態はよくない。規模は長軸

が298cm、短軸は約140cmと推定される。深さは66cmを測る。床面は平坦である。埋土は 2層に区分さ

れるが、堆積は水平である。出土遺物としては士器がある。器種はいずれも甕2905---2907である:こ

れらの遺物からみて、廃絶の時期は弥・後.IV頃と思われる。 （松本）

方形土凛51 (第553・787図、図版43)

方形土城50を切る状態で検出された遺構である。規模は100X292cm、深さは72cmを測る。床面は平

坦である。埋土は 5層に区分されるが、埋土の堆積は南から北に傾斜している。断面形は台形状を里

している。出上遺物としては甕2908・2909と高杯2910などの土器がある。これらの遺物からみて、廃

絶された時期は弥・後.IVと思われる。 （松本）

方形土堀52(第553・788図）

方形土城53の西約1.5mの他置で検出された。規模は160X22lcm、深さは68cmを測る。床面はほぼ

平坦である。埋土は 3層に区分されるが、堆積は水平である。断面形は逆台形を呈している。出土遺

物としては、土器と鉄器がある。土器は甕2911・2912と高杯2913がある。鉄器は刀子M156が出士し

ている。廃絶の時期は弥・ 後

. IVと思われる。 （松本）

ー

＼ 

520cm 

』
゜

1 m 

1 茶褐色土（炭・焼土含）
2 黄灰褐色土（炭含）

第784図 方形土壊47(1/30) 
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。
2m 0 1 m 

一l 黄茶褐色粘質土 1 暗茶褐色粘質微砂
2 茶褐色粘質土 2 暗黄褐色粘質微砂

3 黄褐色粘質微砂

第785図方形土堀48(1/60) 第786図方形土壊49(1/60) 
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暗茶褐色粘質微砂

暗黄褐色粘質微砂

暗灰褐色粘質微砂

黄褐色粘質士

黄褐色粘質微砂

暗黄茶褐色粘質微砂

暗茶褐色粘質微砂

第787図

方形土壊53(第553・789図）

方形士城54を切る状態で検出された遺構であるが、遺構の残存

状態はよくない。規模は136X136cm、深さは24cmを測る。床面に

はやや凹凸がみられる。埋土は 2層に区分された。上層は暗灰褐

三言一:
-----___ ., 

2905 

方形土堀50• 51 

爪[細
(1/60)・出土遺物 (1/4)

予2907 

。
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5 70an .... ---
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｀
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暗黄褐色粘質微砂

暗黄灰褐色粘質微砂

暗灰褐色粘質微砂

~ 
M156 

0 5cm 

一。
1 m 

第788図 方形土塘52(1/30)・出土遺物 (1/4,1/3)
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色、下層は暗褐色でいずれも粘質微砂士である。出土遺物としては、壺2914、甕2915などの土器があ

る。これらの遺物からみて、廃絶の時期は弥・後 ・Nと思われる。

方形土堀54(第553・790図）

（松本）

方形土漿53に切られる状態で検出された。規模は145Xl85cm、深さは49cmを測る。床面は平坦であ

る。埋土は 6層に区分される。断面は箱形を呈するものと思われる。

図示できる遺物としては、甕2916がある。廃絶の時期は弥・後 ・Nと思われる。

方形土壊55(第553・791・792図）

（松本）

方形土堀53の北約1.5mの位置で検出された。規模は196X284cm、深さは99cmを測る。床面は平坦

一
510cm 

。
第789図

一

1

2

 

方形土堀53(1/30)・出土遺物 (1/4)
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暗褐色粘質微砂（灰色微砂含）
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。
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暗茶褐色粘質微砂

暗黄灰色粘質微砂

茶灰褐色粘質微砂

黄褐色粘質微砂

暗黄灰色粘質微砂

暗褐色粘質微砂

第790図 方形土壊54(1/30)・出土遺物 (1/4)
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~ 

。
2m 

1 暗褐色粘質微砂（炭含）

2 黄褐色粘質微砂

3 暗茶褐色粘質微砂

4 黄褐色粘質微砂

5_ 暗茶褐色粘質微砂

6 黄褐色粘質微砂

7 淡灰黄色粘質微砂

8 淡黄灰色粘質微砂

9 暗黄褐色粘質微砂

10 灰褐色粘質微砂

11 淡黄灰色粘質微砂

12 黄灰色粘質微砂
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2929 

2919 

2920 
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2918 

2921 

2922 

2923 

2931 

2930 

。
10cm 

2932 

2928 
第791図 方形土壊55(1/30)・出土遺物① (1/4) 
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2933 

2934 

2935 

2937 

2939 

2940 

2938 
2941 

-U 
10cm 

第792図 方形土壊55出土遺物② (1/4) 

である。埋士は12層に区分されたが、堆積はレンズ状となっている。断面形は逆台形を呈する。

出土遺物としては、直D壺2917·2918、甕2919~2925、高杯2926------2936、鉢2937~2940、蓋2941 など

の土器がある。高杯、鉢、蓋など小形土器に完形品がみられた。高杯は杯部に各種の形態が存在する

が、脚部は短脚である。これらの遺物からみて、時期は弥・後 ・Nと思われる。 （松本）

方形土壊56(第553・793図）

方形土堀58の東に約 lmの位置で検出された遺

構である。規模は108Xl74cm、深さは68cmを測る。

床面は平坦である。埋土は 3層に区分されるが、

堆積は水平に近い。図示できる遺物はないが、廃

棄された時期は弥・後 ·III~N と思われる。

（松本）

方形土壊57(第553・794図）

方形士城53の南約1.5mの位置で検出された。

規模は99X138cm、深さは49cmを測る。床面中央

部がくほみ、 30X40cmの被熱範囲がみられた。埋

土は 1層で、炭、焼士を含む土層であった。断面

形からみて、袋状土堀の範疇に入るものと思われ

る。遣物としては砥石S143がある。時期は弥・

後 ・Nと思われる。 （松本）

方形土堀58(第553・795図）

方形土堀56の西隣において検出された。規模は

154 x 222cm、深さは115cmを測り、残存状態は良

好である。床面は平坦である。埋土は 5層に区分

-559-
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1 茶褐色士

2 黄茶褐色t
3 黄褐色土

第793図方形土壊56(1/30) 
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S60an 

~ ~ 
0 1 m 

暗茶褐色粘質微砂（炭・焼土含）

。
10cm 

された。断面形は箱形を呈している。図示できる遺物は

ないが、時期は弥・後.IIIと思われる。 （松本）

方形土堀59(第553・796図）

方形土堀61の西隣において検出された。規模は134X

203cm、深さは18cmを測り、遣構の残存状態は悪い。床

面は平坦である。埋土は 1層で、炭を含む土層である。

出土遺物はないが、時期は弥・後と思われる。 （松本）

方形土壊60(第553・797図）

方形士城56の南約 5mの位置で検出されたが、南部分

は用地外となり、未調査である。確認された規模は長軸

が230cm、短軸267cm、深さ100cmを測る。床面は平坦で

＼
 

l 灰褐色粘質微砂

2 黄灰褐色粘質微砂

3 明黄褐色粘質微砂

530cm 

゜
4 黒褐色粘質微砂

5 暗黄灰色粘質土

第794図 方形土堀57(1/30)・出土遺物 (1/3) 
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/ 

55 0 cm 

~ 

ある。埋土は 6層に区分され、堆積は水平に

近い。断面形は逆台形を呈している。

出土遺物としては、壺2942、甕2943-----2945、

器台2946などの士器がある。 これらの遺物か

゜
1 m 

ら、廃棄された時期は弥・後・皿と思われる。

（松本）

方形土壊61 (第553・798・799図、図版166)

方形土堀62を切る状態で検出された。規模

は177X214cm、深さは55cmを測る。床面は平

坦である。埋土は 3層に区分され、焼上も出

土した。出士遺物には、壺2942、甕2943~2945 、

器台2951や土錘C150がある。遺構の切り合

い関係からみて、廃棄された時期は弥・後・

茶褐色粘質土（炭含） II頃と思われる。 （松本）

第796図 方形土塘59(1/30) 
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暗茶褐色粘質微砂

暗黄褐色粘質微砂

黄灰褐色粘質微砂

暗青灰色粘質微砂

暗黄褐色粘質微砂

貰褐色粘質微砂 2946 

゜
10cm 

第797図 方形土壊60(1/60)・出土遺物 (1/4)
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方形土壊62(第553・798・799図）

方形土城61に切られる状態で検出された遺構であるが、残存状態は良好であった。規模は236X293

cm、深さは115cmを測る。床面は平坦である。埋土は 7層に区分されるが、最上層には炭、焼士を含

んでいた。埋土の堆積は水平に近い。断面形は箱形を呈している。

出土遺物としては、壺2951·2952、甕2953~2956、高杯2957~2960、製塩士器2961 、台付鉢2962な

どがある。これらの遺物からみて、廃棄された時期は弥・後.IIと思われる。 （松本）

方形土壊63(第553・800図）

方形士城61の南約_3mの位置で検出された。規模は126Xl69cm、深さは28cmを測る。床面は平坦で

ある。埋士は 1層である。出土遺物はないが、弥・後. Il~ 皿頃の時期と思われる。 （松本）

方形土壊64(第553・801図）

方形土堀65と切り合い関係をもつ遺構である。規模は109Xl67cm、深さは50cmを測る。床面は平坦

である。埋士は 5層に区

分されるが、黄灰色、黄

褐色、灰褐色系の粘質微

砂土が不規則に堆積して

いた。断面形は逆台形を

゜C150 0 5cm 

一
呈している。図示できる

遺物はないが、廃棄され

た時期は弥・後 ・N頃と

思われる。 （松本）

580cm 

。
2m 

l 暗灰褐色粘質微砂

2 暗茶褐色粘質微砂

3 暗黄褐色粘質微砂

4 暗黄褐色粘質微砂（炭・焼土含）

5 黄灰褐色粘質微砂

6 灰褐色粘質微砂

7 黄褐色粘質微砂

8 暗黄褐色粘質微砂

9 淡黄褐色粘質微砂（炭含）

10 黄褐色粘質微砂

2950 

。
10cm 

2948 

第798図 方形土堀61• 62 (1/60)・出土遺物① (1/3,1/4) 
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2957 

2961 

第799図方形土壊61・62出土遺物② (1/4) 

＼
 

5 60cm 

540cm 

｀ 第800図方形土堀63(1/30) 

l 黄灰色粘質微砂 4 黄灰褐色粘質微砂

2 黄褐色粘質微砂 5 暗黄褐色粘質微砂

3 暗灰褐色粘質微砂

第801図方形土壊64(1/30) 

-563-



第 3章高塚遺跡

方形土堀65(第553・802図、図版166)

方形土城64と一部切り合う関係の遺構である。規模は173X276cm、深さは96cmを測る。床面はほぼ

平坦である。埋土は 6層に区分されるが、下層では水平、上層でレンズ状の堆積となる。図示できる

遺物としては土錘C151がある。廃棄された時期は弥・後 ・illと思われる。

方形土堀66(第553・803図）

（松本）

方形土城65の東約 lmの位置で検出された遺構である。規模は109X270cm、深さは35cmを測る。床

面は平坦である。埋土は 2層に区分さ

れ、断面形は箱形を呈している。出土

遺物としては士器がある。士器はすべ

て 1層からの出士である。器種として

560cm 

。
2m 

1

2

3

4

5

6

 

第802図

曇
C151 

0 5cm — 暗灰褐色粘質微砂

黄灰褐色粘質微砂

暗青灰色粘質微砂

黄褐色粘質微砂

暗黄灰褐色粘質微砂

明黄褐色粘質微砂

方形土壊65(1/60)・出土遺物 (1/3)

は、壺2963・2964、甕2965-----2967、高

杯2968、鉢2969などがある。

これらの遺物からみて、 この遺構が

廃棄された時期は弥・後 ・II,...___Ill頃と

思われる。

方形土堀67(第553・804図）

（松本）

方形土城66の北約1.5mの位置で検

出された。規模は135X168cm、深さは

66cmを測る。床面は平坦である。埋土

560cm 

~ 0 2m 

、三三巨□ー三

2964 

1

2

 

黄灰褐色粘質微砂

黄褐色粘質土
'II - --

ヽ

2966 
-_、 9

2967 

2968 

O 10cm 
~ 

2969 

第803図 方形土城66(1/60)・出土遺物 (1/4)
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第 3節角田調査区

は10層に区分されたが、 9層は炭、焼土である。堆積はレンズ状である。断面形は箱形を呈しており、

壁はほぽ垂直に立ち上がる。遺物は少なく、床面において甕2970が出土している。廃棄された時期は

弥・後・ Nと思われる。 （松本）

方形土堀68(第553・805図）

袋状土堀88の北隣で検出された。規模は196X284cm、深さは68cmを測る。床面は平坦である。埋土

は2層に区分された。図示できる遺物はないが、廃棄された時期は弥・後 ・Nと思われる。 （松本）

方形土堀69(第553・806図）

袋状士城88の南約 1rnの位置で検出された。規模は195X236cm、深さは65cmを測る。床面は平坦で

ある。断面形は箱形を呈する。図示できる遺物はない

が、時期は弥・後 ・Nと思われる。 （松本）

方形土壊70(第553・807図）

方形士墟71と切り合い関

~ 

~ 
it, 

570cm 

゜
1 m 

2970 

0 10cm 一
l 暗灰褐色粘質微砂

2 黄褐色粘質微砂

3 賠黄褐色粘質微砂

4 黄褐色粘質微砂

5 暗茶褐色粘質微砂

6 明黄褐色粘質微砂

7 暗黄褐色粘質微砂

8 黄褐色粘質微砂

9 炭・焼土

10 淡黄茶褐色粘質土

第804図 方形土壊67(1/30)・出土遺物 (1/4)

係をもつ遣構である。規模

は108X 147cm、深さは27cm

を測り、遺構の残存状態は

あまり良好ではない。床面

はほぼ平坦である。埋土は

3層に区分される。断面形

はフラスコ状を呈すること

から、袋状土壊の範疇に入

るものである。出士遺物と

しては、甕2971~2975 と鉢

2976・2977があるが、ほと

んどの遣物は床面に付着し

.a:::::_::,:.===エニ,.;:.:::.::r.:::::.ニニエ――--

‘ ` ＼ `  ヽ`  ヽ

550cm 

｀
 

゜
2m 

_5__7 0叩

r~---

/ 

2 量

゜
2m 

l 暗黄褐色粘質土

2 黄灰褐色粘質土

第805図方形土壊68(1/60) 

1 暗黄褐色粘質微砂

2 淡黄灰色粘質士

第806図方形土壊69(1/60) 
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たような状態で出士している。これらの遺物の特徴からみて、この方形土城の廃棄された時期は弥・

後.m~I\T頃と思われる。 （松本）

方形土堀71 (第553・808図）

方形土城70と切り合う遺構である。規模は112X151cm、深さは38cmを測る。床面には少し凹凸がみ

られる。埋土は 3層に区分され、堆積はレンズ状を呈している。断面形は逆台形を呈している。

出土遺物としては、甕2978、高杯2979・2980、台付鉢2981などの土器がある。これらの遺物からみ

て、廃棄された時期は弥・後 ・Nと思われる。 （松本）

方形土堀72(第553・809図）

方形士城69の南約 3mの位置で検出された。規模は98X155cm、深さは47cmを測る。床面は平坦で

ある。埋士は 3層に区分された。図示できる遺物はないが、時期は弥・後 ・Nと思われる。 （松本）

570血--・ ・-

｀
 

1

2

3

 

。
1 m 

2972 

］ 暗褐色粘質微砂

2 暗灰褐色粘質微砂

3 茶褐色粘質微砂 ~ 
ニ-:-(

2974 

2976 2977 

。
10cm 

2975 

第807図 方形土堀70(1/30)・出土遺物 (1/4)
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第 3節角田調査区

方形土漿73(第553・810図）

方形土渡72の南約 3mの位置で検出された。規模は193X257cm、深さ99cmを測る。床面はほぼ平坦

である。埋土は 2層に区分される。図示できる遺物はないが、時期は弥・後 ・Nと思われる。 （松本）

方形土壊74(第553・811図）

袋状土堀75の北隣で検出された。規模は170X265cm、深さ80cmを測る。床面は平坦である。埋土は

3層に区分される。出上遺物はないが、廃棄された時期は弥・後 ・N頃と思われる。 （松本）

方形土壊75(第553・812図）

Ch603区の南東隅に位置し、土堀の南東部を竪穴住届145に切られて検出された。平面長方形を呈

し、規模は154X254cm、深さ約40cmを残す。床面積は3.45面を測る。底部はほぼ平坦で、壁は垂直に

立ち上がる。遣物は甕および高杯の細片が出土したのみ

で、その特徴は弥生時代後期後半を示す。 （江見）
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56 0cm 
, . 

~~ 
2978 

~ 心
2980 

二
2981 

10cm 

゜
1 m 

2979 

1 暗灰褐色粘質微砂

2 陪黄褐色粘質微砂

3 黄褐色粘質微砂

第808図 方形土壊71 (1/30)・出土遺物 (1/4)

＼
 

5 60cm 

3
 

。
lm 

1 賠灰褐色粘質土（黄灰色粘土塊少含）

2 暗灰褐色粘質土（黄灰色粘土塊含）

3 i炎黄褐色粘質土

第809図方形土堀72(1/30) 

660cm 

゜
2m 

1 暗黄褐色粘質微砂

2 黄褐色粘質上

第810図方形土堀73(1/60) 
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方形土壊76(第553・813図）

方形土堀75の北に位置し、これによって南半部の大半が削平を受けた状態で検出された。平面長方

形を呈し、推定規模は115X200cm、深さ約30cmを残す。推定床面積は 2面を測る。底部はやや凹凸が

あるが総じて平坦で、壁は垂直に立ち上がる。遺物は弥生時代後期の土器細片が出土した。 （江見）

方形土堀77(第553・814図）

方形士堀76の南東6m、Ci604区の北西から検出された。平面長方形を呈し、規模は65Xl25cm、

深さ30cmを残す。床面積は0.61面を測る。底部は凹凸があり、壁はほぼ垂直に立ち上がる。遺物は甕、

高杯の細片が出土しており、その特徴は弥生時代後期後半を示す。 （江見）

方形土堀78(第554・815図）

方形土堀77の北西3mに位置し、北東部を土堀に切られ、袋状土

城97を切って検出された。平面長方形を呈し、規模は132X223cm、

深さ25cmを測る。推定床面積は約2.3面を測る。底部は平坦で、壁

はほば垂直に立ち上がる。遺物は小形の壺2982、甕2983・2984、高

杯2985、器台2986などが出士したが、壺は頸部が上方に開き、器台

ヽ
ヽ
ヽ
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ヽ`
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540cm 

r/ ; ~ 
゜

tm 

560cm 

冒
l 暗茶褐色粘質微砂

2 黄褐色粘質土

3 淡黄褐色粘質土

゜
2m 

第811図 方形土壊74(1/60) 

---------~----—-—----

..... ヽ一一― 一

540cm 

｀ ゜
1 m 

l 暗茶灰色粘質砂

（黄色粘土塊含）

2 賠茶灰色粘質砂

（灰色砂含）

3 茶灰色粘質砂

（黄色砂含）

4 茶褐色砂質士 l 暗茶灰色粘質砂

（黄色粘土塊含）

2 暗茶灰色粘質砂

（炭含）

第812図方形土塘75(1/30) 第813図方形土壊76(1/30) 
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第 3節角田調査区

には凹線が巡らされるなど、古い様相を示し、これら 2点は混入した

ものと思われる。甕、高杯の特徴は弥・後 ・illを示す。 （江見）

方形土堀79(第554・816図）

方形土堀78の南 3mに位置し、東西部を方形土堀82・83によって削

平を受け検出された。平面長方形を呈し、規模は140Xl88cm、深さ46

cmを残す。底部は平坦で、推定床面積は約 2m2を測る。遣物は弥生時

代後期後半の土器細片が出士している。 （江見）

550叩 方形土堀80(第554・817図、図版43)

方形土壊79の北に接して検出された。平面長方形を呈し、規模は126

X22lcm、深さ約60cmを残す。底部は平坦で床面積は2.32面を測る。

遺物は弥生時代後期後半の壺、甕、高杯片が出士している。 （江見）
0 50cm — 暗茶灰色粘質土

（炭含）

第814図方形土壊77(1/30) 

＇ 
530cm 

゜
1 m 

1 暗茶灰色粘質砂

（炭含）

2 茶灰色粘質砂

（黄色粘土塊含）

3 暗茶灰色砂質土

（灰色砂塊含）

4 淡茶灰色粘質砂

~---==ぞ

2982 

2983 

2984 

＼

一

2985 

2986 

。
10cm 

第815図方形土堀78 (1/30)• 出土遺物 (1/4)
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5~0cm 

。
1 m 

暗茶灰色粘質砂

（黄色粘土塊含）

第816図 方形土堀79(1/30) 

方形土塘81 (第553・818図）

方形土堀80の北西 5mから検出された。平面長方

□ ¥ Il:1!] 
,~/ 

540an 
’ 

1 

2 

3 

第817図

暗茶灰色粘質砂

茶灰色粘質砂

暗灰茶色砂質土

方形土壊80(1/30) 

形を呈し、規模は163X294cm、深さ約50cmを測る。床面積は約3.9面を測る。底部は平坦で、壁はほぽ

垂直に立ち上がる。遺物は甕2987------2991、鉢2992が出士しているが、鉢は底部が丸底で混入の可能性

えられる。

もある。上部に拡張する口縁をもつ2987や底部の特徴から、当土城は弥・後・皿に埋没したものと考

（江見）

方形土壊82(第554・819図）

方形士堀80の南に接して検出された。平面台形気味の不整方形を呈す。規模は137Xl47cm、深さ約

20cmを残す。床面積は1.67面を測る。底部はほぽ平坦で、壁は垂直に立ち上がる。遺物は甕、高杯の

破片が出土している。高杯2994の脚柱部は中実で、搬入された可能性がある。これら遺物の特徴から

当士堀は弥・後・川に埋没したものと思われる。

方形土壊83(第554・820・821図、図版121)

（江見）

方形土城82の北西から検出された。平面不整方形を呈す。規模は244X283cm、深さ約40cmを残す。

底部は平坦で壁は北部が上方にやや開き気味であるが本来はほぽ垂直に立ち上がるものと思われる。

遺物は壺2995をはじめ、甕、高杯、鉢などが出土しており、とくに高杯が多く見られた。壺は口縁が

屈曲して大きく開き、端部が直立して立ち上がる拡張部をもつ。甕は口縁端部が上方に摘み出される

2996と、丸くおさめる2997がある。高杯は椀状の杯部をもつ2998-----3000と外反気味に開く口縁の3001

~3004があり、これらの特徴から当土堀は弥・後 ·Nに埋没したものと考えられる。 （江見）
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第3節角田調査区

方形土壊84(第554・822図）

方形士城83の南4mに位置し、方形士城85に切られて検出された。平面方形を呈し、規模は145X

154cm、深さ約50cmを残す。床面積は約l.95m2を測る。遺物は少なく甕3008・3009のほか、高杯細片が

出土するのみで、その特徴は弥・後 ・IDを示す。 （江見）

方形土堀85(第554・823図）

方形土城84の南東に接して検出された。平面長方形を呈し、規模は147X213cm、深さ約80cmを残す。

床面積は2.59面を測る。底部はやや凹凸があるが平坦で、壁はほぽ垂直に立ち上がる。遺物は少なく

いずれも細片で、遺物の特徴は弥・後 ・IDを示す。 （江見）

方形土凛86(第554・834図、図版121)

方形士堀85の南西数mから検出された。平面長方形を呈し、規模は70X121cm、深さ10cmを残す。

＇ 
520cm 
"" 

。
1 m l 暗茶灰色粘質砂 3 暗灰茶色砂質土

2 茶灰色粘質砂

~ 
2987 

瓢 lーニ了《
2988 

デ （（

＼ 2990 

~~ 

2989 

。
1 Dem 

2992 

第818図 方形土堀81 (1/30)・出土遺物 (1/4)
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暗茶灰色粘質砂

淡茶灰色粘質砂

茶灰色粘質砂

第819図 方形土壊82(1/30)・出土遺物 (1/4)
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黒灰色粘質砂

（炭多含、焼土含）

黒灰色粘質砂

（炭・黄色粘土塊含）

茶灰色粘質砂

（黄色粘土塊含）

茶灰色砂質土

（灰色砂含）

暗茶灰色粘質砂

（炭含）

暗茶灰色粘質砂

（黄色粘土塊含）

淡茶灰色砂質土

゜
lm ， 

第820図 方形土堀83(1/30) 
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2998 

3002 

2999 

2996 

3000 

三― ）) 
2997 

〗三こII
3004 

3001 

u 一~ 

3006 

-----=r- - -→ -- '(¥ 

3005 

3007 

第821図 方形土壊83出土遺物 (1/4)

床面積は約0.8面を測る。遺物は少なく、床面中央から出土した小形鉢3013の破片のみであった。遺

物の形態から弥・後・皿に埋没したものと思われる。 （江見）

方形土壊87(第554・825図）

方形土城86の南東4mから検出された。平面長方形を呈し、規模は116X140cm、深さ約45cmを残す。

床面積は1.24面を測る。床はやや南に傾斜するもののほぼ平坦で、壁もほぼ垂直に立ち上がる。遺物

は少なく、わずかに弥生時代後期後半と思われる甕および台付鉢の破片が出土している。 （江見）

方形土堀88(第554・826・827図、図版121・122)

方形土堀87の南東約7mから検出された。平面不整長方形を呈し、北部に一部段を形成する。断面

は東西方向に逆台形状を呈すが、南北断面から本来壁は垂直に近く掘り込まれていたのではないかと

思われる。規模は169X267cm、深さ約65cmを残し、床面積は2.15面を測る。遺物は甕、高杯、鉢が出

土しており、とくに高杯、鉢が多く見られた。小形の甕3016はやや長胴で平底を呈し、鉢3025・3026

など、やや古い様相を示すものを含むものの、これらは弥・後 -m~wのものであろう。 （江見）
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＼

＼

 

5 50cm 

第822図 方形土壊84(1/30)・出土遣物 (1/4)

5 50cm 

~--~ 一ー ~cP
3008 . 

＼」／
3009 

0 10cm 

1 淡茶褐色粘質微砂

（炭・土器・黄色粘土塊含）

2 淡灰茶褐色粘質微砂

（炭•上器・黄色粘上塊含）

3 淡茶灰色粘質微砂

（炭含）

二~__(( 
3010 

▽肱ー
3011 

□二~~-- -(/ 
3012 

゜
10cm 

l 茶褐色粘質微砂

2 淡茶褐色粘質微砂

3 淡黄灰褐色粘質士

（炭土器黄色粘土塊含）

4 黄灰色粘質土

（炭含）

5 淡灰色粘質土

（炭含）

6 淡灰黄色粘質土

（炭含）

7 淡黄灰色粘質土

（炭・士器含）

第823図 方形土壊85(1/30)・出土遺物 (1/4)
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方形土堀89(第554・828図）

方形土城88の北 7mから検出された。平面長方形を呈し、規模はllOX186cm、深さ約60cmを残す。

床面積は1.52面を測る。床は壁に向かってわずかに傾斜しているがほぼ平坦で、壁は垂直に立ち上がる。

遺物はいずれも破片であるが、甕、鉢などが出土しており、弥・後・皿の特徴を示す。 （江見）

方形土壊90(第553・829図）

Cj 6 03区の南西に位置し、竪穴住居99を切って検出された。平面長方形を呈し、規模は176X270

cm、深さ110cmを残す。床面積は4.03面を測る。床はほぼ平坦で、壁は垂直に立ち上がる。埋土は明

瞭に埋め戻されたと理解される土塊混入土が主体を占め、途中火を焚いた形跡が認められた。遺物は

甕、高杯、鉢などが出上している。甕は口縁端部が上方に拡張するもののほか、鋭く外方に引き出す

。I

550叩

冒0 50cm — 第824図

2
 

3013 

0 5cm — 
茶灰色粘質砂

（黄色粘土塊含）

暗茶灰色粘質砂

（炭・焼土• 土器片

黄色粘土塊含）

方形土堀86(1/30)・出土遺物 (1/4)

560cm 

1

2

 

茶灰色砂質土

茶灰色砂質土

（黄色粘土塊含）

第825図

3
 

淡茶灰色粘質砂

（黄色粘土塊多含）
?

1

3

 

方形土堀87(1/30) 

3036や、丸くおさめる3037があり、

物の特徴は弥・後.IIIを示す。

暗茶褐色粘質砂

（炭多含）

茶灰褐色粘質砂

（黄色粘土塊含）

茶褐灰色粘質砂

第826図

これら遺

（江見）

560cm 

4
 

5
 

茶灰色粘質砂

（黄色粘土塊含）

灰黄色粘質土

（灰色砂質土含）

方形土壊88 1/30) 
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戸一門
3014 

3015 

3016 

］＼ご
3017 

3018 

3019 

3025 

3020 

竺ご/-一—\¥ 
3021 

3022 

3024 

三＿——--
.¥', 

ヽ．

ヽヽ、
ヽ

⑲.、こ

3026 

3027 

O 10cm 
~ 

3023 

第827図 方形土壊88出土遺物 (1/4) 

~ 

550an 

3028 

3029 3030 

□ 仁］
3031 

。
10cm 

1 黄色粘質土・

黄灰色粘質土塊混合層

2 黄色粘質土

（茶灰色粘質土含）

゜
1 m 

第828図 方形土壊89(1/30)・出土遺物 (1/4)
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三

56 0cm 

。
lm 

l 茶灰色砂質土

2 茶灰色砂質土

（黄色粘土塊少含）

戸 〔
3032 

cf 
3033 

悶••• 

3034 

3 焼士・ 炭層

4 淡灰色砂質土

（黄色粘土塊多含）

5 暗茶色粘質砂

6 茶灰色砂質土・

黄色粘質土混合層

□三~一

7 黄色粘質土

（茶灰色砂含）

3036 
3041 

3037 
3042 

。
10cm 

ー’9
 

＂ヽ

3038 

三ーバ9
3035 

__Jl~ 
--. 一，．．．

3039 3040 

第829図 方形土壊90(1/30)・出土遺物 (1/4)
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方形土壌91 (第554・830図）

Cg607に位置し、北側を古墳時代斜面によって削平を受けて検出された。平面長方形を呈し、規

模は180X216cm、深さ約30cmを残す。推定床面積は3.2面を測る。床は平坦で、壁はほぼ垂直に立ち

上がる。遺物は少なく、わずかに弥生時代後期後半と思われる甕、高杯の細片が出土した。 （江見）

500 ,;m 

｀ 。
1 m 

第830図方形土堀91 (1/30) 

暗茶灰色粘質砂

（炭粒含）

~ 

。
1 m 

方形土壊92(第554・831----833図、図版44・122)

方形土堀91の南部上層から検出された。平面台形気味の

長方形を呈す。規模は132X 176cm、深さ約40cmを残す。床

面積は1.77面を測る。床はほぼ平坦で、壁もほぽ垂直に立

ち上がる。遺物は土堀中央に流れ込むような状況で出上し

ており、その量はコンテナ 7箱におよび、完形に復元され

るものが比較的多く含まれていた。器種は壺3043----3048、

甕3049,.....,3059、高杯3060----3064、鉢3065----3069などがある。

壺には口縁が大きく拡張する3043・3045などや搬人と思わ
~30 An 

れる3048がある。甕は口縁端部に凹線を巡らせるものが少

なく、また、甑に転用された3055・3059などがある。高杯

は口縁が斜め外方に延びる3060・3061と椀状を呈す3062が

ある。鉢は浅い3065・3066と比較的深い3067----3069などが

ある。以上、遺物の特徴は弥・後 ・ill----Nにかけての様相

l 暗茶灰色粘質土 2 茶灰色砂質土

第831図方形土堀92(1/30) 

を示しており、当土城はこの期に埋没したものと思われる。

（江見）
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3043 

3047 

3048 

口ぐ
3049 

こ ＼ 
3050 

3046 D
 

第832図 方形土壊92出土遺物① (1/4) 
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←工てご診
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30 

:二／
3057 

3065 

3066 

3059 

3055 

CJ I 
3060 

3061 /i 

3062 

~~ 
10cm 

3064 

3056 

第833図 方形土堀92出土遺物② (1/4) 
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方形土壊93(第554・834図）

方形土城92の東に位置し、上城南部を竪穴住居105に切られて検出された。平面長方形を呈す。規

模は約190X277cm、深さ約10cmを残す。推定床面積は約4.4面を測る。床は平坦で、壁はほぽ垂直に

立ち上がる。遣物は皆無であったが、周辺の状況から弥生時代後期のものと判断した。 （江見）

＼
 

520cm 

瓢――=,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,=プグクー

。
1 m 

第834図方形 土 壊93(1/30) 

方形土壊94 (第554·835~837図、図版44·119)

方形土城93の北東数mから検出された。平面長方

形を呈す。規模は139X161cm、深さ約50cmを残す。

床面積は1.42面を測る。床は平坦で、壁はほぽ垂匝

に立ち上がる。遺物は土城の中央部下層を中心に士

器が廃棄転落した状況で出土している。器種は壺、

甕、高杯、鉢などでコンテナ 3箱分出土している。

壺3071のD縁は屈曲して開き、拡張部は外方に緩く

外反し、「ハ」字状に短く開く頸部へ続く。甕はロ

縁拡張部をもつ3073・3074と「く」字状に外反する

3075~3077があり、前者の胴部は倒卵形を呈すのに

対し、後者はやや下膨れの形態を示す。なお、 3074

は焼成後の底部穿孔がなされ、甑として再利用され

たものである。高杯3082の口縁は直線的に延びる。

大形の鉢3081は深い体部もつ。以上、遺物の特徴は

弥・後.IVを示しており、当土堀はこの期に埋没し

たものと判断される。 （江見）

540cm 

~ 
。

1 m 

l 茶灰褐色粘質砂

2 茶灰色粘質砂

（炭粒含）

3 炭・焼士層

4 淡茶灰色粘質上

5 炭層

第835図方形土壊94(1/30) 
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及
〗

゜
7
 

30 

O 10cm 

第836図方形土堀94出土遺物① (1/4) 
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3081 

第837図方形土漿94出土遺物② (1/4) 

3082 

三
3083 

3084 

。
10cm 

方形土壊95(第554・838図）

方形士堀94の南東 3mに位置し、土城357

に一部切られて検出された。平面長方形を呈

す。規模は143X 185cm、深さ約50cmを残す。

床面積は2.37面を測る。床は平坦で、壁は垂

直に立ち上がる。遺物は少なく、わずかに弥

生時代後期後半と思われる甕および高杯の細

片が出土している。 （江見）

方形土堀96(第554・839図）

方形土城95の南東に位置し、土城359に一

部切られて検出された。平面不整方形を呈す。

規模は146X160cm、深さ約30cmを残す。推定

床面積は約1.6面を測る。床はほぼ平坦で、

壁もほぼ垂直に立ち上がる。遺物は甕、ミニ

チュア鉢および高杯片が出士しており、その

特徴は弥・後・ 1IIを示す。 （江見）

方形土堀97(第554・840図）

方形土城96の北に接して検出され、これお

よび方形土城95に切られている。平面長方形を呈し、規模は103X150cm、深さ45cmを残す。推定床面

/ 

530cm 

｀ ゜
1 m 

l 茶灰褐色粘質砂

2 暗茶灰色粘質砂

（炭僅含）

第838図方形土堀95(1/30) 

積は約1.2面を測る。床は北へわずかに傾斜するがほぽ平坦で、墜は垂直に立ち上がる。遺物は少なく、

わずかに弥生時代後期後半と思われる甕および高杯の細片が出土している。 （江見）

方形土塘98(第554・841図）

方形土城97の北西数mに位置し、方形土堀93に一部切られて検出された。平面長方形を呈し、規模

は98X159cm、深さ約30cmを残す。床面積は1.34面を測る。床は平坦で、壁はほぼ垂直に立ち上がる。

遺物は少なく、わずかに弥生時代後期後半と思われる甕および高杯の細片が出土している。 （江見）
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暗茶灰色粘質砂

（炭僅少含）

茶灰色粘質砂

（焼土小片• 炭粒僅含）

第839図 方形土漿96(1/30)・出土遺物 (1/4)
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第840図

暗茶灰色粘質砂

（粘質強）

淡茶褐色粘質砂

方形土堀97(1/30) 

2 

第841図

茶灰褐色粘質砂

（炭僅含）

暗茶灰色粘質砂

方形土堀98(1/30) 

方形土壊99(第554・842図）

方形土城98の南数mに位置し、袋状土城105および方形土城100を切って検出された。平面不整長方

形を呈し、規模は154X225cm、深さ約60cmを残す。床面積は2.5面を測る。床は平坦で、壁はわずか

に外傾気味であるが、ほぼ垂直に立ち上がっている。遺物は甕、高杯、鉢などが出土した。甕?3087 

は胴部が球形で丸く張る。短脚の高杯3088の裾部には 4孔が穿たれている。鉢3089は押圧痕の顕著な

もので製塩土器の可能性もある。これら遺物の特徴は弥・後・皿を示す。

-584-
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ー

/~ 

520 an 

1 暗灰色粘質砂

（炭含）

2 茶灰褐色砂質土

（炭含）

3 茶灰褐色砂質士

（粘質強）

4 淡茶褐色砂質土

（暗灰色粘質土塊多含）

5 暗灰色砂質土

（炭多含）

6 淡灰色砂質土

7 茶褐色砂質士

。
1 m 

3089 

3087 

，
 

3088 3090 

゜
10cm 

第842図 方形土堀99(1/30)・出土遺物 (1/4)

方形土壊100(第554・843図）

方形土壊99の北西に接して検出された。平面長方形を呈し、規模は168X222cm、深さ約50cmを測る。

推定床面積は2.5面を測る。床は中央がややくぼむものの全体的には平坦で、壁もやや外傾気味では

あるが、ほほ垂直に立ち上がる。遺物は少なく、わずかに弥生時代後期後半と思われる甕、高杯、製

塩土器などの細片が出士している。 （江見）

方形土堀101 (第554・844図）

方形土猥100の南東6m、Cg608区の南中央から検出された。平面方形を呈す。規模は121x 147cm、

深さ54cmを残す。床面積は1.48吋を測る。床はやや凹凸があるものの平坦で、壁は垂直に立ち上がる。

埋士には炭、焼土を多く含む。遺物は上層から、弥生時代後期後半と思われる壺、甕、高杯などが出

士しているが、いずれも細片であった。 （江見）
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520cm 

1

2

3

4

5

 

6

7

 

茶灰色粘質土

暗茶褐色砂質土

淡灰色砂質土

淡茶灰色粘質砂

淡黄茶灰色粘質砂

（灰色粘質土塊多含）

淡茶褐色砂質土

淡灰色砂質土

（淡茶灰色粘質土塊多含）

第843図 方形土壊100(1/30) 

＼
 

520 cm 

゜
2

3

 

淡灰茶色粘質微砂

（炭•土器片・焼土含）

淡茶褐色粘質微砂

（炭・焼土含）

灰黄褐色砂質土

（炭含）

方形土壊102(第554・845図）

方形士堀101の南西数mから検出された。平面長方

形を呈し、規模は121X 147cm、深さ84cmを残す。床面

積は1.26面を測る。床は平坦で、壁は一部内傾気味な

がら垂直に立ち上がる。埋土には炭、焼土を多く含み、

遺物は上層から出土しているが細片が多く、高杯のほ

か、甕なども出土している。高杯はいずれも短脚で、

口縁が斜め外方に延びる3091と杯部が椀状を呈す3093

これらの特徴は弥・後 ・Nを示す。

方形土壊103(第554・846図）

があり、 （江見）

方形士堀102の西に位置し、方形土堀104を一部切っ

て検出された。平面長方形を呈す。〗規模は152X249cm 、

深さ73cmを残す。床面積は3.07面を測る。床はほぼ平

坦で、壁は垂直に立ち上がる。埋士に炭、焼士を多く

含む。遺物は少なく、図示し得た高杯のほか、甕、鉢

の細片が出土している。高杯3094はやや大形の杯部を

口縁に板目状の条線が認められる。内外面ヘラ

ミガキを施す。 S144は溶結凝灰岩製の砥石で、上面

もち、

第844図 方形土堀101 (1/30) 
のみ使用痕が認められた。当土城は遺物の特徴から

弥・後.IVには埋没したものと考えられる。 （江見）
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3091 
乙~II~

560呵 ~~ 貸三 3093 

3092 D 1 Dem 

1 暗灰茶色粘質土 4 淡褐灰色粘質土

（炭士器含） （炭含）

2 淡黄茶灰色粘質土 5 茶灰色粘質士

（炭•土器含）

3 淡黄褐灰色粘質土

（炭•土器片・焼土含）

゜
1m 

第845図 方形土壊102(1/30)・出土遺物 (1/4)

＼
 麟

540cm 
S144 

0 5cm — 
。

1 m 

l 淡灰褐色粘質微砂

（焼上• 土器・ 炭含）

2 淡褐灰色粘質土

（炭含）

3 淡茶褐色粘質土

（炭含）

4 淡灰茶色粘質土

3094 

。
10cm. 

第846図 方形土壊103(1/30)・出土遺物 (1/3,1/4)
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方形土堀104(第554・847図）

方形上城103の南に接して検出された。

平面長方形を呈し、規模は長さ204cm、

深さ約60cmを残す。床は平坦で、壁は垂

直に立ち上がる。埋土は淡茶褐色粘質土

で、遺物は皆無であったが、周囲の遺構

検出状況から弥生時代後期に埋没したも

のと考える。 （江見）

方形土壊105(第554・848図）

方形士城104の南数mから検出された。

平面長方形を呈し、規模は148X235cm、

深さ約50cmを残す。床面積は2.51面を測

る。床は北に緩く傾斜をしているがほぽ

平坦で、床面中央からぱ焼土面が確認さ

れた。壁は北壁がやや傾斜を示すものの、

ほぽ垂直に立ち上がる。遺物は少なくい

ずれも破片であるが、甕および高杯が出土している。甕3095の口縁には凹線が巡り、高杯3098は小形

器台に続くものである。これら遺物の特徴は弥・後 ・Nを示す。 （江見）

5~()~ 

。
1 m 

第847図方形土壊104(1/30) 

~ 

sao cm 

ーニ臼
3095 

3096 

3097 

゜
1 m 

3098 

゜
10cm 

1 淡灰茶褐色粘質土 2 淡灰褐色粘質土

（炭・焼土• 土器片含） （炭・焼土・土器片含）

3 焼土面

第848図 方形土塀105(1/30)・出土遺物 (1/4)
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方形土堀106(第554・849図）

方形土城105の北西 4mから検出された。平面方形を呈し、規模は219X206cm、深さ約70cmを残す。

床面積は3.49面を測る。床は中央部分がわずかにくぽんでいるがほぽ平坦で、壁においても部分的に

内傾する部分も認められるが、おおむね垂直に立ち上がる。埋士には焼土、炭を多く含み、下層の第

5 -----8層の堆積は使用時の床面の上昇がうかがえ、第 3層から上層は一気に埋め戻されたものと想像

される。遺物は少なく、高杯および壺の細片、石包丁が出土している。高杯3100の裾端部には浅い凹

線が巡る。石包丁S145は粘板岩製である。これら遺物の特徴は弥・後・皿を示す。 （江見）

~ 
□ l~---

3099 

) 

三ー
3100 

゜~ 
10cm 

550cm 

9

、¥¥＼＼＼＼＼¥＼¥¥¥＼`

。
1 m 

S145 

i 
1 灰褐色粘質土 4 黄茶色粘質微砂 7 暗黄褐灰色粘質土

（炭・焼土・土器片含） （壁面の崩れ） （焼土・炭少含）
2 暗灰褐色粘質土 5 暗茶褐灰色粘質土 8 淡黄灰色粘質微砂

（炭・焼土• 土器片含） （炭・焼土含） （焼土含）
3 黄茶灰色粘質土 6 淡黄茶灰色粘質土

（炭・焼土•土器片含） （炭焼土含）

第849図 方形土堀106(1/30)・出土遺物 (1/4,1/2) 

5cm 

方形土壊107(第554・850図、図版166)

方形土城106の西約10m、Cg606区の南東隅に位置し、方形土堀108を一部切って検出された。平

面方形を呈し、規模は175X207cm、深さ76cmを残す。床面積は2.68面を測る。床はやや凹凸するもの

の平坦で、壁は垂直に立ち上がる。埋土には炭、焼士が多く含まれる。遺物は少なく、甕のほか、壺、

高杯の細片および土製勾玉C152が出士している。勾玉は焙色を星し、復元長約 5cmの比較的大形の

ものである。士器の特徴は弥・後.IIIを示す。 （江見）
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方形土堀108(第554・850図）

方形土城107の南に接して検出された。平面不整方形を呈し、規模は125X166cm、深さ約90cmを残

す。床面積は約1.7面を測る。床面はほぽ平坦で、壁は一部内傾する部分も認められるがほぼ垂直に

立ち上がる。遺物は皆無であったが、周囲の遺構検出状況から弥生時代後期後半には埋没したものと

思われる。 （江見）

¥‘ 
¥

’

 

ー

＼

＇

‘,＇ー
,'’—’——'___—__

1, 

方土108 / 
方土107

550cm 

゜
1 m 

灰褐色粘質土 4 暗灰茶褐色粘質土 7 淡灰褐色粘質土

（土器片・焼土含、炭多含） （炭含） （土器片・焼土・炭含）

2 暗茶灰色粘質土 5 灰褐色粘質土 8 黄灰褐色粘質土

（土器片・焼土含、炭多含） （土器片・焼土含、炭多含） （土器片少含・焼土・炭含）

3 暗灰褐色粘質土 6 暗灰褐色粘質土 9 暗黄灰褐色粘質土

（焼土含、炭多含） （土器片・焼土含、炭多含） （土器片少含•炭含）

10 茶灰色粘質微砂

（炭少含）

三 /
3101 

。
10cm 鴫

C152 

゜
5cm 

第850図 方形土壊107• 108 (1/30)・方形土堀107出土遺物 (1/4,1/2)
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方形土壕109(第554・851図）

方形士城107の北から検出された。平面長方形を呈し、

規模は87X130cm、深さ70cmを残す。床面積は0.83面を

測る。床はやや凹凸するもののほぽ平坦で、壁は垂直に

立ち上がる。遺物は少なく、わずかに弥生時代後期と思

われる土器細片が出土するのみであった。 （江見）

方形土堀110(第554・852図）

方形土堀109の北西13m、Cg605区の北西から検出さ

れた。平面楕円形気味の長方形を呈し、規模は150X250

cm、深さ約70cmを残す。推定床面積約2.5面を測る。床

はやや凹凸があるもののほぼ平坦で、壁もほぼ垂直に立

ち上がる。埋土には焼土、炭が多く含まれていた。遺物

は少なく、甕、高杯の破片のほか、鉢細片が出土した。

甕3102はD縁端部が肥厚し、上方に摘み出されている。

甕3104は平底で、細身の胴部に続く。高杯3105の杯部は

浅く、脚柱部は短い。これら遺物の特徴は弥・後・皿を

示し、当士堀はこの期に埋没したと思われる。 （江見）

' 

¥/¥ 
_5 3 0 cm 

。
1 m 

l 灰褐色粘質土

（炭含）

2 黄灰褐色粘質土

（炭含）

第851図方形土堀109(1/30) 

3102 

＼ 
3103 

3104 

530cm >
3105 

D
 

10cm 

｀ ゜
1 m 

l 灰褐色粘質土

（炭・焼土• 土器片含）

2 黄灰褐色粘質砂

（炭・焼土•土器片・黄色粘土塊含）

3 暗黄灰褐色粘質土

（炭・焼土・黄色粘土塊含）

第852図 方形土堀110(1/30)・出土遺物 (1/4)

方形土壊111 (第554・853図）

方形土漿110の南西4mから検出された。平面長方形を呈し、規模は約90X170cm、深さ約50cmを残

す。推定床面積は約1.4げを測る。床は平坦で、壁は垂直に立ち上がる。遺物は少なく、わずかに弥
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第 3章高塚遺跡

生時代後期後半と思われる甕の細片が出土している。

方形土壊112(第554・854図）

方形土城111の南数mから検出された。平面方形を呈し、規模は138X141cm、深さ約60cmを残す。

（江見）
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540cm 

0 50cm — l 灰茶色粘質土

（焼士・炭•土器片・黄色粘土塊含）

2 暗灰茶色粘質土（炭含）

床面積は1.72面を測る。床はほぽ平坦で、壁はやや内傾気味な

がらほぽ垂直に立

ち上がる。埋土に

はいずれも炭粒を

含む。遺物は少な

く、わずかに弥生

ー

0 1 m 

~ 

時代後期後半と思

われる甕および高

杯の破片が出土す

るのみであった。

（江見）

l淡黄褐色粘質土

（土器片• 炭含）

2淡灰掲色粘質土

（炭含）

3淡黄茶灰色粘質微砂

（炭含）

第854図方形土堀112(1/30) 

第853図方形土壊111 (1/30) 
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530cm 

ヽ 2 

4 ·~ 
。
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方形土堀113(第554・855・856図）

方形士堀112の北東llmから検出された。平面方

形を呈し、規模は137X162cm、深さ約35cmを残す。

床面積は約1.6面を測る。床はほぽ平坦で、壁は垂

直に立ち上がる。埋土には多くの炭、焼土が含まれ、

遺物はコンテナ l箱出土している。いずれも破片で

あるが、器種は壺、甕、高杯、鉢などで、壺3106は

屈曲して開く口縁に、端部を上方に拡張している。

大形鉢3115は比較的精緻な作りで、口縁端部は凹部

を形成する。これら遺物は弥・後 ・IDの範疇のもの

と思われる。 （江見）

1 茶褐色粘質土

（土器・炭・焼土含）

2 暗灰茶褐色粘質土

（土器・炭・焼土含）

3 灰褐色粘質微砂

（土器・焼土含）

4 暗灰茶褐色粘質土

（炭・焼土含）

第855図方形土堀113(1/30) 
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＼ 
3110 

＇ 

、•、

¥ , ・

3106 3111 

3107 
3112 

~tーニ{
3108 

> t-==~~ 胃:
3109 3114 

3115 

゜
1 Dem 

第856図方形土堀113出土遺物 (1/4)

方形土堀114(第554・857図）

Ch605区の北部中央に位置し、方形士城112の南東から検出された。平面不整方形を呈し、規模は

148Xl60cm、深さ約60cmを残す。床面積はl.88rn2を測る。床はやや凹凸するもののほぼ平坦で、壁は

垂直に立ち上がる。埋土にはいずれも炭粒が多く含まれていた。遺物は少なくいずれも破片で、甕、

高杯のほか、壺の細片も出土している。甕3116の口縁は上部に引き出され、高杯3117の口縁部は外反

するなど、弥・後.IIIの特徴を示している。 （江見）

方形土壊115(第554・858図、図版45)

方形土堀114の南東数mから検出された。平面方形を呈し、規模は132X150cm、深さ24cmを残す。

床面積は1.58面を測る。埋土には炭粒、焼土が含まれている。遺物は少なく、わずかに弥生時代後期

後半と思われる壺、甕、高杯の細片が出士している。 （江見）
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4
 ヽ

ヽ
ヽ

入

7
ヽ

3116 

3117 

540cm 

゜
1 m 

第857図 方形土堀114(1/30)・出土遺物 (1/4)

方形土塘116(第554・859図、固版45)

方形土堀115の西側に位置し、方形土城117を切っ

て検出された。平面方形を呈し、規模は114Xll4

cm、深さ34cmを残す。床面積は1.1面を測る。床は

ほぽ平坦で、壁は垂直に立ち上がる。遺物は少なく、

わずかに弥生時代後期後半と思われる甕、高杯細片

が出土するのみであった。 （江見）

方形土堀117(第554・859図、図版45)

方形土堀116に中央部の大半を切られて検出され

た。平面方形を呈し、規模は148X149cm、深さ約20

cmを残す。床面積は1.79面を測る。床は平坦で、壁

は垂直に立ち上がる。遺物は少なく、壺3119の口縁

には凹線が巡り、その特徴は弥・後.IIIの範疇と思

われる。 （江見）

方形土堀118(第554・860図）

3118 

10cm 

1 黄茶灰色粘質土

（炭塊含）

2 暗灰茶色粘質土

（炭塊多含、土器片含）

3 茶灰色粘質土

（炭含）

4 灰茶色粘質士

（炭含）

5 暗茶灰色粘質土

（炭含）

＼ 

530 an 

~ 
゜

1 m 

茶灰色粘質土

（炭・焼土・土器片含）

第858図方形土堀115(1/30) 

方形土城117の西に位置し、方形土城119を切って

検出された。不整方形を呈し、規模は108Xl33cm、深さ約30cmを残す。床面積は1.08面を測る。床は

ほぽ平坦で、壁は垂直に立ち上がる。遺物は高杯のほか、壺、甕の細片が出土している。高杯3120は

直立気味に外反する口縁をもち、弥・後・ Nの範疇であろうか。 （江見）

方形土堀119(第554・861図）

方形土城117・118に切られて検出された。平面不整方形を呈し、規模は137X167cm、深さ約20cmを
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／方土116

540cm 

゜
1 m 

l 暗茶灰色粘質土

（炭• 土器片含）

2 茶灰色粘質土

（炭•土器片含）

貫 ;~ 
3119 

。
10cm 

第859図 方形土壊116• 11 7 (1 /30)・出土遺物 (1/4)

(<? 二~
[ 

-~-I~ 
I 

540cm 

｀ 。
1 m 

茶灰色粘質土

（炭・黄色粘質土塊多含）

3120 

3121 

。
10cm 

第860図方形土堀118(1/30) 

・出土遺物 (1/4)

残す。床面積は約l.9m2を測る。床はほぽ平坦で、

壁は垂直に立ち上がる。遺物は少なく、弥生時代

後期後半と思われる甕の細片が出土するのみであ

った。 （江見）

方形土壊120(第554・862図、図版45・120)

方形士城119の東 6mに位置し、竪穴住居107の

下部から検出された。平面不整方形を呈し、規模

は215X249cm、深さ54cmを残す。床面積は約4.5

面を測る。床は中央がやや高く、壁に向かってや

や傾斜する。壁は内傾気味ながらほぼ垂直に立ち

上がる。埋土には土塊が多く含まれ人為的に埋め

戻されたものと判断された。遺物は少なく、いず

れも小破片で、 3122は壺の口縁にあたるものか、

端部には浅い凹線が認められる。遺物の特徴から弥

・後.IIIの範疇のものと思われる。 （江見）
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l 茶褐色粘質微砂

（土器含）

2 淡黄褐色粘質土

第861図方形土堀119(1 /30) 
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3123 

510cm 

。
10cm 

1 暗灰茶色砂質土

（黄色粘土塊含）

2 灰茶色粘質砂

（黄色粘土塊含）

3 淡茶灰色粘質土

（黄色粘土塊多含）

4 灰茶色粘質砂

（黄色粘土塊多含）

1 m 

第862図 方形土壊120(1/30)・出土遺物 (1/4)

方形土壊121 (第554・863図）

方形土渡120に一部切られて検出された。平面方形を呈し、長さ70cm以上、幅約80cmの小規模な土

城で、深さ約20cmを残す。床は平

坦で、壁はほぼ垂直に立ち上がる。

埋土は水平堆積を示し、上層から

遺物が出土した。しかしながら遺

物は少なく、わずかに弥生時代後

期後半と思われる甕細片が出土す

るのみであった。 （江見）

方形土壊122(第554・864図）

方形士城121の北東 Smに位置

し、竪穴住居108を切り、竪穴住

居107に切られて検出された。平

面方形を呈し、長さ88cm以上、幅

112cm、深さ20cmを残す。床は平

坦で、壁はほぽ垂直に立ち上がる。

埋土は茶灰褐色粘質土である。遺

／ 

520叩

可 仁
520cm 

~ 
゜

50cm 

2 淡黄褐色粘質土

3 r条娼阪缶粘質十 茶灰褐色粘質土

第863図 方形土堀121 第864図 方形土壊122

(1/30) (1/30) 
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~40cm 
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゜
1 m 

第 3節角田調査区

物は少なく、わずかに弥生時代後期後半と思わ

れる甕および高杯の細片が出土している。 （江見）

方形土漿123(第554・865図、図版169)

方形土城122の南から検出された。平面長方形

を呈し、規模は154X306cm、深さ約60cmを残す。

床面積は約4.5面を測る。床はやや凹凸があるが

『/—-『 己
3124 

>~--t~ー〈
3125 

8 月
C訟3126 M157 

゜
10cm 

0 一3cm 

1 褐灰色粘質土
（炭焼土・士器片含）

2 黄灰褐色粘質土
（炭・焼土• 土器片含）

3 灰褐色粘質士
（炭・焼土・土器片含）

第865図 方形土壊123(1/30)・出土遺物 (1/4,1/3)

平坦で、壁は垂直に立ち上がる。遺物は甕、高杯とともに板状の鉄製品M157が出士している。上下

に延び、錐の基部にあたるものであろうか。土器の特徴は弥・後 ・illを示す。 （江見）

方形土壊124(第554・866図）

方形土堀123の南に接して検出された。平面長方形を呈し、規模は115X182cm、深さ約50cmを残す。

床面積は1.83面を測る。床はほぼ平坦で、壁は垂直に立ち上がる。遣物は少なく、わずかに弥生時代

後期後半と思われる壺および甕の細片が出土している。 （江見）

方形土塘125(第554・867図）

方形土壊124の南から検出された。平面方形を呈し、規模は155X194cm、深さ75cmを残す。床面積

は約 2面を測る。床は平坦で、壁は外傾気味ながらほぽ垂直に立ち上がる。遺物は少なく、わずかに

弥生時代後期後半と思われる壺および高杯の破片が出土している。 （江見）

方形土堀126(第554・868図）

方形土堀125の南 6mから検出された。平面不整長方形を呈し、規模は135X185cm、深さ約40cmを

残す。床面積は約 2面を測る。床はやや凹凸するともに壁際がわずかに深く掘り込まれていた。壁は
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~ 

5 2 0cm 

゜
1 m 

。
1 m 

1 茶褐色粘質土

（黄色粘質土塊含）

2 茶灰色粘質土

（褐色粘質土塊含）

3 淡茶灰色粘質土

（灰•暗灰色粘質土塊含）

第866図方形土堀124(1/30) 

l 黄褐灰色粘質砂

2 暗灰色粘質土

（炭含）

3 黄褐灰色粘質砂

550cm 

4 黄褐色粘質砂

（灰褐色粘質土含）

5 黄褐色粘質土塊•灰色粘質士塊滉合層

6 淡茶灰色粘質±

第867図方形土堀125(1/30) 

＼
 ~50cm 

にこニニ

垂直に立ち上がる。遺物は少なく、わずかに弥

生時代後期後半と思われる甕および高杯の細片

が出土している。 （江見）

方形土堀127(第554・869図）

方形土城126の北に位置し、竪穴住居110に切

られて検出された。平面長方形を星し、規模は

128X 187cm、深さ56cmを残す。床面積は約 2m2 

を測る。床は平坦で、壁は垂直に立ち上がる。

埋土は中央に高く壁際に低く堆積していた。遺

物は少なく、わずかに弥生時代後期後半と思わ

れる甕の破片が出土するのみであった。 （江見）

。
1 m 

l 茶褐色粘質土 2 茶灰色粘質微砂

（炭•土器片・焼土含） （炭• 土器片・焼土含）

第868図方形土堀126(1/30) 
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第 3節角田調査区

方形土壊128(第554・870図）

Ci 6 06区の北東、方形土城127の東 6mから検

出された。平面方形で、規模は205X235cmと大形

で、深さ約20cmを残す。床面積は4.27面を測る。床

はほぽ平坦で、壁は垂直に立ち上がる。埋土は茶

灰色粘質土で黄色粘土塊が混入する。遺物は少な

く、わずかに弥生時代後期後半と思われる壺、甕、

高杯の細片が出土している。 （江見）

方形土壊129(第554・871図）

方形土城128の北に位置し、竪穴住居109を切っ

て検出された。平面長方形を呈し、規模は154X

218cm、深さ70cmを残す。床面積は2.71面を測る。

床はやや凹凸があるもののほぽ平坦で、壁におい

ても北壁はやや外傾するがほかは垂直に立ち上が

る。遺物は少なく、高杯3127は緩く外反する口縁

をもち、弥・後 ・Nの範疇であろうか。 （江見）

方形土撰130(第554・872・873図、図版122)

方形土漿129の東に位置し、方形土漿131を切っ

て検出された。平面長方形を呈し、規模は164X

304cm、深さ60cmを残す。床面積は

4.35mを測る大形の土壊である。床

は平坦で、壁は垂直に立ち上がる。

埋土にはいずれも土塊が混入し、人

為的に埋め戻されたことが想像され

る。遺物は上層から出土している。

甕3128のD縁端部は上方に摘み出さ

れ、小形の鉢3130・3131は口縁が短

く外方に延びる。これら遺物の特徴

は弥・後 ・Nの範疇に人るものと思

われる。 ー （江見）

方形土堀131 (第554・874図）

方形士墟130・129に切られて検出

された。平面長方形を呈し、規模は

推定長160X幅250cm、深さ約40cmを

残す。推定床面積は約3.4m2を測る。

床は平坦で、壁は外傾気味ではある

が、ほほ垂直に立ち上がる。埋土は

茶灰褐色粘質土で炭粒が混入してい

ノ
f

＼
 

,＇,' 

,
-

540cm 

。
1 m 

1 茶灰褐色粘質土 3 茶灰褐色粘質土

2 茶灰色粘質土 （茶灰色粘質土塊•炭含）

（褐色粘質士塊•炭含） 4 茶灰色粘質土

（褐色粘質土塊•炭含）

第869図方形土壊127(1/30) 

530cm 

。
1 m 茶灰色粘質土

（黄色粘士塊含）

第870図方形土壊128(1/30) 
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I ヽ
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I 
~ ミー

5 3 0cm 

¥_____$#, (/ 
3127 

。
10cm 

1 i炎灰褐色粘質土

（黄色粘質土塊含）

2 茶灰色粘質土

（黄色粘質土塊含）

3 淡茶灰色粘質土

4 茶褐色粘質土

。
1 m 

第871図 方形土堀129 (1/30)• 出土遺物 (1/4)

~ ミニ戸三十一

560cm 

゜
1m 1 淡灰茶色粘質土

（炭•土器・黄色粘土含）

2 淡茶褐色粘質土

（炭 i黄色粘土含）

第872図方形土壊130(1/30) 
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第 3節角田調査区

た。遺物は少なく、弥生時代後期後

半と思われる壺、高杯、鉢の細片が

出士するのみであった。 （江見）

方形土堀132(第554・875図）

方形士城131の南に位置し、方形

土城133を切って検出された。平面

長方形を呈し、規模は147Xl96cm、深

さ55cmを残す。床面積は2.16面を測

る。床はほぼ平坦で壁はやや外傾す

るものの、垂直に近く立ち上がる。

埋土は 2層からなる。いずれも土塊

を含み一気に埋め戻されたものと想

像される。遺物は少なく、わずかに

弥生時代後期後半と思われる甕細片

が出土するのみであった。 （江見）

方形土堀133(第554・876図）

方形土堀132の東に接して検出さ

れた。平面不整方形を呈し、規模は

167 X 177cm、深さ約50cmを残す。床

面積は約2.3可を測る。床はほぼ平

坦で、壁は垂直に立ち上がる。埋土

は方形土墟132と同様に 2層からな

るとともに、一気に埋め戻された状

況が想像された。遣物は少なく、わ

ずかに高杯および鉢の破片が出土す

るのみであった。 （江見）

方形土壊134(第554・877図）

方形土塀133の東から検出された。

一·~·、-;-~
3128 

＼ 

▽『
3130 

3129 

。
10cm 

＼ 

3131 

第873図 方形土壊130出土遺物 (1/4)

5 60cm 

。
1 m 

第874図方形土堀131 (1/30) 

平面円形気味の方形を呈す。規模は142Xl58cm、深さ56cmを残す。床面積は1.51面を測る。床はほほ

平坦で、壁は垂直に立ち上がり、一部内傾する箇所も認められる。また、断面から明らかなように、

南東部に段をもつ箇所が所在し、第 2層下面が床面として機能した可能性も考えられる。埋土は 3層

からなり、前述同様に土塊が混入し、人為的に埋め戻されたことと思われる。遣物は少なく、甕

3132・3133のほか、壺、高杯の破片が出土している。 3132のD縁は端部が内傾して立ち上がり、凹線

が巡らされている。 3133の胴部は倒卵形を呈し、肩がやや張ると思われ、下半が直線気味に緩く弧を

描き平底に達する。これら遺物の特徴は弥・後.IIIを示す。 （江見）

方形土堀135(第554・878図、図版46・122)

方形土城134の北数mから検出された。平面長方形を呈し、規模は108X172cm、深さ22cmを残す。

床面積は1.15面を測る。床はほほ平坦で、壁は垂直に立ち上がる。埋士は 2層からなり、第 2層は炭
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~ 

550cm 

。
1 m 

l 茶灰褐色粘質土

（炭多含、褐色粘質土塊含）

2 茶灰色粘質士

（褐色粘質土塊含）

第875図方形土漿132(1/30) 

＼ 

‘ ヽ`  ‘ ヽヽヽ`  

5 40cm 

＼ 

＼ 
‘‘‘ 

｀ 一—---

540cm 

。
1 m 

1 茶灰色粘質土

（黄褐色粘質砂塊含）

2 黄褐色粘質砂

（茶灰色粘質土塊含）

第876図方形土壊133(1/30) 

3132 

3133 

D
 

10cm 

。

1 茶灰色粘質土

（黄褐色粘質砂塊含）

2 黄褐色粘質砂

（茶灰色粘質土塊含）

3 暗褐灰色粘質土

（黄•灰色粘質土塊•炭含）

第877図 方形土堀134(1/30)・出土遺物 (1/4)

lm 
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B_ 

B' 

510cm • —" . A. 詈冒二
A 

B
 

5 4 0cm 
"' 

B ＇ 

粒を含む。床面北部からは径約50cmの範囲が被熱により

赤褐色に変化しており、中央部で厚さ約 5cmを測った。

遺物は甕、高杯、鉢が出土している。甕3134は垂直に立

ち上がる口縁部に刷毛状工具による施文がなされ、高杯

3135のD縁は緩く外反する。鉢3136は小形のもので、押

圧ナデによる。弥・後 ・Nの範疇と思われる。 （江見）

方形土壊136(第554・879図、図版46)

方形土城135の北数mに位置し、南東部を土城によっ

て一部切られて検出された。平面長方形を呈し、規模は

109 X 148cm、深さ約20cmを測る。床面積は約 1.4面を測

る比較的小規模なものである。床はほぼ平坦で、壁は垂

直に立ち上がる。埋士は炭粒が混入する茶灰色粘質土で、

遺物は床面からやや浮いた状態で土壊中央を中心にコン

「 『 亨 口゜
1 m J 

3134 
，旦

l 茶灰色粘質土

暉M 7 
3136 

＼ （黄色粘質土塊含、炭僅含） D 10cm 

2 暗茶灰色粘質土
（炭含）

3135 

第878図 方形土壊135(1/30)・出土遺物 (1/4)

テナ 4 箱分の土器が出土した。器種は壺3137~3144 を

はじめ、甕3145~3148、鉢3149~3150などである。壺

は「ハ」字状に短い頸部をもつ3137~3140·3142 と頸

部をもたない形態的には甕に似る3141・3143があり、い

ずれも口縁端部は上方に拡張している。 3143の胴部最

大径は中央やや上位にあり、緩く弧を描きながら平底

へと続く。なお、下半部外面に煤の付着は認められな

かった。 3144の下半にはヘラ状工具による浅く細い線

刻がなされている。円弧、あるいは屈曲線から構成さ

れているようであるが、その表現するものは理解しが

たい。甕3145・3146はほほ完形に復元された小形なも

ので、いずれも口縁は「く」字状に開き、さらに外反

気味の拡張部が延びる。外面ハケ、内面ヘラケズリす

るものの小形のわりに器壁が厚い。いっぽう、 3147

・3148の口縁は上部に引き出されるもので、 3147には

刷毛状工具によるナデが、 3148は強いヨコナデにより

凹部が形成されている。小形の鉢3149は椀状を呈すも

-603-

S20an 

。
lm 

茶灰色粘質土
（炭含）

第879図 方 形 土 塙136(1/30) 



第 3章高塚遺跡

ので、外面ハケ調整、内面押圧ナデで仕上げており、全体に器壁は厚い。大形の3150はD縁のつくり

は3148と同様で、体部の外面はハケ調整の後ヘラミガキ、内面はヘラミガキされている。以上、土器

の特徴は弥・後 ・l¥lを示し、当土堀はこの期に埋没してものと考えられる。 （江見）

3139 

.,'. 

>ll~J/
3140 

_ /  。
10cm 

第880図方形土塘136出土遺物① (1/4) 
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3145 

3146 

3147 

3148 

3144 

ヽヽ
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ヽ
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＇ 
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゜
第881図 方形土堀136出土遺物② (1/4) 
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方形土堀137(第554・882図）

方形土城136の南東 3mから検出された。平面長方形を呈し、規模は83Xl26crn、深さ70cmを残す。

床面積は0.83吋を測る。床は中央がくぼみ気味であるがほぽ平坦で、壁は垂直に立ち上がる。遺物は

少なく、 3151のほかは甕細片のみであった。 3151は台付鉢の脚台部と思われるもので、内外面にハケ

メが認められる。弥・後 ・illに属すものか。 ． （江見）

方形土堀138(第554・883図）

方形土堀137の南東 6mから検出された。平面方形を呈し、規模は116X118cm、深さ45cmを残す。

床面積は0.91m2を測る。床は平坦で、壁は一部内傾する箇所が認められるもののほぼ垂直に立ち上が

る。遺物は少なく、小形の鉢あるいは高杯と思われる3152のほか、甕細片が出土するのみで、これら

土器の特徴は弥・後 ・m---...wに属すものと思われる。 （江見）

550 cm 

゜
1 m 

l 暗黄褐色粘質土

（炭含）

2 茶灰色粘質土

（炭・焼土・土器片含）

3 暗茶灰色粘質砂

（炭含）

3151 

。
10cm 

＼ 

l゚ 灰黄茶色粘質土

（土器片・焼土含）

2 暗茶黄灰色粘質土

（土器片・焼土・炭多含）

~) 
3152 

。
10cm 

第882図 方形土壊137 (1/30)• 出土遺物 (1/4)

540cm 

lm 

第883図 方 形 土 堀138(1/30) 

・出土遺物 (1/4)

方形土壊139(第554・884図、図版166)

方形土城138の南から数mから検出された。平面不整方形を呈し、規模は176X182cm、深さ57cmを

残す。床面積は2.53面を測る。床面南東寄りに一部さらに掘り下げた部分が検出されているが、周囲

は総じて平坦で、壁はほぽ垂直に立ち上がる。第 1層下部からは炭層とともに焼土面の広がりが確認
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第 3節角田調査区

され、遺物は主にこれより上層から出土している。器種は壺をはじめ甕、高杯、鉢などであるが、い

ずれも破片で量も少ない。壺と思われる3153は口縁拡張部がほぼ垂直に立ち上がり、甕3156・3158の

口縁拡張部も壺と同様である。鉢3161は外面へ

ラミガキ、内面ナデが施されている。特異な遺

物として、人形土製品 C153が出土している。

人間を模したものと思われ、高さ 5cm、幅 2cm、

重贔22.3gを残す。大きな頭部の顔面には H、

口が窪み、鼻は引き出されている。手足は欠損

する。土器は弥・後 ・Nの特徴を示す。 （江見）

540cm 

1 茶灰色粘質土

（黄色粘質土塊含）

2 炭層

3 赤褐色焼土層

4 黄灰褐色粘質土

5 黄灰褐色粘質土

（炭• 灰含）

C153 

゜
5cm 

6 茶灰色粘質士

（炭•灰多含）

7 黄灰褐色粘質土

（茶灰色粘質t塊含・焼土塊少含）

゜
1 m 

3153 
I I 

3160 

¥」/
3157 

3154 

ニニそご］
3155 3158 

}—口《
3156 

゜
10cm 3159 

3162 

第884図 方形土壊139 (1/30)• 出土遺物 (1/2,1/4)

方形土壊140(第554・885図）

Cj 608区の南西に位置し、士堀384を切って検出された。平面長方形を呈し、規模は81X 147cm、

深さ43cmを残す。床面積は0.9lm2を測る。床はやや凹凸があるもののほぼ平坦で、壁は垂直に立ち上

がる。遺物は皆無であったが、周辺の状況から弥生時代後期に埋没したものと判断した。 （江見）
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方形土堀141 (第554・886図）

方形土城140の南西約 7mから検出された。平面不整方形を呈し、規模は113Xl36cm、深さ50cmを

残す。床面積は1.25面を測る。床はほぼ平坦で、壁は内傾気味ながら垂直に立ち上がる。遺物は少な

く、わずかに弥生時代後期後半と思われる壺および甕細片が出土している。 （江見）

方形土堀142(第554・887図）

方形土堀141の北東 3mから検出された。平面長方形を呈し、規模は178X237cm、深さ約80cmを残

す。床面積は3.35面を測る。床は中央がわずかに高く、壁際に向かって下がっており、壁はほぼ垂直

に立ち上がる。遺物は甕およぴ鉢が出土している。 3164はミニチュア鉢で、 3165は上げ底を呈す鉢で、

内面ヘラミガキである。これらの土器は弥・ 後.IIIの範疇のものか。 （江見）

方形土堀143(第554・888図）

方形士城142の北から検出された。平面長方形を呈し、規模は88X140cm、深さ53cmを残す。床面積

は0.96面を測る。床はほぼ平坦で、壁は垂直に立ち上がる。遺物は少なく、壺、甕、鉢などの破片が

出土している。壺3166の内外面はヘラミガキが施され、鉢3168は外面に押圧痕、内面にハケ痕跡が残

る。これら遺物の特徴は弥・後・ Nの範疇のものと思われる。 （江見）

方形土堀144(第554・889図）

方形土堀143の北 7mに位置し、士堀378に切られて検出された。平面長方形を呈し、規模は68Xl00

cm、深さ47cmを残す。推定床面積は約0.4面を測る。床はやや凹凸し、壁はほぼ垂直に立ち上がる。

遺物は少なく、わずかに弥生時代後期後半と思われる壺および甕の破片が出土している。 （江見）

方形土堀145(第554・890図）

方形土堀144の北西数mに位置し、方形土城146に一部切られて検出された。平面方形を呈し、規模

は96Xl09cm、深さ約40cmを残す。推定床面積は約0.9面を測る。床は中央がややくぽみ、壁は垂直に

立ち上がる。遺物は少なく、わずかに鉢および高杯の破片が出土するのみであるが、これら土器の特

徴は弥・後.IIIを示すものと思われる。 （江見）

方形土壊146(第554・891図）

方形土城145の西に接して検出された。平面方形を呈し、規模は245X250cm、深さ約90cmを残す。

床面積4.5面を測る大形の土城である。床は凹凸が認められるが全体に中央が高く、壁に向かって傾

斜している。壁はほぼ垂直に立ち上がる。遺物は少なく、弥生時代後期後半と思われる甕および高杯

の破片のほか、土製紡錘車C154が出士している。 （江見）

方形土壊147(第554・892図）

方形土堀146の西数mに位置し、方形士城147に一部切られて検出された。平面長方形を呈し、規模

は117Xl95cm、深さ55cmを残す。床面積は1.99面を測る。床は平坦で、壁はほぽ垂直に立ち上がる。

遺物は少なく、壺および甕の破片が出土するのみであった。壺3173は直口壺と思われるもので、胴部

に凹線が巡らされている。これら土器の特徴は弥・後.IIIの範疇か。 （江見）

方形土堀148(第554・893図）

方形土堀147の北に接して検出された。平面方形を呈し、規模は219X222crn、深さ72cmを残す。床

面積は4.39面を測る大形の土城である。床は平坦で、壁は垂直に立ち上がる。埋土はいずれも上塊が

混入しており、人為的に埋め戻された状況が想像される。遺物は少なく、わずかに弥生時代後期後半

と思われる壺、甕、高杯の細片が出土したのみである。 （江見）
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 540cm 

~Ali 
。

1 m 

淡茶褐色粘質土

（土器含）

第885図方形土堀140(1/30) 

5 30cm 

゜
lm 

＼ 

550cm 

l 暗茶灰色砂質士

（黄色粘質土塊含）

2 暗茶褐色砂質土

（黄•灰色粘質土塊含）

3 茶灰褐色砂質土

（灰色粘質土塊僅含）

第886図方形土壌141 (1/30) 

｀ ／  
＼ 

3164 
3163 

D
 

10cm ＼ 
3165 

l 淡黄茶褐色粘質土

（土器片・ 炭含）

2 灰茶色粘質土

（土器片• 炭含）

3 i炎黄灰褐色粘質砂

（土器片• 炭含）

。
lm 

第887図 方形土堀142(1/30)・出土遺物 (1/4)
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／ 

550cm 
" 

ミニ疇~~
3166 

｀ 
3167 

。
10tm 

ロ、麟
3168 

） 

>/
3169 

l 茶灰色粘質砂

（黄色粘土塊•士器片含）

2 淡茶灰色粘質土

（黄色粘土塊含）

3 暗茶灰色粘質土

（土器片含・炭多含）

0 50cm 

一第888図 方形土壊143(1/30)・出土遺物 (1/4)

540cm 

0 - 1 m 

1 暗灰茶色粘質土

（炭・焼土・土器片含）

2 淡黄茶灰色粘質土

（炭含）

3 淡黄灰色粘質砂

（炭含）

第889図方形土壊144(1/30) 

0 50cm 

一

5 4 0cm 

1 暗茶灰色粘質土

2 茶灰色粘質土

3 淡茶褐色砂質土

（炭僅含）
--—·一

- ., .. c言"・.,

3170 
<

□□I 
3171 

~ -I-・ニ
3172 

゜
10cm 

第890図 方形土塘145(1/30)・出土遺物 (1/4)
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ここ一
乙忽~忽蕊

C154 

550cm 

0 5cm 

一
1 暗茶灰色粘質土

（炭多含）

2 暗茶灰色粘質土

3 暗茶灰褐色粘質土

（炭・黄色粘土塊多含）

4 暗灰色炭灰層

5 暗茶褐色粘質土

（黄色粘土塊多含）

6 茶灰色粘質土

（黄色粘土塊含）

7 灰色粘質砂

8 淡茶灰色粘質土

（黄色・灰色粘土塊含）

9 淡黄灰色粘質土

10 淡灰色粘質土

（灰色粘土塊多含）

。
lm 

第891図 方形土堀146(1/30)・出土遺物 (1/3)

~ 

540cm 

← -=---== 

。

「＝ジ
3173 

10cm 

1 暗茶灰色砂質土

（焼士・ナ器片含）

2 茶灰色粘質砂

（黄色粘上塊多含）

。
lm 

第892図 方形土堀147(1/30)・出土遺物 (1/4)
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540cm 

。

l 茶灰色粘質土

（黄色粘質土塊多含）

2 淡茶褐色粘質砂

（茶灰色粘質土塊少含）

3 淡茶灰色粘質砂

（茶灰色粘質土塊含）

第893図方形土堀148(1/30) 

540cm 

゜

~ 

l 暗茶褐色粘質土

（焼土含• 炭多含）

2 茶灰色砂質土

（黄色粘質土塊含）

方形土堀149(第554・894図）

方形土堀148の南西 6mに位置し、竪穴住居111に一部

切られて検出された。平面長方形を呈し、規模は89X

139cm、深さ32cmを残す。床面積は約0.9面を測る。床は

ほぽ平坦で、壁は垂直に立ち上がる。遺物は壺、甕、高

n
.
 3174 

3 ー7 5 ゑ

ミ琴コ
3177 

。
10cm 

3176 

第894図 方形土堀149(1/30)・出土遺物 (1/4)
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第 3節角田調査区

杯などの破片が出士している。壺3174の外面は凹線が巡り、内面はヘラミガキがなされている。甕

3176は底部が逆反りする。これら遺物の特徴は弥・後.IIIを示す。 （江見）

方形土壊150(第554・895図）

方形土城149の西側から検出された。平面不整方形を呈し、規模は210X247cm、深さ84cmを残す。

床面積は4.35面を測る大形の土城である。床は平坦で、壁は一部内傾する箇所もあるが、おおむね垂

直に立ち上がる。埋土は下層にまで土塊を含むことから土城廃棄の際、一気に埋め戻された様子が想

像される。遺物は少なく、わずかに甕3179および鉢3180が出土するのみであった。 3179は外面ハケ調

整している。 3180は口縁が「く」字状に延び、端部を薄くし拡張している。体部外面はハケ調整の

後ヘラミガキ、内面はヘラケズリしている。

-
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ー
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/

I

 

Iヽi1-

—:'

il 

＼
＼
 

これらの土器の特徴は弥・後・旧の範疇のも

のと考えられ、この期に廃棄されたものと

思われる。 （江見）

3179 

：
 

[

[

 

_-l=
＝
 

3180 

゜
10cm 

540cm 

l 暗灰色粘質砂

（黄色粘質土塊・焼土含）

2 黄色粘質土塊•暗茶灰色粘質土塊混合層

3 暗茶灰色粘質土

4 黄色粘質士塊•暗茶灰色粘質土塊混合層

゜
lm 

第895図方形土壊150(1/30) 

・出土遺物 (1/4)

方形土壊151 (第554・896図）

方形土堀150の南に接して検出された。平面長方形を呈し、規模は137X239cm、深さ50cmを残す。

床面積は約2.9面を測る。床は平坦で、壁は垂直に立ち上がる。遺物は少なく、わずかに弥生時代後

期後半と思われる壺、甕、高杯の破片が出士している。 （江見）

方形土堀152(第554・897図）

方形土堀151の南東15m、Cj6 04区の東部に位置し、士城319を切って検出された。平面長方形を

呈し、規模は95X152cm、深さ32cmを残す。床面積は約1.1面を測る。床はほば平坦で、壁もおおむね
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520cm 

垂直に立ち上がる。埋土は 2層からなり、下層は土

塊が混入するものであった。遣物は少なく、わずか

に弥生時代後期後半と思われる甕および高杯の細片

が出土するのみであった。

方形土猥153(第554・898図）

方形土城152の南西に位置し、古墳時代竪穴住居

170に一部切られて検出された。平面長方形を呈し、

規模は81X 105cm、深さ40cmを残す。推定床面積は

約0.9面を測る。床は平坦で、壁は垂直に立ち上がる。

遺物は少なく、図示した甕3181は口縁が緩く外反し、

端部は肥厚し、外方に引き出されている。この特徴

は主に弥生時代後期前半の特徴を示し、混入でなけ

れば当士堀の初源に近いものと思われる。

方形土城154(第554・899図）

（江見）

（江見）

茶灰色粘質砂 2 

（黄色粘土塊・焼士塊含）

第896図

暗茶灰色粘質砂

（焼土塊・黄色粘土塊含）

方形土堀151 (1/30) 

方形土漿153の北4mから検出された、当遺跡で最

大規模の士城である。平面不整方形を呈し、規模は

266X302cm、深さ 6cmを残す。床面積は7.27面を測

る。床は中央部が僅かに高く、壁に向かって緩く傾

斜している。壁はほぽ垂直に立ち上がるものと思わ

れる。床面北西からは 2か所に被熱面が検出されて

いる。遺物は少なく、わずかに甕片が出土するのみ

であったが、その特徴は弥・後・皿を示す。 （江見）

--+ ,,~ 
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第897図

暗茶灰色粘質砂

茶灰色粘質砂

（黄色粘士塊多含）

方形土壊152(1/30) 

55 0cm 

デ 二i--==貫ら
3181 

~ 10cm 一
淡茶褐色粘質微砂

（炭•土器・黄色粘土塊含）

第898図 方形土塘153(1/30)・出土遺物 (1/4)
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第899図 方形土堀154(1/30)・出土遺物 (1/4)
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方形土壊155(第554・900図）

Cj 6 04区の南中央、方形土城88の東から検出された。

平面不整長方形を呈し、規模はlllX137cm、深さ約60cmを

残す。床面積は1.17面を測る。床は東にやや傾斜するもの

の平坦で、壁は内傾する箇所も認められるが、ほぽ垂直に

立ち上がる。弥生時代後期と思われる土器細片が出土する

のみであった。

淡褐色粘質微砂

（炭含）

淡灰褐色粘質微砂

（炭含）

淡茶褐色粘質微砂

（炭含）

淡灰茶色粘質微砂

（炭含）

茶褐色粘質土

（炭・焼土含）

淡黄褐色粘質土

（炭含）

方形土壊155(1/30) 

（江見）

方形土壊156(第554・901図、図版169)

方形土堀157の西隣において検出さ

れた遺構である。上部はかなり削平さ

れている。規模は184X230cm、深さは

78cmを測る。床面は平坦である。埋士は

10層に区分されるが、 1層は炭を含む。

断面は逆台形を呈している。

出土遺物としては、土器、銅製品が

ある。土器は壺3185、甕3186・3187、
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暗茶褐色粘質土（炭含） 6 

茶灰褐色粘質土 7 

茶褐色粘質微砂 8 

灰褐色粘質土 9 

茶褐色粘質微砂 10 

淡黄橙色粘質微砂

暗灰褐色粘質土

茶橙色微砂

淡茶灰色微砂

淡灰色微砂
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◎ 
M158 

゜
10cm O 5cm 

一第901図 方形土壊156(1/30)・出土遺物 (1/4,1/3)

高杯3188・3189、鉢3190などの器種がある。銅製品M158は先端が尖り、紡錘形を呈した銅製品であ

る。断面は丸い。表面全体は研磨して仕上げており、擦痕がみられる。形状からは器種や用途は不明

である。この銅製品は第 1層において、先端を上に垂直の状態で出土した。出土状態からみて、 この

遺構が廃棄され、埋没が最終段階に近い頃に投棄されたものと推察される。後述されるように、鉛同

位体分析では本遺跡出土の銅鐸、貨泉と同じ範囲内に属し、国産でないこと、成分のほとんどが銅で

あることが判明している。用途については類例の増加によって検討しなければならないが、現状では

製品ではなくて、むしろ銅素材を想定しておきたい。廃棄された時期は弥・後 ・Nと思われる。（松本）

方形土堀157(第554・902図）

方形土城156の東隣に位置する。規模は124Xl60cm、深さは42cmを測る。床面は平坦である。埋土

は5層に区分され、 1・2層には炭を含む。堆積は水平である。断面は逆台形を呈する。図示できる

遺物の出土はないが、廃棄された時期は弥・後 ・Nと思われる。
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暗茶褐色粘質微砂（炭少含）

灰褐色粘質微砂（炭少含）

茶灰褐色粘質微砂

淡黄褐色粘質微砂

淡黄灰色粘質微砂

方形土堀158(第554・903図）

方形土漿160の西隣に位置する。規模は141X 168cm、深

さは49cmを測る。床面は平坦である。埋土は 2層に区分さ

れるが、ほとんどは 1層である。堆積は水平である。断面

は箱形を呈する。出土遺物は甕3191~3193、高杯3194·

3195がある。廃棄された時期は弥・後 ・Nと思われる。

方形土堀159(第554・904図）

方形士城160・161と切り合い関係をもつ遺構であるため、

残存状態が悪い。確認された規模は42X 132cm、深さは17

cmである。 160・161に切られてはいるが、時期は弥・後の

範疇に入るものである。

方形土壊160(第554・904図）

方形士城161に切られた状態で検出された。規模は173X

176cm、深さは75cmを測る。床面は平坦である。埋士は 2

層に区分された。断面は箱形を呈する。遺物はないが、廃

棄された時期は弥・後の範疇に入ると思われる。 （松本）

（第554・904図）

方形土城159・160を切る状態で検出された。規模は146

方形土壊161

（松本）

（松本）

第902図 方形土堀157(1/30) 
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第903図

。
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暗灰褐色粘質微砂（炭少含）

暗褐色土（炭多含）

暗茶灰褐色

灰褐色土

暗灰褐色土

暗褐色土

灰褐色土

第904図 方形土堀159,...,161 (1 /30)・方形土堀161出土遺物 (1/4)

X315cm、深さ63cmを測る。床面は凹凸がみられる。埋士は 4層に区分されるが、 1・2層には炭が

含まれている。遺物としては甕3196がある。廃棄された時期は弥・後・皿 ~rv頃と思われる。

方形土堀162(第554・905図）

（松本）

上城387の西隣に位置する。規模は134X134cm、深さは36cmを測る。床面は平坦である。埋土は 2

層に区分される。図示できる遺物はないが、廃棄された時期は弥・後 ・Nと思われる。

方形土壊163(第554・906図）

（松本）

方形土壊162の南約 lmに位置する6規模は112X146cm、深さは62cmを測る。床面中央部はやや高

くなっている。埋土は 2層に区分される。廃棄さ

れた時期は弥・後 ・Nと思われる。

~ 

530an 

。2 ー ` 

（松本）

゜

~ 

方土163

530cm 

第905図

1 

2 

方形土壊162

暗茶褐色粘質土

暗褐色粘質土

(1 /30) 

1

2
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暗茶褐色粘質土

褐色粘質土

茶褐色粘質土

第906図 方形土堀163• 土壊399(1/30) 
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第 3節角田調査区

(6)土堀

土堀188(第552・907図）

Cf 5 07区で検出した胴膨らみの長方形土城である。規模は、長さ186cm、幅140cm、深さ32cmを測

ることができる。底面の標高は513cmである。

遺物は、弥生土器壼が 1点出土している。

この遺構の性格は不明であるが、時期は弥・後 ・illとしたい。

土壊189(第552・908図、図版47)

（浅倉）

Cf507区で検出した東胴膨らみの長方形土堀である。規模は、長さ193cm、幅103cm、深さ22cmを

56D~ 

゜
1 m 

l 茶褐色粘質微砂

2 淡褐色粘質上（炭僅少含•土器含）
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＼
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。

冒
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第907図土塘188(1/30) 

・出土遺物 (1/4)
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第908図 土壌189(1/30)・出土遺物 (1/4)
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第 3章高塚遺跡

測ることができる。底面の標高は524cmである。

遺物は、弥生土器が9点出土している。製塩土器は 2点ある。

この遺構の性格は不明であるが、時期は弥・後・皿----Nとしたい。

土塘190(第552・909図）

Cg507区で検出した不整円形土城である。規模は、長さ122cm、幅112cm、深さ30cmを測ることが

（浅倉）

できる。底面の標高は535cmである。

遺物は、弥生土器が8点出土している。製塩土器は 3点ある。 3211は完形の台付鉢である。口径20.1

cm、底径12.6cm、器高18.8cmを測る。

この遺構の性格は不明であるが、時期は弥・後 ・ill,..._,Nとしたい。

土壊191 (第552・910図）

（浅倉）

Cg 507区で検出した楕円形土城である。規模は、長さ83cm、幅69cm、深さ18cmを測ることができ

る。底面の標高は545cmである。黄色粘土を伴う。遺物は、弥生土器細片が2点出土している。この

遺構は粘士貯蔵穴であろう。時期は弥・後 ・Nとしたい。 （浅倉）

土堀192(第552・911図）

Cg508区で検出した楕円形士堀である。規模は、長さ262cm、幅180cm、深さ40cmを測ることがで

きる。底面の標高は530cmである。

遺物は、弥生士器細片が3点出土している。

~ 

580ct11 

。
灰褐色微砂

二 ／
3210 

。
10cm 

―-{[ 
3208 

ヽ3212 

第909図 土壊190(1/30)・出土遺物 (1/4)
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第 3節角田調査区

この遺構の性格は不明であるが、時期は弥・後 ・illとしたい。

土堀193(第552・912図）

Cg507区で検出した長方形土渡である。規模は、検出長140cm、幅76cm、深さ17cmを測ることがで

（浅倉）

きる。底面の標高は537cmである。

遺物は、弥生土器細片が4点出土している。

この遺構の性格は不明であるが、時期は弥・後 ・illとしたい。

土堀194(第552・913図）

Cg508区で検出した楕円形土城である。規模は、長さ105cm、幅58cm、深さ27cmを測ることができ

る。底面の標高は535cmである。

（浅倉）

遺物は、弥生土器細片が 5点出士している。 3225

は高杯で、口径30.0cmと推定できる。

この遺構の性格は不明であるが、時期は弥・後・

IIとしたい。 （浅倉）

土堀195(第552・914図）

Cg 5 08区で検出した円形土渡である。規模は、

長さ65cm、幅50cm、深さ26cmを測ることができる。

底面の標高は554cmである。

遺物は、弥生土器細片が2点出土している。 3229

・3230は甕の口縁部である。

580cm 

0 50cm 

一第910図土壊191 (1/30)・出土遣物 (1/4)
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第 3章高塚遺跡

この遺構の性格は不明であるが、時期は弥・後・皿としたい。

土壊196(第552・915図）

Cg508区で検出した胴膨らみの方形土堀である。規模は、長さ200cm、幅192cm、深さ43cmを測る

（浅倉）

ことができる。底面の標高は522cmである。

遺物は、弥生土器片が出土しているが、口縁部がないため図示できない。

この遺構の性格は不明であるが、時期は弥生中期かもしれない。

土堀197(第552・916図）

Cg508区で検出した円形土堀である。規模は、長さ69cm、幅60cm、深さ42cmを測ることができる。

（浅倉）

底面の標高は543cmである。

遺物は、弥生士器が9点出土している。甕、高杯、鉢がある。 3239は口径14.7cmである。

この遺構の性格は不明であるが、時期は弥、後、 IIIとしたい。 （浅倉）
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第913図 土堀194(1/30)・出土遺物 (1/4)
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第 3節角田調査区

土堀198(第552・917図）

Cg509区で検出した楕円形土城である。規模は、長さ136cm、幅94cm、深さ30cm測ることができる。

底面の標高は534cmである。

遺物は、弥生士器が2点出土している。甕である。 3241は口径16.0cmである。

この遺構の性格は不明であるが、時期は弥・後 ・illとしたい。

土堀199(第552・918図）

（浅倉）

Cg6 00区で検出した楕円形土城である。規模は、長さ95cm、幅75cm、深さ21cmを測ることができ

る。底面の標高は547cmである。

遺物は、弥生士器が8点出土している。壼、甕、高杯がある。 3243は口径19.3cmである。

この遺構の性格は不明であるが、時期は弥・後 ・Nとしたい。 （浅倉）
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土堀200(第552・919図）

Cg509区で検出した楕円形上堀である。規模は、長さ89cm、幅62cm、深さ49cmを測ることができ

る。底面の標高は517cmである。

遺物は、弥生上器が4点出土している。甕、高杯がある。 3252は口径12.0cmである。

この遺構の性格は不明であるが、時期は弥・後・ I¥lとしたい。 （浅倉）

土塘201 (第552・920図）

Cg509区で検出した不整楕円形土堀である。規模は、長さ93cm、幅77cm、深さ23cmを測ることが

できる。底面の標高は532cmである。

遺物は、弥生土器が10点出土している。壺、甕、高杯がある。 3254は口径18.0cmである。

この遺構の性格は不明であるが、時期は弥・後・

Wとしたい。 （浅倉）

土壊202(第552・921図）

Cg6 00区で検出した楕円形土城である。規模は、

580 cm 
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長さ76cm、幅58cm、深さ57cmを測ることができる。底面の標高は504cmである。

遺物は、弥生土器が2点出土している。甕、高杯である。 3265は口径18.1cmである。

この遺構の性格は不明であるが、時期は弥・後.IIとしたい。 （浅倉）

土漿203(第552・922図）

Cg6 00区で検出した長方形士城である。規模は、長さ100cm、幅87cm、深さ21cmを測ることができ

る。底面の標高は530cmである。

遣物は、弥生土器が 1点出土している。高杯の杯部である3266は口径24.0cmである。

この遺構の性格は不明であるが、時期は弥・後・ Iとしたい。 （浅倉）

土壊204(第552・923・924図）

Ch 508区で検出した楕円形土漿である。規模は、長さ102cm、幅54cm、深さ22cmを測ることができ

る。底面の標高は511cmである。

遺物は、弥生土器が4点出士している。甕、高杯、台付鉢がある。 3270は口径11.7cmである。

この遺構の性格は不明であるが、時期は弥・後・川としたい。 （浅倉）

土壊205(第552・925----927図、図版123)

Ch508区の南西隅で検出した不整円形土城である。規模は、長さ 115cm、幅104cm、深さ41cmを測

ることができる。底面の標高は516cmである。

遺物は、弥生土器が22点出土しているほかに管状の土錘が 1点採集できた。士器は長頸壼、壼、甕、

高杯、台付鉢、台付甕、器台がある。 3271の長頸壼は、頸部の沈線は20条も施されている。また口径

は20.0cmである。 3272も長頸壼になるかもしれない。 3273の甕は内面ヘラケズリしている。 3274の壺

も内面ヘラケズリしている。 3275----3279は甕である。 3278の甕は口縁部が外反するのみの単純なもの

である。 3280----3283は高杯である。 3280は高杯と言うより台付鉢としたのがよいかもしれない。 3281

は口径21.5cmある。 3284は大形の鉢で、口径は42.5cmを測る。外面はヘラミガキしており、内面はヘ

ラケズリが残っている。 3286の台付鉢は、口径12.2cm、底径6.0cm、器高8.3cmを測ることができる。

3297・3288は台であるが、鉢の台にしては少々長いように思える。 3289----3291は器台の口縁部である。

3292は器台の脚部である。 3289には鋸歯文・刺突文が施されている。 C155は長さ78.0mm、幅42.0mm、

重量140.17gを測る管状士錘である。

この遺構の性格は不明であるが、時期は弥・後.IIとした

い。 （浅倉）
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土壊206(第552・928図）

Cg509区で検出した楕円形土城である。 2基が切り合っている。規模は、 aが長さ104cm、幅68cm、

深さ31cmを、 bが長さ55cm、幅53cm、深さ37cmを測る。底面の標高は524cmと510cmである。遺物は、

弥生土器片が 1点出士している。甕である。

この遺構の性格は不明であるが、時期は弥・後.IIIとしたい。

土堀207(第552・929図）

（浅倉）

Ch508区で検出した長楕円形士城である。規模は、長さ309cm、幅72cm、深さ14cmを測る。底面の

標高は536cmである。

遺物は、弥生士器が5点出士している。長頸壼、甕、鉢、器台である。 3294の長頸壼は、口径17.4

cmを測る。 3295・3296は甕で、口縁端部が立ち上がっている。 3297の鉢は、内面ヘラケズリである。

3298は器台で、底径は29.4cmである。

この遺構の性格は不明であるが、時期は弥・後 ・illとしたい。 （浅倉）
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土堀208• 209 (第552・930図）

Ch509区で検出した楕円形土城である。規模は、 208が長さ111

cm、幅81cm、深さ24cmを測る。底面の標高は515cmである。 209は長

さ116cm、幅76cm、深さ29cmを測る。底面の標高は523cmである。

遺物は、弥生土器が6点出土している。甕と高杯である。

この遺構の時期は弥・後.II ----皿としたい。

土堀210(第552・931図）

Cg6 00区で検出した隅丸方形土堀である。規

模は、長さ111cm、幅106cm、深さ24cmを測る。底

面の標高は509cmである。

遺物は、弥生土器が 3点出士している。甕と高

杯である。

（浅倉）
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. I¥Tとしたい。

土壊211 (第552・932図）

Cg600区で検出した楕円形土漿である。規模は、長さ89cm、幅42cm、深さ17cmを測る。底面の標

（浅倉）

高は541cmである。

遺物は、弥生土器が3点出土している。甕と高杯である。

この遺構の性格は不明であるが、時期は弥・後.Iとしたい。

土塘212(第552・933図）

Cg601区で検出した不定形土堀である。規模は、長さ110cm、幅90cm、深さ59cmを測る。底面の標

（浅倉）

高は500cmである。遺物は、弥生士器が2点出土している。どちらも甕である。

この遺構の性格は不明であるが、時期は弥・後・皿としたい。 （浅倉）
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第 3節角田調査区

土壊213• 214 (第552・934図）

Cg 601区で検出した 2基の土城である。土壊213は楕円形の平面形を呈し、長さ132cm、幅89cm、

深さ26cmを測る。底面の標高は564cmである。士城214は長方形の平面形を呈し、長さ78cm、幅64cm、

深さ38cmを測る。底面の標高は554cmである。 213を214が切っていることから214の方が新しい。

遺物は、弥生土器が3点と石包丁が出土している。土器は甕と

鉢である。 3313は口径13.6cmの甕、 3314は口径15.4cmの甕、 3315

の鉢は口径19.6cmを測る。 S146はサヌカイト製の両端に挟りを

持った打製石包丁である。

この遺構の性格は不明であるが、時期は土器から考えて弥・後

・II ----illとしたい。 （浅倉）

土漿215(第552・935図）

Ci 5 06区で検出した不整楕円形士城である。ほば半分を検出

した。規模は、長さ135cm、幅44cm、深さ20cmを測る。底面の標

高は545cmである。

遺物は、弥生土器片が2点出士している。高杯である。

この遺構の時期は弥・後.IIとしたい。 （浅倉）

土壊216(第552・936図）

Ch 506区で検出した不整隅丸方形士堀である。規模は、長さ

95cm、幅61cm、深さ32cmを測る。底面の標高は535cmである。

遺物は、弥生土器片が2点出士している。高杯である。

この遺構の性格は不明であるが、時期は土器から考えて土堀215

と同じ弥・後.IIとしたい。 （浅倉）
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土壊217(第552・937図）

Ci 5 06区で検出した円形土城である。規模は、長さ111cm、幅105cm●、深さ43cmを測る。遺物は、

弥生土器片が5点出士している。壼、甕、高杯である。

この遺構の時期は弥・後.IIとしたい。

土堀218(第552・938図）

Ci 507区で検出した楕円形土城である。規模は、長さ105cm、幅73cm、深さ33cmを測る。遣物は、

（浅倉）
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第 3節角田調査区

弥生土器片が 1点出士している。甕である。

この遺構の時期は弥・後・皿としたい。

土堀219(第552・939図）

Ch508区で検出した長方形土壊である。規模は、長さ140cm、幅78cm、深さ31cmを測る。

遺物は、弥生士器片が 1点出土している。甕である。

この遺構の時期は弥・後.IIとしたい。

土堀220(第552・940図）

Ci508区で検出した長方形土堀である。 2基重なっている。

遺物は、弥生士器片が2点出土している。甕と高杯である。

この遺構の時期は弥・後.Illとしたい。

土堀221 (第552・941図）

Ch509区で検出した方形土城である。規模は、長さ128cm、幅83cm、深さ14cmを測る。

遺物は、弥生土器片が 1点出土している。甕である。

この遺構の時期は弥・後.IIとしたい。

土壊222(第552・942図）

（浅倉）

（浅倉）

（浅倉）

（浅倉）

Ch509区で検出した不整方形士堀である。規模は、長さ 171cm、幅140cm、深さ57cmを測る。遺物

は、弥生土器片が5点出土している。甕である。この遺構の時期は弥・後.Illとしたい。 （浅倉）

土壊223(第552・943図）

Ch600区で検出した不整方形土堀である。規模は、長さ105cm、幅67cm、深さ45cmを測る。
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第940図 土堀220(1/30)・出土遺物 (1/4)

550an 

第941図 土壊221 (1/30)・出土遺物 (1/4)
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遺物は、弥生土器片が10点出土している。壺、甕、高杯、器台、鉢である。

この遺構の時期は弥・後.IIとしたい。

土堀224(第552・944図）

Ci 508区で検出した不整方形土堀である。規模は、長さ115cm、幅109cm、深さ34cmを測る。遺物

（浅倉）

は、弥生土器片が2点出土している。甕である。 3345は外反する口縁部を持つ。 3346は口縁部端部が

上下に拡張している。

この遺構の時期は弥・後.IIIとしたい。

土壊225(第552・945図）

（浅倉）

Ci 508区で検出した小判形土壊である。規模は、長さ180cm、幅114cm、深さ30cmを測る。遺物は、

弥生士器片が3点出土している。

高杯と甕である。 3347は口径16.6cm、3348はロ

径14.6cmを測る。

この遺構の時期は弥・後.IIIとしたい。

（浅倉）
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土堀226(第552・946図）

Ci 5 08区で検出した方形土城である。規模は、長さ108cm、幅105cm、深さ22cmを測る。遺物は、

弥生土器片が6点出土している。甕、高杯と鉢である。 3353は口径11.2cmを測る。

この遺構の時期は弥・後 ・III----Nとしたい。

土堀227(第552・947図）

Ci 5 08区で検出した楕円形土漿である。規模は、長さ105cm、幅58cm、深さ 7cmを測る。遺物は、

（浅倉）

弥生土器片が2点出土している。台付鉢と鉢である。 3356は口径10.8cmを測る。

この遺構の時期は弥・後.IVとしたい。

土堀228(第552・948図）

Ci 5 09区で検出した不整方形士堀である。規模は、長さ178cm、幅130cm、深さ21cmを測る。遺物

（浅倉）

は、弥生士器片が2点出土している。直口壺と鉢である。

この遺構の時期は弥・後.IIIとしたい。

土塘229(第552・949図）

Ch600区で検出した楕円形土堀である。規模は、長さ83cm、幅45cm、深さ19cmを測る。遺物は、

（浅倉）

弥生土器片が8点出上している。直口壺、壼、高杯である。

この遺構の時期は弥・後.IIとしたい。

土堀230(第552・950固）

Ch6 00区で検出した不整楕円形土壊である。
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長さ266cm、幅172cm、深さ91cmを測る。底部中央南寄りにピットを持つ。

遺物は、弥生士器片が4点と滑石製の臼玉が 1点出土している。土器は、高杯と鉢である。

この遺構の性格は不明であるが、時期

は弥・後 ・Nとしたい。 （浅倉）

土壊231 (第552・951図）

Ch 600区で検出した不整楕円形士城で

ある。断面形は皿型を呈する。規模は、長

さ97cm、幅87cm、深さ21cmを測る。底面の

標高は584cmである。

遺物は、弥生士器片が 1点出土している。

甕である。外面はヨコナデとハケメにより

調整している。時期は弥・後.Iとしたい。

（浅倉）

土塘232(第552・952図）

Ch6 00区で検出した不整楕円形土漿で

ある。規模は、長さ105cm、幅88cm、深さ

23cmを測る。底面の標高は5図cmある。

遺物は、弥生土器片が4点出土している。

甕は3373のように大形のものもある。 3376

はミニチュア壼である。

時期は弥・後 ・I-----IIとしたい。 （浅倉）

土堀233(第552・953図）

Ch 600区で検出した楕円形士堀で、長

さ87cm、幅62cm、深さ25cmを測る。

遣物は、弥生上器片が 1点出土している。
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3377は口径17.0cmの壺である。時期は弥・後 ・Nとしたい。

土堀234(第552・954図）

Ch600区で検出した不整円形土城で、長さ70cm、幅70cm、深さ36cmを測る。

遺物は、弥生士器片が 1点出土している。 3378の甕は口径13.8cmである。

この遺構の時期は弥・後 ・Nとしたい。

土堀235(第552・955図）

Ch600区で検出した不整円形土城で、長さ84cm、幅42cm、深さ57cmを測る。

遺物は、弥生士器片が2点出土している。壼と鉢である。

この遺構の時期は弥・後 ・Nとしたい。

土壊236 (第552·956~958図、図版124)

Ch600区で検出した円形土墟で、長さ115cm、幅108cm、深さ18cmを測る。浅い土城であったが、

（浅倉）

（浅倉）

（浅倉）

土器がぎっしり詰まっていた。

遺物は、弥生土器片が20点出士している。壼、甕、高杯、鉢などである。完形に復元できたものも

ある。 3381は鋸歯文と凸帯で飾られた長頸壼である。大きさは、口径26.4cm、底径9.2cm、器高40.8

cmを測る。 3382は鋸歯文と刺突文で飾ってあり、口径23.2cm、底径8.8cm、器高37.0cmを測る。 3383

は3381とは相似形である。 3384は頸部沈線文と刺突文で飾ってある二重口縁の長頸壺で、口径20.0cm

ある。 3385は凸帯を持つ二重口縁の壺で、口径27.3cm、底径11.4cm、器高45.5cmを測る。 3386は二重

口縁の壺で、口径23.3cm、底径10.1cm、器高32.2cmを測る。 3387----3389は小形の甕である。 3387のロ

径は11.7cmを測る。 3390--....3392は壼であろう。 3390の口径は19.0cmである。 3393は口縁部がかなり歪

んでいる壼である。内面はヘラケズリ、外面はハケメ調整している。口径15.8cm、底径7.5cm、器高

33.8cmを測る。 、台付直口壼と呼ぶもので、細かいヘラミガキを施した赤い土器である。透かし
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第956図 土堀236(1/30)・出土遺物① (1/4) 
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孔は 4個穿っている。 3395は手捏ねの鉢で、口径6.7cm、器高2.5cmを測る。 3396は大形の鉢で、口縁

部の内面と外面に鋸歯文を施している。 3397~3399は短脚の高杯で、 3397の口径12.8cm、底径10.0cm 、

器高7.2cmを測り、透かし孔は 4個穿っている。 3400は高杯の脚柱の一部である。

この遺構の用途は、割れて使えなくなった土器を穴を掘って捨てた場所と考えられる。時期は土器

から考えて弥・後 ・Nとしたい。 （浅倉）

土堀237(第552・959図）

Ci 5 09区で検出した方形士堀である。規模は、長さ 189cm、幅130cm、深さ31cmを測る。遺物は、

弥生土器片が3点出土している。甕、高杯、器台である。 3401は甕で、口径12.0cmである。 3402は高

杯の脚部で、底径が14.6cmある。 3403は器台と考えられる。

この遺構の時期は、弥・後 ・Nとしたい。 （浅倉）
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土壊238(第552・960図）

Ci508区で検出した方形土堀である。規模は、長さ127cm、幅65cm、深さ34cmを測る。

遺物は、弥生土器片が 1点出土している。壼の口縁部で

あろう。

この遺構の時期は、弥生後期としたい。 （浅倉）

土壊239(第552・961図）

Ci 5 09区で検出した楕円形土城である。規模は、長さ

118cm、幅89cm、深さ13cmを測る。

遺物は、弥生士器片が1点出土している。高杯である。

この遺構の性格は不明だが、時期は弥・後 ・Nとしたい。

（浅倉）
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土壊240(第553・962図）

上城241 と切り合い関係をもつが、平• 断面観察でも前後関係が確認できなかった。確認された規

模は144Xl60cmの楕円形を呈し、深さは38cmを測る。時期は弥・後・ I頃と思われる。 （松本）

土堀241 (第553・962図）

土城240と切り合い、遺構の一部は調査区外となる。確認された規模はSOX118cmの不整楕円形を呈

し、深さは41cmを測る。床面は平坦である。出土遺物としては、甕3406・3407、鉢3408などの士器が

ある。これらの遺物の特徴からみて、廃棄された時期は弥・後・ Iと思われる。 （松本）

土壊242(第553・963図）

土漿241の東隣において検出された遺構である。規模は85X93cmの円形を呈し、深さは31cmを測る。

床面は平坦である。埋土は 2層に区分されるが、堆積は水平である。断面は箱形を呈している。出士

遺物はないが、廃棄された時期は遺構検出レベルからみて弥・後の頃と思われる。 （松本）

土城243(第553・964図）

士堀242の東約 2mの位置で検出された。規模は71X94cmの隅丸方形を呈し、深さは39cmを測る。

床面は平坦である。埋土は 3層に区分され、堆積は水平である。断面は逆台形を呈する。図示できる

遺物はないが、廃棄された時期は弥・後 ・Nと思われる。 （松本）

土堀244(第553・965図）

士城243の北東約 lmの位置で検出された。規模は78X127cmの楕円形を呈し、深さは30cmを測る。

床面は北から南に傾斜している。埋上は 2層に区分されるが、炭混じりの第 l層がほとんどである。

出士遺物としては、甕3409がある。廃棄された時期は弥・後・皿と思われる。 （松本）

土壊245(第553・966図）

土城244の南隣の位置で検出された遺構である。規模は79X87cmの不整円形を呈し、深さは28cmを

測る。床面の中央部はくぼんでいる。埋土は 2層に区分され、レンズ状に堆積している。出土遺物と

して高杯3410がある。遺物の特徴からみて、廃

棄された時期は弥・後 ・Nと思われる。 （松本）

530叩 58Dan 

゜
1 m 

。
第962図土堀240・241 (1/30)• 土壊241出土遺物 (1/4)
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第 3章高塚遺跡

土堀246(第553・967図）

土堀247の西隣において検出された。遺構の一部は調査区外となるが、確認された規模は87Xl65cm

の不整楕円形を呈し、深さは26cmを測る。床面はやや凹凸がみられる。断面は逆台形を呈している。

出士遺物としては、高杯3411がある。廃棄された時期は弥・後 ・Nと思われる。 （松本）

土堀247(第553・968図）

土堀248と切り合い関係を持つ遺構である。遺

構の一部は調査区外となるが、確認された規模は

87X 109cmの不整楕円形を呈し、深さは28cmを測

580cm 

叫`
ー

。
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1 暗茶褐色微砂滉じり上（炭含）

2 灰茶褐色土

。
1 m 三`□

1 i炎黄褐色粘質微砂

2 黄褐色粘質土

3 暗褐色粘質土（橙色土含）

第964図 土壊243(1/30) 
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。
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570叩

。
1 m 

。
1 m 

］ 淡褐灰色微砂

2 暗灰褐色粘質細砂

\<
3410 

｀ ゜
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10cm 

。
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第966図 土壊245(1/30)・出土遺物 (1/4) 第967図 土塘246(1/30)・出土遺物 (1/4)
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第 3節角田調査区

る。床面は平坦と思われる。埋土は 3層に区分され、堆積はレンズ状を呈する。出士遺物としては甕

3412がある。土壊248に切られているため、廃棄された時期は弥・後 ・N頃と思われる。 （松本）

土堀248(第553・969図）

士城247を切る状態で検出された。規模は88X99cmの隅丸方形を呈し、深さは24cmを測る。床面は

平坦に近い。埋土は 2層に区分される。出士遺物としては、甕3413、高杯3414・3415などがある。こ

れらの遺物の特徴からみて、廃棄された時期は弥・後 ・Nと思われる。 （松本）

土堀249(第553・970図）

土城245の南約 lmの位置で検出された。規模は108X180cmの不整楕円形を呈し、深さは40cmを測

る。床面は平坦である。埋土は 4層

に区分され、堆積はレンズ状を呈す

る。出士遺物としては、甕3416~

3418、高杯3419がある。廃棄された時

期は弥・後.Iと思われる。 （松本）

土壊250(第553・971図）

土堀253の西隣で検出された。規

580an 
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。
10cm 

1 ? 炎灰褐色粘質微砂（土器含）
2 淡黄灰褐色細砂
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3 暗褐色粘質t

第968図 土堀247(1/30)・出土遺物 (1/4)
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第 3章高塚遺跡

模は125X162cmの不整隅丸方形を呈し、深さは27cmを測るが、遺構の残存状態は悪い。床面は平

坦で、断面は逆台形を呈する。出土遺物はないが、弥・後の時期と思われる。 （松本）

土壊251 (第553・972図）

土堀250の南隣で検出された。規模は72X127cmの楕円形を呈し、深さは27cmを測る。床面は平坦で

ある。断面は逆台形を呈する。出士遺物はないが、弥・後の時期と思われる。 （松本）

土堀252(第553・973図）

土墟253の北隣で検出された遺構である。規模は115X145cmの隅丸方形を呈し、深さは20cmを測る。

床面はほぽ平坦である。埋土は 2層に区分された。断面はU字形を呈する。出土遺物としては甕3420

~3422がある。遺物の特徴からみて、廃棄された時期は弥・後・ I と思われる。 （松本）

土壊253(第553・974図）
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鳳
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l 暗茶褐色粘質土（暗青灰色土含）

2 茶褐色粘質土

第973図 土壊252(1/30)・出土遣物 (1/4)
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第 3節角田調査区

部はくぼみ、断面はU字形を呈する。出土遺物はないが、弥・後.I頃と思われる。 （松本）

土壊254(第553・975図、図版125)

土渡253の東隣において検出された。規模は52X57cmの円形を呈し、深さは25cmを測る。床面は中

央部がくぼみ、断面はU字形を呈する。埋土は 2層に区分される。遺物としては床面から出土した鉢

3423がある。この遺物からみて、廃棄された時期は弥・後 ・ll---N頃と思われる。 （松本）

土堀255(第553・976図）

士墟253と切り合い関係をもつ。規模は77Xl86cmの隅丸長方形を呈し、深さは16cmを測る。床面は

平坦である。埋士は 2層に区分される。出土遺物はないが、弥・後の遺構と思われる。 （松本）

土壊256(第553・977図）

土壊255の東約 2mの位置で検出された。規模は51X76cmの楕円形を呈し、深さは47cmを測る。埋

土は 3層に区分され、断面はU字形を呈する。遺物はないが、弥・後.II以降と思われる。 （松本）

土堀257(第553・978図）

土壊256の東約 lmの位置で検出された。規模は71X113cmの楕円形を呈し、深さは33cmを測る。床

面は平坦である。図示できる遺物はないが、弥・後.Iと思われる。 （松本）

土壊258(第553・979図）

方形士城25の北約 lmの拉置で

検出された遺構である。規模は76

X83cmの楕円形を呈し、深さは16

cmと浅い。埋土は 3層に区分され

る。床面はほぼ平坦であるが、床

‘‘ 
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第976図土堀255(1 /30) 

。

[ロ
0 50cm 

一
3423 

D
 

"〕cm 

l 茶褐色粘質土

2・ 淡茶褐色粘質微砂
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面積は少ない。断面はU字形を呈している。出士遺物としては、大形の鉢況24がある。この遺物の特

徴からみて、廃棄された時期は弥・後.IIIと思われる。 （松本）

土壊259(第553・980図、図版47・125)

土堀258の南約 2mの位置で検出された遺構である。規模は74X8lcrnの円形を呈し、深さは17cmと

浅い。埋士は 1層だけである。床面は平坦で、断面はU字形を呈している。

出士遣物としては、甕3425・3426、高杯3427----3433などの土器が出土している。これらの土器はい

ずれも床面において、投棄された状態で検出された。高杯の杯部は 3形態に大別されるが、脚部は短

脚である。これらの遺物からみて、廃棄された時期は弥・後 ・I¥lと思われる。 （松本）
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第979図 土壊258(1/30)・出土遺物 (1/4)
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第 3節角田調査区

土堀260(第553・981図）

方形土城24と切り合い関係をもつ。規模は75X98cmの不整楕円形を呈し、深さは29cmを測る。埋土

は2層に区分される。図示できる遺物はないが、時期は弥・後・ I-----IIと思われる。 （松本）

土壊261 (第553・982図）

方形士堀28の北隣において検出された。遺構の東側は削平されているが、規模は69X80cmの不整円

形を呈し、深さは37cmを測る。床面は平坦である。埋土は 3層に区分されるが、 2層は炭を含む。断

面はU字形を呈している。遺物はないが、廃棄された時期は弥・後 ・N頃と思われる。 （松本）

土堀262(第553・983図）

方形土城55の東約 2mの位置で検出された。規模は83Xl05cmの楕円形を呈し、深さは27cmを測る。

床面は平坦である。図示できる遺物はないが、時期は弥・後 ・I-----II頃と思われる。 （松本）

土堀263(第553・984図、図版125)

方形土壊27の東約 lmの位置で検出された。規模は88X102cmの円形を呈し、深さは22cmを測る。

床面は平坦である。埋土は 2

層に区分され、炭、焼士など

＇ ・ssocm 

。
1 m 

ロー
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゜
1 m 

l 暗褐色粘質微砂（土器含）
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第981図土堀260(1/30) 

1 暗灰褐色粘質微砂

2 暗茶灰色粘質微砂（炭含）

3 黄灰色粘質土

第982図土堀261 (1/30) 

l 暗茶灰色粘質微砂（土器・炭含）

2 灰褐色粘質微砂

第983図土凛262(1/30) 

を含んでいる。遺物は床面か

ら甕3434が出土している。廃

棄された時期は弥・後.III~ 

w頃と思われる。 （松本）

土堀264(第553・985図）

方形土堀55に切られた状態

で検出された。確認された規

模は80X89cm、深さは32cmを

測り、楕円形が想定される。

埋土は 3層に区分される。図

示できる遺物はないが、弥・

後 ・Nと思われる。 （松本）
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土壊265(第553・986図）

土城264の南隣の位置で検出された。規模は68X86cmの隅丸方形を呈し、深さは30cmを測る。床面

は中央部からやや南でくぼむが、平坦に近い。埋士は 1層であるが、土器、炭を包含していた。断面

はU字形を呈する。図示できる遺物はないが、廃棄された時期は弥・後.Iと思われる。 （松本）

土堀266(第553・987図）

方形土城52に切られた状態で検出された。規模は93X約125cmの楕円形を呈し、深さは10cmと浅い。

埋土は 1 層である。出土遺物はないが、廃棄された時期は弥・後 ·I~II 頃と思われる。 （松本）

土塘267(第553・988圏）

方形士城57に切られた状態で検出された。規模は70X108cmの楕円形を呈し、深さは34cmを測る。

埋土は 2層に区分される。図示できる遺物はないが、時期は弥・後 ・Nと思われる。 （松本）

土堀268(第553・989図）
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土城270の西隣で検出された遺

構である。規模は81X 118cmの不

整楕円形を呈し、深さは45cmを測

る。床面は平坦である。埋士は 2

層に区分されたが、上層において

は炭を含んでいた。出土遺物はな

いが、廃棄された時期は弥・後・

I~II 頃と思われる。 （松本）

土壊269(第553・990図）

袋状土城87の南約 lmの位置で

検出された。ほかの遺構に切られ

560cm 

。
l 暗青灰色粘質士（炭含）

2 暗灰褐色粘質土

第989図土壊268(1/30) 



第 3節角田調査区

ているため、遺構の残存状態は悪い。確認された規模は82X85cmで、円形を呈し、深さは 8cmと浅い。

埋士は 1層で、炭を含む士層である。図示できる遺物はないが、弥・後 ・Nと思われる。 （松本）

土撰270(第553・991図）

土城268の東隣で検出された遺構である。ほかの遺構に切られているため、残存状態は悪い。規模は

74Xl06cmの長楕円形を呈し、深さは43cmを測る。床面は平坦となり、埋土は 2層に区分された。上層は

炭を含んでいる。固示できる遺物はないが、廃棄された時期は弥・後.IIと思われる。 （松本）

土壊271 (第553・992図、図版125)

土漿268と切る状態で検出された遺

構である。規模は62X66cmの円形を呈

し、深さは27cmを測る。床面は平坦で

あるが、南に傾斜している。埋土は 1

層で、断面は逆台形を呈する。遺物は

床面に付着する状態で、甕3435・3436、
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ほぼ完形の状態で出土している。これ

らの遺物からみて、廃棄された時期は

弥・後 ・Nと思われる。 （松本）
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された遺構である。規模は54X83cmの隅丸方形を呈し、深さは10cmと極めて浅い。床面は平坦であり、

埋土は 1層である。断面はU字形を呈するものと推察される。遺物は遺構中央から東壁にかけて集中

して出土している。主な遺物としては、壺3439~3442、甕3443、高杯3444~3445、台付鉢3447などが

出士している。壺は短頸と長頸に区別される。また、 3443の底部には焼成後の穿孔がみられた。廃棄

された時期は弥・後 ・illと思われる。 （松本）

土壊273(第553・994図）

土城272の南東約 lmの位置で検出された遺構である。規模は168Xl81cmの不整円形を呈し、深さ

は43cmを測る。床面は平坦である。埋土は 5層に区分されたが、 1層では土器、炭を含んでいた。図

示できる遺物はないが、廃棄された時期は弥・後・ Nと思われる。 （松本）

土壌274(第553・995図）

土城275の北隣で検出された遺構である。規模は87X95cmの不整円形を呈し、深さは24cmを測る。床

面は平坦であり、埋土はいずれも茶褐色系の粘質微砂であり、 2層に区分された。断面はU字形を呈

している。図示できる遺物はないが、廃棄された時期は弥・後 ·I~II 頃と思われる。 （松本）

土壊275(第553・996図）

土壊274の南隣で検出された遺構である。規模は91X 122cmの隅丸方形を呈し、深さは40cmを測る。

＼
 

550皿
--・ 一

0 50cm — 暗茶褐色粘質微砂

3439 

3441 

3444 

三

3440 

3442 

3446 

3443 

。
10cm 

3447 

3445 

第993図 土壊272(1/30)・出土遺物 (1/4)
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床面は平坦である。土層断面には新しい柱穴が確認されているが、

は水平である。出土遺物はないが、

本遺構の埋土は 2層である。堆積

廃棄された時期は弥・後.II以降と思われる。 （松本）

------c:::: ジ/ 
-.! —----

55 0cm 

暗褐色粘質微砂（土器・炭含）

暗灰褐色粘質微砂

暗黄褐色粘質微砂

褐色粘質微砂

暗黄褐色粘質微砂

第994図
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暗茶褐色粘質微砂

茶褐色粘質微砂

第995図 土堀274(1/30) 

第996図

暗褐色粘質微砂

暗茶褐色粘質微砂

暗黄褐色粘質微砂

暗茶褐色粘質微砂

茶灰褐色粘質微砂

土堀275(1/30) 

土堀276(第553・997図）

土壊278と切り合い関係をもつ遺構である。規模は

108X 130cmの不整円形を呈し、深さは43cmを測る。床

面はほぼ平坦である。埋土は 3層に区分されるが、堆

積は水平である。図示できる遺物はないが、廃棄され

た時期は弥・後.Iと思われる。 （松本）

土壊277(第553・998図）

土堀278の東隣の位置

で検出された遺構である。

ほかの遺構に切られてい

るため、遺構の残存状態

は悪い。確認された規模

は79X 96cmの楕円形を呈

し、深さは30cmを測る。

床面は平坦に近く、埋土

は3層に区分された。遺

物の出士はないが、遺構
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630cm 

の切り合い関係や検出レ

ベルからみて、廃棄され

た時期は弥・後・ I~II

頃と思われる。 （松本）

第997図

暗茶褐色粘質微砂

2 暗褐色粘質微砂

3 暗黄褐色粘質微砂

土堀276(1/30) 
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第998図

0 50cm 

一12
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暗茶褐色粘質微砂

暗黄褐色粘質微砂

暗灰褐色粘質土

土壊277(1/30) 
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土城278(第553・999図）

土壊276を切る状態で検出された遺構である。規模は111x 123cmで、円形を呈しており、深さは47

cmを測る。床面には凹凸がみられ、平坦ではない。埋土は 4層に区分されるが、全体に炭を多く含む

埋土であった。堆積は東から西に向けて傾斜している。断面は逆台形を呈する。遺物は上層を中心に

土器が出士している。主な土器としては直口壺3448、甕3449~3452、鉢3453·3454、台付鉢3454など

がある。これらの遺物の特徴からみて、廃棄された時期は弥・後 ・l¥iと思われる。 （松本）

＼ 

550cm 

1: ~ 
。

1 m 

l 暗茶褐色粘質微砂（炭含）

2 暗褐色粘質土（炭多含）

3 淡黄褐色粘質土（炭含）

4 茶褐色粘質土（炭含）

3449 

3450 

3453 

3~52 

3454 3455 

。
10cm 

第999固 土堀278(1/30)・出土遺物 (1/4)

560cm 

一9
1 暗茶褐色粘質微砂

2 暗黄褐色粘質微砂

。

560cm 

量 ／／
1 m 

l 暗茶褐色粘質微砂（上器・炭含）

2 暗茶褐色粘質微砂（土器・炭少含）

第1000図土堀279(1/30) 第1001図 土堀280(1/30) 
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土堀279(第553・1000図）

土堀280の西隣に位置する遺構であ

る。規模は47X70cmの楕円形を呈し、

深さは10cmと浅い。床面は平坦である。

埋土は 2層に区分された。図示できる

遺物はないが、廃棄された時期は弥・

後 ・Nと思われる。 （松本）

土壊280(第553・1001図）

土堀279の東隣の位置で検出された。

規模は60X94cmの楕円形を呈し、深さ
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は16cmと浅い。埋土は 2層に区分されるが、全体に炭、土器を包含する埋土であった。堆積はレンズ

状を呈する。図示できる遺物はないが、廃棄された時期は弥・後・ I------II頃と思われる。 （松本）

土堀281 (第553・1002図）

土壊280の東隣の位置で検出された。規模は98X133cmの不整楕円形を呈し、深さは40cmを測る。埋

土は 5層に区分されるが、いずれの士層も褐色系の粘質微砂土である。掘り方は不規則な二段掘りと

なっており、床面が丸底となる。図示できる遣物としては高杯3456がある。 3456は短脚の脚部であり、

この遺物の特徴からみて、廃棄された時期は弥・後 ・Nと思われる。

土壊282(第553・1003図）

土城283に切られる状態で検出された。確認された規模は95X114cmで、楕円形を呈すると推察され

る。深さは 9cmである。図示できる遺物はな

いが弥・後 ・Nと思われる。

土壊283(第553・1003図）

土城282を切る状態で検出された。規模は

（松本）

103X 121cmの不整円形を呈し、深さは41cmを

測る。床面はほぽ水平である。埋士は 1層で

ある。断面はU字形を呈している。遺物はな

いが、士城283との切り合い関係からみて、本

遺構は弥・後.IV頃の遺構と思われる。（松本）

土壊284(第553・1004図、図版48・125)

方形土城51の北隣の位置で検出された。規

模は97X 132crnの楕円形を呈し、深さは41cm

を測る。床面はほぽ平坦である。埋士は 2層 ゜

550cm 

（松本）

3456 

。
1 Dem 
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暗茶褐色粘質微砂

暗黄褐色粘質微砂

黄灰褐色粘質微砂

暗灰褐色粘質微砂

灰褐色粘質微砂

第1002図 土壊281 (1/30)・出土遺物 (1/4)
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3457 

。
10cm 

゜1 
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第1003図

暗茶褐色粘質微砂

暗黄褐色粘質微砂

土堀282・283(1/30) . 第1004図
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1

2

 

暗茶褐色粘質微砂（土器多含）

灰褐色粘質微砂

土壊284(1/30)・出土遺物 (1/4)
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に区分され、堆積はレンズ状を呈する。断面はU字形となる。大部分の遺物は 1層内で出土している。

図示できた土器として台付直口壺3457がある。廃棄された時期は弥・後 ·rr~m と思われる。 （松本）

土堀285(第553・1005図、図版126)

方形土堀48の東隣で検出された遺構である。規模は87Xl05cmの不整楕円形を呈し、深さは36cmを

測る。床面は平坦でない。埋土は 2層に区分されたが、灰褐色ないし茶褐色の粘質微砂士である。そ

して、上層では炭が出土している。断面はU字形を呈している。

540cm —., " 

詈 l

2~ 

。
1 m 

1 暗灰褐色粘質微砂（土器・炭含）

2 暗茶褐色粘質微砂（土器含）

3465 

3458 

3459 

3464 

F7  
3467 

3471 

3460 

3461 

＼ 
3468 

3469 

¥lJ 
3470 

3472 

3466 
3474 

。
1 Dem 3473 

第1005図 土壊285(1/30)・出土遺物 (1/4)
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遺物としては土器が多量に出土している。主な土器として甕3458~3470、高杯3471 -----3474などがあ

る。特に甕は口縁部の形態から、 3458-------3461・3462・3463・3465と3466そして3467に大別でき、高杯

も2つに大別された。これらの遺物からみて、廃棄された時期は弥・後 ・Nと思われる。 （松本）

土壊286(第553・1006図）

土城337の西隣において検出された遺構である。規模はlOOX115cmの円形を呈し、深さは31cmを測

る。床面は平坦で、断面は逆台形を呈している。埋土は 2層に区分されるが、上層には炭を含んでい

た。出土遺物としては、甕3475・3476などがある。廃棄された時期は弥・後.IIと思われる。 （松本）

土壊287(第553・1007図）

方形土城51に切られる状態で検出された。規模は65X110cmで、不整楕円形と思われる。深さは14

cmを測る。床面は平坦である。遺物はないが、弥・後・ I-----II頃と推察される。 （松本）

土堀288(第553・1008図、図版126)

方形土壊59と切り合い関係をもつ遺構である。規模は67X80cmの楕円形を呈し、深さは24cmを測る。

□ 
560cm 

｀
 

。
1 m 

第1006図 土壊286(1/30)・出土遺物 (1/4)

57 0cm 

l 暗茶褐色粘質微砂（炭含）

2 黒灰色粘質土（土器・炭含）

3475 

亡ニローニ身
3476 

0 10叩

l 暗茶褐色粘質土（炭少含）

2 茶褐色粘質土

／ 

510cm 

0 50cm 

一暗茶褐色粘質微砂

第1007図土堀287(1/30) 

3477 

3481 

0 10cm 一3480 

第1008図 土 堀288(1/30)・出土遺物 (1/4)
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床面中央はくぽむ。埋土は 2層に区分されるが、両層に炭を含んでいた。断面はU字形を呈する。遺

物はいずれも下層からの出土である。主な遺物としては、壺3477、甕3478、高杯3479----3481などの土

器がある。これらの遺物の特徴からみて、廃棄された時期は弥・後.Ilと思われる。 （松本）

土漿289(第553・1009図）

方形土堀67の西約 lmの位置で検出された遺構である。規模は93X94cmの円形を呈し、深さは40cm

を測る。床面は平坦である。断面は逆台形を呈している。

図示できる主な遺物としては、甕3482、鉢3483・3484、手捏ね鉢況85などの土器がある。これらの

遺物の特徴からみて、廃棄された時期は弥・後 ・Nと思われる。 （松本）

3482 
＼ 

3484 

5 60cm ＼ I /rlf" II 

望
3485 

3483 

i 10cm 
笏鶴

D 1 m 

第1009図 土壊289(1/30)・出土遺物 (1/4)

土壊290(第553・1010図）

方形士堀63の西隣で検出された。規模はlOOX101cmの不整楕

円形を呈し、深さは15cmを測る。図示できる遺物はないが、時

期は弥・後・ Iと思われる。 （松本）

土堀291 (第553・1011図）

方形土堀56の南約 3mの位置で検出された。規模は117Xl21

cmの円形を呈し、深さは58cmを測る。床面は粘土 (6層）の貼

り付けによって平坦にされているが、断面はU字形を呈する。

埋土は 6層区分された。出土遺物としては、甕3486-----3489、

高杯3490---3492、鉢3493などの土器がある。これらの遺物の特

徴からみて、廃棄された時期は弥・後・旧と思われる。 （松本）

土壊292(第553・1012図）

土城290の南約 lmの位置で検出された。この遣構は本来は 2ないし 3遺構が切り合ったような状

590cm 

0
1
 

lm 

第1010図土壊290(1/30) 

態のものと考えられるが、前後関係が不明であるため、一括して土堀292としている。規模は86Xl76

cmの不整楕円形を呈し、深さは49cmを測る。断面はU字形を呈し、埋土は10層に区分された。遺物は

壺3494、甕3495・3496、高杯3497、鉢況98などの士器がある。時期は弥・後 ・IDと思われる。 （松本）
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1 暗灰褐色粘質微砂

5 7 0cm 

2 黒灰褐色粘質微砂（炭多含）

3 黄灰色粘質土

4 黄褐色粘質土

5 淡明灰褐色粘質土

6 淡明黄灰色粘土

3492 

10cm 

3488 

d ゞ
3493 

第1011図土壊291 (1 /30)• 出土遺物 (1/4)
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5 7 Oan 
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3496 
そ,'-《

1 暗灰褐色粘質土

2 暗黄灰色粘質土

3 淡黄灰色粘質土

4 淡灰色粘質土

5 淡灰褐色粘質土

黄灰色粘質土（焼土含）

暗灰色粘質土

暗黄灰色粘質土

黄褐色粘質士

淡黄灰色粘質土

第1012図土壊292(1/30)・出土遺物 (1/4)

10cm 

土堀293(第553・1013図）

土堀307の西隣で検出され

た。規模は92X 110cmの不整

楕円形を呈し、深さは52cmを

測る。床面は平坦である。断

面はU字形となる。図示でき

る遺物はないが、時期は弥・

後.IIと思われる。 （松本）

土堀294(第553・1014図）

方形土堀69の西隣で検出さ

れた。確認された規模は81X

160cmの隅丸方形を呈し、深

さは13cmを測る。床面は平坦

である。規模、形態から土堀

墓の可能性も想定される。図

示できる遺物はないが、時期

は弥・後・皿と思われる。

（松本）

560C111 

1 暗黄褐色粘質微砂

2 暗灰褐色粘質微砂

3 灰褐色粘質微砂

4 黄灰褐色粘質土

第1013図土堀293(1/30) 
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土堀295(第553・1015図、図版126)

土堀294と切り合い関係をもつ遺構である。遺構はかなり削平をうけているが、その規模は51X89

cmの楕円形を呈し、深さは14cmを測る。床面は平坦であり、埋土は 2層に区分される。
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゜
1 m 

1 灰褐色粘質微砂

2 淡灰褐色粘質微砂
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O 10cm 

第1015図 土 壊295 (1/30)• 出土遺物 (1/4)
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主な出土遺物としては甕3499----3508がある。いずれも口縁郭は上方に拡張し、端面に浅い凹線をも

つ。これらの遺物からみて、廃棄された時期は弥・後 ・Nと思われる。 （松本）

土堀296(第553・1016図）

士堀294の南西の位置で検出された遺構である。規模は74X78cmの円形を呈し、深さは32cmを測る。

床面は平坦である。埋士は 3層に区分されるが、堆積はレンズ状を呈していた。断面はU字形となる。

出土遺物としては、甕3509・3510、高杯3511----3514などの士器がある。

て、廃棄された時期は弥・後・ Nと思われる。

土堀297(第553・1017図）

これらの遺物の特徴からみ

（松本）

規模は78X84cmの円形を呈し、深さは21cmを測る。床面は平坦である。埋土は 2層に区分された。

出士遺物はないが、遺構検出レベルからみて、時期は弥・後の範疇と思われる。

土壊298(第553・1018図）

（松本）

士堀297の東隣で検出された。規模は82X100cmの楕円形を呈し、深さは39cmを測る。床面は平坦で
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暗茶褐色粘質土

暗黄茶褐色粘質土

第1017図 土壊297(1/30) 

土壊296(1/30)・出土遺物 (1/4)
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暗黄褐色粘質t
暗褐色粘質土
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ある。埋土は 5層に区分され、断面はU字形を呈する。図示できる出土遺物としては、甕3515、高杯

3516などの土器がある。廃棄された時期は弥・後・ Iと思われる。 （松本）

土壊299(第553・1019図）

土壊298の東約 lmの位置で検出された。規模は67X97cmの楕円形を呈し、深さは44cmを測る。床

面は平坦である。埋土は 5層に区分された。断面はU字形を呈している。出土遺物は少ないが、甕

3515などがある。廃棄された時期は弥・後.Iと思われる。 （松本）

土塘300(第553・1020図）

士城299と切り合い関係をもつ遺構である。確認された規模は67X143cmの楕円形を呈し、深さは30

cmを測る。床面は平坦であり、断面は逆台形を呈している。図示できる遺物は少ないが、甕3518、高杯

3519--3521などの土器がある。

これらの遺物からみて、廃棄された時期は弥・後・ Iと思われる。

（第553・1021図）

方形土城69に切られる状態で検出された。

確認された規模は84X 138cmの隅丸方形を

土塘301

呈し、深さは28cmを測る。床面は平坦であ

る。上層の埋土には炭が含まれていた。図

示できる遺物はないが、時期は弥・後・皿

と思われる。 （松本）

550cm 

。 1̀ 、ゞ9
3518 

h 
3519 

V

[

 

し—ー／
3520 

D
 

「~V
3521 

10cm 

。

640cm 

（松本）

第1019図
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3517 
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10cm 

1

2
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暗茶褐色粘質微砂

黄灰褐色粘質微砂

暗褐色粘質微砂

黄橙色粘質土

暗灰褐色粘質微砂

土壊299(1/30)・出土遺物 (1/4)

5 60cm 

｀
 

＇ 
/

o

 

1

2

 

暗灰茶褐色粘質微砂（炭含）

黄褐色粘質土

第1020図 土壊300(1/30)・出土遺物 (1/4)
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土堀302(第553・1022図、図版126)

土堀304の西隣の位置で検出された遺構である。遺構の上部はかなり削平されていた。規模は96X

116cmの隅丸方形を呈し、深さは19cmを測る。床面中央は少しくぽむが、平坦に近い。埋土は 2層に区

分されるが、ほとんどの遺物は上層で出土したが、完形ないしほぼ完形であった。主な遺物としては、

甕3522、壺3523・3524、高杯3525、台付壺3526・3527、台付直口壺3528、鉢3529・3530などの士器が

ある。これらの遺物の特徴からみて、廃棄された時期は弥・後・ l¥lと思われる。 （松本）

560cm 

。
lm 

1 暗灰褐色粘質微砂（土器•石含）

2 暗灰褐色粘質微砂（黄灰色粘土塊含）

3524 

。
10cm 

3525 

3526 3527 3528 

3529 

3530 

第1022図 土塘302(1/30)・出土遺物 (1/4)
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土堀303(第553・1023図）

土壊301の東隣で検出された。規模は79X116cmの楕円形を呈し、深さは36cmを測る。断面は皿状を

呈している。埋土は 2層に区分される。出土遺物はないが、弥・後のものと思われる。 （松本）

土堀304(第553・1024図）

士城302の東隣で検出された。規模は113Xl20cmの円形を呈し、深さは31cmを測る。床面は平坦で、

埋土は 2層に区分される。図示できる遺物はないが、時期は弥・後.IIIと思われる。 （松本）

土堀305(第553・1025図）

方形土堀70に切られる状態で検出された。規模は

＼ 
1
1
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560叩

560cm 

:~ 。
1 m 

0 lm 

1 暗黄褐色粘質微砂

2 暗褐色粘質微砂

第1023図土堀303(1/30) 

l 暗灰褐色粘質微砂

2 淡黄褐色粘質土

第1024図土堀304(1/30) 

靡＼＼ぃ-~--<
3532 

3531 

570血

量
3533 

゜
1 m 

1 暗褐色粘質微砂

2 茶灰褐色粘質微砂 3534 

。
10cm 

第1025図 土堀305(1/30)・出土遺物 (1/4)

-667-



第 3章高塚遺跡

90Xl06cmの楕円形を呈し、深さは16cmを測る。床面はほぼ平坦であり、埋士は 2層に区分された。

断面は皿状になる。出土遣物としては、小形の短頸壺3531、甕3532・3533、高杯3534などの土器があ

る。これらの遺物の特徴からみて、廃棄された時期は弥・後 ・Ilと思われる。 （松本）

土壊306(第553・1026図）

土堀307を切る状態で検出された。規模は98Xl66cmの隅丸方形を呈し、深さは16cmを測る。断面は

皿状となり、埋土は 1層である。図示できる出土遺物としては、長頸の壺3535がある。この遺物から

廃棄された時期は弥・後 ・Nと思われる。 （松本）

土堀307(第553・1027図）

土堀306が切る状態で検出された。規模は56X148cmの隅丸方形で、深さ19cmを測る。床面はほぼ平

坦である。土城墓の可能性がある。図示できる遺物はないが、弥．．後・皿と思われる。 （松本）

~ 

560an 

゜
1 m 

暗灰褐色粘質微砂

3535 

。
1 Dem 

第1026図 土堀306(1/30)・出土遺物 (1/4)
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」、一

黄灰褐色粘質微砂

0 50cm 

一第1027図土漿307(1/30) 

土壊308(第553・1028図）

士堀309の西隣に位置する。規模は90X116cmの隅丸

方形を呈し、深さは28cmを測る。床面は平坦である。

出土遺物はないが、検出レベルからみて、時期は弥・

後と思われる。 （松本）

土壊309(第553・1029図）

土堀308の東隣に位置する。規模は90X115cmの楕円

形を呈し、深さは40cmを測る。床面は南側が一段低く

-668-

560an 

。
1 m 

l 暗褐色粘質微砂

2 暗黄褐色粘質土

第1028図土壊308(1/30) 
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なっている。遺物の出士はないが、検出レベルからみて、時期は弥・後と思われる。 （松本）

土壊310(第553・1030図）

方形土渡73に切られる状態で検出された。現状の規模は67X122cmで、不整楕円形が想定される。

深さは49cmを測る。図示できる遺物はないが、廃棄された時期は弥・後.Illと思われる。 （松本）

土堀311 (第553・1031図）

土墟312の西約 3mの位置で検出された遺構である。上部はかなり削平されているが、規模は61X

84cmの楕円形を呈し、深さは24cmを測る。床面はくぽんでいる。埋土は 2層に区分されるが、遺物の

560cm 

·~ 
。

1 m 

l 灰褐色粘質土（黄灰色粘土塊少含）

2 灰色粘質土（灰褐色微砂含）

第1029図土壊309(1/30) 

550cm 

。
1 m 

1 暗茶褐色粘質微砂

2 淡黄褐色粘質土

第1030図土堀310(1/30) 

540cm 

゜
1 m 

3536 

1 暗灰褐色粘質微砂

2 黄褐色粘質土

3537 

3538 

3540 

3539 

。
10cm 

’ 3541 

第1031図 土堀311 (1/30)・出土遺物 (1/4)
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大部分は上層からの出土である。断面はU字形を呈していたと推察される。

出士遺物としては、甕3536----3538、高杯3539・3540、台付鉢3541などの土器がある。これらの遺物

の特徴からみて、廃棄された時期は弥・後・皿と思われる。 （松本）

土塘312(第553・1032図）

土堀309の南憐で検出された。規模は84X112cmの楕円形を呈し、深さは48cmを測る。床面は凹凸が

みられる。埋土は 3層に区分されるが、堆積はレンズ状を呈している。断面はU字形となる。

遺物は 1・2層内から出土している。図示された遺物は甕3542、高杯3543、台付鉢3544などの士器

である。これらの遺物からみて、廃棄された時期は弥・後・ Nと思われる。 （松本）

三 《
3542 

540cm __,.r~ 恥翻E ヽう 3543 

3543 10i:m 

1 暗黄灰褐色粘質微砂

゜
1 m 

2 暗灰褐色粘質微砂

.I 3 黄灰褐色粘質土

第1032図 土壊312 (1/30)• 出土遺物 (1/4)

土堀313(第553・1033図）

方形土城37の西隣で検出された。規模は102X

182cmの方形を呈し、深さは36cmを測る。床面に

は凹凸がみられる。埋土は 2層に区分されるが、

両層ともに炭が含まれていた。図示できる遺物は

ないが、上層からは土器が出土している。廃棄さ

れた時期は弥・後 ・N頃と思われる。 （松本）

土壊314(第553・1034・1035図、図版48)

袋状土堀89の東隣で検出された遺構で、北側は

調査区外である。確認された規模は135Xl85cmで、

不整楕円形が想定される。深さは29cmと浅い。床

面は平坦で、断面は逆台形を呈している。

遺物は遺構の北寄りで投棄されたような状態で

出土した。図示できた遺物としては、壺3545.-...-

3548、甕3549----3544、鉢おお ・3556などの土器があ

る。壺はいずれも口縁部が上方に拡張し、いわゆる二重口縁を呈するものである。頸部は「く」の字

形となる。これらの遺物の特徴からみて、廃棄された時期は弥・後 ・Nと思われる。 （松本）

~ 

540cm 

｀ ゜
1 m 

1 茶褐色土（土器•炭含）

2 暗茶褐色土（炭含）

第1033図土堀313(1/30) 
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第1034図 土壊314(1/30)・出土遺物① (1/4) 
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3551 

／
 

こ
3553 

3552 

3555 

/
H
 

3554 

゜
10cm 

3556 

第1035図土壊314出土遺物② (1/4) 

土壊315(第553・1036図）

土堀314の東約 3mの位置で検出されたが、北側は調査区外となる。確認された規模は81X240cmで

あるが、平面形は不整楕円形が想定される。深さは42cmを測る。床面はほぼ平坦である。埋土は 7層

に区分されるが、堆積はレンズ状を呈する。断面はU字形となる。図示できる遺物としては、甕3557

・3558などの上器がある。これらの遺物からみて、廃棄された時期は弥・後.IVと思われる。 （松本）

土堀316(第553・1037図）

方形土城37と切り合い関係をもつ遺構である。規模は69X336cmの不整楕円形を呈し、深さは36cm

f¥ @ 

ロ~_/2 ロご
3557 

52 0叩

。
lm 

1 灰褐色粘質土

2 淡黄褐色粘質微砂

3 暗茶褐色粘質土

4 淡茶褐色粘質土

5 黄橙色粘質土

6 茶褐色粘質土

7 貧褐色砂質土

3558 

0 10cm 一第1036図 土漿315(1/30)・出土遺物 (1/4)
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鱈二［
O Jm 

一l 暗褐色土

（上器・炭・焼土含）

2 暗灰褐色粘質土

（土器・炭含）

3 茶褐色土

3565 

3566 

3567 

3568 

第 3節角田調査区

3561 

3559 

3560 

3564 

3569 3571 

こ 10cm 

3570 

第1037図土壊316(1/60)・出土遺物 (1/4)
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を測る。床面はほぽ平坦であるが、埋土は 3層に区分された。断面はU字形を呈する。

出士遺物としては、壺3559・3560、甕3561----3564、高杯お65----3570、鉢3571などの土器がある。壺

は長頸である。高杯の脚部は短脚傾向を示すものであるが、杯部は大きく 3種類に分類できる。これ

らの遺物の特徴からみて、廃棄された時期は弥・後・旧----N頃と思われる。 （松本）

土城317(第553・1038図）

土堀318の上部で検出された。規模は58X332cmの不整楕円形を呈し、深さは15cmを測る。床面は平

坦で、断面はU字形を呈する。図示できる遺物はないが、時期は弥・後 ・Nと思われる。 （松本）

土堀318(第553・1039図）

士城317の下層で検出された。規模は85X103cmの不整楕円形を呈し、深さは31cmを測る。床面中央

はくぽみ、断面はU字形となるが、東側は内傾する。埋土は 3層に区分され、 1・2層には炭が含ま

れていた。なお、床面には粘土がみられた。図示できる遺物としては、高杯3572・3573がある。これ

らの遺物からみて、廃棄された時期は弥・後 ・illと思われる。 （松本）

土堀319(第553・1040図）

方形土城39の南で検出された遺構である。規模は70X80cmの円形を呈し、

深さは50cmを測る。床面は中央部が尖り、断面はV字形となる。埋土は 4

層に区分された。図示できる遺物としては、高杯の脚部3574・3575がある。

廃棄された時期は弥・後 ・ill----Nと思われる。 （松本）

土堀320(第553・1041図）

方形土城39の東約 2mの位置で検出された遺構である。規模は100Xl31

cmの楕円形を呈し、深さは53cmを測る。床面は凹凸がみられ、中央部が一

段低くなっており、断面は逆台形状となるものである。埋土は 2層に区分

されるが、下層には微砂が少量含まれていた。

出士遺物としては、壺3576、甕3577--3585、高杯3586......... 3588などの士器

560cm 

曇二
O 1 m 

がある。 3576は長頸の壺、口縁部の端面には凹線、頸部にはヘラガキ沈線 ~ 

文が施されている。甕の底部3582には穿孔がみられ、また、高杯の脚部は 第1038図 土壊317

(1/60) 

560叩

。

。

3572 

こ
3573 

10cm 

l 暗茶褐色粘質土（炭含）

2 暗茶灰色粘質土（炭含）

lm 3 淡黄色粘質土

第1039図 土壊318(1/30)・出土遺物 (1/4)

0 50cm — 

3574 

550cm 

3575 

。
10cm 

l 暗茶褐色粘質微砂

2 茶褐色粘質土

3 茶灰色粘質土

4 暗茶色粘質土

第1040図 土堀319(1/30)・出土遺物 (1/4)
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長脚となるものである。これらの遺物からみて、廃棄された時期は弥・後.Iと思われる。 （松本）

土堀321 (第553・1042図）

士堀322の西隣において検出された遺構である。規模は122X138cmの楕円形を呈し、深さは18cmを

測る。床面は平坦であり、埋土は2層に区分された。断面は皿状となるものである。出土遺物はない

が、遺構検出レベルからみて、時期は弥・後.IV頃と推察される。 （松本）

500an 

。
lm 

l 暗茶褐色粘質土

2 茶褐色粘質土（微砂少含）
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第1041図 土堀320(1/30)・出土遺物 (1/4)
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土壊322(第553・1043図）

土堀321の東隣で検出された遺構である。上部がかなり削平をうけているが、規模は98X148cmの隅

丸方形を呈し、深さは16cmを測る。床面は平坦で、埋土は 1層だけである。断面は皿状を呈している。

図示できる遺物はないが、廃棄された時期は弥・後 ・Nと思われる。 （松本）

_llOcm 

量 一
O 1m 

l 暗茶褐色粘質土

2 淡茶褐色粘質微砂

第1042図土堀321 (1/30) 

,,,,.--

＼
 

51 Dan 

暗茶褐色粘質土

第1043図 土堀322 1/30 

→一

1 

2 

3 

第1044図

茶褐色粘質土

暗茶褐色粘質土

淡茶褐色微砂

土壊323(1/30) 

土壊323(第553・1044図）

方形土堀47の北隣で検出され

た遺構である。確認された規模

は84X 200cmの不整楕円形を呈

し、深さは26cm測る。埋士は 3

層に区分されるが、堆積はレン

ズ状となる。図示できる遺物は

ないが、時期は弥・後・ Nと思

われる。 （松本）

土壊324(第553・1045図）

方形士城39の東隣で検出され

2

3

4

5

 

茶掲色砂質土

暗茶褐色粘質土

暗褐色粘質土

茶褐色粘質土

淡茶褐色粘質土

第1045図 土壊324 1/30 

た。規模は87X 115cmの楕円形

を呈し、深さは72cmを測る。床

面は平坦で、埋土は 5層に区分

される。断面は逆台形状を呈し

ている。図示できる遺物はない

が、時期は弥・後. Iと思われ

る。 （松本）
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第 3節角田調査区

土堀325(第553・1046図）

士壊327の西隣で検出された遺構である。規模は67X68cmの円形を呈し、深さは23cmを測る。床面

は平坦である。埋土は 2層に区分されるが、堆積は水平である。断面はU字形を呈する。

遺物は床面において出士している。主な遺物としては、甕3589----3591などの土器がある。甕の口縁

部はいずれも「く」字状に短く外反するものであり、 3590は端部がやや肥厚している。これらの遺物

から、廃棄された時期は弥・後.Iと思われる。 （松本）

土壊326(第553・1047図、図版127)

方形土墟45の西約 3mの位置で検出された遺構である。規模は73X84cmの不整隅丸方形を呈し、深

5 50cm 

O 50cm 

一
3590 

1 i炎茶褐色粘質微砂

2 暗茶褐色粘質土

第1046図 土堀325(1/30)・出土遺物 (1/4)

3591 

580cm 

゜
1 m 

1 暗茶褐色粘質土（土器・炭含）

2 茶褐色砂質土

／二〈
3597 

口／

。
1 Dem 

3592 

3593 

3596 

3598 

D
 

10cm 3599 

第1047図 土壊326(1/30)・出土遺物 (1/4)
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第 3章高塚遺跡

さは36cmを測る。床面には凹凸がみられ、断面は逆台形状となるものである。埋土は 2層に区分され

るが、 1層からは土器、炭が出土している。堆積はレンズ状を呈する。

出土遺物としては、壺3592、甕3593------3597、高杯3598・3599などの土器がある。これらの遺物から

みて、廃棄された時期は弥・後.IVと思われる。 （松本）

土壊327(第553・1048図）

土堀325の東隣で検出された。規模は62X72cmの円形を呈し、深

さは24cmを測る。床面は平坦で、埋土は 2層に区分された。遺物の

出土はないが、検出レベルから弥・後.N頃と思われる。 （松本）

土堀328(第553・1049図、図版128)

土堀330の東隣において検出された遺構である。規模は68X86cm

の不整楕円形を呈し、深さは38cmを測る。床面中央には一段低いく

ぼみがみられる。出土遺物としては、甕3600------3605、台付鉢3606、

鉢3607などの土器がある。甕は口縁部が「く」の字となるものであ

る。これらの遺物から、廃棄された時期は弥・後 ・Nと思われる。

（松本）

550cm ',_  

0 50cm — 
¥lJ 

3605 

¥
 

0 50cm 

一l 茶褐色粘質微砂

2 淡茶褐色粘質微砂

第1048図土壊327(1/30) 

3603 

＼石
3604 

3602 

3606 

。
10cm 

3607 

第1049図 土壊328(1/30)・出土遺物 (1/4)
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土堀329(第553・1050図）

土堀331の東約 3mの位置で検出された。規模は98X105cmの円形を呈、し、深さは18cmを測る。床面

は凹凸がみられるが、断面は皿状を呈している。埋土は 3層に区分されるが、 1層からは炭が出土し

ている。図示できた遺物は甕3608である。遺物からみて、時期は弥・後・ Nと思われる。 （松本）

土塘330(第553・1051図）

方形士堀40の東隣で検出された。規模は51X82cmの隅丸方形を呈し、深さは 7cmを測る。断面は皿

状を呈し、埋土には炭を含む。遺物の出土はないが、弥・後の時期と思われる。 （松本）

土堀331 (第553・1052図）

土堀332の下層で検出された。規模は89Xl38cmの隅丸方形を呈し、深さは26cmを測る。床面は平坦、

断面はU字形を呈している。出土遺物はないが、時期は弥・後.I頃と思われる。 （松本）

土壊332(第553・1053図）

土城331の上位で検出された遺構である。削平を受けているが、規模は115X134cmの隅丸方形を呈

し、深さは30cmを測る。床面は平坦である。断面は皿状を呈している。図示できる遺物はないが、廃

棄された時期は弥・後. II~ 皿と思われる。 （松本）

二“1

3

 

一

。
1 m 

3608 

I 0cm 

1 暗茶褐色粘質土（炭含）

2 淡茶褐色粘質微砂

3 暗茶褐色粘質土

第1050図 土堀329(1/30)・出土遺物 (1/4)
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馴
。

lm 

第1052図土堀331 (1/30) 

500cm 

冒~胃戸／／`

。
1 m 

暗褐色土（炭含）

第1051図土壊330(1/30) 

~ 

540cm 

゜
lm 

1 暗茶褐色粘質土 2 暗黄褐色粘質上

第1053図土壊332(1/30) 
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第 3章高塚遺跡

土堀333(第553・1054図）

土塀335の北隣に位置する。規模は210X228cmの不整円形を呈し、深さは23cmを測る。床面は平坦

で、断面は逆台形を呈する。図示できる遺物はないが、弥・後 ・Nの時期と思われる。 （松本）

土堀334(第553・1055図）

土堀339の北隣に位置する。現存する規模は75X140cmを測り、深さは20cmを測る。床面は平坦で、

埋土は 2層に区分される。固示できる遺物はないが、弥・後 ・Nの時期と思われる。 （松本）

土堀335(第553・1056図、図版166)

土城333の南隣で検出された。規模は74X124cmの隅丸方形を呈し、深さは10cmを測る。断面は皿状

を呈している。出士遺物としては、土器では高杯
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詈 ／＿＿／

。
1 m 

l 暗褐色粘質微砂（黄色・灰色土少含）

2 暗黄褐色粘質微砂

第1054図土壊333(1/30) 

3609・3610、士製品では紡錘車C156などがある。

これらの遺物からみて、廃棄された時期は弥・後

・皿 ~N頃と思われる。 （松本）
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530cm ___ ,, . 

0 50cm — 1 茶褐色微砂（炭含）

2 黄茶褐色微砂（炭含）

第1055図土堀334(1/30) 
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一第1056図 土堀335(1/30)・出土遺物 (1/4,1 /3) 

-680~ 



第 3節角田調査区

/>

9
9
1
ト
ー
(
'
卜
1
1
1
＼
し
．
1

ーー

I
r

、.r

530cm 

~ 50cm 
一1 暗茶褐色粘質微砂

2 褐色粘質微砂

3 暗褐色粘質微砂

土城336(第553・1057図）

土城335の南約1.5mの位置で検出された。規模は58X132cmの不整楕

円形を呈し、深さは31cmを測る。床面には凹凸が見られる。図示できる

遺物はないが、時期は弥・後 ・Nと思われる。 （松本）

土堀337(第553・1058図）

土堀286の東隣で検出された遺構である。規模はllOX133cmの不整楕

円形を呈し、深さは41cmを測る。床面にはやや凹凸がみられる。埋土は

4層に区分されるが、炭は各層から出土している。遺構の南側は切られ

ているが、断面はU字形となる。遺物は 1・3層から出士し、主な遣物

としては甕3611----3617、高杯3618------3621、鉢3622・3623などがある。こ

れらの遺物から廃棄された時期は弥・後.IIと思われる。 （松本）

土堀338(第553・1059図、図版127)

方形土渡50と切り合い関係をもつ遺構である。規模は64X82cmの楕円

形を呈し、深さは31cmを測る。床面は中央部がくぼみ、断面がU字形を

第1057図土堀336(1/30) 

。
1 m 

1 暗灰褐色粘質微砂（土器・炭含）

2 黄灰色粘質微砂（炭含）

3 暗灰褐色粘質微砂（土器・炭含）

4 淡黄灰色粘質微砂（炭含）

三《

3618 

~ ミ幻
3620 

戸 畜□《
3612 

＼ 3614 

~ 
3615 

／ 
3616 

3617 

~'苓―
3619 

3621 

3623 

。
1 Dem 

第1058図土壊337(1/30)・出土遺物 (1/4)
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第 3章高塚遺跡

呈するものである。埋土は 2層に区分される。

遺物は 1・2層から出土したが、主な遺物としては甕3624----3628、高杯3629などの士器がある。甕

は口縁端部が上方に拡張するものとあまり拡張しないものの 2種類があり、高杯の脚部は短脚である。

これらの遺物の特徴からみて、この遺構が廃棄された時期は弥・後 ・Wと思われる。 （松本）

土堀339(第553・1060図）

土猥334の南隣で検出された遺構である。規模は62X93cm不整楕円形を呈し、深さは31cmを測る。

床面は平坦であり、断面はU字形を呈している。埋土は 3層に区分されるが、床面の南端では焼土層

がみられた。遺物の出土はないが、遺構検出レベルからみて弥・後のものと思われる。 （松本）

土壊340(第553・1061図）

方形土城49の西隣で検出された遺構である。規模は80X94cmの不整楕円形を呈し、深さは36cmを測

‘ゞ ／
570an 

一``0 50cm — 1 暗茶褐色粘質上

2 灰褐色粘質土

彦
5

6

 2
 

,36 
ゆ
納＇ 

ー

~--=-?) 
3627 

362~ ヘ~~

3625 

゜
10cm 

3629 

第1059図 土堀338(1/30)・出土遺物 (1/4)

3 540an 

。
l 暗茶褐色粘質微砂

2 灰褐色粘質微砂

3 暗褐色粘質微砂

第1060図 土壊339(1/30) 

5 60叩

。

戸[
゜

10cm 

l 暗茶褐色粘質士

2 暗褐色粘質土

3 茶褐色粘質微砂

第1061図 土壊340(1/30)・出土遺物 (1/4)
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第 3節角田調査区

る。床面は平坦である。埋土は 3層に区分され、堆積はレンズ状となる。図示できる遺物としては甕

3630がある。出土遺物からみて、廃棄された時期は弥・後・ I----II頃と思われる。 （松本）

土堀341 (第553・1062図）

袋状土塀93と切り合い関係をもつ遺構である。規模は80X9lcmの円形を呈し、深さは49cmを測る。

床面は平坦となり、断面はU字形を呈している。埋士は 4層に区分されるが、堆積はほほ水平である。

出土遺物としては甕3631----3637、高杯3638・3639、鉢3641、台付鉢3640・3642などの土器がある。

甕は口縁部が短く「く」の字状に外反し、端面には退化した凹線文が施されている。これらの遺物の

特徴からみて、廃棄された時期は弥・後.Iと思われる。

土壊342(第553・1063図）

方形土壊40の下位で検出された遺構である。規模は76X88cmの不整楕円形を呈し、深さは29cmを測

（松本）

る。断面はU字形を呈し、床面は中央部が少しくぼんでいる。図示できる遺物としては高杯3643があ

る。出土遺物からみて、廃棄された時期は弥・後.II頃と思われる。 （松本）

550cm 

3. 

。
1 m 

l 暗褐色粘質微砂

2 暗茶褐色粘質微砂

3 淡黄白色粘質土

4 暗灰褐色粘質土

3633 

/<
3634 

二晃
3639 

~ 

3632 

雫 ぐ
3635 

菫ター：
3636 

3637 

3640 

3641 

゜
10cm 

3638 3642 

第1062図土堀341 (1/30)・出土遺物 (1/4)
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土壊343(第553・1064図）

土堀331の南で検出された遺構である。規模は106X157cmの方形を呈し、深さは18cmを測る。床面

は平坦で、断面はU字形となる。埋土は 2層に区分される。遺物は床面の南西端付近で甕3644が出土

している。時期の決め手となる遺物はないが、廃棄された時期は弥・後と思われる。 （松本）

土壊344(第553・1065図）

土堀343に切られる状態で検出された。規模は86Xl04cmの不整楕円形を呈し、深さは27cm測る。断

面はU字形となる。埋土は 2層に区分される。遺物は両層から出土するが、図示できる遺物としては

甕3645がある。遺物からみて、廃棄された時期は弥・後.Iと思われる。 胃 （松本）

土堀345(第553・1066図）

土漿344の東隣で検出された。規模は64X84cmの楕円形を呈し、深さは27cmを測る。床面は平坦で、

断面はU字形となる。出士遺物はないが、遺構面からみて弥・後のものと思われる。 （松本）
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1 暗茶褐色粘質土

2 淡茶褐色粘質微砂（暗灰色粘土塊含）

゜
1 m 

第1063図土壊342(1/30) 

・出土遺物 (1/4)

第1064図 土堀343(1/30)・出土遺物 (1/4)

~ 『
3645 —旦

O 10cm 

530呵

1 淡茶褐色粘質土

2 淡茶褐色粘質微砂

（黄灰色微砂含） ゜
1 m 

。
1 m 

第1065図 土堀344(1/30)・出土遺物 (1/4)
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1 淡茶褐色粘質土

2 淡茶褐色粘質微砂（黄灰色微砂含）

第1066図土壊345(1/30) 
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土壊346(第553・1067図、図版128)

方形土堀43の西隣で検出された遺構である。規模は55X57cmの円形を呈し、深さは13cmと浅い。床

面の中央部はくぼみ、断面がU字形を呈するものである。埋土は茶褐色粘質微砂である。

出士遺物としては甕3646------3649、鉢3650・3651などの上器がある。甕は口縁部の形態からみて 2種

類みられる。これらの遺物からみて、廃棄された時期は弥・後 ・Nと思われる。 （松本）

土塘347(第553・1068図）

方形土堀41の南隣で検出された。規模は83X108cmの隅丸方形を呈し、深さは13cmを測る。床面は

平坦で、断面はU字形となる。遺物はないが、検出レベルからみて弥・後と思われる。 （松本）

土壊348(第553・1069図）

土渡345の東隣で検出された。規模は61X 70cmの円形を呈し、深さは46cmを測る。断面はV字形に

一塁ー
580叩

言
0 50cm 

一茶褐色粘質微砂

＼ 
3648 

3646 

3649 

3651 

。
10cm 

3650 

第1067図 土堀346(1/30)・出土遺物 (1/4)

＼ 

。
lm 

暗灰褐色粘質土

第1068図土堀347(1/30) 

550cm 

0 50cm 
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。
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1 暗茶褐色粘質士（炭含）

2 茶褐色粘質微砂

3 淡茶褐色粘質微砂

第1069図 土塘348(1/30)・出土遺物 (1/4)
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5,30 cm 

近い。埋土の 1層は炭を含む。図示できる遺物としては高杯3652があ

る。遣物からみて、廃棄された時期は弥・後.IVと思われる。 （松本）

土壊349(第553・1070図、図版49・128)

Ci6 04区北西に位置し、方形土城88に一部切られて検出された。

平面不整円形を呈し、規模は70X78cm、深さ38cmを残す。遺物は上層

から土器溜りを形成していた。器種は壺3553........,3555、甕3656........,3660、

高杯3661........,3663、器台3664などである。壺はいずれも口縁端部が丸く

おさめられており、甕の口縁は端部が肥厚する3656と拡張する3657-----

3659がある。高杯3661は口縁が外反し、脚端部3662・3663は肥厚してい
0 50cm 

一
3653 

3654 

3657 

3660 

3655 

3663 

3659 

。
10cm 

3656 

3664 

第1070図 土壊349(1/30)・出土遺物 (1/4)

-686-



第 3節角田調査区

る。器台3664の脚裾部は高杯と同様で、筒部には円孔を穿つとともに螺旋状の沈線が巡る。これら土

器の特徴は弥・後.IIの範疇を示す。 （江見）

土壊350(第553・1071図）

土城347の東約 4mの位置で検出された。確認された規模は40X73cm、深さは19cmを測り、円形が

想定される。床面はほぽ平坦で、断面はU字形となる。出土遺物としては器台3665がある。廃棄され

た時期は弥・後・ I........ IIと思われる。 （松本）

土堀351 (第553・1072図）
／ 

／三
―i◎ ¥-

550袖

èm ]

i

 

袋状上城94の南東約 lmで検出された。規模は80x 115cmの

不整楕円形を呈し、深さは28cmを測る。遺物としては高杯3666

がある。時期は弥・後・ 皿 ~N と思われる。 （松本）

土堀352(第553・1073図）

土城351の東隣で検出された。規模は186X216cmの方形を呈
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。
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-・,,・.-__ 

――
 二二二u

 
二二1

I

 ――
 

第1071図 土壊350(1/30)・出土遺構 (1/4)
550cm .,,,,_ 

一~—7"--.. 

｀ 

0 50cm 

一
。

10m 

l 暗茶褐色粘質微砂

2 暗褐色粘質土（炭多含）

3 黄褐色粘質±

贔
゜

1 m 

暗茶褐色粘質微砂

560an 
ー・ ・ 3666 

t1 ¥ ¥ / 

＇ 
/ 

3667 

゜
10m 

第1072図土堀351 (1/30)・出土遺物 (1/4) 第1073図土壊352(1/30)・出土遺物 (1/4)

-687-



第 3章高塚遺跡

し、深さは19cmを測る。床面はほぼ平坦であり、断面はU字形を呈している。出土遺物としては鉢

3667がある。遺物からみて、廃棄された時期は弥・後.II頃と思われる。 （松本）

土堀353(第553・1074図、図版128)

袋状土堀95の東約 lmの位置で検出された遺構である。規模は81X102cmの不整円形を呈し、深さ

は47皿を測る。床面は平坦である。掘り方は二段掘りとなっている。埋土は 1層である。出土遺物と

しては甕3668----3670・3672、壺3671、高杯3673・3674、鉢3675などの土器がある。これらの遺物から

みて、廃棄された時期は弥・後.Illと思われる。 （松本）

土堀354(第553・1075図、図版49)

土堀353の西 6mから検出された。平面楕円形を呈し、規模は133"X20lcm、深さ37cmを残す。床は中

央がくぽみ、壁は内傾気味に立ち上がる。袋状土城の可能性もあるが、平面形態から当項に記した。

士堀内からは黄燈色の粘土塊が混入していた。遺物は壺3676、高杯3677・3678、鉢3679などが出土し

ており、その特徴は弥・後.IIを示す。 （江見）

3669 

570cm 

a
 

1 m 

暗褐色粘質微砂

3671 

3672 

3673 

3670 3674 

3675 

。
1 Dem 

第1074図土壊353(1/30)・出土遺物 (1/4)
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第 3節角田調査区

土堀355(第553・1076・1077図、図版163)

土城354の南西数mから検出された。平面楕円形を呈し、規模は103Xl35cm、深さ37cmを残す。床

は平坦で、壁はほぽ垂直に立ち上がり、袋状土城の可能性もある。遺物は土城検出面上部から床面中

央にかけて投棄されたと想像される状況で出士した。遺物量は多くコンテナ 3箱分が出土し、器種は

壺、甕、高杯、鉢などである。古い様相をもつ甕3683や高

杯3686とともに、新しい様相の甕3682や高杯3685、鉢3688

これらは弥・後 ・I,..._Ilの特徴のも

のと思われる。また、凹み石S148は溶結凝灰岩製である。
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550cm 

などが伴出しており、

三3678 

~~-=~ ク 0

3677 

（江見）

3679 

10cm 

第1075図

2

3

 

茶灰色粘質砂

（淡黄灰色砂質土塊多含、炭含）

黄橙色粘質士

暗茶灰色粘質砂

（焼上粘、炭多含）

4

5

6

 

7 

土壊354(1/30)・出土遺物 (1/4)

暗茶灰色粘質砂

淡茶褐色粘質砂

（炭・ 焼土含）

淡茶褐色粘質砂

（炭・焼士僅含）

淡黄灰色粘質土

560cm 

S148 

。
10cm 

第1076図 土壊355(1/30)・出土遺物① (1/3) 
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3684 

3680 

3685 

3681 

3686 

3682 

3687 

3683 

3688 

第1077図土堀355出土遺物② (1/4) 
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第 3節角田調査区

土壊356(第554・1078図）

Cg606区の北西に位置し、竪穴住居153の下層から検出された。平面楕円形を呈し、規模は106X

146cm、深さ14cmを残す。床は凹凸が著しく、埋土には炭、焼土が混じるものであった。遺物は少なく、

高杯とともに施と思われる板状の鉄製品M159が出土している。 3689は深い杯部に外反する口縁をも

ち、脚部3690は短脚である。土器の特徴は弥・後・皿 ~w を示す。 （江見）

~ 

620叩

~-1 / 
3689 

3690 

゜
10cm 

。
1 m 990:＇ 

灰褐色粘質土

（炭・焼土• 土器片含）

r@  

M159 

0 3cm 

一第1078図土壊356(1 /30)• 出土遺物 (1/4,1 /3) 

土壊357(第554・1079図）

Cg607区に位置し、方形士城95を切って検出された。平面不整円形を呈し、規模は81X89cm、深

さ51cmを残す。床は平坦で、壁はやや外傾して立ち上がる。遺物は少なく、弥生時代後期前半と思わ

れる甕および高杯細片が出土するのみであったが、これらは混入の可能性が高い。 （江見）

土塘358(第554・1080図）

士城357の南東から検出された。平面楕円形を呈し、規模は92X123cm、深さ48cmを残す。床は緩く

くぼみ、壁はやや外傾して立ち上がる。埋土は 2層からなり、遺物は弥生時代後期前半の長頸壺、甕、

石器などの細片が出土している。 （江見）

土壌359(第554・1081図）

土堀358の南東4mから検出された。平面不整円形を呈し、規模は98Xl00cm、深さ63cmを残す。床

はほぼ平坦で壁は垂直に立ち上がる。遺物は少なく、わずかに弥生時代後期後半と思われる甕および

高杯細片が出土している。 （江見）

土壊360(第554・1082図）

士椴359の東方 9m、Cg608区から検出された。平面楕円形を呈し、規模は76X93crn、深さ15cmを

残す。断面は皿状を呈す。上堀内からは破損した甕および器台が出土しており、 3691の底部は平底で

憩い胴部に続き、 3692の下半部には沈線および凹線が施されるとともに鋸歯文が巡らされている。ま
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“゚cm

゜
1 m 

l 暗茶灰色粘質砂

2 暗茶灰色粘質砂

（炭含）

3 淡茶灰色粘質砂

4 淡茶褐色粘質砂

第1079図土堀357(1/30) 

540C111 

5401,111 

;;J 
゜

1 m 

゜
lm 

1 暗茶灰色粘質砂 1 暗茶灰色粘質砂 4 暗茶灰色粘質土

（炭粒含） （炭粒多含） （炭含）

2 淡茶灰色粘質砂 2 暗茶灰色粘質砂 5 暗灰色粘質土

3 茶灰色粘質砂 （微砂含）

第1080図 土壊358(1/30) 第1081図 土概359(1/30) 

、,_/ --------- ,. 、 , .
ヽ'-.i.. ___ J ____ _ 

‘’’ 540cm 

量

3691 

3692 

。
1 m 

。
10cm 

第1082図 土堀360(1/30)・出土遺物 (1/4)

た、長方形透かしが5か所に穿たれている。これら遺物の特徴は弥・後・ Iを示す。 （江見）

土漿361 (第554・1083図）

土堀360の北側に接して検出された。平面不整円形を呈し、規模は90X105cm、深さ20cmを残す。底

部はほぽ平坦で壁は外傾して立ち上がる。埋士に焼士および炭を多く含み、これに混じって弥生時代

後期後半と思われる甕および高杯細片が出土している。 （江見）
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土壊362(第554・1084図）

土堀361の南 4mから検出された。平面不整円形を呈し、規模は88X104cm、深さ18cmを残す。断面

は皿状を呈す。遺物は少なく、短脚の高杯3693のほか、壺、甕の細片が出土しており、これら遺物の

特徴は弥・後.IVと思われる。 （江見）

490~ 

2 1~ 

。
1 m 

530~ 

冒 3693 

゜
l 淡茶褐色粘質土

（暗茶色粘土塊• 炭•土器片含）

2 暗灰茶色粘質土

（炭•土器片・焼土含）

゜
10cm 

1 m 

第1084図 土堀362(1/30)・出土遺物 (1/4)

第1083図土堀361 (1/30) 

贔
゜

lm 

淡灰茶褐色粘質土

（炭•土器片含）

三/
3694 

0 5cm 一第1085図土壊363(1/30) 

・ 出土遺物 (1/4)

土堀363(第554・1085図、図版49)

土城362の下層から検出された。平面不整円形を呈し、

規模は91X99cm、深さ15cmを残す。底部はほぽ平坦で、壁

は直立気味に立ち上がり、袋状土城になる可能性もある。

埋土には炭が混入するものであった。遺物は少なく、高杯

3694のほか、わずかに壺、甕の細片が出士するのみであっ

た。高杯は口縁拡張面に凹線を巡らす。これら遺物の特徴

は弥・後.Iと考えられる。 （江見）

土堀364(第554・1086図）

土壊363の南 3mから検出された。平面楕円形を呈し、

規模は121X 151cm、深さ87cmを残す比較的大形の士城であ

る。底部は平坦で、壁は外傾気味に立ち上がる。埋土は 4

層からなる。遺物は少なく、弥生時代後期前半と思われる

土器細片が出土するのみであった。 （江見）

土壊365(第554・1087図）

土堀364の北側に接して検出された。平面不整円形を呈

し、規模は径約110cm、深さ約40cmを残す。底部は平坦で、

壁はほぼ垂直に立ち上がり、方形土城の可能性もある。埋

士は 2層からなる。遣物は弥生時代後期後半と思われる壺

および甕細片とともに石包丁S149が出土している。なお、

石器は土器との関係から混入の可能性が高い。 （江見）
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＼ 

l i炎灰茶色砂質土

（炭・焼土含）

¥
＼
 I •• 

/ 

2 淡黄灰褐色粘質微砂

（炭含）

l i炎灰茶褐色粘質土

2 淡灰褐色粘質土

（黄色砂塊含）

3 灰褐色砂質土

（粘士含）

4 淡灰黄褐色細砂

第1086図土漿364(1/30) 

土壊366(第554・1088図、図版50)

士堀365の西 6mから検出された。平面楕円形を呈し、

規模は83X123cm、深さ64cmを残す。断面は「U」字状を

呈す。遺物は壺、高杯、鉢などが出土している。 3695は屈

5501=ff! 

ヽ

贔
3696 

I 

S149 

0 3cm 一第1087図土堀365(1/30) 

・出土遺物 (1/2)

之

3698 

“忌又
3699 

3700 

。3697 

第1088図 土壊366(1/30)・出土遺物 (1/4
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曲して広がる口縁で、拡張部には凹線が巡る。高杯は杯部が深く、 3696・3697は口縁が内傾気味に立

ち上がるのに対し、 3698は屈曲して短く外反する。弥・後・皿----Nの範疇であろう。 （江見）

土塘367(第554・1089図）

士城366の北 4mから検出された。平面楕円形を

呈し、規模は108X144cm、深さ45cmを残す。底部は

平坦で、壁は外傾して立ち上がる。遺物は弥生時代

後期後半と思われる壺および甕細片が出士するにと

どまった。 （江見）

土堀368(第554・1090図、図版163・164)

／ 

土堀367の西数mから検出された。平面楕円形を

呈し、規模は36X43cm、深さ数cmを残すものであっ

たが、埋士は基盤と極めてよく似る淡茶褐色の砂質

土で、土渡内はわずかに黒みを帯びた状態であった。

土城南西部からは 4個の石包丁が一部重なるように

並べた状態で検出された。底祁からはわずかに浮い

た状態で、石包丁の長辺を南北方向に向け、西端に

やや小形の S150・S151、中央に S153、東に S152

が置かれていた。いずれもサヌカイト製で、幅10cm

前後、重さ約40----60gと小形ながら完形品である。なお、 S151は端

部が一度欠損しているが、その後敲打し、再度扶りをつくっている。

560CIII 

第゚1089図土壊367(1/30) 

石包丁は刃部が弧状気味のS150・S 151と直線的な S152・S 153があ

り、後者には珪酸による光沢が比較的明瞭に確認された。ほかに遺物

はなく、時期判断はしがたいが、これら石包丁は弥生時代後期前半に
_ _,_, 550cm 

書0 50c五

，
 

I 

S153 

゜
5cm 

第1090図土堀368(1/20)・出土遺物 (1/2)
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゜
lm 

l 灰茶色粘質土

（土器片• 炭多含）

2 淡灰茶色粘質土

（土器片• 炭少含）

第1091図土壊369(1/30) 

cmを残す。底部はほぽ平坦で、壁は外傾気味に立ち上が

る。埋士は 4層からなり、いずれも焼土および炭が多く

含まれていた。遺物は少なく土器細片で、時期は弥生時

代後期のものと思われる。 （江見）

土堀371 (第554・1093図）

土城370の北西 8mから検出された。平面不整長方形

を呈し、規模は96X174cm、深さ約10cmを残す。底部は

ほぼ平坦で、壁は外傾して立ち上がる。埋土には炭、焼

土が含まれていた。遺物は少なく、弥生時代後期と思わ

匹 れる土器細片が出士した。 （江見）

。

何らかの祀りに使用されたものと思われる。 （江見）

土堀369(第554・1091図）

土塀368の北西 5mから検出された。平面円形で、規

模は径約100cm、深さ43cmを残す。底部はややくぽみ、

壁は外傾気味に立ち上がる。埋士は 4層のレンズ状堆

廷 積からなり、第 3層を除き、いずれも炭が多く含まれて

いた。遺物は少なく、わずかに弥生時代後期と思われる

甕細片が出土するのみであった。 （江見）

土壊370(第554・1092図）

土堀369の南西 7mに位置し、方形土城108を切って検

出された。平面円形を呈し、規模は径約85cm、深さ約50
3 褐灰色粘質土

（粘質強）

4 暗灰茶色粘質土

（炭多含）

1 m 

l 灰茶色粘質土

（土器片・焼土含、炭多含）

2 r炎灰茶色粘質土

（土器片・焼土含、炭少含）

3 暗褐灰色粘質土

（土器片・焼土・炭含）

4 褐灰色粘質土

（土器片・焼土・炭含、粘質強）

第1092図土堀370(1/30) 

~ 

520 cm 

言-ーー／／／ー／／` ／“疇二言ノ
0
,―

 

1 m 

灰褐色粘質土

（炭•土器片・焼土含）

土堀372(第554・1094図）

土壊371の南東12mに位置し、東部を竪穴

住居109に切られて検出された。平面楕円形

を呈し、規模は78X187cm、深さ34.cmを残す。底部は平坦で、壁は外傾して立ち上がる。埋土には炭

が多く含まれ、これに混じって弥生時代後期後半と思われる壺、甕細片が出士している。 （江見）

第1093図土塘371 (1/30) 
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540cm 
"" ........ , 

゜
1 m 

第1094図 土 壊372(1/30) 

土壊373(第554・1095図）

土城372の南 7mから検出された。平面不

整円形を呈し、規模は82X102cm、深さ20cm

を残す。底部は緩く傾斜しくぽむ。壁は斜め

外方に立ち上がる。埋土は 3層からなり、上

層には炭が含まれていた。土堀中央からは鉢

が底部に接する状態で出土した。遺物はほか

に壺3701が出土している。台付鉢3703はほぽ

完形で外面にハケ調整されており、 3702は平

底で内外面をヘラミガキしている。壺3701の

外面には木の葉痕跡が認められる。これらの

遺物は弥・後 ・Nの範疇のものか。 （江見）

530cm 

言
。

1 m 

3703 

。
1 Dem 

1 暗灰色砂質土

（炭多含）

2 暗茶灰色砂質土

（炭多含、苫色砂質土塊含）

3 淡茶灰色粘質土

（暗灰色粘質砂

灰色粘土塊含）

3702 

第1095図土堀373 (1/30)• 出土遺物 (1/4)

540 cm 

｀
 

0 50cm 
'.............. 

第1096図土壊374(1/30) 

土壊374(第554・1096・1097図、図版128・129)

士城373の東 Smから検出された。平面不整円形を呈し、規模

は径約75cm、深さ約40cmを残す。底部は平坦で、壁は外傾気味に

立ち上がる。埋土は茶灰色粘質砂で、炭、焼土が多く含まれてい

た。士堀内からは埋土に混じって甕3704----3727および鉢3728----

3733がぎっしりと璽なり合うように出土した。遺物は完形にこそ復

元できなかったものの、完形品を含む士器が一括して投棄された

ものと想像される。甕20数個休、鉢 6個体を数え、ほかの器種は

全く確認されなかった。甕は高さが10----15cmの小形なものが多く、

いずれも口縁は「く」字状に開くものである。鉢も小形のものば

かりである。 3720----3733は外面に縦嫉が顕著に認められる。これ

ら遺物の特徴は弥・後 ・Nを示す。 （江見）
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3706 

3718 

3719 

3714 
3725 

10cm 

3709 

3721 

第1097図土堀374出土遺物① (1/4) 
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3726 

3728 

3729 

3731 

3732 

炉¥叙・....
玲応妃.j. ... ~. 

滋賓咤::•.\ダ・・・'-'' 

3733 

。
10cm 

3727 

3730 

第1098図土堀374出土遺物② (1/4) 

土堀375(第554・1099図）

土堀374の南東 5mに位置し、袋状土城111の下層から検

出された。平面長方形を呈し、規模は58X100cm、深さ15

cmを残す。底部はやや凹凸があり、壁は外傾して立ち上がる。埋土に拳大の粘質土塊が混入する。遣

物は弥生時代後期と思われる土器細片が出土している。 （江見）

土壊376(第554・1100図、図版129)

土堀375の西 3mから検出された。平面不整円形を呈し、規模は80X86cm、深さ24cmを残す。底部

はほぼ平坦で、壁は外傾して克ち上がる。埋士は 2層からなり、上層からは炭粒が多く認められた。

遺物は破片ではあるがいずれ

の層からも出土している。器

種は甕、高杯、鉢および砥石

などである。甕は口縁端部が

上下につまみ出された3734と、

上方に拡張気味の3735・3736

がある。高杯3783は口縁が斜

め外方に延び、 3784の杯部は

やや深い。小形鉢3741~3743

はいずれも体部が深い。また、

3743・3744は外面に縦鍛が残

り、鉢3737は厚い平底で搬入

。

51 Dem 

1 m 

530 cm 

。
lm 

暗茶褐色粘質土

（黄• 白色粘質士塊含）

品であろう。砥石 S154はホ 第1099図土堀375(1/30) 
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1 暗茶灰色粘質土 2 暗茶灰色粘質土

（炭含） （炭僅含）

第1100図土塀376(1/30) 



第 3章高塚遺跡

ルンフェルス製で、 4面に使用痕が認められる。これら遺物の示す特徴から、当土堀は弥・後 ・I¥Tに

廃棄されたものと考えられる。 （江見）

ーご三《
3734 

3735 

3738 

3739 

3736 

ヽ＼ 

・/.、、
~ ヽ込

□三曇／

3741 

3742 

3740 
3743 

3744 

3737 

゜
10cm 

I瓢冒
S154 

0 3cm 

一

[
＼
 3745 

第1101図土壊376出土遺物 (1/4,1/2)

土堀377(第554・1102図）

土城376の北西数mから検出された。平面不整円形を呈し、規

模は120Xl29cm、深さ42cmを残す。底部中央からは浅いくぼみが

認められたが、おおむね平坦である。壁は外傾して立ち上がる:

埋土は 7層からなる。遺物は少なく弥・後 ・Nの甕および鉢が出

土している。 （江見）

土堀378(第554・1103図）

土城377の西数mに位置し、方形士堀144を切って検出された。

平面円形を呈し、規模は径約70cm、深さ23cmを残す。底部は平坦

で、壁は外傾気味に立ち上がる。遺物は少なく弥生時代後期後半
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530cm 

。
1 m 

1 i炎茶褐色粘質土

2 淡褐色粘質土

3 淡灰茶褐色粘質土

（炭•土器含）

4 灰褥色粘質微砂

（炭•土器含）

二/
3746 

3747 

゜

5 灰• 炭層

（灰褐色粘土塊•土器含）

6 淡黄灰色粘質微砂

7 暗灰色粘質土

（炭含）

10cm 

第1102図 土撰377(1/30)・出土遺物 (1/4)

560cm 

0 50cm 

一第1103図土堀378(1/30) 

と思われる甕片が出土している。 （江見）

土堀379(第554・1104図、図版50)

士城378の南西から検出された。平面

円形を呈し、規模は径約55cm、深さ約20

cmを残す。底部は平坦で、壁は外傾して

立ち上がる。土城西部からは底部からや

や浮いた状態で台付直D壺3748や甕3749

----3571が出土している。 3747は口縁端部

を丸くおさめ、浅い凹線 3条が巡る。

3749は口縁が「く」字状に大きく開き、

端部を肥厚させている。これら遺物の特

徴から、当土城は弥・後.Illに廃棄され

たものと考えられる。 （江見）

土壊380(第554・1105図）

土城379の東 5mに位置し、竪穴住居

:
 

580cm 

デ 丁
3749 

＼ 

3751 

。
10cm 

3748 
3750 

0 50cm 

一 第1104図土堀379(1/30)・出土遺物 (1/4}

165の下層から検出された。平面楕円形を呈し、規模は84X132cm、深さ34cmを残す。底部は平坦で、

壁は外傾して立ち上がる。埋土は 4層からなり、特に第 2層には炭および土器片が含まれていた。し

かしながら遺物は少なく細片で、弥生時代後期と思われるものであった。 （江見）
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土壊381 (第554・1106図）

土堀380の南西から検出された。平面長方形を呈し、規模は63~112cm、深さ21cmを残す。底部はや

や凹凸があり、壁はほぽ垂直に立ち上がる。埋士の淡灰茶褐色粘質土には炭が混じる。遺物は少なく

弥生時代後期後半の壺および甕細片が出土するのみ

であった。 （江見）

530cm 

。
1 m 

540cm 

贔

゜
1 m 

1 茶褐色粘質土 3 灰褐色粘質微砂

2 暗灰茶色粘質土 4 i炎黄灰茶色粘質微砂

（炭•土器含）

第1105図土壊380(1/30) 

淡灰茶褐色粘質土

（炭•土器片含）

第1106図土堀381 (1/30) 

土城382(第554・1107図）

土堀380の南東数mから検出された。平面不整円形を呈し、規模は96Xl09cm、深さ48cmを残す。底

部には中央部分が一段深く掘り込まれ、やや凹凸がある。壁はほほ垂直に立ち上がる。埋土は 4層か

らなり、いずれも炭が多く含まれていた。遺物は主に上層から

出土しており、器種は甕、高杯、鉢などで、甕3752は内傾して

拡張する口縁部に凹線が巡り、高杯3754の口縁は斜め外方に緩

く外反しながら開くなど、弥・後 ・Nの特徴を示す。 （江見）

550an 

。
1 m 

l 茶灰色粘質砂

（炭・焼土含、土器多含）

2 暗灰色炭層

3752 

3753 

3 淡茶灰色粘質砂

（炭・焼土含、黄色粘土塊多含）

4 暗灰色炭灰層

3754 

二
3755 

゜
10cm 

第1107図 土堀382(1/30)・出土遺物 (1/4)
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土壊383(第554・1108図、図版129)

土城382の東数mから検出された。平面不整

円形を呈し、規模は158X188cm、深さ23cmを残

す比較的大形ながら浅い土城である。底部はほ

ぼ平坦で、壁は外傾気味に立ち上がる。埋土に

は炭、灰などとともに粘質砂塊が混入しており、

人為的に埋め戻されたことが想像される。遺物

は甕、鉢が出土しており、いずれも 1/3から2/3

残存する破片である。甕は口縁端部が上方に拡

張する3756、厚みを減じる3757があり、いずれ

も肩が張らず、広い平底をもつ。鉢3758はボウ

ル状の小形のもので、緩くカーブし立ち上がる

口縁に、端部は丸くおさめる。外面には縦敏が

残る。これら士器の特徴は弥・後.IVの範疇の

ものと思われる。 （江見）

→ 

540an 

0 lm 

茶褐色粘質砂

（炭• 灰・黄色粘質砂塊多含）

3756 3757 

。
10cm 

3758 

第1108図 土壊383(1/30)・出土遺物 (1/4)

土堀384(第554・1109図）

土城383の南6mに位置し、方形土堀140に一部切られて検出された。平面不整円形を呈し、規模は

104 X 119cm、深さ56cmを残す。底部は凹凸があり、壁は外傾して立ち上がる。埋士の状況から明らか

なように、土堀中央は径約60cmの第 1層が下層を切っており、重複した土堀のあった可能性がある。

しかしながら図示し得た遺物3759......... 3753はおおむね弥・後 ・illの範疇のものと思われる。 （江見）
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土堀385(第554・1110図）

土堀384の北西から検出された。平面不整円形を呈し、規模は84Xl08cm、深さ42cmを残す。底部は

平坦ながら北部に狭い段がつく。壁は外傾して立ち上がる。埋土は 2層からなり、上層から弥生時代

後期前半と思われる甕、高杯の細片が出土している。 （江見）

5 50cm 

~40Mt 

0 1 m 

1 暗茶灰色砂質土 2 賠茶灰色砂質土

（黄色砂質土塊含） 3 茶灰褐色砂質土

［ニ
゜

lm 

l 灰茶色粘質土

（土器片含）

2 淡灰黄褐色粘質砂

第1110図土堀385(1/30) 

□《
3759 

＼ 
3760 

3761 

3763 

3764 

3766 

~y 
_,, 一~-.,,-

ヽ~-- --．．．冒

~--ーー.,.,_ ＝ ~ 
3768 

。
10cm 

3765 

3762 

第1109図 土壊384(1/30)・出土遺物 (1/4)

土堀386(第554・1111図）

土堀385の西4mから検出された。平面不整円形を呈し、規模は87X98cm、深さ31cmを残す。底部

は平坦で壁は緩く外傾して立ち上がる。埋土は 4層からなり、第 4層が人為的に埋め戻された後は自
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然堆積したものか、レンズ状の堆積を示す。遺物はおもに上層から出土している。器種は壺、甕、高

杯、器台などがある。壺3769は長めの頸をもつと思われ、急に開く口縁に端部は上下に大きく拡張し

3769 

580cm 

。
1 m 

l 茶灰褐色砂質土

2 暗茶灰色砂質上

（炭多含）

3 茶灰色砂質土

（炭僅含）

4 暗茶灰褐色粘質砂

（黄色砂塊含）

ており、凹線が巡る。甕3772は「く」字状に

外反する口縁に端部は面をもつ。内外面は粗

いハケ調整がなされており、搬入品と思われ

る。甕、高杯などの特徴をあわせ、これらは

弥・後.IIIの範疇に入るものと思われる。

（江見）

土壊387(第554・1112図）

土堀387の南西 4mに位置し、方形土城163

に一部切られて検出された。平面不整円形を

呈し、規模は193X225cm、深さ43cmを残す大

形の土堀である。底部は平坦で、壁は北西部

3771 

3772 

)J1t( 
3773 

3774 

。
10cm 

分が外傾して立ち上がるものの、ほかの箇所

は垂直あるいは内傾気味に立ち上がることか

ら、本来はほぼ垂直に掘り込まれていたので

はないかと推定される。埋士は 5層からなり、いずれも粘土塊や炭、焼土を含むもので、人為的に埋

第1111図 土堀386(1/30)・出土遺物 (1/4)

め戻された様子がうかがえる状況であったが、特に第 2層下部では径約70cm、厚さ 5cm余りの焼士面

が検出され、比較的大規模に火を伴う作業がなされたものと思われる。

遺物は少なく、わずかに図示し得た士器は甕、鉢、高杯片であったが、これらの示す特徴は弥・

後・皿の範疇と思われ、当土城はこの時期に廃棄されたものと考えられる。 （江見）

土堀388(第554・1113図）

土壊387の北4mに位置し、竪穴住居114の下層から検出された。平面不整円形を呈し、規模は60X

80cm、深さ15cmを残す。底部は中央がくぽみ、墜は緩く外傾して立ち上がる。遺物は少なく、わずか
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S30an 

――-21 ーー／3775 ~» 3777 

＼ー」ニ3776 

3778 

゜
10cm 

O
l
 

1 m 

l 暗茶褐色粘質砂

（黄•灰色粘質土塊・炭含）

2 暗茶灰色粘質砂

（黄・灰色粘質土塊•炭含）

3 赤褐色焼土

（炭僅含）

4 暗茶灰色粘質砂

（黄・灰色粘質土塊• 炭含）

5 茶灰褐色粘質砂

（黄・灰色粘質土塊• 炭含）

第1112図 土壊387(1/30)・出土遺物 (1/4)

490cm 
．．．．．． 

曇
0 50cm 

一淡灰茶褐色粘質微砂

（炭•土器含）

540cm 

鬱
゜

1 m 

に弥生時代後期後半と思われる甕お

よび高杯の細片が出土するのみであ

ったQ . . (江見）

土堀389(第554・1114図）

Ch 6 05区の南西、土城388の北西

25mの位置から検出された。平面不

整方形を呈し、規模は67X84cm、深

さ11cmを残す。底部は平坦で、壁は

外傾して立ち上がる。遺物は少なく、

わずかに弥生時代後期後半と思われ

第1113図土堀388(1/30) 第1114図 土堀389(1/30) る壺および甕の細片が出土するのみ

であった。 （江見）

土壊390(第554・1115----1121図、図版50・130・164・168)

Ci6 04区の南東、土城389の南西10mに位置し、方形土城154に一部を切られて検出された。平面

楕円形を呈し、規模は220X推定284cm、深さ34cmを残す。底部は緩く中央に向かって傾斜しており、

壁は斜め外方に立ち上がる。士堀内には淡灰茶褐色粘質土が堆積し、これに混じって大量の士器が投

棄された状態で出上している。器種は壺をはじめ、甕、高杯、鉢類などで総量はコンテナ16箱におよ

び、小形のものは完形に近いものが目立ち、大形品においても復元完形できたものが多い。土器以外

にも土堀上部からガラス製管玉G16、叩き石S155などが出土している。壺は広口の3785、長頸をもつ
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第 3節角田調査区

3786----3794、直口壺3781----3784、形態的に甕に似る3795などで、長頸壺は口縁が緩く外反する3790・

3791や口縁が屈曲気味に開く 3786・3788などがあり、口縁から頸部のあり方から時期差が感じられ

る。なお、 3793は広い頸から胴部にかけて緩く広がる壺で、一般的に長頸という形態とはやや様相を

異にする。外面には半裁竹管により施文され、胴部にはヘラ状工具による刺突が巡る。内面は頸部に

ハケ調整痕が残り、朋部はヘラケズリされている。甕は口縁端部を丸くおさめた3818、肥厚させた

3819、つまみ出した3803----3815、拡張して立ち上げた3804・3809----3813・3816などがあるが、おおむ

ね胴部が長く肩が張り気味で、明瞭な平底を呈している。なお、 3816の肩部にはタタキメ痕跡が認め

られるともに 2か所に刺突がなされている。高杯はD縁が外反する3828----3839と椀状を呈す3840・

3841がある。前者は鋭く外反する3836や緩く外反する3832などが見られるが、いずれも比較的深い杯

部をもち、脚柱部は短い。鉢類はいずれも体部が深く、大形鉢3859----3861は口縁が屈曲して開き、端

部は肥厚あるいは上部につまみ出されている。ほかに特異な士器として瓢形土器3862がある。口径7.1

cm、現存高12cmの小形なもので、鈍燈色を呈し胎土に細砂を含む。内面には押圧痕が残り、外面は粗

いヘラミガキが認められる。また、ガラス管至G16は淡清緑色を呈す欠損品で、径7.5mm、現存長12.5

mmを測る。

以上、当士城は弥・後・皿に廃棄されたものと考えられる。 （江見）

~~ 

◎
 

□ 

｀ 淡灰茶褐色粘質土

S155 

0 5cm 

一第1115図 土壊390(1/30)・出土遺物① (1 /1,1/3) 
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c-董王三
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贔＝ ＼ 
3790 

゜
~ 10cm 

3793 

第1116図 土堀390出土遺物② (1/4) 
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第1117図土壊390出土遺物③ (1/4) 
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3809 

3812 
3810 

3807 

3813 

10cm 

3808 

第1118図土壊390出土遺物④ (1/4) 
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第1119図土壊390出土遺物⑤ (1/4) 
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10cm 

第1120図土堀390出土遺物⑥ (1/4) 
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3857 
3855 

3859 

3860 

3861 

D 10cm 

第1121図土堀390出土遺物⑦ (1/4) 
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土堀391 (第554・1122図、図版169)

土堀390の南 5mに位置し、方形土城152に一部切られて検出された。平面楕円形を呈し、規模は

80X86cm、深さ32cmを残す。底部はほぼ平坦であるが、北～東にかけて狭い段がつく。壁は外傾して

立ち上がる。埋土は 4層からなり、わずかながら壺、甕の破片とともに板状の鉄器M160が出土してい

る。土器は弥・後 ・illの範疇のものと思われる。 （江見）

ロニロ]
3863 

¥ Y  
3864 

550cm ・- -

3865 

O
t―

 

10cm 

1 暗茶褐色粘質上

（炭・焼土• 土器・須恵器含）

2 暗灰茶色粘質土

（炭多含）

3 茶褐色粘質土

（炭•土器含）

4 淡茶色粘質土

（焼土多含）

ーバロ
9
9

巨至
M160 

0 3cm 

一第1122図 土壊391 (1/30)・出土遺物 (1/4,1/3)

土壊392(第554・1123図）

方形土城157に切られた状態で検出さ

れた。規模は46Xll0cmの楕円形を呈し、

深さは22cmを測る。図示できる遺物はな

いが、廃棄された時期は弥・後 ・Nと思

われる。 （松本）

土堀393(第554・1124図）

方形土城158の北隣で検出された遺構

である。規模は95X 110cmの不整円形を

呈し、深さは27cmを測る。床面はほぽ平

坦で、埋土は 2層に区分された。図示で

O 50cm 

一l 暗茶褐色粘質微砂

2 黄橙色微砂

5ヽOan

｀
 

1

2

 

忽

。
1 m 

きる遺物の出士はないが、廃棄された時

期は弥・後.I頃と思われる。 （松本） 第1123図土壊392(1/30) 第1124図 土堀393(1/30) 

1 暗茶褐色粘質士

2 暗茶灰褐色粘質土

土堀394(第554・1125図）

方形土堀159・ 袋状土堀119を切る状態で検出された遺構である。規模は83X85cmの円形を呈し、深

-714-
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さは40cmを測る。床面は平坦で、断面はU字形となる。埋土は 3層に区分されるが、 1層には炭を少

量含んでいた。堆積は水平である。図示できる遺物としては甕3866・3867などの土器がある。これら

の遺物からみて、廃棄された時期は弥・後 ・Nと思われる。 （松本）

土壊395 (第554·1126~1128図、図版131·132)

方形士城161の東隣で検出された遺構である。規模は113X114cmの円形を呈し、深さは66cmを測る。

床面は平坦であり、断面は箱形を呈している。埋士は 5層に区分された。堆積は最下層の 5層が水平

であるが、 1~4 層はレンズ状の堆積となっている。また、 2 -----4層内には炭、土器を含んでいるが、

とりわけ、 4層内には多量の土器が包含されていた。

出土遣物としては壺3868、甕3869----3891、高杯3892、鉢3893----3898、台付鉢3899、台付直D壺3900

などの土器がある。遺物は破損されたものが少ないようであり、ほぽ完形のものが比較的に多く出土

している。器種は甕が多く出土している。形態は口縁部が「く」の字状となるが、さらに上方に拡張

し、端部もわずかに拡張させるもの3869・3870と「く」の字状だけの 2種類に大別される。 3872のロ
縁部内面にはヘラガキ沈線による鋸歯文様がみられた。鉢は口縁部の形態からみて 4種類に大別され

る。これらの遺物からみて、廃棄された時期は弥・後 ・Nと思われる。 （松本）

土堀396(第554・1129図）

土城398の東約 lmの位置で検出された遺構である。規模は75X85cmの円形を呈し、深さは27cmを

測る。床面は西が深くなっているが、断面はU字形となる。埋士は 2層に区分されるが、上層には炭

を含んでいた。遺物は両層から出土したが、図示できる遺物としては甕3901がある。この甕のD縁端

部は下に拡張する。これらの遺物からみて、廃棄された時期は弥・後.Iと思われる。 （松本）

土壊397(第554・1130図）

土堀398の南東に位置する遺構である。規模は59X97cmの隅丸方形を呈し、深さは24cmを測る。床

面は平坦であり、断面はU字形を呈している。埋土は 2層に区分され、堆積はレンズ状となる。図示

できる遺物はないが、廃棄された時期は弥・後 ・Nと思われる。 （松本）

土堀398(第554・1131図、図版132)

方形土城158の南で検出された遺構である。規模は102x 155cmの方形を呈し、深さは26cmを測る。

北側の掘り方は急な傾斜となるが、南側では緩やかな傾斜となる。床面は北側部分がくぼむが、断面

3866 

550cm 

D
 

暗茶褐色粘質微砂（炭少含）

茶褐色粘質士

1 m 3 暗黄灰色粘質土

3867 

D
 

10cm 

第1125図 土壊394(1/30)・出土遺物 (1/4)
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／ 

560cm 

3869 

。
1 m 

l 暗茶褐色粘質微砂

2 茶褐色粘質土

（炭少含）

3 暗茶褐色粘質土

（炭少含）

4 暗茶灰褐色粘質土

（土器多• 炭含）

5 茶灰褐色粘質土

3871 

3870 

3874 

3873 

3875 

3872 

。
10cm 

第1126図 土漿395(1/30)・出土遺物① (1/4) 
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3892 3895 

¥7 -;J ＼ II 3898 

3893 

＼ ~-—n 
3896 

夏〗
、ベ

戸

＼ 

3899 

3894 

二D 10cm '¥. ~'-.\、 ~~II ／／ 

3897 

3900 

第1128図 土堀395出土遺物③ (1/4) 

は皿状に近いものである。埋土は 2層に区分されたが、遺物は両層から出土している。

出土遺物としては甕3902-----3910・3914、高杯3911、鉢3912・3913などの土器がある。甕の形態はロ

縁部が「く」の字となるが、さらに上方に拡張するもの3902と拡張されないもの3903-----3908・3914に

大別される。なお、 3903の頸部から胴部外面にかけては、ヘラガキによる波状文と意味不明の沈線文

様が施されていた。鉢は大形と小形に大別される。高杯は口縁部が大きく外反するものである。これ

らの遺物の特徴からみて、廃棄された時期は弥・後.IVと思われる。 （松本）

土壊399(第554・906図）

方形土堀163に切られる状態で検出された遺構である。確認された規模は32X116cm、深さは26cmを

測る。不整楕円形が想定される遺構である。出土遺物はないが、遺構の切り合い関係ならびに検出レ

ベルからみて、この遺構は弥・後.IVの頃のものと推察される。 （松本）

640cm 

ー：＿`
。

1 m 

l 暗茶褐色粘質微砂（炭多含）

2 茶褐色粘質微砂 。
3901 

10cm 

第1129図 土堀396(1/30)・出土遺物 (1/4)
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540皿

゜
1 m 

1 暗茶褐色粘質微砂

2 茶褐色粘質微砂

第1130図土堀397(1/30) 
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ー→一—
‘ 

3902 

5鼻0cm

゜
1 m 

l 暗褐色粘質微砂

2 暗茶褐色粘質微砂

~I 

I 
3903 

3904 

3907 

3909 

3910 

3911 

3908 

D
 

第1131図 土 堀398(1/30)・出土遺物 (1/4)
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土壊400(第554・1132図）

方形土堀163の東約 lmの1立置で検出された遺構である。規模は96X103cmの円形を呈し、深さは53

cmを測る。断面はV字形に近いもので、床面の中央やや北寄りがくぼむものである。埋土は 7層に区

分されるが、 3・4・6層には炭が含まれている。特に 4層には炭が多量に含まれていた。堆積はレ

ンズ状を呈する。遺物は上層から下層までみられたが、図示できる遺物としては甕3915、鉢3916-----

3918などの土器である。これらの遺物からみて、廃棄された時期は弥・後 ・Nと思われる。 （松本）

3917 

3915 

, 5""50'cm " 

〗亘[ 3918 

3916 

゜
10cm 

1 暗茶褐色粘質微砂 5 茶褐色粘質土

2 暗茶褐色粘質土 6 茶褐色粘質土（炭含）

゜
1 m 3 暗茶褐色粘質土（炭少含） 7 黄褐色粘質土

4 暗褐色粘質土（炭多含）

第1132図 土壊400(1/30)・出土遺物 (1/4)

土堀401 (第551・1133図）

調査区の北東部に位置する。北側は調査区外に続くため形状や規模は不明であるが、底面は平坦で

はなく西側に傾斜し、検出面からの深さは38cmを測る。

出土した遺物には長頸壺3919と用途不明の棒状を呈した土製品C157がある。この土城の時期は

弥・後.Iとみられる。 （弘田）

＼ ｝  

＼ 
520 an 

。
lm 

。

3919 

10cm 

1 茶褐色粘質土（炭含）

2 暗灰褐色砂

第1133図 土漿401 (1/30)・出土遺物 (1/4,1/3)
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490 cm 

゜
1 m 

l 暗黄色粘質微砂
2 暗黄褐灰色粘質微砂（炭・焼上粒多含）

3920 

。
1 Dem 

土堀402(第551・1134図）

調査区の北東部、竪穴住居119と重複するかたち

で検出できた。平面形は約150X 170cmの楕円形で、

深さは17cm残存していた。断面形は皿形で、埋士は

2層に分離でき、下層には炭や焼土粒を多く含んで

いた。遺物は少量の土器片が出土しており、時期は

弥・後. Iと考えている。竪穴住居119の柱穴と重

複していることや出士士器の時期などから竪穴住居

よりは古い土堀と考えられる。 （平井）

土堀403(第551・1135図）

調査区の北東部、竪穴住居119と重複するかたち

で検出できた。形状からは 2つの士城が切り合って

いるように考えられる。新段階の士堀は約llOX130 

cmの楕円形で、深さは25cm残存していた。底面はほ

ぼ平らで、埋土中には炭や焼士を少量含んでいた。

古段階の土壊は推定約100

X 160cmの楕円形で深さは34

cm残存していた。遺物は少戴

の土器片が出土している。時

期は弥・後・ Iで、竪穴住居

119よりは占い土壊である。

（平井）

土壊404(第551・1136図）

調査区の北東部、竪穴住届

120と重複するかたちで検出
第1134図 土 壊402(1/30)・出土遺物 (1/4)

できた。平面形は約lOOX120 

cmの隅丸方形で、深さは15cm

残存していた。遺物は少量の士器片が出土しており、時期は弥・後・ Iと考えている。出土土器から

は竪穴住届120と同時期ではあるが、竪穴住居に伴う土城かどうかは明確にならなかった。 （平井）

土壊405(第551・1137図）

調査区の北東部で竪穴住届119・120の南に位置する。平面形は不整方形を、断面形は箱形を呈する。

規模は、長さが89cm、幅は87cmで、深さが27cmを測る。図示しうる遺物はないものの出土した土器小

片からみて、この土城の時期は弥生時代後期の範疇にあると考えられる。 （弘田）

土堀406(第551・1138図）

調査区の北東部にあり、先の土城405の南に位置する。平面形は歪な長方形を、断面形は東側に低

く下がった箱形を呈する。規模は、長さが143cm、幅は84cmで、深さが23cmを測る。

図示しうる遺物はないものの出土した土器小片からみて、この土城の時期は弥生時代後期に属する

と考えられる。 （弘田）
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500叩

□戸

。
10cm 

1 暗褐灰色粘質微砂（炭・焼土粒少含）

2 黄褐灰色粘質微砂（炭・焼土粒少含）

3 暗褐灰色粘質土

4 黄褐灰色細砂混じり粘質土

゜
1 m 

第1135図 土堀403(1/30)・出土遺物 (1/4)

。
lm 

第1136図 土壊404(1/30)・出土遺物 (1/4)

510̀lm 

層土粘色褐暗

-

0

 

O
 

10cm 

1 暗黄褐灰色砂質土（炭・焼土粒含）

2 黄褐灰色砂質土

こ二：：二＝＝ニ：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：ニニこ二こ

510叩

翫
D 1 m 

第1137図土壊405(1/30) 第1138図土堀406(1/30) 
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土堀407(第551・1139図）

調査区の北東端近くにあり、土城406を切る土壊である。平面形は長楕円形を、断面形は箱形を呈

する。規模は、長さが107cmで、幅は 4cm、深さが34cmを測る。

この土堀の時期は、弥生時代後期に属すると考えられる。 （弘田）

土壊408(第551・1140図）

竪穴住居122の北に接して位置する土塀で、平面形が楕円形、断面形は椀形を呈する。規模は、長

さが78cm、幅は62cmで、深さが21cmを測る。

図示しうる遺物はないものの、士器の小片からみてこの土城の時期は後期と思われる。 （弘田）

土堀409(第551・1141図）

調査区の北東部、竪穴住居121の東約 3mに位置している。南東側が側溝に切られたが平面形は長

楕円形であったと考えられ、深さは24cm残存していた。断面形は逆台形で、下層には炭や焼土粒を多

く含んでいた。遺物は少量の士器片が出土しており、時期は弥・後・ Iである。 （平井）

土堀410(第551・1142図）

調査区の北東隅付近に位置する土城で、平面形が不整楕円形、断面形は椀形を呈する。規模は、長さ

が85cm、幅は60cmで、深さが38cmを測る。

図示しうる遺物はないものの、土器の小片からみてこの土漿の時期は後期と思われる。 （弘田）

520 cm 

暗黄褐色土

贔
゜

1 m 
I 

第1139図 土堀407(1/30) 

暗黄褐色粘質土

第1140図 土壊408(1/30) 

~ 
言—-7

3924 

: 
0 10cm 

_ 540 cm 

1 

3 ~ ~ ~;;::; 砂質土

0 1 m 3 暗黄灰色砂質土（炭・焼土粒多含）

第1141図 土壊409(1/30)・出土遺物 (1/4)
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暗黄褐色粘質土

第1142図土堀410(1/30) 
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土壊411 (第551・1143図）

調査区の北東隅に位置する土堀で、平面形は円形で、断面形は皿状を呈する。また、規模は、長さ

が84cm、幅は75cmで、深さが19cmを測る。

出土した甕の口縁部片3925からみてこの土堀の時期は、弥・後.Iである。 （弘田）

土壊412(第551・1144図）

調査区の北東部、竪穴住居123の北西約 3mに位置する。平面形は直径約260cmの不整円形で、深さ

は約20cm残存していた。壁は垂直にちかく立ち上がっており、底面はほぽ平らであった。中央部近く

の底面には炭と灰が散布していた。形状から竪穴住居の可能性が考えられるが明確ではなかった。遺

物が出土していないため時期は不明確ではあるが、弥・

後・皿 -IVの土器溜り 5と重複しており、この時期にち

かいと考えている。 （平井）

二`
ー

2
 

二ぞ
3925 

540cm 

賣-=,_,,,, ヽ=;,ヽヽヽ¥,,~ ヽL／ー、ク□量

。
1 m 

。
10cm 

゜
2m 

1 茶褐色粘質土

2 暗黄褐色粘質土

第1143図土壊411 (1/30)・出土遺物 (1/4)

1 淡灰褐色粘質微砂

2 炭十灰

第1144図土堀412(1/60) 

土壊413(第551・1145図）

調査区の北東部、竪穴住居123の北西約 2mに位置する。平面形は直径約70cmの不整円形で、深さ

は36cm残存していた。底面は西側が一段深くなっていた。遺物がほとんど出土していないが、時期は

弥生時代後期と考えている。 （平井）

土堀414(第551・1146図）

調査区の北東部、竪穴住居113の南約 2mに位置する。平面形は推定約40X50cmの不整長方形で、

深さは21cm残存していた。埋土は 2層に分離でき、底面はほぽ平らであった。遺物は少量の土器片が

出土しており、時期は弥・後・ Iと考えている。 （平井）

土堀415(第551・1147図）

調査区の北東部、竪穴住居125の北東約 lmに位置している。平面形は一辺約90cmの隅丸正方形で、

深さは30cm残存していた。断面形は椀形で、埋土は 2層に分離できた。遺物は少量の土器片が出土し

ており、時期は弥・後・ Iと考えている。 （平井）

土壊416(第551・1148図）

士堀415の南隣りに位置している。平面形は約80X90cmの不整楕円形で、深さは21cm残存していた。
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暗茶褐色土

第1149図土堀417(1/30) 

淡黄茶色微砂

第1150図土壊418(1/30) 

断面形は椀形で、埋士は 2層に分離できた。遺物は少量の士器片が出土しており、時期は弥・後・ I

と考えている。 （平井）

土堀417(第551・1149図）

土塀416の東2mに位置する。平面形は約lOOX110cmのヒョウタン形で、深さは12cm残存していた。
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断面形はJIIl形で、埋土は暗茶褐色士が1層のみであった。遺物は少量の土器片が出土しており、時期

は弥・後.Iと考えている。 （平井）

土壊418(第551・1150図）

調査区の北東部、竪穴住届123の東隣りに位置する。平面形は約llOX120cmの楕円形で、深さは14

cm残存していた。断面形は皿形で、埋土は淡黄茶色微砂が 1層のみであった。時期は弥生時代後期と

しか捉えられない。 （平井）

土堀419(第551・1151図）

土城418の東約 5mに位置する。平面形は約90X120cmの楕円形で、深さは15cm残存していた。断面

形は皿形で、埋土は分層できる可能性もあったが基本的には明黄灰褐色粘質土が 1層のみであった。

時期は弥生時代後期としかとらえられない。 （平井）

土壊420(第551・1152図）

士堀419の南約 5mに位置する。平面形は約90X100cmの楕円形で、深さは13cm残存していた。断面

形は皿形で、埋土は分層できる可能性があったが基本的には明灰褐色土が 1層のみであった。遺物は

少量の土器片が出土したのみであった。溝38を切っていることや出土土器から時期は弥・後 ・III---N

と考えている。 （平井）

土壊421 (第551・1153図）

士堀420の南隣りに位置する。平面形は約60X90cmの楕円形で、深さは 9cm残存していたのみである。

断面形は皿形である。下層には暗灰褐色土が堆積していたが、上面に焼士、炭があり、炉跡として使

用されたのかもしれない。遺物はほとんど出土しておらず、時期は弥生時代後期としか捉えられなか

った。
ー （平井）

土壊422(第551・1154図）

調査区の東端あたりで竪穴住居12Gから東へ 3mほど離れた所に位置する土壊である。平面形は不

整楕円形を呈し、断面形では長軸の北東方向にむかって底面が緩やかに下がった浅い椀状を呈する。

規模は、長さが123cm、幅は73cmで、深さが31cmを測る。埋土は 2層に分けられ、うち上層では焼土

や炭が多くが認められた。

出土した甕の口縁部片3929は、短い「く」の字状の口縁で端部は上方に拡張し、その外面には 2条

の凹線がみられる。これからみてこの土堀の時期は、弥・後・ Iである。 （弘田）

土塘423(第551・1155図）

さきの土堀422のすぐ東に接して位置する土城である。平面形は不整楕円形を呈し、底面は平坦で

断面形は浅い皿状である。規模は、長さが192cmで、幅は146cm、深さが17cmを測る。

出士遺物には図示できるものはないが、この土城の時期は弥生時代後期と考えられる。 （弘田）

土堀424(第551・1156図）

調査区の東端あたりのDa609区にあり竪穴住届126の南に接して位置する。古墳時代の河道 5によ

って大半が削平されておりごく一部が検出できたにすぎない。そのために本来の平面形状は不明で、

規模も深さ45cm以外は不明である。ただし、残存状況から判断するとかなり大形の土城もしくは竪穴

住居の可能性も考えられる。

図示しうるほどの顕著な遺物は出土していないものの、この士堀の時期は弥生後期の範疇にあると

考えられる。 （弘田）

-726-



第 3節角田調査区

540cm 

言 冒□
。

lm 

明黄灰褐色粘質土

第1151図土堀419(1/30) 

55D an 

量 二三 3928 

。
1 m 

。
10cm 

明灰褐色土

第1152図 土壊420(1/30)・出土遺物 (1/4)

＼
 

550 cm 

攣
。

lm 

l 焼土・炭

2 暗灰褐色士

第1153図土壊421 (1/30) 

540 cm 

~\ 
3929 

。
10cm 

゜
1 m 

1 賠灰褐色粘質砂（焼土塊•炭多含）

2 暗黄褐色粘質砂

第1154図 土壊422(1/30)・出土遺物 (1/4)

＼
 

540an 

~~ 
0 lm 

明茶褐色土（上而に焼土）

第1155図土壊423(1/30) 

＇ 

520 cm 

゜
1 m 

1 灰褐色粘質土

2 暗灰褐色粘質微砂

3 灰褐色粘質微砂

第1156図土壊424(1/30) 

-727-



第 3章高塚遺跡

(7)溝

溝38(第551・1157-----1161図）

調査区の東端部において検出した溝である。幅2.5-3.5m前後で、深さは検出面から約60cm残存し

ていた。調査区内では北東から南西方向に少し蛇行しながら掘削されている。検出できた長さは約30

mであった。

北側部分の断面観察では掘り直しが行われていると理解でき、掘り直し後の断面形はV字形にちか

いと判断できる（たとえばA断面）。 B断面では明確ではないが同じように掘り直しを想定すること

ができよう。また掘り直し以前の断面形状についても V字形にちかいと推定することができる。

埋土は 5-7層に分離できており、灰色～褐色系統の砂質土や粘質土が堆積していた。埋土からは

水路として機能していたかどうかはわからなかった。「環濠」の可能性も考えられる。

底の高さは海抜4.6-4.7mで、南に向かってわずかではあるが低くなっていた。

河道 5との関係については、河道 5より南では溝は検出できなかった。また出土土器の比較では両

者に大きな時期的隔たりは認めがたい。したがって溝38と河道 5は同時期に存在、機能していたと考

えることもできるが、河道 5の検出状況が古い竪穴住居を壊すなど集落の形成されている微高地を挟

るように流れていると考えられることから、本来溝38は南西部分にも続いていたのが河道 5によって

挟られた（切られた）ものと理解しておきたい。

遺物は埋士中から士器がまとまって出土した。土器はA断面の 3層にあたる掘り直し後の最下層か

らの出士が最も多かった。

3930-3934は長頸壺である。 3930と3932の頸部外面には縦のハケメののちに 2本単位の沈線が螺旋

状に施され、肩部には刺突文が巡らされている。 3933の頸部外面には沈線が施されているが磨滅のた

め不鮮明である。 3936は直口壺と考えているが肩部には煤が付着しており、底部には穴が穿たれてい

る。 3938~3960は甕と考えている。 3938·3939は口唇部の形状や内面ヘラケズリからほかの土器群よ

り古い時期のものと考えられる。 3940-----3956は口唇部をわずかに上方や上下に拡張しており、内面は

ヘラケズリが頸部近くまで施されている。また体部外面はハケメ調整のみである点で共通しており、

底部近くは簿く仕上げられ、しっかりした平底の名残りをとどめている点が特徴的である。 3957・

,; 

A-

l 暗黄灰褐色土

2 灰褐色粘質土

3 暗灰褐色粘質土

530 cm A . 

゜
4 茶灰褐色土

5 暗茶灰褐色土

6 暗褐色土

530cm e・ 

• 瓢□曇
2m 

7 灰褐色土

8 暗灰褐色土

9 暗黄褐色土

10 暗灰色粘質士

11 暗灰色砂（炭含）

12 暗黄灰色土
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第1160図溝38出土遺物③ (1/4) 
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3959・3960は体部外面がヘラミガキで仕上げられている点がほかと異なっている。 3961---3963は鉢で体

部内外面にはヘラミガキが施されている。 3964---3968は高杯、 3969は台付直口壺で、いずれも短脚で

ある。 3972は器台で、脚部には透かし穴が二段にわたって 4個ずつ穿たれている。これらの土器の時期

は弥・後 ・filと考えている。 （平井）

3964 

3965 
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3966 

3967 
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゜3972 

第1161図 溝38出土遺物④ (1/4) 
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(8)土器溜り

土器溜り 1 (第548・1162--1172図、図版133)

Cf 507区で検出した土器溜りである。弥生時代遺構配置図を作成してみると、遺構のほとんどな

い部分が存在している。地形は低いわけでもない。ただ弥生時代には広場となっていたものらしい。

ここに土器を大量に山のように廃棄していたのである。その範囲は、破線で表わしているように、三

角形を呈している。一辺約 6mである。

出士した土器を復元してみると実測できるものが131点あった。器種は、長頸壼、壼、直口壼、台付

壼、甕、高杯、鉢、台付鉢、器台、製塩土器などがある。 3973-----3990は長頸壺である。 3973は、口縁

端面に 4条の沈線と刻み目、長頸部の15条の沈線とハケメ、体部外面のハケメ後ヘラミガキ、体部内

面のヘラケズリが見られる。 3974は長頸部の16条の沈線の下に刺突文がある。 3975は口縁部に波状文

を付け、沈線下に刺突文を施す。 3978は、口縁部に鋸歯文、長頸部中央に横「ハ」の字形の刺突文を

付けている。 3979は口径22.8cm、底径9.0cm、器高43.8cmと全形を測ることができる。 3981の刺突文

は竹管による。 3982は刻み目、鋸歯文、竹管文、沈線文などの装飾が施されている。 3990は竹管文が

肩にも付けられている。 3991は直口壼で口径は9.6cmである。 3993は小形の壼で、口径7.5cm、底径5.2

cm、器高9.6cmである。 3995はほとんど完形品である。 3996は台付直口壼で、器表面を丁寧にヘラミ

ガキしている。脚にある透かし孔は丸く、 4個穿たれている。口径6.2cm、底径13.0cm、器高13.8cmで

ある。 3997は台付壼であるが、台が欠損している。 3998は小形台付鉢と考えられる。 3999--4001は鉢

であろう。 3999の口径は10.4cmである。 4000の口径は10.2cmである。 4001の口径は12.2cmである。この

鉢にば煤が付着している。 4002の壼は鋸歯文をもつ。 4006の壼は、口径18.2cm、底径10.0cm、器高

25.2cmである。 4007の壼には煤が付着している。 4008----401 0は壼でも甕でもどちらでもよい器形であ

る。 4012-----4036は甕であろう。 4020の甕は、口径16.4cm、底径8.5cm、器高22.4cmである。 4031-----4036 

の甕は、単純な外反する口縁部をもつ。 4036の小形の甕はほぼ完形で、口径8.4cm、底径4.2cm、器高

11.3cmである。 4037--4065は高杯である。 4048はほぽ完形で、口径18.5cm、底径12.0cm、器高12.3cmで

ある。 4066-----4070は大形の鉢である。 4066は、口径44.3cm、底径12.0cm、器高20.7cmである。 4071----

4077は小形の鉢である。 4080--4082は台付鉢で、 4098--4103は製塩土器のラッパ底である。

この遺構の時期は、士器から見て、弥・後.II --旧であろう。 （浅倉）

土器溜り 2 (第548・1172図）

竪穴住居52の北側と東側で検出した士器溜りである。長さ350cm、幅100cmの範囲であった。弥生土

器は、 16点が実測できた。壼、甕、高杯、鉢がある。

この遺構の時期は、弥・後・ I-----IIであろう。 （浅倉）

土器溜り 3 (第548・1173図）

竪穴住居63と66の北側で検出した土器溜りである。長さ550cm、幅100cmの範囲であった。弥生土器

は、 10点が実測できた。壼、甕、高杯、鉢がある。 4126の鉢は、丁寧なヘラミガキされた赤い士器で

ある。 4127の鉢は、完形品で、古代の高台付ぎ椀のような士器である。 4128の鉢は、中形品であり、

やや深い器形である。

この遺構の時期は、弥・後・旧であろう。 （浅倉）
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土器溜り 4 (第550・1174----1180図）

Ci 6 05区を中心に径約10mの範囲に形成された土器溜りで、溜り内は古代以降と思われる数個の

柱穴によって切られ、また、南東部を古墳時代住居によって一部削平を受けていた。溜りには暗茶褐

色粘質士に混じって土器が出土しており、特に多く出土した中央付近で厚さ約20cmを測る。

遺物の総数はコンテナにして45箱で、その内訳は壺32個、甕119個、高杯77個、器台 3個、鉢41個

の272個体以上である。器種別には壺約11%、甕約44%、高杯約28%、器台 1%、鉢約15%を占め、圧

倒的に甕の比率が高く、高杯がこれに続く。鉢は小形のものが大半を占めた。

壺は長頸壺4130----4139、広□壺4141・4142、形態が甕に似る4143----.,4148などがあり、小形の壺4149、

直口壺などがある。長頸壺は口縁端部が斜め外方に引き出され、刻み目が巡る古い様相の4130から、

強いナデよって口縁端部に凹部を形成する4132、上下に拡張する4138などがある。 4139の頸部にはヘ

ラ状工具による木葉状の線刻がなされている。大形の壺4141----4148は口縁端部がいずれも拡張して立

ち上がる。小形の壺4149は緩く外反する口縁に、端部を丸くおさめている。直口壺は口縁端部に浅い

凹線を施す4150・4154や、台が付く 4154・4155などがあり、 4153の底部は丸い。甕は口縁端部を肥厚

させるものから拡張させるものまで様々であるが、前者は小形なものに多い。甕4198は口縁部が「く」
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。
10cm 
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第1174図土器溜り 4出土遺物① (1/4) 
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4139 4140 

4145 

4141 

4146 

4143 
4147 

4144 4148 

4151 

4150 

4149 

0 10cm 

4153 4154 
4155 

第1175図土器溜り 4出土遺物② (1/4) 

-746-



第 3節角田調査区

，
 

一ロ
6
 

• 
ぃ

5、41

ヽ
¥
 

？
 ー＿—＼□9

4167 

O 10cm 

-747-



第 3章 高 塚 遺 跡

状に外反し、端部はわずかに上方に摘み出している。外面はタタキ調整がなされ、内面はナデている。

高杯4199~4209はいずれも口縁が外反し、短脚をもつ。高杯4210~4217は椀状を呈し、口縁が直立気

味に立ち上がるもので、 4212・4217は凹線状のヨコナデが巡る。器台4218は狭い筒部から口縁は屈曲

して開き、端部は上下に拡張し、やや内傾して立ち上がる。拡張面には扇形文および鋸歯文を巡らせ、

器台受け部にはヘラミガキの後、ヘラ状工具による線刻がなされている。 3条が単位と思われる直弧

4184 

4191 

4192 

4193 

4194 

¥
 

4196 

4197 

4198 

D
 

10cm 

4195 

第1177図土器溜り 4出土遺物④ (1/4) 
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第1179図土器溜り 4出土遺物⑥ (1/4 
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4253 

0 10cm 

第1180図 土 器溜り 4出土遺物⑦ (1/4) 
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文状の線刻で、右側約半分は器表面の磨滅が著しく明瞭ではない。鉢は小形の4221~4249 と大形の

4250-----4253があり、小形のものには台が付くもの、浅くボウル状を呈すもの、形態的には甕に似るも

のなどバラエティーが多い。

以上、出土した土器群はやや古い様相のもあるものの、おおむね弥・後・皿の特徴を示していた。

また、土器溜りはほかの弥生時代遺構との重複は確認されず、この期を通じて土器廃棄場所として機

能を果たしていたものと考えられる。 （江見）

土器溜り 5 (第551・1181・1182図）

調査区でも東端部中央あたりのDa609区に位置する。この土器溜りは弥生後期に属する土城412の

上部にあり、土城よりは40cmほど上部において検出され、 3X4mの範囲にわたって土器片が集中し

てみられた。

出士した土器類には壺、甕、鉢がある。壼では、長頸で二重口縁をもち内外面に丁寧なヘラミガキ

を施す4255と、短く内傾する頸部に二重口縁をもつ4256・4257がある。 4256では上方に立つ口縁部の

外面には凹線を施す。 4257は上方で肩の張る卵形の体部をなし、頸部には 5条の沈線と肩部には刺突

文がみられる。

甕では口縁部を短く上方につまみあげるもの、上方に強く立ち上がるもの、「く」の字状を呈するも

のがある。このうち4265・4266・4270・4271では上部に強く立ち上がる D縁部外面に数条の凹線が施

こ ニ
4254 

。
10cm 

4258 
4259 

第1181図土器溜り 5出土遺物① (1/4) 
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4263 

4272 

4273 

D
 

10cm 

口ー／

~ 

三 7
4279 

4275 4276 

第1182図 土器溜り 5出土遺物② (1/4) 

されており古墳時代の吉備型甕の系譜につながる。さらに楕円形の体部に短く立つ口縁部をもち、外

面にはタタキ後ハケ、内面はハケ調整を施す。

鉢では椀形の体部に短い台がつく 4276と口縁部が外反する4280がある。そのほかでは口縁部片

4254が小型器台の可能性がある。

-753-



第 3章高塚遺跡

この土器溜り自体は後世に弥生土器包含層を削平することによって形成されたと思われる。これら

の士器群の示す時期は、弥・後 ・Nである。 （弘田）

(9)河道

河道 4 (第551・1183図）

調査区の東端部において断面図に示したような南東部に下がる肩口を確認することができている。

肩口は微高地を挟るように北東から南西方向に走っており、微砂• 細砂が厚く堆積していた。南西部

分は河道 5が切っているように検出でき、時期差を想定している。遺物はほとんど出土しなかったが、

河道 5より古いことから弥・後・旧より古く、弥・後・ I頃ではないかと推測している。 （平井）

6 

----—--------
----"'一・一"'―•• ―--・・・・-----—•'一

l 暗黄緑色粘質土 4 黄灰褐色粘質微砂
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3 暗灰色枡砂混じり砂質土 6 暗橙黄色微砂•細砂
。

2m 

4283 
4284 

4285 

。
10cm 

4286 

4288 

4289 

第1183図河道4 (1/60)• 河道 5出土遺物 (1/4)
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第 3章高塚遺跡

河道5 (第551・1183・1184図）

調査区の南東部において東西方向に検出した。微高地から南側に下がる肩口のみを確認することが

できている。第1185図C断面図の13---15層、 D断面図の18---20層、 E断面図の 9----12層が河道 5の堆

積層に相当し、集落の存在する微高地を挟っているように観察できた。南側には古墳時代、古代、中

世段階の河道堆積層が認められるため、河道の幅は確認できていない。遺物は少醤の土器片を採集す

ることができ、時期的には弥・後・皿---IV期のものが最も新しかった。 （平井）

(1 O)柱穴

調査区からは弥生時代に伴うと思われる柱穴が多数検出されている。しかしながら、建物として確

認できないものの柱穴内から比較的多くの土器片が出土するもの、あるいは完形のものなどがある。

柱穴33からは弥・ 後・ Iに遡る甕4292もあるが、壺4290や高杯4297など弥・後・皿の様相を示すも

のが出士しており、柱穴34・35からは弥・後.Iの甕および高杯が出土している。

柱穴36-42はおおむね弥・後.IIIの範疇に人るもので、長頸壺4307の作りは雑で稚拙である。柱穴

43・44は弥・後.Iの範疇で、後者の口縁部にはいずれも凹線が巡る。

柱穴45---47はおおむね弥・後・川のもので、甕4324はほぽ完形である。口縁は「く」字状に大きく

開き、端部は内傾気味に立ち上がり、下端は摘み出されている。拡張面には 5条の凹線が巡る。底部

は穿孔され、後に甑として利用されたものと思われ、器表面は全体に煤が付着している。甕4325は拡

張する口縁に胴部との屈曲部はあまり締まらず、倒卵形の長銅に続き上げ底気味の平底に達する。高

杯4328の口縁には凹線が巡る。

柱穴48の甕4332は内面の肩部付近まで押圧成形痕が残り、弥・後・ rまで遡りうるものの、高杯4333

は弥・後.IIの前半まで下りそうである。

柱穴49-52は同じく弥生時代後期前半に遡る資料で、柱穴49の甕はいずれも完形である。 4334のロ

縁は緩く開き端部を上方へ摘み出している。胴部は倒卵形を呈し、張った肩部から内湾気味に下半に

三 「―― 斤 1/il!¥↓二／＝一囮
4291 

4292 

4290 

~ ＼＼峰
4295 

゜
10cm 

4296 

二4293 □《
4294 

二
4297 4298 

柱穴33

／
 

/-二4301 

。
1 Dem 

4300 柱穴34

第1185図柱穴33• 34出土遺物 (1/4)
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4334 
4336 

4337 

柱穴50

4338 

ID 
4335 

柱穴49

D
 

10cm 

4339 

柱穴51

第1188図柱穴49-51出土遺物 (1/4)

向かい、底部は逆反りし平底に至る。口縁端部にはクシ状工具によるヨコナデがなされている。 4335

は口縁端部が上方に拡張し、胴部は長胴ながら緩く内湾して平底へと達している。口縁拡張面には上

記同様にヨコナデによる条線が認められる。

柱穴53~59は弥ー・後・皿を中心とするもので、柱穴58·59の鉢4350·4351 はこの形態のものとして

は比較的大形に属す。高杯4沖lは柱穴60の4352とほぼ同様の形態を示し、弥・後.IIの範疇である。

柱穴61の4353は装飾付き高杯の破片と思われるもので、作りはシャープである。口縁外面に鋸歯文

を巡らせ、内側は放射線状にヘラミガキを施した後に鋸歯文および2条の波状文を、端面に 2個 l対

の刺突文を巡らせてる。

柱穴62の4354は口縁部を凹線文が巡る弥・後.Iの大形鉢である。

柱穴63~66はおおむね弥・後・川を中心としたもので、柱穴67~70は弥生時代後期前半代を示す遺

物で、柱穴67の製塩土器4362は脚端部に面をもち肥厚する。柱穴70の台付鉢は緩く内湾気味に開く体

部に、口縁端部はわずかながら上部へ摘み出し面をもつ。脚部は緩く開き、端部は肥厚するもので弥
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第 3章高塚遺跡

生時代中期の様相を残すものである。

柱穴71・72は弥・後 ・III----IVにかけてのものである。柱穴73・74は後期後半のもので高杯4370は前

出の4352などと同様に口縁が直立気味に外傾して立ち上がり、さらに屈曲して大きく斜め外方に延び

る。脚部は細く、緩くカーブを描きながら広がり、肥厚する端部に達する。脚部には上下2個の円孔

が3か所に穿たれており、弥・後.Ilの好資料である。
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第1189図 柱穴52-61出土遺物 (1/4)
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(11)遺構に伴わない遺物（第1191--1201図、図版134・164・166・167)

4372 ---4375は調査区でもっとも古く遡る遺物でもある前期の甕である。ほかに一次調在でも出上し

ているがいずれも同様の口縁部下に多条の沈線を巡らせるもので、口縁部はほぼ水平に折れ曲がり、

端部には刻み目が巡る。沈線は比較的浅く、細い。 4374の沈線下には刺突文が巡る。 4375の内外面に

は押圧痕跡が認められ、その後ハケ調整している。

長頸壺と思われる4376は口縁が緩く開き、端部は肥厚し、上部に凹線が巡る。頸部はハケ調整の後、

沈線が巡る。壺4377の口縁上面にはヘラ状工具による線刻が描かれている。

4378---4380は長頸壺で、中葉から後半にかけてのもので、 4380の頸部下端には断面方形の突帯が付

され、上面には刺突が巡らされる。壺4381---4384は弥・後 ・ill--Nにかけてのもので、 4382-4384の

口縁拡張部には円弧文、鋸歯文、波状文などが施されている。

4386・4387は弥・後.Iの短頸壺と思われ、口縁部が鋭く外反し水平方向に引き出している。

4388は燈色を呈し、胎土に砂粒をほとんど含まないもので、頸部に 3条の貼付突帯を付し、クシガ

キ沈線下はクシ状工具による刺突文およぴ波状文を繰り返し巡らせている。

4390---4394は台付直口壺で、 4392は弥・後.IIに遡る可能性があるが、ほかは後半のものであろう。

4395の甕は口縁が緩く外反し、屈曲して斜め上方に立ち上がる。県北ないし山陰からの搬入と思わ

れる。甕4397・4398・4400・4405・4406・4408---4410は弥・後・ I期の、ほかは弥・後皿---Nにかけ

てのものと思われる。内外面ハケ調整痕を顕著に残す4407は九州方面からの搬入品であろうか。

高杯4411---4413は後期前半のもので、 4412・4413は浅い杯部に口縁が斜め外方に立ち上がる。脚部

は「ハ」字状に開き、 4412の端部は肥厚している。いずれも脚部には 3か所に円孔が穿たれ、杯部中

央は円盤充填によっている。弥・後.IIの前半を示すものである。 4416は外反する口縁のあり方から

弥・後・皿の範疇のものと思われるが、脚柱部がなく、杯部下から「ハ」字状に開く。 4414・4415・

4417などは弥・後 ・Nの特徴を示し、 4423の大形のものは弥・後・皿に遡るものが多い。

鉢4431は体部が斜め外方に延び口縁端部は丸くおさめている。 4432は口縁端部に面をもち、口縁下

I 

. <
I 

4372 

〗~菩·' 4375 

4373 ゜
!Dan 

り
二

4374 4377 

第1191図 遺構に伴わない遺物（弥生時代）① (1/4) 
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第1192図 遺構に伴わない遺物（弥生時代）② (1/4) 
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第1193図 遺構に伴わない遺物（弥生時代）③ (1/4) 
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4407 

D 10cm 

第1194図 遺構に伴わない遺物（弥生時代）④ (1/4) 
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に凹線が巡る。いずれも後期前半に遡るものと思われる。 4424----4428は椀形を呈すもので口径に対し

比較的深く、弥・後 ・I¥Tの範疇のものか。 4442の台付鉢には円孔が穿たれている。 4446・4447は後世

の混入の可能性もある。

器台4451は筒部から緩やかに大きく開く口縁に、端部は内傾気味に立ち上がり、上下に拡張させる。

口縁上端は面をもち、下端は丸くおさめる。拡張面には 6条の凹線を巡らせ、その上から鋸歯文を配

している。緩くカープする筒部は大きく「ハ」字状に開いて端部は肥厚し、凹部を形成する。筒部に

は3か所に沈線を巡らせ、裾部には凹線が巡る。また、上下 2か所、 4方向に長方形の透かしが開け

られている。 4452は前者に比べやや器高が高く、透かしも円孔で、前者に比べやや古い様相をもつも

4411 

4414 

4415 
4413 

4419 
4421 

4422 

4417 

。

第1195図 遺構に伴わない遺物（弥生時代）⑤ (1/4) 
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第1196図 遺構に伴わない遺物（弥生時代）⑥ (1/4) 

ののいずれも後期前半と思われる。

製塩上器4462---4470は外面に縦方向のヘラケズリが顕著で、脚端に面を持つものが多い。また、粘

土を充填して底部を形成しており、弥・後・ I-----Ilにかけての特徴をもつものである。

石製品は太型蛤刃石斧S157をはじめ、砥石S158---160、石錐S161---163、石鏃S164 ----166、石包

丁S167-171・173・176、スクレーパー S175・178、楔S174などが出土している。 S158は身部上面

が滑らかで、石斧が折れた後に磨石として利用されている。 S160は砂岩製で、 5面の使用痕が認め

られ、上面には縦方向の細く浅いくぽみが確認された。 S164-----166はいずれも有茎式で、 1.9-3.5g 

を羅る。石包丁S167・170は器表面がよく磨かれている。 S174は粘板岩製で、石包丁の未製品か。

楔 S174は上部および左側が敲打され、下部および右側に刃が付く。なお、石錐?S156は堆積層から

弥生時代と判断したが、古墳時代に下る可能性もある。
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第1197図 遺構に伴わない遺物（弥生時代）⑦ (1/4) 
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第1198図 遺構に伴わない遺物（弥生時代）⑧ (1/4) 
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第1199図 遺構に伴わない遺物（弥生時代）⑨ (1/2,1/3) 

金属製品は鋼鏃M161・162、鉄鏃M163、銅鐸片M165などが出土している。銅鐸は前述の竪穴住居

67の埋没後に掘り込まれた中世の柱穴から出土したものである。 M165は鐸身の一部で、上下を区画

する 2本の突線と、縦方向の突線 1本およびその右側に 2本目が辛うじて確認される。鐸身中央部の

破片と推定され、銅鐸は近畿式の 6区画袈裟欅文銅鐸の破片ではないかと思われる。

なお、釘M164は弥生時代遺物包含層からの出士であるが混入の可能性が高い。

土製品は土錘C158・159、土玉C160、紡錘車C161 ----166、把手付椀C166などがあるが、土玉は古

墳時代に入る可能性がある。 （江見）
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第1200図 遺構に伴わない遺物（弥生時代）⑩ (1/2) 
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第 3節角111,i1ft1メ：

3 古培時代の逍構と逍物

(1)概要

調N区の古墳時代の遺構は、南北を河道にはさまれた微邸地卜の中央部より東に多く、西'f.部では

やや薄くなる 内訳は竪穴住居66軒、掘立柱建物 l棟、 t城 7桔、溝 4条、河泊 2条、柱穴などがあ

る なかでも竪穴ft居は前期に属するもの 5軒、中期に属するもの51軒、後期に属するもの10軒と圧

倒的に中期の住居が多く、また調介地内にまんべんなく広がるのに対して前期の仕居は西半部に、後期

の住届は東半に片窃る傾向にある そのうち中・後期では大平が造り付けのカマドをもち、なかには

小刑で平面形が長方形を星する住屈やコーナ一部分にカマドを付設した1主届もある

出 t遺物には須恵器、 t師器などのt器類、鉄製股工具、耳｝はなど金属器、 日類、石製模造品や砥

石などの石器、羽Il、t錘、獣形などの t製品、鉄滓がある とりわけ河道出 tの刻骨、 1主屈跡から

括 出tした韓式系 t器や初期珈ど器、還元焔焼成の土師器、煩恵器形態の t師器など中期を中心と

した追物に注目すべきものがある （弘田）

作業風景 （西から）

写真11 角田調査区竪穴住居

132の遺物出土状況 （東から ）
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第 3節角田調査区

(2)竪穴住居

竪穴住居127(第1203・1207図、図版52)

Cg 508区で検出した方形の竪穴住居である。規模は、長さ431cm、幅417cm、深さ 9cmを測ること

ができる。長軸の向きは、 N-24°-Eである。床面積は、 17.0面になる。床面の標高は、 561cmであ

る。主柱穴は 4本で、柱間は171-225cmを測る。中央穴と考えられる長方形の浅い掘り込みが検出さ

れている。また、北の壁中央部に浅い溝状のくぽみが認められるが、カマドの残痕の可能性もある。

遺物は、 2点出上している。 4471は、製塩土器の口縁部である。外面には平行タタキが上部に施され

ている。 4472は、土師器の甑の把手である。

遺構や遺物の観察から、この住居の使用された時期は、古墳時代後期であろう。 （浅倉）

彎 ーロ
岳
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竪穴住居128(第1203・1208・1209図、

図版52)

Cf 5 09区の南端で検出した方形の竪

A 穴住居である。北の一部は現用水路土手

のため調査できなかった。規模は、長さ

480cm、幅417cm、深さ45cmを測ることが

できる。長軸の向きは、 N-20°-Eであ

る。床面積は、 19.2面になる。床面の標

高は、 523cmである。主柱穴は 4本で、

柱間は245--260cmを測る。中央穴と考え

られる楕円形士城とカマドの残痕らしき

焼けた部分を検出している。

遺物は、土師器を 2点採集している。

4473は、高杯で、口縁端部と脚裾部を欠

A—— 590cm 
I{ 

“ g- -8' 4471 

． 
c- -c・ 

量 ゜
2m 

4472曇
。

10cm 

第1207図竪穴住居127(1/60)・出土遺物 (1/4)
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損している。 4474は、甑で底部を欠いている。

遺構や遺物の観察から、この住居の使用された時期は、古墳時代中期であろう。

竪穴住居129(第1203・1210図、図版52)

Cf509区で検出した方形の竪穴住居である。竪穴住居128の上層遺構になる。規模は、長さ410cm、

（浅倉）

J
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l 暗褐色微砂土

2 暗灰褐色微砂土（粘土含）

3 黒灰褐色粘質土

。
2m 

第1208図竪穴住居128(1/60) 
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第3節角田調査区

幅328cm、深さ22cmを測ることができる。長軸の向きは、 N-65°-Wである。床面積は、 13.0m勺こな

る。床面の標高は、 549cmである。主柱穴はない。焼土面が 1か所認められることから、火事に遭っ

たものであろう。

遺物は、 2点の土師器が出士している。 4475は、高杯の杯部である。口縁端部にわずかに外反する

癖を持っている。口径は、 15.2cmを測る。 4476は、高杯の脚部である。 4475と同一個体の可能性があ

るが、接合できる部分が見つからなかった。底径は、 13.6cmである。

遺構や遺物の観察から、この住居の使用された時期は、古墳時代中期であろう。 （浅倉）

4473 

10cm 

4474 

゜第1209図竪穴住居128出土遺物 (1/4)
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第1210図竪穴住居129(1/60)・出土遺物 (1/4)
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疇~
／
 

゜
10tm 

ー／
4486 

ミ~/ 4488 

第1212図竪穴住居130出土遺物② (1/4) 

4487 三凸ロ
竪穴住居130(第1203・1211・1212圏、図版53・137)

Cg 509区で検出した方形の竪穴住居である。竪穴住居128の南 3m離れている。規模は、長さ522

cm、幅520cm、深さ18cmを測ることができる。長軸の向きは、 N-41°-Wである。床面積は、 25.4m2

になる。床面の標高は、 556cmである。主柱穴は 4本存在する。焼上面が 1か所認められることから、

火事に遭ったものであろう。

遺物は、 14点の土師器が出土している。 4477は、全形の推定できる甕である。口縁端部がわずかに

外反する癖を持っている。底部は丸い。口径は24.5cm、器高は27.0cmを測る。 4478・4479は、甕のロ

縁部である。口径は、 19.8cm・18.6cmである。 4480は、口径18.4cmの二重口縁壼である。 4481は、口径

16.5cmの二重口縁壼である。 4482の二重口縁壼は、口縁外面に弧文で飾っている。 4483は、小形壼で

ある。 4484は、完形の高杯で、口径14.2cm、底径13.0cm、器高13.4cm を測る。 4485~4487は、高杯で

ある。 4488~4490は、製塩土器であろう。

遺構や遺物の観察から、この住居の使用された時期は、古• 中.IIであろう。 （浅倉）

竪穴住居131 (第1203・1213図）

Ci 507区で検出した方形の竪穴住居である。調究区外に半分が残っている。規模は、長さ300cm、

幅154cm、深さ32cmを測ることができる。床面積は、 3.4面になる。床面の標高は、 565cmである。主

柱穴はない。焼土面も見えない。壁体溝もない。

遺物は、 1点の須恵器が出土している。 4491は、杯蓋で、口径は17.2cmを測る。

遺構や遺物の観察から、この住居の使用された時期は、古・後.IIであろう。 （浅倉）

竪穴住居132(第1203·1214~1217図、図版53·137----139) 

Ch 507区で検出した長方形の小形竪穴住居である。規模は、長さ396cm、幅322cm、深さ40cmを測

ることができる。長軸の向きはN-39°-Wである。床面積は、 12.7面になる。床面の標高は、 534cm

である。主柱穴はない。焼土面も見えない。壁体溝は、南のコーナ一部分を除いて全周巡っている。
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第 3章高塚遺跡

そのコーナーには造り付けのカマドが検出できた。カマドの中と周辺には土器が潰れた状態で発掘で

きた。何らかの災害に遭って緊急に脱出したものであろう。

遺物は、 2点の石器と22点の土器が出土している。 S33は、ヒン岩製の石皿である。 S34は、流紋

岩製の砥石である。 4492~4509·4512·4513は、土師器あるいは軟質土器である。 4492は、完形で、

外反する口縁部はわずかに段を持ち、端部は角張る。口径14.8cm、器高24.1cmの丸底の壼である。

4493・4494も完形の壺である。 4496は、前の壼と比較すると、器表面は粗いハケメである以上に手触

＼
 

~ ニ~
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l 灰黄色微砂

2 暗灰黄色微砂

゜
2m 

第1213図竪穴住居131 (1/60)~ 出土遣物 (1/4) 
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第1214図竪穴住居132 (1/60)• 出土遺物① (1/6) 
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第 3章高塚遺跡

りがごつごつしている。 4497は、胴の長い甕で、格子目のタタキが丸底の外面に至るまで施されてい

る。内面は指頭ナデしている。韓式系士器と呼ばれるものである。完形に復元できた。口径は17.0cm、

器高は34.0cm を測る。 4498は、ほぽ完形の小形丸底壼で、口径11.8cm、器高17.4cmある。 4499~4501

は、ぼてぼてした幼稚な作りの甕である。それに比べて4507は、丁寧な作りの小形丸底壼の完形品で

ある。 4502~4506は、高杯である。 4504は、ほぼ完形で、口径16.1cm、底径11.1cm、器高12.4cmある。

4508・4504は、粗い作りの鉢である。 4510は、セピア色を呈した陶質士器の甕腹である。 4511は初期

須恵器か陶質士器の杯蓋の破片で、この住居の時期決定の資料として極めて貴重な土器である。 4512

の甑は、丸い孔を 1プラス 6個穿つ。 4513の甑は、把手にヘラで穴をあける特徴がある。

遺構や遺物の観察から、この住居の使用された時期は、古• 中・ Iであろう。 （浅倉）
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4512 

D 10cm 一 4513 

第1217図竪穴住居132出土遺物④ (1/6) 

竪穴住居133(第1203・1218図）

第3節角田調査区

Ci 5 07区の北都で検出した方形の竪穴住居である。規模は、長さ547cm、幅352cm、深さ 6cmを測

ることができる。床面積は、 26.5面になる。床面の標高は、 570cmである。主柱穴はない。焼士面も

見えない。壁体溝は、西壁中央部分を除いて全周巡っている。その部分には造り付けのカマドの残痕

が検出できた。竪穴住居132を切っていたように記憶している。

遺物は、士師器4点と管状土錘が出土している。 C167の管状土錘は、長さ80mm、厚さ42mmある。

4514・4515は、口縁端部が立ち上がる甕で、 4516は外反する甕である。 4517は高杯である。

遺構や遺物の観察からこの遺構の時期は、古墳時代中期～後期であろう。 （浅倉）

竪穴住居134(第1203・1219図）

Ci 508区の北部で検出した方形の竪穴住居である。竪穴住居133から最短で lm東に離れている。

2軒の重複がみられる。下層の a住居の規模は、長さ480cm、幅428cm、深さ20cmを測ることができる。

床面積は、 20.5m汀こなる。床面の標高は、 546cmである。主柱穴は 4本で、 3本を確認している。上

層の b住居の規模は、長さ475cm、幅450cm、深さ20cmを測ることができる。床面積は、 20.5面になる。

床面の標高は、 546cmである。主柱穴は 4本で、 2本を確認した。

遺物は、士師器4点が出土している。 4518は外反する口縁部を持つ甕である。二重□縁の残影が見

られる。体部外面は粗いハケメ、内面はヘラケズリしている。 4519は高杯の脚部である。底径は12.4
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第 3章高塚追跡

cmである。丸い透かし孔は、

cmで、 4521は16.8cmを測る。

4個穿たれている。 4520・4521は高杯の杯部である。 4520の口径は18.0

遺構や遺物の観察から、この遺構の時期は、古墳時代中期であろう。

竪穴住居135(第1203・1220図、図版140)

（浅倉）

Ci6 00区の南西部で検出した方形の竪穴住居である。規模は、長さ361cm、幅331cm、深さ20cmを

測ることができる。床面積は、 11.4面になる。床面の標高は、 528cmである。主柱穴はない。焼土面

は西角にある。その部分には造り付けのカマドがあったのであろう。壁体溝は、全周巡っている。

遺物としては、完形の士師器を含む 4点の土器が出士している。 4522は、完形の高杯で、 口径15.8

cmある。 4523も完形で、

遺構や遺物の観察から、この遺構の時期は、古墳時代中期であろう。

竪穴住居136(第1203・1221・1222図、図版54・140)

口径は16.8cmある。 4524は、中形の鉢である。 4525は、製塩土器である。

（浅倉）

Ci 5 09区の北部で検出した方形の竪穴住居である。規模は、長さ443cm、幅359cm、深さ40cmを測

ることができる。床面積は、 15.3面になる。床面の標高は、 522cmである。主柱穴は 2本検出してい
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第1218図竪穴住居133(1/60)・出土遺物 (1/3,1/4)
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第 3節角田調査区

る。焼土面は南角にある。その部分には造り付けのカマドがあったのであろう。壁体溝は、全周巡っ

ていない。図のように土器は南に片寄って出上した。竪穴住居132のあり方に似ている。

遺物としては、ほぼ完形の土師器を含む11点の土器と鉄器が 1点出土している。 4526-4530は、丸
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第 3章高塚遺跡
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第3節角田調査区

底の甕である。いずれも煤が付着している。 4527はほぼ完形で、口縁部に段を持ち、口径は15.5cm、

器高25.8cmを測る。 4528は、内面に指頭圧痕が著しい。 4529は、内面のヘラケズリ調整がよく見える。

4530は、口径は15.8cm、器高23.9cmを測る。 4531--4535は、高杯である。 4534は、ほぼ完形で、口径

16.9cm、底径11.2cm、器高13.5cmを測る。 4536は、手捏ね鉢である。 M166は、鋤であろう。
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第 3章高塚遺跡

遺構や遺物の観察からこの遺構の時期は、古墳時代中期であろう。

竪穴住居137(第1203・1223・1224図、図版54・141)

Ci 600区の北西部で検出した方形の竪穴住居群である。 3軒の重なり合いが確認できた。規模は、

下層の a住居の床面積が32.6m2、中層の b住居の床面積が19.4面に、上層の c住居の床面積はll.2m2

になる。床面の標高は、 510-530cmである。

（浅倉）

しだいに縮小し、深く掘ったことがわかる。主柱穴は 2

本しか検出できていない。焼土面は a住居に 1か所ある。壁体溝は、全周巡っていない。
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第 3節角田調査区

遺物としては、 15点の土師器が出土している。 4537は、タタキのあとハケメされた甕である。 4537

は、口縁部に段を持ち、肩部に沈線を描く。 4539・4540は、小形丸底壼である。 4542---4545は、高杯

である。 4547は、大形の鉢である。 4550は、ほぽ完形の甕で、口縁端外面にクシガキ沈線を持った吉

備系のいわゆるボウフラ形の甕である。

遺構や遺物の観察からこの遺構の時期は、古墳時代前期～中期であろう。

（
 

（浅倉）
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第 3章裔塚遺跡

竪穴住居138(第1204・1225・1226図、図版54・142)

竪穴住居139と146の間で検出された住居である。平面形は長方形で、規模は長辺が420cm、短辺が

324cm、深さは検出面から36cmを測る。床面は平坦で、壁際には幅約20cm、深さ10cm前後の壁体溝が巡

っている。 2本の主柱で構成される竪穴住居で、柱間距離は134cmである。床面の東コーナーには50

X60cmのカマド墓底部が検出された。周囲がよく焼けだ炉内には灰がみられた。

遺物は床面の東側を中心に土師器の甕4552~4554、 4556-----4559、壺4555・4562、高杯4560・4561、
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第 3節角田調査区
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第1226図竪穴住居138出土遺物② (1/4) 

製塩土器4563など完形のものを含め各器種の土器が出土している。石器ではヒン岩製の砥石S181が

出土している。これらの遺物からみて、この住居の時期は古・中に属するものと思われる。 （松本）

竪穴住居139 (第1204・1227図）

竪穴住居138の西約 3mの位置で検出された住居である。北側は調査区外となるが、一辺が約 4m

の方形を呈するものと思われる。検出面からの深さは26cmを測り、壁際には幅20cm、深さ 5----15cmの

壁体溝が巡るが、住居の東側は壁体溝が内側にあり、部分的な改修も考えられる。主柱は 1本のみ検

出されたが、 2本柱で構成される竪穴住居と思われる。なお、カマドの痕跡は認められなかった。

遺物は床面の南東コーナー付近で、まとまって出土した。遺物としては土師器の甕4564----4566、高

杯4567·4568などがある。これらの遺物からみて、時期は古• 前・ Iに属すると思われる。 （松本）

竪穴住居140(第1204・1228・1229図、図版55・142・164)

竪穴住居139の西約 3mの位置で検出された住居である。平面形は方形を呈し、規模は長辺が560cm、

短辺が518cmで、深さは検出面から25cmを測る。床面は平坦で、西辺の中央部に造り付けのカマドが

遺存しており、煙道部もわずかに残存していた。燃焼部の底面には支脚となる石が2個置かれてい

た。両袖とも幅約15cm、長さ100cm、高さ約20cmを測り、細長い形態をする。壁際には幅約20cm、深
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第1229図竪穴住居140出土遺物② (1/4) 

さ約10cmの壁体溝が巡り、カマドの両端まで取り付いている。 4本柱で構成される住居である。

遺物は床面から須恵器の杯蓋4569、杯身4570・4571、高杯蓋4572、高杯4573・4574、壺4575---4577、

甕4578、士師器の甕4579・4580、高杯4581・4582、鉢4583---4586、石製品では臼韮（蛇紋岩・滑石）

S 182---191が出土している。これらの遺物からみて、時期は古・中に属すると思われる。 （松本）

竪穴住居141 (第1204・1230・1231図、図版143・164・167・169)

竪穴住居140の南隣において検出された。平面形は方形を呈し、規模は長辺が420cm、短辺が390cm

で、深さは検出面から40cmを測る。床面は平坦で、南東のコーナーに造り付けのカマドが遺存してい

た。燃焼部の底面には支脚となる角礫が2個みられ、その上には甕4591が置かれていた。両袖とも幅
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第1230図竪穴住居141 (1 /60, 1 /30)・出土遺物① (1/3) 
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第1231図竪穴住居141出土遺物② (1/4) 

約40cm、長さ約80cm、高さ 20cmを測る。壁際には幅約20~30cm、深さ約 5~10cmの壁体溝が巡り、北

側の壁体溝はカマドの端まで取り付いている。なお、床面では主柱を検出することができなかった。

遺物は床面から土師器の壺4587·4588、甕4559---....4592、高杯4593~4602、石器ではよく使用された

砥石S192、鉄製品では木質部がよく残る手鎌M167、土製品では土錘C168・169など各種の遺物が出

土している。これらの遺物からみて、この住居の時期は古・中に属すると思われる。 （松本）

竪穴住居142(第1204・1232・1233図、図版55・56・143)

竪穴住居140と148の間で検出された。平面形は方形を呈し、規模は長辺が504cm、短辺が484cmで、

深さは検出面から10cmを測る。壁体溝は確認されなかった。 4本の主柱で構成される住居で、柱間距

離は208~256cmである。掘り方は径40~50cm、深さは20cm を測り、径20cmの柱痕跡が確認された。ま
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第3節角田調査区

た、床面の北辺中央部の壁際と東辺の南コーナー近くの 2か所で炉底が検出された。北辺の炉はカマ

ドの燃焼部と推察されるが、東辺の炉は床面に鉄滓が出土することから鍛冶炉の可能性も考えられる。

遺物としては須恵器の高杯4603、器台4604、土師器の甕4605、高杯4606・4607、甑4608、土錘C170、

臼玉S193--220、ガラス製の小玉G17などがある。時期は古・中に属すると思われる。 （松本）

竪穴住居143(第1204・1234・1235図、図版56・143・164)

竪穴住居145の西隣で検出された。平面形は方形を呈し、規模は長辺が440cm、短辺が422cmで、深
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第1232図竪穴住居142(1/60,1/30)・出土遺物① (1/3) 
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第1233図竪穴住居142(1/60)・出土遺物② (1/4,1/1) 

さは検出面から10cmを測る。壁体溝は確認されなかった。北辺の中央部に造り付けのカマドがある。

燃焼部には支脚の石が置かれ、その周辺には土師器の甕が壊れた状態で出土した。両袖とも幅約20cm、

長さ約80cm、高さ10cmを測る。主柱が4本で構成される竪穴住居である。柱間距離は208-----246cmであ

り、掘り方の径は45----50cm、深さは50-----60cmを測り、径が20----25cmの柱痕跡が確認されている。

遺物としては須恵器の杯蓋、杯身、高杯蓋、高杯、甕、器台、士師器の甕、高杯、鉢、製塩土器な

どの土器と石製品では管王、臼玉などがある。時期は古・中に属すると思われる。 （松本）

竪穴住居144(第1204・1236・1237図、図版56・57・143・144) 

この住居は一度建て替えられていて、西辺で 2条の壁体溝を検出する。柱穴は同じものを使用した

ようで、床面には 2本の主柱しか検出されてない。土層断面図などから、住居は東寄りに建て替えら
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第1234図竪穴住居143(1/60,1/30)・出土遺物① (1/1) 

れているが、西辺以外は移動ないため、むしろ西辺を狭くした住居である。平面形は方形を呈し、最

初は長辺が452cm、短辺が440cmあった住居が、長辺が418cm、短辺が404cmの規模に縮小された。カマ

ドは新旧とも存在するが、旧カマドは東辺の南角にわずかに残存し、新カマドは南辺の西角に造り付

けていた。カマドは一度掘られた後、粘士を埋めて構築している。燃焼部に支脚の石がおかれていた。

遺物では須恵器の速、土師器の壺、甕、高杯、対、手捏ね土器、製塩土器、甑、鉄製品では鎌、釘、

（松本）鏃、石製品では臼玉などが出土している。時期は古・中に属すると思われる。

竪穴住居145(第1204·1238~1240図、図版57·144·169)

竪穴住居143の東隣で検出された。この住居は二度建て替えられていて、 3条の壁体溝が検出され

た。主柱穴はいずれの住居も 4本柱で構成されるが、 145aと145bでは柱穴が6本しか確認されない

-803-



第 3章高塚遺跡

三4609 

三 三
4615 

星こ4616 

‘・l[g, 
,.“
.
9
 

テ
・
・
お
4
9

翌
r
t‘

翌
翌
栢
り
．
 

．．．． 
い"』
... と‘

•
ヽ
—
_

.•• 

~
．
,
．
芍

.. 9
 

,..;．ー・
g
:；＇

”
ぷ
届
炭
吝

｛
パ

i
‘□

.i菌
i
g
r

□
-C
．
月
忌
祐
．
．
‘
i

:
 
．．．． 
、．．
 
ヶ
§
‘
‘

.
Q

.. ,．―
P-
.
.
.
 

?
 ... t
:
;
:＇ 
．．．． 
-．．． 
、．＋

•••••• 

‘‘・・
2
.. 

、；忍
g

5

翡
覧
應

.

.

.
 』

4
.
J

翌裕
iit・r・

{
｀
e〗
`
＂
〗
‘
[
'
[
．

9
•

一
~
一

ピ
、
サ
ク
旦
〗•C
,

.

b

 .... 

i
f
 
•• 

‘
 

•• `
＇ 
.
1
,
 ．．． 
A
 ... 

•  ̀
•.• • 
~
 

•• 
-
.. ｀ヽ9
.

そ・

•.• •••• 
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第1235図竪穴住居143出土遺物② (1/4) 
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第1236図竪穴住居144(1 /60, 1 /30)・出土遺物① (1/3,1/1) 
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第1238図竪穴住居145① (1/60) 
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第1239図竪穴住居145② (1/60)・出土遣物① (1/3) 

-808-



第 3節角田調査区

4654 

4655 

~cf 
4656 

口
4663 

4664 

□ 三
4657 

ー

4658 

ミ¥¥¥II
＼． 

4660 

4661 

4659 

4662 

t --—一
・---・・・./  

4666 

。
10cm 

4665 

4667 

第1240図竪穴住居145出土遺物② (1/4) 

ため、南辺の 2 本は再使用されたようである。主柱間距離は a が234~296cm 、 b が234---280cmを測る。

士層断面観察によって、 aから bに拡張していることが確認されているが、北辺の柱穴は切り合い関

係からみて南に少し移動させているようである。平面形はいずれも隅丸方形を呈し、 145aは長辺が
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478cm、短辺が462cm.で、 145bでは長辺が594cm、短辺が554cmの規模に拡張されていた。最も新しい住

居である145cの平面形は隅丸方形を呈し、長辺が626cm、短辺が592cmを測る。主柱穴は 4本で、四

隅の対角線上にみられ、主柱間距離は254-328cmを測る。柱の掘り方は60-90cm、深さは80-lOOcrn 

を測り、径が20-30cmの柱痕跡が確認されている。床面には壁体に沿って幅110---140cm、高さ約10cm

の高床部が全周する。なお、床面の中央部にはくぼみと径40cmの被熱を受けた箇所が検出されている。

遺物としては土師器の甕、高杯、鉢、対、器台、鼓形器台、蓋、鉄製品では鏃M174と器種、用途

不明のものがある。これらの遺物からみて、時期は古• 前・ Iに属すると思われる。 （松本）

竪穴住居146(第1204・1241・1242図、図版58・144)

竪穴住居147の西隣で検出された。遺構は溝39に切られていたが、確認された規模は長辺が266cm、

短辺が338cmを測り、平面形は方形を呈する。検出面からの深さは28cmを測る。床面は平坦で、南コ

ーナーに造り付けのカマドが遺存していた。燃焼部の底面には支脚となる角礫が 1個置かれるととも

に、内部には土師器壺がみられた。袖幅は10---20cm、長さ約50cm、高さ10---20cmを測る。南から東の

壁際には幅約10---20cm、深さ10cm前後の壁体溝が巡るが、カマドの端まで取り付いていた。また、カ

マドの東には炭や上師器が入った方形土城 (40X 70 X34cm)が設置されていた。 2本の主柱で構成さ

れる住居で、柱間距離は110cmである。

遺物としては、土師器の壺、甕、高杯、鉢などのほかに、器壁外面に格子目のタタキを施した軟質

土器の平底甕4678がある。これらの遺物からみて、時期は古・中に属すると思われる。 （松本）
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第1241図竪穴住居146(1/60, 1 /30) 

-810-



第 3節角田調査区

------
4668 

／
ロ

-_― 

6
 

4
 

69 

4673 

4676 
4674 

4678 

4670 

4671 

4672 

4675 

三
4679 

~゚
 

10cm 
I 

4677 

第1242図竪穴住居146出土遺物 (1/4)

竪穴住居147(第1204・1243図、図版145)

竪穴住居146の東隣に位置する。残存する規模は長辺が450cm、短辺が410cm、深さは 8cmを測る。

平面形は方形を呈する。壁体溝は確認できなかった。 4本の主柱で構成される住居で、柱間距離は

205----245cmである。出士遺物の量は少ないが、須恵器の甕4680、土師器の甕4681、線刻のある器種不明

のもの4682などがある。これらの遺物からみて、時期は古・中に属すると思われる。 （松本）

竪穴住居148(第1204・1244・1245図、図版58・59・145)

竪穴住居150の北に位置する。平面形は方形を呈し、規模は長辺が330cm、短辺が310cmで、深さは

-811-



第 3章高塚遺跡

検出面から28cmを測る。壁体溝は確認されなかった。東辺と南辺の角に造り付けのカマドがある。袖

幅は10-20cm、長さは90----100cm、高さは約20cmを測るが、北袖がやや細長い形態となる。燃焼部内

には士師器の甕が潰れた状態で出土している。 2本の主柱で構成される住居で、柱間距離は205cmで

ある。遺物としては、須恵器の蓋、台付杯、士師器の壺、甕、高杯、鉢、甑と鉄製品では錐、石製品

では叩き石がある。これらの遺物から、時期は古・中に属すると思われる。 （松本）

竪穴住居149(第1204・1246・1247図、図版59・145)

Ci 6 04区に位置し、後述の竪穴住居151の上層から検出された。平面は方形を呈すが、住居南西半

部は検出し得なった。規模は残存する東辺で608cm、深さ27cmを残す。主柱は 4本と推定されるが、

床面東側から 2個の柱穴を検出したのみで、その柱穴間距離は337cmを測る・。床面は貼床がなされ、

北辺中央東寄りと推定される箇所から造り付けのカマドが検出された。カマドは自然石を支柱として
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第1243図竪穴住居147(1/60)・出土遺物 (1/4)
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A妙屈沼滋＼＼ J A 3 暗褐色粘質土

4 r炎茶褐色粘質土

5 黄灰色粘質士

6 淡黄褐色粘質微砂

7 茶褐色粘質土

al, 8 淡灰色粘質土

530cm Ii 9 黄橙色粘質士
A 10 黄褐色粘質土

1.2 tr--. "7777777. 11 暗黄褐色粘質土
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13 暗黄褐色粘質土

14 暗茶灰色粘質土

゜
1m 15 茶灰色粘質土

16 暗茶色粘質土

第1244図竪穴住居148(1 /60, 1 /30)・出土遺物① (1/3) 

おり、床面上層からは甕4703が出士した。ほかに図示した遺物は覆士中からのもので、これらは古・

中.IIの特徴を示すものである。 （江見）

竪穴住居150(第1204・1248・1249図、図版59・145)

竪穴住居1侶と151の間で検出された焼失住居である。平面形は長方形を呈し、規模は長辺が392cm、

短辺が272cmで、深さは検出面から 18cmを測る。南壁以外で壁体溝が巡っており、幅15~2ocm、深さ

は10cmを測る。床面直上には炭化材が広範囲に認められるとともに、北側では使用木材の大きさを推

定させるものもみられた。 4 本の主柱で構成される竪穴住居であり、柱間距離は120~180cmである。
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第1245図竪穴住居148出土遺物② (1/4) 

柱の掘り方は20-----35cm、深さは約15cmを測り、径10-15cmの柱痕跡が確認されている。

遺物としては、須恵器の壺、土師器の甕、高杯、堪、手捏ね士器、鉄鏃がある。高杯4714と4715は

同一個体の可能性が強い。これらの遺物から、時期は古• 中に属すると思われる。 （松本）

竪穴住居151 (第1204・1250図、図版59)

竪穴住居149の下層から検出された。平面方形を呈し、規模は425X392cm、深さ22cmを残すものの

遺構の切り合いから残存度は低い。推定床面積は約14面で比較的小規模である。床面は貼床がなされ、

周囲に巡る壁体溝は明瞭に検出し得たものの、住居内から検出した柱穴からは主柱を明からにする事

はできなかった。出士遺物は少なく、図示し得た甕4724は歪みが大きく、遜も小破片であるが、古・
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第1246図竪穴住居149(1/60,1/30)・出土遺物① (1/4) 
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第1247図竪穴住居149出土遺物② (1/4) 

中.IIの範疇のものと思われる。 （江見）

竪穴住居152(第1204・1251図、図版60)

Da6 03区に位置し、住居の南部分は河道 9によって削平を受けて検出された。平面方形を呈し、

規模は一辺約330cm、深さ 15cmを残す。主柱は 4 本からなり、柱穴間距離は145~175cm を測る。住居

は壁に沿って壁体溝とともに高さ約10cmの高床部が巡る。しかしながら東部は途切れ、その東辺中央

部に出入り口が設置されたものと推定される。住居中央西寄りに径45cm、深さ約20cmの中央穴が設置

されている。遺物は少なく、図示し得た壺、甕、鉢は古• 前.IIの特徴を示す。 （江見）
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第1248図竪穴住居150(1/60)・出土遺物① (1/3) 
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第1250図竪穴住居151 (1/60)・出土遺物 (1/4)
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第1251図竪穴住居152(1/60)・出土遺物 (1/4)
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竪穴住居153(第1205・1252図、図版60・146)

調杏区の中央北部、 Cg606区から検出された。平面不整長方形を呈す。規模は380X48lcm、深さ

20cmを残し、床面積は10.7面を測る。主柱は 2本からなり、その距離は149cmを測る。住居北東隅に造

り付けのカマドが設置されていた。カマド内には自然石による支柱が立てられ、その周りから甕4729、

高杯4730・4731が出士した。ほかに手捏ね鉢4732・4733、甑4734、作業台と思われる角礫などが出土

しており、これら遣物の特徴から当住居は古• 中・ Iに廃棄されたものと推定される。 （江見）
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第1252図竪穴住居153(1/60,1/30)・出土遺物 (1/4)
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竪穴住居154(第1205・1253・1254図、図版61・146・165)

竪穴住居153の東から検出され、住居北部は中世斜面によって削平されている。平面方形を呈し、

規模は一辺約500cm、深さ約30cmを残し、床面積は約23面を測る。主柱は 4本からなり、柱穴間距離

は225-----249crnを測る。壁際には壁体溝が巡り、住居北辺中央東寄りに造り付けカマドが設置されてい

る。カマド内には自然石による支柱が立てられ、周辺から甕片が押し潰された状態で出土した。一方、

南壁中央西寄りには被熱箇所が、また、床面南東隅には朱の付着が認められた。遺物は土器類4735........ 

4742のほか、双孔円板 S230、刀子M179が出土しており、古• 中の範疇のものであろう。 （江見）
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竪穴住居155(第1205・1255・1256図、図版61・62・146)

調査区の北東部、 Cg609区から検出され、住居北部は調査区外に延びる。平面長方形を呈し、規

模は320cm以上X310cm、深さ47cmを残し、推定床面積は約10面を測る。主柱は確認されなかったが、

壁体溝は部分的ながら検出され、本来は浅いながらも巡っていた可能性が高い。住居北辺中央東寄り

からは造り付けカマドが検出された。残存状況は悪いが、カマドの煙道部は住居壁よりわずかながら

突出しており、カマド中央からは高杯4756が伏せた状態で出土した。高杯前面に被熱面が確認された

が、高杯下には認められなかったことから支柱として利用されたものと思われる。遺物は比較的多く、

床面からは杯身4748、高杯4750・

A_ ＼ 
舎

,;;i 

゜
~ 

A' ---

A-
560an 

2 A' 

•8l 4757、甕4752・4754、甑4759などが

出土している。ほかに覆士中からは

杯蓋4743---4745、旭4751などが出土

しており、これら遺物の特徴は古・

中.IIを示す。 （江見）
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第1255図竪穴住居155(1/60,1/30)・出土遺物① (1/4) 
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第1256図竪穴住居155出土遺物② (1/4) 

竪穴住居156(第1205・1257・1258図、図版146・169)

Cg608区に位置し、竪穴住居155の西数mから検出された。平面長方形を呈し、北側に幅約80cm、

高さ約10cmの高まりが検出され高床部の可能性を考えたが、新旧の別住居の可能性もある。規模は

455X480cm、深さ56cmを残し、推定床面積約20面を測る。主柱は 2本からなり、その距離は約150cmを

測るが、いずれも柱穴は25cm余りと浅い。一方、住居南東からは60X80cm、深さ約20cmの長方形土堀

が検出された。土堀内には淡茶褐色粘質微砂が堆積するのみであったが、その北から甑4772が、東か

ら甕4764が検出され、ほかに床面からは小形壺4763、高杯4767・4770、甑4773などが出土している。
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第1257図竪穴住居156(1/60)・出土遺物① (1/4) 

-824-



第 3節角田調査区

4765 

4-1 
4766 

□□/ 
4767 

ー／
4768 

川鳳J
 

0
 ーロ

◎ 

八
〗

4773 

4769 4770 
4771 

。
10cm 

(1'/l.T;'?m,. 

M180 

0 3cm 

一第1258図竪穴住居156出土遺物② (1/4,1/3) 

また、住居覆土からは杯身4760・4761、壺4762、鉄鏃M180や鉄滓などが出土している。

遺物は床面の甕•高杯の形態や断面円形の把手と底部に複数の円孔を穿つ甑など、その特徴は古い

様相を示しているのに対し、覆土上層からは須恵器が出士しており、当住居は古• 中・ I,...._ IIの比較

的長期間をかけて埋没したものと考えている。なお、当住居は調査時点で後述の竪穴住居157を切っ

て検出されたと判断したが、遺物のあり方から新旧逆の可能性も否めない。 （江見）

竪穴住居157(第1205・1259図）

竪穴仕居156の東に接して検出された。平面は方形と思われるものの、住届の南方の一部を検出す

るにとどまった。検出面からの深さは24cmを残す。住居からは幅約20cmの壁体溝および厚さ約10cmの

貼床が検出された。また、床面からは径約50cm、深さ約20cmの柱穴 1個を検出したが当住居に伴うも

のかは判然としなかった。床面からは河原石 2個が出上したのみで、遺物はいずれも覆土中からであ

った。杯蓋4774、杯身4775・4776、壺4777、高杯4778・4779、ミニチュア鉢4780、甑4781などで、こ

れら遺物の特徴から当住居は古• 中.IIには廃絶したものと考えられる。 （江見）
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第1259図竪穴住居157(1/60)・出土遺物 (1/4)

竪穴住居158(第1205・1260・1261図、図版62・167)

Ch608区に位置し、竪穴住居159を切って検出された。平面長方形を呈し、規模は364X548cm、深

さ14cmを残す。床面積は17.5面を測る。主柱は 4本からなり、柱穴の掘り方は径約40cm、深さ約50cm

を測り、 p1では柱痕跡を確認された。柱穴は四隅に立てられ、その距離は東西方向約400cm、南北

方向約220cmを測る。床面の周囲には壁体溝が巡り、住居北辺中央には造り付けカマドが設置されて

いた。カマドは燃焼部に被熱面が確認され、カマドの前面には散漫ながら炭の広がりが確認された。

一方、被熱面の背後からは径約20cm、深さ約20cmの小土壊が検出された。土堀内埋土には炭や焼土粒

を含むもので、自然石による支柱を抜き取った後、埋め戻されたものと思われる。なお、煙道部は住

居壁とほぼ同一線上にとどまっている。また、床面からは自然石および土器片が散在する状態で検出

されている。
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一第1261図竪穴住居158出土遺物 (1/4,1/3)

出士遺物は須恵器の杯身4782・4783、高杯4784、甕4785、壺4786、土師器の甕4787、高杯4788、甑

4789~4791 、製塩土器4792、土錘C171 などである。土器類はいずれも破片で、古い様相をもつ高杯

4788 も混じっているが、当住居は須恵器の特徴から古• 中.IIに廃絶したものと思われる。 （江見）

竪穴住居159(第1205・1262・1263図、図版63・147・165)

竪穴住居158の東に位置し、これに北西の一部を切られて検出された。平面は方形を呈し、規模は

521X528cm、深さ約20cmを残す。床面積は約24対を測る。主柱は 4本からなり、柱穴の掘り方は径60

-70cm、深さ約60cmを測り、いずれも柱痕跡が確認された。柱穴間距離は248-265cmを測る。また、

P 2・3の隅側から径約40cm、深さ約60cmの柱穴が検出されており、南部 2主柱に補助的な役割をも

たせた柱が立てられていたものと考えている。床面周囲には壁体溝が巡り、住居の西辺ほぼ中央に造

り付けのカマドが設置されていた。カマドは残存状態が悪く、南側の袖も著しく狭く本来のあり方で

はないと推定されるが、燃焼部中央が前後に緩くくぽみ、支柱石の前面からは被熱面および炭粒の広

がりが確認された。また、床面からは東部を中心に土器片が散在する状態で検出されている。

出土遺物は流紋岩製の砥石 S231、須恵器の杯蓋4793、杯身4794、土師器の壺4796、高杯4797-

4800、手捏ね鉢4801、小形鉢4802、甑4803・4804などである。いずれも破片であったが、これら遺物の

特徴から当住居は古• 中.IIには廃絶したものと考えられる。 （江見）
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第1263図竪穴住居159カマド (1/30)・出土遺物 (1/3,1/4)
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第 3節角田調査区

竪穴住居160(第1205・1264-1267図、図版147・165・167)

竪穴住居159の西15mに位置し、後述の竪穴住居162の下層から検出された。平面不整長方形を呈し、

規模は295X435cm、深さ約35cmを残す。床面積は10.5面を測る。主柱は 2本からなるものと推定して

いるが、住居内からは南部中央部分から径約40cm、深さ約45cmの柱穴 1個を検出したのみで、北部か

らは検出し得なかった。床面周囲には壁体溝が巡り、住居東辺中央南寄りからは造り付けのカマドが

検出された。カマドは残存状況が著しく悪く、燃焼部と思われる径40cm余りの被熱面と直線的に延び

る袖部分を検出したのみで北側の袖は確認し得なかった。また、床面中央からも径約30cmの被熱面を

検出している。遺物は砥石S232-234、須恵器の壺4805、土師器の壺4806・4807、甕4808-4813、高

杯4814-4830、鉢4831-4837、手捏ね鉢4838-4840、甑4841• 4842、土錘C172-174、鉄滓などが出

土しており、これら遺物の特徴は古• 中.Iの範疇のものと考えられる。 （江見）
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第1264図竪穴住居160(1/60)・出土遺物① (1/3) 
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竪穴住居161 (第1205・1268,.....,1270図、図版63)

竪穴住居160の南 Smに位置し、竪穴住居162を切って検出された。乎面方形を呈し、規模は415X

448cm、深さ28cmを残す。床面積は16.9面を測る。主柱は 4本からなり、柱穴の掘り方は径40-60cm、

深さ20-50cmを測り、 P3を除きいずれも柱痕跡が確認された。柱穴間距離は143,.....,215cmを測る。床

面周囲には壁体溝が巡り、住居東辺中央からは造り付けのカマドが検出された。カマドは燃焼部の奥

壁が住居の壁よりわずかながら突出しており、さらに外部に向かって延びる煙道が検出された。一方、

燃焼部中央からは甕4850が出士している。また、床は中央部に貼床がなされ、床面全体を平坦にして

おり、中央東寄りから径約20cmの被熱面を確認している。

遺物は主に覆士中から出士しており、須恵器の杯蓋4843• 4844、杯身4845• 4846、土師器の甕4847

-4849、甑4853-4852、鉄滓などで、占・後.IIには廃絶した住居であろう。 （江見）
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第1268図竪穴住居161 (1/60) 
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竪穴住居162(第1205・1271・1272図、図版64)

竪穴住居161の北に位置し、それに一部切られ、竪穴住居160を切って検出された。平面不整長方形
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第1271図竪穴住居162(1/60) 
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を呈す輪郭と住居北辺中央に設置され

たカマドを検出したのみで、規模は

497X615cm、推定床面積約30面を測る

比較的大形の住居である。床面は不明

瞭で住居南東部に散在して出士した土

器群などが住居内遺物と理解された。

カマドは燃焼部の中央やや奥に支柱石

の抜き取り痕跡と思われる土城が確認

された。なお、燃焼部の奥壁は住居壁

と同一線上に設置されている。

出土遺物はいずれも破片で、須恵器

の杯蓋4855、冦4856、壺4857、器台

4858、土師器の甕4859、椀4860、製塩士

器4861などで、これら遺物の特徴から

当住居は古• 中.IIには廃絶したもの

と思われる。 （江見）
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竪穴住居163(第1205・1273・1274図、図版64)

竪穴住居162の北西10mから検出された。平面方形を呈し、規模は459X504cm、深さ30cmを残す。
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床面積は21.3面を測る。主柱は 4本からなり、

柱穴の掘り方は径約40cm、深さ30---60cmを測り、

Pl-3には柱痕跡が明瞭に残っていた。柱穴

間距離は216-248cmを測る。また、主柱穴の四

隅競側からは P5-9の柱穴が検出された。径

約40c~、深さ約40cm を測り、主柱を補助する機

能を持っていたものと考えている。床面周囲に

は壁体溝が巡り、住居北辺中央からは造り付け

のカマドが検出された。カマドは燃焼部の奥壁
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こ匹丑i
M181 

0 3cm 

一
が住居の壁と同一線上に設置されている。また、燃焼部からは径約50cmにおよぶ被熱面が検出された

が、支柱となるものは確認されなかった。カマド内からは転倒した状態で甕4864が出土している。ほ

かに床面遺物としては、カマドの焚き口の横から高杯4865、西側奥壁から椀4866、カマド周辺から甑

4867の破片が散在していた。なお、須恵器の杯蓋4862、壺4863、碧玉製管玉S235、不明鉄製品M181、

鉄滓などが覆士上層から出士している。これら遺物の特徴から、当住居は古• 中.IIに廃絶したもの

と考えられる。 （江見）

竪穴住居164(第1205・1275図、図版65)

Ci 6 08区から検出された住居で、造り付けのカマドおよび当住居内遺物と思われるものを部分的

に確認するにとどまった。検出されたカマドは住居西辺に設置されたものと推定され、燃焼部幅約50

cm、長さ約90cmを測る。袖は短く、予想される住居壁ラインが燃焼部のほぼ中央にあたることから、

燃焼部から煙道は大きく住居から突出して設置されていたものと判断される。燃焼部中央やや奥より

には支柱石が設置され、その上部に接するように甕4871が出土している。また、カマドの前方から

直口壺4869、高杯4872が、北部から直口壺4868が出士している。直D壺はいずれも胴部上半に横方向

のハケメが施され、甕4871の内面は不明瞭ながらヘラケズリされている。高杯は胎土に枡砂が混入

し、内面にハケメが確認される。以上、遺物は古• 中・ Iの範疇のものと思われる。 （江見）
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第 3節角田調査区

一
ク-::

。厨
580cm , .... , 

量
0 50cm 

一

l 茶灰色粘質土

2 茶灰色粘質土

（焼土含）

3 暗茶色粘質土

（炭・灰含）

4 茶灰色粘質士

（焼土僅含）

5 茶灰褐色粘質土

（焼土多含）

4868 

4869 

4871 

4872 

。
10cm 

4870 

第1275図竪穴住居164カマド (1/30)・出土遺物 (1/4)
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第 3章高塚遺跡

竪穴住居165(第1205・1276・1277図、図版65)

竪穴住居164の西数mから検出された。平面は方形を呈し、南西壁の中央に出入り口を想像させる

突出部をもつ。規模は502X550cmの方形に、 120X200cmの突出部が足された状況で、周囲を陛体溝が

巡る。また、床面下からは突出部と区画するように壁体溝が掘られるとともに、北半部の内側からも

壁体溝が確認されている。内側のそれは拡張による掘り直しとも考えられるが、柱位置からすれば外

周の壁体溝と一致するため何らかの区画の意図をもって巡らされたものかもしれない。床面積は28m2

を測る。主柱は 4本からなり、柱穴の掘り方は径約50cm、深さ30------50cmを測り、いずれの柱穴も柱痕

跡が明瞭に残る。特にP4は柱穴下50cm余りも柱が沈んでおり、上屋の重量が異常であったと想像さ

B 

得 ／ @?, 
刈i1,__ LIil II I I / c; 込_.A_ l 111 

上―''"
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JI ¥I _c'_ 

゜
aJ 

c- -c・ 

瓢

|
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。
2m 

1 淡灰茶色粘質土

（炭•土器含）

2 淡茶褐色粘質土

3 淡褐灰色粘質土

4 淡茶灰色粘質土

5 淡褐色粘質土

6 淡茶色粘質土

7 茶灰色粘質土

（炭含）

第1276図竪穴住居165(1/60) 
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第 3節角田調査区

こ~~

F-t=ペ4874 

ー一三 （（ 

4877 

4879 

4878 4880 

4875 

4876 

。
10cm 

M182 

0 5cm 

一第1277図竪穴住居165出土遺物 (1/4,1/3)

れる。床面中央からは浅くくぼむ炉を検出している。径20cmおよび40cm、深さ数cmのくぽみを中心に

南北方向に被熱面が検出され、くぽみには炭粒を含む茶灰色粘質土が堆積していた。

遺物は主に覆土中から出土しており、床面からは中央南壁際で小形壺4880が出士したのみであった。

いずれも土師器で須恵器は含まれず、甕4873----4875、高杯4876、手捏ね鉢4877、鉢4878• 4879などで、

甕4873の口縁端部に内傾する面をもち、高杯4876は鈍いながら外面に杯部と口縁部の境を示す稜線が

走る。鉢および壺は小形で手捏ね風の押圧ナデで作られている。また、住居の中央北寄りから鉄斧M

182が出土している。覆土中からのもので、刃部を欠損しているが、推定長950mm、幅31mm、重さ71.79

g を測る袋状鉄斧である。士器の特徴から当住居は古• 中・ Iに廃絶したものと思われる。 （江見）

竪穴住居166(第1205・1278・1279図、図版65・66)

Cj 6 06区、竪穴住居165の西15mに位置し、後述の竪穴住居167・168を一部切って検出された。平

面方形を呈し、規模は532X586cm、深さ26cmを残す。主柱は 4本からなり、柱穴の掘り方は径約60cm、

深さ40----60cmを測り、いずれも柱痕跡が確認された。柱穴間距離は225----272cmを測る。床面周囲には

壁体溝が巡り、住居東辺中央からは造り付けのカマドが検出された。燃焼部には径約50cmの被熱面が

検出されたが支柱は確認されなかった。なお、燃焼部の奥壁は住居壁とほぼ同ーライン上にある。ま

た、床面中央からも炉状遺構が検出されている。径約20cmの範囲に被熱面が認められ、中央部がわず

かにくぼんでいた。

遺物は覆土中から出土している。図示し得たのは須恵器のみであったがわずかながらの土師器の細

片と鉄滓が出士している。須恵器は杯身4881 、高杯4882• 4883、甕4884などで、杯身の口縁端部のあ

り方や、短脚高杯の特徴などから、当住居は古• 中.IIに廃絶したものと思われる。 （江見）
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0 50cm 

一

1 淡茶褐色粘質土

（炭•土器含）

2 淡灰茶色粘質土

（炭•土器含）

3 灰茶色粘質土

（炭・焼土含）

4 淡黄褐色粘質土

（貼床）

5 淡茶褐色粘質土

（土器・焼土塊少含）

6 淡灰褐色粘質土

（焼土塊多含）

7 淡茶灰色粘質土

（炭・焼土塊少含）

8 淡褐灰色粘質土

（焼土塊少含）

1278図竪穴住居166(1/60,1/30) 
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第 3節角田調査区
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4881 

こー／
4882 

4883 

。
10cm 

4884 

第1279図竪穴住居166出土遺物 (1/4)

竪穴住居167(第1205・1280図）

竪穴住居166の南端から検出されたもので、造り付けのカマドの一

部を確認するにとどまった。カマドは住居南壁に設置されたものと思

われ、明らかにし得た燃焼部は平面長方形を呈し、幅約40cm、深さ数

cmを残す。燃焼部中央奥壁寄りに自然石による支柱が設置され、周辺

から土師器の甕片が出士した。甕は胴部片と思われ、その所属時期は

不明であるが、南辺に設置されたカマドは少なく、また、古い様相を

もつ住居に多く見られる傾向があることや切り合い関係から、当住居

は古• 中.Iに遡る可能性も考えられる。 （江見）

竪穴住居168(第1205・1281----1283図、図版66)

竪穴住居166の東に接して検出され、これに切られている。平面不

整方形を呈し、規模は482X526cm、深さ 12cmを残す。床面積は23.3

面を測る。主柱は 4本からなり、柱穴の掘り方は径60----70cm、深さ50----70cmを測り、いずれも二段掘

りされており、底部からはさらに柱痕跡が確認された。柱穴間距離は208...___,233cmを測る。床面周囲に

ー~-
_ 560cm 

瓢
0 50cm 

一茶灰色粘質土

（焼土含）

第1280図竪穴住居167

カマド (1/30)

は壁体溝が巡り、住居南辺東寄りには造り付けのカマドが設置されていた。カマドは奥壁および袖が

直線的に延び、平面矩形を呈す。奥壁は歪ながら住居壁とほぼ同ーライン上にある。袖基底部は幅約

20cm、長さ約80cmを測り、燃焼部中央に自然石による支柱が立てられていた。焚き口付近が最も熱を

帯びており、 15X2Qの範囲に被熱面が確認された。一方、住居南東部からは 2基の土城が検出された。

北側の土城は65X120cm、深さ25cmを測り、南側のそれは70X115cm、深さ35cmと南側の土渡がやや規

模が大きい。いずれも壁に沿って掘り込まれており、貯蔵施設の可能性を推定しているが、図示した

ように両土城とも上層から土器が出土しており、これらの遺物は床面からはわずかに低いものの、土

-845-



第 3章高塚遺跡

堀埋没後の床面遺物と思われるものであった。このことから、両土堀は住居廃絶時にはすでに埋まっ

ていたと思われる。また、床面中央および南壁付近の 2か所から被熱面が検出されており、中央付近

のそれは被熱部分が厚さ 3cmに及んでいた。

床面遺物は南東部の長方形土堀上からカマド周辺にかけて出土しており、また、覆土からも比較的

多くの土器がまとまって出土している。土師器のみで、壺4885、甕4886----4894、高杯4895----4903、甑

4904・4905などである。甕は内面をヘラケズリするものもあるが、不明瞭なものが多く、ユビナデ、

ユピオサエなどの認められるものがある。高杯は椀状を呈す4895と杯部と口縁部の境に明瞭に稜線が

4900 

夏
、三

~ 0
 crl 

B
 

560cm 
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c
 

580cm 
C 
． 

540Cffl 
D ＇ 

。
2m 

l 淡灰褐色粘質土

（炭•土器含）

2 淡黄灰褐色粘質土

（炭・焼土含）

3 暗灰茶色粘質土

4 淡黄褐色粘質t
（炭・焼土•土器含）

5 淡褐色粘質土

（炭・焼土含）

6 灰茶色粘質土

（炭• 焼土含）

第1281図竪穴住居168(1/60) 
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第 3節角田調査区

走る4896-4900があり、 4899器壁が厚く比較的大形

な器種で、口縁端部には面をもち、脚部接合面に刻

み目を入れている。これら遺物の特徴から、当住居

は古•中. Iに廃絶したものと思われる。 （江見）

I i炎茶褐色粘質土

（炭含）

2 淡灰褐色粘質土

（焼土多含）

3 灰茶色粘質土

（炭・灰含）

4 淡褐色砂質土

（罷の壁土）

5 淡褐色粘質土

（焼土含）

6 暗灰茶色粘質土

（焼土多含）

7 暗褐色粘質土

（焼土含）

8 茶褐色粘質土

9 淡茶褐色粘質土

（被熱により赤褐色に変色）

5
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4888 
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。
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第1282図竪穴住居168カマド (1/30)・出土遺物① (1/4) 
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第1283図竪穴住居168出土遺物② (1/4) 

-848-



第 3節角田調査区

竪穴住169(第1205・1284---1287図、図版67)

竪穴住居168の西13mから検出された。平面方形を呈し、規模は567X600cm、深さ21cmを残す。主

柱は 4本からなり、柱穴の掘り方は径70---90cm、深さ40---50cmを測り、いずれの柱穴にも柱痕跡が確

認された。柱穴間距離は202--218cmを測る。床面周囲には壁体溝が巡り、住居北辺中央には造り付け

のカマドが設置されていた。カマドは燃焼部の奥壁が住居壁より内側に入っていた。燃焼部の奥壁寄

りに自然石の支柱が立てられ、その前面40X60cmの範囲に被熱面が広がっていた。遺物はカマド周辺

から甕、高杯が、床面南東部から石製および士製の紡錘車が出土した。ほかに覆土からも比較的多く

の遺物が出土しており、特に、高杯4916は接合部に刻み目を入れており、甑4921は外面に格子目タタ
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l 淡茶褐色粘質土

（土器含）

2 淡灰茶色粘質土

（黄色砂・焼土・土器含）

3 灰茶色粘質土

（焼土多含•天井の崩れ）

4 淡茶褐色粘質土

（土器含）

5 淡灰黄褐色粘質±

6 淡灰茶色粘質土

（焼土含）

7 淡灰茶色粘質土

（贄色砂含）

8 淡茶灰色粘質土

（炭•土器含）

9 茶褐色粘質微砂

10 淡茶色粘質土

第1284図竪穴住居169(1/60) 
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1 淡茶褐色粘質土 5 淡灰黄褐色粘質土

（土器含） 6 淡灰茶色粘質土

2 淡灰茶色粘質土 （焼土含）

（黄色砂焼士・土器含） 7 淡灰茶色粘質土

3 灰茶色粘質土 （黄色砂含）

（焼土多含・天井の崩れ） 8 淡茶灰色粘質土

4 淡茶褐色粘質土 （炭•土器含）

（土器含） 9 茶褐色粘質微砂
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。
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第1285図竪穴住居169カマド (1/30)・出土遺物① (1/4) 
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第 3節角田調査区

キが施されるなど、初期須恵器および韓式系土器の影響が認められる。古• 中.Iであろう。 （江見）

□ /  
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C175 

゜一第1286図竪穴住居169出土遺物② (1/4,1/3) 
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竪穴住居170(第1205・

1288・1289図、図版67)

竪穴住居169の南西数

mに位置し、北に重複す

る竪穴住居171を切って

検出された。平面不整長

方形を呈し、規模は350

X432cm、深さ10cmを残

す。住居南辺中央西寄り

から造り付けのカマドを

検出したが、主柱および

壁体溝は確認されず、床

面においても遺物の検出

状況から推定したもので

ある。

カマドは後世の柱穴に

切られ、不明瞭な部分が

多いが、燃焼部は矩形に

近い平面形を呈すととも

cc 
に、奥壁が住居壁ライン

’冒 と同一線上に位置する。

燃焼部中央の奥壁寄りに

立てられていたと推定さ

れる支柱は抜き取られて

いた。また、カマド下部

には埋土に焼士の混入す

る浅い土堀が掘り込まれ、

その上面を燃焼部の床面

としており、除湿施設と

して機能を果たしたもの

か。なお、床面中央から

は20X50cmの広い範囲に

11:1 被熱面が認められた。

遺物は推定される床面

全体から自然石などとと

もに散在する状態で出土

している。須恵器の杯蓋

4923・4924、短頸壺4925、



第 3節角田調査区

土師器の甕4926~4929、高杯4930、甑4931 などで、須恵器の特徴から、当住居は古• 中.IIに廃絶し

たものと思われる。 （江見）

ー 這

真

4925 

4929 
1 暗茶灰色粘質砂 3 黄色粘土塊

い〗 口／
（炭・焼土含） （被熱）

（ 2 黄色粘土塊 4 茶灰色砂質土

（強い被熱） （焼土含）

4930 4926 

竪穴住居171(第1205・1290----1292図、

図版68)

竪穴住居170の北に接して検出され、

それによって住居南半が上部削平を受

けている。平面不整方形を呈し、規模

は445X470cm、深さ34cmを残す。床面

積は19.6面を測る。主柱は 4本からな

り、柱穴の掘り方は径約40cm、深さ30

----40cmを測り、いずれも柱痕跡が確認

された。柱穴間距離は142X 159cmで、

了ロニ
4927 

4928 

D
 

10cm 

床面積のわりには壁から離れ、中央に
第1289図竪穴住居170カマド (1/30)• 出土遺物 (1/4)

寄っている。床面の周囲には壁体溝が巡る。床面中央からは炉状遺構が検出されている。径40cm、深

さ5cm余りの浅いくぼみを呈し、最大厚 4cmの被熱面が40X50cmの範囲に広がっていた。また、住居

南部からも径30cmの被熱面が確認されている。一方、住居南壁中央には貯蔵穴と思われる土堀が検出

されている。壁に沿って掘り込まれ、 80X100cm、深さ約30cmを測る。北壁は緩い傾斜をもち、その

ほかは急である。

遺物は比較的多く出士しており、特に床面からは滑石製の管玉をはじめ貯蔵穴から南東部にかけて

一括して出土している。貯蔵穴の東部床面からは壺4932、甕4936が押し潰されたように、貯蔵穴から
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遺物は比較的多く出土して

おり、特に床面からは滑石製

の管玉をはじめ貯蔵穴から南

東部にかけて一括して出土し

ている。貯蔵穴の東部床面か

らは壺4932、甕4936が押し潰

されたように、貯蔵穴からは

高杯4949をはじめ多くの土器

が流れ込むような状況で出士

した。須恵器は壺4932のみで

ほかは士師器である。 4932は

外面に格子目タタキが残る。

甕4933---4940は内面にナデ、

押圧、ケズリなどが見られ、

甕4936・4937の外面にはタタ

キメ痕跡が認められる。高杯

4941 ---4 9 54は杯部が椀状の

4941や杯部と口縁か稜線によっ



第 3節角田調査区

竪穴住居172(第1205・1293----1295図、図版68)

竪穴住居171の南西に位置し、後述の竪穴住居173を切って検出された。平面不整方形を呈し、規模

は372X423cm、深さ31cmを残す。床面積は14.2面を測る。主柱は確認し得なかったが、床面の周囲に

は部分的に壁体溝が確認され、本来は巡っていたものと思われる。住居南東隅からは造り付けのカマ

ドが、南壁のカマド寄りから貯蔵穴と思われる土城が検出されている。カマドは燃焼部が後世の柱穴

によって切られ、北側の袖も削平を受けた残存状態の悪いものであった。貯蔵穴は不整円形を呈し、
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4979 

規模は70Xl00cm、深さ30cmを測る。

遣物は覆土中から比較的多く出土しており、床面

からは甕4970、刀子M183、鉄鎌M184などで、ほか

の土器類は破片であった。須恵器の甕4961~4953は

同一個体と思われる。外面に縄煎文風の細かな格子

目タタキの後、平行沈線を施している。土師器の甕

は「く」字状に広がるD縁が主で、高杯の杯部は深

いものが多い。士器の特徴から当住居は古• 中.I 

に廃絶したものと思われる。 （江見）

竪穴住居173(第1205・1296図、図版68)

竪穴住届172とほぼ重複し、その下部から検出さ

れた。平面方形を呈し、規模は357X397cm、深さ44

cmを残す。床面積は13.3面を測る。主柱は 4本から

なり、柱穴の掘り方は径約50cm、深さ約50を測り、

p 1からは柱痕跡が確認された。柱穴間距離は207 第1295図竪穴住居172出土遺物② (1/4,1/3) 

三 一
I I 

M183 

□ 
』’’M184 
。

1 Dem 

----258cmを測り、南北両競に近接した位置に立てら

れている。南壁中央東寄りからは貯蔵穴と思われる士堀が検出された。楕円形を呈し、 75X90cm、深

さ30cmを測る。土漿北側から東西上部に浅い段が確認されている。

遺物は土師器のみで、床面からは高杯4986が、また、貯蔵穴に流れ込むように高杯4987、甕4985な

どが出士している。遺物の特徴から、当住居は古• 前・皿に廃絶したものと思われる。 （江見）
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第1296図竪穴住居173(1/60)・出土遺物 (1/4)
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竪穴住居174(第1205·1297~1299図、図版69)

竪穴住居173の南東Smから検出された、火災によって焼失した住居である。平面方形を呈し、規

模は343X384cm、深さ22cmを残す。主柱は 4本からなるが、 P2の位置はやや壁際に寄っている。住

居南東部は床面が一段下がった平坦面が造られており、床面中央西よりからば炉状遺構が検出されて

いる。遺物は多く、覆土上部には土器溜りを形成していた。また、床面南西部からはヤナギ属を含む

建築材と思われる炭化木をはじめ、小形の壺類が出

土し、南東部の平坦面にも土器が流れ込んだ状況が

窺えた。なお、有孔円板S242、勾玉S243は小形

壺付近の覆土中からのものである。

須恵器の高杯、把手付椀、土師器の壺・甕•高杯

．鉢など、古•中・ I の範疇であろう。 （江見）
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第1299図竪穴住居174出土遺物③ (1/4) 

竪穴住居175 (第1205・1300・1301図、図版151・165・167)

竪穴住居169の南で検出された。方形を呈するが、正方形に近い平面形を呈している。規模は長辺

が580cm、短辺が558cmで、深さは検出面から13cmを測る。床面は平坦で、北辺の中央部に造り付けの

カマドがある。両袖とも幅約30cm、長さ80cm、高さ20cmを測り、燃焼部が長方形を呈するものであっ

た。壁際には幅約10---20cm、深さ約10---15cmの壁体溝が巡り、カマドの端約30cmまで取り付いている。

4本の主柱で構成される住居で、柱間距離は220-----280cmを測る。柱の掘り方は径40---SOcm、深さは約

50cm を測り、径20~30cmの柱痕跡が確認された。

遺物としては、須恵器の高杯5033、土師器の甕5034---5036、土錘C177~180、滑石製の臼玉 S244

などが出土している。これらの遺物からみて、時期は古・後に属すると思われる。 （松本）

竪穴住居176(第1206・1302・1303図、図版151)

調査区の東北隅、 Cg609区に位置する。大半は調査区外となるが調在範囲での規模は、一辺が435

cm、深さが25cmを測り、床面では柱穴 2本とカマドが検出できた。

カマド内は燃焼・焼成部の底面に薄い炭層が堆積しており、その中央では方形の石を立てて支脚と

していたほか、熱影響によって奥の壁面も赤変していた。さらにこの床が5cm程上に埋没した段階で

土器類5037---5041が出土しており、さらに土師器高杯が石支脚の上に倒立状態で検出されたことから

この高杯が支脚に転用されたと思われる。

出土遺物からみて、この住居の時期は古• 中.Iである。 （弘田）
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竪穴住居177(第1206・1304図、図版69)

調査区の北東部に位置する。平面形は365X395cmの長方形で、床面までの深さは 8cm残存していた

のみである。北西の壁のほぼ中央にはカマドが設置されていた。カマドは住居内に袖を作り出し、煙

道は住居外にのびていた。燃焼部を示す被熱面は明瞭には残存していなかった。

柱穴は 4本確認できた。掘り方は直径50cm前後の円形で、深さは50----70cmを測る。 Pl・2・4で

は柱痕跡を確認することができた。
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第1303図竪穴住居176出土遺物 (1/4)

遺物は埋士中から須恵器• 上師器が少量出土している。 5042----5044は杯の小片で、形状や調整から

時期差が考えられる。 5045は外面にタタキ痕跡が残存しており、製塩土器と理解している。最も新し

い遺物は 7世紀前葉と考えている。 （平井）
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竪穴住居178(第1206・1305図、図版69・70)

竪穴住居177の北東隣りに位置する。平面形は360X395cmの方形で、床面までの深さは45cm残存し

ていた。床面はほぼ平らで、壁は垂直に近く立ち上がっていた。壁際には幅10cm前後、深さ 8cm前後

の溝を検出することができた。床面上には炭化材が少し残存しており、炭や焼士も薄く堆積していた

ことから、火災を被っていたものと考えられる。南側の壁の東寄りにはカマドが設置されていた。カ

マドは長さ70cm前後、高さ約20cmの直線的な袖が残存していた。カマド内の燃焼部には棒状の河原石
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が立てられており、支柱として用いられたと考えられる。またカマド内および周辺には士器片や炭が

散っていた。柱穴は 2本検出できた。掘り方は直径30cm前後の円形で、深さは床面から約35cmを測る。

遺物は埋士中や床面上から土師器と鉄滓が 1個出土している。 5046・5047は甕、 5049・5050は高杯で

ある。 5048の外面には格子目タタキが観察でき、煤が付着している。長胴甕で朝鮮系軟質土器と考え

ている。時期は古・中・ Iではなかろうか。 （平井）
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竪穴住居179(第1206・1306----1309図、図版70・152・165)

竪穴住居178の東隣りに位置する。平面形は470X490cm

の方形で、深さは床面まで15cmを測る。東側の壁際には炭

や焼土が分布する部分がありカマドの痕跡と考えられる。

燃焼部は壁から70cm内側にあり、高杯5069が伏せた状態で

残存しており支柱として用いられたと考えられる。 このカ

マドの下には平面形が直径約120cmの円形で深さ約30~mの

土堀が検出できた。上城の埋土中には小礫、炭、焼土が多

く含まれておりカマドの除湿装置的な役割を果たしていた

のかもしれない。主柱穴は 8本と考えており、図ホしたよ

うに P1 ---4とP5-8で構成されていたと考えている。

遺物は須恵器5051---5053、士師器5054---5076、めのう製の

勾玉S245、砥石S246---248、土錘C181---183が出土した。

5058はカマド内から出土した完形に近い鉢で被熱している。

5059の内面と5057の体部外面下半には図示したような線刻

が観察できた。 5070の杯部と脚部の接合部には刻みが施さ

れている。時期は古• 中・ I-IIであろう。 （平井）
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第1309図竪穴住居179出土遺物③ (1/4) 

竪穴住居180(第1206・1310・1311図、図版71)

調査区の東北隅あたりのCi700区に位置する。規模は、長辺410cm、短辺380cm、深さが22cmを測

る方形の竪穴住居である。床面では、ほぼ中央あたりに浅いくぼみがみられたが埋土は住居全体の覆

士下層と同じで炭や焼土はみられなかった。また、それをはさんで 2本の主柱穴があり、 さらに南東

部の壁体沿いには深さ34cm程で隅丸方形を呈した土堀 l基がみられた。 この埋土の上層は暗黄褐色土

で、焼士を含んでいた。性格はわからないが一つにはカマドの下部構造の可能性も考えられる。

出上した土器類では口縁端部を内側に肥厚させた甕5077、高杯5078~5081 がある。これらからみて、
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第1311図竪穴住居180出土遺物 (1/4)

この住居の時期は、古• 中.Iである。

竪穴住居181 (第1206・1312図、図版71)

調杏区の東端部の Ci7 00区に位置し、後述する竪穴住居182に切られる。規模は、東西の一辺が

（弘田）

373cm測り、深さは19cmを測る。また、北東の壁体沿いに造り付けのカマドをもつが、壁体溝や柱穴は

確認されていない。

出土遺物をみると、須恵器の甕5082と士師器底部片5083がある。遺物や切り合い関係から判断して

この住居の時期は、古・後.I[の可能性が高い。 （弘田）

竪穴住居182(第1206・1313回、図版71)

調査区の東端部、 Ci7 00区に位置する。平面形がや

や胴張り状を呈しており、規模は、長辺が573cm、短辺

は518cm、深さが17cmを測る。床面上には住居北側の辺
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のほぼ中央に造り付けのカマドがあった。焼士面はみられなかったものの燃焼部は床面より一段低く、

煙道は検出面ではわずかに住居外に突出するのみで真っ直ぐ立ち上がる傾向にあると思われる。また、

主柱穴は 4本でいずれも直径16....__,26cm程の柱痕跡が明瞭に認められた。

出土した士器類のうち須恵器の杯身5084は底部に回転ヘラケズリを施す。同じく須恵器の甕腹5085
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と士師器の甕5086があり、土器以外では鉄製の刀子M188や土錘C184がある。以上の遺物からみて、

この住居の時期は、古・後.IIである。 （弘田）

竪穴住居1,ss(第1206・1314・1315図）

調査区の北東端部に位置する。全体の形状は竪穴住居184に切られているため明確ではないが、平

面形は約370X390cmの方形で、深さは38cm残存していた。床面はほぼ平らで、壁際に溝は検出できな

かった。床面のほぼ中央部に焼土面が 1か所存在していた。床面に柱穴は確認できなかった。

遺物は埋士中や床面上から少量の土師器や蛇紋岩製の臼玉S249が出土している。 5088は床面から
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5 暗灰褐色粘質土

6 暗黄褐色粘質土

7 暗黄灰褐色粘質土

第1314図竪穴住居183• 184 (1/60) 

-874-



第 3節角田調査区

の出土で、 5089の透かし穴は 4方向に穿たれてい

S249は約半分が欠損している。土器はその

特徴から古•中. Iと考えられる。想定される時

る。

期からはカマドが敷設されている可能性も考えら

れるが、竪穴住居184の建築のために壊されてし

まったのかもしれない。 （平井）

竪穴住居184 (第 1206·1314·1316~1319図、図

版72・152・153・165)

調査区の北東端部で竪穴住居183を切っている。

平面形は475X490cmの方形で、深さは38cm残存し

ていた。床面はほぽ平らで、壁際には幅10cm前後、

深さ約15cmの溝が掘られていた。床面のほぼ中央

部には焼土面が存在していた。また北東側の壁の

ほぼ中央にはカマドが敷設されていた。 カマドは

／
 ~D 

ロー：＿
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10cm 

第1315図竪穴住居183出土遺物 (1/4,1/1)

幅15~2ocm、長さ約90cm、高さ 16___,20cmの袖が両

側に残存しており、煙道が住居外にのびていないことが特徴である。カマド内には炭・焼土・灰が多

く残存しており、燃焼部からは土器片5108が出土している。また燃焼部の焼士面が新旧二面に存在し

ていた。上柱穴は 4 本検出できており、平面形は直径35___,60cmの円形で、深さは床面から30~45cm残

存していた。また P2・3・4には柱痕跡が確認できている。

出上遺物は須恵器5090-5092·5147、上師器5093---...,5146·5148~5170、石器 S250~256、鉄器M189

このうち第1319図の須恵器5147、土師器5148.---..,5170と石器S253------256はこの竪穴住居

を検出する以前に堆積していた遺物で、出土した位置関係から竪穴住居上層の遺物と考えている。

5090.---..,5092の内面調整はナデである。壺5093は柱穴P3からの出上である。小形壺5095、甕5098・

を図示した。

5099・5104・5105・ 高杯5123,:___5126・5131・5134・5140・5141・5144は床面から出土している。壺の

540cm 

。
1 m 

l

2

3

4

5

 

◎
 
四

S250 

◎ 

四

S253 

゜

@) 

四

S251 

◎ 

豆

S252 

淡褐灰色粘質微砂

淡褐灰色粘質微砂（焼土含）

炭、灰

淡褐灰色粘質微砂（焼士塊含）

焼土塊

@ 

~l 
9--

S254 

c: 

er 
S255 

S256 

1̂ー[)ーー＂ー
M189 

3cm 

゜一
3cm 

6

7

8

9

 

暗灰色粘質±(炭・灰・焼上粒多含）

焼土（赤変部分）

黄色微砂（炭・焼土含）

黄橙色砂質士

第1316図竪穴住居184カマド (1/30)・出土遺物① (1 /1,1 /3) 

-875-



第 3章高塚遺跡

5090 

¥

1

 

｀

ー

ー

ー

ー

_

ー

5091 5092 

5095 

5094 

▽ 5099 

F土《
5100 

／ビ／
▽ 1 

5102 
／
 

5097 

口
5112 

□ 0 
5113 

w 5114 

口〗
5115 

0cm ¥ミニビ三／
5116 

第1317図竪穴住居184出土遺物② (1/4) 

-876-



第 3節角田調査区

ロ
5117 5118 5119 5120 

5127 
5122 

5135 

5130 

5124 

5131 

5125 5140 

ニ-~
5143 

5144 

5141 
.:..-ノノ．‘

\~ 召

0 10an 

5145 

/―曇

5142 

亨- 5146.  

第1318図竪穴住居184出土遺物③ (1/4) 

-877-



第 3章高塚遺跡

口縁部は屈曲の弱い二重口縁である。甕の内面調整にはケズリとナデとがあり、高杯杯部には有段の

ものと椀形のものとがある。 5121は平底の鉢になる可能性がある。上層出土土器については高杯杯部

形状において椀形のものが多いといえる。 S250~252は埋土中から出土した蛇紋岩製の臼玉である。
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S253は蛇紋岩製の臼玉、 S254・255は滑石製の臼玉、 S256は蛇紋岩製の管玉である。

これらの遺物の時期は古• 中 ·I~II と考えている。

竪穴住居185 (第1206·1320·1321図• 図版71・72・153)

Ch700区に位置する。規模は、長辺402cm、短辺339cm、深さが25cmと小形で長方形を呈する竪穴

（平井）

住居である。床面上においては造り付けのカマドを東側の長辺の中央からやや東隅に寄ったところで

検出している。焼成部は住居床面よりわずかに高くなり、石を立てて支脚としていた。この周囲から

5178が出土している。煙道は住居の検出レベルでは外に突出せず、奥の壁面が強い熱影響を受けてい

た。また、これ以外には柱穴や壁体溝は認められなかったが、床面上からは完形に近い形で土器数個

体が出土している。

5171・5176・5180はカマドの南側床上で出土した。 5171は須恵器の甕で、体部外面には縄席文タタ

キと沈線3条を巡らす。 5176は土師器の壷であるが須恵器的な形態をとり、調整もヨコナデを施す。高

杯5180は鉢状の杯部をなし、杯底部周囲にヘラケズリを施す。 5177は土師器甕の底部を穿孔して甑と

したもので、カマド北側の床上から出土している。また、 5181は形態、調整が土師器でありながら還

元炎焼成となった高杯である。以上の士器類が示すこの住居の時期は、古• 中. Iである。 （弘田）

竪穴住居186(第1206・1322図、図版73)

調査区の東端部に位置する。平面形は425X430cmの方形で、深さは 8cm残存していたのみである。

床面はほぼ平らで、壁際に溝は検出できなかった。埋土は淡灰褐色砂質土が 1層のみであった。主柱

穴は検出できなかったが、北東側の壁のほぼ中央部にカマドが敷設されていた。カマドは幅15~25cm 、

長さ100cm前後、隔さ約 8cmの袖が両側に残存しており、煙道が住届外にのびていないのが特徴であ

る。カマドの内部には長さ約20cmの棒状のJ11原石が立てた状態で残存しており、支柱として用いられ

たものと考えられる。またこの支柱の南側には強く焼けた被熱面があり、燃焼部と考えている。遺物

は埋土中から少量の須恵器・ 士師器が、またカマド内から鉄器M190が出士している。これらの遺物
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第1324図竪穴住居187カマド (1/30)・出土遺物 (1/3,1/4)

の時期については明確ではないが古・後.IIと考えている。 （平井）

竪穴住居187(第1206・1323・・1324図、図版73)

調壺区の東端部、竪穴住居186の南東隣りに位置する。平面形は南端部が未検出ではあるが、約450

X480cmの方形で、深さは約10cm残存していた。床面はほぼ平らで、壁際には幅10cm前後、深さ約10

cmの溝が掘られていた。

北側の壁のほぽ中央部にはカマドが敷設されている。カマドは、最大幅約40cm、長さ約70cm、高さ

約10cmの袖が両側につくられており、煙道部は住居外にのびている。燃焼部には焼士面が存在してお

り、上層には士器が埋没していた。

主柱穴は 4本確認でき、 P1・3・4には柱痕跡が確認できた。柱穴の掘り方は直径30----40cmの円

形で、深さは床面から約30~40cm を測る。

遺物は須恵器5184·5185、土師器5186~5188、流紋岩製の砥石 S257などが出士している。 5187の

胎土中には金雲母が多く含まれている。遺物の時期は古・後.IIと考えている。 （平井）
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竪穴住居188(第1206・1325・1326図、図版73・154・169)

調査区の東端部に位置する。平面形は約458X565cmの台形状を呈し、深さは床面まで13cm残存して

いた。床面はほぽ平らで、壁際には幅10cm前後で、深さ約10cmの溝が掘られていた。

北西の壁のほぼ中央部にはカマドが敷設されていた。 カマドは、最大幅約20cm、長さ約70cm、高さ

約10cmの袖が両側につくられており、煙道部は住居外にのびていない。燃焼部には直径約 8cm、長さ

約25cmの円柱状の川原石が立てた状態で残存しており、支柱として用いられたものと考えられる。ま
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淡黄褐灰色粘質微砂

黄褐灰色粘質微砂（焼土塊多含） 。
10cm 

第1325図竪穴住居188(1/60,1/30)・出土遺物① (1/3) 
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5194 

鬱
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10cm 

第1326図竪穴住居188出土遺物② (1/4) 
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第 3節角田調査区

た燃焼部からは高杯5200が出土している。主柱穴は 4本と考えている。柱穴掘り方の平面形は直径20

------30cmの円形で、床面からの深さは30......... 45cmである。床面のほぱ中央部には被熱面が3か所と火を炊

いたと考えられる土城状のくぼみが存在している。土城状のくぼみの壁は被熱しており、埋土中には

焼土塊を多く含んでいた。炉跡として用いられたものと考えられる。

遺物は埋士中や床面上から須恵器5189・5190、土師器5191--....5200、鉄器M191・192などが出土して

いる。 M192は一部欠損しているが袋状鉄斧である。時期は古•中. IIではなかろうか。 （平井）

竪穴住居189(第1206・1327図）

調査区の東端部、竪穴住居188の
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南東隣りに位置する。平面形は495

X530cmの長方形で、深さは15cm残

存していた。床面はほぽ乎らで、壁

際に溝は検出できなかった。
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10cm 

l 淡茶褐色微砂（焼土塊含）

2 暗灰褐色粘質土（焼土少含）

3 灰褐色粘質土

4 淡褐灰色粘質微砂

5 黄褐灰色粘質微砂（焼土粒少含）

6 橙色粘土

7 暗褐灰色粘質微砂（焼土多含）

8 褐灰白色粘質微砂

9 黄橙色粘質土

10 黄褐灰色粘質微砂（焼土粒含）

2m 

第1327図竪穴住居189(1/60)・出土遺物 (1/4)
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第 3章高塚遺跡

北側の壁のほぼ中央部にはカマドが敷設されていた。カマドは最大幅約20cm、長さ約80cm、高さ約

20cmの袖が両側に造られており、煙道部は住居外にのびていた。また燃焼部の下部には、長さ約135

cm、幅約85cm、深さ約10cmの土城が掘られていた。主柱穴は 4本確認できた。柱穴の掘り方は径30-----

50cmの円形や楕円形で、床面からの深さは30---55cmであった。遺物は埋土中から少量の須恵器5201---

5204、土師器5205が出土しており、時期は古・後.IIと考えている。 （平井）

竪穴住居190(第1206・1328・1329・1333・1334図、図版154・165・167)

調査区の東端部に位置する。平面形は410X420cmの方形で、深さは30cm残存していた。床面はほぼ

平らで、壁際に溝は検出できなかった。

床面の中央部北寄りには約20X30cmの長方形状で、深さ約 5cmの浅いくぼみが存在しており、北と

南側の壁が被熱していた。炉として用いられたのかもしれない。カマドは検出できていない。

この住居に伴うと考えられる柱穴は検出できなかった。

遺物は埋士中から土師器5206---5230と滑石製の勾玉S258、蛇紋岩製の臼玉S259などが出士してい

る。 5208-----5211は甕で体部内面はケズリのものが多い。 5212----5225は高杯で、杯部は有段、脚部内面

はケズリである。 5214は脚部との接合部に刻目が施されている。 5227はいわゆる朝鮮系軟質上器で体

部外面には格子目のタタキ痕が残存している。小片のため、傾きは推定である。 5228は小片ではある

が平底の杯と考えている。 5229は製塩土器である。

これらの遺物の時期は古• 中.Iと考えている。

竪穴住居191 (第1206·1330~1334図、図版154·167)

調査区の東端部に位置し、竪穴住居190を切っている。平面形は492X530cmの方形で、深さは12cm

（平井）

残存していた。床面はほぼ平らで、壁際に溝は検出できなかった。
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第 3節角田調査区
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第 3章高塚遺跡
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第 3節角田調査区
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第 3章高塚遺跡
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第3節角田調査区

西側の壁のほぼ中央部にはカマドが敷設されていた。カマドは最大幅32cm、長

さ78-90cm、高さ15cmの袖が両側につくられており、煙道は一部住居外にのびて

いた。燃焼部には、強い被熱面が観察できた。また直径 6cm前後で長さ約12cmの

円柱状の川原石が立てられ、かつその上には高杯が伏せられており、支柱として

用いられたものと考えられる。主柱穴は 4本確認できた。

I I 
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゜
10cm C206 C207 

◎ 

C208 

第1334図竪穴住居190• 191出土遺物② (1/3) 

遺物は床面や埋士中から須恵器5231~5236、土師器5237-5252、石製臼玉 S260-264、土錘C185

-192などが出上している。 5246は平底鉢で、外面に格子目タタキは施されていないが朝鮮系軟質土

器と考えている。 5247・5248も同じく朝鮮系軟質士器と考えている。外面に格子目タタキ痕が残存し

ており、同一個体片と考えている。須恵器とこれらの朝鮮系軟質土器が共存かどうかについては、住

居址内に廃棄された資料群であり確実ではなかろう。 5251は製塩士器で、他にも破片は多く出士して

いる。これらの遺物のうち最も新しいのは古• 中.IIであろう。

なお第1333・1334図に示した遺物は竪穴住居190と191を検出中に出土した遺物である。 （平井）

竪穴住居192(第1206・1335・1336図）

調査区の東端部に位置する。規模は竪穴住居193に切られている

ことと、調査区外にのびているため明らかではないが、平面形は方

形を呈する。深さは25cm残存しており、床面はほぼ平らであった。

柱穴は Pl~3 を検出しているが、壁に近接している点に疑問が残

る。遺物は床面上から高杯5283が出土しており、時期は古• 中・ I

と考えている。 （平井）

-891-
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。
10cm 

第1335図竪穴住居192

出土遺物 (1/4)



第 3章高塚遺跡

竪穴住居193(第1206・1336図）

調査区の東端部に位置し、竪穴住居192を切っている。平面形は336X357cmの方形で、深さは38cm

残存していた。

南東の壁際には士堀を 2基検出した。西側の土城は約70X80cm楕円形で、深さは約10cmを測る。北

側には炭が散布し、中央部にはよく焼けた焼土面が確認でき、炉跡と推定できる。

この土城に切られる形で検出できた東側の土城は直径約90cmの不整円形で、底面には炭が散布して

いた。竪穴住居192に伴う炉跡かもしれない。

遺物は埋土中から士師器5284~5291が出土しており、時期は古•中・ I と考えている。 （平井）
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(3)掘立柱建物

掘立柱建物54(第1205・1337図、図版74)

第 3節角田調査区

Ch 606区から検出された当調査区唯一の建物である。桁行 3間、梁間 2間の総柱建物で倉庫と思

われる。南北棟で、棟方向はN-24°-Eを示す。桁行375----383cm、梁間502----507cm、床面積19.4面を

測る。柱穴の掘り方は数個を除き方形を呈し、規模は一辺50cm前後、深さ15cm前後を測り、大半に径

15cm余りの柱痕跡が認められた。柱穴間距離は桁が156----l 77cm、梁が183----195cmと梁がやや長い。遺

物は Pllから古• 中と思われる甑細片が出土しており、当項に報告した。 ・ （江見）

l 暗茶灰色粘質土

2 暗茶褐色粘質土

.a冒冒彎~ _a 

,.  冑鴫麟 B

第1337図掘立柱建物54(1/60) 
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第 3章高塚遺跡

(4)土壊

土漿425(第1203・1338図）

Cg508区の南部で、竪穴住居127の東で検出された方形の土堀である。東角の部分だけが残存して

おり、そのほかは中世溝で破壊されている。一段あって、楕円形の掘り込みがある。

遺物は、 7点の土師器が出土している。 5292........ 5297は、丸底壼である。 5292は、完形品で、 D径

12.2cm、器高15.3cmを測る。 5298は、高杯の杯部である。

遺構や遺物の観察からこの遺構の時期は、古墳時代中期であろう。 （浅倉）

土堀426(第1204・1339図）

竪穴住居146の西で検出された。規模は102X107cmの円形を呈し、深さは30cmを測る。床面には凹

凸がみられる。掘り方の東側は垂直となるが、西側は緩やかに傾斜し二段掘りとなる。埋土は 2層に

区分されるが、下層にぱ焼土が含まれていた。遺物は両層から出土しており、図示できる遺物として

甕5299""'5301 がある。これらの遺物からみて、廃棄された時期は古• 前・ Iと思われる。 （松本）

土壊427(第1204・1340図）

竪穴住居146の南西で、接する状態で検出された。規模は63X109cmの楕円形を呈し、深さは53cmを

;,-.......... 
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゜
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第1338図土堀425(1/40)・出土遺物 (1/4)
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第 3節角田調査区

測る。床面はほぼ平坦で、断面はU字形となる。埋土は 3層に区分されるが、 2層には多量の炭が含

まれていた。出土遺物はないが、検出レベルからみて時期は古・後の頃と思われる。 （松本）

土壊428(第1204・1341図）

竪穴住居139を切る状態で検出された。規模は76X92cmの隅丸方形を呈し、深さは22cmを測る。床

面は平坦であり、断面は逆台形となる。遣物はないが、古• 中～後の頃と思われる。 （松本）

土壊429(第1204・1342図、図版74)

竪穴住居140の南東コーナーで検出された。規模は32X37cm、深さは17cmを測る。固囲や内部に炭

や焼土があるため、カマドの可能性がある。遺物はないが、時期は古・後の頃と思われる。 （松本）

土壊430(第1204・1343図）

竪穴住届140を切る状態で検出された。規模は78Xl22cmの方形を呈し、深さは23cmを測る。床面は

平坦で、断面はU字形となる。埋土は 1層である。出土遺物としては須恵器の高杯5302・5303がある。

I# 
510cm 

l 暗茶褐色粘質土

2 暗灰褐色粘質土（焼土含）

第1339図土壊426(1/30)・出土遺物 (1/4)
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0 50cm 

一1 i炎黄灰色粘質微砂

2 暗灰褐色粘質土（炭多含）

第1340図土壊427(1/30) 
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第 3章高塚遺跡

5302は杯部、 5303は脚部である。なお、この遺物は竪穴住居140の遺物と近似しており、なんらかの

原因で混入した可能性が考えられる。時期は古• 中～後と推察される。 （松本）

土堀431 (第1204・1344図）

竪穴住居144の西約 2mの位置で検出された遺構である。規模は45X353cmの東西に細長い楕円形を

呈し、深さは23cmを測る。この遺構の形態はむしろ溝を想定させる。断面はU字形を呈し、埋土は 2

層に区分された。出土遺物としては二重口縁の壺5304、甕5305・5306などがある。甕の口縁部はやや

内傾する。これらの遺物の特徴からみて、廃棄された時期は古• 前・ Iと思われる。 （松本）

土凛432(第1204・1345図）

竪穴住居143の南隣で検出された。規模は62X67cmの不整円形を呈し、深さは29cmを測る。床面は

~ 日ー 〔ーロ和
5302 

57 Dem 

乙丹ミ
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゜
1 m 

゜
10cm 

淡茶灰褐色粘質微砂

第1343図 土 堀430(1/30)・出土遺物 (1/4)

,'570,.cm _, 

疇
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゜
60cm 

一1 黒灰褐色粘質土

2 黒褐色粘質土
D 10cm 

第1344図土壊431 (1/60)・出土遺物 (1/4)
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平坦で、断面はU字形となる。埋

士の 2層で、堆積はレンズ状を呈

している。出土遺物はないが、遺

構検出レベルからみて、古・後の

頃と推察される。 （松本）

土堀433(第1206図 ・1346図）

Cg 6 09区に位置し、古•中・

IIの竪穴住居155に切られる形で

検出した、平面形が隅丸長方形を

呈する土堀である。規模は、長さ

が84cm、幅は35cmで、深さが23cm

を測る。図示し得ないが土師器の

甕片が出土しており、それと遺構

の切り合いから判断して、時期は

中期と考えられる。 （弘田）

590cm 

“ 0 50cm 

一l 暗茶褐色粘質微砂

2 茶褐色粘質士

第1345図土壊432(1/30) 



第 3節角田調査区

土壊434(第1206図 ・1346図）

さきの土城433に切られた、平面形が隅丸長方形を呈する土渡である。規模は、幅が31cm、深さは

16cmで、埋土には炭を含んでいた。出土遺物はないものの、遺構の切り合い関係などからこの土城の

時期は中期に属すると推定できる。 （弘田）

土塘435 (第1206図 ・1347図）

竪穴住居176の床面直下において検出した、平面形が楕円形を呈する士城である。規模は、長さが

89cm、幅は78cmで、深さが29cmを測る。出土した土師器の甕底部5307や遺構の切り合いから判断して、

時期は中期と思われる。 （弘田）

土壊436(第1206図 ・1348図）

竪穴住居182のカマド下層において検出できた方形の土城で、軸線が住居とおおむね一致すること

からも、本来はカマドの下部構造であったかもしれない。規模は、長さが150cm、幅は145cm、深さが

30cmを測る。時期は古・後.IIとみられる。 （弘EB)

土壊437(第1206・1349図）

調査区の東端部に位置する。平面形は柱穴が3個連な

ったような形状で、深さは約30cm残存していた。時期は

古墳時代中期と考えており、位置関係から竪穴住居183

に関連する上堀かもしれない。 （平井）

土堀438.(第1206・1349図）

調裔区の東端部に位置する。平面形は72X83cmの不整
＼
 

゜
1 m 

l 暗黄灰色砂

2 暗茶褐色粘質土（炭含）

第1346図土壊433• 434 (1 /30) 

楕円形で、深さは 7cm残存していた。時期は古墳時代中

期と考えており、位置関係から竪穴住居184に関連する

士墟かもしれない （平井）

' 
520cm 

゜
lm 

゜

5307 

10cm 

l 暗黄褐色粘質士

2 灰褐色粘質土

第1347図土壊435(1/60)・出土遺物 (1/4) 
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520cm 
／ 

。
lm 

1 暗灰褐色粘質土

2 暗橙褐色粘質士

第1348図土堀436(1/30) 



第 3章高塚遺跡

土壊439(第1206・1351図）

調査区の東端部に位置する。平面形は85Xl09cmの長楕円形で深さは14cmを測る。断面形は皿形で

埋土は少量の炭を含む暗灰褐色粘質土が 1層のみであった。

時期は古墳時代としか捉えられないが、位置関係から竪穴住

l゚ 暗灰褐色粘質土（やや黒みを帯びる）

2 暗灰褐色粘質土

3 暗灰褐色粘質土（やや粘性が強い）

第1349図土漿437(1/30) 

居184に関連する土城かもしれない。 （平井）

510叩

冒
0 50cm — 暗灰褐色粘質土

（焼土塊小片多含）

第1350図土塀438(1/30) 

l 暗灰褐色粘質土

2 淡黄灰色土（炭，炭含）

3 灰褐色粘質土

第1352図土壊440(1/30) 

。

土壊440(第1206・1352図）

調査区の東端部に位置する。平面形は56X67cmの楕円形で、

深さは18cm残存していた。時期は古墳時代としか捉えられな

いが、位置関係から竪穴住居183に関連する土堀かもしれない。

（平井）

土堀441 (第1206・1353図）

調査区の東端部に位置する。平面形は61X65cmの楕円形で、

深さは23cm残存していた。埋土は 2層に分離でき、断面形は

逆台形で底面には凹凸が認められた。時期は古墳時代中期と

しか捉えられない。 （平井）

土堀442(第1206・1354図）

調査区の東端部に位置する。平面

形は118X150cmの楕円形で、深さは

25cm残存していた。竪穴住居187の

カマド燃焼部の下部に位置しており、

埋土中から出土した土器から時期的

にも竪穴住居の時期に一致すること

から、カマドの下部施設ではないか

暗灰褐色粘質土（炭少含）

第1351図土堀439(1/30) 

ーロー
540an 

~ 50cm 一1 淡黄茶色弱粘質土

2 淡黄掲色弱粘質土

第1353図土堀441 (1/30) 

-898-

と考えられる。

＼ 

（平井）

-三尋
淡黄褐色微砂

第1354図土壊442(1/30) 



第 3節角田調査区

(5)溝

溝39(第1204・1355図）

竪穴住居146・148を切る状態で検出された遺構である。溝は南北方向に走行するもので、確認され

た最大幅は約160cm、深さは30cmを測る。底

面の中央部に一段低くなる幅約50cm、深さ10

cmの溝が検出され、溝の改修が確認されてい

る。断面は皿状となる。遺物は溝内から土師

器の鉢5308、甑の把手5309などが出土してい

る。これらの遺物からみて、古・後の時期に

属すると思われる。 （松本）

B - 560cm 
B' 

“ 。
1 m 

1 淡茶褐色粘質微砂

2 暗茶褐色粘質土

3 茶褐色粘質土

" ----=: .. , -
→こ==-

デ:::,..:;-;ー―̀-~-= ..' 
_.,-―—ニ乏二ニ・
ー・,.'.一一

5308 

-U 
10cm 

第1355図溝39(1/30)・出土遺物 (1/4)

溝40(第1204・1356図）

竪穴住居147の南に位置し、この住居を切

る状態で検出された。溝は東西に走行するも

のであるが、確認された規模は長さ約 5m、

550cm 
c・ 

゜
1 m 

l 暗褐色土

2 茶褐色土

三

5310 

5313 

5311 

口
-----------` 

5312 

゜
10an ゜5314 

第1356図溝40(1 /30)• 出土遺物 (1/4)
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第 3章高塚遺跡

最大幅約160cm、深さは20cmを測る。底面はほぽ平坦で、断面は皿状とな
u- 55 0叩

っている。埋士は 2層に区分された。
o・ 

遺物は溝内から須恵器の杯蓋5310、杯身5311、土師器の甕5312、甑5313 I冒~
・5314などが出土している。これらの遺物からみて、この溝は古・後の時 ~ 匹cm

期に属するものと思われる。 （松本） 暗褐色土

溝41 (第1204・1357図） 第1357図溝41 (1/30) 

溝39の東約 3mの位置で検出された。溝39と同様に南北に走行するもの

で、確認された規模は長さ約 7m、最大幅約90

cm、深さは約10cmを測る。埋士は暗褐色土であ

り、断面は皿状を呈している。時期を決める遺

物はないが、遺構検出レベルからみて古・後の ゜
時期が推察される。 （松本）

溝42(第1206・1358図）

調査区の北東端部に位置する。幅約40cm、深

さ15cm前後で、長さ約12mを検出することができた。断面形は皿形で、埋土は暗黄褐色粘質微砂が 1

E-
550cm . 量 E ←—一ニ~二-~〉

lm 5315 

暗黄褐色粘質微砂 。
10cm 

第1358図溝42(1/30)・出土遺物 (1/4)

層のみであった。方向はほぼ東西方向で、竪穴住居180を切るかたちで検出できた。遺物は少量の土

器片が出土しており、時期は古・後.IIと考えている。 （平井）

(6) 河道

河道 6 (第1205・1467図）

調査区の中央東寄りの北端から検出した河道で、当微高地の北側を挟るような状況であった。中世

の第1467図に示す第 4-6層がこれにあたり、第4層の暗茶灰色粘質士から図示し得る遺物はなかっ

たが、わずかながら須恵器細片が出土した。河道肩部付近には前述してきた古・中に属す竪穴住居が

数軒検出されており、その位置関係はあまりに接近していることから、当河道は古• 中以降に大きく

扶っていったものと思われる。 （江見）

河道 7 (第1202・1206・1359-1373図、図版155-159・168・170)

調脊区の南東部において検出した旧河道である。この地区は弥生時代後期後葉の段階に微高地を扶

るかたちで旧河道 5が形成されていた地区である。弥生時代後期後葉以降については引き続き河道に

なっていたのではないかと推測できるが、士層断面から次に確認できるのはここで報告する古墳時代

中期の河道 7である。

第1359図に示した断面図は、第1206図に位置を示している F・G断面図である。 F断面図の 7-9

層、およびG断面図の15-17層が前述した弥生時代後期後葉段階の河道堆積層である。河道 7として

報告するのはこの堆積層を切るかたちで観察できる F断面図の 3-6層、およびG断面図の 5-14層

である。土層を確認した場所によって堆積状況はそれぞれ異なってはいるが、いずれも色調や土質、

炭などの混入物の違いによって幾層かに分離することができる。特に G断面周辺においては12層より

上層において土器が多く出士し、かつ12層は炭を多く含む点で特徴的であったため、 11層より上位を

上層出土遺物、 12層出土遣物を中層出土遺物、 13・14層を下層出土遺物として取り上げることとした。

ただし土層は地点ごとに若干異なっている可能性があったため、これらの遺物が完全に同一層位から
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1

2
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4

5

 

灰褐色砂質土

明茶色士

茶褐色士（砂含）

暗灰褐色土（炭含）

橙茶色土

6

7

8

9

 

灰褐色粘質土

暗灰色粘質土・粗砂

褐灰色粘土（炭・焼土粒含）

暗灰色粘土

Gー

2m 

1

2

3

4

5

6

 

淡灰色粘質土

暗茶灰色土（土器• 炭含）

暗青灰褐色土（土器・炭含）

濃灰茶色粘質土

濃茶褐色粘質土

暗茶褐色土（土器•炭含）

7
8
9
1
0
1
1
1
2
 

灰色砂質土

灰茶色砂質土

明茶色砂質土（土器含）

暗茶色砂質土

淡褐色土（士器・炭含）

賠黒褐色土（土器・炭•桃の種含）

13 

14 

15 

16 

17 

18 

淡黄灰色土

暗灰色砂質土

黄灰色士

暗黄茶色土

暗黄灰色粘質土

暗灰褐色土

第1359図河道 7 (1/60) 

出土したものとは言い切れない。

また第1184図のE断面固は第551図に位置を示している E断面図であるが、河道 7の堆積層はこの

土層の中では 5----8層に相当する。

なお F断面図の 1・2層は中世、 G断面図の 1~4 層は古代の河道の堆積層であり、古代・中世の

節において報告しているが、

参考にされたい。

これらの土層とのより詳しい関係については第1184図のC・D断面図を

河道 7 から出土した遺物としては土器が最も多いが、その他に石器• 鉄器• 鹿角製品が認められた。

下層出土としては土器、鹿角製品がある。 5316~5322は壺である。いわゆる二重口縁のものが多いの

が特徴であろう。 しかし二重口縁の形状は同一ではなく様々な形態が認められる。二重口縁の屈曲度

合いは概して鈍いといえる。体部外面調整はいずれもハケメである。 5322のハケメは回転を利用して

いるよう［こ思われる。体部内面調整には指オサエのちハケメのものと、 ケズリのものとがある。 5323

~5330は小形の壺と考えている。口縁部は逆ハの字形にのび、底は丸底である。 口縁部は内外面とも

ヨコナデで仕上げられている。体部外面はハケメや指オサエ・ナデで、内面はケズリのものと指オサ

エ・ナデのものとがある。口縁部の長さやD径と器高の比率は一定しておらず、定型化されていると

口縁部は逆ハの字状に開くものがほとんどであるが、直は言い難い。 5331----5369は甕と考えている。

線的なものや内湾するもの、外湾するものなどがあり一定していない。 口唇部の形状についても尖る

ものや丸いもの、角張るものなど様々である。全体の器形について理解できる個体は限られているが、
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第 3章高塚遺跡

それらによると肩は強く張るものはなく、なで肩のものが多い。体部は丸くなく、卵形に近いものが

多い。また確実に長胴といえるものはない。底部は丸底である。調整については、口縁部は内外面と

もヨコナデがほとんどであるが、ハケメや指オサ工を施したものが少量認められる。体部外面調整は

細かくないハケメのものがほとんどである。内面は指オサエ・ナデのものとケズリのものとがある。

5358-----5361のように口縁部が内湾気味にのび、口唇部が面を持つものは指オサエ・ナデである。 5368

・5369は胴部の破片で、外面に金属で書かれたような沈線紋が観察できる。 5356の体部外面調整は、

縦方向の平行タタキが施された後横方向の回転を利用したハケメ（カキメ）で、全体の器形について

は他の甕よりは陶質土器や最古式の須恵器に類似していると思われる。このことから5356は通常の士

師器ではなく、陶質土器か須恵器の技法や形態を意識してつくられた土器と考えている。 5370-----5413

亡］
5316 

5319 

5323 5324 

~ 
5327 

□《

5321 

5322 

ロ5329 

戸
5330 

5328 

5326 

5325 C・・ 10cm 

第1360図河道 7下層出土遺物① (1/4) 
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~ 置 cm

第1361図河道 7下層出土遺物② (1/4) 
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5359 

5357 

5358 

5361 

。
10cm 

5360 

第1362図河道 7下層出土遺物③ (1/4) 
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5362 

~ 5370 

5365 

5376 

口
5377 

--=-

ー`← .ヽ--ヽ
， 

、--、'

））ご
5368 ぃ坤＼ 

5379 

5380 

5378 

D tocm 

第1363図河道 7下層出土遺物④ (1/4) 
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5383 
5385 

5387 

5384 
5386 

／ 口
5390 5389 

5388 

＼ ~ 
5391 

~ 23 
5397 

5392 二
5398 

J1L 
5393 5399 

l1l 
5400 

5394 

~ 5395 

二
5401 

5407 

5396 

10cm 
5402 

5408 

第1364図河道7下層出土遺物⑤ (1/4) 
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第1365図河道 7下層出土遺物⑥ (1/4) 

◎ 
~~1'彪¢.'"尺夕?, 牙

~ ~ 

5413 

□ 
5419 

~ 
5420 

已
5421 

,
l
i
 

I
I
I
 

＼ 

~ .. 
｀ ＼ 

B3 

nu 
5.cm 

第1366図河道 7下層出土遺物⑦ (1/2) 

は高杯である。杯部の形状には屈曲するものと椀形

>
， のもの、およびそれらの中間のものとがあり、大き

さや形状に違いがあるといえよう。脚部はハの字状

の筒部から裾部が強く開いており、筒部内面調整は
・-

ほとんどすべて横方向のケズリで稜線が認められる

！ のが特徴的である。脚部に透かし穴が存在するもの

’‘ヽ
が少量ある。透かし穴の位置は筒部の下位で、数は

いずれも 3個である点が共通している。杯部と脚部

B4 の接合方法については5375・5376・5390・5392・5401

などでは筒状の脚部を杯部底面に差し込んでいる

ことが確認できており、特徴的であると考えている。

ただし5413は異なっており、杯部の接合面に拓本に

示したような刻目を施して接着しやすくする工夫が

なされている（脚部にも杯部の刻目に対応する痕跡

が残存しており、拓本で示した）。その他に5413は、筒部内面がケズリではないという調整の特徴や

杯部と脚裾部に突線状の高まりが施されているなどの形態上の特徴から、陶質土器や最古式の須恵器

の形状と技法によって製作された土師器と考えられる。

第1366図の B3・4は鹿角製品で、表面には規則的に鋭利な刃物による溝が彫られている。また表

面は部分的に磨滅している。この 2片は同一個体である可能性が高い。いわゆる刻骨であろう。

第1368図は中層から出tした上器である。 5422-------5425は小形丸底の壺である。形状は一致していな

い。 5427-------5431は甕である。逆ハの字形の口縁部で、体部外面ハケメ、内面ケズリである。 5432-------5436
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は高杯である。全体が図化できた5433と5434を比較すると、形状や調整が異なっている。第1368-----

1371図は上層出土遣物である。 5438は外面にクシガキ紋が施されており、陶質土器か初期須恵器と考

えられる。 5439は須恵器で、外面に平行タタキ、内面に青海波紋が観察できる。 5450は平底の小形壺

口 ’
 

5422 5429 
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5426 

5432 
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5425 

~ 
5427 

5430 

5431 

5434 

10cm 
5437 

5436 

第1367図河道 7中層出土遺物 (1/4)
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で、底面には穴が穿たれている。 5455--5470は甕で、体部内面調整はケズリのものと指オサエ・ナデ

のものとがある。体部形状は5460のように球形に近いものと5463のように下膨れで長いものとがある。

5471--5492は高杯、 5493・5494は鉢である。第1372・1373図は出土層位が明確でない遺物である。 5509

は外面に格子目タタキが施されており、朝鮮系軟質土器であろう。 5519の口縁部には補修痕がある。

5531 は平面形が長方形の皿状土器である。河道 7 出土土器の時期は古• 中.Iが多い。 （平井）
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第1370図河道 7上層出土遺物③ (1/4) 
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(7)柱穴

柱穴75,-.,,J80(第1374図、図版155・170)

検出された多くの柱穴のなかで、古墳時代に属する可能性を指摘できるものは非常に少ない。
~ ~ 

、一'--

では、埋土中の遺物をもとに、この時期と考えられる 6本の柱穴を取り上げた。これらの位置関係や

平面形態は、第1205・1206図に示している。いずれも古墳時代中期と思われる。

5532は柱穴75、5533は柱穴76、5534とM197は柱穴77、5535は柱穴78、5536は柱穴79、5537は柱穴80

からの出士遺物である。土師器では甕• 小形の丸底壺、須恵器では壺の小片を掲載している。 5532

の胴部内面はハケメ、 5537はヘラケズリが施されるが、 5533・5535・5534はユビナデやユビオサエの

みである。 5536は須恵器片で、縄荊文が認められる。 M197は刀子の茎と思われる。 （柴田）

5532 

0 Stm 一P75 

5535 

0 5cm 一P78 

5533 

0 5cm 一P76 

いII―
父令

5536 

0 5cm 
~P79 

-U 

5534 
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5537 
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-------- PBO 

第1374図柱穴75,..,80出土遺物 (1/4,1/3)
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0 

゜
M197 

5cm — 

(8)遺構に伴わない遺物（第1375----1383、図版165・168・170)

ここで取り上げたほとんどの遺物は、一部を除き遺構から遊離して出土したものの他に、調査の際

に関係する遣構を特定できなかったもの、明らかに時期の異なる遣構に混入したと判断でぎたものな

どである。ただし、土製品や金属製品については、その時期が明確でないものもあると思われる。

種別としては、士器125点、石製品 2点、金属製品 8点、土製品14点を掲載している。時期的には、

古墳時代中期～後期と思われるものが多く、前期とされるものは比較的少ないようである。この点は、

検出遺構の数量とも関連していると考えられる。

第1375図の5538----5541とS266は、竪穴住居144の西方約10mに位置する焼土面に伴って出土したも

のである（第1204図参照）。東西 2面の焼土面の内、東は最大長120cm、西は160cmを測る。検出した

海抜高は、東578cm、西563cmである。西の方には炭化材も認められ、遣物はこれに伴っている。須恵

器5538以外は焼士面上からの出土である。この焼土面は、竪穴住居の一部である可能性も考えられる
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が、周辺の住居の床面よりかなり高く、住居の検出面前後の高さである。こうした状況から、断言を

控え、あえてここで報告した。

5538は須恵器の直口壺で、頸部にクシガキ波状紋が施され、底部にはヘラ記号が認められる。 5539

は土師器の甕で、口縁部はわずかに外反してのび、胴部は卵形である。胴部内面は、底部を除きヘラ

ケズリが施される。 5540は土師器の鉢で、口縁部が外方へ短くのびる。 5541は把手付甑で、外面はハ

ケメ、内面はヘラケズリが認められる。 S266は流紋岩製の砥石で、使用面は 1面あり、擦痕が確認

される。

5539 
5538 

5540 

。
10cm 

¥
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第1375図遺構に伴わない遺物（古墳時代）① (1/4, 1/3) 
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土器（第1376---1382図）

掲載した須恵器は、杯蓋．杯•高杯（蓋）．把手付鉢・聴・壺（蓋）．甕・器台等がある。

5542---5544は口縁部の立ち上がりが高い。口縁端部は内傾面を形成し、稜はやや鈍い。 5545----5548 

の口縁端部は丸くおさめている。 5550は新羅系の蓋である。胎士中に大きな砂粒は少ないが、細かな

ものは多い。天井部は丸みを帯び、稜は突出する。端部は丸くおさめられ、鋭さはない。ハケメの後

ナデを行い、 3条の浅い沈線を描いてから刺突紋を施している。 5551には紋様は認められない。 5554

・5555の高杯は、口縁部が斜め上方にのびる。後者は稜が比較的鋭く、波状紋が施されている。底部

外面はカキメが認められる。甕には、口縁部が上下に拡張する5564----5566と、丸くおさまる5567があ

る。後者は端部付近に突帯が施されている。 5571・5572は器台の脚部片である。いずれも組紐紋が施
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第1378図遺構に伴わない遺物（古墳時代）④ (1/4) 
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され、三角形ないしは台形の透かしは千鳥状に配置されている。 2条の突帯は退化している。

掲載した土師器・軟質土器は、壺• 甕•高杯・鉢•台付鉢・甑• 手捏ね土器等がある。

5573---5594は小形壺や甕で、前者は胴部が球形、後者は胴長である。内面はヘラケズリが多いが、

ユビナデのものもある。 5591 は肩部に線刻が認められる。 5595~5597は軟質土器で、格子タタキが施

される。高杯には、口縁部が外反するもの5598・5599、内湾して端部が外反するもの5603----5612、杯

部が椀状のもの5618• 5619などがある。前二者は稜の形状でも分類される。甑には、 1孔のもの5647、

円形孔を配するもの5649• 5651、小さい円形孔のみで構成するもの5650、楕円形孔のもの5648・5653

などがある。 5649は口縁部外面にヘラ記号が認められる。把手の形状もさまざまである。

石製品・金属製品・土製品（第1383図）

掲載した石製品は 2点、金属製品は 8点、土製品は14点である。

S267は滑石製で、最大径28mmの有孔円盤である。中央に径3mmの小孔が開けられている。 S268は

蛇紋岩製の双孔円盤で、最大径は30mmを測り、径2.2mmの小孔が施されている。表面には一定方向の
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第3節角田調査区

擦痕が認められる。

M198は外径25mmの耳環で、銅芯が径 5mmの銀張りである。 M199は欠損部分が多いが、鉄斧の刃部

である。 M200は曲刃鎌と思われる。着柄部分が幅広になり、装着角度は90度に近い。 M201は、厚さ

方形である。 c2os~211は管状土錘であるが、

6 mmの板状の鉄片で、湾曲しているが、器種は不明である。 M202• M204• M205は器種は不明であ

るが、断面が扁平で茎部分と思われる。 M203も茎部分と思われるが、断面は上部が楕円形、下部は

C217は円筒形C 209----216はやや歪な紡錘形を呈し、

である。 C209は最大径11mmと小形で、 c210-212は長さ50mm程度、最大径11mmを測る。 C213~216 

は長さ 70mm程度、最大径18~24.5rnmでやや大きい。 C217は長さ 20mmで扁平である。 C218は最大径50

mm、厚さ11mmの円盤形土製品である。部分的であるが、周縁に刻目が施されている。 C219は羽口の

先端部分である。外径は68mm、送風孔は径21mmを測る。 C220は、胎土中に粗砂や礫が認められる。

上面は膨らみを有するが、下面は比較的平らである。 C221は動物形土製品の脚部と思われ、下端は

わずかに屈曲している。胎土中には砂粒や雲母片が多い。 C222は動物形土製品で、胎士中の砂粒は

少ない。耳は頭頂部に亜んでおり、前方へ向いている。後頭部から背部にかけては、

形成している。これらの点から、犬などを表現した可能性があると思われる。
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4 古代～中世の逍構と逍物

(1)概要

古代から中世にかけての芍調介[~は沿構密度が調介［ズ．西方に裔く 東に希薄になる傾向が品められ

た、 I訂部では掘t柱建物を中心として遺構の広がりが認められた東T部においても掘立柱建物が

皆無だったとは思えないが復元するにはいたらなかった しかしながら東半部では南北に河迫を検出

しており、全1本的に遺構が少ない占代にあって、南部の河珀からは豊富な古代遺物が出 tしている

検出された tな遺構は掘ヽt柱建物22棟、い欺募18)/;;、井い l 甚、 t塙27~、溝 7 条、窪地 3 か所、

河道 2などある このうち古代の遺構は掘立柱建物 4棟、 い廣墓 l、 い廣 5基な ど、中世に比べ希薄

な状況が確認された 調奔区西＇化部中央付近に建物群が所在する 方、調介区東部から火葬体が検出

されるなど、‘り時の遺構す地の昇曲をぶしているように思われた

中世の遺構は西半部の掘立柱建物を中心に、その周囲に t塙墓が大きく 2か所にまとま って検出さ

れており、村白磁の合十および銅鏡を副葬するもの、烏帽 f-が出土したものなどがみられ、また、 ト

部に曲物を設置する木組みの井戸など興味深い遺構遺物が見つかっている ＼江見 l

， 

し

作業風景（西から）

写真13角田調査区建物群

調査風景 （西から）
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第 3節角田調査区

(2)掘立柱建物

掘立柱建物55(第1385・1387図）

Cg509区で検出したほぼ正方形の建物である。間数は、 2X 2間である。しかし、南側の柱間は、

北よりも狭い。桁行は440-448cm、梁間は397----402cm、棟方向はN-76°-Wを指している。

柱穴から出上した遺物は、 3点の土師器である。 5663は椀で、口径も器高も推定できないほどのロ

縁部細片である。 5564も同じような椀の細片である。 5665は小皿である。

柱穴埋土の色調と遺物から、この建物の時期は鎌倉時代に属する。 （浅倉）

掘立柱建物56(第1385・1388図）

Cg600区で検出したほぼ正方形の建物である。建物55の東 5mの所にほぼ同じ棟方向で建ってい

、3

le 、u..i
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, I ... 
"" ゚ 0 

彎
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218 
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5663 5664 
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゜
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第1387図掘立柱建物55(1/60)・出土遺物 (1/4)
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第1388図掘立柱建物56(1/60) 

る。間数は、 2X2間である。桁行は390--396cm、梁間は373--393cm、棟方向はN-67°-Wを指して

いる。

遺物はないが、柱穴埋土の色調から、この建物の時期は中世と考えられる。．

建掘立柱物57(第1385・1389図、図版74)

Ch600区で検出したほぽ正方形の建物である。建物56の南 2mの所にほぽ同じ棟方向で建ってい

2X2 間である。桁行は411~429cm、梁間は404~408crn、棟方向はN-69°-Wを指して

いる。南列の中央柱穴は、精査したにもかかわらず検出できなかった。また、柱穴の中には柱根を支

（浅倉）

る。間数は、

えるために、小石を数個人れているものがほとんどである。

遺物はないが、柱穴埋士の色調から、この建物の時期は中世と考えられる。

掘立柱建物58(第1385・1390図、図版160)

Cj 5 09区北端で検出した東西に長い長方形の建物である。建物57の南16mの所にほぼ同じ棟方向

で建っている。間数は、 3X 2間である。桁行は727------730cm、梁間は357-----376cm、棟方向はN-70°-

（浅倉）

Wを指している。南列の西端柱穴は、調査区外のため検出できなかった。また、柱穴の中には柱痕が

認められるものもある。

柱穴から出た遺物としては土師器が2点ある。 5666は、椀の高台部分である。底径は、 6.0cmを測

-930-
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第1389図掘立柱建物57(1/60) 

る。体部下半には指頭圧痕が残っている。 5667は、小皿である。底部外面にはヘラキリ後に板目がつ

いている。

遺物と柱穴埋土の色調から、 この建物の時期は鎌倉時代と考えられる。 （浅倉）

掘立柱建物59(第1386・1391図、図版75)

この建物は掘吃柱建物60・63の北に位置する。現状では 2X 1間の掘立柱建物で、主軸はN-17°-

E である。規模は桁行が428cm、柱間距離は207~22lcm を測る。梁間は205cm、柱間距離は205cmであ

る。掘り方は円形と隅丸方形で、深さは40-----50cm を測り、径25~30cmの柱痕跡が確認された。なお、

遺物の出土はないが、検出レベル、柱穴規模等からみて古代の時期に属する可能性がある。 （松本）

掘立柱建物60(第1386・1392図）

この建物は掘立柱建物63の西隣に位置する 3X2間の掘立柱建物で、主軸はN-8°-Eである。規

模は桁行が507cm、柱間距離が135----197 cm を測る。梁間は354cm、柱間距離は178~322cmである。掘り

方の平面形は円形ないし隅丸方形で、深さは20~50crnを測り、径20~30crnの柱痕跡が一部の柱穴にお

いて確認されている。建物の時期を示す遺物は出上していないが、遺構の検出レベル、柱の掘り方、

規模等からみて、古代の時期に属する可能性がある遺構である。 （松本）
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第1390図掘立柱建物58(1/60)・出土遺物 (1/4)
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掘立柱建物61 (第1386・1393図、図版75)

この建物は掘立柱建物62の北西に位置し、溝47・48に切られる状態で

検出された。 3X 1間の掘立柱建物で、主軸はN-73°-Wで、規模は桁

行が502cm、柱間距離が152---170cmを測る。梁間は369cm、柱間距離は345

---369cmである。掘り方は円形ないし隅丸方形を呈し、深さは25----40cm

。
10cm 

を測り、径15-----25cmの柱痕跡が確認されている。遺物はないが、切り合

い関係、検出レベル、柱穴規模等から古代に属すると思われる。 （松本）

掘立柱建物62(第1386・1394図、図版75)

この建物は掘立柱建物64・65と切り合い関係をもつ、 3X2間の掘立

-932-
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第 3章高塚遺跡

柱建物で、主軸はN-13°-Eである。規模は桁行が560cm、柱間距離が152----190cmを測る。梁間は387

cm、柱間距離が181----205cmである。掘り方規模は最小が50X65cm、最大が75X80cmを測る。平面形は

方形ないし隅丸方形を呈し、深さは25----30cmを測り、径15----20cmの柱痕跡が確認されている。遺物の

出土はないが、切り合い関係、検出レベル、柱穴規模等からみて古代に属すると思われる。

掘立柱建物63(第1386・1395図）

この建物は掘立柱建物60の東隣に位置する 4X3間のの掘立柱建物で、主軸はN-4°-Eである。

規模は桁行が714cm、柱間距離が116----238cmを測る。梁間は580cm、柱間距離は188----364cmである。掘

（松本）

り方は円形で、深さは10~35cmを測り、径が15-----20cmの柱痕跡が確認された。遺物の出土はないが、

検出レベル、柱穴規模等からみて中世頃の時期に属すると思われる。 （松本）

掘立柱建物64(第1386・1396図）

この建物は掘立柱建物62・65と重複する 2X 2間の掘立柱建物で、主軸はN-78°-Wである。規模

は桁行が524cm、柱間距離が240-----262cmを測る。梁間は334cm、柱間距離は150----l 76cmである。掘り方
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第 3節角田調査区

は円形で、深さは25----35crnを測り、径が10-....15cmの柱痕跡が確認された。遺物の出土はないが、検出

レベル、柱穴規模等からみて中世の時期に属すると思われる。 （松本）

掘立柱建物65(第1386・1397図、図版160)

この建物は掘立柱建物62・64と重複する 2X 1間の掘立柱建物で、主軸はN-80°-Wである。規模

は桁行が428cm、柱間距離が208----218cmを測る。梁間は364cm、柱間距離は354,..___364cmである。掘り方

は円形で、深さは30...... 40cmを測り、径が10----15cm前後の柱痕跡が確認されている。

遺物は柱穴内から土師器の小皿5668・5669が出士している。底部はいずれもヘラによる切り離し痕

がみられた。中世の時期の範疇に入ると思われる。 （松本）

掘立柱建物66(第1386・1398図）

この建物は河道 8の西約10mに位置する 2X2間の掘立柱建物で、主軸はN-5°-Wである。規模

は桁行が378cm、柱間距離が165----193crnを測る。梁間は373cm、柱間距離は150------217crnである。掘り方

は円形で、深さは10------15cmと浅いが、径が10cm前後の柱痕跡が確認されている。遺物はないが、遺構

の検出レベル、柱穴の規模等からみて、中世の時期の範疇に入ると思われる。 （松本）

掘立柱建物67(第1386・1399図）

この建物は掘立柱建物63の東隣に位置し、建物68------72などと重複する lX l間の掘立柱建物で、主

軸はN-1°-Wである。規模は桁行が322cm、柱間距離が316------322cmを測る。梁間は246cm、柱間距離

冒戸轡言／靡鴨-尻囀I

-A-

P5 

記 187 

c:c¥ 

580cm 
I>: 

。
2m l 黒灰色粘質士

2 暗茶褐色粘質土

第1394図掘立柱建物62(1/60) 
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第 3章高塚遺跡

は228---246cmである。掘り方は円形を呈し、深さは15---20cmを測り、径が10---15cmの柱痕跡が確認さ

れている。遺物はないが、切り合い関係、柱穴規模等から中世の範疇に入ると思われる。 （松本）

掘立柱建物68(第1386・1400図）

この建物は掘立柱建物67・69・71・72と重複する 2X 1間の掘立柱建物で、主軸はN-86°-Wであ

る。規模は桁行が419cm、柱間距離が198---210cmを測る。梁間は366cm、柱間距離は362---366cmである。

掘り方は円形を呈し、深さは15---30cmを測り、径が15cm前後の柱痕跡が確認されている。

時期を示す遺物としては、柱穴内から高台付の椀5670が出土している。これは早島式土器ないし吉

備系土師器椀と呼ばれるものであるため、中世 (13世紀代）に属すると思われる。 （松本）

掘立柱建物69(第1386・1401図、図版76)

この建物は掘立柱建物67・68と重複する 2X l間の掘立柱建物で、主軸はN-22°-Eである。規模

は桁行が476cm、柱間距離が224---249cmを測る。梁間は292cm、柱間距離は264---292cmである。掘り方
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第 3節角田調査区

は円形を呈し、深さは10----15cmを測り、径が10cm前後の柱痕跡が確認されている。遺物はないが、切

り合い関係、柱穴規模等から時期は中世の範疇に属すると思われる。 （松本）

掘立柱建物70(第1386・1402図、図版76)

この建物は掘立柱67と重複する lX l間の掘立柱建物で、主軸はN-30°-Eである。規模は桁行が

284cm、梁間は208cmを測る。掘り方の平面形は円形を呈し、深さは10cm前後と浅いが、径 5---10cmの

柱痕跡が確認されている。建物の時期を示す遺物は出土していないが、遺構の検出レベル、柱の掘り

方、規模等から見て、中世の範疇に属すると思われる。 （松本）

掘立柱建物71 (第1386・1403図）

この建物は掘立柱建物67・68・71と重複する 3X 2間の掘立柱建物で、主軸はN-27°-Eである。

規模は桁行が534cm、柱間距離は140~320crnを測る。梁間は294cm、柱間距離はll2----182cmである。掘

_:J 
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第1397図掘立柱建物65(1/60)・出土遺物 (1/4)
一ー —~ 

5668 

り方の平面形は円形で、深さは10----25cmを測り、径が10----15cmの柱痕跡が確

認されている。遺物の出土はないが、切り合い関係、検出レベル、柱穴規模

等から見て中世の時期に属すると思われる。 （松本）

掘立柱建物72(第1386・1404図、図版76)

この建物は掘立柱建物68・71と重複する 2X 1間の掘立柱建物で、主軸は

N-28°-Eである。規模は桁行432cm、柱間距離は182----250cmを測る。梁間

は288cm、柱間距離は280------288cmである。掘り方の平面形は円形で、深さは

10----20cm測り、径が15cm前後の柱痕跡が確認された。遺物としては土師器の

小皿5671が出土している。時期は中世に属すると思われる。 （松本）

掘立柱建物73(第1386・1405図、図版160)

この建物は掘立柱建物74の北東に位置する 4X2間の掘立柱建物で、主軸はN-84°-Eである。規

てーロ
•吟~;;.,, 
．藻茫繁忍
褐訊9；夜ぷ武>
ヽ迄菱ヤ

5669 

゜一 10cm 

模は桁行が716cm、柱間距離は140-----226cm を測る。梁間は422cm、柱間距離は162~260cmである。掘り

方はいずれも円形を呈する。深さは25~60cmを測り、全体的に残存状態は良好であった。また、柱穴

内には径が15cm前後の柱痕跡が確認されている。遺物は柱穴内から早島式土器と呼称される高台付椀
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5672が完形で出土している。遺物からみて、この建物の時期は中世 (13世紀）に属する。 （松本）

掘立柱建物74(第1386・1406図）

この建物は掘立柱建物73の南西に位置する 2X2間の掘立柱建物で、主軸はN-11°-Eである。規

模は桁行が440cm、柱間距離は194------222cmを測る。梁間は308cm、柱間距離は140----160cmである。掘り

方は円形で、深さは15------30cmを測る。遺物の出土はないが、検出レベル、柱穴規模等からみて、中世

の時期に属すると思われる。 （松本）

掘立柱建物75(第1386・1407図）

この建物は掘立柱建物71の東約 9mの位置で検出された lX 1間の掘立柱建物で、主軸はN-11°-

Eである。規模は桁行が232cm、梁間は198cmを測り、柱間距離は188----198cmである。掘り方は円形で、

深さは10------20cmと浅いが、径が10------15cmの柱痕跡が確認されている。遺物の出士はないが、検出レベ

ル、柱穴規模等からみて、中世の時期に属すると思われる。 （松本）
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掘立柱建物76(第1386・1408図）

この建物は掘立柱建物73の南東約 5mの位置で検出された lX l間の掘立柱建物で、主軸はN-

2°-Eである。規模は桁行が214cm、柱間距離は204....._214cmを測る。梁間は200cm、柱間距離は196----

200cmである。掘り方は円形で、深さは25-----40cmを測り、径10-----lScmの柱痕跡が確認されている。遺物

の出士はないが、検出レベル、柱穴規模等からみて、中世の時期に属すると思われる。 （松本）

(3) 柵列

柵列 1 (第1386・1409図）

この柵列は掘立柱建物64・65の東側で検出された。南北の柱穴列である。規模は 5間 (586cm)で

あるが、柱間距離は138-152cmを測る。掘り方は円形で、深さは20-25cmを測り、径10-15cmの柱痕

跡が確認された。遺物はないが、検出レベル等からみて中匪の時期に属すると思われる。 （松本）
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(4)土壊墓

土壊墓8 (第1385・1410図）

Cf508区の西北部で検出した小形の小判形土堀墓である。人骨の内、残存していたのは頭部の一

部と足の大腿骨の一部だけである。鑑定の結果は、小児ではなく成人である。座棺であったものであ

ろう。棺を埋めた後に、人頭大から拳大の角礫を長方形に組み、中央に人頭大の角礫を乗せて、墓標

としたものと解釈できる。

副葬品はないが、土層の観察から中世に属する墓と考えたい。

土壊墓 9 (第1385・1411図、図版76)

Cf508区の西北部で検出した中形の不整小判形士城墓である。土堀墓 8のすぐ東で接して掘られ

（浅倉）

ている。血縁関係の墓であろう。人骨の内残存していたのは頭部の一部と手足の太い部分だけである。

成人で、座棺であったものであろう。棺を埋めた後に、人頭大から拳大の角礫を長方形に組んでいた

ものであろうが、かなり崩れている。墓標としたものはなくなっている。

副葬品は短刀 l振りがある。棺釘と考える鉄器と土師器細片が伴っている。

遺物と土層の観察から、鎌倉時代に属する墓と考えたい。 （浅倉）
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土堀墓10(第1385・1412図、図版76・160)

Cf 507区の南端部で検出した小形の長方形土城墓である。土堀墓8の南 5mの位置に掘り込まれ

ている。人骨の内残存していたのは、頭部の一部と手足の太い部分だけである。成人で、屈葬である。

胸に当たる場所に 1個の無傷の土師器の椀を伏せて置いてあった。

副葬品は、その椀のほかに小皿とガラス玉の半分が残っていた。

遺物と土層の観察から、鎌倉時代に属する墓と考えたい。 （浅倉）

土壊墓11 (第1385・1413図）

Cg 507区の北東部で検出した楕円形土城墓である。土城墓10から南西 8m離れている。人骨は

残っていない。ほかの土城墓と比べて、平面形も断面形も異なっている。

埋積士中から土師器が採集できた。亀山焼もある。

遣物と土層の観察から、鎌倉時代に属する墓と考えたい。

土壊墓12(第1385・1414図、図版77)

Cg507区の南東部で検出した不整小判形士城墓である。士城墓liの東 9mに掘られている。人骨

は消失している。棺を埋めた後に、拳大の円礫を楕円形に積み上げていたものであろう。

（浅倉）

副葬品はまったくない。釘もない。

土層の観察から中世に属する墓と考えたい。

土堀墓13(第1385・1415図、図版77)

Cf509区の南部で検出した楕円形士渡墓である。土城墓12の北東19mに掘られている。人骨は頭

（浅倉）

蓋骨と手足の太く厚い部位が残存していた。座った状態で発掘できた。上部30cmには小石が敷かれて

いた。
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副葬品はまったくない。釘もない。

土層の観察から中世に属する墓と考えたい。

土壌墓14(第1385・1416図）

Cg507区の南端部で検出した長方形土城墓である。土堀墓12の南 lmに掘られている。人骨は頭

蓋骨と手足の太く厚い部位が残存していた。座った状態で発掘できた。

（浅倉）

副葬品はまったくない。釘もない。

土層の観察から中世に属する墓と考えたい。

土擦墓15(第1385・1417図）

Cf507区の西端部で検出した楕円形土堀墓である。土城墓14の南西 9mの所に掘られている。人

（浅倉）

骨は残存していない。

副葬品はまったくない。釘も出てない。

士層の観察から中世に属する墓と考えたい。

土堀墓16(第1385・1418図、図版160)

Cj 509区の北西部で検出した長方形士城墓であ
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る。掘立柱建物58の南東隅に掘られている。人骨は残存していない。

副葬品として土師器椀が 1点出土している。 5685は、完形品である。口径は14.5cm、器高は4.8cm、

底径は6.0cmを測ることができる。

土層の観察から中世に属する墓と考えたい。 （浅倉）

土堀墓17(第1385図、図版77)

Ch508区の南西部で検出した形の不明な士城墓である。

土堀墓12の東10mの位置に掘られていた。人骨は残存して

いなかった。石なども含んでいない。発掘当時は調査区の

南端であったため、土の色もよく見えず、遺構の性格が明

らかでなかった。

副葬品と考えられる黒漆塗りの烏帽子が出士している。

前側が潰れた形の武士層が被るものである。

土層の観察から鎌倉時代に属する墓と考えたい。（浅倉）

土堀墓18(第1386・1419・1420図、図版78)

この遺構は掘立柱建物63と重複して検出された。削平が

著しいため、遺構の残存状態は極めて悪い。規模は長径176

cm、短径111cmを測り、平面形は長方形を呈する。深さは

検出面から10cmを測り、底面は平坦である。墓城内には頭

骨・左右の大腿骨• 歯などが残存していた。人骨の出土状

こ
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態からみて、頭部を東にする仰臥伸展葬と想定される。なお、歯の磨耗は軽微であるため、小児ない

し若年者と推定されるが、性別は不明である。副葬品としては士師器の高台付椀• 盤• 小皿、鉄製品

では刀子・火打ち金・ニ叉槍などが出土している。時期は中世 (13世紀後半）と思われる。 （松本）

土壊墓19(第1386・1421図、図版78・160)

この遺構は掘立柱建物69と重複して検出された。規模は長径76cm、短径52cmを測り、平面形は楕円

形を呈する。深さは21cmを測り、底面は平坦に近い。墓城内には鍋が埋納されており、内部からは頭

骨や上腕骨などの人骨が出土した。骨の大きさからみて、幼小児が埋葬されたと想定される。副葬品

はないが、埋納に使用された鍋からみて、時期は鎌倉時代後半頃と思われる。 （松本）

土塘墓20(第1386・1422図、図版79・160)

土城墓22の東隣に位置する。規模は長径125cm、短径78cmを測り、平面形は長方形を呈する。深さ

は検出面から 8cmと浅いが、底面はほぽ平坦である。墓堀内には頭骨を含め大部分の骨が残存してい

た。人骨の出土状態からみて頭部を北にする、仰臥伸展葬であったと想定される。なお、歯の磨耗度
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第 3章高塚遺跡

は強く、骨格の強大であることから、壮年後半の男性と推定されている。副葬品としては、高台付椀

5699が左上腕骨付近から出土している。時期は中世 (13世紀中頃）と思われる。 （松本）

土壊墓21 (第1386・1423図、図版79・160・168・170)

土城墓22の北約1.5mの位置で検出された。規模は長径122cm、短径81cmを測り、平面形は長方形を

呈する。深さは19onを測り、底面は平坦である。墓城内には四肢長骨の断片のみ出土したが、性別や

年齢等は不明であった。鉄釘が出土していることから、遺体は木棺に埋葬されていたと考えられる。

なお、墓城内には20cmほどの角礫が9個と小角礫が出土したが、これらは当初から置かれたものでは

なく、盛土に置かれていた角礫が落ち込んだものと思われる。副葬品としては、青白磁の合子蓋、刀

子、銅鏡などがある。銅鏡は州浜菊花双烏鏡M212と呼称されるもので、製作が13世紀後半~14世紀

前半と考えられることから、この遺構もほぽ同時期頃と思われる。 （松本）

土壊墓22(第1386・1424図、図版79)

土堀墓23に切られる状態で検出された。規模は長径120cm、短径77cmを測り、平面形は長方形を呈

する。深さは検出面から22cmを測り、底面は平坦である。墓堀内には人骨片が残存しているが、年齢

や性別等は不明である。なお、墓城内には20~30cm程の角礫が出土したが、これは盛土に置かれて

いた角礫が落ち込んだものと思われる。副葬品はないが、時期

は中世 (13~14世紀代）のものと思われる。 （松本）

土堀墓23(第1386・1425図、図版160)

土堀墓22を切る状態で検出された。規模は長径94cm、短径78

cmを測り、平面形は方形を呈する。深さは検出面から13cmを測

り、底面はほぼ平坦である。墓堀内には人骨が残存してない。

副葬品としては、同安窯系の青磁碗が出土している。時期は中

世 (13世紀代）と思われる。 （松本）

土堀墓24(第1386・1426図）

規模は長径83cm、短径76cmを測り、平面形は隅丸三角形を呈

し、深さは 6cmを測り、底面は平坦である。人骨は上腕骨と手

骨などが出土しているが、性別や年齢等は不明である。副葬品

はないが、時期は中世 (13世紀代）と思われる。 （松本）
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第 3節角田調査区

土壊墓25(第1384図・ 1427図）

調沓区の東端やや南に位置する土城で、平面形がやや不整形の隅丸方形を呈する。規模は、長さが

97cm、幅は88cmで、深さが14cmを測る。底面から 5cmほど浮いた状態で角礫2個が検出されたことか

ら土城墓と考えられる。

出土した5702は内黒の椀であり、この土城の時期は10世紀後半ころと思われる。 （弘田）

(5)火葬墓

火葬墓 1 (第1384・1428図、図版80・160)

調杏区の東端部に位置する。遺構検出中に5704の甕をつぶれた状態で発見した。土器の周辺からは

穴に納められた痕跡を見いだせなかったため、位置を記録し、写真を撮影したのみで土器を取り上げ

た（図版76)。その後の整理過程で甕の中から杯を発見し、甕の体部には意識的な穿孔が確認できた。

このことから火葬骨は確認できなかったが、火葬墓として報告することとする。 （平井）

瓢

＼ 
5703 

゜
lm 

暗褐色粘質砂層

［ーニ
5702 

5704 

゜
10cm 

。
10cm 

第1427図土堀墓25(1/30)・出土遺物 (1/4) 第1428図火葬墓 1出土遺物 (1/4)

(6)井戸

井戸 6 (第1385・1429・1430図、固版80・160・161)

Cg508区南東部で検出した井戸である。掘り方は、平面形がほぼ円形で、検出面における大きさ

は、長さ312cm、幅296cm、深さ300cmを測る。底面の標高は312cmあり、断面形は漏斗形を呈する。井

戸枠は、底面から約60cmの所から構築されている。四隅に丸杭を打ち込み、その間に幅30cm程度、長

さ80cmの立板を 3--.-4枚立て並べ、厚さ 6cm、幅12cm、長さ80cmの横桟木を 2枚ずつ二段に使ってい

る。現代の土木工事における士留め支保工事である。その井戸枠の内部にさらに大形の曲げ物を 1個

-953-



第 3章高塚遺跡

井戸底面に入れ込んでいる。木材鑑定の結果は、縦木および杭がスギかヒノキなどの針葉樹で、横桟

木はキリ、曲げ物はスギであった。

井戸内からは、小形の曲げ物のほかには土師器多数と須恵質土器や青磁が出土している。曲げ物は、

事情があって、実測できていない。スギの悪い板をサクラの皮で綴じたものである。 5705----5711は土

師器の高台付椀で、 5706はほぼ完形品である。 5706は口径13.0cm、底径6.2cm、器高5.7cmを測ること

ができる。 5712---5717は土師器の小皿であり、 5713はほぽ完形品である。 5713は口径8.0cm、底径5.9

cm、器高1.6cmを測り、底部に板目が残っている。 5719は須恵質士器の鉢である。 5718は土師器の鍋

である。 5720の鍋の脚は5718に付くかもしれない。 5721は同安窯系青磁の皿である。

遺構や遺物から見て、 この井戸の使われていた時期は鎌倉時代と考えられる。 （浅倉）
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(7)土壊

土堀443(第1385・1431図）

Cf 508区の南東部で溝44の東に lm離れて検出した楕円形土壊である。規模は、長さ114cm、幅76

→ ーロ＼
570cm 

570cm 

｀ 虞二/
5722 

0 5cm 一第1431図土壊443 (1/30)• 出土遺物 (1/4)

0 50cm 

一
O 10cm 

第1432図土壊444(1/30)・出土遺物 (1/4)
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第 3章高塚遺跡

cm、深さ26cmを測る。

出土した土師器の小皿 l点から見て、時期は中世に属する。 （浅倉）

土堀444(第1385・1432図）

Cg507区の南部で溝45の西に 4m離れて検出した不整楕円形土壊である。底部中央部が円形にく

ぼんでいる。規模は、長さ85cm、幅42cm、深さ37cmを測る。

出土した土師器鍋 1点から見て、時期は中世に属する。 （浅倉）

土堀445(第1385・1433図）

Cg508区の西部で溝45の下層で検出した隅丸方形土堀である。規模は、長さ129cm、幅83cm、深さ

10cmを測る。

遺物は、土師器椀と小皿が 1点ずつ出士している。 5724の椀は、完形品ではない。

出土した土師器から見て、時期は中世に属する。 （浅倉）

土堀446(第1385・1434図、図版161)

Ch508区の中央部で井戸 6の上層で検出した楕円形士堀である。規模は、長さ188cm、幅99cm、深

さ64cmを測る。

遺物は、士師器椀が 7点、小lII1が2点、軒丸瓦が出土している。 5726の椀は、高台が欠けている。

5727は口縁部片で、 5728--.....5732は高台の破片である。 5733は、士師器小皿で、口径7.3cm、底径5.6cm、

器高1.6cmを測る。 5734は、完形品である。 5735は、軒丸瓦で、瓦当文様は平城宮式の6225亜式である。

瓦当部分の厚さは、 6.6cmもある。

出土した土師器から見て、時期は鎌倉時代に属する。 （浅倉）

土壊447(第1385・1435図）

Ch600区の東端部で検出した楕円形土城である。底部西端に円形のくぽみがある。規模は、長さ

95cm、幅75cm、深さ24cmを測る。

遺物は、須恵器 2点と士師器が 1点出土している。 5737の杯蓋は、完形品ではない。

出土した士師器から見て、時期は奈良時代に属する。 （浅倉）

土塘448(第1385・1436図）

Ch600区の東端部で検出した隅丸方形土城である。土城447に一部切られている。規模は、長さ94

cm、幅92cm、深さ32cmを測る。

遺物は、須恵器 l点が出土している。 5739の

杯蓋は、非完形品ではないが、口径14.2cmを測る。
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つまみは突起が低いので、持ち上げにくい。

出土した須恵器から見て、時期は奈良時代に属する。 （浅倉）

土堀449-453(第1385・1437・1438図、図版161)

Ch_507区の北西部で検出した土城群である。土堀449は長方形

で、規模は、長さ170cm、幅60cm、深さ14cmを測る。土城450は、

楕円形だが、全形は不明である。土城451は、不整円形で、浅い

窪地と考えた方が妥当である。土堀452は、土城451の上層で検出

した。土堀453も上層で検出した三角形の土城である。土堀449と

450は、ほぽ平行関係にある。土堀435は、長方形土城のくずれた

ものであろう。遺物は、管状土錘が2点と土師器10数点およびカ

マド片、須恵質士器鉢などが出土している。 C224の管状土錘は、

両端と中央部の厚さが同じである。 C225の管状土錘は、両端は

中央部の厚さより細い。 5740---5748は士師器高台付椀である。

5741は、ほぽ完形品である。 5747には重ね焼痕跡が観察される。

57 49---5759は土師器皿であり、 5751も完形品である。 5760は、土

器の小形鍋である。 5761---5763は、土師質のカマドの部品である。
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こ
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・出土遺物 (1/4) 
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5764は、 5760のような鍋の口縁部であろう。

出土した土師器から見て、時期は鎌倉時代に属する。 （浅倉）

土堀454(第1385・1439図、図版161)

Ch507区の中央やや東より、溝45に切られている士城で、長方形を呈する。
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士師器が2点出土している。高台付椀である。

土器から見て、鎌倉時代と考えたい。 （浅倉）

土壊455(第1386・1440図）

掘立柱建物66の西約 6mの位置で検出された。規模は96X112cmの楕円形を呈し、深さは26cmを測

る。底面は平坦である。出土遺物はないが、検出レベルからみて時期は中世の頃と思われる。（松本）

土堀456(第1386・1441図）

掘立柱建物60と切り合い関係をもつ遺構である。規模は89X113cmの楕円形を呈し、深さは12cmを

測る。底面は平坦である。埋土は暗黄褐色粘質土だけである。断面は逆台形を呈している。出士遺物

はないが、廃棄された時期は遺構の検出レベル、切り合い関係等から中世と思われる。 （松本）

曲 rn

ご二□
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第1439図土堀454(1/30)・出土遺物 (1/4) 
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第 3節角田調査区

土壊457(第1386·1442図• 図版81)

士城455の南約 6mで検出された。規模は43X48cmの円形を呈し、深さは28cmを測る。底面は平坦

である。堀内には 5~15cmの小角礫が充填されていた。遺物はないが時期は中世と思われる。 （松本）

土堀458(第1386・1443図）

掘立柱建物62と切り合い関係をもつ遺構である。規模は55X92cmの楕円形を呈し、深さは38cmを測

る。底面は平坦である。埋士は 3層に区分されるが、堆積はやや水平に近い状態である。出土遺物が

ないため、時期の確定が困難であるが、廃棄された時期は古代ないし中世と思われる。 （松本）

土壊459(第1386・1444図）

掘立柱建物61の南約 Smの位置で検出された。規模は99Xl08cmの楕円形を呈し、深さは18cmを測

る。底面は南側がくぼんでいるが、北側では平坦となる。埋土は 2層に区分されるが、堆積は水平で

ある。出土遺物がないため、時期の確定は困難であるが、廃棄された時期は中世と思われる。 （松本）

土壊460(第1386・1445図）

士壊459の南約 2mで検出された。規模は69X97cmの楕円形を星し、深さは42cmを測る。底面は平

坦である。埋土の堆積はレンズ状を呈している。遺物としては、

鉄釘のほかに図示してないが土師器がある。これらの遺物から

時期は中世 (13世紀中・後）のものと思われる。 （松本）
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土壊461 (第1386・1446図）

土城460の南西約 Smに位置する。規模は88Xl26cmの隅丸方形を呈し、深さは19cmを測る。底面は

平坦である。時期は弥・後とも考えられるが、中世の遺構と考えたい。 （松本）

土塘462(第1386・1447図、図版161)

土堀461の東約 9mの位置で検出された。規模は59X76cmの楕円形を呈し、深さは26cmを測る。底

面は中央がくぽみ、断面は皿形を呈する。埋士は 2層に区分される。遺物としては、土師器の高台付

椀5768が出土している。これらの遺物から廃棄された時期は中世 (13世紀中）と思われる。 （松本）

土塘463(第1386・1448図）

土堀464の北約 3mの位置で検出された。規模は72X75cmの円形を呈し、深さは23cmを測る。底面

はほぼ平坦である。埋土は 2層に区分される。時期を示す遣物はないが、中世と思われる。 （松本）

土堀464(第1386・1449図）

土城463の南約 3mの位置で検出された。規模は81X82cmの円形を呈し、深さは26cmを測る。底面

は平坦である。埋土は 2層に区分される。時期を示す遺物はないが、中世と思われる。 （松本）

土壊465(第1386・1450図）

土城466の南約 lmの位置で検出された。規模は59X67cmの円形を呈し、深さは25cmを測る。底面

は平坦である。埋士は 2層に区分される。時期を示す遺物はないが、中世と思われる。 （松本）
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土塀466(第1386・1451図）

土堀465の北約 lmの位置で検出された。規模は56X89cmの楕円形を呈し、深さは27cmを測る。底

面は平坦である。埋土は 2層に区分される。出土遺物としては、高台付椀5769・5770、小皿5771があ

る。これらの遺物からみて、廃棄された時期は中世 (13世紀後半）と思われる。 （松本）

土壊467(第1386・1452図）

上城墓21の東約2mの位置で検出された。規模は57X77cmの楕円形を呈し、深さは13cmを測る。底

面は西側に傾斜する。埋土は 1層である。時期を示す遺物はないが、中世と思われる。 （松本）

土塘468(第1386・1453図）

掘立柱建物73と切り合い関係をもつ遺構である。土城3個が連続して検出されたものをまとめてい

る。西から順次新しいことが、断面観察で確認されている。規模は87X217cmを測り、不整楕円形と

なる。最終士城の埋士には炭が含まれている。出土遺物は、土師器の高台付椀5772・5773、小皿5774

• 鍋5775がある。これらの遺物からみて、廃棄された時期は中世 (14世紀中頃）と思われる。 （松本）

土漿469(第1386・1454図）

土墟468の南約 3mの位置で検出された。規模は56X75cmの楕円形を呈し、深さは39cmを測る。底

面は平坦に近い状態である。埋士は 3層に区分される。出士遺物としては、土師器の高台付椀5776が

ある。これらの遺物からみて、廃棄された時期は中世 (13世紀後半）と思われる。 （松本）

土堀470(第1386・1455図）

掘立柱建物74の南約 4mの位置で検出

された遺構である。規模は58X111cmの

方形を呈し、深さは17cmを測る。底部は

平坦である。埋土は 1層で、断面はU字

590cm 
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。
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第 3章高塚遺跡

形となる。出土遺物としては、土師器の高台付椀5777・5778、小皿5779、丸瓦5780などがある。これ

らの遺物からみて、廃棄された時期は中世 (13世紀後半）

（第1386・1456図）土堀471

と思われる。 （松本）

士城470の南約 2mの位置で検出された。規模は51X96cmの方形を呈し、深さは 5cmを測る。底面

は平坦である。埋土は 1層である。出土遺物はないが、時期は中世と思われる。 （松本）

土堀472(第1384・1457図）

調査区の中央南部、河道 9の緩斜面下から検出された。東西方向に主軸をもつ平面楕円形の土堀で、

規模は49X 142cm、深さ10cmを残す。浅いたわみ状を呈し、底部はやや凹凸し、

5781が出土しており、古代の範疇のものか。

土壊473(第1384・1458図、図版170)

これより土師器椀

（江見）

調査区のほぽ中央から検出された、南北方向に長い土城である。平面楕円形を呈し、規模は56X

385cm、深さ約30cmを残す。土城の掘り方は壁が逆台形状に傾斜し、底部は凹凸しながら最深の中央

部に向かっている。土城内には拳から人頭大の礫によって埋め尽くされており、その間から炭、骨片、

土器片などが散在する状態であった。遺物としては、土師器の椀5782、鍋5788・5789、亀山焼のこね

鉢5783、甕5786・5787、備前焼の甕5785、瓦5790、鉄製品M216などが出土しており、

特徴から中世 (13世紀） と思われる。

これら遺物の

（江見）
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(8)鍛冶炉

鍛冶炉 1

は径30cm前後、深さ 5cm余りを測り、

5787 

（第1384・1459図）

調査区の北東部から検出された。微高地の北緩斜面上にあたり、規模

このくほんだ炉の上部に鉄滓、 炭

粒、焼土、小礫を含む淡黄灰色砂質土が堆積していた。炉は暗青灰白色に

-965-
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第 3章高塚遺跡

硬く焼け締まった部分の厚さが約 2cmを測り、被熱の影響を受けた部分は暗赤茶色を呈し、径50cm前

後、厚さ 4cm前後の広がりが確認された。伴出遺物は鉄滓のみで、中世の範疇であろう。 （江見）

(9)溝

溝43-46(第1385・1460・1461図、図版162)

Cf508から CI5 07区にほぼ南北に方向に直線で平行して延びる溝群である。東から溝43、溝44、

溝45、溝46と呼称した。検出した溝の長さは、いずれも調査区の幅一杯の33mである。幅は、 125cm、

65cm、135cm、110cmを測る。深さは、 50cm、15cm、50cm、50cmであった。土層断面の観察から、溝45

は溝44に切られ、溝46の上層であることが判定できる。溝43は、溝44と同時に存在していたものと考

えてもよい。

遺物は、士器としては土鍋の脚や鍋の口縁部、瀬戸天目、伊万里碗、亀山焼こね鉢、土師器椀、土

師器皿、丸瓦、青磁碗、 カマドが出土している。 ほかに、管状土錘、鉄器も出ている。

遺構や遺物から、溝群の時期は中世と考えられる。宅地区画の溝であろう。 （浅倉）
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第 3章高塚遺跡

溝47(第1386・1462図）

掘立柱建物61・62、溝48と切り合い関係をもつ遺構である。南北に直線的に流れる水路で、約35m

の長さで検出した。検出面での溝の幅は70cm前後で、深さは40cm程度を測る。断面形はU字状を呈し

ている。溝底のレベルからみて、水は南から北に向けて流れていたものと思われる。溝48との前後関

係は断面観察によって、溝47が古いことが確認されている。出土遺物としては、土師器の高台付椀•

鍋• 鉄釘などがある。これらの遺物からみて、時期は中世 (13世紀中頃） と思われる。 （松本）

溝48(第1386·1462図• 図版155)

溝48は溝47を切る状態で検出された。溝は南北にほぼ直線に流れる大形の水路であるが、• 北で東、

南で西に少し湾曲している。溝は約35mの長さで検出されたが、検出面での規模は幅が2m前後で、

深さは50cm程度を測る。断面形は逆台形状を呈している。溝47と同様に、溝底レベルからみて、水は

南から北に向けて流走していたと思われる。埋士は北では 5層に、南では 3層に区分されている。

図示できる出土遺物としては、備前焼の播鉢5821、亀山焼の播鉢5822がある。

て、 この遺構の時期は中世 (15世紀代） と思われる。

これらの遺物からみ

（松本）
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6 黄灰色粘質t
7 淡灰色粘質土

第1463図溝49(1/30) 

1 m 

溝49(第1386・1463図）

溝48に切られ、溝47を切る状態で検出された。北東にある溜池 (lX 3 X0.4m)状の遺構から水

を流す水路と思われる。溝は直角に枝状に分かれている。検出面での規模は輻が70cm前後、深さは22

cm程度である。埋土は溜池状遺構で 4層に、溝が3層に区分された。図示できる出土遺物はないが、

遺構の切り合い関係からみて、時期は中世 (14~15世紀代）と思われる。 （松本）

(10)土器溜り

土器溜り 6 (第1386・1464図、図版162)

掘立柱建物73に接して検出された。土器溜りからは、土師器の高台付椀5823~5827、小皿5828~

5841、器台5842などが出土している。 5823~5827は早島式上器ないし吉備系土師器椀と呼ばれるもので、

口径14~15cm、器高4.2~4.7cm、色調は灰白色を呈する。 5828~5841 は底部の切り離し痕跡がヘラキ

リ、ヘラキリ後ナデ、板H痕などに分類される。時期は中世 (13世紀中頃）と思われる。 （松本）
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(11)窪地

窪地 5 (第1385・1465図）

Cg 508区の井戸 6東側で検出したかなり大きな不定形な窪地である。灰色粘土で埋まっていた。

中世宅地造成の時に埋めたてられたものであろう。

土器類としては、亀山焼甕、備前焼播鉢、土師器椀、士師器皿、士師器器台、土師質土器鍋、土師

器火鉢、青磁、白磁が出土している。ほかに、古銭「大観通賓」や管状土錘が出ている。

遺構や遺物から、この窪地の時期は中世と考えられる。 （浅倉）
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第 3節角田調査区

窪地 6 (第1385・1466図）

Ci 5 08区南の溝43東側で検出したほぼ円形の窪地である。灰色粘士で埋まっていた。窪地 5と同

様に中世宅地造成の時に埋めたてられたものであろう。

土器類としては、土師器椀•土師器器台• 白磁が出土している。

遺構や遺物から、この窪地の時期は中世と考えられる。

窪地 7 (第1385・1466図）

Ch509区南の溝43東側 9mで検出したほぼ方形の窪地である。灰色粘土で埋まっていた。窪地 5

と同様に中世宅地造成の時に埋めたてられたものであろう。

（浅倉）

遺物としては、流紋岩製の砥石 1点が出土している。

遺構や遺物から、この窪地の時期は中世と考えられる。 （浅倉）
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0 5cm 一

第1466図窪地 6• 7 (1/60)・出土遺物 (1/4,1/3)

(12)河道

河道8 (第1384・1467図）

調査区の中央東寄りの北端から検出されたもので、北に緩く傾斜する部分を確認している。第 1~

3層がこれにあたり、第 4層以下は古墳時代の河道と認識している。このため、当河道は斜面の包含

層としての取り扱いが適切であるかもしれないが、平面的には古墳時代の河道を一回り大きくした箇

所から斜面が始まっており、調査区外において本来の河道の下がりが所在すると推定した。

出土した遺物は古代の須恵器杯5877のほかは土師器に限られ、椀• 小皿• 鍋など、鎌倉時代に属す

ものである。 （江見）

河道9 (第1384·1386·1468~1483図、図版162·168·170)

調査区の南東部において検出した旧河道である。この地区は古墳時代中期の河道 7が存在していた

所であるが、堆積土層の観察では河道 7を切る状況で河道 9が堆積しており、古墳時代後期から奈良
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第1469図河道9② (1/60) 

時代の状況については知ることができなかった。 しかしながら河道

5埋没後河道 7が堆積する間も河道であったと考えるべきであろう。

第1468図に示したK断面図は、第1386図に示した Kの位置の断面

図である。図示した土製品C229、鉄器M225-----227、土器5890--5899

は断面図の 1・'2層から出土した遣物である。土器の時期は古代は

少量で多くは中世であり、中世段階の堆積層と考えられる。

第1469図に示した断面図は、第1384図に示した L・M・Nの位置の

断面図である。河道 9として報告する堆積層のうち L断面図の 1. 

2層、 M断面図の 1層、

ある。

N断面図の 1---4層は灰色系統の堆積層で

この堆積層から出土した遺物については、第1468図に上層出

-973-
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第3節角田調査区

土遺物として示しており、中世段階の遺物が多かった。この中世段階の堆積層は北側の微高地上にも

簿くではあるが堆積しており、遺構検出レベルの違いによってその範囲は微妙に異なることとなった。

しかし南端部近くでは約50cmの深さで急に下がる部分があり第1384図ではこの範囲を図示している。

なおこの中世段階の堆積層の状況からは、河道とは言い難く、低位部と呼ぶべき地域になっていたの

ではなかろうか。

河道 9 として報告する堆積層のうち古代の堆積層は、 L 断面図の 3~8 層、 M断面図の 2~6 層、

N 断面図の 5~9 層に相当する。この堆積層は褐色系統の粘質土が主体であった。また、 M断面図の

3~7 層には土器と共に炭を多く含んでいたのに対してその下層の 8 層には炭を含まず土器も少なか

った。そのため L 断面周辺から出士した遺物については、 3~7 層を中層、 8 層を下層として報告し

ている。なお L 断面図の 9~12層、 M断面図の 7~13層、 N断面図の10·11層は河道 7 として報告し

ている古墳時代中期の堆積層であり、 N断面図の12・13層は河道 4として報告している弥生時代後期

の堆積層である。

河道 9 として報告する堆積層のうち古代の堆積層から出土した遺物については第1470~1483図に掲

載している。第1470図は下層から出土した土師器杯5900と鉄器M225である。下層出土遺物は少なく、

6011 

D
 

10cm 

第1474図河道9出土遺物④ (1/4) 
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第 3節角田調査区

ら二つのグループを抽出することができる。すなわち胎士が精良で焼成良好（堅緻）なものと胎土に

砂粒を多く含み焼成が不良（甘い）のものとであり、前者のグループには5919・5940・5942・5946・

5966・5989・5998・6004・6005・6089・6091 ,...__, 6093・6097があり、後者のグループには5906・5908・

5944・594 7・5949・5952・5960・5961・5964・5979・5968・5971・5973・597 4・5976・5981・6095・ 

6100・6101・6107がある。この二つのグループについては生産地の違いである可能性があり、技法の

亡＝仁~
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第1476図河道 9出土遺物⑥ (1/4) 
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第 3節角田調査区

違いや胎土分析などを含めて今後検討してゆきたい。

次に注目したいのは5920・5921・5922・5924・5977・6022・6086・6087の杯や皿である。これらの

須恵器の特徴は底部外面調整と器形である。すなわち底部外面調整は周縁ヘラキリで、中央部が指に

よる押圧・ナデがあり、器形は同器種の土師器に酷似している。このように底部調整と器形の特徴か

らこれらの須恵器は土師器の技法・形態でつくられた須恵器ということができよう。備中地域におけ

る須恵器製作の経緯を考える上で参考になる資料といえる。

5919・5923の底部外面調整は中心までヘラキリであり、前述した土師器の技法でつくられた須恵器

とは異なっている。 5910の天井部内面、 5941の底部内面、 6098の底部外面は硯として転用されたので

はないかと考えている。 5928・5938・5956の胎士には黒色粒が目立っているが、他の須恵器に含まれ

ていないとは言い切れない。 5964・5973・5992の底部外面、および6003の口縁部内面にはヘラ記号が

確認できる。 5902の天井部外面調整は板ナデ（ハケメ）である。 6001は篠窯跡（京都府）で製作され

ている鉢に類似している。 6104は特徴的な高台をもっており、産地が気に掛かる。

土師器については、杯や皿の底部外面調整に注目してみると、ケズリのものと周縁ヘラキリ、中央

部指による押圧・ナデのものなどがある。底部外面ケズリのものには6024・6027、6115・6117・6118

・6119などがあり、古い様相と考えることができる。杯6012......... 6015・6020・6021・6122、皿6036・6040
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・6043・6046・6168・6169・6171などの底部外面調整は周縁ヘラキリ、中央部指による押圧・ナデ

がよく観察できる。杯・ 皿の丹塗り（ベンガラ）については観察できた部分についてはスクリーント

ーンで示しているが、磨滅によって消失した個体も多いと思われる。底部外面以外は丹塗りのものが

多いのではないかと考えている。 6050は蓋であろう。

胎土は良好なものが多い。胎土の色調はチョコレート色のものが多いが、 6013・6016・6137・6155

・6171は灰白色である。

6051 ---6055、6176は内黒椀であろう。 6083は緑釉陶器である。杯6113・6134・6135の内面にば煤が

付着しており、その状況から灯明容器として使用されたものと考えている。 6161・6171・6174の内面、

6177の外面にはヘラガキ紋が確認できる。

6084は丸瓦、 S270・271は砥石、 M226---233は鉄器、 C230---233は土錘である。鉄器は器種がわか

らないものが多いが、 M233は馬具（轡）と考えている。残存状況は良くないが形状から 5世紀前半

頃のものと考えられる。出上例の少ない重要品であるが、河道 9からは混入品として出土したもので、

本来は古墳時代中期の竪穴住居や土城、あるいは河道の遺物であったものと考えておきたい。

土器の時期については 6世紀後半---7世紀前半須恵器も掲載しているが、杯の形状（口径と器高の

比率）や調整技法、丹塗りの範囲などから、 9世紀前半のものが多いと考えている。 （平井）
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第 3節角田調査区

(13)柱穴

柱穴81~107 (第1484・1485図、図版161・162)

古代から中世にかけては、非常に多くの柱穴が検出されているが、中世のものはとりわけ多いと思

われる。当然これらは、本来は掘立柱建物をはじめとした何らかの遺構を構成するものであろうが、

調査では明らかにし得なかったものである。ここでは、比較的良好な状態で遺物が出士した柱穴など

27本について取り上げた。これらの位置関係や平面形態は、第1385-----1387図に示している o

このうち、柱穴87は掘立柱建物58の柱穴近くに位置し、柱穴89は掘立柱建物69の北東隅、柱穴92は

掘立柱建物70の南辺近く、柱穴93~95は掘立柱建物73の内側に認められ、建物との関連を有するもの

も存在する可能性があると思われる。

6198は、柱穴81から出士した龍泉窯系の青磁碗である。 6199~6204は、柱穴82から出士している。

6200 .・6202 -----6204は底邪ヘラキリである。 6205・6206は、柱穴83からの出土である。 6207は、柱穴84

6188 

二―_-

――--口

6191 

6192 

6189 

。
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から出士した青白磁の合子である。 6208---6210は柱穴85から、 6211----6215は柱穴86から、 6216・6217

は柱穴87から出土している。 6216は口縁部が強く屈曲する。 6217は白磁の皿である。 6218---6223は小

皿で、底部はすべてヘラキリである。 6223は板目が残っており、内面に煤が認められる。 6224・6225

の小皿と6226の白磁碗は、柱穴93から出土している。 M235は柱穴94から出土した刀子である。 6227

の高台付椀は柱穴95からの出土で、口縁部には製作時の補修が認められる。 6228は柱穴100、6229は柱

穴99からの出士で、いずれもヘラキリである。 6230は、柱穴97から出士した青磁碗、 6231は柱穴98か

ら出土した青白磁の合子蓋である。 6234は柱穴104から出土した土師器椀で、イ本部は内湾する。 6235

は柱穴105から出土の高台付椀である。 6232・6233・6238・6239は鍋で、口縁部は緩やかに外反し、端

部に面を形成する。 （柴田）
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(14)遺構に伴わない遺物

ここで取り上げた遺物は、遺構から遊離して出土したもののほかに、調査の際に関係する遺構を特

定できなかったもの、明らかに時期の異なる遺構に混入したと判断できたものなどである。ただし、

土製品や金属製品については、その時期が明確でないものもある。

種別では、土器・瓦等158点、金属製品35点、

＼ 

疇

／
 

土製品45点、石製品 6点を掲載している。

土器（第1486-1491図）

ここで取り上げるのは、土器154点（古代34

点、中世120点）、硯 1点、瓦 3点である。古代

に属すると思われるものは、 6240-6277、中世

と考えられるものは6278-6397である。

6240-6257は須恵器、 6258----6273は土師器で

ある。須恵器の杯蓋は扁平で、つまみが認めら

~~~ 

,' 
I
I
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。
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第1487図遺構に伴わない遺物（古代～中世）② (1/4) 
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れ、口縁部は折り曲げられている。杯身には高台を有するものと無いものがある。 6258は丹塗り土器

である。伏せた高台付杯にボタン状のつまみを付したような形態で、ヘラミガキが施されている。

6266・6267も丹塗り土器で、後者は高台内面にも丹が塗られている。

6274は須恵質の風字硯である。大きく欠損した部分があるが、 1つの脚が残存し、対の脚について

は剥離した痕跡が認められる。脚は面取りが行われている。硯面の中央部がよく磨耗し、平滑になっ

ている。瓦はあまり出土していないが、丸瓦6275、平瓦6276・6277を図示している。

6278は亀山焼の甕である。 6281・6282-6284は須恵質土器で、こね鉢の口縁部は上方にわずかにの

びるものと、下方にも肥厚するものがある。 6279・6280は瓦質土器のこね鉢である。

6285・6287は青磁碗で、前者は龍泉窯系である。 6286・6288・6289は龍泉窯系の青磁皿で、内面に

はクシ状工具による紋様がみられる。 6291・6293-6301は白磁碗で、口縁部には端部が外方へのびる

ものと王縁を呈するものがある。 6302・6303は白磁皿である。

6304-6327は士師質の高台付椀である。 6304-6308・6310-6312は口径14-16cmで、口縁部がわず
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かに外反する。高台の断面形は三角形である。 6309・6313-----6315・6318は口径12----14cm、口縁部は内

湾する。高台は高く、厚さは薄い。 6319-6327は口径 9-llcmと小さく、高台は非常に矮小である。

6328·6329は椀で、前者は底部が盛り上がるものである。 6330~6362·6365は、ほとんどの底部がヘ

ラキリで、板目が認められるものもある。 6366--.,6383は小杯で、底部はヘラキリである。 6384は台付

小杯で、杯部は比較的真っすぐのび、台部は「ハ」字状に大きく開く。 6385・6386はやや大形の小杯

に直立する台が取り付くもので、底が抜けている。 6387.........,6391は鍋である。体部と比較すると、口縁

部は厚みを増し、端部は外方へのびるものが多い。 6392は三足鍋の脚である。

金属製品・土製品・石製品（第1492・1493図）
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掲載した金属製品は35点で、銭貨 2点を除くとすべて鉄製品である。 M236--238は刀子で、 M236

は両関式である。 M239は鉄剣で、長さ126mm・ 幅23.1mmを測る。 M243・244は鉄鏃である。 M242--

261は釘で、大きさにはさまざまなものが認められる。また、断面が方形のものが多いが、長方形のも

のもある。 M263・264は楔と思われる。 M268は有袋鉄斧で、装着部の断面は長方形を呈する。 M269

は鎌で、着柄部は三角形を呈し屈曲する。 M267・268は火打金と思われる。 M269は、初鋳977年の太

平通賓、 M270は近世の遺物である。

掲載した士製品は45点で、羽口 1点を除くとすべて土錘である。 C234は棒状で、中心の通し孔は

貫通していないが、端部には小孔が施されている。 C235--277は管状土錘で、ほとんどのものが紡錘

形というよりは円筒形である。長さ50mm前後のものがあるが、長さ40mm前後で径10mm以下の小さいも

のが多く認められる。 C278は羽口片で、表面にガラス質の黒色溶解物が付着している。

掲載した石製品は砥石 6点である。 S275は泥質片岩製、 S276は頁岩製で、それ以外は流紋岩製で

ある。いずれも使用面は 2--4面で、 S276は板状になっている。 （柴田）
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(1)概要

如 II調介lメ―．では、近世の汎構として確実に捉える ことがで苔るものは、ぷ掘溝群だけであった 検

出されたよ掘溝群も，凋査区令1本に認．められるのではなく、楊所によって検出されないことが確認され

ている ， このことは、近世における,~地利Ill形態を名えるうえで参考になると思われる l松本）

(2)素掘溝群

素掘溝群 2 (第1-194・1495[・x1・[:xl版bl

調介区の東と西に分かれて検出された 溝は東西、南北方向に規則的に掘削されているが、東で検

出された溝群と西とでは方位、規校が異な っている 東の溝は幅が30cm前後、深さ約 5cm程であるが、

西の溝は幅が50cm前後、深さは 5、10cm程である 断面形は皿形である -[刈示できる遺物としては、

土綽C279がある 時期を決める追物はないが、近枇の頃と思われる （松本）

写真14角田調査区近世遺構調査風景（西から）
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第 4節まとめ

l 弥生時代の集落変遷

はじめに

弥生時代の高塚遺跡からは竪穴住居106軒、掘立柱建物 5棟、袋状土堀129基、方形士堀163基など

多くの遺構が検出された。いっぽう、遺物においても総箱数1691のうち大半の遺物が弥生時代に属し

ており、なかでも特筆されるものとして銅鐸 2個および25枚におよぶ貨泉の出土が挙げられる。この

発見は単に岡山県下のみならず、全国的にもその在り方に注目が集まり、今後の弥生時代集落の実体

解明にも大きく影響を与えるものと思われる。銅鐸および貨泉については後に項を設け、また、銅製

品については第4分冊の付載において科学分析を行っており、当項では竪穴住居を中心に集落変遷を

略述し、短絡的な結末ながら足守JII下流域における弥生時代後期集落の在り方を粗描しておきたい。

微高地復元（第 4・1496図）

高塚遺跡からは弥生時代前期に遡る遺物が僅かばかり確認されている。しかしながら、今回の調査

では遺構の検出までには至らず、前節で報告してきたように弥生時代後期前半の多くの遺構検出をも

って居住区の出現、本格的な集落形成が開始されたものと思われる。この弥生時代後期を通じて、微

高地（集落）の広がりは南東限が角田調査区の溝および斜面にあたり、北限は中世斜面によって削平

を受け、本来は幾分北に広がっていたものと推定されものの、ほぽ塚廻り調査区から角田調査区に至

る、調査区北端部に確認された中世斜面付近と思われる。なお、南西端は遺構の検出は見なかったも

のの塚廻り調査区にまで微高地の基盤らしき比較的安定した粘土層が確認されている。この調査状況

および周辺地形から復元すれば、微高地は北東から南西に細長く繭状に延びた形状を示し、その規模

は東西約400m、南北約80m、面積約30,000面を測るものと思われる。そして、今調査面積約16,000

面はこの微高地のほぼ中央部にあたるとともに、微高地部分（集落）の約1/2が明らかになったもの

と推定している。

集落の変遷（第1496図）

弥・後.I期に属す竪穴住居は23軒検出しており、その分布は調査区全体に散在する状況が確認さ

れたが、黒点で示す袋状土城の分布が東西に大きく分かれ、最低でも 2グループから構成されていた

ものと思われる。また、住居形態は後期を通じて円形あるいは隅丸方形を基本とするものが一般的な

傾向のなか、東側の住居群から方形ないしは隅丸長方形の住居が検出された。方形の竪穴住居121・

124・125は床面積が10面余りの小規模な竪穴住居で、いずれも柱穴をもたず、中央穴のみが検出さ

れた。また、隅丸長方形の竪穴住居98は主柱4本からなるが、中央穴は確認されず、これら竪穴は一

般の住居とは別の用途を考えなければならないであろう。

弥・後.II期になると竪穴住届は 5軒に減少する。微高地中央部に疎らに点在する状況を示し、こ

の期に属す袋状士堀もいくつかは所在するものと思われるが、明確にこの期の遺物を共伴する袋状土

塀は検出されなかった。また、検出された住居はいずれも II期の前半に廃絶したものと考えられ、次

のIII期の間には空白の期間が存在するようである。なお、 I期から II期へは住居の数が激減している

かのように見えるが、 I期の実年代幅は広く、実際は II期とさほど変化はなく、やや減少気味に推移
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していったものと考えている。

弥・後 ・ID期には再び居住区として利用されるようになる。この期に属す竪穴住居は29軒検出して

おり、後期を通じて最も多い。微高地の東側にやや片寄る傾向が認められ、袋状土堀と同様の機能を

果たすと考える方形土城の検出状況においても同様である。竪穴住居は平面形態が円形を基本として

おり、高床部をもつ住居を 3軒検出した。竪穴住居58・79・114で、前二者が壁に沿って一周するの
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に対し、後者は東方壁際の一部にのみ段状に設置されており、住居からは翡翠の勾玉や性格不明の鹿

角製品が出土するなど、一般住居とは異なる性格の竪穴住居と思われた。また、住居規模が床面積10

m勺こ満たないものが4軒含まれ、その果たす機能を考える上で、 I期の方形住居との関連を検討する

必要があるように思われる。高床部をもつ住居および小規模住居の所在からこの時期には 4----10軒前

後を単位とする、最低3グループが所在したものと考えている。

弥・後 ・N期には住居はやや減少し25軒検出された。皿期と同様に微高地東部を中心に居住してお

り、方形土堀の在り方も同様である。また、この期には微高地西部から 3棟の掘立柱建物が検出され

た。その性格としては住居とも考えられるが、東部に展開される地下貯蔵庫と推定する方形上壊に対

し、高床で管理する倉庫としての機能を考えている。いっぽう、竪穴住居には高床部をもつもの 3軒

および小規模住居 3 軒が検出されており、 10軒前後を単位とした 2~3 グループが所在するものと考

えている。なお、高床部をもつ竪穴住居91からは土製玉が出士しており、竪穴住居77は高床部をもつ

形態に拡張建て替えがなされたもので、建て替え前の住居からではあるが石製勾玉が出土しており、

他の住居とはやや様相を異にするもーのど思われる。また、東部の方形士塀群に対し、西部の高床倉庫

との位置関係から、この遺構配置は単なる複数の単位集団からなるムラではなく、中規模な集合体

としての在り方が明瞭に示された状況と理解している。

以上、高塚遺跡（ムラ）は弥生時代後期の開始とともに居住し始めるが、 II期後半には一時期この

地から住まいは無くなる。しかしながら皿期には再び多くの人々が届住し始め、数グループからなる

中規模の集落を形成する。そしてW期にはやや減少するものの、その在り方はm期と同様に数グルー

プからなるとともに、そこにはさらに一つのまとまりのある集合体としての姿が確認された。その後

この集落内の住居は古墳時代初頭には激減し、再度大集落の姿を見せるのは古墳時代中期になってか

らのことである。

周辺遺跡の状況（表 5 竪穴住居推移表）

足守川下流域に広がる平野部は約30年前の山陽新幹線建設に伴う上東遺跡の調査以来；足守川改修

工事、山陽自動車道建設など大規模な開発工事に伴って発掘調査がなされ、多くの資料が蓄積されて

きた。しかしながら、調査面積はその予想される集落（微高地）の範囲からすればほんの一部に過ぎ

ず、全体像を明確にできたものはない。そのような状況の中で、冒頭でも記したように、今回調査を

実施した高塚遺跡は調査地点が推定される集落の中心部にあたり、居住域の約半分を明らかにできた

と思われるとともに、推定される住居の大半の報告がなされたものと考えている。いっぽう、先年報

告された津寺遺跡においても、推定される微高地に対して未調究部分が所々存在するものの、未調査

部分によって居住区の実休が大幅に変化することはないと判断される。ここで周辺に所在する集落の

推移を見ていきたい。
(2) 

津寺遺跡は高塚遺跡の南東約 2kmに位置する。弥生時代の微高地推定面積は36,000面余りで、弥生

時代の竪穴住居は87軒、掘立柱建物 7棟、袋状土堀283基ほか多くの遣構が検出されている。竪穴住

居は中.Il期に属すものから検出され、中 ・ill期から増加傾向を示す。後・ I期の22軒をもってピー

クを迎えるが、その後は急激に減少し、後・皿期にはあたかも見張小屋を残すかのように 1軒の竪穴

住居が検出されるのみであった。しかし後 ・N期には再び増加に転じ、古墳時代初頭には80軒余りか

らなる大集落に成長する。
{3) 

加茂政所遺跡は津寺遺跡から東方約700mに位置する。調査範囲は想定される微高地からすれば数
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表 5 竪穴住居推移表

津
寺
遥
跡

奥
坂
遺
跡

上
東
遺
跡

足
守
川
矢

足
守
川
加
茂
B
遺
跡

り

足

｛

寸

川

加

茂

A
遺
跡

i
加
茂
政
所
遺
跡

10%に満たないが、竪穴住居は津寺遺跡と同様に中.II期から確認され、中 ・ill期には見られないが、

後期前半には細々と継続し、後 ・N期には21軒と急激に増加に転じ、古墳時代へと続く。
(4) 

足守川遺跡群（加茂A・B、矢部南向遺跡）は津寺遺跡から南方約 1km、高塚遺跡から約 3kmに位

置する。河道を挟んで隣接する 3遺跡は想定される微高地からすればごく一部を調査したに過ぎない

が、矢部南向遺跡では15軒を検出した後.II期にピークを迎え、加茂B-------Aとそのピークの下ってい

ることが確認された。

上記に示した遺跡はいずれもいくつかの単位集団で構成された集合体からなるムラを形成している

ように思われ、特に高塚遺跡および津寺遺跡の状況は当時のムラの在り方を示す良好な資料である。

これまで、ともすれば調査地点外に調在で明らかになった時期以外の住居が所在する可能性を考え、

その実体解明に攻めあぐむことが多かった。しかしながら、竪穴住居の津寺遺跡II1期における激減や、高

塚遺跡II1期の増加現象は単に一微高地（ムラ）内で理解されることではなく、少なくとも、広く足守川

下流域一帯を統括する政治的な要因から集合体への何らかの移動の働きかけがなされたことを暗示し

ており、このような微高地間相互の再編状況はいずれはクニヘの統合に繋がっていくものであり、その

兆しは、現段階でのこの周辺一帯では、本格的な平野部への集落進出が多く認められる弥・後・ I期ま

で遡ることが可能ではないだろうか。また、後期終末には高塚遺跡の所在する位置から南方にかけて

の集落増加の傾向が認められ、古墳時代に向って集落が拡大再編へと辿っていったものと思われる。
(5) 

高塚遺跡の南西3.5kmの丘陵には楯築弥生墳丘墓が所在する。これまでの共同墓地から隔絶した規

模をもつこの墳丘墓の築造は、上記してきたこの一帯の集落が大きく改編・統合されていく一端が明

らかとなった弥・後 ・ill期にあたり、首長継承にまつわる新たな祭祀形態の出現によって、

集合体間で行われていた高塚銅鐸による共同体祭祀は急激にその必要性を喪失し、

これまで

もって土中に葬られたものと理解している。

この時代の終焉を

（江見）

註
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2 高塚遣跡フロヤ調査区検出の銅鐸埋納城とその出土銅鐸について

はじめに

本書で報告したように、高塚遺跡の山陽自動車道建設に伴う発掘調査では数多くの成果が得られた

が、フロヤ調杏区での銅鐸埋納壊の検出は特笙されるものの一つである。近年、発掘調査において埋

納銅鐸の出士する例が散見されるようになったとはいえ、その数は10数例に過ぎず、現在までに出士

している約450個という数に比べればごく一部に過ぎない。さらに、発掘調査による検出であるため、

その正確な出土状態や出土地点周辺の遣構・遺物も含めた出土遺跡の情報を多く得ることができる。

このため、銅鐸の機能や性格、さらには年代などを考察するうえできわめて重要な資料といえる。

高塚遺跡における銅鐸埋納城の検出は、これまでの銅鐸の研究に今後さまざまな影響を及ぼすもの

と考えるが、それは大きくは二つの側面に分けることがてきる。一つは、 1点の考古遺物としての銅

鐸そのものが持つ情報で、これまでの分類案や編年論、さらには鋳造技術などに照らしてどのような

位置を占めるかである。もう一面は、銅鐸埋納遺構としての在りようから導き出されるもので、使用

方法や遺跡内での立地から類推される銅鐸の機能や性格、また、伴出遺物や近接遺構などによって示

される年代観である。さらに、従来の分布状態に変化を与えるものであるかどうかなどにも及ぶ。こ

の両側面に配慮しつつ、とりわけ、現在までに出士地の確実な鋼鐸が23個にのぼる吉備地域（岡山県

と広島県東部）での様相を中心として、いくらかの検討を加えることとする。

なお、高塚遺跡フロヤ調在区からは、弥生時代後期前葉の袋状土堀から「貨泉」が25枚集中して出

土していて、これも特筆される成果である。銅鐸埋納堀に近接し、後述するように鋼鐸と関係のあっ

た可能性が高いと考えている。このため、「貨泉」についての考察と重複する部分がかなりみられる

ことをあらかじめ断っておきたい。また、銅鐸埋納堀の東に隣接する角田調査区からは銅鐸片が 1点

出土し、この事実も重要である。これについても当然にこの節の中で触れることとしたい。

高塚遺跡出土銅鐸の概要（第147-----151・120°1図巻頭図版3・4 図版101・102・169)

高塚遺跡からは 2点の銅鐸が出土した。 1点 (M45) はフロヤ調査区の銅鐸埋納城から出土した完

品であり、もう 1点 (M165) は鐸身の小破片で、角田調査区の弥生時代後期後半の竪穴住居67が埋

没した後に、その埋土上面から掘られた中世の柱穴内から出土した。両者の出土地点は80m離れてい
(1) 

た。前者を 1号鐸、後者を 2号鐸と呼称した論考がすでに存在するが、この呼称では 2点の銅鐸が同
(2) 

ー遺構から出士したような印象を与えるおそれがある。このため、「裔塚銅鐸」として類書に写真が

掲載されている前者の完品を「応塚銅鐸」と呼び、後者の銅鐸片については必要があれば「高塚角田

銅鐸片」と記すこととする。「閤塚銅鐸片」という呼称も考えたが、「高塚銅鐸」との混乱を避けるた

め、あえて調査地区名（小字名）の角田を入れた。まず、高塚銅鐸の概要を述べ、次に、高塚角田銅

鐸片に及ぶこととする。
(3) 

高塚銅鐸は調査中に片側の鰭の下端角部と飾り耳の一部を欠損したが、ほば完形を保っている。な

お、実測図にみられる飾り耳の欠損部分についてはほとんどの破片を回収しているものの、完全には

接合復元を終えていないため一部に遣漏がある。高塚銅鐸は、菱環部の内外に扁平な装飾部を付けた

鉗と呼ばれる吊り手をもち、鰭から紐にかけての外周線や身の区画線に突線を使用していることから、
(4) 

佐原真氏による型式分類で新段階とされた突線鉦式銅鐸に分類される。鉦の外周には頂部に 1個、左

右の側面に 2個、計3個の二頭渦文飾り耳を置き、鰭には 3対の「B」字形の飾り耳を配している。
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鉦孔の下端には鉦脚壁を設ける。身の上面にあたる舞はほぽ平坦で、身の側面はわずかに反りをもっ

ている。鰭の下端は身の裾より 12------lSmm上に位置している。銅鐸の全高58.0cm、身高40.4cm、身裾長

径26.7cm、同短径23.0cm、舞長径16.6cm、同短径15.0cm、鰭幅l.6~2.7cm、重量6420g を測る。身の厚

さは裾が4mm、舞で 4~6 mmであるが、下辺横帯部分では 3mmと薄い部分もあり、上端の区画突線部

分では 8mmと厚さを増している。鉦の厚さは菱環部が12mm.、内外縁部で 4mm、鉦脚壁は 3mmである。

型持孔は舞に 2個、身の上部に片面 2個、両面では 4個、身裾にも片面 2個、両面で4個の計10個

が存在する。舞の型持孔は不整形な円形を呈し、 A面側が長径24mm、B面側が同18mmと大きさに違い

がみられる。舞の内面から型持孔を観察すると、孔の周辺はほぽ平坦であるが、 B面側の孔の周縁に

一部かすかな段が認められる。この段の形状から判断すれば舞の型持は円形であったとみられる。舞

の型持孔の周縁は断面図に示すように明瞭な面をもっていないため、銹化の進行によって孔の周縁が

剥落し、孔が拡大したものと考える。身の型持孔はすべて方形で、上部の型持孔がlOX14mm前後、裾

の型持孔はやや裾広がりで上辺が11mm、下辺は15mm、高さは20mm程度を測る。 A面の身上部左側の型

持孔の欠損は調査時のものではない。身の型持孔は外面からみると上角がやや丸みをもっているもの

もあるが、それを内面から観察すると明瞭な方形の型持の痕跡を示す浅い段が認められ、湯が型持と

外型の接触面に一部浸入して、バリが形成された結果とみられる。

鐸身の内面下方、裾の上部には内面突帯が 1条巡らされている。突帯は蒲鉾形に近く、明瞭な磨滅

痕跡は認められないが、ごく一部に細くなったり、低くなって頂部が平坦になった部分がみられた。

突帯の幅は 8mm前後、高さは 2~3 mmである。内面突帯は裾の下端線とほぽ乎行するが、左右のA面

とB面の接合部分で少し高くなっている。

高塚銅鐸の表面を観察すると、とくに裾の無文部分では細かな跛が多く認められ、 B面では縦方向

に面を違えることによって生じたような線が長く存在する。このような跛は鋳型表面の調整の痕跡と

みられ、面違えの縦線は板状工具による表面の調整が途中で終わったことを示しているものと考える。

当然に鋳型は砂型である。鉦や身の紋様部分には短い縦線が随所にみられ、鋳型の表面に細かなヒビ

が走っていたと推定される。また、舞の周縁部分がわずかに盛り上がり、とくにB面で顕著である。

これは身の上端に突線を施すために鋳型に沈線を入れた時にできたものと考える。このように、この

銅鐸は鋳型表面の入念な調整や、鋳造後の表面の研磨というような丁寧な仕上げは行われず、ほぼ鋳

放しのままであったとみられる。裾の下端線をみると A面では中央部が弧を描かずに平坦となり、ま

た、 B面では中央付近に小さな割れが認められる。前述の型持孔のバリにも共通することであるが、

裾の下端面や型持孔の周囲についても研磨して整えるということはみられない。 高塚銅鐸は文様そ

のものは精緻で、また、鋳上がりもきわめて良好で高い技術力を示しているが、調整などの細部に粗

さが認められた。第147図の側面Dには大きなズレがみられ、鋳造にあたって二つの外型を組み合わ

せる時、片方の鋳型が回転するように少しズレていたとみられる。ここにも枡さが存在する。

次に銅鐸の文様であるが、高塚銅鐸はその紐の型式と身の文様構成から突線鉦式三区流水文鋼鐸と

表現される。身はA面、 B面ともに突線によって上下 3段に区画され、区画内に流水文を充填してい

る。身の上端には 3条の突線を巡らせ、上区と中区、中区と下区の間は 2条の突線によって区画し、

下区の下端にも 2条の突線を走らせている。さらにその下には、右下がり (R)の平行斜線で内部を充

填した鋸歯文を尖端を上向きにして連続させた下辺横帯を配し、その下には 4条の突線を裾部との界

線として巡らせている。区画内を四分割して上区から下区まで貫通する縦線があるが、これは流水文
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を割り付けるための補助線である。区画内の流水文は同一文様の繰り返しである。 3段構成の横型流

水文を上下 2段に配し、上の下段と下の上段の両端を連結させ、下の下段の左右にできた空間には長

楕円形の同心円文を置いている。ただ、この銅鐸では上下 3区の割り付けに誤りがあったようで、下

区が上の 2区より上下に長くなり、同一の流水文を配置すると下端にわずかな空間が生じてしまった。

そこで、 A面では左半に中軸線をもつ長楕円文、右半に下に頭を置いた細長い二頭渦文を置き、 B面

では右半に下段の流水文から派生させた渦文と短直線を充填している。

紐は内縁と菱環部と外縁からなる。外縁は外側から第 1文様帯、第 2文様帯に分けられ、菱環部、

内縁ともに一つの文様帯を構成するため、紐孔の周囲を 4帯の文様帯が取り巻くこととなる。外縁の

第 1文様帯は鰭に連続している。各文様帯は 2条の突線によって区画され、第 1文様帯から鰭にかけ

ての外周と内縁文様帯の内縁にも 2条の突線が巡らされる。紐孔の下端には紐脚壁があり、そこにも

2条の突線が配され、 A面では下端にもう 1条認められる。紐孔は突線で囲まれているが、突線の内

側にわずかな平坦面がみられる。鰭の下端には突線が引かれ、その上方に 2条の突線が置かれる。 B

面の左側では鰭下端の突線が2条になっている。

第 1文様帯、第 2文様帯、内縁文様帯のいずれにも、尖端を内側に向け、底辺に対して右下がり (R)

の平行斜線を充填した鋸歯文を連続させている。鋸歯文の割り付けは正確ではなく、かなり大小の差

があり、とくに内縁文様帯で顕著である。また、 B面の右側の紐脚部では第 1文様帯と第 2文様帯間

の突線が舞の右端から外へはずれているため、鉦脚付近の鋸歯文が小さくなっている。このようにか

なり不正確な鋸歯文の割り付けではあるが、下辺横帯の鋸歯文も含め、各文様帯で共通点が認められ

る。それは、それぞれの文様帯の端にある三角形は完全なものか、半分かのどちらかであるというこ

とである。たとえば、 B面の第 2文様帯の鋸歯文は左側が三角形の垂線が舞に接し、右側の三角形は

完形で終わっている。また、鰭下端の三角形は左右いずれも垂線が鰭下端の突線にあたっている。割

り付けが正確でないために、鋸歯文を片側からある程度同じ大きさで描いていくと、終わりがうまく

完全な三角形にならなかったためであろうか。しかし鰭の場合を考えると半分の三角形から描き始め

たということになる。むしろ文様帯の鉦頂部から描き始めたものであろうか。なお、第 1文様帯のB

面側の鉦頂部で、一つの三角形の空白部に左下がり (L)の斜線が2本認められたが、複合鋸歯文まで

にはなっていない。また、鋸歯文内の平行斜線を手早く引いたためか、所々で三角形の枠から飛び出

した斜線が認められ、下辺横帯の鋸歯文の先端も区画突線の上部に突き抜けているものがある。

菱環文様帯は中央に軸線をもつ綾杉文を描いている。鉦脚と鉦頂に 3条の平行線を引き、鉦頂の平

行線から左側は「く」の字状の綾杉文、右側は逆「く」の字状の綾杉文というように、左右対称に配

置している。

鰭から紐にかけての外周には飾り耳が付けられ、銅鐸の装飾性を高めている。飾り耳には 2種の形

態があり、鉦の外周には二頭渦文が飾られ、鰭の外周には 2個の半円を一組にした「B」字形飾り耳

がみられる。二頭渦文は紐頂部に 1個と鉦頂部と鉦脚部との中間に左右 2個、計3個が付けられてい

る。二頭の渦は巻き方が対称的で、左が左巻き、右は右巻きになっている。そして、両方の渦線は直

接には繋がらず、ともに鉦の外周突線から派生した蕨手文になっていて、二つの渦を 3本ないし 4本

の弧線で結んでいる。 B面では中央と右側の耳で、もっとも内側の弧線と渦線との接点付近と外周突

線を繋ぐ線がみられる。二頭渦文の幅は46----5lmmで、紐頂部がとくに大きいということはなかった。

しかし、渦文の高さでは鉦頂部が27mmであるのに、左右の耳は21----23mrnと、かなりの開きがあり、い
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ずれの渦文も 3重であることを考えると、中央の飾り耳を一回り大きくする意図があったとみられる。

fB 」字形飾り耳は身の施文部分の上端•中央・下端の三カ所に、左右対になって計 6 個が付けられ

ている。一つの半円は 4重の重弧文で飾られているが、重弧文の直径や形には差異が認められる。鰭

にはこの飾り耳に伴う耳脚はみられない。「B」字形飾り耳の二つの重弧文の幅は46~54mm、高さは

I0---13mmで、極端な大小の差はなかった。

さて、先に高塚銅鐸を突線紐式三区流水文銅鐸と呼んだが、佐原氏によれば突線紐式は編年的に五

つの型式に細分される。高塚銅鐸は鰭から鉦にかけての外周や紐の文様帯の区画に 2条の突線を用い、
(5) 

身の区画線としても 2条の突線がみられることから、佐原氏は高塚銅鐸を突線鉦2式としている。ま

た、高塚銅鐸のもつ文様要素のうち、紐脚壁、菱環文様帯の中央軸線、「B」字形飾り耳 3対、二頭

渦文飾り耳3個、鰭下端の身裾より上位などの特徴は、身の文様が袈裟欅文ではなくて流水文である

ことを除けば、突線紐 2式以降、近畿地方を中心に分布して、形態や装飾面からの共通性によって一
(5) (6) 

群とされる近畿式銅鐸に通有のものであることが難波洋三氏によって指摘されている。さらに進藤武

氏によれば、近畿式銅鐸との共通要素として、外縁文様帯の鋸歯文がR鋸歯文、身上半の型持孔が長

方形などの特徴が追加されている。

流水文についても特徴が指摘されている。それは、古段階や中段階の銅鐸の流水文は線上の任意の

1点から線をたどると元の点に帰り着くのに対し、高塚銅鐸の流水文では線に端のあるものが多く、

線上の任意の 1点から線をたどると左右さまざまな方向へ曲折し、また線の長短もあって、元の点に

帰り着かない。佐原氏はこのような流水文を「迷路ふうの流水紋」と呼び、前者を「正統派」、後者を

「迷路派」と言う場合もある。迷路ふうの流水文を飾る銅鐸ははほとんどが新段階のものであり、流

水文銅鐸の最後を飾り、これ以後流水文銅鐸は作られなくなる。

以上のように、高塚銅鐸は突線鉦2式の迷路派流水文銅鐸に分類される。

次に高塚角田銅鐸片について説明したい。破片は身の部分であるが、銹化が進行している。外面は

文様の一部が判別できる程度で、内面は小さな凹凸が全面にみられ、錆が砂粒を包み込んでいるよう

である。破片周囲の破面にはでこぽこがあり、錆が剥離した部分は淡青緑色を呈している。破片の周

囲には小さな凹凸がみられたが、全体ではほぽ隅丸の長方形で、長軸が39mm、短軸は29mm、厚さは 2

~3rnm、重量は9.33 gを測る。破片は身の部分であるにもかかわらず平らで、図の縦方向ではわずか

な反りがみられるものの、横方向では銅鐸特有の湾曲がみられず、むしろ上端と下端の間でかすかな

捻りが認められる。このことからすれば、この銅鐸片は破砕した破片を平らになるように加工したも

のと考えることができる。

外面の文様でまず目に付くのが横走する 2条の突線である。その上の線の右端近くから上方へ突線

が伸び、その右にももう 1条縦線が存在するようである。横走する 2条の突線の下の区画にはやや横

長の斜格子文がみられ、上の区画でも X線撮影によってやはり横長の斜格子文が確認された。したが

って、高塚角田銅鐸片の文様は袈裟欅文で、 2条の突線によって文様帯を区画していると考える。文
(8) 

様帯は横帯が縦帯を切る形で、佐原氏の分類による伝統派のA系列に属するようである。横帯の広さ

からみて軸突線はなかったものとみられる。高塚角田銅鐸片は突線紐式袈裟欅文銅鐸と考えるが、 2

条の区画突線と軸突線の欠如から突線鉦式の前期、 1式か2式の可能性が高いとみられる。この銅鐸

が近畿式銅鐸かどうかはこの破片だけでは断言できないが、可能性はある。
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吉備地域出土銅鐸のなかでの高塚銅鐸の位置

高塚銅鐸は突線鉦2式の迷路派流水文銅鐸であるが、これまでに吉備地域から出士した銅鐸のなか

ではどのような位置を占めるのであろうか。銅鐸の年代と文様の両面から考えてみたい。

現在までに吉備地域から出土したことが知られている銅鐸は表6のとおりである。このなかで確実
(9) 

に突線鉦式銅鐸といえるのは 5例で、他に王野市沖の海底出土の破片が 1例存在する。編年的な細別

では、 1式の岡山市草ケ部大廻山出土銅鐸以外はすべて 2式以降に属している。和気町和気寺屋敷出

土銅鐸は所在不明のため詳細に検討することができないため、高塚銅鐸は吉備地域出土銅鐸のなかで

はもっとも新しい銅鐸の一つということができる。

高塚銅鐸は流水文銅鐸であるが、吉備地域から出土した銅鐸のほとんどは袈裟欅文銅鐸で、流水文

銅鐸は他に真備町妹銅鐸が 1点あるにすぎない。妹銅鐸はやはり突線紐 2式であり、しかも迷路派流

水文で飾られ、翡塚銅鐸との親近性が認められる。吉備地域出土銅鐸の中ではこの 2点の銅鐸がかな

り特異な位置を占めているということができよう。

それではこの 2点の迷路派流水文銅鐸の関係はどのように考えられるだろうか。難波氏は迷路派流

水文銅鐸を近畿式の特徴をもつ b類とそれを持たない a類に細分し、 a類がb類に時間的に先行する
(10) 

とした。妹銅鐸は a類、高塚銅鐸は b類に属する。これに対して、佐原氏は高塚銅鐸の 3区流水文か

ら妹銅鐸の 6区流水文への変化を考え、流水文自体も縮んだ形の繰り返しに終始する妹銅鐸を最後の
(8) 

流水文銅鐸とした。このように、両者の考えは 2点の銅鐸の年代的な前後関係について正反対の結果

になっている。表7に出土地の確実な迷路派流水文銅鐸を示したが、難波氏によれば妹銅鐸と高塚銅

鐸の間に大岩山 II-10号銅鐸が存在することになり、佐原氏によれば田村谷銅鐸の存在によって高塚

銅鐸と妹銅鐸の年代差が拡がる可能性がある。

型式的な変化として、 1区から 3区を経て 6区に至る流れは自然な感じを受けるが、新段階銅鐸の

主流となり、その終末を飾る近畿式の諸要素をもつものを最後の流水文銅鐸とすることにも理屈はあ

る。高塚鋼鐸は二頭渦文の飾り耳をもつが、紐頂の飾り耳が他の 2個の飾り耳よりも高くなっていて、

最初期の近畿式よりはやや進んだ段階の銅鐸ではないかとみられる。迷路派流水文銅鐸の中ではこの

銅鐸だけが耳脚をもたず、鉦の文様帯も鋸歯文のみで新しい傾向は否めない。妹銅鐸は紐に連続渦文

を飾り、 3対の耳脚をもつなど古い傾向がみられるものの、区画突線は鰭にまで貫通し、三遠式銅鐸

との関連を思わせ、やがて近畿式に取り入れられる新しい傾向を示す。身の上端の斜格子文も古い傾

向ではなく、ことによれば三遠式銅鐸との関係も考慮する必要があるかもしれない。このように、高

塚銅鐸と妹銅鐸の先後関係の決定には困難が伴う。そこで、突線紐2式に属する 4点の迷路派流水文

銅鐸にみられる二つの文様形態、すなわち近畿式類似銅鐸と 6区画流水文銅鐸のそれぞれ2点の銅鐸

間の先後関係をまず考えてみる。

近畿式類似銅鐸は大岩山 II-10号銅鐸と高塚銅鐸で、流水文は同じ形態である。大岩山 Il-10号銅

鐸は紐に連続渦文をもち、下辺横帯も連続渦文で飾る。身の上端付近の鰭には耳脚状の平行線がみら

れ、錐頂の二頭渦文も高塚銅鐸ほどには強調されていない。また、紐の区画突線も高塚銅鐸に比べて

鈍い。突線鉦 l式の中野 1号銅鐸をこの文様形態の先行するものと考えれば、なによりも身の区画突

線の存在から高塚銅鐸がより新しいことは確実である。難波氏は、従来の佐原氏編年が大岩山 IIー 10
(6) 

号銅鐸を突線鉦 l式としたことから、同銅鐸を製作年代が突線紐2式と併行する突線鉦 l式としたが、
(5) 

佐原氏は同銅鐸を新たに突線紐2式としている。
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第 3章高塚遺跡

6区画流水文銅鐸は田村谷銅鐸と妹銅鐸で、流水文の形態は同一ではないが頬似がみられ、ともに

同じ形態の繰り返しである。総高も10cm以上の差がみられるが、もっとも大きな違いは飾り耳の有無

である。田村谷銅鐸の突線は妹銅鐸の突線に比べると細く、また、流水文を描くための割付線も田村

谷銅鐸はかすかで、妹銅鐸のように明瞭ではない。下辺横帯の連続渦文をみると田村谷銅鐸は巻数が

多くて繊細で、大岩山 IIー 10号銅鐸と類似し、妹銅鐸はそれらよりも簡略である。田村谷銅鐸の紐は

外縁が 1帯で、内縁の重弧文は中野 1号銅鐸に類似している。さらに、田村谷銅鐸の紐脚壁には綾杉

文が飾られるが、妹銅鐸は近畿式銅鐸に通有の平行線である。このような文様の特徴から判断すると、

妹銅鐸が田村谷銅鐸に後れて作られたと考える。

突線鉦 2式の迷路派流水文銅鐸にみられる二つの文様形態が深い関係にあることは確かであるが、

単純な時間的連続を示さないものとすれば、この二つの意匠を同時に共有していたと考えることはで

きないだろうか。高塚銅鐸と妹銅鐸はともに二つの意匠銅鐸の最後にあたるものであり、その製作時

期はきわめて近接していたのではないかとみる。この 2点の銅鐸は吉備地域における現時点での最後

の銅鐸であり、また、ただ 2点の流水文銅鐸である。

なお、吉備地域から出士した銅鐸の分布状況で特徴的なこととして、偏在するという傾向がみられ

る。一つに旭川下流域があり、弥生時代中期から後期にかけての拠点的集落と考えられる百間川遺跡

群の周辺で 4点の銅鐸が出土している。また、井原市内ではいずれも扁平紐2式の 6区袈裟欅文銅鐸
(]) 

が3点出土している。また、中野倫太郎氏が4区袈裟欅文銅鐸第 3系列 b類に分類した銅鐸が備前地

域から 4点出士していることも注目される。

高塚遺跡周辺の遺跡分布（第1497図）

高塚銅鐸が出土した高塚遺跡は総社平野の南東端部に位置し、平野を流れる足守川・血吸川•砂川

• 前川がこの遺跡を目指すかのように集中し、遺跡周辺で合流する。合流した足守川は岡山市と倉敷

市の境界となって、南に開いた三角形の平野部を南下する。この三角形の平野部には、弥生時代後期
(ll) (12) 

に至ると数多くの集落が形成されるようになり、なかでも津寺遺跡・加茂政所遺跡・足守川矢部南向

遺悩．上東遺蒻のような大規模な集落が形成される。また、周辺の丘陵には楯築弥生墳丘畠を頂点に

して、雲山鳥打墳丘墓群• 鯉喰神社墳丘墓などの首長墓が多く点在する。このように足守川流域は特

殊壺形土器•特殊器台形土器に表象される吉備勢力の中枢地域の一つと考えられている。さらに古墳

時代に入ると、特殊器台形埴輪をもつ前方後円墳である中山茶臼山古墳（全長120m)や矢部大執古

墳（全長47m)が周辺の丘陵頂部に築造され9る。
(16) (17) (JS) 

総社平野における弥生時代後期の状況は発掘調査例が少なく、真壁遺跡や南溝手遺跡・窪木遺跡に
(19) 

おいて集落の一端が知られているにすぎない。しかし、平野の南辺の丘陵には宮山墳墓群などの墳丘

墓が所在し、古墳時代には吉備の大王墓とみられる大形の前方後円墳である造山古墳（全長350m)・

作山古墳（全長286m)やこうもり塚古墳（全長100m) などが築造され、さらに備中国府・国分寺が

営まれる。これらの古墳時代以降の発展状況から推測して、この地域が足守川流域にやや劣るとして

も、弥生時代後期に吉備の中枢地域の一角を占めていたことは確かであろう。

総社平野の西には高梁川が南流しているが、小田川が西から東へ流れて高梁川に合流し、その下流

域には平野部が形成されている。高梁川を挟んでいるとはいえ、総社平野の西端部と捉えることがで

きる。この小田川の下流平野の西端部から妹銅鐸が出土している。この下流平野部にも黒宮大塚墳丘
(20) 虫
墓や立坂弥生墳丘基があり、古墳時代にはこうもり塚古墳とならぶ大形の横穴式石室をもつ箭田大塚
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国
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鐸
身
文
様

l
 

岡
山
県
勝
田
郡
）
l券

央
町
念
仏
塚
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子
•
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黒
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平
紐

2
式

12
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袈
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文

1
 5
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県
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文
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ヶ
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 0
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樅
文

2
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ク
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文

2
 2
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市
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須
（
伝
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中

？
 

？
 

2
 3
 

~
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？
 

？
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2
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ク
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〉
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第 3章高塚遺跡

古墳が築かれている。また、総社平野の北東端部にあたる足守川上流域からは癖邪視文を描いた福田

型銅鐸である上足守銅鐸が出土している。

このように、高塚銅鐸は総社平野から足守川流域に至る中枢地域の中央から出土し、この中枢地域
の西端と北端からも銅鐸が出土していることとなる。春成氏は、核となる拠点的な大集落と周辺の小
集落との有機的結合体である農業共同体に 1---2個の銅鐸が保有されていたとし、「吉備地方は 1個
あるいはせいぜい 2~3 個のまとまりをもち、銅鐸保有の単位となっていたかのようにもみえる」と
する。さらに、妹銅鐸•上足守銅鐸•和気銅鐸•安仁神社銅鐸• 兼基銅鐸を吉備中心部への四方の入
り口に埋納されたものとみ悶。高塚銅鐸は総社平野から足守川下流域の平野を基盤とする農業共同体

笠lに属するものとみられることから、妹銅鐸や上足守銅鐸も吉備中枢部全域ではなく、高塚銅鐸と同じ

共同体に属するものと考えられる。

さらに、この総社平野から足守川流域に至る中枢地域では弥生時代後期以降に青銅器の出土が目立
って多くなっている。高塚遺跡の銅鐸や貨泉の出土を初めとして、加茂政所遺跡では、弥・後. I~ 

1 高塚銅鐸出土地 7 足守川加茂A遺跡 14 楯築弥生墳丘墓 22 矢部大坑古墳
（高塚遺跡） 8 足守川加茂B遺跡 15 雲山鳥打墳丘墓群 23 郷境墳墓群

2 妹銅鐸出土地 9 足守川矢部南向遺跡 16 鯉喰神社墳丘墓 24 秦上沼古墳
（蓮池尻遺跡） （銅鐸形銅製品） 17 宮山墳丘墓群 25 造山古墳

3 上足守銅鐸出土地（伝） 10 上東遺跡 18 黒宮大塚墳丘墓 26 作山古墳
4 横寺遺跡（銅鐸形銅製品） 11 真壁遺跡 19 立坂弥生墳丘墓 27 こうもり塚古墳
5 津寺遺跡 12 南溝手遺跡 20 矢藤治山弥生墳丘墓 28 箭田大塚古墳
6 加茂政所遺跡 13 窪木遺跡 21 中山茶臼山古墳 29 備中国分僧寺

第1497図 高塚銅鐸•妹銅鐸出土地周辺遣跡分布図 (1 /150,000) 
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第4節まとめ

II期の竪穴住居44から円環銅釧が、弥・後 ・N期の土城310からは有鉤銅釧が出土し、また、竪穴住

居や土城などから 5点の銅鏃もみつかっている。津寺遺跡でも弥生時代後期の遺構から銅鏃が出土し
(13) 

ている。足守川加茂B遺跡では、弥生時代後期後半の土堀84から櫛歯文鏡が出土し、古墳時代初頭の

竪穴住居89からは蕨手状渦文鏡が、未調整の銅鏃も 1点だが、弥・後.II期前後の貝塚 1に伴ってい
(13) 

た。足守川加茂B遺跡に隣接する足守川加茂A遺跡でも弥生時代後期終末の竪穴住居から銅鏃が 1点

出土している。足守川矢部南向遺跡では、弥・後 ・N期（オノ町 I期併行）の竪穴住居48から小銅鐸

が 1点出土していて、高塚銅鐸の出士した高塚遺跡と近接していることから注目される。また、弥生

時代後期前半と同後半の 2軒の竪穴住居から銅鏃が 1点ずつみつかった。上東遺跡からも貨泉が1枚
(24) 

出土し、やはり高塚遺跡との関連で注意される。

足守川矢部南向遺跡から出土した小銅鐸について、江見正己氏は、それが銅鐸を忠実に模倣したも

のとみなし、型持孔の位置から外縁付紐式銅鐸を実際に「見て」作ったものであるとした。そして、
(25) 

小銅鐸が作られた弥生時代後期後半まで人々の目に触れる形で伝世されていたとした。江見氏は名指

ししていないが、確かに上足守銅鐸は外縁付鉗式銅鐸である。しかしその後、足守川矢部南向遺跡に

近接した高塚遺跡から高塚銅鐸が出上するに及んで、なぜ突線鉦式銅鐸を模倣しなかったのかという

疑問が生じることとなる。江見氏が模倣品の根拠としたのは、身の型持孔の位置と舞孔内面の型持孔

が 1山であったことのみである。舞孔の型持孔が 1山であるのは菱環紐式と外縁付鉦 1式銅鐸にみら

れ、身の型持孔の位置についての計測値は菱環紐式と外縁付紐式銅鐸の両者の分布範囲にあり、外縁

付紐式銅鐸と断定することはできない。榎本義譲氏は小銅鐸の鐸身下部が整形段階で削り取られる可
(26) 

能性を指摘し、総高は小銅鐸を分類する要素とはなりえないとしている。また、松井一明氏は矢部南

向小銅鐸を銅鐸からの脱却を図ることのできた小銅鐸として 3類に分類し、銅鐸にきわめて類似した
（訂）

西日本型 2類小銅鐸には含めていない。このようなことから、矢部南向小銅鐸を外縁付鉦式銅鐸の模

倣品とみることは困難と考える。

近年、総社平野の北西端部、高梁川の西岸に位置する新本川流域の横寺遺跡からも小銅鐸が出土し
(23) 

た。やはり弥生時代後期の竪穴住居の床面上にあり、鐸身は無文で、型持孔もなかった。矢部南向遺

跡出土の小銅鐸とはやや形態を異にしているが、ともに竪穴住居跡から出土したことは注目される。

また、新本川流域が銅鐸の空白地帯であったことも留意すべきであろう。

古墳時代初頭の遺構から出土したものではあるが、足守川流域から出士した青銅器として留意され

卿
るものに舶載品の後漢鍍がある。郷境墳墓群4号呈には内行花文鏡片が副葬されていた。この副葬鏡

は2個の穿孔があり、懸垂鏡片と考えられている。川西宏幸氏は銅鐸と古墳から出土した漠中期の伝

世鏡の分布状況を検討し、その組み合わせに、外縁付鉦式銅鐸と方格規矩鏡 (A類）．扁平鉦式銅鐸

と内行花文鏡 (B類）・突線紐式銅鐸と内行花文鏡 (C類）という規則性がみられることを指摘した。

そして、鏡の入手によって銅鐸の埋納が促されたとし、弥生時代中期末には鏡の地域と突線鉦2式以
(30) 

後の銅鐸をもつ銅鐸の地域が形成されるとした。郷境 4号墓の鏡は破片であり、同一には論じられな

いが、足守川流域では漢中期の鏡を入手する機会があったことは確かであろう。上足守銅鐸の外縁付

鉦式銅鐸と高塚銅鐸の突線鉦式銅鐸、そして内行花文鏡の組み合わせは川西論文には登場しなかった

組み合わせであり、上足守銅鐸の埋納時期にからんで今後問題になるとみられる。また、笹ケ瀬川流

域平野か足守川流域平野か、どちらを基盤とするか判断が難しいが、中山茶臼山古墳の南南東90mの
虫 (32)

丘陵頂部に築かれている矢藤治山弥生墳丘基からは舶載の方格規矩鏡が出土している。なお、総社平
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第 3章高塚遺跡

(33) 

野の北西端に位置する秦上沼古墳からは京都府椿井大塚山古墳から出土した鋭と同笛関係にある三角

縁天王日月四神四獣鏡が出土している。

高塚銅鐸の鋳造

高塚遺跡からは、 25枚もの貨泉が重なった状態で、袋状土捩の埋士上方から土器片や炭・焼土片と

ともに出土した。この出士状態から考えて、貨泉は埋納されたものとはみられず、投棄ないしは遺棄

された可能性が高い。弥生時代の遺構に伴っていたとみられる貨泉は、これまでに全国で20数点が出

土しているが、そのほとんどは単独の出土にすぎず、 1遺跡でみても大阪府亀井遺跡の 4枚を最多と

す悶。このことからすれば25枚という数は異常といえる。しかし、それが投棄された状態で出土した

ということは、宝物として蓄えられたものではない以上、数についての特別な意識はなかったのでは

ないかと思われる。むしろ、数についての意識の低さは、より膨大な量を保持していたことによるも

のではないかと想像をたくましくする。

高塚遺跡から出土した貨泉は、その出土状態から判断して、青銅器の原料として使用されたものと

みることがもっとも自然な解釈と考える。そして、貨泉が出土した袋状土城に近接して高塚銅鐸が出

土したことは、それが高塚銅鐸の原料であったのではないかと思わせる。残念ながら、高塚遺跡の発

掘調査地区からは青銅器の鋳造を証明する直接の資料は検出されなかったが、 l点だけこのことに関

係するとみられる資料が出土している。それが高塚角田銅鐸片である。この銅鐸片は、前述したよう

に、長さ39mm、幅29mmの方形で、平らに加工されていて、わずかな捻れが認められた。水野正好氏は、

このような銅鐸の破砕片について、形を整えて新しい青銅器を鋳造するための素材としたと考えてい
(35) 

る。春成氏は、このような銅鐸片について、銅鐸祭祀の終焉時に積極的に破砕されて他の器物に改鋳
(22) 

されていった可能性を考えている。銅鐸の破砕片で銅鐸を鋳造することがあったかどうかは即断でき

ないが、高塚遺跡において青銅器の鋳造が行われた可能性は高い。青銅器の鋳造には高度な技術が必

要であったために、専門的な工人集団が裔塚遣跡に在住していたことが考えられる。ここでは、高塚

銅鐸は高塚遺跡で鋳造されたものと考えたい。高塚銅鐸は「見る銅鐸」のわりには表面の研磨などは

みられず、鋳造後の調整は粗雑である。高塚銅鐸は農耕祭祀に使用されることよりも埋納行為のため

に用意された可能性はないのであろうか。そのように考えると、まず埋納場所が選定され、その地に

工人集団が配置されたということが想定される。

春成氏は、田中琢氏が指摘した 2個一括出士例についての 2個セット使用の可能性にふれ、滋賀県

大岩山から出土した銅鐸群の中に同大、ほぽ同型式の 2個セットが容易に摘出できるとした。さらに、

「一遺跡で対をなさないものは、実は他の遺跡のものと本来は一対をつくっていたのではないかとの

疑いも生じてくる。」と述べ、同型式同大の 2鐸が比較的近接して出土した例を指摘している。この
(22) 

「常時 2個セット使用」説によってすぐに連想されるのが高塚銅鐸と妹銅鐸の組み合わせである。こ

の2個の銅鐸はいずれも迷路派流水文銅鐸に属し、しかもその最後のものである。高塚銅鐸が高塚遺

跡で鋳造されたとしたら、同一のエ人集団によって近接した時期に鋳造されたとみられる妹銅鐸もこ

の吉備地域で誕生した可能性はきわめて高い。この 2個の銅鐸は総社平野から足守川流域を基盤とす

る農業共同体に属しているが、妹銅鐸は総社平野の西端に埋納され、高塚銅鐸は足守川下流域平野の

北端に埋納されている。このように考えるならば、銅鐸は「邪霊の侵入路と推断した人り口付近で銅
（穿

鐸祭祀を行った後埋納された」という考ぇに合うように思われる。しかし、総社平野から足守川流域

にかけての地域を一つの世界とすると、上足守銅鐸がむしろ北方の入り口に対応するものと考えられ
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る。したがって、前述の説を貫徹するならば、高塚銅鐸はその世界のさらに中心を占める足守川下流

域を二重に防護するものとみなされる。これに対して、高塚遺跡は総社平野と足守川下流域の境界に

位置していることから、その世界の中心と捉えることも可能である。
(8) 

佐原氏はかつて、迷路派流水文銅鐸は瀬戸内海沿岸での製品としていたが、最近では、高塚銅鐸が
(5) 

近畿式の特色を備えていることから畿内地方で作られたものと考えを変えている。高塚銅鐸を鋳造し
(36t 

たエ人集団が畿内地方から来たものとして、彼等の地位は、春成氏によれは、「銅鐸の生産と配布を

掌握する有力集団の首長たちによって収奪されつつ」あり、突線紐式銅鐸製作以前の「弥生皿期、紀

元前一世紀の時期に、」社会内で早くも低下し、［社会からの疎外が進んでいた」という。したがって、

彼等工人集団は畿内地方の首長連合から派遣されたものと考えるべきであろう。このことに関して、

これまた春成氏の興味深い説がある。春成氏は銅鐸の配布に二様があり、突線鉦2式以降の銅鐸の分

布がそれ以前とは明らかに異なり、農耕生産力の低い地域に片寄っていることを指摘する。そして、

従来の贈与という形が成立しにくい地方に埋納されている銅鐸は、「鋳造集団である畿内の集団が関

与して行った祭祀の遺産」であるとし、紀南地方の例については畿内の南の境界として畿内中枢部の

諸集団によって強く意識されていたとする。ただ、「畿内集団が祭祀の主宰者であったとしても、こ
(22) 

れらの在地の集団とまったく無関係に祭祀が催されたとは考えにくい」とも述べている。総社平野か

ら足守川下流域にかけての地域は吉備の中枢部の一つであり、きわめて高い農耕生産力を誇っていた

であろう。それゆえに、春成氏が、「聞く銅鐸」の配布にあたって原則となった、配布集団を上位と

し被配布集団を下位とする贈答形式は成立しなかったのではなかろうか。確かに上足守銅鐸の存在か
(37) 

ら銅鐸祭祀圏に属してはいたが、上足守銅鐸は九州産の銅鐸である。現時点では、総社平野から足守

川下流域における地域に属する畿内産の銅鐸は高塚銅鐸と妹銅鐸であり、高塚銅鐸がこの吉備中枢部

の一角で鋳造されたとすると、そこには畿内の有力首長連合と吉備の有力首長連合の合意があったと

みなければならない。高塚銅鐸が平野部の集洛内に埋納されるというあまり類例のない状況、それも、

総社平野から足守川流域の吉備中枢部のまさに中心点に埋納されるということの意味がそこに見出せ

るのではなかろうか。そして、畿内の首長連合にとってはこの地が西の境界として意識されていた可

能性が考えられる。

このような銅鐸上人集団の派遣については、もう一つの吉備中枢部の一角である旭川下流域でも想

定することができる。江戸時代に洪水調節のために旭川の放水路として開削された、百間川の改修工

事に伴う発掘調査では多くの遺跡が検出されているが、その中でも百間川原尾島遺跡や百間川兼基・

今谷遺跡は大規模な遺跡で、この地域における拠点的な集落と考えられる。百間川周辺では 4体もの

銅鐸が出士し、その型式は扁平紐 l式と同 2式で、高塚銅鐸よりは古い段階のものである。百間川兼

基•今谷遺跡では弥生時代中期中葉の掘立柱建物群が検出され、周辺の土城には炭や焼土塊が包含さ
(38) 

れ、ガラス溶滓を共伴するものがみられた。このような検出状況からこの建物群はエ房跡と推定され、

この集落を核とする農業共同体はそこに従事するエ人達を支えうるだけの力を保持していたと考えら

れる。また、百間川原尾島遺跡では弥生時代後期の遺構から多くの青銅製品を出土している。中須賀

調査区の士堀84からは前漠鏡の昭明鐙を模倣したとみられる銅鏡が出土し、かなりの数の竪穴住居や

土城には銅鏃が伴い、なかでも中須賀調査区の竪穴住居16からは 3個の銅鏃がみつかった。また、注

目される事実として、弥生時代後期中葉の中須賀調査区土塀40からは 6区袈裟欅文銅鐸を模したとみ
(39) 

られる銅鐸形土製品の破片が出土している。このような状況は足守川下流域の状況とよく類似し、時
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期的には前後するものの、銅鐸エ人集団が在住していた可能性は無視できない。

それでは、高塚銅鐸を鋳造したエ人集団はその後どうなったのであろうか。一つの解釈として、銅

鐸の鋳造が終わった後に畿内地方へ婦還したとみる。その際に、原材として持参したものの、余分と

なった貨泉や銅鐸片を遺棄していったと考えるのである。高塚銅鐸あるいは、妹銅鐸は迷路派流水文

最後の銅鐸であり、進藤氏は迷路派流水文のエ人集団は近畿式銅鐸の成立に関与したとし、それをも
(7) 

って流水文銅鐸は崩壊したと考えている。しかし、難波氏の指摘によれば高塚銅鐸は身の流水文を除

けば近畿式そのものであり、しかも鉦頂の二頭渦文が一回り大きくなっていて、近畿式の成立期より

いくらか時間の経過を経ているのではないかと思わせる部分があることから、近畿式に先立つものと

は考えにくい。

もう一つの考えは、その後この地にとどまったとする解釈である。高塚銅鐸• 妹銅鐸の鋳造をもっ

て流水文銅鐸は消滅する。吉備の地ではこの後には銅鐸を使用することはなくなり、廃棄されたので

はなかろうか。高塚角田銅鐸片は銅鐸ではなく、他の青銅器に転用するための材料であったと考えた

方がより理解しやすい。足守川流域では弥生時代後期の遺構から多くの青銅器が出土している。ちな

みに、高塚遺跡から出土した高塚銅鐸• 高塚角田銅鐸片、それに弥生時代後期後葉の方形士堀156の

上面から出土した棒状銅製品 (M158) の鉛同位体比はきわめて類似した値を示し、また、加茂政所

遺跡の有鉤銅釧や足守川矢部南向遺跡の小銅鐸、それに足守川加茂B遣跡の櫛歯文鏡や銅鏃もすべて

近似した値をもち、馬淵久夫氏•平尾良光氏・榎本淳子氏によれば近畿式• 三遠式銅鐸の数値と誤差
咆

の範囲内で一致するといっ。近畿式• 三遠式銅鐸の鉛同位体比はきわめて限られた範囲にまとまるた
(41) 

め同じ合金を使用して製作されたと考えられているもので、高塚銅鐸を鋳造したエ人集団もその一部

を保持していたのではないかとみられる。あるいはそれは数千枚にものぽる貨泉の集積であったかも

しれない。高塚遺跡から出土した12枚の貨泉の鉛同位体比の平均値は高塚銅鐸のそれとよく類似して

いる。高塚銅鐸の鋳造後、エ人集団はなお吉備の地にあって、これらの青銅器を製作させられたので

はないだろうか。彼等は特殊技能の保持者であり、吉備の首長達にとっても従属させたいという要望

は高かったに違いない。弥生時代の終わりから古墳時代の初めにかけて吉備と大和はきわめて密接な

関係をもつようになる。そのはしりとして銅鐸エ人集団の移譲ということが行われたとは考えられな

いであろうか。その見返りかは判断しかねるが、弥生時代終末に吉備の特殊壺形・器台型土器の製作

エ人が畿内に派遣されることはなかったのであろうか。

最近、吉備地域における青銅器の製作に関して新しい知見が加わった。岡山市田益田中遺跡から細

形銅剣の鋳型を転用したのではないかとみられる砥石が出土した。ただ、細形銅剣の鋳型とは断定で
(42) 

きない要素もあり、また、砥石として転用されたものであり、年代も限定できていない。今後の類例

資料の増加を待つべきであろう。

おわりに

高塚遺跡から出土した銅鐸は 3区流水文というこれまで知られていなかった文様構成をもち、また、

これまで縁辺部で 2体の銅鐸しか出土していなかった吉備の中枢部の中央から出土しただけに新たな

問題を多く提起することになった。銅鐸埋納城の年代をはじめ、貨泉や高塚角田銅鐸片との関係など、

具体的な資料が乏しく、推論を重ねる結果に終わり、いたずらに問題を拡げたにすぎなかったのでは

ないかと危惧している。また、おもに春成氏の説を無批判に引用し、その適応の可能性に終始したき

らいがなくもない。曲解を恐れるとともに、今後、より多くの論説に接し、さらに究明に努めたい。
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残された問題は多く、多岐にわたるが、その一端に触れてひとまず終わりとしたい。総社平野から足

守川流域にかけての吉備中枢部での畿内産銅鐸の流入がもっとも遅れ、その両側に位置する井原市と

吉井川下流域ではそれ以前に銅鐸が流入している。時代を隔てるが、白鳳時代に、備中中枢部では華

麗な備中式軒丸瓦が盛行するが、その両側に位置する笠岡市と吉井川下流域では山田寺式• 川原寺式

という畿内系の軒丸瓦が用いられる。歴史は繰り返されるのであろうか。 ・

なお、表題に掲げながら、銅鐸埋納渡についてはほとんど触れることができなかった。後考に委ね

ざるをえないが、現段階での認識を記しておきたい。遺構の説明文でも述べたように、この土城はそ

の形状から銅鐸を埋納するために掘削されたものと考えている。埋納城の検出状況だけでは銅鐸の土

中保管説を証明するような事実はえられなかった。少なくとも、同じ地点に繰り返し埋納したという

ことは認められない。銅鐸の埋納時期であるが、出土土器は小片であり、時期を確定するには至らな

い。高塚遺跡は弥・後.IIの時期に一度集落が途絶えるようであり、その時期に埋納された可能性も

あるが、その場合にはもう少し弥・後.Iの土器片が出土してもいいように思われる。上述したよう

に、銅鐸を鋳造したエ人集団が高塚遺跡に在住していて、鋳造後あまり時を経ずに埋納されたとした

ら、埋納時には高塚遺跡には集落が存在していたものとみられ、高塚銅鐸は集落の中央付近に埋納さ
(43) 

れたこととなる。吉備地域では雄町銅鐸と妹銅鐸がともに集落内に埋納されていたとみられ、高塚銅

鐸も含め集落内での埋納例が多い。今後、究明すべき問題である。なお、発掘調査中の遺跡現地にて、

佐原真氏からは有益な教示と指導をいただいた。末筆ながら記して感謝を申し上げます。 （岡本）
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3 高塚遺跡出土の貨泉について

高塚遺跡の発掘調査による重要な成果の一つとして、中国「新」の時代に王芥によって新たに発行

された貨幣である貨泉が多く出土したことを挙げることができる。

貨泉は、我が国では第 9表のように、弥生時代と考えられる遺構や包含層からの出士例が現在まで

に二十数枚報告されているが、高塚遺跡での出土のおもな意義については、 (1) これまで報告されて

いる総数をも上回る25枚がまとまって出土したこと、 (2) 「袋状士墟」とよぶ明確な遺構から出士し

たこと、 (3)確実に共伴する弥生土器が一定量存在することなどを指摘することができよう。

貨泉は、日本の考古学においては、弥生時代の歴年代を推定するための重要な資料とされてきたと

ころであり、 1980年代前半には、近畿地方の弥生時代後期の始まりがA.D.l世紀代にあることを主

張する際の主要な根拠として用いられたことはよく知られている。

ここでは本文中で詳しくふれることのできなかった出士状況や貨泉そのものの特徴、さらには共伴

士器について報告するとともに、貨泉の用途や岡山県南部地域における弥生時代後期初頭の歴年代に

ついても若十言及し、まとめとしたい。

出土状況

貨泉は、発掘調究対象地の中央部に設定したフロヤ調査区の西半部で検出できた古墳時代前期の竪

穴住居35の床面近くから 1枚と、弥生時代後期前葉の袋状士城18の埋土中から24枚が出土した。この

うち竪穴住居35から出土した 1枚 (M80) (90年 2月21日出土。数日後貨泉と判明）については、古

墳時代前期のものではなく、第1498図に示したように、竪穴住居が袋状土城18の上部を壊してつくら

れていること、および出土位置から本来は袋状士城18に伴っていたものと考えておきたい。

袋状土壊18からは、最初90年 2月28日に平面形を確認するため検出面を清掃していたところ M46・

47の2枚が文字面が合わさった状況で、またそれらより東へ約 5cmの地点からほぼ同じ高さでM48

が出土した。このためさらに周辺を精査したところ、 3月2日にはM48の北隣りから M49が、またM

48の南約 7cmの地点からほぽ同じ高さでM50が、

いずれも文字面を上に向けた状況で出士した。さら

に翌 3月3日には、 M49の下からM51が文字面を上

に向けた状況で出土した。この段階までに出土した

M46-----51の6枚の貨泉は、約 7XlOcmの狭い範囲内

において約 3cm以内のレベル差で出土している点

を特徴として指摘できる。（第172図）

M46-----51の出土状況について図面作成や写真撮影

を終了した後、袋状士城南側半分の掘り下げを開始

したところ、ほほ断面に当たる位置から、 18枚の貨

泉 (M52-----69)がまとまって出土した (3月6日）。

これらは、前述したM46----51とは北東に約 6cm離

れており、また 3----5 cm深い位置から出土している。

出士状況については第172図や写真を参照されたい

が、約 5X 10cmの範囲内から重なり合いながら連 第1498図袋状土壊18と竪穴住居35(1/100) 

◎
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念
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なっている状況であり、具体的な証拠はつかめていないが、布でくるまれるか何らかの容器（袋や箱）

に収められていたのではなかろうか。また孔に紐が通されていたかどうかについては、その可能性は
(3) 

低いと考えている。

文字面の向きについては、これらの多くは錆び付いた状態であったが、取り上げ後の錆落としの段

階で確認できたなかでは、 M52・56・57・59・61・63・65・68が上向き、 M53·54·55·58·60• 62 

・64・66・67が下向きであった。

袋状土城南側半掘完了後の士層断面観察によれば、 M52----69の18枚は、検出面から約 6----8 cmの深

さでレンズ状に堆積している炭・焼土層（第170図の 2層）の上面に位置している。袋状土城の埋土

はこの 2層を境に上層と下層とに分離でき、時間的な差異を想定することができる。すなわち、 M52-

69は、袋状土城に土が底面から50cm前後堆積した後に埋められていると考えることができる。ただし、

袋状土城の埋士がこのように大きく上下二層に分離していることは、めずらしい事例ではなく（例え

ば袋状土堀78・80・82などを類例として挙げることができる）、また炭層を間層に挟むことも特筆す

べき特徴とはいえないであろう。つまり M52-69については、布や何らかの容器に収められていたと

推測できる点において、これまでの出土例にみられない特徴を指摘することができるが、それ以外に

は特別な意図をもって埋められたものとは考えにくい。このことは、後にもふれるように、土器の小

片が各土層から出土していることや埋土の土層関係が一般的であることなどから、この袋状土堀その

ものが特別な行為を行うとか、特別な意図の基に埋められたとは考えられないことからも窺えよう。

一方、 M46-51の6枚については、前述したように狭い範囲内からまとまって出士しているが、レ

ベル的に僅かながらも違いがあるため、少なくともすべてがまとめて埋められたとは考えにくいもの

キの、ほぼ同時に埋められたと考えてよいのではなかろうか。また M52----69 と同じような理由から、•特

別な意図の基に埋められたとは考えにくい。

さらに、 M46----51は 1層上面から出土しており、 M52----69との関係では、埋められる際に時間差が

あると想定できる。ただし、この時間差がどのくらいかについては不明である。

ところで、高塚遺跡では貨泉は何故袋状土堀から出士したのであろうか。袋状士城については、断

面の形状などから「貯蔵庫」と考える意見が多いが、何をどのように貯蔵したのかについては、実証

されているとはいえない。しかしながら、たとえ袋状土城が「貯蔵庫」であったとしても、袋状土壊の

用途と貨泉の出士との間には、関連性はないものと考えている。すなわち、具体的な証拠があるわけ

ではないが、袋状土城＝「貯蔵庫」だから貨泉を「廃棄」したとは考えない。極端にいえば、竪穴住居

跡のくぽみでも柱穴でも溝のなかでも、どこでもよかったのではなかろうか。そして出土状況からは、

再び貨泉を取り出す意図はなかったと思われるため、貨泉は「廃棄」されたものと考えておきたい。

このように高塚遺跡では (1)袋状土堀の中に、単独とか少数ではなくまとまった枚数が、二回にわ

たって「廃棄」されていること、また (2)副葬品や祭祀品などのように、特別な取り扱いはなされて

いないということを出土状況についてのまとめとしておきたい。

出土貨泉について

前述したように、古墳時代前期の竪穴住居35から出土した 1枚も、本来袋状土城18に廃棄されてい

たものと考えているので、 25枚をまとめて考察の対象にしたい。

ここでは、以下に述べる 4つの観点から分析を行う。

(1)最大径（第 8表）
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一部欠損のため不明確なものを除けば、 21.6----23.Srnmである。平均値は23.0mmであるが、23.8mmの
(5) 

M65と21.6mmのM49を除くと、 22.5----23.4mmの範囲内に集中しているといえよう。「漠書j食貨志によ

れば、王葬は天鳳元年 (A.D.14年）に大銭、小銭を廃止して新たに貨布と貨泉を発行し、貨泉の大

きさは径 1寸と規定した。貨泉についての研究をまとめた高倉洋彰は、新代の度量衡について言及し、
(6) 

l寸は23.1mmと想定している。また、王奔銭の尺度と重量について検討した塩屋勝利は、関野雄の研
(7) 

究を紹介しながら、天鳳元年段階の 1寸は23.475mm前後ではないかと述べている。このように、王葬

によって規定された貨泉の大きさや重さを現在の度量衡に換算する値については、確定していないよ

うに思われるが、 M49・65を除く多くは、王莞時代の規格に近い値を示しているものと考えておきた

vヽ
゜

(2)重さ（第 8表）

一部欠損しているもの、および土や錆が付着しているために不正確なものを除けば、 0.63--2.92g 

である。平均は1.86gで、前述した『漢書』食貨志で規定されている貨泉の重さである五録=3.15--
(8) 

3.25gに一致するものはなく、すべてそれよりも軽い。また、一部欠損や土や錆が付着しているものの

うち M50:60・80についてはl.Og以下、 M46・4 7・48・52・62については1.0--1.5g、M53は1.5--

2.0 gではないかと残存状況から推測できる。したがって、重さについては、 1.0g以下が4/25で

16%、l.l--1.5gが11/25で44%、1.6--2.0gが 3/25で12%、2.1-2.5gが 2/25で 8%、2.6--3.0

gが 5/25で20%である。このことから、重さについては一定した傾向は認められず、かなりバラッ

キがあること、および王芥時代の規定の重さの半分以下のものが15/25で60%も含まれていることを、

特徴として指摘しておきたい。

(3) 郭について

(a)周郭のうち裏面周郭（文字が鋳出されている面を表面とし、その反対面を裏面とする）につい

ては、すべてに存在しており、表面固郭については、 M46・53以外にはその存在が確認できる。ただ

し、 M46は無いように思われるが、上と錆のため不確実であり、 M53は本来無かったのか後に削られ
(9) 

たのかは不明である。

(b)表面孔郭は、不明なM50を除けば、有るものが11/24で46%、無いものが13/24で54%である

（士や錆のため不明確なものについては第 8表に？を付しているが、これらについても加えた数値で

ある。裏面孔郭についても同じ）。裏面孔郭については、士や錆のため不明なM48・50を除いて、そ
(10) 

の存在がすべて確認できた。

郭のうち表、裏面の周郭については、これまでの出土例から存在しているのが通常のようである

（第 9表）。一方、孔郭については、存在するものと存在しないものとがあり、存在しないものについ
(11) 

ては、簡略化の結果で、新しい様相と考えられているようである。高塚遺跡では、表面孔郭の無いも

のが半数以上出土している点を、特徴として指摘することができる。
(12) 

(4)銭紋について

確実に同じ書体（同じ箔型）が無いことが指摘できる。以下、書体の特徴についていくつか記して

おきたい。

「貨」の書体については、偏の上端部においてM52・54・55・56・61・64・69のように複雑なもの

とM46・4 7・50・51・53・57・60・62・63・67のように簡略化されたもの、 M58・59・65・66・80の

ように中間的なものとに区別することができる。また妾の上部についてみると、 M51・61が他と大き
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く異なり、簡略化が窺え特徴的である。

「泉」の書体については、上半部が丸みを持つもの (M46・48・49・50・51・53・54・56・57・58 

・59・60・61・62・63・67・68)が17/23で74%、三角形状に尖るもの (M52・55・64・65・66・69) 

が6/23で26%であり、それぞれ最上端に突起を持つもの (M46・50・51・52・53・54・56・57・58 

・59・60・61・62・67・68)が15/23の65%と持たないもの (M48・49・55・63・64・65・66・69) 

が 8/23の35%あり、突起をもつ割合は丸みを持つものが14/17で82%と高く、尖るものは 1/6で

17%と低い。

また「泉」のT字部分については、縦線がつながっているもの (M46・51・52・53・54・55・57・ 

60・64・65・69) と切れているもの (M48・49・50・56・58・59・62・63・66) とに大きな違いを見

い出すことができる。

この他にも字の大きさやバランスの点で、幾つかの違いが認められる。全体的にみて簡略化の傾向

を指摘し得るが、型式的なまとまりや時期差を想定することはできなかった。

中国において貨泉は大量に鋳造されており、数多くの箔型が存在していたのであり、高塚遺跡で見

られるような銭紋の違いはその一部にすぎないのかもしれない。
(13) 

以上、出土した貨泉について 4つの観点から分析を行った。

次に、これらの観点の組み合わせから考えてみたい。

第一に最大径と重さとの関係については、相関関係は認められない。たとえばM59・64は、最大

径が共に23.3mmではあるが、重さは2.90gと1.04gで後者が前者の半分以下である。またM51・64よ

り最大径の小さいM66・69の方が、 2倍以上重い。ただしM49については最大径、重さとも最小であ

り、特異な存在と考えることができる。

第二に重さと表面孔郭の有無の関係についてはどうであろうか。表面孔郭のない13枚のうち、 1g 

以下が2枚、 1.1--1.5gが 7枚、 1.6------2.0gが2枚であり、 2g以下と軽いものが全体の85%を占め

る。しかしながら、 M54・59はそれぞれ2.69gと2.90gで重い。重さが軽いものには表面孔郭が無い

ものが多いという傾向は指摘できるが、例外も存在している。

第三に重さと銭紋の関係については、相関関係は考えられなかった。しいていえば、「貨」の字が

特徴的なM51・61は、 1.07gと1.40gで軽いことを指摘しておきたい。

貨泉と共伴した弥生土器について

貨泉の出士した袋状士城18からは、弥生土器がコンテナ 2箱分出土している。これらは小片のもの

がほとんどであるが、実測図作成可能なものについてはほとんど作成し掲載している（第170・171図）。

土器は、南側半掘の際は正確な分層発掘ができなかったが、北側半分を掘り下げる際には、断面図

に示した土層ごとに取り•上げを行った。

貨泉は、第170図断面図の 1層上面と 2層中から出土していることは前述したとおりであるが、土

器は、 1層から666・672・673が、 2層からは631・632・637・640--642・647・648・650・663-----

665・670・674・676・678・686・691--693が、また636・649・689・690は3層から出士しており、そ

の他については確実ではないが、 4--7層出士のものも含まれている。

出土層位について報告したが、資料数が少ないものの、層位によって明確な違いがあるとは考えが

たい。こうしたことから、図示できた土器すべてを対象として、これらの編年的位置づけについて考

える。
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本文中に記したように、これらが弥•後・ I に属するものであることは明らかで、特に説明は要しな
⑲ 

いと思っ。問題としたいのは、弥・後.Iの中ではどのくらいに位置づけられるのかという点である。
(IS) 

たとえば、高橋護の「上東式土器の細分編年基準」によれば、本報告書の弥・後.Iとする時期は 3

期に細分されていると理解できる。ただし高橋は、この論文において用いた資料は、百間JII遺跡群や

雄町遺跡出土土器であり、たとえば高塚遺跡の所在する足守川下流域などの地域においては、別に編

年を組み立てる必要があると指摘している。したがって、袋状土城18出土土器を位置づけるためには、

この地域での編年作業を行う必要がある。

高塚遺跡周辺においては、近年弥生時代遺跡の発掘調査が増加している。たとえば津寺遺跡、加茂

政所遺跡、立田遺跡、足守川矢部南向遺跡、足守川加茂B遺跡などであり（第 2図）、これらの遺跡か

らは当該期の土器資料が数多く出土している。

ここでは紙幅の関係もあり、編年についての詳細な検討については後日を期したいが、結論（現状

での見通し）についてのみ記しておきたい。

弥・後.Iは以下の 4段階に細分する。最も古い様相を示すのは津寺遺跡中屋調査区袋状土壊123
(16) (17) (18) 

• 土渡335、津寺遺跡西川調査区袋状土城126出土土器と考える。それ以降、第 2段階＝津寺遺跡中屋調
(19) (20) (21) 

査区袋状土堀78、高塚遺跡袋状土城86→第 3段階＝加茂政所遺跡袋状土城37、高塚遺跡袋状士城 7→第
(19) 

4段階＝津寺遺跡中屋調査区袋状土堀80、高塚遺跡士城291という変遷を想定している。

袋状土堀18出土土器群はおもに高杯の形状を根拠にして、第 3段階に相当すると考えている。つま

り、弥・後.Iの中でも後半の様相を示していると理解する。

考察

以上ここまで、三つの事柄にしぽってまとめを行った。次に若干の考察を行いたい。

考察の第ーは、貨泉の用途についてである。中国では、貨泉は貨幣として用いるために鋳造されて

おり、また出土は埋葬施設や穴蔵からの事例が多いらしい。すなわち中国では、貨泉は貨幣、財産と

して用いられ、埋納されているのである。しかしながら、我が国から出土する貨泉が、貨幣として用

いられたとは考えられない。では何のために入手したのであろうか。言いかえれば、貨泉は何に用い

られたのであろうか。

この問題については、文献が存在していないため、貨泉の出土状況が考える参考になるであろう。

これまで知られている我が国弥生時代出士の貨泉については、多くが包含層からの出土であり、遺構
(22) (23) (24) 

から出士した確実な事例としては竪穴住居（うてな遣跡• 平塚川添遺跡）、と土堀（亀井遺跡）、溝（原

ノ辻遺扉）の例があるのみで、不確実な事例として甕棺や箱式石棺という埋葬施設からの出士が知られ

ているにすぎない。（第 9表）。今回報告する高塚遺跡では、前述したように袋状土城から多数出土し、

しかも特別扱いを受けていなかったという新しい知見が得られたが、貨泉の用途などについて結論づ

けるには、未だ資料数が少ないといえる。こうした状況ではあるが、ここでは貨泉の用途について、

従来から指摘されている事柄や私見を記しておきたい。

貨泉は、中国では莫大な数が鋳造されており、また 1枚 1枚は小品である。貨泉が同じ青銅製品と

いえども、北部九州において弥生時代中期から後期初めにかけて甕棺に副葬されている青銅製の鏡や

武器形祭器などと同じような扱われ方はしていない。宝器的な扱い、威信材としての扱いはされてい
(2.!>) 

ないと考えられることは、これまでの指摘のとおりであろつ。

貨泉を用いた祭祀が行われたとする推測についてはどうであろうか。最近出土した青谷上寺地遺跡
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(27) 

（鳥取県）は、銅鐸片、銅鏡、銅鐸形石製品などの出土から祭場跡と推測されている。また上東遺跡
(28) 

（岡山県）では、船着き場と推測された土手状遺構の基礎から出土しており、祭祀の可能性も考えるこ

とができる。貨泉は我が国では製作されておらず、大陸からもたらされた貴重品であるとの認識は持

っていたであろうから、祭祀品として用いられる場合もあった可能性は考えられよう。

また不確実ではあるが、甕棺や箱式石棺から出土した例があることから、埋葬に際しての副葬品と

して用いられる場合もあったことは考えるべきであろう。

こうしたことから、我が国では貨泉は特定の用途にのみ用いられたのではないと考えたいが、今回

高塚遺跡の出土状況から私見として述べたいのは、青銅器製作にあたっての原材料として用いられた

場合がある可能性についてである。国産青銅器の製作については、舶載青銅器を鋳潰したと考える意

見や国産の銅を材料としたとする意見がある一方、中国漢代の貨幣や貨泉が国産青銅器（特に銅鐸）

の原材料として用いられたとする見解が、すでに梅原末治や杉原荘介、近藤喬ーらによって公表され

ている。例えば、近藤は、弥生時代青銅器のうち特に銅鐸の中に含まれている微量の亜鉛の存在から、

同じく亜鉛を含む中国前漢～王芥代の貨幣が、弥生時代中期中葉以降において青銅器原材料の一翼を
(29) 

担った可能性を想定している。

高塚遺跡からは、鋳型・炉跡・溶滓• 羽口など青銅器製作を直接的に証明する遺物や遺構は検出で

きていないが、以下に述べるような理由から、貨泉が青銅器生産の原材料として用いられたのではな

いかと想定する。 (1)貨泉は単独や少数ではなく、 25枚が特別な取り扱いを受けずに廃棄されており、
(30t 

本来かなりの枚数が存在していたと推測できること。貨泉のみが原材料であったかどうかは不明だか、

貨泉は 1枚が約 3g以下であることから、原材料として用いるためには、少なくともかなりの枚数が

必要ではなかろうか。 (2)埋納時期が貨泉とほぽ同時期である高塚銅鐸が、約60mしか離れていない

地点に埋納されていること。銅鐸を畿内地方や北九州地方以外で生産したことは実証されていないが、

ほぼ同時期の貨泉と銅鐸が同じ場所から出土した事実を重視して、貨泉が高塚銅鐸の原材料の一部と

して用いられたのではないかと推測する。 (3)高塚遺跡や周辺の遺跡からは、国産品と考えられる弥
(31) 

生時代の青銅製品が多数出土していること。例えば、足守川加茂B遺跡出士の鏡・銅鏃、足守川矢部
(31) (20) 

南向遺跡出土の「小銅鐸」、津寺遣跡出土の銅鏃、加茂政所遺跡出土の銅釧• 銅鏃などがあり、特に足

守川加茂B遺跡からは未加工（未研磨）の銅鏃が出土しており、近くで銅鏃の鋳造が行われたと想定
(31) 

できる。また高塚遺跡角田調査区方形土堀156から出士した棒状の銅製品M158は、我が国では他に類

例を見ないもので、用途についてはわからないが、可能性として青銅器鋳造のためのインゴットとも

考えることができる。つまり、高塚遺跡を含む足守川下流地域には弥生時代において有力な集落が多

数立地していたことがこれまでの発掘調査によって明らかにされており、青銅製品が多数出土してい

ることから、この地域での青銅器生産を推測し、かつ貨泉がその原材料の一部として用いられたと推
(32) 

測するのである。

考察の第二は、岡山県南部地域における弥生時代後期の歴年代についてである。貨泉は、一般的に

はA.D.14年~40年まで発行されたと考えられている中国の貨幣であり、我が国弥生時代の歴年代を考

えるための重要な資料の一つである。高塚遺跡からは、 25枚の貨泉とともに弥生時代後期初頭の土器

が一定量出土したのであり、歴年代について考えを及ばさざるを得なかった。

まず我が国出土の貨泉の年代については、研究史的にみておもに以下の三つの見解があるのではな

かろうか。
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(1) 「漠書」食貨志で記されている新の天鳳元年 (A.D.14年）から後漢の建武16年 (A.D.40年）頃で、
(33) 

A.D. l世紀前半頃と考える見解。
(34) 

(2) A.D. 1世紀の第 3四半期あるいは第4四半期頃と考える見解。
（茨i)

(3)後漢後半 (A.D.2世紀後半-3世紀初頭）頃と考える見解。

筆者は次のように考える。

貨泉は、「漢書J食貨志によれば王弄によって天鳳元年 (A.D.14年）に発行され（玉葬伝では地皇

元年=A.D.20年とする）、その後、後漢の光武帝が五銑銭を復活させることによって、建武16年

(A.D.40年）に廃止されたと記されているが、それ以降も流通していたり、私鋳銭がつくられていた
(7) 

ことは、中国での出土状況から明らかである。また出土貨泉には、大きさや重さ、銭紋の違い、郭の

有無によって様々な型式が存在していることは、我が国出土の貨泉のみを検討してみても判明する事

実である。そして、これらの型式の違いによって製作年代を明らかにすることができるかどうかが重

要ではあるが、この点については、中国において大量に出士している貨泉の更なる研究が必要である

と考える。たとえば、河南省安陽市出土の貨泉を詳しく分析した載・謝の研究が、高倉洋彰や寺沢薫
(11) 

によって紹介されている。これによると、貨泉は 3類に分類され、新しくなるにつれて最大径が小さ

く、重さが軽くなる傾向があること、および孔郭が二重のものから持たないものに変化する傾向があ

るとされる。しかしまた、中国出土王弄銭の尺度と重置について検討した塩屋勝利は、「径のみ見た

場合でも後漢末に私鋳されたと考えられる大貨泉を除き、 1.9-2.4cmの間でさまざまな数値のバラッ

キが認められるのであ」り、「貨泉もまた発行直後から私鋳が行われ、後漢代においても継続したと
(7) 

考えられる」と述べている。

したがって、我が国において弥生時代から出土する貨泉については、単純にA.D.14-40年とする

ことはできず、型式的な検討が必要である。

塩屋が紹介している中国での出土例（洛陽焼溝漢墓や洛陽西郊漠墓など）からは、径20mmより小さ

いものは後漢初期以降、径20mm以下で重さが規定の半分以下のものは後漠後期～晩期にみられるよう

になるのではないかと思われる。また中国において王葬銭が墳墓や穴蔵から出土する傾向を検討した

塩屋は、王葬銭の出土は後漠中期～後期には減少し、後漠末期に再び増加すると述べている。

高塚遺跡では (1)径20mm以下のものは出土していないので、後漢中期以前のものと考えることがで

きるかもしれない。しかし、出土していないだけであって、後漢中期以降に入手したとも考えること

ができる。 (2)重さだけに注目すれば、前述したように規定の半分以下の重さのものが15/25で60%を

占めることから、後漢後期～晩期の年代が推測できるかもしれない。しかし、こうした軽いものが、

発行当初に存在していないと証明されているわけではない。

また貨泉の製作年代がほぼ判明したとしても、高塚遺跡までの入手の期間については、実証するこ

とはできない。さらに袋状土城18に廃棄されるまでの期間についても、同じく実証することはできな

いのである。

回りくどい記述になったが、結論としては、貨泉は現状ではA.D.14年（あるいはA.D.20年）以

降という年代的上限を示すと理解するに留めざるを得ないと考える。それ以外は推測の域を出ないの

である。

つまり、貨泉のみから年代を決定することは、現状では正しくないと考えるが、高塚遺跡では、

A.D.40年以降貨泉を廃止して発行したと記録されている後漠の五蛛銭が、 1枚も混じっていない事実
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を重視し、あえて推測が許されるならば、筆者は以下のように考える。

高塚遺跡の貨泉は、北部九州の奴国が後漢に朝貢したと記録されているA.D.57年に近い時期に楽浪

郡経由で入手し（直接的か間接的かは不明）、士器ー型式以内の間に廃棄されたと推測する。すなわ

ち、高塚遣跡袋状士堀18出土土器の歴年代は、紀元 1世紀第 3四半期で、弥生後期土器の出現までに

は二土器型式が介在しているのであり、当地域での弥生時代後期の始まりは、紀元 1世紀前半に相当

すると推測する。

次に、歴年代を考えるその他の方法の一つとして、中国鏡などの豊富な舶載遺物によって研究が進

んでいる、北部九朴lとの土器併行関係を検討することが挙げられる。
(36) 

中部瀬戸内と北部九州との弥生時代後期初頭の土器併行関係については、近年の小山田宏一、杉本

厚麗、平井典旱の研究成果からまとめてみたい。
(39) (40) 

那珂遣跡20次SE03下層と上天神遺跡SK04とは、直口壺の類似性から併行している。上天神遺跡s
K04は、高塚遺跡周辺の弥・後.I第2段階併行と想定する。那珂遺跡20次 SE03下層の北部九州で

(41) 

の位置づけについては、 I高三瀦（新）」段階とも考えられている。したがって、高塚遺跡周辺と北部
(42) 

九朴lの後期初頭の土器編年は、ほほ併行すると考える。

このように考えるならば、高塚遺跡周辺での弥生時代後期初めの歴年代は、現状では未だ北部九州

の年代観如何んにかかっている。北部九朴Iでの後期の始まりは、甕棺型式では桜馬場式と考えられて

いたが、集落出土土器との比較から立岩式とも考えられている。また立岩式に伴う前漢鏡群の年代に

ついては、定説を見ていない。いずれにせよ、この問題を論じるには力不足であり、今後の課題とし

ておかざるを得ない。

一方、こうした考古学的な方法とは別に、近年弥生時代の遺跡から出土する木材の年輪年代測定結

果が、いくつか公表されるようになっている。考古学的にみて、出土状況の良好な資料による年輪年

代測定が積み重ねられることによって、各地域の弥生時代歴年代の大枠についても、いずれ明らかに
(43)(せ）

されるであろっ。 （平井）

註

(1)第 9表に掲載した貨泉については、実見したものはわずかである。ほとんどの数値は、文献の記述からの引用で

あり、特徴については、文献の記述や図・写真，拓本から判断している。

(2)森岡秀人「大阪湾沿岸の弥生土器の編年と年代」『高地性集落と倭国大乱』 雄山閣 1984年

森岡秀人「弥生時代歴年代をめぐる近畿第V様式の時間幅」「信濃』第37巻第 4号 1985年

寺沢 薫「弥生時代舶載製品の東方流人Jr考古学と移住・移動J 同志社大学文学部考古学研究至 1985年

(3)第172図の出土状況図は、取り上げ時の略図を基にしており、取り上げ後、複数枚が鋳び付いていることが明らかにな

るなどのため、平面図と断面図の枚数が一致していない。

(4)測り方によって、僅かな誤差があることは考えられる。重さについても同様である。

cs) r漢蓄」（第三冊巻ニー至巻二五（志ー）） 中華書局

(6)高倉洋彰「王葬銭の流入と流通」「九州歴史資料館研究論集J14 九州歴史資料館 1989年

(7)塩屋勝利「中国出士王葬銭に関する覚書」 r福岡市立歴史資料館研究報告J第13集 福岡市立歴史資料館 1989年

(8) 高倉氏は3.17g 、塩屋氏は3.15~3.25gと推定されている。（前掲註6・7)

(9)後に周郭や孔郭をそぎ落とした「剪輪銭」や「剪郭銭」があるという。

塩屋勝利（前掲註7)

中國科學院考古研究所編輯「洛陽焼溝漠墓J 1959年
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(10)原ノ辻遺跡や御幸中学校遺跡出土貨泉には存在していないらしい（第 9表）。

(11)敗志強・謝世平「“貨泉”初探ー兼論芽銭制作特徴的演変」「中国銭幣J 1984年（未読）

高倉氏（前掲註6)や寺沢氏（前掲註2)、塩屋氏（前掲註7)によって内容が紹介されている。

(12)土や錯が付着しているために肉眼で判読不明なものについては、レントゲンフィルムを参考にして作図した（第

8表備考）。したがって、これらについては不正確な部分があるかもしれない。

(13) この他にも、•孔の大きさに大小が認められる。

(14) 678については弥・後.IIと考える意見もあるようだが、弥・後・ Iに多い器種と考えるべきであろう。

(15)高橋護「上東式の細分編年基準」「研究報告J第7号 岡山県立博物館 1986年

(16) 1津寺遺跡5」r岡山県埋蔵文化財発掘調査報告J127 岡山県教育委員会ほか 1998年

(17)「津寺遺跡2」r岡山県埋蔵文化財発掘調査報告J98岡山県教育委員会ほか 1995年

(18)津寺遺跡中屋調沓区袋状土城123と土城335出土土器については、中期の範疇や混在資科と考える意見があるが、

ここでは後期的な土器（甕）が出現していることを重視して、後期の最古段階と理解している。

(19) 「津寺遺跡 4」「岡山県埋蔵文化財発掘調査報告」 116 岡山県教育委員会ほか 1997年

(20) 「加茂政所遺跡、高松原古才遺跡、立田遺跡」「岡山県埋蔵文化財発掘調査報告J138 岡山県教育委員会ほか 1999年

(21)高塚追跡から少し離れているが、井出村後遺跡（総社市）から良好な資料が出土している。

谷山雅彦•平井典子「共同住宅建設に伴う発掘調査」「総社市埋蔵文化財調査年報」 6 総社市教育委員会 1996年

(22)高木正文「熊本県菊池郡七城町うてな遺跡」「H本考古学年報J41 (1988年度版） 吉川弘文館 1990年

高木正文「熊本県うてな遺跡」「季刊考古学別冊 9邪馬台国時代の国々J 雄山閣 1999年

(23) 「平塚川添遺跡一発掘調査概報ー』 甘木市教育委員会 1993年

I平塚川添遺跡調査概報II」「甘木市文化財調査報告J第29集 甘木市教育委員会 1994年

(24) 「亀井• 城山」 大阪文化財センター 1980年

(25) 「原ノ辻遺跡」［長崎県文化財調査報告書J第124集 長崎県教育委員会 1995年

(26) ただし、東日本で出土した米倉山B遺跡（山梨県）の場合は、宝器的な扱いを受けたのではないかと記されている。

rァサヒグラフ」 1992年12月25日号朝日新聞社

(27) 『渡来人登場一弥生文化を開いた人々—r ヽ，大阪府立弥生文化博物館 1999年

『アサヒグラフ』 1999年12月24日号朝日新聞社

(28)文化庁編「発掘された日本列島'99J 朝日新聞社 1999年

(29)近藤喬ー「亜鉛よりみた弥生時代の青銅器の原材」「展望アジアの考古学」 1983年

(30)専門外のため誤解を恐れるが、例えば高塚銅鐸と貨泉の鉛同位対比の分析結果によれば、両者はすべてが一致してい

るわけではなく、高塚銅鐸が貨泉のみによって鋳造されたとは思われない。一方、銅鏃などの小型品については、貨

泉のみが原材料となった可能性は考えられる。

(31) 「足守川加茂A遺跡、足守川加茂B遺跡、足守川矢部南向遺跡」「岡山県埋蔵文化財発掘調査報告J94 岡山県教育委

員会ほか 1995年

(32)足守川加茂B遺跡と百間川原尾島遺跡から出土している小形坊製鏡（「異体字銘帯鏡J) は、北部九州ではなく瀬戸内

と畿内で出土していることから、畿内、あるいは瀬戸内で生産された鏡ではないかと想定されている（高倉洋彰「弥

生時代小形1方製鏡について（承前）」「考古学雑誌」第70巻3号 1985年、森岡秀人「「＋」状医文を有する近畿系弥

生小形防製鏡の変遷」「横田健一先生古稀記念文化史論叢J(上） 1987年）。また岡山市の田益田中遣跡出土の銅剣鋳

型（筆者は鋳型と考えている）は、弥生時代前期後半から中期前半のものであるが、搬入品ではなく岡山県南部地域

において青銅器生産が行われていたことを示唆していると考える。（「田益田中遺跡（国立病院）」「岡山県埋蔵文化財

発掘調査報告J141 岡山県教育委員会 1999年）

近畿地方で貨泉が出上している亀井遺跡、巨摩廃寺においても青銅製品が出土している。特に亀井遺跡では、銅鐸

片、「異体字銘帯鏡」が出土しており、高塚追跡・足守川加茂B遺跡との類似性が指摘できる。さらに出土した弥生

土器についても、讃岐産（亀井遺跡SDl4出土の高杯や直口壺は、形状や胎土から讃岐産と考えている）のものの他

に高塚遺跡周辺の土器と類似したものがある。こうした類似性は単なる偶然なのであろうか。なお、最近発掘調査が
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行われている鳥取県の青谷上寺地迫跡でも、貨泉と共に銅鐸片や鏡が出土している。

(33)森岡秀人「大阪湾沿岸の弥生士器と編年」（前掲註 2)

「列島における貨泉の伝来を仮に超スピードなものとし、••••••第 V様式の上限年代の可能性を西歴 1 世紀の前半

の内に求めることを否定はできないであろう。」

森岡秀人「弥生時代歴年代論をめぐる近畿第V様式の時間幅」（前掲註 2)

「新王葬による貨泉の鋳造の直後、ないしはほどなくそれらが列島にもたらされる蓋然性は、けっして低くはない

のであり、第V様式初頭の一点に集約傾向を帯びつつある近畿の貨泉出士例をできるだけ遡らせて考える希望的観

測もそれを目途とする。」

高倉洋彰「王葬銭の流人と流通」（前掲註 6)

「戴・謝氏に依拠すれば、日本に流入•した貨泉は第 1 類を欠いている。やや小形の例がかなりあることや、軽晟の

例が多いことは、形状とともに第 II. ill類の特徴に通じる。・・・・・・・つまり天鳳元年の初鋳時の例は流入しておらず、

日本出土の王芥銭は新代末期から建武十六年を下限とする後漠初頭にかけての鋳造品である可能性をもっているの

である。」

(34)寺沢 薫「弥生時代舶載製品の東方流入」（前掲註2)

「貨泉も、後漠初期に下る資料は多いが、中期以降に下りうる例はない。..・・・・・・北部九州への銭貨の流入が前漢

後半代でも終わり頃（前 1世紀前半）から後漠初期 (1泄紀前半）の時間幅の中で大きく、前後して集中して流入

したことが考えられる。」「おもに中国鏡や銭貨の年代観から、畿内第五様式の開始の実年代を西暦 1世紀の第 3四

半期頃、その終焉（第五様式 5) を西暦3世紀の第 1四半期のなかで考えることができる。」

豊岡卓之「「畿内」第V様式歴年代の試み（上）（下）」『古代学研究』 108・109号 古代学研究会 1985年

豊岡卓之「時は大海を渡る」『考古学ジャーナル』 325号 ニューサイエンス社 1990年

「王赤代の文物が楽浪郡域に流入するのは後漢に入って、おそらく A.D.l世紀中頃であろうと考えた。Jさらに日本

列島への「流入期は楽浪郡域での流入期にやや遅れる可能性もある。よって流入期に埋納までの時間を想定した

A.D. l 世紀末~2 世紀初頭が、北九州地域後期前葉の一時点に、また「畿内」第V様式成立期の年代として考えら

れる。」 (1985年論文）

ただし1990年論文では、楽浪土城周辺で確認された木榔墓の構造とそれから出士した紀年銘遺物との関係を検討し、

近畿の第V様式初頭は「おそらく A.D.l 世紀の第 3~4 四半期を中心とした時期を念頭におくことになるであろう」

とされている。

(35)橋口達也「2.半両銭・貨泉について」 r新町遺跡 Ilー福岡県糸島郡志摩町所在墳墓群の調査ーJ 志摩町教育委員会

1988年

「又貨泉も 3・5等は2.65g、2.85gであるが、 2は径もやや小さく、重さは1.30gとはぽ半分の重さである。重量を

単位とする貨幣が鋳造時にいくらか出き損ないが生じるといっても、あまりにも単位の重さより軽すぎる。このよ

うな貨幣は後漢後半頃の経済混乱期に私鋳されたものではなかろうかと考える。」「以上のことは御床松原• 新町遺

跡出土の半両銭• 貨泉について述べたことであって、半両銭• 五錬銭• 王莞銭のなかで鋳造後まもなくあるいは通

行中に流入し、しかるべき遺構・遺物から出土し、弥生時代の年代の一端をうかがい知る資料も存在することはい

うまでもない。しかしながら日本出上のこれらの貨幣の多くは弥生時代後期後半頃に流入したものが大半を占めよ

う。」

久米雅雄「石才南遺跡の歴年代ー貨泉による畿内第V様式士器・ 1世紀前半開始説への疑問ー」 r石才南遺跡一発掘調

査報告書ー」 大阪府埋蔵文化財協会 1988年

(36)小山田宏ー「近畿地方歴年代の再整理」 I第40回埋蔵文化財研究集会 考古学と実年代 第 1分冊発表要旨集J 埋蔵

文化財研究会 1996年

(37)杉本厚典「東部瀬戸内海と北部九州の弥生時代後期初頭の土器編年の平行関係」「香川考古J第5号 香川考古刊行会

1996年

(38)平井典子「弥生時代後期における中部瀬戸内と北部九州の交流」 r古代吉備j第19集 古代吉備研究会 1997年

(39)「那珂遺跡8」「福岡市埋蔵文化財調資報告書」第324集福岡市教育委員会 1993年
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(40)「上天神遺跡Jr高松東道路建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告」第六冊 香川県教育委員会ほか 1995年

(41) 田埼博之「基礎資料：各地域における弥生時代後期土器の様相 北部九州一筑前」「弥生後期の瀬戸内海一土器•青

銅器•鉄器からみたその領域と交通ーJ 古代学協会四国支部第10回松山大会資科 1996年

杉本厚典「東郭瀬戸内海と北部九州の弥生時代後期初頭の土器編年の平行関係」（前掲註36)

(42)近畿地方との関係については、河内地域に所在する亀井遺跡SD14出土の高杯が、形状や胎士から讃岐産と考えられ

る。この高杯の類似品は、上天神遺跡SD16や小山南谷遺跡から出土しており、高塚遺跡周辺では弥・後・ I第2段

階併行と想定する（高塚遺跡周辺の高杯は、脚が長いのが通有である。上天神遺跡にも脚の長い高杯が出土しており、

これらとの比較から想定した）。亀井遺跡 SD14出土士器は、寺沢薫• 森井貞雄によれば後期初頭のV-0様式とさ

れているので、高塚遣跡周辺と河内地方の後期初頭の土器編年は、ほぼ併行すると思われる。一方、板付遺跡SD31 

からは亀井遺跡SD14や上天神遣跡SD16・ 小山南谷遺跡出土のものに類似した謁杯が出土しており、讃岐産と考え

られている。板付遺跡SD31出土士器は、やや時間幅をもつと考えられているが、北部九州と近畿地方の後期初頭は、

l型式前後の幅で併行すると考えられている。

なお1996年に大阪府池上曽根遺跡では、畿内河内地域第1¥1-3様式併行の土器を含む柱穴に遺存していた柱材の年

輪年代が、 B.C.52年であることが判明した。 1995年に公表された滋賀県ニノ畦横枕遺跡から出土した中期末の井戸材

の年輪年代測定結果をも参考にすれば、近畿地方の弥生時代中期末～後期初頭が、西暦紀元前後の l惟紀の内にある

ことがほぼ動かしがたくなった点で重要と考える。より細かな歴年代については、士器編年の細分とともに年輪年代

資料の増加によって、今後明らかにされるようになるであろう。

(a)片桐孝浩「小山・南谷遺跡 平成 5年度」「県道高松志度線道路改良事業に伴う埋蔵文化財発掘調査概報J 香

川県教育委員会 1994年

(b) 寺沢薫•森井貞雄「河内地域」「弥生士器の様式と絹年 近畿編 1J 木耳社 1989年

(C)「板付周辺遺跡調査報告書11」r福岡市埋蔵文化財調査報告書第135集］ 福岡市教育委員会 1986年

(d) 秋山浩三「B.C.52年の土器ー池上曽根遺跡の大形建物•井戸出土資料と年輪年代ー」「大阪文化財研究第11号」

1996年

(e) 佐伯英樹「滋賀県ニノ畦• 横枕遺跡、下鈎遺跡」 r第40回埋蔵文化財研究集会 考古学と実年代 第1分冊発表

要旨集』 埋蔵文化財研究会 1996年

(43)袋状士城18の埋土中から検出した炭化材とモモ（核）の放射性炭素年代測定結果については、「付載自然科学による

鑑定•分析」において報告している。これによると、炭化材はB_.P.1930 土 90年、モモ（核）はB.P.1980土 60年という測

定年代である。

(44)脱稿後、福岡県春日市所在の須玖坂本遺跡において、貨泉が一枚、弥生時代後期の土器に伴って土城から出土してい

ることを知った。この貨泉の出土は、須玖坂本遺跡が、銅滓や鋳型の出士から弥生時代後期の青銅器を鋳造した遺跡

と想定されていることと関連して重要であると考える。すなわち、貨泉が国産青銅器の原材料として用いられたとす

る説の証拠になるかも知れないからである。すでに、平尾良光は、国産青銅器の原材料として貨泉が用いられた可能

性について考慮し、須玖坂本遺跡出土の貨泉や銅塊、銅滓、ルツボ土器付着の銅錆の鉛同位対比と蛍光X線分析を実

施している。その結果に基づいて平尾は、鉛同位対比について、銅塊• 銅滓が、近畿式• 三遠式銅鐸や弥生後期の小

形倣製鏡などと同じ特徴的な領域の値に一致するのに対して、貨泉がそれとは異なる前漢鏡の値を示していることか

ら、貨泉を原材料とするには問題があり、さらに貨泉の分析例を増やして再検討すべきであるとしている。

春日市教育委員会 r奴国の首都 須玖岡本遺跡J 吉川弘文館 1994年

平尾良光「鉛同位対比法による春日市出土青銅器の研究」「春日市史・上」 春日市史編纂委員会 1995年

須玖坂本遺跡出土貨泉については、春日市教育委員会の平田定幸氏と吉田佳広氏から教示を得た。特に土城から出土

した弥生土器については、中期から後期終末までのものが含まれており、貨泉の時期を特定するには至らないと教え

ていただいている。
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朝日新聞社 1992年「アサヒグラフ1992年12月25日号」

甘木市教育委員会 1993年「平塚川添遺跡一発掘調査概報—j

甘木市教育委員会 1994年「平塚川添遺跡調査概報IIJ「甘木市文化財調査報告』第29集

安楽勉 1998年「車出遺跡」『原ノ辻遺跡調査事務所調査報告書』第 8集 長崎県教育委員会
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梅木謙一ほか 1992年「桑原地区の遺跡一本文羅ー］『松山市文化財調査報告書』第26集 松山市生涯学習振興財団埋

蔵文化財センター

井上裕弘ほか 1983年「御床松原遺跡」「志麿町文化財調査報告書」第3集 志摩町教育委員会

梅原末治 1920年「湊村函石濱石器時代ノ遺跡」『京都府史蹟勝地調杏會報告』第二冊 京都府

大阪府立弥生文化博物館 1999年『渡来人登場一弥生文化を開いた人々ー』

岡内三真 1986年「7.貨幣・銅釧その他の輸人青銅器」「弥生文化の研究』 6 雄山閣

岡崎敬•森貞次郎・小田富士雄 1969年 I対馬」 r長崎県文化財調査報告」 8 長崎県教育委員会（未読）

春日市教育委員会編 1994年『奴国の首都 須玖岡本遺跡』 吉川弘文館

春日市史絹纂委員会絹 1995年「春日市史• 上』

岡崎敬 1982年「日本および韓国における貨泉・貨布および五蛛銭について」「森貞次郎博士古稀記念古文化論集』

佐道弘之•新谷武夫 1973年 r本谷遺跡発掘調査概報』（未読）

塩屋勝利 1989年 I中国出土王恭銭に関する覚書」『福岡市立歴史資料館研究報告』第13集 福岡市立歴史資料館

菅波正人 1992年「堅粕 l」『福岡市埋蔵文化財調査報告書』第274集 福岡市教育委員会

副島和明ほか 1995年 I原ノ辻遺跡」［長崎県文化財調査報告書」第124集 長崎県教育委員会

高木正文 1990年「熊本県菊池郡七城町うてな遺跡」「日本考古学年報』 41(1988年度版） 吉川弘文館

高木正文 1999年「熊本県うてな遺跡」『季刊考古学別冊 9邪馬台国時代の国々』 雄山閣

高倉洋彰 1989年「王蒜銭の流人と流通」 r九州歴史資料館研究論集』 14 九州歴史資料館

高島徹ほか 1983年 f亀井」 大阪文化財センター

玉井功ほか 1982年『巨摩・瓜生堂』 大阪文化財センター

寺川史郎・尾谷雅彦 1980年「亀井•城山』 大阪文化財センター

寺沢薫 1985年「弥生時代舶載製品の東方流入」『考古学と移住・移動』 同志社大学文学部考古学研究室

中山平次郎 1920年「考古雑録(-)」 r考古学雑誌』第10巻第 5号 日本考古学会（未読）

橋口達也 1987年「新町遺跡」『志摩町文化財調査報告』第 7集 志麿町教育委員会

橋口達也 1988年「新町遺跡II」「志摩町文化財調査報告書』第 8集 志摩町教育委員会

平岡勝昭•鶴島俊彦ほか 1983年「梅の木遺跡」「熊本県文化財調査報告J第62集 熊本県教育委員会

文化庁編 1999年 I発据された日本列島'99」 朝日新聞社

前原市教育委員会 1996年「上鑓子遺跡 みえてきた伊都国人のくらし 出土木製遺物の概要j

水野清一• 岡崎敬 1954年「壱岐原ノ辻弥生式遺跡調査概報」「対馬の自然と文化J(未読）

村上正名 1954年「貨泉出土の古代遺跡」 I吉備考古J88・89号

文殊省三 1986年「大和川河床出土の貨泉・鉢• 台付無頸壺．蓋について」「大阪市立陣物館研究紀要」 18 大阪市立

博物館（未読）

山梨県埋蔵文化財センター 1993年 r年報J9 

両角守ー 1931年「貨泉を出せる青松海外遺跡」「考古学雑誌」第21巻第 9号 日本考古学会

「亀井遺跡SK3004」と「巨摩廃寺」出土貨泉の最大径と重贔については、公表されている計測値が一致していない。

今回の一覧表作成にあたっては、 大阪府埋蔵文化財調査研究センターの藤永正明• 国乗和雄両氏から測定結果の教示

を得た。
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第 3章高塚遺跡

第 9表 日本出土「貨泉」（弥生時代）一覧表

遣跡名 最{mm大径) 最(mm大孔) (最mm、大錆)(±厚） (g)土重仮、品鏑損）、 表面周郭 表面孔郭 襄面届郭 襄面孔郭
残存
状況

シゲノダン（長綺
23.5 7.0 ？ 2.65 有り 無し 有り 有り 良

県）

原ノ辻（長崎県） 23.2 6.7 (2.8) (1.98) 有り 無し ？ 無し 欠損

原ノ辻（長畷県） 23.0 ？ 1.6 1.3 有り 無し 有り 有り 良

車出（長峰県） 22.0 ？ ？ 2.1 有り 無し 有り 有り 優

御床松原（福岡県） 23.0 ？ ？ 1.3 有り 有り 有り 有り 優

御床松原（福岡県） 22.1 7.51 1.3 1.30 有り 無し 有り 有り 優

御床松原（福岡県） 22.9 6.9 1.9 2.65 有り 有り 有り 有り 倭

御幸（福中学岡校県校）庭 ？ ？ ？ ？ 磨滅のため不詳 無し 磨滅のため不詳 無し 不良

新町（福岡県） 23.4 6.3 2.1 2.85 有り 有り 有り 有り 良

堅粕（福岡県9 ’’ 6.3 1.2 有り 有り 有り 有り 欠損

平塚）II添（福岡県） ？ ？ ？ (0.8) 有り 有り 有り 有り 欠損

須岡玖県坂）本遺跡 （福 ？ ？ ？ ？ 有り（写真から） 無し（写真から） ？ ？ 欠損

上錘子（福岡県） 23 ？ ？ ？ 有り（写真から） 有り（写真から） ？ ？ 優

長田外園（熊本県） 23.0 ？ ？ ？ 有り（写真から） 有り（写真から） 有り（写真から） 有り（写真から） 良

うてな（熊本県） 22.5 6.5 ？ ？ 有り 無し？ 有り？ 有り 欠損

樽味立添（愛媛県） 22.0 7.5 ？ 1.9 有り 有り 有り 有り 優

育谷上寺地（鳥取
22 ？ ？ ？ 有り（写哀から） 有り（写真から） ？ ？ 優

県）

上東（岡山県） ,22.9 ？ ？ 2.5 有り 有り 有り 有り 優

瓜破（大阪府） 21.5 ？ ？ 1鴫55 有り（写真から） 無し（写真から） 有り（写真から） 有り（写真から） 良

亀井（大阪府） 22.7 5.6 2.0 3.75 有り 有り 有り 有り 優

亀井（大阪府） 23.1 ？ ？ l.85 有り 有り 有り 有り 優

亀井（大阪府） 22.6 ？ ？ .. 2.10 • 有り 無し 有り 有り 優

亀井（大阪府） 22.0 ？ ？ 2.30 有り 有り 有り 有り 優

巨摩廃寺（大阪府） 21.5 ？ ？ 1.28 有り（写真から） 無し？（写真から） 有り（写真から） 有り？（写真から） 良

米倉山B(山梨県） 22.0 ？ ？ 2.3 有り（写真から） 有り（写真から） ？ ？ 不良

東宮裾（佐賀県） ？ ？ ？ ？ ？ ？ ？ ？ 

祇園社（佐賀県） 25 ？ 2 ？ ？ ？ ？ ？ 欠損

本谷（広島県） 23.0 有り 有り 有り 有り 良

函石浜（京都府） 22.5 6.2 2.2 有り 有り 有り 有り 優

函石浜（京都府） 有り 有り 有り 有り 欠損

西前田岡（感県）田）（福 有り 有り 有り 有り

宵松海（長外野（榎県垣）外） 有り 無し 有り 有り 優

宵松海（長外野（援県）垣外） 有り 有り 有り 有り 優

育松海（長外野（榎県垣）外） 有り 有り 有り 有り 優
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第 4節まとめ

時期 備考 文献名 19岡82崎年
寺沢

19岡86内年 19高89倉年
塩屋

1985年 1989年

弥・後•初～前半 次孔上的辺な窪にみ穿を上つ半く星っ（て小い突る起。）。孔下辺右端に決紋。文字の上下部分に二 岡崎•森•小田1969年

゜゜゜
0 

゜弥・後・終末 一部欠損。士付渚。「泉」字は丸みをもつ。 水野•岡崎1954年

゜
。
゜゜゜弥・後 Tl0-23区1号溝から出土。 副島ほか1995年 ’’ ・-・ ,,_ 

弥・後 裏孔郭上辺左端決紋状。 安楽1998年
'' 

弥（高・後倉の）可能性大 下辺左端に決紋か。 岡脩1982年 高倉1989年

゜゜゜゜゜弥・後盃•前（井上）弥・
井上1983年揺口1988年高倉後中（・ 倉（橋）口）弥・後・ D地区包含層第3陪下部出土。背郭の右方に点状の小突起。
1989年 --

゜゜゜゜弥・末後倉•（橋前）口（井）弥上）弥・ 井上1983年橋口1988年高倉後・ ・後・ 弥生時代包含層出土。

゜゜
0 

゜
中（高 1989年

弥前・•後初・後半～古・ 唯一の墳墓副葬例（箱式石棺）。二つ折れし．残り悪い。磨滅。 高倉1989年 X 

゜
X 

゜
△ 

弥以降・後（高・後倉半）かそれ 弥生～奈良の包含陪から出士。吃がずれている。 橋口 1987•1988年高倉1989年 ．．． 

゜
△ 

弥・後か（高倉） 約半分欠損。 菅波1992年高倉1989年

゜
△ 

弥・後・中以前か 住居4010から出土。一部欠損。 甘木市教委1993•1994年 --
弥・後 溝の中の土堀状遺構から出士。弥生後期土器が共伴している。 春纂委日市員教会委編編1991995年4年 春日市史編 ー・ "" -- ．． -・・ 

弥・後•前半 前弥原生文市教化委博物199館6年1999年大阪府立 """ ""' 

弥・後か（高倉） 平岡・鶴島1983年高倉1989年

゜゜゜゜゜弥・後・末 劣構化のなしていも部ろ分いの。床取面り上かげら8時cにm破ほど片上にかならっ出た土。住。居址西南隅のペッド状遺 高倉1989年高木1990年高木
● "一

゜゜
1999年

弥・後～中世 時期は特定できない。 梅木ほか1992年 "' ’’ "'" 

弥・後
大阪府立弥生文化博物館1999年 ・- " 

弥・後•初 土手状遺構から出土。 文化庁編1999年 ’’’ 

第V様W様式初式（（文寺殊沢）） 第 孔上辺の中央に穿上半星の小突起。 文198殊5年1986年高倉1989年寺沢

゜゜゜゜゜第書）V様式前半（報告 SK3004上層出土。両側の下辺左端と背側の上辺両端が決紋状になって 寺寺）沢I]•小谷1980高年倉岡98諭9年1982年 。
゜゜゜゜

いる。 1985年 1

第書（寺）V沢様第）式V後様半式（前報半告 Bトレンチf9区珊b層から出土。 高高倉島ほか1983年 寺沢1985年
1989年

。
゜゜゜゜書第（寺）V沢様第）式V後様半式（前報半告 Bトレンチf9区Vlllb屈から出土。二枚重なった状態で出土。 高高島倉ほか1983年 寺沢1985年

1989年

゜゜゜゜゜第書（寺）V沢様第）式V後様半式（前親半告 Bトレンチf9区VIllb陪から出土。二枚重なった状態で出士。 高高倉島ほか1983年 寺沢1985年
1989年

。
゜゜゜゜第沢）V様式前半（寺 後上期がV(III)遺、。構背面穿左に相上決当す紋るら包しき含痕層跡か。ら出土。両孔郭は確認が困難で鋳りも悪し

玉高井倉ほか1982年 寺沢1985年
1989年

゜゜゜゜゜弥初・"後.・末～古•前・ 谷の埋士から出土。磨滅している。 朝日新年問社1992年山梨県埋文
'' '' •一1993 

桜馬場式甕棺 円形貨幣6-8枚が甕棺内から出土。貨泉の可能性がある。すべて散逸。 岡崎1982年 。
゜

。 X X 

弥・中～後（寺沢） 室棺内から円形宵銅貨幣出士。計洞値から貨泉と推測。消失。 岡綺1982年寺沢1985年

゜゜゜
X X 

中世か（高倉） 時期不明確。弥生時代ではない可能性もある（平井）。 村高倉上11998549年年 佐道・新谷1973年 。
゜゜

X 

゜中世か（高倉） 時期不明確。弥生時代ではない可能性もある（平井）。 梅原1920年高倉1989年

゜
△ 

゜
X 

゜中世か（高倉） 時期不明確。弥生時代ではない可能性もある（平井）。 梅原192~ 高倉1989年 。 △ 

゜
X 

゜中世か（高倉） 時期不明確。弥生時代ではない可能性もある（平井）。 中山1920年高倉1989年 X 

゜゜
X X 

中世か（忠倉） 面で郭はな上い辺可の能上性にも穿あ上る星（平あ井りか）。。下辺右端に決紋。時期不明確。弥生時代 両角1931年寺沢1985年高倉
X 

゜
X X △ 1989年

中世か（高倉） 背に穿上星あり。時期不明確．弥生時代ではない可能性もある（平井）。 両198角呻1931年寺．沢1985年高倉 X 

゜
X X △ 

中世か（高倉） 面に穿上星あり。時期不明確。弥生時代ではない可能性もある（平井）。
両角1931年寺沢1985年高倉

X 

゜
X X △ 1989年
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第 3章高塚遺跡

4 古墳時代の集落について

集落を構成するのは、竪穴住居104軒と数十基の土堀である。そのほかにも古墳時代と推定される

掘立柱建物 l棟と溝 3条があるが、ここでは一般的な存在ではない。調杏地内では、塚廻り調奇区に

おいてやや遺構が希薄であるものの、それ以外の 2つの調杏区においてはほぼ万遍なく遺構が広がっ

ていた。

竪穴住居の配置をみると、前期の住居は、フロヤ調査区と角田調査区の西半に集中している。これ

に対し、中・後期の住居はほぽ全域にわたって存在するものの、特に角田調沓区の東半部に集中して

いた。これは、前期の集落域を避けた集落選地の結果とみられる。

竪穴住居の時期および規模

集落は、前期 I段階から後期mないしはW段階まで連綿と続いている。そこで竪穴住居の数を時期

別にみると、前期が18軒（うち I 期 6 軒、 I~rr 期 2 軒、 II 期 1 軒、 n----m 期 l 軒、皿期 3 軒、詳

細不明 4軒）、中期が65軒（うち I期38軒、 Il期13軒、不明 7軒）、後期が21軒（うち I期 8軒、

Il期13軒、 II1期 1軒、不明 2軒）となり、中期の住居数が突出しているといえる。なお、時期区分

は、編年表（表 4) に従うが、竪穴住居140・143・149・155・157などは須恵器の検討から中期 Il

ではなく後期 1としたい（吉備においては、後期 Iの前半段階では、長脚 1段透かし高杯はほとんど

みられず、短脚高杯が一般的であったと考えている。）。その点が本文や巻末の一覧表と異なっている。

次に、住居の平面形態が方形のものをA類、長方形であればB類とし、さらに規模によって分類す

6-

5
 

4
 

3
 • 前期

• 中期

▲ 後期

4
 

5
 

6
 

7 (単位はm)

第1499図 竪穴住居の時期別規模
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る （第1499図）。 Al類： l辺がSm以上で、平面形

は方形を呈する。 A2類： l辺が4.5m以上で、長辺が

5.3m以下の方形を呈す。 A3類： 1辺が4.0----4.5mの

方形である。 A4類：長辺が3.6----4.2m、短辺3.2----3.7

mの方形を呈す。 AS類：長辺3.2----3.4mの方形であ

るが、 A類でも小型の住居の平面形はやや縦長の傾向

にある。 B1類：平面形が長方形を呈し、長辺は5.6

芸
瑯
二
い
＿

----6.Sm、短辺が4.5......... 5.3mである。

4.7 ......... 5.5m、短辺は3.6......... 4.0mで、長方形を呈する。

B2類：長辺が

9D 

芸
廿
□

g
臣
塩
回

B 3 類：長辺が3.9~4.5m、短辺は3.6,..___,3.7m の長方

形である。

B2・3類では、主柱穴は 2本

ないしは存在しない場合が圧倒的であるが、住居150

(B 3類）のように4本柱の例もある。

小型のA4・5類、

(
O
O
O
6
a
I
L
)

緬
!t!i

e血
祖
k
k
函

i

カマド

いずれも造り付けで、置きカマドはみられない。粘

土を貼って構築しており、地山を削り出した例はない。

また、すべて 1つ懸けのカマドで、 2つ懸けと推定で

カマドの下部には、防湿目

的とみられる土壊が存在する例もいくつかみられた。

きるものはない。さらに、

図
0
0
9
~
~

時期的には、中期 l段階には出現し一般化するが、

住居165などの例からみても、かならずしもすべてに

存在するわけではない。カマドは、煙道が住居外に突

出するものを I類、壁帯に沿って立ち上がる場合は II

類とし、 さらに Il類は住居内における位置によって 4

細分できる（第1501図）。

I類は、中期 I段階では認められず、中期 IIの後半

段階もしくは後期 I段階に出現する。また、検出面か

らの深さが数cmほどの住居においても、煙道が遺存し

ている場合があった。つまりその段階において、竪穴

の掘り込みが少なくなり、壁を立てた住居へと構造が

変化していったことが考えられる。

II類については、住居上部が削平を受けている場合

もあると思われるが、煙り出しの存在は確認できてい

ない。 IIa類は、住居壁帯のほぼ中央に付設する例で、

中期 Iにはすでに存在し、後期にかけて認められる。

このうち、後期IIIに属する住居 lなどは、焼成部が壁

体から床面中心へと離れた例であるが、

-1033 -
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は、煙道が削平を受けた可能性もを考えている。 IIb類は、燃焼部以外にも支脚の後ろの壁面が熱影

響によって赤変するといった特徴がある。時期はいずれも中期 I段階に属しており、これらの住居が

深く竪穴を掘る前期的な住居構造をとっていたことと、十分に機能する煙り出しが存在しなかったた

めに火のまわりが強く、奥壁に影響を与えた可能性を考えたい。ガマド導入期におけるの 1つの特徴

であろうか。

II C類は、住居コーナー部にかまどをもつ例で、コーナーに焼土面が存在した例（住居136・138)

や、それに加えて倒立した高杯が遺存した例（住居135) も含める。これらの住居は、いずれも小型

で平面形が長方形かやや縦長 (A4・5類、 B2・3類）であり、時期はいずれも中期 Iであった。

こうした例を県下に求めると、百間川原尾島遺跡の竪穴住居 7がある。やはり平面形が長方形を呈し、

時期は 5世紀末と報告されている。また、 IIa類が中.I段階においてすでに出現していることから

しても、 IIC類はカマドの初現形態というよりも、小型住居における空間利用に際しての工夫であっ

たとみられる。

さらに、カマドの主軸の方位については、規則性はみられない。とりわけ中期段階においては、東

西南北と多様なあり様を示す。中期 Iでみると、東隅に位置する住居138・141・148・153、北東辺
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に位置する 184・185、南東辺に位置する住居132・136・146・168・178、南から南西にある135・

176に分かれるが、これは各々同時並存した可能性のあるグループであるかも知れない。

支脚は、石を立てる場合が多いが、倒立させた高杯を利用する場合があり、両者は時間的な先後関

係ではない。ただし、支脚石の上から高杯をかぶせる例（住居176・191)が存在し、このほかにも

カマド内から高杯が出土した例があることから、長期にわたるカマド利用に際して支脚が石から高

杯へと変化した場合があったか、あるいはカマド廃絶にかかわる儀礼と考えられよう。

カマドに向かって左側の床面上に貯蔵穴をもつ（住居146・168)例がある。また、同様の場所か

ら甑、甕など土器類が床面上からまとまって出士した（住居132・136)例があり、調理場かと思わ

れる。住居内の空間利用をさぐる手がかりとなろう。

カマドのほかにも、床面中央に焼土面をもつ（住居184)、炉跡とみられる被熱を受けたくぼみがあ

る（住居188・192・193)場合があるが、その用途については明らかにできなかった。

遺物

中期の竪穴住居からは、韓式系土器や初期須恵器が出土したほか、カマド出現に際して、新たな器

種として甑が登場する。•そのなかでも竪穴住居144·185の甑4634·4653·5177は、甕の形態をと

りながらも、底部に穿孔がみられる。また、土師器の形態をとる須恵器4736・4932・4941 (士師器

的須恵器）や、須恵器の形態や技法をとる士師器4558・4714・4715・4899・4916・5176、あるいは

須恵器質に焼成された土師器5181 (須恵器的土師器）も多く認められた。とくに竪穴住居132・185

からは、上記した数種の遺物の組み合わせがまとまって出土している。今回、中期の士器の蛍光X線

分析を依頼した白石純氏（付載4参照）によれば、須恵器の胎土領域は一定のまとまりをもつのに対

し、士師器では複数の領域に分かれており、なかには須恵器の領域と一致する一群が存在するようで

ある。竪穴住居132においては、格子タタキの長胴甕4497、接合部に刻みを施した高杯4502、甕

4499・4500、甑4512が須恵器4510・4501と同一の胎土的特徴を示した。そのほかにも軟質士器系

の小型平底鉢4678、接合部に特徴のある高杯4899、須恵器の形態をとる土師器高杯4513、格子タ

タキの甑4921が須恵器と同一の胎土にグルーピングされている。

土器以外においても、竪穴住居172出士の曲刃鎌M184は、折り返し部の特徴から半島系の色彩が

強胃。さらに、滑石製模造品（双孔円盤・勾玉・管王・臼玉）の存在が目に付き、中期 Iを中心にし

て後期 IIまでの竪穴住居のうち14軒から出士している。古墳副葬品において、王類を中心とした同

種多量の滑石製品の副葬は、前方後円墳10期編年の 5期を特徴づける遺物であるが、今のところ周

辺の遺跡を含めて、前期の住居からの出土はなく、古墳編年との間にタイムラグが生じている。こ

の点については今後の検討課題としたい。

さらに、中期 II期にはいると、少なくとも 6軒の住居から鍛冶滓が出土していおり、集蕗内におい
(4) 

て鍛冶が行われた可能性が高い。中期 Iの住届からの出土はないが、県下においても随庵古墳の鍛冶

道具、窪木薬師遺跡の鉄鎚、古墳副葬品の鉄滓などから製鉄の開始時期が古墳時代中期にさかのぼ
(6) 

る可能性が高いとみられる。さらに、窪木薬師遺跡、斎富遺跡などにおいて 5世紀末以降の多くの住

居などから鍛冶滓、鍛造剥片が出土しており、炉の存在から鍛冶集団の集落と考えられる。専業鍛冶・

集団がこの期に成立したことも考えられよう。

小結

前期の住届は、その規模から明瞭に大 (A1類： 7軒）小 (B2・3類、 A3・4類：各 l軒）に
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分かれた。このうち大型のものは、住居137・145のように通常 2---3回の建て替えがみられるが、こ

れは単なる遺構の切り合いではなく、ほぽ同一世代による行為と考えたい。対して小型の住居では

建て替えはほとんどみられない。津寺遺跡では小型住居の掘削深度が lmに達する例も知られている

ことから、住居の改築は移動を前提としたのではなかろうか。大型住居の場合は、拡張や縮小に際し

ての地山の掘削や埋め立てを容易にする構造上の特徴があったと考えられる。壁を立てる構造であっ

たこともその一つの可能性として考えておきたい。

中期のおける集落については、県下において現在のところまとまった調査例がない。高塚遺跡の属
(8 l (9) 

する足守川流域では、下流に位置する津寺遺跡、加茂A・B遺跡、矢部南向遺跡において、前期にお

ける莫大な数の住居群が、中期には激減する。津寺遺跡においては、集落の廃絶の要因を前期皿にお

ける洪水にもとめ、中山茶臼山古墳から尾上車山古墳へと続いた首長墓系列の交代とも強く結びつい
(JO) 

ていることを強調する。

このような現象は、備前地域においても認められよう。備前における古墳時代の集落としては、百

間川遺跡群が知られている。百間川原尾島遺跡では、百• 古.m (中.I古段階に相当）段階におい

てカマド・甑の存在がみられるものの、初期須恵器や韓式系土器など新来の文物が出土することはき

わめて少ない。また、古墳時代前期における竪穴住居は、原尾島遺跡と沢田遺跡に存在するものの、
(11) (12) 

中期になると原尾島遺跡ではかなり減少、沢田遺跡では廃絶するものの、かわって兼基遺跡、今谷遺
(13) 

跡では、掘立柱建物、竪穴住居、井戸、溝から同時期の多数の士器が出土しており、さらに掘建柱

建物13棟が集中する箇所もみられた。つまり中期における集落再編の動きとは、汎吉備南部的な動

きであったとみられる。

さて韓式系士器や須恵器的士師器、土師器的須恵器を出士した住居の形態とは、小型 2本柱で方形

プランもしくは長方形プランの住居であった。こうした形態の住居の機能・性格については、一つに

はエ房として理解されることがある。ここでは、こうした形態の住居が北部九州地域に多くみられる

点や当選跡の竪穴住居から韓式系土器などの朝鮮半島系の遺物が出士したことによって渡来系の人々
(14) 

とのかかわりを考えたい。また今回、胎士分析の結果ではあるが、須恵器的土師器や土師器的須恵器

の存在は、上師器工人と須恵器工人との交流のなかで理解される遺物ではなかろうか。この点は集落

の性格を考えるうえで重要な点であろう。

そこで、中期における集落の拡大と長方形プランの住居群の存在、さらにそこにおいて緯式系土器

が多数みられたことは何らかの関係があろう。韓式系土器は在地産の可能性が高いにしても、従来の

高塚集落に渡来系の人々を編人したとみられる。

ところで、中期 Iの段階とは、吉備においてはまさに造山古墳造営の時期のあたり、備前・備中で

は小地域ごとの首長墳の造営は停止するといった、大首長権の伸張がピークを迎えた時期でもあった。
(15) 

また、高塚遺跡の位置は、造山古墳の北1.5km.の位置にあり、さらに遺跡の背後は三須丘陵のうち北
(16) (17) 

東部に突き出た低丘陵の先端部にあたる。その丘陵上には、雲上山11号墳や法蓮古墳群といった中

期小墳の群集が多数認められており、副葬品には、韓式系土器や初期須恵器が含まれていた。さらに

この丘陵の周辺では、竪穴住居から鉄鎚、韓式系土器が出士した窪木薬師遺跡が存在しており、古

墳群とこの 2集落との結びつきが考えられよう。ほかにこの段階における初期群小墳としては、総社
(IS) 

市西山古墳群があげられ、小規模方墳ながらも豊富な形象埴輪を持つ特異な存在であった。そしてそ

の背後には、吉備の大首長の登場とその墳墓の造営が関わっていたことが考えられるのである。
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そこで吉備における古式群小墳の成立とは、特定技術者集団を墓制における新たな身分秩序に組み

込むことを機軸に進められた。それはまた集落再編の動きとも一致していたとみたいのである。（弘田）
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5 古墳時代中期の土器

はじめに

岡山県内において、陶質士器や軟質土器、初期の須恵器などが出現する頃の土師器の分析は、必ず

しも十分には進展していない。それは当該期の発掘調査例や適当な一括資料が少ないという量的制約
(1) 

が大きな障壁になっていると思われる。

当遺跡では、このような時期に相当する集落が調査され、いくつかの竪穴住居からはまとまった土

器が出土している。ここでは、それらから出土した土器、主に土師器について検討する。資料として

は必ずしも良好とは言えないものもあるが、竪穴住居の形態にいくつか特徴が認められることから、

それと関連付けて分析し、渡来集団受容の在り方の一端を探りたい。

なお、竪穴住居覆土中の土器は、基本的に住居廃絶の下限を示すが、同時廃棄で一括性が高い場合

以外は、一定の時間幅を考慮する必要がある。一方、床面の土器は、住居が機能していた時期、ある

いはそれに限りなく近い廃絶時期を示すと言える。本来は、この 3者間にどれだけの時間差が存在す

るかについて検討すべきであるが、今回は多くのものが住居の機能時期に近いものと仮定した。

土師器と住居構造の分類

a 土師器壺•甕•高杯（第1502図）

まず、土師器の壺・甕について分類するが、小形のものや、須恵器の器形を模倣しつつも焼成が土

師質のものは除外している。底部はおおむね丸底であるが、胴部が球形のものや長胴のもの、肩部の

張りの強さなど、さまざまなものがある。しかし、全体の形状が判明するものは少ないので、主にロ

縁部形態に着目している。

A類の口縁部は斜め外方に開く二重口縁である。 B類は口縁部がやや内湾気味にのび、端部に水平

あるいは内傾する面を形成する。なお、端部が内側に肥厚するものを B1類、ナデなどにより端部に

面を形成しているものを B2類とする。特に前者は、体部が球形を呈する。 C類は口縁部が短く内湾

し、端部に水平面を形成する。 D類の端部は、わずかに上方に摘み出されている。 E類は口縁部が外

反し、端部は丸くおさめる。 F類は二重口縁の壺で、住居出土のものでは口縁部が垂直にのび、端部

に面を形成するものが多いが、内傾するものや大きく外反するものもある。いずれの類も、胴部内面

にはナデのみが認められるものが多い。しかし、 B1類はすべてヘラケズリ、 E類ではヘラケズリを

施すものも多く見られる。

次に土師器の高杯について分類する。これもまた甕等と同様で、須恵器の模倣が顕著で、焼成が土

師質であるものは除外する。杯部と脚部が分離して出土していることも多く、全体の形状が判明する

ものは必ずしも多くはない。

A--E類の脚柱部は比較的太く、スカシは施さず、 F--I類の脚柱部は比較的細く、スカシを施す

ものである。杯部については、口縁部が内湾しながらのびて、端部が外反するものをA・B類とし、

A類では屈曲部が突出する。口縁部が真っすぐあるいは外反しながらのびるものをC・F類としてい

る。 D・G類は杯底部が比較的小さく、口縁端部が大きく外反するものである。 E・H類は杯部が浅

＜皿状を呈し、口縁部が真っすぐあるいは外反する。 I類は杯部が椀状であるが、口縁部は外方を指

向してのびる。また端部は沈線をめぐらせたような形状のものがあり特徴的である。 J類は杯部が椀

状で内湾し、脚裾部の屈曲位置は高い。 K類は杯部が浅い椀状を呈し、脚裾部は「ハ」字状に広がる。
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杯と脚の接合部については十分検討しきれていないが、内側に盛り上がるものが特徴的に認められ

る。また、 K類では内面に小孔を有するものが典型で、一部 I. J類にも認められる。

b 住居構造

分類基準とその表示が、前項とは異なり混乱するかもしれないが、カマドの有無や取り付け位置を

もとに分類する。カマドのないものを I類、カマドが住居の角に取り付くものを II類、壁の中央では

なく角の方に偏るものを 1II類、壁の中央付近で柱間の中央に取り付くものを W類とする。

A類 Bl類

三 ｀ (l) 4670 

1483 

B2類

4668 4527 

口〕
4528 

4493 

~, 
c類

4887 

D類

4689 

E類

口魯

F類

1408 

~ 
4686 

国 ＼

｀ 
4933 

4886 

4496 

A類 c類 D類 E類

＇ 
X ]( 

｀ 
T 誓

4596 1455 4534 4561 4973 4504 
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4972 

4503 4523 5123 5239 

T 
I類 J類 k類 4532 

支叫／ 鸞 T >/ ~ T 4506 

4522 4815 5069 4756 4757 

第1502図 土師器壺・甕•高杯の分類 (1/12)
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I類に該当するものは15軒あり、住居44・150を除き住居平面形はすべて正方形である。また、柱

穴本数は、 2本の住居44・156・180と不明のもの以外は 4本である。 II類は 7軒あり、住居135・148

を除き住居平面形はすべて長方形で、柱穴本数は基本的に 2本である。皿類は 8軒で、住居146・160

以外の住居平面形は正方形である。柱穴本数は基本的に 2本と思われる。 I¥f類には19軒の住居が該当

し、住居平面形は基本的に正方形で柱穴本数は 4本である。

次にカマドの形態であるが、特にその掘り方について注目したい。それは、住居の検出面で、カマ

ドの掘り方が壁体の外へのびるかどうかである。これは、前項でも述べられているとおり、住居の壁

や屋根などの構造とカマドとの関係やカマド自体の構造を示すものであろう。 II・皿類は、検出面と

床面の比高は30-----40cmを測るものが多く、比較的深いが、この高さで外へのびる様子はない。一方、

N類の検出面と床面の比高は10------30cmと比較的浅いものが多く、その影響もあるのかどうか不明であ

るが外へのびないものが多い。しかしながら、住居140・170・191のように外へ出るものが認められ

る点は注目される。これらからは、 TK23・47型式に相当する須恵器が出土しており、他にも同様の

須恵器が認められる住居がある。これをNb類として区別することにする。

時期について

a 土師器と住居類型（表10)

ここで、上師器とそれらが出土している各住居類型との関係について検討する。

まず、壺・甕であるが、甕B------D類・壺F類は住居 I-----N a類で広く認められるが、 Nb類からは

出土していない。甕E類は点数も多く、すべての住居類型で出士していると言える。ここから考えら

れることは、住居Nb類の甕等は他の住居より種類が乏しく、二重口縁のような形態を持たないとい

うことである。また、 B1類は住居 I類の一部（住居28・46・47・130) と関連していると思われ、

これを Ia類、それ以外を Ib類と細分しておく。他には、甕A類が住居II・ill類でのみ認められる

ことも注意される。

次に高杯についてみると、高杯A-----G類はほとんどの住居類型で出土しており、特に傾向を見出だ

すことはできない。一方、高杯H類は住居 I 類に、 H·I 類は住居 II~ill 類に多く認められ、高杯 J

類は住居Na類、高杯K類はNb類に多い。このように、住居構造と高杯の間には一定の関連が存在

するものと推定される。さらに注目される点として、住居Na類では、高杯k類を除く他の商杯類型

表10 竪穴住居と土師器の類型

カマ ド 住居 柱穴 土 師 器

類型 位置・掘り方 平面形 本数 甕．壷 高 杯 住居番号

I a類 無し 正方形 4 Bl~F B-H 28 46 47 130 

I b類 無し 正方形 4(2) B2~F B~H-(1) 25 26 44 150 156 165 

171173174 180 190 

II 類 角・出ない 長方形 2(4) A・B2-F A-H・I 132 135 136 138 148 

153 172 

III 類 偏在・出ない 正方形 2(4) A・B2-F A-H・I 30 141144146 160 

168 178 185 

Na類 中央・出ない？ 正方形 4 B2~F B-J 127 142 154 163 169 

176 179 184 

Nb類 中央・出る？ 正方形 4 Eのみ (B-) K 140 143 149 155 158 

159 170 188 191 
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とともに出土しているが、 IVb類では他の高杯類型がほとんど出土していない。この点は、甕等の場

合と同様、 IVb類の住居から出土する高杯の種類が乏しいことを示している。
(2) 

これらの点は、他遺跡でも確認される。津寺遺跡西川調査区の「竪穴住居ー49b」は、平面正方形

で4本柱の住居である。カマドは住居の角に偏っているが、柱間の中央に作られている。住居IV類に

分類され、煙道は壁から出ている。出土土師器には高杯J類と壺F類が認められており、 IVa類にも

煙道が壁から出るものが認められるようである。また、高杯も B・C類などが出土するなど多様であ

ることも共通点としてあげられる。他にも、当遺跡の非常に近くに窪木薬師遺跡が所在する。ここで

検出された「竪穴住居ー13」は平面長方形で柱穴は 4本、カマドは角に偏っており、基本的に住居m

類である。土師器は甕A類、軟質士器甑などが出土しており、当遺跡と類似する。

b 河道7の出土土器

河道 7では、上層と下層の士器を分離して取り上げているので、それぞれ検討したい。両層とも須

恵器模倣の上師器があるが、須恵器は非常に少なく、下層では確認されていない。また、両層とも甕

B 1類が出土していない。

下層土器の特徴としては、壺F類では口縁部が強く外反するものがあり、屈曲箇所の稜は明瞭であ

る。甕B2類は上層より多く見られ、口縁端部の内傾面も明確である。高杯については、 I・J・K

類が確認されていない。須恵器模倣の土師器は、甕5356・ 高杯5413などで認められる。

上層王器の特徴としては、壺F類では口縁部が垂直に立ち上がり、屈曲箇所の稜がやや不明瞭なも

のもあり、口縁端部は内傾面を有するものも確認される。甕B2類は上層ほど顕著ではない。高杯は

下層と同様で、 I・J・K類が出土していない。須恵器模倣の上師器は、甕5464・5465や脚付小形壺

5451などが挙げられる。

出上量もあまり豊富とは言い切れず、層位による土器の差異はそれほど顕著ではないが、挙げると

すれば以上のような点が考えられる。なお、高杯H類と I類はある程度並存する可能性があるので、

河道埋没過程で投棄された土器は、おおむね住居 Ib~皿類と関連するのではないかと思われる。こ

のことは、住居の方向性とも関連しているであろう。

c 時期について

以上、各住居類型に伴う土師器の壺・甕•高杯には、それぞれ特徴が認められる可能性が高いこと

がわかった。そこで、ここからは、その土師器の組合せを住居類型をもって表示する。

I類は、住居173がII類の172に切られているが、土器に関しては現状では類似している点が多い。

しかし、 Ia類の存在や、 Ib類でも高杯 I類がほとんど出土していないことから、 II類との間には
(5) 

若千の時間差があると思われる。なお、甕B1類は、大庭寺遺跡TG232号窯灰原の下層の土師器に

類似しており、 Ia類はTG232号窯に近い時期と思われる。

II ・皿類については、甕•高杯ともかなり類似している。これは、住居144で切り合い関係がある

ものの、両者が非常に近しい性格を有することを示すものと考えられる。実際、住居132の甑4513と

住居185の甑5178は、同じ胎土（砂粒少ない）の可能性が高く、住居132の長胴甕4497と住居185の甕

5176・ 高杯5180もほぼ同じ胎士（砂粒非常に多い）と思われることは、これを裏付けている。さらに、

窪木薬師遺跡「竪穴住居ー13」(ill類）では口縁部が短く外反する須恵器壺「215」が出土してい

る。これがTG232号窯の「D類」に該当するとすれば、頸部の突帯が沈線となつており、 TG232号

窯より後出することを示唆すると思われる。つまり、 Il・III類はTG232号窯より新しいと推定でき
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るであろう。

Na類については、甕等の顕著な差異はないが、高杯J類が認められる。これは、高杯I類と K類
の中間的な形態として位置付けられ、時期差と考えたい。これは須恵器からも言える。 I...... 皿類と I¥1
a類の一部では初期の様相を呈するが、 Na類の住居142の高杯4603や住居179の杯蓋5051はTK216

(6) ・208型式に相当する。また、 Ib---Na類で比較的よく出土している甕B2類は、布留式期N---Vの
甕に類似している。これは畿内では、 TK208型式までの須恵器や軟質士器と共伴しており注目され
る。一方、高杯k類を出士する Nb 類は他とは異なり、甕•高杯とも類型の紺成が単純で、ほとんど
がTK23・47型式の須恵器を伴うことは明らかである。

I b ---ID類の土師器は厳密な細分が可能かどうかわからないが、以上の点から、 Ia類はTG232
号窯に近い時期、 II. 皿類はTK73 (・216)型式に並行する可能性が考えられる。次のNa類はT
K216・208型式、 Nb類はTK23・47型式に並行すると考えることが妥当と思われる。

須恵器・軟質（系）土器ほか（第1503図）

I---Na類の須恵器には、高杯・ （把手付）椀・把手付小形壺．鉢・磋• 甕・壺などがあり、ほと
んどが初期の須恵器に見られる特徴を示す。また、基本的に杯が伴っていない点もそのような特徴を
反映しているものと思われるが、ハケメを多用する壺• 甕が確認されないことは注意される。一方N
b類では杯が多く、当地域におけるこの器種の使用が一般化する時期を示していると考えられる。他
には、長胴甕や土師器高杯の形をしたもの (4961・5181) もある。

軟質（系）土器も I---Na 類に多く、平底鉢•長胴甕・甑がある。平底鉢では I 類で5227、 III 類で
4678のように最大径が胴部上半にあるものと、 Nb類の5246のように中央にあるものがあり、時期差

(8) 

を示す可能性がある。長胴甕等の外面に施されたタタキが格子タタキのみである点は、奥ヶ谷窯跡と
共通し当地域の特色と思われる。また、長胴甕4497の口縁端部は沈線をめぐらせたような形状で、高
杯4899や土師器高杯 I類の口縁端部の処理と同じであることは注目される。甑では口縁部が真っすぐ
のびるものや内湾するものもあるが、緩やかに外反するものが多い。―棒状の把手は水平方向を指向し
てのび、特有の切り込みを持つものもある。

この他、須恵器壺の影響がうかがえる土師器や、杯部と脚部の接合面に同心円と放射状線刻、刺突
等を組み合わせて施す高杯なども I---Na類で目立つ。特にこの高杯の口縁端部は水平面を形成する
ものが多く注意される。

まとめ

高塚遺跡の古墳時代集落は前期初頭から認められており、 Ia類の時期 (TG232号窯並行期頃）
まではフロヤ調査区から角田調査区西半を中心に展開している。この傾向は、 Ib .-....m類の時期 (T
K73型式並行期頃）にかけて大きく変化し、前期の住居がほとんど検出されていない角田調査区の東
半部にも拡大している。この際、正方形で 4本柱の住居系譜と並行して、カマドを有する 2本柱の住
居が出現、土器や他の遺物の様相からも、この時に一定規模の渡来集団の受容が行われたものと推測
される。おそらく彼らやその保有する文化の一部は、在地集団にすみやかに受け入れられ、共生を始
めたものと思われる。そうした事態が短期間のうちに進展し、一時混沌とした状況を生み出したこと
は、カマドを含めた住居構造や土器の多様性などの観点から首肯けるであろう。

しかし、 Na類の時期 (TK216・208型式並行期頃）にいたって、それまでの多様性は解消・整理
されていくものと思われる。つまり土器や住居が新しい要素を取り込み、倭の文化として「定型化」
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(~l Ool 

を遂げた時期と言えよっ。また、この時には住居の方向性にも変化が現われており興味深い。

当集落に示される性急な人や文化の受容が、時の流れの中で、ある程度自然に進行したものである

とすれば、双方には何らかの歴史的な友好関係が所在することが大前提となるであろう。しかし、そ

もそもの事の発端や規模、進展速度によってはもっと複雑な状況を呈し、非友好的な関係さえも十分

考えられる。いずれにしても大規模で、受け入れ側に強い需要があったとすれば、政治的な力が強く
(t}) 

働いたであろっ。この経緯や主体者像については今後、多角的に検討する必要がある。 （柴田）
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第1503図 竪穴住居出土の主な須恵器・軟質土器・模倣土器 (1/12) 
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註

(1)当地域の士師器組年については、以下の文献を参考にした。今回取り上げたものは、おおむね11-13期（高橋）、 Il

-N期（平井ほか）に相当する。また、須恵器の編年については基本的に陶邑のものを援用する。

高橋護 r土師器の編年3中国四国J「古墳時代の研究」 6土師器と須恵器 1991 

平井泰男•高畑知功•柴田英樹「集成11土師器」「吉備の考古学的研究（下）J 1992 

田辺昭三「須恵器大成」角川書店 1981 

(2)井上弘ほか「山陽自動車道建設に伴う発掘調査10」「岡山県埋蔵文化財発掘調杏報告J98岡山県教育委員会 1995 

(3)島崎東ほか「窪木薬師遺跡」「岡山県埋蔵文化財発掘調査報告」 86岡山県教育委員会 1993 

(4)菅生小学校裏山遺跡「溝ー 1」の出土土器には時期幅があり、当遺跡の河道 7の土器と共通する点が認められる。須

恵器器台「442」はTG232号窯の「A-1類」に該当すると思われ、須恵器高杯 1440」も TG232号窯と共通する特

徴を有する。また、壺や高杯「604」は河道 7下層と類似している。ただし、 I類に相当する土師器高杯「618」や軟

質土器平底鉢「601」、少数だが甕B2類が認められ、住居144の須恵器迎と器形がよく似た「490」もある。

中野雅美ほか「山陽自動車道建設に伴う発掘調査5」「岡山県埋蔵文化財発掘調査報告」 81岡山県教育委員会 1993 

(5) 岡戸哲紀•藤田憲司ほか「陶邑•大庭寺遺跡N」「（財）大阪府埋蔵文化財協会調査報告書」第90輯 大阪府教育委員

会・ （財）大阪府埋蔵文化財協会 1995 

(6)米田敏幸「士師器の編年 1近畿」「古墳時代の研究J6土師器と須恵器 1991 

(7)ハケメは、 TG232号窯や奥ヶ谷窯跡で顕著に認められるため、初期の様相を示す I-皿類 ・Na類（一部）のほと

んどがそれらより新しいか、一部同時期でも生産場所が異なることを示唆する。ただし、土師器の甕にはこれに似た

粗いハケメを施すものがあり注目される。

江見正己ほか「中国横断自動車道建設に伴う発掘調査4」I岡山県埋蔵文化財発掘調査報告J121 岡山県教育委員会

1997 

(8)大庭寺遺跡では、平底鉢の最大径の位置により、胴部上半の「393-0L」から中央部の「 1-0L」への変化を提

示している。

(9) この移行時には、住居の壁や屋根等にも変化があったと思われ、煙道が燃焼部下方から横方向へのぴ、壁外に出てい

る。

(10) I~ 皿類の住居軸は北東～南西で前期とあまり変化はないが、 W類では南北方向がやや目立っていることや、カマド

の位置が、 II・ill類で東あるいは南、 W類では北優位となっている点である。カマドは、住居平面形と柱配置そして

出入口の関係から、合理的な配置になっていると考えられ、前者では人が頻繁に西へ向かって行動していた様子が、

後者からは南へ行動する様子が想像される。この変化の原囚は今後の検討課題である。

(11)当地域ではこの後、鉄器生産が盛んになっている。これは、単に朝鮮での政情不安を契機に技術者（集団）が渡来し

定着したと考えるより、それ以上に当地の首長が彼らの招来を積極的に行った結果と見るのが妥当であると思われる。

そして、この事態に大きく関与していたのは、造山古墳ないしは作山古墳の被葬者であろう。
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6 古代・中世における集落の変遷

掘立柱建物を中心とする古代・中世の遺構は、それ以前の遺構群との切り合いの煩雑さ（調査の主

眼が弥生・古墳時代が中心となったことも否めない）から、十分に認識できていない場合がある。特

に柱穴などの時期が曖昧なものは、時期別の全体図からは省略している。つまり復元された掘立柱建

物は当時の様子のごく一端を示すに過ぎない。さらに、近世以降の耕作に伴ってそれらの遺構が削平

を受けた可能性もあることから考えても、当遺跡における古代・中世期の評価を低くみることはでき

ないであろう。

当該期における遺跡の範囲

遺跡の北側は、河道 3によって北側に位置する現在の高塚集落の乗る微高地とは分けられている。

この河道は、 トレンチによる調杏のみであったが古墳時代の遺構を切って流れており、室町時代には

徐々に埋没していたことが縁辺部の遺構の存在からも明らかである。この河道は、足守川への舟運に

利していたばかりでなく防御的機能を有していた可能性は、中世集落の様相からもうかがい知れよう。

また東では、現在の足守川と交差するように東西方向に走る河道によって三手遺跡との境をなしてい

る。遺跡の西•南端はわからないが、調査地の南側では河道 9 の肩ラインを西に延長するように直線

的に東西方向に走る現在の農道が走り、これが中世の屋敷群の南端線を踏襲している可能性があると

思われる。

古代

遺構は、角田調杏区からフロヤ調査区の東半部にかけて存在し、塚廻り調査区には存在しなかった。

その内訳は、掘立柱建物 9棟（うち倉庫と考えられる総柱建物 5棟）、火葬墓l基、士堀墓 l基、土

堀 5基である。また、井戸 6は方形横桟支柱立板型の井戸であり、古代の遺物は出土しなかったが、

土層断面と遺物の検討から13世紀前葉にはかなり埋没しており、その構築年代は古代にさかのぼる

であろう。

遺物としては、奈良時代から平安時代末までの士器類が散見されるが、なかでも河道 9からは 9世

紀代の士器類がまとまって出上しており、当該期の遺構は特定できないものの居住域あるいは人口の

拡大がみられたことの傍証ではなかろうか。また、青銅製帯金具（巡方）、平城宮6225亜式の瓦や硯、

鉄鉢形土器、丹塗り土器の存在などから一般的な集落とは考えにくい。

なおこの地は、総社市服部地区や岡山市足守地区にみられる条里制地割の南東端に位置し、調査地

を中心とした周辺においても、必ずしも顕著ではないものの、東西南北方向の水田畦や水路を看取す

ることできる。そこで真北を志向した溝30・31に注Hすると、そこからは中世の遺物も出土してい

るものの奈良時代から平安 (10世紀代）時代にかけての土器も比較的多く出土している。さらに、こ

の溝と同様やはり真北方向へ流れる溝47・48があり、そこからは中世の遺物のみが出土したものの、

両者間の距離はほぼ l町となることからその掘削時期が注目される。次に述べる中世前期の遺構群と

は、この地割を踏襲して成立したのではないだろうか。

中世

溝によって区画された屋敷地が7か所存在する。ただ各々の成立の時期と存続の時間幅は微妙に異

なる。また、屋敷地 6ではさらにその内側を方形に囲う溝が存在し、この村の中心的な屋敷であった

可能性が高い。屋敷地の全容が明らかとなったものはないが、屋敷地 5は東西の幅50mあまり、屋敷
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地 6 のうち溝32に囲まれた範囲は東西• 南北が約35mであった。なお、石組み井戸 2-----5は各屋敷

地に付属し、いずれも室町時代以降と考えられている。

なお、屋敷を区画する溝は17世紀初頭までの遣物を含んでおり、その一部は水路として近年まで

利用されたと思われる。また、中世の建物やそれを取り巻く溝を切った素掘り溝群は畑作に伴うと考

えられるが、 17世紀初頭の土器が出士しており、江戸時代の所領化に伴い耕地へと転化したとみられ

る。

以下に中世を前期（鎌倉時代）と後期（南北朝• 室町～戦国時代）に分けて、屋敷地ごとに遺構の

変遷の概略を述べたい。

中世前期の遺構

調査地の全域に遺構が存在する。先述した溝30、31のいずれかと溝47はこの段階においてすでに

機能していたと思われる。屋敷地 3・4間や 6・7間の自然河道や現代の用水路（未掘）も屋敷地を

画していたかもしれない。なお、屋敷地 7・8の遺構は大半がこの時期に属し、この期以降は衰退し

ていったと思われる。

中世後期の遺構

屋敷地 1・2では井戸 2に切られた溝 3と溝 6があるが、この箇所における屋敷地割は開放的なも

のであった。

溝48は溝47の掘り直しであり、 15世紀まで機能して＇いたとみられる。同様に溝 31についても溝

30がこの段階においてより大規模なものへと改修されたとみたい。溝43----46は、そのほかの区画溝

と方位を違えており、遺構の切り合いと出士遺物からみてほかの区画溝に後出し、 14世紀中葉以降に

掘削され、 17世紀前半には埋没しているようである。建物56・57はこの溝に平行して建てられてお

り、時期も近いと思われる。また、溝20もこの時期であろう。

後期でも後半には、屋敷地 1・2はより防御的な溝4・8によって画される。屋敷地4の溝11、さ

らには屋敷地 5内ではさらに溝21、溝22-----26によって囲まれた屋敷が、屋敷地 6では溝33に囲ま

れた屋敷が出現する。石組み井戸はこの段階の各屋敷に属する。

なお、時期は明確にできなかったが、屋敷地 2の北部にある掘立柱建物 4の北側と掘立柱建物 5の

pgにおいて炭化した穀類が出上している。この 2棟の建物が穀倉であったと考えられることと、何

らかの理由で焼失した可能性が考えられる。

掘立柱建物 ここでは、掘立柱建物の復元が精力的になされた屋敷地 6を取り上げたい。まず、建物

の軸線が正方位に近い一群がある（建物29----35・37・39-----41)。この一群は区画溝33と切り合い関

係にある（建物29・35) か、非常に近接し（建物30・34) ており、同時には存在し得ないと判断で

きる。この群は溝30・31に規制された、中世前期の建物が主体であろう。ついで、棟方向がN-

11°-E-----N-17°-E、N-74°-w-----N-79°-wの間にある一群（建物36・38・42・45----47・49-----53)

と棟方向がN-17°-E、N-74°-Wの一群（建物36・38・43----48・50・51)がある。この両群のう

ち前者については、時期的な差異として認定することは困難であろう。建物33・53などは位置関係

から溝32とは先後関係にあるとみなしたい。また、大型建物44・48・50が溝32によって囲われた宅

地の主屋であった可能性が高い。しかも、溝32には一度の改修があることから、建物45と建物50

（この 2棟は渡り廊下などで繋がっていた可能性を考える）、建物44と建物48が各々同時に存在した

可能性があろう。
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第 3章高塚遺跡

次に、その構造と規模についてみる。 lX l間（床面積4.5-----8.3 rriりの建物は、 7軒を数えた。 2

X l間 (7.7---20.5mりは、 14軒を数え、 2X 2間 (10.8---23.9mりは、 11軒あった。 3X l間 (14.5

---25.3mりは、 9軒あり、 3X 2間 (12.2---42.Srriりは、 10軒を数え、 3X 3間 (13.4---16.4mり

は、 3軒であった。また、桁行き 4間の建物 (15.3-----50.Srriりは、 8軒存在した。さらに、桁行き 5

間の建物 (21.5---40.9rriりは、 3軒であった。このうち最大規模は、屋敷地 6の中心的建物である 4

X4間の掘建柱建物44で、床面積が50.8面を測った。これを同時期における県下最大級の掘建柱建

物と比較すると、笠岡市園井土井遺跡の建物が77m2、山陽町馬屋遺跡の建物19が68面であり、これ

らよりはひとまわり小さい。しかしながら、新見市に所在し、国人領主層の田治部氏の居館である

田治部氏屋敷址において、遺構の最盛期とみられる16世紀代に位置付けられた中心的建物の建物 l

(51.6mりとほぽ同規模であったことは、当遺跡の屋敷群の階層性を考えるうえで参考となろう。

墓 屋敷地単位で墓地を形成する。屋敷地 7の西部に墓地を形成する①群と、屋敷地 8の東端に形成

する②群がある。前者は不定形な墓城に人骨のみを埋葬するものが多いが、なかには上部施設とみら

れる礫群が墓堀内に落ち込んでいるものもある。後者では土城の平面形が長方形を呈し、釘などの出

土から木棺の使用が明らかである。副葬品には鏡、槍、刀、輸入陶磁器がみられる。この両者の違い

は、 2つの屋敷における優劣関係を示していると考えられよう。また、土堀墓 2・6・7・18は屋敷

地内に単独で存在し、いずれも伸展葬であった。なお、烏帽子の出士した墓17は、弥生時代の住居

の覆土を掘り込んでおり、その概要のほとんどは不明であったが、 13世紀末ころの土師質高台付椀が

出土している。さてこれらは決して副葬品が傑出いるとはいえない（墓 6・7は削平を受けている）

ものの、墓18は②群のいずれよりも先行することから、屋敷の初代当主であった可能性を考えたい。

いずれにせよ村内における侍身分の存在を知ることができる。

さて、出士遺物のなかでも陶磁器類について若干触れておく。包含層出土の例が多く、士師器との

共伴関係に乏しいが、古相を示すグループに白磁碗•皿W類、皿VI類、青磁の龍泉窯系• 同安窯系碗・

皿 I類があり、さらに14世紀以降の白磁のB・D類、龍泉窯系N類とそれ以降の青磁類がみられる。

出土した在地産土師器や土師質土器、須恵器や須恵質士器をみると、 12世紀に属するものがごくわ

ずかで、 13世紀初頭以降出士量が増加し、 15世紀代にかけて連綿と出士していることからみて、輸

入陶磁器類の前者については、おもに13世紀代に使用されたとみるべきであろう。また、優品は少

ないないものの、大型盤などは一般的な集落から出土することが少ない遺物である。

まとめにかえて

山陽自動車道建設に伴い足守川左岸に沿って長さ 1km強、幅60mにわたって発掘調査を行った、

三手遺跡と津寺遺跡士筆山調査区および丸田調査区（岡山県埋蔵文化財発掘調査報告90『山陽自動車

道建設に伴う発掘調査』 9とし報告書を刊行している）を参考に瞥見する。

三手遺跡では、足守川を隔てて高塚遺跡に近い向原 II区において、狭長な微耕地上の低地に水田が

検出されており、平安時代末にはすでに開墾されていたようである。ただし、津寺遺跡に連続する遺

跡東部は近世まで湿地帯であった。微高地北西嬉部にある二面庇をもつ建物はお堂であろうか、その

周りを土城墓群がとりかこみ、副葬品をもつものでは平安時代末の土漿墓 1(三手遺跡）をはじめ鎌

倉時代初めの土城墓2・3がある。中世段階には東半部においても水田化が図られ、畦畔の方向から

条里地割の存在が想定されている。

土筆山調査区においも、少なくとも平安時代には水田の開墾が行われている。そして、 12世紀に属
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する遺構としては墓16がある（第 1期）。

中世段階では大きく三つの単位の溝で囲まれた屋敷地があり、溝を中心とした遺構の切り合いから、

集落の長期間の存続が考えられる。第 2期 (13世紀中----14世紀初）は、溝11・16を中心とした遺構

である。第 3期 (14世紀中----15世紀前）は溝 9などがある。第 4期 (15世紀代）が溝 7・12を中心

とした遺構がある。それ以降も溝は埋没しているが引き続き近世にかけての遺構が認められた。ま

た、屋敷群北辺部と水田の間の微高地部は13世紀代を中心とする墓地であった。出土した遺物の醤

からは、 14世紀代の土師質土器のへそ椀が目立ち、そのころが集落のピークであったと思われる。

次に、丸田調杏区をみてみたい。ここでは 9世紀代にはすでに微高地上において東西南北方向の格

子目状溝が、低位部においても耕作に伴うとみられる溝が確認されている。また、 10世紀以降は掘立

柱建物や井戸、土堀などの遺構が存在する。中世では、 14世紀にはすでに掘削されていたとみられる

溝によって区画された屋敷地が3----4か所確認された。そのうちの一角では、鍛冶炉 6基と鍛冶工具

を多く副葬する土城墓の存在から、鍛冶職人の屋敷であった可能性がある。

さて、この地の開発が少なくとも乎安時代にさかのぼり、鎌倉時代には条里地割を踏襲した屋敷区

画溝が成立し、集村と呼べるような状況を呈していたことはこれまでにみてきた通りである。これが

室町時代になると、それまでの区画溝間においてさらに溝によって建物や井戸の四周を囲う宅地が成

立し、より防御的な集村化した村の様子を呈することとなり、その変遷から富裕農民層から国人化へ

の過程をたどることができそうである。

ところで、高塚遺跡や三手遣跡の所在する地は、律令制施行時には郷としての記載はなく、北に隣

接する足守郷の一部であったと推定されており（津寺遺跡は津宇郡河面郷）、平安時代の中ごろには生

石郷として分離、設置されたことが『和名抄』によって明らかである。さらに平安時代末には、八条

院領の荘園であったことが知られるが、嘉応元年の足守荘絵図への記載が荘園としての初出であり、

同2年には生石荘の田堵である散位賀陽清仲によって足守荘の所領の寄進が申請されている。生石郷

（荘）の開発と高塚遺跡とのかかわりについては、今後の検討課題であろう。

さらに下って戦国期に入ると、天正年間に「井孫左」が総社市の宝福寺へ22貫文Hを進納してい

るほか、この地域において生石姓の国人が活動している様子も文献からうかがい知れるところであ

る。さて、天正10年の高松城水攻めのころには、この地はいわゆる境目に位置し、文献に記載され

ながらも所在の明らかでない「生石城」とともに何らかの役割をになっていたかも知れない。またそ

れが集落廃絶の一つの要因となったのではなかろうか。

やがてこの地は慶長 6年には、足守藩木下家の所領となっており、耕地化もその段階で図られたと

みられるのである。 （弘田）

註

(1) 岡山県教育委員会「本谷遺跡ほか• 園井上井遺跡・鍛冶屋遺跡」岡山県埋蔵文化財発掘調査報告70 1988 

(2) 岡山県教育委員会「松尾古墳群•斎富古墳群・馬屋遺跡ほか」岡山県埋蔵文化財発掘調査報告99 1995 

(3)岡山県教育委員会「田冶部氏屋敷址j岡山県埋蔵文化財発掘調査報告67 1988 
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第 4章三手遺跡

第 1節調査の概要

゜ ・100m

第 1図発掘調査位置図 (1/2,000)

l 向原 IIA区の概要

この調査区は、三手遺跡の西北端部に位置し、前回調査の北側にあたる。今回の調査区は、前匝調

査の知見からみて中世から近世の水田層が広がっていると考えられた。調査の結果でも、調査区全域

に中世から近世以降の水田層が確認された。以下、その概要を記す。

II A区では、第 2図第3層下でほぼ南北方向に西側に落ちる状況を確認した。この落ち込みは、第

3層～第 7層が若干の凹凸が認められるもののほぼ水平堆積を示しており、この状況からみて水田層

と判断された。また、この西側に落ち込む南北の方向は、現在の地割りの基軸線と合致している。こ

れらの水田層からは、中世の時期を示す土器が若干量出土したが、これらの遺物に混ざって 7・8な

どの近世陶磁器が確認されており第 3層～第 7層の水田層も近世と考えられる。東側の高所部には、

第2図に示したように西側への落ち込みから約170cm東側に、 T字状の溝の一部を確認した。この溝は、

落ち込みと平行、直交の位置関係を示している。次の第 8層～第14層については、上部層については

中世の士器が少量包含するものの下部層からの出士遺物は認められない。第 8層下の上部層は、その

堆積状況からみて水田層と考えられ、時期も中世の可能性が強い。下部層については、時期及び水田

層かどうかについても不明である （中野）
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第 2図 向原 IIA 区平断面図（平面1/300• 断面横1/300,縦1/60)
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第 1節調査の概要

表 1 向原 IlA区土器観察表

挿図
掲載遺構名 種別 器種

法拡 (cm)
色調 胎土 特徴番号 口径 底径 器高

1 土師器？ 椀 4.3 灰白色(25Y7/l) 細砂、精良
"'●● ,,_  

2 上師器 椀 4.4 鈍黄橙色 (10YR7/3) 細砂 貼付高台黒斑c・・・・-一

3 士師器 椀
4.1-

—灰白色 (2.5Y8/l) 細砂、粗砂 早島式？ 貼付高台4.0 

4 土師器 椀 5.8 浅黄橙色(25Y8/2) 細砂 早島式？ 貼付高台一5 土師器 椀 - (6.0) 灰白色(2.5Y8/l) 細砂 早島式？ 貼付高台一 ロクロの固転方向右、ヘラキリ底、圧痕6 士師器 小皿 5.9 4.4 1.2 浅黄橙色 (75YR8/2)細砂、粗砂
あり—••• 包含層

7 肥前陶磁器？ 皿 4.4 一灰白色(5Y7/l) 釉（調：あまり光沢がない一灰白色
7.5Y7/l) , ... 一―

釉調：光沢ありー褐色(7.SYR4/4)内面8 肥前陶磁器？ fill 9.2 一鈍橙色(2.5YR6/3) 細砂、粗砂
に胎土目一 灰白色 (N8/)~灰色， 須恵器 こね鉢？ .. , 

(5/) 細砂
• —... ,' 

10 須恵器 甕 (27.8) 一灰白色 (N7/) 細砂.,___ .. 

11 土師器 鍋 (34.0) ．． ー灰黄褐色(10YR5/2) 細砂

12 士師器 鍋 —灰黄色 (2.5Y6/2) 細砂 スス有り

2 向原 IIB区の概要

調査区は前同調査を実施した向原 II区の北東側に接し、中世以後の水田が広がっているものと推定

される。基本的な層位は、現代の耕作土直下からマンガンや鉄分を含む砂質土の水平体積層が重なっ

~ 
戸

＼ 
,, / / 

口
゜

10m 

B 

B
1
_
 

570cm . 
B 

l 灰青色砂

（マンガン・鉄分含）

2 黄灰色砂

（マンガン• 鉄分含）

3 淡灰黄色粘質砂

（水田層）

4 灰黄色粘質砂

（水E8層）

向原 TIB 区平断面図（平面1/300• 断面横1/300,縦1/60)

5 淡灰黄色砂

（マンガン・鉄分含）

6 淡灰茶色砂

（マンガン含）

7 淡青灰茶色砂

（ク’ライ化）

第 4図
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第 4章三手迫跡

ており、長期にわたる水田の形成を裏付けている。具体的な層位を B-B' の土層断面で見ると、北

側の水田層を切って南東側に淡灰黄色粘質砂と灰黄色粘質砂を耕士とする 2層の水田が形成されてい

る。さらに、前者と後者を覆うように灰青色砂や黄灰色砂を耕土とする水田が形成される。大局的に

見ると、土層 5・6・7、土層 3・4、土層 1・2の3回ないし 3時期の水田形成が認められる。そ

の時期を決める確証はなく、現状では中世から近世という幅の中で考えておきたい。

なお、淡灰黄色砂上面で検出された東西方向に軸線を揃える浅くて細い溝は、畝状の遺構と考えら

れることから、畑地となっていた時期も想定される。

遺物はすべて土器で、各水田層から少量出土した。土師器の皿、椀、鍋、備前焼の壺や揺鉢、肥前

の皿や椀、染付の椀、唐津の椀、青磁椀などが認められ、中世から近世に至る水田形成の一端を示し

ている。なお、 19は士師器の甑で、中世以前のものである。 （平井）

＼ l=-4 r~-:q —< □工□ 口13 

＼廿~ I 

17 ／ 23 

14 

t;、.;.,v9・・1d,a こ三 \~[) J ＼ 
15 n '' 24 

~ .aり：¥ -
V,, ＼ 

16 

&'#19  

21 25 

゜
10cm 

~, ~ ＼ 二•I• • •'I 

22 

20 
26 

第 5図向原 IlB区出土遺物 (1/4)

表 2 向原IlB区土器観察表

挿図
掲載遺構名 種別 器種

法量 (cm)
色調 胎土 特徴

番号 D径 底径 器高

13 土師器 皿 7.7 5.2 1.2 鈍黄橙色(10YR7/3) 細砂
←一．．

14 士師器 椀 6.4 一鈍黄色(25Y6/3) 細砂

·— 
15 土師器 椀？ 5.8 —灰白色 (lOYRS/2) 細砂

,., __ 
16 土師器 皿？ 4.2 ー灰白色(2.5Y8/l) 細砂

'--
17 備前焼 亜ギ ？ (13.2) ―褐灰色(10YR4/l) 細砂

←一・ ・
18 備前焼 摺鉢 —褐灰色 (10YR5/l) 細砂 内面に卸し目

I• 一 包含層
19 土師器 甑？ 一鈍橙色(75YR7/4) 細砂 把手のみ

,,_ 
20 土師器 鍋？ ．． ―鈍黄橙色(10YR7/3) 細砂 脚部のみ

~ 一 釉調・ 光沢あり一灰オリープ色(5Y6/2)
21 肥前陶磁器？ 皿 11.2 (4.4) ―灰白色(lOi''R.7/1) 細砂生且砂

内面に胎土目
・・-
22 肥前陶磁器？ 皿 4.9 一鈍橙色(7.5YR7/3) 釉調．光沢なし一明緑灰色(lOGYS/1)

'--
23 染付 椀 10.2 —明緑灰色 (7.5GY8/l) 釉調 光沢なし―灰白色(NS/)

"・-
24 唐津 椀（高台） 4.2 一鈍橙色(75YR7/3) 細砂 釉調：光沢あり―灰オリープ色 (5Y6/2)

-- "" 

25 肥前陶磁器？ 椀（裔台） 4.0 —灰白色 (7.5YR8/2) 釉調：光沢なし一明緑灰色(10GY8/l)

こー ・一
26 青磁 椀（高台） 4.2 一灰白色(7.5Y7/l) 細砂 釉調：光沢ありーオリープ灰色(10Y6/2)
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第 1節調査の概要

3
 

向原皿区の概要

向原III区は、今回の調査区の南端に位置し、前回調査との関係では、向原遺跡の東南端に位置して

さらに床土が5----15cmがあり、その下層にはいる。基本層序としては、旧水田の耕作土が20----30cm、

近代から近世の水田層が存在する。 VI層の淡灰茶褐色の微砂層を切った幅50cm、深さ15cm前後の溝状

遺構がほぼ東西に10数条、溝が検出される。 VI・VII層は中世水田あるいは畑と考えられる。珊層以下

は自然堆積層と考えられ、無遣物層となる。 VI層を切った状態で、上層の東西方向とは異なる南北に

走る溝状遺構、畑を区画するような溝が東西に 1条、南北に l----2条みられ、溝 2の北で交差する。

(1)下層の遺構と遺物

溝 1は、幅380-----510cm を計り、深さは140~150cmである。溝検出面の標高は474cmである。調査区

溝 2 溝 1

10m 

K 

。

I 470cm • 
I 

゜

¢
 

＼
 

c' 

c
 

400ー

500 

1
-
=
-
5
-
6
l
-
8
-
9
 

560cm . 
C 

:l =、4

~-
旧耕作土

緑黄灰褐色粘性砂質土

淡茶灰褐色粘性砂質土

(]]層）

緑灰黄褐色粗砂

淡灰褐色細砂

（皿層）

淡灰茶褐色微砂

(IV層）

緑灰褐色粘質土

(V層）

緑黄灰褐色粘質土

(VI層）

黄緑灰褐色粘質土

(VlI層）

10 黄灰褐色粘質土

(VIII層）

暗黄灰褐色粘質土

灰褐色細砂

暗灰色粘質土

1

2

3

 
4

5

 
6
 

7
 

8
 

，
 II 
12 

13 

第 7図

叶〇

基本層序 (1/30)

第 6図 下層遺構配置図および断面 (1/300,1/30, 1/100) 
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第 4l;'c :: f-俎跡

をほぽ東西に走り、西から東に流路を取る溝である。溝内は複雑な流れを していたようで、何屈も改

修が行われている様子が見られる このことは水田用の水路として長 く使用されていたことがうかが

われる VI層の緑黄灰提色粘質士を切り、東西に数条、輻40cm ~ 50cm、深さ 10 -15cmの溝状遺構が南

北に 7条が部分的に 1条は東西のものと交差するように検出された 溝内は灰(j色細砂である

溝 l内からは29のにぶい黄褐色を 旱し、低い貼り付け心j台を持つ t師質椀 （早島式 t器 I、33の比

質ぎみの貼 り付け高台を持つ椀底部、 36は底部を指で押えた t師質椀 （早島式 t器）、37の淡黄色を

呈す無高台の t師質椀 （ 引•島式七器 ） などが出t している これらはいずれも中世後l-期に械するも

のと考え られる

l 糸kl天褐色粘件砂質-t・ 5 緑灰色粘性砂伐 t
2 緑灰色粘性砂質 t 6 陪灰褐色砂牧上

3 禄灰色粘性砂質1: 7 緑灰褐色粘性砂質土

（砂礫混I (砂礫混｝

4 糸K灰褐色粘性砂質t 8 糸浪灰椛色粘性砂'iil

砂珪混 （砂躁混

9 緑I火沃褐色砂

10 i炎灰黄杞色砂

‘条k/1,i褐色粘団 t・.混

11 淡I火1Y(褐色砂

灰褐色粘買 L:il~

12 賠1-k色粘性砂t'iI. 

第 8図溝 1 (1/40) 

写真 1 溝 1 (東から）
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13 賠l穴色粘質 t
14 賠I火色枯性砂1'll

15 賠I火色粘質土

":f."・ 微砂flji少,Ji

16 賠I穴色粘質j

＼伊藤）



筍 l 節，J~(f.O)概要

(2)上層の遺構と遺物

第I¥附の淡灰茶褐色微砂層を切

っ て、東西に走る輻200~ 250cm 、

深さ50cmの溝 l条と、溝状遣構を

14条検出 した，溝は、水田に伴う

JtJ水路と考えられる 溝内から近

軋と考えられる 半裁した菊花状文

を描いた伊万里染め付け碗の小片

が 1点出 tしている 溝の南側に

5条、北側に 9条みられる幅40-

60cm、深さ20 ~ 30cmの溝状遺構は、

水田あるいは畑の耕作に伴うもの

と考えられる 溝状遺構内からの

遺物はみられないが、溝と 同

じく近世のものと苔えられる c

包含層からは弥生式t器壺、

早島式土器椀、鍋、釜、備前

焼すり鉢、肥前陶器などの他

にt錘10点 （第11図）、皇宋

通宝 （初鋳1039)などが出土

している （伊藤）

写真 2 上層溝群（東から）

0 10m 

゜
5111 

F 
550cm • 

F 

゜— 5m 

G 
~2Dc11 

G 

0 5m 

第 9図 上層遺構配置図および断面 (1/300,1/100) 
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第 4章三手遺跡
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第10図 向原m区出土遺物① (1/4) 

ー ーニロ腎
41 
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43 ▽

 
44 
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三こ
45 

＼ 
46 

表 3 向原皿区土器観察表

挿図
掲載遺構名 種別 器種

法呈 (cm)
色調 胎土 特徴

番号 口径 底径 器高

27 lV層 士師器 椀 12.2 5.0 4.4 鈍黄橙色(10YR7/3) 細砂

28 土師器 椀 11.9 6.1 4.1 鈍黄橙色(10YR7/3) 細砂

29 溝 l 土師器 椀 10.7 4.1 3.4 鈍黄橙色 (10YR7/3) 細砂

30 珊陪 上師器 椀 5.9 灰白色(2.5Y8/2) 細砂、粗砂

31 VI層 土師器 椀 6.0 灰白色(10YR8/2) 細砂 早島式貼付嵐台

32 VI層 土師器 椀 3.9 —灰白色 (10YR8/2) 細砂 早島式貼付高台

33 溝 l 瓦質土器？ 椀 4.4 一灰白色(25Y8/l) 細砂 貼付高台スス？

34 VI層 土師器 椀 3.7 灰白色(2.5Y8/2) 細砂 早島式貼付高台

35 VI層 士師器 椀 4.5 ー灰白色(2.5Y8/2) 細砂 早島式貼付高台

36 溝 1 土師器 椀 10.6 "" 4.1 鈍黄橙色(10YR7/3) 細砂 完形

37 溝 l 土師器 椀 10.3 4.0 浅黄色(2.5Y7/3) 細砂 ほぼ完形

38 VI層 土師器 鍋 ―灰白色(lOYRS/2) 細砂 ススA

39 VI層 土師器 鍋 • 一 ー鈍黄橙色(10YR7/2) 細砂 ススA

40 Vl層 士師器 鉢？ —浅黄橙色 (10YR8/3) 細砂 スス？

41 瓦器 鍋 (30.9) ー暗灰色(N3/) 細砂

42 VI層 須恵器 揺鉢 一灰色(5Y6/1) 細砂 内面に卸し目

43 溝 2 染付 椀 (10.6) 一灰白色(NS/) 釉調：光沢なし

44 m層 肥前陶器？ 片口鉢 (9.4) 
灰白色(lOY7/l)-明

細砂
＿赤灰色(10R4/l)

45 弥生土器 甍 16.4 -- ー鈍橙色(75YR7/4) 細砂、粗砂

46 弥生士器 甕 5.7 -i炎赤橙色 (25YR7/4) 細砂 黒斑c
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第 1節調査の概要
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゜
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第11図 向原皿区出土遺物② (11/3, 1/2) 

表 4 向原皿区土製品一覧表

挿図
掲載遺構名 器種

法量 (cm) 重最
色調 胎土 時期 特徴・備考

番号 最大長最大幅最大厚孔径 (g) 

C 1 土錘 45.0 20.0 7.5 17.06 灰白色(lOYRS/1) 細砂 完形
―••一"'
C2 上錘 57.0 14.5 3.0 8.96 鈍赤橙色(10Y6/4) 細砂 完形

一C3 土錘 55.0 12.5 "' 3.5 8.16 灰白色(2.5Y8/l) 細砂 完形

言 土錘 46.0 11.5 4.0 5.08 淡赤橙色(2.5YR7/4)細砂 完形
,, ー""

C5 士錘 46.5 12.5 " 3.0 6.21 淡赤橙色(2.5YR7/3)細砂 完形

一包含層
明赤灰色(7.5R7/1)細砂

中世
C6 土錘 38.5 10.0 3.0 2.05 ほぼ完形

I C""'7' ! 土錘 33.0 9.0 3.0 2.04 灰白色(25Y8/2) 細砂 完形

尼 土錘 (35.0) 8.5 3.0 (1.04) 鈍橙色(5YR7/4) 細砂 破片
,-, "― 

C9 士錘 (26.5) 11.5 3.5 (3.61) 灰白色(2.5Y8/2) 細砂 破 片
....__CJO, I I 土錘 (32.0) 11.5 4.0 (3.54) 灰白色(2.5Y8/3) I~ 細砂 ＇破片

第 2節 まとめ

岡山ジャンクションから総社インターチェンジ間における 2車線時に調査された遺構の拡がりは、

濃密なものではなかった。今回急遠4車線化の問題が生じ前回、人員の配置・エ期の関係で調査でき

なかった場所の調査を実施したが、現在通行中の高速道の側面の掘削、矢板打ちなどの大士木工事を

行い調査を実施した結果である。

中世の溝 1は前回の調査ではみられなかったが、まだ、東西に伸び、遺跡は拡がるものと考えられ

る。近世から中世にかけての水田跡あるいぱ畑地の調査の例、特に近世水田は、現代水田と重なる場

合が多く、県内においての発掘調査例は少なく、今後の課題となってくると思われる。 （伊藤）
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付載 自然科学による鑑定•分析

1 高塚遺跡出土の銅鐸・貨泉・棒状銅製品の鉛同位体比

くらしき作陽大学 馬淵久夫

東京国立文化財研究所平尾良光榎本淳子早川泰弘

2 高塚銅鐸の埋納堀内土壌にかかわる顔料物質の微量化学分析

安田博幸金杉直子

3 高塚遺跡出土の銅製品、ガラス玉、赤色顔料、金属滓の分析

岡山理科大学自然科学研究所 白石純

4 高塚遺跡出土土器の胎土分析

岡山理科大学自然科学研究所 白石純

5 高塚遺跡出土製鉄・鍛冶関連遺物の金属学的調査

大澤正己• 鈴木瑞穂

6 高塚遺跡出土の中世人骨について

池田次郎

7 高塚遺跡出土の烏帽子（烏帽子様乾燥遺物）について
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1 高塚遺跡出土の銅鐸・貨泉・棒状銅製品の鉛同位体比

くらしき作陽大学食文化学部 馬淵久夫

東京国立文化財研究所 平尾良光

榎本淳子

早川泰弘

今回、岡山県古代吉備文化財センターの依頼により、高塚遺跡出土の銅関係資料14点について鉛同

位体比を測定した。

資料のうち、銅鐸と貨泉が銅・スズ・鉛の合金でできていることは過去のデータから明らかなので、

材質分析は省略した。棒状銅製品は日本国内で類似品の出士例がないため、鉛同位体比だけでなく、

蛍光X線による材質分析を行ってその素性を明らかにした。

測定は東京国立文化財研究所で行い、鉛同位体比測定は榎本淳子が、蛍光X線分析は早川泰弘が、

それぞれ分担した。

測定した鋼製品の分析試料の内容を表 lに示す。

表 1 岡山市高塚遺跡出土銅製品分析試料一覧

種類 遺物番号 掲載番号 型式 形状 遺構 時期 : 

1流水文銅鐸 M45 突線紐2式 完形。向さ約 60cm。6420g。 銅鐸埋納土墳 弥生時代
後期初頭

2袈裟欅文銅鐸 M165 ？ 破片。長辺39mm、短辺29mm、厚さ 3mm。 中世ピットに
混入

3棒状製品 Ml58 用途不明 完端形は。尖長りさ 134mm、最大径 15m叫一方の 方形士壊（貯 弥生時代
、もう一方はやや丸みを帯び 蔵穴）埋土上 後期末

て、中央が最も厚い。 94.42 g。 層

4貨泉 No. 1 M46 全部で 25点あり。ほぼ完形のものが多 装状土壊面 弥生時代
5貨泉 No. 2 M47 い。 13点分の錆あり。 蔵穴）埋土の 後期初頭

6貨泉 No. 3 M48 上層

7貨泉 No. 6 M51 

8貨泉 No. 8-E M57 

9貨泉 No. 9-A M59 

10 貨泉 No. IO M60 
11 貨泉 No. 11 M61 

12 貨泉 No. 12-A M62 

13 貨泉 No. 13 M64 
14 貨泉 No. 14-D M68 

I. 鉛同位体比測定

鉛同位体比測定にはThermoQuest社製、表面電離型質量分析計FinniganMAT Model 262を用いた。

試料は、棒状銅製品以外、すべて微量の錆びであり、水溶液からの電着法で鉛を精製した。棒状銅

製品は、後述の材質分析の際に採取した微鼠の金属部分を試料とした。レニウム・フィラメントには

常に数百ngの鉛を装着するように調製した。

測定結果を表2に示す。
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表 2 鉛同位体比測定結果

鉛 同 位 体 比

No. 試料 206 /204 207 /206 208 /206 

1 流水文銅鐸 17. 742 0.8763 2. 1650 

2 袈裟欅文銅鐸 17. 737 0.8762 2. 1645 

3 棒状銅製品 17. 747 0.8763 2. 1653 

4 貨泉 no.1 17. 701 0.8780 2. 1677 

5 貨泉 no.2 17. 721 0. 8776 2. 1674 

6 貨泉 no.3 17. 677 0. 8789 2. 1678 

7 貨泉 no.6 17. 935 0. 8695 2. 1503 

8 貨泉 no.8-E 17. 716 0. 8775 2. 1643 

， 貨泉 no.9-A 17.822 0.8736 2. 1518 

10 貨泉 no.10 17.806 0.8742 2. 1520 

11 貨泉 no.11 17. 771 0.8752 2. 1610 

12 貨泉 no.12-A 17. 737 0.8765 2. 1639 

13 貨泉 no.13 17. 714 0.8768 2. 1639 

14 貨泉 no.14-D 17.661 0.8796 2. 1713 

平均測定誤差 (1a) 士0.010 士0.0002 士0.0006 

貨泉（須玖坂本遺跡） 17. 784 0.8754 2. 1642 文献 3)

三遠式・近畿式銅鐸 17. 724 0.8763 2. 1647 文献 2)

(18鐸の分布範囲） 土0.035 土0.0008 土0.0017 

II. 棒状銅製品の蛍光X線分析

過去に類似品の出土例がない物体なので、まず非破壊蛍光X線分析で表層の化学組成を調べ (a)、

つぎに、マイクロドリルによる ¢1mmの本体内部の採取により金属光沢部分の蛍光X線分析を行った

(b、c)。

(a)尖った先端部分

長さ134mmのこの物体は、一方の端が尖り、もう一方の端はやや丸みを帯びている。尖った先端部

分は赤色で、おそらく第一酸化銅で覆われていると思われる。この赤色部分を測定した。

機器名：日本フィリップス社製DX-95

X線源：スカンジウム管球、 50kVx 10μA 

コリ•メータ径： 20mm 

測定時間： 500sec、大気中

分析値を表3に示す。

(b)金属露出部の点分析

マイクロドリルにより空いた径 1mmの孔の内部（金属光沢部分）にX線ビームを当てて蛍光X線分
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析を行った。

機器名：堀場製作所製XGT2000K

X線源：ロジウム管球、 50kVx 1 rnA 

X線ビーム径： 0.1mm 

測定時間： 300sec、大気中

分析値を表3に示す。

(c)金属粉末の分析

マイクロドリルで採取した金属粉末を蛍光X線で分析した。

機器名：セイコー電子工業株式会社製SEA5230E

X線源：モリブデン管球、 50kVx1 mA 

コリメータ径:0.1mm 

測定時間： 300sec、大気中

分析値を表3に示す。

表 3 棒状銅製品の蛍光X線分析結果

元素 (a)尖った先端部； (b)金属露出部 ; (c)金属粉末

＇ Fe ——• ％ ％ 0.04 ％ 

Cu 87.99 93.30 93.54 

As 0.00 0.00 0. 77 

Ag 0.44 0.00 0. 04 
I 

I 

Sn 0. 13 I 0.02 0.05 
I 

Sb 0.25 ＇ 1. 49 0.05 I 

i I 

Pb 11. 19 ＇ 5. 19 5. 51 
＇ 
＇ 

計 100 ＇ 100 ＇ 100 
i 

I I 

I I 

i 
I I 

使用 l

日本フィリップ： 堀場製作所製 ：セイコー電子工業
ス社製 DX-95 ＇ 

I 
株式会社製機器＇

＇ 
XGT2000K I 

＇ 

＇ 
I SEA5230E i i 

＇ 
I 

! 

注：表の％は計測された金属元素の総和を 100としたときの数値である。従って、

酸素、硫黄などの非金属元素は考慮されていない。

ill. 考察

表2の同位体比から直ちにわかるように、今回測定した高塚遺跡出土の銅鐸・貨泉・棒状銅製品は

すべて同じ産地の鉛を含んでいる。図 1、図 2にこれらの同位体比をプロットした。

I) 鉛同位体比の表示法とその意味

鉛は質畠数204、206、207、208の4種の同位体から成り、その混合比率（同位体比という）はわず
（註 I)

かながら産出する鉱床ごとに違っている。
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鉛同位体比の表示法はいろいろあり、各同位体の含有％でもよいし、どれか一つを基準にしてそれ

との比をとる方法もある。地球科学や考古科学では後者の表示法を使って議論するのが普通である。

まず、地球科学では204Pbを基準としてそれとの比をとる。つまり論理的には

206Pb/201Pb、 20,Pb/204Pb、 208Pb/204Pb

で必要にして十分である。このように204Pbを基準にとる理由は、 46億年前に地球が誕生してから、こ

の同位体だけは鼠が不変だからである。他の 3つの同位体はウランあるいはトリウムが崩壊して生成

するため、地球の中で量が増えてきた。理論計算で分母が変化するのは大変扱いにくいから、このよ

うにするのである。地球科学では、 1950年代から地球の鉛の同位体比変化を利用して、地球の年代や

鉱床の年代を推定してきた。

一方、考古科学では資料に含まれる鉛の産地が違うかどうかを判別するのが第 1の目的である。そ

の場合、最も大切なのは判別能力の高いことである。

z01Pbは地球の中で量が増えなかったために、どんな鉛でも他の 3者の十分の一以下しか含まれてい

ない。平均して鉛の1.4%を占めるに過ぎない。そこで当然量の多い 3同位体の相互比をとったほう

がよいことになる。考古科学に鉛同位体比を導入しようとする初期に、図表示に最も都合のよい比の

とりかたを検討した結果、 z05Pbを基準にとるのが最もよいことが経験的にわかった。

204Pb/206Pb、 207Pb/205Pb、 2osPb/200Pb

表 2の測定値は、上記の方針で筆者らが20年前から実施している質量分析結果の表示法に倣ったも

のである。ただし、第 1の比は逆数をとることにしている。地球科学を専門とする人はこの数値で鉛

鉱床の素性がわかるからである。

表 2の下方に平均的な測定誤差 (1(J) を記した。 z04Pbを含む比の相対誤差の大きいことがわかる

と思う。

2) 鉛同位体比の図示法とその考古学的意味

図 1は 201 Pb /206Pb と zosPb/206PbをX軸と Y軸にとったもので、一般的な鉛判別図である。す

でに多数の考古学資料と鉛鉱石の測定により、時代別・種類別の青銅製品のグルーピングが確定して

いる。各グループの分布域を大まかな枠で囲って領域A、B、Cと呼んでいる。資料の中に、ほぽ直

線状に分布するものがあるのでラインDとよぶことにしている。 A、B、C、Dの内容は下記のように

なる。

A: 前漠鏡と後漢中期頃までの漠式鏡（方格規矩鏡、連弧文鏡など）

B: 後漢中期以降の漠式鏡（方格規矩鏡、連弧文鏡、多種の神獣鏡）

c: 日本産の鉛鉱石の大部分

D: 弥生時代に西日本地域に将米された多鉦細文鏡と銅利器

通常の場合、図 1の表示で十分であるが、数学的な十分条件を充たすためにはz04Pbの入った比を確

かめる必要がある。図 2は筆者らがその趣旨で必要に応じて使う図で、鉛の鉱床年代に関連する図で

ある。考古学資料をプロットしてみると、図 lのA、B、C、Dは、それぞれA'、B'、c'、D' となる。

図 2の図示法が必要になるのは、図 1でBとCが重なる部分に入るような資料が出た場合で、図 2に

プロットすれば日本産かどうかが判定でぎることになる。
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領域A• A' は前漢鏡が分布する範囲である。高塚遺跡出土青銅器はすべてこの領域に入る。図中の

番号は、

1 : 流水文銅鐸 2 : 袈裟欅文銅鐸 3: 棒状銅製品 4-14 :, 貨泉
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3) 銅鐸

No. lの流水文銅鐸は完形品で、近畿式（突線鉦 2式）である。鉛同位体比は表 2の下欄に示した

ように、 1982年の銅鐸論文で筆者らが分類した近畿式• 三遠式の特異な数値に一致し、当分類の正し
ぼ 2}

さを保証するデータが一つ増えたことになる。図 4 では近畿式• 三遠式の特異な数値範囲を点線の囲

いaで示した。

No.2の袈裟欅文銅鐸は、小破片で型式は不明、遺構も中世ピットに混入とのことで、発掘条件が

不明確な資料である。鉛同位体比は近畿式• 三遠式の特異な数値の中に入る。従って、論理的には外

縁付鉦式、扁平紐式、近畿式• 三遠式の分布する領域Aの中に入るので、どれか一つの型式に特定す

ることはできない（逆は真ならず！）。しかし、もし、発掘箇所が弥生時代後期初頭よりは遡らない

ならば、近畿式• 三遠式に属する可能性は高いといえる。

4) 貨泉

貨泉の鉛同位体比の測定は福岡県春日市須玖坂本遺跡の 1点があるが、今同11点測定することがで

きた。図 1および図 2のNo.4.......__14である。

両図からみて、明らかに貨泉の鉛はすべて前漢鏡の鉛（領域A) と同じ産地であることがわかる。

図にはプロットしていないが、須玖坂本遺跡の 1点も同じである。このデータからいくつかの重要な

事実が浮かび上がる。

まず、中国漠代の青銅器鋳造において、前漢鏡タイプの鉛はかなり長期にわたって（貨泉の初鋳は

後14年）、独占的に使用されていたこと。そして、それは恐らく長安またはその近郊にあった官の鏡

の工房でも、鋳銭の工房でも共通に使われたと思われることである。

第 2に、過去に測定された前漢鏡は貨泉と同様に日本で出土したものである。鋭も銭貨もともに地

方でも鋳造されていた可能性があるが、日本に将来されたものは中央での製品と考えられること。ま

た、銭貨は改鋳されやすいが、王葬の頃には他の鉛が全く使われていなかったため、改鋳があっても

領域Aから外れないようになっていると思われることである。

第 3に銅鐸の原料、特に外縁付紐式の一部および扁平紐式のものは、前漢鏡ないし貨泉の鉛と同じ

産地のものが使われていることが、ますます確実になったことである。

5) 棒状銅製品

この物体の素性については全国で出土例がないため発掘担当者を悩ませ、用途不明とされてきた。

一部の考古学者からは銅の素材ではないかとの見解が寄せられているとのことである。そこで、材質

分析と鉛同位体比の測定が重要になる。

表 3には、異なった条件で測定した蛍光X線分析の結果がまとめられているが、いずれにも共通し

ていることは、この物体は若干の鉛が入った銅だということである。 3種のデータの評価は次のよう

になる。

(a) 尖った先端部：酸化被膜 (cuprite) の外から測っているので、この数値は金属部分を表わして

いない。鉛が多いように見えるが、埋蔵中の化学反応で表面の組成が変わったものと考えら

れる

(b)金属露出部：マイクロドリルにより空いた径 1mmの孔の内部を X線ビームで測定しているので、
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おおむね信用できるが、ジェオメトリーからみて最良の測定条件とはいえない。アンチモン

が1.49%と多いようにみえるが、参考値にとどめるべきである。

(c)金属粉末：最も良い条件で測定しているので、信頼できるデータである。これでみると、鉛が

5%程度入った近代工業化前の純銅といえる。近代工業化前と判断できるのは、鉄、ヒ素、ア

ンチモン、スズ、銀などが微量に含まれているからである。

一方、表 2 の鉛同位体比をみると、明らかに近畿式• 三遠式銅鐸の値である。偶然ではあるが、

No. l流水文銅鐸とほとんど同じ数値になっている。これから次のような推論ができる。

(1) この棒状銅製品は弥生時代後期に中国から将来されたものと考えられる。

(2) 用途としては、銅または青銅製品の素材、との所見に矛盾しない。

(3) 鉛同位体比からみて、下記の弥生時代後期の青銅器はこれと同質の素材を大量に使って鋳造

されたと考えられる。

l 近畿式• 三遠式銅鐸

2酉日本で出土している小形倣製鏡の多く

3 銅鏃•銅釧

4. 静岡県以東で出土している小銅鐸

ただし、これらの青銅器は微量（通常数％）ながらスズを含んでいる。従って、鋳造の際には微量

のスズを加えたと思われる。

弥生時代に金属状スズが存在したことは、吉野ケ里遺跡からの出土や、福岡市城南区片江カルメル

修道院内遺跡からのスズ釧（銅釧とされてきたが、本田光子氏によると、スズでできていることが確

かめられたという）の出土で確かである。

中口裕『銅の考古学』 (1972)は、銅鐸の原料には過去にいろいろ説があり、国産説、輸入青銅器

改鋳説、地金輸入説などがあったことを紹介している。この中に原田大六氏が、青銅器の原料につい

て、大陸から銅とスズの地金を輸入したのではないかと述べていることを紹介している。

筆者の一人（馬淵）は、 1989年に弥生時代の銅鐸などの原料、特に近畿式• 三遠式銅鐸に代表され

る弥生時代後期の特異な原料を論じ、中国から将来されたインゴットの可能性を示唆した。

いま、ここに分析された棒状銅製品がその一つのサンプルであることはほほ間違いないように思わ

れる。

IV. まとめ

高塚遺跡から出土した青銅遣物 3種類は、鉛同位体比研究にとって重要な証拠を提供することにな

った。

まず第一に、貨泉が前漢鏡と共通の鉛（同じ地域の鉱山からの鉛）を含むことである。これは前漢

のみならず新の時代にも同じ出所の鉛が使われ続けたことと、鏡にも銭貨にも共通だったことの、ニ

つの意味がある。

第二に、国産の銅鐸が、前漠鏡のみならず貨泉と関係づけられたことである。 1982年頃から、筆者

らは外縁付紐式以降の銅鐸が前漢鏡と同じ起源の鉛を含むことを主張してきた。今回、貨泉と結び付

けられた意義は大きい。

第三に、棒状銅製品は弥生時代後期のある時期から盛んに作られた青銅製品の素材（地金、インゴ
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ット）の一つだった可能性が高い。重量100グラム程度で、棒状であることは、融点が高い銅を融か

すための技術的な理由からだったと考えられる。

中国（新）製の貨泉と、国産の銅鐸と、漢と倭の青銅文化を結ぶ漢から将来された棒状銅製品。こ

れら 3種の青銅が出土した高塚遺跡は鉛同位体比からみて、非常に意義深い遺跡である。

註 l 厳密にいうと、一つの鉱床の中でも鉛同位体比が変動する場合がある。また、中国のように広い国では、鉛同位体

比の変動は“わずか”ではなく 20%にも及んでいる。

2 近畿式•三遠式銅鐸の鉛同位体比はすでに約40点が測定されているが、この特異な数値の例外は 1 点もない。

引用文献

1)鉛同位体比の詳細は下記の入門書を参照していただきたい。

馬淵久夫•富永健「考古学のための化学10章』正 (1981) 、続 (1986) 東京大学出版会

2) 馬淵久夫• 平尾良光：鉛同位体比法からみた銅鐸の研究、考古学雑誌、第68巻第 1号、 pp42-62(1982) 

3) 平尾良光：鉛同位体比法による春日市出土青銅器の研究、『春日市史・上』春日市史編さん委員会編、 pp860~90l

(1995) 

4) 馬淵久夫•平尾良光・榎本淳子：足守川遺跡群出土青銅器の鉛同位体比につい．て、「岡山県埋蔵文化財発掘調査報告94J

付載 2 、 pp1126~1134 (1995) 

5)平尾良光・馬淵久夫：東海地方で出土した弥生時代および古墳時代青銅器の科学的調査、「都田地区発掘調査報告書・

下巻』浜松市・浜松市教育委員会、（財）浜松市文化協会編、 pp590-611(1990) 

6) 馬淵久夫• 平尾良光：福岡県出土青銅器の鉛同位体比、考古学雑誌、第75巻第4号、 pp385-432(1990) 

7) 馬淵久夫：青銅器の原料、特集く青錆器と弥生社会〉「季刊・考古学」第27号、 ppl8~22 (1989) 
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2 高塚銅鐸の埋納壊内土壊にかかわる顔料物質の微量化学分析
安田博幸金杉直子

高塚遺跡は、足守川• 砂川合流点の北方に位置し、高塚集落の南に旧河道を挟んで所在する。弥生

時代から中世にかけての集落跡で、山陽自動車道の建設に先だって発掘調査された。調査区は路線の

中央付近を南北に横浙する用水路で東西に二分されるが、その西側のフロヤ調査区より銅鐸が出土し、

その埋納城中の鐸身に接する土城が試料として提供された。

今回、これらの士壌中に混在する顔料物質について、化学分析による鑑定を依頼されたので、筆者

らの常法りとするろ紙クロマトグラフ法と検出試薬による微量化学分析を行い、所見を得たので報告

する。

1 試料の外観および分析用試料の採取

試料 1: 高塚遺跡・フロヤ 1区銅鐸埋納堀（弥生時代後期）より採取の銅鐸内側に接した顕著な赤色

部分の見られない黒褐色土壌。全羅300g。小塊状士壌の表面数箇所からそれぞれ約 5mgずつ採取し、

分析用試料とした。

試料2: 高塚遺跡・フロヤ 1区銅鐸埋納堀（弥生時代後期）より採取の銅鐸外側に接した顕著な赤色

部分の見られない黒褐色土壌。全量130g。小塊状土壌の表面数箇所からそれぞれ約 5mgずつを採取

し、分析用試料とした。

試料検液の作製

上記の分析用試料のそれぞれをガラス尖形管に移し、濃硝酸 1滴と濃塩酸3滴を加え、加温して酸

可溶性成分を溶解させたのち、適当鼠の蒸留水を加えて遠心分離機にかけ、酸不溶性成分から分離し

た上澄液を加熱濃縮して、ろ紙クロマトグラフ用の試料検液とする。試料検液の番号は、試料番号に

それぞれ対応させる。

2 ろ紙クロマトグラフ法と検出試薬による呈色反応からの顔料物質成分の確認

(a) まず、赤色顔料物質（水銀朱HgSおよびベンガラFe2Q3) の存在を考慮して、東洋ろ紙No51

B (2 cm X40cm) を使用し、ブタノール硝塩酸を展開溶媒として、試料検液と対照の鉄イオン (Fe3+)

と水銀イオン (H囮）の標準液を同条件下で展開した。

展開の終わったろ紙を風乾してから縦に二分し、その一方は検出試薬として 1%ジフェニルカルバ

ジドのエタノール溶液を噴霧してからアンモニア蒸気に曝し、もう一方には検出試薬として0.05%ジ

チゾンのクロロホルム溶液を噴霧して、それらの際にろ紙上に発現するそれぞれの呈色スポットの位

置 (Rf値で表現する）と色調を検した。

上記試料検液ならびに対照イオンの標準液について得られたろ紙上のスボットのRf値と色調は、

表 1 ジフェニルカルパジドによる呈色スポットの Rf値

試料 I Rf値（色調）
試料検液 10. 15 (紫褐色）
試料検液 2 0. 10 (紫褐色）

F詑標準液0. 19 (紫褐色）
H砧標準液 0.94 (紫色）
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下記の表 1、表 2のとおりである。

(1) ジフェニルカルバジド・アンモニアによる検出： (Hg叫ま紫色、 Fe3+は紫褐色のスポットと

して検出される。）

(2) ジチゾンによる検出： (Hg吋ま橙色スポットとして検出され、 Fe3+は反応陰性のため呈色せ

ず。）

表 2 ジチゾンによる呈色スポットの Rf値と色調

試料 Rf値（色調）

試料検液 1 呈色スポットを発現せず

試料検液 2 呈色スポットを発現せず

Fe3十標準液 呈色スポットを発現せず
Hg2十標準液 0.92 (橙色）

(b) つぎに、試料中の青緑色物質が、銅鐸鐸身の銅成分（銅Cu) から酸化第一銅 (Cu20) を経

て生成する銅銹（塩基性炭酸銅、 CuC03・Cu(OH) 2) である可能性のあることを考慮して、東洋ろ紙

蜘51B (2 cm X40cm) を使用し、アセトン塩酸を展開溶媒として、試料検液と対照の銅イオン (Cuり

の標準液を同条件下で展開した。

展開の終わったろ紙を風乾してから縦に二分し、その一方は検出試薬として0.2%ルベアン酸のエ

タノール溶液を噴霧してからアンモニア蒸気に曝し、もう一方は検出試薬として0.05%ジチゾンのク

ロロホルム溶液を噴霧してからアンモニア蒸気に曝し、それらの際に、ろ紙上に発現するそれぞれの

呈色スポットの位置 (Rf値で表現する）と色調を検した。

上記試料検液ならびに対照のC記イオンの標準液について得られたろ紙上のスポットのRf値と色

調は、下記の表3、表4のとおりである。

(3) ルベアン酸・アンモニアによる検出： (Cu2+は青黒色のスポットとして検出される。）

表 3 ルベアン酸による呈色スポットの Rf値と色調

試料 Rf値（色調）

試料検液 1 0. 72 (青黒色）

試料検液 2 0. 84 (青黒色）

c芯標準液 0.85 (青黒色）

(4) ジチゾン・アンモニアによる検出： (c記は紫褐色のスポットとして検出される。）

表 4 ジチゾンによる呈色スポットの Rf値と色調

試料 Rf値（色調）

試料検液 10. 76 (紫褐色）

試料検液 20. 83 (紫褐色）

cげ標準液 0.86 (紫褐色）

3 判定

以上の結果のとおり、高塚遺跡・フロヤ調査区の 1区の南瑞、弥生時代の集落が位置した微高地上

より出土した埋納城中における銅鐸の、鐸身内外の土壌の試料検液については、内側からも外側から

もH産の存在は認められず、 Fe3十のみが検出された。しかし、 Fe出の呈色が薄かったことや、試料の

土壌中に明瞭に識別できる赤色が認められなかったことより、この呈色は土壌中の鉄 (Fe)成分に由

来するものと考えられ、銅鐸にベンガラや水銀朱が塗布されることはなかったものと推察される。
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また、明瞭に検出されたC記の存在は、鐸身内外の土壌中にわずかに認められた青緑色物質が、や

はり銅鐸鐸身からの銅成分（銅Cuから酸化第一銅CU20を経て生成した銅銹、CuC03・Cu(OH)2塩基性

炭酸銅）に由来するものであると考えられ、埋蔵中の銅鐸成分の土中への溶出逸散の様相を示唆する

ものとして興味深い。 (1992年7月分析）

註

(1)安田博幸： 「古代赤色顔料と漆喰の材料科学」「斉藤忠絹集 日本考古学論集 l 考古学の基本的諸問題吉川弘文館

pp.389-407 (1986) 

安田博幸：「古代赤色顔料と漆喰の材料ならび技法の伝流に関する二、三の考察」『橿原考古学研究所論集』第七

吉川弘文館 pp.449-471 (1984) 

本報告執箪後の平成元年 (1994)10月24日に、大阪府八尾市春H町 1丁目45-1の公共下水道工事現場において、現地表

下2.5メートル付近で、鰭を上下に直立した状態で流水文銅鐸 1個が発見され、慎重な調査の後取り上げられた。その際、銅

鐸と密済していた粘士質士壌が採取されて筆者のもとに届けられた。

その粘土面に淡赤褐色物質が流水文様に転着しているのが認められたところから、その淡赤褐色物質の化学分析による鑑

定が依頼された。

そこで、本報告で実施したのと全く同様の方法で、微量化学分析を適用したところ、全く同様の結果を得た。すなわち、

淡赤褐色物質からは、 Cu2+が顕著に検出され、 Hg2+は全く検出されず、 Fe3+はわずかに検出された、ということである。した

がって、淡赤褐色物質は、 銅鐸に塗布されたかもしれない水銀朱 (HgS)でもベンガラ (Fe203)でもなく、埋納銅鐸の銅

(Cu)成分が土中で化学変化をうけて、銅銹すなわち緑青（ろくしょう）＝塩基性炭酸銅 (CuC03・Cu(OH)i)に達する一

段階前の酸化第一銅 (CuzO)であることが明らかとなった。また、その淡赤褐色の物質は、保管中に徐々に緑青色の銅銹に

変化していくことも観察された。

以上の結果は、「安田博幸、森 箕由美：八尾市春日町跡部遺跡出土の銅鐸鐸身に密沿していた粘土面上の転着淡赤褐

色物質の微量化学分析」として「八尾市立歴史民俗資料館研究紀要 第9号J(1998) に報告されている。 (1999年 2月24

日追記）
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3 高塚遺跡出土の銅製品、ガラス玉、赤色顔料、金属滓の分析

1 はじめに

岡山理科大学自然科学研究所

白石純

高塚遺跡から出土した銅製品、ガラス至、赤色顔料、金属滓の成分を調べるため化学的分析を実施

した。分析方法はエネルギー分散型蛍光X線分析法により遺物資料の表面を非破壊で分析した。また、

赤色顔料の分析ではX線回折法も併用して行った。なお、蛍光X線の分析結果に関しては、ファンダ

メンタル・パラメーター法（理論計算法）により定贔値を算出した。

なお、ここで分析した遺物は、すべて非破壊のため測定した試料表面の分析値である。そして第 1

表から第 4表に示した分析値は、その遺物本来に含まれている成分の定量値ではなく、その遺物にど

のような元素が、どれくらい含まれているかの大まかな目安としての値を掲載した。したがって、こ

の分析データの取り扱いに関しては十分に留意されたい。

2 分析結果

(1)銅製品の分析

銅製品の分析では、貨泉、銅鏃、巡方、銅鐸、和鏡の各製品について分析し、結果を第 1表に示し

た。この表より袋状士城18内から出土した24点の貨泉には、いずれにも銅 (Cu)、鉛 (Pb)、錫 (Sn)

の各元素が主成分として含まれ、これ以外に珪素 (Si)、アルミニウム (Al)、鉄 (Fe)などが含まれてい

た。また、 24点の貨泉には、重量に差がみられ、この重量が分析値にどのように関係しているか検

討してみた。この結果、第 1図の三角ダイアグラムから重量が軽い貨泉（貨泉A)は、銅の成分量が少

なく、錫や鉛の成分が多い傾向にあり、重鼠が重い貨泉（貨泉B)は、銅の成分が多く錫や鉛の成分が

少ない傾向にあることがわかった。

第 1表高塚遺跡出土銅製品（％）
番号 種別 資料番号 漬 構 時 期 匿大径(mm)憑大厚(ITV11)雷塁(g) 備 考 Cu Pb Sn Ni Si Al Fe Ti Al! Bi 

1 貨泉 1 袋状士珊18 弥生漁期 22. 1 2 05 (1. 00) 一部欠損 27.21 15 25 26.27 0. 11 17 72 4 31 6 67 0 45 ---
2 貨泉 2 袋状土塙18 弥生後期 3 30 (0.92) 破片2あり 29.98 21.57 24. 61 0. 11 12.91 3 35 3 84 -・・ ---

'3 貨泉 3 袋状士塙18 弥生後期 23.5 2 50 (0. 75) 一部欠捐 25 12 21. 75 21.67 16. 15 I 5 19 6.82 0.31 0.55 
: 4 貨泉 4 袋状土凛18 弥生後期 21. 6 2.37 0.63 28 59 16. 12 34. 61 0. 11 10.35 2 07 4. 13 1. 11 0.78 
5 貨泉 5 袋状土凛18 弥生後期 1. 91 (0.56) 破片3あり 14 99 27.62 35 55 8. 15 ,. 81 8.42 
6 貨泉 6 袋状土猥18 弥生後期 23 2 2.00 1.07 , 25. 08 34. 21' 15.42 0 07 11. 71 2. 78 5.49 0.47 0"38 
7 貨泉 7 袋状土凛18 弥生後期 22 8 2.00 (1 22) 一部欠損 46.04 17. 73 '4 74 0 09 17.38 4.26 7.07 0.53 
8 貨泉 8-B 袋状土塙18 弥生後期 23 1 2.00 2 69 65.58 14.03 6.28 0 25 11. 54 0.62 --- o. 21 
9 貨泉 8-C 袋状土壊18 弥生後期 22 9 1 80 1.8 34.28 33.86 12.36 0 13 11-51 - 4.18 
10 貨泉 8-D 袋状土凛18 弥生後期 23. 1 1 70 2 68 75.56 8.31 3.83 0.28 10.02 1.05 ー・
11 貨泉 8-E 袋状土壊18 弥生後期 23.2 2 00 2 52 72.55 6. 21 4.35 13. 61 --- 1-98 

_,, 
0_39 

12 貨泉 9-# 袋状土壊18 弥生後期 23.0 2 50 1 48 34.21 35.09 8.77 0.09 14.99 3.31 2.81 0. 16 
13 貨泉 9-A 袋状土塙18 弥生後期 23.3 2.00 2 90 59.97 14. 79 9.29 9.47 1.64 2. 11 --- 0 17 
14 貨泉 10 袋状土痰18 弥生後期 21,. 0 1.80 (0. 74) 一部欠摂 43. 21 i 13. 87 19 12 I Q. 21 14.68 3.04 3.86 0. 18 ---
15 貨泉 11 袋状土塙18 弥生後期 22. 7 2.50 1.40 49.51 • 25.86 7 97 ! 0.21 !11.06 -- 1. 19 0.32 —r 

16 貨泉 12-A 袋状土喋118 弥生後期 22.8 1.80 1. 22 一部欠摂 49.93 '18. 51 11 51 —-- !12.98 3. 16 1. 66 0.32 
17 貨泉 12-B 袋状土痰118 弥生浚期 22.9 1.90 1.82 54_37 23.01 10.79 0. 18 8 42 --- 1 46 --- —, 
18 貨泉 13 袋状土塙118 弥生後期 23.3 ,,. 70 1 1.04 I 29_ 13 32.59 17.68 0.06 9.43 2.67 3.03 0.39 i - --

19 貨泉 14-A 袋状土寝118 弥生後期 23.8 2.00 ! 2.06,' 34.33 25.43 20.76 0.09 12.74 3.94 一• 一
20 貨泉 14-B 袋状土墟18 弥生後期 22.9 2.00 2.92 I 66.45 12. 79 4.52 0. 21 14.04 -- 0.76 —, 
21 貨泉 14~C 袋状土破18 弥生後期 22.5 1.90 1.23 36.41 19. 14 26.411 0. 18 11. 11 —,. 4.81 1.03 ---
22 貨泉 14-D 袋状土墟18 弥生後期 23.4 2.75 i 1.31, 26.96 32.95 16.28 11.33 2.95 5.22 0. 16 
23 貨泉 15 袋状土墟18 弥生後期 I (0. 49) I破片2あり 18. 68 38.75 24.34 0.08 12.41 --- 3.08 0 73 

t 24 貨泉 17B 袋状土環18 弥生後期 22.8 2 00 2.26 59 71 16.92 7.77 11.84 1.01 0 33 
25 貨泉 ，弥生後期
26 銅鏃 44 中世遺構検出中?I 36.58 17 01 5.16 25 32 10.55 1.88 0. 14 0.69 
27 銅鏃 T-79 中世土嘘 Ii 72.97 9 46 2.47 0.23 2 69 0. 71 0 08 0.211 --- ! ＇ 

28 巡方 44 フロヤ潤査区柱穴101古代～中世 61.75 10.92 0_59 22.38 --- 0 61 o. 18 1 511 
29 銅鐸 袈裟拇文 中世ピ9ト 弥生後期 22. 13 17.56 7.21 0.06 28.81 12.25 9.21 0 56 0.16 
30 和鏡 秋草双烏文競 土震塁21 I: 中世

！ 46. 95 24.69 14.44 0. 15 5 23 2.56 2. 19 11. 63 
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第 1図 三角ダイヤグラム 高塚遺跡出土銅製品の銅、鉛、錫の含有量比

その他の銅製品では、銅鏃2点が銅成分が他の成分に比べ多く含まれていることがわかる。また、

巡方も銅成分が61%と多く含まれていた。銅鐸では銅と鉛がやや多めに含まれており、和鏡では銅

が多めに含まれ、鉛もやや多く含まれていた。

(2) ガラス限の分析

第 2 表に示した 17点のガラス限の分析を実施した。分析の結果、試料番号 1~12 と 15~17の 15

点の小玉には、 Si(珪素）、 K(カリウム）、 Fe(鉄）、 Ti(チタン）、 Al(アルミニウム）などが主成分とし

て検出され、アルカリ石灰ガラスであることがわかる。特に、 K (カリウム）量が11----23%と多く含

まれていた。また、この他に含まれている成分としては、 Cu(銅）、 Pb(鉛）、 Sn(錫）などで、色調の

由来については、これらの成分が関与していると推測される。

また、試料番号13、14の丸玉には、 Pb(鉛）が39----47 %と多量に含まれていることから、鉛ガ

ラスであることがわかる。

以上のように、高塚遺跡から出上した小玉、丸玉の分析を実施したところ、小玉はアルカリ石灰ガ

ラスで、丸玉は鉛ガラスであることがわかった。

(3) 赤色顔料の分析

第3表に挙げた古墳時代の住居跡内から出土した赤色顔料の由来について検討した。

試料番号 1~3 は、住居跡内の士壊に含まれていた赤色顔料であるが、第 3 表の蛍光X線分析の結

果から、いずれにも鉄 (Fe)が20%以上含まれていることがわかった。また、 X線回折でも、赤鉄鉱

の鉱物が検出されたことから、これらの赤色顔料はベンガラと考えれる。

試料番号4の石皿に付済した赤色顔料は、蛍光X線分析で微量の水銀 (Hg)が検出されたことから

朱と考えられる。
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(4)金属滓の分析

金属滓の分析では、第 4表に示した角田 1区の住居跡などから出土した金属滓の成分について検討

した。特に金属滓の表面には、茶色および青色に変色したところがみられ、この変色した部分の成分

がどのような物質で構成されているか、表面分析を実施した。

この結果、表のように 3点の金属滓にはすべて鉄分 (Fe)が含まれていた。それぞれの試料の鉄含

有量は、試料番号 lが38.74%、2が42.50%、 3が56.67%であった。またその他の成分としては、 Si

（珪素）やAl(アルミニウム）などが含まれていた。以上の結果より、この金属滓は鉄滓と推測される。

第 2表 高塚遺跡出土ガラス玉分析値（％）

番号 調査区 種別 遺構 時期 最大径最大厚 重量 Si K Ca Fe Al Ti Cu Pb Sn Ba 備考

1 塚廻り1区 小玉 包含層 古墳 2. 95 4.2 0.07 67.66 23.20 ---1 82 "''' 0 49 4.42 1 13 0. 38 Gl 水色

2 フロヤ3区 小玉 竪穴住居6 弥生後期 5 3.8 0.09 64.25 18. 71 0. 91 1. 50 8.04 0.34 3.44 1 47 0.28 J1 水色

3 フロヤ3区 小玉 竪穴住居6 弥生後期 3. 55 3.8 0.07 62. 12 18.53 ---1 77 7. 60 0.36 5. 11 2.50 0.58 J2 水色

'4 フロヤ3区 小玉 竪穴住居6 弥生後期 3. 35 5.3 0. 12 62.53 19.44 1 52 7.47 0.33 4.95 2.00 0.52 一，・・ー J3 水色

5 フロヤ3区 小玉 竪穴住居6 弥生後期 4.4 4.2 0.05 61 78 19. 51 1 44 8.04 0.30 5.25 1 52 0.26 ---J4 水色

! 6 フロヤ3区 小玉 竪穴住居6 弥生後期 2. 65 3.6 0.04 63.04 17. 72 ＇，一 1 69 7.99 0.30 5.85 2.45 0. 61, ー・ J5 水色

I 7 フロヤ3区 小玉 竪穴住居6 弥生後期 2.6 4 0.06 65. 14 20. 11 0.97 1 93 .,'  0.47 6.48 2.57 0.85 J6 水色

I: a フロヤ3区 小玉 竪穴住居6 弥生後期 2.8 , 3.8 0.05 65. 18 18. 91 2. 21 1 96 0.48 6.42 3.06 0.66 J7 水色， 
フロヤ3区 小玉 竪穴住居6 弥生後期 3. 1 4.4 0.07 65.04 21. 95 ---1 70 " 0.42 5. 75 2.87 0.53 '' J8 水色

, 11 フロヤ3区 小玉 竪穴住居6 弥生後期 2, 4. 15 0.05 62.30 20.87 2. 51 5.55 一・・・ー 0.30 0.20 •一 ―'' 0.83 J9 水色

12 フロヤ3区 小玉 竪穴住居23古墳後期 67. 94 11. 81 1 54 2.06 8. 71 0.39 4.24 1 05 ・- . J10 紺色

, 13 角田4区 丸玉 中世土墟南 15.8 1'6. 8 4.42 50.38 0. 16 0.48 0.60 '""'""" 0. 17 47.96 "'""'一 G1 

1'4 角田3区 丸玉 竪穴住居142古墳中期 3 4 0. 02 37.31 2. 99 1 94 1. 68 6.94 0.65 0.20 39.00 5. 31' 黄色

15 フロヤ2A区 小玉 竪穴住居37古墳中期 ， 
66.25 16. 44 1 73 8.58 0. 41 3.94 0.93 0.36 ① 

16 フロヤ2A区 小玉 竪穴住居30古墳中期 65.06 21.02 11. 84 6.87 ---3.45 1 39 ・-・-- ② 

17 フロヤ2A区 小玉 竪穴住居30古墳中期 63. 19 21 53 2.04 1. 82 
___ ., 

0.40 6.58 3. 14 0. 73 ③ 

第3表 高塚遺跡出土赤色顔料の分析一覧表（％）

言斗N。1旦言旦三言臼且言□

第4表 高塚遺跡出土金属滓の分析結果（％）

番号 調査区 資料N'o 遺 構 I: 時期 Si Al Fe Ca K Mn Ti 

li 角田 1区 4 竪穴住居 177 I 5,._, 7世紀 32.57 13. 13 38. 7-4 5.07 4 94 0. 78 0. 74 

2 角田 1区 32 河道9 ！平安前期 34. 55 15.36 42.50 2. 19 3.68 0. 5,1 0 90 

3 角田 1区 36 河道9 I平安前期 25. 13 1 li 41 56.67 2.05 3 16 0.66 0.59 
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3 まとめ

高塚遺跡から出上した銅製品、ガラス玉、赤色顔料、金属滓の材質分析を実施し、この分析結果を

要約すると、

(1)弥生時代後期の貨泉の表面分析では、銅・鉛・錫の含有量に差がみられA、Bの二つのグループ

に分類できた。これはAグループには錫成分が多く含まれ、 Bグループは銅の成分が多く含まれる

傾向にあった。

(2) ガラス宝の分析では、小玉がすべてアルカリ石灰ガラスで、丸玉が鉛ガラスであることがわかっ

た。

(3)赤色顔料の分析では、住居内の土壌より検出されたものはすべてベンガラで、石皿に付着した赤

色顔料からは朱が検出された。

(4)金属滓の分析では、表面が茶色および青色に変色した部分の表面分析を実施し、鉄が多量に含ま

れていることがわかり、この金属滓は鉄滓であることがわかった。

以上のように、非破壊分析で得られたデータからでも、遣物の材質に対していろいろな情報をも

たらすことができることも十分認識しておく必要がある。
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4 高塚遺跡出士土器の胎土分析
岡山理科大学自然科学研究所

白石 純

1 分析の目的

高塚遺跡出士の古墳時代から古代にかけての土師器、須恵器の胎土分析を実施し、以下のことにつ

いて検討した。

(1)高塚遺跡出土の古墳時代中期の土師器、須恵器が、同一住居跡内出土土器の間で胎土にどのよう

な差異がみられるか。

また、形態• 成形技法的に特長のある士器（試料番号15長胴甕）がどのような胎土であるか検討

した。

(2)高塚遺跡出土の古代須恵器のなかで、肉眼観察による砂粒の胎土や焼成で、複数に分類できるが、

この違いが理化学的な胎土分析でどのようになるか。

また、京都府篠窯跡出土のものと形態• 技法的に類似している鉢があるが、胎土的に違いがみら

れるか。

2 分析結果

分析は蛍光X線分析法で行い、分析試料・測定方法・試料調整などは、従来の方法に従った。分析

試料は第 1表に示した101点の土師器・須恵器で、このうち試料番号 1,...__,53までが古墳時代中期で、

54------101が古代の土器である。

まず、古墳時代中期の須恵器と土師器の間で胎土に差があるかどうか検討した。この結果、第 1図

Ca/K-Sr/Rb散布図のように須恵器と土師器の間で胎士に差がみられた。須恵器はCa/K比が 4以

下でSr/Rb比が1.5以下の領域に須恵器が分布し、土師器はその分布域を含みながら広く散漫な分布

をしている。また、土師器は複数の胎土に分かれるようである。また、須恵器の分布域に入る土師器

には 7(高杯）、 9(高杯）、 12(甑）、 15(長胴甕）、 18(甕）、 19(甕）、 22(鉢）、 30(甕）、 31(鉢）、 41(甑）、

43 (高杯）がある。

第2図Ca/Kー Sr/Rb散布図では、竪穴住居132から出土した上師器の胎土差について検討した。

この結果、明らかに二つの胎士に分かれた。一つは 1、4、8、14、16、17、20の Iグループで、もう一

つは 2、3、5、6、7、9、10、11、12、13、15、17、18、19、21、22のIIグループである。器種別にみると甕

では 1、8、16と2、3、5、6、11、17、18、19に、高杯は 4、20と7、9、13に別れ、甑も 14と12に別れ

た。また、第 1図で須恵器と土師器が識別できたことから第 2図に須恵器の分布領域を入れると、

この領域に 5、6、7、9、12、15、18、19、22の土器が入った。なお、 5と6は須恵器である。 12(甑）

と15(長胴甕）はこの須恵器の領域に入った。

第3図では、その他の住居跡および包含層から出士した士師器、須恵器の分布をみると、次のよう

に大きく 3つのグループに分かれると予想される。

mグループ・・・・24(住居141)、27・28(住居144)、52(住居190)

Nグループ・・・・23(住居138)、26・29(住居144)、36(住居150)、37・38(住居156)
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39 (住居160)、51・53(住居190)

Vグループ・・・・25(住居143)、30・31(住居146)、32・33・34(住居148)、35(住居150)

40 (住居168)、41(住居169)、42(住居172)、43(No.85下がり）

44・45・46 (包含層）、47(住居）、48(河道 6下層）、49・50(住居185)

散布図から以上のように分類したが、 IIIグループが第 2図で分類した Iグループと同じ領域で、 V

グループが須恵器の分布域にあたる。そして、 Nグループは土師器と須恵器の分布域の中間の領域と

なる。

次に古代の須恵器で、成形技法• 砂粒・焼成の違いが胎土分析でどのように分類できるか検討した。

第4図K-Ca散布図では、

Aグループ・.. 9、16、26、27、29、31、43、45、46、47、48

Bグループ・・・ 1、2、7、10、11、12、17、18、20、24、28、32、34、35、36、37、38、39、40、41

Cグループ・.. 3、4、5、6、8、13、14、15、19、22、23、25、30、33、42、44

Dグループ・・・ 21

第 5図Sr-Rb散布図では、

Aグループ・.. 9、16、26、27、29、34、35、39、43

Bグループ・・・ 1、2、7、10、11、12、14、17、18、20、22、24、28、30、31、32、36、37、38、40、

41、45、46、47、48

Cグループ・.. 3、4、5、6、8、13、15、19、23、25、33、42、44

Dグループ・・・ 21

以上のように別れる。

そして、この両散布図に共通して別れる須恵器として

Aグループ・.. 9、16、26、27、29、43

Bグループ・・・ 1、2、7、10、11、12、17、18、20、24、28、32、36、37、38、40、41

Cグループ・.. 3、4、5、6、8、13、15、19、23、25、33、42、44

Dグループ・・・ 21

のようになる。

このように理化学的な胎土分析で分類されたものを、成形技法• 砂粒・焼成などでみると、 AとB

グループには砂粒が粗く、焼成のやや悪いもの、 Cグループには成形が土師器の作りのものが目立つ

傾向がみられる。また、 Dグループは全く離れたところに分布し、明らかに胎土が異なることがわか

る。

試料番号31の鉢は形態が京都の篠窯跡と似ているが、胎土的にはどのようになるかでは、加茂政

所遺跡出土の篠産と考えられる試料と共に、 K-Ca散布図ではAグループに属し、 Sr-Rb散布図

ではBグループに属した。

3 まとめ

高塚遺跡の古墳時代から古代にかけての士師器、須恵器の分析結果について要点をまとめると、

(1)古墳時代中期の土器では、須恵器と土師器の間で、胎土に差があることがわかった。それは土

師器が広く散漫な分布をするのに対して、須恵器はある程度まとまる傾向にあった。また、以下の土
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師器が須恵器胎土の分布域に分布しており

7 (高杯）、 9(高杯）、12(甑）、15(長胴甕）、18(甕）、19(甕）、22(鉢）、30(甕）、31(鉢）

40 (高杯）、41(甑）、43(高杯）

これらの土師器が形態• 技法的どのように分類されるか検討を要する。

(2) 古代の須恵器の胎土分析では、成形技法• 砂粒・焼成などの差異で、ある程度識別されたが明

確な分類には至らなかった。また篠産と考えられる鉢は、加茂政所遺跡出士の篠産土器と胎土がほぼ

一致した。今後は、生産地の土器との比較が必要である。

この分析の機会を与えて頂いた岡山県古代吉備文化財センターの職員の方々にはいろいろお世話に

なりました。記して感謝いたします。
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第 1表 高塚遺跡出土土器（古墳時代）の分析一覧表（％）ただしSr, Rbはppm

No 種類 器種 調査区 遺 構 時期 K Ca Sr Rb 備 考 掲載No.
1 土師器 甕 角田4区 竪穴住居13古墳中期1. 66 0. 99 155 66 4494 
2 土師器 甕 角田4区 竪穴住居132古墳中期 . 65 1 06 233 97 4492 
3 土師 甕 角田4区 竪穴住居132古墳中期2'34 1. 0 175 95 4495 
4 土師 高杯 角田4区 竪穴住居132古墳中期1. 6€ 1.06 221 79 4505 
5 須恵 甕 角田4区 竪穴住居13L古墳中期1 60 0. 51 60 10 格子叩き 4510 
6 須恵器 宰.an. 角田4区 竪穴住居13i古墳中期2.4( J. 71 96 143 4511 
7 土師器 画杯 角田4区 竪穴住居132古墳中期1 92 J.68 137 10 4506 
8 土師器 甕 角田4区 竪穴住居132古墳中期1 5~ 1. 0ヽ17€ 63 4493 ， 土師 局杯 角田4区 竪穴住居132古墳中期l2.40 0.92 14( 97 接合部 4502 
10 土師 広口壷 角田4区 竪穴住居132古墳中期'>. 25 0.87 17L 99 4507 
11 土師 甕 角田4区 竪穴住居13古墳中期 1. 74 1. 07 l265 13L 4496 
12 土師 甑 角田4区 竪穴住居132古墳中期、1.36 0 75 101 95 4512 
13 土師 局杯 角田4区 竪穴住居132古墳中期1 96 b. 88 188 81 4503 
14 土師 甑 角田4区 竪穴住居13古墳中期1 63 1 07 19€ 69 袂り入り牛角把手 4513 
15 土師 長胴甕 一角田4区 竪穴住居13L古墳中期2.50 J. 7A 12C 12 格子叩き 4497 
16 土師 甕 角田4区 竪穴住居132古墳中期1. 9C 1. 36 23( 87 4498 
17 土師 甕 角田4区 竪穴住居132古墳中期1 62 1. 1 229 66 平底傾向 4501 
18 土師 甕 角田4区 竪穴住居13~ 古墳中期2.40 J. 87 134 87 4500 
19 土師 甕 角田4区 竪穴住居13~ 古墳中期2. 76 J. 93 156 98 4499 
20 土師 高杯 角田4区 竪穴住居13:古墳中期1. 58 1. 04 193 73 4504 
21 土師 鉢 角田4区 竪穴住居132古墳中期2 74 1. 08 207 1 Vi 4508 
22 土師 鉢 角田4区 竪穴住居132古墳中期 46 0. 7~ 94 92 4509 
23 土師 甕 角田3区 竪穴住居138古墳中期1. 56 J. 91 125 80 4555 
24 土師 高杯 角田3B区 竪穴住居141古墳中期1 52 1 35 188 88 4594 
25 須恵 甕 角田3C区 欧穴住居1436世紀初 . 24 l 39 112 1H 4617 
26 土師 高杯 角田3D区 穴住居144古墳中期2 43 1. 11 239 1 QL 4638 
27 土師 高杯 角田30区 穴住居14~ 古墳中期1.55 1. 01 149 78 4642 
28 土師 甕 角田3D区 穴住居14~ 古墳中期1、7E1. 21 215 93 底部穿孔 4634 
29 土師 甑 角田3D区 竪穴住居144古墳中期l2 41 1. 05 19E 101 4653 
30 土師 甕 角田3a区 竪穴住居146古墳中期2. 21 ~.8 124 11~ 4670 
31 土師 鉢 角田3a区 竪穴住居146古墳中期~- 68 0. 73 1 1 7 162 小型平底 4678 
32 須恵 蓋 角田3a区 竪穴住居14古墳中期 . 3( 8.66 99 14 4683 
33 須恵 高杯 角田3a区 Eウ穴住居148古墳中期2. 23 0.41 96 10 4684 
34 須恵 高杯 角田3a区 穴住居148古墳中期り.16 0. 7~ 123 135 接合部「日輪状」 4685 
35 須恵 壷 角田3a区 穴住居15古墳中期 . 49 8.56 109 11~ 4710 
36 土師 高杯 角田3a区 穴住居15古墳中期 .ヽ29 0. 9 159 101 接合部「日輪状」 4714 
37 土師 甑 角田2区 穴住居156古墳中期2.29 1 2 191 99 4773 
38 土師器 画杯 角田2区唇’穴住居156古墳中期2.32 0.99 149 103 4767 
39 土師 甑 角田2区 竪穴住居16(古墳中期2.35 1 01 19~ 11 A 4842 
40 土師 高杯 角田2区 竪穴住居168古墳中期 . 63 D.6 97 20S 4899 
41 土師 甑 角田2区 竪穴住居169古墳中期1. 73 0. 60 107 91 格子叩き 4921 
42 須恵 甕 角田2区 竪穴住居17古墳中期2.34 0.99 149 113 格子叩き 4963 
43 土師 画杯 角田1区 河道6下層 古墳中期 . 38 0.85 147 1 1 1 接合部「日輪状」 5413 
44 須恵目 蓋 角田4区 包含層 古墳中期1. 97 0. 64 139 88 新羅系？ 5550 
45 須恵§ 椀 角田2区 包含層 古墳中期 . 26 0. 6~ 1 OE 11 把手つき 5558 
46 須恵 器台 角田3区 包含層 古墳中期2. 17 0. 75 118 139 組紐文 5571 
47 須恵 蓋 フロヤ2A区 竪穴住居37古墳中期 . 29 0.51 127 101 1272 
48 須恵 壷 角田20区 河道6下層 古墳中期 . 12 0.8 12E 13, 組紐文 5438 
49 須恵 甕 角田1B区 竪穴住居185古墳中期1. 78 0 63 12~ 93 縄惹文叩き 5171 
50 須恵 局杯 角田1B区 竪穴住居185古墳中期 . 12 0. 81 125 12~ 5181 
51 土師 平底 : 角田lC区 竪穴住居190古墳中期2.44 1. 06 244 11 a 格子叩き 5227 
52 土師 平底 ト角田1C区 竪穴住居19古墳中期1. 97 1. 12 192 70 5246 
53 土師 甕か 角田1C区 堅穴住居19古墳中期1. 57 0.8 16( 76 格子叩き 5248 

-1084 -



高塚追跡出土土器の胎土分析

第 2表 高塚遺跡出土土器（古代の須恵器）胎土分析一覧表（％）ただしSr, Rbはppm

No. 器種 調査区 遺 構 K Ca Sr Rb 備 考 掲載No.

1 ..IIIl. 芸 角田1区 河道8 1. 90 0.64 113 160 砂粒、焼成 5906 
2 蓋 角田1区 河道8 2.43 0. 79 104 120 砂粒 5908 
3 杯 角田1区 河道8 2.57 1. 04 281 183 精良 5919 
4 杯 角田1区 河道8 2.37 1. 05 243 1 1 1 土師器の作り 5920 
5 杯 角田1区 河道8 2.55 0.94 237 115 土師器の作り 5921 
6 杯 角田1区 河道8 2.51 1. 07 228 110 土師器の作り 5922 
7 杯 角田1区 河道8 1. 78 0.82 117 111 中心までヘラ切り 5923 
8 杯 角田1区 河道8 2.44 1. 10 217 104 土師器の作り 5924 ， 杯B 角田1区 河道8 2.69 0.55 95 225 胎土に炭化粒 5928 
10 杯B 角田1区 河道8 2.06 0.54 128 113 胎土に炭化粒 5938 
11 杯B 角田1区 河道8 2. 15 0.67 112 128 精良 5940 
12 杯B 角田1区 河道8 2.02 0.57 128 125 精良 5942 
13 杯B 角田1区 河道8 2.36 1. 19 258 157 焼成 5944 
14 杯B 角田1区 河道8 1. 75 0.98 156 109 砂粒 5947 
15 杯B 角田1区 河道8 2. 19 1. 05 233 170 砂粒、焼成 5949 
16 杯B 角田1区 河道8 2.68 0.50 86 218 焼成 5952 
17 杯B 角田1区 河道8 1. 43 0.30 49 95 胎土に黒色粒 5956 
18 杯B 角田1区 河道8 1. 97 0.82 73 94 胎土に黒色粒 5960 
19 杯B 角田1区 河道8 2. 18 1. 05 268 121 焼成 5961 
20 杯B 角田1区 河道8 2.02 0.69 122 129 精良 5963 
21 杯B 角田1区 河道8 1. 74 1. 50 501 102 焼成 5964 
22 杯B 角田1区 河道8 2.63 0.94 153 125 砂粒 5968 
23 杯B 角田1区 河道8 2.60 1. 14 300 206 砂粒、焼成 5971 
24 杯B 角田1区 河道8 1. 89 0.59 102 147 砂粒、焼成 5973 
25 杯B 角田1区 河道8 2.21 

囀゚ 85 183 115 砂粒、焼成 5974 
26 皿 角田1区 河道8 2. 72 0.48 82 189 砂粒、焼成 5976 
27 皿 角田1区 河道8 2.65 0.48 90 190 土師器の作り 5977 
28 皿 角田1区 河道8 2. 15 0.60 83 121 砂粒 5979 
29 皿 角田1区 河道8 3.20 0.67 123 237 焼成 5981 
30 壷底部 角田1区 河道8 2.51 0.89 126 120 5997 
31 鉢 角田1区 河道8 2.59 0.30 82 120 篠産？ 6001 
32 杯 角田1区 河道8 2.57 0.66 133 134 土師器の作り 6022 
33 杯 角田1区 河道8 2.38 1. 16 252 134 土師器 6023 
34 杯 角田1区 河道8上層 2.44 0. 71 135 205 6086 
35 杯B 角田1区 河道8上層 2.54 0. 61 114 204 6087 
36 杯B 角田1区 河道8上層 2.39 0.67 121 142 精良 6091 
37 杯B 角田1区 河道8上層 2.26 0. 70 101 127 精良 6092 
38 杯B 角田1区 河道8上層 2.26 0.68 108 132 精良 6093 
39 杯B 角田1区 河道8上層 2.25 0.57 108 182 砂粒 6095 
40 杯B 角田1区 河道8上層 2. 18 0.55 100 117 硬質 6097 
41 杯B 角田1区 河道8上層 l. 86 0. 71 117 98 砂粒 6099 
42 杯B 角田1区 河道8上層 2.50 0.94 204 124 砂粒 6100 
43 杯B 角田1区 河道8上層 2. 73 0.54 101 234 精良 6104 
44 杯B 角田1区 河道8上層 1. 84 0.98 237 114 砂粒 6107 
45 加茂政所 2.53 0.41 137 122 
46 加茂政所 3.04 0.44 101 127 
47 加茂政所 2.60 0.43 139 127 
48 加茂政所 SK157 2.58 0.32 57 115 
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高塚遺跡出土製鉄・鍛冶関連遺物の金属学的調査

5 高塚遺跡出土製鉄・鍛冶関連遺物の金属学的調査

大澤正己• 鈴木瑞穂

概要

高塚遺跡の 6調査区にわたる 5世紀末から中世にかけての製鉄・鍛冶関連遺物（製錬滓、鍛冶滓、

含鉄鉄滓、ガラス質滓、鉄器、鉄片）を調査して、次の点が明らかになった。

〈1〉 角田 II・皿調査区出土鉄滓

5世紀代：住居跡出土鉄滓は、鍛冶炉の炉底で堆積形成された椀形鍛冶滓と不定形滓が混在する。

これらは、鉱石系鉄素材の折り返し曲げ鍛接の高温作業で排出された滓であり、鉄器製作に繋がる鍛

錬鍛冶滓に分類される。

また、赤熱鉄素材の表面酸化防止に粘土汁を塗布した際に生じたガラス質滓を共伴する。なお、椀

形鍛冶滓のなかに銅 (cu)が1.32%と高値のものがあり (TKT-16)、含銅磁鉄鉱系と推定される。

岡山県下の出土鉄滓で時折見受けられる成分系である。

中世：角田 II区鍛冶炉 l出土鉄滓は、 5世紀代の鍛冶滓の傾向と同じように鍛練鍛冶滓とガラス質

滓が確認された。

〈2〉 フロヤ 3 調査区出土鉄滓• 鉄器（紡錘車）

6世紀代：当時期になると製鉄一貫体制のとられた鉱石製錬滓から鍛冶滓までが出土する。ただし、

前者は製鉄炉の共伴遺物ではなく住居跡遺存品である故、製鉄操業の詳しい実態までの追求はできな

いが、製鉄の存在は傍証される。また、当区から鍛冶原料鉄となる荒鉄（製錬生成鉄で、表皮スラグ

や捲込みスラグ更にば炉材粘土の不純物を含む原料鉄：鉄塊系遺物）も検出された。高炭素鋼で炉外

放冷もしくは水冷の熱履歴をもつマルテンサイト (Martensite: 麻の葉模様の針状組織）をもつ共析

鋼 (c:0.77%)から過共析鋼 (C:0.77%以上）である。鉄塊の不純物除去や成分調整につながる精

錬鍛冶工程があったことが間接的に証明される。

出土鉄器は紡錘車の紡輪の調査であった。金属鉄は残存せず銹化鉄 (Goethite: a -FeO・OH) の

パーライト痕跡から極低炭素鋼の充当は判明したが、「焼き嵌め手法」などの詳細な情報はとれなか

った。

中世：炉外流出滓は鉱石系の製錬滓に分類される。

〈3〉 角田 I調査区出土鉄滓

6 世紀末~7 世紀•平安時代：鉱石系鉄素材の精錬鍛冶から鍛錬鍛冶のエ程で排出された滓であっ

〈4〉 フロヤ l調沓区出土鉄滓

中世： 5世紀前半から中世の定かでない層位からの出土鉄滓である。鉱石系製錬滓であって中世に

属する可能性が大きい。

〈5〉塚回り 3B区出土品

中世：鍛冶原料鉄になりうる亜共晶組成 (C:4.23%以下）の鉱石系白鋳鉄である。下げ処理によ
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付載 自然科学による鑑定• 分析

り錬鉄となりうる材質であった。

1 いきさつ

高塚遺跡は、岡山市高塚に所在して、旧高梁川の東分流によって形成された微高地上に立地する。

山陽自動車建設に伴う発掘調査で検出された、弥生時代から古墳時代・古代・中世・近世にわたる複
(3) (4) (5 l 

合遺跡である。この高塚遺跡に接して津寺遺跡（土筆山調査区、西川調査区、中屋調査区、高田調査
(6) (7) 

区、があり、更には政所遺跡などが存在し、過去に発掘調査されて鉄滓類の分析調査を行っている

高塚遺跡においても多くの製鉄関連遺物が出土しているので、これらの出士遺物を通して当時（古

墳時代から中世）の鉄事情を把握する目的から金属学的調査の運びとなった。

2 調査方法

2-1 供試材

Table. 1に供試材29点の履歴を示す。

2-2 調査方法

(1) 肉眼観察

遺物の肉眼観察所見。これらの所見をもとに分析試料採取位置を決定する。

(2) マクロ組織

本来は肉眼またはルーペで観察した組織であるが、本稿では顕微鏡埋込み試料の断面全体像を、投

影機の10倍もしくは20倍で撮影したものを指す。当調査は、顕微鏡検査によるよりも広い範囲にわ

たって、組織の分布状態、形状、大きさなどの観察ができる利点がある。

(3) 顕微鏡組織

切り出した試料をベークライト樹脂に埋込み、エメリー研磨紙の#150、#240、#320、#600、#1000

と順を追って研磨し、最後は被研磨面をダイヤモンドの 3μ と1μ で仕上げて光学顕微鋭観察を行っ

た。なお、金属鉄のパーライトとフェライト結晶粒はナイタル (5%硝酸アルコール液）で腐食

(Etching) している。

(4) ビッカース断面硬度

鉄滓の鉱物組成と、金属鉄の組織同定を目的として、ビッカース断面硬度計 (VickesHardness 

Tester) を用いて硬さの測定を行った。試験は鏡面研磨した試料に136° の頂角をもったダイヤモン

ドを押し込み、その時に生じた窪みの面積をもって、その荷重を除した商を硬度値としている。試料

は顕微鏡用を併用した。

(5) C MA  (Computer Aided X-Ray Micro Analyzer)調査

E P MA  (Electron Probe Micro Analyzer) にコンピューターを内蔵させた新鋭分析機器である。

旧式装置は別名X線マイクロアナライザーとも呼ばれる。分析の原理は、真空中で試料面（顕微鏡試

料併用）に電子線を照射し、発生する特性X線を分光後に画像化し、定性的な結果を得る。更に標準

試料と X線強度との対比から元素定量値をコンピューター処理してデータ解析を行う方法である。化

学分析を行えない微量試料や鉱物組織の微小域の組織同定が可能である。

(6) 化学組成分析
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付載 自然科学による鑑定• 分析

供試材の分析は次の方法で実施した。

全鉄分 (TotalFe)、金属鉄 (MetallicFe)、酸化第一鉄 (FeO) ・．容量法。

炭素 (c)、硫黄 (s)、 ：燃焼容量法、燃焼赤外吸収法

二酸化珪素 (SiO立酸化アルミニウム (Al203)、酸化カルシウム (eao)、酸化マグネシウム (MgO)、

酸化カリウム (K20)、酸化ナトリウム (NazO)、酸化マンガン (MnO)、二酸化チタン (TiO砂、酸

化クロム (Cr2切）、五酸化燐 (Pぬ5)、バナジウム (V)、銅 (Cu)、 ： ICP (Inductively Coupled Plasma 

Emission Spectrometer)法：誘導結合プラズマ発光分光分析。

3 調査結果

TKT-1鉄片

① 肉眼観察：平面は不整四角形を呈し、厚み 1cm程の偏平な鉄片である。用途は不明。表面は黒

錆に覆われ、放射割れが認められて磁性は強い。

② 顕微鏡組織： Photo. 1①～⑨に示す。①は銹化鉄 (Geothite: a -FeO・OH) 中の捲込みスラ

グ、ガラス質スラグ中に微小金属鉄粒が晶出する。④～⑨には金属鉄 (MetallicFe)部分を示す。②

③は研磨のままで腐食をしない組織で一部片状黒鉛の析出が認められる。④～⑨はナイタル (5%硝

酸アルコール液）で腐食 (Etching) して現れた組織である。④⑤は白鋳鉄なりかけの組織である。

⑥は片状黒鉛とパーライトが析出する。

③ ビッカース断面硬度： Photo. 1の⑧⑨に金属鉄 (MetallicFe)の硬度測定の圧痕を示す。⑧は

パーライト部分で364Hv、⑨セメンタイト部分は840Hvであった。それぞれ組織に見合った値とい

えよう。

④ 化学組成分析： Table. 2に示す。酸化物定量での結果である。炭素 (C)量は1.73%と2%に

達せず銑鉄になりきっていないが、二酸化珪素 (SiO砂 0.61%、酸化マンガン (MnO)0.01 %、五酸

化燐 (P20s)0.01 %、硫黄 (s)0.04%、銅 (Cu)0.005%であった。高純度の成分系からみて鉄製

品の破片であろう。砂鉄特有成分の二酸化チタン (TiO砂 0.05%、バナジウム (V)0.001 %と両者

は低めであるが、これから製鉄原料由来までの言及はできない。

TKT-2鉄塊系遺物

① 肉眼観察：平面は楕円形で椀形を呈する鉄塊系遺物である。銹化が進行し黒錆の滲みや放射割

れが著しい。上面は平坦気味で薄く黒灰色の表皮スラグが付着し、部分的に細かい気孔が発生する。

下面は薄く粉炭痕が認められる。形状を重視すれば、成分調整の精錬鍛冶工程に入りかかった状態の

鉄塊である可能性も考えられる。

② 顕微鏡組織： Photo. 2①～⑨に示す。①表皮スラグ部分の鉱物相を示す。白色樹枝状結晶ヴス

タイト (Wtistite: FeO)、淡灰色木ずれ状結晶ファイヤライト (Fayalite: 2Fe0・Si02)が基地の暗

黒色ガラス質スラグ中に晶出する。ファイヤライト基地にヴスタイトの局部析出から製錬系鉄塊系遺

物が想定される。

②～⑧金属鉄 (MetallicFe)紺織を示す。②は一部に片状黒鉛析出が認められる。③～⑧はナイタ

ル (5%硝酸アルコール液）で腐食 (Etching) して現れた組織である。パーライト領域の広いところ

から亜共品組成の白鋳鉄である。
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高塚遺跡出士製鉄・鍛冶関連遺物の金属学的調査

③ ビッカース断面硬度:Photo. 2の⑦～⑨に硬度測定の圧痕を示す。⑦はパーライト部分で292Hv、

⑧はセメンタイト部分で956Hvであった。それぞれ組織に対応した値となる。⑨は淡灰色不定形結

晶の硬度測定の圧痕を示す。硬度値は695Hvであった。ファイヤライト (Fayalite: 2Fe0・Si02) 
(lO) 

の文献硬度値600----700Hvの範囲内であり、ファイヤライトに同定される。

④ 化学組成分析： Table.2に示す。こちらも酸化物定量での結果である。炭素 Cc)は3.79%と

亜共晶組成の銑鉄に見合った数値で、荒鉄なので不純物が多く、二酸化珪素 (Si02)8.82%、酸化マ

ンガン (MnO)0.08%、五酸化燐 (P20s)0.23 %、硫黄 (S)0.28%、銅 (Cu)0.005%であった。

該品は前述した鋳鉄片に比べて未処理の央雑物の多い成分傾向が顕著である。一方、砂鉄特有成分の

二酸化チタン (Ti02)0.05%、バナジウム (V)0.001 %などは低値である。鉱物組成と併せて考える

と磁鉄鉱由来の鉄塊系遺物といえよう。

小結

中世の層位からの出土遺物 2点の調査結果である。 1点は鋳鉄片、残る 1点は製錬系鉄塊系遺物（鋳

鉄・鉱石系）と判明した。銑卸しの大鍛冶原料鉄としての搬入品であろうか。

TKT-3 製錬滓

① 肉眼観察：表面黄褐色の酸化土砂に覆われて、さらに滓の地も風化が進行しており外観からの

判断が難しい試料である。上面以外は破面と思われ、製鉄炉の炉内滓の小割りされた破片ではないか

と思われる。上面は細かい凹凸があり、中小の気孔がやや密に認められる。

② 顕微鏡組織： Photo. 3①～⑤に示す。鉱物組成は淡灰色盤状結晶ファイヤライト (Fayalite: 

2FeO・SiO砂と、粒内に微小析出物が認められる白色樹枝状結晶ヴスタイト (Wtistite: FeO) が僅

かに基地の暗黒色ガラス質スラグ中に晶出する。鉱石系製錬滓の晶癖である。

③ ビッカース断面硬度：淡灰色盤状結晶の硬度測定の圧痕をPhoto.3①に示す。硬度値は638Hv

であった。ファイヤライトの文献硬度値の範囲内であり、ファイヤライトに同定される。

④ CMA調査： Photo.17のSE(2次電子像）に示す鉱物相の高速定性分析結果がFig.1である。

A-Rankで検出された元素は鉄 (Fe)、ガラス質成分 (Si+Al+Ca+Mg+K+Na)、燐 (P)、であ

る。これは酸化物なので酸素 (0)が加わる。またB-Rankでチタン (Ti)が検出された。

この結果を視党化した面分析の特性X線像と定量分析値がPhoto.17である。 SEに6の番号をつ

けた淡灰色盤状結晶は鉄 (Fe)、珪素 (Si) に白色輝点が集中し、定量分析値は64.8%Fe0-31.6%

SiO匹ファイヤライト (Fayalite: 2Fe0・Si02)が同定される。淡灰色木ずれ状結晶ファイヤライト

の結晶の外側に沿って周囲にやや濃い色調の 2層構造が認められるためSE番号 7をつけて調査した。

特性X線像は鉄 (Fe)、珪素 (Si) に加えてカルシウム (Ca) に白色輝点が集中した。定量分析値は

48.1 %Fe0-32.3%Si02-18.7%CaOが得られ、灰かんらん石のライムオリピン (LimeOlivine : (Ca・ 

Fe) O・Si02) に同定されよう。

SEに8の番号をつけた淡茶褐色の羊歯の葉状の結晶はカルシウム (Ca)、鉄 (Fe)、珪素 (Si)、

アルミニウム (AI) に白色輝点が集中した。前述した灰かんらん石のライムオリピン (LimeOlivine : 

(Ca・Fe) O・SiOり 14.2%Ca0-23.0%Fe0-40.4%SiO此、 14.5%Al2伍組成からカイヤナイト

(Kyanite : Alぬ3・Si02)あたりの混合組成の可能性を考えている。
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付載 自然科学による鑑定• 分析

SEに9の番号をつけた個所は、定量分析値が 59.3%Si02-24.2%Al203-4.l%Ca0-14.4%K刃

-2.9%Fe0組成となるので、 i圭酸塩のガラス質スラグと同定される o

SEに10の番号をつけた白色粒状結晶は鉄 (Fe)、酸素 (0) に白色輝点が集中し、定量分析値は

90.1 %Fe0 (3.4%Ti02-6.3%Alz伍）なのでヴスタイト (Wtistite: FeO)に同定される。粒内にTi、

Alの固溶が認められる。

④ 化学組成分析： Table. 2に示す。鉄分低くガラス分の多い成分系である。全鉄分 (TotalFe) 

28.36%に対して、金属鉄 (MetallicFe). 0.20%、酸化第 1鉄 (FeO)28.53 %、酸化第 2鉄 (Fe2伍）

8.56%の割合である。ガラス質成分は (Si02+Al203+CaO+MgO+ K20+Na20) 55.59%で、こ

のうちに塩基性成分 (CaO+MgO)6.54%と高めに含む。砂鉄特有成分の二酸化チタン (TiO砂

0.22%、バナジウム (V)0.003%は低値である。また脈石成分の酸化マンガンは (MnO)0.27%とや

や低値である。銅 (Cu)は0.010%とやや高い値を示す。鉱石系製錬滓の成分である。

小結

鉱石製錬で排出されだ炉内滓の小割り破片である。 5世紀前半から中世にかけての層位からの出士

であるが、後者の中世に属する鉄滓であろう。

TKT-4製錬滓

① 肉眼観察：平面が楕円形を呈する、やや厚手の試料である。全体的に褐色の酸化土砂の付着が

顕著であるが、地の色調は黒灰色で細かい気孔が散在するも緻密な滓である。上下面は一部紫紅色を

呈する部分がある。やや酸化状態であったのだろうか。側面3面は破面。長さ 1cm程の木炭痕が数個

所に認められる。下面は長さ 1cm程の木炭痕による凹凸が顕著である。製錬滓か鍛冶滓か判断が難し

い遺物である。

② 顕微鏡組織： Photo. 3⑥～⑧に示す。淡灰色盤状結晶ファイヤライト (Fayalite: 2Fe0・SiOz) 

が甚地の暗黒色ガラス質スラグ中に晶出する。

③ ビッカース断面硬度：淡灰色盤状結晶の硬度測定の圧痕をPhoto.3⑥に示す。硬度値は633Hv

である。ファイヤライトの文献硬度値600-----700Hvの範囲内であり、ファイヤライトに同定される。

④ 化学組成分析： Table. 2に示す。鉄分低めでガラス分の多い成分系である。全鉄分 (TotalFe) 

35.09%に対して、金属鉄 (MetallicFe) 0.18 %、酸化第 1鉄 (FeO)39.77%、酸化第 2鉄 (Fe203)

5.72%の割合である。ガラス質成分 (SiO叶 Al203+ CaO + MgO + K20 + NazO) 50.00%で、この

うちに塩基性成分 (CaO+MgO)4.92%を含む。チタン (Ti)0.16%、バナジウム (V)0.001 %、酸

化マンガン (MnO)0.33%、銅 (Cu)0.008%で鉱石系脈石成分が多い。形状的には椀形滓様にも見

えるが製錬滓成分である。

TKT-5鉄器

① 肉眼観察：紡錘車の紡輪からの採取試料である。側面と裏面は破面で偏平である。銹化の進行

が進み金属鉄の遺存は認められない。

② 顕微鏡組織： Photo. 4①～⑤に示す。①は銹化鉄 (Goethite: a -FeO・OH) 中の非金属介在

物を示す。鍛打により展伸された非晶質碓酸塩である。②～⑤には銹化鉄 (Goethite: a -FeO・OH) 
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付載 自然科学による鑑定• 分析

部分を示す。金属鉄は既に残留せず銹化しているが、パーライト (Pearlite・．フェライトとセメンタ

イトが交互に重なった層状組織）とフェライト結晶粒界の痕跡を留めている。 0.1%以下の炭素含有量
(11) 

で、極軟鋼であったと推定される。

鉄製紡錘車の製造は「焼き嵌め法」という鉄材の加熱時の膨張と、冷却時の収縮性を利用して紡輪

と紡茎を固定する手法がとられるが、今回の供試材ではそれらの熱処理の痕跡は定かではなかった。

③ CMA調査：銹化鉄 (Goethite) 中の非金属介在物の高速定性分析結果をFig.2に示す。 A-

Rankで検出された元素は鉄 (Fe)、ガラス質成分 (Si+Al+ Ca+ Mg+ K +Na)、硫黄 (S)、酸素 (o)

であった。・

この結果を視覚化した面分析の特性X線像と定量分析値がPhoto.18である。 SE(2次電子像）に 5

の番号をつけた個所ではガラス質成分 (Si+Al+ Ca+ Mg+ K + Na)、酸素 (o) に白色暉点が集中し、

定量分析値64.5%Si02-14.5%Al2③ -8.5%CaO-l.8%Mg0-6.0%K刃ー2.2%Fe0が得られた。

非晶質珪酸塩と同定される。

TKT-6炉内滓

① 肉眼観察：平面は不整五角形を呈する炉内滓である。側面 2面は破面。上面は平坦気味で長さ

1 cm以下の木炭痕が数個所認められる。下面は細かい木炭痕による凹凸が顕著である。地の色調は黒

灰色で、表面やや風化気味である。表面に細かい気孔が散在するが緻密な滓である。製錬滓か鍛冶滓

か判断が難しい遺物である。 ・

② 顕微鏡組織： Photo. 4⑥～⑧に示す。鉱物相は淡灰色木ずれ状結晶ファイヤライト (Fayalite: 

2FeO・Si02)が基地の暗黒色ガラス質スラグ中に晶出する。また、微小金属鉄粒が認められる。

③ ビッカース断面硬度： Photo. 4⑥に示す。淡灰色木ずれ状結晶の硬度測定の圧痕を示す。 357Hv

とファイヤライト (Fayalite: 2Fe0·SiO砂文献硬度値の600~700 Hvから大きく外れるが、風化

と亀裂のため異常値を出したと考えられる。ファイヤライトに同定されよう。

④ CMA調査： Photo.19のSE(2次電子像）にある鉱物相の高速定性分析結果がFig.3である。

A-Rankで検出された元素は鉄 (Fe)、ガラス質成分 (Si+AI+Ca+Mg+K+Na)、燐 (P)、これ

らは酸化物で存在するので酸素 (o) が加わる。 B-Rankでチタン (Ti)が検出された。前述した

TKT-3製錬滓と同系鉱物組成である。

この結果を視覚化した面分析の特性X線像と定量分析値がPhoto.19である。 SEに1の番号番号を

つけた淡灰色木ずれ状結晶は鉄 (Fe)、珪素 (Si) に白色輝点が集中し、定量分析値は40.0%Si02-

62.9%Fe0であり、ファイヤライト (Fayalite: 2Fe0・SiO砂に同定される。これには3.3%Ca0-

l.8%Mn0の固溶がある。 SEに2の番号をつけた個所は、ガラス質成分 (Si+Al +Ca+Mg+K) に

白色輝点が集中し、定量分析値は43.9%Si02-16.9%Al2応一 14.9%Ca0-5.8%Kゆ組成で珪酸塩

である。これには19.9%Fe0の固溶がある。 SEに3の番号をつけた片状結晶は鉄 (Fe)、チタン (Ti)、

珪素 (Si)、アルミニウム (Al)、カルシウム (Ca) に白色輝点が集中し、定量分析値がll.6%Ca0-

43.2%Fe0-27.0%Si02-15.5%Ai203組成から灰かんらん石のライムオリピン (LimeOlivine : 

(Ca・Fe) O・Si02) とカイヤナイト (Kyanite: Al203・Si02) の混合組成あたりの可能性が考えられ

る。 SEの淡灰色木ずれ状結晶の表層部に4の番号をつけている。 TKT-3と同様表層に沿ってやや濃

い色調の 2層構造が認められる。白色輝点は鉄 (Fe)、珪素 (Si)、に加えてカルシウム (Ca) に集中
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付載 自然科学による鑑定• 分析

し、定量分析値は32.6%Si02-19.2%Ca0-46.l%Fe0であった。ライムオリピン (LimeOlivine : 

(Ca・Fe) O・Si02) に同定される。

⑥ 化学組成分析： Table. 2に示す。鉄分やや低くガラス分が多い。また、脈石成分 (CaO+MgO、

Ti02、V、MnO) の多い成分系である。全鉄分 (TotalFe) 35.59%に対して、金属鉄 (MetallicFe) 

0.20%、酸化第 1鉄 (FeO)38.74%、酸化第 2鉄 (Fe203)7.55 %の割合である。また、ガラス質

成分 (SiO叶 AbO叶 CaO+MgO+K20+Na20)48.65%で、このうちに塩基性成分 (CaO+MgO)

8.73%を含む。脈石成分は二酸化チタン (Ti02)0.32%、バナジウム (V)0.003%、酸化マンガン

(MnO) 1.08%とやや高値である。また銅 (Cu) は0.002%であった。鉱石系製錬滓の成分系である。

TKT-7椀形鍛冶滓

① 肉眼観察：鍛冶炉の炉底に堆積形成された小型の椀形鍛冶滓である。側面 1面は破面。上面は

平坦ぎみで細かい気孔が散在する。下面には長さ 1cm程の細かい木炭痕による凹凸が顕著に認められ

る。地の色調は黒灰色である。

② 顕微鏡組織： Photo. 5①～⑤に示す。鉱物組成は白色粒状結晶ヴスタイト (Wiistite: FeO)が

やや凝集気味に晶出し、その粒間を淡灰色盤状結晶ファイヤライト (Fayalite: 2Fe0・Si02)や、基

地の暗黒色ガラス質スラグが埋める。鉄素材の繰り返し折り返し曲げ鍛接の高温作業で排出された鍛

錬鍛冶滓の晶癖である。

③ ビッカース断面硬度：白色粒状結晶の硬度測定の圧痕をPhoto.5①に示す。硬度値は421Hvで

あった。ヴスタイトの文献硬度値の下限を僅かに下回るが、ヴスタイト (Wtistite: FeO) に同定さ

れる。

④ 化学組成分析： Table. 2に示す。鉄分高くガラス分の低い成分系である。全鉄分 (TotalFe) 

61.32%に対して、金属鉄 (MetallicFe) 0.16%、酸化第 1鉄 (FeO) 59.61~、酸化第 2 鉄 (Fe2伍）

21.20%の割合である。ガラス質成分 (Si02+Al2切 +CaO+MgO十知O+Na20) は15.43%で、こ

のうちに塩基性成分 (CaO+MgO)2.03%を含む。砂鉄特有成分の二酸化チタン (Ti02)0.09%、バ

ナジウム (V)0.001 %と低く、脈石成分の酸化マンガンも (MnO)0.18%と低値である。銅 (Cu)

0.002%であった。鉱石系鍛錬鍛冶滓の成分系である。

TKT-8製錬滓

① 肉眼観察： KTK-3と同様、表面黄褐色の酸化土砂に覆われて、さらに滓の地も風化が進行して

おり、外観からの判断が難しい試料である。 1面を除き他は破面で、製鉄炉の炉内滓の小割り破片で

はないかと思われる。破面には中小の気孔がやや密にみられる部分がある。また、破面には光沢が認

められる。

② 顕微鏡組織： Photo. 5⑥～⑧に示す。鉱物組成は淡灰色盤状結晶ファイヤライト (Fayalite: 

2FeO・SiO砂と僅かに白色樹枝状結晶ヴスタイト (Wtistite: FeO)が基地の暗黒色ガラス質スラグ

中に晶出する。鉱石系製錬滓の晶癖である。

③ ビッカース断面硬度：淡灰色盤状結晶の硬度測定の圧痕をPhoto.5⑥に示す。硬度値は657Hv

とファイヤライトの文献硬度値の範囲内であり、ファイヤライト (Fayalite: 2Fe0・Si02) に同定さ

れる。
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④ 化学組成分析:Table. 2に示す。鉱石製錬滓としての鉄分レベルを持った滓である。全鉄分 (Total

Fe) 32.89%に対して、金属鉄 (MetallicFe) 0.09%、酸化第 1鉄 (FeO)36.56%、酸化第 2鉄 (Fe203)

6.26%の割合である。また、ガラス質成分 (Si02+Ab切 +CaO+MgO+K刃 +Na20)52.73%で、

このうちに塩基性成分 (Cao+MgO) 5.29%を含む。二酸化チタン (TiO砂 0.26%、バナジウム (V)

0.002%、酸化マンガン (MnO)0.27%、銅 (Cu)0.008%であった。塩基性成分 (CaO+MgO) の

5.29%は製錬滓としての数値であろう。

TKT-9ガラス質滓

① 肉眼観察：不定形、小型のガラス質滓である。地は黒色で流動状を呈する。側面2個所小さく

欠損した部分があり、全面気孔が密集しているのが認められる。

② 顕微鏡組織:Photo. 6①～⑤に示す。暗黒色ガラス質スラグ基地中に白色多角形結晶マグネタ

イト (Magnetite: Fe3切）が晶出している。①④⑤ではマグネタイトの凝集が認められる。炉壁の

溶融物にスラグ分が混入したものである。

③ ビッカース断面硬度：白色粒状結晶の硬度測定の圧痕をPhoto.6①に示す。硬度値は613Hvで

あった。マグネタイトの文献硬度値を僅かに上回るがマグネタイト (Magnetite: Fe304) に同定さ

れよう。

④ 化学組成分析： Table. 2に示す。鉄分低くガラス分の高い成分系である。また脈石成分 (Ti02、

V、MnO) も高め傾向である。全鉄分 (TotalFe) 19.35%に対して、金属鉄 (MetallicFe) 0.12%、

酸化第 1鉄 (FeO) 14.30%、酸化第 2鉄 (Fe2低） 11.60%の割合である。ガラス質成分 (Si02+

Alz伍 +CaO+MgO+知〇十Na20)70.66%で、このうち塩基性成分 (CaO+MgO)5.91 %を含む。

二酸化チタン (Ti02)0.52%、バナジウム (V)0.006%、と比較的高値である。酸化マンガン (MnO)

0.24%、また銅 (Cu)が0.012%とやや高めであり鉱石系の成分といえよう。

TKT-10炉外流出滓

① 肉眼観察：平面不整五角形を呈する炉外流出滓の破片である。側面3面は破面。上面は酸化に

より紫紅色を呈する。表面には流動時の跛が各所に認められる。下面は細かい凹凸がみられ、酸化土

砂の付着が顕著である。緻密な滓であるが、表面風化が認められる。

② 顕微鏡組織:Photo. 6⑥～⑧に示す。鉱物組成は淡灰色木ずれ状結晶ファイヤライト (Fayalite: 

2Fe0・Si02) と微量の白色樹枝状結晶ヴスタイト (Wtistite: FeO) が基地の暗黒色ガラス質スラグ

中に晶出する。鉱石製錬滓の晶癖である。

③ ビッカース断面硬度： Photo. 6⑥に示す。淡灰色木ずれ状結品の硬度測定の圧痕を示す。硬度

値は648Hvとファイヤライト (Fayalite: 2Fe0・Si02) の文献硬度値の範囲内であり、ファイヤラ

イトに同定される。

④ 化学組成分析： Table. 2に示す。脈石成分が高めの成分系である。全鉄分 (TotalFe) は42.04%

に対して、金属鉄 (MetallicFe) 0.10%、酸化第 1鉄 (FeO)49.32%、酸化第 2鉄 (Fe203)5.15% 

の割合である。ガラス質成分 (SiOz+ Al203 + CaO + MgO + Kぬ+Na20) は42.29で％、このうち

に滓と鉄の分離に寄与する塩基性成分 (CaO+MgO) は高めの4.25%である。砂鉄特有成分の二酸化

チタン (Ti02)0.21 %、バナジウム (V)0.001 %と低値である。脈石成分の酸化マンガン (Mno) は
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0.71%と多い。銅 (Cu) も0.020%と高め傾向で鉱石系製錬滓の特徴を有するものであった。

TKT-11鉄塊系遺物

① 肉眼観察：黄褐色の酸化士砂に分厚く覆われた小振りの鉄塊系遺物である。銹化のため大きく

2片に割れている。

② マクロ組織．・ Photo.16に示す。断面は周辺部が銹化鉄となり、ゲーサイト中に針状セメンタイ

トの痕跡を留め、その内側を過共析鋼と共析鋼が混在する組織である。全体にまとまりの良好な鉄塊

であるが0.1---0.3mm前後の点蝕が発生している。

③ 顕微鏡組織： Photo. 7①～⑨に示す。①は鉄中非金属介在物の硫化鉄 (FeS)である。その周囲

にはFe-Fe3C -Fe3Pの三元系共晶であるステダイト (Steadite)が存在する。②③はウイッドマン

ステッテン状組織①痣）は粗大な結品粒からなる微細島状組織の集合体、さらに⑥逗）は初析セメンタイ

トが粒界に析出し、粒内に針状セメンタイトが析出した高炭素を含有する過共析鋳造組織をもち主と

して 3種類の組織体によって構成されている。上記過共析組織及び素地の結晶粒から推定される加熱

温度は1300℃であり、製鉄炉内から比較的速い冷却速度で冷却されたと推定される。

④ ビッカース断面硬度：⑦は共析パーライト組織のフェライトとセメンタイトの層状組織が変形

した個所の硬度測定で286Hvを呈する。⑧は初析セメンタイト及び針状セメンタイト組織が生成し

た過共析組織で398Hvと極めて高い硬度値を示している。一方⑨は低炭素鋼のマルテンサイト組織

のウイッドマンステッテンが焼戻された組織に類似したところで229Hvであった。製錬系の鉄塊と

推定されるが、実験的に再現の難しい熱サイクルを得た組織を呈するものであった。

⑤ _CMA調査： Photo.20のSE(2次電子像）にある鉄中非金属介在物の高速定性分析結果をFig.4

に示す。 A-Rankで検出された元素は鉄 (Fe)、燐 (P)、硫黄 (S)、錫 (Sn)である。

これを視覚化した面分析の特性X線像と定量分析値がPhoto.20である。 SEに1の番号をつけた個

所は鉄 (Fe) と硫黄 (S) に白色輝点が集中し、定置分析値は64.8%Fe-35.l%S-l.8%Sn組成が

得られた。硫化鉄 (FeS) に同定される。また、 SEに2の番号をつけた個所は鉄 (Fe)、燐 (P) に

白色輝点が集中し、定量分析値は87.2%Fe-7.3%P-l.7%Snであった。三元系共晶のステダイト

(Steadite : Fe-Fe3C-Fe3P) に同定される。該品は高温生成物といえる。

小結

フロヤ調査区 3区は 6世紀代の遺物が中心となり、中世が一部加わる。出土鉄滓からみて鉱石製錬

から鍛冶作業が推定される。また鍛冶原料の鉄塊系遺物から製品としての紡錘車も存在するが、後者

は銹化が激しくて鍛冶技術までの言及はできなかった。

TKT-12鍛冶滓

① 肉眼観察：ほぽ完形で軽い質感の不定形鍛冶滓である。上面には長さ 1cm程の木炭痕が集中す

る個所があり、その周囲では僅かに黒錆が認められる。下面にも木炭痕による凹凸が認められる。表

面は一部風化が認められ、細かい気孔が散在する。

② 顕微鏡組織： Photo. 8①～⑤に示す。①～③に鉄滓の鉱物紐成を示す。白色粒状結晶ヴスタイ

ト (Wtistite: FeO)、淡灰色木ずれ状結晶ファイヤライト (Fayalite: 2Fe0・Si02)が基地の暗黒色
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ガラス質スラグに晶出している。④@銹化鉄 (Goethite)部分を示す。フェライト基地にとパーライ

トの痕跡を留めており、炭素量0.2%程の軟鋼になる組織である。

③ 化学組成分析： Table. 2に示す。鉄分低くガラス質分の多い成分系である。全鉄分 (TotalFe) 

37.57%に対して、金属鉄 (MetallicFe) 0.13%、酸化第 1鉄 (FeO)16.49%、酸化第 2鉄 (Fe2切）

35.20%の割合である。含鉄（銹化）のため酸化第 2鉄の値が高い。ガラス質成分は (Si02+Al203 

+CaO+MgO+応〇十NazO)36.43%で、このうちに塩基性成分 (CaO+MgO) をやや多めの

3.94%を含む。砂鉄特有成分の二酸化チタン (TiO砂は0.21%、バナジウムは (V)0.001 %と低値で

ある。酸化マンガン (MnO)0.21 %、銅は (Cu)0.025%高めの値を示した。鉱石系精錬鍛冶滓の成

分系である。該品は荒鉄（製錬生成鉄で表皮スラグや捲込みスラグ、更にば炉材粘土など不純物を

含む原料鉄：鉄塊系遺物）の不純物除去と成分調整をはかった際の排出滓である。

TKT-13椀形鍛冶滓

① 肉眼観察：平面不整五角形を呈する椀形鍛冶滓である。側面3面は破面。下面にも破面が認め

られる。上面は平坦気味で大きいもので径 5mm程の中小の気孔が散在する。長さ 1cm程の木炭痕も

1個所薄く認められる。下面は粉炭による凹凸が認められる。非常に緻密で重贔感のある椀形鍛冶滓

である。表面にはやや風化が認められる。

② 顕微鏡組織： Photo. 8⑥～⑧に示す。鉱物組成は白色粒状結晶ヴスタイト (Wiistite: FeO)、

淡灰色盤状結晶ファイヤライト (Fayalite: 2Fe0・Si02)が基地の暗黒色ガラス質スラグ中に晶出す

る。鍛錬鍛冶滓の晶癖である。

③ ビッカース断面硬度： Photo. 8⑥に白色粒状結晶の硬度測定の圧痕を示す。 452Hvとヴスタイ

トの文献硬度値の範囲内であり、ヴスタイトに同定される。

④ 化学組成分析： Table. 2に示す。鉄分高くガラス分の少ない成分系である。全鉄分 (TotalFe) 

62.10%に対して、金属鉄 (MetallicFe) 0.16%、酸化第 1鉄 (FeO)67.35%、酸化第 2鉄 (Fe203)

13.71 %の割合である。ガラス質成分は (Si02+Alz03+CaO+ MgO+ K刃+Na20) 16.40%で、こ

のうちに塩基性成分 (CaO+MgO)1.83%を含む。砂鉄特有成分の二酸化チタン (Ti02)0.12%、バ

ナジウム (V)0,001 %と低値である。酸化マンガン (MnO)0.16%、銅 (Cu) は0.020%とやや高

めであった。鉱石系鍛錬鍛冶滓に分類される。

小結

角田調査区 I区の 6世紀末から 7世紀の住居跡から精錬鍛冶滓、平安時代前期の包含層から鍛錬鍛

冶滓が出土した。当区での鍛冶作業を予測させる遺物である。

TKT-14椀形鍛冶滓

① 肉眼観察：小型、偏平でほぽ完形の椀形鍛冶滓である。上面は黄褐色の酸化土砂の付着が著し

いが、細かい木炭痕が数個所認められる。下面は垂下時の凹凸を僅かに残す。

② 顕微鏡組織： Photo. 9①～⑤に示す。鉱物組成は白色粒状結晶ヴスタイト (Wtistite: FeO)が

やや凝集気味に晶出し、その粒間を淡灰色木ずれ状結品ファイヤライト (Fayalite: 2Fe0・Si02) や

基地の暗黒色ガラス質スラグが埋める。なお、＠＠）には毛羽立ち状のヘーシナイト (Hercynite: FeO・ 
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油 03)が局部析出する。羽口近傍高温個所のものであろう。

③ ビッカース断面硬度：白色粒状結晶の硬度測定の圧痕をPhoto.9①に示す。 485Hvとヴスタイ

トの文献硬度値の範囲内でありヴスタイト (Wtistite: FeO) に同定される。

④ 化学組成分析： Table. 2に示す。鉄分多くガラス分の少ない成分系である。全鉄分 (TotalFe) 

60.61 %に対して、金属鉄 (MetallicFe) 0.12%、酸化第 1鉄 (FeO)61.80%、酸化第 2鉄 (Fe2伍）

17.80%の割合である。ガラス質成分 (Si02+Al2切 +CaO+MgO+K20+Na20) 18.15%で、この

うちに塩基性成分 (CaO+MgO) 1.57%を含む。砂鉄特有成分の二酸化チタン (TiO砂 0.13%、バナ

ジウム (V)0.001 %と低値であった。酸化マンガン (MnO)0.06%、銅 (Cu)0.008%であり鉱石系

鍛錬鍛冶滓の成分系である。

TKT-15椀形鍛冶滓（ガラス質滓）

① 肉眼観察：小型で非常に軽い質感のガラス質の椀形鍛冶滓である。側面 5面は破面。上面は被

熱による気孔が顕著である。下面には灰白色で鍛冶炉床粘土の付着が認められる。切断面でも気孔が

顕著で粘土分が被熱溶融して形成されたものと察知される。

② 顕微鏡組織:Photo. 9⑥～⑧に示す。暗黒色ガラス質スラグ中に微小析出物が認められる。

赤熱鉄素材の酸化防止に表面粘土汁を塗布するが、そうした粘土汁を多用した際の鍛錬鍛冶滓かと

思われる。

TKT-16鍛冶滓

① 肉眼観察：平面が不整三角形状の鍛冶滓片である。側面2面は破面。灰黒色で表面がやや流動

状を呈する。破面では細かい気孔が密に発生する。ガラス質主体の軽い質感の滓である。 し

② 顕微鏑組織： Photo.IO①～⑤に示す。①では暗黒色ガラス質スラグ中に白色のマグネタイト

(Magnetite : Fe304) 晶出が認められた。また、②～⑤では淡灰色長柱状結晶ファイヤライト

(Fayalite : 2Fe0・SiO砂と、白色樹枝状結晶ヴスタイト (Wiistite: FeO) が基地の暗黒色ガラス

質スラグに晶出する。

③ 化学組成分析： Table. 2に示す。鉄分低くガラス分の多い成分系である。全鉄分 (TotalFe) 

10.42%に対して、金属鉄 (MetallicFe) 0.09%、酸化第 1鉄 (FeO)8.24%、酸化第 2鉄 (Fez伍）

5.61%の割合であった。また、ガラス質成分 (Si02+Al2切 +CaO+MgO十知O+Na20)81.20%で、

このうちに塩基性成分 (CaO+MgO) 5.69%を含む。二酸化チタン (TiO砂 0.47%、バナジウム (V)

0.04%、酸化マンガン (MnO)0.18%、また銅 (Cu)が1.32%と非常に高い値を示した。該品も粘土

汁多用の鍛錬鍛冶滓の一種であろう。銅 (Cu)が異常に多いのは鉄素材が含銅磁鉄鉱の影響であろう

か。

TKT-17 供試材は 3点あり、①～③とも良く似た質感、大きさの小型の鍛冶滓 (6g前後）である。

TKT-17① 鍛冶滓

① 肉眼観察：小型で軽い質感の鍛冶滓である。色調は灰褐色。表面には小さな気孔が点在し、や

や風化が認められる。

② 顕微鏡組織： Photo.10⑥～⑧に示す。白色粒状結晶ヴスタイト (Wtistite: FeO)、淡灰色盤状
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結晶ファイヤライト (Fayalite: 2Fe0・Si02)が基地の暗黒色ガラス質スラグ中に晶出する。鍛錬鍛

冶滓の晶癖である。

③ ビッカース断面硬度：白色粒状結晶の硬度測定の圧痕をPhoto.10⑥に示す。 372Hvと風化と

割れの影響を受けて異常値を呈するが、ヴスタイトに同定されよう。

TKT-17② 鍛冶滓

① 肉眼観察：小型で軽い質感の灰褐色の鍛冶滓片である。細かい気孔が各面にみられる。また、

粉炭痕や木炭粉の噛み込みも認められる。表面はやや風化が進行している。

② 顕微鏡組織： Photo.11①に示す。白色粒状結晶ヴスタイト (Wtistite: FeO)、淡灰色盤状結晶

ファイヤライト (Fayalite: 2Fe0・Si02)が基地の暗黒色ガラス質スラグ中に晶出する。風化により

割れや点蝕が認められる。鍛錬鍛冶滓の晶癖である。

TKT-17③ 鍛冶滓

① 肉眼観察：小型で軽い質感の灰褐色の鍛冶滓である。上面には細かい気孔が散在する。また、

粉炭痕が認められる。表面はやや風化が進行している。

② 顕微鏡組織： Photo.11②～④に示す。微小白色粒状結晶ヴスタイト (Wtistite: FeO)、淡灰色

繊維状結晶ファイヤライト (Fayalite: 2Fe0・SiO砂が基地の暗黒色ガラス質スラグ中に晶出する。

風化による影響が顕著である。鍛錬鍛冶滓の品癖である。

TKT-18鍛冶滓（ガラス質滓）

① 肉眼観察：小型、不定形の鍛冶滓である。表面は比較的滑らかで細かい気孔が部分的に集中し

て認められる。地の色調は灰褐色で風化の進行が顕著であるがガラス質主体の滓である。

② 顕微鏡組織： Photo.11⑤～⑦に示す。⑤は暗黒色ガラス質スラグである。風化の影響が顕著で

ある。⑥⑦暗黒色ガラス質スラグ中に微小析出物が認められる。赤熱鉄素材の酸化防止の粘土汁多用

によるガラス質滓であろう。

TKT-19鍛冶滓

① 肉眼観察：灰褐色で小型の鍛冶滓片である。表面には細かい気孔が認められる。破面でも中央

部に内面光沢のある気孔が密に集中する。

② 顕微鏡組織： Photo.12①～③に示す。①は暗黒色ガラス質スラグである。②は白色樹枝状結晶

ヴスタイト (Wiistite: FeO)、淡灰色木ずれ状結晶ファイヤライト (Fayalite: 2Fe0・Si02)が基地

の暗黒色ガラス質スラグ中に晶出する。③は淡灰色木ずれ状結晶ファイヤライト (Fayalite: 2Fe0・ 

SiO砂のみが基地の暗黒色ガラス質スラグ中に晶出する部分である。赤熱鉄素材が粘土汁塗布の影響

を受けて形成された鍛錬鍛冶滓の一種であろう。

TKT-20鍛冶滓

① 肉眼観察：小型の椀形鍛冶滓片 (26g)である。側面2面は破面である。色調は灰褐色。上面

には細かい木炭痕が密にみられる。また、細かい気孔も認められる。下面にも数個所木炭痕を留める。
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② 顕微鏡組織： Photo.12④～⑧に示す。①は銹化鉄 (Goethite:a -FeO・OH) 部分である。

⑤～⑧では基地の暗黒色ガラス質スラグ中に白色粒状結晶ヴスタイト (Wtistite: FeO)、淡灰色木ず

れ状結晶ファイヤライト (Fayalite: 2Fe0・Si02) を晶出する。

③ ビッカース断面硬度：白色粒状結晶の硬度測定の圧痕をPhoto.12⑦に示す。 558Hvと粒状結

晶で高め傾向を呈するのは、マグネタイトの可能性をもつ。 Photo.12⑧は銹化鉄の圧痕である。硬度

値を参考までに記載すると698Hvであった。

④ 化学紺成分析： Table. 2に示す。全鉄分 (TotalFe) 40.27%に対して、金属鉄 (MetallicFe) 

0.03%、酸化第 1鉄 (FeO)27.36%、酸化第 2鉄 (Fe203)27.13%の割合である。ガラス質成分

(SiO叶 Al203+ CaO + MgO + K心 +Na20)35.77%で、このうち塩基性成分 (CaO+MgO)2.36%を

含む。二酸化チタン (TiO砂 0.22%、バナジウム (V)0.001 %、酸化マンガン (MnO)0.24%であっ

た。銅 (Cu) は0.010%と比較的高値であった。鉱石系の鍛錬鍛冶滓に分類されよう。

TKT-21鍛冶滓

① 肉眼観察：小型の鍛冶滓片 (26g)である。表面風化の進行が著しい。細かい気泡が散在する。

② 顕微鏡組織： Photo.13①～⑤に示す。鉱物紺成は白色粒状結晶ヴスタイト (Wiistite: FeO) 

がやや凝集気味に晶出し、また淡灰色木ずれ状結晶ファイヤライト (Fayalite: 2Fe0・Si02)が基地

の暗黒色ガラス質スラグ中に晶出する。鍛錬鍛冶滓の晶癖である。

③ ビッカース断面硬度：白色粒状結晶の硬度測定の圧痕をPhotoぷ3①に示す。 455Hvとヴスタ

イトの文献硬度値の範囲内であり、ヴスタイト (Wtistite: FeO) に同定される。

④ 化学組成分析： Table. 2に示す。全鉄分 (TotalFe) 44.65%に対して、金属鉄 (MetallicFe) 

0.11 %、酸化第 1鉄 (FeO)39.11 %、酸化第 2鉄 (Fe2伍） 20.22%の割合である。ガラス質成分

(SiO叶 Al2伍 +CaO+MgO十知O+Na20) は34.13%で、このうちに塩基性成分 (CaO+MgO)

3.06%を含む。二酸化チタン (Ti02)0.13 %、バナジウム (V)0.002%、酸化マンガン (MnO)

0.49%、銅 (Cu)0.005%であった。鉱石系の鍛錬鍛冶滓である。

小結

角田調壺区 II区出土鉄滓の主体は、 5世紀末に属する小型鍛冶滓 (5........ 79 g)である。繰り返し折り

曲げ鍛接の高温作業で排出された鍛錬鍛冶滓である。いずれも鉄器製作に係わる滓であり、赤熱鉄素

材の酸化防止の酸化防止粘土汁多用の証である。時代が下がり中世に比定される 2点の鍛冶滓も鍛錬

鍛冶滓に分類された。

TKT-22椀形鍛冶滓

① 肉眼観察：小型でやや不定形の椀形鍛冶滓の完形品 (76g)である。上下面ともに長さ 1cmほ

どの木炭痕が認められる。地の色は黒灰色で表面はやや風化が認められる。下面には灰白色で砂質の

鍛冶炉炉床土が付着している。

② 顕微鏡組織： Photo.13④～⑧に示す。白色粒状結晶ヴスタイト (Wiistite: FeO)がやや凝集

気味に品出し、また淡灰色木ずれ状結晶ファイヤライト (Fayalite: 2Fe0・Si02)が暗黒色ガラス質

スラグ中に晶出する。鍛錬鍛冶滓の晶癖である。
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③ ビッカース断面硬度：白色粒状結晶の硬度測定の圧痕をPhoto.13④に示す。硬度値は472Hv

とヴスタイトの文献硬度値の範囲内であり、ヴスタイト (Wtistite: FeO) に同定される。

④ 化学組成分析： Table. 2に示す。鉄分多くガラス分の少ない成分系である。全鉄分 (TotalFe) 

55.81 %に対して、金属鉄 (MetallicFe) 0.09%、酸化第 1鉄 (FeO)46.41 %、酸化第 2鉄 (Fe2伍）

28.09%の割合である。ガラス質成分 (Si02+Al203+CaO+MgO十知O+Na20)23.07%で、この

うち塩基性成分 (CaO+MgO)1.26%を含む。砂鉄特有成分の二酸化チタン (Ti02)0.13%、バナジ

ウム (V)0.004 %、と低値であり、酸化マンガンも (MnO)0.09%と少ない。銅 (Cu) のみは

0.070%と高値であった。含銅鉱石系鍛錬鍛冶滓に分類されよう。

TKT-23供試材は 4点あり、①～④とも良く似た質感の鍛冶滓片である。

TKT-23① 鍛冶滓

① 肉眼観察：小型の鍛冶滓片 (16g)である。上面は表面残存はごく一部で、破面には中小の気

孔が散在する。気孔内が茶褐色を呈するものが多く、金属鉄粒が銹化した痕跡の可能性も考えられる。

下面は表面を残しており、粉炭の痕跡が薄く認められる。鍛錬鍛冶滓の晶癖である。

② 顕微鏡組織： Photo.14①～⑤に示す。白色粒状結晶ヴスタイト (Wtistite: FeO)がやや凝集

ぎみに晶出し、その粒間を淡灰色木ずれ状結晶ファイヤライト (Fayalite: 2Fe0・SiO砂と基地の暗

黒色ガラス質スラグが埋める。

③ ビッカース断面硬度： Photo.14④に白色粒状結晶の硬度測定の圧痕を示す。硬度値は486Hv

の硬度値を呈してヴスタイト (Wtistite: FeO) に同定される。⑤は白色粒状結晶凝集部分の硬度測

定の圧痕を示す。 457Hvとやはりヴスタイトの文献硬度値の範囲内であり、これも同系でヴスタイト

(Wtistite : FeO) に同定された。

TKT-23② 鍛冶滓

① 肉眼観察：小型の鍛冶滓片 (16g)である。表面残存は 1面のみで、他は破面である。表面は

黒褐色で細かい凹凸を残す。破面には中小の気孔が散在し、細かい木炭痕が認められる。

② 顕微鏡組織： Photo.14⑥～⑧に示す。鉱物組成は白色粒状結晶ヴスタイト (Wtistite: FeO) 

がやや凝集気味に晶出し、また淡灰色木ずれ状結晶ファイヤライト (Fayalite: 2Fe0・Si02)が暗黒

色ガラス質スラグ中に晶出する。一部風化の影響が顕著である。

③ ビッカース断面硬度：白色粒状結品の硬度測定の圧痕をPhoto.14⑦⑧に示す。 Wi.istite(FeO) 

⑦は硬度値が525Hvであり、マグネタイトに同定される。⑧は硬度値は388Hvであった。ヴスタイ

卜粒と考えられるが、風化のためにそれぞれ異常値を示している。

TKT-23③ 鍛冶滓

① 肉眼観察：小型の鍛冶滓片 (12g) である。表面から風化の進行が顕著である。上面には細か

い木炭痕が認められる。また 1個所小さく層状に銹化部分を残す。ごく小さな含鉄部があったのであ

ろう。

② 顕微鏡組織： Photo.15①に示す。鉱物組成は白色粒状結晶ヴスタイト (Wtistite: FeO)が凝

集気味に晶出する。また淡灰色木ずれ状結晶ファイヤライト (Fayalite: 2Fe0・SiO砂は風化による
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影響が顕著である。これも鍛錬鍛冶滓の晶癖である。

③ ビッカース断面硬度：白色粒状結晶の硬度測定の圧痕をPhoto.15①に示す。 505Hvとヴスタ

イトの文献硬度値450-----500H vの上限を僅かに上回るがヴスタイト (Wiistite: FeO) に同定される。

TKT-23④ 鍛冶滓

① 肉眼観察：小型の鍛冶滓片 (6.0g)である。表面から風化が進行する。上面には細かい木炭痕

が認められる。破面には細かい気孔が散在する。

② 顕微鏡組織： Photo.15②～④に示す。①に鉄滓の鉱物組成を示す。白色粒状結晶ヴスタイト

(Wtistite : FeO) がやや凝集気味に晶出し、また淡灰色木ずれ状結晶ファイヤライト (Fayalite: 

2Fe0・Si0砂が暗黒色ガラス質スラグ中に晶出する。 Photo.15③④銹化鉄 (Goethite: a -FeO・OH) 

部分を示す。パーライト痕跡から炭素量は0.1%程度の極軟鋼であったと推定される。

③ ビッカース断面硬度：白色粒状結晶の硬度測定の圧痕をPhoto.15④に示す。 514Hvとヴスタ

イトの文献硬度値を僅かに上回るがヴスタイト (Wtistite: FeO) に同定されよう。圧痕に発生した

大きな亀裂が誤差の原因であろう。

TKT-24製錬滓

① 肉眼観察：小型の炉底塊の破片 (35g)である。表面からの風化が著しい。本来は緻密な滓で

あったと思われる。 5mm程の木炭痕が 1個所、他に細かい気孔が点在する。

② 顕微鏡組織： Photo.13⑥～⑧に示す。鉱物組成は淡灰色不定形結晶ファイヤライト (Fayalite: 

2FeO・SiO砂、粒内微小析出物が認められる白色樹枝状結晶ヴスタイト (Wiistite: FeO)が基地の賠

黒色ガラス質スラグ中に晶出する。鉱石系製錬滓の品癖である。

③ ビッカース断面硬度：淡灰色盤状結晶の硬度測定の圧痕をPhoto.13⑥に示す。 696Hvとファ

イヤライトの文献硬度値600~700Hvの範囲内であり、ファイヤライト (Fayalite : 2Fe0・Si02) に

同定される。

④ 化学組成分析： Table. 2に示す。鉄分低めでガラス分が多く、脈石成分 (CaO+MgO、TiO広

V、MnO) も高めの成分系である。全鉄分 (TotalFe) 37.08%に対して、金属鉄 (MetallicFe) 0.07%、

酸化第 1鉄 (FeO)3.94%、酸化第 2鉄 (Fe203)48.54 %であった。ガラス質成分 (SiOz+ 

Ab伍 +CaO+MgO+K刃+Na20) 45.17%で、このうちに塩基性成分 (CaO+MgO) 7.66%を含

む。脈石成分の二酸化チタン (Ti02)0.33 %、バナジウム (V)0.008%、酸化マンガン (MnO)

0.63%とやや高値で、銅 (Cu) も0.015%とやや高めであった。鉱石製錬滓に分類される。

小結

角田III調査区から出土した 5世紀末に属する椀形鍛冶滓は16g以下の小型品である。これらは精製

された鉱石系鉄素材を鉄器に加工する段階で排出された鍛錬鍛冶滓である。一方、中世の炉底塊の小

破片は鉱石系の製錬滓であった。
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4 まとめ

高塚遺跡では、古墳時代から中世にかけて鍛冶作業で排出された滓を多く出土する。 5世紀末の段

階では、鉱石系鉄素材を原料とした鍛錬鍛冶滓であるが、 6世紀代になると荒鉄の不純物除去と成分

調整の精錬鍛冶から鍛錬鍛冶を伴う一貫体制へと変化する。また、鉱石系製錬滓の混在から、周辺地

域での製錬が予測されだす。

更に古代から中世にかけても製錬から鍛冶の動向は継続される。以上の様相は、この備中高松を中

心とした小平野の微高地に立地する高塚遺跡や津寺遺跡及び加茂政所遺跡などの各集落においても観

察することができた。今後鍛冶原料鉄の産地同定が残された研究課題となってくる。おそらく総社久
(8) (9) 

代製鉄遺跡や奥坂遺跡群などが看過できない遺跡として挙げられよう。

註

(1)含銅磁鉄鉱系の鍛冶淫出土例として次の報告書が挙げられる。 Cu:0.12~0.17%の事例である。

•大澤正己「原尾島遺跡（藤原光町 3 丁目地区）出土製鉄関連遺物の金属学的調査」『原尾島遺跡（藤原光町 3 丁目

地区）」（岡山県埋蔵文化財発掘調査報告139) 岡山県教育委員会 1999

• 大澤正己•鈴木瑞穂「津島追跡出土鉄滓の金属学的調査」「津島遺跡』（岡山県埋蔵文化財発掘調査報告145) 岡山

県教育委員会 1999

•大澤正己「矢部奥田遺跡・矢部古墳群A ・矢部堀越遺跡出士鉄滓の金属学的調査」『山陽自動車道建設に伴う発掘調

査報告 6』（岡山県埋蔵文化財発掘調査報告82) 岡山県教育委員会 1993

•大澤正己「窪木薬師遺跡出土鍛冶関連遺物の金属学的調奔」「前川河JIl改修工事に伴う発掘調査』（岡山県埋蔵文化

財発掘調査報告86) 岡山県教育委員会 1993

(2)焼き嵌め法は、鉄材の加熱時の膨張と冷却時の収縮性を利用して紡輪と紡茎を固定する。報告書は準備中であるが下

記の報告で紡錘車の焼き嵌めの確認がとれている。

大澤正己「南山田遺跡出士鍛冶関連遺物・鉄製品の金属学的調査」「南山田遺跡』福島県郡山市埋蔵文化財発掘調査

事業団提出原稿平成10年 7月11日

(3)大澤正己「津寺遺跡丸田W区、土筆山 3: 5区出土製鉄関連遺物の金属学的調査」［山陽自動車道建設に伴う発掘調

査報告 9』（岡山県埋蔵文化財発掘調査報告90) 岡山県教育委員会・日本道路公団広島建設局岡山工事事務所 1994

(4)大澤正己「津寺遺跡西川調査区出上鉄滓の金属学的調査」『山陽自動車道建設に伴う発掘調在報告10(その 2)<津寺

遺跡2>』（岡山県埋蔵文化財発掘調査報告98) 岡山県教育委員会・日本道路公団広島建設局岡山工事事務所 1995

(5)大澤正己「津寺遺跡出土製鉄関連遺物の金属学的調査」「山陽自動車道建設に伴う発掘調査報告 〈津寺遺跡4>』（岡

山県埋蔵文化財発掘調査報告116) 岡山県教育委員会・日本道路公団広島建設局岡山工事事務所 1997

(6)大澤正己「津寺遺跡（中屋調査区）出土鉄淫の金属学的調査」「山陽自動車道建設に伴う発掘調査報告 〈津寺遺跡5〉j

（岡山県埋蔵文化財発掘調査報告128) 岡山県教育委員会・日本道路公団広島建設局岡山工事事務所 1998

(7)大澤正己「加茂政所遺跡出士製鉄関連遺物の金属学的調査」「加茂政所遺跡・高松原古才遺跡・立田遺跡～山賜自動

車道建設に伴う発掘調査-j (岡山県埋蔵文化財発掘調査報告138) 岡山県教育委員会 1999

(8)大澤正己「総社久代製鉄遺跡群出士製鉄関連遺物の金属学的調査」水島機会金属工業団地共同組合西団地遺跡群j

（総社市埋蔵文化財調査報告 9)総社市教育委員会 1991

(9)大澤正己「奥坂製鉄遺跡群出土製鉄関連遺物の金属学的調査」 I奥坂遺跡群J(総社市埋蔵文化財調査報告15)総社市

教育委員会 1999

(10) 日刊了業新聞社『焼結鉱組織写真および識別法』 1968 ヴスタイトは450-500Hv、マグネタイトは500~600 Hv、
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高塚遺跡出土製鉄・鍛冶関連遺物の金厩学的調査

ファイヤライトは600~700Hvとある。

(11) 山本科学工具研究社「標準顕微鏡組織第 1類炭素鋼・鋳鉄編』 1960 フェライト (Ferrite) : 純鉄に微量の炭素を固

溶した a相の鉄をいう。炭素の最大固溶量は常温で0.008%位である。

パーライト (pearlite: フェライトとセメンタイトが交互に重なり合って構成された層状組織）。鉄に炭素が約0.1%以

上含まれてくるとパーライトが現われる。パーライトの占める面積は炭素含有量の増加に伴って増し、 0.77%で全部

パーライトなる。
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Photo. 5 椀形鍛冶滓と製錬滓の顕微鏡組織
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Photo. 7 鉄塊系遺物の顕微鏡組織
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Photo. 9 椀形鍛冶滓の顕微鏡組織
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Photo.10 鍛冶滓の顕微鏡組織
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Photo.12 鍛冶滓の顕微鏡組織
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Photo.13 鍛冶滓の顕微鏡組織
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Photo.14 鍛冶滓の顕微鏡組織
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Photo.15 鍛冶滓と製錬滓の顕微鏡組織
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Photo.16 鉄塊系遺物 (TKT-11)のマクロ組織X10
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Photo.17 鉱石製錬滓 (TKT-3)の特性X線像と定量分析値
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Photo.18 紡錘車 (TKT-5)紡輪鉄中非金属介在物の特性X線像と定量分析値
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Photo.19 炉内滓 (TKT-6)の特性X線像と定量分析値
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Photo.20 鉄塊系遺物 (TKT-11)鉄中非金属介在物の特性X線像と定量分析値
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高塚遺跡出土の中世人骨について

6 高塚遺跡出土の中世人骨について
池田次郎

1 人骨の遺存状態と性、年齢の推定

土堀墓19(角田 3a区SK02) 

羽釜内に右の頭頂骨、側頭骨、後頭骨など脳頭蓋骨、下顎骨骨体、上腕骨と前腕骨の骨体が埋納さ

れていたが、いずれも小破片である。

骨の大きさから幼小児骨とみられる。

土堀墓18(角田 3b区SX01) 

左右の側頭骨など脳頭蓋骨、左上腕骨、左右の大腿骨と腔骨の骨体の破片以外に、上顎右の第 3大

臼歯を除く全歯が遊離歯として遺存する。

大臼歯の磨耗度は著しく軽微で、小児もしくは若年者と推定されるが、確かではない。性の判別は

できない。

土堀墓21 (角田 3C区SX01) 

四肢長骨の断片 4点だけが検出された。

性、年齢とも判明しない。

土壊墓20(角田 3C区SX02) 

大部分の頭蓋骨が遺存するが、上顎骨と下顎骨以外の骨は破損が著しく、接続することはできない。

上顎骨は左右の歯槽突起と口蓋突起を、下顎骨は左半分と右骨体の後部を残し、上顎骨には左右の中

切歯、側切歯、犬歯、第 2小臼歯、第 1大臼歯と右の第 1小臼歯が、下顎骨には右の第 2小臼歯から

第3大臼歯までと、左の中切歯から第 3大臼歯までの全歯が釘植している。

胴骨では右の肋骨断片が数本、上肢骨では右の鎖骨と肩甲骨、左右の上腕骨と前腕骨が残存するが、

このうち左上腕骨が骨体の大部分を残す以外、いずれも小破片である。下肢骨としては、左右の寛骨、

大腿骨、腔骨、排骨がある。長骨は骨端を欠くが骨体の大部分が残っている。

下顎骨の骨体は高く頑丈で、四肢長骨はいずれも著しく強大である。大臼歯の磨耗度は強いが、歯

槽の閉鎖は認められない。壮年後半の男性骨と推定される。

土壊墓24(角田 3C区SX05) 

上腕骨、手骨と思われる破片各 2点が検出されている。

性、年齢とも判明しない。

2 埋葬姿勢

人骨が遺存していた土堀墓51基、 1遺構における被葬者の埋葬姿勢を第 1表（高塚遺跡分ののみ

再掲）に示す。

散乱骨および改葬墓を別とすれば、 2体以上が埋葬されている土城墓はない。
(l) 

溝の中から幼児 2体分の歯が検出された津寺遺跡溝475・47、礫に混じっていた津寺遺跡中世墓ー
(2) (3) (4) 

8、焼骨が検出された津寺遺跡土堀墓ー13、男女各 l体の遺骨が改葬されている津寺遺跡土城墓ー 3、
(5) 

改葬の疑いがある加茂政所遺跡土壊墓ー13、羽釜内に幼小児骨が埋納されている高塚遺跡士城墓ー19
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に残存する人骨は正常な解剖学的位置関係を保っていない。これらを除く 46基の土堀墓のうち遺存人

骨が少なく、埋葬姿勢を推定することができないものが12基ある。

埋葬姿勢が確認もしくは推定できた34基のうち仰臥伸展葬は 4基で、それ以外は屈葬である。津寺
(6) 

遺跡土堀墓ー15の仰臥伸展人骨は、左の下肢を折りまげ、右足で立った状態で横たわっている。屈葬

の内訳は、躁据姿勢をとる座位が2例、残りはすべて躯幹を棺底につけているが、そのうちの 5例は

膝を立てた仰臥で、 23例が横臥である。横臥屈葬では左を下にした左側臥は 5例認められるが、その

うち 4例までが膝関節を軽くまげ、 1例だけが強くまげている。これに対して右側臥18例のうち17例

が股関節、膝関節とも強くまげている。したがって、下肢を強く折りまげた右側臥屈葬が圧倒的に多
(7) 

い。なお、津寺遺跡丸田皿区火葬墓の焼けた人骨は、膝を強くまげた左側臥屈位の姿勢を保っており、

遺体は土城墓の中で焼かれ、そのまま埋葬されたものであろう。 ｀ 

次に頭位が判明している38例のうち、西北西、南西各 1例を別とすれば、北と東を中心とする方位

に納まり、北北東と北西の間に2⑱叫北東と東南東の間に15例が入る。次に埋葬姿勢が確認された34

例の頭位を検討すると、 4例の仰臥伸展葬では全例がほぼ真東である。また、最も多数を占める右側

臥屈葬18例のうち13例の頭位が北北東から北北西の間にある。それ以外の埋葬姿勢と頭位との間には

規則性は認められない。

全国各地で発掘された中世士葬墓の報告例を通覧し、遺存する人骨から被葬者の埋葬姿勢、頭位を

検討した池田 (1982) によれば、埋葬姿勢は変異に富んでいるが、全体としてみれば右側臥屈位が多

く、頭位は北東から北西の範囲内に入るものが圧倒的多数を占めるので、北頭位右側臥屈位で顔を西

に向けた埋葬が中世の普遍的な葬法であったろうという。北頭位右側臥屈葬が最も多い津寺、三手、

高塚遺跡の中世墓の埋葬様式も中世の一般的葬法に従っているといえよう。

3 人骨の形態特徴

骨の保存状態は著しく悪く、また土圧による変形や表面の剥離が多くの骨にみられる。そのため、

計測、観察に堪える資料はきわめて少ない。頭蓋および四肢骨の個体別計測値を付表 1....._, 4に示す。

頭蓋計測値
(8) 

下顎骨を別とすれば、主要な計測値がえられた資料は津寺遺跡土堀墓ー16壮年女性骨だけである。

その頭蓋最大長 (181mm) は女性としてはきわめて長く、後頭部が強く膨隆している。頭蓋最大幅

は計測できないが、かなり狭いとみられ、長幅示数が長頭もしくは過長頭であることは確かである。

バジオン・ブレグマ高も計測できないが、比較的高い。なお、壮年男性の後頭部も強く後方に突出し

ている。

顔高 (110mm) 、上顔高 (65mm) 、鼻高 (49mm) など顔面高径は山口県吉周浜中世人（中橋• 永井、 1

985)の平均値に一致し、熊本県尾窪中世人（内藤、 1973) よりやや高い。中顔幅 (98mm) も吉母浜

中世人に近く、尾窪中世人より大きい。したがって、ウィルヒョーの頻示数(112.2) と上顔示数 (6

6.3) は吉母浜中世人の平均値に合致し、顔示数は尾窪中世人よりやや小さく、上顔示数はやや大き

いが、これら中世人の間では両示数に大きな差は認められない。

鼻根部が破損しているため、その形態は明らかでないが、歯槽側面角 (53°) は尾窪中世人よりや

や大きく、吉母浜中世人および鎌倉材木座中世人（鈴木• 他、 1956)の平均値よりはるかに小さい。
(8) 

下顎骨計測値は男性5例、女性2例で計測できたが、津寺遺跡土城墓ー16女性以外の計測値は他集
(S) 

団と比較できない。津寺遺跡土堀墓ー16女性の数値は、下顎長がやや小さく、オトガイ高、下顎体高
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がやや高い以外、吉母浜、鎌倉材木座の中世人と大差ない。咬合型は鋏状である。
(8) 

津寺遺跡土壊墓ー16女性は、著しい長頭、低顔、歯槽性突顎という中世日本人頭蓋の特性を具えて

いる。

下肢骨計測値

四肢骨のうち、資料数が比較的多い左の大腿骨と腔骨の計測値を比較するが、この中には性別が確

実でない資料や右下肢骨計測値が2、3含まれている（第 2表）。比較集団は、男性では広島県の福

山市丁谷貝塚（池田、 1993) と帝釈峡遺跡群寄倉岩陰遺跡（池田、 1980)、山口県吉母浜遺跡（中橋

• 永井、 1985)、神奈川県鎌倉材木座（香原、 1956)の中世人、西日本（城、 1938)と東日本 (Yamaguchi、

1986) の古墳人、津雲縄文人（池田、 1988) 、畿内現代人（平井• 田幡、 1928)の8集団、女性では

そのうち寄倉中世人を除く 7集団である。なお、男性の胚骨計測値の比較には、鎌倉材木座中世人の

代わりに極楽寺中世人（寺沢• 佐倉、 1961) を用いた。

中世日本人下肢骨の特徴として、大腿骨骨体上部の扁平性（香原、 1956) と、大腿骨の柱状性と腔

骨の扁平性が弱いこと（内藤•他、 1979) が知られ、ている。大腿骨の中央および骨体上部の横断示数

が小さく、腟骨の中央および栄養孔部の横断示数が大きい吉母浜、材木座・極楽寺中世人の下肢骨は

この特徴をよく示している。
(9) 

山陽自動車道岡山工事区中世人の大腿骨中央横断示数は、女性では比較した中世人との間に大きな

差はみられないが、男性の場合、中世人、古墳人のいずれよりも大きく、畿内現代人に近い。大腿骨

骨体上部横断示数は、男女とも丁谷あるいは寄倉の中世人より大きく、西日本、東日本古墳人の数値

に近い。腔骨の中央横断示数は、男女とも丁谷、寄倉など広島中世人に近く、吉母浜、極楽寺中世人

や古墳人よりやや小さい。栄養孔部の横断示数では、男性は極楽寺中世人と一致し、それ以外の中世

人、西日本古墳人より僅かに小さく、女性は丁谷、吉母浜中世人にやや劣り、西日本古墳人に近い。

胚骨の扁平性および男性大腿骨の柱状性は中世人としてはやや強いが、津雲縄文人にくらべればはる

かに弱い。

以上、岡山工事区出士の中世人の大腿骨は、骨体上部の扁平性を欠き、男性では柱状性が強いなど中

世人の特徴を示さず、腔骨の扁平性も中世人としてはやや強いが、この点では広島の中世人に類似する。

註

(1)岡山県教育委員会「津寺遺跡 5』岡山県埋蔵文化財発掘調査報告 127 1998 

(2)岡山県教育委員会 r三手遺跡・津寺遺跡J岡山県埋蔵文化財発掘調査報告 90 1994 

(3)註 lに同じ。

(4)岡山県教育委員会『津寺遺跡 2』岡山県埋蔵文化財発掘調査報告 98 1995 

(5)岡山県教育委員会「加茂政所遺跡・高松原古才遺跡・立田遺跡J岡山県埋蔵文化財発掘調査報告 138 1999 

(6)註 lに同じ。

(7)註2に同じ。

(8)註 1に同じ。

(9)高塚遺跡、三手遺跡、津寺遺跡、加茂政所遺跡が該当する。

本文は、池田次郎「山陽自動車道建設丁事に伴う発掘調査による岡山丁事区出土の人骨ー中世人骨」「三手遺跡• 津寺

遺跡J岡山県埋蔵文化財発掘調査報告 90 1994の再掲である。再掲にあたり、旧遺構名を各報告書掲載の新遺構名に改

め文献註をつけたほか、第 1表は高塚追跡分のみに留めた。（絹集）
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第 1表 高塚遺跡出土の中世人骨

遺跡名 調査区名 土漿墓 被葬者の 埋葬姿勢
備考

番号 年齢・性 頭位 下肢 躯幹
両塚遺跡 角田 3a区 19号 幼小児 一• 羽釜内
両塚遺跡 角田 3b区 18号 不明・不明 東 伸 仰臥
尚塚遺跡 角田 3C 区 21号 不明・不明 （北） 不明 不明
両塚遺跡 角田 3C 区 20号 壮年・男性 北 屈 仰臥
両塚遺跡 角田 3C 区 24号 不明・ 不明 不明 不明 不明

）内は不確実

第 2表 (1) 男性下肢骨計測値の比較（左）

中 世 古 墳 縄文
岡 山 広 島 山 ロ神奈川 西日本 東日本 津雲

大腿骨 n M 丁谷 1号 寄倉 吉母浜 材木座
6中央矢状径 12 29. 7 28 30 28. 1 27.2 27.2 28.9 29.0 
7中央横径 12 27. 7 27 29 27. 7 26.8 26.8 28.4 26. 0 
8中央周 11 90.8 88 94 87.8 86.0 85.9 87.4 
9'骨体上部最大径 ， 31. 9 32 34 *32. 1 * 31. 6 32.9 32. 5 31. 7 
10'骨体上部最小径 ， 24.4 23 24 *24. 4 *23. 9 24.4 25. 5 24.3 
6/7中央横断示数 12 107.6 103. 7 103.4 101. 3 102.5 101. 8 102.2 111.8 
10'/9'骨体上部横断示数 ， 76.9 71. 9 70.6 *76. 1 *75. 7 74. 7 78.9 *76. 7 
腔骨 極楽寺
8中央最大径 6 30.8 29 32 29.6 30.4 28.9 30.6 32.3 
8a栄養孔部最大径 2 33.0 35 34 33.8 34.0 33.3 35. 2 
9中央横径 6 21. 0 20 22 21. 6 22. 1 21. 4 22.6 20.4 
9a栄養孔部横径 2 22. 5 25 24 24.0 23.6 23.4 22.2 
10骨体周 6 83. 7 83 84 80.8 83.5 80.9 84.5 
9/8中央横断示数 6 69. 1 69.0 68.8 73.0 73 74. 3 73.8 63.3 
9a/8a栄養孔部横断不数 2 68.4 71. 4 70. 6 71. 0 69.8 70.4 63.0 
*9骨体上横径 10骨体上矢状径 10/9上骨体横断示数 * * 10/ 9上骨体横断示数 83. 1 
岡山は高塚遺跡、三手遺跡、津寺遺跡、加茂政所遺跡のデータ（以下同じ）

第 2表 (2) 女性下肢骨計測値の比較（左）

中 世 古 墳 縄文 現代
岡 山 広 島 山 ロ神奈川 西日本 東日本 津雲 畿内

大腿骨 n M 丁谷 2号 吉母浜I材木座
6中央矢状径 5 24.4 25 23.3 22. 9 24.5 24.4 25.2 23.8 
7中央横径 5 25.4 26 24.8 23. 5 24. 7 26. 7 24.2 23.5 
8中央周 5 78.2 82 76. 1 73.8 78. 1 78. 0 74.8 
g'骨体上部最大径 2/ 30. 5 32 * 29. 1 *28. 0 31. 0 30.8 29.4 28.2 
10'骨体上部最小径 2 22.0 21 *20. 9 *20. 4 22.4 22.0 22.2 20.9 
6/7中央横断示数 5 96. 3 96.2 94.5 96.6 100.0 91. 9 104.5 102.3 
10'/9'骨体上部横断ホ数 2 72. 1 65. 7 *72. 0 *73. 0 72.2 71. 6 *73. 0 74.5 
腔骨
8中央最大径 5 24.6 27 26. 1 26.9 26.9 27.3 24.4 
8a栄養孔部最大径 3 29. 7 33 29. 71 29.5 30. 5 27. 7 
9中央横径 5 18.4 20 18. 31 19.0 20.0 17.9 18.5 
9a栄養孔部横径 3 21. 31 23 20.0 21. 1 19.4 21. 0 
10骨体周 6 68.8 77 70.3 73. 1 73.4 68. 1 
9/8中央横断示数 5 74.8 74. 1 70.4 70.8 74. 7 65.8 77.0 
9a/8a栄養孔部横断示数 31 71. 7 69. 7 67.4 71. 9 63.6 75.4 
*9骨体上横径 10骨体上矢状径 10/9上骨体横断示数 * * 10/ 9上骨体横断示数 78.2 
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畿内

26.8 
25. 6 
83. 1 
30.0 
23.8 
106.4 
79.4 

28.5 
32.6 
21. 0 
23.6 
79.0 
73. 7 
72.4 
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付表 2 下顎骨計測値（男性） 付表 4 下肢骨計測値（男性）

土城墓20 士壊墓20
67 前下顎幅
68 下顎長
69 オトガイ両
69 (1) 体高 28 
69(2) 体両 26 
69(3) 体厚 14 
70 枝高
70 (3) 下顎切痕蘭
71 枝幅
71 (1) 下顎切痕幅
79 下顎角
71/70 下顎枝示数
70 (3) /71 (1) 下顎切痕示数

大腿骨 右 左
6中央矢状径 30 30 
7中央横径 28 28 
8中央周 93 93 
9'骨体上部最大径 30 30 
10'骨体上部最小径 25 25 
6/7中央横断示数 107.0 107. 0 
10'/9'骨体上部横断示数 83.3 83.3 
腔骨
8中央最大径 31 30 
8a栄養孔部最大径
9中央横径 21 19 
9a栄養孔部横径
10骨体周 86 81 

付表 3 上肢骨計測値（男性）

土壊墓20
鎖骨 右
4中央矢状径
5中央垂直径
6中央周
5/4骨体横断示数
上腕骨
4下端幅

10a骨体周
10b最小周 70 
9/8中央横断示数 67. 7 63.3 
9a/8a栄養孔部横断ホ数
排骨
2中央最大径 18 
3中央最小径 11 
4中央周 51 
3/2中央横断示数 61. 1 

5中央最大径 25 
6中央最小径 18 
7最小周 65 
7a中央周 73 
6/5骨体横断示数 72.0 
撓骨
3最小周
4骨体横径
5骨体矢状径
5/4骨体横断示数
尺骨
11骨体前後径
12骨体横径
11/12骨体横断示数
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7 高塚遺跡出士の烏帽子（烏帽子様乾燥遺物）について
（財）元興寺文化財研究所

岡山市高塚遺跡土渡墓17出土の烏帽子（烏帽子様乾燥遺物）について遺物の形状、成分、膜構造を

調査し、遺物の判定および技法の解析を試みた。

1 使用器機おょび分析条件

• 実体顕微鏡（（株）オリンパス SZH-IILD) 

• 金属顕微鏡((株）オリンパス B H 2 -UMA) 

• 電子顕微鏡（（株） H立製作所 S-415) 

・ミクロトーム（（株）日本ミクロトーム研究所製 ST-201) 

・フーリエ変換型赤外分光光度計 (FT-I R) (日本電子（株）製 JIR-6000) 

赤外線を試料に照射することにより得られる、分子の構造に応じた固有の周波数の吸収を解析し、

化合物の種類を同定する。

2 分析方法と結果

2-1 形状観察

最も大きい断片（写真 1) に、折り返しの見られる箇所や折られて数層になった膜が観測され、

形状から遺物を判断できる可能性があると考えられた。

そこで、冠師、烏帽子折の伝統技術者森本安彦御夫妻に実見して頂いたところ、最も大きい断片

にみられた折り返し箇所の場所や大きさ、輪郭等から折烏帽子（写真 2) であることが明らかとな

った（写真3, 4, 5, 6)。

また本資料について以下のご教示を頂いた。

①平安末期から室町時代まで使用された折鳥帽子である。

②折り方は源氏の後三年折りと逆であり平家の折り方と考えられる。

③平織りの麻製烏帽子（写真 3, 5) に紗を貼り合わせたり、和紙を裏打ちし漆で固める技法が

考えられる。

2-2 膜の成分分析および膜構造

形状の異なる以下の 3ヵ所の膜について成分分析および膜構造の観察を行った。

①表面が黒褐色で点が規則的に並んだ模様がみられる膜（写真 7. a, b, c) 

②表面が黒褐色で縦と横の線が布目と考えられる膜（写真8. a, b, c) 

③表面が黒褐色で模様のみられない膜（写真9. a, b) 

実体顕微鏡で表面（茶褐色面）を観察した観察した結果①は平織りと考えられ、②は布目痕に

隙間が多く見られることより紗または羅等のからみ織りと考えられた。③は繊維様の物質は観

察されなかった。
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2-2-1 方法

1) FT-IR分析

①、②、③の膜の表面（黒褐色面）を少量採取しFT-IR分析をおこなった。また ①、②

については、膜の表面（茶褐色で布目痕がみられる面）の繊維とみられる箇所、③については

茶色の裏面を少量採取しFT-IR分析をおこなった。

2) 電子顕微鏡観察

電子顕微鏡で茶褐色面の観察をおこなった。

3) 膜構造観察

少鼠の塗膜を採取し、樹脂包埋後、ミクロトームを用いて膜断面の切片を作成した。

スライドグラス上で固定して永久プレパラートとし、金属顕微鏡（賠視野）で塗構造の観察

をおこなった。

2-2-2 結果

①表面が黒褐色で点が規則的に並んだ模様がみられる膜

1)、 FT-IR分析

2) S EM観察

繊維は士壌による汚染と成分の流出および崩壊が激しく明瞭な観察が不可能で、繊維種の同

定はできなかった。（写真10)。

3) 膜構造

膜構造は、 30μm、50μm、55μm、の褐色系漆層が3層であった。布とみられる組織は観察

されなかった（写真 7C)。

②表面が黒褐色で縦と横の線が布目と考えられる膜

1) FT-IR分析

膜表面の黒褐色部分はFT-IR分析の結果、漆であった（図 2-1)。

土壌成分の吸収が強く、繊維の吸収は不明瞭であった（図 2-2)。

2) S EM観察

繊維は土壌による汚染と成分の流出および崩壊が激しく明瞭な観察が不可能で、繊維種の同

定はできなかった。（写真11)。

3) 膜構造

膜構造は、下地とみられる30μm以下の層の上に、 20μmさらに45μmの赤銅系漆層であ

った。布とみられる組織は観察されなかった（写真 8C)。

③表面が黒褐色で模様のみられない膜

4) FT-IR分析

膜表面の黒褐色部分はFT-IR分析の結果、漆であった（図3-1)。

土壌成分の吸収が強く繊維の吸収は不明瞭であった（図 3-2)。

5) S EM観察

繊維は確認できなかった（写真12)。

6) 膜構造

膜構造は、 60μmの層の上にさらに60μmの赤銅系漆層が観察された（写真 9a)。繊維と
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みられる組織は観察されなかった（写真 9C)。

3 考察

漆膜をのぞいて有機質の状態が悪く繊維種等の分析や観察が不可能であった。しかし、形状観察

や漆が表面に塗られていることなどから、本資料は折烏帽子である可能性が高いと考えられた。

編集者註

烏帽子が出土した上城墓17は、弥生時代の竪穴住居63の埋上に掘り込まれていた。そのため、歯牙 (30歳前後で性別は

確実ではないが女性か小柄な男性との鑑定結果を得た。）が出土したことや断面観察から士壊墓として認識しながらも、

平面的には墓堀を確認することができなかった。また、発掘から整理まで約10年の歳月が経ち、その間に遺物の劣化を招

いてしまった。なお、本文中には図示していないが、 13世紀末ころの士師質高台付椀の小片を土堀墓出士遺物として取り

上げている。
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写真 1. 分析前の資料

写真 2.折烏帽子の模型（後三年折り）
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写真 3. 折烏帽子（後三年折の逆折り）

岡山市高塚遺跡 烏帽子つの部分
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9l tl tz ll ,, ●9 ●9 

, I . ~,、 I, ,, .... 1 ;;a;,.J..u1o.J. 出~ · .
” f' [I ll I 6 ● L ● ・・

-L  I .d ー-•'• 1-h _ •h -~ _. I. I I ___ }~ や←

写真4. 資料の断片 （写真 3と同じとみられる面）
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写真 5. 折烏帽子 （後三年折りの逆折り）

-. 
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-~ ~ ぷあ
岡山舟高塚遺跡烏帽子？ の部分
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写真 6. 資料の断片 （写真 5と同じとみられる面）
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＇謁塚遺跡出 tの島紺 f(烏紺｛様乾燦遺物）ついて

a 5倍

b
 

20倍

c 膜の横断面 75倍

写真 7. l表面が黒褐色で点が規則的に並んだ模様がみら れる膜
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a 5倍

b
 

c 膜の横断面 75倍

写真 8. 年表面が黒褐色で縦と横の線が布目と考えられる膜
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品塚迫跡出tの烏的 f(烏帽 f様乾燦遺物）ついて

a
 

5倍

b 膜の横断面 75倍

写真9. 1表面が黒褐色で模様のみられない膜
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写真10.

600倍

写真11.

600倍

写真12.

600倍
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TAKATUKA 
6.40 

高塚遺跡出土の烏帽子（烏帽子様乾燥遺物）ついて

HIRADRI (KURD) 

5.60 

3~NtJ11IWSNtf~l 

4.80 

4.00 

3.20 

RESOL :4cm-1 
SCANS :430 
AMPGAIN :x32 
P.INT :2cm-1 
BEAM :single 
S.SPEED :TBS 
S.NUMBER:650 
M. DATE : 9/24/98 

3779.84 
3702.70 
3455.85 
2927.45 
2858.02 
1720.21 
1668 .14 
1596.79 
1438.65 
1272.BO 

4
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3
3
5
1
4
9
9
4
 

4
6
9
3
5
6
7
3
5
3
 

•••••••••• 3
3
2
3
3
4
4
4
4
4
 

1037.53 
730.90 
593.97 
538.05 

4.20 
4.97 
4.92 
4.83 

図 1-1 • ①点が規則的に並んだ膜（表面） のFT-IRチャート

TAKATUKA MOYORNASI 

18.00-

LLI 8N\H1IWSN~~l 

16.00 

RESOL : 4cm-1 
SCANS : 1000 
AMPGAIN: xa 
P.INT : 2cm-1 
BEAM : single 
S.SPEEO: TGS 
S.NUMBER: 603 
M. DATE : 8/S/9B 

3775.98 
3696.92 
3453.93 
2927.45 
2859.95 
1722.14 
1619.93 
1438.85 
1382.73 
1031. 74 
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3
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7
7
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1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
 

755.97 
S34.19 
470.55 

18.40 
17.25 
17.24 

図 1-2. ①点が規則的に並んだ膜（表面）の FT-IRチャート
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TAKATUKA 
14. oo-r- -1 1 

SAYA (KURD) 

12.00 
LLI ON\111IWSN\1~1 

10.00 

8.00 

RESOL : 4cm-i 
SCANS : 515 
AMPGAIN: x16 
P.INT : 2cm-1 
BEAM : single 
S.SPEEO: TGS 
S.NUMBER:645 
M.DATE : 9/22/98 

3781. 77 
3700.77 
3469.35 
2929.38 
2858.02 
1722.14 
1668.14 
1596.79 
1438.65 
1270.88 
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1033.67 
777 .18 
536.12 
472.48 

9.07 
12.70 
12.12 
11.90 

1200 80 

図 2-1. ②縦と横の線がみられる膜（表面）の FT-IRチャート

40 

TAKATUKA SAYA (KURD) 

16.00 

3~Ntf11IWSNtf~l 

12.00 

8.00 

RESOL :4cm-1 
SCANS : 515 
AMPGAIN :x16 
P.INT :2cm-1 
BEAM :single 
S.SPEED :TGS 
S.NUMBER:645 
M.DATE :9/22/98 

3781. 77 
3700.77 
3469.35 
2929.38 
2858.02 
1722. 14 
1668 .14 
1596.79 
1438.65 
1270.88 
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1033.67 
777.18 
536.12 
472,48 

9.07 
12.70 
12.12 
11.90 

図2-2. ②縦と横の線がみられる膜（裏面）
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TAKATUKA 
24.00 

高塚遺跡出土の烏帽子（烏帽子様乾燥逍物）ついて

MOYORNASI (KURD) 

20.00 LLI~Nt'llIWSNtf~l 

16.00 

12.00 

RESOL :4cm-1 
SCANS : 890 
AMPGAIN :xS 
P.INT :2cm-1 
BEAM :single 
S.SPEEO :TGS 
S.NUMBER:644 
M.DATE :9/22/98 
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:l 6.90 
16.99 
15.63 
14.94 
14.94 

図3-1. ③模様のみられない膜膜（表面） のFT-IRチャート
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RESOL :4cm-1 
SCANS : 1000 
AMPGAIN :xS 
P.INT :2cm-1 
BEAM :single 
S.SPEED :TGS 
S.NUMBER:641 
M . DATE : 9/22/98 
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図3-2. ③模様のみられない膜膜（裏面）
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高塚遺跡の自然科学分析

8 高塚遺跡の自然科学分析
パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

高塚遺跡の発掘調査では、弥生時代から中世の集落が検出されており、多くの遺物も出土している。

今国の自然科学分析調査は、遺構の構築年代、住居構築材等の用材、遺構出上の種実の種類をあきら

かにすることにある。そのため、放射性炭素年代測定、樹種同定、種実同定をそれぞれ実施する。

1 試料

試料は、住居跡等の遺構から出士した炭化材や種実である。試料の詳細に関しては、各分析結果と

ともに表に示す。

2 方法

(1)放射性炭素年代測定

測定は学習院大学年代測定室が実施した。なお、年代値の計算には、放射性炭素の半減期として

LIBBYの半減期5,570年を使用した。

(2)樹種同定

炭化していないものに関しては剃刀の刃を用いて、試料の木口（横断面）） ．柾目（放射断面） ・板

目（接線断面）の 3断面の徒手切片を作製し、ガム・クロラール（抱水クロラール，アラビアゴム粉

末，グリセリン，蒸留水の混合液）で封入し、プレパラートを作製した。作製したプレパラートは、

生物顕微鏡で観察• 同定した。

一方炭化したものは、樹種3断面の割断面を作製し、実体顕微鏡および走査型電子顕微鏡を用いて

木材組織の特徴を観察し、種類を同定した。

(3)種実同定

肉眼あるいは双眼実体顕微鏡下で観察を行い、その形態的特徴から種類を同定する。

3 結果

(1)放射性炭素年代測定

年代測定結果を表 lに記す。また、これらの試料については、樹種同定および種実同定を行ったの

で、その結果についても併せて記す。年代測定結果は、 5点中 4点が1930------2020y. B. P. の範囲に

集中し、 1点がlllOy. B. P. であった。一方炭化材は、広葉樹 3種類（コナラ属コナラ亜属クヌギ

節・コナラ属コナラ亜属コナラ節・コナラ属アカガシ亜属）に同定され、種実遺体はモモに同定され

た。各種類の記載については、後述する樹種同定および種実同定の結果と併せて行う。

(2)樹種同定

樹種同定結果を表2に示す。 Noll, 12の2点は、保存状態が悪いために木材組織の観察ができず、

不明とした。その他の試料は、針葉樹 l種類（マツ属複維管束亜属）、広葉樹 9種類（ヤナギ属・コ

ナラ属コナラ亜属クヌギ節・コナラ属コナラ亜属コナラ節・コナラ属アカガシ亜属・クリ・ケヤキ・

ヤマグワ・トチノキ・トネリコ属）に同定された。各種類の主な解剖学的特徴を以下に記す。
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表 1 放射性炭素年代測定結果

言〗
遺構名

袋状土城18
袋状土城18
竪穴住居37

竪穴住居48

竪穴住居13
f>[>i~;Eii;;;: li)l予悶 l~[~II1~~dl盲

・マツ属複維管束亜属 (Pinussubgen. Diploxylon) マツ科

仮道管の早材部から晩材部への移行はやや緩やかで、晩材部の幅は広い。垂直樹脂道及び水平樹脂

道が認められる。分野壁孔は窓状となり、放射仮道管内壁には顕著な鋸歯状の突出が認められる。放

射組織は単列、 1 -15細胞高。

・ヤナギ属 (Salix) ヤナギ科

散孔材で、道管は単独または 2~3 個が複合して、年輪全体にほぼ一様に分布する。道管は単穿孔

を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性、単列、 1 -15細胞高。

・コナラ属コナラ亜属クヌギ節 (Quercussubgen. Lepidobalanus sect. Cerris) ブナ科

試料は、年代測定用の小片で、実体顕微鏡のみの観察。環孔材で孔圏部は 1~3 列、孔圏外で急激

に管径を減じたのち、漸減しながら放射状に配列する。放射組織は同性、単列、 1 ----20列細胞高のも

のと複合放射組織とがある。

・コナラ属コナラ亜属コナラ節 (Quercussubgen. Lepidobalanus sect. Prinus) ブナ科

環孔材で孔圏部は 1----2列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、漸滅しながら火炎状に配列する。

道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、 1-----20細胞高のものと複合

放射組織とがある。

・コナラ属アカガシ亜属 (Quercus subgen,. Cyclobalanopsis) ブナ科

放射孔材で、管壁厚は中庸～厚く、横断面では楕円形、単独で放射方向に配列する。道管は単穿孔

を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、 1----15細胞高のものと複合放射組織とが

ある。

・クリ (Castanea crenata Sieb. et Zucc.) ブナ科クリ属

環孔材で孔圏部は 1----4列、孔圏外で急激～やや緩やかに管径を減じたのち、漸減しながら火炎状

に配列する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、 1----15細胞高。

・ケヤキ (Zelkovaserrata (Thunb.) Makino) ニレ科ケヤキ属

環孔材で孔圏部は 1-----2列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減、塊状に複合し接線・斜方向の

表 2 樹種同定結果

No. 調査区 遺構名 種類 時代・時期 用途など 樹種

l塚廻り II区 井戸 3 生木 中世 椀 クリ

2塚廻り 1I区 井戸 3 生木 中世 杓子 マツ属複維管束亜属

3塚廻り 1I区 井戸 3 生木 中世 下駄 マツ属複維管束亜属

4塚廻り II区 河道 1 生木 弥生時代 両杯 ケヤキ

5フロヤ IlA区 井戸 4 生木 中世 漆塗り椀 クリ

6フロヤ IIB区 河道 3 生木 中世 漆塗り椀 トチノキ

7角田 IC区 竪穴住居37 炭化材 古墳時代後半 住居構築材 トネリコ属

8角田 IIE区 竪穴住居174 炭化材 古墳時代後半 住居構築材 ヤナギ属

9角田 IIE区 竪穴住居170 炭化材 古墳時代後半 住居構築材 ヤマグワ

10角田lilA区 竪穴住居150 炭化材 古墳時代中期 住居構築材 コナフ属コナラ亜属コナラ節

11 角田rnc区 竪穴住居94 炭化材 弥生時代後期 住居構築材 不明

12 角田IIIC区 竪穴住居96,Pit 炭化材 弥生時代後期 住居構築材 不明
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紋様をなす。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。

放射組織は異性皿型、 1-10細胞幅、 1--60細胞高で、しばしば結晶を含む。

・ヤマグワ (Morosaustralis Poiret) クワ科クワ属

環孔材で孔圏部は 1-5列、晩材部へ向かって管径を漸減させ、のち塊状に複合する。道管は単穿

孔を有し、壁孔は密に交互状に配列、小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異性II--

皿型、 1 --6細胞幅、 1 --50細胞高で、しばしば結晶を含む。

・トチノキ (Aesculusturbinata Blume) トチノキ科トチノキ属

散孔材で管壁は厚く、横断面では角張った楕円形、単独または 2-3個が複合する。道管は単穿孔

を有し、壁孔は交互状に配列、内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は同性、単列、 1 ----15細

胞高で階層状に配列する。

・トネリコ科 (Fraxinus) モクセイ科

環孔材で孔圏部は 2----3列、孔圏外でやや緩やかに管径を減じたのち漸減する。道管壁は厚く、横

断面では円形～楕円形、単独または 2個が複合、複合部はさらに厚くなる。道管は単穿孔を有し、壁

孔は小型で密に交互状に配列する。放射組織は同性、 1---2細胞幅、 1----20細胞高。

(3)種実同定

同定の結果、イネ、オオムギ、モモが検出された。以下に、検出された種類の形態的特徴を示す。

・オオムギ (Hordeumvalgale L.) イネ科オオムギ属

胚乳が検出された。炭化しており、大きさは 6mm程度。紡錘形で先端部は尖り基部は丸い。片側に

は1本の深い溝があり、その反対側の基部には肺の痕跡がありまるくくぽむ。

・イネ (Oryzasativa L.) イネ科イネ属

炭化した胚乳が検出された。大きさ 4mm程度。楕円形であるが、胚の痕跡部分が欠けたように見え

る。表面には数本の筋がみられる。

・モモ (Pru.nusparsica Batsch) バラ科サクラ属

核（内果皮）が検出された。褐色～黒褐色で大きさは 3cm程度。核の形は楕円形で、やや扁平であ

る。基部は丸く大きな謄点がありへこんでお 表3 樹種同定結果

り、先端部はやや劣る。一方の側面にのみ、

縫合線が顕著に見られる。表面は、不規則な

線状のくぽみがあり、全体としてあらいしわ

状に見える。

4 考察

(1)遺構の構築年代

No. 調査区
1塚廻り 3A区
2塚廻り 3A区
3塚廻り 4C区
4角田 4SE区
5角田 4SE区
6角田 4SE区

遺構名

包含層
建物4, pg 

溝11

竪穴住居67
竪穴住居67
竪穴住居135

推定時期 種類（個数）
中世 イネ（多数）
中世 オオムギ (9)

中世 モモ（多数）
弥生時代後期末 モモ (1)
弥生時代後期末 モモ (1)
古墳時代中期 モモ (2)

各資料の推定年代は、試料番号の 1と2が弥生時代後期、試料番号の 5が弥生時代、試料番号の 3

4が古墳時代と考えられている。これまで各地で行われた年代測定結果から、弥生時代後期は 2--3 

世紀頃、古墳時代は 3世紀後半--6世紀末頃と考えられている（日本第4紀学会ほか， 1992)。

今回の年代測定結果をみると、袋状土壊18(試料番号 1, 2)は、いずれも弥生時代中期の年代に

相当する。いずれも炭化していることから、遺構内で火を受けて炭化したり、周囲で炭化したものが

破棄された可能性がある。モモの果実は 1年で成熟するため、木材のように年輪の形成年代と伐採．
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使用年代に差が生じることは考えにくい。また、 2点の年代測定値が誤差範囲で一致していることを

考慮すると、遺構の構築年代が遺構の構築年代が弥生時代中期の可能性がある。

一方、古墳時代とされる竪穴住居37と竪穴住居48から出士した炭化材（試料番号 3,. 4)の年代測

定値はいずれも試料番号 1, 2と近似した値であり、弥生時代中期に相当する。木材を用いた年代測

定で推定値よりも古い値が得られた場合、古材の再利用や混人、樹齢の問題などが考えられる。（東

村， 1990)今回についても、袋状土壊18で近似した年代測定値が得られていることから、同様の可能

性が指摘できる。

弥生時代とされる竪穴住居13から出土した炭化材（試料番号 5) は、 lllOy.B. P. であった。こ

の年代値を暦年代に換算すると、 9世紀前半に相当し、推定年代よりも400-----500年ほど新しいことに

なる。そのため、後世の炭化材が混入した可能性も考えられる。

今後他の炭化材などについても年代測定を行い、年代測定試料を増やすことで各遺構の構築年代に

関する詳細を明らかにしたい。

(2)住居構築材および出土種実について

弥生時代の住居構築材にはクヌギ節、古墳時代の住居構築材にはコナラ節、アカガシ亜属、ヤマグ

ヮ、ヤナギ属、 トネリコ属が認められた。鳥取県倉吉市で行われた調査例では、ヤナギ属を除く各種

• 類が住居構築材に確認されており（パリノ・サーヴェイ株式会社， 1990,1991,1992, 1994, 1996a, 1996b, 

1997a,1997b)、今回の結果とも一致する。岡山県では住居構築材に関する調査例が少ないが、今回の

結果から本地域においてもこれらの種類が利用されていたことがうかがえる。また、弥生時代と古墳

時代とで種類が異なるが、調査点数が少ないために断定には至らない。また、弥生時代の高杯にはケ

ヤキが認められた。高杯にはこれまでにおこなわれた調査例でもケヤキやヤマグワが多く認められて

おり（島地・伊東， 1988:伊東， 1991)、今回の結果とも一致する。

中世の木製品では、杓子と下駄に複維管束亜属、椀にクリとトチノキが認められた。杓子に複維管

束亜属が認められた例は少ないが、針葉樹を利用している点では一致している。一方、下駄に複維管

束亜属が認められた例は、福山市草戸千軒町遺跡等でも報告されており、（パリノ・サーヴェイ株式

会社， 1997c)、調和的である。近世にはいると、明石城武家屋敷跡でも確認例があり（島地， 1992)、

中世以降の下駄の材として利用されていたことがうかがえる。しかし、大量に認められた例は少なく、

一般的な用材であったかは不明である。

椀は漆塗りとそうでないものとがあり、クリ 2点、 トチノキ 1点であった。いずれも椀の材に確認

された例がある。（島地・伊東， 1988:伊東， 1991)。民俗事例では、クリはケヤキ系、 トチノキはブ

ナ系に利用され、材質などからランクが異なっている（橋本， 1979)。この傾向は、遺跡から出土し

た椀にも見られ、ケヤキ系の木材で作られた椀の方が、ブナ系の椀よりも漆塗りが丁寧であることが

多い（北野， 1999)。これらの事例から、本遺跡においてもクリとトチノキとでは、椀のランクが異

なっていた可能性がある。

なお、種実遺体で検出された 3種類は、いずれも栽培のために渡来した種類であり、周辺での栽培

• 利用が示唆される。
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図版 1. 木材・炭化材 (1)
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'. ヤマグワ （炭化材Nu.9) 
8. トチノキ （木製品No.l 1 

9. トネリコ属 （炭化材No.,l 

一200,t m a 一200'tm : b. c 
a : 木口、 b: 柾H、 C : 板11、
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図版 4 種実遺体
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写真図版
塚廻り調杏区 3 溝8 （北から）

図版 l l 竪穴住居 l （西から） フロヤ調査区

2 竪穴住居4 （西から） 図版4 l 竪穴住居6 （北から）

3 竪穴住居 5 （西から） 2 竪穴住居 9 （西から）

図版2 l 掘立柱建物 8 （東から） 3 竪穴住居10 （北から）

2 井戸 2 （南から） 図版5 l 竪穴住居12 （西から）

3 井戸 3 （東から） 2 竪穴住居13 （南から）

図版3 l 中世柱穴詳 （南東から） 3 竪穴住居14 （東から）

2 溝3と中世柱穴群 （南から） 図版6 l 竪穴住居15 （北西から）



2 竪穴住居16 （南から） 図版お l 土堀179・180 （西から）

3 竪穴住居17 （南から） 2 土城184 （北から）

図版 7 l 銅鐸検出状況 （北から） 3 溝20 （北から）

2 銅鐸掘り下げ （北から） 図版24 1 溝30・31 （南から）

3 銅鐸完掘状況 （南東から） 2 溝 2と中世掘立柱建物群 （西から）

図版8 1 袋状土堀18 断面（南から） 3 近世素掘溝群 （西から）

2 袋状土城18 貨泉出土状態 角田調査区

3 袋状土城18 （北から） 図版25 1 竪穴住居50 （北から）

図版9 1 袋状士城74 （北東から） 2 竪穴住居51 （北から）

2 袋状士堀76 （北東から） 3 竪穴住居52 （北東から）

3 袋状土城78 （南西から） 団版26 1 竪穴住居53 （北から）

図版10 1 袋状土城80 （北西から） 2 竪穴住居53(下層） （北から）

2 袋状土堀82 （南西から） 3 竪穴住居54 （東から）

3 袋状土城86 （北東から） 凶版27 1 竪穴住居57 （南から）

図版11 1 土城59 （南から） 2 竪穴住居65 66 （北東から）

2 土城116 （北東から） 3 竪穴住居67 （北から）

3 士城141 （北から） 図版28 1 竪穴住居70 （南から）

図版12 1 士城144 （南から） 2 竪穴住居72 （南西から）

2 土城154 （南西から） 3 竪穴住居77 （東から）

3 土堀159 （北東から） 圏版29 1 竪穴住居77(下層） （東から）

図版13 1 竪穴住居21 （北東から） 2 竪穴住居77勾玉出土状況

2 竪穴住居22 （東から） 3 竪穴住居78 （西から）

3 竪穴住居23 （北から） 図版30 1 竪穴住居79 （南から）

図版14 1 竪穴住居24 （北東から） 2 竪穴住居80 （西から）

2 竪穴住居25 （北から） 3 竪穴住居80銅鏃出土状況

3 竪穴住居26 （北から） 図版31 1 竪穴住居84 （南南東から）

図版15 1 竪穴住居35 （北から） 2 竪穴住居88 （北西から）

2 竪穴住居36 （北から） 3 竪穴住居90 （東から）

3 竪穴住居37 （北から） 図版32 1 竪穴住居91 （南から）

因版16 1 竪穴住居38 （北から） 2 竪穴住居94 （西から）

2 竪穴住居39 （南東から） 3 竪穴住居96 （東から）

3 竪穴住居42 （南東から） 図版33 1 竪穴住居98 （東南東から）

同版17 1 竪穴住居43 （北西から） 2 竪穴住居103 （南から）

2 竪穴住居44 （北西から） 3 竪穴住居104 （南から）

3 竪穴住居45 （北西から） 図版34 1 竪穴住居105 （北東から）

図版18 1 竪穴住居46 （北東から） 2 竪穴住居106 （北西から）

2 竪穴住居47 （北東から） 3 竪穴住居107 （南から）

3 竪穴住居お （北から） 図版35 1 竪穴住居108 （南から）

図版19 1 掘立柱建物17・18・19 （北から） 2 竪穴住居109 （北から）

2 掘立柱建物21・25・27 （東から） 3 竪穴住居llO （北から）

3 掘立柱建物40・41 （南から） 図版36 1 竪穴住居111 （南西から）

図版20 1 掘立柱建物43・44・45 （北から） 2 竪穴住居112 （西から）

2 中世掘立柱建物群 （西から） 3 竪穴住居113 （北西から）―

3 掘立柱建物50 （西から） 図版37 1 竪穴住居114A （北から）

図版21 1 士城墓 2 （東から） 2 竪穴住居115 （北から）

2 上城墓3 （南西から） 3 竪穴住居116 （北から）

3 土城墓 5 (北西から） 図版38 1 竪穴住居118 （東から）

図版22 1 士城墓 6 （東から） 2 竪穴住居119 （南から）

2 井戸 4 （東から） 3 竪穴住居120 （北東から）

3 井戸 5 （北東から） 図版39 l 竪穴住居120中央穴周辺（南西から）



2 竪穴住居123 （北から） 図版56 1 竪穴住居142遺物出土状況 （北西から）

3 竪穴住居126 （南東から） 2 竪穴住居143 (西北西から）

図版40 1 袋状土城100 （南から） 3 竪穴住居144 (北北西から）

2 袋状土壊107 （西から） 図版57 1 竪穴住居144カマド （西から）

3 袋状士城114 （南東から） 2 竪穴居145 (南西から）

図版41 1 袋状土壊116 （南から） 3 竪穴住居145遺物出土状況 （南東から）

2 袋状土城117 （西から） 図版58 1 竪穴住居146 (南東から）

3 方形土堀 l （北東から） 2 竪穴住居146カマド （北東から）

屈版42 1 方形土壊3・4 (西から） 3 竪穴住居148 (南西から）

2 方形土城 5 (東から） 図版59 1 竪穴住居148カマド （北から）

3 方形土城6 (南から） 2 竪穴住居149・151 (南東から）

図版43 1 方形士壊23 (西から） 3 竪穴住居150 (北から）

2 方形士堀50・51 (東から） 図版60 l 竪穴住居152 (南から）

3 方形土城80 (南西から） 2 竪穴住居153 (南から）

図版44 1 方形土城92 （北から） 3 竪穴住居153カマド （北から）

2 方形土城94 （東から） 図版61 l 竪穴住居154 (南西から）

3 方形士城群 （南から） 2 竪穴住居154カマド （南から）

図版45 1 方形土腹115 （南西から） 3 竪穴住居155 (南西から）

2 方形土城116 （南から） 図版62 1 竪穴住居155カマド （南東から）

3 方形土堀120 （南から） 2 竪穴住居158 (南東から）

図版46 1 方形士城135 （北西から） 3 竪穴住居158カマド （南東から）

2 方形土壊136 （北から） 図版63 1 竪穴住居159 (東から）

3 銅鐸片出土状況 （北から） 2 竪穴住居161 (西から）

図版47 1 土城189 （南から） 3 竪穴住居161カマド （北西から）

2 士城259 （南西から） 図版64- 1 竪穴住居162 (南から）

3 上城272 （南から） 2 竪穴住居163 (南から）

図版48 l 土城284 （北西から） 3 竪穴住居163カマド （南から）

2 士城291 （西から） 図版65 1 竪穴住居164-カマド （東から）

3 土猥314 （北から） 2 竪穴住居165 (北東から）

図版49 1 土漿349 （東から） 3 竪穴住居166 (西から）

2 土城354 （東から） 回版66 1 竪穴住居166カマド （北西から）．

3 士城363 （東から） 2 竪穴住居168 (北から）

図版50 1 土城366 （西から） 3 竪穴住居168カマド （北西から）

2 土城379 （南東から） 図版67 1 竪穴住居169 (南から）

3 士城390 （東から） 2 竪穴住居169カマド （南から）

図版51 1 調査区近景 （東から） 3 竪穴住居170 (北東から）

2 調査風景 （北から） 因版68 1 竪穴住居171 （北東から）

3 士器溜り 4 （南東から） 2 竪穴住居172 （南東から）

図版52 1 竪穴住居127 （南から） 3 竪穴住居173 （北西から）

2 竪穴住居128 （北から） 図版69 1 竪穴住居174 （南東から）

3 竪穴住居129 （北から） 2 竪穴住居177 （東から）

図版53 1 竪穴住居130 （北から） 3 竪穴住居178 （北から）

2 竪穴住居132 （東から） 図版70 1 竪穴住居178カマド （北西から）

3 竪穴住居132遺物出土状況 （東から） 2 竪穴住居179 (南から）

図版54- 1 竪穴住居136 (北東から） 3 竪穴住居179カマド （北西から）

2 竪穴住居137 {北から） 固版71 1 竪穴住居180 (南東から）

3 竪穴住居138 (南西から） 2 竪穴住居181・182・185 (南西から）

図版55 1 竪穴住居140 (南から） 3 竪穴住居182 (南から）

2 竪穴住居140カマド （東から） 図版72 1 竪穴住居184 (西から）

3 竪穴住居142 {南南西から） 2 竪穴住居185 (西から）



3 竪穴住居185カマド （南西から）

図版73 1 竪穴住居186 (南西から）

2 竪穴住居187 (北東から）

3 竪穴住居188 (南東から）

図版74 1 掘立柱建物54 (南から）

2 土堀429 (東から）

3 掘立柱建物57 (北から）

図版75 1 掘立柱建物59 （東から）

2 掘立柱建物61 （東南東から）

3 掘立柱建物62 （東から）

図版76 1 掘立柱建物69・70・72 （北西から）

2 土城慕 9 （北東から）

3 土城墓10 （東から）

因版77 1 土城墓12 （西から）

2 士城墓13 （東から）

3 士城墓17烏帽子出土状況 （北から）

図版78 1 士城墓18 (西から）

2 土城墓18遺物出土状況 （北から）

3 上城墓19 (東から）

図版79 1 土城墓20 (南南西から）

2 士城墓21 (東から）

3 士城墓22 (南南東から）

図版80 1 火葬墓 1 (南から）

2 井戸 6 (東から）

3 井戸 6 木枠• 曲げ物検出状況 （東から）

図版81 1 土堀457(南から）

2 近世素掘溝群 （南から）

3 近世素掘溝群 （北から）

図版82 1 微高地下がり (5世紀）

2 微高地下がり（奈良～平安時代）

3 微高地下がり（中世）

塚廻り調査区

図版83 竪穴住居出土遺物•井戸

図版84 土城・溝出土遺物①

図版85 溝出土遺物②

図版86 金属製品

図版87 古銭・士製品

図版88 木製品

図版89 石製品・ガラス製品

フロヤ調杏区

図版90 竪穴住居出土遺物①•袋状土城出土遺物①

図版91 袋状上吸出土遺物②

図版92 袋状土城出土遺物③

図版93 袋状士城出士遺物④

図版94- 袋状土城出土遺物⑤•土堀出土遺物①

図版95 土城出土遺物②

図版96 竪穴住居出士遺物②

図版97 竪穴住居出土遺物③

図版98 竪穴住居出土遺物④

図版99 竪穴住居出土遺物⑤

図版100 士城出士遺物③・柱穴

図版101 銅鐸

図版102 銅鐸細部・金属製品

図版100 袋状土壊18出土貨泉①

図版104 袋状土城18出士貨泉②•竪穴住居出士貨泉

図版105 士製品・石製品①

図版106 石製品②

角田調査区

図版107 竪穴住居出土遺物①

図版108 竪穴住居出土遺物②

図版109 竪穴住居出士遺物③

図版llO 竪穴住居出士遺物④

図版111 竪穴住居出土遺物⑤

図版112 竪穴住居出土遺物⑥

図版113 竪穴住居出土遺物⑦

図版114 竪穴住居出土遺物⑧

図版115 竪穴住居出土遺物⑨

図版116 竪穴住居出土遺物⑩

図版117 袋状土城出土遺物①

図版118 袋状士城出土遺物②

図版119 方形土堀出土退物①

図版120 方形土堀出土遺物②

図版121 方形土城出土遺物③

図版122 方形土堀出土遺物④

図版123 土城出士遺物①

図版124 土城出土迫物②

図版125 上城出土遺物③

図版126 土堀出土遺物④

図版127 土城出土遺物⑤

同版128 士城出士遺物⑥

圏版129 土堀出土遺物⑦

図版130 土堀出土遣物⑧

図版131 土堀出土遺物⑨

図版132 土堀出土遺物⑩

同版133 土器溜り出土遺物②

図版134 土器溜り出上遺物②

図版135 柱穴出土遺物①

図版136 柱穴出士遺物②

図版137 竪穴住居出土遺物⑪

図版138 竪穴住居出土遺物⑫

図版139 竪穴住居出土遺物⑬

図版140 竪穴住居出土遣物⑭

図版141 竪穴住居出土遺物⑮

図版142 登穴住居出土遺物⑯

図版143 竪穴住居出士遺物⑰

図版144 竪穴住居出上遺物⑱

図版145 竪穴住居出土遺物⑲

図版146 竪穴住居出士遺物⑳

図版147 竪穴住居出土迫物⑳

図版148 竪穴住居出土遺物⑫



図版149 竪穴住居出土遺物⑬

図版150 竪穴住居出土遺物⑳

図版151 竪穴住居出土遺物⑮

図版152 竪穴住居出士遺物⑳

図版153 竪穴住居出土遺物⑰

図版165 石製品③

図版166 土製品①

図版167 土製品②

図版168 土製品③ ガラス製品 骨製品

図版169 金属製品①

図版154 竪穴住居出土造物⑱ 図版170 金属製品②

図版155 柱穴出土遺物③•溝出土遺物①•河道出土追物①•包含層① 塚廻り・角田調査区

図版156 河道出士遺物② 図版171 青磁①

図版157 河道出土遺物③ 塚廻り調査区

図版158 河道出土遺物④• 図版172 青磁②• 白磁①

図版159 河道出土遺物⑤ 図版173 青磁③• 中国産染付• 瀬戸

図版160 掘立柱建物・士城墓•井戸出士遺物① 図版174 牌i串D

図版161 井戸出土遺物②士城出土遺物⑪·柱穴出土遺物③•包含層② 角田調査区

図版162 柱穴出土遺物④•溝出土遺物②•土器溜り出土遺物③ 図版175 青磁④

回版163 石製品① 図版176 青磁⑤• 白磁②•唐津②

梱版164 石製品②



遺構一覧表凡例

・ （数値）は、残存最大値を表す。

• 空欄と記人漏れを区別するために、備考以外の項目についてはーを記入した。

竪穴住居

• 平面形は、床面の形態を示した。推定した形は（ ）を付けて示した。

• 規模は、壁休溝の上場（外側）を測定し、その最大値を示した。

• 深さは、検出面から床面の最深部までの距離を示した。

• 長軸の向きは、柱穴の中点を結んだ軸について、磁北を基準として示している。ただし、それがで

きない場合は、壁体溝で計測し、（ ）を付けて示した。

• 床面積は、壁体溝の下場（外側）で囲まれた床面積を示した。

• 標高は、床面中央付近の海抜高を示した。

• 主柱のBIAは、住居本来の柱の数をA、その内で確認された本数を Bとして表した。

• 高床部は、設けられた辺の数、住居内方形土城はその数を示した。

• 中央穴を伴う場合はO、●はそれが焼けていることを表す。

・焼土面の数値は、中央穴やカマド以外の被熱か所の数を示した。

・カマドが壁体のほぼ中央に位置するものは、 O。隅に偏るものは●で表す。

掘立柱建物

．桁行と梁間は、両端の柱穴での直線距離を測り、その最大値～最小値を示した。ただし、柱痕のあ

る場合は、その中点を結んだ距離とした。柱間距離もこれに準ずる。

• 面積は、建坪の面積で表した。

• 棟方向は、梁の中点を結んだ線について磁北を基準として表した。

．柱穴の掘り方平面形は、すべての柱穴の代表的なものを示した。

銅鐸埋納壊、土塘墓、井戸、袋状土壊、方形土堀、土堀、焼成土堀

• 断面形は、壁の立ち上がり形態と床面形態の組み合わせをもとに記号で示す。

立ち上がり形態 I : 壁が上方に向かって狭くなる傾向のあるもの（袋状）

II : 垂直に近いもの（筒状）

m: 上方に向かって広くなる傾向のもの（逆台形）

床面 a : 平坦なもの b: 比較的中央がくぼむもの

C : 比較的中央が高くなるもの d: 明確な溝が巡るもの

e : 凹凸の著しいもの

• 土城墓の主軸は、遣構の長軸について磁北を基準として示した。

• 袋状土堀・方形土城の面積は、下場で測定した値を示した。

とする。

・底面標高は、最深部の海抜高で示した。ただし、底にピットなどがある場合は、それを無視した。

-1161-



遺物観察表凡例

．．（数値）は、残存最大値を表す。

• 空欄と記入漏れを区別するために、備考• 特徴以外の項目については一を記入した。

• 土器以外の遺物の法量と重量は、最大値を示した。

・器種によって項目を長さを高さ、幅を直径、厚みを器高などに読み替えることとする。

・器種・種別などについてはできるだけそれぞれに沿ったものとした。ただし、瓦、製塩上器は種別

に。手捏ね、ミニチュアは器種に記載した。

• 上器の口径の（数値）は、その残存率が 1/6以下であることを示す。

•色調は、「新版標準土色帖』（農林水産庁農林水産技術会議事務監修財団法人日本色彩研究色票監

修 1991年版）を使用した。

．胎土は、主に含まれている砂礫の粒径を次の 4段階で示している。 2.0mm以上を礫、 2.0-1.0mm  

を粗砂、 1.0-----0.5mmを細砂、水漉粘士のような場合は精良とした。このため『新版標準土色帖』な

どで行われている粒径の区分とは異なる。

• 土器のススは、士器全体に及ぶものをA、胴部上半に及ぶものを B、胴部下半でとどまるものを C

とし、 Bや Cであっても、口縁部にススがみられるものは、 B' ・C' として示した。

• 士器の黒斑は、認められる部位により、口縁部をA、胴部を B、底部を Cとして示した。

• 図より分かると思われる沈線・凹線などの特徴は、特徴の項から省くなど簡略化に努めた。

• 三手遺跡の各表については、本文中に掲載し、以下高塚遺跡のものだけを掲載した。

・瓦•玉類については、材質による表以外に各表から抽出した表も掲載した。
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竪穴住居一覧表

塚廻り

遺構名 平面形
規模(cm) 長軸の向き 床面積 標高

主柱 柱間{cm)
付属施設

時期 備考
長さ幅深さ N-• -E・W (rri) (cm) 高床剖坊形土堀中央穴焼土面カマド

竪穴住居1 方形 483 433 24 N-64-W 17.8 561 4/4 194-181 ー'

゜
古・後.III 士錘30点

竪穴住居2 （方形） (233) (102) lO ？ 2.2 569 • 一

゜
古•中・［

竪穴住居3 方形 426 (240) 17 (N-87-W) 5 1 563 ．． ．． 一 古

竪穴住居4 方形 339 311 11 N-88-W 8 9 575 なし "' 1 古•前.III 炭化材

竪穴住居5 方形 553 551 21 N-11-E 28 7 589 4/4 315~293 "" 

゜
古・後.II 

フロヤ

追構名 平面形
規模(cm) 長軸の向き 床面積 標高

主柱 柱間(cm)
付属施設

時期 備考
長さ 幅 深 さ N-'-E・W (ni) (cm) 高床部方形土城中央穴焼土面カマド

竪穴住居6 円形 740 675 38 N-76-W 33.9 536 6/6 234~191 

゜
2 弥・後.II 

中央穴周囲に炭ガラス
玉10点・紡錘車

竪穴住居7 円形 544 540 15 " 25.4 543 1 弥・後.I 

竪穴住居8 円形 374 (83) 38 ... 1 7 538 1/ 弥•後. I 焼失

竪穴住居9 円形 680 675 40 ．．．．． (36. 0) 532 6/6 290~225 "' 

゜
.. , 弥・後・ID

竪穴住居10 円形 815 (480) 32 (48 0) 540 4/8 2so~220 

゜
2 ""' 弥・後・ I

竪穴住居11 隅丸方形 (200) 361 11 (5 5) 527 2/2 210 ．．．． 一 弥

竪穴住居12 円形 405 373 35 -・・ 12 2 533 4/4 237-218 

゜
弥•後 ·N

竪穴住居13 円形 436 400 30 " 10 9 530 4/4 202~160 •一

゜
"' 弥・後・N

竪穴住居14 円形 517 495 82 ．．． 17 l 547 4/4 259-243 .. 

゜
1 弥・後.III 

竪穴住居15 隅丸方形 609 600 43 22. 7 526 4/4 269~252 

゜
1 弥・後.III 

竪穴住居16 円形 771 762 34 38. 9 519 5/5 288-190 

゜
弥•後『I~IV

竪穴住居17 円形 439 430 40 11 9 531 4/4 197.--.. 170 

゜
弥・後.I 

竪穴住居18 （円形） (620) (300) 23 (29.0) 543 

゜
弥•後 ·N

竪穴住居19 隅丸方形 (220) (50) 23 (1 2) 560 一 弥

竪穴住居20 ？ (120) (90) 18 (1. 8) 564 一 弥

竪穴住居21 方形 424 331 28 N-48-E 11. 3 558 1 古•中. I ? 焼士面窟

竪穴住居22a 方形 477 (350) 7 N-40-W 14.8 558 古•前・ m

竪穴住居22b 方形 (302) (220) 18 N-40-W 11. 7 565 " (1) ． 古•前・ m

竪穴住居23 方形 608 598 29 N-83. 5-¥V 33.3 564 4/4 404~295 

゜
古・後.II 

竪穴住居24 方形 490 369 7 N-10-E 17 4 597 ー・ー

゜
古・後・II-III

竪穴住居25 方形 470 453 14 N-10-E 20.2 559 2/4 230 2 古•中・ I ? 

竪穴住居26 方形 480 462 14 N-1-E 18. 7 592 4/4 277~235 8 古・中.II 炭化材多数勾杢

竪穴住居27 方形 565 555 25 (3鳥 5) 559 古•前？

竪穴住居28 方形 534 534 25 26. 7 550 " 2 古・中.I 

竪穴住居29 方形 (250) {210) 8 (3. 9) 566 

゜
古•後 I 

竪穴住居30 方形 672 526 20 30.4 567 ... ． 古•中. II 

竪穴住居31 長方形 (324) 378 8 9.8 596 ・-・ 

゜
古・後.IT 

竪穴住居32 （方形） ？ ？ 

゜
？ ？ 0? 古•中. I 

竪穴住居33 方形 493 (48) 20 ？ 1. 6 534 ’’ 古•前・ I~II

竪穴住居34 方形 533 493 5 25.6 556 ．． l 古•前

竪穴住居35 方形 605 556 25 N-6-E 30.2 531 4/4 290~265 l - 2 古•前・ I

竪穴住居36 方形 528 516 68 N-89-W 23.6 478 4/4 300,....,275 1 

゜
l 古•前・ 1

竪穴住居37 方形 520 (402) 29 N-68-1り 18 3 571 4/4 222~215 l 古•中. I 

竪穴住居38 方形 579 (472) 38 25 1 522 4/4 230-190 -I z 古•前. I 

竪穴住居39 方形 536 510 10 N-33-W (23 1) 558 4/4 210,..,260 I - 1 

゜
古•中

竪穴住居40 方形 39l 204 15 N-85-W 6.6 572 4/4 310~210 

゜
古•後. II I 

竪穴住居41 方形 565 538 16 N-36-W 27. 7 561 4/4 252-243 -I -
゜

古•中

竪穴住居42 方形 493 394 I 39 N-37-E 16.8 535 2/2 176 3 

゜゚
2 古•前・ I 9 

竪穴住居43 方形 441 346 59 N-44-E 13 2 520 2/2 188 

゜゚
1 古前.I~TI I 

竪穴住居44 方形 475 386 46 N-48-E 17.3 546 2/2 162 -I△ o I 1 古•中.I 

竪穴住居45 隅丸方形 504 (450} I 21 N-l3—胃 {14. 7) 564 3/4 265~2441 -

゜
古•前・ I-II

竪穴住居46 方形 (432) (460} 54 N-38-E (16. 6) 520 2/4 ？ ？ ？ 1 古•中・ I I 
竪穴住居47 方形 415 400 38 N-44-W 12尋 2 532 4/4 "'-1611 I -I - -I 3 I -古•中・ I

竪穴住居48 方形 453 (315} j 20 N-89-IV (12. 8) 554 -I - - o o I 1 I -古•中・ I
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竪穴住居一覧表

遺構名 l 平面形 時期 備考

竪穴住居49 I隅丸方形

,'"  

遺構名 平面形
規模(cm) 長軸の向き 床面積 標高

主柱 柱間 (cm)
付属施設

時期 l 備考
長さ幅深さ N- • -E・¥¥' （吋） (cm) 高床剖方形土堀中央穴焼土面カマド

竪穴住居50 円形 328 305 36 7.9 514 "" —• 00 弥・後皿 中央炉

竪穴住居51 円形 373 332 48 9. 7 536 3 .. 弥・後.III 

竪穴住居52 隅丸方形 30s I 312 27 N-5-E 8 6 s22 I - 弥・後・ I

竪穴住居53A 円形 424 400 20 N-72-W 13 0 478 4/4 246~212 

゜
弥•後・ m

竪穴住居538 円形 475 460 56 N-19-E 17.8 504 4/4 235-212 ．． 

゜
1 弥•後 ·IV 粘±あり

竪穴住居54 円形 572 572 40 N-85-E I 25.9 530 5/5 300~210 

゜
3 " 弥・後.II 中央穴付近に焼士

竪穴住居55 （方形） (120) (105) 50 •••ー (0. 7) 520 ．． ．． 弥・後・llI

竪穴住居56 隅丸方形 356 (98) 66 ．． (2. 3) 534 '" —• 弥・後・IV

竪穴住居57 円形 584 555 38 N-80-E 24.9 502 4/5 236-230 

゜
弥・後・IV

竪穴住居58 円形 454 420 24 N-67-E 14 8 492 2/2 320 

゜
弥・後・N

竪穴住居59 （円形） 180 (20) 30 N-73-E (16 4) 538 4/4 222~190 "' 弥・後・

竪穴住居60 （円形） (446) (100) 2 (9 2) 510 弥・後・Il

竪穴住居6la 円形 570 541 68 N-89-W 23 2 504 4/4 344~230 

゜
弥・後•田

竪穴住居61b （円形） 700 (680) 30 N-26-E (33. 5) 538 6/6 303~146 ’’ 弥·後 -rr~rn

竪穴住居62 （方形） (365) (330) 20 N-75-E (14. 5) 520 3/4 325-244 弥・後・N

竪穴住居63 円形 575 516 16 23. 0 546 2/ .. , ,. 弥•後 ·II-III

竪穴住居64 方形 395 393 33 N-82.5-W (15 2) 503 3/4 207-200 。 弥・後・I-II

竪穴住居65 楕円形 678 (525) 20 (30 6) 540 1 弥•後・ 1

竪穴住居66 円形 545 522 46 N-17-E 22. 3 517 3/4 257-221 ー・・

゜
’’ 弥・後・N

竪穴住居67a （円形） 12 " ．．． 弥・後.Il 

竪穴住居67b 円形 620 (620) 50 (30. 0) 520 ．． 

゜
1 ""' 弥・後・N

中央穴付近が窪み、そ
(J)辺り焼上

竪穴住居67C 円形 680 (670) 28 N-82-W (35. 0) 542 6/6 331~230 弥・後・N

竪穴住居67d 円形 (732) 696 50 t-1-25-W (43. 0) 520 5/5 340,..,_,244 ．． 
" 弥・後・N

竪穴住居68 （円形） 732 (394) 46 N-24-W (40 0) 525 4/6 221~153 

゜
弥・後・N 中央穴炭を伴う

竪穴住居69 （隅丸） (516) (200) 60 (5鼻 4) 550 弥・後・ [I

竪穴住居70 円形 460 403 26 14. l 510 4/4 196-168 

゜
］ 弥·後 -III~IV

竪穴住居71 隅丸方形 (520) (500) 17 N-15-E (21. 0) 490 3/4 256......,244 O● 弥・後・ 1

竪穴住居72 偶丸方形 474 208 46 N-21. 5-W (19. 0) 502 3/4 232-----196 弥・後
住73aに切られる 士
315を切る

竪穴住居73a （隅丸方形） (160) (90) 14 (2. 6) 520 1/ 一'" " 弥・後 住72を切る

竪穴住居73b 不明 (208) 10 (1. 2) 518 ―’ 弥・後

竪穴住居74 楕円形 420 (346) 12 (8. 6) 528 2/4 186 弥・後・I---Il
住72・方土38に切られ

る

竪穴住居74 不明 24 514 弥・後・I.-....rr 

竪穴住居75 円形 590 (422) 22 ．．．． (25. 6) 493 3/4 201-190 ● " 弥・後.I 

竪穴住居76 方形 (260) (54) (23) (2 8) 496 弥・後.I 

竪穴住居77a 多角形 610 588 50 .. 27.9 491 6/6 270,....,200 

゜
弥・後

竪穴住居77b 多角形 668 642 46 31 8 499 5/6 258~232 〇● 弥・後

竪穴住居77C 多角形 688 661 40 33. 7 502 5/6 254-220 5 〇● I '' 弥・後・N 土333を切る

竪穴住居78 円形 534 508 23 ● 9 21 4 502 4/4 250~216 I 弥・後・N
方土34・36・38に切ら
れる

竪穴住居79a 五角形 616 590 26 23 4 496 4/5 282~250 5 3 弥・後・N

竪穴住居79b 円形 656 620 26 26 0 496 4/5 282-250 5 3 弥・後・N

竪穴住居80 （不整）円形 (636) (528) 22 (27. 2) 502 5/5 310~210 -- —• 弥•後 ·N
住81を切る土326に
切られる

竪穴住居81 円形 (780) (736) 20 (45. 5) 506 6/7 380-174 ・-・ 弥・後・ill.....,1¥1方土47に切られる

竪穴住居82 不明 (500) (146) 24 (4. 8) 500 
弥・後·II~

住81に切られるm ? 

竪穴住居83 不明 654 (160) 20 (N-60—W) (9 5) 520 -I - 弥・後・N

竪穴住居84 円形 500 (486) 35 26 7 498 5/5 260-198 2 弥・後・ r-n
竪穴住居85 円形 I 241 (220) 30 (9. 3) 530 3/4 360-180 " 弥・後・ill,...,IV

竪穴住居86a 円形 426 426 24 14 l 516 4/4 22s~202 """ 〇● 弥・後・IV 士334・ 方士48を切る

竪穴住居86b 円形 426 426 32 14 l 498 3/4 210-208 〇● 弥・後・IV

竪穴住居87 円形 468 466 25 16 8 484 3/4 240-208 

゜
弥・後・IV

豆て替え l同上273
に切られる

竪穴住居88 円形 368 346 46 9. 7 505 4/4 208-172 

゜
．． 弥・後・IV
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竪穴住居一覧表

迎棉名 平面形
規模(crn) 長軸の向き 床面和 標高

主柱 柱間(cm)
付属施設

時期 備 考
長さ幅深さ N- • -E・W (m') {cm) 滴床部方形土堀中央穴焼土面カマド

竪穴住居89 楕円形 550 (164) 26 ．． (8. 2) 527 4/4 282-204 一•• •一 弥•後・ I -JI 

竪穴住居90a 円形 502 (458) 45 17 2 512 4/4 272-242 弥・後・N

竪穴住居90b 多角形 556 524 40 20. 7 521 5/5 300"-']64 9● • ’’ 弥•後 ·N
方土54に切られる 柱

替え

竪穴住居91a 円形 392 356 50 17.4 500 4/4 188-160 弥・後

竪穴住居91b 円形 472 446 36 16.2 518 4/4 212-180 4 -・ 

゜
... -- 弥・後・ill-N

竪穴住居9)C 円形 472 446 36 10.4 518 4/4 212.-... 180 4 -- O● 弥•後 ·IV

竪穴住居92 隅丸方形 (180) (220) 32 ， (1. 3) 525 "'"" 
一"

弥・後.I 

竪穴住居93 円形 480 480 31 14.8 510 4/4 236~220 

゜
弥・後・N 方土68を切る

竪穴住居94 円形 650 580 42 25.5 508 5/5 266.-..,232 ．． 

゜
・- 弥・後・IV 柱替え

竪穴住居95 円形 488 (406) 35 (18 6) 508 2/4 ~250 '"" 弥・後・IV? 柱間は190cmかも

竪穴住居96a 円形 458 424 46 14 4 493 4/4 220~210 弥・後 ·III~IV

竪穴住居96b 円形 534 494 36 20.0 504 5/5 206,....190 —• "' 

弥・後 ·III~

N? 

竪穴住居97 円形 500 484 46 (20. 2) 494 5/5 110~228 2 

゜
1 弥・後.I 士352に切られる

竪穴住居98 方形 498 194 25 N-18-E 18.0 515 4/4 258~194 弥・後.I 方土59・61に切られる

竪穴住居99 不整円形 558 553 48 N-81一屑 22 6 507 4/4 286 ...... 255 弥・後•川

竪穴住居100 不整円形 291 (267) 16 N-8-W (5 2) 515 2/4 115 

゜
弥・後.III? 

竪穴住居101 円形 416 394 34 N-80-W 10 7 505 4/4 143~124 

゜
弥・後.III 

竪穴住居102 円形 548 542 43 N-2-W 20 7 503 4/4 276 ....... 258 

゜
弥・後.II 

竪穴住居103 円形 694 674 43 N-87-E 33. 1 507 6/6 268~187 

゜
弥・後・ill

竪穴住居104 （円形） 460 450 46 (7 6) 502 3/4 190~184 

゜
弥・後・m

竪穴住居105 円形 620 606 33 N-54--'E 26 4 498 5/5 243~210 

゜
弥・後・m

竪穴住居106 円形 435 407 42 N-79-W 12 6 494 4/4 230~219 

゜
1 弥・後.III 

竪穴住居107 不整円形 599 558 41 N-84-W 23 0 485 4/4 283 ...... 205 4 

゜
1 弥・後・IV

竪穴住居108 隅丸方形 533 (493) 40 N-71-W (21. 6) 493 4/4 253-241 

゜
2 弥・後.I 

竪穴住居109 円形 368 359 22 N~so~E (9 l) 519 4/4 218-175 

゜
2 弥・後・m

竪穴住居llO 円形 473 466 36 N-71-W 15 4 497 4/4 208----178 

゜
弥・後.III 

竪穴住居111 不整円形 374 348 51 N—14-W 9 0 493 4/4 168~141 

゜
弥・後 -III~IV

竪穴住居112 不整楕円形 375 316 23 N-15-W (9 3) 504 4/4 203~118 

゜
弥・後.III 

竪穴住居113 隅丸方形 367 355 25 N-45-E 9 4 501 4/4 197~174 l 

゜
弥・後.I 

竪穴住居114A不整円形 566 535 47 N-71-W (22 5) 480 4/4 244~184 1 

゜
弥・後.ill 

竪穴住居1148 円形 569 522 52 N-76-W 22 0 488 4/4 311-208 

゜゚
2 弥・後.III 

竪穴住居115 不整円形 369 347 29 N-2-E 9 0 512 4/4 154~119 ？ 

゜
l 弥·後・ m~N

竪穴住居116 不整円形 431 407 31 N-88-W (13 l) 509 4/4 215~172 

゜
弥・後・ill

竪穴住居117 円形 462 452 34 15 3 496 4/4 240-196 

゜
弥・後.I 土398を切る

竪穴住居118 円形 543 520 30 19 7 443 4/4 235.-....205 

゜
弥・後.I 

竪穴住居119 円形 467 440 45 14 4 495 4/4 212~192 

゜
弥・後.Ill 

竪穴住居120 円形 502 479 33 17 3 462 4/4 255-205 

゜
弥・後・ 1

竪穴住居121 不整方形 432 424 35 10 3 460 

゜
2 弥・後.I 

竪穴住居122 円形 353 (303) 28 (lo 1) 504 2/? 

゜
3 弥・後.I 

竪穴住居123 円形 492 488 50 16 0 489 4/4 210~200 

゜
" 弥・後.I 

竪穴住居124 方形 418 398 22 8.2 476 

゜
-・ 弥・後・ 1

竪穴住居125 方形 (308) (307) 8 (7 0) 502 --

゜
弥・後.I 

竪穴住居126 円形 361 353 10 9 8 502 4/4 110~140 ""' 弥・後.I 

竪穴住居127 方形 431 417 ， N-24-E 17 0 561 4/4 225~171 

゜ ゜
古・後

竪穴住居128 方形 480 (417) 45 N-20-E 19 2 523 4/4 260...._.245 l l ． 古•中？

竪穴住居129 方形 4l0 (328) 22 N-65-W 13.0 549 ？ l 古• 中・ 1

竪穴住居130 方形 522 520 18 N-41-V/ 25.4 556 4/4 275-234 l 古•中. II 

竪穴住居131 方形 300 (154) 32 (3. 4) 565 古・後.II 
I 

竪穴住居132 方形 396 322 40 N-39-W 12. 7 534 I -

゜
古• 中.I I韓式系士器

竪穴住居133 方形 547 (352) 6 26.5 570 

゜
古• 中・ 1

I I 竪穴住居l34a方形 (480) 428 20 N-55-W 20.5 546 3/4? 315 古• 中・ 1

竪穴住居134b （方形） 475 450 20 N-52ー屑 (10. 0) 546 2/4 古•中・ 1

竪穴住居135 方形 361 331 20 N-39-W l l. 4 528 ？ 古•中・ 1 粘土（南角）

竪穴住居136 方形 443 359 40 N-49-W 15 3 522 2/2 220 l 

゜
古•中. I (古）

竪穴住居137a （方形） 614 568 40 N-15-E 32.6 530 古•前-rr~m

竪穴住居137b （方形） (410) 40 N-14-E (19. 4) 520 古•前·Il~m

竪穴住居137C （方形） (430) 404 57 N-14-E (11. 2) 510 212 I 123 l 古•前- ll~m 

竪穴住居13s I長方形 I 420 324 36 (N-61-E) l L 5 I 522 212 I 134 ． 古•中 I 
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竪穴住居一覧表

面形 I 規模(cm} 長紬の向き 床面稼 標高 I I三 付属施設 時期 備考遺構名
平 I長さ幅深さ ti'- " -E・W (rrf) (cm) 主柱柱間(cm) 坊形土壊中央穴焼土面カマド

竪穴住居139 方形 I 316 372 26 (N-11-W) (ll 0) 514 1/2 ! ! I - I - 古•前. l I 
竪穴住居140 方形 560 518 25 N-88-E 26.5 533 4/4 308-252 - 一・

゜
古•中 I士430に切られる

竪穴住居141 方形 500 376 40 (N-22舟） 14. 7 518 
4-/4 j 256--208I l --

． 古•中

竪穴住居142 方形 504 484 10 N-56-W 22.4 535 , .. 00 古•中

竪穴住居143 方形 440 422 10 N-21-E 17. 7 552 4/4 246,....,208j - 古•中

竪穴住居144a 方形 404 418 38 (N-33-W) 16. 5 522 2/2 158 -- l ●● 古•中

竪穴住居144b 方形 440 452 I 38 (N-33-W) 18. 8 522 2/2 158 l ●● 古•中

竪穴住居145a 隅丸方形 (500) 440 ¥ 50 I N-39-E 21. 5 495 4/4 296-234 1 古•前・］

竪穴住居145b隅丸方形 594 554 50 N-39-E 29. 7 495 4/4 280-234 1 -- 古•前・］

竪穴住居145C 隅丸方形 626 592 38 N-41-E 33.2 505 4/4 328,..._,254 4 

゜
l 古•前・］

竪穴住居146 方形 (266) 338 28 N-46-W (8. 4) 513 2/2 LIO --・ ． 古•中 溝39に切られる

竪穴住居147 方形 450 410 8 N-33-W (16ャ 7) 514 4/4 245,....,205 古•中

竪穴住居148 方形 330 310 28 (N-24. 5-W) 10.2 498 2/2 205 " • 一 ． 古•中

竪穴住居149 （方形） 608 - 27 526 2/4 337 ，一

゜
古• 中.II 

竪穴住居150 長方形 392 272 18 l¥'-36-E 9.8 536 4/4 180-120 ’’ 古•中 焼失

竪穴住居151 方形 425 (392) 22 N-68-W (15 5) 529 古• 中.II 

竪穴住居152 方形 333 (286) 15 N-31-E (8. 5) 507 4/4 175-144 3 

゜
古•前. II 

竪穴住居153 不整長方形 481 380 20 N-25-E 10. 7 501 2/2, 149 •一 ． 古•中・］

竪穴住居154 方形 505 (498) 32 l¥'-62-W (22 7) 508 4/4 249-225 --

゜
古•中

竪穴住居155 （長方形） (320) 310 47 N-47-E (10. 0) 501 " ・ー

゜
古•中・ n

竪穴住居156 長方形 (482) 455 56 N-2-W (21 6) 491 2/2 149 1 古•中 ·I ,.._, II 

竪穴住居157 ｛方形） (250) {180) 24 (7 4) 514 1/? " ""' 古• 中.II 

竪穴住居158 長方形 548 364 14 N-59-E 17.5 530 4/4 413~215 ・-

゜
古•中・ rr

竪穴住居159 方形 528 521 21 N-29-E (23 9) 528 4/4 265--.,248 

゜
古•中. II 

竪穴住居160 不整長方形 435 295 38 N-25-E 10 5 513 1/2 -- 1 一"

゜゚
古・中.I 

竪穴住居161 方形 448 415 28 N-65-W 16.9 527 4/4 215"-'143 

゜゚
古・後.II 

竪穴住居162 （不整長方形） 615 497 • 一 (N-62-E) (30. 0) 529 ー・・ 古・中・[]

竪穴住居163 方形 504 459 30 N-5←E 21 3 520 4/4 248~216 ℃) 古・中・ 1]

竪穴住居164 ？ -- 548 

゜
古・中・ I 鼈のみ

竪穴住居165 方形 661 502 8 N-54-E 28.0 524 4/4 218~202 3 1 古・中.I 突出部あり

竪穴住居166 方形 586 532 26 N-65-W 27 6 531 4/4 272-225 

゜
古•中. II 

竪穴住居167 ？ ．． -・・ 
一"

゜
古•中 寵のみ

竪穴住居168 不整方形 526 482 12 N-14-W 23.3 521 4/4 233~208 2 2 ． 古•中. I 

竪穴住居169 方形 600 567 21 N-8-E 31 6 533 4/4 278"-'245 

゜
古•中. I 

竪穴住居170 不整長方形 432 350 10 N-32-W 13. 5 546 " 1 

゜
古•中. II 

竪穴住居171 不整方形 470 445 34 N-58-W 19. 6 519 4/4 159-142 1 "一● 1 古• 中.I 

竪穴住居172 不整方形 423 372 31 N-23-W 14. 2 523 1 

゜
古• 中.I 

竪穴住居173 方形 397 357 44 N~fiO-E 13. 3 504 4/4 258-207 1 ... 古•前・ m

竪穴住居174 方形 383 343 22 N-48-E 12. 1 542 4/4 248-133 [ 占•中. I 

竪穴住居175 方形 580 558 13 N-61舟 30.4 553 4/4 280-220 

゜
占・後

竪穴住居176 方形 (435) (420) 25 (5. 7) 513 2/4 185 ． 古•中. I 

竪穴住居177 方形 395 365 I s N-63-W 13. 3 545 4/4 190~173 

゜
古・後・II

竪穴住居178 方形 395 360 45 N-76-E 12. 7 510 2/2 135 " ． 古• 中・ I

竪穴住居179 方形 490 470 15 N-84-W 21 6 450 4/4 293-172 ●9 

゜
古・後.II 

竪穴住居180 方形 322 315 I 22 N-39-E 9. 1 507 2/2 95 l 

゜
古•中. I 

竪穴住居181 方形 (373) (183) 19 3 5 534 ． 古・後.II ? 

竪穴住居182 方形 573 518 17 N-23-W 18 2 530 4/4 235-190 

゜
古・後.II 

竪穴住居183 方形 396 373 38 不明 512 1 古•中・ l I 
竪穴住居184 方形 490 475 38 N-36-E 21 3 510 4/4 190-168 

゜
古•中 ·I~II

竪穴住居185 方形 323 290 25 8.2 516 ． 古•中・ n

竪穴住居186 方形 430 425 8 17. 1 550 

゜
古・後・ a? 

竪穴住居187 方形 480 450 10 N-68-E (15. 7) 555 4/4 228-180 

゜
古・後・ n

竪穴住居188 方形 565 458 13 N-55-E 23.2 535 4/4 285-215 

゜
古•中 ·Il

竪穴住居189 方形 530 495 15 N-15-E I 24. 2 550 4/4 270-240 

゜
古・後.Il 

竪穴住居190 方形 420 410 30 16 4 518 古•中・［

竪穴住居191 方形 530 492 12 N-74-E 24 6 539 4/4 290~255 

゜
古•中. I] 

竪穴住居192 方形 不明 不明 25 (1 7) 不明 3/4 " 古•中. I 

竪穴住居193 方形 357 336 38 (10 3) 508 1 古中.I 
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掘立柱建物一覧表

規 模 柱間距離(cm) 面積 棟方向 柱穴掘り
調査区 遺構名 N-'-E・W方平面形

時期 備考
間数 桁行(cm) 梁間 (cm) 桁 梁 （ポ）

掘立柱建物 1 2X2 435~432 384-381 256-180 212-170 16 3 N-87-W 円形 中世

掘立柱建物2 2X2 350~337 314~312 184~162 1s2~134 10 8 N-88 5-E 円形 中世 図上作成

掘立柱建物3 2X2 312-327 312~327 226~140 174-142 12. 7 N-1. 5-E 円形 中世 図上作成

掘立柱建物4 2X2 507-484 472~457 254-236 256----214 23. 9 N-4-E 円形 中世 中心ずれるが総柱 図上作成

塚廻り 掘立柱建物5 2X2 400-375 364-361 204-174 192-[70 13. 6 N-83-W 円形 中世 中心ずれるが総柱 図上作成

掘立柱建物6 2X2 386 398-336 204-182 194-[54 13. 7 N-83.5-W 円形 中世 総柱図J::作成

掘立柱建物7 3Xl 604~601 250~222 216~194 250----222 14. 5 N-84-W 円形 中世 図上作成

掘立柱建物8 2X2 376~370 364-357 200-176 
198....., 160 

13 6 N-77-W 円形 中世
変則の二問。東側は同幅で、 3

138~!04 間図上作成

掘立柱建物9 2X2 482 465 270-222 250~242 22 8 N-16-IY 円形 中世 図上作成

掘立柱建物10 2Xl 415 205 200~210 205 8 4 N-32~E 円形 弥

掘立柱建物11 2 X 1 429 329 195-214 312-329 12 4 N-17-E 円形 弥

掘立柱建物12 2 X 1 442 240 205~222 240-250 10. 6 N-86-W 円形 弥

掘立柱建物13 2 X 1 395 196 190~204 178-196 7.3 N-51-W 円形 弥・後 ・ill-IV

掘立柱建物[4 2 X 1 290 158 130-148 156-158 4.4 N-59-W 円形 弥・後・訂~IV

掘立柱建物15 2 X 2 290 243 152~136 128-118 7.2 N-3-E 円形 古代

掘立柱建物16 3 X 2 790 419 230-305 201~216 31. 8 N-69-W 円形 平安

掘立柱建物17 2X2 350 306 138-202 117-163 9.8 N-79-W 円形 古代

掘立柱建物18 2 X 2 400 396 191-209 190----206 15. 5 N-64-W 円形 古代

掘立柱建物19 (3) X 2 (434) 397 206-222 197-200 (16. 8) N-74-W 拙丸方形 古代 東へ延ぴる可能性

掘立柱建物20 3 X 2 633~627 403-378 228~184 
221,.....180 

24.4 N-8-E 楕円形 中世
変則の二問。南側は同幅で、 3

140----ll6 間

掘立柱建物21 3 X l 690 366 233-225 366"'-'363 25. 3 N-85-W 円形 中世

掘立柱建物22 3Xl 631 332 227-190 332----312 19 9 N-82-W 円形 中世 図上復元

掘立柱建物23 3 X 1 632 346 231-190 346.....,340 21 8 N-84-W 円形 中世 図上復元

掘立柱建物24 3 X 1 650 351 224-208 351~340 22 2 N-88-E 円形 中世

掘立柱建物25 3 X 1 593 408 200-190 408-390 23 6 N-85-E 円形 中世

掘立柱建物26 3 X 2 615 475 233-172 239~236 28. 7 N-1-W 円形 中世

掘立柱建物27 3 X 1 660 349 246~201 349-347 22 7 N-83-E 円形 中世

掘立柱建物28 3 X 1 623 401 221"-196 401~376 23 7 N-3-E 円形 中世 図上復元

掘立柱建物29 2 X 1 510 415 220-270 415 20 5 N-2-E 円形 中世

掘立柱建物30 5 X 1 717~740 290"-'300 140,.,,_,165 290-300 21 5 N-86-W 円形 中世

フロヤ
掘党柱建物31 3 X 2 842 508 230--..,307 202~298 42 8 N-87-W 円形 鎌倉後半

掘立柱建物32 2Xl 426 304 200-226 300~304 12 8 N-3-E 円形 鎌倉前半

掘立柱建物33 2Xl 438 198 228-190 198-185 8 I N-87-E 円形 中世

掘立柱建物34 1 X 1 332 248 90-242 240~248 8. 1 N-85-W 円形 鎌倉？

掘立柱建物35 1 X 1 330 265 326~330 244-265 8 3 N-83-W 円形 鎌倉？

掘立柱建物36 1 X 1 287 220 282----287 220 6. 2 N-78、5-W 円形 中世

堀立柱建物37 1 X 1 257 221 237~246 217-221 5 2 N-81 5-W 円形 中世

掘立柱建物38 2 X 1 534 320 251-275 3ll~320 16 4 N-77-W 円形 鎌倉

掘立柱建物39 2 X 1 419 214 193-225 213-214 8 9 N-7-E 円形 鎌倉後半

掘立柱建物40 4Xl 943 370 194-305 338~370 34 4 N-81-W 円形 室町？

掘立柱建物41 3 X 1 604 403 197~206 400-403 24 2 N-82-W 円形 中世

掘立柱建物42 2Xl 443 396 212-231 394~396 17 4 N-79-W 円形 鎌倉

揺立柱建物43 2 X 1 447 260 208-230 260 11. 2 N-74-W 円形 中世

掘立柱建物44 4X4 823 637 172~284 105.....,221 50 8 N-74-W 円形 室町？

掘立柱建物45 3X2 600 392 196-208 168~222 23.4 N-76-W 円形 中世

掘立柱建物46 2 X 1 322 200 158~161 198-200 6.3 N-79.5-W 円形 室町

掘立柱建物47 2 X 1 430 341 11s-242 I 330-346 14. 3 N-78-『 円形 中世

掘立柱建物48 4Xl 814 438 I 19s~212 I 414~43s 34.6 N-17← E 円形 室町？

掘立柱建物49 2Xl 371 213 170----20l 201~213 7. 7 N-7i-W 円形 中世

掘立柱建物50 4Xl 858 475 168-245 251 ...... z53 37.9 N-15-E 円形 中世

掘立柱建物51 2 X 1 406 275 196----2041 222----225 8.9 N-l2-E 円形 鎌倉後半

掘立柱建物52 2Xl 405 338 196~207 326~338 13.3 N-11-E 円形 中世

掘立柱建物53 2Xl 403 304 188-205 288~304 11 8 N-75-W 円形 中世
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掘立柱建物一覧表

短 模 柱間距離(cm) 面積 棟方向 柱穴掘り
備考調査区 遺構名

N-" -E・W 方平面形
時期

間数 桁行(cm) 梁間(cm) 桁 梁 （面）

掘立柱建物54 3X2 333,..,,,375 507-----502 177-156 195-1831 19. 4 I N-24-E 方形 古．．中？

掘立柱建物55 2X2 448---..440 402-397 231-216 240-1631 17. 7 I N-76-W 楕円形 鎌倉

掘立柱建物56 2X2 396----390 393.-...,373 203---184 244-149 14事 1 N-67-W 円形 中枇

掘立柱建物571 2 X 2 429,.,,..411 408-404 227----182 219-189 17事 1 N-69-W 円形 中世

掘立柱建物58 3X2 730---727 376-357 252~229 189-182 27.0 N-70-W 楕円形 鎌倉

掘立柱建物59 2Xl (428) (205) 207-221 205 (8. 8) N-17-E 
円形

古代
隅丸方形

掘立柱建物60 3X2 507 354 135-197 178-322 16.4 N-8-E 円形
古代？

隅丸方形

掘立柱建物61 3 X 1 502 369 152-170 345-369 17. 8 N-73-W 
円形

古代
隅丸方形

掘立柱建物62 3X2 560 387 152-190 1s1~2os 20.3 N-13-E 方形 古代

掘立柱建物63 4X3 714 580 116-238 188----364 40.9 N-4-E 円形 中世？

角田
掘立柱建物64 2X2 524 334 240-262 150---176 16.4 N-78-W 円形 中世

掘立柱建物65 2 X 1 428 364 20s~21s 354---364 15. 2 N-80-W 円形 中世

掘立柱建物66 2X2 373 378 150~217 165---193 13.0 N-5-W 円形 中世

掘立柱建物67 1 X 1 322 246 316-322 228,....246 7.4 N-1-W 円形 中世

掘党柱建物68 2 X 1 419 366 198-210 362---366 15. 1 N-86-W 円形 中世

掘立柱建物69 2Xl 476 292 224-249 264~292 13. 1 N-22-E 円形 中世

掘立柱建物70 1 X 1 284 208 284 202~2os 5. 8 N-30-E 円形 中世

掘立柱建物71 3X2 534 294 140-320 112~1s2 15.3 N-27-E 円形 中世

掘立柱建物72 2Xl 432 288 182-250 280,....,288 12.2 N-28-E 円形 中世

掘立柱建物73 4X2 716 422 140~226 162---260 28.3 N-84-E 円形 中世

掘立柱建物74 2X2 440 308 194~222 140,....160 13.4 N-11-E 円形 中世

掘立柱建物75 1 X 1 232 198 232 188----198 4 5 N-11-E 円形 中世

掘立柱建物76 1 X 1 214 200 204,....,214 196-200 4 1 N-2-E 円形 中世

銅鐸埋納壊一覧表

調査区 遺構名 口底面標高
長さ 幅 深さ (cm) 

平面形 I断面形 I 時期 備考

フロヤ I銅鐸埋納城 75 I 43 I 40 558 I隅丸長方形 Imb I弥・後・ I
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土壊墓一覧表

調査区 遺構名
規模 (cm)

琶 平面形 断面形
主軸

時期 備 考
長さ幅深さ

N- 0 -E・W 

塚廻り 土破墓 1 (98) 91 8 578 （楕円形） III a N-30-W ? (中世）

土城塞 2 209 102 15 575 方形 III a N-12-E 室町 人骨・刀・釘

土城墓 3 94 59 5 601 長方形 ma N-1-W 中世 釘、人骨

土域墓4 128 53 6 602 長方形 Ill a N-1-W 中世 人骨
フロヤ

隅丸長方形土廣墓5 180 158 6 549 田 a N-79-W 中世（室町） 人骨•土師器皿 3

土塙墓6 103 82 16 535 隅丸長方形 III a N-12-E 中世（室町） 漆器椀

土城墓 7 153 81 7 596 長方形 III a N-7-E 中世

土城整8 101 66 19 563 小判形 Ill a N-14-W 中世

土漿型 9 172 95 32 557 不整小判形 ill a N-ll-E 鎌倉

土懐墓10 117 66 (18) (572) 長方形 III a N-9-W 鎌倉

土城墓11 122 72 60 531 楕円形 ill a N-10-E 鎌倉

土腋塞12 102 56 不整小判形 III a N-20-E 中世

土城墓13 78 62 11 530 楕円形 Ill a N-1-W 中世 この上部30cmに石が敷いてある

土吸墓14 93 48 14 675 長方形 ill a N-30-W 中世

土漿墓15 142 98 29 556 楕円形 ill a N-68-W 中世

上城墓16 129 74 (40) (540) 長方形 II a N-85-E 中世

角田
鎌倉

烏帽子出士・掘方など不明 烏帽子のレ
土域墓17 " ・・-

ベルは、 546cm

士壊募18 176 111 10 574 長方形 III a N-90-E 中世

士壊募19 76 52 21 554 楕円形 Ill b N-20-W 鎌倉

士域幕20 125 78 8 568 長方形 III a N-15-E 中世

士域堪21 122 81 19 555 長方形 Ill a N-0- 中世

土塙墓22 120 77 22 554 長方形 Ill a N-15-W 中世

土壊墓23 94 78 13 563 方形 III a N-25-E 中世

土城墓24 83 76 6 570 隅丸二角形 lII a N-30-E 中世

土壊墓25 97 88 14 533 隅丸方形 III a N-26-W 古代？ 角礫 2個出七

井戸一覧表

規模 (m) 底面
調査区 遣構名 讐

平面形 断面形 時期 備 考
長さ 幅 深さ

井戸 1 66 49 73 521 不整方形 Il a 占•前 •ill 土器

塚廻り 井戸 2 246 225 (255) (350) 隅丸方形 III a 室町 石組み（円形）

井戸 3 190 180 (190) (275) 円形 II a 室町 石組み 上に椀型の掘り込みらしきもの

井戸 4 229 216 (190) (410) 円形 III a 室町～江戸 石組み
フロヤ

井戸 5 123 107 (210) (398) 円形 ill a 中世（室町） 石組み

角田 井戸 6 312 296 300 312 円形 III a 鎌倉
井戸枠 80X84X105 井筒 rt:i48 縦木針葉樹卓ヒノ

キ？（スギ？） 横木キリ 縦木隅： l:'.ノキ
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袋状土壊一覧表

規模 (cm)/面積 (rn') 底面

I断ilii形
調査区 迫構名

上面径 底面径 深さ 面稜
標高 底面形 時期 備 考
(cm) 

袋状士墟 1 131 125 65 l. 16 486 楕円形 II a 弥・後.I I 
袋状土城 2 112 125 52 1. 06 502 楕円形 II a 弥・後・ 1

袋状土城 3 129 140 46 1. 47 478 不整円形 I a 弥・後・ 1

袋状土壊4 107 99 24 (0. 76) 510 円形 III a 弥・後.I 

袋状士葉 5 118 127 43 1. 26 50l 円形 I a 弥・後.I 

袋状土塙 6 133 150 72 L 57 490 隅丸方形 I a 弥・後.I 

袋状土城 7 146 165 66 2. 12 480 円形 I a 弥・後.I 

袋状土壊8 115 108 18 (0. 98) 518 楕円形 ill a 弥・後.I 

袋状士漿9 153 〈112) 32 (1. 41) 526 （楕円形） Ill a 弥・後・ 1

袋状土墳10 123 136 27 L 32 518 円形 I a 弥・後.I 

袋状土塙11 142 163 86 2. 16 482 円形 I a 弥・後.I 

袋状土壊12 129 125 40 1. 32 518 円形 m a 弥・後・ I

袋状土壊13 137 135 101 1. 45 482 円形 I a 弥・後.I 

袋状土城14 126 141 53 1. 54 500 円形 I a 弥・後・ 1 I 
袋状土陵15 96 91 33 0.66 516 楕円形 III a 弥・後.I ? 

袋状土漿16 148 167 55 2.05 489 円形 I a 弥・後.I 

袋状土壊17 136 168 63 2.03 495 （円形） I a 弥・後.I 

袋状土横18 153 163 55 2. 14 464 円形 I a 弥・後.I 貨泉

袋状土塀19 149 133 70 1. 42 472 円形 Ilia 弥・後・ 1

袋状土壊20 142 173 88 2.46 462 円形 I a 弥・後.I 

袋状士漿21 144 127 36 L 56 524 楕円形 I a 弥・後・ 1

袋状土城22 119 129 43 L 28 507 円形 I a 弥・後.I 

袋状土壊23 112 118 73 1. 27 485 楕円形 I a 弥・後.I 

袋状士壊24 115 148 66 1. 52 495 円形 I a 弥・後・ 1

袋状土壊25 118 138 78 l. 97 484 円形 I a 弥・後.I フロヤ
袋状土壊26 132 172 52 1 91 495 不整楕円形 I a 弥・後.I 

袋状土城27 130 172 45 1. 27 517 楕円形 II a 弥・後.I 

袋状土壊28 (138) (118) 53 (0. 86) 505 （隅丸長方形） Illa 弥・後・ I

袋状土懐29 (152) (130) 53 (1. 28) 500 （楕円形） II a 弥・後.I 

袋状土壊30 126 147 76 (1. 39) 469 （円形） I a 弥・後.I 

袋状士壊31 204 190 82 3.06 517 楕円形 I a 弥・後・ l

袋状土壊32 (112) (99) 40 (0 48) 502 （円形） I a 弥・後.I 

袋状土壊33 (113) (132) 40 (1. 26) 483 （円形） I a 弥・後.I 

袋状士壊34 122 125 47 (1. DO) 496 楕円形 I a 弥・後.I 

袋状土壊35 126 149 66 1 85 478 円形 I a 弥・後・ 1

袋状土城36 159 160 55 1 96 508 円形 ma 弥・後.I 

袋状士壊37 112 123 82 (1. 10) 480 楕円形 I a 弥・後.I 

袋状土城38 (86) (92) 52 (0. 19) 506 （楕円形） I b 弥・ 後.I 

袋状土城39 128 124 34 1. 21 527 楕円形 II a 弥・後.I 

袋状土壊40 127 136 50 1. 30 495 円形 I b 弥・後.I 

袋状土壊41 (160) (134) 40 (1 93) 498 （楕円形） III a 弥・後.I 

袋状士壊42 100 110 87 1. 38 477 楕円形 I a 弥・後・ I

袋状土壊43 97 147 94 1. 39 487 楕円形 I a 弥・後.I 

袋状士壊44 140 155 94 1. 62 478 不整楕円形 I a 弥・後.I 

袋状土城45 150 120 37 (0. 59) 516 （オ脊円形） 田 b 弥・後.I 

袋状土塙46 140 120 94 1. 43 478 楕円形 11 a 弥・後.I 

袋状士壊47 106 90 19 。.76 548 楕円形 田 a 弥・後.I 

袋状土瞭48 (132) (136) 41 (0. 71) 500 楕円形 I a 弥・後.I 

袋状土城49 141 141 36 (0. 94) 496 （楕円形） l a 弥・後・ I

袋状土壊50 (108) (112) 34 (0. 93) 489 （円形） I a 弥・後.I 
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袋状土堀一覧表

規模 (cm)/面積（面） 底面
調査区 遺構名

應喜
底面形 断面形 時期 備 考

上面径 底面径 深さ 面甜

袋状土城51 146 126 31 L 70 492 （楕円形） I a 弥・後.I 

袋状土堀52 150 130 55 (1、35) 504 （楕円形） I a 弥・後・ I

袋状±壊53 122 94 59 0.69 498 楕円形 II b 弥・後.I 

袋状土城54 (167) 109 79 0.60 496 楕円形 illb 弥・後.I 

袋状上城55 84 76 44 0. 57 497 楕円形 II a 弥・後・ 1

袋状土墳56 108 97 41 0.68 532 円形 I a 弥・後.I 

袋状士塘57 118 129 34 (0. 96) 530 （楕円形） I a 弥・後.I 

袋状士壊58 110 100 75 I. 32 507 楕円形 I a 弥・後・ 1

袋状上塙59 150 120 65 (1. 44) 493 （楕円形） I a 弥・後・ I

袋状土壊60 85 88 34 0 64 537 円形 I a 弥・後.I 

袋状土塙61 169 280 76 3.03 483 円形 I a 弥・後.I 

袋状士壊62 130 152 74 1. 63 487 不整円形 I b 弥・後.I . 
袋状士壊63 176 (175) 32 (2. 33) 498 楕円形 ill a 弥・後.I 

袋状土塙64 157 185 70 2.25 485 不整楕円形 I a 弥・後.I 

袋状土壊65 160 155 41 2.05 489 不整円形 I a 弥・後・ I

袋状土墳66 144 137 23 1. 45 496 不整楕円形 illb 弥・後.I 

袋状士壊67 153 137 60 1. 26 498 不整円形 II a 弥・後・ I

フロヤ
袋状士塙68 141 141 55 1. 26 465 円形 I a 弥・後・ l

袋状上塙69 87 87 38 0.63 506 円形 Il a 弥・後・ I

袋状上壊70 80 84 23 0.58 500 楕円形 ill a 弥・後.I 

袋状土城71 109 110 80 0.87 479 楕円形 II a 弥・後.I 

袋状上城72 110 128 54 1. 20 492 円形 I a 弥・後.I 

袋状士城73 105 89 28 0. 74 517 不整円形 II a 弥・後・ 1

袋状土喋74 144 138 50 L 46 487 円形 I b 弥・後・ I

袋状士城75 133 156 64 1. 71 498 不整円形 I a 弥・後.I 

袋状土渡76 162 166 94 (L 43) 492 楕円形 I b 弥・後.I 

袋状土城77 138 142 80 1. 54 479 円形 I a 弥・後・ I

袋状土漿78 200 190 70 2. 71 515 楕円形 I a 弥・後.I 

袋状士喋79 164 159 73 (L 65) 495 不整円形 I C 弥・ 後.I 

袋状士壊80 185 150 75 1. 67 495 円形 II a 弥・後・ 1

袋状上戦81 148 150 50 (1. 28) 489 円形 II b 弥・後・ I

袋状士壊82 166 171 96 2. 16 455 円形 I a 弥・後・ I

袋状上城83 240 160 82 L 78 472 円形 Ill a 弥・後・ 1

袋状七壊84 119 120 89 0.98 474 円形 II a 弥・後・ I

袋状上城85 156 165 55 L 93 496 楕円形 I C 弥・後・ l

袋状士城86 258 183 96 2.58 466 円形 I a 弥・後.I 

袋状土懐87 199 190 33 2阜 81 466 円形 I a 弥・後 ・I.....,II 

袋状土壊88 142 136 29 (1. 11) 522 円形 I a 弥・後.I ? 

袋状土壊89 146 137 63 1. 33 467 隅丸方形 II a 弥・後.I 

袋状上壊90 (150) (70) 50 測定不能 464 （円形） ? e 弥・後.I ? 

袋状土壊91 126 121 85 1. 37 430 円形 I a 弥・ 後.I 

袋状土城92 155 143 65 1. 07 457 不整円形 I e 弥・後.I 

角田
袋状土墳93 239 222 76 3. 18 463 不整円形 I e 弥・後・ I? 

袋状土墟94 112 107 39 0.97 488 円形 I a 弥・後

袋状土壊95 (167) (65) 47 (0. 58) 478 不整円形 II a 弥

袋状上喋96 178 172 48 2.06 465 楕円形 II a 弥・後

袋状士壊97 179 165 13 (1. 64) 476 楕円形 II b 弥・後・ I

袋状士腋98 162 174 50 I 1.63 480 楕円形 I C 弥・後

袋状土膀99 106 (74) 44 (0. 54) 485 円形 I a 弥・後

袋状土懐100 198 199 32 2.15 478 楕円形 II a 弥・後
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袋状土堀一覧表

調査区 遺構名
規模 (cm)/面積（面）

巳 底面形 断面形 時期 考備
上面径 底面径 深さ 面積

袋状土吸101 (40) (101) 16 (0. 39) 474 楕円形 l a 弥・後

袋状士破102 146 138 15 (1. 91) 476 楕円形 ma 弥・後

袋状士激103 162 165 47 2.30 478 円形 I a 弥・後

袋状士城104 119 (71) 32 0. 74 493 （円形） I C 弥・後

袋状士城105 204 179 28 (2. 39) 483 不整円形 m b 弥・後

袋状土城106 106 112 33 l. 00 478 円形 I C 弥・後

袋状土壊107 159 164 86 l. 75 442 楕円形 I b 弥・後・ I

袋状土壊108 160 135 81 1 53 447 不整円形 II b 弥・後・ I

袋状土壊109 146 132 83 1 23 447 不整円形 II b 弥・ 後.I 

袋状土城110 131 109 62 1. 17 456 不照円形 Il a 弥・後.I 

袋状土城111 104 99 40 0. 74 460 円形 Il b 弥・後

袋状土漿112 114 125 76 1. 13 447 円形 Il a 弥・後.I 

袋状土城ll3 (168) 128 30 1. 54 505 不整円形 Ila 弥・後.I 

袋状士壊114 100 102 53 0.83 475 円形 II b 弥・後・ I

角田 袋状士壊115 133 131 22 1. 39 502 隅丸方形 II a 弥・後・ I

袋状士壊116 125 115 81 0.93 456 円形 II C 弥・後.I 

袋状土城117 113 126 92 1鼻 22 443 不整円形 I b 弥・後.I 

袋状土城118 140 117 79 0.95 449 不整円形 I a 弥・後.I 

袋状土城119 127 120 69 1. 13 450 楕円形 I a 弥・後.I 

袋状土淡120 112 110 53 0.98 435 隅丸方形 I b 弥・後.I 

袋状土淡121 198 176 88 1. 45 442 円形 I a 弥・後.I 

袋状土痰122 (196) (195) 123 1. 93 388 （楕円形） I a 弥・後. I 

袋状土激123 140 128 61 1. 26 453 楕円形 I a 弥・後・［

袋状土域124 150 157 66 1 58 451 楕円形 I d 弥・後・[

袋状士城125 97 100 64 0 73 472 楕円形 I a 弥・後. I 

袋状士城126 156 147 92 I 57 446 円形 I b 弥・後

袋状士壊127 89 70 37 0 51 500 楕円形 Il a 弥・後・ I

袋状士域128 141 134 82 1. 27 459 楕円形 Ilib 弥・後・ I

袋状士壊129 110 95 55 _o. 12 478 不整円形 I a 弥・後・[
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方形土堀一覧表

調査区 遺構名
規模 (cm)/面稜 (ni)

円’
平面形 断面形 時期 備 考

長さ 幅 深さ 面租

方形士壊 l 202 139 31 2 09 523 長方形 III a 弥・後 ・N

方形士壊2 272 154 26 3.62 534 長方形 ill a 弥・後 ・ill-N

方形士壊3 305 180 50 4.47 485 長方形 II a 弥・後・ W

方形土壊4 (172) 172 52 (1. 50) 485 （方形） II a 弥・後 ・ill

方形土壊5 221 142 87 L 99 477 長方形 II a 弥・後・ W

方形土壊6 232 140 70 2.29 483 長方形 II a 弥・後 ・ill

方形土腺7a 177 (130) 35 (1. 91) 459 長方形 II a 弥・後・ W

方形士壊7b 215 82 12 (1. 10) 494 長方形 II a 弥・後 ・N

方形士壊8 237 163 57 2、90 500 長方形 ill a 弥・後・皿

方形士壊9 264 (140) 56 l. 94 500 長方形 III a 弥・後 ・N

方形土城10a 199 169 30 3.00 485 方形 II a 弥・後 ・III,..._,N

方形土壊10b (170) (130) (13) 2.08 497 方形 II a 弥・後 ・III-N

方形土壊10C ？ ？ (13) L 30 483 方形 II a 弥・後・ W

方形上漿11 146 96 40 1. 14 518 長方形 II a 弥・後 ・III.....,IV

方形土城12 155 112 43 1. 15 515 不整方形 III a 弥・後・ 1II

方形士壊13 144 100 29 0.68 561 不整方形 III a 弥・後・皿

方形士壊14 204 122 55 1 91 506 長方形 II a 弥・後.IV 

方形土城15 270 (180) 65 4.33 494 不整方形 II a 弥・後.IV? 

方形士壊16 218 149 71 2. 30 494 不整長方形 II a 弥・後

方形士壊17 220 171 56 2. 56 443 不整方形 II a 弥・後.Ill 

方形土壊18 305 232 86 2.65 466 不整長方形 II a 弥・後.IV 

方形土城19 233 156 41 2.86 496 長方形 II a 弥・後.IV 

方形土城20 198 83 65 1. 12 503 長方形 II a 弥・ 後.III 

方形士漿21 (325) 197 91 2 06 475 長方形 II a 弥・後・ m

角田 方形土城22 218 145 87 1. 54 470 長方形 I a 弥・後・ m

方形土漿23 315 197 90 4.85 444 長方形 II a 弥・後.IV 

方形士壊24 325 221 78 5. 11 476 不整長方形 III a 弥・後 ・III-N

方形土城25 (110) 115 29 (0 93) 513 不整長方形 illb 弥・後.Ill"-'w? 

方形土壊26 143 115 26 1. 37 514 方形 II a 弥・後.IV 

方形士壊27 172 144 24 1. 86 518 不整方形 II a 弥・後 ・N?

方形土城28 160 146 22 1. 99 520 方形 II a 弥・後.IV? 

方形士漿29 153 151 48 1 60 493 不整方形 Il b 弥・後・ rv

方形土城30 (195) 124 56 (1. 58) 458 長方形 Illa 弥・後 ・N

方形土壊31 172 150 65 1 96 460 方形 III c 弥・後・ W

方形土城32 188 135 62 2. 21 465 方形 II a 弥・後 ・N

方形土壊33 272 122 40 2.45 475 長方形 II e 弥・後・ W

方形士壊34 187 160 33 2. 59 479 方形 II b 弥・後 ・N

方形土懺35 260 246 62 4. 61 457 方形 III a 弥・後 ・N

方形土壊36 151 136 13 1. 83 498 方形 III a 弥・後・ W

方形士壊37 (165) 108 6 (1. 39) 485 長方形 Ill a 弥・後 ・ill-IV

方形土壊38 223 171 49 2.52 458 長方形 II e 弥・後 ・N?

方形上懺39 366 200 64 5.39 465 長方形 illb 弥・後・ W

方形土壊40 I 244 1 180 66 3.24 426 不整方形 lI a 弥・後 ・N?

方形士硼41 (148) (50) 45 (0. 45) 479 方形 III a 弥・後 ・N?

方形土破42 170 124 48 l阜 67 477 長方形 ma 弥・後 ・N?

方形上城43 205 146 42 ! 2.93 484 長方形 I a 弥・後 ・N

方形士墳44 183 118 40 1. 69 495 長方形 II a 弥・後 ・ill-N

方形士壊45 267 115 37 2.46 486 長方形 II a 弥・後 ・N

方形士塙46 I 186 132 16 1 l. 78 482 方形 III a 弥・後 ・N
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方形土壊一覧表

規模 (cm)/面積 (rrf) 信誓 断面形 時期 備 考調査区 遣構名
深さ 1 面積

平面形
長さ 幅 (cm) 

方形士懐47 (150) 120 s2 I c1. 29) 459 長方形 II e 弥・後 ・N?

I 方形土破48 349 190 64 4. 68- 419 不整正方形 II a 弥・後

方形士描49 233 105 94 0.62 437 長方形 II a 弥・後.IV 

方形士描50 298 (140) 66 2.34 475 長方形 II a 弥・後 ・N?

方形士城51 292 100 72 3. 18 468 長方形 II a 弥・後.IV 

方形士壊52 221 160 68 2.45 492 方形 Il a 弥・後 ・N

方形士壊53 136 136 24 1. 23 481 方形 III a 弥・後・ W

方形士壊54 185 145 49 2.24 499 方形 II a 弥・後 •N

方形士城55 284 196 99 3.57 452 方形 II a 弥・後 ・N

方形士壊56 174 108 68 1. 60 493 方形 II a 弥・後 ・Ill,.._,IV

方形土城57 138 99 49 1. 44 509 方形 I b 弥・後・ W

方形士壊58 222 154 115 2.40 406 長方形 II a 弥・後・ m

方形土城59 203 134 18 2 14 521 不整長方形 II a 弥・後

方形土壊60 (230) 267 100 (4 72) 466 方形 II a 弥・後.III 

方形上城61 214 177 55 3.07 518 方形 II a 弥・後.II 

方形土陵62 293 236 115 5.35 453 方形 II a 弥・後.II 

方形土城63 169 126 28 l. 66 504 長方形 II a 弥・後 ・II,.._,,III

方形土痰64 167 109 50 1. 30 498 長方形 ma 弥・後 ・IV?

方形土城65 276 173 96 3.90 455 長方形 II a 弥・後 ・ill

方形土城66 270 109 35 2.31 510 長方形 Il a 弥・後 ·II~III

方形土壊67 168 135 66 1. 58 494 方形 II a 弥・後・ W

方形土塙68 284 196 68 4.50 463 方形 II e 弥・後 ・N

方形土壊69 236 195 65 3.54 482 方形 Il a 弥・後・ W

方形士壊70 147 108 27 1. 29 532 不整方形 I a 弥・後 ・III-IV

角田 方形士壊71 151 112 38 1. 30 515 方形 Il a 弥・後 ・N

方形土城72 155 98 47 1. 09 -501 方形 II a 弥・後・ W

方形士壊73 257 193 99 2.98 445 方形 Il a 弥・後 ・N

方形士壊14 265 170 80 2.92 462 不整長方形 II a 弥・後 ・N?

方形土塙75 254 154 38 3.45 497 長方形 II a 弥・後

方形土城76 (200) (115) 31 (1. 99) 497 長方形 II a 弥・後

方形土壊77 125 65 30 0.61 505 長方形 II e 弥・ 後

方形土城78 223 132 25 (2. 17) 490 長方形 II a 弥・ 後.III 

方形土城79 188 (140) 46 (2 18) 469 長方形 II a 弥・後

方形士壊80 (221) (126) 59 2. 32 471 長方形 I a 弥・後

方形土壊81 294 163 58 (3. 87) 455 長方形 II a 弥・後.III 

方形土壊82 (147) (137) 32 1 67 497 不整方形 II a 弥・後 ・ill

方形土壊83 283 244 44 4.95 473 不整方形 II a 弥・後 ・N

方形土壊84 154 145 48 (1. 64) 486 方形 II a 弥・後.III 

方形土城85 213 147 82 2 59 456 長方形 II a 弥・後.Ill 

方形士壊86 121 70 10 (0. 76) 529 長方形 1I a 弥・後.Ill 

方形土城87 140 116 47 1. 24 502 長方形 II a 弥・後

方形土城88 267 169 64 2. 15 486 不整長方形 III a 弥・後 ・III-IV

方形土壊89 186 110 63 1. 52 478 長方形 II a 弥・後・ m

方形土城90 270 176 llO 4.03 439 長方形 II a 弥・後.III 

方形土城91 216 (180) 30 (3. 20) 459 長方形 II a 弥・後

方形土壌92 176 132 37 1. 77 483 長方形 IJ a 弥・後・皿~IV

方形土城93 277 (190) 11 (4. 40) 498 長方形 Il a 弥・後

方形土壊94 161 139 48 1. 42 476 長方形 II a 弥・後・ W

方形土壊95 185 143 46 2.37 478 長方形 Il a 弥・後
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方形土壊一覧表

調査区 迫構名
規模 (cm)/面積 (ni)

り円 平面形 断面形 時期 備 考
長さ 幅 深さ 面稽

方形土城96 160 146 31 (1. 60) 498 不整方形 II a 弥・後 ・ID

方形士戦97 (150) 103 46 (1. 20) 472 長方形 Il a 弥・後

方形土猥98 159 98 27 1. 34 491 長方形 II a 弥・後

方形土壊99 225 154 58 2.50 454 不整長方形 II a 弥・後 ・ill

方形士壊100 222 168 51 (2. 50) 460 長方形 II a 弥・後.III? 

方形土城101 147 121 54 1.48 456 方形 II a 弥・後

方形士城102 147 104 84 1. 26 462 長方形 II a 弥・後.IV 

方形土壊103 249 152 73 3.07 452 長方形 II a 弥・後・ W

方形土壊104 (204) (76) 66 (1. 46) 455 長方形 II a 弥・後

方形士壊105 235 148 55 2. 51 463 長方形 II a 弥・後.IV 

方形土城106 219 206 73 3 49 467 方形 II a 弥・後• 田

方形上懺107 207 175 76 2.68 463 方形 II a 弥・後.Ill 

方形土壊108 166 (112) 88 (1. 65) 452 不整方形 II a 弥・後

方形土壊109 130 87 70 0.83 452 長方形 II a 弥・後

方形土壊110 250 150 70 (2. 50) 450 長方形 II a 弥・後.III 

方形土壊111 (173) (90) 55 (1. 40) 471 長方形 II a 弥・後

方形土城112 141 138 61 1. 72 473 方形 II a 弥・後

方形土壊113 162 137 36 (1. 62) 483 方形 II a 弥・後.III 

方形土壊114 160 148 62 1. 88 471 不整方形 Il a 弥・後 ・ill

方形士漿115 150 132 24 1. 58 490 方形 II a 弥・後

方形土城116 114 115 34 1. 10 500 方形 II a 弥・後

方形士城117 149 148 22 1. 79 494 方形 ]] a 弥・後.III 

方形土壊118 133 (108) 30 1 08 499 不整方形 Il a 弥・後 ・N?

方形士壊119 167 (137) 18 (l. 96) 497 不整方形 II a 弥・後

角田 方形土壊120 249 215 54 (4. 52) 450 不整方形 II C 弥・後・ m

方形土壊121 (70) 84 23 (0. 49) 482 方形 II a 弥・後

方形土塙122 112 (88) 20 (0 79) 487 方形 II a 弥・後

方形土城123 306 154 57 4.37 468 長方形 Il a 弥・後.Ill 

方形士壊124 182 115 53 L 83 463 長方形 II a 弥・後

方形土壊125 194 155 75 L 99 460 方形 II a 弥・ 後

方形土壊126 185 135 38 2.05 498 不整長方形 II a 弥・後

方形土壊127 187 128 56 2.05 470 長方形 lI a 弥・後

方形土城128 235 205 21 4. 27 500 方形 II a- 弥・後

方形士壊129 218 154 70 2. 71 454 長方形 II a 弥・後 ・N

方形土壊130 304 164 60 4 35 495 長方形 II a 弥・後・ W

方形土壊131 (150) 161 39 2. 05 514 長方形 II a 弥・後

方形土城132 196 147 55 2. 16 480 長方形 II a 弥・後

方形士塘133 177 167 47 (2. 30) 477 不整方形 II a 弥・後

方形上城134 158 142 56 l. 60 469 方形 Il a 弥・後.Ill 

方形土壊135 172 108 22 l. 51 503 長方形 II a 弥・後.IV 

方形土塘136 148 109 21 (l. 40) 485 長方形 II a 弥・後.IV 

方形土壊137 126 83 70 0.83 463 長方形 I II a 弥・後• 田

方形士壊138 118 116 45 。.91 486 方形 II a 弥・後 ・III,.._,N

方形土壊139 182 116 1 57 2.53 465 不整方形 II a 弥・後.IV 

方形上城140 147 81 43 1 o. 91 487 長方形 II a 弥・後

方形土城141 136 113 50 1. 25 471 不整方形 II a 弥・後

方形士壊142 237 178 78 3. 35 463 長方形 I] C 弥・後・頂

方形土壊143 140 88 53 0.96 488 長方形 II a 弥・後・ W

方形土壊144 IOO I 68 47 (0. 40) 487 長方形 I II e 弥・ 後
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方形土壊一覧表

規模 (cm)/面積 (rr{) 底面
調査区 遺構名 門悶

平面形 断面形 時期 備 考
長さ 幅 深さ 面稜

方形土壊145 (96) 109 37 {O. 85) 488 ! 方形 II b 弥・後.Ill 

方形土壊146 250 245 88 4. 50 446 方形 ]l C 弥・後

方形土壊147 195 117 55 1學 98 470 長方形 II a 弥・後.III 

方形士壊148 222 219 72 4.39 453 方形 II a 弥・後

方形土壊149 139 89 32 (0. 90) 498 長方形 l Ila 弥・後 ・ID

方形土壊150 247 210 84 4.35 449 不整方形 II a 弥・後・ m

方形土壊151 239 137 50 (2. 87) 467 長方形 II a 弥・後

方形土懐152 152 95 32 (1. 11) 492 長方形 II a 弥・後

方形土横153 (105) 81 40 (0. 88) 502 長方形 n a 弥・後• 前？

角田 方形土壊154 302 266 6 7.27 492 不整方形 ]J C 弥・後.III 

方形土猥155 137 111 62 l. 17 474 不整長方形 Ila 弥・後

方形土壊156 230 184 78 2.32 450 長方形 m a 弥・後.IV 

方形土壊157 160 124 42 1. 47 492 長方形 II a 弥・後・ W

方形土壊158 168 141 49 1. 96 495 方形 II a 弥・後・ N

方形士漿159 (132) (42) (17) (0. 45) 464 方形 (JI a) 弥・後

方形土壊160 176 173 75 2.69 454 方形 Il a 弥・後

方形土壊161 315 146 63 3. 76 467 長方形 II e 弥・後 ・ll-N

方形土城162 134 134 36 1. 41 482 方形 II a 弥・後・ W

方形土壊163 146 112 62 1. 14 460 不整方形 illb 弥・後・ W
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土壊一覧表

調査区 這構名
規模 (cm) 麟 平面形 断面形 時期

長さ 幅 深さ (cm) 

土塙 1 79 40 7 586 楕円形 III a 古・後

士壊2 151 (78) 21 571 （楕円形） illb 古• 前.III 

土城3 78 64 27 564 不定形 ill a 古

土塙4 110 68 21 580 小判形 ill C 古・後・旧

土塙5 (46) 43 20 554 不定形 JI a 古・後.Ill 

土壊6 (95) 89 10 567 不整楕円形 filb 中世 焼土塊

士塙7 (80) 77 12 579 （方形） III.a 中世 底に灰か炭の層

土壊8 147 93 18 578 楕円形 Ill a 中世

土塙9 152 90 13 577 小判形 III a 中世

土壊10 264 179 12 568 不整楕円形 III a 鎌倉

土堺11 114 85 41 556 不整楕円形 II a 鎌倉

士壊12 87 78 30 554 不整円形 III b 室町 石

士城13 164 90 35 
塚廻り

555 不整楕円形 ill a 中世

土壊14 99 94 21 571 円形 II a 鎌倉

士壊15 100 74 21 567 不定形 III a 鎌倉

土壊16 126 105 27 564 隅丸方形 ill a 中世

土壊17 (180) 132 16 571 隅丸方形 皿a 中世

士城18 151 58 16 562 小判形 III a 鎌倉

土塙19 177 88 5 577 楕円形 III a 鎌倉

土壊20 (174) 147 11 571 不定形 ill a 鎌倉

士壊21 378 302 58 543 不定形 III a 鎌倉

土壊22 96 72 20 543 不正方形 III b 鎌倉

土城23 247 (114) 22 556 （方形） ill e 鎌倉

土壊24 188 95 18 562 不整楕円形 III a 鎌倉

土壊25 245 149 ， 578 不定形 ill b 鎌倉

士壊26 199 (118) 40 518 不定形 ill b 室町—

土壊27 222 170 72 510 不整楕円形 illb 弥・後.I 

士壊28 146 126 31 520 楕円形 ill a 弥・後 ・rn----rv
土壊29 135 124 32 518 隅丸方形 ill b 弥・後.I 

土壊30 185 141 19 520 不整楕円形 illb 弥・後.I 

士漿31 112 97 29 540 楕円形 ill C 弥・後.I 

土城32 190 86 20 520 長方形 ill a 弥・後 -m~rv

土漿33 113 96 ， 535 不整楕円形 ill a 弥・後 ・m.....,rv

土漿34 76 71 31 554 円形 ill a 弥・後.I ? 

土城35 222 199 25 520 隅丸方形 ill b 弥・後 ・m,....,rv

土猥36 118 72 26 535 隅丸長方形 ill a 弥・後.I 

土壊37 129 63 8 550 隅丸長方形 III a 弥？

フロヤ 土壊38 111 82 30 534 隅丸長方形 ill a 弥・後・ l

土壊39 110 103 31 530 楕円形 ill a 弥・後.I 

土壊40 86 79 13 530 円形 ill a 弥・後.I 

土壊41 88 76 37 548 楕円形 III a 弥・後.I 

土陵42 129 117 16 575 隅丸長方形 I m a 弥・後.I 

土壊43 125 120 36 509 長方形 I III a 弥・後・ I

土壊44 129 103 35 506 不定形 III a 弥・後.I 

土壊45 103 88 40 538 楕円形 田a 弥・後.I 

土漿46 96 71 35 540 楕円形 Ill a 弥・後・ I

士懐47 {90) 73 19 528 長楕円形 III a 弥・後.I 

土城48 85 (58) I 30 sis lI e楕円形） m a 弥・後.I 

士壊49 81 j so 1 21 538 隅丸長方形 III a 弥・後.I 
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土堀一覧表

規模 (cm) 底面
調査区 遺構名

I 深さ
標高 平面形 断面形 時期

長さ 幅 (cm) 

土壊50 96 73 26 515 隅丸長方形 III a 弥・後・ I

土壊51 79 75 30 544 円形 IIIb 弥・後・ W

土壊52 92 56 36 505 長楕円形 ma 弥・後.I 

土墟53 134 125 65 478 不整円形 Ill a 弥・後・ I

士壊54 81 79 38 518 不整楕円形 ID a 弥・後・ 1

土壊55 209 133 26 515 長方形 III a 弥・後.I 

土壊56 200 128 58 496 隅丸長方形 III b 弥・後 ・ID-N

士檄57 (134) 77 18 540 （長方形） III a 弥・後.I 

土城58 159 129 62 514 楕円形 IIIb 弥・後・ I

土城59 155 97 34 503 隅丸長方形 ill a 弥・中.III 

土壊60 89 78 44 529 不整円形 illb 弥・後.IV 

土城61 213 150 46 531 楕円形 ill e 弥・後.I 

土城62 188 186 28 520 楕円形 ma 弥・後.I 

土壊63 167 116 44 511 隅丸長方形 III e 弥・後・ W

土壊64 149 116 52 506 不整楕円形 III a 弥・後・？

土城65 (64) 151 35 503 方形 III a 弥

土壊66 (100) 141 33 504 長方形 III a 弥

土壊67 237 146 60 483 隅丸長方形 II a 弥・後.IV 

土城68 108 98 34 530 円形 III a 弥・後

土城69 (198) 93 27 499 隅丸長方形 ill a 弥・後 ・N?

士壊70 103 55 16 521 隅丸長方形 III a 弥

土壊71 196 172 41 527 隅丸方形 ma 弥・後.Ill 

土城72 151 117 37 510 楕円形 III b 弥・後・ 1

士壊73 159 131 42 496 円形 Ill a 弥・後・ I

フロヤ 土壊74 115 93 34 534 隅丸長方形 I a 弥・ 後.I 

土壊75 76 70 18 530 不整楕円形 III a 弥・後.I 

土壊76 116 108 23 540 楕円形 m a 弥・後.I 

土壊77 72 67 15 534 不整楕円形 III a 弥• 後.I 

土城78 74 71 16 518 不整円形 ill b 弥・後.I 

土城79 (123) (44) 10 545 （隅丸方形） III C "" 

士城80 81 56 20 538 楕円形 III b 弥・後.I 

土壊81 110 103 31 524 円形 III b 弥・後.I 

土壊82 93 93 25 550 円形 III a 弥・後・ 1

土壊83 (120) (llO) 37 547 （隅丸方形） III C 弥・後.I 

土壊84 126 94 27 555 楕円形 II b 弥・後・ l

士城85 127 (75) 59 519 楕円形 ill b 弥

土壊86 128 72 34 548 長楕円形 III b 弥・後.I 

土横87 146 98 28 561 長方形 Ill a 弥・後

土壊88 103 95 28 541 不整円形 III a 弥・後.I 

土壊89 (175) (64) 68 529 不定形 III a 弥

士壊90 (150) (100) 45 521 （方形） III a 弥・後

土壊91 341 189 55 513 不整楕円形 III b 弥・後・ I

土壊92 296 182 89 487 不整楕円形 ill b 弥・後・ 1

土壊93 (386) 170 31 534 不定形 III b 弥・後・ I

土壊94 113 (80) 24 541 隅丸方形 ill a 弥・後.I 

土檄95 (150) 131 27 540 楕円形 ill b 弥・後

土城96 (75) 63 28 509 楕円形 ill b 弥・後.I 

土漿97 83 41 38 529 楕円形 ill b 弥・後・皿~N

土陵98 118 113 46 519 円形 ill a 弥・後・皿,..._,N
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土堀一覧表

規模 {cm) 底面
調査区 迫構名

讐
平面形 断面形 時期

長さ 幅 深さ

土吸99 91 66 44 523 楕円形 III b 弥・後 ・III,....IV

土城100 98 90 38 508 円形 ill a 弥・後. I 

土城101 206 160 24 546 楕円形 III a 弥・後 ・rn-----rv

土城102 019) (116) 32 544 不定形 III b 弥・後

土城103 103 85 34 518 楕円形 ill a 弥・後. I 

土壊104 (213) 125 46 501 楕円形 III a 弥・後.I 

土壊105 87 57 49 520 楕円形 III a 弥・後

士壊106 67 63 35 535 円形 III b 弥・後

土壊107 81 67 35 534 円形 III b 弥・後・ I

土城108 206 119 32 514 隅丸長方形 III a 弥・後・ l

土城109 88 83 38 498 方形 ill b 弥

土壊110 111 71 34 512 楕円形 ill a 弥・後 ・m......,rv

士壊111 (171) 105 31 518 （長方形） III a 弥・後. I 

土壊112 176 145 60 484 方形 ill a 弥・後.I 

上猥113 182 92 43 505 楕円形 III a 弥・後 ・ill-N

土壊114 129 103 55 513 楕円形 III b 弥・後 ・III,..,_IV

土城115 105 73 37 531 楕円形 m b 弥・後・ 1

土壊116 114 81 36 534 楕円形 III b 弥・後 ・ill---..IV 

士漿117 (170) 142 38 510 楕円形 田a 弥・後 ・III-IV

土壊118 108 82 44 498 楕円形 ill b 弥・後

土壊119 141 110 51 515 楕円形 m b 弥・後

±懐120 102 88 34 521 隅丸方形 III b 弥・後・ I

土壊121 128 87 33 520 楕円形 IIl a 弥・後・ I

土壊122 83 72 45 506 円形 III b 弥

フロヤ 土壊123 139 99 20 529 不整楕円形 ma 弥・後

土壊124 (153) (100) 36 521 楕円形 Illa 弥・後

土壊125 105 83 37 524 不整楕円形 ill a 弥

土壊126 135 105 28 536 楕円形 III a 弥

土城127 199 134 61 483 楕円形 III e 弥

土壊128 105 93 30 536 円形 ID a 弥

土壊129 84 63 34 539 楕円形 Illb 弥・後

土壊130 140 102 40 510 不整楕円形 III a 弥・後.I 

土壊131 151 133 24 527 不整円形 III a 弥• 後 ・III-N

土漿132 154 105 26 524 隅丸長方形 III a 弥・後・ I

土壊133 (125) (85} 33 516 楕円形 III a 弥・後

土懐134 78 72 25 545 円形 III b 弥・後

上壊135 173 101 38 511 長方形 ill a 弥・後 ・ITI-N

土壊136 102 76 50 519 楕円形 ill b 弥

土壊137 169 163 33 539 円形 ill b 弥・後 ・IlI...._,N

土壊138 114 110 35 534 円形 III a 弥・後 ・N

士壊139 114 77 15 549 楕円形 III a 弥・後

上壊140 107 82 29 537 楕円形 ill e 弥・後 ·III~N

士塙141 129 100 72 500 楕円形 III C 弥・後 ・III-lV

土壊142 82 69 64 507 円形 II b 弥・後 ·III~N

環 143! 81 66 32 540 楕円形 ID a 弥・後.III....._,lV 

士壊144 240 181 24 548 楕円形 III a 弥・後 ・ill

土壊145 71 62 28 535 楕円形 ill a 弥・後

土椴146 192 119 18 542 楕円形 Illa 弥

土壊147 (80) 65 18 562 隅丸長方形 III a 弥
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土堀一覧表

規模 (cm) 底面
断面形調査区 遺構名 標高 平面形 時期

長さ I 幅 深さ (cm) 

士壊148 11s I 74 39 539 楕円形 Ill C 弥・後 ・III-N

土壊149 108 52 21 557 長楕円形 III C 弥・後

土壊150 (135) 95 49 530 楕円形 III b I弥
土壊151 278 233 68 489 円形 lllb 弥・後・ 1

土壊152 154 127 35 ゞ 518 楕円形 m a 弥

土壊153 (100) j (88) 47 546 （楕円形） 田b 弥・後 ・m----w

土壊154 213 106 46 555 楕円形 田e 弥・後 ・Ill----N

土壊155 133 121 33 555 方形 IlI a 弥・後.I 

土壊156 101 (80) 61 516 楕円形 田a 弥・後.I 

土壊157 (160) (100} 63 496 （方形） III a 弥・後 ・ill-IV

土壊158 (167) 151 33 547 方形 m a 弥・後.I 

土壊159 (120) 82 42 528 楕円形 m a 弥・後・旧-N

土堀160 143 114 43 545 楕円形 Ill b 弥・後・ W

土壊161 (88) 97 22 548 楕円形 III a 弥

土壊162 126 84 25 546 不整楕円形 ill a 弥・後

士壊163 218 (146) 27 541 方形 ill a 弥

土壊164 97 71 40 546 不整楕円形 illb 弥・後.I 

土壊165 (220) (100) 13 555 （円形） ill a 弥・後 ・N

土描166 (150) 98 29 544 （不整楕円形） 皿a 弥・後・ W

フロヤ
土城167 (100) 95 16 554 （不整楕円形） Ill a 弥・後 ・m----rv

士城168 94 77 17 549 楕円形 Ill a 弥・ 後・ 1

士塙169 270 207 8 580 不整楕円形 ma 古•中・ l

土城170 150 89 32 522 長楕円形 ill a 古•中. I 

土壊171 110 74 35 540 楕円形 III a 古• 前

土城172 100 98 30 562 不整円形 illb 古• 前

土城173 195 183 14 537 方形 田e 古•中

±横174 152 (80) 72 542 方形 I] a 古・中

士懐175 315 (150) 8 610 長方形 田a 中世

土横176 228 217 87 566 楕円形 皿a 中世

土城177 147 62 43 548 不整長方形 Ill b 中世～近泄

土壊178 207 100 12 565 長方形 ill a 中世

士壊179 490 260 30 575 不整長方形 ill a 中世

土壊180 485 269 20 550 不整楕円形 ID a 中世

土城181 221 104 ， 596 不整長方形 III a 中世

±壊182 169 130 50 528 不整楕朽形 Illb 中世？

土壊183 114 99 ， 585 円形 III C 中世

士城184 522 360 39 548 （不定形） IIIb 中世

士壊185 273 144 38 566 不定形 ID C 中世

土城186 (250) 264 11 603 楕円形 Ille 中世

士壊187 126 93 33 542 楕円形 Il a 中世

土壊188 186 140 32 513 長方形 III a 弥・後.Ill 

士壊189 193 103 22 524 長方形 ill a 弥・後 ・III-N

上城190 122 112 30 535 不整円形 ill a 弥• 後.n 
土壊191 83 69 18 545 楕円形 III a 弥・後・ W 粘士

角田 土壊192 262 180 40 530 楕円形 Illa 弥・後 ・ill

士壊193 (140) 76 17 537 長方形 皿a 弥・後.Ill 

土壊194 105 58 27 535 楕円形 III a 弥・後.II 

士壊195 65 (50) 26 554 円形 III a 弥・後.III 

土壊196 200 192 43 522 方形 ill a 弥・中・？
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土堀一覧表

調査区 遺構名
規模 (cm) 雷閂 平面形 断面形 時期

長さ 幅 深さ (cm) 

土壊197 69 60 42 543 円形 II b 弥・後 ・m 弥・後.IIの土器混入 ＇ 

土横198 136 94 30 534 楕円形 III a 弥・後.III 

土城199 95 75 21 547 楕円形 III a 弥・後.IV 

土城200 89 62 49 517 楕円形 II a 弥・後・ N

土壊201 93 77 23 532 不整楕円形 ma 弥・後.IV 

士漿202 (76) 58 57 504 楕円形 II a 弥・後・ 11

土城203 100 87 21 530 長方形 III a 弥・後.I 

土城204 102 54 22 511 楕円形 III a 弥・後.III 

土壊205 115 104 41 516 不整円形 ill a 弥・後.II 

士塙206a 104 68 31 524 楕円形 ill a 弥・後.III 

土壊2066 (55) 53 37 510 （楕円形） III a 弥• 後・ m

土城207 309 72 14 536 長楕円形 ID a 弥・後.III 

土墳208 111 81 24 515 楕円形 ill a 弥・後.II 

土壊209 116 76 29 523 楕円形 III a 弥・ 後・ m

士壊210 111 106 24 509 隅丸方形 III a 弥・後.IV 

土漿211 89 42 17 541 楕円形 III b 弥・後.I 

上壊212 110 (90) 59 500 不定形 Ill a 弥・後.III 

士壊213 (132) 89 ・26 564 楕円形 III a 弥・後 ·rr~m

士壊214 (78) (64) 38 554 長方形 III a 弥・後.Ill 

土城215 135 (44) 20 545 不整楕円形 田a 弥・後.II 壁面から深さ60cm

士城216 95 61 32 535 不整隅丸方形 III a 弥・後.II 

上塙217 111 105 43 522 円形 III a 弥・後.II 

士壊218 105 73 33 517 楕円形 III a 弥・後 ・ill

土壊219 (140) 78 31 521 長方形 lII a 弥・後.II 

角田 士壊220 210 162 7 548 長方形 III a 弥・後 ・ill

士壊220 162 93 (16) 532 方形 ill a 弥・後.III 

士壊221 128 83 14 532 方形 III a 弥・後.]J 

土壊222 171 140 57 491 不整方形 II a 弥・ 後.III 

士壊223 105 (67) 45 515 不整方形 III a 弥・後.II 

士壊224 115 109 34 519 不整方形 III a 弥・後 ・ill

土壊225 180 114 30 520 楕円形 ill a 弥・後.ill 

土壊226 108 105 22 537 方形 III a 弥・後・ ill,.._,N

士城227 105 58 7 555 楕円形 III a 弥・後.IV 

±城228 178 (130) 21 506 （不整方形） III a 弥・後.III 

土漿229 83 45 19 534 楕円形 m a 弥・後.II 

土壊230 266 172 91 468 不整楕円形 III a 弥・後.IV 

土壊231 97 87 21 584 不整楕円形 III a 弥・後・ 1

±壊232 105 88 23 574 不整楕円形 Illa 弥・後・ I-II 

上椴233 87 62 25 524 楕円形 III a 弥・後.IV 

土塀234 70 70 36 528 不整円形 III a 弥・後 ・N

±撰235 84 (42) 57 485 不盤円形 III a 弥・後・ W

土壊236 115 (108) 18 565 円形 III a 弥・後 ・N

土陵237 189 130 31 525 方形 Ill a 弥・後 ・N

土壊238 127 (65) 34 529 （方形） Ill a 弥・後

土壊239 118 89 13 565 楕円形 III a 弥・後.IV 

士漿240 (160) 144 38 474 1楕円形 III a 弥・後・［？

這 241I 118 (80) 41 475 不整楕円形 Ill a 弥・後.I 

土壊242 93 85 31 523 円形 II a 弥・後？

土壊243 94 71 39 536 隅丸方形 III a 弥・後.JV 
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土堀一覧表

調査区 遺構名
規模 (cm)

!! 平面形 断而形1 時期
長さ I 幅 I 深さ

士壊244 127 78 30 526 栢円形 II a 弥・後.III 

士壊245 87 79 28 547 不整円形 Il b 弥・後 ・l¥f

±横246 165 (87) 26 537 不整楕円形 illb 弥・後・ W

士壊247 (87) 109 28 515 不整楕円形 III a 弥・後・ W

土壊248 99 88 24 549 隅丸方形 III a 弥・後 •1\1

土城249 180 108 40 501 不整楕円形 II a 弥・後・ 1

土檄250 162 125 27 504 不整隅丸方形 III a 弥・後

上城251 127 72 27 504 （不整）楕円形 III a 弥・後

土城252 145 115 20 511 隅丸方形 III a 弥・後.I 

土壊253 122 101 35 494 隅丸方形 III b 弥・後.I ? 

上吸254 57 52 25 521 円形 III a 弥・後 ・IIl..,.,N

土城255 (186) 77 16 516 隅丸長方形 III C 弥・後

土檄256 76 51 47 487 楕円形 III a 弥・後.rr~ 
土吸257 113 71 33 484 楕円形 ill a 弥・後.I 

土横258 83 76 16 535 楕円形 III a 弥・後.III 

土壊259 81 74 17 551 円形 ill a 弥・後.IV 

土撰260 98 (75) 29 508 不整楕円形 ill b 弥・後 ・I,.._, II 

土城261 80 69 37 525 不整円形 ill a 弥・後 ・IV?

土壊262 105 83 27 512 楕円形 III a 弥・後 ·I~II

上壊263 102 88 22 538 円形 III a 弥・後 -m~IV

土壊264 (80) 89 32 521 （楕円形） IIIb 弥・後.IV 

士壊265 86 68 30 522 隅丸方形 II b 弥・後.I 

士壊266 125 (93) 10 506 楕円形 ill a 弥・後 ・1----II?

土椴267 108 (70) 34 515 楕円形 ill a 弥・後・ W

角田 土壊268 118 81 45 504 不整楕円形 Il a 弥・後 ・I......, II 

士壊269 (85) 82 8 (537) 円形 III a 弥・後・ W

士壊270 106 74 43 507 長楕円形 III a 弥・後.I[ 

士壊271 66 62 27 533 円形 旧a 弥・後・ W

士壊272 83 54 10 531 隅丸方形 ill a 弥・後• 川

土壊273 181 168 43 497 不整円形 Il a 弥・後.IV 

土城274 95 87 24 517 不整円形 III a 弥・後 ・1---11?

土城275 122 91 40 499 隅丸方形 II a 弥・後.II-

土城276 130 108 43 477 不整円形 ill a 弥・後.I 

土壊277 96 79 30 490 楕円形 皿b 弥・後 ・1----11?

士塙278 123 111 47 492 円形 Illb 弥・後・ W

土城279 70 47 10 538 楕円形 IIIb 弥・後・ W

土城280 94 60 16 533 楕円形 Illb 弥・後 ・I......, II 

土横281 133 98 40 501 不整楕円形 Illb 弥・後・ W

土城282 (114) (95) ， 528 楕円形 III a 弥・後・ W

士壊283 121 103 41 497 不整円形 田b 弥・後 ・N

土壊284 132 97 41 500 楕円形 III a 弥・後 ・Il-III

士壊285 105 87 36 493 不整楕円形 III b 弥・後.IV 

土壊286 115 100 31 518 円形 III a 弥・後.II 

士壊287 llO (65) 14 492 （不整楕円形） (ill a) 弥・後・ I........,Il? 

土城288 80 67 24 536 楕円形 IIIb 弥・後.rr 

士壊289 94 93 40 510 円形 II a 弥・後 ・N

上城290 (100) 101 15 571 不整楕円形 Illb 弥・後・ l

土城291 121 117 58 504 円形 Illb 弥・後 ・ill

土横292 176 86 49 511 不整楕円形 川 b 弥・後・皿

-1182 -



土堀一覧表

規模 (cm) 底面
調査区 迎構名

見門
平面形 断面形 時期

長さ 幅 深さ

土城293 110 92 52 497 不整楕円形 III b 弥・後.II 

土城294 (160) 81 13 534 隅丸方形 II a 弥・後 ・ill

土壊295 89 51 14 535 楕円形 III a 弥・後・ W

士壊296 78 74 32 530 円形 II a 弥・後・ W

土壊297 84 78 21 530 円形 III a 弥・後

土墟298 100 82 39 509 楕円形 III a 弥・後・ I

土壊299 97 67 44 488 楕円形 III a 弥・後・ l

土城300 143 (67) 30 509 楕円形 Ill a 弥・後・ I

土城301 (138) 84 28 521 隅丸方形 II a 弥・後.III 

土壊302 116 96 19 531 隅丸方形 III b 弥・後 ・N

士壊303 116 79 36 513 楕円形 Ill b 弥・後？

土塙304 113 120 31 520 円形 Illb 弥・ 後.III 

土城305 106 90 16 543 楕円形 Ill a 弥・後.II 

士壊306 166 98 16 533 隅丸方形 II b 弥・後・ W

土壊307 148 56 19 531 隅丸方形 II a 弥・後 ・ill

土堀308 116 90 28 521 隅丸方形 III b 弥・後？

土膳309 115 90 40 509 楕円形 III b 弥・後？

土壊310 122 (67) 49 490 （不整楕円形） III b 弥・後 ・ID

土壊311 84 61 24 508 楕円形 ill b 弥・後 ・ill

士壊312 112 84 48 496 楕円形 III b 弥・後・ W

土壊313 182 102 36 499 方形 II d 弥・ 後 ・N?

土墳314 (185) (135) 29 525 （不整楕円形） II C 弥・後・ W

土壊315 (240) (81) 42 460 不救楕円形 ill a 弥・後 ・N

士壊316 336 69 36 507 不整楕円形 ill a 弥・後 ・ill.....,N

角田 土漿317 332 58 15 538 不整楕円形 ill a 弥・後・ W

土壊318 103 85 31 520 不整楕円形 II b 弥・後 ・ill

土壊319 80 70 50 491 円形 IIIb 弥・後 ・ill-N

土漿320 131 100 53 438 楕円形 ill e 弥・後・ I

士壊321 138 122 18 481 楕円形 頂 a 弥・後 ・N?

土壊322 148 98 16 483 隅丸方形 III a 弥・後 ・N

士塙323 (200) 84 26 523 不整楕円形 ID b 弥・後 ・N

土塙324 115 87 72 468 楕円形 川 a 弥・後・ 1

土塙325 68 67 23 520 円形 III a 弥・後.I 

士塙326 84 73 36 514 不整隅丸方形 III e 弥・後 ・N

土壊327 72 62 24 519 円形 III a 弥・後 ・IV?

士塘328 86 68 38 504 不整楕円形 II e 弥・後.IV 

土壊329 105 98 18 526 円形 illb 弥・後.IV 

土塘330 82 51 7 483 隅丸方形 III a 弥・後

士塙331 138 89 26 494 隅丸方形 III a 弥・後.I ? 

土壊332 134 115 30 497 隅丸方形 Ill a 弥・後 ·II~III

土壊333 228 210 23 474 不整円形 II a 弥・後.IV 

土城334 140 (75) 20 498 隅丸方形 Il e 弥・後.IV 

士塘335 124 74 10 498 隅丸方形 III a 弥・後 ・III-----N

上壊336 132 58 31 489 不整楕円形 II e 弥・後.IV 

士壊337 133 110 41 496 不整楕円形 IIIb 弥・後 ・ll

土塙338 82 64 ¥ 31 528 楕円形 II.Ib 弥・後.IV 

土墳339 93 62 j 31 501 不整楕円形 II a 弥・後

士壊340 94 80 36 515 不整楕円形 ill a 弥・後 ・I,..._, II 

土壊341 91 80 49 492 円形 ill a 弥・後・ I
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土塘一覧表

規模 (cm) 底面
調査区 追構名 標高 平面形 断面形 時期

長さ 幅 深さ ! {cm) 

土城342 88 76 29 467 不整楕円形 illb 弥・後.n-----

土壊343 157 106 18 510 方形 Illa 弥・後

上壊344 104 I 86 27 499 不整楕円形 IIIb 弥・後・ 1

土横345 84 64 27 526 楕円形 IIIa 弥・後

士壊346 57 55 13 539 円形 IIlb 弥・後・ W

土壊347 108 83 13 515 椙丸方形 II a 弥・後

土壊348 70 61 46 501 円形 IIIb 弥・後・ N

土城349 78 (70} 38 480 不整円形 IIIa 弥・後.I.I 

土壊350 (73) (40) 19 520 （円形） Ill C 弥・後 ・I.,.._, II 

土壊351 115 80 28 520 不整楕円形 II a 弥・後・皿-rv

土城352 216 186 19 527 方形 II b 弥・後.II ? 

土城353 102 81 47 514 不整円形 Ill a 弥・後• 田

土城354 201 133 37 504 楕円形 I b 弥・後.Il 

土城355 (135) 103 37 510 楕円形 II a 弥・後・ I~Il

土壊356 146 106 14 592 楕円形 III e 弥・後 ・III,.._,IV

土壊357 89 81 51 476 不整円形 III a 弥・後

土城358 123 92 48 482 楕円形 ill b 弥・後

士壊359 100 98 63 466 不整円形 II a 弥・後

土壊360 (93) (76) 15 515 楕円形 illb 弥・後. I 

土壊361 105 (90) 20 464 不整円形 III a 弥・後

土壊362 104 88 18 506 不整円形 Ill a 弥・後・ W

土堀363 99 91 15 494 不整楕円形 II a 弥・後. I 

土城364 151 121 87 440 楕円形 III a 弥・後

土壊365 (80) 116 41 469 不整円形 Il a 弥・後

角田 土壊366 123 83 64 471 楕円形 IIIb 弥・後 ・III-N

土壊367 144 108 45 505 楕円形 m a 弥・後

土塙368 43 36 (3) (545) 楕円形 I!Ib 弥・後

土城369 106 91 43 501 円形 III a 弥・後

士壊370 89 81 47 497 円形 II a 弥・後

土壊371 174 96 ， 501 不整長方形 III e 弥・後

土腋372 187 78 34 501 楕円形 III C 弥・後

土城373 102 82 20 496 不整円形 ill b 弥・後・ W

土壊374 79 74 41 495 不整円形 II a 弥・後・ W

土壊375 100 58 15 486 長方形 ill e 弥・後

土吸376 86 80 24 500 不整円形 ill e 弥・後・ W

土壊377 129 120 42 480 不整円形 III a 弥・後 ・N

土壊378 74 66 23 532 円形 Ill a 弥・後

土壊379 58 53 19 536 円形 III a 弥・後・ m

土壊380 132 84 34 487 楕円形 Ill a 弥・後

士壊381 112 63 21 512 長方形 II a 弥・後

土壊382 109 96 48 488 不整円形 II e 弥・後・ W

土壊383 188 158 23 510 不整円形 II e 弥・後・ W

土城384 119 104 56 478 不整円形 Il e 弥・後 ・ID

士壊385 108 84 42 496 不整円形 III a 弥・後

土城386 98 87 31 518 不整円形 ill a 弥・後.Ill 

土壊387 225 193 43 476 不整円形 II a 弥・後.III 

土壊388 (80} 60 15 461 不整円形 ID b 弥・後

土塙389 84 67 11 525 不整方形 ill a 弥・後

土城390 284 (170) 34 529 楕円形 III a 弥・後.III 
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土堀一覧表

調査区 坦構名
規模 (cm) 謡 平面形 断面形 時期

長さ 幅 深さ (cm) 

土懺391 80 86 32 507 楕円形 II a 弥・後 ・ill

土壊392 llO 46 22 513 楕円形 III b 弥・後・ W

土城393 110 95 27 505 不整円形 m b 弥・後・ I? 

土壊394 85 83 40 505 円形 ill a 弥・後 ・N

土塙395 114 113 66 488 円形 Il a 弥・後 ・N

土椴396 85 75 27 505 円形 II b 弥・後.I 

土塙397 97 59 24 508 隅丸方形 Illb 弥・後・ W

土壊398 155 102 26 507 （方形） m b 弥・後・ W

士壊399 (116) (32) (26) (494) （不整楕円形） （皿？） 弥・後.IV? 

土城400 103 96 53 487 円形 lib 弥・後.IV 

土漿401 100 (40) 38 472 （不整円形） IIIb 弥・後. I 

土壊402 167 148 17 462 楕円形 ill a 弥・後. I 

土城403 130 110 25 459 楕円形 Illb 弥・後. I 
＇ 

士城404 121 98 15 480 隅丸方形 ill a 弥・後. I 

土壊405 89 87 27 476 不整方形 III a 弥・後

士壊406 143 84 23 483 長方形 III b 弥・後

土城407 107 64 34 484 長楕円形 III a 弥・後

土壊408 78 62 21 490 楕円形 III a 弥・後

±城409 100 (26) 24 511 （楕円形） ill a 弥・後.I 

士壊410 85 60 38 504 不整楕円形 III b 弥・後

土蹟411 84 75 19 508 円形 Ill a 弥・後.I 

土壊412 260 256 20 530 不整円形 III a 弥・後

土壊413 72 64 36 500 不整円形 Ill b 弥・後

士壊414 58 (36) 21 505 （不整長方形） 田a 弥・後.I 

角田 土城415 104 94 31 502 隅丸正方形 ill a 弥・後.I 

土塙416 95 80 21 504 不整楕円形 ill a 弥・後・ I

土城417 115 105 12 520 不整形 III a 弥・後.I 

土壊418 123 107 14 510 楕円形 III a 弥・後

士塘419 117 90 15 517 楕円形 III a 弥・後

士城420 99 89 13 530 楕円形 III a 弥・後・ ill......,N?

土漿421 87 62 ， 530 楕円形 皿a 弥・後

土懐422 123 73 31 502 不整楕円形 ill b 弥・後.I 

土塙423 192 146 17 510 （不整楕円形） III a 弥・後

土凛424 (173) (37) 45 465 （不整楕円形） III a 弥・後 竪穴住居の可能性あり

土壊425 (220) (270) 76 500 （方形） Ill b 古•中. I 

土壊426 107 102 30 469 円形 III e 古•前・ I

土壊427 109 63 53 486 楕円形 illb 古・後？

士城428 92 76 22 498 隅丸方形 ill a 古• 中～後

土壊429 (32) 37 17 515 （楕円形） III a 古・後？ （炉）カマド？

士壊430 122 78 23 543 方形 ill a 古•中～後

士椴431 353 45 23 537 長楕円形 III a 古• 前・ I

土漿432 67 62 29 549 不整円形 III a 古・後？

土壊433 84 35 23 483 隅丸長方形 ill a 古•中

土堺434 (51) 31 16 476 隅丸長方形 ill a 古・中

上壊435 89 78 29 477 1楕円形 Illb 古•中

土塙436 150 145 1 30 490 方形 III a 古・後.II 住182カマドの下層に位置する

士壊437 118 79 27 468 不整形 Ill a 1 古•中
士壊438 83 72 7 444 不整楕円形 Illa 古•中

士堀439 109 85 14 479 長楕円形 ill a 古
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土壊一覧表

規模 (cm) 底面
調査区 遣構名 標高 平面形 断面形 時期

長さ 幅 深さ (cm) 

士壊440 67 56 18 ! 473 楕円形 III a 古

士域441 65 61 23 513 楕円形 ill a 古• 中

士壊442 150 118 25 488 楕円形 illb 古・後.Il 住187カマドの下層に位置する

土壊443 114 76 26 537 楕円形 III C 中世

土壊444 85 42 37 528 不整楕円 illb 中世

土城445 129 83 10 560 隅丸方形 ill a 鎌倉

土城446 188 99 64 518 楕円形 Ila 鎌倉

土城447 (95) 75 24 534 楕円形 me  奈良

土漿448 94 92 32 503 隅丸方形 III a 奈良

土破449
598 (444) 25 551 不定形 III b 鎌倉-453 

土城454 (260) (160) 6 581 長方形 田 a 鎌倉

土城455 112 96 26 546 楕円形 ill a 中世

土唆456 113 89 12 563 楕円形 III a 中世

土吸457 48 43 28 544 円形 ma 中世

角田 士陵458 92 55 38 547 楕円形 ma 古代？

士懐459 108 99 18 489 楕円形 ill b 中世？

士壊460 97 69 42 527 楕円形 II a 中世

土壊461 126 88 19 563 隅丸方形 II a 中世

土壊462 76 59 26 554 楕円形 IIIb 中世

土城463 75 72 23 554 円形 III a 中世

土城464 82 81 26 547 円形 ma  中世

土城465 67 59 25 555 円形 III a 中世

土漿466 89 56 27 5fi3 楕円形 Ill a 中世

土城467 77 57 13 559 楕円形 Ill a 中世

土漿468 217 87 34 546 不整楕円形 III e 中世

土漿469 75 56 39 540 楕円形 田 b 中世

土痰470 111 58 17 572 方形 III a 中世

±廣471 96 51 5 573 方形 II a 中世

±廣472 142 49 10 520 楕円形 ill a 古代？

士塙473 385 56 29 552 楕円形 lib 中世

焼成土堀一覧表

規模 (cm) 底面
調査区 遺構名

應悶
平面形 断面形 時期 備 考

長さ 幅 深さ

焼成土城 1 99 77 13 580 隅丸方形 田 a 古墳 底に灰か炭の層

焼成士壊 2 126 86 21 575 方形 ma 古墳 底に灰か炭の層

焼成土城 3 76 62 30 566 不定形 m b 古墳 底にもう一段（そこまでの深さ I6 cm)焼土面一部

塚廻り 焼成土城4 75 62 15 560 不定形 illa 古墳

焼成土壊 5 88 (81) 14 575 円形 illa 中世 底に炭層 下がりに焼土

焼成土城 6 72 (35) lO 563 楕円形 ill a 中世

焼成土壊 7 118 llO 16 565 不定形 Ill a 中世

フロヤ 焼成土城 8 59 58 11 549 不整円形 III a 中世 底に炭恩壁上部に焼土

- 1186 -



窪地一覧表

調査区 遺構名 平面形
規模 (cm)

時期 備 考
長さ 幅 深さ

窪地 1 （方形） 404 (140) 54 室町

窪地 2 方形 306 (218) 12 鎌倉 竪穴住居址状迫構
塚廻り

窪地 3 楕円形 480 320 68 鎌倉

窪地4 楕円形 (450) (324) (15) 室町

窪地 5 不定形 (920) (450) (5) 中世

角田 窪地6 円形 310 266 20 中世

窪地 7 方形 281 244 10 中世

-1187 -



一次調査土器観察表

挿図
試掘地点 I 種別 器種

法籠(cm)
色調

I 
胎土 特徴番号 口径 底径 器高

1 B-6 弥生土器 甕 (22. 4) ー，． 橙色(5YR7/6) 憮砂、粗砂 ロ縁部刻目

2 B-4 弥生土器 甕 (30. 0) 灰黄褐色(lOYR4/2) 細砂、粗砂 ススA

3 B-4 弥生土器 鉢 (29. 8) 橙色(5YR7/6) 細砂

4 B-4 弥生土器 甕 14. 9 黄灰色(2.5¥6/1) 細砂

5 B-4 弥生土器 甕 (16. 2) -- 鈍橙色(7.5YR6/4) 細砂

6 B-4 弥生土器 高杯 .... 橙色{5YR6/8) 細砂

7 B-22 土師器 空士 13. 8 鈍橙色(7.5YR7/4) 細砂、粗砂

8 B-8 士師器 甑 (28. 5) 13 1 橙色(7.5YR6/6) 細砂、粗砂 底部穿孔（推定 6個）， B-4 土師器 椀 14. 4 6. 3 4.4 灰白色(2.5Y8/1) 細砂、粗砂、礫 早島式

10 B-4 土師器 椀 15. 5 6 I 5. 0 灰白色(5Y8/l) 細砂 早島式

11 B-23 士師器 椀 9.0 2 3 2.6 鈍黄橙色(lOYR7/3) 細砂 ほぼ完形

12 B-23 土師器 皿 5.4 4.9 1.0 鈍黄橙色(IOYR7/2) 細砂

13 B-4 土師器 皿 7. 5 5 7 L6 鈍橙色(7.5YR6/4) 細砂

14 B-24 土師器 鍋 (27. O) ．． 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂

15 B-24 土師器 竜 " 鈍褐色(7.5YR5/4) 細砂、粗砂 スス

16 B-21 備前焼 揺鉢 (24. 4) 灰色(NS/) 細砂

17 B-21 備前焼 播鉢 (27. 2) 暗赤褐色(25YR3/4) 細砂

18 B-12 備前焼 甕 (28 0) 褐灰色(7.5YR4/l) 細砂、礫

塚廻り調査区土器観察表

挿図 法l!1:(cm)

番号
掲載遺構名 種別 器種 色調 胎土 特徴

ロ径 底径 器高

19 弥生士器 壺 15 4 (16. 7) 橙色(75YR6/6) 細砂
·—— 

20 弥生土器 空.... 12. 3 橙色(25YR7/6) 細砂

21 弥生土器 互士 14.5 (6. O) 鈍橙色(5YR7/4) 粗砂

22 弥生土器 fill: 士 20.0 浅黄橙色(75YR8/6) 細砂
＇ 

23 弥生土器 甕 16.9 (5 0) 鈍橙色(7SYR7 /3) 細砂,,.. ., 

24 弥生土器 甕 13.0 浅黄橙色(7.5YR8/6) 粗砂 ススA
I'—, ,, 一

25 弥生士器 甕 13.0 浅黄橙色(lOYR8/3) 細砂
＇ 

26 弥生土器 甕 13 8 " (8 O) 鈍担色(5YR7/4) 細砂、粗砂 表而剥離
I 

27 
河道 1

弥生士器 甕 15.0 浅黄橙色(7.5YR8/6) 細砂

28 弥生土器 甕 13. 6 鈍橙色(5YR7/4) 細砂
卜＿＿

29 弥生土器 甕 13. 5 (4 5) 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂,,,,, ,. 一
30 弥生土器 鉢 (15. 8) (4. 2) 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂

I 

31 弥生土器 高杯 20.0 橙色(5YR7/6) 細砂
I 

32 弥生士器 高杯 23.0 赤橙色(lOYR6/8) 細砂
＇ 

33 弥生土器 高杯 22.2 " 浅黄橙色(lOYRB/4) 細砂
,, —. ・--

34 弥生土器 高杯 25.0 (3. 5) 橙色(7.5YR7 /6) 細砂、粗砂 ロ縁部凹線 7条 内面ヘラミガキ
•一

35 弥生土器 高杯 (15. 4) ’’ (4. 0) 鈍橙色(75YR7/4) 細砂
,.'  

36 弥生土器 高杯 17. 7 (3 7) 灰白色(7.5Y8/2) 細砂、粗砂 穿孔2個残存（未頁通）

37 弥生土器 甕 lL 0 浅黄橙色(10YR8/3) 細砂
• •一 河道 2

38 弥生土器 鉢 (36 2) 鈍橙色(2.5YR6/4) 細砂 スス

39 弥生土器 壺 24.8 灰白色(7.5YR8/2) 細砂
"'•''—• 

40 弥生土器 '.5a 士 13.0 ー・ (14. 3) 鈍橙色(5YR7/4) 細砂 スス B
" .... 

41 弥生土器 甕 (32. 6) 橙色(7.5YR7 /6) 粗砂
" 

42 包含洒 弥生土器 高杯 23.2 鈍黄橙色(10YR7/2) 細砂
'・-

43 弥生土器 高杯 22.0 12. l 19 4 鈍黄橙色(10YR7/3) 細砂
I 

44 弥生士器 晶杯 21. 6 (7. 5) 橙色(5YR6/6) 細砂,, 

45 弥生士器 高杯 •••• 12. 0 (lO O) 橙色(5YR7/6) 細砂 孔3個X 3 (,Ii;: 貰通）

46 須恵器 杯蓋 12 4 5.8 3.6 鈍黄橙色(10YR7/3) 細砂 天井部ヘラキリ 焼成不良
I 

47 士師器 甕 12 0 (9. O) 赤褐色(lOYR5/4) 礫
＇ 

48 士師器 甕 (10. O) 鈍赤褐色(5YR5/4) 礫 スス B
I ,_ 

49 土師器 甕 19.0 (9. 3) 橙色(2.5YR6/6} 細砂
I 竪穴住居 1

50 土師器 裔杯 14. l (6 5) 橙色(7.5YR6/8) 精良
＇ 

51 士師器 高杯 13.9 " (10 2) 橙色(75YR7 /6) 精良
I 

52 土師器 高杯 14. 0 (6 I) 橙色(SYR7/6) 精良
I 一

53 土師器 高杯 20 2 (11 4) 鈍黄橙色(10YR7/4) 粗砂 外面磨滅 内面ハケメ
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塚廻り調査区土器観察表

挿図 法試(cm)
色調 胎土 特徴

番号
掲載遺構名 種別 器種

ロ径 底径 器高

54 竪穴住居 1 土師器 甑 26.。 (19 0) 鈍黄橙色(10YR7/3) 粗砂 底部穿孔スス B

55 土師器 甕 14 2 (23 9) 鈍褐色(75YR6/3) 粗砂,., —·— 
56 土師器 甕 (15 O) (13 4) 鈍橙色(75YR7 /3) 細砂、祖砂、礫 スス B

• 一
57 土師器 高杯 14 8 (11 8) 13 4 灰白色(5YR8/2) 細砂

58 竪穴住居 2 土師器 直口壺 12.0 15.5 鈍橙色(75YR7 /4) 細砂 底部摩滅

59 土師器 直口壺 9 0 11 7 橙色(5YR7/6) 細砂

60 土師器 直口壺 ．． (9. 0) 褐灰色(75YR4/1) 細砂

61 土師器 鉢 11 6 5.2 灰褐色(7.5YR5/2) 細砂、祖砂

62 竪穴住居 4 土師器 高杯 16 0 (5 9) 鈍橙色(7.5YR6/4) 細砂、粗砂 摩滅のため不鮮明

63 須恵器 杯蓋 13. 0 4.2 灰白色(10YR7/1) 細砂 回転ヘラケズリ

64 須恵器 高杯 13.0 (6. 5) 灰色(N6/) 細砂
" ... 
65 竪穴住居 5 須恵器 壺 8 0 (6. 0) 灰色(N4/) 細砂
・・--
66 須恵器 ？ 13 8 (5. 3) 灰色(5Y6/1) 細砂

67 須恵器 甕 15 0 (6. 8) 灰白色(2.5 Y8/ 1) 精良

68 井戸 1 士師器 甕 13 4 28.5 明赤褐色(5YR5/8) 礫 スス A

69 ±壊 2 土師器 甕 鈍褐色(7.5YR6/3) 粗砂

70 土壊4 須恵器 杯蓋 (14. 8) (4. 2) 灰色(N7/) 細砂 天井部回転ヘラケズリ

71 土壊 5 製塩土器 11. 8 (10. 2) 鈍赤褐色(5YR5/3) 礫 平行タタキ

72 溝 1 須恵器 杯身 (11. 0) 灰白色(N7/) 精良

73 須恵器 杯蓋 12.2 灰オリ―ア色(5¥6/2) 細砂 回転ヘラケズリ

74 須恵器 杯燕 14.0 (4. 8) 灰色(5Y5/l) 細砂 回転ヘラケズリ
： 

75 包含層 須恵器 杯身 11. 4 黄灰色 (25Y6/l) 細砂 回転ヘラケズリ
'"'  

76 須恵器 杯身 9.6 灰白色(10¥7/1) 精良
' 

77 須恵器 杯身 (9. 0) ---'--- 灰白色(N7/) 精良

78 須恵器 杯藍 9.4 青灰色(5BG6/l) 粗砂 回転ヘラケズリ
I 

79 須恵器 把手付高杯 (18. 4) 暗宵灰色(583/1) 精良 脚部透し孔4個 底部ヘラケズリ
''. 一

80 須恵器 高杯 13 8 8 8 7 2 灰色(75Y5/l) 細砂
''"'" 

81 須恵器 高杯 9 8 灰白色(N7/) 粗砂 自然釉
’ ’  

82 須恵器 高杯 10 0 灰白色(lOYS/l) 細砂
I ,, 

83 須恵器 甕 18.5 (9 8) 灰白色(N7/) 細砂
I 

84 包含層 須恵器 甕 (4 5) 灰色(NS/) 細砂 格子タタキ

85 須恵器 甕 暗緑灰色(10GY4/l) 組砂 車輪文 当て具痕
•. 一
86 須恵器 甕 (20 0) (1 4) 暗灰色(N3/) 細砂

87 土師器 甕 14 0 (9 0) 鈍橙色(75YR7 /3) 粗砂

88 土師器 甕 (11 2) 橙色(5YR6/8) 粗砂 黒斑B
·— 

89 土師器 甕 18 4 27 1 灰白色(10YR8/2) 粗砂 スス B

90 土師器 甑 (32 4) 浅黄橙色(75YR8/4) 粗砂 ロ縁黒斑A

91 亀山焼 甕 (22 0) (4 5) 灰色(N5/) 細砂 格子タタキ

92 土師器 揺鉢 33.4 14 8 (l 7 8) 鈍黄橙色(10YR7/2) 細砂
"" 井戸2

93 青磁 碗 (2 O) 明緑灰色(5G7/1) 精良 明代
.... 

94 瓦質土器 羽釜 (35. 8) (3. 9) 黄灰色(2.5Y5/l) 細砂

95 備前焼 甕 灰赤色(7.5R4/2) 細砂（粗砂｀礫） 表面自然釉

96 亀山焼 播鉢 (18 O) 灰色(N4/) 細砂（粗砂、礫）

97 
井戸3

土師器 高台付皿 (5. 8) 褐灰色(10YR6/l) 細砂（粗砂、礫） ヘラキリ後ナデ

ロ緑部輪花 体部下半釉ハギ 1590"'-' 
98 唐津 皿 ll 8 3.8 3.6 鈍黄褐色(LOYR5/4) 精良

1610年代

99 士師器 高台付椀 (11 7) 5.0 3.6 黄灰色(2.5Y6/l) 細砂 内面ススか黒斑黒斑A

100 土壊10 土師器 高台付椀 4.6 灰白色(75Y8/l) 細砂

101 土師器 高台付椀 4_8 明赤灰色(10R3/1) 細砂 スス C

102 土師器 高台付椀 5.0 (1 3) 灰白色(5Y8/l) 精良
"" 土破ll

103 士師器 1Ill 7、2 (1 3) 鈍橙色(5YR7/3) 精良

104 士壊12 亀山焼 片口播鉢 (30. 6} (l L l) 鈍橙色(75YR7/4) 粗砂、礫 スス C

105 土師器 高台付椀 9. 4 2 8 3 8 灰白色(lOYRS/1) 粗砂 ユピオサエ
士壊14

106 土師器 皿 6.3 5 4 L4 浅黄橙色(10YR8/4) 細砂 底部ヘラキリ後板状工具の圧痕

107 土壊15 土師器 高台付椀 6 5 (1. 9) 灰白色(2.5¥8/1) 粗砂

108 
土壊18

士師器 高台付椀 5 2 ’’ 灰白色(7.5Y8/I) 細砂 黒斑c
109 土師器 窟 (17. 0) 明赤褐色(5YR5/6) 粗砂 ススA

llO 士師器 高台付椀 (lo 9) 4. 1 4 l 明褐灰色(75YR7 /1) 細砂 ススA

111 土壊19 土師器 高台付椀 4.8 灰白色(2.5Y8/l) 精良 内底部黒斑黒斑c
112 土師器 高台付椀 4.4 I -灰白色{2.5¥8/2) 細砂 スス C
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塚廻り調査区土器観察表

挿図I掲載遺構名
法量(cm)

色調

I 
胎土 特徴租 lj 器種

ロ径 I底径
番号 器裔

113 土師器 Jlil 6. 1 I s 6 l. l 淡橙色(5YR8/3) 細砂
'" 

<1. o> I (4 6) 114 土壊19 土師器 皿 l. l 鈍橙色(7.5YR7 /4) 精良 底部ヘラキリ後板状工具押圧，＿， ー・

115 士師器 鍋 (32. 5) -- 褐灰色(10YR6/l) 細砂 ススA

116 士師器 1Ill 7. 7 6.6 1 4 鈍黄橙色(10YR7/2) 精良
底部ヘラキリ後板状工具押圧 内底面ス
ス

117 土壊20
土師器 皿 6.8 5.5 l 4 浅黄橙色(7.5YR8/4) 精良 底部ヘラキリ後板状工具押圧

118 土師器 皿 6.2 4.6 1.5 浅黄色(2.5Y7/3) 精良 底部ヘラキリ後板状工具押圧

119 亀山焼 甕 -— 灰色(5Y5/l) 粗砂 平行タタキ 同心円文,- -
120 亀山焼 甕 灰色(N4/) 粗砂 外面布目,, 一..'

121 土師器 皿 7.6 5. 1 1 2 赤灰色(lOR6/l) 細砂 底部ヘラキリ後板状工具押圧 完形
I, 

122 土師器 皿
7會゚

5.4 l. 3 浅黄橙色(lOYRB/3) 細砂 底部ヘラキリ後板状工具押圧
Iー一' "一
123 土城21 土師器 高台付椀 13.4 (5. 8) 4. 5 浅黄橙色(lOYRB/3) 細砂

124 土師器 高台付椀 (11. 7) 4.6 3 3 灰白色(7.5Y8/l) 細砂 高台接地面に棒状のもの？の圧痕- . 
125 士師器 高台付椀 4.8 灰白色(25Y8/l) 細砂• —...... — 
126 士師器 高台付椀 3.9 灰白色(75Y8/l) 細砂

127 士師器 鍋 34. 0 暗赤灰色(10R4/l) 細砂 ススA

128 士師器 高台付椀 12 0 ．． 灰白色(5Y8/2) 細砂
トーー ・・・・・ー
129 土師器 高台付椀 5 2 灰白色(IOYRS/1) 細砂

I 土猥22
130 土師器 高台付椀 11 9 5. 3 5 I 灰白色(5YR8/2) 細砂， 

131 土師器 鍋 11. 8 褐灰色(lOYR5/l) 細砂 ススA

132 土坂23 土師器 高台付椀 (6 0) 灰白色(7鼻 5Y8/l) 細砂

133 士城24 上師器 高台付椀 (5. 2) 灰白色(5Y8/1) 細砂 底部ヘラキリ後ナデ

134 
±壊25

土師器 高台付椀 (11. 2) 4.5 (3 3) 灰白色(2.5Y8/2) 精良

135 土師器 椀 11 3 
―’ 淡黄色(2.5Y8/3) 細砂

136 ±城25 土師器 高台付椀 10. 7 4. 9 3.4 灰白色(2.5Y8/2) 精良 内底部ユビオサエ ほぼ完形

137 備前焼 大甕 (48, 0) • 一 暗赤色(75R3/4) 粗砂、礫
1 ・・
138 土壊26 備前焼 播鉢 ．．． 暗赤色(7.5R3/4) 粗砂、礫

．139 ，ー 瓦質土器 火鉢 36.0 23.0 32.0 利ーア黒色(5¥3/1) 細砂 4足脚

140 亀山焼 揺鉢 (29. 0) (3. 5) 淡赤橙色(25YR7/3) 細砂
''— 
141 土師器 皿 6.6 5 7 0.9 鈍橙色 (5YR6/4) 細砂 底部ヘラキリ

142 土師器 皿 (6 O) -、 1 2 鈍橙色(7.5YR6/4) 精良 底部ヘラキリ後板状工具痕
溝 2

143 土師器 鍋 (31. 8) (5 9) 褐灰色(7.5YR4/l) 精良

144 士師器 鍋 -- 灰白色(5YR8/L) 粗砂
1・，．．．

145 土師器 台付皿 (17 2) (2. 2) 灰白色(10YR8/2) 祖砂、礫 ユビオサエ

146 亀山焼 甕 (23 8) (8 O) 灰色 (NS/) 細砂 格子タタキ 同心円の当て具痕
''  

147 備前焼 甕 37 0 (13. 7) 褐灰色(5YR4/1) 細砂
＇ 
148 土師器 Jlll 9. 1 • • 2. 7 灰白色(25Y7/1) 細砂

'--
149 土師器 皿 9 4 2. 6 灰白色(lOYR7 /1) 精良

9・
150 土師器 皿 9 4 2. 5 明赤灰色(25YR7 /2) 細砂 底部ユビオサエ•-
151 土師器 皿~ 8 6 2 4 灰白色(10YR8/I) 精良 底部ユピオサエ？ ほぽ完形

'"'一•
152 土師器 皿 12.2 1 6 鈍黄橙色(10YR7/2) 細砂 板状工具によるナデ

卜•

153 土師器 皿 11. 8 2 0 灰白色(10YR8/2) 精良 底部ヘラキリ
卜•—• • 

154 士師器 台付皿 14.6 IO. 0 4.0 灰白色(IOYRS/2) 細砂 底部ヘラキリ 内面スス

155 溝 3 上師器 皿 7.0 5. 5 1. 3 灰白色(IOYR7/1) 細砂 底部板状工具の圧痕
" 

156 士師器 皿 6.6 4. 5 1 5 浅黄橙色(lOYRS/3) 細砂 底部ヘラキリ
• • 

157 土師器 皿 6.8 1. 3 灰白色(IOYRS/2) 細砂 底部ヘラキリ．． 

158 土師器 1IIl 6.2 4.0 0. 9 明褐灰色(75YR7/2) 細砂 底部板状工具の圧痕 ほぽ完形
"" 

159 土師器 皿 6.3 3. 0 1.0 鈍黄橙色(10YR7/3) 精良 底部ヘラキリ後ナデ ほぽ完形

160 土師器 皿 6 0 5 1 1 0 淡橙色(5YR8/3) 精良 底部板状工具の圧痕 ほぽ完形,, ー

161 土師器 皿 6 3 5. 1 1 2 灰白色(lOYRB/2) 精良 底部ヘラキリ

162 士師器 鍋 34.2 (12. 2) 暗灰色 (N3/) 細砂 ススA
1 一
163 土師器 鍋 (30. 4) (7. 8) 黒褐色 (10YR3/l) 細砂 ススA

I, 

164 士師器 鍋 ・- 灰黄色(2.5Y7 /2) 細砂 脚のみ

165 備前焼 甕 —· 鈍赤褐色(7.5YR4/3) 細砂
I -

Im 166 唐津 10 6 3. 9 3. 1 （釉）灰利—ア色 (5Y6/2) 精良 胎士目 3か所 1600-1610年代
I, 

167 唐津 .ffi1 13 0 5 2 4 0 灰掲色(5YR6/2) 精良 胎土目 4か所 1600----1610年代完形
I "' 溝 4
168 唐津 皿 4 5 l. 3 釉褐色(10YR54/4) 精良 砂 l'cf4か所 1610-1620年代

169 染付 碗 13.0 (4 0) 染付暗青灰色 (5B3/1) 精良 明末～清初

170 染付 皿 5.2 (l. 3) 染付暗青灰色 (5B3/1) 精良 明末～清初
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塚廻り調査区土器観察表

挿図 法砧(cm)
胎土

番号
掲載迫描名 種別 器種 色調 特徴

口径 底径 器高

171 亀山焼 甕 l6. 0 (14. 2) 灰色 (NS/) 礫
＇ 
172 亀山焼 甕 (22. 0) (6. 3) 灰色(N4/) 細砂,_  
173 祖山焼 甕 (32. 0) ’’ (9. 5) 灰色(N5/) 細砂

＇ 
174 亀山焼 甕 (38. 0) 暗灰色(N3/) 細砂 表面剥離

＇ 
175 亀山焼 甕 (40 8) "" (12 0) 灰色(5Y5/1) 細砂

I 

176 允山焼 甕 40 5 (14 5) 灰色(N5/) 細砂
＇ 
177 亀山焼 播鉢 (40. 0) (16. l) (12 9) 黄灰色(25Y6/l) 精良 ユビオサエ底部摩滅著しい

178 亀山焼 播鉢 30 0 12 4 14 0 褐灰色(10YR4/l) 粗砂
．＿ 

179 備前焼 禰鉢 24.0 暗灰色(N3/) 細砂
" '  

180 備前焼 播鉢 29.4 (9. 5) 赤灰色(2.5YR4/l) 細砂 自然釉

181 土師器 高台付椀 12.0 6 0 4. 5 鈍黄橙色(10YR7/2) 細砂 ユビオサエ
・-
182 士師器 高台付椀 12 3 5 5 4.5 鈍黄橙色(10YR7/2) 細砂 直ね焼痕

● ,. —• 
183 士師器 高台付椀 [2. 0 5 8 4 5 鈍黄橙色(10YR7/2) 細砂 ユビオサエ

184 土師器 高台付椀 5. 7 (3 8) 鈍黄橙色(10YR7/2) 細砂

185 土師器 高台付椀 6. 5 (1 9) 鈍黄褐色(10YR5/4) 細砂
溝 4

186 士師器 高台付椀 ... 5. 1 (l 3) 灰白色(10YR8/l) 細砂

187 土師器 高台付椀 4.9 (l 8) 灰白色(10YR8/l) 細砂 重ね焼痕
"""'" 

188 土師器 皿 7 5 5.2 l 5 鈍黄橙色(10YR7/2) 細砂 底部ヘラキリ後板状工具押圧
_,_,, 一•

189 土師器 皿 7 8 5.2 1 7 鈍黄橙色(10YR7/2) 細砂 底部ヘラキリ後板状工具押圧 完形

190 土師器 皿 7.4 5. 7 l 5 鈍黄橙色(lOYR7/3) 細砂 底部ヘラキリ後板状工具押圧

191 土師器 皿 7. 6 5. 5 1 4 鈍橙色(7.5YR7 /3) 粗砂 底部ヘラキリ後板状工具押圧 完形

192 士師器 皿 7. 2 6. 1 1 3 橙色(5YR6/6) 精良... 
外面ナデ 内面ユピオサエ後ナデスス

193 土師器 台付JIIL 18 6 7 5 3.6 鈍橙色(5YR7/4) 粗砂
A 

＇ 
194 土師器 鍋 40 0 -- (12 5) 鈍橙色 (75YR7/4) 粗砂

195 士師器 鍋 32.0 ．． (14. 3) 灰褐色(75YR4/2) 細砂 ススA
＇ 
196 士師器 鍋 32.。 (12. 2) 灰黄褐色(10YR4/2) 細砂 ロ縁部ヘラ記号 ススA

197 土師器 鼈 (42. 0) (37. 0) (32. 5) 橙色 (5YR6/6) 粗砂

198 瓦質土器 甕 31. 8 (5 0) 灰色(5¥5/1) 細砂

199 土師器 高台付椀 (14. 0) " 灰白色(2.5Y8/2) 細砂
溝 7

200 土師器 皿 7. 6 5 6 1 3 灰白色(7.5YR8/l) 細砂 底部ヘラキリ後板状工具押圧

201 備前焼 大甕 (44. 7) ••一 赤灰色(7.SRS/1) 粗砂、礫
' 
202 備前焼 大甕 灰赤色(75R4/2) 精良

＇ 
203 備前焼 揺鉢 (27. 4) (12 6) (13. 0) 赤色(7.5R4/8) 細砂 底部植物繊維の圧痕

＇ 
204 備前焼 播鉢 (29. 2) 灰赤色(10R4/2) 粗砂、礫 ロ縁部下重ね焼痕 口縁部釉

， 

205 瓦質士器 鍋 21. 0 灰色(N4/) 細砂

206 土師器 杯 10. 2 6 6 2 3 明褐灰色(75YR7 /2) 細砂 底部同転イトキリ 内面灯明痕
＇ 
207 土師器 杯 9 0 5. 1 2 5 淡橙色(5YR8/4) 精良 底部回転イトキリ, — 
208 溝 8 土師器 灯明皿？ ？ 鈍橙色(5YR7/4) 精良 スス A

l 一
209 青磁 高台付碗 5.5 灰白色(N7/) 精良 底部釉ハギ'__ , 

210 唐津 皿 5. 5 4.0 2 9 赤褐色(10R5/4) 精良 底部イトキリ 砂目 4 ススC
・・--・ 

211 唐津 碗 3 7 鈍橙色(5YR6/4) 精良 底部墨書胎士目 2

212 唐袢 灰釉小杯 6 8 3.2 3.8 灰赤色(lOR4/2) 精良 底部ヘラケズリ

213 唐津 高台付鉢 19 4 8 2 12. 3 灰黄褐色(10YR6/2) 精良 底部釉ハギ胎土目 口緑部重ね焼痕
--・ 

214 瓦貿士器 羽釜？ (26 2) 暗緑灰色(lOGY4/l) 細砂

最大厚(165cm) 最大長(13cm) 瓦当部
215 瓦 巴文軒丸瓦 明褐灰色(75YR7/2) 精良

スス

216 溝 9 盾津 高台付皿 12 0 3. 7 3.6 鈍赤褐色(25YR5/4) 精良 釉ハギヘラケズリ

217 亀山焼 甕 (32. 6) 灰色(5Y6/I) 粗砂

218 備前焼 抽鉢 25.0 灰褐色(5YR4/2) 粗砂、礫

219 
濡lO

士師器 高台付椀 6 1 灰白色(7.5Y8/l) 粗砂 重ね焼痕？

220 士師器 高台付椀 10 1 4 4 3.4 灰白色(lOYRS/2) 細砂

221 士師器 席台付椀 12 1 5 7 4 0 灰白色(2.5Y8/2) 精良

222 士師器 鍋 30. 2 灰白色(2.5Y8/l) 細砂 底部工具痕 ススA

223 備前焼 甕 27. 2 (18. 5) 褐灰色(5YR4/2) 粗砂 自然釉
’’ 

224 亀山焼 揺鉢 (34. 8) 12.0 l l. 0 灰白色(IOYRS/2) 粗砂、廃 ハケメ後ユピオサエ

225 亀山焼 揺鉢 33.9 灰白色(lOYR8/l) 細砂 ハケメ後ナデ
溝11 I 2s. 4 226 隅器 深鉢 (16. 8) 暗灰黄色(25Y5/2) 細砂

I 

227 瓦質土器 鍋 (25 0) (7. 0) 暗灰黄色(25Y5/2) 細砂
＇ 
228 土師器 鍋 30 8 9● (8. 4) 灰色(5¥'6/l) 細砂 紐孔 2孔 1対
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塚廻り調査区土器観察表

悶l掲載迫構名 I 
法益(cm)

色調

I 
胎土 特徴程 lj 器稲

D径 底径 器高

229 I ，溝11 土師器 鍋 23.4 I - 12 0 褐灰色(lOYR4/l) 細砂 紐孔 2孔 1対ススA

230 土師器 羽釜 褐灰色(10YR5/l) 細砂 スス B

231 備前焼 甕 (28尋 8) 暗紫灰色(5RP3/l) i細砂
• 一，

232 備前焼 揺鉢 (15. 8) ● "' 赤褐色(10R4/4) 粗砂
,-

233 士師器 椀 (11 5} ．． 黄灰色(2.5Y5/1) 細砂

一234 土師器 .Illl. 8.0 5.2 1 5 灰白色(lOYRS/2) 細砂 底部ヘラキリ
・--・ 
235 窪地 1 土師器 皿 6.3 5 2 1 4 鈍橙色(5YR7/4) 精良 底部ヘラキリ 完形

， 

236 土師器 皿 7. 0 灰黄褐色(10YR5/2) 細砂

237 士師器 鍋 35.4 鈍橙色(5YR6/4) 細砂

238 青磁 小碗 4. 0 (2. 5) オリープ黄色(75¥6/3) 精良 同安窯系
’―...'. 
239 青磁 皿 13.8 緑灰色(5G6/l) 精良 稜花皿

240 窪地 2 土師器 高台付椀 7. 0 灰白色(2.5Y8/2) 細砂

241 亀山焼？ 鉢 (23 0) " 灰色(N5/) 細砂 こね鉢
＇ 
242 土師器 高台付椀 11. 8 4ャ 8 4.0 灰白色(lOYRS/2) 細砂

＇ 
243 土師器 裔台付椀 (11. 0) 4.5 4.4 灰白色(2.5Y8/1) 細砂

244 士師器 高台付椀 11 8 灰白色(2.5¥8/2) 細砂 ユピオサエ後ナデ
"' 

245 窪地3 士師器 高台付椀 4 6 灰白色(2.5¥8/2) 細砂
，ー，

246 土師器 高台付椀 ・- 5 1 灰白色(2.5¥8/]) 細砂 底面スス
I 

247 士師器 高台付椀 5 1 灰白色 (75¥8/1) 細砂 底面スス
I一• •• 
248 士師器 鍋 36 2 •一 黒褐色(5YR3/l) 細砂 ススA

， 

249 土師器 鍋 黄灰色(25¥5/1) 細砂

250 亀山焼 こね鉢 灰白色(2.5Y8/1) 細砂、粗砂
I 窪地4
251 士師器 高台付椀 11 2 一•• 灰白色(lOYRB/2) 細砂

252 土師器 高台付椀 5.5 灰白色(2.5Y8/l) 細砂

253 土師器 高台付椀 6 5 灰臼色(25¥7 /1) 細砂

254 士師器 高台付椀 • 一• 6 0 灰白色(5¥8/1) 細砂

255 土師器 1Ill 7. 7 5 3 1. 4 灰白色(25Y8/2) 細砂 底部ヘラキリ 完形
"" .. 
256 窪地4 土師器 皿 7. 5 4 8 1 9 灰白色 (25¥8/2) 細砂 底部ユビオサエ？

257 士師器 皿 7 6 3 0 2. 0 灰白色(25¥8/2) 細砂 底部ヘラキリ後ナデ

258 土師器 皿 8. 2 5. 6 2 4 灰白色(25Y8/2) 細砂 底部ヘラキリ後ナデ完形

茄 9 土師器 甕 (32, 6) 鈍橙色(75YR7/3) 細砂 スス
●''  

260 青磁 碗 16 0 ● 9 (3. 0) 明緑灰色(7.5GY7/1) 精良 同安窯系

261 備前焼 空・ギ 9 1 11 2 灰赤色 (75R4/2) 細砂
, .. 

262 備前焼 壺 9. 1 11. 2 灰赤色 (75R4/2) 細砂 底部ヘラキリ
＇ 
263 亀山焼 甕 (39 6) "" 灰黄褐色(lOYRS/2) 細砂

I 

264 亀山焼 、甕 (34 0) 灰色(5Y4/1) 細砂
ト・・ ' " 

265 備前焼 捕鉢 32.4 21. 0 10.5 暗赤色(7.5R3/4) 粗砂、礫
.... , . 一

266 亀山焼 鉢 褐灰色(5YR5/2) 細砂、粗砂 内表面剥離
9・，

267 亀山焼 揺鉢（片口） 3L 0 (6. 5) 褐灰色(7.5YR5/l) 細砂 ユピナデ内面ススA
ー ・一•

268 上師器 高台付椀 11 0 5.2 3.6 灰白色(5Y8/l) 粗砂、礫 灯明痕

269 士師器 高台付椀 ’’ 6 0 (l. 6) 灰白色(2.5Y8/l) 細砂
"'.  

270 土師器 高台付椀 6.8 (2. 0) 浅黄橙色(10YR8/4) 細砂

271 土師器 高台付椀 5 8 (1. 6) 褐灰色(5YR5/l) 粗砂、礫
''  

272 土師器 皿 6. 7 5.4 l會 2 鈍橙色(5YR7/3) 細砂 底部ヘラキリ 完形ススA

273 
河道 3

土師器 皿 7 3 5 9 l. l 灰白色(7.5YR8/2) 粗砂 底部ヘラキリ後板状工具押圧 ほぽ完形
• —.. """" 
274 土師器 鍋 灰白色(7.5YR8/2) 細砂

275 瀬戸 椀 g 2 暗赤褐色(5¥3/2) 精良
• 一..一•

276 陶器 鉢 (28. 8) 鈍黄橙色(10YR6/3) 細砂
＇ 

上田分類B-C 14C後-15C 底部釉
277 青磁 高台付碗 ... 5 4 オリープ灰色(10¥6/2) 精良

ハギ
I 

278 青磁 碗 11. 2 オリープ灰色(10¥6/2) 精良 上田分類B 類—lIIXN
I 

279 青磁 碗 (11 2) オリーブ灰色(10¥6/2) 精良 上田分類B 類—W， 

280 青磁 碗 (15. 4) 灰オリープ色(5Y6/2) 精良 上田分類D類ーII， 

281 青磁 碗 ●9● 緑灰色(5GY6/l) 精良
， 

282 青磁 大型盤 オリープ灰色(10¥6/2) 精良 龍泉窯系IV類
， 

283 白磁 碗 灰白色{5Y7/2) 精良 N類
＇ 
284 染付 高台付碗 ．． 4 8 全体明緑灰色(lOGYS/1) 精良 底部釉ハギ 中国産

285 
柱穴 1

土師器 皿 6.2 5 2 l. 4 浅黄橙色(7.5YR8/4) 細砂 底部ヘラキリ後板状工具押圧
I 

286 土師器 皿 7, 2 6 1 1.2 浅黄橙色(7.5YR8/3) 細砂 底部ヘラキリ後板状工具押圧
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塚廻り調査区土器観察表

挿図
掲戟遺構名 器種

法ft(cm)

番号
種別 色調 胎土 特徴

ロ径 底径 器高

287 土師器 皿 淡黄橙色(7.5YR8/3) 細砂
''・・-
288 柱穴 2 土師器 皿 6 l 5 7 Ll 淡黄橙色(7.5YR8/4) 精良 底部ヘラキリ__ , 

289 土師器 皿 5.9 5 0 L l 鈍黄橙色(10YR7/3) 精良 底部ヘラキリ後板状工具押圧 完形

290 
柱穴 3

備前焼 皿 11 4 7 0 2. l 暗紫灰色(5RP4/1) 細砂 底部回転イトキ 1J

291 土師器 高台付椀 11 6 5 0 3. 8 灰白色(25Y8/l) 細砂 内而底部スス 完形

292 柱穴 4 宵磁 碗 16 0 (3. 5) オリープ灰色(lOYS/2) 精良 龍泉窯系上田分類B-ill しのぎ蓮弁文

293 土師器 高台付椀 11 0 灰白色(10Y8/l) 細砂
" 柱穴 5
294 土師器 高台付椀 5. 6 灰白色(25Y8/2) 細砂

295 
柱穴 6

土師器 皿 6 5 5 7 L 8 鈍橙色(75YR7 /3) 精良 底部ヘラキリ ほぽ完形

296 土師器 皿 11. 7 2 5 灰黄色(25¥6/2) 桔良 底部ヘラキリ後ナデ？ ユビオサエ？

297 青磁 碗 (14 8) ．． オリープ灰色(10¥6/2) 精良 蓮弁模様龍泉窯系W類

＇ 
298 柱穴 7 白磁 碗 7 8 灰白色(NS/) 精良 森田D類 14C 末~1sc

I 

299 白磁 碗 7 8 灰白色(2.5Y8/1) 精良

300 備前焼 揺鉢 黒褐色(10YR3/2) 細砂
， 

301 備前焼 揺鉢 赤褐色(2.5YR4/6) 細砂
， 

302 須恵器 鉢 灰白色(N7/) 細砂 東播系？

＇ 
303 須恵器 こね鉢 灰色 (N5/) 細砂 東播系

I 

304 亀山焼 播鉢 (28. 0) 淡橙色(5YR8/3) 細砂
Iー・・ ・

305 亀山焼 甕 {30. l) 暗青灰色(583/1) 細砂
＇ 
306 亀山焼 こね鉢 (27. 6) -- 灰色 (N6/) 粗砂

＇ 
307 土師器 高台付椀 12.0 5.9 4 3 灰白色(10Y8/l) 細砂 内面口縁部内外而スス

＇ 
308 士師器 高台付椀 11. 4 4. 7 3 2 灰白色(2.5¥8/2) 細砂,, 
309 土師器 高台付椀 (4. 4) 灰白色(75¥8/1) 細砂 外面丁寧なナデではない

I 

310 士師器 高台付椀 11. 6 灰白色(2.5¥8/1) 細砂
, . .,, 

311 士師器 高台付椀 6.8 '"" 灰白色(2.5¥8/1) 細砂
＇ 
312 士師器 高台付椀 6.9 浅黄色(25¥8/4) 細砂

,, 

313 土師器 高台付椀 (6. 0) ．．． 灰白色(25¥8/2) 細砂
＇ 
314 土師器 高台付椀 6.6 灰白色(2.5¥8/2) 細砂

I 

315 土師器 高台付椀 6 8 灰白色(25¥8/2) 細砂
I 

316 士師器 高台付椀 7 0 " 灰白色(2.5¥8/2) 細砂 内底部スス
I , 

317 土師器 高台付椀 4 6 灰白色(75¥8/1) 細砂 外面雑なナデ
＇ 
318 士師器 高台付椀 4 Q 灰白色 (7.5Y8/1) 精良

319 土師器 高台付椀 4. 4 明褐灰色(7.5YR7 /2) 細砂

320 土師器 高台付椀 4. 8 灰白色(75YR8/2) 細砂

321 柱穴群 土師器 高台付椀 4 2 浅黄橙色(7.5YR8/3) 細砂

322 士師器 裔台付椀 4 0 ’’ 浅黄橙色(10YR8/3) 組砂 内底部スス
' 
323 土師器 へそ椀 9.0 2.3 黄灰色 (25Y6/1) 細砂 底部付近粗いナデ

' 
324 士師器 杯 8.9 2.4 浅黄橙色(7.5YR8/3) 細砂 完形

＇ 
325 士師器 皿 16.0 黒色 (2.5Y2/ l) 精良

， 

326 土師器 皿 14.0 (10. 3) 鈍黄橙色(10YR7/3) 細砂 灯明痕？

327 土師器 皿 13.4 3.0 赤橙色 (LOR6/6) 細砂 底部ユビオサエ後ナデ

328 土師器 皿 8 0 4 9 1 5 浅黄橙色 (lOYR8/3) 礫 底部回転ヘラキリ

329 土師器 皿 7 5 5 4 1.6 浅黄橙色(75YR8/3) 精良 底部ヘラキリ後板状T具押圧

底部ヘラキリ後板状工具押圧 口緑部ス
330 土師器 皿 6 5 5 l 1 4 浅黄橙色 (75YR8/4) 細砂

スA

331 土師器 皿 6 5 5 5 l 8 赤橙色 (LOR6/8) 細砂 底部ヘラキリ後板状工具押圧
＇ 
332 . 士師器 皿 6 3 5 3 I 3 鈍橙色 (7.5YR7/4) 細砂 底部ヘラキリ 完形
,. 
333 土師器 皿 5 9 4 5 1 l 淡赤橙色 (25YR7/4) 精良 底部ヘラキリ後板状工具押圧

＇ 
334 土師器 皿 6 4 5 3 1 2 鈍橙色 (7.5YR7/4) 栢良 底部ヘラキリ

I 

Ifill 335 土師器 6.3 I 2 淡赤橙色 (2.5YR7 /4) 精良 底部ヘラキリ ほぽ完形
I 

336 土師器 Jill 5. 7 4.8 l 2 橙色(5YR7/6) 精良 底部ヘラキリ後板状工具押圧 完形
I 

I底部ヘラキリ後板状T具押圧337 土師器 Jill 7. 7 3.4 1. 4 淡黄色(25Y8/3) 細砂
' 
338 土師器 皿 6. l 4.9 1 4 赤橙色(LOYR6/6) 精良 底部ヘラキリ

， 

339 土師器 皿 6 l 4.8 l. 7 淡黄橙色 (7.5YR8/4) 細砂 底部ヘラキリ ほぽ完形
， 

6. 4 I 1. 3 340 士師器 皿 7.6 灰白色(2.5Y8/2) 粗砂
I 

341 土師器 皿 6 4 5 5 1.0 淡赤橙色(2.5YR7/4) 細砂 底部ヘラキリ
I 

342 瓦質土器 鉢 13 2 灰色(N4/) 精良
＇ 
343 瀬戸 碗 3.9 灰白色(7.5Y7/I) 精良 高台部イトキリ

＇ 
344 青磁 高台付碗 5 8 灰村ープ色 (5Y6/2) 精良 龍泉窯系打ち欠き
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345 白磁 碗 -I 1.0 (3. 5) 灰白色(7.5Y7 /2) 精良 IV-I類
''—.' 
346 柱穴群 土師器 甕 (26. 0) 赤黒色(lOR2/l) 粗砂 スス A

I 

347 土師器 鍋 34.3 鈍黄橙色(10YR7/2) 細砂 ススA

348 土師器 椀 14.0 • 一 褐灰色(lOYR6/l) 細砂 外面ユピオサエ 内面ミガキ
I ., ー一•

349 士師器 椀 (14. 6) 黄灰色(2.5Y5/l) 細砂 ミガキ， 

350 黒色土器 高台付椀 6.4 灰白色(10YR7/l) 細砂 内黒• • 一・
351 土邸器 高台付椀 —•• 5.8 9● 灰白色(2.5Y8/2) 細砂

-—— 352 備前焼 皿 10 9 - 2.5 赤色(IOR5/6) 細砂 ロ緑部自然釉

353 備前焼 高台付椀 10. 0 5.8 2 7 赤色(IOYR5/6) 細砂 底部イトキリ ヘラ記号

354 備前焼 徳利 2. 8 4.5 9 I 赤褐色(lOR4/3) 細砂、礫 釉少童付着底部ヘラケズリ ほぽ完形
＇ 
355 備前焼 甕 明赤灰色(lOR4/l) 細砂
"'一・

356 備前焼 甕 (9 6) 褐灰色(5YR5/1) 細砂 自然釉

357 備前焼 甕 27.0 (JO O) 暗赤褐色(5Y3/3) 細砂 自然釉
" 

358 備前焼 大甕 —, 暗赤色(7.5R3/4} 細砂----
359 備前焼 大甕 (39 2) " 灰白色(N7/) 細砂 底部ケズリ？

360 備前焼 甕 34 5 (9 0) 褐灰色(SYR4/l) 細砂
I 

361 備前焼 甕 19. 0 (9 0) 灰色(5Y6/l) 礫 内外面ハケ後ナデ
I'"'""' 

362 備前焼 播鉢 灰赤色(2.5YR5/2) 細砂
I 

門竺 備前焼 摺鉢 ー' (4. 8) 灰赤色(25YR4/2) 細砂

364 備前焼 播鉢 ""' 赤灰色(10R5/1) 細砂、粗砂、礫
I ""一，

365 備前焼 揺鉢 (29 7) (5. 6) 灰白色(N4/) 細砂

366 亀山焼 甕 ,. 灰白色(N6/) 細砂

367 亀山焼 甕 (33. 5) (6. 0) 灰白色(N5/) 細砂

'36"● 8 "' 亀山焼 甕 40.4 (12. 7) 灰白色(25Y7 /1) 細砂 当て具痕後ハケ後ナデ

369 亀山焼 片い鉢 ，．一• 灰白色(N5/) 粗砂 （こね鉢）

370 亀山焼 揺鉢 38.4 15 0 13.9 鈍黄橙色(10YR7/3) 粗砂

371 亀山焼 鉢 14. 0 (3. 3) 灰色(N5/) 細砂

372 危山焼 播鉢 (3 l. 3) (6. 4) 鈍黄橙色(10YR7/2) 細砂
I 

37,3 ． 包含庖 亀山焼 揺鉢 (32. 0) (3. 2) 褐灰色(10YR6/l) 細砂

374 亀山焼 播鉢 25.4 灰白色(10YR7/1) 粗砂—-
375 亀山焼 揺鉢 (24 6) 灰白色(5YR8/1) 細砂

,.,_, 

376 亀山焼 播鉢 (29. 8) (7 5) 鈍橙色(lOYR7/2) 細砂

377 須恵器 こね鉢 (3 5) 灰色(N6/) 細砂 自然釉東播系

378 須恵器 鉢 (13 O) 灰白色(N7/) 細砂 底部イトキリ 東播系

379 士師器 面台付椀 14. 5 —• 灰白色(7SYS/I) 細砂 ユピオサエ？

380 土師器 高台付椀 14 5 4.8 5 3 明褐灰色(75YR7 /1) 細砂 内面スス
I ・"'.

381 士師器 渦台付椀 12 9 (3. 3) 灰白色(lOYRS/2) 細砂
I 

382 土師器 高台付椀 6. 5 (I 6) 灰白色(10YR8/2) 細砂
I 

383 土師器 高台付椀？ 6.8 (2 0) 灰黄褐色(10YR5/2) 細砂 底部ヘラキリ
I .. ,._,,, 

384 土師器 高台付椀 —• 6.2 (l 7) 灰白色(10YR8/l) 細砂
1 ・・一

385 士師器 面台付椀 6.0 (1. 5) 鈍黄橙色(10YR7/2) 細砂
I "' 

386 士師器 高台付椀 6.0 (1 8) 灰白色(JOYRS/2) 細砂 重ね焼痕
I 

387 土師器 高台付椀 5.8 (1 6) 灰白色(25¥8/2) 細砂 底部ヘラキリ
I , — 
388 土師器 裔台付椀 6. 1 (1 5) 灰白色(lOYR8/l) 粗砂

389 土師器 高台付椀 " 5. 7 (l 9) 灰白色(lOYRS/1) 細砂
'' 

390 土師器 高台付椀 ー・ 5.8 (l 5) 灰白色(10YR8/1) 細砂·— 
391 士師器 高台付椀 5.3 (1 7) 灰白色(10YR8/2) 細砂
,_,., 

392 土師器 高台付椀 11 6 5 3 4 2 灰白色(lOYRS/2) 細砂
--・ 

-I c2. 1> 393 士師器 高台付椀 12. 0 橙色(5YR7/6) 細砂, — 
394 土師器 高台付椀 11 4 5 0 3. 7 灰白色(lOYRS/2) 細砂 完形

ト•一•• 
395 土師器 高台付碗 LL 5 3 9 3.6 灰白色(LOYR8/2) 細砂、粗砂

''—, " 
396 土師器 高台付椀 10 1 4 2 3.4 灰白色(lOYR8/2) 細砂

'・・-・・・・ 
397 土師器 高台付椀 4 7 (3. 0) 灰白色(10YR8/l) 細砂

398 土師器 高台付椀 3.8 (1 2) 灰白色(lOYRS/1) 細砂

399 士師器 高台付椀 4.2 (1 0) 灰白色(10i'R7/1) 細砂

400 土師器 高台付椀 5.8 (1 3) 灰白色 (10YR8/1) 粗砂

401 士師器 高台付椀 3. 7 一， 灰白色(10YR8/l) 精良

402 士師器 高台付椀 4. 1 " 灰白色(7.5Y8/l) 細砂

403 土師器 （へそ）椀 9.4 2.6 鈍橙色(5YR7/4) 細砂 外面ユピオサエ？ 底部ユピオサエ
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404 土師器 （へそ）椀 8.9 4. 6 2. 7 鈍橙色(75YR7 /3) 細砂 完形

405 土師器 （へそ）椀 8.8 2.5 鈍橙色(10YR7/2) 細砂 完形

406 士師器 燭台 9. 3 (6 9) 淡黄色(2.5Y8/3) 細砂、粗砂， 
407 士師器 皿 8 5 6. 3 2 5 鈍黄橙色 (JOYR7 /3) 細砂 底部ヘラキリ 完形黒斑A-C

''一＇一
408 土師器 皿 9 8 6 4 4 5 鈍橙色 (75YR7 /3) 粗砂 内面ヘラケズリ
'. 一
409 土師器 皿 7. 6 6 I 3. 5 浅黄色(25¥8/3) 細砂 底部ヘラで切り込んでいる. " 

4LO 土師器 脚付皿 8. 2 5 8 3.4 浅黄橙色(10YR8/4) 細砂
,. ・・・

4Ll 土師器 皿 13. 4 {2 1) 鈍橙色(5YR7/4) 細砂 底部ヘラキリ？ ユピオサエ残る， 

412 士師器 皿 11. 6 (6. 0) 2 6 赤橙色(IOR6/8) 精良 底部ユビオサエ
＇ 
413 士師器 皿 11 4 ．．． 2 2 鈍橙色(SYR7/4) 細砂

I 

414 士師器 皿 10 4 8 4 2 2 鈍橙色(75YR6/3) 粗砂 底部ヘラキリ

415 土師器 皿 8 2 7 2 1.5 鈍橙色(75YR6/4) 粗砂 底部ヘラキリ 完形
・-

416 土師器 皿 9. 1 5 4 1.5 鈍橙色(7.5YR7 /3) 細砂 底部イトキリ
"' 

417 士師器 皿 7.6 6 8 I 0 浅黄橙色(75YR8/4) 細砂 底部ヘラキリ

418 士師器 1Ill. 7 .. 2 5. 1 1 4 灰白色(lOYRB/2) 細砂 底部ヘラキリ 板状の圧痕

419 士師器 皿 7 6 5 8 I 2 鈍黄橙色(10YR7/3) 細砂 底部ヘラキリ 板状の圧痕

420 士師器 皿 7 4 6. 6 1 3 鈍黄橙色(10YR7/3) 粗砂 底部ヘラキリ 内面重ね焼痕完形

421 土師器 皿 6 9 4 7 1. 3 鈍橙色(75YR7 /4) 粗砂 底部ヘラキリ

422 土師器 皿 7 0 5. 3 1.5 鈍黄橙色(10YR7/4) 細砂 底部ヘラキリ 完形
’’ 

423 土師器 皿 6 7 5. 2 l. 2 淡橙色(5YR8/4) 細砂 底部ヘラキリ後板状工具押圧 ほぼ完形

424 士師器 皿 6 8 5. 2 1 5 鈍橙色(5YR7/4) 精良 底部ヘラキリ 完形

425 士師器 1111 6.6 5. 7 l 9 鈍橙色 (75YR7 /3) 細砂 底部ヘラキリ 完形

426 土師器 皿 6. 7 
5會゚

l 5 灰白色 (7.5YR8/2) 細砂 底部ヘラキリ

427 上師器 Jill 6 8 5 0 L6 鈍黄橙色(10YR7/2) 細砂 底部ヘラキリ 完形
＇ 
428 士師器 JilL 7 4 6. 0 1 4 浅黄橙色(7.5YR8/4) 細砂 底部ヘラキリ
’’  

429 土師器 皿 6 6 5 3 1 4 鈍橙色(75YR7/3) 粗砂 底部ヘラキリ 完形

430 士師器 1lil 6 9 4 7 1 2 鈍橙色(75YR7 /3) 細砂 底部ヘラキリ 完形

431 包含層 士師器 皿 6. 3 4 5 1 5 鈍橙色(7.5YR7 /3) 粗砂 底部ヘラキリ

432 七師器 皿 6. 6 4.6 1 4 鈍橙色(75YR7 /3) 細砂 底部ヘラキリ

433 土師器 皿 6. 3 4.5 1.0 鈍橙色(5YR7/4) 細砂 底部ヘラキリ後ナデ完形

434 土師器 皿 6 4 6.0 0.9 鈍橙色(5YR7/4) 細砂 底部ヘラキリ,_ 
435 土師器 皿 6 7 6. 0 1 2 鈍橙色(5YR7/4) 細砂 底郭ヘラキリ後ナデ 完形

＇ 
436 上師器 皿 6 1 4. 7 1. 4 鈍橙色(25YR6/4) 細砂 底部ヘラキリ 完形

I , 

437 士師器 皿 6 0 4.9 1 5 鈍橙色(5YR7/4) 精良 底部ヘラキリ 完形
I 

438 士師器 皿 5.9 5 0 0 9 鈍橙色(5YR7/4) 精良 底部ヘラキリ 完形，．ー

439 土師器 皿 5 0 5 0 1.0 淡赤橙色(2.5YR7 /4) 精良 底部ヘラキリ 完形
I, 

440 上師器 皿 5 5 4 8 1 0 淡赤橙色(25YR7 /3) 細砂 底部ヘラキリ 完形
I ,,_ 

441 土師器 皿 6.4 5 6 1 1 鈍橙色(5YR7/3) 細砂 底部ヘラキリ後ナデ
I ,,_., ●9 

442 士師器 JlII. 6.0 4 4 1. 2 鈍橙色(7.5YR7 /3) 細砂 底部ヘラキリ
＇ 
443 ±師器 皿 8.6 2.0 淡赤橙色(2.5YR7 /4) 細砂 ユピオサエ

＇ 
444 土師器 皿 8. 1 l. 9 鈍橙色(75YR7 /4) 細砂 底部ナデ

＇ 
445 土師器 皿 8 0 2.0 淡黄橙色(lOYRS/3) 細砂 底部ナデ

＇ 
ヘラ文様か、焼成後の傷？ 底部ナデ446 士師器 Jill 8 I 2 0 鈍橙色(5YR7/3) 細砂
完形

447 士師器 皿 7 5 l 8 鈍橙色(5YR6/4) 細砂 底部ナデ完形

448 上師器 皿 5 6 1 1 淡赤橙色(25YR7/4) 細砂 底部ナデ完形

449 士師器 台付皿 15 8 12 0 3 8 淡橙色(5YR8/3) 精良 底部ヘラキリ

450 士師器 台付皿 17 4 s 5 I 3 1 鈍黄橙色(IOYR7/2) 粗砂 ユビオサエススA

451 士師器 台付皿 17 8 s o I 3 9 鈍黄橙色(10YR7/2) 粗砂 ユピオサエ

452 土師器 台付皿 16.4 8.0 3皐 6 橙色(2.5YR6/6) 礫 ユビオサエ

453 士師器 台付皿 16.0 7.8 3. 6 鈍橙色(75YR7 /3) 礫 ユピオサエ完形

454 士師器 台付皿 8.6 (3. 3) 鈍橙色(75YR7 /4) 粗砂 底部ユピオサエ

455 土師器 台付皿 8.0 (5. 0) 鈍橙色(5YR7/3) 礫

456 士師器 鍋 39.9 (22. 3) 灰褐色(7.5YR4/2) 粗砂 ススA, — 
457 上師器 鍋 31. 0 (9. 8) 灰褐色(7.5YR6/2) 粗砂

458 ±師器 鍋 33.3 (13. 0) 明褐灰色(75YR7/2) 細砂
＇ 
459 士師器 鍋 32.3 黒色(N2/) 細砂 ススA

I 

460 土師器 鍋 (32. 0) (I l 5) 灰褐色(7.5YR6/2) 粗砂 スス B
I'"'  

(5. 6) I明褐灰色(75YR7 /2) 461 士師器 鍋 <21. o) I~ 細砂
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462 士師器 鍋 (29. 4) (5. 0) "一 灰褐色(75YR4/2) 細砂
I ・"

463 土師器 鍋 (29. 2) (6. 3) 黒褐色(75¥'R3/l) 粗砂 ススA
• • 一ー・

464 士師器 壺 (31. 8) ー， (5. 9) 鈍橙色(5YR6/3) 細砂 ススA

465 土師器 鏑 32.0 17 0 鈍黄橙色(10YR7/4) 粗砂 ススA

466 士師器 羽釜 9● 9 ・- 鈍黄橙色(10YR7/2) 細砂

467 土師器 鍋 (35. 8) (4. 0) 鈍黄橙色(10YR7/2) 細砂
""— 

468 士師器 鍋 鈍黄橙色(10YR7/2) 粗砂 長さ20.8 厚さ33X2. 7cm 
I 

469 土師器 鍋 浅黄橙色(10YR8/3) 細砂
I -

470 青磁 碗 (9 8) 灰オリーア色(7.5¥6/2) 精良 龍泉窯系 I-6-b
I 

471 青磁 碗 5.8 (2. 0) オリーア灰色(10Y6/2) 精良 龍泉窯系 l-2~3 類 （草花文）
トー

472 青磁 碗 (15. 8) (6. 8) (7. 0) オリーア灰色(10Y6/2) 精良 龍泉窯系IVーア Xウ

473 青磁 碗
__ , 

5. 2 オリーア灰色(10Y6/2) 精良 龍泉窯系]¥I-イ 底部釉ハギ
,-
474 青磁 碗 12 0 (2. 5) オ9-r灰色(10Y6/2) 精良 龍泉窯系 上田分類8-IIIXIV 

I ヽ

475 青磁 碗 13.8 灰オたプ色(5Y5/2) 精良 龍泉窯系 上田分類D-Il
I , •• 一●●●9● • 

476 青磁 碗 15 8 (4. 8) オリー7•灰色 (lOYS/2) 精艮 龍泉窯系 上田分類D-Il
I 

477 青磁 碗 " (4鼻 0)明緑灰色(5G7/1) 精良 龍泉窯系N—イ
I ", 

478 青磁 碗 オリーア灰色(5GY6/l) 精良 上山分類C-N?
I ・"'

479 白磁 碗 (2 5) 灰オリーr色(7.5Y6/2) 精良 W類
I ,. —., 
480 包含層 白磁 碗 "' (l. 7) 灰オリーア色(7.5Y6/2) 精良 w類

481 白磁 碗 灰白色(7.5Y7 /2) 精良 w類
"""' 

482 白磁 碗 15.6 (3 0) 灰白色(5Y7/1) 精良 w類

483 白磁 碗 15.8 (2. 2) 灰オリーブ’色(5Y6/2) 精良 w類

484 白磁 碗高台 6.8 灰白色(5¥7/2) 精良 外面釉なし 内面施釉
＇・一·—

485 染付 碗 4疇 4 (5 5) 青黒色(582/1) 精良 明末～沿初
'''  

486 唐津 皿折緑皿 12 0 4.0 3 9 灰オリーア色(5Y6/2) 精良 胎土目 4か所 1600,...., 1610年代

487 唐津 皿 11 0 4.0 2.9 灰オリーア色(75Y5/2) 精良 胎土目 4か所 1600-1610年代

488 唐津 碗 ll. 8 4. 5 3.8 灰オ炉T色(5Y5/3) 精良 ロ縁部輪花（胴部中心下釉なし）
''""""'● "' 

489 唐津 碗 3. 0 (2. 4) 鈍橙色(5YR7/4) 細砂 内側と外の上部釉 底部は釉ハギ

490 唐津 椀 5. 3 橙色(2.5YR7/8) 細砂 外面施釉後釉ハギ 内面施釉・表面貫入
', .. , 

491 瀬戸 皿 5. 6 (2. 0) 灰オリーア色(75Y5/2) 精良 静止イトキリ（蛇の目高台）
........ 

492 瀬戸 おろし皿 10. 4 4 5 1.7 オリーア黄色(7.5Y6/3) 精良 底部イトキリ

493 瀬戸 萄皿 10. 4 6 6 2. 1 オリーア色(5¥5/6) 精良 1590年代
"" 

494 瓦質土器 ？ (12. 0) (3 0) 浅黄橙色(75YR8/3) 精良 雷文スタンプ文様

-― 495 瓦質士器 羽釜 24.2 (4 2) 灰白色(5Y8/l) 粗砂

496 瓦 軒丸瓦 灰白色(5Y8/l) 細砂 縦13.2 横13.9 中央厚1.2cm 

497 備前焼 ？ 3. 2 暗赤色(7.5R3/4) 精良 外面底部イトキリ

498 溝12 白磁 高台付碗 6. 8 浅黄色(2.5Y7 /3) 精良 外面釉なし 内面施釉
"•9—.. 
499 備前焼 播鉢 灰赤色(10R6/2) 細砂

500 亀山焼 甕 (50 0) 暗灰色(N3/) 細砂
I 溝15
501 唐津 高台付碗 3.8 橙色(25YR6/6) 細砂 胎土目
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フロヤ調査区土器観察表

挿図 掲載遺構名
法量(cm)

種別 器種 色調 胎土 特徴
番号 ロ径 底径 器高

502 弥生土器 壺 17. 0 -- 橙色(7.5YR7/6) 細砂
＇ 外面ハケ状工具によるナデ？ 内面ナ
503 弥生土器 壺 " 5 3 橙色(5YR6/6) 粗砂

デ？

一504 弥生土器 壺 26 0 明赤褐色 (5YR5/6) 細砂 外而紐通し孔 1個沈線6条残
I,, 

505 弥生士器 壺 13.8 明赤褐色(5YR5/6) 細砂
I 

506 弥生士器 壺 15 6 橙色(5YR6/8) 細砂,_,,,, 
507 弥生土器 甕

14. ゚
橙色(5YR6/6) 細砂

＇ 
508 弥生士器 甕 13 0 鈍橙色(5YR7/4) 細砂

'""""""" 

509 弥生上器 甕 19.4 ・- 鈍橙色(5YR7/4) 細砂
＇ 
510 弥生士器 甕 16 6 橙色(2.5YR6/6) 細砂 黒斑B

, .... , "" 

511 弥生土器 高杯 21. 8 橙色(5YR6/8) 精良
I 

512 竪穴住居 6 弥生士器 高杯 13 7 橙色(5YR6/8) 精良
I 

513 弥生土器 高杯 10 5 ,., 橙色(5YR6/6) 細砂
ト—―..—, 
514 弥生士器 高杯 14. 4 橙色(5YR7/6) 細砂

＇ 
515 弥生士器 高杯 19 0 8 0 (IO. 0) 鈍橙色(10YR7/3) 精良

' 
516 弥生土器 壺 7. 9 3 2 7. l 橙色(5YR6/6) 精良

， 

517 弥生上器 手捏ね鉢 4.2 1. 5 3 l 灰褐色(75YR4/2) 粗砂 完形
， 

518 弥生土器 鉢 38 0 "'● • 橙色(5YR7/6) 細砂—· 519 製塩土器 5.8 鈍橙色(5YR7/4) 礫

520 製塩七器 5.6 鈍橙色(5YR7/4) 礫

521 製塩上器 5 4 褐色(75YR4/3) 粗砂
・--・・' 
522 製塩土器 6.0 鈍橙色(5YR7/4) 礫

523 弥生士器 器台 26 6 25 2 23 8 橙色(25YR6/8) 粗砂 ほぽ完形黒斑BC

524 弥生土器 甕 (19 5) 橙色(5YR7/6) 細砂
••••• • 一

525 弥生土器 甕 (13. 8) 鈍橙色(7、5YR7/4) 細砂、粗砂 スス B'

526 竪穴住居 7 弥生土器 甕 (17 6) 橙色(5YR7/6) 細砂｀粗砂

527 弥生土器 高杯 (12 2) ．． 鈍橙色(75YR7 /4) 細砂、粗砂,, ___ ,. 

528 弥生土器 高杯 鈍橙色(7.5YR6/4) 細砂

529 竪穴住居 8 弥生士器 甕 (5 9) "' 灰黄褐色(10YR6/2) 細砂

530 弥生土器 鉢 11 l 4 5 9. 7 橙色(2.5YR6/8) 細砂、粗砂 ほぼ完形黒斑c
＇ 
531 竪穴住居 9 弥生土器 高杯 19 0 明赤褐色 (5YR5/8) 細砂、粗砂 透し孔4方向

,_—• • 
532 弥生上器 鉢 (13 4) 4 0 (4. 9) 橙色(2.5YR6/8) 細砂

533 弥生土器 壺 (16 9) 橙色(5YR6/6) 細砂

534 弥生土器 壺 (16. 2) 鈍赤褐色(5YR5/4) 細砂
I一..., .. 

535 弥生士器 壺 (12 7) 明赤褐色(2.5YR5/6) 細砂
I 

536 弥生士器 甕 (17. 2) 橙色 (25YR6/6) 粗砂、礫
I 

537 弥生士器 甕 (15. 2) 橙色(7.5YR7/6) 細砂
, .. , 一• • • •一•

538 弥生士器 高杯 鈍橙色(75YR7 /4) 細砂
＇ 
539 弥生土器 高杯 明赤褐色(5YR5/6) 細砂、粗砂

竪穴住居10
赤橙色(10R6/6) 細砂540 弥生士器 裔杯 " "●●● 

＇ 
541 弥生士器 高杯 橙色(5YR7/6) 細砂、礫

l―___ ,., 

542 弥生土器 高杯 (20. 6) 鈍橙色(75YR7 /4) 粗砂
I 

543 弥生士器 高杯 (20 2) 橙色(5YR6/6) 粗砂
＇ 
544 弥生土器 高杯 (21 2) 橙色(5YR7/8) 細砂、粗砂

, .. ,. 

545 弥生士器 而杯 11 4 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂 脚裾部透し孔 1方向のみ確認
＇ 
546 製塩士器 5 4 浅黄橙色(10YR8/3) 細砂、粗砂

547 弥生士器 甕 14 2 ．． 橙色(7.5YR7 /6) 細砂
I 

-I黒褐色(7.5YR3/1) 548 竪穴住居12 弥生士器 甕 10. 7 細砂、粗砂
＇ 
549 弥生士器 高杯 11 3 • 一 橙色(5YR6/8) 細砂、粗砂 透し孔4方向

550 弥生土器 甕 (16. 5) 橙色(25YR6/6) 細砂
竪穴住居13

甕 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂551 弥生土器 7. l "" 

552 弥生土器 甕 15. 5 橙色(5YR6/6) 細砂、礫
I 

553 弥生士器 甕 20 0 鈍黄橙色(lOYR7/4) 粗砂
ト••• —••• 

鈍橙色~ I 554 弥生土器 高杯 15 9 9 9 8疇 o
橙色(75YR6/4-6/6) 細砂

ほぽ完形

＇ 
555 竪穴住居14 弥生上器 高杯 15 0 橙色(25YR6/6) 精良

556 弥生土器 壺 5. l 10 7 12. 5 浅黄橙色(7.5YR8/4) 細砂、裸 ほぼ完形

557 弥生土器 高杯 {10. 0) (9 6) (8. 9) 橙色(5YR6/6) 粗砂、礫

558 弥生土器 鉢 41. 4 鈍橙色(7.5YR7/4) 細砂、礫 ススC
＇ 
559 製塩士器 5 3 暗灰色～黒色(N3/l) 粗砂、礫

560 弥生土器 高杯 1s. 2 I - 鈍黄橙色(IOYR7/3) I精良
黒斑B

竪穴住居L5
561 弥生土器 高杯 11. 6 鈍黄橙色(10YR7/3) 精良
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フロヤ調査区土器観察表

挿図 II 法摂(cm)
特徴番号

掲載遺構名 種 lj
器種 ロ径底径器高

色調 胎土

562 
竪穴住居15

弥生士器 鉢 14.0 6.5 s. 9 I橙色(2.5YR6/6) 粗砂 黒斑B， 
563 弥生土器 鉢 (37. 8) 橙色(5YR6/6) 粗砂 黒斑B

564 弥生土器 高杯 (8. 7) 
鈍橙色(7.5YR7/4) 

細砂
I・---・・" 

竪穴住居16 橙色(7.5YR7/6} 

565 弥生土器 鉢 (33 8) 橙色(5YR6/6} 細砂、礫 黒斑A

566 弥生土器 器台 16 4 —· 橙色(2.5Y6/8) 細砂、礫I, ___ 

567 竪穴住居17 弥生土器 甕 (9 7) 灰黄色(2.5Y7/2) 細砂、粗砂
I ""  

568 弥生士器 鉢 15 6 4.0 7. 6 鈍赤褐色(5YR5/4) 粗砂、礫 黒斑B

569 銅鐸埋納廣 弥生士器 台付鉢 (13. O) 橙色(5YR7/6) 細砂 肩部凹線2条

570 袋状士壊3 弥生士器 壺 8.2 橙色(5YR7/6) 細砂 黒斑c
571 弥生土器 甕 {11. 9) 鈍黄褐色(!OYRS/3) 細砂、粗砂
'.'"" 

572 袋状士壊6 弥生七器 甕 (11. 4) 赤褐色(5YR4/6) 細砂

573 弥生土器 甕 (12. 8) 橙色(5YR6/6) 細砂

574 弥生土器 壺 (17. 3) 鈍橙色(75YR7/4) 細砂
'"'  

575 弥生土器 甕 (17. 3) 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、礫

576 弥生土器 甕 (17. 3) 浅黄橙色(7.5YR8/4) 細砂 ススA

577 弥生土器 甕 (14. 4) 一， 鈍黄橙色(lOYR7/3) 細砂
I• 一＇
578 弥生土器 甕 (15. 1) 灰黄褐色(10YR6/2) 細砂

I 

579 袋状土壊 7 弥生土器 甕 (12. 9) 褐灰色(IOYR5/l) 細砂 ススA,,, ____ 

580 弥生土器 甕 (13. 7) 鈍黄橙色(10YR7/2) 細砂
'"—· 
581 弥生士器 高杯 (22. 7) 浅黄橙色(10YR8/3) 細砂、粗砂

582 弥生土器 高杯 (19. 4) 黒褐色(lOYR3/2) 粗砂
'" 

583 弥生土器 高杯 (20. 3) (13. 9) 21 3 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂、礫• 一・
584 弥生土器 高杯 .... 12.2 橙色(25YR6/8) 細砂

585 弥生土器 壺 33.2 橙色(5YR6/8) 細砂 黒斑B

586 弥生士器 甕 13 6 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂

587 袋状土壊10 弥生土器 甕 6 0 鈍褐色(75YR5/3) 細砂
・一
588 弥生土器 高杯 (21. 3) 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂
,_,,_ 

589 製塩土器 6.5 • 一 鈍橙色(5YR7/4) 粗砂、礫

590 弥生上器 壺 17 1 鈍褐色(75YR5/3) 粗砂、礫 螺旋状凹線
I 

591 弥生土器 長頸壺 15 0 橙色(5YR7/6) 細砂、礫 螺旋状凹線
I 

592 弥生土器 甕 (6 6) 黒褐色(10YR3/l) 細砂
I 

593 弥生士器 甕 7.0 鈍橙色(7.5YR6/4) 細砂 スス C, —• • 
594 弥生士器 甕 (8. 4) 橙色(5YR6/6) 粗砂 黒斑c

,, ● , _  

595 弥生土器 甕 (11 5) 鈍黄橙色(10YR6/3) 細砂
I•-—., 
596 弥生上器 甕 (12 9) 灰黄褐色(10YR5/2) 細砂

1 ・
597 弥生土器 甕 13 0 橙色(2.5YR6/8) 細砂

I 

598 弥生土器 甕 11 1 5 0 22 0 橙色 (5YR6/6) 細砂
I 

599 弥生士器 甕 (18 4) 橙色 (5YR6/6) 細砂 黒斑A
I 

600 弥生七器 甕 (13. 8) 橙色(5YR6/6) 細砂、礫 タタキ？ スス B'
I一""'

601 弥生土器 高杯 (21. 2) 橙色 (5YR6/6) 細砂
I•• 

602 袋状士喋11 弥生土器 滴杯 (27. 4) 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂

603 弥生土器 高杯 24.0 赤橙色(10R6/8) 粗砂 内外面丹塗り 角閃石多い

604 弥生土器 而杯 7. 4 橙色(5YR6/6) 細砂

605 弥生土器 高杯 (12. 4) 橙色(5YR6/6) 粗砂

606 弥生土器 高杯 (14. 8) 橙色(5YR6/6) 粗砂 黒斑c
607 弥生土器 台付鉢？ (31. 3) 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂、礫

608 製塩土器 5 5 灰黄色(25¥6/2) 粗砂

609 製塩土器 鈍黄橙色(10YR7/4) 粗砂

610 製塩土器 6 4 暗灰色(N3/) 細砂

鈍橙色(2.5YR6/4) 611 製塩土器 5.6 
鈍赤褐色(2.SYRS/4) 

粗砂
I , 

612 製塩士器 "● 9 6.0 鈍黄橙色(lOYR7/3) 粗砂
I•• 

- I灰黄褐色(IOYR5/2)613 製塩士器 5.4 粗砂
I , ー

614 製塩±器 5.4 鈍黄橙色(10YR6/4) 細砂、礫

615 弥生±器 壺 24.6 浅黄橙色(10YR8/3) 細砂、粗砂
I , —• 
616 弥生士器 甕 12 8 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂

I --

617 弥生士器 壺 12 2 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂 表面二次焼成 スス B 黒斑AB
I・-

618 袋状土懐12 弥生土器 甕 13 8 7 9 26. 7 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂 ロ縁部凹線?2~3 条,. — 
619 弥生土器 高杯 24 2 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂 ロ縁部に凹線3条

I・・
脚裾部クシガキ沈線(3段残/6条）・ヘラ620 弥生士器 高杯 " 13.6 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂

＇ 

ガキ沈線(1か所残/7本）

621 弥生士器 器台 16 5 13 9 15 6 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂 胴部透し孔2個黒斑c
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フロヤ調査区土器観察表

挿図
掲載迫構名

法位(cm)
色調

番号
種別 器種 胎土 特徴

ロ径 底径 器高

622 弥生土器 壺 8.4 褐灰色(10YR6/1) 粗砂、礫 黒斑B
''___ , 

623 弥生士器 壺 6. 0 橙色(5YR7/6) 粗砂 スス C'.,. 一
624 弥生士器 高杯 (21. 0) 橙色(5YR6/6) 粗砂• — 
625 袋状土城13 弥生士器 高杯 24. 5 橙色(5YR6/6) 租砂 ススA•·-
626 弥生士器 高杯 (25. 0) 橙色(5YR6/6) 粗砂

一627 弥生士器 高杯 (29. 0) 橙色(5YR7/6) 粗砂 ススA?•·---
628 弥生士器 高杯 (22. 7) 13. 3 19 5 橙色(5YR7/6) 粗砂

629 袋状土壊16 弥生士器 甕 (13. 9) ．． 鈍橙色(5YR6/4) 細砂 屑部外面平行タタキ

630 袋状士壊17 弥生土器 甕？ 20.9 ・ー 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂 黒斑B

631 弥生土器 壺 (17. 0) "' 鈍橙色(5YR7/4) 粗砂
-・---
632 弥生土器 甕 (14. 5) ．．． 淡橙色(5YR8/4) 粗砂,, ___ 
633 弥生土器 壺 明赤褐色 (2SYRS/6) 細砂

"'"'"一

634 弥生土器 壺 橙色(2.5YR5/3) 細砂
-・-

635 弥生土器 壺 (10 0) " 明赤褐色(2.5YR5/8) 細砂
'""— 

636 弥生上器 鉢？ (11 2) 明赤褐色(2.5YR5/6) 粗砂、礫 内外面丹塗り

637 弥生上器 壺 (17 4) """ 橙色 (7.5YR7 /6) 細砂、礫

638 弥生上器 甕 橙色 (75YR6/6) 粗砂
•一

639 弥生土器 甕 (11. 0) ・-・ 鈍黄橙色(IOYR4/3) 細砂
••••一

640 弥生土器 甕 (13. 9) 鈍橙色(7.5YR6/4) 細砂＿＿ 

641 弥生土器 甕 (14. 9) 橙色(7.5YR6/6) 細砂• 一
642 弥生土器 甕 (15. 0) "' 鈍橙色(75YR7/4.) 細砂

643 弥生土器 壺 (11. 8) • ••一 鈍橙色(75YR7 /3) 粗砂--
644 弥生上器 甕 (14 1) 鈍赤褐色(5YR5/3) 細砂

645 弥生土器 甕 (17 9) 橙色(5YR6/6) 粗砂,_,_―" 
646 弥生士器 甕 (11 4) 橙色(75YR7/6) 細砂

',. 一．＿．

647 弥生士器 甕 (12 6) 橙色(5YR6/6) 細砂
• 一9

648 弥生士器 甕 (12 7) 浅黄橙色(10YR8/3) 粗砂
"'. 

649 弥生土器 甕 (14. 0) " 鈍黄橙色(10YR5/3) 粗砂、礫

650 弥生上器 甕 •一 明赤褐色(2.5YR5/6) 細砂

651 弥生土器 卑- 橙色(25YR6/8) 細砂

652 弥生士器 出—丘 鈍橙色(5YR7/4) 細砂

653 弥生士器 甕 淡橙色(5YR8/4) 細砂

654 弥生士器 空- 鈍橙色(5YR7/4) 細砂
＇ 

655 弥生士器 甕 橙色(5YR7/6) 細砂
＇ 

656 弥生士器 器台 橙色(5YR7/8) 細砂
＇ 袋状士城18657 弥生士器 甕 橙色(7.5YR6/6) 細砂
＇ 

658 弥生土器 壺 鈍橙色(5YR7/4) 細砂

659 弥生上器 甕 一• 赤色(10R5/8) 細砂

660 弥生土器 甕 鈍橙色{5YR7/4) 粗砂

661 弥生土器 甕 橙色 (25YR6/8) 細砂

662 弥生土器 高杯甕 橙色 (25YR6/8) 細砂

663 弥生土器 甕 oo. 2) "" 鈍黄橙色(lOYR6/4) 粗砂
'"''  

664 弥生土器 甕 (l l. 3) 灰色(5Y4/1) 粗砂

665 弥生士器 甕 (10. 6) 橙色(5YR7/6) 粗砂

666 弥生士器 甕 (4 0) 橙色(SYR6/6) 粗砂

667 弥生土器 甕 (7 4) 明赤褐色(5YR5/6) 粗砂、礫'.... 
668 弥生土器 甕 (6 0) 褐色(7.5YR4/4) 粗砂

" 

669 弥生土器 甕 6.2 暗赤灰色(2.5YR3/1) 粗砂

670 弥生土器 甕 (6 0) 褐色(7.5YR4/4) 粗砂

671 弥生士器 甕 (6. 0) 鈍橙色(lOYR6/4) 細砂

672 弥生士器 甕 (5 9) 黒褐色(25Y3/2) 細砂

673 弥生土器 高杯 鈍赤褐色(2.5YR4/4) 細砂、瑳

674 弥生土器 高杯 橙色(5YR7/6) 細砂

675 弥生上器 高杯 (21 0) 橙色(7.5YR6/6) 粗砂

676 弥生土器 高杯 (20 7) 橙色(5YR6/6) 粗砂

677 弥生土器 高杯 (24 8) '' 

明赤褐色(25YR5/6) 
細砂 内外面丹塗り

和コレート

678 弥生土器 高杯 (11 8) -I鈍橙色(7.5YR6/4) 粗砂

679 弥生土器 高杯 (9. 5) -I橙色(5YR6/6) 細砂

680 弥生土器 高杯 (9. 7) -I橙色(5YR7/6} 細砂

681 弥生土器 高杯 (L l. 3) -I橙色(5YR6/6) 粗砂

682 弥生士器 1高杯 12. 4 -I鈍橙色(7.5YR7/4) 粗砂、廃
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悶I掲載遺構名 I
法祉(cm)

色調 特徴種別 器種 胎土
口径 底径 器高

683 枷生土器 1高杯 (7. 4) 橙色(7.5YR7/6) 祖砂

684 弥生土器 甕 橙色(2.5YR6/8) 細砂

685 弥生士器 高杯 12.8 橙色(25YR6/8) 細砂、礫
, ... , 一．．．．

686 弥生土器 芸=？. (14. 8) 灰黄褐色(lOYRS/2) 細砂、礫

687 弥生士器 壺？ (24. 1) 橙色(5YR7/6) 細砂

688 袋状士破LS 弥生土器 器台 (28. 4} 橙色(5YR6/6) 粗砂

689 製塩土器 5. 0 灰白色(lOYRB/2) 粗砂

690 製塩土器 3. 4 鈍黄橙色(10YR6/3) 粗砂 I 
691 製塩土器 6. l 鈍褐色 (7.5YR5/3) 粗砂

—•— 
692 製塩土器 (6. 0) 灰黄褐色(10YR5/2) 粗砂

693 製塩土器 6. 1 鈍黄橙色(lOYR7/3) 粗砂

694 弥生土器 甕 9.2 4 2 8. 7 赤橙色(10R6/6) 細砂｀礫 完形, ____ , __ 

695 弥生士器 甕 (12. 6) 橙色(5YR6/6) 粗砂

696 弥生土器 甕 (14 6) 橙色(7.SYR7 /6) 粗砂 ススA

697 弥生士器 壺？ (16 2) 橙色(7.5YR6/6) 組砂

698 袋状土被19 弥生士器 高杯 21. 8 橙色(5¥6/6) 細砂、粗砂

699 弥生土器 高杯 24.5 -- 橙色(2.5YR7 /8-6/8) 細砂、粗砂
．．．．．．．．． 

700 弥生土器？ 高杯 (11. 9) 橙色(5YR6/6) 粗砂
'""'' 

701 弥生土器 台付鉢 14 1 橙色(5YR6/6) 細砂
I 

702 製塩士器 6 2 浅黄色(25¥7 /3) 細砂

703 弥生土器 高杯 23.4 ... 鈍黄橙色(10YR7/4) 細砂、粗砂、礫
脚柱部透し孔4方向 2段 6個（内 2個末貧

通） 黒斑A

704 弥生±器 高杯 24.8 ・-- 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂、粗砂 黒斑A

705 弥生土器 高杯 27.6 橙色 (25YR7 /8) 細砂、粗砂 ススA

袋状士城20 透し孔(3つ子L3か所・ 1つ孔3か所）・

706 弥生土器 高杯 12.8 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂、礫 ヘラガキ沈線(4本 1か所・ 5本 4か所・

6本 1か所）

脚裾部透し孔(1個残存）・ヘラガキ沈線

707 弥生土器 高杯 15.2 橙色(5YR7/6) 細砂 (4本 3か所・ 5本 1か所） 4か所残黒

斑c
708 弥生士器 甕 15 1 鈍赤褐色(5YR5/4) 細砂 スス B

709 袋状土堺22 弥生士器 甕？ 7.8 橙色(5YR6/8) 細砂、粗砂 スス C?

710 弥生土器 甕 4 7 鈍黄橙色(lOYR6/4) 細砂、粗砂 スス C?

711 袋状土壊23 弥生土器 壺 15.0 "" 橙色(5YR7/8) 細砂、粗砂

712 袋状土域24 弥生土器 高杯 (21. 7) 9● 9 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂

713 袋状土壊25 弥生土器 I甕 23.0 鈍赤褐色(5YR5/3) 細砂、粗砂、礫

714 袋状土壊27 弥生土器 鉢 (59. 0) 浅黄橙色(7.5YR8/4) 細砂、粗砂、礫

715 袋状土城28 弥生土器 甕 14.2 橙色(5YR7/8-6/8) 細砂、租砂、礫 黒斑B

716 弥生土器 甕 (30 6) ．．． 橙色(7.5YR6/6) 細砂
．．． 

717 袋状土壊29 弥生士器 高杯 (10 6) " 橙色(5YR7/6) 細砂

718 製塩士器 6 5 淡赤橙色(25YR7 /4) 粗砂 黒斑c
719 弥生土器 甕 15. 8 橙色(5YR6/6) 細砂

720 弥生士器 甕 16 1 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂
袋状士壊31

橙色(75YR7/6) 721 弥生士器 高杯 (19. 1) 細砂

722 弥生士器 高杯 (18.0) • • 橙色(5YR6/8) 細砂、粗砂

723 袋状土城34 弥生土器 甕 11. 4 ．． 鈍橙色(5YR7/3) 細砂 スス B

724 弥生土器 甕 13. 0 -- 鈍橙色(7.5YR7 /3) 細砂
＇ 
725 弥生土器 壺 17. 4 ー・ 浅黄橙色(10YR8/3) 細砂

＇ 
726 

袋状土城35
弥生土器 高杯 19. 6 .. 橙色(25YR7/6) 細砂

727 弥生土器 高杯 20 6 ー・ 浅黄橙色(10YR8/3) 細砂
I• 

728 弥生土器 高杯 23. 2 鈍橙色(5YR7/4) 細砂,, .. 
729 弥生土器 高杯 (24. 3) ,. 鈍橙色(5YR7/4) 細砂

730 弥生土器 壺 (13 4) '' 橙色(5YR7/6) 細砂 体部にタタキメわずか, .. , 

731 弥生土器 甕 13.6 ● " 橙色(2.5YR6/8) 細砂,,, 
732 弥生土器 甕 (15. l) 灰白色(2.5¥8/2) 細砂、粗砂 黒斑B

1一，
袋状士城36733 弥生土器 裔杯 22.2 橙色(5YR7/6) 細砂、租砂

＇ 
734 弥生土器 鉢 5. 7 4. 5 8.0 橙色(25YR7 /6) 細砂

I, 

735 弥生士器 器台 (23. 6) 22 4 25.5 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂
ロ縁部刻目 6本と 4本のみ確認 体部凹

線20-21条黒斑c
736 弥生土器 甕 (12. 5) 橙色(5YR6/8) 細砂,, 

737 袋状土城37 弥生土器 高杯 (22. 0) 橙色(5YR6/8) 粗砂

738 製塩土器 (5. 7) 鈍橙色(75YR5/3) 粗砂、細砂、礫

739 袋状土膝38 弥生土器 甕 16.4 橙色(5YR6/6) 細砂、祖砂

740 袋状土城40 弥生士器 高杯 (20. 6) 橙色(2.5YR6/6) 細砂、粗砂
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挿圏 法鼠(cm)
色調

番号
掲載遺構名 種別 器種 胎土 特徴

ロ径 底径 器高

741 袋状土壊41 弥生土器 壺 (13. 6) 鈍橙色(5YR6/3) 細砂

742 袋状士壌42 弥生土器 甕 (23. 4) 橙色(75YR7/6) 細砂 ススA

743 弥生土器 尚杯 20. 2 14.0 22 0 明赤褐色(SYR5/6) 細砂、粗砂
脚裾部ヘラガキ沈線 5..... 5条 1組 3か所

残（推定 6組）
I 

袋状土吸43 脚柱部クシガキ沈線 7条 1組 6段透し

744 弥生土器 高杯 23. 3 13. 3 22. 1 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂
孔 3方 5段15個（内 5個未貰通） 脚裾部

ヘラガキ沈線8条 1組 6か所・ 7条 1組

1か所

745 袋状土塙44 弥生土器 高杯 "" 鈍黄橙色(10YR7/3) 粗砂

746 袋状土壊44 弥生土器 器台 橙色(2.5YR6/8) 粗砂

747 弥生土器 壺 (12 6) 橙色(7.5YR7/6) 細砂

748 弥生土器 高杯 (7 9) 赤橙色(10R6/8) 粗砂
袋状土懐46

鈍橙色(5YR7/4) 粗砂749 弥生土器 高杯 15. 3 

750 弥生土器 高杯 (16. 6) 橙色(2.5YR6/8) 粗砂

751 弥生上器 甕 13. l 6. 2 24 3 鈍橙色(75YR7/3) 細砂 ロ縁部歪み スス B'

体部沈線4条方形透し孔 3方向 円形
752 袋状士壊47 弥生土器 器台 (23. 0) 22.6 23 4 橙色(5YR7/8) 細砂、粗砂 縦 2列透し孔 3方向脚裾部凹線 5条

黒斑B・C

753 製塩士器 •一 5 2 鈍橙色(75YR7 /3) 細砂 スス C

754 弥生士器 高杯 21. 4 灰褐色(75YR6/2) 細砂

755 弥生士器 高杯 ．．． 16 4 鈍橙色(75YR7 /4) 細砂、粗砂 脚柱部透し孔3方向（末貰通）

756 袋状土暖48 弥生士器 鉢？ 7.8 4 2 灰黄色(25YR6/2) 細砂

757 製塩士器 5 6 鈍黄橙色 (10YR7/2) 細砂 スス C

758 製塩土器 4 6 橙色(2.5YR6/6) 細砂

759 弥生土器 壺 (12. 2) 鈍橙色(5YR7/4) 細砂
袋状上城49

760 弥生土器 高杯 鈍橙色(5YR7/4) 細砂

761 弥生土器 壺 12 0 灰褐色(75YR6/2) 細砂、粗砂

762 弥生土器 裔杯 19 8 
鈍橙色(5YR7/3)-

細砂
袋状土城51 赤橙色(10R6/6)

763 弥生土器 蓋 (10 5) 3. s I - 淡橙色(5YR8/3) 細砂 ロ縁部歪み

764 弥生土器 蓋 8 6 4.4 (8. 6) 灰白色(10YR8/2) 細砂

765 弥生土器 高杯 橙色(5YR6/6) 細砂、礫
袋状士壊52

弥生土器 高杯 橙色(5YR6/6) 細砂766 

767 弥生土器 甕 14 5 橙色 (5YR7/6) 細砂
袋状士吸53

弥生土器 甕 鈍黄橙色(IOYR7/3) 細砂768 17 0 

769 弥生土器 互= 13 6 橙色 (25YR6/6) 細砂、粗砂、礫

770 弥生土器 互-- 13 2 鈍橙色(7.5YR7/4.) 細砂、粗砂

771 弥生土器 甕 11 5 浅黄橙色(lOYRS/3) 細砂

772 弥生土器 甕 13 8 淡橙色(5YR8/4) 細砂、粗砂 ススA

773 弥生土器 甕 14 4 橙色 (5YR8/4) 細砂、粗砂、礫

774 袋状士壊54 弥生土器 甕 4 9 灰褐色(7.5YR6/2) 細砂

775 弥生土器 型 5 0 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂 スス C

776 弥生土器 甕 5. 6 明褐灰色(7.5YR7/2) 細砂、粗砂

777 弥生土器 高杯 18.9 橙色(7.5YR7 /6) 細砂、粗砂

778 弥生土器 鉢 18.4 鈍黄橙色(IOYR7/4) 細砂、粗砂

779 弥生土器 器台 22 9 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂、礫 透し孔 2個確認

780 弥生土器 型 (16 2) 鈍褐色(75YR5/3) 細砂

781 弥生土器 壺 (16 4) 橙色(5YR6/6) 粗砂 黒斑c
782 弥生土器 高杯 (20 6) 橙色(2.5YR6/8) 粗砂、礫

袋状土壊56
783 弥生土器 高杯 橙色{5YR7/6) 粗砂

784 弥生士器 高杯 (12 8) 橙色(5YR6/6) 粗砂

785 弥生土器 鉢 (3 l 7) 08. 5) 鈍橙色(75YR7 /4) 粗砂 ススA

786 弥生士器 甕 14 5 橙色{5YR7/6) 細砂、粗砂 体部刺突文（クシガキ状） タタキメ

787 弥生士器 甕 (14 6) 鈍黄橙色(10YR6/3) 細砂、粗砂

鈍橙色(5YR7/4) 
788 弥生土器 甕 (16. 1) 

橙色(5YR7/6) 
細砂、粗砂

789 弥生士器 甕 (6 5) 鈍黄橙色(IOYR7/3) 細砂、粗砂
袋状士壊57

弥生士器 壺 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂、礫 黒斑c790 13. 7 8.5 

791 弥生士器 高杯 (22. 6) 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂、礫

鈍橙色(5YR6/4).....,
792 弥生土器 高杯

橙色(6/6)
細砂、粗砂

I 

793 弥生土器 高杯 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂、粗砂、礫

794 袋状士壊58 弥生土器 高杯 (18. 9) 9.0 I I 11.5 浅貧色(2.5Y7/3) 細砂、粗砂、礫

795 
袋状土壊59

弥生土器 甕 (14. 7) ― ― 鈍橙色(5YR6/4) 粗砂

796 弥生土器 壺 (14. 8) ＿ ― |橙色(2.5YR6/8) 細砂
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芦I掲載遺構名 I 器種
法凪(cm)

色調 胎土 特徴積園j
ロ径 底径 器高

797 弥生土器 壺 I I <1s. s) 橙色(5YR7/6~6/6) 細砂、粗砂、礫
~ 

798 弥生土器 甕 12.9 鈍橙色(5YR7/4) 細砂 黒斑B

799 弥生土器 甕 (20. 2) 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂、礫
袋状土壊59

- f u. s 
脚柱部透し孔4方向 (2個 1組 3方向＋

800 弥生土器 高杯 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂
1個の透し孔｝

801 弥生土器 高杯 -I 12. 1 橙色(5YR6/8) 細砂

802 弥生土器 壺 7 5 橙色(25YR6/6) 細砂、粗砂

803 弥生土器 甕 13. 7 鈍黄橙色(lOYR7/2) 細砂、粗砂
＇ 

袋状士壊62 1I 弥生土器804 甕 (15. l) 橙色(25YR6/6) 細砂

805 製塩土器 6 0 橙色(5YR6/6) 粗砂

806 製塩土器 6.0 黒褐色(25Y2/l) 細砂、粗砂， 

807 袋状土痰62 製塩土器 5.8 灰褐色(7.5YR6/2) 細砂、粗砂
＇ 
808 製塩土器 5.8 橙色(5YR6/6) 粗砂

809 弥生土器 壺 (13 O} 浅黄橙色(7.5YR8/4) 細砂、祖砂 ススC?
＇ 
810 弥生土器 壺 (15.5) '""' 橙色(5YR6/6) 細砂， 

811 弥生土器 壺 04. 6) , .. 橙色(5YR7/6) 細砂、租砂、礫 黒斑B， 
橙色(5YR7/6)-

812 弥生土器 甕 12. 3 (5. 7) 23.6 
鈍黄橙色(10YR7/2)

細砂、粗砂、礫 スス B 黒斑B・C

＇ 
813 弥生土器 甕 (1"4. 2) 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂、礫 スス B 黒斑B・C,, 
814 弥生士器 甕 7. 2 橙色(5YR6/6) 粗砂、礫,, 一•
815 弥生土器 甕 (14. 2) 橙色(5YR6/6) 細砂 スス B

I , 

浅黄橙色(1DYR8/3)-
816 弥生土器 甕 15. 5 • 一

鈍黄橙色(7/2)
礫、細砂、粗砂 ススB'

I 

817 袋状土堀64 弥生土器 甕 (18. 4) 鈍黄橙色(IOYR7/2) 細砂、粗砂
, .. ー・,.. 

淡橙色(5YR8/4)-
818 弥生土器 甕 42 8 

橙色(7/6) 
細砂、粗砂

I• 

819 弥生土器 高杯 (20. 5) 一• 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂、礫， 

820 弥生土器 壺 (15 5) 橙色(2.5YR6/8) 細砂
＇ 
821 弥生士器 高杯 15. 5 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂， 

822 弥生士器 高杯 12 4 
, __ 

鈍赤褐色(5YR5/4) 細砂、礫

823 製塩士器 -- 5. 7 浅黄色(25¥7/3) 細砂、粗砂、礫

824 製塩士器 5.0 暗灰色(2.5YR5/2) 細砂、粗砂、礫

825 製塩士器 6. 3 灰黄色(25¥6/2) 細砂、粗砂、礫

826 弥生土器 器台？ (20. 1) 鈍黄橙色(10YR7/3) 粗砂 上下不詳

827 
袋状土城65

弥生土器 壺 (13. 0) - 橙色(5YR7/6) 細砂、礫

828 弥生土器 高杯 (12.9) 明赤褐色(2.5YR5/6) 細砂

829 袋状土城66 弥生土器 甕 (15 0) •— 鈍褐色(7.5YR6/3) 細砂 チョコレート色 角閃石

830 弥生士器 互- 13 3 橙色(5YR6/8) 細砂、粗砂

831 弥生士器 甕 15 2 橙色(5YR7/6) 細砂

832 弥生士器 甕 18.4 明褐灰色(5YR7/2) 細砂 黒斑BC

833 袋状土城67 弥生土器 台付壺 19 3 12. 7 25 8 橙色(2.5YR7 /6) 細砂
透し孔 2個組 7方向内 9個貰通 5個未貰

通脚裾部クシガキ文 7本組 7方向

834 弥生土器 高杯 18. 2 9.9 12 5 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂 脚裾部ヘラガキ文6-8条組6方向

835 弥生土器 高杯 21. 0 —· 橙色(2.5YR7/8) 細砂、祖砂
' .. 

透し孔 5方向 3段残（末貧通あり） 黒斑
836 弥生土器 高杯 13. 7 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂、礫

C 

837 袋状土壊68 弥生土器 高杯 24 5 橙色(5YR6/8) 細砂、粗砂

838 弥生土器 甑 (13. 2) 6 0 23 1 橙色(5YR6/6) 祖砂 ほぽ完形, __ 

839 弥生±器 甕 9.5 4. 3 13 6 鈍黄橙色(10YR7/4) 粗砂、礫 ほぼ完形スス B 黒斑B

840 袋状土~71 弥生士器 甕 12 6 5. 4 25 5 灰黄色(2.5¥7 /2) 粗砂

841 弥生土器 甕 (11. 4) '' 暗灰黄色(25Y5/2) 粗砂

842 弥生士器 扁杯 (16. 8) 橙色(2.5YR6/8) 粗砂

843 袋状土壊73 弥生士器 甕 15.8 橙色(5YR7/6) 精良

844 弥生土器 壺 13 8 橙色(5YR7/6) 細砂、礫 スス A， 

845 弥生土器 甕 (IL 0) 鈍黄橙色(lOYR7/3) 細砂 スス B'
'" 
846 弥生土器 甕 13. 2 •一一 橙色(5YR7/6) 細砂 スス B'

847 袋状士城74 弥生土器 甕 19. 6 鈍黄橙色(10YR7/2) 粗砂,,_ 
848 弥生士器 高杯 15 1 橙色(2.5YR6/6) 粗砂

’’ 

849 弥生士器 高杯 7 0 鈍橙色(7.5YR7/4) 粗砂

850 弥生士器 ？ (6. 2) 6.8 5.0 鈍黄橙色(10¥'R7/3) I細砂 Iモミ痕

851 弥生士器 甕 14. 4 橙色(5YR6/6) 粗砂 ススA

852 
袋状士城76

弥生土器 甕 13. 6 鈍赤褐色(5YR5/4) 細砂

853 弥生土器 甕 15. 2 鈍黄橙色(10YR7/4) 細砂、礫

854 弥生土器 高杯 24.0 9● ● 橙色(5YR6/6) 細砂、礫
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855 弥生士器 高杯 鈍橙色(7.5YR6/4) 細砂

856 弥生士器 高杯 橙色(5YR65/6) 細砂,,_ 
袋状土城76

857 弥生士器 高杯 15. 7 明赤褐色(2.5YR5/6) 粗砂

858 製塩土器 5. 9 褐灰色(75YR4/l) 粗砂

859 弥生土器 壺 12 0 "" 橙色(2.5YR6/6) 細砂
’’ 

860 弥生土器 甕 14.4 灰黄褐色(10YR5/2) 細砂
袋状土城77

861 弥生土器 高杯 橙色(2.5YR6/8) 細砂

862 弥生士器 鉢 46 8 鈍橙色(7鳥 5YR7/4) 細砂、礫

863 弥生士器 壺 (12 7) 鈍黄橙色(10YR7/2) 細砂、礫

864 袋状土城78 弥生士器 甕 13 3 鈍黄橙色(10YR7/4) 細砂、礫 スス B'

865 弥生土器 壺 7.8 橙色 (5YR7/6) 粗砂 スス B・C 黒斑c
866 土師器 甕？ 12 8 -- 鈍赤褐色(SYRS/3) 細砂 スス B

867 弥生土器 甕 18.9 鈍黄橙色(10YR6/3) 細砂、礫 スス B

868 土師器 高杯 20 4 赤橙色(10R6/8) 粗砂

869 製塩士器 6 0 鈍黄橙色(IOYR6/3) 細砂、礫

淡黄色(2.5Y8/3) 870 製塩士器 5 6 粗砂 ススA
袋状土壊79

871 製塩士器 "" 5. 7 灰黄色(2.5Y6/2) 細砂、礫
''  
872 製塩士器 6.8 鈍黄橙色(IOYR7/3) 細砂、礫

＇ 
873 製塩土器 .. .. 5.6 鈍黄橙色(10YR7/4) 祖砂
’’  

874 製塩土器 61. 5 浅黄色(2.5¥7 /3) 粗砂、礫
＇ 

875 製塩土器 61. 5 鈍黄色(25Y6/4) 細砂

876 弥生土器 壺 20 4 " 鈍黄橙色(10YR6/4) 細砂、礫 黒斑c
I 

877 弥生士器 甕 13. l 橙色(5YR7/6) 
I 

878 弥生土器 甕 12.9 鈍橙色(7.5YR7/4) 粗砂 黒斑A
＇ 
879 弥生土器 甕 12 8 

, __ 
橙色(5YR7/6) 粗砂

＇ 
880 弥生士器 甕 11 0 浅黄橙色(1OYR8/3~8/ 4) 粗砂 スス A 黒斑B

＇ 
881 

袋状土戦80
弥生土器 甕 14 2 5.3 25 l 鈍橙色(75YR7 /4) 細砂、礫 スス B'

882 製塩土器 7. 5 3 4 9 6 浅黄色(2.5¥7 /3) 細砂、礫 黒斑c
＇ 

883 製塩土器 6.4 鈍黄橙色(10YR6/3) 粗砂
I " 

884 製塩士器 6. 0 灰黄色(2.5Y6/2) 粗砂
I 

885 製塩士器 5. 7 灰白色(IOYRS/2) 粗砂
I , 

886 製塩士器 6. 3 灰黄色(2.5Y6/2) 粗砂
＇ 

887 製塩土器 ,. 6. 5 鈍黄橙色(10YR7/2) 祖砂

888 袋状土蹟81 弥生土器 高杯 21. 0 橙色(5YR6/6) 細砂、礫

889 袋状土渡83 弥生土器 甕 14.2 浅黄橙色(7.5YR8/4) 細砂

890 弥生土器 壺 (16. 0) 鈍黄橙色(10YR7/3) 粗砂
I 

891 弥生士器 壺 15.0 鈍黄橙色(10YR6/3) 粗砂
I 

892 弥生土器 壺 14.0 • • 明赤褐色(5YR5/6) 細砂
I 

893 弥生土器 壺 (18. 9) 橙色(5YR6/6) 粗砂
＇ 
894 弥生土器 甕 (13. 0) 橙色(2.5YR6/6) 細砂

， 

895 弥生土器 甕 15. 7 鈍黄橙色(10YR6/4) 粗砂
＇ 

896 弥生土器 甕 (13 0) 橙色(7.5YR7 /6) 粗砂
I 

897 弥生土器 甕 (15. 0) 鈍橙色(75YR7 /4) 粗砂
＇ 
898 弥生土器 甕 (15. 3) 灰黄褐色(10YR5/2) 細砂

， 

899 
袋状士壊84

弥生土器 甕 14 4 4 7 25 8 鈍橙色(IOYR7/3) 礫 スス B

900 弥生土器 甕 11 8 鈍黄橙色(10YR7/3) 細砂 スス B'
I 

901 弥生士器 甕 (18 0) 鈍黄橙色(10YR7/4) 細砂、礫 スス B 黒斑B
I 

902 弥生土器 高杯 (19 6) 橙色(5YR6/6) 粗砂 スス B'
＇ 
903 弥生土器 高杯 (21 4) 橙色(5YR6/6) 細砂

， 

904 弥生土器 器杯 15. 5 橙色(5YR6/6) 細砂
， 

905 製塩土器 5.8 灰黄色(10YR6/2) 細砂、礫
' 
906 製塩士器 6 0 浅黄橙色(IOYR8/4) 細砂、礫

I 

907 製塩土器 —•• 5. 7 鈍黄橙色(IOYR7/4) 細砂、礫
" 
908 製塩士器 6. 0 浅黄橙色(IOYRS/3) 細砂、礫

， 

909 製塩土器 5. 9 鈍黄橙色(IOYR6/4) 細砂、裸

910 弥生土器 甕 14.4 鈍橙色(5YR7/4) 粗砂
＇ 

911 弥生土器 甕 15.0 鈍橙色(5YR7/4) 粗砂
， 

属 14. 2 I -912 弥生土器 鈍橙色(5YR6/4) 細砂、礫 ススA
袋状土壊85

12. 5 ¥ - -I明赤褐色(5YR5/6)913 弥生士器 甕 細砂、院

914 弥生士器 甕 13.0 橙色(7.5YR6/6) 細砂、慄 黒斑A・B

915 弥生士器 甕 12. 1 橙色(5YR6/6) 粗砂 スス B
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掲載遺構名
口径 底径 器高

916 弥生士器 -=<=-空 13. 2 
浅黄橙色(7.5YR8/4-

細砂、礫
8/6) 

I 

917 袋状土壊85 弥生士器 壺 12. 9 ．．． 灰黄褐色{10YR6/2) 粗砂
I —-· 
918 弥生士器 甕 19. 1 灰黄褐色(10YR5/2) 細砂

,, ―""'  

919 弥生土器 高杯 20.8 橙色(5YR7/6-7 /8) 細砂、礫

920 弥生土器 壺 13. 8 鈍橙色(7.5YR7/4) I細砂 ススA?
I 

I細砂921 弥生土器 壺 (16. 0) ● 9 褐灰色(lOYR6/l) 黒斑B．． 

922 弥生土器 壺 12. 8 鈍褐色(7.5YR6/3) 粗砂一，．．．．．．，

923 弥生士器 甕 17. 8 橙色(5YR7/6) I粗砂
• —"' 

924 弥生士器 甕 14 8 鈍橙色(7.5YR7/3) I粗砂 黒斑B,., 一，．

925 弥生土器 甕 13會。 鈍黄橙色(10YR7/3) 粗砂、礫 黒斑B

926 弥生土器 甕
15. ゚

• 一 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂

927 弥生上器 甕 15. 7 鈍褐色(7.5YR4/5) 租砂 ススA
"" 

928 弥生士器 甕 17.9 一・ 33. 2 
ー•一・
929 弥生士器 空-±, 14. 7 橙色(5YR6/6) 粗砂、礫

930 弥生土器 甕 15. 1 " 
, ... 鈍赤褐色(5YR5/4) 細砂、礫 黒斑B

931 弥生士器 甕 14.5 ● 9 橙色(5YR6/8} 細砂、礫 スス B'
I-・・  

932 弥生士器 甕 12.6 6 5 23.3 橙色(5YR6/6) 粗砂 完形スス C 黒斑A~C
I 

933 弥生土器 小型甕 10.0 (13 0) 橙色(7.5YR6/6) 粗砂 ススA,,_,, 
934 弥生土器 甕 14. 6 5. 7 23 3 鈍橙色(7.5YR7 /4) 礫 完形

935 弥生土器 高杯 18.8 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、礫 黒斑A
＇ 
936 弥生土器 高杯 18.6 ● 9 .. 橙色(25YR6/6) 細砂

1一，

937 弥生土器 高杯 20.6 .. 橙色(5YR7/6) 粗砂 ススA,, __ ,, 

938 弥生土器 高杯 15.0 橙色(2.5YR6/6) 租砂
I"'' 

939 弥生土器 高杯 (13. 7) 橙色(5YR7/6) 祖砂

940 弥生土器 高杯 ー， 13. 8 橙色(5YR7/6) 細砂、礫 黒斑c
941 弥生士器 高杯 ー・" 16鼻 4 明赤橙色 (5YR5/6) 粗砂

942 弥生士器 鉢 40. 7 .,., 橙色(25YR6/8) 粗砂 黒斑B・C

943 製塩士器 5 0 鈍黄橙色 (10YR7/4) 祖砂
'' 

944 製塩土器 4 9 鈍黄橙色(lOYR6/4) 礫
''  

945 製塩土器 "' 6.0 鈍黄橙色(10YR6/4) 粗砂'... 
946 製塩上器 '" 4 6 橙色(5YR7/6) 粗砂

―-947 袋状土捺86 製塩土器 ・-・ 6 2 灰黄色(25Y7 /2) 細砂、礫—• 
948 製塩土器 5. 0 ．．． 鈍赤褐色(2.5Y5/3) 礫

I・・-・"● 9 

949 製塩士器 (6. 4) 鈍赤褐色(2.5YR5/3) 細砂
I••••• 

950 製塩±器 5. 2 暗灰色(N3/) 粗砂,,. ..... 
951 製塩士器 ．． 5. 6 鈍橙色(7.5YR7 /4) 粗砂

I 

952 製塩士器 4 8 浅黄色(2.5Y7 /3) 細砂、礫
I 

953 製塩土器 4. 9 鈍橙色(7.5YR7/3) 細砂
I 

954 製塩土器 '"" 5. 1 橙色 (2.5YR6/6) 粗砂，＿． 

955 製塩土器 ー，． 5. 1 鈍赤褐色(25YS/4) 粗砂
'. 
956 製塩土器 5. 2 橙色(7.5YR6/6) 細砂

957 製塩土器 5. 7 灰色(5Y6/1) 細砂、礫

958 製塩土器 5.6 鈍橙色(2.5YR6/4) 粗砂

959 製塩土器 (5. 3) 鈍橙色(75YR7 /4) 細砂、礫

960 製塩土器 ー・ 5. 0 浅黄橙色(10YR8/3) 粗砂

961 製塩土器 5. 2 黒褐色(25YR3/l) 粗砂
'.,., 

962 製塩士器 (6 6) 黒色(N2/) 粗砂• 一9●

963 製塩±器 5.4 灰黄褐色(10YR5/2) 細砂
... —•• 
964 製塩±器 6. 5 暗灰色(N3/) 粗砂ー，．

965 製塩士器 .. 5.8 赤橙色(10YR6/6) 粗砂、礫
I一"''

966 製塩士器 4 6 ．． 黄灰色(2.5Y6/I) 細砂、礫,--
967 製塩士器 6 4 ••一 鈍黄橙色(10YR7/2) 粗砂
'" 
968 製塩土器 "' 6.6 鈍黄橙色(10YR7/3) 礫

I 

969 製塩土器 " 5.4 褐灰色(10YR6/l) 細砂
I 

970 製塩土器 4.8 橙色(75YR7/6) 粗砂
I 

971 製塩土器 ．． 5.8 灰黄色(25Y6/2) 粗砂、礫
I 

972 製塩土器 5 3 鈍橙色(lOYR7/3) 細砂、礫
I 

973 製塩士器 •• s. 6 I I - 鈍褐色(7.5YR5/4) 租砂

974 製塩士器 5. 0 - 浅黄橙色(lOYRB/3) 細砂、礫

975 
土壊27

弥生士器 長頸壺 (20. O) - I - 橙色(5YR7/6) 精良、粗砂、礫,,_, 
- I -976 弥生土器 長頸壺 (21. 8) 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂
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977 弥生土器 壺 13 4 橙色(2.5YR6/6) 細砂
＇ 
978 弥生土器 甕 14 6 ,., 鈍橙色(5YR6/4) 細砂、粗砂

, .. ,,' 

979 弥生土器 甕 11 0 21 8 鈍赤褐色(25YR5/4) 細砂
’’• 一""''

980 土塙27 弥生土器 甕 23 2 浅黄橙色(10YR8/3) 祖砂
,_,.,,.,.,., ... 
981 弥生土器 高杯 19. 4 灰白色(10YR8/2) 細砂、粗砂

,, ● 

982 弥生土器 高杯 13.6 橙色(25YR7/6) 細砂、粗砂, __—• • 
983 弥生土器 台付鉢 16 0 6.5 14 6 橙色(5YR6/6) 細砂

984 弥生土器 甕 (14 4) 鈍黄橙色(10YR7/2) 細砂、粗砂 白い
， 

985 土壊30 弥生土器 壺 (16 0) ,., 橙色(5YR6/6-7/6) 細砂、粗砂
＇ 
986 弥生土器 甕 (8. 9) 灰褐色(7.5Y6/2) 細砂、粗砂 黒斑B

987 弥生士器 隔杯 14. 0 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂、礫 脚裾部透し孔上 2個•下 1 個残. [ill線？
士城31

988 弥生士器 裔杯 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂

989 土墟33 弥生士器 鉢 (13. 4) 5. 3 明赤褐色(2.5YR5/6) 細砂、粗砂

990 士破36 弥生士器 壺 13. 2 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂、礫

991 弥生士器 高杯 22. 2 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂、礫
， 

992 ±域39 弥生土器 高杯 16.2 鈍橙色(75YR7 /4) 細砂
' 
993 弥生士器 器台 (35. 8) 橙色 (5YR7/6) 細砂、粗砂、礫

994 土壊40 弥生土器 台付鉢 8.6 鈍橙色(5YR7/3) 細砂 黒斑c
995 土壊42 弥生土器 鉢 36 0 10.8 17 4 橙色(25YR6/6) 粗砂 ほぽ完形黒斑B・C

996 弥生土器 宰-er 12 2 鈍橙色(7.5YR7 /3) 細砂、粗砂、礫 砂粒多い

997 弥生土器 甕 6. 2 鈍橙色(7.5YR7 /3) 細砂 底部穿孔（径1.7cm) スス C
＇ 
998 ±壊43 弥生土器 甕 13 2 鈍橙色(5YR7/4) 細砂 スス B

999 弥生土器 台付鉢 14.6 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂
＇ 
1000 弥生土器 器台 22. 3 橙色(2.5YR7 /6) 細砂、粗砂 体部円形透し孔 5方向？

1001 土塙56 弥生土器 甕 15.4 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂 ロ緑部凹線2条 ス ス B

1002 弥生土器 空- 15.6 鈍橙色(7.5YR7 /3) 細砂、粗砂、礫
l・・

1003 弥生士器 ll2: ギ 8.2 鈍橙色(7.5YR7 /3) 細砂、粗砂、礫
l・"'

1004 弥生土器 甕 13 4 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂
, ....... ・・

1005 弥生土器 甕 14 0 ’’ 橙色(7.5YR6/6) 細砂、粗砂
,--・・・・・・・・ 
1006 弥生土器 甕 13 6 "● 橙色(5YR6/6) 細砂 スス A
l一 士壊58
1007 弥生土器 甕 13 6 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂,-
1008 弥生土器 甕 9. 0 (4尋 0) 15 7 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂、礫 スス B
, .. 
1009 弥生士器 高杯

12疇゚ 橙色(5YR6/8) 細砂、粗砂
I 

1010 弥生士器 高杯 (15會 6) 鈍掲色(7.5YR5/3) 細砂、粗砂
I 

1011 製塩士器 4.9 暗灰黄色(2.5Y5/2) 細砂、粗砂、礫

1012 弥生士器 互--- 13.2 6. 7 27. 9 灰白色(2.5Y8/ 1) 細砂、粗砂 ほぽ完形黒斑B BC  
I 

1013 弥生士器 壺 12.0 6 3 25. 1 灰白色(7.5YR8/ 1) 細砂 肩部圧痕文ほぼ完形黒斑B・C
I 

1014 弥生士器 壺 6. 6 灰白色(7.5YR8/2) 細砂 黒斑B・C
I 

1015 弥生士器 壺 12.5 4.8 25.2 灰白色(10YR7/1) 細砂 スス B 黒斑A
I 

1016 弥生士器 甕 14.4 -- 黄灰色(2.5Y4/l) 細砂 スス A
I•" 

1017 弥生土器 甕 14.0 灰白色(10YR8/2) 細砂、粗砂
ト9

1018 弥生士器 甕 15.8 鈍黄橙色(10YR7/2) 細砂
＇ 士膳591019 弥生士器 甕 6 6 灰白色(2.5Y8/2) 細砂、粗砂
， 

1020 弥生土器 甕 5 8 暗灰黄色(2.SYS/2) 細砂.. 
1021 弥生土器 甕 5 8 灰褐色(7.5YR6/2) 細砂
， 

1022 弥生土器 高杯 10 3 灰白色(lOYR8/2) 細砂 スス C
＇ 
1023 弥生士器 器台 20 7 淡黄色(2.5Y8/3) 細砂、粗砂 ロ縁凹線4条・棒状浮文 3個X4組

沈線 8条 2段残 透し孔上段 5方向・下
1024 弥生士器 器台 21軍 2 鈍橙色(7.5YR7/4) 細砂、粗砂

段 7方向
"'●'' 

1025 弥生土器 器台 17 8 19 3 27. 1 浅黄橙色(75YR8/4) 細砂、粗砂、礫但Iぽ完形

1026 弥生土器
lI 甕甕

13 8 6 2 (26 5) 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂 底部焼成後の穿孔スス C

1027 土壊60 弥生土器 1s. s I I - 鈍黄橙色(10YR7/3) 細砂、粗砂

1スス A1028 弥生士器 甕 14 6 - 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂

1029 弥生士器 壺 10 0 橙色(7.5YR7/6) 細砂

1030 弥生士器 高杯 IL 5 鈍橙色(75YR7/4) 細砂、粗砂 脚裾部未貰通の孔 2個残
, .. 土壊61
1031 弥生土器 鉢 53 8 '' 橙色(5YR7/8) 細砂
, .... 
1032 弥生上器 鉢 12. 1 -・ 鈍黄橙色(10YR7/2) 細砂、粗砂、礫

1033 弥生土器 商杯 18.6 -- 橙色(5YR6/8) 細砂、粗砂、裸
I 土壊62

(18. 3) ! 7 l 1034 弥生上器 鉢 5 9 橙色(2.5YR6/8) 細砂、粗砂

1035 ¥土壊71 弥生土器 壺 - 1 - 橙色(5¥'R7/6) 細砂、粗砂、裸 肩部貝殻圧痕文

□1031 I 土壊76

弥生土器 高杯 (19. 5) 橙色(5YR7/6) 細砂

弥生土器 1高杯 (13. 9) 橙色(25YR6/6) 細砂 黒斑c
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フロヤ調査区土器観察表

挿図 I掲載遺構名
法量(cm)

色調 特徴種冴!J 器種 胎土
番号 ロ径 底径 器高

103s I土壊76 弥生土器 高杯 {13 O) 橙色(5YR7/6) 細砂

1039 I土被81 弥生土器 1高杯 (15 2) 鈍橙色(7.5¥'R7 /4) 組砂、粗砂

1040 弥生土器 I壺 11. 8 橙色(5YR6/6) 組砂
士壊83

弥生土器 l高杯 橙色(5YR7/6) 細砂1041 24 0 

1042 土壊84 製塩土器 6.3 黄灰色(2.5Y5/l) 粗砂

1043 士壊88 弥生土器 甕 (14. 3} —· 褐色(7.5YR4/3) 細砂

1044 士城91 弥生士器 甕 16. 7 橙色(5YR6/8) 粗砂

1045 弥生士器 空今 LO. 4 橙色(5YR6/6) 細砂 黒斑A

1046 弥生士器 卑- 16. 0 鈍黄橙色(10YR6/4) 粗砂、礫 黒斑A•B

1047 弥生土器 壺 12. 0 橙色(5YR5.5/6) 細砂

1048 弥生士器 甕 13. 2 鈍橙色(LO¥'R7/4} 細砂 スス B',._,,_ 
1049 弥生士器 甕 12. 0 " 明赤褐色(5YR5/6) 細砂

9●●9 

1050 弥生土器 甕 12 0 鈍橙色(7.5YR6/4) 細砂
土城92

甕 橙色(25YR6/6) 粗砂、礫 ほぼ完形スス B・C1051 弥生土器 13. 1 6. 4 25. 3 

1052 弥生土器 壺 16.0 " 橙色(5YR6/6) 精良
'""'  

1053 弥生士器 甕 15. l 7.6 28.8 橙色(5YR7/6~6/6) 粗砂、礫 ほぽ完形スス B'
'""'"  

1054 弥生土器 甕 20.0 鈍黄橙色(10YR7/4) 細砂 スス B'?
＇ 
1055 弥生土器 甕 15.0 5. 9 16.6 浅黄橙色(7.5YR8/4) 粗砂 黒斑ABC
＇ 
1056 弥生土器 高杯 (21. 2) 一・ 橙色(5YR7/6) 粗砂、礫 黒斑A

1057 土壊92 弥生上器 高杯 11. 0 橙色(25YR6/6) 粗砂

1058 製塩土器 5.6 浅黄色(25Y7 /4) 細砂 スス C

1059 土壊93 製塩士器 5.6 褐色(7.5YR4/1) 細砂 スス C
・-

1060 製埋士器 ．．． 5. 2 ,. 鈍黄橙色(lOYR6/4) 細砂 ヌス C

1061 土城94 弥生士器 高杯 (22. 5) "" 橙色(5YR7/6) 粗砂

1062 土壊98 弥生土器 甕 (lo. 4) 浅黄橙色(lOYRB/3) 細砂

1063 土壊101 弥生土器 喬杯 (17. 8) 橙色(SY6/6) 細砂

1064 土壊102 弥生土器 甕 (13 0) 橙色(7.5YR6/6) 細砂

1065 土壊103 弥生土器 甕 橙色(SYR6/6) 細砂

1066 土壊107 弥生土器 高杯 (19 6) 橙色(5YR7/6) 粗砂、礫

1067 土壊70 弥生土器 高杯 (12. 0) ．．． 浅黄橙色(10YR8/4) 細砂

1068 土坂140 弥生土器 高杯 18.0 橙色(5YR6/6) 細砂

1069 土壊138 弥生土器 鉢 13.6 6.0 7 8 橙色(7.5YR6/6) 粗砂 完形マ黒斑c
1070 土城140 弥生土器 高杯 (13鼻 6) 橙色(5YR6/6) 細砂

1071 弥生土器 甕 (15. 8) 浅黄橙色(7.5YR8/4) 粗砂 ススA?
土壊141

弥生上器 裔杯 鈍橙色(7.5YR7 /3) 細砂、粗砂1072 18.3 

1073 土壊141 弥生土器 裔杯 12. 1 11 5 6 5 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂

1074 ±城143 土師器 甕 (15 8) 浅黄橙色(10YR8/3) 租砂 ススA

1075 弥生士器 甕 (14 0) 明赤褐色(2.5YR5/6) 細砂

1076 弥生土器 鉢 26 0 鈍黄橙色(10YR7/4) 粗砂
士壊144

弥生土器 (35. 4) 橙色(5YR6/6) 細砂1077 鉢 --
1078 弥生土器 鉢 I (4s o> 橙色(5YR7/6) 祖砂

1079 弥生士器 壺 (12. 3) "' 浅黄橙色(lOYRB/4) 細砂、礫 黒斑B・C
'・--
1080 弥生上器 壺 14 5 鈍橙色(75YR6/4) 細砂

1081 弥生士器 壺 13 2 7. 5 31. 0 橙色(7.5YR6/6) 細砂、礫 黒斑c
1082 弥生土器 甕 12.6 .. 灰黄褐色(10YR5/2) 粗砂

""'""" 

1083 弥生土器 甕 14.6 鈍褐色(75YR5/4) 細砂、礫 スス B
''  
1084 弥生土器 甕 13.6 6.6 31. ff 鈍橙色(75YR7/4) 粗砂 ほぽ完形

＇ 土城151 灰白色(2.5Y8/2)-
1085 弥生土器 函杯 (22. 6) 

灰黄色(7/2)
細砂、礫

I " 

1086 弥生土器 涵杯 22.4 橙色(2.5YR6/6) 粗砂 黒斑A
I 

1087 弥生士器 裔杯 23.0 明赤褐色{2.5YR5/6) 細砂、礫
'---
1088 弥生土器 高杯 (11. 9) 鈍赤褐色(2.5YR5/4) 細砂
1 ・ー

1089 弥生土器 高杯 14.0 鈍黄橙色(10YR7/4) 祖砂
， 

1090 弥生七器 高杯 23.4 14 9 26.0 橙色(5YR7/6) 細砂、礫 黒斑c
1091 弥生士器 壺 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂
'--
1092 弥生土器 壺 (16. 7) 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂、礫

＇ 
1093 弥生土器 壺
I , 

20.5 鈍橙色(5YR7/4-6/4) , 細砂、粗砂、礫

1094 弥生土器 甕 (11. 2) 鈍黄橙色(10YR7/2) 細砂、粗砂
I 土壊154
1095 弥生土器 甕 (13. 7) 橙色(2.5¥6/6) 細砂

1096 弥生士器 甕 18. 8 橙色(5YR6/6) 粗砂

1097 弥生士器 甕 15. 6 鈍黄橙色(10YR7/3) 粗砂、礫 スス B
•一

1098 弥生土器 甕 (16. 7) ー・ 橙色(5YR6/6) 粗砂、礫 黒斑B
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フロヤ調査区土器観察表

挿区l 法伍(cm)

番号
掲載遺構名 種別 器種 色調 胎土 特徴

ロ径 底径 器商

1099 弥生士器 甕 (16 0) "' 鈍橙色(75YR6/4) , ____ , 

1100 弥生土器 甕 15 0 橙色(5YR6/6) 粗砂 スス B
I 

ILOL 弥生土器 甕 (15 0) ・一 鈍橙色(75YR7/3) 細砂、粗砂
l ・・・・

ll02 弥生土器 甕 15.6 鈍黄橙色(10YR6/3) 黒斑A・B
I , 

1103 弥生士器 甕 (12 8) ... , ．． 橙色(5YR7/6) 粗砂、礫

1104 弥生土器 甕 15.6 褐色(75YR4/3) 粗砂

ll05 弥生土器 甕 (14 7) 橙色(5YR7/6-6/6) 細砂、租砂、礫
＇ 
ll06 弥生土器 甕 (16. 0) 鈍橙色(75YR7 ;3--..7 /4) 粗砂、礫
I・-

1107 弥生土器 甕 (13. 0) 鈍黄橙色(10YR6/3) 砂砂 黒斑A
I 

llOB 弥生土器 甕 (14 2) 鈍黄橙色(10YR7/4) 細砂、粗砂
, ....... 一• •• 

1109 弥生土器 甕 (14. 2) 橙色(75YR7 /6-6/6) 粗砂、礫 スス C?

1110 弥生士器 甕 10 4 橙色(5YR7/8-6/6) 細砂、粗砂

1111 弥生土器 甕 10 0 9 4 灰褐色(5YR4/2)

1112 弥生士器 鉢 (30 O) 橙色(5YR6/6)
I, 

1113 弥生土器 壺 7 8 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂
I , 

鈍橙色(5YR7/4) 
1114 弥生土器 台付直口壺 (7 9) 粗砂、礫 黒斑B

橙色(5YR6/6)
--' 

1115 弥生土器 高杯 16.4 9.9 8. l 鈍橙色(5YR7/4) 細砂

1116 士域154
弥生士器 高杯 15 6 橙色(7.5YR7 /6) 細砂、粗砂、礫

1117 弥生士器 高杯 (18 0) 鈍黄橙色(10YR7/3) 精良

橙色(2.5YR6/6) -
1118 弥生士器 高杯 (10 4) 粗砂、礫

明赤褐色(5/6)--
1119 弥生土器 高杯 I - 12 8 鈍赤褐色(5YR5/4) 黒斑c

, .. , 

1120 弥生土器 高杯 14.9 鈍橙色(7尋 5YR6/4)

鈍橙色(5YR6/4)
1121 弥生土器 高杯 14. 7 粗砂、礫 黒斑A

橙色(5YR6/6)
＇ 
1122 弥生士器 高杯 11 3 7 6 7 8 灰黄色(2SY6/2) 細砂 黒斑C・B

1123 弥生土器 鉢 16 9 4. 9 8. 0 鈍赤橙色(5YR5/4) 粗砂、礫

1124 弥生士器 鉢 15 4 2 8 7. 1 明赤褐色(25YR5/6) スス C
， 

1125 弥生土器 鉢 15. 6 (4. 0) 5.9 橙色(SYR6/6) 細砂, __ 
1126 弥生土器 鉢 14 0 4 6 5 6 鈍橙色(5YR7/4) 細砂
I 

1127 弥生士器 鉢 14 0 4 0 灰黄色(25YR7 /2) 細砂 黒斑A・B
I 

l128 弥生土器 鉢 12 0 4 6 6 4 鈍橙色(75YR7 /4) 細砂、粗砂
, ......... , .. 
1129 弥生土器 鉢 14 2 (5 6) 鈍赤褐色(5YR5/4) 黒斑A

1130 弥生士器 鉢 59 0 橙色(75YR6/6) 細砂、礫 黒斑B・C

1131 弥生土器 鉢 45 1 橙色(5YR7/6) 細砂、礫 黒斑c
1132 弥生士器 鉢 (43 6) 一9● 橙色(5YR7/6)

1133 土猥156 弥生士器 壺 (15. 6) 橙色(SYR?/6-6/6) 細砂、礫

1134 弥生土器 甕 (16. 8) 7. 5 29. 2 鈍橙色(7.5YR7/4) 祖砂、礫 黒斑B・C
＇ 
1135 弥生土器 甕 13.0 (4. 5) 17 3 橙色(75YR6/6) 細砂、礫 スス C 黒斑c
1136 弥生士器 甕 12 7 5. 2 21 1 浅黄色(2.5Y7 /3) 細砂、礫 ほぽ完形黒斑c
1137 弥生土器 甕 16. 5 鈍橙色(7.5YR6/4) 粗砂 ほぽ完形スス C

1138 弥生土器？ 甕 15.0 5. 0 19 7 鈍黄橙色(10YR6/4) 粗砂、礫 スス C 黒斑c
1139 弥生士器 鉢 8.4 (5. 0) 5 9 灰黄褐色(10YR5/2) 細砂 ほぽ完形
I 

1140 土堺150 弥生土器 鉢 16.8 鈍黄橙色(10YR7/3) 細砂
I 

1141 弥生士器 鉢 20.4 鈍黄橙色(10YR6/4) 細砂 黒斑B?,,,, __ , 

1142 弥生士器 鉢 (20 6) 7 5 " 浅黄橙色(lOYR8/3) 粗砂｀礫 黒斑B・C
， 

1143 弥生上器 甕 15 0 赤褐色(10R5/4) 細砂

1144 弥生土器 高杯 (18. 9) 橙色(5YR6/6) 粗砂、礫

1145 弥生士器 高杯 11 4 明赤褐色 (25YR5/6) 細砂

1146 弥生士器 高杯 23 8 明赤褐色 (25YR5/6) 細砂

1147 ±城160 弥生土器 甕 12 4 鈍黄橙色 (lOYR6/3) 細砂

I 1148 土城165 土師器 高杯 橙色(5YR6/6) 細砂

1149 土壊166 土師器 高杯 (19 0) 鈍橙色(5YR7/3) I粗砂 I 
1150 弥生土器 高杯

I I I "o  ,., I I ,., 
橙色(2.5YR7 /6~6/6) I細砂、礫 Iほぼ完形

I 

1151 柱穴 8 弥生土器 1高杯 11 o I (1 o. 1> (s. 4) 橙色(5YR7/6~6/6) j細砂、鹿. ,, __ , 

10. , 10. 3 I 1. 9 橙色(2.5YR6/6) j細砂、差1152 弥生土器 高杯

1153 弥生土器 長頸壺 11 s 10. 9 I (42. 4) 橙色(2.5YR7 /8) j粗砂
·-——• • 
1154 弥生土器 長頸壺 16 0 8. 0 j 37. l 橙色(5YR6/8) l粗砂

I 1s 2 s. 1 I 37.9 1155 
包含恩

土師器 壺 灰白色(7.5YR8/2) 細砂、粗砂

1156 弥生士器 甕 13 l 5. 2 I 25 o 浅黄橙色(7.SYRS/4) 粗砂 スス B'
， 

1157 弥生士器 甕 12 6 橙色(2.5YR7 /6) 細砂、粗砂 黒斑B
， 

- I - I -1158 弥生士器 壺 鈍橙色(5YR7/4) 粗砂
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挿図
掲載遺構名 I 種別 器種 | 法黛(cm) I 色諜 I 胎土 I 特徴

番号 • ロ径 1底径 I器高'

1159 弥生土器 台付鉢 I <16. 4) 橙色(7.5YR7/6) 粗砂、細砂、採
"● " 

1160 弥生土器 直口壺 7.9 5. 1 14 9 橙色(2.5YR6/6) 細砂 ススA

1161 弥生土器 壺 22 8 灰白色(5YR8/2) i細砂、粗砂裸 ススA

1162 弥生士器 鉢 I 1s. 6 ! 3. 9 5. 0 赤橙色(10R6/6) 細砂、粗砂

1163 弥生士器 高杯 13.5 9 2 8.0 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂

1164 弥生士器 商杯 22.0 " 橙色(5YR8/4) 細砂、粗砂、礫

1165 弥生土器 高杯 14. 2 橙色(2.5YR6/8) 細砂 黒斑A

1166 弥生土器 高杯 20. 6 鈍橙色(5YR7/4) 細砂

1167 弥生土器 高杯 23.0 橙色(5YR7/6) 精良
'. 

1168 弥生土器 高杯 21. 8 橙色(5YR7/6) 細砂
,., .. 一

1169 弥生土器 高杯 6.0 7.0 4 5 鈍橙色(5YR7/4) 細砂

1170 弥生土器 高杯脚 (6. 0) 明赤褐色(2.5YR5/6) 細砂

1171 弥生土器 器台 12. 0 橙色(25YR6/6) 細砂、粗砂

1172 弥生土器 器台 ．． •••• 橙色(5YR5.5/6) 粗砂、礫 線刻画

1173 製塩土器 5.8 鈍橙色(5YR6/3) 細砂
I "一• •一
1174 製塩土器 5鼻。 鈍橙色(5YR7/4) 粗砂

包含屈
製塩土器 褐灰色(10YR6/1) 粗砂1175 4.9 

1176 製塩土器 5. 1 鈍黄橙色(10YR6/3) 粗砂 内面スス

1177 製塩土器 5.3 灰白色(7.5YR8/2) 細砂、粗砂、礫

1178 製塩士器 4 6 褐色灰色(10YR4/l) 粗砂

1179 製塩土器 3 8 鈍橙色(75YR6/4) 細砂、粗砂

1180 製塩土器 5.8 鈍黄橙色(lOYR7/3) 細砂、礫

1181 製塩土器 4. 1 黄灰色(2.5Y4/l) 細砂

1182 製塩土器 3. 7 鈍黄橙色(10YR7/2) 細砂｀粗砂
""" 

1183 製塩土器 5.4 灰黄褐色(lOYR6/2) 細砂、粗砂

1184 製塩士器 4.6 褐灰色(7.5YR4/1) 細砂、粗砂

1185 製塩土器 4 9 灰白色(10YR7/1) 細砂

1186 製塩土器 3.8 褐灰色(5YR5/l) 細砂、粗砂
''  

1187 製塩士器 4.2 鈍橙色(25YR6/3) 粗砂

1188 製塩土器 7.6 鈍黄橙色(10YR8/3) 細砂、粗砂

1189 製塩士器 5 6 褐灰色(5YR4/1) 細砂、祖砂、礫

1190 製塩土器 6 0 鈍橙色(5YR7/3) 細砂

1191 竪穴住居21 上師器 壺 25.2 鈍橙色(7.5YR7/4) 細砂 ほぽ完形黒斑B

1192 土師器 甕 12.0 19.2 灰白色(7.5YR8/2) 細砂
I 竪穴住居22
1193 土師器 嵩杯 18.0 鈍橙色(7.5YR7/4) 細砂、粗砂 ススA

1194 土師器 高杯 (15 8) 鈍橙色(7.5YR6/4) 細砂、粗砂、礫
I・-・・-・ 

1195 竪穴住居22 土師器 高杯 (17. 8) 橙色(25YR6/6) 細砂

1196 製塩士器 鈍黄橙色(10YR7/3) 細砂 タタキ

1197 須恵器 杯蓋 14 1 4 7 灰白色(lOYRB/1) 細砂

1198 須恵器 杯蓋 13 2 "" 4 1 灰白色(5¥8/2) 細砂

1199 須恵器 杯蓋 13.6 4. 1 灰白色(5¥6/1) 細砂

1200 須恵器 杯身 14.2 灰白色(5Y8/1) 細砂

1201 須恵器 高杯 12.8 3. 7 明青灰色(5BG4/l) 細砂

1202 須恵器 杯身 14 4 灰色(N6/) 精良

1203 須恵器 杯身 (12. 8) 4. 2 赤灰色(25YR6/1) 細砂
．． 

1204 須恵器 杯身 11 8 3. 5 灰色(N7/) I粗砂 I 
1205 須恵器 杯身 11.9 - I 3 9 灰色(10¥5/1) 細砂

1206 須恵器 高杯 12 4 青灰色(5B5/l) 細砂 長方形の透し孔 2個 1対X2か所
" ● ・-・ 

1207 須恵器 商杯 14. 4 灰白色(7.5Y8/l) 細砂 長方形の透し孔 2個 1対X3か所

1208 竪穴住居23 須恵器 高杯 暗肖灰色(5B4/1) 細砂

1209 須恵器 高杯 緑灰色 (lOG5/l) 細砂 長方形の透し孔 2個 1対X2か所

1210 須恵器 涵杯 15. 0 灰白色(N7/) 細砂

1211 須恵器 高杯
,. 

(14. 6) 灰色(N6/) 細砂 I 
1212 須恵器 高杯 13. 8 灰白色(lOYR8/1) 細砂

1213 須恵器 高杯 13. 2 灰白色(N7/) 細砂

1214 須恵器 迎 15.0 灰色(N4/) 細砂 外面自然釉
"""' 

1215 須恵器 短頸壺 6. 2 青灰色(5B5/1) 細砂

1216 須恵器 甕 20 D 暗青灰色(lOBG4/l) 細砂

1217 須恵器 甑 24.2 褐灰色(lOYR6/l) 細砂 内面当て具後ナデ

1218 土師器 甕 (13. 3) 赤灰色(2.5YR4/l) 粗砂、礫
" 

1219 士師器 甕 (13 8) 鈍橙色(5YR6/4) 粗砂
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掲載迫構名

法蘊(cm)

t 
番号

種別 器種 色調 胎土 特徴
ロ径 底径 器高

1220 士師器 甕 (14 9) 赤色(10R5/8) 粗砂 i 
1221 土師器 甑 (13. 2) 橙色(7.5YR7 /6) 礫 I 
I 竪穴住居23

I 1222 土師器 甑 橙色(2.5YR7 /8) 粗砂 黒斑B
I 

1223 土師器 甑 橙色(5YR7/8) 粗砂 I 
1224 須恵器 杯蓋 (16. 0) 青灰色(5B6/1) 細砂

1225 須恵器 杯蓋 14. 8 灰白色(5Y7/1) 細砂 ' ' 竪穴住居24
1226 須恵器 杯蓋 (14 3) 灰白色(N7/) 細砂
'"  

1227 須恵器 杯身 11 3 灰色 (N6/) 精良

1228 士師器 甕 14 7 18 6 鈍橙色(7.5YR7 /3) 細砂 スス B
＇ 
1229 土師器 甕 12.2 鈍橙色(7.5YR6/4) 細砂

1230 
竪穴住居25

土師器 高杯 13.5 9 4 12 3 鈍橙色(75YR7 /3) 細砂

1231 土師器 高杯 14. 1 灰白色(10YR8/2) 細砂

1232 士師器 高杯 15 4 3 1 鈍橙色 (5YR7/4) 細砂

1233 土師器 手捏ね鉢 3. 6 鈍黄橙色(10YR7/2) 細砂 完形

1234 須恵器 甕 暗青灰色(583/1) 細砂

1235 竪穴住居26 土師器 高杯 (15 4) 鈍赤褐色(5YR5/4) 粗砂
I 

1236 ±師器 高杯 15.5 橙色(25YR6/6) 粗砂

1237 土師器 甕 16 3 明赤褐色(2.5YR5/6) 細砂、粗砂
I 

1238 上師器 壺 20 8 淡黄色(25Y8/3) 細砂 黒斑A
I 

1239 士師器 甕 15. 9 灰黄褐色(10YR4/2) 細砂
＇ 
1240 士師器 甕 12. 2 2.3 13. 1 黄橙色(75YR7 /8) 細砂、粗砂、礫

＇ 
1241 

竪穴住居28
土師器 甕 10. 9 1.0 15.2 明赤褐色(5YR5/8) 細砂、粗砂 黒斑B

1242 上師器 甕 14. 7 鈍黄橙色(10YR7/4) 細砂
＇ 
1243 上師器 涵杯 16 9 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂

1244 土師器 裔杯 18 3 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂

1245 土師器 高杯 (20 2) 鈍褐色(75YR5/3) 細砂

1246 土師器 手捏ね鉢 4 8 1 5 2 4 鈍赤褐色(5YR5/2) 細砂

1247 須恵器 高杯 (11. 0) 灰色(N6/) 細砂
I 

1248 竪穴住居30 士師器 甕 12.8 鈍橙色(7.5YR6/4) 粗砂 黒斑A?
I 

1249 上師器 裔杯 (13 2) 鈍橙色(7.5YR6/4) 細砂

1250 士師器 出- 13 7 29. 2 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂 黒斑B
＇ 
1251 土師器 甕 14. 0 鈍橙色(75YR7 /4) 細砂、粗砂 スス B

＇ 

1252 竪穴住居32 上師器 壺 10 8 淡黄色 (2.5Y8/3) 細砂、粗砂

1253 上師器 甕 13 0 鈍橙色 (75YR7 /3) 細砂

1254 士師器 高杯 17. 8 鈍橙色(5YR7/4) 細砂

1255 弥生士器 高杯 19 2 鈍橙色 (75YR7/4) 精砂、細砂 黒斑A
I 竪穴住居33
1256 弥生土器 高杯 (14 4) 橙色(7.5YR7 /6) 精砂、細砂

1257 土師器 甕 15. 3 鈍橙色(7.5YR6/4) 細砂
＇ 

1258 士師器 症士 (25 8) 灰黄褐色(lOYR4/2) 細砂

1259 ±師器 甕 (17 1) 鈍黄橙色(10YR6/4) 細砂
I 

1260 士師器 鉢 12.0 5. 0 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂
竪穴住居35

橙色(5YR7/6) はぼ完形1261 土師器 鉢 12.5 5 5 精良

1262 士師器 鉢 13.0 6 6 橙色(7.5YR7 /6) 細砂、粗砂
I 

1263 土師器 器台 10. 1 橙色(SYR6/6) 細砂
＇ 
1264 士師器 片口鉢 8. 8 3 3 橙色(25YR6/6) 細砂、粗砂

1265 弥生土器 空士 15.4 浅黄橙色(75YR8/6) 細砂、粗砂 黒斑A

1266 弥生士器 壺 17 7 鈍橙色(7.5YR7/4) 細砂、粗砂 黒斑B
I 

1267 弥生土器 甕 13 0 鈍橙色(75YR7 /4) 細砂、粗砂、礫 スス A
竪穴住居36

1268 弥生士器 甕 14 2 浅黄橙色(10YR8/3) 細砂 スス A

1269 弥生土器 高杯 14.8 橙色(5YR7/6) 細砂 脚裾部透し孔 1個残黒斑c

1270 弥生士器 鉢 11 4 橙色(5YR7/8) 細砂、粗砂、礫

1271 土師器 壺 鈍黄橙色(10YR7/3) 粗砂 黒斑A・B
， 

1272 須恵器 高杯or杯蓋 (16. 6) 灰色(N4/) 精良

1273 士師器 椀 I <10. 3) 灰色(N4/) 細砂

1274 士師器 壺 I c15. s) 橙色(2.5YR6/8) 細砂
I 

1275 
竪穴住居37

上師器 壺 (21. 4) 29 9 鈍黄檻色(10YR7/3) 細砂、礫 スス B

1276 士師器 甕 (17. 0) 鈍橙色(7.5YR6/4) 粗砂、礫 黒斑B・C
＇ I粗砂、礫1277 上師器 甕 (12. 2) (18 6) 橙色(5YR6/6)
' 
1278 士師器 甕 (13. 0) 20 6 鈍黄橙色(10YR6/3) 細砂、礫 スス B'

1279 士師器 甕 (14. 4) 25 0 鈍橙色(7.5YR6/4) 細砂 黒斑B

1280 I土師器 壺 (10. 0) 橙色(5YR6/6) 細砂
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色調 特徴
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1281 士師器 小型壺 (9.4)¥ - 鈍褐色(7.5YR5/3) 細砂、礫
I 

1282 土師器 壺 (10. 7) 鈍橙色(75YR8/4-7 /3) 粗砂
I 

1283 士師器 甕 11鼻。
__ , 

鈍黄橙色(10YR7/4) 粗砂
I 

1284 士師器 甕 (6 6} .. , 鈍橙色(5YR6/3) 粗砂

1285 士師器 甕 (16. 3) 鈍橙色(75YR7/4} 粗砂

1286 土師器 甕 14. 3 -I灰褐色(75YR5/2) 粗砂し礫 ススA 黒斑B

1287 士師器 壺 (18. 4) 橙色(5YR7/6) 粗砂

1288 土師器 甕 (12. 7) 橙色(2.5YR6/6) 細砂 ススA

1289 土師器 甕 (14. 4) 灰白色(10YR8/2) 細砂 黒斑A

1290 土師器 甕 (16 2) 鈍赤褐色(5YR5/4) 細砂

1291 土師器 甕 (15 I) 灰黄色(2.5Y7 /1) 細砂 焼成白っぽい黒斑B

1292 土師器 壺 17 9 鈍黄橙色(10YR7/3) 細砂
I 

1293 土師器 高杯 (15. 1) (12 0) 12.4 鈍黄橙色(10YR7/3) 細砂、粗砂

灰白色(lOYR8/2)
1294 土師器 高杯 (19 0) (12 1) l l. 8 

橙色(25YR6/6) 
粗砂、礫 熱斑c

• —• •• ● """"' 

1295 土師器 高杯 (17. 3) 橙色(5YR7/6) 細砂

1296 土師器 高杯 (15. 5) 灰白色(IOYR8/2) 粗砂、礫 黒斑B

1297 土師器 高杯 18. 1 橙色(5YR7/6) 細砂 黒斑A
,._,.,. 

1298 土師器 高杯 18 1 ● " 鈍橙色(5YR6/4) 細砂

1299 土師器 高杯 (21. 4) ．．．． 橙色(5YR6/6) 細砂

1300 土師器 高杯 11. 0 明赤褐色(5YR5/6) 細砂

1301 土師器 高杯 (15. 5) 灰白色(lOYRB/2) 粗砂 黒斑AB

1302 土師器 閾杯 (17. 5) 10 9 13. 2 鈍黄橙色(lOYR6/3) 粗砂 黒斑A

1303 土師器 低杯 20 7 橙色(5YR7/6) 細砂
I 

1304 土師器 涵杯 ・- (13. 6) 浅黄橙色(10YR8/3) 粗砂,,.,, 
1305 土師器 高杯 12. 1 鈍黄橙色(10YR6/4) 細砂
I 

1306 土師器 高杯 12 6 橙色(5YR6/6) 粗砂
I 

1307 竪穴住居37 土師器 高杯 13 2 淡黄色(25Y8/3) 細砂 焼成白い黒斑B
I 

1308 土師器 高杯 (12. 3) 浅黄橙色 (lOYRB/3) 粗砂
I 

1309 士師器 高杯 (11 2) 鈍黄橙色(lOYR7/3) 細砂
＇ 
1310 士師器 高杯 (11 8) 橙色(5YR7/6) 粗砂、礫 面をもたない

＇ 
1311 土師器 高杯 (13. 4) 明赤褐色(2.5YR5/6) 細砂
' 
1312 土師器 高杯 (11. 8) 橙色(5YR7/6) 細砂

1313 土師器 高杯 (11. 9) 橙色(2.5YR6/8) 細砂

1314 土師器 高杯 (11. 1) 橙色(75YR7 /6) 細砂
I 

1315 小型壺 亜-±, 灰黄色(2.5Y7 /2) 細砂 黒斑c
I 

1316 土師器 壺 (9 4) 鈍黄橙色(10YR7/4) 細砂
I 

1317 土師器 壺 (10 0) 13.3 橙色(2.5YR6/8) 租砂 スス B
I 

1318 土師器 互． (7. 9) 1 5 9.2 橙色(5YR6/6) 粗砂 黒斑B
I 

1319 土師器 手捏ね小型甕？ 7.8 7.5 鈍橙色(7.SYR7/4) 粗砂｀礫 黒斑AC
I 

1320 土師器 壺 ● 9 3. 2 鈍黄橙色(IOYR7/3) 粗砂、礫 黒斑AC
I 

1321 士師器 壺 (9. 8) 浅黄橙色(1OYR8/3) 粗砂
I 

1322 土師器 壺 8.8 7 9 灰白色(10YR8/2) 粗砂、礫 ほぽ完形黒斑AB
＇ 
1323 士師器 空ーギ 灰白色(lOYRB/2) 粗砂、礫 スス B 黒斑AB
＇ 
1324 土師器 甕 (10. 9) ... 13 6 灰黄褐色(10YR6/2) 粗砂

1325 土師器 小型壺 9. 6 10. 6 灰黄褐色(JOYR6/2) 細砂 黒斑B

1326 土師器 手捏ね鉢 6 4 3.5 7. 0 橙色(5YR6/6) 細砂 ほぽ完形

1327 製塩土器 (7. 6) 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂 黒斑ABC

1328 士師器 鉢 (15. 1) 7. 0 橙色(5YR6/6) 細砂 黒斑c
1329 士師器 鉢 (11. 2) 橙色(5YR6/6) 細砂 黒斑AB

1330 土師器 手捏ね鉢 6.0 4. 0 橙色(5YR6/6) 粗砂、礫 ほぽ完形黒斑ABC

1331 土師器 手捏ね鉢 (4. 2) _,, 3 2 灰黄褐色(10YR4/2) 細砂 ほぼ完形

1332 土師器 蓋 12. 8 4 3 5. 7 橙色(5YR6/6) 細砂 ほぼ完形黒斑BC

1333 土師器 手捏ね鉢 (6. 3) 4.9 明赤褐色(5YR5/6) 細砂 完形

1334 土師器 手捏ね鉢 (6. 2) 4.0 明赤褐色(2.5YR5/6) 細砂

1335 士師器 小型壺 (LO. 5) 橙色(5YR7/6) 細砂

1336 士師器 甕 (14 6) -I - 鈍黄橙色(10YR7/2) 細砂、粗砂 ススA

1337 竪穴住居38
土師器 甕 12 7 16.5 鈍橙色(7.5YR7 /4) 粗砂 ほぽ完形スス B'

1338 士師器 甕 15. 5 26.0 鈍黄橙色(10YR7/3) 粗砂
穿孔意識的かは不詳ほぽ完形スス C
黒斑c

1339 須恵器 甕 9 ●9 灰色(N6) 細砂 土器溜まり出土
I 竪穴住居39
1340 土師器 ]a ． 10. 2 赤橙色(lOR6/6) 細砂、粗砂 黒斑BC
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フロヤ調査区土器観察表

挿図 法晟(cm)

番号
掲載遺構名 種別 器種 色調 胎士 特徴

D径 底径 器高

1341 土師器 甕 12 5 橙色(2.5YR6/6) 細砂、粗砂、礫 士器溜まり出土
＇ 

1342 士師器 高杯 24.4 10. 8 14.8 鈍橙色(2.5YR6/4) 細砂、租砂、礫 スス B'

1343 土師器 涵杯 15 3 8 9 10.6 浅黄橙色(7.5YR8/3) 細砂 ススA 土器溜まり出士
＇ 

1344 土師器 高杯 13.4 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂

1345 土師器 高杯 16.4 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂

1346 
竪穴住居39

士師器 高杯 15.2 10 4 11 6 淡赤橙色(25YR7 /4) 細砂、粗砂 土器溜まり出土

1347 士師器 高杯 11. l 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂 黒斑BC

1348 土師器 高杯 12. 4 灰白色(7.5YR8/2) 細砂、粗砂、礫

1349 士師器 甑 23. 7 淡赤橙色(2.5YR7 /4) 細砂、粗砂、礫 黒斑AB・B

1350 土師器 鉢 9 8 4. 0 橙色(7.5YR7 /6) 細砂、粗砂、礫 ほぽ完形黒斑C

1351 土師器 手捏ね鉢 9 3 4.5 5 1 鈍橙色(7.5YR7 /3) 細砂、粗砂、礫

1352 士師器 鉢 14. 5 3. l 5.2 橙色(25YR6/6) 細砂、粗砂、礫 ほぽ完形 上器溜まり出土

1353 須恵器 杯身 12 2 灰白色(N75/1) 密

1354 須恵器 高杯 9. 1 灰色(N65/1) 密

1355 竪穴住居40 須恵器 杯蓋 灰色(N6/) 精良

1356 須恵器 杯蓋 9 7 灰白色 (N5/1) 密

1357 士師器 甕 (15 4) 鈍褐色(7.5YR5/4) 粗砂

1358 土師器 甕？ (14 0) 鈍橙色 (75YR7/4) 細砂
＇ 

1359 土師器 裔杯 (19. 0) 鈍黄橙色(10YR6/3) 精良
竪穴住居42

1350 土師器 鉢 12 6 鈍赤褐色(7.5YR5/4) 細砂、礫 黒斑c

1361 士師器 鉢？ (12. 0) 鈍橙色(75YR7 /4) 粗砂

1362 土師器 甕 (13 6) 鈍橙色(5YR6/4) 細砂 スス A

1363 士師器 甕 (14 4) 橙色(75YR7 /6) 細砂 スス A

1364 竪穴住居43 土師器 甕 (14 0) 橙色(5YR7/6) 細砂 ススA

1365 土師器 高杯 18.8 橙色(5YR6/6) 精良

1366 土師器 支脚 鈍褐色(7.5YR5/4) 紅砂 支脚のみ

1367 士師器 壺 (20 4) 灰白色(2.5YR8/2) 細砂 黒斑A

1368 士師器 壺 19.5 橙色(5YR7/6) 粗砂

1369 土師器 甕 11 1 19 2 明黄褐色(10YR7/4) 細砂 ほぼ完形スス C? 黒斑A

1370 土師器 壺 (12 6) 鈍黄橙色(10YR7/3) 粗砂

1371 土師器 甕 (17 0) 灰白色 (2.5Y8/2) 組砂 スス C 黒斑A・B

1372 土師器 甕 17 0 灰白色 (10YR8/2) 細砂 スス C

1373 士師器 甕 13 4 20 1 橙色(2.5YR6/6) 細砂、礫

1374 土師器 甕 (13 6) 鈍褐色 (7.5YR5/4) 細砂

1375 土師器 甕 13. 5 橙色(2.5YR6/6) 細砂

1376 士師器 壺 11 7 15 3 明褐灰色 (5YR7/2) 礫
＇ 

1377 士師器 壺 鈍黄橙色(10YR7/3) 細砂 スス B
＇ 

1378 土師器 小型壺 10 8 11. 2 橙色(5YR6/6) 細砂 スス C
＇ 

1379 士師器 小型壺 8 4 9 5 鈍褐色(7.5YR6/3) 細砂 ほぼ完形

1380 上師器 卑- 8 2 9 5 鈍黄橙色 (10YR6/3) 細砂
＇ 

1381 土師器 小型壺 8. 0 暗灰色 (2.5Y5/2) 礫
＇ 

1382 士師器 高杯 15 2 g 2 11 1 鈍橙色 (7.5YR7/3) 細砂 黒斑A
＇ 

1383 土師器 高杯 18 1 (11 7) 12 2 鈍橙色 (5YR7/4) 細砂、礫 黒斑A
竪穴住居44

1384 七師器 高杯 18 7 13 5 13 9 灰白色 (10YR8/2) 粗砂
， 

1385 土師器 高杯 18 7 12 1 12 9 鈍橙色 (75YR6/4) 礫
＇ 

1386 上師器 高杯 (16. 3) (12. 1) (12 4) 鈍橙色(75YR7 /4) 細砂
＇ 

1387 士師器 裔杯 16 7 橙色(7.5YR6/6) 租砂 黒斑A
＇ 

1388 上師器 高杯 24 0 15.4 14 8 灰白色(10YR8/2) 細砂、礫 ほぽ完形
＇ 

1389 上師器 高杯 (13. 1) 橙色(25YR6/6) 細砂
＇ 

1390 土師器 涵杯 18 6 橙色(7.5YR6/6) 粗砂 黒斑A
＇ 

1391 土師器 高杯 10 4 浅黄橙色(10YR8/3) 細砂、礫
＇ 

1392 土師器 高杯 19 2 浅黄橙色(10YR8/3) 細砂
I 

1393 七師器 高杯 17 8 鈍橙色(75YR7 /4) 細砂、礫 黒斑A・B
I 

1394 土師器 高杯 (14 0) 鈍黄橙色(10YR6/4) 細砂
I 

1395 上師器 高杯 12.3 鈍褐色(75YR5/3) 粗砂
I 

1396 土師器 高杯 11. 2 鈍黄橙色(lOYR7/3) 細砂
I 

1397 土師器 高杯 11. 2 橙色(5YR6/6) 粗砂
I 

1398 士師器 裔杯 12.0 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、礫
I 

1399 士師器 高杯 10.6 灰白色(lOYRB/1) 細砂
＇ 

1400 士師器 高杯 11. 8 鈍橙色(5YR6/4) 細砂、礫
， 

1401 上師器 高杯 136.0 鈍黄橙色(10YR7/3) 礫
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フロヤ調査区土器観察表

挿図 法紐(cm) 1 

番号
掲載迫構名 種別 器挿 色調 胎士 特徴

ロ径 底径 器高 I 

1402 土師器 高杯 13.4 鈍橙色(7.5¥'R7 5/3) 細砂
------
1403 竪穴住居44 須恵器 豆- 14. 7 灰色(N4/l) 精良
,., ....... 
1404 土師器 互． 浅黄橙色(7.5YR8/4) 細砂

1405 竪穴住居45 土師器 甕 (13 4) 灰黄色(10YR6/2) 細砂

1406 土師器 甕？ (12. 3) -- ... 鈍橙色(7.5YR7 /4) 粗砂 スス A?

1407 土師器 壺 17.5 ., 明赤褐色(2.5YR5/6) 細砂

1408 土師器 壺 12.9 ,. 26.0 鈍黄橙色(lOYR6/3) 粗砂

1409 士師器 甕 15.4 鈍橙色(7.5YR6/4) 細砂 ススB

1410 土師器 甕 (18. 0) 橙色(7.5YR7 /6-6/6) 粗砂 ススA

1411 土師器 壺 14.0 鈍黄橙色(10YR6/4) 細砂、礫 黒斑B

1412 土師器 宰- 14.4 ,. 22.8 鈍橙色(7.5YR7 /3) 粗砂 スス B・C

1413 土師器 ？ 12. 8 橙色(5YR6/6) 細砂

1414 土師器 甕 (14. 2) ,. 灰黄色(10YR6/2) 粗砂、礫

14]5 士師器 ？ 139.0 " 灰黄色(25YR7/2) 粗砂、礫

1416 ±師器 甕 I 13. 1 鈍黄橙色(10YR7/4) 細砂

1417 士師器 甕 (1 l. 6) 橙色(5YR6/6) 粗砂 ススA

1418 士師器 竪 12. 7 鈍黄橙色(10YR6/3) 細砂 スス C'

1419 士師器 甕 12.8 鈍橙色(10YR7/2) 礫 黒斑B?

1420 士師器 甕 12. 9 浅黄橙色(10YR8/3) 粗砂

1421 士師器 甕 10 8 灰白色(25Y7 /1) 粗砂 黒斑A

1422 士師器 甕 13. 3 '"" 橙色(5YR7/6) 粗砂 ススA

1423 土師器 ？ (15. 8) 鈍黄橙色(10YR7/3) 細砂

1424 士師器 甕 (13. 0) 鈍黄橙色(10YR7/2) 細砂
I""'● "● "一•

1425 土師器 甕 (13. 9) 灰黄褐色 (10YR6/2) 粗砂 ススA
I, 

1426 土師器 甕 13 9 '' ●● " 浅黄橙色(lOYR8/3) 細砂、礫
I 

1427 土師器？ 甕 17 6 "" 鈍橙色(7.5YR6/4) 細砂、礫 スス B·—____ , 一●一•

1428 土師器 壺 11. 2 鈍褐色(75YR5/4) 細砂
ー,.... , ● 9 

1429 土師器 豆- 13. 9 鈍黄橙色(10YR7/2) 細砂

1430 土師器 空士 lL 5 ... , 鈍橙色(75YR7 /3) 細砂 黒斑A?

1431 士師器 壺 IL 4 民.o I灰白色(25¥8/2) 粗砂 ほぼ完形スス C 黒斑AB

1432 士師器 甕？ 12 2 灰白色(5Y7/l) 粗砂 ススC

1433 竪穴住居46 士師器 壺 10 8 浅黄橙色(lOYRS/3) 細砂

1434 土師器 甕 9.6 -- 灰黄色(lOYRS/2) 粗砂 ススB'

1435 土師器 甕 8.6 12.0 灰黄色(2.5Y7 /2) 細砂 完形ススA 黒斑B

1436 士師器 壺 ，會 5 10 7 橙色(75YR6/6) 細砂 スス B

1437 土師器 甕 9.0 " 鈍黄橙色(IOYR6/4) 精良 スス C
,. 

1438 土師器 亜士 11. 2 ．．． 鈍黄橙色(10YR7/4) 祖砂
9● ........ .. 

1439 士師器 甕 10.2 鈍赤橙色(10YR7/4) 祖砂 黒斑AB

1440 土師器 因- 7.3 7 6 鈍橙色(25YR6/4) 粗砂 ほぽ完形

1441 土師器 甕 7 4 --・ 8 6 灰白色(25¥7 /1) 細砂 ススA 黒斑c
1442 土師器 壺 8.4 8. 2 灰黄色(25Y7 /2) 細砂 ほぼ完形... 
1443 土師器 甕 8 6 黄灰色(25Y6/l) 細砂 ススC'
, __  ,.  一

1444 土師器 壺 9. 8 " 鈍黄橙色(10YR7/3) 粗砂、礫

1445 士師器 壺 (8 5) 鈍黄橙色(10YR7/4) 粗砂

1446 土師器 壺？ 8 7 9、5 鈍橙色(5YR6/4) 細砂

1447 土師器 壺 9.6 7. 8 鈍橙色(75YR7/4) 細砂 完形黒斑c
'''"'一・

1448 土師器 甕 (JOO. 0) , .. 97.5 鈍黄橙色(lOYR7/3) 細砂 ススB

1449 土師器 壺 橙色(5YR6/6) 細砂 黒斑A・C
'.. 
1450 土師器 宰士

• 一ー・・・・
(8. 8) --・ 明赤褐色(5YR5/6) I細砂

I 壺鉢？ 

1451 士師器 9.3 9.0 橙色(5YR7/6) 細砂 ほぼ完形

1452 士師器 9.2 9● ● 鈍橙色(7、5YR6/4) 細砂

1453 土師器 甕 8. 5 9. 3 橙色 (5YR7/6) 礫 スス B?

1454 土師器 壺 "' ・-- .. 鈍黄橙色(10YR6/3) 細砂 黒斑c, ___ ,,,. 

1455 土師器 高杯 (l 7. 6) (13. 5) (12. 6) 鈍橙色(7.5YR7 /3) 粗砂、礫 黒斑A

1456 土師器 高杯 15 0 
・-・"". 

10 6 12. 3 鈍橙色(7.5YR7/4) I粗砂

1457 士師器 高杯 (20 9) 14 1 12 2 浅黄橙色(lOYRB/3) 粗砂、礫

1458 土師器 高杯 18 1 12 8 11. 5 鈍橙色(7.5YR7/4) 細砂

1459 士師器 高杯 (16 9) 鈍黄橙色(10YR7/4) 細砂
'.  
1460 土師器 高杯 (18 3) 鈍黄橙色(10YR7/4) 細砂
I 

1461 土師器 高杯 14.6 —•• • 浅黄橙色(lOYRB/3) 粗砂 赤色顔料？ 黒斑A
I• ——"" 
1462 士師器 高杯 18 8 橙色(5YR7/6) 網砂
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挿図 法凪(cm)
色調

番号
掲載造構名 種別 器種 胎土 特徴

に径 底径 器高

1463 上師器 高杯 18 5 ’’ 橙色(5YR7/6) 粗砂
， 

1464 土師器 高杯 12. l 灰白色 (lOYRS/2) 粗砂
， 

1465 土師器 高杯 18 4 鈍黄橙色(10YR7/3) 細砂
， 

1466 土師器 裔杯 25.0 15. 8 16.8 浅黄橙色(10YR8/3) 細砂、礫
， 

1467 土師器 高杯 (15. 8) 橙色(75YR6/6) 精良
I 

1468 士師器 高杯 16鼻 2 11 0 11 7 鈍橙色(5YR6/4) 粗砂
I 

1469 上師器 高杯 18.9 11 9 12 5 浅黄橙色 (75YR8/4) 細砂
＇ 
1470 士師器 椀 13.8 鈍黄橙色(10YR7/4) 細砂
＇ 
1471 ±師器 高杯 13 9 鈍黄橙色 (10YR7/2) 細砂

竪穴住居46
灰白色(2.5Y8/7) 粗砂1472 土師器 高杯 15 4 

1473 士師器 高杯 12 0 橙色(5YR7/6) 細砂

1474 士師器 高杯 12 Q 鈍黄橙色 (lOYR7/3) 粗砂

1475 上師器 高杯 10 9 鈍橙色(10YR6/3) 細砂

1476 士師器 高杯 14 1 鈍黄褐色(10YR5/3) 細砂

1477 土師器 高杯 12.8 橙色(5YR7/6) 細砂

1478 土師器 鉢 15 1 8 3 鈍黄橙色(10YR7/3) 細砂 ほぼ完形

1479 士師器 鉢？ 11 7 8 9 鈍黄橙色(10YR5/4) 粗砂 ほぽ完形黒斑AB

1480 土師器 手捏ね小鉢 6 2 3 9 橙色(25YR6/6) 粗砂、礫 ほぽ完形

1481 須恵器 壺 (18 0) 灰白色(N7/l) 細砂

1482 弥生上器 壺 (15 8) 橙色(5YR6/6) 細砂 ススA

1483 士師器 甕 13 6 橙色 (75YR6/6) 細砂、粗砂

1484 弥生士器 甕 14. 2 灰黄色(25Y6/2) 細砂、粗砂
＇ 
1485 弥生土器 甕 12 4 橙色(5YR7/6) 細砂、礫

1486 弥生上器 甕 14 7 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂

1487 士師器 小型丸底壺 (6 9) 鈍黄橙色(10YR7/4) 粗砂 黒斑B
竪穴住居47

小型丸底壺1488 土師器 8 2 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂
＇ 
1489 士師器 鉢 13 4 灰黄色(10YR5/2) 細砂
I 

1490 土師器 手捏ね鉢 3 7 2 9 橙色(5YR6/6) 細砂 ほぼ完形
＇ 
1491 士師器 高杯 18 5 灰白色(lOYRS/2) 粗砂
＇ 
1492 弥生±器 高杯 23 4 鈍橙色 (75YR7 /3) 細砂、粗砂 黒斑A
＇ 
1493 士師器 高杯 (12. 8) 鈍黄橙色(10YR7/3) 粗砂、礫
＇ 
1494 土師器 高杯 (12 8) 鈍黄橙色(10YR7/3) 粗砂、礫

1495 士師器 嵩杯 15. 0 橙色(7.5YR7/16) 細砂、粗砂 黒斑A
I 竪穴住居48
1496 土師器 高杯 15 7 11 0 13 0 鈍黄橙色(10YR7/12) 粗砂礫

1497 ±壊169 土師器 甕 (16 6) 鈍黄橙色(10YR7/3) 粗砂

1498 士師器 甕 12 9 浅黄橙色 (75YR8/4) 粗砂 スス B
I 士波170
1499 土師器 甕 (13 3) 19 8 灰白色 (10YR8/2) 粗砂 スス B'

1500 土師器 壺 (14 8) 灰黄褐色(10YR6/2) 粗砂
I 

1501 土師器 甕 15 6 灰白色 (10YR8/2) 細砂 黒斑A
I 

1502 土師器 空・ギ 12 3 鈍黄橙色(10YR7/4) 粗砂
I 

1503 土師器 鉢 12 7 7 6 灰白色(10YR8/2) 粗砂
I 

腔 上師器 壺 9 2 8 8 灰白色(25YR7 /I) 粗砂 ほぼ完形黒斑B
土塘173

1505 土師器 高杯 15 7 浅黄橙色(7.5YR8/3) 細砂、礫
I 

1506 士師器 高杯 (15 O) 灰白色(25YR7. 5/8) 細砂 黒斑A
I 

1507 士師器 高杯 14.0 灰白色(lOYRS/2) 細砂、礫
I 

1508 士師器 高杯 (11. 8) 橙色(5YR6/6) 細砂、礫
＇ 
1509 士師器 ミニチュ了鉢 3. 5 2 4 鈍黄橙色(10YR6/3) 粗砂 はぽ完形

1510 士漿174 士師器 甕 14. 9 鈍黄橙色(10YR6/3) 粗砂 黒斑B

1511 淵31 須恵器 杯蓋？ (11. 4) 灰色(N5/) 精良

1512 須恵器 杯蓋 9 8 3 4 灰白色(N7) 細砂
＇ 
1513 須恵器 杯身 10. 8 3.2 3.5 灰色(N4) 細砂 はぼ完形
＇ 
1514 須恵器 杯身 11 1 3.8 灰色(IOY6/l) 細砂、粗砂、礫
＇ 
1515 須恵器 高杯 11 0 灰色(N6/) 精密
＇ 
1516 須恵器 高杯 青灰色(lOBG6/l) 細砂
＇ 
1517 弥生土器 台付鉢 14. 7 橙色(25YR7 /8~6/8) 細砂、礫

包含層
1518 弥生土器 壺 29.5 橙色(5YR6/6) 粗砂 黒斑A B 
＇ I 15. 3 1519 土師器 甕 29. 7 鈍黄橙色(10YR7/3) 細砂、粗砂、礫

1520 土師器 甕 14.8 灰白色(7.5YR8/l) 細砂、粗砂

1521 上師器 甕 12.4 13. 2 鈍黄橙色(10YR7/4) 細砂 黒斑B

1522 士師器 埒 9.4 8. 7 灰白色(5YR8/2) 細砂、粒砂
， 

I 1523 士師器 小型壺 8.8 灰白色(75YR8/2) 細砂、粗砂
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挿図 法伍(cm)
色調 胎土 特徴番号

掲載遺構名 種 lj 器種
ロ径 底径 器高

1524 土師器 小型甕 9. 3 10. 3 鈍黄橙色(lOYR7/3) 細砂 ほぽ完形黒斑B

1525 土師器 甕 11. 4 -- 淡黄色(25Y8/3) 細砂 ほぼ完形黒斑B

1526 土師器 高杯 19. 9 ll 4 13 4 灰白色(IOYR8/2) 細砂、粗砂 黒斑c
'"'""' 

1527 弥生±器 高杯 22.2 --・ 浅黄橙色(7.5YR8/4) 粗砂 黒斑A, ___ ,, 

1528 土師器 高杯 24.0 15.0 11 6 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂

1529 弥生士器 高杯 15. 6 ll鼻 5 13 6 橙色(2.5YR6/6) 細砂 黒斑A
• 一

1530 
包含層

弥生士器 高杯 16. 1 11. 7 12 5 浅黄橙色(7.5YR8/4) 細砂、礫
・-・ 

粗砂1531 土師器 高杯 (14 1) 10.6 11 5 灰白色(IOYR8/2)
＇ 

1532 土師器 高杯 15 0 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂 黒斑A

1533 土師器 高杯 13. 9 9. 1 10 s I浅黄橙色(l0YR8/3) 粗砂

直 土師器 鍋 鈍橙色(7.5YR7/3) 細砂

1535 土師器 ミニ和T鉢 3. 4 2. 1 3.6 灰褐色(7.5YR5/2) 細砂
I 

1536 土師器 ミニ和T鉢 4.3 2 7 褐灰色(7.5YR5/l) 細砂 完形,_,_,, 
1537 土師器 台付杯？ 2. 3 2 8 3.0 灰白色(25Y8/2) 細砂 ほぼ完形

1538 掘立柱建物25 士師器 椀 3.6 灰白色(IOYRS/2) 細砂

1539 掘立柱建物26 備前焼 播鉢 (16. 2) 灰褐色(5YR4/2) 粗砂

1540 土師器 椀 10. 0 3.8 3 7 灰白色(10YR8/1-7/1) 細砂・--
1541 掘立柱建物31 土師器 椀 10 0 4.0 3 0 灰白色(25Y7 /1) 細砂、礫

1542 土師器 皿 7. 3 5. 1 0 9 鈍黄橙色(lOYR7/4) 細砂

1543 土師器 椀 11. 7 2.3 3.2 灰白色(lOYRS/2) 精良
l―-・ 1544 掘登柱建物32 土師器 椀 9. 8 4.2 2.3 灰白色(10YR8/l) 粗砂, — 
1545 魚住焼 こね鉢 灰白色(7.5Y7 /1) 細砂

1546 掘立柱建物39 土師器 椀 (11 7) 5. 7 4.2 灰白色(lOYRS/2) 細砂

1547 掘立柱建物40 亀山焼 甕 25 6 灰色(N6/-5/) 細砂、礫

1548 士師器 皿 8 0 5 9 l. 3 浅黄橙色(lOYR8/3) 細砂、粗砂 完形
I , 

1549 土師器 皿 8 3 6. 1 l. 4 浅黄色(2.5Y8/3) 細砂
I , ●9 

1550 土壊墓 2 土師器 皿 8 3 6 3 l. 8 灰白色(10Y8/1) 細砂、粗砂 ほぽ完形
I 

1551 土師器 皿 8 4 6 0 l. 2 灰白色(25Y8/2) 細砂
—· 

1552 土師器 皿 8 0 5.8 1 1 灰白色(25Y8/2) 細砂

1553 土師器 皿 7 0 5 8 1 1 灰黄色(25Y7/2) 細砂 完形黒斑c
""" 

1554 士壊墓 5 土師器 皿 7 3 6 0 1. 4 鈍黄橙色(10YR7/2) 細砂 完形• •一
1555 土師器 皿 7.6 6.0 1.4 灰黄色(2.5Y7 /2) 細砂 完形

1556 井戸4 亀山焼 揺鉢 (28 5) 褐灰色(7.5YR6/l) 細砂

1557 亀山焼 摺鉢（片口） ー・・ 灰黄色(2.5Y7 /2) 細砂• — 井戸 5
1558 備前焼 摺鉢（片口） "" 灰赤色(10R4/2) 細砂

1559 土壊177 瀬戸焼 天目 12.2 4.4 6. 5 黒色(NZ/) 精良 スス C

1560 士壊178 土師器 ？ 5.4 灰白色(25¥8/2) 細砂

1561 士師器 椀 10.6 (4 l) 3 0 灰白色(25¥8/2) 細砂 ススB
・・--・ 
1562 士師器 椀 (10. 6) 3 6 3. 2 灰白色(2.5¥8/2) 細砂

1563 
土壊179

土師器 椀 (11 1) 4 5 3 4 灰黄色(2.5Y7 /2) 細砂

1564 土師器 椀 10 9 (4. 6) 3.8 灰白色(2.SY8/2} 細砂， 

1565 魚住焼 鉢 (25 0) (9. 3) 12.0 灰色 (10Y5/1~4/1) 粗砂、礫
＇ 

1566 亀山焼 甕 (15. 4) 灰色(N4/) 精良

1567 土師器 小皿 7 5 5. 7 1.5 灰白色(2SY8/2) 細砂、粗砂、礫， 

1568 土壊180 土師器 小皿 7.2 6. 1 1. 9 鈍橙色(7.5YR7/4) 細砂
I ,. 

1569 須恵器 壺？ 灰白色(75Y7 /1) 粗砂

1570 土城182 土師器 椀 6 5 淡黄色(25Y8/3) 細砂

1571 土師器 椀 I <13. o) 灰白色(IOYRS/2) 細砂,. —• • 
1572 士師器 ？ 4 2 浅黄色(25Y7 /3) 細砂

1573 土師器 椀 4 1 灰白色(2SYS/2) 細砂• ー・
1574 魚住焼 鉢 ●9 灰白色(2.5Y7 /1) 細砂

青灰色 (5B5/)~1575 ±坂184 魚住焼 52'. ． ．． 

暗青灰色(4/1)
粗砂,,_ 

1576 魚住焼 鉢 (7. 6) 灰色(5Y6/l) 細砂

1577 瓦質土器 鉢 28.4 灰白色(7/) 粗砂、礫,, __ , 

1578 石鍋 鍋 29.6 ●● 灰色(1'16/1) スス A

1579 亀山焼 甕 灰白色(10YR7/1) 粗砂、礫

1580 亀山焼 摺鉢 (34. 0) 灰色(N4/) 細砂
" 

1581 備前焼 揺鉢 赤色(10R5/6) 細砂, __ , 

1582 溝20 備前焼 大甕 ．． 赤褐色(lOR4/3) 細砂

1583 唐津？ 高台付碗 11. 2 6.6 2 0 灰白色(5YR8/2) 細砂--・ 
1584 瓦器 内耳鍋 29.4 ● 9 灰色(5¥4/1) 細砂 ススA

1585 溝29 瓦 平瓦 -I - 灰色(N6/) 細砂 布目 6本/1 cm 
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番号
掲載造構名 種別 器種 色調 胎土 特徴

ロ径 底径 器高

1586 須恵器 杯蓋 (14. 8) 灰色(NS/) 細砂

1587 須恵器 杯蓋 (15 0) 黄灰色(25Y6/ l) 細砂

1588 須恵器 杯身 (9 4) 灰色(NS/) 細砂
溝31

1589 須恵器 杯身 (1 L 1) 灰色(N4/) 粗砂 胎土粗い
''  

1590 須恵器 杯身 (11. 8) 6 7 7.8 灰色(NS/) 細砂

1591 士師器 内黒椀 6 6 4.9 浅黄色(2.5Y7 /3) 細砂、粗砂

1592 溝30 土師器 内黒椀 (16. 2) (7. 2) 6.0 灰黄色(2.5Y6/2) 精良

1593 溝31 土師器 内黒椀 15 7 7 7 7. 1 鈍黄橙色(10YR7/4) 細砂、粗砂

1594 土師器 高台付椀 11 8 5 2 4. 7 灰白色(7.5Y8/l) 細砂

1595 土師器 高台付椀 11 8 5.8 4.4 灰白色(7.5Y8/l) 細砂、粗砂 ほぼ完形

1596 士師器 高台付椀 11. 9 5 1 4.6 淡橙色(5YR8/3) 細砂、粗砂

1597 上師器 小皿 7鼻 1 5 .. 3 1. 7 淡黄色(2.5Y8/3) 細砂

1598 士師器 小皿 7.8 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂

1599 溝30・31 士師器 小皿 5.9 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂、粗砂

1600 上師器 卑- (10. 0) 明赤褐色(25YR5/6) 細砂 内外面赤色顔料

1601 瓦質土器 片口鉢 30.8 10 5 10.8 灰色(5Y4/l) 細砂、粗砂 内而スス
＇ 
1602 亀山焼 甕 32 0 オi-r-灰色(2.5GY6/l) 組砂、粗砂、礫

＇ 
1603 亀山焼 甕 (18 8) 灰色(N6) 細砂、粗砂

1604 亀山焼 甕 灰色(N6) 細砂、粗砂、礫

1605 上師器 皿 6. 6 1 4 鈍橙色 (25YR6/4) 精良 完形
I 

1606 備前焼 大甕 暗赤褐色(25YR3/2) 細砂
＇ 
1607 備前焼 大甕 褐灰色 (10YR4/l) 細砂

灰褐色 (75YR5/2) 
1608 備前焼 壺 (25 0) 細砂、礫

灰色(N4/)

1609 備前焼 大甕 暗赤褐色(75YR3/2) 細砂
＇ 溝32
1610 亀山焼 甕 灰色(N4/) 細砂
I 

1611 瀬戸焼 瓶子 （釉）灰オリー7"色(75¥5/2) 細砂

＇ 
1612 七師器 鉢 朗褐灰色(5YR7/2) 細砂

＇ 灰赤色(10R4/2)
1613 備前焼 揺鉢

赤褐色 (10R4/3)
精良

＇ 
1614 亀山焼 播鉢 灰白色 (10YR8/2) 細砂

1615 
柱穴26

土師器 椀 15 7 6 6 5 1 灰白色 (25Y8/1) 細砂

1616 土師器 椀 14.4 6 2 5 3 灰白色(2.5Y8/l) 組砂、礫 ほぼ完形

1617 柱穴25 土師器 椀 11 7 5. 2 4 1 淡黄色(25Y8/3) 粗砂

1618 杵穴27 ＋師翌 椀 11. 7 4 9 34. 2 灰白伍 (10YR8/2) 細砂踏 ほぽ完形

1619 柱穴28 士師器 椀 12尋 1 5 4 4.3 灰白色(lOYRS/2) 細砂、礫 ほぼ完形

1620 柱穴16 上師器 高台付椀 11. 2 4. 3 3.4 灰白色(lOYR7/1) 細砂 ススA

1621 柱穴20 士師器 高台付椀 11. 0 4 6 3.2 灰白色(lOYRS/1) 細砂

1622 柱穴19 土師器 高台付椀 9. 5 2 9 4.2 灰白色(10YR8/l) 細砂

1623 柱穴17 土師器 高台付椀 10 0 4 l 3.4 鈍橙色(75YR7/4) 細砂 完形

1624 柱穴22 土師器 高台付椀 3 9 灰白色(7.5YR8/l) 細砂

1625 柱穴30 士師器 小皿 6 3 5. l 1 4 鈍黄橙色(10YR7/3) 細砂

1626 柱穴29 士師器 小皿 7 3 6. 1 1 0 灰白色(2.5Y8/2) 細砂、礫 完形

1627 柱穴23 士師器 小皿 7 5 6.3 1 5 灰白色(10YR8/1) 細砂

1628 柱穴22 士師器 小皿 6. 6 5 6 1 4 灰白色(7.5YR8/2) 細砂 ほぽ完形

1629 
柱穴30

上師器 脚台？ 4 6 2 3 浅黄橙色(lOYRS/3) 細砂、礫 完形

1630 土師器 脚台？ 5 8 2 8 灰白色(10YR8/2) 細砂 完形

1631 柱穴21 土師器 器台 7. 5 5 4 3 5 浅黄橙色(7.5YR8/3) 細砂

1632 柱穴31 士師器 椀 10. 7 4 5 2 9 灰白色 (lOYRS/1~S/2) 細砂

1633 柱穴18 士師器 高台付椀 I 11 2 5 4 灰白色(75YR8/l) 細砂

1634 柱穴31 土師器 椀 12 l 3 0 3. 7 灰白色(25Y8/l~8/2) 細砂

1635 柱穴18 士師器 高台付椀 3 o I - 灰白色(75YR8/1) 細砂

1636 
柱穴31

上師器 皿 7 0 6 0 1.2 鈍橙色(75YR7 /4) 細砂

1637 土師器 皿 7.2 5.9 l l 鈍橙色(75YR7/4) 細砂

1638 I土師器 小JilL 6.9 5. 7 1 3 鈍橙色(7.5YR7/4) 精良

1639 土師器 小皿 7. l 5.6 1 1 浅黄橙色(IOYRS/3) 細砂

1640 士師器 小皿 7. l 5 7 l 2 鈍橙色(7.5YR7 /3) 細砂 完形

1641 
柱穴18

士師器 小皿 6.9 6 0 l 5 浅黄橙色(IOYRS/4) 細砂、粗砂 完形

1642 土師器 小皿 7.4 6 4 l. 3 淡橙色(5YR8/3) 細砂

1643 土師器 小illl. 7 3 6. 0 i. 3 II 浅黄橙色(lOYRS/3) 細砂、粗砂、礫

1644 士師器 小皿 7 2 6.2 1 2 浅黄橙色(10YR8/3) 細砂、粗砂

1645 土師器 ,j、JIii. 7 I 6. 1 l. l 浅黄橙色(10YR8/3) 細砂
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1646 士師器 小皿 7 4 5 8 l. l 浅黄橙色(lOYRB/3) 細砂 I 
1647 土師器 小皿 7.0 5 8 l. 2 浅黄橙色(10YR8/3) 細砂

1648 土師器 ,j、Jlll. 7.2 6. l 1. 3 浅黄橙色(7.5YR8/3) 細砂
柱穴18

士師器 浅黄橙色(lO¥'R8/3) 細砂、粗砂1649 小皿 7.3 6.2 l. I 

1650 土師器 小皿 7.2 6.0 l.1 浅黄橙色{lO¥'R8/3) 細砂
I 

1651 土師器 小皿 7.0 6. 1 1 3 浅黄橙色(lO¥'R8/3) 粗砂 ほぼ完形

1652 柱穴31 士師器 鍋 (21. 2) -- 浅黄色(25Y7/3) 細砂 ススC

1653 須恵器 杯 14. 8 2 9 灰色(N6/) 細砂、礫
卜

1654 須恵器 杯蓋 15. 8 灰色(5Y6/l) 粗砂， 

1655 須恵器 杯蓋 16. 4 灰色(10Y6/l) 細砂

1656 須恵器 杯 12. 3 8 2 5.0 褐灰色(IOYR6/I) 細砂、粗砂

1657 須恵器 鉢 17. D 灰色(5Y6/1) 精良

1658 須恵器 広口壺 10. 4 灰白色(NS/) 梢良
＇ 外：鈍橙色(10YR7/4) 
1659 士師器 内黒椀 13 4 7. 0 5. 5 

内• 黒褐色(10YR3/l)
細砂

＇ 
1660 士師器 椀 12.0 5 6 4.4 灰白色(10YR8/l) 細砂
I 

1661 土師器 高台付椀 11. 3 5. 0 4. 7 灰白色(10YR8/2) 細砂
＇ 
1662 士師器 高台付椀 11. 3 5. 5 4 2 灰白色(2.5Y8/2) 細砂
＇ 
1663 土師器 高台付椀 11. 2 5. 4 4 0 灰白色(2.5Y8/2) 細砂、粗砂

＇ 
1664 土師器 高台付椀 11. 2 4. l 3. 6 灰白色(10YR8/l) 細砂

＇ 
1665 士師器 椀 10. 7 3 5 3 6 灰白色(75YR8/l) 細砂
I 

1666 土師器 椀 9.0 (2 9) 3 8 浅黄橙色(10YR8/3) 細砂
＇ 
1667 土師器 椀 10. 0 4.9 4 8 灰白色(10YR8/2) 細砂、粗砂

＇ 
1668 士師器 小皿 7.0 5 4 1. 2 浅黄橙色(lOYR8/3) 細砂 ほぼ完形

1669 包含屑 士師器 台付杯 7.2 灰白色(10YR8/2) 細砂、粗砂

1670 土師器 鍋 30.9 灰白色(10YR7/1) 細砂

1671 瓦質土器 鉢 22.0 褐灰色(10YR5/l) 細砂

1672 士師器 釜 13.0 橙色(7.5YR7 /6) 細砂

1673 亀山焼 甕 (28. 0) 灰色(N) 細砂、祖砂、礫

1674 亀山焼 甕 (15 2) ● "" 灰白色(25Y7 /1) 細砂

1675 備前焼 甕 "" 灰色(N5) 細砂、粗砂

1676 備前焼 播鉢 (23. 4) 灰色(YR8/3) 細砂

1677 白磁 皿 (13. 6) 灰白色(2.SGY) 細砂

1678 白磁 碗 6. 1 灰白色(2.5GY8/l) 

1679 青磁 碗 オリーア灰色(lOYS/2-6/2) 精良

明緑灰色(5G7/1) 
1680 白磁 合子

明緑灰色(75GY8/l) 
精良

1681 瓦 平瓦 厚22.0 " 細砂、礫

1682 唐津焼 皿 11 3 4.0 3 0 灰白色(10Y7/1) 

1683 唐津焼 皿 10.5 3.2 3. I オリーア灰色(25GY6/l) 

1684 唐津焼 皿 浅黄色(2.5Y7/3) 細砂、祖砂、礫 内部砂目積み痕 1610,...,1630年

1685 土師器 皿 (7. 6) 1 3 橙色(25YR6/6) 精良
＇ 
1686 備前焼 播鉢 赤褐色(lOR4/4) 細砂

＇ 
1687 近世素堀溝 1 備前焼 鉢 (27 6) 鈍赤褐色(7.5YR4/3) 粗砂、礫

1688 唐津焼 碗 4. 2 鈍橙色(7.5YR7 /3) 精良 砂目積み
I 

1689 瓦質士器 鉢 (35. 0) 灰白色(1DYR8/2) 粗砂、礫 黒斑A
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法貸(cm)

掲載迎構名 種別 器種 色調 胎士 特徴
ロ径 底径 器高

1690 弥生土器 壺 19.8 鈍橙色(5YR7/4) 細砂 ョコナデ・疑凹線
I 

1691 弥生士器 甕 13 9 橙色(2.5YR6/6) 粗砂
1 ・
1692 弥生土器 甕 12.2 鈍橙色(75YR7 /3) 細砂 外面ハケ状工具によるナデ
' 
1693 弥生土器 甕 20.8 鈍橙色(5YR7/4) 粗砂

1694 弥生土器 甕 15.6 鈍橙色(7.5YR7 /3) 礫

1695 弥生士器 甕 5 6 灰褐色(7.5YR4/2) 粗砂 スス B
'----
1696 弥生土器 高杯 橙色(7.5YR7 /6) 礫 不明
I 

1697 弥生土器 裔杯 15 8 橙色(5YR6/6) 細砂

＇ 
1698 弥生土器 品杯 8 4 橙色(2.5YR6/6) 細砂 黒斑A

＇ 
1699 弥生土器 高杯 8.5 鈍橙色(5YR6/4) 細砂 ナデ

＇ 
1700 竪穴住居50 弥生士器 高杯 17 0 橙色(2.5YR6/6) 粗砂 透し孔4個
， 

1701 弥生土器 高杯 8.0 橙色(5YR6/6) 細砂 透し孔 6個 内面ヘラケズリ
I 

1702 弥生士器 鉢 13 0 " 橙色(5YR6/6) 細砂 外面ハケメ
I 

1703 弥生土器 濶杯 12.0 鈍橙色(5YR7/4) 細砂

1704 弥生土器 鉢 14 9 鈍褐色(7.5YR6/3) 細砂

＇ 
1705 弥生土器 台付鉢 12 4 鈍橙色(7.5YR7 /3) 細砂

＇ 
1706 弥生士器 鉢 (34. 0) ．．． 橙色(5YR6/6) 細砂 黒斑A
I , 

1707 弥生土器 鉢 10. 6 3 5 4. 7 鈍橙色(5YR7/4) 細砂 外面ナデ内面ハケメ
I 

1708 弥生士器 鉢 11 2 4 0 4. 8 橙色(2.5YR6/8) 粗砂 ナデ完形
I 

1709 弥生土器 手捏ね椀？ 7.4 3. g 鈍橙色 (5YR7/4) 細砂 完形ユピオサエ

＇ 
1710 弥生土器 手捏ね椀？ 5 6 2. 3 橙色(5YR6/8) 細砂 ユビオサエ

1711 弥生土器 甕 (19. 8) 鈍黄橙色(10YR7/3) 細砂
＇ 
1712 弥生土器 甕 (13 6) 橙色(5YR7/6) 細砂
' 
1713 弥生土器 甕 (11 4) 灰白色(2.5Y7 /1) 細砂
I 

1714 弥生土器 §: ,.., (11 6) 橙色(25YR6/6) 糸llllt少、牡lll'J;
I 

1715 弥生±器 壺 橙色(2.5YR6/6) 細砂
I , 

1716 竪穴住居51 弥生土器 晶杯 14.2 鈍褐色(75YR6/3) 細砂

＇ 
1717 弥生土器 高杯 10 4 鈍橙色(5YR7/4) 細砂 透し子L4個
， 

1718 弥生土器 鉢 13.5 橙色(2.5YR6/6) 細砂 外面ユピオサエ・ハケ後ミガキ
＇ 
1719 弥生土器 鉢 (13 8) 鈍橙色(5YR6/4) 精良 ロ縁部沈線6条. 
1720 弥生土器 鉢 10 6 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂

1721 弥生士器 鉢 26.8 橙色(5YR7/6) 細砂 内面ハケ後工具ナデ

1722 弥生士器 壺 (25 8) 鈍橙色(5YR7/4) 細砂

1723 弥生土器 長頸壺 19 0 橙色(5YR6/8) 粗砂

1724 弥生土器 壺 9 3 3. 9 9.5 橙色(5YR7/6) 粗砂 完形

1725 弥生士器 高杯 ．．． 褐灰色(10YR4/1) 細砂
竪穴住居52

1726 弥生土器 高杯 赤橙色(10YR6/8) 細砂、粗砂

1727 弥生士器 鉢 ．． " 橙色(2.5YR7/8) 細砂、粗砂 ヘラミガキ

1728 弥生土器 器台 (30. 8) 橙色(5YR7/6) 細砂 ヘラミガキ

1729 弥生七器 器台 (37 0) 橙色(5YR6/6) 細砂 内面ヨコナデ

1730 弥生士器 壺 15 3 灰褐色(75YR5/2) 細砂

1731 竪穴住居53A 弥生土器 壺 浅黄橙色(75YR8/4) 細砂

1732 弥生土器 鉢 10 4 4.4 5 1 橙色(2.5YR6/8) I細砂

1733 弥生土器 甕 (14 1) 鈍橙色(5YR6/4) 細砂

1734 弥生士器 I壺 (13. 7) 7.0 27.3 橙色(5YR7/6) 細砂

1735 竪穴住居53B 弥生土器 壺 15. 3 1 1. 1 27 2 橙色(25YR6/8) 細砂 ほぼ完形

1736 弥生土器 鉢 (37. 6) 橙色(75YR7 /6) 粗砂
， 

1737 弥生土器 鉢 灰褐色(5YR6/2) 細砂

1738 弥生土器 壺 (27 8) 鈍黄橙色(lOYR7/3) 細砂

＇ 1739 弥生士器 甕 1 ! c1s 6) 橙色(2.5YR7/6) 細砂、粗砂、慄

-I -l橙色(5YR7/6)1740 弥生土器 甕 19. 7 細砂、粗砂

1741 弥生士器 甕 15.6 橙色(5YR6/6) 細砂 外面ハケメ

＇ 
1742 竪穴住居53 弥生土器 甕 14.0 鈍橙色(75YR7/3) 粗砂、粗砂

＇ 
1743 弥生土器 甕 15 8 鈍赤渇色(5YR5/4) 細砂、粗砂 I口緑部凹線

1744 弥生土器 甕 13.0 橙色(2.5YR7/6) 粗砂、礫

I甕1745 弥生土器 13 8 浅黄橙色(lOYR8/4) 粗砂
＇ 
1746 I弥生士器 ？ 5.s I - 鈍褐色(7.5YR6/3) 細砂 外面ナデ
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口径 底径 器高

1747 弥生土器 高杯
， 20. o 1 - I - 鈍橙色(5YR7/4) 精良

1748 弥生土器 高杯 10 6 橙色(5YR7/8) 精良 透し孔4個内面ハケメ
, —ー

1749 弥生土器 高杯 12 8 橙色(2.5YR7/6) 細砂 透し孔4個',,,_ 
1750 弥生土器 鉢 14 6 3.0 6 6 橙色(2.5YR6/6) 細砂
I , ,., 

1751 弥生土器 鉢 15 8 6 4 6 4 橙色(5YR7/6) 細砂
I . 

1752 竪穴住居53 弥生土器 鉢 15 6 5.8 6 0 橙色(2.5YR6/6) 細砂
l ・・

1753 弥生土器 台付鉢 12 8 7.0 (10 5) 橙色(2.5YR6/6) 細砂 外面指オサエ後ハケメ
ト・----
1754 弥生土器 台付鉢 14 6 赤橙色(lOR6/8) 細砂， 

1755 弥生土器 鉢 浅黄橙色(7.5YR8/6) 細砂， 

3. 4 I 1. s 1756 弥生土器 甕 7.4 赤橙色(lOR6/8) 細砂 外面ヘラオサエ 内面ケズリ ほぽ完形

1757 弥生土器 手捏ね (4. 9) 2.0 (5 0) 赤褐色(lOR5/4) 細砂 ユピオサエ ほぼ完形

1758 弥生土器 壺 13 0 - I - 鈍橙色(5YR6/4) 細砂
’—· 
1759 弥生土器 甕 16 0 橙色(5YR6/6) 細砂

＇ 

1760 弥生土器 甕 14. 0 橙色(5YR6/6) 細砂 外面ナデ
＇ 

14.0 I -1761 弥生土器 甕 鈍褐色(7.SYRS/3) 細砂
外面タタキ後ナデ 内面ヘラケズリ後ユ
ピナデ

1762 弥生土器 甕 ・- 鈍橙色(7.5YR7 /3) 粗砂 外面ナデ
'"' 

1763 弥生土器 台付直口壺 10.8 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂、粗砂 透し孔 3個残黒斑B
••—·— 竪穴住居541764 弥生土器 高杯 19.6 10 7 12 2 赤橙色(10R6/8) 細砂 完形黒斑A•C--

1765 弥生土器 高杯 22 5 赤橙色(10R6/8) 細砂 スス A........ 
1766 弥生土器 高杯 22 3 鈍橙色(5YR6/4) 細砂

1767 弥生土器 台付鉢 8 2 鈍橙色(5YR7/4) 細砂

1768 弥生土器 鉢 鈍褐色(75YR5/3) 組砂 外面ハケメ,,, ____ 

1769 弥生土器 鉢 橙色(2.5YR6/8) 細砂 外面ナデ内面ヘラケズリ
＇ 1770 弥生土器 鉢 (40 0) 鈍赤褐色(5YR5/4) 礫

1771 弥生土器 甕 14.2 5 2 14.5 鈍橙色(5YR7/4) 細砂 黒斑B
I ,,,,_ 竪穴住居55
1772 弥生土器 甕 17 0 褐灰色(75YR5/1) 細砂

1773 弥生土器 臨． 24.3 橙色(5YR6/6) 粗砂
＇ 
1774 弥生土器 ~ 盆 22.4 -- 鈍橙色 (7.5YR7/4) 礫
, — 
1775 ・ 弥生土器 誼如 23.4 灰白色(10YR8/2) 精良
'"—··-
1776 

竪穴住居56
弥生土器 甕 12.8 鈍褐色(7.5YR5/4) 細砂

1777 弥生土器 鉢 (29. 0) 橙色(7.5YR7 /6) 粗砂

1778 弥生土器 鉢 21. 2 3.5 10 9 橙色(5YR6/6) 粗砂 黒斑c
'. 一—•••
1779 弥生土器 高杯 18 8 鈍橙色(5YR7/4) 精良 摩滅黒斑A
I 

1780 弥生士器 高杯 12. 4 ー橙色(5YR7/6) 精良 透し孔4個

1781 弥生土器 台付直い壺 8.8 "' 橙色(25YR7/8) 細砂 外面ヘラミガキ
I " 

1782 弥生士器 台付直い壺 浅黄橙(lOYRS/4) 細砂
l 一,.
1783 弥生土器 甕 15 2 灰白色(lOYR8/2) 細砂， 

1784 弥生土器 甕 17. 6 9•— 淡橙色(SYRS/4) 細砂 類部内面ハケメ 黒斑A'. 一
1785 弥生土器 甕 13. 8 橙色(7.5YR6/6) 細砂 外面ヘラナデ？，．．．．． 

1786 竪穴住居57・58 弥生土器 高杯 10. 4 橙色(5YR7/6) 細砂
外面ヘラミガキ 内面ハケメ後ヘラミガ
キ

1787 弥生土器 高杯 10. 4 橙色(2.5YR7/6) 細砂
•一""●

1788 弥生土器 高杯 10. 8 橙色(5YR7/8) 細砂 透し孔4個

1789 弥生士器 高杯 (7. 0) 橙色(25YR7/8) 細砂 透し孔4個内面ヘラケズリ

1790 弥生土器 鉢 14 5 5. 0 6. 7 赤色(IOR5/8) 細砂 ほぼ完形
"' 

1791 弥生土器 鉢 (34 2) 橙色(5YR7/8) 租砂 外而ハケメ

1792 弥生土器 甕 14 8 橙色(5YR7/6) 細砂．＿ 

1793 弥生土器 甕 (20. 0) 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂、礫

1794 弥生土器 鉢 9.8 7 5 灰白色(7.5YR8/2) 細砂

1795 弥生土器 澳 ● 9● 橙色(5YR7/6) 細砂 ヨコナデ
" 

1796 弥生土器 甕 9● 9 橙色(5YR7/6) 細砂 ヨコナデ
" 竪穴住居60・
1797 

61a 弥生土器 甕 ー・ 橙色(5YR7/6) 粗砂 外面ヨコナデ 内面ヘラケズリ

1798 弥生土器 壺 鈍橙色(75YR6/4) 細砂 ョコナデ凹線 3条

1799 弥生土器 壺 橙色(5YR6/6) 細砂 ョコナデ
''  

1800 弥生土器 甕 "" 鈍橙色(5YR7/4) 細砂 外面ヨコナデ
I """—• 
1801 弥生土器 甕 ・・- 醗 (5YR6/6) 粗砂 外面ヨコナデ． 
1802 弥生土器 甕 鈍橙色(5YR7/4) 細砂 外面ヨコナデ 内面粗いハケメ
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1803 弥生士器 高杯 13.6 鈍橙色(5YR6/4) 細砂
＇ 
1804 弥生土器 漏杯 橙色(5YR7/6) 細砂 ョコナデ

1805 竪穴住居60・ 弥生土器 高杯 橙色(7.5YR7 /6) 細砂 ョコナデ

1806 61a 弥生土器 高杯 ．．． 橙色(5YR6/6) 細砂 ヨコナデ
＇ 

1807 弥生土器 高杯 26.6 鈍橙色(75YR7 /3) 細砂
＇ 

1808 弥生土器 高杯 (15. 0) 明赤褐色(2.5YR5/6) 細砂 透し孔 1個残

1809 弥生土器 高杯 (29. 6) 橙色(25YR6/6) 細砂
竪穴住居61a

1810 弥生上器 高杯 17.3 鈍橙色(5YR6/4) 細砂 透しfl2個残

1811 弥生土器 長頸壺 (19. 3) 鈍橙色(75YR6/3) 細砂

1812 弥生土器 m;: .... 9.0 鈍橙色(5YR7/4) 細砂

1813 弥生土器 壺 8.0 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂 黒斑A

1814 弥生土器 甕 14.6 橙色(5YR6/6) 細砂

1815 弥生土器 甕 16. 8 灰褐色(75YR6/2) 細砂

1816 弥生士器 甕 14.2 鈍黄橙色(10YR7/2) 細砂 スス A

1817 弥生土器 甕 (11. 2) 浅黄橙色(lOYRB/3) 細砂、粗砂 黒斑B

1818 弥生土器 高杯 19.0 橙色(2.5YR7 /6) 細砂

1819 竪穴住居6la・b 弥生土器 高杯 (12. 6) 鈍橙色(5YR7/4) 精良

1820 弥生七器 椀 11. 9 4 0 5. 5 鈍橙色(5YR7/4) 細砂 内面ナデ

1821 弥生土器 鉢 鈍橙色(75YR6/3) 細砂 外面ユピオサエ・ハケメ？

1822 弥生士器 高杯 (10. 9) 橙色(5YR7/6) 精良

1823 弥牛上器 台付鉢？ 10 0 鈍橙色(5YR7/4) 細砂 外面ナデ黒斑c
1824 弥生土器 鉢 鈍赤褐色(5YR5/4) 細砂 外面ヘラオサエ 内面ヘラケズリ

1825 弥生土器 壺 (14.9) 鈍橙色(5YR6/4) 細砂
＇ 

1826 製塩土器 5. 0 鈍橙色(75YR7/3) 粗砂 外面ヘラケズIJ 内面ナデ
' 
1827 弥生七器 小型高杯 6 0 橙色(5YR6/6) 細砂 外面ナデ 内面ナデ

1828 弥生土器 空- 8.4 橙色(5YR7/6) 粗砂
, ... 

1829 弥生土器 底部片 5 2 橙色(25YR7 /6) 細砂 黒斑c
， 

1830 弥生土器 甕 16.0 淡橙色(5YR8/3) 細砂 スス C
， 

1831 弥生土器 甕 17 5 6 1 25,4 灰白色(lOYRB/2) 粗砂 黒斑c
， 

1832 弥生士器 甕 14.9 橙色(5YR7/6) 細砂 スス B
I• 

1833 弥生上器 高杯 14.5 9.8 7. 1 橙色(5YR7/8) 粗砂 ナデ

1834 弥生士器 高杯 13 8 鈍橙色(5YR7/3) 粕良

1835 弥生上器 台付鉢 12.8 4 8 10. 5 鈍燈色(5YR7/4) 細砂 剥離黒斑A-C

1836 弥生土器 台付鉢 10 9 4 6 7. 5 鈍黄橙色(10YR7/4) 粗砂 完形黒斑A B~C 

1837 
竪穴住居62

弥生土器 丸底鉢形 12 8 橙色(5YR7/8) 粗砂

1838 弥生士器 鉢 12 0 橙色(5YR7/8) 粗砂 ハケメ

1839 弥生士器 鉢 14 8 4 8 7. 0 橙色(25YR6/6) 細砂 黙斑A-C

1840 弥生±器 鉢 11 5 3 0 7.4 鈍燈色(5YR7/4) 精良 黒斑c
1841 弥生土器 鉢 14 5 4 0 8. 1 橙色(5YR7/6) 精良 完形黒斑B-C

1842 弥生士器 鉢 14 5 4 0 8.0 橙色(25YR7/6) 細砂 内面不明完形

1843 弥生土器 鉢 13.2 3.9 7. 0 鈍橙色(7.5YR7/4) 細砂 外面ナデ黒斑A-B

1844 弥生士器 鉢 14 4 7. 9 橙色(25YR7/6) 精良 ほぽ完形

外面ナデ内面ケズリ後ナデ黒斑A-
1845 弥生土器 鉢 21 8 8 l 11 5 鈍橙色(5YR7/4) 租砂

C 

1846 弥生土器 長頚壺 20 0 橙色(25YR6/8) 細砂

1847 弥生士器 長頭壺 20 5 淡橙色(5YR8/4) 細砂、粗砂、礫

I細砂1848 弥生土器 長頸壺 23 5 8.5 42. 7 浅黄橙色(75YR8/4) 黒斑c
' 

- I橙色(5YR7/8) 1849 弥生士器 長頸壺 17.8 細砂
I 

1850 弥生士器 長頸壺 21 0 10.9 36.9 浅黄橙色(7.5YR8/3) 細砂
＇ 
1851 弥生土器 長頚壺 鈍橙色(7.5YR7/3) 粗砂 転用器台

＇ 
外面ヨコナデ・ヘラミガキ ロ緑部凹線

1852 竪穴住居63 弥生土器 互． 橙色(5YR6/6) 細砂
3条 内OOヨコナデ

＇ 
1853 弥生土器 空ー長＝ 鈍橙色(5YR7/4) 細砂 ヨコナデ

~ 

1854 弥生士器 甕 15 7 5. 7 26.4 浅黄橙色(7.5YR8/4) 細砂
＇ 

1855 弥生土器 甕 14 0 - II 橙色(5YR7/6) 細砂 外面ナデ
" 
1856 弥生士器 甕 16.0 一橙色(5YR7/6) 細砂
I 

1857 弥生士器 甕 16.2 橙色(5YR7/6) 細砂 ハケ後ナデ
卜

1858 弥生士器 甕 15.0 橙色(5YR7/6) 細砂 不明
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角田調査区土器観察表

挿図 掲載遺構名
法紐(cm)

I 
種別 器種 色調 胎士 特徴番号

ロ径 底径 器高

1859 弥生土器 甕 16. 0 橙色(5YR7/8) I細砂 外面ヨコナデ
'""' 
1860 弥生土器 甕 (14. 4} ... 橙色(2.5YR7/6) 細砂 黒斑A,-—.. , 
1861 弥生土器 甕 13. 8 ••• 橙色(2.5YR6/6) 細砂
I 

13_0 I -1862 弥生土器 甕 橙色(2.5YR6/6) 細砂
I 

1863 弥生士器 甕 13.8 鈍黄橙色(10YR7/3) 粗砂
I 

1864 弥生土器 甕 14. 0 鈍橙色(5YR7/4) 細砂
I• — 
1865 弥生士器 甕 14.4 橙色(5YR6/8) 細砂

1866 弥生士器 甕 12.9 鈍橙色(5YR7/4) 細砂

1867 弥生土器 甕 13.2 9●● 橙色(5YR7/6) 細砂

1868 弥生土器 甕 (8. 6) " 橙色(5YR7/6) 細砂
--

1869 弥生土器 高杯 23 9 橙色(2.5YR6/6) 細砂 ロ縁部凹線5条
＇ 

1870 弥生士器 高杯 ．． 橙色(7.5YR7/6) 細砂
＇ 

1871 弥生土器 高杯 橙色(5YR7/6) 細砂 ナデ
' 
1872 弥生土器 高杯 橙色(5YR7/6) 精良 内外面ヘラミガキ？
,, 一"
1873 弥生士器 高杯 鈍赤橙色(10YR6/4) 精良 内外面ヘラミガキ？
I 

1874 弥生士器 高杯 橙色(5YR6/8) 細砂 内外面ヘラミガキ

1875 竪穴住居63 弥生土器 高杯 ll. 6 橙色(5YR7/6) 細砂 透し孔 2個残

1876 弥生土器 高杯 "' 12 8 鈍橙色(5YR7/4) 細砂
外面ヘラミガキ透し孔4個内面ハケ
メ

1877 弥生土器 蓋 橙色(5YR6/6) 細砂 透し孔 3個 内外面ナデ

1878 弥生土器 鉢 "' -・ 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂
'. 
1879 弥生士器 鉢 17.5 明赤褐色(25YR5/6) 礫 ナデ？
,. —• 
1880 弥生土器 鉢 15.8 橙色(5YR6/6) 細砂 外面ナデ

1881 弥生上器 鉢 橙色(5YR7/6) 細砂 外面ヨコナデ
I 

1882 弥生土器 鉢 鈍赤褐色(SYRS/4) 細砂 外面ヘラミガキ,_ 
1883 弥生士器 台付鉢 12.9 鈍黄橙色(lOYR7/3) 細砂 ナデ
I , 

1884 弥生土器 台付鉢 15.0 鈍橙色(5YR7/4) 精良 内面ナデ
I 

1885 弥生土器 台付鉢 15. 7 橙色(5YR6/6) 礫 ナデ？
'"""" 

1886 弥生土器 台付鉢 9.5 橙色(7.5YR7 /6) 粗砂 ナデ
＇ 

1887 弥生土器 台付鉢 16.2 鈍橙色(5YR6/4) 細砂 外面ナデ焼成後底部穿孔
I" 

1888 弥生士器 台付鉢 9.4 鈍橙色(5YR6/4) 細砂 外面ヘラケズリ後ナデ,, ... 

1889 弥生土器 台付鉢 6 9 橙色(5YR7/6) 細砂 外面ヘラミガキ 内面ヘラミガキ
I 

1890 弥生土器 鉢 (30. 2) 橙色(2.5YR6/6) 細砂、粗砂
, .. 

1891 弥生士器 器台 橙色(5YR6/6) 細砂

1892 弥生士器 長類壺 16.4 7.2 36.0 橙色(25YR6/6) 粗砂 黒斑B•C
I 

1893 弥生土器 長頸壺 16.0 8.6 35.0 橙色(5YR6/6) 粗砂 完形黒斑B-C
I 

1894 弥生土器 壺 鈍橙色(7.5YR7/4) 細砂
I 

1895 弥生土器 壺 13.5 8.2 31. 3 明赤褐色(2.5YR5/6) 礫 黒斑B-C
I・
1896 弥生土器 .,.,, 宮 13.0 橙色(5YR7/6) 細砂 頸部内面ヘラミガキ？

1897 弥生士器 空... 15.0 橙色(75YR7/6) 粗砂

1898 弥生土器 空一噌- 21. 0 " 橙色(5YR6/8) 細砂 タタキ後ハケメ... 
1899 弥生土器 甕 15.8 橙色(5YR6/6) 細砂

1900 弥生土器 椛 13.2 橙色(25YR6/6) 細砂___ , 

竪穴住居64
1901 弥生土器 甕 30.0 鈍橙色(5YR7/4) 細砂 外面不明

1902 弥生土器 高杯 16.4 橙色(5YR6/8) 細砂
外面ヨコナデ・ヘラミガキ 内而ヨコナ
フ~ー

● ""'  

1903 弥生土器 高杯 10 0 橙色(5YR7/6) 粗砂 外面ヘラミガキ 透し孔5個

1904 弥生土器 高杯 9.4 橙色(2.5YR6/6) 細砂 外面ナデ未員通孔11個

1905 弥生土器 高杯 16 0 赤色(10R5/6) 細砂 摩滅不明,,_ 
1906 弥生士器 蓋 12 0 1 6 橙色(5YR6/6) 細砂 ナデ完形

1907 弥生土器 器台 " 鈍橙色(7.5YR7/3) 細砂

1908 弥生土器 器台 明赤褐色(2SYRS/6) 礫 透し孔
I 

I I 13 -o 
1909 製塩土器 6.0 橙色(2.SYR6/6) 礫

1910 弥生士器 甕 橙色(5YR6/8) 細砂
＇ 

1911 竪穴住居65 弥生士器 高杯 14.0 鈍褐色(75YR5/3) 細砂 透し孔
I 

1912 弥生上器 鉢 " 鈍橙色(SYR6/4) 細砂 外面(!!]線4条ハヶメ黒斑A

1913 弥生土器 空.... 23 2 橙色(2.5YR6/6) 細砂 カゴメ 黒斑A・B
I 竪穴住居66
1914 弥生士器 壺 24. 5 鈍橙色(75YR7 /4) 粗砂、礫
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=~ 方

法旦(cm)
掲載迫楕名 種別 器種 色調 胎土 特徴

ロ径 底径 器高

1915 弥生土器 壺 23.2 橙色(2.5YR6/6) 細砂. " 

1916 弥生土器 壺 20 0 -- -- 橙色(7.5YR7 /6) 細砂
I ..... , 

1917 弥生士器 壺 -- 10 6 鈍黄橙色(10YR6/3) 粗砂、礫 黒斑C ススC
I 

1918 弥生士器 台付直口壺 (9 8) ’’ 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂 スス B

＇ 
1919 弥生土器 甕 14 0 4 7 24.4 灰白色(2.5Y8/l) 細砂 黒斑BC. --
1920 弥生土器 甕 浅黄橙色(75YR8/3) 祖砂 ヘラミガキ？ 黒斑c
I・・-

1921 竪穴住居66 弥生土器 甕 14.0 浅黄橙色(10YR8/4) 細砂 黒斑B
I 

1922 弥生土器 甕 12.6 4 3 15 7 灰白色(75YR8/2) 細砂 黒斑BC

1923 弥生土器 甕 18 0 橙色(7.5YR7 /6) 粗砂

1924 弥生士器 蓋 鈍橙色(75YR7 /3) 細砂

1925 弥生士器 高杯 16 9 橙色(5YR7/6) 細砂 透し孔4個内 3個残
．． 

1926 弥生土器 鉢 (14 9) 4 4 7 7 赤橙(lOR6/8) 細砂 黒斑B
'" 

1927 弥生土器 鉢 17 4 橙色(SYR6/6) 細砂 スス B

1928 弥生土器 甕 10.6 鈍橙色(75YR7 /4) 細砂 外面ハケメ

1929 弥生±器 甕 16.4 橙色(5YR6/6) 細砂

1930 弥生土器 甕 14. 0 橙色(2.5YR7 /6) 細砂 スス B

1931 弥生上器 甕 15. 0 5 2 (22 6) 橙色(5YR7/6) 細砂 スス B 黒斑B・C

1932 弥生士器 高杯 13. 4 橙色(5YR7/8) 細砂

1933 弥生土器 高杯 19. 8 明赤褐色(25YR5/6) 細砂 透し孔ハケメ後ヘラミガキ スス C

1934 弥生士器 蓋 ... 灰赤色(2.SYR4/2) 細砂 透し孔脚内面ヘラケズリ スス C

1935 弥生士器 壺 15 l 赤橙色(10R6/8) 細砂 転用器台
• 一

1936 弥生土器 甕 19.2 橙色(5YR6/8) 細砂 ヘラミガキ・ヘラオサエ
•一9

1937 弥生土器 壺 14.2 6 3 27.4 橙色(5YR7/6) 細砂 スス B 黒斑c
I•••-

1938 弥生士器 高杯 16 2 赤橙色(10R6/8) 細砂 透し孔4個黒斑A
I , 竪穴住居67
1939 弥生士器 台付鉢 9 6 8 6 9.2 橙色(5YR7/6) 細砂 透し孔4個脚部ハケ状工具

＇ 
1940 弥生土器 漁杯 8 5 橙色(25YR7 /8) 細砂 透し孔4個 ナデ後ハケメ

＇ 
1941 弥生士器 高杯 8 6 橙色(2.5YR6/8) 細砂 透し孔4個 ナデ後ヘラミガキ
I 

1942 弥生土器 高杯 11 7 橙色(25YR6/6) 細砂 透し孔4個 ナデ後ヘラミガキ

＇ 
1943 弥生士器 高杯 8 7 橙色(2.5YR7 /8) 細砂 透し孔4個 ハケメ後ヘラミガキ
'・-
1944 弥生士器 鉢 11 7 2 0 6 7 鈍橙色(7.5YR6/4) 粗砂 ナデ内面ハケメ 完形
I ,_  

1945 弥生士器 鉢 14.4 3 5 5 3 鈍黄橙色(lOYR7/4) 細砂 ほぽ完形黒斑ABC
1 ー一
1946 弥生士器 手捏ね 2. 6 2 0 1 9 橙色(25YR7 /8) 細砂 完形
，．ー

1947 弥生±器 手捏ね 2. 8 1 4 2 1 橙色 (25YR6/8) 細砂 ほぽ完形黒斑BC
トー

1948 弥生士器 ミニチュ7壺 3. 2 3.5 6 0 淡黄色(2.5Y8/4) 細砂 完形
I , 一•一

1949 弥生土器 ミニチュ了 4 l 2.3 4 9 淡赤橙色(2.5YR7 /4) 細砂 完形黒斑B・C

1950 弥生士器 甕 17 0 6.8 25 7 橙色 (5YR6/6) 礫 スス B 黒斑A・C
I ,. 一
1951 弥生士器 甕 12 5 4.6 16 1 鈍橙色(5YR7/4) 細砂

I "'' 

1952 弥生土器 甕 12 6 4.0 16 2 鈍橙色(5YR7/4) 細砂
•• 

1953 弥生士器 高杯 19 0 12 1 10 0 橙色(5YR6/6) 精良
内外面ハケ後ヘラミガキ 透し孔4個

黒斑A

1954 弥生士器 高杯 (18 4) 褐灰色(LOYR4/l) 細砂 外面ヘラケズリ 黒斑A

1955 弥生士器 高杯 12 6 橙色(5YR7/6) 精良 透し孔4個

1956 弥生士器 鉢 褐灰色(lOYR4/1) 細砂、粗砂、礫 内面ヘラケズリ 黒斑AB

1957 竪穴住居68
弥生士器 高台付鉢 1 1s. 4 (6 O) (8. 5) 橙色(5YR6/6) 細砂 黒斑B~C

1958 弥生士器 鉢 14.8 4 0 8 2 橙色(5YR7/6) 細砂 ほぽ完形

1959 弥生士器 鉢 16.4 4 3 7 5 橙色(5YR7/6) 細砂 ほぼ完形

1960 弥生士器 鉢 28.8 鈍黄橙色(lOYR7/4) 細砂、粗砂 外面ヘラオサエ後ハケ 黒斑B

1961 弥生土器 台付壺 8 6 橙色(5YR7/6) 精良 I 
1962 弥生士器 手捏ね 5 2 4. 1 4. 7 橙色(5YR6/6) 細砂

1963 弥生士器 韮一 21 8 鈍橙色(5YR7/4) 粗砂

1964 弥生士器 甕 12 0 鈍橙色(5YR7/4) 細砂

1965 弥生士器 高杯 17 3 明赤褐色(2.5YR5/8) 細砂、粗砂、礫 黒斑A
竪穴住居69

1966 弥生士器 高杯 10.2 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂 透し孔4個

1967 弥生士器 甕 12.6 淡黄色(2.5Y8/3} 細砂

1968 弥生土器 甕 13.2 鈍褐色(7.5YR6/3) 細砂
＇ 竪穴住居70
1969 弥生土器 甕 16.8 鈍褐色(7.5YR6/3) 細砂、粗砂
I --

5. 5 I~ I細砂、粗砂1970 弥生土器 甕？ ．．． 鈍橙色(5YR6/3) 底部外面ハケメ 黒斑c
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挿図
掲載遺構名 I 法量(cm}

I 番号
種別 器種 色調 胎土 特徴

ロ径 底径 器高

1971 弥生土器 I甕？ 4. 0 鈍橙色(7.5YR6/4) 組砂、粗砂、礫 II底部外面ハケメ
＇ 
1972 弥生土器 甕？ -- 5.6 鈍黄橙色(10YR7/2) 細砂、粗砂、礫底部外面ミガキ黒斑c
1973 弥生土器 甕 5. 2 灰褐色(7.5¥'R6/2) 細砂

1974 弥生土器 高杯 I I 21 6 
橙色{7.5¥'R7 /6) 組砂、粗砂

' 
1975 弥生土器 高杯 (25. 5) 明赤褐色(5i'R5/8} 細砂、粗砂、礫

＇ 竪穴住居70
1976 弥生土器 高杯 12. 7 鈍橙色(5YR6/4) 細砂、粗砂｀礫 透し孔 1個残

卜•

I細砂、粗砂1977 弥生士器 高杯 (17. 0) 鈍橙色(5YR6/4)
ト一., 一
1978 弥生土器 鉢 12 4 鈍黄橙色(lOYR7/2) 細砂 外面ケズリ後ミガキ
' 
1979 弥生土器 鉢 (25 0) 鈍黄橙色(lOYR7/4) 細砂、粗砂

1980 弥生土器 台付鉢 6.0 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂

198] 弥生土器 空-±, 9.6 7.2 17ャ 1 橙色(7.5YR7 /6) 細砂 黒斑AB
I 

1982 弥生土器 ？ 5.0 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂
竪穴住居71

1983 弥生土器 台付鉢 10.2 4.9 9.5 浅黄橙色(7.SYR8/6) 細砂、粗砂、礫
一•一•一
1984 弥生土器 空． 9.0 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂、礫

1985 弥生土器 高杯 9.8 7 6 6. 7 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂 透し孔2個残黒斑c
"' 

1986 竪穴住居73 弥生土器 高杯 9 6 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂 透し孔3個残黒斑c
1987 製塩土器 橙色(2.5YR6/6) 細砂、粗砂、礫

1988 弥生土器 空士 7 3 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂、礫 黒斑BC

1989 弥生土器 高杯 18.0 橙色(7.5YR7 /6) 細砂、粗砂

1990 弥生土器 高杯 19.3 橙色(5YR7/6) 細砂
＇ 
1991 弥生土器 高杯 20.4 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂、粗砂,,. . 竪穴住居72
1992 弥生土器 高杯 橙色(5YR7/8) 組砂、粗砂 透し孔3個残,, 

1993 弥生土器 高杯 ．． 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂 透し孔2個残
＇ 
1994 弥生土器 鉢 14.4 4 4 6 3 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂、粗砂、礫
' 
1995 弥生土器 台付鉢 ● 9 8.5 橙色(5YR7/8) 細砂、粗砂

1996 弥生土器 甕 (17 0) 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂、礫
I 

1997 竪穴住居75・76 弥生土器 甕 14. 0 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂、粗砂、礫
I 

1998 弥生士器 甕 13 7 浅黄橙色(lOYRS/4) 細砂、粗砂

1999 弥生土器 豆士 4.2 灰白色(7.SYRB/2) 細砂,,. 
2000 弥生土器 甕 8 6 鈍橙色(25YR6/4) 細砂 黒斑B
I 

2001 弥生土器 甕 (15 4) 橙色(7.5YR7/6) 細砂
I 

2002 弥生土器 甕 13 8 鈍橙色(5YR6/3) 細砂 スス B'
I ,. 

2003 弥生土器 甕 14.6 橙色(2.5YR7 /6) 細砂 黒斑AB， 

2004 弥生士器 甕 14 6 淡橙色(SYRB/4) 細砂、祖砂、礫
＇ 
2005 弥生土器 甕 15 8 橙色(5YR6/6) 細砂
'"  

2006 弥生土器 甕 14 1 4.0 21 5 橙色(25YR7/8) 細砂 黒斑BC,, ,_ 
2007 弥生土器 甕 15 5 朗褐灰色(7.5YR7/2) 細砂、粗砂 外面工具ナデ黒斑B
I 

2008 弥生士器 壺 19.3 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、礫 黒斑A
I , 

2009 弥生土器 甕 18.3 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂 ススA
l一.. "一
2010 弥生土器 空士 4.0 鈍褐色(7.5YR6/3) 細砂
I 

2011 弥生士器 壺 4.0 橙色(5YR7/6) 細砂

2012 弥生土器 鉢 3. 8 鈍橙色(5YR7/3) 細砂

2013 竪穴住居77 弥生士器 甕 —• • 5. 1 灰褐色(5YR5/2) 細砂 スス B

2014 弥生土器 高杯 16.6 淡赤橙色(25YR7 /3) 細砂 透し孔2個残黒斑AB

2015 弥生士器 高杯 21. 0 14 9 12 1 鈍橙色(5YR7/3) 細砂 透し孔4個 ほぽ完形

2016 弥生土器 高杯 赤橙色(10R6/6) 細砂
’’ 

2017 弥生土器 高杯 10 6 明赤褐色(2.5YR5/8) 細砂、粗砂 透し孔 5方向赤色顔料？ 黒斑c
2018 弥生土器 高杯 鈍黄橙色(10YR7/2) 細砂 透し孔4個

2019 弥生士器 高杯 一" 11. 8 橙色(5YR7/8) 精良 透し孔 2個残

2020 弥生土器 高杯 15. 4 淡赤橙色(2.5YR7 /3) 細砂

2021 弥生士器 鉢 12 9 4. l 9.8 淡橙色(5YR8/4) 細砂、粗砂 外面タタキ ほぽ完形黒斑c
2022 弥生土器 鉢 20.6 ● 9 鈍橙色(5¥'R6/3) 細砂
1, 一'""

32 s 1 -2023 弥生士器 鉢 鈍褐色(7.5YR6/3) 細砂 スス B
I 

2024 弥生土器 鉢 46.8 橙色(2.5YR7 /6) 細砂、粗砂 黒斑A・B， 

2025 弥生土器 鉢 50 4 橙色{2.5YR7/6) 細砂、粗砂、礫
I , ― 
2026 弥生士器 器台 (21 6) 鈍橙色(75YR7/3) 細砂
I 

2027 弥生土器 器台 (22. 0) 灰褐色(7.5YR5/2) 細砂
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挿図 法星{cm)
掲戟迫構名 種別 器種 色調 胎土 特徴番号

ロ径 底径 器高

2028 弥生土器 器台 ．．． 浅黄橙色(75YR8/4) 細砂、粗砂 鋸歯文
·—" 
2029 竪穴住居77 弥生土器 器台 淡赤橙色(25YR7 /3) 細砂、粗砂 鋸歯文

2030 弥生土器 器台 20 4 鈍橙色(5YR7/4) 細砂 透し孔 2個残

12031 弥生土器 甕 12. 5 浅黄橙色 (7.5YR8/3) 細砂、租砂
， 

2032 弥生土器 甕 .. 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂
I " 竪穴住居78
2033 弥生土器 甕 3. 6 ．．．． 鈍褐色 (7.5YR6/3) 租砂、礫
卜

2034 弥生士器 甕 7.0 鈍黄橙色 (10YR7/2) 細砂、粗砂、礫 黒斑c
2035 弥生土器 甕 16.4 -・・ 橙色 (5YR6/8) 細砂、粗砂

2036 弥生土器 甕 (15 8) 橙色 (5YR6/6) 細砂
， 

2037 弥生土器 甕 16. 7 橙色 (75YR7 /6) 細砂， 

2038 弥生士器 甕 16.4 橙色 (5YR6/6) 細砂、粗砂， 

2039 弥生土器 甕 18 3 明赤褐色(5YR5/6) 細砂、粗砂
I 

2040 弥生土器 甕 19.2 鈍橙色(5YR7/4) 細砂
I 

2041 弥生士器 甕 3.5 灰褐色(75YR6/2) 細砂、粗砂
' 
2042 弥生土器 甕 5 4 鈍橙色(5YR6/3) 細砂

2043 弥生土器 高杯 13 7 橙色(5YR6/6) 精良

2044 弥生土器 高杯 16.0 "' 橙色(5YR6/6) 精良 黒斑AB

2045 竪穴住居79 弥生士器 高杯 橙色(25YR6/8) 精良

2046 弥生土器 高杯 9 4 橙色(5YR6/6) 細砂 透し孔4個残

2047 弥生士器 高杯 11 3 明赤褐色(5YR5/8) 細砂 透し孔 3個残

2048 弥生士器 裔杯 10 6 橙色(5YR6/8) 細砂 透し孔 3個残

2049 弥生土器 高杯 9.3 • 一• 鈍橙色(75YR7/4) 細砂 透し孔4個残

2050 弥生土器 高杯 10 5 橙色(7.5YR7 /6) 細砂 透し孔4個残

2051 弥生土器 高杯 LO. 8 橙色(5YR6/6) 精良 透し孔4個

2052 弥生士器 高杯 橙色(5YR6/6) 細砂

2053 弥生土器 鉢 15.4 4. 0 7 5 明赤褐色 (5YR5/8) 細砂 黒斑BC

2054 弥生士器 台付鉢 8.6 4 l 9 7 灰褐色 (7.5YR4/2) 細砂

2055 弥生土器 台付鉢 3 1 " 橙色 (5YR6/8) 細砂、粗砂

2056 弥生士器 空~ (20. 8) 橙色 (5YR6/6) 細砂、粗砂

2057 弥生土器 壺 9.3 -- 橙色 (5YR6/6) 細砂、粗砂、礫 底部外面ケズリ 黒斑c
2058 弥生士器 壺 10 2 橙色 (5YR7/6) 細砂、粗砂、礫 黒斑c
2059 竪穴住居80 弥生士器 高杯 10 7 一'"' 橙色 (5YR6/6) 細砂、粗砂、礫 透し孔 1個のみ

2060 弥生士器 高杯 13. 2 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂 透し孔 4個

2061 弥生上器 鉢 8 6 3. 3 5 0 橙色 (5YR6/6) 細砂、粗砂 ほぽ完形

2062 弥生士器 鉢 34 2 12. 1 26鼻 7 浅黄橙色(75YR8/3) 細砂｀粗砂、礫 底部外面ケズリ後ナデ

2063 竪穴住居81 弥生土器 高杯 16 8 -I - 橙色(2.5YR6/6) 細砂、粗砂、礫 外面ケズリ後ミガキ 黒斑A

2064 弥生士器 甕 9.0 橙色(5YR6/6) 細砂

2065 
竪穴住居83

弥生士器 甕 12 5 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂、礫

2066 弥牛上器 甕 5.9 一鈍橙色(7.5YR6/4) 細砂、粗砂、礫 底部外面ハケメ スス C
＇ 
2067 弥生土器 鉢 (15 5) • 一 橙色(5YR6/8) 細砂、粗砂

2068 弥生士器 甕 14.6 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂
＇ 

2069 弥生土器 甕 (14. 8) 鈍褐色(7.5YR6/3) 細砂
I 

2070 弥生士器 甕 16.2 " 明赤褐色(5YR5/6) 細砂、粗砂

2071 弥生士器 甕 15.0 橙色(SYR7/6) 細砂、粗砂

I細砂~072 弥生土器 甕 6.2 —• 明赤褐色(5YR5/6)
竪穴住居84

2073 弥生士器 高杯 23.4 橙色(2.5YR6/6) 細砂、粗砂

2074 弥生土器 高杯 {7. 7) 橙色(2.5YR6/6) 細砂 ハケメ後ミガキ
＇ 

2075 弥生士器 鉢 20.8 橙色(7.5YR7/6) 細砂、粗砂 外面ケズリ 黒斑B

2076 弥生土器 鉢 16.5 6.0 6. 5 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂、礫 底部外面ミガキ 黒斑c
2077 弥生士器 鉢 8 1 橙色(7.5YR7/6) 細砂、粗砂 底部外面ミガキ 黒斑c
2078 弥生土器 甕 14.0 - - ll 橙色(2.5YR6/6) 細砂
＇ -I ― 橙色(5YR7/6)⑳ 79 弥生士器 甕 15 2 細砂

2080 弥生上器 甕 鈍橙色(5YR6/4) 細砂 ケズリ外面ハケメ
I 竪穴住居85

- j浅黄橙色(7.5'r"R8/3) 以081 弥生士器 高杯 細砂

2082 弥生±器 高杯 淡燈色(5YR8/4) 精良

2083 弥生士器 鉢 13 2 鈍赤褐色(5YR5/3) 細砂

2084 竪穴住居86 弥生土器 壺 8. 1 - l淡赤橙色(2.5'\'~7/4) 細砂、粗砂、要 I内面底スス 底部外面ケズリ スス B
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挿図
掲載遺措名 I 

法位(cm)
租 lj 器種 色調 胎土 特徴

番号
ロ径 底径 器高 I

2085 弥生士器 甕 13.3 鈍橙色(5YR6/4) 細砂、粗砂、礫 外面工具ナデ

2086 弥生土器 甕 12 9 -I -I鈍橙色(7.5YR6/4) 細砂 ケズリ

2087 弥生土器 甕 13.2 •一 橙色(25YR6/6) 細砂、粗砂、礫
・-・ 

2088 弥生土器 甕 13.3 橙色(5YR6/8) 細砂、粗砂
．．．．． 

2089 弥生土器 甕 13.4 鈍橙色(75YR7/3) 細砂 ケズリ__ , 

2090 弥生土器 甕 16 1 4.8 18.8 淡赤橙色(25YR7/4) 細砂、粗砂、礫 ケズリ後ナデ被熱スス B'
•• 一・

2091 弥生土器 空- 11. 8 鈍橙色(5YR6/4) 細砂、粗砂、礫 底部外面ミガキ 黒斑c
2092 弥生土器 甕 16. 2 " 

.,. 鈍橙色(7.SYR7 /4) 細砂

2093 弥生土器 甕 IL 1 4 5 17 0 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂 外面工具ナデほぽ完形黒斑c
2094 弥生土器 甕 13.9 .. " 橙色(5YR6/4) 細砂、粗砂

2095 弥生土器 甕 15.9 鈍黄橙色(10YR7/3) 細砂 ケズリ
''  

2096 弥生土器 甕 (14. 2) 淡橙色(5YR8/3) 細砂、粗砂、礫 黒斑B
'. — 
2097 弥生土器 甕 14. 8 5.0 14.9 橙色(2.5YR7/8) 細砂、祖砂 ほぽ完形黒斑BC
'.. 
~098 弥生土器 甕 16 2 淡赤橙色(2.5YR) ? 細砂、粗砂、礫 被熱黒斑A

2099 弥生土器 甕 16 3 ー' ー• 橙色(25YR7 /6) 細砂、粗砂、礫 ススB 黒斑A

2100 弥生土器 甕 16. 1 浅黄橙色(7.5YR8/4) 細砂

2101 弥生土器 甕 16.8 .. 橙色(25YR6/6) 粗砂、礫

2102 弥生土器 甕 16.9 橙色(25YR6/6) 細砂

2103 弥生土器 甕 16 9 鈍橙色(75YR) 細砂

2104 弥生土器 甕 16. 5 浅黄橙色(7.5YR8/3) 細砂

2105 弥生土器 甕 17. 0 橙色(5YR6/8) 細砂

2106 弥生土器 甕 17. 0 "' " 橙色(2.SYR5/5) 細砂
'"  

2107 弥生土器 甕 8. 1 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂、粗砂
＇ 
2108 弥生土器 甕 橙色(5YR6/6) 細砂 スス B
I 

2109 弥生土器 甕 —• 2 1 鈍橙色(7.SYR7 /4) 細砂 底部外面ミガキ 黒斑c
I ,., ー・

2110 弥生土器 甕 5 0 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂 黒斑c
2111 弥生土器 甕 5. 0 鈍褐色(7.5YR5/4) 細砂、粗砂、礫 底部外面ハケメ

2112 弥生土器 甕 5. 0 ．．． 褐灰色(JOYR4/1) 細砂 底部外面ミガキ 黒斑c,,, ___ 

2113 竪穴住居86 弥生土器 甕 4. 5 灰褐色(5YR5/2) 細砂、粗砂 スス C
"'' 

2114 弥生土器 高杯 15.8 IL 7 9. 2 橙色(5YR6/8) 細砂、粗砂 脚部透し孔4個

2115 弥生土器 高杯 鈍橙色(5YR7/4) 細砂

2116 弥生土器 高杯 11. 6 "' 橙色(5YR7/6) 細砂
,,, __ , 

2117 弥生土器 高杯 (15 8) 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂

2118 弥生土器 高杯 (18. 8) 鈍橙色(5YR6/4) 細砂

2119 弥生土器 高杯 20 9 ．． ー' 鈍橙色(75YR7 /4) 細砂
•一• • 

2120 弥生土器 高杯 "' 浅黄橙色(75¥'R8/3) 細砂
● ● ""'" 

2121 弥生土器 高杯 鈍橙色(5YR7/4) 細砂
'""" 

2122 弥生土器 高杯 橙色(5YR7/6) 細砂 透し孔2個残

2123 弥生士器 高杯 " 10.6 ．． 灰白色(10YR8/2) 細砂 透し孔4個

2124 弥生土器 商杯 (10 0) 橙色(5YR7/8) 細砂 透し孔4個
＇ 
~125 弥生土器 高杯 " 橙色(5YR7/6) 細砂 透し孔4個小孔
＇ 
~126 弥生土器 高杯 13 2 浅黄橙色(7.5YR8/3) 細砂 透し孔4個
I 

区127 弥生土器 高杯 14 3 橙色(2.5YR6/6) 細砂、粗砂、礫 透し孔3個残
I , 

2128 弥生土器 台付直口壺 9 3 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂、礫

2129 弥生士器 台｛寸直口壺 ● 9 " 橙色(5YR7/8) 細砂、粗砂、礫 小孔

2130 弥生土器 台付直口弱 淡橙色(5YR8/3) 細砂 黒斑B

2131 弥生士器 鉢 3.9 橙色(2.5YR6/6) 細砂、粗砂 外面ケズリ後ナデスス C

2132 弥生土器 鉢 14. 0 4.3 5 7 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂 底部外面ミガキ ほぼ完形

2133 弥生土器 鉢 14. 4 3.8 8. 9 淡橙色(2.5YR7/3) 細砂 内面工具ナデ底部外面ミガキ黒斑B
• • 一

2134 弥生土器 鉢 25.3 一" 橙色(2.5YR6/6) 細砂

2135 弥生土器 鉢 26.4 赤橙色(lOR6/6) 細砂 内面工具ナデ？ 黒斑B
,,_, 

2136 弥生士器 鉢 36.3 10.2 22 5 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂、粗砂、礫 底部外面ハケメ 黒斑ABC

2137 弥生土器 台付鉢 9. 2 橙色(7.5YR7/6) 精良
・-・ 

2138 弥生土器 台付鉢 11. 4 5.2 8 0 灰白色(LOYRB/2) 細砂、粗砂

2139 弥生土器 台付鉢 12. 2 6.8 7 6 赤橙色(LOR6/6) 細砂、粗砂 完形

2140 弥生土器 台付鉢 17 2 8. 1 10 7 灰白色(!OYRB/2) 細砂、粗砂、礫 内面スス完形スス B

2141 弥生土器 台付鉢 11 3 10.6 10.9 橙色(25YR7/6) 精良 透し孔4
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2142 弥生土器 台付鉢 6. 6 鈍橙色 (5YR6/4) 細砂
I - 竪穴住居86
2143 弥生土器 台付鉢 9.0 ー・ 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂、礫

2144 弥生土器 壺 16.8 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂 頸部線刻
l・

2145 弥生土器 罪- 20 6 橙色(5YR6/6) 細砂 ロ縁部鋸歯文
I 

2146 弥生土器 壺 8.5 '"' 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂、礫 黒斑BC
,, 

2147 弥生土器 甕 l l. 0 鈍橙色 (5YR7/4) 細砂 黒斑AB
＇ 

2148 弥生土器 甕 13.5 •一 鈍橙色 (5YR7/3) 細砂、粗砂 スス B

2149 弥生土器 甕 10.3 鈍黄橙色 (lOYR7/4) 細砂、粗砂 黒斑A

2150 弥生土器 甕 14 4 淡赤橙色 (2.5YR7 /4) 細砂、粗砂

2151 竪穴住居87 弥生土器 甕 16.4 橙色(5YR6/8) 細砂、粗砂、礫

2152 弥生土器 甕 15 2 ．． ,. 鈍橙色 (5YR7/4) 細砂
＇ 

2153 弥生土器 甕 16 2 橙色(2.5YR7 /6) 細砂、粗砂 外面ハケ状工具ナデ

＇ 

2154 弥生土器 甕 2 l 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂

＇ 

2155 弥生土器 高杯 12 7 浅黄橙色 (7.5YR8/3) 細砂 透し孔 1個残

＇ 

2156 弥生土器 高杯 10 3 浅黄橙色(lOYRS/3) 細砂 透し孔4個

2157 弥生士器 手捏ね鉢 4 8 3 7 橙色 (2.5YR7 /6) 細砂、粗砂 完形

2158 製塩土器 5. 2 明褐灰色 (5YR7/2) 粗砂

2159 弥生土器 甕 13 6 鈍橙色 (5YR7/4) 細砂、礫 黒斑A

2160 弥生土器 甕 5 2 鈍赤褐色 (5YR5/3) 細砂、粗砂 スス C 黒斑c

2161 弥生土器 甕 5.6 橙色(2.5YR7 /6) 細砂、粗砂、礫 スス C 黒斑c

2162 弥生土器 高杯 l 7. 4 11. 2 10. 1 橙色(2.5YR7 /6) 細砂、粗砂 透し子L4個

2163 竪穴住居88 弥生土器 高杯 lL 2 10 8 8.0 橙色(2.5YR7 /6) 精良 透し子L4個 ほぼ完形

2164 弥生士器 台付鉢 6 7 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂

2165 弥生土器 鉢 lL 6 5 4 6.4 橙色(2.5YR6/6) 細砂 ほぽ完形黒斑BC

2166 弥生士器 鉢 16 8 鈍赤褐色 (5YR5/3) 細砂 外面工具ナデ

2167 製塩土器 5.4 褐灰色 (10YR4/l) 細砂、粗砂

2168 弥生土器 甕 15 2 浅黄澄色 (75YR8/3) 細砂

2169 弥生土器 甕 9 8 4.0 10.4 橙色(25YR7 /6) 細砂 完形黒斑ABC•AB

2170 弥生土器
竪穴住居90

鉢 15 8 3.8 7 8 淡橙色 (5YR8/3) 細砂、粗砂、礫 ほぽ完形黒斑B

2171 弥生土器 高杯 17 2 橙色(25YR7/6) 細砂、粗砂 透しR3個残

2172 弥生土器 高杯 14.4 浅黄橙色 (5YR8/3) 細砂

2173 弥生土器 高杯 13 3 12 0 9. 9 鈍赤褐色 (2.5YR5/3) 細砂 透し子L3個残

2174 弥生土器 甕 l 1. 4 3 7 11. 5 灰白色(75YR8/l) 細砂、粗砂 内面ケズリ後ユビナデ完形黒斑C

2175 弥生土器 甕 14.4 鈍赤橙色(10R6/4) 細砂、粗砂 被熱
＇ 

2176 弥生土器 甕 2.6 赤褐色(lORS/4) 細砂 底部外面ハケメ スス C
I 

2177 弥生土器 高杯 18. 8 ．．． 橙色(5YR7/6) 粗砂、礫
I 

2178 竪穴住居91 弥生土器 高杯 橙色(2.5YR7/6) 細砂 脚柱部沈線 3条残

＇ 

~179 弥生土器 鉢 12.0 5 8 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂
， 

2180 弥生士器 台付鉢 11 7 橙色(2.5YR7 /8) 細砂、粗砂

2181 弥生士器 台付鉢 橙色(5YR6/6) 粗砂

2182 製塩土器 4.8 鈍橙色(5YR6/3) 細砂、粗砂

2183 弥生士器 甕 13 5 橙色(2.5YR6/6) 細砂
＇ 

2184 竪穴住居93 弥生土器 鉢 2 8 橙色(5YR7/6) 精良
＇ 

2185 弥生士器 手捏ね鉢 2 7 鈍橙色(5YR7/4) 細砂

2186 弥生士器 甕 12. 2 橙色(5YR6/6) 細砂

＇ 

2187 弥生士器 甕 13.8 橙色(5YR7/6) 細砂

＇ 

- I橙色(5YR6/6)2188 弥生土器 甕 13.6 細砂

2189 弥生土器 甕 16.0 橙色(75YR7 /6) 細砂、粗砂 ススA

2190 弥生士器 甕 (21. 1) 鈍黄橙色(lOYR6/3) 細砂、粗砂 内面工具ナデ

2191 弥生士器 甕 12 1 暗赤褐色(5YR3/2) 細砂、粗砂、礫 内面ケズリ後ナデ

I 13 6 2192 竪穴住居94 弥生土器 甕
- I I -橙色(5YR6/8} 細砂

2193 弥生土器 甕 15.2 橙色(5YR6/6} 細砂

2194 弥生土器 甕 14.0 橙色(5YR7/6) 細砂

2195 弥生土器 甕 14. 6 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂 外面屑部指頭圧痕
' l弥生土器

I1甕高杯

2196 3 6 明赤褐色(5YR5/6) 細砂 内外面ナデ

15. 5 ¥ -2197 弥生土器 橙色(5YR7/6) 細砂

~198 弥生土器 鉢 (27 2) -I橙色(5YR7/6) i細砂 内面ケズリ後ミガキ
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悶l掲載遺栴名

法量(cm)
種別 器種 色調 胎土 特徴

ロ径 底径 器高

12199 弥生士器 甕 10.0 -I鈍橙色(25¥'R6/3) 細砂,_,, 

2200 弥生土器 甕 13.8 - -! I 橙色(5i'R7/6) 細砂、粗砂

- I ― 鈍橙色(5)'R7/6) 2201 弥生土器 甕 12 6 細砂 ケズリ後ナデ

2202 弥生土器 甕 1 s 1 4. 2 11.8 橙色{5¥'R7/6) 細砂、粗砂、礫 ほぽ完形黒斑B BC 

2203 弥生土器 甕 4.8 橙色(2.5YR7/6} 細砂、粗砂,, 一• • 
竪穴住居-95

2204 弥生士器 甕 5.4 灰赤色(2.5YR6/2) 細砂、粗砂 外面工具ナデ底部外面ケズリ スス C
＇ 
2205 弥生土器 高杯 11會， 橙色(5YR6/8) 細砂 透し孔 3個残黒斑c， 

2206 弥生土器 鉢 9 4 橙色(5¥'R7/6) 精良
Iー・・

I 13 5 2207 弥生土器 鉢 3.8 7. 3 灰白色(lOYR8/2) 細砂
内面工具ナデ底部外面ナデ黒斑AB
C ， 

2208 弥生土器 台付鉢 10 1 鈍黄橙色(10YR7/2) 細砂

2209 弥生土器 壺 15 0 橙色(2.5YR7/6} 細砂、粗砂 ハケメ後ミガキ

2210 弥生土器 壺 (16. 8) 鈍橙色(7.5YR7 /3) 細砂 ケズリ ススA

2211 弥生土器 甕 14.6 浅黄橙色(7.5YR8/3) 細砂
―--'.. 
2212 弥生土器 甕 21. 2 橙色 (5YR6/6) 細砂、粗砂、礫

2213 弥生土器 甕 14.2 橙色{2.5YR7/6) 細砂 ケズリ

2214 弥生土器 甕 鈍橙色(5YR6/4) 細砂 ススA

2215 弥生土器 甕 16.5 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂
＇ 
2216 弥生土器 甕 11. 8 灰白色(lOYRS/2) 粗砂、礫 スス B
'"  
2217 弥生土器 甕 15. 1 鈍橙色(7.SYR7 /4) 細砂、粗砂

＇ 
2218 弥生土器 甕 14 2 5.4 15. 1 明褐灰色(5YR7/2) 細砂、粗砂、礫 スス B

2219 弥生土器 甕 5.8 鈍橙色(5YR6/3) 細砂、租砂 底郭穿孔内面ケズリ 黒斑c
竪穴住居96

2220 弥生土器 甕 6.0 鈍橙色(2.5YR6/3) 粗砂 内面ケズリ 黒斑c， 

2221 弥生土器 高杯 鈍橙色(5YR7/4) 細砂
'" . 
2222 弥生土器 高杯 赤橙色(10YR6/6) 細砂， 

2223 弥生土器 高杯 鈍橙色(5YR7/4) 細砂 透し孔 2個残
I 

2224 弥生土器 高杯 赤橙色(lOR6/8) 細砂 透し孔 2個残． 
2225 弥生土器 高杯 橙色(SYR7/6) 精良
・-・ 
2226 弥生土器 鉢 (15 6) 赤橙色(10R6/8) 細砂 黒斑B
＇ 
2227 弥生土器 鉢 (15 8) 橙色(25YR6/6) 細砂 外面ミガキ？

＇ 2228 弥生士器 鉢 橙色(25YR7 /6) 細砂

2229 弥生土器 鉢 (15. 6) 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂

2230 弥生土器 高台付鉢 3. 7 鈍橙色(5YR7/4) 精良

2231 弥生土器 甕 13. 0 橙色(5YR6/6) 細砂 スス B'
I 

2232 弥生士器 甕 6.3 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂、粗砂、礫 内面スス底部外面ハケメ ススA,,. 
2233 弥生土器 甕 7. 6 鈍橙色(5YR6/3) 細砂、粗砂 ススA

＇ 
2234 竪穴住居97 弥生土器 高杯 橙色(2.5YR7 /6) 細砂、粗砂 竹管文 3方向
＇ 
2235 弥生土器 高杯 12. 2 橙色(25YR7/6) 細砂 未貫通孔 3個X10組
I 

2236 弥生土器 高杯 16 0 橙色(25YR7/6) 細砂、粗砂、礫 竹管文 1個残
＇ 
2237 製塩土器 5 8 明褐灰色 (7.5YR7 /2) 粗砂

2238 弥生土器 壺 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂 肩部線刻， 

2239 弥生土器 鉢 44 2 19. 3 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂、礫
I 

2240 弥生土器 空- 14 0 橙色 (2.5YR7 /6) 細砂、粗砂
''  
2241 弥生土器 壺 18. 2 鈍橙色 (75YR7/4) 細砂

2242 弥生士器 壺 16.6 橙色 (5YR7/6) 細砂、粗砂 螺旋状沈線

2243 竪穴住居98 弥生土器 甕 8.4 鈍黄橙色(10YR7/4) 細砂、粗砂 底部外面ケズリ

2244 弥生土器 甕 11. 6 6. 1 赤褐色(lOR5/4} 細砂、粗砂

2245 弥生土器 甕 13 4 鈍橙色(2.SYR6/4) 細砂、粗砂、礫 スス C

2246 弥生土器 甕 20 1 橙色(2.SYR6/6) 細砂

2247 弥生土器 高杯 27.8 赤橙色(10R6/8) 細砂 ススA'

2248 弥生士器 高杯 16.4 赤橙色(10R6/8) 細砂、粗砂 透し孔 1個残

2249 弥生士器 甕 (12. 5) 橙色(5YR7/6) 細砂
＇ 
rl250 弥生土器 甕 (13. 3) 橙色(75YR6/6) 細砂,. 

e2s1 弥生士器 甕 (14. 7) 灰黄褐色(LOYR4/2) 細砂
竪穴住居99

2252 弥生土器 甕 (15 2) 橙色(7.5YR7 /6) 細砂

1 1s o 2253 弥生土器 甕 鈍橙色(7.5YR6/4) 細砂、粗砂． 
I細砂12254 弥生土器 小型甕 (8. 7) 鈍褐色(75YR5/3) 
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：門 法量(cm)
色調掲載迫構名 種別 器種 胎士 特徴

ロ径 底径 器高

2255 弥生土器 小型甕 3 7 橙色(2.5YR6/6) 細砂、粗砂
"●'' 

2256 弥生土器 甕 6 1 灰黄褐色(10YR5/2) 細砂、粗砂

2257 弥生土器 壺 6 2 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂
---
2258 竪穴住居99 弥生土器 鉢 (19. 1) 明黄褐色 (10YR7/6) 細砂，粗砂

2259 弥生土器 鉢 18. 7 橙色(5YR6/6) 細砂
"●9―--
2260 弥生土器 鉢 (36. 8) 灰黄褐色 (LOYR5/2) 細砂

2261 弥生土器 脚台 5.4 橙色 (5YR6/6) 細砂、租砂

2262 弥生土器 鉢 (15 2) 鈍橙色 (7.5YR7 /4) 細砂、粗砂
竪穴住居100

2263 弥生土器 甕 (14. 4) 橙色 (5YR6/6) 細砂

2264 弥生土器 甕 9.9 5. 7 (12. 2) 鈍橙色(25YR6/4) 細砂 ロ縁部透し孔 1個 1対？
＇ 

2265 竪穴住居101 弥生土器 高杯 05. 7) 橙色 (5YR7/6) 細砂

2266 弥生土器 鉢 21. 1 4:9 9.2 赤橙色 (lOR6/6) 細砂、粗砂

2267 弥生土器 高杯 22.8 橙色(5YR7/6) 細砂 脚柱部透し孔 3個

2268 竪穴住居102 弥生土器 高杯 23.4 鈍褐色(7.SYR6/3) 細砂

2269 弥生土器 製塩土器 5 4 ー橙色(5YR7/6) 細砂

2270 弥生土器 台付壺 橙色{2.5YR7 /6) 細砂、粗砂 脚裾部透し孔 1個確認
''""  

2271 弥生士器 甕 13.9 橙色(2.5YR7 /6) 細砂、粗砂

2272 弥生土器 甕 16.9 浅黄橙色(75YR8/4) 細砂
'""一

2273 弥生土器 盤 (15. 6) 浅黄橙色(10YR8/3) 細砂、粗砂

2274 
竪穴住居103

弥生土器 甕 (17 6) 鈍橙色(75YR7 /4) 細砂、粗砂、礫

2275 弥生土器 甕 4.0 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂

2276 弥生土器 高杯 12 0 鈍橙色(25YR6/4) 細砂
'''"—.,. 一•

2277 弥生土器 高杯 (18 0) 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂
I 

2278 弥生土器 高杯 鈍橙色(7.5YR7 /3) 細砂
1 ・•••一
2279 弥生士器 鉢 (19 7) 橙色(2.5YR7/6) 細砂、粗砂

2280 弥生土器 甕 14 2 橙色(7.5YR7/6) 細砂
' 
12281 竪穴住居104 弥生土器 甕 (17 0) 橙色(2.5YR7/6) 細砂、粗砂
'"" 

2282 弥生土器 甕 8. 6 浅黄橙色(lOYRS/4) 細砂、粗砂 黒斑BC

2283 弥生土器 甕 23 0 灰褐色(7.SYRS/2) 細砂、粗砂
""""'一，...., 

2284 弥生土器 高杯 17 0 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂、粗砂
I 

2285 弥生士器 高杯 16 2 橙色(7.5YR7 /6) 細砂、粗砂
， 

似286 弥生土器 高杯 19 8 浅黄橙色(75YR8/4) 細砂、粗砂
， 

12287 竪穴住居105 弥生土器 鉢 10 6 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂
＇ 

2288 弥生士器 鉢 15 4 鈍橙色(75YR7/3) 細砂、祖砂 スス B?
卜

2289 弥生土器 鉢 10 8 鈍黄橙色(10YR6/3) 細砂、粗砂， 
2290 弥生土器 鉢 4 8 鈍黄橙色(10YR7/2) 細砂、粗砂
＇ 
12291 弥生土器 台付鉢 8.0 鈍橙色(75YR7 /4) 細砂、粗砂 スス C

12292 弥生土器 甕 鈍橙色(5YR6/4) 細砂
' 
2293 弥生土器 壺 6 4 鈍黄橙色(10YR7/3) 細砂

2294 
竪穴住居106

弥生土器 高杯 (17 4) 橙色(25YR6/8) 精良

2295 弥生土器 高杯 17 9 橙色(25YR6/6) 精良
＇ー•一・ ， 

2296 弥生土器 鉢 8 7 3.4 4.3 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂

2297 弥生士器 壺 (17 3) 9. 3 (38. 3) 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂 頸部沈線20条肩部刺突文黒斑c

2298 弥生土器 甕 (13 6) 鈍橙色(7.5YR6/4) 細砂
'""' 

2299 弥生土器 甕 15 2 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂 スス B'

2300 弥生土器 甕 15 6 灰白色(lOYRB/2) 細砂、粗砂

2301 弥生土器 甕 13 6 浅黄橙色 (75YR8/4) 細砂、粗砂

2302 弥生士器 甕 15 2 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂

2303 弥生土器 甕 [5 0 浅黄橙色 (7.5YR8/4) 細砂
・・·—ー・・

2304 弥生土器 甕 4.4 鈍橙色(5YR7/4) 細砂 転用甑底部穿孔スス B
竪穴住居107

2305 弥生土器 甕 (18 0) 8.6 橙色(5YR6/8) 細砂、粗砂、礫 黒斑B 底部？, __ ,, 

Q306 弥生土器 甕 8 1 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂 黒斑c

位307 弥生土器 甕 lL 2 鈍橙色(7.5YR7/4) 細砂、粗砂、礫 黒斑c
'" 

14.o I -I -I鈍橙色(7.5YR7 /4) 2308 弥生士器 高杯 細砂

2309 弥生土器 高杯 20.0 鈍橙色(5YR7/4) 細砂 黒斑A
ー・

2310 弥生土器 高杯 17.0 12.4 浅黄橙色(7.5'1'R8/ 4) 細砂、粗砂
--
2311 弥生土器 高杯 鈍橙色(5YR6/4) 細砂 透し孔数不明 4個確認
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掲載遺構名 I 

法祉(cm)
特徴種別 器種 色調 胎土

番号 ロ径 底径 器高

2312 弥生土器 高杯 I - 10 7 灰白色(lOYRS/2) 細砂
， 

2313 弥生土器 台付鉢 11. 8 4. 6 6.3 浅黄橙色(7.5YR8/3) 細砂、粗砂
I 

2314 弥生土器 台付鉢 11. 2 3. 9 5 9 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂 ほぽ完形 -E 

＇ -I灰白色(lOYR8/2)2315 弥生土器 台付鉢 3. 2 細砂

2316 弥生士器 鉢 ll. 4 4.0 6.3 橙色(5YR7/6) 細砂 ほぽ完形黒斑BC

2317 弥生土器 台付鉢 15.0 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂、粗砂

2318 弥生土器 台付鉢 16 0 7.8 9 9 明赤褐色(5YR5/6) 細砂、粗砂 粘土痕ほぼ完形
I 

2319 弥生土器 鉢 13 4 5 l 10 2 淡橙色(5YR8/3) 細砂、粗砂 粘土痕ほぼ完形黒斑ABC
＇ I黒斑C2320 弥生土器 鉢 3.8 灰白色(10YR8/2) 細砂

竪穴住居107
浅黄橙色(10YR8/3)12321 弥生士器 鉢 02. 7) 2 7 細砂 黒斑BC

， 

2322 弥生土器 鉢 14.9 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂、礫
＇ 
2323 弥生土器 鉢 18 2 5.0 10 8 灰白色(7.5YR8/2) 細砂、粗砂、礫 ほぼ完形黒斑ABC
I 

2324 弥生土器 鉢 10 6 ．． 浅黄橙色(7.5YR8/4) 細砂 黒斑BC
''' 
2325 弥生土器 鉢 16.8 4會 3 浅黄橙色(7.5YR8/3) 細砂 スス A
， 

2326 弥生士器 鉢 23.4 12 8 浅黄橙色(7.5YR8/3) 細砂、租砂、礫 スス B
' ""一一
r2327 弥生土器 鉢 46.4 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂
， 

t2328 弥生土器 鉢 12. 0 5 0 12.9 浅黄橙色(7.5YR8/3) 細砂、粗砂 黒斑ABC
＇ 
12329 弥生土器 鉢 18. 2 浅黄橙色(7.5YR8/4) 細砂、粗砂、礫

2330 弥生土器 長頸壺 16 5 (7. 6) (37. 4) 
灰白色(lOYRS/2)-

細砂 体部線刻黒斑AB
鈍橙色(7.5YR7 /4) ， 

鈍黄橙色(10YR7/3)-
~331 竪穴住居108

弥生土器 壺 14 0 6.4 (25. 7) 細砂 黒斑AB
淡赤橙色(2.5YR7/4) 

＇ 
2332 弥生土器 甕 (22. 5) 灰褐色(75YR6/2) 細砂

2333 弥生土器 高杯 (12. 8) 橙色(5YR7/6) 細砂
．．． 竪穴住居109

2334 弥生士器 高杯 "' 12 9 橙色(5YR7/6) 廂Bi似牡l≪P 脚裾部透し孔推定4方向

2335 弥生士器 甕 13.6 鈍橙色(75YR7 /3) 細砂

2336 弥生土器 涵杯 (16. 2) 鈍橙色(SYR7/4) 細砂

2337 竪穴住居110 弥生土器 高杯 11. 2 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂 スス C?

2338 弥生士器 鉢 17.0 鈍黄橙色(IOYR7/3) 細砂
, ... 

2339 弥生士器 鉢 (31. 8) 9 8 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂、礫 ススA

2340 弥生土器 豆士 (17. 0) 灰黄色(25¥7 /2) 細砂 スス B

2341 弥生土器 壺 19.2 9. 6 37 7 鈍橙色(SYR7/4) 細砂 ヌス C

2342 弥生士器 甕 12.2 灰白色(7.SYRB/2) 細砂
．．．．．． 

2343 弥生士器 甕 15.4 灰白色(lOYRS/2) 細砂

2344 弥生土器 甕 14.0 灰白色(2.SY8/2) 細砂

2345 弥生士器 甕 18.0 淡黄色(2.SY8/3) 細砂
,., 

2346 弥生土器 甕 10 8 鈍橙色(7.5YR7 /3) 細砂

2347 竪穴住居111 弥生士器 甕 " 4.2 鈍黄橙色(10YR7/2) 細砂 スス C

2348 弥生土器 高杯 (17. 2) 浅黄橙色(7.5YR8/4) 精良
， 

2349 弥生土器 高杯 鈍橙色(5YR6/4) 細砂 透し孔4方向
I , 

2350 弥生土器 鉢 (14 0) 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂
'... 
2351 弥生土器 鉢 (16. 6) 鈍橙色(7.5YR6/4) 細砂｀粗砂
' 
2352 弥生土器 台付鉢 6.4 灰黄色(2.5Y7 /2) 細砂 スス C?
I 

2353 弥生土器 台付鉢 5. l 灰白色(lOYRS/2) 細砂 黒斑c
， 

2354 弥生土器 鉢 25 5 7.6 15. l 鈍橙色(5YR6/3) 細砂 黒斑c
2355 弥生土器 甕 (14 7) 浅黄橙色(7.5YR8/4) 細砂
I 

2356 
竪穴住居112

弥生士器 壺底 6.0 橙色(5YR6/6) 細砂｀粗砂 黒斑c
12357 弥生士器 高杯 17 6 鈍橙色(2.SYR6/4) 細砂 黒斑A
， 

2358 弥生土器 高杯 (11鼻 9) 橙色{5YR7/6) 精良 透し孔 2個確認推定4方向？

2359 弥生士器 空士 12 8 鈍黄橙色(10YR7/2) 細砂
＇ 
2360 弥生土器 壺 14 1 橙色(2.5)'R7 /6) 細砂、粗砂
＇ 
2361 弥生土器 互士 15 3 鈍黄橙色(10YR7/2) 細砂、粗砂
I 

2362 弥生士器 宮..., 7.0 鈍橙色(SYR7/4) 細砂、粗砂 体部刺突文 スス B
＇ 竪穴住居113
2363 弥生土器 壺 12 5 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂
＇ 
2364 弥生土器 空.,., 13.2 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂｀礫 体部タタキ痕スス B

2365 弥生士器 空""" 21 1 鈍橙色(SYR7/4) 細砂、粗砂
ロ緑内郭 3個 1紺の竹管文 5方向（推定）
黒斑BC

2366 弥生土器 壺 12 6 橙色(5YR6/6) 細砂
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角田調査区土器観察表

挿図
法依(cm)

番号
掲載迫構名 種別 器種 色調 胎土 特徴

ロ径 底径 器高

2367 弥生土器 壺 13.4 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂 スス B
I , 一
2368 弥生土器 壺 18.0 " 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂、粗砂、礫 黒斑BC
l 一

2369 弥生土器 空-=- 11 8 ... 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂 頸部～府部刺突文
,_,, 

2370 弥生土器 壺 13 6 7 4 鈍橙色(5YR7/3) 細砂 スス B
, —" 

2371 弥生土器 壺 11 5 -- 橙色(5YR7/6) 細砂、祖砂 頸部籾痕 1個確認スス A
',., 

2372 弥生土器 長頸壺 18.9 鈍橙色(75YR7/4) 細砂、粗砂
刻目?10個 1組 4か所二重の竹管文 3

個 1組 4か所
I "一

2373 弥生土器 甕 11會 2 橙色(5YR7/6) 細砂
'""  

2374 弥生士器 甕 14. 5 -- 鈍橙色(7.5YR6/4) 細砂、租砂

＇ 
2375 弥生土器 甕 16 4 淡橙色(5YR8/4) 細砂、粗砂、礫 胴部刺突文
, — 

2376 弥生土器 甕 (13 7) 橙色(75YR6/6) 細砂 ススB?
I -

2377 弥生士器 甕 13. 2 鈍橙色(5YR7/4) 細砂

'"'一
2378 弥生土器 甕 14 0 淡赤橙色(2.5YR7 /4) 細砂｀粗砂
l ・・
2379 弥生土器 甕 8 5 5. 2 —, 浅黄橙色(lOYR8/3) 細砂、租砂 スス B

＇ 
2380 竪穴住居ll3 弥生上器 甕 11 4 8. 2 浅黄橙色(10YR8/3) 細砂、粗砂 ススA

2381 弥生土器 甕 8.2 橙色(75YR6/6) 細砂、粗砂

2382 弥生土器 高杯 24 3 橙色(25YR6/8) 細砂 脚柱部透し孔4方(1個末貰通）
'' 

2383 弥生土器 高杯 23 6 橙色(5YR6/8) 細砂、粗砂
"ー•

2384 弥生士器 高杯 (13. 5) 鈍褐色(75YR5/4) 細砂 脚裾部ヘラガキ沈線 7条 1組残

'・-
2385 弥生土器 高杯 12. 4 •一 橙色{25YR6/8) 細砂、粗砂 黒斑c
I , 

脚部透し孔 2 段（上段 2 個• 下段 3個）残

2386 弥生土器 高杯 14 3 橙色(5YR7/8) 細砂、粗砂 （内 3個未貫通）（推定上段4方・下段 8

方）
I 

2387 弥生土器 高杯 10, 0 鈍橙色(75YR7 /4) 細砂、粗砂
脚部透し孔4方 4段16個 脚裾部沈線？

1条黒斑c
I , " 

2388 弥生士器 器台 (20 8) '"" 橙色(5YR6/6) 細砂 脚部透し孔 2個残（推定 4個）
I・-

2389 弥生士器 器台 22 6 ・- 鈍黄橙色 (10YR7/4) 細砂、粗砂 透し孔 5方 2段残
I , 

2390 弥生土器 器台 28 6 25 4 31 3 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂 脚部透し孔 7方 2段14個
I ,. 

2391 製塩土器 5 5 褐灰色(10YR6/1) 細砂、粗砂

＇ 
2392 製塩土器 5.8 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂

2393 弥生土器 甕 (15 3) 橙色(5YR7/6) 細砂

2394 弥生土器 甕 5 0 明褐灰色(75YR7 /2) 細砂

2395 弥生土器 高杯 (12. 0) 橙色(2.5YR7/6) 細砂
-・ 

2396 弥生士器 鉢 20.0 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂、礫 ススA
•• 一一

2397 弥生土器 鉢 (19 0) 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂、礫
I 

2398 竪穴住居114 弥生土器 鉢 7 4 浅黄橙色(75YR8/4) 細砂 黒斑c

2399 弥生士器 ミニ和7台付斜 4.6 3.0 ・- 鈍橙色(75YR7 /4) 細砂、粗砂、礫

2400 弥生土器 ミニチュア鉢 4.4 橙色(5YR7/6) 細砂

240[ 弥生士器 台付鉢 12.2 浅黄橙色 (7.5YR8/3) 細砂
’’’—""" 

2402 弥生上器 台付鉢 12 5 6 5 鈍橙色(5YR7/4) 細砂 ススA

2403 弥生土器 蓋 18.6 淡橙色(5YR8/4) 細砂、粗砂、礫

2404 弥生士器 台付直口壺 7 8 浅黄橙色(75YR8/4) 細砂 脚裾部透し孔推定4方向？

＇ 
2405 弥生土器 空． ．． 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂｀礫
I 

2406 弥生士器 壺 9 1 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂 ススC

2407 弥生土器 甕 (14. 0) 橙色(2SYR7 /6) 細砂

2408 弥生土器 甕 (13. 4) 鈍橙色(5YR7/4) 細砂
I 

2409 弥生土器 甕 5 2 鈍黄橙色(10YR7/2) 細砂 スス C
I 

2410 弥生土器 甕 5. 6 鈍黄橙色(10YR7/3) 細砂 スス C

2411 弥生上器 甕 5 9 鈍橙色(75YR7 /4) 細砂 スス C

2412 竪穴住居115 弥生土器 甕 5 7 -・ 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂、祖砂
,, ..... , 

2413 弥生士器 甕 5 7 橙色(25YR7/8) 細砂、粗砂、礫 スス C?

2414 弥生土器 高杯 17.4 灰白色(10YR8/2) 細砂
I 

~415 弥生上器 高杯 10. 8 鈍橙色(75YR7/4) 細砂

' 
2416 弥生土器 高杯 10. 5 鈍橙色(5YR7/4) 細砂

2417 弥生土器 鉢 13.6 4.0 7.8 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂、礫

2418 弥生士器 台付鉢 17 6 8 9 9 8 浅黄橙色(7.5YR8/8) 細砂 黒斑A

＇ 2419 弥生土器 鉢 (32. 8) 9.2 27 9 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂、礫 黒斑C?
, . ., 一．．．．．

I 11. 6 2420 製塩土器 2.9 02. 7) 鈍黄橙色(10YR6/3) 細砂、粗砂 黒斑c
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角田調査区土器観察表

挿図
掲載遺構名 l 法祉(C!I!)

I 
特徴種別 器種 色調 胎土番号

ロ径 底径 器高

I 242.,,1 _1 , 弥生士器 甕 ! -I - ．． 淡橙色(5YR8/4) 細砂

2422 竪穴住居116 弥生土器 高杯 I - (12. 2) 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂 脚裾部透し孔 1方向確認
'-
2423 弥生士器 鉢 06. 3) 4 2 7.5 浅黄橙色(7.5¥'RB/6) 細砂、粗砂 黒斑B

2424 弥生土器 甕 1 12 o 灰白色(2.SYB/2) 細砂、粗砂 スス B'
'・-
2425 竪穴住居117 弥生士器 高杯 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂 ミガキ内面 5・外面7分割

2426 製塩土器 • 一 6.0 黒褐色(2.5Y3/l) 細砂、粗砂、礫

2427 弥生土器 甕 (10 2) —· "' 灰黄褐色(10YR6/2) 細砂

2428 弥生土器 甕 14 2 鈍黄橙色(IOYR7/2) 細砂 黒斑A
ー.'

2429 弥生士器 甕 (17. 6) 鈍黄橙色(IOYR6/3) 細砂、粗砂
I 

2430 弥生土器？ 甕 (14. 0) 鈍黄橙色(IOYR7/4) 細砂 肩部外面タタキ痕,,_ 

2431 弥生土器？ 甕 (16. 4) "" 橙色(5YR6/6) 細砂
I 竪穴住居118
2432 弥生土器 甕 (26. 0) 橙色(5YR7/8) 細砂、粗砂,_  

2433 弥生土器？ 高杯 (18. 4) "' 

__ , 

橙色(5YR6/6) 細砂

2434 弥生土器 高杯 10. 7 浅黄橙色(7.5YR8/3) 細砂、粗砂 黒斑c・・-・ 
2435 弥生土器 証杯 15. 0 " ""' 鈍橙色(5YR6/4) 細砂、粗砂

2436 製塩土器 ""' 4.6 黒褐色(lOYR3/l) 細砂

2437 弥生士器 甕 (12. 0) 灰褐色(7.5YR5/2) 細砂、粗砂 ススA?'. 

2438 弥生土器 甕 (13 8) -. ●9 橙色(5YR6/6) 細砂

2439 弥生土器 甕 (14 7) 橙色 (5YR6/6) 細砂
I• —• 竪穴住居119
2440 弥生土器 甕 14.8 鈍黄橙色(lOYR?/3) 細砂
＇ 
2441 弥生士器 高杯 (14. 7) 鈍橙色(7.5YR6/4) 細砂I ,. 

2442 弥生土器 ミニチュ7壺 2 4 3.6 4.9 橙色(75YR6/6) 細砂

2443 弥生士器 甕 (12 6) ’’ • 一• 橙色(5YR7/6) 細砂

2444 弥生士器 甕 (15 6) 橙色(5ヽYR7 /6) 細砂、粗砂

2445 弥生土器 甕 (15 2) 橙色(5YR7/6) 細砂
竪穴住居120

2446 弥生土器 高杯 (19. 5) —, 橙色(5YR7/6) 精良-・ 
2447 弥生士器 高杯 (20 1) 橙色(5YR7/8) 細砂

9● ・-

2448 弥生土器 高杯 (16 3) —• • 橙色(5YR6/6) 細砂 脚裾部ヘラガキ沈線8条 1組（推定8組）

2449 弥生土器 甕 8. 8 ー・ 橙色(75YR7 /6) 躙砂、粗砂
'-・ 
2450 弥生土器 甕 (12. 2) 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂 ススA

2451 弥生土器 甕 (13 0) ・-・ 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂

2452 弥生士器 甕 12鼻 1 鈍赤褐色(5YR5/4) 細砂
I'""" 

2453 弥生土器 甕 (12. 2) 橙色(2.5YR6/6) 細砂
＇ 
2454 弥生士器 甕 (14. 0) " 鈍赤褐色(5YR5/4) 細砂I , •• 

2455 弥生土器 甕 13 4 ．． 橙色(75YR6/6) 細砂、租砂
＇ 
2456 弥生士器 甕 (11 8) 鈍黄橙色(LOYR7/4) 細砂、粗砂
l 一・
2457 弥生土器 甕 13.8 , .. 朗赤褐色(2.5YR5/8) 細砂、租砂、礫 スス B
＇ 竪穴住居1212458 弥生士器 甕 (16. 6) 橙色(7.5YR7/6) 細砂、粗砂
I "' 

2459 弥生土器 甕 17 8 浅黄橙色(75YR8/4) 細砂、粗砂 ススA?・-
2460 弥生土器 甕 6. 1 —• 灰褐色 (7.5YR5/2) 細砂

'" 

2461 弥生土器 壺 7.8 ,., 橙色(5YR7/8) 細砂、粗砂
~ 

12462 弥生土器 滴杯 (19 0) _., 
鈍赤褐色(2.5YR5/3) 細砂， 

2463 弥生士器 面杯 (22 5) 橙色(5YR7/6) 細砂
l い●" 

2464 弥生土器 高杯 (20. 5) 浅黄橙色(lOYR8/4) 細砂、粗砂'・-・ 

2465 弥生土器 高杯 12.6 橙色(75YR7/6) 細砂、粗砂、礫
脚裾部竹管文 3個 1組（推定 9組）・沈線
1条

2466 製塩士器 (5. 8) ．． 灰黄褐色(lOYR6/2) 細砂、粗砂 径歪み

2467 竪穴住居122 製塩土器 5.5 ● 9 明褐灰色(7.5YR7 /2) 粗砂 ススC

2468 弥生土器 豆- 16. 5 • 一 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂
'"" 

2469 弥生土器 甕 (21. 6) ・・- 橙色(5YR6/8) 細砂、粗砂, — 
2470 弥生土器 甕 (18 6) • • 鈍赤褐色(SYRS/4) 細砂、粗砂I ... , 

2471 弥生土器 壺 14.6 鈍橙色(75YR7/4) 細砂、粗砂 ススA
＇ 竪穴住居123
2472 弥生土器 甕 (l 1. 2) 鈍橙色(75YR6/4) 細砂、粗砂
＇ 
2473 弥生土器 甕 (14 6) 橙色(5YR7/8) 細砂

2474 弥生士器 甕 6 8 鈍橙色(75YR6/4) 細砂、粗砂 スス C?

2475 弥生土器 高杯 (28. 8) 橙色(5YR6/8) 細砂、粗砂
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角田調査区土器観察表

挿脳 法量(cm)
掲載遺構名 種別 器種 色調 胎土 特徴

番号
ロ径 底径 器高

脚柱部クシガキ沈線6条 1組14組残透
し孔 2個残（推定 8個） 脚裾部クシガキ

2476 弥生土器 高杯 12 6 鈍橙色(75YR6/4) 細砂 沈線 6条 1組 5組残（推定16紐?). [!!]線
3条外面赤色顔料塗布胎土角閃石多

竪穴住居123 い 色調チョコレート色
＇ 

2477 弥生土器 莉杯 "" (15 4) 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂
＇ 

2478 弥生土器 鉢 30. 1 10 9 27.3 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂、粗砂、礫 底部ヘラ記号黒斑BC
l ー，

2479 弥生士器 器台 (29 3) 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂 黒斑c
2480 弥生土器 壺 13 8 橙色(7.5YR7 /6) 細砂、粗砂
I 

2481 弥生土器 甕 (12 1) 褐灰色(10YR4/l) 細砂、粗砂
＇ 

竪穴住居124
2482 弥生土器 壺 13 l 灰黄褐色(lOYR4/2) 細砂

＇ 

2483 弥生上器 甕 13. 7 橙色(2.5YR6/6) 細砂、祖砂 ススA

2484 弥生土器 壺 18. 8 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂
I 

2485 弥生土器 壺 14. 5 橙色(75YR7 /6) 細砂、粗砂、礫 黒斑B
I 

2486 弥生土器 Ea - 16. 8 淡橙色(SYRS/4) 細砂、粗砂、礫
I 

2487 竪穴住居125 弥生土器 壺 8. 7 (5. 5) 13 6 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂、礫 黒斑c
＇ 

2488 弥生土器 高杯 25.3 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂
＇ 

2489 弥生土器 高杯 '' 14.0 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂
＇ 

2490 弥生士器 手捏ね鉢 (4. 4) 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂、粗砂

2491 弥生土器 甕 (13. 8) 橙色(5YR6/6) 紬砂、粗砂
I 竪穴住居126
2492 弥生土器 高杯 (22. 2) 橙色(25YR6/8) 細砂、粗砂

2493 弥生土器 甕 14. 6 橙色(5YR6/8) 細砂、粗砂
＇ 

2494 弥生士器 型 14. 2 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂
＇ 

袋状士壊89
2495 弥生上器 甕 ● ,. 橙色(5YR6/8) 細砂、粗砂

＇ 

2496 弥生土器 甕 5 6 鈍橙色(5YR7/3) 細砂 底部外面ミガキ

2497 袋状士堀90 弥生士器 甕 6 9 鈍黄橙色(lOYR7/3) 粗砂

2498 袋状土壊91 弥生土器 高杯 9 7 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂 沈諒 7本 5組

2499 弥生土器 甕 13 0 橙色(5YR6/6) 細砂 ススA
＇ 

2500 袋状士壊92 弥生士器 甕 13. 7 橙色(25YR6/6) 細砂 ススA
＇ 

2501 弥生土器 高杯 24 0 赤橙色(10R6/8) 細砂

2502 弥生土器 壺 14 1 橙色(25YR6/6) 細砂、粗砂
内而クシ状I.具による刺突文2方向確認
頸部クシ状丁具による刺突文

＇ 

2503 弥生土器 壺 14. 2 橙色(2.5YR6/6) 細砂、粗砂
＇ 

2504 弥生士器 壺 (14. 4) 7 6 (39. 3) 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂 黒斑B
I 

2505 弥生土器 空- 10 5 (23 8) 橙色(25YR6/6) 細砂、粗砂 黒斑B
I 

2506 弥生土器 甕 10 7 赤橙色(lOR6/6) 細砂、粗砂
袋状土壊97

2507 弥生土器 高杯 12 2 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂
脚裾部 3個 1組の透し孔（末貫通） 7方
向？

I 

2508 弥生土器 高杯 23.0 LS. L 19 7 橙色(25YR6/8) 細砂、粗砂
脚柱部透し孔縦方向 4個 4方向確認（未
貰通あり）

I 

2509 弥生土器 台付鉢 20.9 13 3 23.8 洩黄橙色(7.5YR8/4) 細砂、粗砂
脚裾部4-5個 1組の竹管文 6方向確認
黒斑B

I 

2510 弥生土器 器台 27 8 灰白色(7.5YR8/2) 細砂、粗砂

2511 袋状土壊105 弥生士器 ミニチュ7鉢 4. 6 2_9 橙色(75YR7 /6) 細砂 黒斑c
2512 弥生土器 I壺 13 6 -I灰白色{lOYRS/2) 細砂、粗砂 頸部刺突文
' 
2513 弥生上器 壺 15 8 淡橙色(5YR8/3) 細砂、祖砂
I 袋状土塘107
2514 弥生土器 甕 14.0 6.6 28.9 浅黄橙色(7.5YR8/3) 粗砂 胴部刺突底部穿孔黒斑C スス B
＇ 

2515 弥生土器 甕 17 2 7.8 36.5 灰白色(lOYR8/2) 細砂 胴部刺突スス C?

2516 弥生上器 空""'= (7. 1) 鈍橙色(5YR7/3) 細砂
' 袋状土壊108

-I浅黄橙色(7.5YR8/6) 2517 弥生士器 高杯 (23. 1) 細砂

2518 弥牛±器 壺 18.2 鈍橙色{75YR7 /3) 細砂
二重の竹管文3個 1組残（外面） 竹管文
2段4組＋下段3個残（内面） 黒斑B?

' 
2519 弥生土器 互- 明赤褐色(2.SYRS/6) 細砂、粗砂 頸部刺突文
I 

~520 弥生土器 甕 13. 3 鈍褐色(75YR6/3) 細砂、粗砂
＇ 

2521 弥生土器 甕 12. 9 橙色(2.5YR6/6) 細砂
， 

2522 袋状士壊109 弥生土器 甕 12. 7 橙色(7.5YR7 /6) 細砂

2523 弥生土器 甕 - 1 s.o 鈍橙色(7.5YR6/4) I細砂

2524 弥生土器 甕 6 7 鈍黄橙色(10YR7/4) I細砂

2525 弥生土器 甕 6 3 鈍黄橙色(10YR6/3) 細砂 スス C?

2526 弥生土器 壺 8 7 橙色(2.5YR6/6) 細砂、粗砂、礫

2527 弥生土器 高杯 23. 7 15.4 -I橙色(5YR6/6) 細砂
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角田調査区土器観察表

悶l掲載迫構名 I I 
法凪(cm)

特徴種別 器種 色調 胎土
ロ径 底径 l器高

12528 j袋状土壊109 I弥生土器 I器台 25. 3 21 9 35. 7 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂、椴 二重の竹管文4個 1組 8組

2529 弥生土器 宜~ 12. 7 "' 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂 ススA

~530 袋状土壊110 弥生土器 甕 (14. 8) 灰黄褐色(10YR5/2} 細砂
I 

12531 弥生土器 高杯 (15. 6} 鈍黄橙色(IO¥'R7/2) 細砂、礫

2532 弥生土器 悲 12.2 鈍黄橙色(10YR7/3} 細砂、粗砂,,. 

2533 弥生士器 甕 12.8 明褐灰色(7.5YR7/2) 細砂、粗砂,, ___ , 

袋状土墳112
2534 弥生土器 甕 11 5 5. 6 鈍橙色(75YR7/3) 細砂

2535 弥生土器 高杯 (22 6) , .. 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂、礫 ロ緑部凹線4条

2536 袋状土壊113 弥生土器 高杯 24 2 鈍橙色(75YR7/3) 細砂、粗砂 ロ緑部凹線 2条

2537 弥生士器 宜-=- 13 8 浅黄橙色(75YR8/4) 細砂、粗砂 頸部剌突文

2538 弥生士器 壺 12.0 6.6 17. 5 鈍黄橙色(10YR7/4) 細砂、粗砂 ほぽ完形
,,., ● " 

2539 袋状土城114 弥生土器 甕 橙色(5YR7/6) 細砂 ロ縁部凹線 2条
I 

2540 弥生土器 高杯 (25. 9) 橙色(5YR7/8) 細砂
＇ 
2541 製塩土器 (15. 6) 鈍橙色(5YR7/3) 組砂、粗砂

2542 弥生土器 罪- 19.4 橙色(5YR7/8) 細砂、粗砂、礫. 
細砂、粗砂、礫 I2543 弥生土器 甕 (11.9) 橙色 (75YR7 /6) 

卜

2544 弥生土器 甕 6 4 橙色(25YR6/8) 組砂
卜 袋状土樅115
12545 弥生土器 甕 5.8 褐灰色(5YR5/l) 細砂
•· 
2546 弥生土器 高杯 8 8 鈍橙色(5YR6/3) 細砂
， 

2547 弥生土器 器台 21. 2 ．．． 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂 胴上部透し孔 6 個• 下に 6個黒斑A

2548 弥生土器 長頸壺 15 0 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂
,, 一・
12549 弥生土器 長頸壺 16 6 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂｀礫 頸部沈線15条（螺旋）
I 

~550 弥生土器 壺 14 0 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂 肩部剌突文上
， 

2551 弥生土器 -亜 12 9 7 0 30.9 鈍橙色(7.5YR7/4) 細砂、粗砂 肩部刺突文ススB
， 

2552 弥生土器 壺 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂 表面線刻
Iー・

2553 弥生土器 互士 橙色(5YR6/6) 細砂 表面線刻

2554 弥生土器 甕 13 0 橙色(2.5YR7 /6) 細砂、粗砂 表面タタキ スス B'

2555 弥生土器 甕 14 4 橙色(25YR7 /6) 細砂 胴部刺突表面タタキ

2556 弥生土器 甕 12 0 -- 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂 ヌス B—,. 
2557 弥生土器 甕 16 0 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂 表面タタキススB

袋状士壊116
:2558 弥生土器 挽 13 4 5.4 26.8 淡橙色(5¥R8/4) 細砂、粗砂 スス B

2559 弥生土器 甕 16. 2 7 2 26 8 鈍黄橙色(10YR7/4} 細砂、粗砂 スス B

2560 弥生土器 晶杯 23.2 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂 口唇部凹線？（条数不明）
,_, 

2561 弥生土器 高杯 15 2 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂 脚裾部透し孔5個残（推定13個）
'. 
宏562 製塩土器 4.0 灰白色(10YR8/2) 細砂、粗砂 ススC
， 

2563 製塩土器 2 6 浅黄橙色(10YR8/3} 細砂、粗砂、礫
'"" 

2564 製塩土器 4 0 浅黄橙色(10YR8/3) 細砂、粗砂、礫
' 
12565 製塩土器 3 8 浅黄橙色(10YR8/3) 細砂、粗砂、礫

12566 製塩土器 3 6 浅黄橙色(lOYRS/3) 細砂、粗砂、礫 ススC
＇ 
2567 製塩土器 "● 4.0 淡橙色(5YR8/3) 細砂、粗砂、礫 ススC

~568 弥生土器 空~ 11.0 淡赤橙色(25YR7 /4) 細砂 ススB
I 一• -I 9.2 2569 弥生土器 壺 鈍橙色(5YR6/3) 細砂、粗砂 黒斑B
"" 
2570 弥生土器 甕 14.2 橙色(2.5YR6/6) 細砂.... 
2571 弥生土器 甕 14. 5 6.4 25 7 淡赤橙色(25YR7 /4) 細砂 底部穿孔ススABC,,, __ 

2572 弥生土器 甕 10.6 鈍橙色(75YR7 /4) 細砂｀粗砂
ト・••

2573 弥生土器 甕 (14. 6) 鈍橙色(5i'R6/3) 細砂 スス A
9ー，

2574 弥生土器 甕 13.0 淡赤橙色(25YR7 /4) 細砂 スス A
,, .. 一・

2575 弥生土器 甕 5.8 淡赤橙色(2.5YR7 /4) 細砂 スス C
I 

袋状士椴117
2576 弥生土器 甕 6.4 鈍橙色(5YR7/4) 細砂 スス C
'" 
2577 弥生土器 高杯 17.0 淡赤橙色(2.5YR7/4) 細砂 ロ縁部凹線6条
1 ・・・・

2578 弥生土器 鉢 18 4 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂 ススA
I 

2579 製塩土器 15 8 灰黄色(2.57/2) 細砂、粗砂、礫 ススA
， 

2580 製塩土器 ．．．． (16 0) 灰白色(5YR8/2) 細砂、粗砂 ススA
I"'' 

2581 製塩土器 (16 8) 鈍黄橙色(10YR7/2) 細砂、粗砂、礫

2582 製塩土器 5 1 浅黄橙色(10YR8/3) 細砂、粗砂 スス C
"' 

2583 製塩土器 ● "' 

4. ゜ 灰白色(25Y7 /1) ...._, 
細砂、粗砂 スス C

淡赤橙色(2.5YR7 /3) 
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挿因 法蘇(cm)
掲載遺構名 種別 器種 色調 胎土 特徴番号

ロ径 底径 器高

似584 製塩土器 4.0 灰白色(10YR8/I) 細砂、粗砂
， 

2585 製塩土器 4.0 灰白色(10YR8/2) 細砂、粗砂
I 

2586 製塩土器 ... 9 ● 9 6. 1 灰白色(IOYRS/2) 細砂、粗砂、礫 スス C
I 

2587 製塩士器 ．． 4 0 灰黄褐色(10YR6/2) 租砂、礫
•·· 
2588 製塩土器 4.4 鈍黄橙色(!OYR7/3) 細砂、粗砂
＇ 
2589 袋状土城117 製塩土器 4 9 灰白色(10YR8/2) 組砂、祖砂、礫
＇ 
2590 製塩士器 •一 4 0 灰白色(lOYR8/l) 細砂、祖砂、礫

2591 製塩士器 4.0 灰褐色(7.5YR6/2) 細砂、粗砂、礫

2592 製塩土器 4.4 灰白色(75YR8/l) 細砂、粗砂、礫

2593 製塩土器 5 4 朋褐灰色(7.5YR7 /2) 細砂、粗砂

2594 製塩土器 .. , 4.0 鈍橙色(75YR7 /3) 細砂、粗砂、礫 スス C

2595 
袋状土塙119

弥生士器 甕 14 3 橙色(5YR6/6) 細砂 ススA

2596 弥生土器 高杯 20 0 橙色(25YR6/6) 細砂 外而ミガキ 8分割

2597 袋状土壊120 弥生土器 壺 18.8 橙色(5YR6/6) 細砂

2598 弥生士器 甕 12 3 橙色(25YR7 /8) 細砂 被熱ススA

2599 弥生士器 甕 13 3 橙色(2.5YR7 /6) 細砂

2600 弥生土器 甕 14. 1 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂 黒斑B

2601 弥生土器 糀 14 6 明赤褐色(5YR5/6) 細砂、粗砂 黒斑A
袋状上壊121

2602 弥生士器 甕 6 1 鈍褐色(75YR6/3) 細砂、粗砂 底部外面ハケメ ススA

2603 弥生士器 糀 5 6 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂 底部外面ナデススA

2604 弥生土器 涵杯 (22. 2) 橙色(25YR7 /6) 細砂、粗砂

2605 弥生土器 高杯 9.0 橙色(5YR7/8) 細砂、粗砂

2606 袋状土壊122 弥生士器 甕 15 8 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂、礫

2607 弥生土器 甕 12. 5 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂
I 

2608 弥生土器 甕 14. 2 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂
＇ 
2609 弥生士器 甕 (14. 3) 浅黄橙色(lOYRS/4) 細砂
＇ 
2610 袋状士壊123 弥生土器 甕 12 8 鈍黄橙色(IOYR7/3) 細砂

2611 弥生土器 鉢 17 5 鈍黄褐色(10YR5/3) 細砂、粗砂
I 

2612 製塩土器 ・ー・ 5 7 橙色(25YR6/6) 細砂、粗砂
＇ 

2613 製塩土器 6.3 
淡黄赤色(25Y8/3)-
鈍橙色(lOR6/4)

細砂 黒斑C

2614 弥生士器 壺 12 0 赤橙色(IOR6/8) 網砂、粗砂
＇ 

袋状土壊124 ロ縁部外面凹線5条.2璽竹管文 3個組
2615 弥生士器 壺 18 6 浅黄橙色(7.5YR8/3) 細砂、祖砂 全体 5個？ 内面連続 2列竹管文全体 5

個？ 黒斑A

2616 弥生士器 壺 18 5 橙色(25YR6/6) 細砂
＇ 
2617 弥生士器 甕 12.4 鈍橙色(7.5YR7/4) 細砂
＇ 
2618 弥生士器 甕 12.6 鈍橙色(7.5YR6/4) 細砂
I 

2619 弥生土器 甕 24.5 橙色(5YR7/8) 細砂、粗砂
＇ 
2620 弥生土器 甕 11.0 鈍橙色(5YR7/3) 細砂 歪んでいる

2621 袋状士壊125 弥生士器 甕 14. 7 橙色(2.5YR6/8) 細砂、粗砂

2622 弥生士器 甕 4. 6 浅黄橙色(75YR8/4) 細砂

2623 弥生土器 高杯 (20. 3) 13 3 15 5 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂 脚部4個 1組の未貫通透し孔全体5個？

2624 弥生士器 高杯 15 2 橙色(5YR7/8) 細砂 朋咽部ヘラガキ沈線 5本 1組（推定14組）

2625 製塩士器 5 2 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂

2525 製塩土器 5 7 鈍橙色(25YR6/3) 細砂、粗砂、礫

2627 弥生土器 壺 (12. 4) 橙色(5YR6/8) 細砂、粗砂 2628と同一個体？

2628 弥生土器 壺 (13. 0) 橙色(5YR6/8) 細砂、粗砂

2629 弥牛上器 甕 13.6 明赤褐色(2.SYRS/8) 粗砂 ススA

2630 弥生土器 甕 11.8 明赤褐色(2.5YR5/6) 細砂、礫

2631 弥生士器 甕 13.6 浅黄橙色(10YR8/3) 粗砂

2632 弥生士器 鉢 13.6 橙色(5YR6/6) 細砂
袋状士壊126

2633 弥生土器 甕 15.4 橙色(2.5YR6/8) 細砂 ススA

2634 弥生士器 甕 (15. 2) 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂

2635 弥生土器 甕 9.9 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂

2636 弥生土器 甕 13.8 灰白色(lOYRB/2) 細砂 色調は白っぽい

三2638 I 
弥生士器 甕 13.4 鈍褐色(7.5YR6/3) 細砂、粗砂

弥生土器 鉢 10.2 鈍橙色(75YR6/4) 細砂、粗砂
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挿図 I掲載遺構名

I 
法凪(cm)

種別 器種 色調 胎土 特
番号

ロ径 底径 器高

2639 弥生土器
ll 鉢甕

10.0 鈍橙色(75YR6/4) 細砂 ロ縁部穿孔 1個残

2640 弥生土器 14. 4 鈍橙色(5,'R6/3) 精良
, __ ,' 

2訊 1 袋状土墳126 弥生土器 鉢 (19. 0) 灰白色(25Y7/l) 細砂 ススB?

2642 弥生土器 鉢？ 14.8 赤橙色(IOR6/8) 細砂、粗砂

2643 弥生土器 鉢 (30會 8) -・ 灰黄褐色(10YR6/2) 細砂、租砂 スス

2644 袋状土壊127 弥生士器 I器台 (19. 7) -I -橙色(5¥'R6/6) 細砂、粗砂、礫

2645 弥生士器 甕 12. 7 鈍黄橙色(10YR6/3) 細砂、粗砂
I 

2646 弥生土器 甕 13.4 鈍黄橙色(10YR7/4) 細砂、粗砂 ロ縁下端部スス， 

12647 袋状土被128 弥生土器 甕 13 9 
鈍橙色 (75YR7 /3) 

細砂 肩部刺突文 口緑下端部スス
褐灰色(75YR4./l) . 

2648 弥生土器 高杯 -- 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂 I 
"' 

2649 製塩土器 5 9 鈍橙色(2.5YR6/4) 細砂

2650 弥生土器 壺 (18. 5) 鈍褐色 (7.5YR6/3) 細砂、粗砂、礫
I 

2651 弥生土器 甕 14 4 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂
i―__ , 袋状土被129
2652 弥生土器 甕 6 8 橙色(2.5YR7/6) 細砂、粗砂
I 

2653 弥生土器 高杯 (22 5) 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂 ロ縁部沈線4条？

2654 弥生土器 壺 19 8 •一 橙色(7.5YR7 /6) 粗砂
＇ 
2655 弥生土器 甕 14 9 鈍橙色(7.5YR7 /4) 粗砂 黒斑B-C 2656と同一個体？
I" 

2656 方形土壊 1 弥生士器 甕 5. 7 鈍橙色(75YR7 /4) 粗砂 黒斑B~C 2655と同一個体？
I 

2657 弥生土器 高杯 橙色(2.5YR6/8) 細砂 外面ハケメ 内面不明
I一
2658 弥生土器 鉢 橙色(5YR6/6) 粗砂 外面ハケメ

2659 弥生土器 甕 14. 0 " 橙色(7.5YR7 /6) 粗砂 外面ヘラミガキ？
＇ 
2660 弥生士器 甕 14.4 橙色(7.5YR6/6) 細砂

2661 
方形土壊 2

弥生士器 甕 20 0 鈍橙色(5YR6/4) 細砂

2662 弥生土器 甕 鈍黄橙色(lOYR7/3) 粗砂

2663 弥生土器 鉢 鈍橙色(5YR7/4) 細砂

2664 弥生士器 高杯 鈍橙色(5YR7/4) 細砂

2665 弥生土器 壺 (22 4) 橙色(5YR7/6) 細砂
• 一
2666 弥生土器 互- 浅黄橙色(!OYRS/3) 細砂

2667 弥生土器 甕 橙色(25YR7/6) 細砂

2668 弥生士器 甕 橙色(25YR6/6) 細砂 黒斑A
I 

2669 方形土壊 3 弥生士器 高杯 鈍橙色(5YR7/4) 精良
I , 

2670 弥生土器 高杯 橙色(5YR7/6) 粗砂
I 

2671 弥生土器 高杯 18 0 ••一 橙色(5YR6/6) 精良 外面工具ナデ・ヘラミガキ？
＇ 
2672 弥生士器 鉢 浅黄橙色(10YR8/4) 細砂
I 

2673 弥生士器 鉢 (17. 2) 6.9 (1 LO) 橙色(5YR6/8) 細砂 黒斑BC

2674 弥生土器 甕 橙色(SYR6/6) 細砂
I 

2675 弥生土器 甕 ●9 鈍橙色(5YR7/4) 細砂
I, 

2676 弥生土器 甕 橙色(25YR6/6) 細砂
ト・ 方形土城4
2677 弥生土器 岱杯？ .... 鈍橙色(5YR6/4) 細砂
I , 

2678 弥生土器 鉢 橙色(5YR6/6) 細砂 ロ縁郎凹線 2条 内面ナデ
I 

2679 弥生土器 鉢 橙色(5YR6/6) 細砂

2680 弥生土器 甕 ．． 鈍橙色(5YR7/4) 粗砂
I 

2681 弥生土器 甕 橙色(5YR6/8) 細砂
I 方形土懐 5
2682 弥生士器 甕 鈍橙色(5YR7/4) 細砂
＇ 
2683 弥生土器 甕 18.0 橙色(75YR6/6) 粗砂

2684 方形土城6 弥生土器 甕 14.0 灰黄褐色(lOYR6/2) 粗砂

2685 弥生土器 甕 13.4 鈍橙色(5YR7/4) 細砂
＇ 
2686 弥生土器 甕 .. 浅黄橙色(7鼻 5YR8/3) 細砂 黒斑A
I 

12687 弥生土器 甕 13.0 橙色(5YR7/8) 祖砂 黒斑AB
I 方形土壊 7
2688 弥生士器 鉢？ 3. 3 ,. 浅黄橙色(7.5YR8/3) 細砂 ヘラミガキ 黒斑c
＇ 
2689 弥生土器 鉢 --- 灰褐色(5YR4/2) 細砂
I 

2690 製塩土器 橙色(5YR7/6) 細砂 ヘラケズリ

2691 弥生土器 甕 鈍橙色(5YR6/4) 細砂
I 

2692 
方形土漿8

弥生土器 甕 鈍橙色(5YR6/4) 細砂

2693 弥生土器 鉢 明赤褐色(25YR5/8) 細砂

2694 弥生土器 鉢 鈍褐色(75YR5/3) 細砂 外面不明
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挿図 法伍(cm)
掲載迫構名 種別 器種 色躙 胎土 特徴番号

口径 底径 器高

2695 方形土城 8 弥生土器 商台付鉢？ 10 0 橙色(2.5YR6/8) 礫 外面不明

2696 弥生士器 甕 14 5 5 6 20 7 浅黄橙色(7.5YR8/4) 細砂 黒斑cI ,, __  

2697 弥生土器 甕 16.6 """ 鈍橙色(5YR6/4) 細砂 スス B'
1一'''

2698 弥生土器 甕 橙色(5YR7/8) 細砂
＇ 
~699 弥生土器 甕 .. , 淡橙色 (5YR8/4) 細砂',, ___ 
2700 弥生土器 甕 橙色(2.5YR6/8) 細砂
＇ 

2701 弥生土器 甕 橙色 (2.5YR7 /6) 細砂 ロ縁部凹線約 4条残

2702 弥生士器 甕 褐灰色 (10YR4/1) 細砂 外面ハケメ

2703 弥生上器 届杯 13 8 橙色 (5YR7/6) 細砂
---・--方形土塙 9

2704 弥生土器 高杯 橙色(2.5YR7 /6) 精良

2705 弥生土器 高杯 -- 赤橙色(10R6/6) 精良
＇，一

2706 弥生土器 台付鉢 3. 8 灰白色(lOYRS/2) 細砂

2707 弥生上器 高杯 赤橙色(10R6/8) 精良

2708 弥生土器 高杯 11. 2 赤色(lORS/8) 細砂 透し孔4個

2709 弥生上器 鉢 20. 0 橙色(75YR7/6) 粗砂 黒斑AB

2710 弥生土器 台付鉢 4. 8 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂

2711 弥生土器 台付鉢 一• 橙色(7.5YR7/6) 細砂 佐面ケズリ後ハケメ 外面ユビナデ

2712 弥生士器 甕 鈍橙色(5YR7/4) 細砂， 

2713 弥生土器 甕 橙色(5YR7/6) 細砂
卜

2714 弥生土器 甕 .. , 鈍橙色(5YR7/4) 細砂
I 

2715 弥生士器 甕 鈍赤褐色(5YR5/3) 細砂 外面ヘラミガキ
'' 
2716 方形土城10 弥生土器 甕 ．．．． 灰黄褐色 (10YR4/2) 細砂
＇ 
2717 弥生土器 甕 橙色(25YR6/6) 細砂

""" 

2718 弥生土器 脚部 橙色(5YR7/6) 細砂

2719 弥生土器 高杯 18 0 橙色 (5YR7/6) 細砂

2720 弥生上器 器台 灰黄褐色 (10YR6/2) 細砂 ロ縁部凹線4条

2721 弥生土器 甕 橙色 (2.5YR6/6) 細砂

2722 弥生士器 甕 鈍橙色 (5YR7/4) 細砂
" 

2723 方形土堺11 弥生土器 豆- 橙色 (5YR6/6) 細砂

2724 弥生土器 ？ 橙色 (5YR7/8) 細砂 外面ヨコナデ透し孔

2725 弥生土器 空.,.. 橙色 (5YR7/6) 粗砂 ロ縁部胆線 6条

2726 弥生士器 甕 橙色(2.5YR6/6) 細砂

2727 弥生士器 甕 鈍橙色(5YR7/4) 細砂

2728 方形土壊12 弥生土器 臨． 18. 4 橙色(5YR7/8) 細砂

2729 弥生土器 高杯 橙色{7.5YR7 /6) 細砂
... ,. 一

2730 弥生土器 壺 "'" 黒褐色(5YR3/l) 粗砂

2731 弥生土器 甕 12. 0 淡橙色(5YR8/4) 細砂、粗砂
" 

2732 弥生上器 甕 14. 2 橙色(5YR6/6) 細砂

2733 弥生士器 甕 12. 0 鈍黄橙色(!OYR7/2) 細砂

2734 弥生土器 甕 (13. 5) 橙色(5YR1/6) 細砂

2735 弥生土器 甕 鈍橙色(5YR6/4) 細砂
'''  

2736 弥生上器 高杯 " 橙色(5YR6/8) 細砂

2737 弥生士器 甕 橙色(25YR6/6) 細砂

2738 
方形土喋13

弥生土器 甕 鈍赤褐色(5YR4/3) 細砂 外面ヘラミガキ

2739 弥生土器 高杯 鈍橙色(5YR7/4) 細砂

2740 弥生士器 高杯 橙色(5YR6/6) 細砂

2741 弥生土器 高杯 橙色(2.5YR6/8) 細砂
I 

2742 弥生士器 高杯 橙色(5YR7/4) 細砂
I 

2743 弥生土器 高杯 (13. 7) 鈍橙色(75YR7/3) 精良 外面ヘラミガキ後ハケメ 透し孔 2個残
＇ 
2744 弥生土器 鉢 12 0 " 鈍橙色(2.5YR6/4) 細砂 ナデ？
＇ -I -~745 弥生土器 鉢 灰黄褐色(lOYR6/2) 細砂、粗砂 内面ヘラケズリ後ヘラミガキ
＇ 

2746 弥生士器 鉢 -l -鈍黄橙色(10YR7/3) 細砂、粗砂 ハケメ 内面ヘラケズリ

2747 I弥生士器 甕 15.2 鈍橙色(7.5YR6/4) 細砂 スス B
I 方形土塙14
2748 弥生土器 高杯 lL 8 橙色(7.5YR7/6) 細砂 透し孔 5個

2749 
方形土喘17

弥生土器 互缶 15.0 鈍橙色(75YR7/4) 粗砂

2750 弥生土器 甕 14 8 ● 9 橙色(2.5YR6/6) 細砂 黒斑B-C

2751 方形土漿18 弥生士器 甕 13 4 -I -橙色(5YR6/8) 粗砂
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挿図 法量(cm)

I 
掲載遺構名 程 lj 器種 色瞬 胎土 特徴

番号 ロ径 底径 器高

2752 弥生土器 甕 1 1s 6 -I -鈍橙色(5YR6/3) 細砂
方形土披19

! 2753 弥生土器 鉢 17 8 鈍橙色(5YR6/4) 精良

2754 弥生士器 甕 15.2 5 5 (20. 5) 橙色(5YR6/6) l礫 lスス C

2755 弥生±器 甕 19.o I - "" 橙色(2.5YR6/6) 礫 黒斑A
• 一•一·

2756 方形土壊20 弥生士器 台付鉢 14.5 
11., I 1 1s, 

淡橙色(5YR8/4) 細砂 完形黒斑c
' , .  

2757 弥生土器 高杯 15. 0 - 橙色(5YR7/6) 細砂 透し孔4個

2758 弥生土器 鉢 (28. 0) 橙色(5YR6/7) 粗砂

2759 方形土壊21 弥生士器 甕 (16. O} 鈍黄橙色(10¥'R7/2) 細砂

2760 
方形土漿22

弥生土器 甕 15. 6 橙色(5YR7/8) 細砂

2761 弥生土器 甕 11. 8 橙色(5YR6/8) 細砂

2762 弥生土器 ~ 士 21. 2 .. 橙色(5YR7/4) 粗砂、礫

2763 弥生士器 壺 20.6 橙色(7.5¥'R7/6) 細砂、粗砂、礫
・・・-

2764 弥生土器 壺 (21. 2) 鈍橙色(5YR7/4) 細砂 ロ縁部鋸歯文

2765 弥生土器 壺 22 2 淡橙色(SYRS/3) 粗砂、礫 黒斑A•B

2766 弥生土器 壺 16.9 8. l 24 l 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂 ほぽ完形黒斑C
＇ 
区767 弥生土器 壺 15 6 ．．． -- 橙色(5YR7/8) 細砂、祖砂、礫 黒斑c
＇ 
2768 弥生土器 甕 12 4 4.2 20.0 灰白色(5YR8/2) 粗砂 ほぽ完形黒斑B・C

2769 弥生土器 甕 (12 6) 一， 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂

2770 弥生土器 甕 12 8 ’’ 橙色(5YR7/6) 粗砂

2771 弥生土器 甕 13.0 橙色(7.5YR7 /6) 細砂、租砂

2772 弥生土器 甕 13.8 鈍橙色(75YR7 /4) 細砂、粗砂 外面ハケ状工具ナデ.,. 
2773 弥生士器 甕 14.6 鈍橙色(75YR7 /4) 細砂、粗砂 黒斑A

2774 弥生士器 甕 14 8 鈍橙色 (5YR7/4) 細砂

2775 弥生土器 甕 16 6 淡橙色(5YR8/4) 細砂

2776 弥生土器 甕 15 3 5 0 (23. 5) 淡橙色(5YR8/4) 粗砂、礫 ススA

2777 弥生土器 甕 14 2 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂、粗砂、礫

2778 弥生土器 甕 16 7 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂
••一•

2779 弥生土器 甕 (15 2) 一" ・- 鈍橙色(10YR7/3) 組砂

2780 弥生土器 甕 15. 6 淡橙色(5YR8/4) 祖砂 スス B 黒斑c
2781 弥生土器 甕 16. 3 橙色(2.5YR6/8) 網砂

．． 

2782 弥生土器 甕 17. 4 ... 橙色(5YR6/6) 細砂

2783 弥生t器 甕 21. 6 橙色(5YR6/6) 組砂

2784 弥生土器 甕 16. 2 鈍橙色(5YR7/4) 細砂

2785 方形土瞭23 弥生土器 甕 (11. 8) ,., 一 橙色(7.5YR6/6) 細砂

2786 弥生土器 甕 (14. 2) 淡黄色(25Y8/3) 細砂

2787 弥生土器 甕 14 0 灰白色(lOYR8/2) 細砂 スス B

2788 弥生土器 甕 14 6 ""' 橙色(5YR6/8) 細砂、粗砂

2789 弥生士器 甕 15 0 " 淡黄色(2.5Y8/3) 細砂
'..  一•

2790 弥生土器 甕 15. 6 鈍黄橙色(lOYR7/4) 細砂

2791 弥生土器 甕 13.9 鈍黄橙色(10YR7/3) 細砂
, — 
2792 弥生土器 甕 15.0 鈍黄橙色(LOYR7/4) 細砂 黒斑B

2793 弥生土器 甕 16.4 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂、粗砂 内面ケズリ
''  

2794 弥生土器 甕 18.0 " 鈍黄橙色(lOYR7/3} 細砂

2795 弥生士器 甕 鈍黄橙色(LOYR6/3) 細砂
'・--
2796 弥生土器 甕 (16. 9) 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂、礫 スス C

2797 弥生士器 甕 10.3 橙色(5YR6/8) 細砂
' ,. 一・

2798 弥生土器 甕 l l. 8 ’’ --・ 橙色(5YR7/8) 細砂

2799 弥生土器 甕 13.2 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂

2800 弥生士器 甕 15.8 鈍橙色(7.5YR7/4) I細砂、粗砂

2801 弥生土器 甕 6.3 鈍黄橙色(lOYR7/2) 細砂 底郭外面ミガキ スス C

2802 弥生士器 甕 4. 9 褐灰色(7.5YR4/l) 細砂、粗砂、礫 底部外面ミガキ焼成後穿孔 ススA

2803 弥生土器 甕 6.0 浅黄橙色(LOYR8/3) 細砂、粗砂、礫

2804 弥生土器 甕 4. 6 鈍橙色(7.5YR6/4) 細砂 1外面底部ハケ状工具ナデ

2805 弥生土器 甕 3. 4 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂 焼成後穿孔ススC

2806 弥生土器 甕 4. 0 暗灰黄色(25Y5/2) 細砂、粗砂、礫 外面工具ナデ
'' 

2807 弥生士器 甕 4. 6 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂、礫 スス B

2808 弥生土器 高杯 16.0 ● " 橙色(5YR7/6) 細砂 透し孔4個残
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挿図 法fit(cm) 
掲載遣構名 種別 器種 色調 胎土 特徴

番号
ロ径 底径 器莉

2809 弥生土器 高杯 18 7 ．． 淡橙色(25YR6/6) 精良

2810 弥生土器 高杯 21 0 橙色(7.5YR6/8) 精良
,_, 

2811 弥生士器 高杯 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂 透し孔 3個残

2812 弥生土器 裔杯 17. l 浅黄橙色(75YR8/3) 粗砂、礫 黒斑ABC A B  BC  

2813 弥生土器 嵩杯 14. 5 "一 橙色(7.5YR7 /6) 細砂 透し孔 3個残

2814 弥生土器 高杯 15. 5 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂

2815 弥生士器 高杯 16. 9 橙色(5YR6/8) 細砂

2816 弥生土器 商杯 橙色(2.5YR7 /6) 精良 透し孔4個

2817 弥生士器 高杯 12. 1 • • 一 浅黄橙色(lOYRS/4) 細砂 透し孔4個

2818 弥生土器 高杯 13.0 橙色(2.5YR6/6) 細砂、粗砂、礫 透し孔4個

2819 弥生士器 鉢 10. 8 2. 7 5. 3 橙色(7.5YR7 /6) 細砂、粗砂 ほぼ完形黒斑ABC

2820 弥生土器 鉢 9 7 2 2 5.8 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂、礫 完形

2821 弥生士器 鉢 13 8 3.9 6尋 7 鈍橙色(7.5YR7/4) 細砂 ほぼ完形黒斑ABC

2822 弥生土器 鉢 (13 0) 3.9 5 5 橙色(5YR6/8) 細砂、粗砂、礫 外而 6分割ミガキ黒斑A

2823 弥生士器 鉢 14 4 6.3 浅黄橙色(7.5YR8/4) 細砂 ほぽ完形

2824 弥生土器 鉢 10 0 -- 暗灰黄色(2.5YR5/2) 細砂、粗砂

2825 弥生士器 鉢 10. 9 3 2 8.9 浅黄橙色(10YR8/3) 細砂、粗砂、礫 底部外面ミガキ

2826 弥生土器 鉢 14. 3 ● " 鈍橙色(7.5YR8/4) 細砂 黒斑AB

2827 弥生士器 鉢 14. 3 橙色(25YR7/8) 精良 黒斑A B
方形土漿23

2828 弥生士器 鉢 14 5 橙色(5YR7/6) 細砂

2829 弥生士器 鉢 15 8 橙色(7.5YR7 /6) 細砂、粗砂、礫 外面ハケ状工具ナデ

2830 弥生士器 鉢 16 9 5.2 11. 7 橙色(2.5YR7 /8) 粗砂 ススA

2831 弥生土器 鉢 17 8 3 0 8 8 鈍橙色(75YR6/4) 細砂 底部外面ミガキ 黒斑B

2832 弥生土器 鉢 30 6 鈍橙色(75YR7 /3) 細砂、粗砂、礫

2833 弥生土器 鉢 (39 5) 10 5 23 9 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂、礫 木葉圧痕黒斑c

2834 弥生士器 鉢 40.0 10 0 21. 7 橙色(2.5YR6/6) 細砂、粗砂、礫 黒斑BC

2835 弥生上器 鉢 45.5 10 2 22 5 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂、礫 黒斑BC

2836 弥生士器 鉢 橙色(5YR6/6) 細砂 外面ミガキ

2837 弥生土器 台付鉢 12.8 8 3 8 1 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂 ほぼ完形

2838 弥生土器 台付鉢 (14. 3) 橙色(5YR7/6) 精良 透し孔 1個残

2839 弥生士器 台付鉢 11 0 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂 透し孔4個

2840 弥生士器 台付鉢 7 0 一" 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂

2841 弥生土器 台付鉢 6.8 3 7 5 3 鈍橙色(7.5YR7 /3) 細砂 ほぽ完形ススA?

2842 弥生士器 直口壺 10 6 6 9 19 3 浅黄橙色(7.5YR8/4) 細砂 内面ミガキ？ スス B 黒斑BC

2843 弥生上器 直口壺 9.8 淡橙色(5YR8/4) 精良

2844 弥生土器 台付直口壺 13.5 14 8 22 4 淡赤橙色(2.5YR7 /4) 精良 透し孔4個

2845 弥生±器 台付直口壺 橙色(5YR7/6) 精良

2846 弥生士器 台付直口壷 橙色(5YR6/6) 細砂

2847 弥生土器 甕 12.2 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂

2848 弥生土器 甕 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂
" 

2849 弥生±器 壺 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂

2850 方形士壊24 弥生上器 甕 2 5 浅黄橙色(lOYRS/3) 細砂

2851 弥生士器 甕 5 6 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂 黒斑c

2852 弥生士器 甕 4 8 鈍橙色(5YR6/3) 細砂 ススA 黒斑c

2853 弥生土器 鉢 (11 0) 橙色(2.SYR7 /6) 細砂 内面ケズリ後ミガキ

2854 方形土帯28 弥生士器 壺 7 0 浅黄橙色(75YR8/4) 細砂、粗砂、礫 黒斑c

2855 方形士壊29 弥生土器 甕 14.6 橙色(5YR6/6} I細砂

2856 弥生士器 壺 -I淡橙色(5YR8/4) 細砂、粗砂、礫

2857 方形土暗30 弥生土器 甕 (13 0) 褐灰色(10YR5/l) 細砂

2858 弥生土器 ？ 2. 7 鈍橙色(5YR7/4) 細砂

2859 方形土堰31 l弥生土器 高杯 LL 2 鈍橙色(7.5YR7 /3) 精良、細砂 透し孔2個残

2860 弥生上器 甕 (14. 5) 黒褐色(lOYR3/l) 細砂、礫

2861 弥生士器 甕 3.3 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂、婆

2862 方形土塀32 弥生土器 甕 4.5 鈍赤褐色(5YR5/4) 細砂、粗砂

2863 弥生土器 甕 8.4 橙色(5YR6/6) 細砂
" 

i2864 弥生土器 ？ 鈍黄橙色(10YR7/3) 細砂、粗砂 底部外面ミガキ

~865 方形土壊35 弥生土器 l甕 <14. 6) I - 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂
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挿図

I 
法藍(cm)

掲載遺構名 種別 器種 色調 胎土 特徴番号
ロ径 底径 器高

因866 弥生土器 甕 5.6 鈍橙色(5YR6/4) 精良、細砂 底部外面ケズリ， 

2867 弥生士器 鉢 9 6 鈍橙色(5i'R7/4) 粗砂 黒斑c
方形土懐35

Z868 弥生土器 小形甕 7.4 2 4 5. 9 鈍橙色(5¥'R7/3) 粗砂、礫
＇ 
2869 弥生土器 高杯 9 8 橙色{25YR6/6) 精良、粗砂、礫 透し孔4個残

12870 弥生土器 甕 5. 1 灰白色(10YR7/1) 細砂、粗砂
'・-
2871 方形土城36 弥生土器 高杯 19.4 橙色 (5YR7/8) 精良
＇ 
2872 弥生土器 鉢 (20. 0) 鈍橙色(75YR6/4) 細砂

2873 
方形土壊43

弥生土器 甕 20 0 橙色(7.5YR7/6) 細砂

2874 弥生土器 蓋 14 4 6 6 橙色(2.5YR6/8) 粗砂 ススA

2875 力形土救44 弥生土器 而杯 (9. 8) 淡橙色 (5YR8/4) 細砂 透し孔 4個残

2876 方形土被45 弥生土器 甕 (13. 6) 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂、礫

2877 弥生土器 空..., (20. 4) 鈍黄橙色(10YR6/3) 細砂、粗砂、礫

2878 弥生士器 壺 (26. 0) 鈍橙色(5YR6/4) 細砂、粗砂、礫

2879 弥生土器 壺 18 3 淡橙色(5YR8/4) 細砂、粗砂 黒斑A

2880 弥生土器 壺 23.6 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂、礫
'""'  

~881 弥生土器 壺 22.3 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂、礫
',. 

2882 弥生土器 壺 18.2 鈍橙色(7.5YR7/3) 細砂
I , — 
2883 弥生土器

宰一 9.4 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂
I,. — 
12884 弥生土器 壺 9.6 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂、礫 黒斑B,,_, 
2885 弥生士器 壺 (13. 9) 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂、粗砂、礫
I -・・ 

2886 弥生土器 甕 13.8 鈍橙色(5YR7/4) 細砂，粗砂
＇ 
2887 弥生土器 甕 15.2 淡橙色(5YR8/4) 細砂｀粗砂、礫
＇ 
2888 弥生土器 壺 15.8 浅黄橙色(7.5YR8/4) 細砂、粗砂、礫

'"" 

2889 弥生土器 甕 16.4 鈍橙色(2.5YR6/4) 細砂
" 

2890 弥生土器 甕 15.8 鈍橙色(5YR7/4) 細砂
方形土暖46

2891 弥生土器 甕 5. 7 鈍橙色(7.5YR6/4) 細砂、粗砂 底部外而ハケメ 黒斑c
2892 弥生土器 甕 6 6 鈍橙色(5YR7/3) 細砂、粗砂 内面スス
I"● ""  

2893 弥生士器 甕 6.0 鈍橙色(7.5YR7 /3) 細砂、粗砂、礫 底部外面ハケメ ススC
I 

2894 弥生土器 高杯 17.2 12. 8 10 7 鈍橙色(7.5YR7/4) 細砂 透し孔4個残
I , 

2895 弥生士器 高杯 17.6 浅黄橙色(7.5YR8/3) 精良
I• —"' 
2896 弥生土器 高杯 11 2 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂 透し孔4方向
＇ 
2897 弥生土器 高杯 12.。 淡橙色(5YR8/4) 細砂 透し孔4個
＇ 
2898 弥生土器 高杯 13 0 橙色(2.5YR7/6) 細砂、粗砂 透し孔4個黒斑c', .... , 

2899 弥生土器 鉢 14.2 5 4 6 8 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂、礫
＇ 
2900 弥生土器 鉢 13 6 4 2 7 4 橙色(25YR7 /8) 細砂、粗砂 ほぼ完形

2901 弥生土器 鉢 13.4 淡橙色(5YR8/4) 細砂、粗砂 ススA

2902 弥生土器 台付鉢 10 4 赤橙色(10R6/8) 細砂

2903 弥生土器 小形壺 灰褐色(7.5YR6/2) 細砂、礫
'. —... 
2904 弥生士器 鉢 41. 2 14 0 24 7 橙色(5YR7/6) 細砂、租砂、礫 底部外面ケズリ

2905 弥生土器 甕 15.0 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂
'・・-・・・・ 
2906 方形土壊50 弥生土器 甕 12.3 橙色(7.5YR6/6) 細砂、粗砂

2907 弥生土器 甕 13.0 灰褐色(5YR5/2) 細砂

2908 弥生土器 甕 15.0 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂、礫， 

2909 方形士城51 弥生士器 甕 橙色(5YR6/8) 細砂
I , 

2910 弥生士器 高杯 鈍橙色(5YR7/4) 細砂 透し孔4個

2911 弥生土器 甕 4. 2 鈍赤褐色 (5YR5/3) 細砂 底部外面ミガキ
I 

四12 方形土墟52 弥生土器 甕 4.0 鈍橙色(5YR6/4) 細砂
トー ' 

2913 弥生土器 高杯 11. 2 橙色(25YR7/6) 細砂 透し孔4個

四14 弥生土器 ID;: -=- 20.6 橙色(7.5YR7/6) 細砂、粗砂、礫 鋸歯文 1個残
方形土城53

2915 弥生士器 甕 (20. 2) 橙色(5YR6/8) 細砂、粗砂

2916 方形士壊54 弥生士器 甕 17. l 鈍黄橙色 (10YR7/3) 細砂、粗砂

2917 弥生土器 直口壺 7 6 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂

2918 弥生土器 直口壺 2.9 橙色(5YR7/6) 精良 黒斑B
,,_,, ● 

2919 
方形士城55

弥生士器 甕 11 0 橙色 (5YR6/6) 細砂、粗砂

2920 弥生土器 甕 15.6 橙色(5YR6/8) 細砂、粗砂、礫

2921 弥生土器 甕 13 8 橙色(2.5YR6/6) 細砂、祖砂

2922 弥生士器 甕 13.0 鈍橙色 (5YR7/4) 細砂 黒斑B
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悶
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掲載誼構名 種別 器種 色調 胎土 特徴
ロ径 底径 器高

2923 弥生土器 甕 18 0 橙色(2.5YR6/6) 細砂、粗砂
'. """ 

2924 弥生士器 甕 6.0 鈍黄橙色(10YR6/3) 細砂、粗砂、礫 底部外面ミガキ
" 

2925 弥生土器 甕 8. 3 灰白色(10YR8/2) 細砂 底部外面ミガキ黒斑c
2926 弥生土器 高杯 10. 7 1l 2 7.3 橙色(SYR7/6) 細砂 透し孔 3個残

2927 弥生土器 高杯 l2 1 9.8 9.9 橙色(2.5YR6/6) 細砂 透し孔ほぽ完形

2928 弥生土器 高杯 15.6 12 1 9 5 橙色(5YR6/6) 細砂 透し孔4
I 

2929 弥生上器 高杯 13.6 橙色(5YR6/6) 細砂

2930 弥生士器 高杯 14.0 鈍橙色(5YR7/4) 細砂

2931 弥生土器 証杯 14.8 鈍橙色(5YR7/4) 細砂 黒斑A

2932 方形土横55 弥生土器 高杯 L4.2 13.0 11. 2 鈍橙色(75YR7/4) 精良 透し孔4 ほぼ完形黒斑A•C

2933 弥生土器 高杯 15 5 9 9 9. 6 鈍橙色(5YR7/4) 精良 透し孔4 ほぽ完形

2934 弥生土器 厄杯 10 4 灰白色(5YR8/2) 細砂 透し孔4 小孔

2935 弥生土器 商杯 -・・ 12 2 鈍橙色(5YR7/3) 細砂 透し孔4 小孔

2936 弥生土器 高杯 6. 9 灰白色(2.5Y8/2) 細砂 黒斑c
2937 弥生士器 鉢 10 5 3 4 7 2 鈍橙色(5YR6/4) 細砂 ススA

2938 弥生土器 鉢 11 3 3.9 9 4 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂、礫 ほぼ完形スス A

2939 弥生土器 鉢 6 5 4 1 6 4 鈍黄橙色(10YR7/3) 細砂、粗砂 ほぼ完形黒斑ABC

2940 弥生土器 鉢 14.8 4 0 6 6 鈍赤褐色(5YR5/4) 細砂、粗砂、礫 ヌス B

2941 弥生土器 蓋 14 l 橙色(5YR6/6) 精良 透し孔2個

2942 弥生士器 壼 23. 5 橙色(2.5YR7 /8) 細砂

2943 弥生士器 甕 15 7 橙色(25YR6/6) 細砂

2944 方形土城60 弥生土器 甕 16. 7 鈍橙色(7.5YR7 /4) 網砂 外面ハケメ？

2945 弥生土器 甕 19. 8 橙色(25YR7 /8) 細砂
＇ 
2946 弥生土器 器台 (32. 2) 橙色(5YR6/8) 細砂 透し孔 1個残

2947 弥生土器 宮-. 14. 2 浅黄橙色(75YR8/4) 細砂、粗砂 螺旋状沈線
I 

2948 弥生土器 甕 (17. 2) 橙色(5YR7/6) 細砂
I 方形土漿61
2949 弥生士器 甕 22.0 橙色(7.5YR7 /6) 粗砂
＇ 
2950 弥生土器 器台 (26 6) 鈍赤褐色(SYRS/3) 細砂、粗砂、礫 透し孔 2個残方形 1・円形 1

2951 弥生士器 血= 16.8 赤色(10R5/6) 細砂
＇ 

2952 弥生土器 壺 (24. 0) 橙色(5YR6/8) 細砂
I 

2953 弥生士器 甕 10. 6 赤色(10R5/8) 細砂
I 

2954 弥生土器 甕 16. 0 赤褐色(lOR4/4) 細砂
I 

2955 弥生士器 甕 17. 6 橙色(2.5YR6/6) 細砂
＇ 
2956 

方形土壊62
弥生土器 甕 22.6 黄橙色(7.5YR7 /8) 細砂

2957 弥生土器 高杯 20.5 鈍赤褐色(5YR5/4) 細砂
＇ 

2958 弥生土器 高杯 18. 0 灰白色(25Y8/l) 細砂 スス A
＇ 

2959 弥生土器 高杯 18. 2 赤橙色(IOR6/8) 細砂
I 

2960 弥生土器 甜杯 11 0 橙色(5YR7/6) 細砂 透し孔 2個残
I 

2961 製塩土器 5 4 赤橙色(IOR6/6) 細砂

2962 弥生土器 台付鉢 (LO 4) 灰褐色(5YR4/2) 細砂 透し孔 1個残

2963 弥生士器 壺 19. 0 橙色(75YR7/6) 粗砂 スス A

2964 弥生士器 弱 19 4 橙色(25YR6/6) 粗砂

2965 弥生土器 甕 13. 8 橙色(5YR6/6) 細砂

2966 方形土戦66 弥生士器 甕 15. 6 浅黄橙色(7.5YR8/4) 粗砂

2967 弥生土器 甕 7 5 鈍橙色(7.5YR7/3) 細砂 底部外而ミガキ ススC

2968 弥生士器 高杯 11 8 明褐灰色(7.5YR7 /2) 細砂 透し孔2個 1対で4個

2969 弥生士器 鉢 (22. 4) 橙色(75YR7 /6) 租砂 黒斑B

2970 方形士壊67 弥生土器 甕 8.2 鈍褐色(7.5YR5/3) 細砂、粗砂 内面ナデ黒斑A

2971 弥生士器 甕 15. 5 明赤褐色(2.5YR5/6) 細砂 外面上半工具ナデ ススA

2972 弥生土器 甕 (17. 0) 明赤褐色(2.5YR5/8) 細砂 スス C

2973 弥生士器 甕 16. 6 橙色(25YR6/8) 細砂 内面にスス ススA

2974 方形土壊70 弥生土器 甕 16. 6 I - -I灰白色(2.5Y8/l) 細砂 内面ケズリ

2975 I 弥生士器 甕 4.0 灰褐色(5YR4/2) 細砂 底部外面ハケメ スス B 黒斑c
2976 弥生士器 鉢 9.8 3.4 5 8 橙色(5YR7/6) 細砂 底部外面ハケメ

2977 弥生土器 鉢 lL 2 4.2 5 4 赤色(10R5/8) 細砂 底部外面ハケメ 黒斑A

2978 弥生土器 甕 10.4 橙色(5YR7/6) 粗砂
， 方形土城71

I 11.s 1 10.3 2979 弥生土器 高杯 7 8 明赤褐色(5YR5/6) 細砂 透し孔4
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角田調査区土器観察表

挿図
掲載迫構名 I I 

法量(cm) I 
I 胎土 特徴種別 器種 色誤

番号
ロ径 底径 器高

2980 弥生土器 高杯 10.6 鈍橙色(7.5YR7/4) 精良 外面ハケメ 透し孔 3個残
方形士墟71 -l橙色(5YR6/8)2981 弥生土器 台付鉢 ．． 9.0 租砂 脚内面にスス

2982 弥生土器 壺 12. 2 I - 鈍橙色(5YR7/3) 細砂、粗砂 体部不明瞭な線刻類部刺突文黒斑A

2983 弥生土器 甕 (17. 8) 浅黄橙色(lOYR8/3) 細砂 ススB
I , __ 

2984 方形土城78 弥生土器 甕 (15. 3) • 一 鈍橙色(75YR7/4) 細砂 黒斑A
' 
2985 弥生土器 高杯 (13 4) 橙色(5YR6/8) 細砂
' 
2986 弥生土器 器台 28.2 鈍橙色(7.5YR7 /3) 粗砂、礫 透し孔円形 8個・方形4個

;2987 弥生土器 甕 12. 4 橙色(5YR7/6) 細砂
， 

2988 弥生土器 甕 14 5 橙色(5YR7/6) 細砂
I•• — 
2989 弥生土器 甕 17. 9 , ... 橙色(2.5YR7/6) 細砂
＇ 方形士壊81
2990 弥生土器 甕 4 3 浅黄橙色(7.5YR8/4) 細砂、礫 スス C
''  
2991 弥生土器 甕 ．．． 5.8 鈍橙色(5YR7/4) 細砂
I --

2992 弥生土器 鉢 13.2 •一 7 4 鈍橙色(7.5YR7/4) 細砂、粗砂 スス B

2993 弥生土器 底杯 ・・- 鈍橙色(5YR7/4) 細砂 黒斑A
I・・-方形土壊82

I細砂、粗砂2994 弥生土器 高杯 8 0 橙色(5YR7/6) 

2995 弥生土器 壺 18 8 9● • 浅黄橙色(10YR8/4) 細砂、粗砂

2996 弥生土器 甕 13 7 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂、礫 ススA?

:2997 弥生士器 甕 14. 5 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂
'""'  

2998 弥生士器 商杯 10 8 橙色(2.5YR6/8) 網砂、粗砂
I , 

!2999 弥生土器 高杯 11. I 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂
1 ・・・・

3000 弥生土器 高杯 11. 7 橙色(5YR6/6) 精良
＇ 
3001 方形土城83 弥生士器 高杯 (16. 1) 鈍褐色(7.5YR5/4) 細砂
， 

3002 弥生士器 高杯 14.6 10. 9 8. 7 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂

3003 弥生土器 高杯 17.0 11. 7 9. 1 鈍橙色(5YR6/4) 精良 脚裾部に透し孔 2個残（推定4個）
"一

3004 弥生土器 高杯 17. 1 11. 4 10 4 橙色(5YR6/6) 精良
'"  

3005 弥生士器 台付鉢 12.4 橙色(5YR6/6) 細砂

3006 弥生土器 鉢 9.5 3.8 8. 7 鈍褐色(7.5YR5/3) 細砂、粗砂

3007 弥生土器 鉢 (37. 2) 鈍橙色(7.5YR6/4) 細砂

3008 弥生土器 甕 (13 1) ・-・ 橙色(25YR6/6) 細砂 ススA
方形土壊84

鈍橙色(5YR6/4)3009 弥生土器 甕 5.5 "' 細砂

3010 弥生土器 甕 (16 8) 鈍橙色(5YR6/3) 細砂

鈍橙色(5YR6/4)~
3011 方形土壊85 弥生土器 高杯 (16. 0) -・ .... 

{7. 5YR7 /4) 
細砂

3012 弥生土器 鉢 (23 0) 浅黄橙色(lOYR8/3) 細砂、粗砂

3013 方形土城86 弥生土器 小形鉢 8. 7 3.0 鈍橙色(7.5YR7/3) 細砂、粗砂

3014 弥生土器 甕 13. 7 •一 橙色(5YR6/6) 細砂

3015 弥生士器 甕 (16 3) 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂

3016 弥生土器 甕 8 9 (4. 0) (IL 2) 灰褐色(7.5YR6/2) 細砂
' .. 
3017 弥生土器 甕 6 2 褐灰色(7.5YR5/l) 細砂、粗砂
＇ 
3018 弥生土器 壺 7.9 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂
＇ 
3019 弥生土器 高杯 16 1 -- 鈍橙色(7.5YR7/4) 細砂 黒斑A
I 

3020 弥生土器 嵩杯 16 8 ー・＇ 鈍橙色(2.5YR6/4) 細砂 黒斑A
＇ 方形土城88
3021 弥生土器 高杯 20 2 ．． 橙色(5YR7/6) 細砂
， 

3022 弥生土器 高杯 12 4 橙色(2.5YR7 /6) 細砂、粗砂
！ 

3023 弥生土器 高杯 ll 3 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂
＇ 
3024 弥生士器 台付鉢 (13 0) 5 3 6 5 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂 黒斑c
， 

3025 弥生土器 鉢 13. 3 4.0 5 4 鈍橙色(5YR6/3) 細砂 ほぽ完形黒斑B
I """ 

3026 弥生土器 鉢 17 1 5.6 6 3 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂 黒斑A
I " 

3027 弥生土器 台付鉢 12.9 6.2 7 8 鈍橙色(7.5YR7/4) 細砂、粗砂

3028 弥生土器 甕 (21. 6) ... 鈍橙色(7.5YR7 /3) 細砂
1 一，

3029 弥生土器 甕 3.0 鈍橙色(5YR7/3) 細砂 スス C
＇ 方形土城89
3030 弥生土器 鉢 10.4 鈍橙色(7.5YR6/4) 細砂 黒斑B
， 

3031 弥生土器 鉢 (!6. 0) 灰黄色(2.5Y7 /2) 細砂

3032 弥生土器 甕 13.3 鈍橙色(5YR7/4) 細砂
＇ 
3033 

方形土壊90
弥生土器 甕 15.0 鈍橙色(7.5YR6/4) 細砂、粗砂

3034 弥生土器 甕 14.0 橙色(5YR6/6) 細砂

3035 弥生土器 甕 14.8 鈍橙色(75YR6/4) 細砂 スス B
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挿因 法伍(cm)
掲載迫構名 種別 器種 色調 胎土 特徴

番号 ロ径 底径 器高

3036 弥生土器 甕 12 1 橙色(5YR6/6) 細砂
'' 
3037 弥生土器 甕 13 4 •一 鈍橙色(5YR6/3) 細砂
I , 

3038 弥生土器 高杯 20 3 鈍橙色(75YR7 /4) 細砂、粗砂
ト―--'

3039 方形土破90 弥生土器 高杯 鈍橙色(5YR6/4) 細砂、精良
， 
3040 弥生士器 高杯 ．． •• 鈍橙色(7.5YR7/4) 細砂、精良
-・・ 
3041 弥生土器 高杯 11. 0 橙色(5YR7/6) 細砂 脚部透し孔4個

3042 弥生土器 鉢 (16. 3) 6 4 8 2 鈍橙色(5YR6/4) 細砂、粗砂、礫

3043 弥生土器 空士 26.0 ,― 
鈍橙色(7.5YR7 /3) -

細砂
淡赤橙色(2.5YR7 /3) 

● ●●● •• •一•• ・・

3044 弥生土器 互-- 22 0 "'一 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂

3045 弥生七器 壺 19.8 9. 9 (38. 2) 鈍橙色(5YR6/4) 細砂、粗砂 黒斑c
, ......... 
3046 弥生土器 壺 11 0 灰白色(LOYRS/1) スス？

3047 弥生土器 壺 7. 7 浅黄橙色(10YR8/3) 細砂、粗砂 黒斑c

3048 弥生土器 壺 5.6 明褐灰色(7.5YR7/2) 粗砂、礫 搬入土器黒斑c

3049 弥生土器 甕 15 4 鈍橙色(75YR7/4) 精良

3050 弥生士器 甕 15. 0 鈍橙色(2.5YR6/4) 細砂、粗砂
• 一•一ー•••
3051 弥生土器 甕 (9. 5) 灰白色(2.5Y8/2) 細砂

3052 弥生土器 甕 11 6 
淡橙色 (5YR8/3)~

細砂、粗砂
(5YR8/4) 

" 

3053 弥生土器 甕 13 4 鈍橙色(7.5YR7 /3) 細砂、粗砂

3054 弥生土器 甕 14.4 灰白色(2.5Y8/2) 細砂、粗砂 スス B

3055 弥生土器 甕 16. l 4.2 28 4 鈍黄橙色(10YR7/2) 細砂、粗砂 底部穿孔

｀ "' 

3056 方形土城92 弥生土器 甕 5.2 浅黄橙色(75YR8/3) 細砂 スス B

3057 弥生土器 甕 5. 0 鈍橙色(5YR7/3) 細砂、粗砂
・・-・・・・ 
3058 弥生土器 甕 2.4 灰白色(lOYRS/2) 細砂

3059 弥生土器 甕 5 0 灰白色(IOYRS/1) 細砂、粗砂 穿孔スス C
""● ' '  

3060 弥生上器 高杯 18 0 淡橙色(5YR8/4) 精良

鈍橙色(5YR7/3)-
3061 弥生土器 高杯 18 6 

浅黄橙色(75YR8/4) 
精良

＇ 

3062 弥生土器 高杯 13 4 13. 2 (10. 7) 淡黄色(2.5¥8/3) 細砂 黒斑AC
,,,_,,' 

3063 弥生土器 高杯 ’’ 鈍橙色(75YR7 /4) 精良

＇ 

3064 弥生土器 高杯 14. 3 鈍橙色(75YR7 /3) 精良
, .. 
3065 弥生士器 鉢 12鼻 2 4 6 6 3 鈍橙色(5YR7/4) 細砂 ほぽ完形黒斑B

3066 弥生土器 鉢 15 3 4 6 6 2 淡橙色(5YR8/3) 精良 ほぼ完形

3067 弥生土器 鉢 13 1 4. 7 12 5 鈍橙色(7.5YR7 /3) 細砂 黒斑B

3068 弥生土器 鉢 (19. 4) 7.9 14.6 赤橙色(10R6/4) 細砂、粗砂 黒斑B
I , —., ー・

鈍橙色 (5YR7/3)~
3069 弥生土器 鉢 21. 8 6.6 (12. 4) 

鈍黄橙色(10YR7/3) 
細砂 黒斑c

3070 弥生土器 壺 17 8 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂、粗砂、礫
ーー・ ・
3071 弥生士器 壺 26 8 浅黄橙色(7.5YR8/4) 細砂、粗砂
I 

3072 弥生土器 壺 10 8 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂、礫 黒斑c
・-●  "● 

3073 弥生土器 甕 15 7 浅黄橙色(10YR8/3) 細砂、粗砂、礫

3074 弥生土器 甕 15 2 5 6 24 6 鈍黄橙色(10YR7/2) 細砂、粗砂、礫 穿孔完形ススC

3075 弥生土器 甕 (12. 0) 淡橙色(5YR8/4) 細砂、租砂、礫

＇ 

3076 弥生土器 甕 (16. 6) 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂、礫

＇ 

3077 方形士壊94 弥生土器 甕 16.2 明赤色(25YR5/6) 細砂、粗砂

＇ 

3078 弥生土器 甕 5 0 褐灰色(lOYR5/l) 細砂
I 

3079 弥生士器 甕 4 4 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂、礫 ススC

3080 弥生土器 罪士 6. 0 浅黄橙色(75YR8/4) 細砂、粗砂、瑳 黒斑c
＇ 

3081 弥生土器 鉢 39 3 10.8 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂、礫 黒斑c
＇ 

3082 弥生士器 高杯 18.5 鈍橙色(75YR7 /4) 細砂
,---. 
~083 弥生土器 台付鉢 7. 0 橙色(75YR7/6) 細砂、粗砂
I" 

3084 弥生士器 台付鉢 9 8 淡黄色(25YR8/3) 細砂、粗砂、礫

3085 弥生士器 甕 16 1 褐灰色(10YR4/l) 細砂
方形士城96

細砂3086 弥生土器 ミニ和7鉢 7. 0 2.6 5 6 橙色(5YR6/6}

3•—08—7 • I 弥生七器 甕 14. 2 鈍橙色(5YR7/4) 細砂

3088 弥生土器 高杯 12.0 浅黄橙色(lOYRS/4) 細砂、粗砂 黒斑c
I 方形土壊99
3089 弥生土器 鉢 18 2 橙色(2.5YR7 /6) 細砂
トー

3090 弥生土器 鉢 33.8 明赤褐色(5YR5/8) 細砂
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挿図 法量(cm)
特徴掲載遺構名 種別 器種 色誰 胎士番号

ロ径 底径 器裔

3091 弥生土器 高杯 15.0 """ 橙色(2.5YR6/6) 
·—• • 
3092 方形土壊102 弥生土器 商杯 10. g 橙色(5YR6/6)
・—•

3093 弥生土器 I高杯
l l. 3 8.2 10 2 橙色(5YR6/8) 細砂、粗砂 ほぽ完形

3094 方形土壊103 ! 弥生士器 高杯 19. l 橙色(25YR7/8) 細砂

3095 弥生士器 甕 13.8 浅黄橙色(7.5YR8/4) 細砂

3096 弥生土器 甕 (12. 1) 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂、粗砂 スス B
方形土壊105

3097 弥生土器 壺 6. 5 鈍褐色(7.5YR6/3) 細砂、粗砂
• 一

3098 弥生士器 高杯 (10. 8) 明褐灰色(7.5YR7/2) 細砂

3099 弥生土器 店杯 (17. 7) 橙色(25YR6/6) 細砂
I• 方形土城106
3100 弥生土器 高杯 13 6 橙色(25YR6/6) 細砂

3101 方形士壊107 弥生土器 甕 (15. 6) 浅黄橙色(7.5YR8/3) 細砂

3102 弥生土器 甕 (20 4) ,. 橙色(SYR6/6) 細砂

3103 弥生土器 鉢 6 4 橙色(5¥'R7/6) 細砂
方形土城110

3104 弥生土器 甕 4 3 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂、礫

3105 弥生土器 高杯 "" 鈍橙色(5YR6/4) 細砂、粗砂 脚裾部透し孔 1個確認

3106 弥生土器 壺 21. 0 鈍黄橙色(IOYR7/4) 細砂、粗砂 黒斑B

3107 弥生土器 甕 (11. 1) 鈍橙色(75YR6/4) 細砂

3108 弥生士器 甕 (12. 9) 鈍橙色(5YR7/4) 細砂
I ,. 

3109 弥生士器 甕 (15. 6) "●9 鈍黄橙色(10YR7/3) 細砂、粗砂
'"" 
3110 弥生土器 甕 5.6 灰白色(IOYRB/2) 細砂、粗砂 黒斑c,,. 

方形土壊113
3lll 弥生士器 壺 6.3 浅黄橙色(lOYRB/3) 細砂、粗砂 黒斑c
I 

3112 弥生士器 甕 5. 3 淡橙色(5YR8/4) 細砂、粗砂、礫 底部穿孔
I 

3113 弥生土器 鉢
13. ゚

浅黄橙色(75YR8/4) 細砂
•一•

3114 弥生土器 高杯 """' 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂

橙色 (5YR6/6)~3115 弥生土器 鉢 (48 4) 
淡橙色(5YR8/3)

細砂、粗砂 黒斑B

3116 弥生土器 甕 (17. 2) ● "' 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂 ススA
,_, 

3117 方形土猥114 弥生土器 高杯 (20. 2) 橙色(2.5YR7/8) 細砂、粗砂

3118 弥生土器 高杯 9 7 橙色(5YR7/8) 細砂、粗砂

3119 方形土壊116 弥生土器 壺 (25. 4) ．． 橙色(5YR7/8) 細砂、粗砂

3120 、 弥生士器 高杯 (14 6) 橙色(25YR6/6) 細砂、粗砂
＇ 方形土壊118
3121 弥生士器 高杯 (12. 2) 灰褐色(5YR5/2) 細砂、粗砂

3122 弥生土器 壺 17 6 ．．．． 橙色(5YR7/8) 細砂
I 方形土城120
3123 弥生土器 鉢 褐灰色(75YR6/2) 細砂

3124 弥生土器 甕 (14. 0) '' 橙色(5YR7/6) 細砂

3125 方形土壊123 弥生土器 甕 (14. 1) 鈍黄橙色(10YR7/3) 細砂.. .. 
3126 弥生土器 高杯 ""' 橙色(25YR6/6) 細砂

3127 方形土城129 弥生土器 高杯 16.4 • • 鈍橙色(5YR7/4) 細砂

3128 弥生土器 甕 12.6 鈍橙色(5YR6/3) 細砂

3129 弥生土器 甕 6.0 鈍褐色(7.5YR6/3) 細砂、粗砂 スス C
方形土壊130

3130 弥生土器 鉢 10 0 橙色(5YR6/6) 細砂

3131 弥生土器 鉢 14.4 5.6 9.5 橙色(5YR7/6) 細砂 ススA

3132 弥生土器 甕 15 2 橙色(5YR7/6) 細砂、祖砂
''  方形土痰134
3133 弥生土器 甕 5 7 橙色(5YR6/6) 細砂 黒斑c
3134 弥生土器 甕 (16. 8) 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂

3135 方形土城135 弥生土器 高杯 17.6 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂、粗砂

3136 弥生土器 鉢 9.9 ．． 4.8 橙色(5YR7/6) 細砂 黒斑c
3137 弥生土器 互"*" 23. 1 暗赤褐色(5YR3/2) 細砂、粗砂

3138 弥生土器 壺 25.4 "" 黒褐色(7.5YR3/2) 細砂、粗砂 黒斑A

3139 弥生土器 壺 20.5 浅黄橙色(lOYRS/3) 細砂、粗砂 黒斑B
＇ 
3140 弥生土器 壺 19. 4 9. 7 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂 黒斑AC
'" 

3141 弥生土器 壺 16. 1 オリーア褐灰色(2.5¥4/3) 細砂、粗砂 ロ縁部・類部内面有彩色？

＇ 
方形士壊136

3142 弥生土器 壺 24.6 褐色(7.5YR4/3) 細砂、粗砂,, 

3143 弥生士器 壺？ 16. l 7 3 33.4 浅黄橙色(10YR8/3) 細砂 黒斑B
＇ 

3144 弥生土器 壺 •一 9. 7 灰黄色(25Y7/2) 細砂 体部線刻文黒斑c
3145 弥生土器 甕 10.3 2 8 12 0 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂 ほぼ完形,., 
3146 弥生土器 甕 13.9 2 8 14 4 橙色(25YR6/6) 細砂、粗砂 ほぼ完形黒斑B
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挿図
法依(cm)

掲載遣構名 種別 器種 色調 胎土 特徴
番号 ロ径 底径 器高

3147 弥生士器 甕 14.6 浅黄橙色(10YR8/3) 細砂、粗砂
I•• 

3148 
方形土城136

弥生士器 甕 18 0 8 0 16.4 淡黄色(2.5Y8/3) 細砂、相砂 スス B

3149 弥生土器 鉢 19.0 鈍橙色(5YR6/3) 細砂 黒斑B
, ... 
3150 弥生士器 鉢 42 2 12.2 22.8 橙色(5YR6/8) 細砂、粗砂 黒斑c

3151 方形土塙137 弥生土器 脚台？ 16 2 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂、礫

3152 方形土喋138 弥生土器 鉢 (12 8) 鈍橙色(5YR7/4) 細砂

3153 弥生土器 互士 19.8 鈍橙色(7.5YR7 /3) 細砂

3154 弥生士器 壺
,_ 

6.8 鈍黄橙色(10YR6/3) 細砂

3155 弥生土器 甕 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、祖砂

＇ 
3156 弥生土器 甕 13 8 鈍黄橙色(IOYR7/2) 細砂
,, 

3157 弥生土器 甕 (15. 4) 鈍褐色(7.5YR6/3) 細砂 ススA
方形士壊139

鈍橙色(5YR6/4) 細砂3158 弥生土器 甕 18 8 
' 
3159 弥生土器 甕 16 6 鈍橙色(7.5YR7 /3) 細砂
＿．． 

3160 弥生士器 高杯 16.8 橙色(SYR7/6) 精良

3161 弥生土器 鉢 17 9 6 4 灰白色(5YR8/2) 細砂｀粗砂 黒斑B
I 

3162 弥生土器 鉢 (18. 0) 鈍橙色(75YR7 /3) 細砂 黒斑c

3163 弥生土器 甕 7. 0 鈍褐色(75YR5/3) 細砂 スス C
， 

3164 方形士城142 弥生土器 ミニ和7鉢 2. 4 鈍橙色(5YR6/4) 細砂
， 

3165 弥生土器 鉢 4 g 灰白色(lOYRS/2) 細砂

3166 弥生土器 壺 鈍橙色(7.5YR7/6) 細砂
"● "'  

3167 弥生士器 鉢 -- 6.2 鈍黄橙色(10YR7/2) 細砂 黒斑c
方形土塙143

3168 弥生土器 鉢 16 6 鈍橙色 (5YR7/4) 細砂
" 

3169 弥生士器 台付鉢 6.0 鈍橙色 (5YR6/4) 細砂

3170 弥生士器 鉢 黄灰色 (25¥4/1) 細砂、粗砂
,, 

3171 方形士漿145 弥生土器 鉢 (18. 7) 鈍橙色 (5YR7/3) 細砂、粗砂 黒斑B

＇ 
3172 弥生土器 台付鉢 鈍橙色 (5YR7/4) 細砂、粗砂

3173 方形士梱147 弥生士器 壺 鈍橙色 (5YR7/4) 細砂、粗砂、礫

3174 弥生土器 壺 16.6 橙色(5YR7/6) 細砂

3175 弥生土器 甕 (15 2) 橙色(5YR7/6) 細砂

＇ 
3176 方形土城149 弥生土器 甕 5 9 鈍橙色(75YR7/3) 細砂、粗砂、礫

＇ 
3177 弥生土器 高杯 ,. 10.8 浅黄橙色(75YR8/4) 細砂、粗砂

3178 弥生土器 高杯 (10. 7) 淡橙色(5YR8/4) 細砂 透し孔 2個残

3179 弥生土器 甕 4. l 鈍赤褐色(5YR5/3) 細砂、粗砂、礫 黒斑c
方形土堀150

3180 弥生土器 鉢 14.6 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂 スス A

3181 方形土壊153 弥生士器 甕 (14 5) 橙色(25YR7 /6) 細砂

3182 弥生土器 甕 橙色(SYR6/6) 細砂

＇ 
3183 方形士城154 弥生土器 甕 4.3 鈍橙色(75YR7/3) 細砂
I 

3184 弥生土器 互． 9.4 鈍黄橙色(IOYR7/4) 細砂

3185 弥生士器
空-・

23 7 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂 ロ縁部鋸歯文

3186 弥生土器 甕 17. 6 鈍橙色(75YR7 /3) 細砂、粗砂 スス B'

3187 弥生土器 甕
方形土壊156

21 0 鈍橙色(75YR7 /4) 細砂

3188 弥生士器 高杯 18.4 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂、礫

3189 弥生土器 高杯 橙色(5YR6/8) 細砂 透し孔 3個残

＇ 
~190 弥生土器 鉢 15 9 3.8 8.3 橙色(5YR7/6) 細砂 底部外面ミガキ 黒斑ABC

3191 弥生土器 甕 16 8 橙色(2.5YR6/6) 細砂、粗砂、礫 外面ハケ状工具ナデ

3192 弥生土器 甕 18 l 橙色(2.5YR7 /6) 細砂、粗砂

3193 方形土壊158 弥生士器 甕 3 9 橙色(25YR7/6) 細砂 外面ハケ状工具ナデ 黒斑c
I 

3194 弥生土器 高杯 16.8 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂

＇ 
~195 弥生土器 高杯 10.4 橙色(25YR7/6) 細砂、粗砂 透し孔4個

3196 方形土喋161 弥生土器 甕 10 8 - II 鈍橙色(5YR6/4) 細砂 外面ハケメ後ミガキ

3197 ±壊188 弥生土器 空~ 16 8 — 橙色(5YR7/8) 細砂、粗砂

3198 弥生土器 壺 19.0 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂

3199 弥生士器 壺 14. 6 鈍橙色(5YR7/4) I細砂、粗砂

3200 弥生士器 甕 橙色(5YR7/6) 細砂
．．． 土壊189

澤3201 弥生土器 ,., 鈍橙色(5YR7/4) 細砂

＇ 
3202 弥生土器 甕 橙色(2.5¥'R7 /6) 細砂

3203 弥生土器 甕 -l - -I橙色{7.5YR7/6) 細砂
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悶i掲載迫構名 I 
法量(cm)

種別 器種 色調 胎士 特徴
ロ径 底径 器高

3204 弥生士器 豆~ 13. 2 明黄褐色(lO¥'R7/6) 細砂 丹塗り？ 調整不明
＇ 
3205 土壊189 製塩土器 (4. 5) 鈍橙色(7.5YR7/3) 細砂、粗砂

3206 製塩土器 (3. 3) —•• 橙色(25YR6/6) 細砂、粗砂

3207 弥生土器 空"'一 12.0 7. 8 - II 橙色(25YR7/8) 細砂、粗砂、礫 黒斑c
＇ 
3208 弥生土器 互士 (15, 4) ー橙色(25YR6/8) 細砂、粗砂， 

3209 弥生土器 甕 l l. 2 13. 1 ー 鈍褐色(7.5YR6/3) 細砂、粗砂、礫 黒斑B
'" .. 
3210 弥生土器 高杯 (12. 9) 橙色(5YR6/6) 細砂、租砂
＇ 士壊190
3211 弥生土器 台付鉢 (20. 1) 12. 6 18.8 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂 完形黒斑B

＇ 
3212 製塩土器 6. 3 淡赤橙色(2.5YR7/4) 礫 ススC. 
3213 製塩土器 5. 6 褐灰色(75YR6/l) 礫
"'"""""'' 

3214 製塩土器 5. 6 暗灰色(3N) 粗砂、礫 ススC

3215 弥生土器 甕 浅黄橙色(lOYRS/3) 粗砂
'' 士城191
3216 弥生士器 甕 橙色(5i'R7/8) 細砂 内面ヘラケズリ

3217 弥生土器 甕 鈍橙色(75YR7 /3) 細砂
I 

3218 土壊192 弥生士器 甕 一" 橙色(75YR7 /6) 細砂
"".'  

3219 弥生士器 鉢 鈍橙色(75YR7 /3) 細砂

3220 士師器 甕 - I鈍橙色(5YR7/4) 細砂 外面クシ状工具 内面ヘラケズリ

3221 弥生士器 甕 鈍赤褐色(2.5YR5/3) 細砂 ロ緑部凹線2条
士壊193

3222 弥生士器 高杯 橙色(5YR7/8) 精良 ヘラミガキ透し孔

3223 弥生士器 脚部 4. 8 橙色(5YR7/6) 細砂

3224 弥牛土器 甕 橙色(25YR6/8) 細砂

3225 弥生土器 高杯 (30會 0) 9● 9 橙色(25YR6/8) 細砂 黒斑A
"—"" 

3226 土城194 弥生土器 高杯 15.3 橙色(75YR7/6) 粗砂． 
3227 弥生土器 鉢 橙色(5YR7/6) 細砂 外面ハケメ 黒斑c． 
3228 弥生土器 高杯 鈍橙色(5YR7/4) 細砂

3229 弥生士器 甕 鈍褐色(7.SYRS/4) 細砂
＇ ±腋195
3230 弥生士器 甕 橙色(5YR6/8) 細砂

3231 弥生土器 甕 16.4 "'● 橙色(25YR6/8) 細砂
1・''

3232 弥生士器 甕 15. 6 橙色(25YR7 /8) 細砂
＇ 
3233 弥生士器 高杯 (18. 8} —• 橙色(5YR7/8) 細砂
'., .. ,. 

3234 弥生土器 高杯 橙色(7.5YR7/8) 細砂 外面ハケメ後ヘラミガキ 黒斑c,— .. 
3235 土贋197 弥生土器 高杯 11. 0 橙色 (2.5YR6/8) 細砂 透し孔4個

3236 弥生土器 鉢 —• • 橙色(2.5YR7 /8) 細砂

3237 弥生土器 鉢 12 2 橙色(25YR6/6) 細砂
'""'"' 

3238 弥生土器 鉢 (15 4) 橙色(25YR6/8) 細砂
＇ 
3239 弥生土器 鉢 14 7 3 0 5 0 橙色(2.5YR6/6) 細砂

3240 弥生士器 甕 14 0 掲灰色(5YR4/l) 細砂， 土城198
3241 弥生土器 甕 16.0 浅黄橙色(IOYRS/4) 細砂

3242 弥生土器 ． :s.:i: 橙色(2.5YR6/6) 細砂 ヨコナデ,, ... 
3243 弥生上器 空士 19.3 鈍橙色(5YR7/4) 細砂 外面ナデ
I 

3244 弥生土器 壺 鈍橙色(5YR7/4) 細砂,,_ 
3245 弥生土器 甕 橙色(2.5YR6/6) 細砂
＇ 土壊199
3246 弥生土器 甕 鈍橙色(5YR6/4) 細砂
''—••• 
3247 弥生土器 甕 鈍橙色(7.5YR7/4) 細砂

3248 弥生土器 高杯 - I鈍橙色(7.5YR7 /3) 細砂
•一...

3249 弥生士器 高杯 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂

3250 弥生土器 壺 22.0 鈍黄橙色(lOYR7/3) 細砂 頸部内面ヘラミガキ, ... 一.,

3251 
土唆200

弥生土器 甕 17.6 赤橙色(lOR6/8) 細砂

3252 弥生士器 甕 12.4 赤橙色(10R6/8) 細砂
.. 一一•• 
3253 弥生士器 高杯 橙色(2.5YR7 /6) 精良

3254 弥生士器 甕 17. 6 明赤褐色(25憫 5/8) 細砂
• • 

3255 弥生土器 甕 14.4 橙色(5YR6/8) 細砂

3256 弥生土器 甕 16. 8 橙色(25YR6/8) 細砂
’’ 

3257 土喘201 弥生士器 甕 12 0 橙色(25YR7/8) 細砂'... 
3258 弥生土器 甕 赤橙色(lOR6/8) 細砂

＇ 
3259 弥生上器 甕 ’’ 橙色(2.5YR6/8) 細砂,,, 

- I -3260 弥生土器 甕 橙色(2.5YR6/8) 細砂

-1244 -



角田調査区土器観察表

挿図
法位(cm)

色調掲載迫構名 種別 器種 胎土 特徴
番号 ロ径 底径 器高

3261 弥生土器 高杯 ... 橙色 (25YR6/8) 細砂

3262 土城201 弥生土器 高杯 橙色 (25YR6/8) 網砂
’’ 

3263 弥生土器 高杯 橙色 (5YR6/8) 細砂

3264 
土塙202

弥生士器 甕 明赤褐色 (2.5YR5/8) 細砂 ロ緑部沈線 3条ハケメ

3265 弥生土器 高杯 18軍 l ．． 橙色(5YR6/8) 細砂 ススA

3266 土城203 弥生土器 高杯 24.0 橙色(25YR6/8) 細砂 ロ縁部凹線 5条 内外面ヘラミガキ

3267 弥生土器 甕 (16 8) 鈍橙色(7.5YR6/4) 細砂
外函ヘラミガキ 内面ヘラミガキ・ヘラ

ケズリ

＇ 

3268 
土城204 弥生士器 高杯 橙色(7.5YR7/6) 細砂 外面不明透し孔4個

3269 弥生土器 高杯 17 6 橙色(5YR6/6) 細砂 ヘラミガキ
I 

3270 弥生土器 台付鉢 (11. 7) 3.2 8 9 鈍橙色(75YR7 /4) 細砂 外面ヘラケズリ・ナデ 内面工具ナデ

3271 弥生士器 長頸壺 20 0 赤色(10R5/8) 祖砂

3272 弥生土器 宮--- 19 0 橙色(25YR7 /6) 細砂

3273 弥生土器し 甕 17 0 橙色(25YR7/8) 細砂

3274 弥生土器 壺 15.8 鈍赤褐色(25YR5/3) 細砂

3275 弥生土器 甕 15 2 橙色 (25YR6/8) 細砂 ハケメ

3276 弥生土器 甕 11 5 赤橙色(10R6/8) 細砂

3277 弥生土器 甕 15. 6 淡赤橙色(2.5YR7 /4) 細砂

3278 弥生士器 甕 11 4 橙色(2.5YR7 /6) 細砂

3279 弥生士器 甕 (22 3) 橙色(25YR7 /6) 細砂

3280 弥生土器 高杯 19. 3 9 8 13. 5 赤橙色(10R6/8) 細砂 透し孔 3個

3281 
土城205

弥生土器 高杯 21. 5 ー， 赤橙色(10R6/8) 細砂 外而ハケメ後ヘラミガキ 透し孔 5個

3282 弥生土器 高杯 10 5 橙色(2.5YR6/8) 細砂 透し孔 5個l

3283 弥生土器 高杯 21 0 .. , 橙色(5YR6/6) 細砂 内面不明

3284 弥生土器 鉢 42 5 鈍橙色(7.5YR7 /3) 細砂、粗砂

3285 弥生上器 鉢 33.0 橙色(7.5YR7 /6) 租砂 外面ナデヘラミガキ

3286 弥生土器 台付鉢 12 2 
6. ゜8.3 橙色(5YR6/6) 粗砂 ナデ

3287 弥生士器 台付甕 L 1. 5 橙色(2.5YR7 /6) 細砂

3288 弥生士器 台付甕 9. 3 鈍橙色(5YR7/4) 細砂 外面不明透し孔 5個

3289 弥生士器 器台 {37 2) 浅黄橙色(7.SYR/3) 細砂
I 

3290 弥生士器 器台 (31 8) 明赤掲色 (25YR5/8) 細砂

3291 弥生士器 器台 35 8 淡橙色 (5YR8/3) 細砂

3292 弥生土器 器台 32 8 鈍褐色(7.5YR5/3) 祖砂 ハケメ後ヘラミガキ 透し孔

3293 ±横206 弥生士器 甕 橙色(5YR7/6) 細砂

3294 弥生士器 長頸壺 17 4 橙色(2.5YR6/8) 細砂

3295 弥生土器 甕 15.2 橙色(5YR7/8) 細砂

3295 土壊207 弥生士器 甕 13 9 橙色(5YR6/6) 細砂 黒斑AB

3297 弥生士器 台付鉢 20 8 橙色(5YR7/8) 細砂 オサエ後ハケメ

3298 弥生土器 器台 29.4 灰赤色(2SYRS/2) 細砂 透し孔ハケメ後ヘラミガキ

3299 弥生土器 甕 一•• 鈍赤褐色(5YR5/4) 細砂

' 
3300 士城209 弥生土器 甕 橙色 (5YR6/6) 細砂

＇ 

3301 弥生七器 甕 橙色(2.5YR6/6) 細砂、枡砂

3302 土漿208 弥生士器 高杯 10.2 浅黄橙色 (7.5YR8/4) 細砂 透し孔 1個残

3303 
土城209

弥生土器 高杯 l7 2 灰褐色(5YR5/2) 細砂、粗砂

3304 弥生土器 高杯 橙色(2.5YR6/6) 細砂、租砂

3305 弥生土器 甕 鈍橙色(5YR7/4) 細砂 外面ハケメ

3306 土城210 弥生土器 甕 10 0 橙色(5YR7/6) 細砂

3307 弥生土器 高杯 16.4 橙色(5YR7/8) 細砂

3308 弥生土器 甕 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂
I 

3309 土壊21L 弥生土器 甕 鈍橙色 (75YR7 /4) 細砂

＇ 

3310 弥生土器 高杯 鈍赤褐色(2.SYR5/4) 細砂 ロ縁部凹線4条

33ll 弥生土器 甕 橙色(5YR7/6) 細砂 外面ヨコナデ・ハケメ
I 土漿212
3312 弥生土器 甕 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂 外面ヨコナデ・ハケメ 内而ヘラケズリ

3313 土壊213 弥生土器 甕 13.6 橙色(5YR6/8) 礫

3314 弥生土器 甕 (15 4) 鈍褐色(7.5YR5/3) 細砂
土墟214

(19. 6) ¥ -3315 弥生土器 鉢 橙色(5YR7/8) 細砂、粗砂

3316 土被215 弥生士器 高杯 <22. 4) I - 橙色(2.5YR6/8) 細砂
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3317 土壊215 弥生土器 高杯 14.0 鈍橙色(5YR6/4) 細砂 透し孔

3318 弥生士器 高杯 (18. 0) 鈍橙色(7.5YR7/4) 細砂 ヨコナデ．．．． 土城216
3319 弥生土器 高杯 16.0 鈍橙色(5YR6/4) 細砂 透し孔12個

3320 弥生土器 器台 橙色(5YR7/6) 細砂 透し孔・刻目？ 内面T具痕

3321 弥生士器 壺 橙色(5YR7/8) 細砂
" 

l外ハケ黒斑c3322 士壊217 弥生士器 ？ 4.5 赤色(lORS/6) 細砂
＇ 
3323 弥生土器 高杯 赤褐色 (10R4/3) 細砂 透し孔4個残内面ヘラケズリI 

1高杯3324 弥生土器 13 0 橙色(2.5YR7/6) 細砂

3325 士城218 弥生土器 甕 (l 7. 0) 鈍橙色(5YR7/4) 細砂 外面不明

3326 土懐219 弥生士器 甕 12.0 明掲灰色(7.5YR7/l) 細砂

3327 弥生士器 甕 15.5 掲灰色(5YR4/l) 粗砂,― 士城220
3328 弥生土器 高杯 22 0 橙色(2.SYR6/6) 粗砂

3329 土漿221 弥生土器 甕 18 0 橙色(2.5YR6/6) 細砂

3330 弥生土器 甕 橙色(5YR6/6) 細砂
I 

3331 弥生土器 甕 15 8 鈍橙色(75YR6/4) 粗砂， 

3332 士壊222 弥生士器 甕 橙色(5YR6/6) 粗砂・・-
3333 弥生土器 甕 鈍橙色(5YR7/4) 細砂

3334 弥生土器 甕 鈍褐色(7.5YR5/3) 細砂

3335 弥生土器 壺 2L 6 鈍橙色(5YR7/4) 細砂

3336 弥生士器 甕 12. 0 橙色(5YR6/8) 礫
I•• 

3337 弥生士器 甕 16 8 橙色 (5YR6/6) 細砂
I " 

3338 弥生土器 高杯 21 5 11 4 13.0 鈍橙色 (5YR7/3) 細砂 透し孔 4個
I 

3339 弥生土器 高杯 12 0 鈍橙色(5YR7/3) 粗砂 透し孔 3個I 土痰223
3340 弥生土器 高杯 9.8 鈍橙色(5収7/4) 細砂

•一
3341 弥生士器 fill - 9.0 橙色(2.5YR6/8) 細砂 内面ナデ黒斑c
3342 弥生土器 器台 33 0 橙色(25YR6/8) 細砂

3343 弥生土器 鉢 18.0 鈍橙色(5YR7/4) 細砂 ナデ', .... , 

3344 弥生上器 鉢 ~l. 0 鈍橙色(5YR7/4) 粗砂

3345 弥生士器 甕
士壊224

(13 8) 鈍赤褐色(5YR5/4) 粗砂 外面ヨコナデ

3346 弥生土器 甕 15. 0 鈍橙色 (5YR7/4) 細砂

3347 弥生土器 高杯 16 6 橙色 (2.5YR6/8) 粗砂
外面ハケメ後ヘラミガキ 内面ヘラミガ
キ● " 

土城225
3348 弥生土器 高杯 14 6 灰白色_(2.5Y8/2) 粗砂I ,,_ 

3349 弥生士器 甕 橙色(5YR6/8) 粗砂

3350 弥生士器 甕 13.4 淡橙色(SYRB/4) 細砂
＇ 
3351 弥生土器 高杯 17 2 12 6 8 4 橙色(25YR7/6) 細砂 透し孔4個＿． 

3352 弥生土器 商杯 11. 1 橙色(5YR7/6) 精良 透し孔 3個残土城226
3353 弥生士器 高杯 11鼻 2 (9. 5) 7.2 橙色(2.5YR7/6) 細砂 透し孔4個の内 3個残

3354 弥生士器 脚部 11 7 鈍橙色(7.5YR7/3) 細砂、粗砂 ススC

3355 弥生土器 鉢 10. 8 2.9 5 4 橙色(25YR6/6) 細砂

3356 弥生土器 台付鉢 10. 8 12. l 9.4 橙色 (5YR6/8) 細砂 透し孔 4個
• • 一・ 土壊227

3357 弥生土器 鉢 10 4 橙色 (5YR6/8) 精良

3358 弥生土器 鉢 鈍橙色(7.5YR7 /4) 粗砂 外面ヘラミガキ 黒斑B-・・ 土城228
3359 弥生土器 直口壺 橙色(7.5YR7/8) 細砂 透し孔

3360 弥生土器 壺 (17 O) 橙色(SYR7/6) 細砂、粗砂
• 一

3361 弥生土器 空,,., 橙色(2.5YR6/6) 租砂
l 一
3362 弥生土器 直口壺 9.6 橙色(5YR7/6) 組砂、粗砂、礫 外而摩滅わずかにヘラミガキI ,. 

3363 弥生土器 涵杯 (21. 8) 鈍黄橙色 (10YR6/3) 細砂、粗砂 ロ縁部凹線
I 一士壊229
3364 弥生上器 高杯 (24. 7) 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂，．． 

3365 弥生土器 高杯 12.4 橙色 (5YR7/6) 細砂、粗砂 2つ単位の透し孔 2組残I , 一

3366 弥生土器 壺 (II 8) 橙色{5YR7/6) 細砂、祖砂、礫 紐通し孔 1個残I 

3367 弥生土器 椀 (13. 1) 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂

3368 弥生土器 高杯 橙色(5YR7/6) 細砂I ,_, 

3369 弥生士器 裔杯？ 鈍橙色(5YR7/4) 細砂
I , 一士壊230
3370 弥生土器 高杯 赤橙色(LOR6/8) 細砂 透し孔• ヘラミガキ

ー'

3371 弥生士器 鉢 13.2 橙色(25YR6/8) 細砂

3372 土城231 弥生土器 甕 橙色 (7.5YR7 /6) 細砂 外面ヨコナデ・ハケメ ロ緑部凹線6条
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3373 弥生土器 甕 (29. 4) 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂
I 

3374 弥生土器 甕 14 0 橙色(25YR6/6) 細砂
I 土猥232
3375 弥生士器 甕 12 0 明赤褐色(25YR5/6) 細砂、粗砂

＇ 
3376 弥生土器 ミニチュ了裔t (4 7) 5. 2 3 0 鈍橙色(5YR7/4) 細砂 2個組の紐通し孔 l組残

3377 土塙233 弥生土器 空士 17 0 鈍黄橙色(lOYRS/4) 細砂

3378 士壊234 弥生土器 甕 13 8 橙色(75YR7 /6) 組砂

3379 弥生土器 壺 19.4 橙色(2.5YR6/8) 礫
I 土壊235
3380 弥生土器 鉢 15.8 灰褐色(75YR4/2) 細砂

3381 弥生土器 壺 26.4 9 2 40.8 鈍橙色(5YR7/4) 細砂 黒斑c
＇ 
3382 弥生上器 壺 23 2 8. 8 37.0 橙色(5YR6/8) 細砂 黒斑B・C

＇ 
3383 弥生土器 壺 25 7 (39 9) 鈍橙色(5YR7/4) 細砂 黒斑c

＇ 
3384 弥生土器 空- 20 2 橙色(5YR6/6) 粗砂 内面ヘラケズリ後ナデ
I 

3385 弥生土器 空= 27 3 11 4 45. 5 橙色(25YR6/6) 粗砂 黒斑c
I 

3386 弥生土器 壺 23. 3 10 l 32 2 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂 黒斑c
I . 

3387 弥生土器 甕 lL 7 橙色(5YR7/6) 細砂

＇ 
3388 弥生士器 甕 12.0 橙色(5YR6/6) 細砂

＇ 
3389 弥生土器 甕 14 0 鈍褐色(75YR5/3) 粗砂

＇ 
3390 弥生土器 宰玉 19 0 鈍橙色(5YR7/4) 細砂
I 士壊236
3391 弥生土器 壺 20 0 鈍橙色(5YR7/4) 粗砂 黒斑A

3392 弥生土器 壺 21. 0 明褐灰色(75YR7 /2) 粗砂

＇ 
3393 弥生上器 壺 15 8 7 5 33 8 浅黄橙色(75YR8/3) 細砂、粗砂、礫 黒斑B•C
I 

3394 弥生土器 台付壺 10 4 橙色(5YR6/6) 細砂 透し孔 4個

＇ 
3395 弥生土器 手捏ね 6 7 2 5 3.5 橙色(5YR6/8) 粗砂

＇ 
3396 弥生上器 鉢 36 5 13 5 24.5 橙色(5YR7/8) 細砂 黒斑A·B~C

＇ 
3397 弥生土器 高杯 12. 8 10. 0 7 2 橙色(25YR6/6) 細砂 透し子L4個
I 

3398 弥生土器 高杯 13.0 10 5 7 0 橙色 (2.5YR6/6) 細砂 透し孔4個
I 

3399 弥生土器 高杯 13.0 9 8 7 0 橙色(25YR6/6) 細砂 透し孔4個
I 

3400 弥生士器 高杯 灰褐色(7.5YR6/2) 細砂 透し孔4個 内面ナデ

3401 弥生士器 甕 12 0 橙色(25YR6/6) 組砂

＇ 
3402 ±漿237 弥生士器 涵杯 (14 6) 橙色(5YR6/6) 組砂 竹管文15個

＇ 
3403 弥生土器 器台 橙色(5YR6/8) 粗砂

3404 土塙238 弥生士器 壺 灰黄褐色(10YR5/2) 細砂 ロ縁部凹線 5条

3405 士壊239 弥生土器 高杯 12 2 橙色(25YR6/8) 粗砂

3406 弥生土器 甕 橙色(5YR7/6) 細砂

＇ 
3407 土壊241 弥生上器 甕 橙色(75YR7/6) 細砂

＇ 
3408 弥生土器 鉢 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂、礫

3409 土壊244 弥生土器 甕 15 8 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂

3410 土壊245 弥生上器 高杯 橙色(25YR7/6) 細砂

3411 士腋246 弥生士器 高杯 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂 透し孔 1個残

3412 士壊247 弥生士器 甕 橙色(5YR6/6) 細砂

3413 弥生土器 甕 11. 5 浅黄橙色(75YR8/3) 粗砂

＇ 
3414 士域248 弥生士器 高杯 鈍橙色(5YR7/6) 細砂
I 

3415 弥生士器 高杯 橙色(2.SYR7/6) 細砂

3416 弥生±器 甕 13 8 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂、礫

＇ 
3417 弥生土器 甕 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂
I 士城249
3418 弥生土器 甕 6 0 灰褐色(5YR5/2) 細砂
， 

3419 弥生上器 高杯 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂

3420 弥生士器 甕 橙色(5YR7/6) 細砂

＇ 
3421 土壊252 弥生土器 甕 I - 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂

3422 弥生土器 甕 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂

3423 士壊254 弥生土器 鉢 14 8 5 3 7 5 橙色(2.5YR6/6) 細砂、粗砂、礫 完形黒斑ABC

3424 士漿258 弥生±器 鉢 39 2 橙色(2.5YR7/6) 細砂

3425 弥生土器 甕 15.0 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂、礫 黒斑B

3426 弥生士器 甕 1 7 灰白色(2SYS/2) 細砂、粗砂

3427 土懐259 弥生土器 高杯 15 7 橙色(5YR7/6) 精良

＇ 
3428 弥生土器 面杯 17. 3 橙色(2.5YR6/8) 細砂、粗砂
I 

11. 2 I -3429 弥生土器 高杯 橙色(5YR6/6) 細砂 透し孔 1個残

-1247 -



角田調査区土器観察表

悶l掲載遺構名 I 法量(cm)

I 
種芳J 器種 色調 胎土 特徴

ロ径 底径 器涵

3430 
1 ・

弥生土器 1高杯 18 7 橙色(7.5YR7/6) 細砂 l 
3431 弥生土器 高杯 11 4 橙色{5YR7/8) 細砂、粗砂、礫， 土壊259
3432 弥生土器 高杯 11. 7 橙色(2.5暉 6/8) 細砂、粗砂,, 

3433 弥生士器 高杯 17. 3 橙色(5前 6/8) 精良

3434 士横263 弥生土器 甕 9.9 4.8 10.2 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂 被熱内面ユピナデほぽ完形黒斑A

3435 弥生土器 甕 13.51 I 5 3 21. 6 鈍橙色(5¥'R7/4) 細砂、粗砂、礫
焼成後穿孔 ほぽ完形スス B 黒斑B
C ．．．ー.,

3436 士塙271 弥生土器 甕 (13. 9) 5 6 20. 8 鈍橙色(5i'R7/4) 細砂、粗砂、礫 焼成後穿孔 ほぼ完形

3437 弥生土器 高杯 12 7 橙色(5YR6/6) 細砂 透し孔4個

3438 弥生土器 鉢 19.0 6.6 15.0 浅黄橙色(10YR7/3) 細砂、粗砂 底部外面ミガキほぽ完形黒斑ABC

3439 弥生土器 空士 18.9 一鳴 橙色(2.5YR7/6) 細砂、粗砂 螺旋状沈線
I "一•

3440 弥生土器 壺 9. l オリー7• 黒色(5¥3/1) 細砂
I 

3441 弥生土器 壺 14 4 鈍橙色(75YR7 /4) 細砂、粗砂 黒斑A
"'一''

3442 弥生土器 韮- 14.6 ・ー，． 橙色(2.SYR7/6) 粗砂、礫
'--

3443 土城272 弥生土器 甕 5.5 鈍橙色(SYR7/4) 細砂、粗砂 焼成後穿孔黒斑BC

3444 弥生土器 高杯 11 7 橙色(25YR7 /6) 細砂、粗砂 黒斑B',. — 
3445 弥生土器 高杯 14 2 淡橙色(5YR8/4) 細砂 透し孔 5方向？内 3個残,, ___ , 

3446 弥生土器 高杯 11. 1 淡橙色(5YR8/4) 細砂、粗砂 透し孔 1個残

3447 弥生土器 台付鉢 8 2 橙色(2.5YR7 /6) 細砂、粗砂

3448 弥生土器 直口壺 8.6 鈍橙色(75YR7 /4) 細砂

3449 弥生土器 甕 14.0 橙色(7.5YR6/6) 細砂、粗砂
''"' 

3450 弥生土器 甕 4 2 橙色(7.5YR7/6) 細砂、粗砂 スス C
I ,. 一•

3451 弥生士器 甕 15 2 "' 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂、礫 スス BI .•• , 土城278
3452 弥生土器 甕 13.4 橙色(5YR6/6) 細砂 内面にスス ススA
’’’•一
3453 弥生土器 鉢 10. 2 2.4 4 3 灰白色(10YR8/2) 細砂、粗砂 外面ミガキ？ ほぽ完形黒斑ABC
＇ 
3454 弥生土器 鉢 11. 4 鈍橙色(5YR7/4) 細砂
I 

3455 弥生士器 台付鉢 (11 2) ー・ 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂

3456 土吸281 弥生土器 裔杯 10 7 "" 鈍橙色(5YR7/4) 細砂 透し孔4個

3457 土吸284 弥生土器 台付直口壺 8 8 9 1 16 6 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、祖砂 透し孔上4個下 8個完形

3458 弥生土器 甕 8.8 鈍橙色(5YR7/3) 細砂、粗砂 黒斑AB
I 

3459 弥生土器 甕 9.2 3 2 11. 6 淡赤橙色(25YR7 /3) 細砂、粗砂、礫 黒斑A・B・C， 

3460 弥生土器 甕 8 8 3. l 11. 1 鈍橙色(25YR6/3) 細砂 黒斑ABC
'・-
3461 弥生土器 甕 9 8 3 4 13 6 鈍橙色(YR6/3) 細砂、粗砂 黒斑A C 
I "'一•• 
3462 弥生土器 甕 12 2 橙色(2.5YR7 /6) 細砂
I "'" 

3463 弥生土器 甕 10. 1 浅黄橙色(7.5YR8/3) 粗砂
＇ 
3464 弥生土器 甕 5. 0 橙色(2.5YR7/6) 細砂、粗砂 黒斑c， 一・
3465 弥生土器 甕 13 0 3 9 23 0 淡赤橙色 (25YR7 /4) 細砂、粗砂、礫 スス B 黒斑BC
I " 

3466 土城285 弥生土器 甕 13. 5 18 9 鈍橙色(5YR8/4) 細砂、粗砂
I'" 

3467 弥生士器 甕 12. 2 橙色(2.5YR7 /6) 細砂、祖砂
"" 

3468 弥生土器 甕 5.0 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂、礫 黒斑c・-
3469 弥生土器 甕 4.6 鈍橙色(5YR6/3) 細砂、粗砂

3470 弥生土器 甕 5 8 鈍橙色(75YR7 /4) 細砂、粗砂、礫 内面スス—• 
3471 弥生土器 高杯 17. 1 橙色(2.5YR7/6) 細砂',. —• 
3472 弥生土器 高杯 17.0 10. 7 8. l 淡赤橙色(2.5YR7 /4) 細砂 小孔黒斑AI ,_ 

3473 弥生土器 高杯 15 3 10.l 8. 6 橙色(25YR4/5) 細砂、粗砂、礫 透し孔4個

3474 弥生土器 高杯 18 4 橙色(25YR7/6) 細砂 黒斑c
3475 弥生土器 甕 14.3 橙色(2.5YR6/6) 細砂、粗砂

一9 土壊286
3476 弥生土器 甕 12.2 橙色(5YR7/6) 細砂、祖砂

3477 弥生土器 空= 23 0 橙色(5YR6/6) 粗砂
●9 

3478 弥生土器 甕 15. 0 橙色(5YR6/6) 粗砂 内面スス
●9 

3479 土痰288 弥生土器 高杯 (20. O) 橙色(5YR7/6) 細砂

3480 弥生土器 高杯 11 8 橙色(2.5YR6/8) 細砂 透し孔 1個残
''― 
3481 弥生土器 高杯 20 6 10 3 13 9 橙色(2.SYR6/8) 細砂 ミガキ 5分割透し孔3方伺完形

3482 弥生土器 甕 12疇 4 灰白色(25Y8/l) 細砂、租砂

3483 弥生土器 鉢 11. 6 2.9 6.9 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂 外面ミガキ？ 黒斑B, —, 土城289
3484 弥生土器 鉢 10 7 3. 7 8 6 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂 平底スス B'
I , 一・
3485 弥生土器 手捏ね鉢 5 6 l. 5 3 2 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂 ほぼ完形
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角田調査区土器観察表

挿図 法茄(cm)
掲載迫構名 種別 器種 色調 胎土 特徴

番号 口径 底径 器高

3486 弥生土器 甕 13. 0 6 1 25.6 橙色(5YR7/8) 細砂 底部外面ハケメ

＇ 
3487 弥生土器 甕 14.8 赤橙色(10R6/8) 細砂 スス B

＇ 
3488 弥生土器 甕 15. 0 橙色(2.5YR7 /6) 租砂

＇ 
3489 弥生土器 甕 15.。 橙色(5YR6/8) 粗砂
,, "' 土壊291
3490 弥生土器 高杯 2L 2 """ 橙色(2.5YR6/8) 細砂
I 

3491 弥生土器 高杯 (24. 3) 橙色(7.5YR7 /6) 細砂
I 

3492 弥生土器 晶杯 (17.0) '' 橙色(7.5YR7 /6) 粗砂

＇ 
3493 弥生土器 鉢 18.8 5.3 7 7 橙色(2.5YR6/8) 精良

3494 弥生土器 壺 (31 6) 灰褐色(75YR5/2) 細砂
＇ 
3495 弥生土器 甕 16. 0 灰黄褐色(10YR6/2) 粗砂
I 

3496 土城292 弥生土器 甕 15. 0 鈍橙色(5YR7/4) 細砂＋
I 

3497 弥生土器 高杯 18 9 橙色(25YR6/6) 細砂

＇ 
3498 弥生土器 鉢 19 0 鈍赤褐色 (5YR5/4) 細砂 スス A

3499 弥生土器 甕 13 4 4.9 27 8 浅黄橙色(2.5Y8/4) 細砂、粗砂 底部外面ハケメ
， 

3500 弥生土器 甕 13. 4 淡橙色(5YR8/4) 細砂、粗砂. 
3501 弥生土器 甕 15. 0 ● "' 浅黄橙色(7.5YR8/3) 細砂、粗砂

3502 弥生土器 甕 13 4 鈍橙色(7.5YR7 /4) 網砂 黒斑A

3503 
±城295

弥生土器 甕 14. 8 淡澄色(5YR8/3) 細砂

3504 弥生土器 甕 13. 6 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂

3505 弥生土器 甕 4 8 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂 底部外面ミガキ

3506 弥生土器 甕 5 0 鈍橙色(5YR7/4) 細砂

3507 弥生土器 甕 4.9 鈍橙色(75YR7 /4) 細砂、粗砂、礫 底部外面ハケメ スス C

3508 弥生土器 甕 4 7 鈍橙色(75YR7/4) 粗砂 スス C

3509 弥生土器 甕 (15 2) 鈍橙色(7.5YR7 /4) 粗砂

3510 弥生土器 甕 12 8 鈍黄橙色(10YR7/3) 粗砂

＇ 
3511 弥生土器 高杯 17 0 橙色(2.5YR6/6) 精良

＇ 士城296
3512 弥生土器 高杯 18.0 橙色(5YR6/6) 精良

＇ 
3513 弥生土器 高杯 14.0 橙色(7.5YR6/6) 精良 透し孔4内 2個残

＇ 
3514 弥生土器 高杯 10 9 橙色(7.5YR7/6) 精良 透し孔 1個残

3515 弥生土器 甕 5.4 鈍橙色(25YR6/4) 細砂、粗砂 底部外而ハケメ 黒斑c
I 土城298
3516 弥生土器 面杯 9 8 灰白色(10YR8/l) 細砂、粗砂、礫 透し孔 1個残

3517 土壊299 弥生土器 甕 5 3 鈍赤褐色(5YR5/4) 細砂、粗砂 底部外面ミガキ

3518 弥生土器 甕 6.0 橙色(5YR7/8) 細砂、粗砂 底部外面ケズリ
＇ 
3519 弥生土器 高杯 ．． 浅黄橙色(7.5YR8/6) 細砂、粗砂 ケズリ
' 土城300
3520 弥生土器 高杯 (21. 6) 浅黄橙色(75YR8/4) 細砂
I 

3521 弥生土器 高杯 (24. 6) " 橙色(7.5YR7/6) 細砂

3522 弥生土器 甕 13.2 鈍橙色(SYR7/4) 細砂

＇ 
3523 弥生土器 壺 7 0 鈍黄橙色(LOYR7/3) 細砂 黒斑c

＇ 
3524 弥生士器 壺 IO 0 橙色(SYR6/4) 粗砂 底部外面ミガキ 黒斑c

＇ 
3525 弥生士器 高杯 11 3 IO 4 7. 6 鈍橙色(7.5YR6/4) 細砂 透し孔4 ほぽ完形
I 

3526 土腰302 弥生土器 台付壺 6 7 11 l 10 8 橙色(5YR6/8) 細砂 内面ナデ完形

＇ 
3527 弥生土器 台付壺 8 3 11 0 12. 7 橙色(25YR7 /6) 精良 透し孔4個ほぽ完形黒斑B

＇ 
3528 弥生士器 台付直口壺 6 7 9 0 12.9 橙色(5YR7/6) 精良 透し孔4個ほぽ完形
I 

3529 弥生士器 鉢 l9 2 4 0 8. 7 浅黄橙色(75YR8/4) 細砂、租砂 底部外面ケズリ 黒斑AC
I 

3530 弥生土器 鉢 24 8 橙色(5YR6/6) 細砂 黒斑A

3531 弥生土器 壺 4.5 褐灰色(5YR4/l) 細砂 内面下工具ナデススA
＇ 
3532 弥生土器 甕 15.4 灰褐色(5YR5/2) 細砂

＇ 土涼305
3533 弥生土器 甕 18.8 橙色(5YR6/8) 粗砂
I 

3534 弥生土器 高杯 22.0 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂

3535 土壊306 弥生土器 壺 (17. 6) 橙色(5YR6/8) 細砂 I 
3536 弥生土器 甕 14.4 5.2 24 6 橙色(5YR7/8) 細砂、粗砂、礫 底部外面ミガキ スス B 黒斑c
， 

3537 弥生土器 甕 8. 6 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂 黒斑B

3538 弥生土器 甕 10.0 鈍褐色(7.5YR5/3) 細砂、粗砂

— I 土壊311 l高杯3539 弥生土器 17. 6 ! l - " 橙色(2.5YR6/8} 細砂、粗砂

I高杯 -I橙色(5YR6/8)3540 弥生土器 - 8.4 細砂、粗砂 透し孔4個

3541 弥生土器 台付鉢 7. 2 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂 黒斑B

3542 土壊312 弥生土器 I甕 (13 3) I - 橙色(2.5YR6/8) 細砂 外面ハケメ
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角田調査区土器観察表

挿図 法蘇(cm)
色調 特徴掲載達構名 稲別 器種 胎土番号

ロ径 底径 器高

3543 弥生士器 高杯 橙色(5i'R7/8) 細砂 透し孔4個
'"一

土壊312
3544 弥生土器 台付鉢 10.8 6 8 7. 8 浅黄橙色(lO¥'RS/3) 細砂

3545 弥生士器 空-±, 24.4 • 一 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂

3546 弥生土器 壺 一• 11 2 鈍橙色(75YR7/4) 細砂、粗砂、礫

3547 弥生士器 空． " 9. 7 橙色(SYR6/6) 細砂、粗砂、礫 底部外面ミガキ 黒斑c
3548 弥生上器 空士 10 4 灰白色(IOYRS/1) 細砂、粗砂、礫 スス B 黒斑c
3549 弥生土器 甕 13. 0 灰褐色(7.5YR6/2) 細砂、粗砂 ススA,, — ー・

3550 弥生土器 甕 • 一 5 0 鈍赤橙色(!OR6/4) 細砂、粗砂、礫,_ . 土壊314
16.6 1 -3551 弥生土器 甕 ・- 明褐灰色(5YR7/2) 細砂、租砂

＇ 

3552 弥生土器 甕 鈍赤褐色(2.5YR5/4) 細砂、租砂 黒斑A
＇ 

3553 弥生土器 甕 5 0 橙色(5YR6/8) 細砂、粗砂 黒斑c
＇ 

3554 弥生土器 甕 5 4 鈍橙色(5YR7/3) 細砂、粗砂、礫 底部外面ハケメ 黒斑c
3555 弥生土器 鉢 13.8 鈍橙色(5YR6/3) 細砂

3556 弥生士器 鉢 29.6 9. 3 20 5 浅黄橙色(lOYRB/3) 細砂、粗砂、礫 底郭外面ハケメ 黒斑ABC

3557 弥生土器 甕 (17. 4) 鈍黄橙色(10YR7/2) 細砂、粗砂 赤色顔料
土城315

3558 弥生士器 甕 5.0 褐灰色(75YR6/l) 細砂、粗砂、礫 ススA

3559 弥生±器 国ギ 19.0 ... 浅黄橙色(7.5YR8/4) 粗砂

3560 弥生土器 壼 9.4 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂、礫 底部外面ミガキ 黒斑c
I , 

3561 弥生土器 甕 12. 1 3.4 14.4 鈍黄橙色(lOYR6/3) 細砂、粗砂 スス A
I'""  

3562 弥生土器 甕 14.4 鈍橙色(5YR7/3) 細砂、粗砂 黒斑A
I , 一

3563 弥生士器 褒 13 6 淡黄色(2.5Y8/3) 細砂
I 

3564 弥生土器 甕 20 5 6 7 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂、礫 底部外面ハケメ
I 

3565 土被316 弥生土器 高杯 15 3 11. 2 8 2 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂 透し孔4個 ほぽ完形
•一—•

3566 弥生土器 高杯 16 8 鈍橙色(2.5YR6/3) 細砂 黒斑A
’’ 

3567 弥生土器 高杯 19.4 一" 橙色(2.5YR6/8) 細砂

3568 弥生土器 高杯 21 7 13. 1 12.0 橙色(5YR7/6) 細砂 透し孔4個スス B

3569 弥生士器 高杯 10. 7 8.2 9.5 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂、礫 透し孔4個 ほぽ完形

3570 弥生士器 高杯 (9 8) 浅黄橙色 (75YR8/3) 細砂
＇ 

3571 弥生土器 鉢 17.2 5. 6 9 0 鈍橙色(5YR7/4) 細砂

3572 弥生士器 高杯 橙色(2.5YR7 /8) 細砂 透し孔2個残
l 一土城318

透し1L2個残3573 弥生士器 裔杯 8 2 明赤褐色(2.SYRS/8) 細砂

3574 弥生土器 高杯 12 8 鈍橙色 (75YR6/4) 細砂、粗砂、礫 透しtl4個残
I 土壊319
3575 弥生土器 高杯 8 2 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂、礫

3576 弥生土器 壺 (14. 4) ● "' 明赤褐色(2SYRS/8) 粗砂

3577 弥生土器 甕 9.6 鈍橙色(5YR7/4) 粗砂 黒斑A... 
3578 弥生土器 甕 15. 4 灰白色(IOYR8/2) 粗砂、礫

3579 弥生土器 甕 13. 4 ．．．． 橙色{5YR7/6) 粗砂、礫

3580 弥生士器 甕 13 4 ● 9 鈍橙色(5YR6/3) 粗砂

3581 弥生土器 甕 12 6 明褐灰色(7.5YR7 /2) 粗砂 スス B
＇ 

3582 土壊320 弥生土器 甕 5 8 橙色(5YR6/6) 粗砂 底部穿孔黒斑c
＇ 

3583 弥生土器 甕 4.8 淡赤橙色(2.5YR7 /3) 細砂、粗砂

3584 弥生土器 甕 6.6 灰褐色(5YR6/2) 粗砂
I , 

3585 弥生土器 甕 8.2 ,. 淡橙色(5YR8/3) 細砂、粗砂、礫
'" 
3586 弥生士器 高杯 25 7 " 明赤褐色(2.5YR5/8) 細砂

3587 弥生土器 高杯 鈍橙色(5YR7/4) 精良、細砂 透し孔3段 3方向

3588 弥生士器 高杯 15. 0 橙色(2.5YR6/6) 細砂 ヘラガキ沈線黒斑c
3589 弥生土器 甕 9 2 ,― 褐灰色(10YR4/1) 細砂
I 

3590 土城325 弥生土器 甕 11. 0 ・-・ 橙色(5YR7/6) 細砂
, — 
3591 弥生土器 甕 1 l. 0 灰褐色(7.5YR4/2) 細砂、粗砂、礫

3592 弥生土器 罪七 21. 8 橙色(5YR6/8) 細砂、粗砂 黒斑A
＇ 

3593 弥生土器 甕 10.3 橙色(5YR6/6) 細砂
＇ 

3594 弥生士器 甕 16. 7 6.9 22 1 橙色(2.5YR6/6) 細砂、祖砂、礫
I 

3595 弥生土器 甕 16. 8 "●9 鈍黄橙色(10YR7/3) 細砂
I 土壊326
3596 弥生土器 甕 15. 6 ．．． 灰黄褐色(lOYR5/2) 細砂、粗砂
I 

3597 弥生士器 甕 15 3 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂
’’ 

3598 弥生士器 高杯 17. 2 橙色(5YR7/8) 細砂， 

3599 弥生土器 高杯 17.4 橙色(7.5YR8/6) 細砂、粗砂
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角田調査区土器観察表

挿図 法凪(cm)
掲載造構名 種別 器種 色調 胎士 特徴

番号
ロ径 底径 器高

3600 弥生士器 甕 (11. 6) 4. 5 12 8 橙色(2.5YR6/6) 細砂、粗砂 スス B
I 

3601 弥生土器 甕 (14. 3) 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂 黒斑B
＇ 

3602 弥生土器 甕 (13. 5) (2. 1) 15. 6 橙色(2.5YR7/6) 細砂、粗砂 スス A
＇ 

3603 弥生土器 甕 15. l 黄灰色(25Y5/1) 細砂、粗砂
I , 土破328
3604 弥生土器 甕 16. 0 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂
I 

3605 弥生土器 甕 2.8 橙色(25YR6/6) 細砂、粗砂
＇ 

3606 弥生上器 台付鉢 13. 7 3.6 6.4 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂 ほぽ完形
＇ 

3607 弥生土器 鉢 34.2 橙色(5YR7/3) 細砂、粗砂 黒斑A

3608 土域329 弥生土器 甕 橙色(5YR7/6) 細砂

3609 弥生士器 高杯 14.8 橙色(75YR7 /6) 細砂
＇ 

土痰335
3610 弥生士器 高杯 11. 2 橙色(75YR7/6) 精良 透し孔4個

3611 弥生士器 甕 (11 6) 鈍褐色 (75YR6/3) 細砂、粗砂、礫
＇ 

3612 弥生士器 甕 18 0 鈍橙色 (5YR7/4) 細砂、粗砂
＇ 

3613 弥生士器 甕 22. 0 鈍橙色 (5YR7/4) 細砂
I 

3614 弥生土器 甕 5. 8 明褐灰色 (75YR7 /1) 細砂 底部外面ミガキ？ 黒斑c
＇ 

3615 弥生士器 甕 7ヤ。 褐灰色(10YR5/1) 細砂、粗砂 底部外面ハケメ 黒斑c
' 
3616 弥生士器 甕 5.9 灰褐色(5YR6/2) 細砂、粗砂、礫 底部外面ミガキ？ スス C
' 
3617 土壊337 弥生土器 甕 9.8 鈍橙色 (75YR6/4) 細砂、粗砂、礫 底部外面ミガキ
I 

3618 弥生土器 高杯 13. 0 鈍橙色 (5YR7/4) 細砂、粗砂
外面放射状・周緑4分割 中央平行・周

縁 4分割
I 

3619 弥生土器 高杯 19. 4 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂、礫
' 
3620 弥生土器 高杯 10 4 浅黄橙色 (75YR8/4) 細砂 透し孔 1個残

3621 弥生士器 高杯 13 8 淡赤橙色 (25YR7/4) 細砂 透し孔4個小孔

3622 弥生土器 鉢 (11 5) 橙色(5YR6/6) 細砂 外面丁具ナデ

3623 弥生士器 鉢 (18. 0) 鈍橙色 (5YR7/4) 細砂

3624 弥生士器 甕 12 8 4 5 20 3 灰白色(10YR8/2) 細砂、粗砂 外面工具ナデ黒斑c

3625 弥生土器 甕 13 9 淡橙色 (5YR8/4) 細砂、粗砂、礫

3626 弥生七器 甕 16 0 淡橙色 (5YR8/4) 細砂、粗砂
土壊338

3627 弥生士器 甕 15 5 灰白色(10YR8/2) 細砂

3628 弥生土器 甕 15. 8 浅黄橙色 (75YR8/3) 細砂

3629 弥生士器 高杯 16. 0 11. 0 10. 3 橙色(2.5YR7 /6) 精良 透し孔4個 はぼ完形

3630 土壊340 弥生士器 甕 15. 0 橙色(5YR8/4) 細砂、租砂

3631 弥生土器 甕 13 7 橙色(5YR6/6) 細砂 スス B'

3632 弥生土器 甕 14 0 橙色(5YR7/8) 細砂、粗砂

3633 弥生土器 甕 14 3 6. 1 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂、礫

3634 弥生土器 甕 25.0 鈍橙色 (7.5YR6/4) 細砂

3635 弥生士器 甕 11 9 鈍橙色 (75Y7/4) 細砂

3636 
土壊341

弥生士器 甕 14 2 橙色(5YR7/6) 細砂

3637 弥生土器 甕 8 8 橙色(7.5YR7 /6) 細砂、粗砂

3638 弥生土器 高杯 21 9 橙色(5YR7/8) 細砂、粗砂、礫

3639 弥生上器 高杯 (13 6) 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂 未貫通の透し孔

3640 弥生土器 台付鉢 9 7 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂、礫 透し孔3個

3641 弥生士器 鉢 8 2 3 4 鈍橙色 (75YR6/4) 細砂、粗砂、礫 ほぽ完形

3642 弥生士器 台付鉢 8 9 橙色(5YR7/6) 細砂

3643 土塘342 弥生士器 高杯 17 6 橙色(2.5YR6/8) 精良

3644 土漿343 弥生t器 甕 7 3 橙色(25YR6/6) 租砂、礫 スス B

3645 土城344 弥生士器 甕 12.0 鈍赤褐色 (5YR5/3) 細砂

3646 弥生士器 甕 14.6 鈍橙色(5YR6/3) 細砂 スス B

3647 弥生士器 甕 14.8 鈍橙色(5YR6/4) 租砂、礫

3648 弥生土器 甕 3 4 明褐灰色 (7.5YR7 /2) 細砂
士壊346

3649 弥生士器 甕 4.0 灰褐色(75YR5/2) 細砂 スス C

3650 弥生士器 鉢 13 9 2.6 8.5 橙色(2.5YR7/6) 細砂

3651 弥生土器 鉢 14 8 鈍褐色(75YR5/3) 細砂

3652 ±壊348 弥生士器 高杯 10. 0 赤橙色(10R6/6) 細砂、粗砂

3653 弥生士器 宰- 10 8 橙色(2.5YR7/6) 細砂、粗砂、礫
I 

3654 士壊349 弥生士器 壺 7 0 5. 1 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂、礫 黒斑AB
， 

3655 弥生士器 壺 10.6 5. 2 橙色(5YR7/6) 細砂｀粗砂、礫 スス B'

-1251-



角田調査区土器観察表

挿図I掲載遺構名
法量(cm)

種別 器種 色調 胎土 特徴
番号
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3656 弥生士器 甕 16.6 -- 灰褐色(5¥'R6/2) 細砂、粗砂、礫

3657 弥生土器 甕 14.6 鈍橙色(7.5YR7/3) 細砂、粗砂、礫 ススA
.'  

3658 弥生土器 甕 13. 3 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂

3659 弥生土器 甕 13. 7 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂 黒斑B
＇ 
3660 弥生士器 甕 6.4 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂、礫 黒斑c
3661 

士城349
弥生士器 高杯 23.4 橙色(7.5YR7/6) 細砂、粗砂、礫

" 

3662 弥生土器 高杯 " 11. 2 " 橙色(7.5YR7/6) 細砂、粗砂
脚部上段透し孔 1個残・下段透し孔 5個
残

3663 弥生土器 高杯 " 11. 4 橙色(2.5YR7 /8) 細砂｀粗砂、礫
脚部上段透し孔 3 個• 下段透し孔 5個
馬斑c

3664 弥生土器 器台 16 2 13.0 淡橙色(5YR8/4) 細砂、粗砂、礫
脚部沈線14条（螺旋） 脚部透し孔（上） 2 
個残

3665 土城350 弥生土器 器台 .. 一 23.6 鈍橙色(75YR7/3) 細砂 透し孔 2段4方向

3666 土壊351 弥生土器 高杯 橙色(5YR6/6} 細砂 透し孔 1個残

3667 土戦352 弥生土器 鉢 (28. 8) 鈍橙色(5YR6/4) 細砂、粗砂、礫

3668 弥生土器 壺 17 6 橙色(7.5YR7/6) 細砂、粗砂

3669 弥生土器 甕 17. 6 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂、礫
， 

3670 弥生土器 甕 15. 0 7.3 17.9 鈍橙色(5Y『R7/3) 細砂、粗砂、礫

3671 弥生土器 空- 9.0 鈍黄橙色(10YR7/3) 細砂、粗砂
士懐353

3672 弥生土器 甕 5尋 2 鈍橙色(7.5YR7/3) 細砂 焼成後穿孔

3673 弥生士器 高杯 11. 8 9.8 7.9 灰白色(lOYRB/2) 細砂、粗砂 透し孔4個

3674 弥生士器 高杯 11. 3 鈍黄橙色(10YR7/2) 細砂、粗砂、礫

3675 弥生土器 鉢 36.0 橙色(2.5YR6/6) 細砂、粗砂、礫 黒斑A

3676 弥生土器 直口壺 8會 8 浅黄橙色(10YR8/3) 細砂 黒斑AB

3677 
土被354

弥生土器 高杯 22.8 橙色(25YR6/6) 細砂、粗砂

3678 弥生土器 裔杯 12. 0 鈍橙色(7.5YR7/4) 細砂 脚裾部透し孔 1個確認

3679 弥生土器 鉢 8.9 3. 7 5 6 鈍橙色(7.5YR7/4) 細砂 完形黒斑AB

3680 弥生士器 長類壺 8. g 鈍橙色(5YR7/3) 細砂、粗砂、礫 肩部剌突文黒斑B
"',. 一・一9

3681 弥生土器 甕 14 8 鈍橙色(75YR7/4) 細砂、粗砂

3682 弥生土器 甕 13 4 鈍橙色(75YR7 /3) 細砂

3683 弥生土器 甕 12.4 浅黄橙色(75YR8/3) 細砂

3684 土城355 弥生土器 甕 12. 3 6 2 21. 2 橙色(2.5YR7 /8) 細砂 転用甑底部に穿孔スス B

3685 弥生土器 高杯 19 8 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂、粗砂

3686 弥生土器 高杯 19 5 9 3 12 9 浅黄橙色(75YR8/3) 細砂、粗砂 脚裾部3個 1組の竹管文4方向
''"'  

3687 弥生土器 鉢 7 5 3 7 10 3 鈍橙色(75YR7/4) 細砂 黒斑A

3688 弥生土器 台付鉢 17.0 11. 7 22 0 浅黄橙色(lOYR8/3) 細砂、祖砂 黒斑A

3689 弥生土器 高杯 (14. 8) 鈍黄橙色(10YR7/2) 細砂
士城356

3690 弥生土器 高杯 (11. 6) 赤色(10R5/6) 細砂 脚裾部透し孔4個？

3691 弥生士器 甕 6.0 黒褐色(10YR3/l) 細砂、粗砂
I 土城360
3692 弥生土器 器台 22.3 明赤褐色(2.5YR5/8) 細砂、粗砂 透し孔 5個

3693 土壊362 弥生土器 高杯 9 7 浅黄橙色(10YR8/3)

3694 土壊363 弥生土器 高杯 浅黄橙色(7.5YR8/4) 細砂、粗砂

3695 弥生土器 壺 17 0 浅黄橙色(7.5YR8/3) 粗砂
＇ 
3696 弥生土器 高杯 10 8 ．． 

’’ 橙色(5YR7/6) 細砂
， 

3697 弥生土器 高杯 14 0 "" ．．ー 浅黄橙色(7.5YR8/3) 細砂 黒斑A
I ±城366

1高杯3698 弥生士器 12 8 10 4 8.6 浅黄橙色(lOYRB/3) 細砂、粗砂 黒斑A
＇ 
3699 弥生土器 高杯 14 4 浅黄橙色(7.5YR8/3) 細砂 黒斑c
， 

3700 弥生士器 鉢 20 8 ・- 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂

3701 弥生土器 壺 6 0 灰黄掲色(lOYR6/2) 細砂、粗砂
;' 

3702 土痰373 弥生土器 鉢 18 8 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂、礫 黒斑c
， 

3703 弥生士器 台付鉢 14 9 7.8 9. 7 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、祖砂 ほぽ完形黒斑c
3704 弥生土器 甕 11 3 4 8 11. 3 橙色(5)'R6/6) 細砂、粗砂 底部外部からの穿孔 1個 黒斑AC

3705 弥生土器 椛 10. 5 5. 1 11. 2 橙色(5YR6/6) 細砂 黒斑AC

3706 弥生士器 I甕 10. 7 4. 3 11. 2 橙色(5YR7/6) 細砂 黒斑AC

3707 土城374 弥生土器 甕 10 5 4.9 11. 8 鈍橙色(5YR6/4) 細砂 黒斑BC

3708 弥生土器 甕 IL 9 5 2 12. 5 橙色(75YR7/6) 細砂、祖砂 黒斑AC

3709 弥生土器 甕 10 6 5 0 16. 3 橙色(5YR7/5) 細砂、粗砂 黒斑AB

3710 弥生土器 甕 11. 9 4 3 lL 6 橙色(5YR6/6) 細砂 黒斑AC
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3711 弥生士器 甕 11. 5 5.0 lL 1 橙色(5YR7/6) 細砂 黒斑BC

3712 弥生土器 甕 11 0 4 3 12、2 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂 黒斑BC

3713 弥生土器 甕 11 5 5.2 13 5 橙色(7.5YR7 /6) 細砂、粗砂 黒斑AC

3714 弥生土器 甕 12 0 4 8 12 8 鈍橙色(5YR6/4) 細砂、粗砂 黒斑BC
'"'"' 

3715 弥生土器 甕 12 0 4 7 13 9 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂 黒斑BC

3716 弥生土器 甕 12.0 5. 3 13 0 橙色(75YR7 /6) 細砂、粗砂 黒斑A C

3717 弥生土器 甕 12 0 5 2 12 4 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂 黒斑A C

3718 弥生土器 甕 12 2 4.8 13. 1 鈍橙色(7.5YR7/4) 細砂、粗砂 黒斑BC

3719 弥生士器 甕 11 4 5 9 15.0 橙色(5YR6/6) 細砂，粗砂 黒斑BC

3720 弥生土器 甕 11 2 6 0 10. 7 鈍橙色(7.5YR7/4) 細砂、粗砂 黒斑BC

3721 弥生土器 甕 12. 5 4. 7 13.6 鈍橙色(7.5YR7/4) 細砂 黒斑BC

3722 士城374 弥生土器 甕 10. 0 5. l 11. 3 鈍橙色 (7.5YR6/4) 細砂 底部葉の痕跡（木葉底） 黒斑BC

3723 弥生士器 甕 lL 6 6. l 10. 1 鈍橙色(7.5YR7/4) 細砂 底部葉の痕跡（木葉底） 黒斑BC

3724 弥生土器 甕 10. 7 5. 7 11. 6 鈍橙色 (7.5YR6/4) 細砂 底部葉の痕跡（木葉底） 黒斑BC

3725 弥生土器 甕 5.6 鈍橙色 (7.5YR7/4) 細砂

3726 弥生土器 甕 14 7 5.4 20 5 橙色 (2.5YR7 /8) 細砂、粗砂 スス B?

3727 弥生土器 甕 16 5 5. 1 21. 8 橙色 (5YR6/6) 細砂、粗砂 ススC

3728 弥生土器 鉢 13.6 3. 5 8.0 橙色 (5YR6/6) 細砂

3729 弥生土器 鉢 13 0 8 0 橙色(5YR7/6) 細砂

3730 弥生土器 鉢 14.8 4.9 9.0 橙色 (5YR7/6) 細砂 底部葉の痕跡（木葉底） 黒斑AB

3731 弥生土器 鉢 15 l 4.9 9 1 橙色 (5YR7/6) 細砂、粗砂、礫 黒斑A

3732 弥生士器 鉢 16 9 7.0 8 7 鈍橙色 (7.5YR7 /4) 細砂 黒斑c

3733 弥生土器 台付鉢 12 6 5. 7 7 5 橙色 (2.5YR6/8) 細砂、粗砂 ほぼ完形

3734 弥生土器 甕 14 4 橙色 (5YR6/6) 細砂、粗砂

3735― —·--- 弥生土器 甕 15 3 (6. 1) 15.8 橙色 (5YR6/8) 細砂 ススA

3736 弥生土器 甕 18 7 橙色 (5YR6/8) 細砂、粗砂 スス B

3737 弥生土器 鉢 7.5 黒褐色 (5YR2/1) 細砂、粗砂 黒斑c

3738 弥生±器 高杯 20 6 橙色 (25YR6/8) 細砂、粗砂 高杯杯部の裏底 2か所突いた痕

3739 弥生土器 高杯
士城376

12. 7 橙色 (5YR7/6) 細砂

3740 弥生土器 鉢 16 0 褐灰色 (7.5YR4/l) 細砂

3741 弥生土器 鉢 13 1 4 7 6 1 浅黄橙色(10YR8/3) 細砂 ほぼ完形

3742 弥生土器 鉢 13 5 4 1 7.9 橙色 (25YR6/8) 細砂、粗砂 ロ縁部凹部形成

3743 弥生士器 台付鉢 13 0 5 7 9 0 橙色 (2、5YR6/8) 組砂

3744 弥生上器 鉢 23 0 橙色 (5YR7/8) 組砂｀粗砂

3745 弥生土器 鉢 44 0 橙色 (5YR6/8) 細砂、粗砂、礫

3746 弥生土器 甕 橙色 (5YR7/6) 細砂
土塙377

3747 弥生士器 鉢？ 5 8 橙色 (5YR7/6) 細砂 黒斑c

3748 弥生士器 台付直口壺 7 0 10 7 橙色 (5YR7/8) 細砂

3749 弥生土器 甕 11. 3 橙色(2.5YR6/6) 細砂、粗砂
土壊379

3750 弥生土器 甕 4 9 橙色 (5YR7/6) 細砂、粗砂 黒斑c
3751 弥生七器 甕 4 8 鈍橙色 (75YR7 /3) 細砂、粗砂、礫

3752 弥生土器 甕 1 13. 4 浅黄橙色{10YR8/3) 粗砂

3753 弥生土器 甕 15.2 鈍橙色 (75YR7 /3) 細砂
土壊382

3754 弥生土器 高杯 18.4 燈色(5YR7/6) 細砂

3755 弥生土器 台付鉢 7 6 鈍橙色 (5YR7/4) 細砂｀粗砂 脚裾部透し孔 3個残

3756 弥生士器 甕 15.4 6 6 23 3 橙色(5YR7/6) 粗砂、礫 スス A

3757 土壊383 弥生土器 甕 16.4 6 2 23. 1 灰白色 (lOYRS/2) 粗砂 黒斑c

3758 弥生土器 鉢 15 6 6. 2 9.0 鈍橙色 (5YR7/4) 粗砂、礫

3759 弥生土器 甕 (16. l) 燈色(5YR7/6) 細砂

3760 弥生土器 壺？ 5 5 黄灰色(2.5¥4/1) 細砂、粗砂

3761 弥生土器 壺？ 5.2 灰色(N4/} 細砂、粗砂

3762 弥生土器 空.,,.,. 10.0 鈍赤褐色(5YR5/4) 細砂、粗砂

3763 土壊384 弥生士器 高杯 17 7 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂

3764 弥生土器 高杯 (18 O) 橙色(5YR7/6)
珀 >.Ill砂、礫 1I 

-I橙色(5YR7/6)3765 弥生土器 高杯 (18 3) 細砂

3766 弥生土器 高杯 灰黄褐色(10YR5/2) 細砂、粗砂

3767 弥生土器 高杯 ~ I橙色(2.5YR6/6) 細砂 I 
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3768 士壊384 弥牛土器 鉢 16. 2 4. 1 I 6. 9 橙色(2.5YR6/6) 細砂、粗砂 黒斑BC

3769 弥生土器 互- 16. 7 橙色(5)'R6/6) 細砂、粗砂,, ___ , __ , 

3770 弥生土器 甕 16. l 橙色(2.5YR6/6) 細砂、粗砂
, .. "". 

3771 弥生士器 甕 14.2 橙色(5YR6/5) 細砂
I "''"一• 土梱386
3772 弥生土器 甕 {15會 6) 灰褐色(7.5YR6/2) 細砂、粗砂

＇ 
3773 弥生土器 高杯 橙色(2.5¥'R6/8) 細砂 脚部透し孔4方向？
＇ 
3774 弥生土器 器台 一・ (27. 3) 橙色(5¥'R7/6) 細砂、粗砂 黒斑A

3775 弥生士器 甕 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂、礫• 一 .. 
3776 弥生±器 鉢 橙色(5YR7/6) 細砂
-----・' 土壊387
3777 弥生士器 高杯 橙色(2.5YR7 /6) 細砂 黒斑A

3778 弥生土器 甕 ．．． 5.4 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂

3779 弥生土器 蓋 15 6 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂
•一・・

3780 弥生士器 台付壺 5 3 12 4 ... 淡赤橙色(25YR7 /4) 細砂
""●● ••一．．．

3781 弥生土器 壺 7.6 3 8 10. 7 浅黄橙色(7.5YR8/4) 細砂、粗砂 完形黒斑c
3782 弥生士器 台付直口壺 鈍橙色(5YR7/4) 細砂 黒斑B
I , " 

3783 弥生土器 台付直口壺 ー・ ,. 淡赤橙色(2.5YR7/4) 細砂 黒斑B
I"'"""' 

3784 弥生土器 直口壺 鈍橙色(25YR6/4) 細砂 黒斑B
l 一—.,'

3785 弥生士器 空士 (19. 4) 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂、礫
, .. ー・
3786 弥生土器 -空 17. 6 —, 鈍橙色(5YR7/4) 細砂
I 

3787 弥生土器 長頸壺 17. 0 -・ 淡橙色(5YR8/3) 細砂、粗砂、礫
I 

3788 弥生土器 壺 21. 9 浅黄橙色 (75YR8/4) 細砂I ,, ___ , 

3789 弥生土器 長頸壺 21. 6 橙色(5YR7/8) 細砂、粗砂、礫 頸部螺旋状沈線, ___ , 

3790 弥生土器 壺 21. 2 -- 橙色(25YR6/8) 細砂、粗砂 頸部螺旋状沈線頸部刺突文

3791 弥生土器 長類壺 20.0 浅黄橙色 (75YR8/4) 細砂、粗砂、礫

3792 弥生土器 長頸壺 21. 9 橙色(2.5YR6/6) 組砂、粗砂、礫 頸部刺突
,. —" 
3793 弥生土器 壺 ● " 鈍橙色(7.5YR7/4) 細砂、粗砂 肩部刺突列点文3段

3794 弥生土器 長頸壺 20 0 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂 肩郭刺突文

3795 弥牛士器 :ill! - 18.9 7 9 34,6 鈍橙色(5YR6/3) 細砂、粗砂 黒斑c
-・  
3796 弥生土器 甕 14 8 ••一 淡黄色(5YR8/4) 細砂、粗砂 黒斑AB
"'""' 

3797 弥生土器 甕 14.9 一" 鈍橙色 (75YR6/4) 細砂、礫

3798 弥生土器 甕 15.4 一、 淡黄色(5YR8/3) 細砂、粗砂
I 

3799 弥生土器 甕 13. 7 橙色(2.5YR6/6) 細砂、粗砂
, ... 一.. 
3800 弥生土器 甕 13.8 •• 一• 橙色(5YR7/6) 細砂

＇ 
3801 弥生士器 甕 16. 3 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂 スス B

＇ 士壊390
3802 弥生土器 甕 13.9 橙色(5YR6/6) 細砂
I , , •• ,. 

3803 弥生土器 甕 14.6 橙色(5YR6/6) 細砂
Iーー9●

3804 弥生土器 甕 14.4 橙色(2.5YR6/8) 細砂
I 

3805 弥生士器 甕 13.9 橙色(25YR7 /6) 細砂、粗砂 スス B
I """" 

3806 弥生土器 甕 14.3 橙色(25YR6/6) 細砂、粗砂 黒斑B
·——• • ・・
3807 弥生士器 甕 (18. 2) 明赤褐色(SYR5/6) 細砂 黒斑AB

3808 弥生土器 甕 18.2 鈍橙色(5¥'R7/4) 細砂、粗砂、礫 黒斑B,_, __ 

3809 弥生士器 甕 12.5 4.8 橙色(25YR6/6) 細砂 ほぽ完形

3810 弥生土器 甕 13.8 6 1 22.6 橙色(5¥R7/6) 細砂｀租砂 転用甑底部穿孔黒斑B スス B, __ ,., 

3811 弥生土器 甕 12.5 4.4 19.2 灰白色(lOYR8/2) 細砂 黒斑AB BC  

3812 弥生土器 甕 14 2 4.4 20.2 橙色(2.5YR7/6) 細砂、粗砂 黒斑A スス B• —-
3813 弥生土器 甕 14 5 灰白色(IOYRS/2) 細砂、粗砂 スス B,. 

3814 弥生土器 甕 15 3 5. l 21. 8 鈍黄橙色(10YR7/4) 細砂 ススA
I,.,_., 

3815 弥生士器 甕 16 6 5.2 24.9 橙色(SYR7/6) 細砂、粗砂、礫
＇ 
3816 弥生土器 甕 15 7 6.4 25. 7 橙色(2.5YR7/6} 細砂 肩部刺突文A2
,, —••• 
3817 弥生士器 甕？ •一 8. 7 鈍橙色(5YR6/4) 細砂、租砂 スス C?

3818 弥生土器 甕 11. 9 5 l 15 8 鈍橙色(2.5YR6/4) 細砂、粗砂、礫 黒斑BC,_, 
3819 弥生士器 甕 15 3 5 1 21. 2 浅黄橙色(LOYRB/3) 細砂 スス B
I 

3820 弥生土器 甕 5. 7 黄灰色(2.5Y4/l) 細砂
I 一• • 
3821 弥生士器 甕 5. 5 "' 灰黄褐色(lOYRS/2) 細砂、粗砂
， 

3822 弥生士器 褪 -- 5. 0 鈍橙色(5YR6/4) 細砂
''"'""" 

3823 弥生土器 甕 5. 3 黄灰色(2.5Y4/l) 細砂
1 ・""一"
3824 弥生土器 甕？ 5. 7 黄灰色(2.5Y6/l) 細砂
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角田調査区土器観察表

挿図 法量(cm)
掲載迫構名 種別 器種 色調 胎土 特徴

番号
ロ径 底径 器高

3825 弥生士器 甕？ 5. 9 鈍橙色(5YR6/4) 細砂
●● • • 

3826 弥生土器 甕 6.6 鈍橙色(5YR6/3) 細砂
I 

3827 弥生土器 甕 5.2 鈍黄橙色(10YR7/4) 細砂 転用甑底部穿孔 1個
•·-· 
3828 弥生土器 高杯 16 2 鈍黄橙色(10YR7/4) 細砂、粗砂
＇ 
3829 弥生土器 高杯 19.4 橙色(SYR7/6) 細砂
,, 一．．．．．

3830 弥生士器 高杯 (20 0) '' 浅黄橙色(10YR8/4) 細砂
， 

3831 弥生土器 高杯 17. 3 橙色(5YR7/6) 精良 黒斑AB

—-3832 弥生上器 麻杯 19 0 橙色(5YR7/6) 細砂
I 

3833 弥生土器 高杯 橙色(2.5YR7 /6) 細砂
,, —••• 
3834 弥生土器 高杯 16 2 10 7 7 7 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂、礫 黒斑A
， 

3835 弥生士器 高杯 17. 3 9.8 淡橙色(5YR8/4) 細砂、粗砂、礫
， 

3836 弥生士器 高杯 18 2 11. 2 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂、礫
＇ 
3837 弥生土器 高杯 17.4 12.2 10. 2 橙色(2.5YR7 /6) 細砂
ドー・

3838 弥生土器 高杯 16. 5 10.6 10. l 
淡赤橙色(25YR7 /4) _.__. 

細砂 ほぼ完形黒斑A C
鈍橙色(5YR7/3) ， 

3839 弥生士器 高杯 (19, 7) 11. 8 9.8 橙色(2.5YR7 /6) 細砂、粗砂
'. 
3840 弥生士器 高杯 11 2 鈍橙色(5YR7/4) 細砂
I 

3841 弥生土器 高杯 11. 4 鈍橙色(75YR7 /4) 細砂
I 

3842 弥生士器 高杯 10 4 
鈍橙色(5YR7/3)-

細砂
橙色(5YR6/6)

I 

3843 土壊390 弥生土器 高杯 10. 8 鈍橙色(5YR7/4) 細砂
I 

3844 弥生土器 高杯 10. 0 鈍橙色(5YR7/4) 精良

＇ 
3845 弥生土器 高杯 9 4 鈍橙色(5YR6/4) 細砂
, ..' 

3846 弥生土器 甕 6. 7 2 4 橙色(25YR6/6) 細砂、粗砂、礫 黒斑BC
＇ 
3847 弥生土器 鉢 {7 8) 4 3 12 0 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂 黒斑BC
ドー—·ー・

3848 弥生士器 鉢 14 4 4 5 7 5 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂、礫 黒斑B
I 

3849 弥生土器 鉢 16 0 5 4 淡橙色(5YR8/3) 細砂
， 

3850 弥生士器 鉢 11 9 5.3 6.4 浅黄橙色(lOYRB/3) 細砂
， 

3851 弥生土器 鉢 (9 2) 一橙色(2.5YR7 /6) 細砂

3852 弥生土器 ミニチュア甕 12 2 3 2 10 0 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂 スス B
・-・ 
3853 弥生士器 鉢 16.4 6 5 14. l 橙色(2.5YR7 /6) 細砂 スス B

3854 弥生士器 鉢？ 17. 7 鈍黄橙色(10YR7/3) 細砂、粗砂 黒斑A?

3855 弥生士器 台付鉢 10 2 鈍橙色(5YR6/3) 細砂 スス C
"● " 

3856 弥生土器 台付鉢 9 0 鈍橙色(75YR7 /3) 細砂、粗砂 黒斑c
3857 弥生士器 台付鉢 "" 6 4 鈍橙色(75YR7 /4) 細砂

＇ 
3858 弥生士器 台付鉢 15 1 浅黄橙色(10YR8/3) 細砂 底部透し孔6個
・---・ 
3859 弥生土器 鉢 37.0 橙色(7.5YR7/6) 細砂

3860 弥生土器 鉢 38 4 12 6 20.4 鈍黄橙色(10YR7/4) 細砂、粗砂 黒斑c
3861 弥生士器 鉢 57 0 淡黄色(25Y8/3) 細砂、粗砂

＇ 
3862 弥生土器 ヒサゴ形 7 1 鈍橙色(75YR7/4) 細砂

3863 弥生土器 甕 15 2 灰褐色(75YR5/2) 細砂 ススA
I 

3864 ±域391 弥生士器 甕 4.0 灰褐色(75YR6/2) 細砂
＇ 
3865 弥生土器 甕 4. 8 灰黄褐色(lOYRS/2) 細砂 黒斑c
3866 弥生士器 甕 18 2 鈍黄橙色(10YR7/3) 細砂、粗砂
' 土域394 -I鈍橙色(5YR6/3)3867 弥生土器 甕 14 8 細砂、粗砂、礫

3868 弥生土器 空． 14 3 鈍橙色(5YR7/3) 細砂

＇ 
3869 弥生士器 甕 16 0 鈍橙色(75YR7/3) 細砂、粗砂

＇ 
3870 弥生土器 甕 15 8 浅黄橙色(7.5YR8/4) 細砂、粗砂、礫

＇ 
3871 弥生七器 甕 12. 1 4.5 17 2 浅黄橙色(7.5YR8/3) 細砂、粗砂 ほぽ完形黒斑A・BC
I・

I甕 s. 1 ! 21 2 I細砂、粗砂 I底部外面ミガキ黒斑BC3872 弥生士器 14. 6 浅黄橙色(7.5YR8/3) 
I 

4. 9 I 24 o 3873 弥生士器 甕 15. 5 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂 底部外面ハケメ スス B 黒斑B

＇ 
3874 土渡395 弥生土器 甕 14. 5 6 8 20. 7 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂 底部外面ハケメ スス B'
， 

3875 弥生土器 甕 17. 0 5 6 21. 2 淡橙色(5YR8/4) 細砂 底部外面丁具ナデほぽ完形黒斑BC
＇ 
3876 弥生土器 甕 15. 0 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂
' 

3877 弥生土器 甕 16 0 5.8 23.5 橙色(25YR7/6) 細砂、粗砂
底部外面T具ナデほぼ完形黒斑AB
C 

＇ 
3878 弥生土器 甕 15.0 5.9 25.5 淡赤橙色(2.5YR7/4) 細砂、粗砂、礫 工具ナデほぼ完形黒斑A BC  

＇ 

3879 弥生土器 甕 15.4 5.3 24. l 橙色(25YR7/6) 細砂
底部外面ハケメ ほぽ完形ススC 黒
斑BC
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3880 弥生土器 甕 12. 1 5. 7 21. 2 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂
I底部外面ハケメ ほぽ完形スス C 黒
斑BC． 

3881 弥生土器 甕 ・15. 6 5. 0 18 8 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂 底部外面ハケメ ほぼ完形黒斑ABC

3882 弥生土器 甕 16.4 6. 0 19. 1 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂 底部外面ハケメ ほぽ完形黒斑BC

3883 弥生土器 甕 11. 6 4.. 6 22.8 橙色(25YR6/6) 細砂、粗砂、礫 底部外面ハケメ スス B' 黒斑BC
I 

3884 弥生士器 甕 11. 0 ,. 灰黄褐色(lOYR5/2) 細砂｀粗砂 外面ハケメ? 3884-3888同じ胎土
,, "'  

3885 弥生土器 甕 13.0 ● "' 鈍褐色(7.5YR6/3) 細砂 3884---3888同じ胎士

3886 弥生土器 甕 15 0 鈍橙色(7.5YR7/3) 細砂 ユビナデ 3884-3888同じ胎士

3887 弥生土器 甕 10. 6 "' 鈍橙色(7.5YR7/3) 細砂 3884-3888同じ胎土

3888 弥生土器 甕 13. 3 5.2 20.8 鈍褐色(7.5YR6/3) 細砂
底部外面ハケメ 内面J:半工具ナデ
3884~3888同じ胎士スス B'

3889 弥生土器 甕 5.0 " 橙色 (75YR7 /6) 細砂 底部外面ナデ黒斑c
＇ 士城395
3890 弥生土器 甕 " 4 3 ー・ 浅黄橙色(lOYR8/3) 細砂 内面工具痕 3884-3888同じ胎土

＇ 
3891 弥生土器 甕 ．．． 5 6 鈍黄橙色(10YR7/3) 細砂 底部外面ミガキ 3884-3888同じ胎士

＇ 
3892 弥生土器 高杯 l 7. 6 " •一 橙色 (2、5YR7/6) 細砂 黒斑AB

＇ 
3893 弥生土器 鉢 13.4 鈍黄橙色(10YR6/3) 細砂 3884-3888同じ胎士
I 

3894 弥生土器 鉢 13 2 2.8 6.4 橙色(25YR7/6) 細砂、粗砂、礫 ほぽ完形黒斑A・B

3895 弥生土器 鉢 10 5 4.6 6 3 橙色(5YR7/6) 細砂 黒斑A・C

3896 弥生士器 鉢 12 8 3. 5 8 5 橙色 (75YR7/6) 細砂、粗砂、礫 内面横方向のユビナデ黒斑c

3897 弥生士器 鉢 13. 0 5.4 9 3 浅黄橙色(7.5YR8/3) 細砂 内外面ハケ状工具ナデ黒斑BC

3898 弥生土器 鉢 15 4 2 4 11. 0 鈍橙色 (5YR6/4) 細砂 内外面ハケ状上具ナデスス B

3899 弥生土器 台付鉢 13 3 " 橙色(2.5YR7/4) 細砂、粗砂 透し孔4個
''  

3900 弥生土器 台付直口壺 --- 10 1 橙色(5YR7/6) 精良 透し孔4個

3901 土壊396 弥生土器 甕 12. 4 "" 鈍橙色(5YR7/3) 細砂、粗砂 ロ縁部線 2条ススA

3902 弥生土器 甕 13 4 鈍橙色(5YR7/4) 細砂． 
3903 弥生士器 甕 9. 2 3. 5 14 2 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂 ほぼ完形黒斑BC

＇ 3904 弥生土器 甕 10 g 鈍橙色(5YR7/3) 細砂、粗砂 黒斑ABC

3905 弥生土器 甕 11. 8 淡赤橙色(2.5YR7 /3) 細砂、粗砂
， 

3906 弥生土器 甕 11 8 橙色(5YR7/6) 細砂、租砂 ススA
， 

3907 弥生土器 甕 14. 3 '' 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂、礫 スス B'
＇ 
3908 土城398 弥生土器 甕 15 5 5 5 (22. O) 橙色(5YR6/6) 細砂、租砂 底部外面ナデスス B

＇ 
3909 弥生士器 甕 4.6 "' 淡橙色 (5YR8/4) 細砂、粗砂 底部外面ハケメ スス C 黒斑c
I 

3910 弥生土器 甕 4 6 鈍橙色(5YR7/3) 細砂、粗砂 底部外面ナデ黒斑c
I 

3911 弥生士器 高杯 17 4 "' 橙色(5YR6/8) 細砂、粗砂
＇ 
3912 弥生土器 鉢 16.0 (9. 4) 6 7 鈍橙色(5YR7/4) 細砂 底部外面ケズリ

＇ 
3913 弥生土器 鉢 29 3 橙色(7.5YR7/6) 細砂、祖砂
＇ 
3914 弥生土器 甕 7. 7 3.0 (8 5) 灰褐色(5YR6/2) 細砂 底部外面ナデ

3915 弥生土器 甕 16 8 浅黄橙色(10YR8/3) 細砂、粗砂 ススB
＇ 
3916 弥生土器 鉢 13 3 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂
I 

土破400
3917 弥生土器 鉢 14 2 3.8 6.4 橙色(2.5YR6/6) 細砂、粗砂

底部外面ミガキ ほぽ完形黒斑ABC
A・C 

3918 弥生土器 鉢 16 0 橙色(2.5YR7 /6) 細砂

3919 土壊401 弥生土器 空- 12.9 鈍褐色(7.5YR5/4) 細砂 肩部外面タタキ後ハケメ

3920 土壊402 弥生士器 台付鉢？ (31 4) -- 橙色 (7.5YR7 /6) -橙色
細砂、粗砂 体部刺突文3列(5YR6/8) 

3921 
±城403

弥生士器 甕 .,. 5.8 明赤褐色(2.SYRS/8) 細砂、粗砂 黒斑c

3922 弥生士器 高杯 .. , 鈍黄橙色(10YR7/3) 細砂

3923 ±城404 弥生士器 1高杯 10 4 橙色 (75YR6/6) 細砂

3924 土唆409 弥生土器？ 高杯 21. 6 橙色 (5YR7/6) 細砂、粗砂

3925 土壊411 弥生士器 甕 " 橙色(5YR6/6) 細砂

3926 土壊415 弥生土器 甕 17. l 一・ 鈍褐色(7.5YR5/4) 細砂

3927 士壊416 弥生土器 壺 16.2 •一一 鈍黄橙色(10YR7/3) 細砂

3928 土壊420 弥生土器 空． 6 1 褐灰色(5YR5/l) 細砂 スス C

3929 ±城422 弥生土器 甕 ll 7 明赤褐色(5YR5/6) 細砂、粗砂 肩部刺突文？

3930 弥生土器 壺 18 8 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂
I 類部螺旋状沈線 2 条 (16~18段） 肩部剌
突文器台転用？

3931 弥生土器 ． 空 18.4 7. 7 " 淡橙色(5YR8/4) 細砂、粗砂、礫 スス C
＇ 溝38

3932 弥生士器 壺 21 3 9._o 36.5 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂、礫
類部螺旋状沈線 2 条 (18段~20段） 肩部

刺突文黒斑c
＇ 
3933 弥生土器 壺 20 7 .. 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂｀礫 頸部外面沈線（磨滅）
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3934 弥生土器 壺 18 9 8 2 34.3 鈍黄褐色(10YR5/3) 細砂、租砂、礫 黒斑c
＇ 
3935 弥生士器 壺 17.0 橙色(25YR6/6) 細砂、粗砂
I 

3936 弥生士器 甕 10 5 7. 6 2l.1 灰白色(75YR8/2) 粗砂 底部穿孔（径I.3cm) ほぽ完形ススA
,, ―•一9●

3937 弥生士器 甕 19 0 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂 スス B 黒斑B, •• — 
3938 弥生士器 甕 12 8 鈍黄橙色(10YR7/4) 細砂,,_ 
3939 弥生士器 甕 12 7 一， 一•ー 9 浅黄橙色(7.5YR8/3) 細砂 スス B

I•••·-·""'" 

3940 弥生土器 甕 15 0 明褐灰色(7.5YR7 /2) 粗砂 スス A
'""—""'—••• • 
3941 弥生士器 甕 13 2 淡赤橙色(2.5YR7 /4) 細砂 スス B
,-

竺 弥生士器 甕 15 4 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂 スス B

3943 弥生士器 甕 15 6 鈍橙色(75YR7 /4) 細砂、粗砂、礫 スス B
' . 一一，

3944 弥生土器 甕 (14. 8) •一
灰白色(7.5YR8/2)--... 

細砂、粗砂
橙色(2.5YR6/6) 

，．． 

3945 弥生士器 甕 15 4 橙色(75YR7 /6) 細砂 スス B
I ..... 

3945 弥生士器 甕 15 4 5. 9 (26. 2) 鈍黄橙色(10YR7/2) 細砂、粗砂 黒斑ABC
I,  ___  

3947 弥生士器 甕 11 2 6.8 13 8 橙色(75YR7 /6) 細砂、粗砂 スス B 黒斑B
'. ・-・ — 
3948 弥生士器 甕 6.4 赤褐色(lORS/4) 細砂、粗砂 スス C
I• — 
3949 弥生士器 甕 5. 7 灰褐色(75YR6/2) 細砂、粗砂 スス A
,. 一—--—•

3950 弥生土器 甕 6.0 --- 黄灰色(25Y5/l)-
細砂、粗砂

鈍橙色(7.5YR6/4) 
， 

3951 弥生土器 甕 5 5 鈍橙色(75YR7/3) 細砂 黒斑c
,,'一••

3952 弥生士器 甕 17. 7 赤色(10R5/6) 細砂、粗砂 スス C 黒斑B
I・・．＿＿＿

溝38
3953 弥生士器 甕 5 9 灰褐色(75YR6/2) 細砂、粗砂、礫 スス B
I ""' 

3954 弥生土器 甕 15 2 6 4 26 3 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂 スス A
'''  

3955 弥生土器 甕 14.2 (7 2) (15 2) 橙色(2.5YR6/6) 細砂、粗砂 ロ縁部凹線状の文様？ ススA,, ___—•• 
3956 弥生土器 甕 17 0 ．．． 赤色(10R5/6) 細砂、粗砂 スス C

I• —,.,..,_, 
橙色(5YR6/8)

• ー ——~- -~ 
3957 弥生上器 甕 22.4 9 0 36 9 細砂、粗砂 スス C
,, . . 
3958 弥生土器 甕 14.4 6 4 (26 9) 橙色(2.5YR6/6) 細砂、粗砂 スス B
1一，ー・・・ ，． 

3959 弥生士器 甕 13 8 6 2 26 3 浅黄色(2.5YR8/3) 細砂、粗砂 ほぼ完形ススA
I 

3960 弥生土器 甕 (14 5) 5. 3 28.6 橙色(25YR6/6) 細砂、粗砂 スス B'
， 

3961 弥生士器 鉢 40 2 鈍橙色(7.5YR7/4) 粗砂 黒斑A
， 

3962 弥生士器 鉢 32 8 10. 8 20.2 浅黄橙色(lOYRS/3) 粗砂 黒斑AB

3963 弥生士器 鉢 41. 2 11. 4 22 5 鈍黄橙色(10YR7/4) 細砂、粗砂 スス A

＇ 
3964 弥生士器 高杯 10.2 鈍赤橙色(lOR6/4) 精良 胎土は精製
, ...•.. 一一
3965 弥生士器 高杯 (11. l) 8.8 8 0 淡赤橙色(2.5YR7/4) 精良
I, ••••--• 

3966 弥生士器 高杯 16 3 橙色(25YR6/6) 精良
, .... ,. —., 
3967 弥生士器 高杯 16 8 鈍橙色(5YR7/4) 精良 胎土は精製スス A,,., — 
3968 弥生士器 高杯 19 2 鈍橙色(5YR6/3) 細砂、粗砂 スス B
l 一9

3969 弥生士器 台付直口壺 6 7 ll 4 14.4 
浅黄橙色(7.5YR8/3)-

精良 胎土は精製
鈍橙色(5YR7/4) 

I ,_  

3970 弥生士器 高杯 12 4 淡赤橙色(25YR7/4) 精良 胎土は精製
Iーー・ ・
3971 製塩士器 6. 0 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂

l 一•

3972 弥生土器 器台 32 8 32. 5 29.9 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂、礫 脚部透し孔 2段4組 8個 スス A・C

3973 弥生土器 長頸壺 21 0 橙色(5YR7/6) 粗砂
I ・
3974 弥生土器 長頸壺 19.6 橙色(25YR6/8) 礫
' 
3975 弥生士器 長頸壺 19.0 橙色 (5YR7/6) 粗砂

~ 

3976 弥生士器 長頸壺 19 0 橙色(25YR7 /6) 粗砂 転用器台？.... _,, 
3977 弥生土器 長頚壺 19 7 橙色(5YR6/6) 細砂
'.  
3978 弥生士器 長頸壺 22 3 橙色(5YR6/8) 粗砂
I 

3979 弥生士器 長頸裔 22.8 9.0 43 8 橙色(5YR6/8) 粗砂 黒斑c

3980 弥生土器 長頸壺 20.6 浅黄橙色(7.5YR8/4) 粗砂
土器溜り 1

3981 弥生土器 長類壺 19.8 7.8 37.2 澄色(5YR6/6) 粗砂 黒斑A・B・C

3982 弥生土器 長頸壺 24. 5 j - 橙色(2.5YR7/8) 粗砂 転用器台？

3983 弥生土器 長頸壺 20.0 橙色(5YR6/6) 細砂 黒斑A

3984 弥生土器 長類壺 18. 7 明赤褐色(2.5YR5/6) 粗砂 I転用器台？

3985 弥生土器 長頸壺 18.4 " 橙色(25YR6/8) 粗砂 転用器台？

3986 弥生土器 長頸壺 20.8 橙色(5YR7/6) l粗砂

―--3987 弥生土器 長頸壺 19 2 橙色(5YR6/6) 粗砂

3988 弥生土器 長頸壺 19.4 淡橙色(5YR8/4) 粗砂 転用器台？ 黒斑A
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角田調査区土器観察表

::1 掲載遺構名 I 法菌(cm)
胎土 I 特徴種 lj 器種 色調

ロ径 底径 器高

3989 弥生土器 長頸壺 19.4 I - 橙色(5¥'R7/6) 粗砂 転用器台？
， 

3990 弥生土器 壺 ー・ 橙色(5YR6/6) 粗砂
I 

9 6 ! -3991 弥生七器 直口壺 浅黄橙色(75YR8/3) 細砂

3992 弥生土器 直口壺 I 9.o 浅黄橙色(75YR8/6) 細砂 黒斑B

3993 弥生士器 直口壺 7. 5 5.2 9.6 鈍橙色 (7.5YR7/4) 粗砂

3994 弥生土器 卑~ 9.0 鈍橙色(5YR6/4) I細砂 外面ナデ
' 

2 o I s 1 3995 弥生土器 壺 5.4 橙色(7.5YR7/6) 細砂 ほぽ完形黒斑A

3996 弥生士器 台付壺 6、2 13. o I 13 s 橙色(5YR6/8) 細砂 透し孔4個 内面ナデ

3997 弥生士器 台付壺 8. 0 橙色(5YR7/6) 粗砂 内面工具ナデ黒斑B

3998 弥生土器 小型台付鉢 8.6 橙色(2.5YR6/6) 細砂

3999 弥生土器 鉢 10.4 浅黄橙色(7、5YR8/4) 細砂 黒斑B

4000 弥生土器 鉢 10.2 —• 橙色(5YR6/6) 粗砂

4001 弥生士器 鉢 12.2 ．． 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂 ススB

4002 弥生士器 ID!. ""' 14 0 橙色(2/5YR6/6) 細砂

4003 弥生土器 空． 16 3 "" 赤橙色(lOR6/8) 細砂
I 

4004 弥生土器 空士 18 2 浅黄橙色(7.5YR8/4) 細砂
， 

4005 弥生土器 壺 15 0 ．．． 橙色(2/5YR7/6) 細砂、粗砂
I 

4006 弥生士器 壺
1 l 1s 2 

10.0 25 2 橙色(25YR6/6) 粗砂 黒斑c
I 

4007 弥生土器 ID,'. - 14 6 橙色(2.5YR6/6) 粗砂、礫 ススC

4008 弥生士器 壺 17.4 ● " 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂

4009 弥生土器 互士 14 3 橙色(25YR6/8) 細砂

4010 弥生土器 壺 18 0 橙色(25YR6/8) 細砂

4011 弥生上器 甕 17 0 赤橙色(10R6/6) 細砂

4012 弥生士器 甕 21. 7 ● 9 赤橙色(10R6/6) 細砂

4013 弥生土器 甕 16.6 淡橙色(5YR8/3) 細砂

4014 弥生土器 甕 22.8 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂

4015 弥生上器 甕 26.8 鈍橙色(7.5YR7/4) 細砂、粗砂
I 

4016 弥生士器 甕 LS.O 橙色(5YR6/6) 粗砂 ススB
I 

士器溜り 1
4017 弥生士器 甕 15 0 橙色(25YR6/6) 細砂 スス B
＇ 
4018 弥生土器 甕 22. 7 鈍橙色(5YR7/4) 細砂
' 
4019 弥生上器 甕 16.6 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂
I 

4020 弥生士器 甕 16.4 8.5 22.4 橙色(5YR7/6) 粗砂 黒斑c
卜

4021 弥生土器 甕 25 0 明赤褐色(2.5YR5/8) 細砂
， 

4022 弥生土器 甕 (27. O) 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂、粗砂

4023 弥生土器 甕 13.2 鈍褐色(7.5YR6/3) 細砂 黒斑A~C

4024 弥生士器 甕 14.8 淡橙色(5YR8/4) 細砂

4025 弥生土器 甕 (14. 2) 橙色(25YR7/6) 細砂

4026 弥生土器 甕 15.3 橙色(5YR7/8) 細砂 スス B

4027 弥生土器 甕 12.0 鈍橙色(lOYR7/3) 粗砂

4028 弥生土器 甕 13.5 明赤褐色(25YR5/6) 細砂

4029 弥生土器 甕 13 8 鈍橙色(5YR7/4) 粗砂

4030 弥生士器 甕 9.8 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂
I 

4031 弥生士器 甕 10.4 浅黄橙色(7.5YR8/4) 細砂
I 

4032 弥生土器 甕 12 6 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂、礫
I 

4033 弥生七器 甕 11. 6 橙色(2.5YR6/6) 細砂 スス B
＇ 
4034 弥生士器 甕 13.0 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂
I 

4035 弥生士器 甕 (13. 5) ．． 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂 外面わずかにハケメ
I 

I s. 4 4036 弥生士器 甕 4.2 11. 3 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂 ほぽ完形， 

4037 弥生士器 高杯 19 3 10.0 13.0 橙色(2.5YR6/6) 細砂 透し孔3個黒斑A
I 

4038 弥生土器 高杯 15.2 橙色(5YR7/8) 細砂 ョコナデ・不明
I 

4039 弥生土器 高杯 22 0 赤橙色(10R6/8) 細砂
＇ 
4040 弥生土器 高杯 23 0 " 橙色(25YR7/6) 細砂 黒斑A
I 

4041 弥生土器 高杯 20 3 赤橙色(10R6/8) 細砂
I 

4042 弥生土器 高杯 20.6 橙色(2.5YR6/8) 粗砂

4043 弥生土器 高杯 20 8 15 1 12.3 鈍橙色(5YR6/4) 細砂 透し孔4方黒斑A

杯部外面ヘラケズリ 透し孔 2組 X34044 弥生上器 高杯 25 2 
16. ゚

15.3 浅黄橙色(7.5YR8/4) 細砂
透し孔未貝通 (1) ほぽ完形
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角田調査区土器観察表

挿図
法撒(cm)

番号
掲載遺構名 種別 器種 色調 胎土 特徴

ロ径 底径 器高

4045 弥生土器 高杯 22 4 橙色(5YR6/8) 細砂. 
4046 弥生士器 高杯 27 6 橙色(2.5YR6/8) 細砂， 
4047 弥生土器 高杯 20 9 橙色(2.5YR6/8) 細砂 透し孔 4個,, 

4048 弥生土器 高杯 18. 5 12.0 12. 3 橙色(25YR6/8) 細砂
外面ハケメ・透し孔上下段各4個 ほぼ

完形

4049 弥生土器 面杯 15 8 10 8 9. 4 橙色(5YR6/8) 細砂 透し孔 4個

4050 弥生土器 高杯 14 4 10 6 7. 3 橙色(5YR6/8) 細砂 透し孔 4個

4051 弥生土器 高杯 14. 1 橙色(5YR7/8) 細砂
-. 
4052 弥生土器 邸杯 13.2 7 0 8.8 鈍橙色(7.5YR7/3) 細砂 完形スス A

4053 弥生土器 高杯 赤橙色(10R6/6) 細砂 透し孔
一,,.

4054 弥生土器 高杯 13 1 橙色(5YR6/6) 細砂 透し孔 2段X3方
"" 

4055 弥生土器 高杯 12.5 橙色(5YR7/6) 細砂 透し孔 2段X3方

4056 弥生土器 高杯 10.9 橙色(5YR7/6) 細砂 透し孔上下各 2個？

4057 弥生土器 高杯 11.0 橙色(25YR6/8) 細砂 透し孔上下各 3個

4058 弥生土器 高杯 10.0 橙色(5YR7/6) 細砂 透し孔上下各 3個

4059 弥生土器 高杯 10.6 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂 透し孔

4060 弥生土器 高杯 11 8 橙色(5YR6/8) 粗砂 黒斑c

4061 弥生土器 高杯 11 0 橙色(5YR6/8) 細砂 外面ハケメ・ヘラミガキ

4062 弥生土器 高杯 14 5 赤色(10R5/8) 細砂 透し孔上下各4個

4063 弥生土器 高杯 11 8 橙色(25YR7 /6) 細砂 透し孔 4個

4064 弥生士器 高杯 •一 13 0 鈍黄橙色(lOYR7/3) 細砂 透し孔 2個X3方

4065 弥生土器 高杯 12 1 橙色(2.5YR7 /6) 細砂 透し孔4個

4066 弥生土器 鉢 44. 3 12.0 20. 7 橙色(5YR6/6) 細砂 底部ヘラミガキ 黒斑c,, 
4067 弥生土器 鉢 37 0 橙色(5YR6/6) 細砂
I 

4068-~ 弥生土器 鉢— (47. 8) 橙色(SYR6/6) 粗砂 --

＇ 
4069 弥生土器 鉢 45.2 橙色(5YR6/6) 粗砂

＇ 
4070 弥生士器 鉢 (40 0) 純橙色(5YR7/4) 細砂
I 

4071 弥生土器 鉢 13.0 5. 0 6.3 明赤褐色(25YR5/6) 細砂 ヘラオサエ黒斑A． 
4072 土器溜り 1 弥生土器 鉢 11. 0 4.3 5.8 淡赤橙色(25YR7 /4) 細砂

4073 弥生土器 鉢 14 7 5 1 6.8 橙色(2.SYR6/8) 粗砂 黒斑A-C
I 

4074 弥生土器 鉢 18.0 6 3 7 8 赤橙色(10R6/6) 組砂

4075 弥生土器 鉢 12 0 5 6 9 0 橙色 (25YR7 /8) 細砂 ほぼ完形黒斑BC

4076 弥生士器 鉢 13. 2 橙色 (5YR7/6) 細砂

4077 弥生士器 鉢 16. 0 橙色 (7.5YR7 /6) 細砂

＇ 
4078 弥生土器 鉢 (41. 8) 橙色 (5YR6/8) 粗砂 外而不明 口縁部凹線 2条黒斑A
I . 

4079 弥生士器 鉢 29 8 橙色 (5YR7/6) 細砂
I 

4080 弥生上器 台付鉢 14 5 10.6 20 8 橙色 (5YR6/8) 細砂 透し孔 5個

＇ 
4081 弥生土器 甕 L7. 8 橙色(2.5YR6/8) 細砂 黒斑B

＇ 
4082 弥生土器 台付甕 11 6 鈍橙色 (75YR7 /4) 細砂

4083 弥生土器 底部 5 5 鈍黄橙色 (lOYR7/2) 細砂 ヘラミガキ

4084 弥生土器 底部 6 9 鈍橙色(7.5YR7 /3) 細砂 ヘラミガキ黒斑c

4085 弥生士器 底部 -- ll 0 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂

4086 弥生士器 壺 ... 9 3 橙色(75YR7/6) 粗砂 黒斑c

4087 弥生士器 底部 6 5 黄橙色(7.5YR8/8) 細砂 黒斑c

4088 弥生士器 底部 ● " 9.4 赤橙色(10R6/8) 粗砂 黒斑c

4089 弥生士器 甕 ’’ 8.6 鈍橙色(LOYR7/4) 細砂 ヘラミガキ？ 黒斑c
＇ 
4090 弥生士器 甕 8 5 橙色(5YR6/8) 細砂 黒斑c

4091 弥生士器 壺or甕 6 7 褐色(75YR4/4) 細砂、粗砂 底部のみ

4092 弥生士器 甕？ 3 3 橙色(7.5YR7/6) 細砂 内面ナデ黒斑A~C

4093 j ， 弥生土器 甕 5.0 橙色(2.5YR6/6) 細砂 底部焼成後穿孔

4094 弥生土器 l甕 4.0 鈍赤褐色(5YR5/4) 粗砂 底部焼成後穿孔

4095 弥生士器 憚 5. 2 鈍橙色(5YR7/4) 細砂 底部焼成後穿孔黒斑c

4096 弥生土器 器台 36. 2 3L 0 鈍橙色(5YR7/4) 細砂 黒班C

4097 弥生土器 無類壺 6.9 橙色(SYR6/6) 細砂

4098 製塩土器 3.5 鈍橙色(5YR7/4} 礫

＇ 
4099 製塩土器 ● 9 4.0 鈍橙色(5YR7/3) 礫

＇ 
4100 製塩士器 4.8 橙色(2.5YR6/6) 礫
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挿図 鰭 (cm) I l 

I 
特徴番号

掲載遺構名 種別 器種
ロ径 I底径 器高

色調 胎士

4101 製塩土器 • —• -I 3 1 鈍橙色(5YR7/4) 礫
I 

4102 土器溜り 1 製塩士器 "" 

- I I 3.6 鈍橙色(2.5YR6/4) 礫
,, ""'" 

I製塩土器4103 - 5 0 鈍褐色(7.5¥'R6/3) 礫

4104 弥生土器 長類壺 12 4 橙色(2.SYR7/6) 組砂
，一—____,,, 

I甕 I 4105 弥生土器 14.8 橙色(5YR6/6) 細砂
,-

4106 弥生土器 甕 14.8 浅黄橙色(10YR8/3) 細砂、粗砂
,, 一・，

4107 弥生士器 甕 13.0 鈍橙色(5YR7/4) 細砂

4108 弥生士器 甕 18. 0 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂、礫

4109 弥牛士器 甕 12. 8 橙色(2.5YR6/6) 細砂、粗砂

4110 弥牛土器 甕 (20. 4) " 鈍橙色(5YR7/4) 細砂

4111 弥生土器 高杯 21. 4 鈍橙色(5YR6/3) 細砂 外面わずかにヘラミガキ
土器溜り 2

4112 弥生土器 高杯 {19. 4) 明赤灰色(2.5YR7/l) 細砂、粗砂
, ...... ,.,,, 
4113 弥生土器 高杯 ILO 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂 外面 2孔 1対の透し孔2個残

4114 弥生土器 鉢 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂

4115 弥生土器 鉢 13 0 4. 4 6 4 橙色(2.5YR6/6) 細砂、粗砂
I , 

4116 弥生土器 脚部 ．． 10. 4 浅黄色(2.5Y7/3) 細砂、粗砂
I , 

4117 弥生土器 甕 5. 0 明褐灰色(7.5YR7 /2) 細砂、粗砂
l ・・
4118 弥生土器 甕 5. 6 鈍褐色(7.SYRS/3) 細砂、粗砂、礫

＇ 

4119 弥生土器 甕 ’’ 5. 8 灰褐色(7.5YR6/2) 細砂、礫

4l20 弥生土器 壺 16 8 鈍橙色(5YR7/4) 礫
'' 

4121 弥生土器 甕 23 0 浅黄橙色(7.5YR8/3) 細砂
—· 

4122 弥生土器 甕 16 l 鈍褐色(7.5YR6/3) 粗砂

4123 弥生土器 甕 13 8 鈍橙色(5YR7/4) 精良

4124 弥生土器 甕 12 0 4.6 12.5 橙色(5YR6/6) 粗砂
····--— 土器溜り 3
4125 弥生士器 裔杯 14. 8 橙色(5YR6/6) 精良 不明透し孔4個, __ ,.,., 

4126 弥生土器 鉢 13 0 2. 8 5.8 橙色(5YR7/6) 精良

4127 弥生土器 鉢 16 0 5. 5 8. 5 鈍橙色(75YR7/3) 粗砂 完形
,,'""' 

4128 弥生土器 鉢 28.0 6.4 20.0 鈍橙色(7.5YR7/4) 組砂 焼成後穿孔
, .. , 

4129 弥生土器 鉢 32 6 橙色(5YR6/6) 細砂

4130 弥生土器 長頸壺 19 5 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂 黒斑A
I ., 一一•

4131 弥生士器 長頸壺 23 0 淡橙色(5YR8/4) 細砂、粗砂
トー

4132 弥生土器 長頸壺 (22 8) 橙色(5YR6/8) 細砂、粗砂、礫
I 

4133 弥生土器 長頸壺 (19 O) 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂
I , 

4134 弥生士器 長頸壺 20 7 鈍橙色(5YR6/4) 細砂 頚部螺旋状沈線14-16段
ト-—

4135 弥生土器 長顆壺 21 6 鈍橙色(7.5YR7/4) 細砂
,. 一・-'
4136 弥生士器 空- 20.6 橙色(5YR6/8) 細砂、粗砂｀礫
ー・'
4137 弥生土器 長頸壺 —• 橙色(5YR7/8) 細砂、粗砂
9● ""  

4138 弥生土器 長頸壺 20 2 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂 黒斑B

4139 弥生土器 壺 黄橙色(10YR7/4) 細砂 線刻
9 ● ... 

4140 弥生土器 壺 4. 6 浅黄橙色(7.5YR8/3) 細砂、粗砂、礫 黒斑BC

4141 弥生土器 壺 17. 3 橙色(2.5YR7/6) 細砂
・・・

4142 弥生土器 壺 (21 7) 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂

4143 弥生士器 空． 16.4 橙色(5YR7/6) 細砂
土器溜り 4

I細砂、粗砂、礫4144 弥生土器 甕 (15 8) 橙色(7.5YR7/6) 
"—· 
4145 弥生土器 壺 17 4 橙色(2.5YR6/8) 細砂、粗砂

4146 弥生土器 壺 (18. 2) -I -鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂、礫
"""●●  ● ● 

4147 弥生士器 宮""' 16.4 .~ — 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂 スス B
＇ 

4148 弥生土器 壺 20.8 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂,, ___ , 

4149 弥生土器 空ギ (JO. 2) 4 8 14.4 灰黄色(25¥7 /2) 細砂、粗砂
I 

4150 弥生土器 直口壺 6.6 鈍橙色(75YR7 /4) 細砂
I•••••-• 一9

4151 弥生土器 直口壺 7 2 鈍橙色(5YR7/4) 細砂
＇ 
4152 弥生士器 直口壺 (7. 8) 鈍橙色(5YR7/3) 細砂
,, .. ,. 一""

4153 弥生土器 直口壺 鈍橙色(7.5YR7/4) 細砂、粗砂、礫
＇ 

4154 弥生士器 台付壺 5. 8 浅黄橙色(75YR8/3) 細砂、租砂,,.,, 

4155 弥生土器 台付壺 8.2 淡橙色(5YR8/4) 細砂
'""  

4156 弥生土器 甕 13. 2 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂

4157 弥生士器 甕 14. 7 鈍橙色(75YR6/4) 細砂、粗砂
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挿図
法量(cm)

掲載迫楕名 種別 器種 色調 胎土 特徴
番号 ロ径 底径 器高

4L58 弥生土器 甕 12. 7 橙色 (5YR6/6) 細砂

4159 弥生土器 甕 13. 3 "—• 鈍黄橙色 (lOYR6/3) 細砂
•• 一．．

4160 弥生土器 甕 15 3 明赤褐色 (5YR5/6) 組砂、粗砂
'""  

4161 弥生士器 甕 12 6 " 鈍橙色(7.5YR7/4) 細砂、粗砂
I 

4162 弥生土器 甕 15.5 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂 ススA
, .. . 一・・・・

4163 弥生土器 甕 14.6 5.4 ー・ 鈍橙色(75YR7/4) 細砂、粗砂、礫 黒斑c
， 

4164 弥生土器 甕 12 8 橙色(5YR6/8) 細砂
I 

4165 弥生上器 甕 15 2 "' 鈍黄橙色(lOYR7/4) 細砂
lー・

4166 弥生土器 甕 14. 1 鈍赤褐色(5YR5/4) 細砂
I , 

4167 弥生土器 甕 14.6 " 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂、粗砂、礫
9●, ., 

4168 弥生土器 甕 (14 6) 橙色(SYR6/6) 細砂、粗砂

＇ 
4169 弥生土器 壺 15 8 橙色(2.5YR7 /6) 細砂、粗砂、礫

4170 弥生士器 甕 16.4 淡橙色(5YR8/4) 細砂

4171 弥生土器 甕 15. 6 橙色 (25YR6/6) 細砂
I 

4172 弥生土器 甕 14. 5 橙色 (5YR6/6) 細砂、粗砂
I 

4173 弥生土器 甕 13 4 ．．． 鈍橙色 (75YR6/4) 細砂、粗砂
, .. 

4174 弥生土器 空- 15.2 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂

＇ 
4175 弥生土器 甕 (16 6) 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂 ロ縁下部列点文

＇ 
4176 弥生土器 甕 12 5 明褐灰色(75YR7/l) 細砂、粗砂
I 

4177 弥生土器 甕 (13 O) " 鈍橙色(75YR7 /3) 細砂、粗砂、礫 胴部布目痕スス B

4178 弥生土器 甕 14 9 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂 丹塗り 黒斑A
I 

4179 弥生土器 甕 (16 0) (5 4) 25. 1 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂 転用甑スス C
I 

4180 弥生土器 甕 (16. 4) 鈍橙色(75YR7/4) 細砂
'. 
4181 弥生土器 甕 14. 2 ・- 鈍黄橙色(10YR7/3) 細砂

＇ 
4182 弥生土器 甕 (15 6) 鈍橙色(75YR7 /4) 細砂
I 

4183 弥生土器 壺？ (16 1) 鈍橙色{7.5YR7 /4) 細砂
I 

4184 弥生土器 甕 16 4 橙色 (5YR7/6) 細砂
lー"

4185 弥生土器 甕 14.0 鈍橙色 (75YR7 /4) 細砂
I 

4186 土器溜り 4 弥生土器 甕 13 8 鈍橙色(5YR6/4) 細砂
I 

4187 弥生士器 甕 15 l 鈍橙色(7.5YR6/4) 細砂
， 

4188 弥生土器 甕 (14. 4) ---,- 鈍橙色(75YR7/4) 細砂

' 
4189 弥生土器 甕 13.3 橙色(2.5YR7/6) 細砂
I 

4190 弥生土器 甕 (13 3) 橙色(75YR7 /6) 細砂、粗砂
I,, 

4191 弥生土器 空． 13 8 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂
I 

4192 弥生土器 甕 18. 0 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂 スス B
．．． 

4193 弥生土器 甕 19 4 橙色(5YR7/6} 細砂、粗砂

＇ 
4194 弥生土器 甕 18. 9 橙色 (5YR7/6) 細砂、粗砂
I 

4195 弥生上器 甕 20鼻 8 鈍橙色 (5YR7/4) 細砂、粗砂
I 

4196 弥生土器 甕 18 8 ● 9 橙色(2.5YR7 /6) 細砂、粗砂
I 

4197 弥生土器 甕 19 8 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂、礫

＇ 
4198 弥生士器 甕 (14. 7) 橙色(75YR7/6) 細砂、粗砂、礫

4199 弥生士器 高杯 14.8 • 一 橙色(2.5YR7/6) 細砂、粗砂、礫

4200 弥生土器 高杯 14. 2 鈍橙色(5YR6/4) 細砂

<15. 4) 1 11 s 4201 弥生土器 高杯 鈍橙色(5YR7/4) 精良

＇ 
4202 弥生土器 高杯 (16 2) 浅黄橙色(lOYRS/3) 精良

4203 弥生土器 高杯 16 6 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂

4204 弥牛士器 高杯 16.8 鈍橙色{5YR7/4) 細砂
I 

4205 弥生土器 高杯 17 8 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂
I 

(182)1 -4206 弥生土器 高杯 鈍橙色(7.5YR7 /3) 細砂
， 

4207 弥生士器 高杯 18. 7 鈍橙色(5YR7/4) 細砂

4208 弥生土器 高杯 18.8 橙色(2.5YR7/6) 精良

4209 弥生士器 商杯 17. 4 浅黄橙色(75YR8/3) 細砂

4210 弥生土器 I高杯 {10 8) lO. 5 
_,, 

淡橙色(5YR8/3) 細砂

42LL 弥生土器 高杯 11. 4 鈍橙色(5YR7/3) 細砂

4212 弥生土器 高杯 12. 7 淡赤橙色(25YR7/4) 細砂

4213 弥生土器 高杯 12 6 -- 淡赤橙色(2.5YR7/4) 細砂

4214 弥生士器 高杯 (12 4) 11. 8 鈍橙色(7.5YR7 /3) 細砂 黒斑c
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挿図
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口径 底径 器高

4215 弥生土器 高杯 13.2 ~ I橙色(5i'R7/6) 細砂、粗砂、礫

4216 弥生土器 高杯 14.8 -I橙色(5YR7/8) 細砂
•一い●" 

4217 弥生土器 高杯 (17. 2) 鈍橙色(7.5YR7/4) 細砂',,, ___ 

4218 弥生士器 器台 21會 8 (6. 7) 黄橙色(75YR7/8) 細砂 杯部内面不規則なヘラガキ文
＇ 

4219 弥生上器 器台 08. 0) 17. 0 (12. 6) 鈍橙色(5YR7/4) 細砂 黒斑c,--・-・ 
4220 弥生士器 器台 34.4 橙色(5YR7/8) 細砂 透し孔6個？
I " 

4221 弥生土器 手捏ね鉢 5.0 2 0 3.6 灰白色(10YR7/I) 細砂

4222 弥生土器 鉢 7. 4 6.3 橙色(2.5YR7/6) 細砂 ほぽ完形黒斑ABC, .... 一

(6. 3) 1 ― 4223 弥生士器 台付鉢 8.3 灰白色(lOYRB/2) 細砂

4224 弥生土器 台付鉢 10. 9 7.5 6 0 灰白色(lOYRB/2) 細砂、粗砂、礫
·—• 

4225 弥生土器 台付鉢 (12 2) (7. 0) 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂,,,_,_, 

4226 弥生士器 鉢 8. 2 3.4 4.6 橙色(5YR7/6) 細砂

4227 弥生土器 鉢 10.8 5.6 5.3 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂、礫
'"一一9

4228 弥生土器 鉢 (13 4) 4 8 5. 7 橙色(2.5YR7/6) 細砂 黒斑BC
'""'  

4229 弥生土器 鉢 13.4 3 6 6.2 淡橙色 (5YR8/4) 細砂、粗砂

4230 弥生土器 鉢 14.6 橙色 (5YR7/8) 細砂、粗砂', .... 一
4231 弥生土器 鉢 16.2 4 4 淡橙色 (5YR8/4) 細砂、粗砂、礫 黒斑A,,.,' 
4232 弥生士器 鉢 (9 0) 橙色 (5YR7/6) 細砂、粗砂、礫I , ●9 

4233 弥生土器 鉢 4.0 橙色(2.5YR7 /6) 細砂、粗砂
＇ 
4234 土器溜り 4 弥生上器 鉢 12 8 3.8 (7軍 5)淡橙色(SYRB/3) 細砂,,_, 
4235 弥生土器 鉢 12.4 橙色(5YR7/8) 細砂、粗砂
I 

4236 弥生土器 鉢 (13. 8) 4. 2 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂、礫，＿． 

4237 弥生土器 鉢 5. 6 橙色(25YR6/6) 細砂 黒斑BC..... , 

4238 弥生土器 鉢 14 6 4 8 9.6 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂 スス B
'" 

4239 弥生土器 鉢 12 6 淡橙色(5YR8/3) 網砂、粗砂、礫

4240 弥生土器 鉢 12. 6 5.6 10 4 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂、礫 黒斑BC,,, ___ , 

4241 弥生土器 帥？ 19 3 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂
'""'  

4242 弥生土器 鉢？ 16 4 橙色 (5YR7/6) 細砂、粗砂 スス B

4243 弥生士器 鉢 19 0 橙色 (5YR6/6) 細砂、粗砂
1・

4244 弥生土器 台付鉢 17.2 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂、粗砂、礫 丹塗りI .,._— 
4245 弥生士器 台付鉢 11. 4 浅黄橙色(10YR8/3) 細砂 黒斑c
4246 弥生士器 台付鉢？ ー・ 11. 1 淡赤橙色(25YR7 /4) 細砂、粗砂 黒斑c
" 

4247 弥生土器 鉢 (14. 7) 5 4 9 7 橙色(25YR6/6) 細砂
I・・--

4248 弥生土器 鉢 15 9 4. 3 8.4 橙色(5YR7/6) 細砂
I 

4249 弥生士器 鉢？ 14.2 明赤褐色(5YR5/6) 細砂 黒斑B?
I 

4250 弥生土器 鉢 28 9 7.4 18.2 橙色(2.5YR6/6) 細砂、粗砂 黒斑BC((内AB))
I , 一•・・・

4251 弥生上器 鉢 38. 2 10 0 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂、粗砂 黒斑BC
I "一•

4252 弥生土器 鉢 (37. 0) 9.4 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂、粗砂、礫 黒斑B
I 

4253 弥生土器 鉢 (42. 2) 橙色(25YR7 /8) 細砂、粗砂、礫

4254 弥生士器 小型器台？ (14 5) 橙色 (5YR7/8) 細砂、粗砂
"" 

4255 弥生土器 壺 15 3 橙色 (5YR7/6) 細砂、粗砂• 一•
4256 弥生士器 壺 23.8 橙色(5YR6/8) 細砂｀粗砂、礫__ , 

4257 弥生士器 豆- 19.8 橙色(5YR7/8) 細砂、粗砂．，ー・

4258 弥生土器 甕 13 8 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂 ススC・---
4259 弥生士器 甕 (15 5) 5. 7 18. 9 橙色(7.5YR6/6) 細砂、粗砂 ススC-— 4260 弥生土器 甕 (14. 7) 鈍黄橙色(lOYR7/3) 細砂、粗砂 全体著しく歪む スス B．．．．． 

4261 弥生土器 甕 15. 7 鈍橙色(75YR7 /4) 細砂、粗砂、礫

4262 土器溜り 5 弥生土器 甕 16 7 
明褐灰色 (7.5YR7 /2) -

細砂、粗砂橙色(2.5YR6/6) • 一
4263 弥生士器 甕 IL 0 4. 7 12.5 橙色 (7.5YR7 /6) 細砂、粗砂 黒斑B BC? —• • 
4264 弥生士器 甕 14 6 5 2 23 0 橙色 (5YR6/8) 細砂、粗砂
''—"" 

4265 弥生士器 甕 15.2 鈍黄橙色(10YR7/4) 細砂
'"—• 
4266 弥生士器 甕 13.3 鈍黄橙色(10YR6/3) 細砂、粗砂 黒斑B?,,_ 

4267 弥生士器 甕 16 0 鈍黄橙色(lOYR7/3) 細砂、粗砂
''"" 

4268 弥生土器 甕 19 6 鈍黄橙色(LOYR7/4) 細砂,, __ , 

4269 弥生土器 甕 (21. 7) 鈍黄橙色(10YR7/3) 細砂 黒斑B, __ , 

4270 弥生上器 甕 (13. 2) 鈍黄橙色(10YR7/4) 細砂
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4271 弥生士器 甕． 14. 0 -I鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂

4272 弥生士器 甕 (11. 6) 4 8 13. 3 鈍橙色(7.5YR6/4) 細砂、粗砂
I 

4273 弥生士器 甕 15 3 灰褐色(5YR4/2) 細砂
'"'●  ,, ___  

4274 弥生土器 甕 12 3 浅黄橙色(75YR8/4) 細砂、粗砂 体部外面タタキ後ハケメ スス C
'. """" 

4275 弥生土器 甕 ’’ 4.8 橙色(25YR7 /6) 細砂、粗砂 黒斑C
I , ••• , 土器溜り 5
4276 弥生土器 台付鉢 8 8 3.4 6.0 鈍橙色(7.5YR7 /3) 細砂
I 

4277 弥生土器 甕 9.2 鈍橙色(SYR7/4) 細砂、粗砂

4278 弥生土器 甕 10.8 橙色(SYR7/6) 細砂 ススC

4279 弥生土器 甕 (12. 0) 浅黄橙色(IOYR8/3) 細砂 ロ縁歪んでいる

4280 弥生土器 鉢 15 0 淡赤橙色(25YR7 /4) 細砂

4281 弥生土器 壺 12 4 鈍黄橙色(IOYR7/3) 細砂 スス B

4282 弥生土器 甕 15 4 鈍黄橙色(10YR7/2) 細砂、粗砂

4283 弥生土器 甕 11 2 鈍橙色(5YR7/4) 細砂

4284 弥生土器 甕 (10 6) 鈍橙色(5YR6/3) 細砂、粗砂 スス B

4285 河道4 弥生土器 甕 17 2 4 3 (29 l) 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂 体部外面にハケメ スス C

4286 弥生土器 甕 6 0 鈍橙色 (5YR7/4) 細砂 底部外而ナデススA
9●9● " 

4287 弥生土器 台付直口壺 7 8 ．．． 鈍赤褐色 (5YR5/3) 細砂 透し孔 1個残
'"'" 

4288 弥生土器 高杯 L 1. 2 鈍橙色 (5YR7/4) 精良 脚部透し孔4個
• 一.,_,

4289 弥生土器 鉢 (39. 6) 鈍橙色 (7.5YR7 /4) 細砂

4290 弥生土器 直口壺 (7. 8) 鈍黄橙色 (LOYR6/4) 細砂、租砂

4291 弥生土器 甕 (11. 6) 鈍橙色(5YR6/3) 細砂、粗砂

＇ 
4292 弥生土器 甕 13皐 4 鈍褐色(7.5YR7 /3) 細砂
I 

4293 弥生土器 甕 •一•• 橙色(5YR6/8) 細砂｀粗砂
＇ 
4294 柱穴33 弥生上器 壺 橙色(75YR6/6) 精良
， 

4295 弥生土器 底部 5 0 褐灰色(lOYR4/l) 細砂

＇ 4296 弥生上器 甕 9 4 灰黄褐色(10YR6/2) 細砂、粗砂
I ,. 一
4297 弥生土器 高杯 15.6 橙色(5YR7/8) 精良 透し孔
', .  

4298 弥生土器 高杯 (l L. 4) 橙色(5YR7/6) 精良 透しR2個残

4299 弥生土器 甕 16 5 橙色(5YR7/8) 細砂

＇ 4300 柱穴34 弥生土器 高杯 21 0 赤橙色(10R6/8) 細砂

＇ 
4301 弥生土器 高杯 23 8 橙色(SYR6/8) 細砂

4302 弥生士器 甕 14 0 鈍橙色(25YR6/4) 細砂
I 

4303 柱穴35 弥生士器 高杯 20.0 赤色(10R4/8) 細砂、粗砂、礫

＇ 
4304 弥生士器 高杯 10.8 橙色(10R5/8) 細砂、粗砂

4305 柱穴36 弥生士器 壺 18 3 鈍橙色(7.5YR7 /3) 細砂、粗砂

4306 柱穴37 弥生士器 高杯 11 9 橙色(25YR7 /6) 細砂 透し孔4

4307 弥生土器 壺 15. 4 鈍橙色 (75YR7 /3) 細砂、粗砂、礫 螺旋状沈線黒斑B

＇ 
4308 弥生七器 甕 7 0 灰褐色(75YR5/2) 組砂、粗砂、礫 底部外面ミガキ スス C

4309 弥生土器 甕 12 2 橙色(5YR7/6) 細砂 スス B'
'' 

4310 柱穴38 弥生土器 高杯 21 5 "" 橙色(5YR6/6) 精良 黒斑A
● ●9 

4311 弥生土器 高杯 9 9 赤褐色 (10R5/3) 細砂 透し孔4方向 4個残

4312 弥生土器 高杯 10 3 橙色(5YR6/8) 細砂、粗砂 透し孔4方向ともに残

4313 弥生±器 台付鉢 13.0 4.0 7 6 浅黄橙色(10YR8/3) 細砂、粗砂

4314 柱穴39 弥生士器 甕 12 5 鈍赤褐色(2.5YR5/4) 細砂｀粗砂 外面ハケ状工具ナデ スス C

43L5 柱穴40 弥生士器 鉢 10 5 L. 9 5 5 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂

4316 弥生士器 甕 10. 6 4.2 15. 6 鈍橙色(5YR6/4) 細砂 底部外面ミガキ 黒斑BC
柱穴41

4317 弥生士器 高杯 !8.8 10. 9 9.9 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂 透し孔4

4318 柱穴42 弥生士器 鉢 44.6 橙色(5YR6/6) 細砂

4319 弥生士器 甕 8 6 橙色(5YR6/8) 細砂、粗砂
''●  " 柱穴43
4320 弥生士器 甕 9.6 暗赤褐色(5YR3/2) 細砂、粗砂

4321 弥生土器 甕
' 

11.s I - 赤褐色(5YR4/6} 細砂、粗砂、礫

4322 柱穴44 弥生土器 甕 14. l 鈍赤褐色(5YR5/4) 細砂、粗砂 ハケ状工具ナデ
I 

4323 弥生士器 甕 LS. 4 橙色(5YR6/8) 細砂、粗砂

4324 柱穴45 弥生土器 甕 12.2 4 9 18.0 灰白色(lOYR8/2) 細砂 穿孔ほぼ完形黒斑A・B

4325 弥生土器 甕 14. l 3.4 18. 6 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂、礫
外面下半ミガキ底部外面ナデ黒斑B

柱穴46 C 

4326 弥生士器 高杯 17 0 -I淡橙色(5YR8/4) 精良 内面赤色顔料
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鍔 掲載遺構名 I 法位(cm)

I 
種別 器稲

底径 I器高
色調 胎土 特徴

ロ径

4327 弥生土器 高杯 12. 2 I - 證色(2.5YR7/6) 精良 透し孔4個

4328 弥生土器 高杯 13. 2 10.4 8.0 橙色(2.5YR7/6) 精良 透し孔4個
＇ 柱穴46

1 13. 8 4329 弥生土器 鉢 4. 1 7 5 淡赤橙色(2.5¥'R7 /4) 細砂、粗砂、礫 完形
' 
4330 弥生士器 鉢 15. 4 橙色(2.5YR7/6) 細砂、粗砂、礫 内面ハケメ後ナデ黒斑c
4331 柱穴47 弥生土器 鉢 IO. 2 3.6 6.3 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂 底部外面ナデ ほぽ完形

4332 弥生土器 甕 18. 6 淡橙色{5YR8/4) 細砂、粗砂、礫， 柱穴48

l外面ミガキ 5分割黒斑A4333 弥生士器 高杯 11. 9 7.2 9.4 橙色(5YR7/6) 細砂

4334 弥生土器 甕 12. 2 4會 5 20.9 灰白色(7.5)'R8/2) 細砂、粗砂、礫 I底部外面ナデ完形スス B 黒斑BC
ト一ーー・ ， 

柱穴49
4335 弥生土器 甕 15. 0 5鼻 8 30.5 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂

底部外而ナデほぼ完形ススC 黒斑
A 

4336 弥生土器 甕 14 5 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂、礫 スス B
柱穴50

4337 弥生土器 鉢 11.5 鈍橙色(5YR7/4) 細砂

4338 弥生土器 甕 17. 2 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂,,., 柱穴51
4339 弥生土器 手捏ね鉢 4 0 " 3.4 鈍橙色(5YR6/4) 細砂

4340 弥生土器 甕 13 9 -- 赤橙色(10R6/8) 細砂、粗砂 黒斑A

4341 柱穴52 弥生土器 甕 12.8 橙色(75YR6/6) 細砂、粗砂 スス B

4342 弥生土器 高杯 12.8 橙色(5YR7/6) 細砂、租砂
脚部未貫通透し孔横に 3個 1組 2方向確
認推定8方向

4343 弥生土器 高杯 17. 7 淡橙色(5YR8/4) 細砂 黒斑AB
'" --. 柱穴53

4344 弥生土器 高杯 (21 7) 橙色 (5YR7/6) 細砂 黒斑AB

4345 柱穴54 弥生土器 壺 (20 4) '. 浅黄橙色(7.5YR8/4) 細砂、粗砂

4346 柱穴55 弥生土器 鉢 (15. 4) 6 7 6. 4 橙色(2.SYR6/6) 精良 黒斑c
4347 柱穴56 弥生土器 高杯 11. 9 12 8 (8. O) 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂

4348 柱穴57 弥生士器 高杯 (15. 9) 11. 6 -- 赤橙色(IOR6/6) 細砂

4349 弥生土器 高杯 LS. 7 12.2 8 9 橙色(5YR7/6) 精良
＇ 柱穴58
4350 弥生土器 鉢 17 3 6鼻 2 7 8 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂 黒斑ABC

4351 柱穴59 弥生土器 鉢 17.4 6. l 7 9 橙色(25YR6/6) 細砂

4352 柱穴60 弥生土器 高杯 21 2 "" 鈍橙色(5YR7/3) 細砂

4353 柱穴61 弥生土器 装飾付高杯 (20 4) 橙色(5YR7/6) 細砂
ロ縁内部 2個 1対の竹管連続文 波状文
2列鋸歯文 口縁外部鋸歯文

4354 柱穴62 弥生土器 鉢 (39. 0) 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂 黒斑B

4355 柱穴63 弥生土器 高杯 14.5 橙色(25YR7 /8) 細砂 黒斑A

4356 弥生土器 甕 16 0 橙色(5YR6/6) 細砂
I 

4357 柱穴64 弥生土器 高杯 18 2 ... 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂
I 

4358 弥生土器 鉢 13. 2 4 6 13.8 橙色(2.5YR7 /6) 細砂、粗砂、礫 黒斑c
4359 弥生土器 高杯 11. 6 8.3 7. l 橙色(5YR7/6) 細砂

柱穴65
4360 弥生土器 鉢 8. 8 4,6 橙色(25YR7 /8) 細砂、粗砂 黒斑BC

4361 柱穴66 弥生土器 台付鉢 11. 9 4.2 7 5 橙色(2.5YR7/6) 細砂

4362 柱穴67 製塩土器 -- 5 8 橙色(5YR7/8) 細砂、粗砂

4363 柱穴68 弥生土器 高杯 11 5 橙色(5YR7/6) 細砂
脚部透し孔縦2個 1列 3方向確認 黒斑
C 

4364 弥生土器 甕 12鼻 1 5 4 橙色(5YR7/8) 細砂、粗砂、礫 ススA
I 柱穴69
4365 弥生土器 鉢 (L 7. 8) ー・ 鈍橙色(5YR6/4) 細砂、粗砂、礫

4366 柱穴70 弥生土器 台付鉢 (19. 6) 9.2 (10 4) 明褐灰色(75YR7/2) 細砂、租砂

4367 弥生士器 甕 18 0 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂、礫 ススA
I 柱穴71
4368 弥生土器 鉢 (10. 6) 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂

4369 柱穴72 I弥生土器 鉢 14.2 4 2 橙色(2.5YR6/8) 細砂、粗砂、礫 黒斑B

4370 柱穴73 弥生土器 高杯 23 4. 12. 0 14.8 鈍橙色(7.5YR7 /3) 細砂、粗砂 脚部透し孔 3方向 2段6個

4371 柱穴74 弥生土器 甕 (12. 4) 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂 ススA

4372 弥生土器 甕 黄灰色(25¥5/1) 細砂、粗砂

4373 弥生士器 甕 鈍橙色(7.SYR7 /4) 粗砂

4374 弥生土器 甕 鈍黄橙色(10YR7/3) 粗砂 ススA

4375 弥生土器 甕 (32. 0) (9. 1) 淡黄色(25Y8/4) 細砂、祖砂 スス B
I , 

4376 弥生土器 壺 16 4 ．． 橙色(5¥'R7/6) 細砂 内面に布目痕？
'" 包含居
4377 弥生土器 壺 橙色(5YR6/8) 細砂

4378 弥生士器 空- 20.0 -- 鈍橙色(7.5YR6/4) 細砂、粗砂

4379 弥生土器 長類壺 19.4 9.2 42.0 鈍橙色(5YR7/4) 粗砂 黒斑c
I 

4380 弥生土器 壺 27.6 淡黄色(25Y8/3) 細砂 ススAB?
I , 

4381 弥生土器 且.,,. 16.4 -- 淡橙色(5YR8/4) 細砂
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4382 弥生土器 壺？ 25.2 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂

＇ 
4383 弥生土器 壺 24.0 一• 橙色(5YR7/6) 細砂
''"""  

4384 弥生土器 壺 (26. 4) "" 浅黄橙色(10YR8/3) 細砂、祖砂
' 
4385 弥生土器 壺 7 8 灰黄褐色(IOYRS/2) 細砂
I・．．．．．．．

4386 弥生土器 壺 8. 1 4.3 13 2 浅黄橙色(7.5YR8/6) 細砂 ほぼ完形
I 

4387 弥生土器 甕 8 9 淡橙色(SYRB/3) 細砂
I 

4388 弥生土器 壺 橙色(SYR6/8) 精良
I•'" 

4389 弥生土器 壺？ ● ・- 橙色(5YR6/8) 細砂
， 

4390 弥生土器 直口壺 8.4 鈍黄橙色(10YR7/4) 粗砂

＇ 
4391 弥生土器 台付壺 8.4 11. 9 9.4 橙色(7.5YR7/6) 細砂 不明透し孔4個
, ...... 一・

4392 弥生土器 壺 10. 5 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂 透し孔4個
I 

4393 弥生士器 壺 7 8 淡橙色(5YR8/4) 細砂
ト ・・•一

4394 弥生士器 台付壺 7. 7 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂

＇ 
4395 弥生土器 甕 17 3 鈍黄橙色(10YR7/4) 細砂、粗砂

4396 弥生土器 甕 14. 6 鈍橙色(75YR6/4) 細砂

4397 弥生土器 甕 11. 9 鈍橙色(7.5YR7 /4) 粗砂、礫 黒斑B
'... 
4398 弥生土器 甕 11 8 6.4 赤橙色(10R6/6) 細砂 被熟

4399 弥生土器 甕 16 4 5 2 (22 1) 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂 底部外面ハケメ ススA

4400 弥生土器 甕 13. 4 --'- 淡橙色(5YR8/4) 細砂、粗砂 スス黒斑A・AB

4401 弥生士器 甕 (8. 8) 4. 2 (10. 2) 赤橙色(lOR6/6) 細砂、粗砂

4402 弥生土器 甕 14.0 4 6 (13. 8) 鈍橙色(5YR7/4) 細砂 スス C
,., 

4403 弥生土器 甕 13.6 4.8 (16. 0) 淡赤橙色(25YR7/4) 細砂、粗砂 に縁部ヨコナデによる凹部形成 スス B

4404 弥生土器 甕 17 3 6.9 28 6 淡赤橙色(25YR7 /4) 細砂 底部外面ハケメ 黒斑BC

4405 弥生土器 甕 13 0 褐灰色(10YR6/1) 細砂 ススA

4406 弥生士器 甕 11 7 黄灰色(25Y6/l) 細砂、粗砂 スス B

4407 弥生土器 甕 15.2 (4. 8) (20. 7) 褐灰色(IOYR6/1) 細砂、粗砂 ススAB

4408 弥生土器 甕 17.0 橙色(7.5YR7 /6) 細砂、粗砂、礫
''  

4409 弥生土器 甕 14 2 8.2 (32 8) 淡橙色(5YR8/3) 細砂、粗砂、礫

4410 包含層 弥生土器 甕 22 0 9 4 40. 3 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂
I """"一•
4411 弥生士器 高杯 22. 8 11. 8 15 8 橙色(5YR7/8) 細砂 上段 3個透し孔 3個 1組で3か所
I 

4412 弥生土器 高杯 10. 4 7 2 9. 3 浅黄橙色 (7.5YR8/6) 細砂
I , 一・

4413 弥生土器 高杯 13 0 7.0 7.9 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂 透し孔 3個完形

＇ 
4414 弥生土器 品杯 19 9 12.0 10. 7 橙色(5YR6/6) 細砂 透し孔 2個残

''"一
4415 弥生土器 高杯 20 7 12.9 12 0 鈍橙色(5YR7/4) 細砂 透し孔4個残

＇ 
4416 弥生土器 高杯 15.9 11 2 8 8 鈍橙色(5YR6/4) 細砂
I 

4417 弥生土器 高杯 (19. 6) 11 1 9. 5 橙色(25YR6/6) 粗砂、礫
I , 

4418 弥生上器 高杯 18 2 11. 6 10. 7 橙色(5YR7/6) 細砂

＇ 
4419 弥生士器 高杯 12 4 9.8 6. 7 鈍橙色(5YR7/3) 細砂 ロ縁穿孔 1個透し孔4個ほぽ完形

＇ 
4420 弥生土器 高杯 15 6 11. 8 8.9 橙色(2.5YR7/6) 細砂

''  
4421 土師器 高杯 14.2 10 6 8 3 灰白色(lOYRS/2) 粗砂、礫 ほぼ完形

4422 弥生士器 高杯 (14. 3) 12 7 9 0 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂 透し孔4

4423 弥生土器 面杯 29 0 浅黄橙色(7.SYRS/3) 細砂、粗砂、礫

4424 弥生土器 鉢 12 0 -I -鈍黄橙色(10YR7/3) 細砂 ユピオサエ

4425 弥生土器 鉢 13. 5 6 3 6 3 灰黄褐色(IOYR6/2) 細砂

4426 弥生土器 鉢 17. 2 6 9 9 7 鈍橙色(5YR7/4) 細砂 黒斑BC スス B'
I• 

4427 弥生土器 鉢 (16 9) 鈍橙色(7.5YR6/4) 細砂

4428 弥生士器 鉢 (19 5) 6.9 10. 7 灰白色(lOYRS/2) 粗砂、礫 黒斑c

4429 弥生土器 鉢 (12. 0) 鈍橙色(75YR6/4) 細砂 ヘラミガキ

4430 弥生土器 鉢 15.6 3 6 4.9 灰白色(10YR8/2) 細砂

4431 弥生士器 鉢 16. l 6.2 6. 7 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂 ほぽ完形
' ' ・・
4432 弥生土器 鉢 16.4 5. 7 7.4 赤色(lOR5/6) 細砂、粗砂

4433 弥生土器 台付鉢 (14 0) 2.9 7. 2 橙色(5YR6/8) 細砂 底部外面ケズリ
'""'— 

4434 弥生土器 鉢 14.8 3 8 7.8 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂 黒斑B

4435 弥生土器 鉢 9.5 3.0 9.6 鈍橙色(7.5YR7/4) 細砂 黒斑BC

4436 弥生土器 甕 12.9 s. 3 I 10. 6 鈍橙色(7.5YR7/4) 細砂、粗砂 二次焼成をうけている 完形スス A
・ー・•一• 一•

4437 弥生土器 高台付鉢 16. 4 5 9 15 9 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂 スス B 黒斑c
---

4438 弥生土器 鉢 2L 5 8. 1 14. 7 鈍橙色(75YR6/4) 細砂 黒斑BC
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掲載迫構名
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ロ径 I底径 器高

4439 弥生土器 I台付鉢 (10. 6) 5.4 (6 4) 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂 黒斑B
I·-— 
4440 弥生土器 台付鉢 12. 0 6.0 (8 2) 

鈍橙色(7.5YR7 /3) -
細砂、粗砂

灰白色(7.5Y7/2) ·-— 
4441 弥生土器 台付鉢 15. 9 

,., -I I --橙色(5YR6/6) 細砂 黒斑B
• • 

4442 弥生土器 台付鉢 19.0 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂、粗砂
脚部透し孔3方向確認推定6方向 黒斑
内面C, ... 

4443 弥生土器 台付鉢 11.4 6.2 t 6 3 橙色(2.5YR7/6) 細砂、粗砂
•一

4444 弥生士器 台付鉢 9.9 6. 6 1 10 s 橙色(5YR6/6) 細砂,. 一
4445 弥生土器 台付鉢 8. 3 9.3 13.5 橙色(2.5YR6/6) 細砂

4446 弥生土器 鉢 28.0 橙色(5YR7/6) 細砂 外面ヘラミガキ 内面ナデ
'.  

4447 弥生土器 鉢 30 2 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂,, --— 
4448 弥生土器 鉢 35.8 鈍橙色(5YR6/4) 細砂、粗砂、礫
＇ 
4449 弥生土器 鉢 (41. 0) 浅黄橙色(7.5YR8/6) 細砂,, __ , __ 

4450 弥生土器 鉢 (43. 4) 橙色(5YR7/6) 粗砂

4451 弥生土器 器台 (33. 7) (37 3) (30. 2) 
橙色(2.5YR7 /6) -

細砂、粗砂
橙色(5YR7/6)

4452 弥生土器 器台 28.6 鈍橙色(5YR7/4) 細砂 透し孔5個X3段（合計15個）. .. 
4453 弥生土器 症- 3 1 橙色 (25YR6/8) 細砂 スス C. ・-"""'' 

包含陪4454 弥生土器 手捏ね鉢 4.2 2. 1 3, 3 灰黄褐色(10YR4/2) 粗砂 ユビナデ
' 
4455 弥生士器 ミニチュア 5 5 橙色(5YR6/6) 細砂 ユピオサエ
’ 

4456 弥生土器 手捏ね鉢 5 1 3 0 鈍橙色(75YR7 /3) 細砂 ユピオサエ，．．＿． 

4457 弥生土器 鉢 6.2 2 0 6. 1 橙色(7.5YR6/6) 細砂、粗砂 黒斑c
""""''' 

4458 弥生土器 椀 8 5 3. 0 5 5 橙色(5YR6/6) 粗砂 ヘラオサエヘラケズリ 黒斑A-C
I 

4459 弥生土器 手捏ね 7. 7 3. 5 5 0 橙色(25YR6/6) 細砂 ユビオサエ—-4460 弥生土器 甕 9.5 3. 6 8.8 鈍橙色(5YR6/4) 細砂、礫

4461 弥生土器 椀 10.8 6.0 4.0 明褐色(7.5YR5/6) 粗砂 ユビナデ完形.. , 

4462 製塩士器 12.0 暗灰黄色(2.5Y5/2) 粗砂 ヘラケズリ

4463 製塩土器 3. 1 灰褐色(7.5YR6/2) 粗砂

4464 製塩土器 4 4 褐灰色(7.5YR5/ 1) 粗砂 ヘラオサエ
""' 

4465 製塩土器 2.8 鈍赤橙色(10R6/4) 細砂、粗砂、礫
l ・・・

4466 製塩土器 3.8 鈍黄橙色(10YR7/2) 細砂、粗砂
l ―•一••

4467 製塩土器 3.6 灰黄褐色(10YR6/2) 粗砂 ヘラオサエ
' 
4468 製塩土器 3.6 灰褐色(75YR6/2) 粗砂 ヘラオサエ
'・--"' 

4469 製塩士器 4 2 浅黄橙色(75YR8/3) 粗砂 ヘラオサエ 黒斑c， 

4470 製塩土器 3 5 灰白色(2.5Y8/2) 粗砂 ヘラオサエ

4471 製塩土器 灰褐色(7.SYR5/2) 細砂、粗砂 格子タタキ
I 竪穴住居127
4472 土師器 ？ 鈍橙色(5YR7/4) 細砂

4473 土師器 高杯 19 5 橙色(2.5YR7 /8) 細砂
ト―••・・ 竪穴住居128

1 21 6 4474 土師器 甑 灰白色(10YR8/2) 細砂 スス B

4475 土師器 高杯 15 2 橙色(25YR6/6) 粗砂
, .. ー一 ， 竪穴住居129
4476 士師器 高杯 13 6 ．． 鈍橙色(7.5YR7 /3) 粗砂

4477 士師器 甕 24.5 27.0 鈍橙色(7.5YR7 /4) 粗砂 内面ヘラケズリ後ナデ
I 

4478 土師器 甕 19.8 灰褐色(5YR6/2) 細砂 ススA•. 一
4479 土師器 甕 18.6 浅黄橙色(7.5YR8/4) 細砂

4480 土師器 5€ - 18 4 明赤褐色(2.5YR5/8) 細砂， 

4481 土師器 壺 16 5 橙色(75YR7/6) 細砂

・-― 4482 士師器 空~ 22.0 鈍橙色(5YR6/3) 粗砂

4483 土師器 壺 12. 8 鈍橙色(5YR7/3) 細砂、租砂,_, 
竪穴住居130

4484 土師器 高杯 14 2 13.0 13.4 明赤褐色(2.5YR5/8) 細砂
外面ヘラオサエ 内面ヘラケズリ ほぼ
完形―.... 

4485 土師器 商杯 鈍橙色(7.5YR6/4) 精良 ヘラミガキ, — 
4486 士師器 高杯 19.0 浅黄橙色(75YR8/3) 粗砂

＇ 

4487 士師器 高杯 16.0 橙色(2.5YR6/6) 細砂 ハケメ？
, .. 
4488 製塩土器 浅黄橙色(lOYR8/3) 細砂 タタキ
I ,. 一

I -4489 製塩土器 l. 9 明赤褐色(2.5YR5/6) 細砂 ユピオサエ
＇ 
4490 土師器 高杯？ 6.8 淡黄色(2.5Y8/3} 細砂

4491 竪穴住居131 須恵器 ±f蓋 17 2 青灰色(lOBG5/l) 細砂 回転ヘラケズリ

4492 土師器 互士 14.8 24. 1 明赤褐色(5YR5/8) 礫 ナデ完形
'"——’ 竪穴住居132
44.93 土師器 壺 15.4 30.4 褐灰色(75YR6/l) 細砂 ススB
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掲載迫構名 種別 器種 色調 胎土 特徴

番号
ロ径 底径 器高

4494 土師器 且士 16 0 31. 3 鈍黄橙色(10YR7/3) 粗砂 内面ユピナデ完形黒斑s-c

4495 土師器 壺 明褐灰色(7.5YR7 /2) 細砂、粗砂、礫 外面ヘラオサエ？ ミガキ？

4496 士師器 壺 (16 4) 25.6 褐灰色(10YR5/l) 細砂 ヌスA

4497 土師器 甕 17 0 34.0 鈍橙色(5YR7/4) 粗砂 スス B 黒斑C 韓式系土器

4498 土師器 壺 11 8 17.4 黄橙色(75YR7 /8) 細砂 ほぼ完形スス B
I 

4499 士師器 甕 10 7 17.0 赤色(10R5/8) 粗砂
内面ヘラケズリ ほぽ完形 スス B 黒

斑BC
I 

4500 士師器 甕 14 4 7.0 14. 3 明赤褐色(25YR5/6) 粗砂、礫 外面ユピオサエ・ナデ黒斑ABC

4501 土師器 甕 (18. 6) 16.4 灰白色(25Y8/2) 細砂 黒斑ABC

4502 士師器 高杯 14.2 鈍橙色(5YR7/3) 細砂

4503 士師器 高杯 17 4 12.4 14. 3 橙色(2.5YR7 /6) 精良
竪穴住居132

4504 土師器 高杯 16 1 11. 1 12 4 鈍赤褐色(75R5/3) 細砂 ほぼ完形ススA

4505 土師器 高杯 17. 5 明褐灰色(7.5YR7/2) 細砂、粗砂 外面摩滅わずかにハケメ？

4506 土師器 高杯 16. 3 鈍橙色(5YR7/4) 細砂 外而ヘラオサエ

4507 土師器 壺 10. 1 14. 1 鈍橙色(5YR7/3) 細砂、租砂 内面ハケ後ナデ完形黒斑B

4508 士師器 鉢 lL 5 7 1 明赤褐色(25YR5/8) 粗砂、礫 ほぼ完形

4509 士師器 鉢 10 6 6 8 6. 6 赤色(lORS/8) 粗砂、礫 ほぼ完形

4510 須恵器 甕 灰色(6N) 精良 同心円文ナデ消し

4511 須恵器 蓋 灰色(5N) 細砂

4512 土師器 甑 24. 1 13 1 鈍赤褐色(2.5YR5/4) 細砂、粗砂、礫 内面ハケ後ナデ黒斑A~C

4513 土師器 曽瓦 24.0 23 5 鈍黄橙色(10YR7/2) 粗砂
底部ユビナデ挟入り牛角状把手完形

黒斑A-C

4514 土師器 甕 橙色(5YR6/6) 細砂

4515 土師器 甕 12 4 灰白色(10YR7/1) 細砂
竪穴住居133

4516 上師器 甕 22 0 橙色(5YR6/8) 細砂

4517 土師器 高杯 橙色(5YR6/6) 細砂

4518 上師器 甕 15 2 橙色(5YR6/6) 粗砂 黒斑A~B

4519 土師器 高杯 12.4 淡橙色(5YR8/3) 細砂 透し孔4個

＇ 竪穴住居134
4520 土師器 高杯 18 0 赤橙色(10R6/8) 細砂

＇ 

4521 土師器 高杯 16 8 鈍赤橙色(10R6/4) 粗砂

4522 士師器 裔杯 15 8 11 0 12 6 橙色(5YR6/6) 細砂 完形黒斑A-C
I 

4523 土師器 扁杯 16 8 12 0 13 0 鈍橙色(5YR6/4) 粗砂 透し孔 3個完形
竪穴住居135

4524 士師器 鉢 24 4 (17 0) 橙色(7.5YR6/6) 細砂

4525 製塩土器 3. 9 鈍橙色(7.5YR7 /3) 粗砂 ナデ

4526 上師器 甕 (16. 4) 灰色(4N) 細砂 スス A

＇ 

4527 土師器 甕 (15. 5) 25 8 灰褐色(75YR5/2) 細砂 スス A
I 

4528 土師器 甕 16.5 25 4 浅黄橙色(lOYRS/3) 細砂 黒斑B・C
I 

4529 士師器 甕 14 4 25 6 鈍橙色(75YR7 /3) 細砂 スス C 黒斑B

＇ 
4530 土師器 甕 15 8 23.9 鈍橙色(75YR6/4) 細砂、租砂 スス B

＇ 

4531 竪穴住居136 上師器 高杯 15 2 浅黄橙色(75YR8/3) 細砂、粗砂

4532 土師器 高杯 15.9 10 9 12 9 橙色(2.5YR6/6) 粗砂 透し孔 2個残

4533 土師器 高杯 14.9 灰黄色(25¥7 /2) 細砂 スス A

4534 士師器 高杯 16.9 11. 2 13 5 灰白色(25¥8/2) 細砂 ほぼ完形ススA

4535 土師器 高杯 16. 2 灰白色(7.5YR8/2) 細砂

4536 ±師器 手捏ね (5 2) 3 6 橙色(5YR6/6) 細砂 ユビオサエ

4537 土師器 空- 13 4 鈍黄橙色(10YR7/3) I粗砂 外面タタキ後ハケ ロ縁部内面ハケ

＇ 

4538 土師器 壺 14 4 鈍橙色(5YR7/4) 細砂
＇ 

4539 土師器 小型丸底壺 7 4 10 0 鈍赤褐色(2.5YR5/4) 細砂 ハケメ後ナデ

4540 士師器 I小型甕 9.2 8 6 赤橙色(10R6/8) 細砂 ほぼ完形

I -4541 土師器 甕 橙色(2.5YR6/8) 細砂

＇ 
12. s I鈍黄橙色(10YR7/2) I細砂4542 土師器 高杯 17.5 11. 8 

＇ 

4543 竪穴住居137 ±師器 高杯 15.0 鈍黄橙色(10YR7/3) 細砂 杯部内面ミガキ
， 

4544 土師器 高杯 17 6 灰白色(10YR8/2) 細砂
I 

I -I I -4545 士師器 高杯 12 5 橙色(5YR6/6) 礫

4546 土師器 皿 14-. 6 - 3. 7 鈍橙色(75YR7 /4) 粗砂 外面ヘラケズリ？

日I細砂

4547 土師器 鉢 41. 4 鈍橙色(7.5YR7/3) 

＇ 
4548 七師器 甕 13.2 15.9 鈍橙色(7.5YR7/3) 

＇ 
4549 士師器 小型甕 IO. 6 9.6 淡橙色(5YR8/4) 細砂 完形黒斑B
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4550 土師器 I甕 14 8 "' 26.5 鈍橙色(7.5YR7/4) 粗砂 ほぽ完形黒斑s.--..c
ト ・・・ 竪穴住居137
4551 土師器 高杯 24 3 淡赤橙色(2.5YR7/3) 細砂 外面ヘラミガキ 黒斑A

4552 土師器 甕 10.4 橙色(7.5YR6/4) 細砂

4553 土師器 甕 9.6 6 5 鈍橙色(5YR7/4) 細砂 内面ナデ

4554 土師器 甕 9.6 橙色(2.5YR7/6) 粗砂 内面ナデ黒斑c
I 

4555 土師器 壺 12.0 橙色(7.5YR7/6) 細砂、粗砂、礫
, ........ 
4556 士師器 甕 11. 1 14 1 灰褐色(5YR6/2) 細砂 内面ナデほぽ完形ススA
,._.,,, 

4557 土師器 甕 11. 0 "' 11 6 鈍橙色(7.5YR7/4) 細砂 完形
竪穴住居138

4558 土師器 甕 9.9 12.4 淡橙色(5YR8/3) 細砂、粗砂 内面ナデ

4559 土師器 甕 淡橙色(5YR8/3) 細砂 ススB'

4560 土師器 高杯 16.0 橙色(5YR7/6) 細砂
"' 

4561 土師器 高杯 16. 5 ll疇4 13.6 鈍橙色(7.5YR7 /4) 粗砂

4562 土師器 壺 6 6 —• 8.0 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂、礫 完形

4563 製塩土器 .. 3.5 鈍橙色(75YR7/4) 細砂

4564 土師器 甕 15 2 26.4 明褐灰色(7.5YR7/1) 細砂 ススC
， 

4565 土師器 甕 淡橙色(5YR8/3) 細砂 黒斑BC
＇ 
4566 竪穴住居139 土師器 甕 (13 O) 浅黄橙色(7.5YR8/4) 細砂

4567 土師器 高杯 橙色(25YR6/6) 細砂、粗砂 透し孔 1個残
＇ 
4568 土師器 高杯 10.4 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂 透し孔 2個残

4569 須恵器 杯蓋 12.6 5.6 灰色(N6) 細砂 砂粒左方向 完形

4570 須恵器 杯身 10 8 5.5 灰色(N6) 細砂 砂粒左方向
• 一

4571 須恵器 杯身 9.8 4.5 灰色(5Y5/l) 細砂 重ね焼き痕 自然釉砂粒右方向

4572 須恵器 高杯蓋 13.0 -- 5.9 青灰色(5B6/1) 細砂、粗砂 砂粒右方向

4573 須恵器 高杯 10 9 9.6 ，疇 8 灰色(lOY6/l) 粗砂 カキメ 透し孔3個
'....' 
4574 須恵器 高杯 9.0 黄灰色(25Y6/l) 細砂 カキメ 透し孔2個残

4575 須恵器 空"""' (15. 2) 灰色(75Y6/l) 細砂 カキメ

4576 須恵器 壺 18 5 
＇ 

-I 26. 1 青灰色(5PB6/l) 細砂、粗砂 内面同心円当具後ナデ消し

4577 須恵器 壺 灰色(5Y6/1) 細砂 内面同心円当具後ナデ消し
＇ 竪穴住居140
4578 須恵器 甕 灰白色(10YR7/l) 細砂
I• 

4579 土師器 甕 14.0 灰褐色(5YR6/2) 細砂 内面ユビナデ
I 

4580 土師器 甕 8 6 褐灰色(5YR6/l) 細砂
I 

4581 土師器 裔杯 14. 5 10.2 11 4 淡橙色(5YR8/3) 精良 透し孔 3個残
I 

4582 土師器 裔杯 " 8.2 鈍橙色(5YR7/4) 精良
I'""""" 

4583 土師器 鉢 3疇8 " 鈍橙色(5YR7/4) 細砂
＇ 
4584 土師器 鉢 4.6 鈍橙色(5YR7/4) 細砂

4585 土師器 鉢 .... , 鈍黄橙色(10YR7/3) 細砂 黒斑ABC

4586 土師器 鉢？ 鈍橙色(5YR7/4) 細砂 線刻

4587 士師器 壺 7.8 灰白色(10YR8/2) 細砂、粗砂 内而ユピナデ

4588 土師器 壺 9 2 9 6 鈍橙色(5YR6/4) 細砂、粗砂、礫 内面ユピナデ

4589 土師器 甕 10.6 ．． 11 6 橙色(2.5YR6/6) 細砂、粗砂 内面ナデ穿孔ススB

4590 土師器 甕 13.0 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂、礫
"" 

4591 土師器 甕 -- 灰白色(7.5YR8/2) 細砂、粗砂、礫 内面ユビナデ

4592 土師器 甕 11. 4 21 4 明褐灰色(5YR7/2) 細砂、粗砂 内面ナデ黒斑AB
＇ 
4593 士師器 高杯 14.4 鈍橙色(75YR7/3) 細砂、粗砂

l 一

4594 土師器 高杯 16.4 鈍橙色(5YR6/4) 細砂、粗砂
,, 竪穴住居141

I細砂、粗砂、礫4595 土師器 高杯 16. 7 橙色(5YR7/6) 杯部外面ユピオサエ痕
I .• 

4596 土師器 高杯 17.4 12 0 14.3 橙色(2.5YR6/6) 細砂、粗砂
＇ 
4597 土師器 高杯 赤色(10R5/6) 細砂、粗砂、礫
＇ 
4598 土師器 高杯 灰白色(lOYRS/2) 細砂、粗砂

＇ 
4599 土師器 高杯 10 4 鈍橙色(7.5YR7/6) 細砂、粗砂、礫
1 ・

4600 士師器 高杯 ．．． 10 4 鈍橙色(7.5YR7/4) 細砂、粗砂 透し孔 3個
I 

4601 土師器 高杯 橙色(2.5YR7/6) 細砂、粗砂、礫 透し孔 3個, .. 

4602 土師器 高杯 (12 4) 浅黄橙色(7.5¥'RB/3) 細砂、粗砂 外面ハケメ？

4603 須恵器 高杯 I 12. s 9 9 9.3 灰色(N5) 細砂， 

4604 須恵器
竪穴住居142

器台 灰色(NS) 細砂、粗砂

4605 土師器 甕 13 6 鈍黄橙色(10YR7/4) 細砂｀粗砂

4606 土師器 高杯 14.0 浅黄橙色(10YR8/3) 細砂 馬斑A
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挿固 法堡(cm)
掲載迫構名 種別 器種 色調 胎士 特徴

番号
ロ径 底径 器高

4607 土師器 高杯 橙色 (5YR7/6) 細砂 透し孔 3個

＇ 
竪穴住居142

4608 士師器 甑 淡黄色 (2.5Y8/3) 細砂、粗砂 把手のみ

4609 須恵器 杯蓋 11 1 4. 2 灰色 (N6) 細砂、粗砂、礫 外面自然釉砂粒左方向
I 

4610 須恵器 杯蓋 11. 2 4 4 青灰色 (5B6/l) 細砂 砂粒左方向
I 

4611 須恵器 杯蒸 11. 3 緑灰色 (7.5GY5/l) 細砂 砂粒左方向

＇ 

4612 須恵器 杯蓋 11. 7 4 3 青灰色 (5BG6/1) 細砂 砂粒左方向

＇ 

4613 須恵器 杯身 10.8 4.4 灰白色(N7) 細砂、粗砂 砂粒右方向

＇ 

竺 須恵器 高杯蓋 11. 9 5 3 利ーア灰色(25GY5/1) 細砂 外面自然袖砂粒右方向

4615 須恵器 高杯 11. 0 9.0 7. 5 灰白色(N7) 細砂 透し孔 3個砂粒左方向
I 

4616 須恵器 高杯 8 4 灰白色(N7) 細砂 透し孔 3個
I 

4617 須恵器 甕 13 4 9 5 18. 7 灰白色(2.5Y8/1) 細砂 上半平行タタキ 下半格子タタキ

＇ 

4618 竪穴住居143 須恵器 甕 灰白色(N7) 細砂 平行タタキ後カキメ
， 

4619 須恵器 甕 灰白色(N6) 細砂 平行タタキ
， 

4620 須恵器 甕 暗青灰色 (5BG4/l) 細砂 平行タタキ
， 

4621 須恵器 甕 灰色 (N6) 細砂、粗砂、礫 格子タタキ？
I 

4622 須恵器 器台 灰色 (N4) 細砂 波状文
I 

4623 土師器 甕 15 8 橙色(2.5YR7 /8) 細砂、粗砂 内面ナデ？
， 

4624 土師器 甕 明褐灰色 (5YR7/1) 細砂、粗砂、礫 内面ナデ

＇ 

4625 土師器 高杯 14. 8 橙色(5YR6/6) 細砂、租砂、礫 内面ハケメ後ナデ
「

4626 土師器 鉢 8. 7 7.0 鈍橙色(75YR7 /3) 細砂 内面ユビナデ黒斑BC
， 

4627 製塩士器 鈍橙色(75YR7/3) 細砂 平行タタキ

4628 須恵器 磋 6.6 7.5 灰色(N4) 細砂 自然釉 ほぼ完形

4629 土師器 壺 10. 2 鈍橙色(5YR7/4) 細砂

4630 土師器 甕 19. 0 灰白色(7.5YR8/2) 細砂

4631 土師器 壺 11. 8 鈍橙色(75YR7 /4) 細砂

4632 土師器 甕 (10. 9) 淡黄色(25Y8/3) 細砂 黒斑B

4633 土師器 甕 13. 6 淡黄色(25Y8/3) 細砂

4634 土師器 甕 14 0 8.0 22.4 鈍黄橙色(10YR7/2) 細砂、粗砂 タタキメ 底部打ち欠き (8.3 X 8. 0cm) 

4635 土師器 甕 9 6 浅黄橙色(lOYRB/3) 細砂、租砂

4636 土師器 甕 15.0 橙色(5YR7/8) 細砂、粗砂 内面ユピナデ

4637 土師器 高杯 (14 5) 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂

4638 士師器 高杯 14. 5 :-- 橙色(5YR7/8) 細砂、粗砂

4639 士師器 商杯 15 6 灰白色(10YR8/2) 細砂、粗砂

4640 士師器 高杯 16 0 浅黄橙色(75YR8/3) 細砂、粗砂、礫
＇ 

竪穴住居144
4641 土師器 高杯 18 l 鈍黄橙色(lOYR7/3) 細砂

＇ 

4642 士師器 高杯 20.0 鈍黄橙色(10YR7/3) 細砂
＇ 

4643 土師器 高杯 鈍黄橙色(75YR7/4) 細砂、粗砂 外面工具痕
＇ 

4644 土師器 高杯 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂
＇ 

4645 士師器 高杯 橙色(5YR6/6) 細砂
I 

4646 士師器 高杯 (12 8) 橙色(7.5YR7 /6) 細砂、粗砂、礫

＇ 

4647 土師器 均 8.6 鈍橙色(5YR6/3) 細砂、粗砂
＇ 

4648 上師器 柑 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂、礫
＇ -I橙色(5YR6/6)4649 士師器 坦 細砂、粗砂、礫 底部外面ハケ状工具？
I 

4650 土師器 手捏ね 鈍橙色(5YR7/4) 細砂

＇ 

4651 土師器 手捏ね 橙色(7.5YR7/6) 細砂、粗砂
， 

4652 製塩土器 浅黄橙色(75YR8/4) 内面ハケメ？
＇ 

4653 土師器 甑 5.4 鈍橙色(5YR6/4) 細砂、粗砂 底部の孔 7個残

4654 士師器 甕 12 8 灰白色(lOYR8/2) 細砂
I 

4655 土師器 甕 12 8 鈍黄橙色(10YR7/2) 細砂

＇ 

4656 土師器 甕 14.0 鈍橙色(75YR7/4) 細砂
' 
4657 土師器 高杯 17.3 鈍橙色(5YR7/4) 精良

三竪穴住居145
土師器 鉢 11. 3 I -! I 3. 2 淡橙色(5¥'R8/4) 細砂、粗砂 ほぼ完形

4659 士師器 l鉢 14.6 - 5.6 淡橙色(5YR8/3) 細砂 ほぼ完形黒斑BC

4660 士師器 鉢 16. 1 4.9 淡赤橙色(25YR7/4) 細砂 ほぼ完形黒斑BC

4661 土師器 鉢 16.2 -l 5.6 灰白色(10YR8/2) 細砂 ほぼ完形

4662 土師器 鉢 16. 7 5.4 灰白色(10YR8/I) 細砂 ほぼ完形

4663 I士師器 柑 9.0 橙色(SYR7/6) 精良
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4664 土師器 器台 10.2 11. 3 9.4 鈍橙色(7.5YR7/4) 精良 透し孔3方向 ほぽ完形

4665 土師器 鼓形器台 17. 1 16.3 12. 0 淡橙色(5YR8/4) 細砂 ほぼ完形黒斑AB
竪穴住居145

4666 土師器 壺 橙色(2.5YR7/8) 細砂、粗砂、礫

4667 土師器 鉢 42.2 25. 7 鈍橙色 (5YR7/3) 細砂、粗砂 黒斑A・BC・C

4668 土師器 空士 16.6 浅黄橙色 (7.5YR8/3) 細砂 ススB
，・・

4669 土師器 壺 18.6 灰色(5Y4/1) 細砂｀粗砂、礫',  __ 
4670 土師器 壺 (20. 4) 一， 灰黄色(25Y6/2) 細砂 ススA
'"  
4671 土師器 壺 鈍黄橙色(10YR7/2) 細砂、粗砂 黒斑c

＇ 
4672 土師器 甕 灰黄褐色(10¥'R6/2) 細砂｀粗砂、礫. 
4673 土師器 甕 16. 9 鈍橙色(7.5YR7/3) 細砂

竪穴住居146
鈍橙色(5YR6/4) 内外面ハケ状工具ナデ？ 黒斑A4674 土師器 甕 lL 2 l l. 2 細砂

4675 土師器 甕 (12. 0) • 一 橙色(5YR7/8) 細砂、粗砂、礫
""""" .. 
4676 土師器 高杯 13. 8 "' 橙色(75YR7/6) 細砂、粗砂、礫 透し孔 1残
,, 一••• •• • 一．．
4677 士師器 鉢 19 l 灰褐色(5YR6/2) 細砂、粗砂｀礫 注口つき
I ""— 

4678 軟質士器 平底甕 11 3 6.6 10. 2 褐灰色(lOYR6/l) 細砂、粗砂 格子タタキ 内面横方向のナデ
I 

4679 士師器 鈷 9 0 6.4 鈍橙色(5YR7/3) 細砂、礫

4680 須恵器 甕 10.6 灰色 (N6) 細砂 内面無文当具（木目）
I 

4681 竪穴住居147 土師器 甕 13.6 鈍橙色(7.5YR7/3) 細砂、粗砂
I 

4682 士師器 ？ 鈍橙色 (5YR7/4) 細砂 線刻

4683 須恵器 蓋 14.9 灰色 (N5) 細砂、粗砂

4684 須恵器 台付杯 17. 1 灰色 (10Y6/l) 微砂

4685 須恵器 高杯 15.4 灰色 (5Y6/1) 細砂 接合面刻目

4686 土師器 壺 15 4 鈍橙色 細砂、粗砂、礫 黒斑AB

4687 土師器 壺 9.9 鈍橙色 (5YR6/4) 細砂 ススA

4688 土師器 壺 (9. 8) 鈍黄橙色 (10YR7/2) 細砂

4689 土師器 甕 14 9 鈍橙色(7.5YR7/4) 細砂、粗砂

4690 土師器 甕 14 2 25.8 灰白色(2.5Y8/2) 細砂
，．．．．．．．．．． 竪穴住居148
4691 土師器 高杯 15 4 鈍橙色(7.5YR7 /3) 細砂

＇ 
4692 土師器 高杯 一• • 一• 明褐灰色 (7.5YR7 /2) 細砂
＇ 
4693 土師器 高杯 " 鈍橙色(7.5YR7 /3) 細砂
， 

4694 土師器 高杯 鈍橙色(7.5YR7 /3) 精良 透し孔 2個

4695 土師器 高杯 鈍橙色(5YR7/8) 細砂
'... 一
4696 土師器 高杯 "' 鈍橙色(5YR7/3) 精良、細砂 透し孔 2個残

4697 土師器 鉢 9.4 鈍橙色(5YR6/4) 精良 底部内面工具ナデ

4698 土師器 甑 鈍橙色(5YR7/3) 細砂 把手のみ

4699 須恵器 杯壺 11. 0 灰白色(75Y7/1) 細砂 ロクロの回転左

4700 須恵器 杯蓋 11 2 ー，． 灰色(N6/) 細砂 ロクロの回転右

4701 須恵器 杯蓋 11 4 灰色(N6/) 細砂

4702 須恵器 杯蓋 12ヤ 3 灰色(N6/) 細砂 ロクロの回転右
' 

4703 須恵器 甕 灰白色(25Y8/1) 組砂
＇ 
4704 竪穴住居149 士師器 高杯？ 23. 1 橙色(5YR7/6) 細砂

＇ 
4705 土師器 甕 (10. 8) 鈍黄橙色(10YR7/2) 細砂
I 

4706 土師器 甕 13. l 灰白色(lOYR8/1) 細砂、礫
I 

4707 土師器 甕 ．． 灰白色(7.5YR8/2) 細砂、粗砂、礫
＇ 
4708 土師器 甑？ (20鼻 0) 浅黄橙色(7.5YR8/3) 細砂、粗砂
， 

4709 土師器 手捏ね鉢 6.8 灰白色(10YR8/l) 細砂

4710 須恵器 壺 灰白色(5Y7/1) 細砂、粗砂
＇ 
4711 土師器 甕 12.4 鈍橙色(5YR6/4) 細砂、粗砂
I 

4712 土師器 高杯 16.6 橙色(7.5YR7/6) 細砂、粗砂、礫 黒斑A
I 

4713 土師器 高杯 15.6 灰白色(10¥'RB/2) 細砂
＇ 
4714 土師器 高杯 17.4 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂 4715と同一？ 黒斑AB

＇ 
4715 竪穴住居150 土師器 高杯 -- 11. 5 淡橙色(5YR8/4) 細砂、粗砂 4714と同一？
'""'. 

4716 土師器 高杯 21. 4 14. 3 17.2 灰褐色(5YR5/2) 細砂、粗砂、礫 ほぼ完形
＇ 
4717 土師器 高杯 (11. 2) 灰白色(7.5YR8/2) 細砂、粗砂

・・•• 一—..

4718 土師器 高杯 鈍橙色(5YR7/4) 精良、細砂 I透し孔3個

4719 土師器 埒 8.0 淡黄色(2.5YR8/3) 細砂 黒斑B

4720 土師器 甑 (18. 2) 橙色(5YR6/6) l細砂、粗砂、礫
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番号
ロ径 底径 器高

472[ 土師器 甑 ・-・ ．．． 灰褐色(5YR6/2) 細砂、粗砂、礫 底部穿孔5個残
I ,, 

4722 竪穴住居150 士師器 手捏ね鉢 2. 7 2.4 2.0 鈍橙色(75YR7 /3) 細砂 ほぼ完形
Iー―・・-・● "''  

4723 士師器 手捏ね椀 8.0 5 3 5. 7 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂 黒斑ABC

4724 須恵器 甕 (11. 0) 鈍赤褐色(2.5YR5/3) 細砂 全体に歪み,_  竪穴住居L51
4725 須恵器 漣 -・・ 灰色(N6/) 細砂 肩部自然釉

4726 土師器 亜-=- (20. 1) 浅黄橙色(7.5YR8/3) 細砂、粗砂,_  
4727 竪穴住居152 士師器 甕 (13 7) '' 浅黄橙色(7.5YR8/3) 細砂

4728 上師器 鉢 (17. 4) 鈍橙色(7.5YR7/4) 細砂、租砂

4729 士師器 甕 (8 9) 一・ 12.4 灰褐色(7.5YR5/2) 細砂、粗砂

4730 土師器 高杯 14. 1 橙色(5YR7/6) 細砂
---・・ 
4731 士師器 高杯 14.2 11 3 12.3 橙色(2.5YR7/6) 細砂、粗砂、礫

竪穴住居153
4732 上師器 手捏ね鉢 3.0 2.0 灰白色(lOYR8/2) 細砂、粗砂 完形

4733 士師器 手捏ね鉢 " 一， 橙色(5YR7/6) 細砂

4734 上師器 甑 (27. 4) 鈍橙色(75YR7/4) 糸if!llt少、牡Ht少

4735 須恵器 高杯 16.8 "" 灰白色(N7/) 細砂 体部波状文

4736 須恵器 壺 '' 3.6 暗オ9-7:色(5Y4/3) 細砂
胴部タタキ頸部波状文肩部・内面底
部釉

4737 土師器 甕 L2. 2 灰白色(lOYRS/2) 細砂、粗砂

4738 
竪穴住居154

士師器 甕 14.4 -- ．． 橙色(25YR6/6) 細砂、粗砂

4739 士師器 甕 18.8 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂

4740 土師器 甕
16. ゚

浅黄橙色(10YR8/3) 細砂、祖砂、礫

4741 士師器 鉢 22 2 灰白色(lOYRS/2) 細砂、粗砂
， 

4742 土師器 甑 浅黄橙色(75YR8/3) 細砂、粗砂、礫
把手のみ最大長6.5cm・ 最大福3.5cm・ 
最大厚3.0cm

4743 須恵器 杯蓋 12 0 4.8 灰色(75Y6/l) 細砂 ヘラケズリの方向右→左
・-・・・  ● 9 

4744 須恵器 杯蓋 12 9 青灰色(10BG5/l) 細砂 ロ縁部内側釉

4745 須恵器 杯蓋 12. 8 灰白色(25Y7 /1) 細砂 巨緑・体部釉 ヘラケズリの方向右→左

4746 須恵器 杯身 10. 2 灰白色(5Y7/1) 細砂 体部釉

4747 須恵器 杯身 11 0 灰色(5Y6/1) 細砂 ヘラケズリの方向右→左
'' 

4748 須恵器 杯身 11. 0 5.4 灰色(5Y6/1) 細砂 ヘラケズリの方向右→左 ほぽ完形

4749 須恵器 杯身 (12 8) 灰色(10¥5/1) 細砂

透し孔 3個 ヘラケズリの方向右→左4750 須恵器 高杯 10 8 9.2 9 0 灰色(10¥6/1) 細砂
脚部にカキメ 完形

"' 竪穴住居155
4751 須恵器 はそう？ (11. 0) 黄灰色(25¥6/1) 細砂 波状文 内側少量釉

4752 須恵器 甕 19.9 灰色(10Y6/l) 細砂 体部タタキ
"""一

4753 土師器 甕 14.8 鈍橙色(5YR6/3) 細砂

4754 土師器 甕 13.8 鈍橙色(5YR7/4) 細砂 スス C
,. ・・--
4755 土師器 甕 (18. 0) 鈍橙色(2.5YR6/4) 細砂

4756 土師器 高杯 14.8 10.4 淡黄色(2.SY8/3) 細砂

4757 士師器 高杯 14.3 10. 2 11. 1 灰白色(5YR8/2) 細砂 脚部透し孔 3個ほぼ完形黒斑A
・-・ 一•• —• ー
4758 土師器 手捏ね杯 6 9 3. l 鈍橙色(5YR7/4) 細砂 黒斑BC
'"''  

4759 土師器 甑 25.3 8. 0 25.4 鈍橙色(5YR7/3) 細砂 スス C

4760 須恵器 杯身 11 6 肖灰色(lOBG6/l) 細砂 ヘラケズリ方向左まわり ロクロ右

4761 須恵器 有蓋渇杯 ll 4 灰色(N5/) 細砂 ヘラケズリ方向左まわり ロクロ右
''---
4762 須恵器 壺 灰色(N6/) 細砂、粗砂、礫 頸部10条前後の波状線2列 凹線 2条

4763 土師器 壺 7 7 2 0 7.6 明赤褐色(5YR5/8) 細砂、粗砂、礫 黒斑AB

4764 土師器 甕 13 6 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂、礫 ススAB
， ー・
4765 土師器 甕 13 2 橙色(25¥'R6/6) 細砂、粗砂 スス B

＇ 

4766 土師器 高杯 15 8 ’’ 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂
, .... , ● ・・-・・ 竪穴住居156
4767 士師器 高杯 16鼻 6 鈍黄橙色(lOYR7/4) 細砂、粗砂

＇ 

4768 土師器 高杯 18.5 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂,_  
4769 士師器 高杯 赤色(IOYR5/8) 細砂、粗砂、礫

＇ 

4770 土師器 高杯 10.8 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂
I・-

4771 土師器 ミニチュ7鉢 6.3 2.8 5. 7 浅黄橙色(7.5YR8/6) 細砂｀粗砂 ほぽ完形,,_, ー・

I 21. o 4772 土師器 甑 "' 明赤褐色(5YR5/6) 細砂、粗砂 底部透し孔2個 スス B
I 

4773 士師器 甑 21. 6 7.0 - II 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂、葵 底部透し孔 7個黒斑B スス AB

4i74 竪穴住居157 須恵器 杯蓋 j 12. 0 • 一 4.5 オリ一プ灰色(2.5GY5/l) 細砂、粗砂 ロクロの回転は逆回り
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悶I掲載遺構名 I 
法呈(cm)

特徴種別 器種 色覇 胎土
口径 底径 器高

4775 須恵器 杯身 10.4 ．． 5. 1 灰色(N6/) 細砂、粗砂
lロクロの回転は顛回り 底体部外面一部
自然釉

4776 須恵器 杯身 11 3 4.8 灰色(i'l6/) 細砂 ロクロの回転は逆回り

4777 須恵器 壺 -・ 灰色(N5/) 細砂 ロ縁部波状文

4778 竪穴住居157
土師器 高杯 8.9 鈍橙色(5YR6/4) 細砂

4779 土師器 高杯 9 6 ... 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂
"' 

4780 土師器 ミニ和1鉢 3. 9 2. 3 4.2 橙色(5YR6/6) 細砂 黒斑A C

4781 士師器 甑？ 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂 把手のみ

4782 須恵器 杯身 " 褐灰色(7.5YR6/l) 細砂
I , 

4783 須恵器 杯身 10.6 灰白色(2.57 /1) 細砂 ヘラケズリの方向右→左

＇ 

4784 須恵器 高杯 (9. 6) 灰赤色(75R6/2) 細砂~ 透し孔個数不明
' ' ' '  

4785 須恵器 甕 灰色{5¥5/1) 細砂 内面釉
1 ・

1 14. s 4786 須恵器 壺 —• 灰白色(10YR7/1) 細砂

4787 竪穴住居158 土師器 甕 17.0 鈍橙色(5YR7/4) 細砂

4788 士師器 高杯 褐灰色(10YR6/l) 細砂
• 一•一—.'
4789 土師器 甑 褐灰色(10YR5/1) 細砂 ススA

4790 士師器 甑？ • 一 鈍橙色(5YR6/4) 細砂 把手のみ

＇ 

4791 土師器 甑？ 鈍橙色(5YR7/4) 細砂 把手のみ

' 

4792 製塩土器 (8. 8) 灰白色(2.5Y8/2) 細砂

4793 須恵器 杯蓋 (12. 4) 灰色(N7) 細砂
’’  
4794 須恵器 杯身 (11. 7) 灰色(N6) 細砂、粗砂 ヘラケズリの方向左→右

＇ 

竺 須恵器 壺 (17. 7) 灰色{5¥4/1) 細砂

4796 土師器 豆． 12 3 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂 黒斑B

4797 七師器 高杯 (17. 4) 浅黄橙色(10YR8/3) 細砂
.',., 

4798 士師器 扁杯 (14. 4) 橙色(5YR7/6) 細砂
' 
4799 竪穴住居159 土師器 高杯 (13. 3) 淡橙色(5YR8/4) 細砂、粗砂
I 

4800 土師器 高杯 橙色(5YR7/6) 細砂

＇ 

4801 上師器 手捏ね鉢 5.6 -・ 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂、粗砂

4802 土師器 鉢 10. 7 •一 鈍橙色(5YR7/4) 細砂

4803 土師器 甑 " 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂、礫
把手のみ最大長55cm・ 最大幅3.3cm・ 
最大厚34cm 

4804 土師器 甑 ・-・ 浅黄橙色(7.5YR8/3) 細砂、粗砂、礫
把手のみ最大長4.3cm・ 最大幅3.9cm・ 
最大厚34cm 

4805 須恵器 互- (18. 6) 灰色(N5/) 細砂 ロ縁部に波状文 2段残

4806 土師器 壺？ 10. 1 13. 7 鈍橙色(SYR7/4) 細砂

4807 上師器 壺 橙色(5YR7/8) 細砂

4808 士師器 甕 14 4 " 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂

4809 土師器 甕 18.3 橙色(2.5YR7 /6) 細砂、粗砂

4810 士師器 甕 15. 7 24. 1 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂 黒斑c

4811 土師器 甕 13 l 17. 7 鈍橙色(75YR7 /4) 細砂

4812 土師器 甕 14 7 橙色(2.5YR6/8) 細砂

4813 土師器 甕 19. 2 灰褐色(7.5YR5/2) 細砂

4814 土師器 高杯？ 14. 9 鈍橙色(7.5YR7/4) 細砂、粗砂

4815 土師器 高杯 13. 5 11. 0 12.9 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂 脚裾部透し孔 3個黒斑AC

4816 土師器 高杯 13. 7 浅黄橙色(7.5YR8/3) 細砂、粗砂

4817 竪穴住居160 士師器 高杯 ー・ 橙色(75YR6/6) 細砂、粗砂
， 

4818 土師器 高杯 14.4 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂
I 

4819 士師器 高杯 13.2 橙色(5YR7/6) 細砂｀粗砂

4820 士師器 高杯 14 5 ー' 鈍黄橙色(LOYR7/3) 細砂、粗砂

4821 士師器 高杯 16 7 鈍橙色(5YR6/4) 細砂、粗砂

4822 士師器 高杯 17 0 
_., 

鈍橙色(7.5YR6/4) 細砂、粗砂、礫

4823 土師器 高杯 -・ 浅黄橙色(75YR8/4) 細砂、粗砂
＇ 

4824 土師器 高杯 11 1 鈍黄橙色(IOYR7/4) 細砂 脚部透し孔 3個
I 

4825 上師器 高杯 11. 9 橙色(5YR6/6} 精良

＇ 

4826 土師器 高杯 11. 0 橙色(5YR7/6) 精良 脚部透し孔 3個
I 

4827 土師器 高杯 12.0 橙色(5YR6/6) 精良 脚部透し孔 1個残

4828 士師器 高杯 ．． 11 8 " 浅黄橙色(10YR8/4) 細砂、粗砂 脚部透し孔 2個

4829 士師器 高杯 11 0 橙色(5YR7/6) 細砂 黒斑c
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挿区l 法量(cm)
掲載迪構名 種別 器種 色調 胎士 特徴番号

ロ径 底径 器麻

4830 土師器 高杯 12 2 橙色(5YR7/6) 精良
’’ 

4831 土師器 鉢 10.0 灰白色(lOYRS/2) 細砂

4832 士師器 鉢 10.0 4. 6 鈍黄橙色(10YR7/2) 細砂
'' 

4833 土師器 杯 10. 5 5 0 鈍黄橙色(10YR7/3) 細砂、粗砂

4834 土師器 鉢 11 4 鈍橙色(75YR7/3) 細砂

4835 土師器 鉢 11 7 橙色(5YR7/8) 精良

4836 竪穴住居160 ± 師器i 鉢 11. 8 5 2 橙色(5YR6/6) 精良、細砂

4837 土師器 鉢 11. 7 6 1 灰白色(75YR8/2) 細砂、粗砂

4838 上師器 手捏ね鉢 3. 8 1. 7 1. 9 橙色 (5YR7/6) 細砂 完形黒斑AC

4839 土師器 手捏ね鉢 3. 8 3會 2 灰黄褐色(10YR6/2) 細砂

4840 土師器 手捏ね鉢 7 4 5. 1 鈍黄橙色 (10YR6/3) 細砂

4841 士師器 甑 25 9 橙色 (5YR6/6) 細砂、粗砂 底部穿孔4個確認（推定 7個） ススA

4842 士師器 甑 27 8 31. 8 浅黄橙色 (lOYRB/3) 細砂、粗砂 底部穿孔 7個ススA

4843_ 須恵器 杯蓋 11. 8 4 6 灰色 (N6/) 細砂、粗砂 ロクロの回転は順回り

4844 須恵器 杯蓋 14 0 -,- 4 0 青灰色 (5B6/1) 細砂、粗砂 ロクロの回転は順回り

4845 須恵器 杯身 12 9 灰色(N6/) 細砂、粗砂 ロクロの回転は順回り 自然釉

4846 須恵器 杯身 13. 7 4 6 黄灰色 (25¥6/1) 細砂、粗砂
ロクロの回転は順回り ほぼ完形焼成
やや不良

4847 士師器 甕 14. 7 浅黄橙色(7.SYRS/3) 細砂、粗砂

4848 土師器 甕 (24. 7) 鈍黄橙色(10YR6/3) 細砂，粗砂

4849 
竪穴住居161

士師器 甕 20 2 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂、礫 スス B

4850 土師器 甕 19. 6 灰黄褐色(10YR5/2) 細砂、粗砂、礫 スス B

4851 土師器 鉢 20 5 鈍橙色(5YR6/4) 細砂

4852 土師器 甑 (26. 4) 浅黄橙色(7.5YR8/4) 細砂、粗砂

4853 土師器 甑？ 橙色(25YR6/6) 細砂
把手のみ最大長4.2cm・ 最大幅2.9cm・ 
最大厚2.5cm

4854 土師器 甑？ 鈍橙色(7.5YR7/4) 細砂
把手のみ最大長4.6cm・ 最大幅39cm・ 
最大厚27cm 

4855 須恵器 杯蓋 黄灰色(25Y6/l) 細砂、粗砂 ヘラケズリ方向右→左

4856 須恵器 漣 灰色 (N5/) 細砂
体部に沈線 3-4条釉が付着波状文
5~6 条穿孔

4857 須恵器 互• 14 8 灰色 (5Y6/1) 細砂 ロ縁部波状文

4858 
竪穴住居162

須恵器 器台 (41 8) 灰色 (lOYS/1) 細砂 に縁部波状文10-13条・ 14-15条
I 

4859 士師器 甕 15 4 灰白色(75YR8/2) 細砂、粗砂、礫 スス B
I 

4860 土師器 椀 11 0 鈍橙色 (5YR7/3) 細砂、粗砂
＇ 

4861 製塩土器
8. ゜ 朗褐灰色 (7.5YR7 /2) 細砂

4862 須恵器 杯蓋 13 6 灰白色 (N7/) 細砂、粗砂

4863 須恵器 亜- 16 8 灰白色 (N7/) 細砂 ロ縁部波状文 4条.3条.4条.4条

4864 
竪穴住居163

士師器 甕 18. 2 鈍黄橙色 (10YR7/3) 細砂、粗砂

4865 士師器 高杯 14. 6 10 2 11 7 橙色(2.5YR6/6) 細砂

4866 士師器 鉢 11. 7 5. 0 橙色(5YR7/6) 細砂
' 
4867 土師器 甑 (23. 8) 浅黄橙色(7.5YR8/3) 細砂、粗砂、礫

4868 土師器 直口壺 浅黄橙色(10YR8/4) 細砂
＇ 

4869 土師器 直口壺 9. 2 16 1 淡橙色(5YR8/4) 細砂、粗砂 黒斑B
＇ 

4870 竪穴住居164 士師器 甕 21 6 灰白色(lOYRS/2) 細砂
I 

4871 士師器 甕 18 6 25 7 鈍橙色(75YR7 /3) 細砂、粗砂、礫 スス B
＇ 

4872 上師器 高杯 15 4 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂

4873 土師器 甕 15 6 橙色(5YR7/6) 細砂 黒斑A
＇ -I -4874 士師器 甕 13 0 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂 黒斑A
＇ 

I甕4875 土師器 15.9 鈍橙色(75YR7/4) 細砂
I 

4876 
竪穴住居165

士師器 涵杯 15.0 橙色(25YR7/6) 細砂、粗砂 ほぼ完形

4877 土師器 手捏ね鉢 6. 7 4 0 灰色(N4/) 細砂 ほぼ完形

4878 土師器 鉢 8.5 10 2 鈍橙色(7.5YR7/4) 細砂、粗砂 二次焼成痕
＇ 

9.s I -4879 土師器 鉢 5 4 鈍橙色(5YR6/4) 細砂 完形黒斑A B
I 

4880 士師器 空-±, (8. 7) 10 8 鈍橙色(7.5YR7/4) 細砂、粗砂 黒斑B

4881 I 須恵器 杯身 (IO. 0) 灰色(N6/) 細砂、粗砂

4882 
竪穴住居166

須恵器 高杯 (13. 6) 灰色(5/) 細砂、粗砂 杯部波状文

4883 須恵器 高杯 8 7 灰色(N6/) 細砂 朋璃部透し孔推定4方向？

4884 須恵器 甕 I -I - 灰色(5/) 細砂、粗砂 外面平行タタキメ 内面同心円当て具痕
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挿図
掲載遺構名 I I 

法Jili(cm)

I 
種 IJ 器種 色調 胎土 特徴

番号 口径 底径 器高

4885 土師器 亜- 11. 0 -- 13.9 灰白色(5YR8/2) 細砂、粗砂、礫
''  

4886 土師器 甕 (14. 8) 淡橙色(5YR8/4) 細砂、粗砂、採

4887 土師器 甕 14. 2 22. 1 灰白色(lOYRS/2) 細砂、粗砂 ススB'

" 
4888 土師器 甕 (16. 6) 浅黄橙色(10YR8/3) 細砂、粗砂 ススA
I 

4889 土師器 甕 11. 0 浅黄橙色(75YR8/3) 細砂、粗砂、礫
_, ● 9 

4890 土師器 甕 15 0 22.8 灰白色(lOYRS/2) 細砂、粗砂 ほぽ完形スス C
,.' 

4891 土師器 甕 13.8 鈍橙色(75¥'R6/4) 細砂、粗砂、礫

4892 士師器 甕 11. 0 灰褐色(5YR6/2) 細砂

4893 士師器 甕 13.4 -- 22.8 浅黄橙色(7.5YR8/3) 細砂、粗砂 スス C

4894 土師器 甕 13. 2 19 6 鈍橙色(7.5YR7/3) 細砂、粗砂

4895 竪穴住居168 土師器 裔杯 16. 6 橙色(7.5YR7/6) 細砂、粗砂、礫

4896 土師器 高杯 17 6 ,., 浅黄橙色(7.5YR8/4) 細砂、粗砂
I・"

4897 土師器 高杯 15.8 " 鈍橙色(75YR7/4) 細砂、粗砂、礫

4898 土師器 涵杯 (17 4) 浅黄橙色(7.5YR8/3) 細砂

4899 土師器 涵杯 20 0 -・ 灰白色(7.5YR8/2) 細砂、粗砂

4900 土師器 高杯 17.0 11 0 12. 0 浅黄橙色(10YR8/3) 細砂、粗砂

4901 土師器 高杯 12 3 灰白色(10YR8/2) 細砂、粗砂

4902 土師器 高杯 灰白色(5YR8/2) 細砂、粗砂、礫
·-—, " 
4903 土師器 高杯 10.6 褐灰色 (7.5YR6/l) 細砂、祖砂 脚裾部透し孔 3個(2個残）

4904 土師器 甑 19. 4 鈍橙色(75YR7 /3) 細砂、粗砂、礫

4905 土師器 甑 •—• 灰白色(lOYRB/1) 細砂、粗砂、礫
把手のみ最大長83cm・ 最大幅3.3cm・ 
最大庫30cm 

4906 土師器 甕 18 0 29.6 浅黄橙色(10YR8/3) 細砂 黒斑BC

4907 土師器 甕 18.0 31 9 浅黄橙色(10YR8/3) 細砂 黒斑BC?
I 

4908 土師器 甕 灰白色(10YR8/2) 細砂 黒斑B?
I, 

4909 土師器 鉢 12 2 灰白色(lOYRS/2) 細砂

＇ 
4910 土師器 高杯 12 8 ● 9 淡橙色(5YR8/4) 細砂

＇ 
4911 土師器 高杯 17.4 灰白色(10YR8/2) 細砂、粗砂 黒斑A
I 

4912 土師器 高杯 (15. 6) 灰白色(75YR8/2) 細砂
I 

4913 土師器 高杯 24.6 淡橙色(5YR8/4) 細砂 脚柱部透し孔3個
, ..' 

4914 竪穴住居169 土師器 高杯 11 4 淡橙色(5YR8/4) 細砂 脚裾部透し孔 3個
I 

4915 士師器 高杯 14.0 橙色(5YR7/6) 細砂
I 

4916 土師器 高杯 ，ー 12.6 浅黄橙色(7.5YR8/3) 細砂、粗砂

＇ 
4917 土師器 高杯 15 2 灰白色(7.5YR8/2) 細砂
， 

4918 土師器 裔杯 13 6 浅黄橙色(10YR8/3) 細砂、粗砂

＇ 
4919 土師器 手捏ね鉢 3 8 鈍橙色(7.5YR7/3) 細砂
I 

4920 土師器 甑 27. 2 10. 0 灰白色(7.5YR8/2) 細砂、粗砂 底部穿孔 3個確認（推定5個）
I 

4921 土師器 甑 28.6 灰白色(lOYRB/2) 細砂、粗砂 表面格子目タタキ（後ハケメ）
—一.., •.• 

4922 土師器 甑 —• 淡橙色(5YR8/4) 細砂
最大長6.5cm・ 最大幅2.5cm・ 最大厚27 
cm 

4923 須恵器 杯蓋 11 2 一・ 5 0 灰白色(N7/) 細砂、粗砂 ロクロの回転左
-・・. 

4924 須恵器 杯蓋 12 1 5 7 灰色(N5/) 細砂
ロクロの回転方狗不明 つまみ部あたり

に自然釉

4925 須恵器 有蓋短頚壺 7.5 6.9 灰色(N6/) 細砂、粗砂 重ね焼痕 ロクロの回転右

4926 土師器 甕 -- 灰白色(7.SYRB/2) 細砂 二次焼成をうけている

4927 
竪穴住居170

土師器 甕 (12. 1) 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂

4928 土師器 甕 13. l 浅黄橙色(lOYRS/3) 細砂、租砂、礫

4929 土師器 甕 灰白色(75YR8/2) 細砂、粗砂、礫 ススC

4930 土師器 高杯 15. 5 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂
ー・ーー ・

4931 土師器 甑 (21. 1) ・- -- 鈍黄橙色{JOYR6/3) 細砂 黒斑BC

4932 須恵器 壺 黄灰色(25¥6/1) 細砂 表面格子目タタキ 黒斑B

4933 土師器 甕 15. 2 鈍橙色(75YR7 /3) 細砂
" 

4934 土師器 甕 15. 0 (25. 8) 明掲灰色(7.5YR7 /2) 細砂

4935 土師器 甕 04. 1) 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂 ススB
"● 9●'"'  

竪穴住居171
4936 土師器 甕 ，一 '' 鈍橙色(10YR7/2) 細砂、粗砂 ススB

4937 土師器 甕
淡橙色(5YR8/3)-

細砂 ススC
橙色(2.5YR7 /6) . 

4938 土師器 甕 7. 0 鈍橙色(75YR7 /3) 細砂 スス B?． 
4939 土師器 甕 10. 8 鈍黄橙色(10YR7/3) 細砂 スス B
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挿因 法蘊(cm)
掲載遣構名 種別 器種 色調 胎土 特徴

番号
ロ径 底径 器高

4940 士師器 小型甕 10 8 13 2 灰白色(75YR8/2) 細砂 スス C

4941 上師器 高杯 12 4 褐灰色(lOYR5/l) 細砂

4942 土師器 高杯 16 8 鈍橙色(5YR7/3) 細砂、粗砂

4943 士師器 高杯 17 0 鈍橙色{5YR7/3) 細砂 黒斑A?

4944 士師器 高杯 15.8 鈍橙色(10YR7/2) 細砂

4945 士師器 高杯 15. 2 鈍橙色(5YR7/3) 細砂

4946 士師器 高杯 (16. 2) 鈍橙色(7SYR7/3) 細砂

4947 士師器 高杯 17.6 鈍橙色(75YR7 /3) 細砂 黒斑A?

4948 土師器 高杯 16.8 鈍橙色(25YR6/4) 細砂

4949 士師器 高杯 19.8 淡赤橙色(25YR7/4) 細砂

4950 竪穴住居171 士師器 高杯 13.8 9.4 12. 7 淡赤橙色(2.5YR7 /3) 細砂

4951 土師器 高杯 14 8 10 8 (12. 5) 灰白色(lOYRS/1) 細砂

4952 土師器 高杯 10. 4 橙色(7.5YR7 /6) 細砂

4953 土師器 高杯 11 6 鈍橙色(5YR7/4) 細砂

4954 土師器 高杯 (11 2) 鈍橙色(5YR7/3) 細砂

4955 土師器 壺 (5 8) 鈍橙色(5YR7/3) 細砂、粗砂

4956 土師器 壺 7 8 明褐灰色(7.5YR7 /2) 細砂 スス B

4957 土師器 壺 7 6 7.4 鈍橙色(5YR7/3) 細砂

4958 土師器 小型甕 g 4 9.6 鈍橙色(75YR7 /3) 細砂 ススA

4959 土師器 鉢 7 8 鈍橙色(75YR7 /3) 細砂

4960 士師器 手捏ね鉢 7 7 4 7 鈍橙色(5YR7/3) 細砂、租砂 黒斑B

4961 須恵器 甕 (17 6) 灰色(N6/) 細砂 縄席文

4962 須恵器 甕 灰色(N6/) 細砂 縄席文 4961と同一個体？

4963 須恵器 甕 灰色(N6/) 細砂 縄熊文 4961~ 同一個体？

4964 土師器 小型壺 (6 6) 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂

4965 士師器 甕 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂、礫

4966 土師器 甕 15 3 灰褐色(7.5YR6/2) 細砂、粗砂｀礫

4967 土師器 甕 (15 2) 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、租砂

4968 土師器 甕 (14 8) 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂、礫

4969 土師器 甕 16 9 浅黄橙色(10YR8/3) 細砂、粗砂 ロ辱部凹線 1条

4970 土師器 甕 11 7 浅黄橙色(75YRS/4) 細砂、粗砂、礫

4971 土師器 壺 (14 2) 淡橙色(5YR8/4) 細砂、粗砂

4972 土師器 高杯 17 6 淡橙色(5YR8/4) 細砂、粗砂、礫 脚柱部透し孔 3個残(2個）
竪穴住居172

4973 土師器 面杯 (15 8) 9 2 浅黄橙色(75YR8/4) 細砂、粗砂

4974 土師器 高杯 16.4 淡赤橙色(25YR7/4) 細砂、粗砂

4975 土師器 高杯 (20. 0) 浅黄橙色(75YR8/3) 細砂、粗砂、礫

4976 士師器 高杯 (20 4) 浅黄橙色(7.5YR8/3) 細砂、粗砂

4977 士師器 高杯 (18 4) 浅黄橙色(75YR8/3) 細砂、粗砂

4978 士師器 高杯 (18. 4) 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂、粗砂、礫

4979 上師器 高杯 22. 6 淡橙色(5YR8/4) 細砂、粗砂、礫

4980 土師器 高杯 浅黄橙色(7.5YR8/6) 細砂、粗砂、礫

4981 士師器 高杯 灰白色(75YR8/2) 細砂

4982 土師器 高杯 橙色(5YR7/6) 細砂 脚柱部透し孔 3個

4983 士師器 手捏ね鉢 (3 3) 橙色(5YR7/6) 細砂｀粗砂

4984 ±師器 鉢 (18 0) 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂、礫

4985 土師器 甕 17 2 橙色(5YR6/6) 細砂

4986 土師器 高杯 19. 9 鈍橙色(7.5YR6/4) 細砂、粗砂

4987 土師器 高杯 18.2 11 4 14 5 鈍橙色(7.5YR6/4) 細砂 黒斑B

竪穴住居173
4988 土師器 高杯 12. 4 橙色(5YR7/6) 細砂

脚部透し孔 2個確認推定4方向？黒斑

C 

4989 士師器 高杯 灰白色(7.5YR8/2) 細砂

4990 士師器 高杯 (11. 4) 灰白色(lOYRS/1) 細砂 黒斑c

4991 須恵器 高杯 13.6 黄灰色(2.5Y6/l) 細砂

4992 須恵器 把手付椀 6.5 3. 6 7.2 青灰色(5B5/l) 細砂 I 
4993 竪穴住居174 土師器 小型罷 8.0 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂

4994 上師器 直口壺 7.8 l0.4 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂 ほぽ完形スス B

4995 土師器 小型壺 10 6 鈍黄橙色(10YR7/3) 細砂
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挿図 法量(cm)

I 掲載遺構名 種別 器種 色調 胎土 特徴
番号 ロ径 底径 器高

4996 土師器 小型壺 橙色(2.5YR6/6) 細砂、粗砂
--
4997 土師器 甕 橙色(25YR6/8) 細砂、粗砂
・・ • 一

4998 土師器 小型壺 10.3 鈍橙色(7.5YR7/4) 細砂、粗砂
． ．  

4999 士師器 小型壺 8 2 鈍橙色(7.5YR6/4) 細砂、粗砂、礫
.. 一•• ・・・
5000 土師器 甕 13. 7 鈍橙色(SYR6/4) 細砂、粗砂

5001 土師器 甕 14.2 鈍黄橙色(10YR7/2) 細砂、粗砂 肩部刺突文B3 肩部指頭圧痕残

5002 土師器 甕 17.2 鈍橙色(lOYRS/3) 細砂、粗砂、礫

5003 土師器 甕 L3.0 21 8 灰白色(7.5¥'RS/2) 細砂、粗砂、礫 黒斑BC
""'.  

5004 土師器 高杯 18 4 鈍橙色(7.5YR7/4) 細砂
・・・・----・ 
5005 土師器 高杯 15. 0 鈍黄橙色(10YR7/3) 細砂、粗砂

5006 士師器 高杯 15. 2 灰白色(lOYRB/2) 細砂、粗砂

5007 土師器 高杯 15. 2 橙色(2.5YR6/6) 細砂
• —―・・・・・

5008 ．士師器 高杯 17. l 12. 0 15 6 鈍橙色(5YR7/4) 細砂

5009 士師器 高杯 17.0 橙色(5YR6/6) 細砂、礫

5010 士師器 高杯 18 8 鈍黄橙色(lOYR7/4) 細砂、粗砂、礫
＇ 
5011 土師器 高杯 16 2 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂、礫
I 

5012 土師器 高杯 鈍褐色(7.5YR6/3) 細砂、粗砂,,_ 
5013 士師器 高杯 橙色(5YR7/6) 細砂 脚部透し孔 3個
• 一• 一＿＿

5014 竪穴住居174 土師器 高杯 鈍黄橙色(10YR7/2) 細砂 脚部透し孔 3個
—"" 

5015 士師器 高杯 11. 1 浅黄橙色(10YR8/3) 細砂、粗砂
—-·· 
5016 土師器 高杯 11. 4 明赤褐色(5YR5/6) 細砂、粗砂

5017 土師器 高杯 16.0 橙色 (5YR6/6) 細砂、粗砂

5018 土師器 高杯 12.6 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂__ .,., 

5019 土師器 小型壺 8 6 9 2 橙色(25YR6/8) 細砂、粗砂、礫

5020 土師器 小型壺 鈍黄橙色(10YR7/4) 細砂

5021 土師器 小型壺 7. 5 9. l 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂
’―... , 

5022 士師器 小型甕 9. 5 11. 2 橙色(7.5YR7/6) 細砂、粗砂 胴部穿孔 1個 ほぼ完形

5023 士師器 小型壺 6 3 7.9 鈍橙色(7.5YR6/4) 細砂、粗砂

5024 土師器 小型壺 7. 6 8.2 鈍橙色(7.5YR7 /3) 細砂、粗砂、礫 ススA
--・ 
5025 士師器 小型壺 7 8 8 7 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂、礫 黒斑AB?
'.  

5026 士師器 小型壺 10 3 10 9 明赤褐色(5YR5/6) 細砂、粗砂、礫

5027 士師器 小型甕 8 6 鈍黄橙色(10YR7/4) 細砂
'"●  "● 

5028 土師器 鉢 11. 4 浅黄橙色(75YR8/3) 細砂、粗砂
"—"'"' 

5029 土師器 小型壺 鈍赤褐色(5YR5/4) 細砂、粗砂
＇ 
5030 土師器 鉢 3 4 2. 1 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂 ほぽ完形

＇ 
5031 土師器 鉢 11 8 4. 2 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂
＇ 
5032 土師器 小型壺 9.4 明赤褐色(5YR5/6) 細砂、粗砂

5033 須恵器 高杯 (14 5) 灰白色(10¥7/1) 細砂、粗砂 内面仕上げナデ
I—.' 
5034 須恵器 甕 36 0 灰白色(NB) 細砂、粗砂、礫
I 竪穴住居175
5035 土師器 甕 12.8 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂 外面ハケメ後ミガキ？
I ・ ・ -

5036 士師器 甕 13.8 14 3 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂、礫

5037 土師器 甕 13.2 25 8 鈍橙色(5YR6/4) 細砂、粗砂、礫

5038 土師器 高杯 22.8 橙色(5YR6/8) 細砂
—, " 

5039 竪穴住居176 土師器 高杯 14 6 9 5 11 7 鈍黄橙色(IOYR6/3) 細砂、粗砂 脚部透し孔3個確認全体被熱

5040 士師器 高杯 16.9 橙色(7.5YR7 /6) 細砂、粗砂 全体被熱
—• • • 
5041 土師器 高杯 16.9 鈍黄橙色(IOYR7/4) 細砂、粗砂

5042 須恵器 杯蓋 (14 0) 灰色(N5/) 細砂、粗砂 ロクロの回転は右．．＿＿． 

5043 須恵器 杯蓋 14. 2 灰色(NS/) 細砂、粗砂 ロクロの回転は右
竪穴住居177

5044 須恵器 杯身 11 3 灰色(N5/) 細砂
',., ... , 

5045 製塩土器 浅黄橙色(75YR8/4) 細砂 面タタキ

5046 士師器 甕 14 0 鈍黄橙色(IOYR7/3) 精良、礫___ ,,_ 

5047 士師器 甕 14. 0 橙色 (25YR6/8) 細砂、礫

5048 竪穴住居178 上師器 長胴甕 鈍褐色(75YR5/3) 粗砂 格子タタキ（外面） スス___ ,, 

5049 土師器 高杯 15. 2 鈍黄橙色(IOYR7/3) 細砂、礫
．．． 

5050 土師器 高杯 14. 4 橙色(5YR7/8) 細砂 ヘソ突起

5051 須恵器 杯蓋 13. 6 灰白色(N7/) 細砂 厚みがある印象
’—• • 竪穴住居179

I壺5052 須恵器 灰色(N4/) 細砂 同心円タタキと平行タタキ 外面磨滅
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掲載迫構名 種別 器種 色調 胎土 特徴番号

ロ径 底径 器高

5053 須恵器 壺 淡黄色(25Y8/4) 細砂 同心円タタキと平行タタキ 外面磨滅
I 

5054 士師器 壺 13 0 橙色(7.5YR7 /6) 細砂、礫
' 
5055 土師器 甕 12 6 鈍褐色(7SYRS/3) 細砂

＇ 
5056 士師器 甕 15.2 鈍黄橙色(10YR7/2) 組砂、礫 ススA
I 

5057 士師器 甕 17.4 31. 2 鈍橙色(5YR6/4) 組砂 黒斑B
， 

5058 土師器 鉢 12.4 9 5 灰白色(SYRB/2) 細砂、礫 全体被熱
， 

5059 士師器 鉢 13.2 鈍褐色(75YR5/3) 細砂、礫
I 

5060 士師器 杯 11 4 5.0 灰白色(5Y7/1) 細砂、礫 ほぼ完形
＇ 
5061 土師器 甑 橙色(5YR7/8) 細砂
， 

5062 士師器 手捏ね鉢 5.8 4.2 明赤褐色(5YR5/8) 粗砂、礫
I 

5063 士師器 ？ 5 8? 橙色(2.5YR6/8) 細砂
＇ 
5064 士師器 高杯 22.。 橙色(5YR6/8) 細砂 全体被熱？

＇ 竪穴住居179
5065 士師器 高杯 14. 0 赤褐色(10R5/4) 細砂 肉外面全体被熱
I 

5066 士師器 高杯 14. 6 淡橙色 (5YR8/4) 細砂、礫
＇ 
5067 土師器 高杯 15. 0 鈍橙色(5YR7/3) 細砂 接合痕

5068 七師器 高杯 14. 0 橙色(5YR7/8) 細砂、礫 脚部接合部穿孔

5069 士師器 商杯 14. 4 11. 2 13. 4 橙色(5YR7/8) 細砂 ほぼ完形

5070 土師器 高杯 13. 5 鈍橙色(25YR6/4) 精良 脚の接合面放射状の刻み 全体被熱

5071 七師器 高杯 13. 0 赤橙色(lOR6/8) 精良 脚部透し孔 3個全体被熱

5072 士師器 高杯 14 0 橙色(25YR7 /6) 精良、礫 全体被熱

5073 土師器 高杯 5 4 黄橙色(7.5YR8/8) 細砂 透し孔 3個

5074 土師器 高杯 9 8 橙色(5YR7/6) 精良 脚の内側シボリメ

5075 土師器 高杯 10 0 橙色 (5YR7/6) 精良 脚の内側シボリメ ハケメ

5076 土師器 裔杯 10 0 橙色(5YR7/6) 細砂、礫

5077 土師器 甕 12.4 17 4 鈍赤褐色(5YR5/4) 細砂 体部内面ナデアゲ 黒班B・B

5078 士師器 高杯 14.9 9. 9 浅黄橙色(75YR8/6) 細砂 黒斑A・C

5079 竪穴住居180 士師器 高杯 (10. 4) 浅黄橙色(lOYRS/4) 細砂、粗砂、礫

5080 土師器 高杯 lL 6 
浅黄橙色(lOYR8/3)-

細砂、粗砂 透し孔
橙色(5YR7/6) 

5081 士師器 高杯？ 10. 7 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂

5082 須恵器 甕？ 灰白色(SY7/1) 細砂
＇ 竪穴住居181
5083 士師器 甕 赤橙色(lOR6/8) 細砂

5084 須恵器 杯身 12.2 灰白色(N7/) 細砂 ロクロの回転右
＇ 
5085 竪穴住居182 須恵器 壺 灰白色(SY7/1) 細砂

＇ 
5086 士師器 甕 (19. 9) 鈍橙色(75YR7 /4) 細砂、粗砂

5087 上師器 甕 15.6 鈍黄橙色(10YR7/3) 細砂
＇ 
5088 竪穴住居183 土師器 高杯 (19. 3) 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂、礫

＇ 
5089 士師器 高杯 13. 2 橙色(25YR6/6) 細砂、粗砂 脚部透し孔4個

5090 須恵器 壺？ 灰色(N5/) 精良
＇ 
5091 須恵器 壺？ 灰白色(2.5Y8/l) 細砂
I 

5092 須恵器 甕 灰色(75Y5/l) 細砂 傾き不詳
＇ 
5093 土師器 甕 16 5 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂、礫

＇ 
5094 土師器 罪- 9 3 12.3 橙色(5YR7/6) 細砂、礫 完形
， 

5095 土師器 小型壺 6 5 7.8 鈍橙色(5YR6/3) 細砂、粗砂 全体に歪み
＇ 
5096 士師器 高杯 鈍橙色(25YR6/3) 細砂
I 

5097 士師器 甕 11 0 12 9 鈍橙色(7.5YR7 /3) 細砂 スス B'
＇ 
5098 士師器 甕 11. 8 19 3 鈍黄橙色(10YR7/3) 細砂、粗砂

5099 竪穴住居184 士師器 小型壺 10.5 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂

5100 士師器 甕 (12. 0) 鈍橙色(2.5YR6/4) 細砂、粗砂

5101 土師器 甕 13.0 赤橙色(!OR6/6) 細砂、礫

5102 土師器 甕 15.4 淡黄色(2.5Y8/4) 細砂、礫

5103 土師器 甕 13.4 橙色(2.5YR7/8) 細砂、礫

5104 土師器 甕 19.8 蝉 (75YR7/6) 細砂、粗砂

5105 士師器 甕 19. 7 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂

5106 士師器 甕 13.6 黄灰色(2.5Y4/l) 細砂、粗砂

5107 土師器 甕 15.4 赤橙色(IOR6/6) 細砂、礫

5108 土師器 甕 14. 4 灰褐色(5YR5/2) 細砂、粗砂 黒斑B
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5109 土師器 甕 (18.4) -I橙色(7.5YR7/6) 精良、細砂、粗砂
卜，"'

5110 土師器 甕 (21. 5) '' 鈍橙色(75YR7/4) 細砂、粗砂、礫

5111 土師器 鉢 13. 5 8. 2 鈍黄橙色(lOYR7/4) 細砂、粗砂、礫 黒斑A・ 黒斑AB
， 

5112 土師器 手捏ね鉢 6.4 4. 4 4. 2 灰白色(10YR7/l) 細砂 黒斑ABC
＇ 

佃 I 5113 土師器 9.2 8. 0 3.5 鈍赤褐色(2.5¥'RS/4) 細砂、礫
＇ 
5114 土師器 手捏ね鉢 5.5 鈍黄橙色(10YR7/3) 細砂
I 

5115 土師器 手捏ね壺 6.6 6.8 鈍黄橙色(lOYR7/4) 細砂 完形

5116 土師器 椀 橙色(2.5YR6/6) 絹砂、粗砂、礫

5117 士師器 鉢 10. 4 6 5 灰白色(5YR8/2) 細砂、粗砂 完形黒斑B

5118 土師器 鉢 11. 4 淡黄色 (25¥8/3) 細砂 ほぽ完形黒斑B

5119 土師器 鉢 9.6 ．． 鈍橙色(5YR6/4) 細砂、礫 黒斑B
＇ 
5120 土師器 鉢 11. 8 8.4 浅黄橙色(IOYRS/3) 細砂、粗砂、礫 ほぼ完形

＇ 
5121 土師器 鉢？ 9 0 鈍橙色(7.5YR6/4) 細砂 平底鉢類似 内傾接合

＇ I細砂、礫5122 土師器 高杯 14.4 10 0 13. 7 橙色(5YR7/8) 脚の肉側がヘラケズリ
I 

5123 土師器 高杯 15 8 11 5 15 2 灰白色(lOYRB/2) 細砂 脚部透し孔3個確認
＇ 
5124 土師器 高杯 15.6 鈍橙色(75YR7 /3) 細砂 脚柱部透し孔 1個のみ

5125 土師器 高杯 (11 0) 灰白色(75YR8/2) 細砂 脚部透し孔3個確認

5126 土師器 高杯 鈍橙色(5YR7/3) 細砂 脚部透し孔3個確認

5127 土師器 高杯 14 0 9.0 10 0 赤色(lOR5/8) 細砂、礫 脚の内側ヘラケズリ
Iー一

5128 土師器 高杯 14.0 鈍橙色(25YR6/4) 細砂
I 

5129 土師器 高杯 14.8 鈍橙色(5YR7/3) 細砂
， 

5130 士師器 高杯 15. 6 浅黄橙色(7.5YR8/3) 細砂
' 
5131 土師器 高杯 18鳥， 橙色(5YR7/6) 細砂 脚柱部透し孔 1個残黒斑AB

5132 土師器 椀 (13 4) 鈍橙色(75YR7 /3) 細砂、粗砂 ロ縁歪み

5133 士師器 高杯 13 7 橙色(2.5YR6/6) 細砂 黒斑A

5134 土師器 裔杯 21 I 鈍橙色(75YR7 /4) 細砂、祖砂
ーー・・

5135 土師器 高杯 13 2 鈍橙色(5YR7/4) 細砂

5136 士師器 裔杯 10.0 橙色(2.5YR7 /0) 細砂 脚の内側ヘラケズリ 透し孔 1個

5137 
竪穴住居184

士師器 裔杯 10.2 淡橙色(5YR8/3) 細砂 脚の内側ヘラケズリ 透し孔 1個

5138 土師器 高杯 13.2 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂 脚部透し孔3個

5139 土師器 高杯 11.0 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂
＇ 
5140 土師器 高杯 -・ 11. 6 鈍橙色(5YR6/4) 網砂、粗砂

＇ 
5141 土師器 薔杯 —・ 11. 5 鈍橙色(75YR7 /4) 細砂
I 

5142 土師器 高杯 ．． 10 8 橙色(2.5YR6/6) 細砂 脚部透し孔 1個残
， 

5143 土師器 高杯？ 鈍黄橙色(10YR7/4) 細砂、粗砂、礫
＇ 
5144 土師器 甑 (28. 2) 浅黄色(2.5YR7/3) 細砂、粗砂、礫 黒斑A?

＇ 
5145 土師器 甑 浅黄色(2.5Y7 /3) 細砂
I 

5146 土師器 甑 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂、粗砂、礫

灰色(7.5Y4/1)-5147 須恵器 宮- 20.0 24.4 ォ9-7・黒色(3/1)
粗砂、礫

5148 士師器 壺 (12. 4) 橙色(5YR6/6) 細砂

5149 土師器 壺 (12. 0) 橙色(2.5YR6/6) 細砂、粗砂

5150 土師器 甕 (12. 2) 
鈍橙色(5YR6/4)-

細砂、礫
橙色(6/6)

5151 土師器 甕 (17. 6) 鈍橙色(7.5YR7 /4) 紺砂

鈍黄橙色 (10YR7/2~
5152 土師器 甕 (14. 7) 

7/3) 
粗砂、礫

5153 土師器 甕 07. 4) ● 9 灰白色(LOYRB/2) 粗砂、礫
， 

5154 士師器 甕 (IO. 5) 12.5 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂 黒斑c・
灰色(5Y6/1)5155 土師器 高杯 (14. 1) 
鈍黄橙色(10YR7/3) 

粗砂、礫

5156 土師器 高杯 (14.8) 赤色(lORS/6) 細砂
1一，

5157 土師器 高杯 14. 3 浅黄橙色(7.5YR8/4) 粗砂
＇ 
5158 士師器 裔杯 (16. 8) (11. 5) 14 4 橙色(5YR6/8) 細砂

5159 土師器 高杯 (11 0) 鈍黄橙色(10YR7/3) 粗砂、礫
＇ 
5160 土師器 高杯 (13 6) 橙色(5YR7/8) 粗砂、礫 黒斑A・B

橙色(7.5YR7/4)-
5161 土師器 涵杯 14 8 

橙色(5YR6/6)
粗砂、礫

＇ 
5162 土師器 高杯 13 3 橙色(7.5YR7 /6) 細砂 精製粘土
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5163 土師器 高杯 (14. 1) "" 明黄褐色(10YR7/6) 細砂
＇ 
5164 土師器 涵杯 10. 6 明赤褐色(25YR5/6) 細砂

＇ 
5165 士師器 椀 (9 5) 鈍橙色(7.5YR7/4) 網砂
, .. ,' 

5166 土師器 椀 11. 9 鈍橙色(7.5YR7 /4) 粗砂、礫
竪穴住居184

5167 須恵器 杯身 13. l 10.0 4. 3 灰白色(N7/) 細砂 焼成やや軟質

5168 土師器 杯 8 6 5 7 4. 3 鈍黄橙色(IOYR7/2) 粗砂、細砂 ススA? 黒斑A・B・C

5169 土師器 鉢 5 8 5. 6 灰白色(25¥8/1-8/2) 粗砂 ほぼ完形黒斑B・C
＇ 
5170 土師器 甑 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂、礫

5171 須恵器 甕？ 灰白色(N7/) 細砂 体部沈線縄席文
I 

5172 上師器 甑？ 浅黄橙色(75YR8/4) 細砂、粗砂
＇ 
5173 土師器 甕 19. 2 橙色(2.5YR6/8) 細砂、粗砂

5174 士師器 甕 13. 4 鈍橙色(7.5YR6/4) 細砂

5175 上師器 甕 14.4 浅黄橙色(7.5YR8/3) 細砂、粗砂

5176 士師器 壺 IL 2 15 8 橙色 (75YR7 /6) 細砂 須恵器的な土師器 ほぼ完形

5177 
竪穴住居185

士師器 甑 16. 2 28.0 鈍橙色(7.5YR7/4) 細砂、粗砂 底部穿孔10個 ほぼ完形
＇ 

5178 士師器 甑 22 1 22.5 灰白色(lOYRB/2) 細砂、粗砂 底部穿孔黒斑B・B
I 

5179 士師器 甕 12 7 18. 1 鈍橙色 (75YR7 /4) 細砂
＇ 

5180 土師器 喬杯 20.5 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂、粗砂
底部脚部貼付痕 ロクロの回転右須恵
器の技法で作られた±師器

＇ 
5181 須恵器 高杯 16.4 10.0 12. 9 灰色(N6/) 細砂 土師器の形態• 技法で作られた須恵器

＇ 

5182 土師器 高杯 11 2 灰白色(10YR8/1) 網砂、粗砂

5183 竪穴住居186 須恵器 壺？ 7 7 灰色 (N6/) 網砂 内面自然釉

5184 須恵器 杯身 12 4 灰色(N6/) 組砂
＇ 
5185 須恵器 壺？ 灰色(N4/) 細砂、粗砂 表面自然釉 3本傾き不詳
I 

5186 竪穴仕居187 士師器 甕 (19. 8) 橙色(25YR6/8) 細砂、粗砂
＇ 
5187 士師器 甕 23.9 橙色(25YR6/6) 細砂 胎土金雲母が目立つ， 

5188 士師器 甕 橙色(25YR6/6) 細砂 スス

5189 須恵器 杯蓋 13.4 灰色(N6/) 細砂、礫I ロクロの回転右？
＇ 
5190 須恵器 壺 (23. 5) 灰白色(10¥7/1) 細砂 外面自然釉 口頸部外面 1条の鈍い突帯， 

5191 士師器 空士 褐灰色(7.5YR5/1) 細砂 スス B
＇ 

5192 土師器 甕？ 11. 0 浅黄橙色(75YR8/4) 細砂
I 

5193 土師器 甕 14. 2 22. 4 鈍橙色(75YR7 /4) 細砂、粗砂 黒斑A
＇ 
5194 上師器 甕 (14 9) 30.8 鈍褐色(75YR6/3) 細砂、粗砂
I 竪穴住居188
5195 上師器 甕 19 1 鈍橙色(75YR7/4) 細砂、粗砂

＇ 
5196 士師器 甑 20 2 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂、礫 ロ縁～胴部楕円形 ススA

＇ 
5197 士師器 高杯 16 8 10. 3 12. 0 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂 黒斑A・C

＇ 

5198 土師器 高杯 16 0 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂、礫
I 

5199 土師器 高杯 14 9 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂 内面暗文？
＇ 
5200 土師器 高杯 14 6 灰白色(10YR8/2) 細砂、粗砂 外面丹塗り痕？

5201 須恵器 杯蓋 (14 5) 灰白色(10YR8/2) 細砂 焼成不良

5202 須恵器 杯蓋 12 7 3 8 灰色(6/) 細砂、粗砂 全体歪み苫しい

5203 竪穴住居189 須恵器 杯蓋 (12. 6) 灰白色(7.5Y7 /1) 細砂

5204 須恵器 壺？ 10. 2 灰色(N5/) 細砂

5205 土師器 手捏ね鉢 (4. 7) 3. 7 灰白色(lOYR8/l) 細砂、粗砂、礫

5206 土師器 壺 11. 4 橙色(5YR7/6) 細砂
I 

5207 土師器 甕 12. 6 17.8 鈍赤褐色(5YR5/3) 細砂、粗砂、礫
＇ 
5208 土師器 甕 14. 4 橙色(7.5YR7 /6) 細砂、粗砂

＇ I土師器5209 甕 15. 7 鈍橙色 (75YR7 /4) 細砂、粗砂 スス B?， 
5210 土師器 甕 13. 4 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂、礫
， 

5211 士師器 甕 (13 5) 鈍黄橙色(10YR6/3) 細砂、粗砂
I 

5212 竪穴住居190 士師器 高杯 15.4 12. l 12.8 灰白色(10YR8/2) 細砂 黒斑c
， 

5213 土師器 高杯 16.9 橙色(2.5YR6/8) 細砂、粗砂、礫 胎土砂粒多い
， 

5214 土師器 高杯 14. 1 浅黄橙色(7.5YR8/4) 細砂
' 
5215 士師器 1高杯 19.6 鈍橙色(75YR7 /4) 細砂、粗砂、礫

5216 土師器 高杯 15. 0 明赤褐色{2.5YR5/8) 細砂、粗砂、礫 胎士砂粒多い

5217 土師器 高杯 14. 7 明赤褐色{2.5YR5/6) 細砂、粗砂、礫 胎士砂粒多い

5218 土師器 高杯 14.8 I - 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂、礫
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5219 土師器 高杯 11. 1 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂、礫 脚部透し孔3個胎土砂粒多い

5220 土師器 高杯 11. 2 橙色(2.5YR7 /6) 細砂、粗砂、礫 脚柱部透し孔3個
'" .... 
5221 土師器 高杯 " (12 6) 鈍赤褐色(5YR5/4) 細砂
＇ 
5222 士師器 ｀ 高杯 .. 一 11.4 浅黄橙色(7.5YR8/3) 細砂、粗砂

5223 土師器 高杯 11. 2 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂

5224 土師器 高杯 10. 0 橙色(2.5YR6/8) 細砂、粗砂
--- 竪穴住居190
5225 土師器 高杯 12.D 鈍橙色(5YR6/4) 細砂

5226 士師器 鉢 10.9 --・ 9. 1 橙色(25YR6/6) 細砂、粗砂 ほぽ完形

5227 土師器 平底鉢 (14. l) 橙色(5YR6/6) 細砂、祖砂 タタキ成形（外面格子目タタキ）

5228 土師器 杯 15.8 10.9 5.0 橙色(5YR7/6) 細砂
"一一ー・
5229 製塩士器 鈍橙色(5YR6/4) 細砂 外面平行タタキ

5230 士師器 甑 ● " " 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂

5231 須恵器 杯蓋 14. 2 灰白色(N7/) 精良
体部歪み著しい 口縁端部特徴的天井
部変形

5232 須恵器 杯蓋 12.9 灰色(N6/) 細砂
'. 

5233 須恵器 杯身 10.2 灰色(N6/) 細砂

5234 須恵器 杯身 10.2 5.0 灰色(N6/) 細砂、粗砂 ロクロの回転左
"' 

5235 須恵器 壺 ．．．． 灰色(N5/) 細砂、粗砂 裔部？自然釉

5236 須恵器 亜- 灰色(N6/) 細砂 タタキ成形 内面詞心円文

5237 土師器 甕 11 1 14 3 鈍黄橙色(lOYR6/3) 細砂、粗砂 ロ縁部歪み著しい

5238 土師器 甕 20. 1 30.9 鈍褐色(7.5YR5/4) 細砂、粗砂 無斑B

5239 土師器 高杯 21. 0 鈍橙色(5YR7/4) 細砂｀粗砂 杯部内面暗文脚柱部透し孔 1個残

5240 土師器 高杯 16.3 鈍橙色(5YR6/4) 細砂、粗砂

5241 土師器 高杯 11. 4 橙色(2.5YR6/8) 細砂、粗砂
I 竪穴住居191
5242 土師器 高杯 12. 2 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂,,.,.,. 
5243 土師器 高杯 9. 8 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂
， 

5244 土師器 高杯 橙色(25YR6/6) 細砂

5245 土師器 高杯 橙色(25YR6/6) 細砂、粗砂

5246 土師器？ 平底鉢 12. 0 7 0 10.8 浅黄橙色(7.5YR8/4) 細砂、粗砂、礫 黒斑c

5247 須恵器 長胴甕 浅黄橙色(lOYRS/4) 細砂、粗砂
外面格子目タタキ 5248と同一個体傾
き不詳

5248 須恵器 長胴甕 浅黄橙色(10YR8/4) 細砂、粗砂 外面格子目タタキ 頷き不詳

5249 土師器 椀 9 2 6 7 4 2 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂

5250 土師器 手捏ね鉢 6.0 4 1 鈍黄橙色(10YR7/4) 細砂

5251 製塩土器 " 褐灰色(10YR4/l) 細砂 外面タタキ

5252 土師器 甑 (22. 6) 橙色(2.5YR6/6) 組砂、粗砂 ロ縁部歪み

5253 須恵器 杯蓋 (12. 8) 灰色(NG/) 細砂 自然釉天井部静止ケズリ

5254 須恵器 杯蓋 (13. 0) 灰色(NS/) 細砂

5255 須恵器 杯身 12.0 灰色(NG/) 細砂、礫 ロクロの回転左焼き歪み？

5256 須恵器 杯身 10. 3 灰色(N6/) 細砂

5257 須恵器 杯身 (10. 4) 灰色(5Y6/1) 細砂、粗砂 ロクロの同転左 ケズリは右方向

5258 須恵器 杯身 9. 5 灰白色(N7/) 細砂、粗砂 ロクロの回転左

5259 須恵器 杯身 11. 1 青灰色(5PB6/1) 細砂、粗砂 ロクロの回転左

5260 須恵器 杯身 10.6 灰色(N6/) 細砂 底体部外面火欅

5261 須恵器 杯身 12.4 灰白色(N7/) 細砂

5262 須恵器 杯蓋 02. 7) ．．． 5 2 灰白色(N7/) 細砂、粗砂 つまみ径3.15cm 

5263 竪穴住居190・ 須恵器 高杯 10.0 灰白色(N7/) 細砂 脚部に透し孔4か所 ロクロの回転右
191 

5264 須恵器 高杯 灰色(N5/) 細砂、粗砂
胴部波状文 6本を 1条とする線 1条 沈

線 2条

5265 須恵器 涵杯 11. 7 灰白色(5Y7/1) 精良 杯部波状文脚部透し孔4個

5266 須恵器 涵杯 9.2 灰白色(N7/) 細砂 脚部透し孔 3方向？

5267 須恵器 高杯 11 2 灰白色(N7/) 細砂 脚部透し孔4か所

5268 須恵器 超？ -l - 灰色(N5/) 細砂 胴部？波状文
''  

5269 須恵器 壺？ " 青灰色(5B5/1) 細砂

5270 須恵器 壺？ "' 灰色(N6/) 細砂

5271 土師器 甕 12 8 明赤褐色(25YR5/6) 細砂、粗砂

5272 土師器 甕 14. 8 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂

5273 土師器 甕 16. 2 鈍橙色(7.5YR7/4) 細砂
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5274 土師器 高杯 (17 2) 橙色(25YR6/6) . 細砂、粗砂
I 

5275 土師器 面杯 9 9 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂 透し孔 3個残
I 

5276 土師器 高杯 11 5 明赤褐色(25YR5/8) 細砂、粗砂
I , 

5277 上師器 高杯 (10 3) 鈍橙色(75YR7/4) 細砂、礫 透し孔 1個残黒斑c
I 

竪穴住居190・
5278 191 

土師器 商杯 10.4 橙色(5YR7/6) 細砂 脚部透し孔 2個確認
I 

5279 士師器 椀 12 9 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂、粗砂

＇ 
5280 土師器 甑 浅黄橙色(75YR8/4) 組砂、粗砂

＇ 
5281 土師器 手捏ね鉢 5 0 4 3 橙色(5YR6/6) 組砂、粗砂、礫
I 

5282 土師器 手捏ね鉢 4.0 4. 5 橙色(5YR7/6) 細砂 黒斑c

5283 竪穴住居192 土師器 高杯 16 8 鈍橙色(5YR7/4) 粗砂

5284 士師器 甕 (14 6) 鈍赤褐色(5YR4/4) 細砂、粗砂、礫

＇ 
5285 士師器 甕 14 6 鈍橙色(5YR6/4) 細砂｀粗砂、礫

＇ 
5286 土師器 高杯 (18 6) 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂
' 
5287 土師器 高杯 (17. 1) 鈍黄橙色(10YR7/4) 細砂、粗砂
I 竪穴住居193
5288 土師器 高杯 17.2 鈍橙色(75YR6/4) 細砂、粗砂
I 

5289 士師器 高杯 明赤褐色(25YR5/6) 細砂、粗砂、礫
I 

5290 土師器 高杯 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂、粗砂

5291 士師器 鉢？ 12 0 鈍橙色 (75YR7 /4) 細砂

5292 土師器 小型丸底壺 11. 2 15 3 鈍黄橙色(10YR7/2) 細砂 完形黒斑s-c
＇ 
5293 土師器 小型丸底壺 12 2 鈍橙色 (75YR7 /4) 礫
I 

5294 土師器 小型丸底壺 橙色 (2.5YR6/8) 粗砂 黒斑B~C
I 

5295 土渡425 土師器 小型丸底壺 11 0 9 4 橙色 (7.5YR7 /6) 細砂
I 

5296 土師器 小型丸底壺 橙色(5YR7/6) 礫
I 

5297 上師器 小型丸底壺 鈍橙色(5YR6/4) 細砂

＇ 
5298 士師器 高杯 18.2 橙色(25YR6/6) 細砂

5299 土師器 甕 12 3 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂

＇ 
5300 土漿426 土師器 甕 14 4 灰白色(5YR8/2) 細砂
I 

5301 土師器 甕 灰白色(5YR8/2) 細砂 黒斑AB•C

5302 須恵器 高杯 10.0 灰色 (5¥5/1) 粗砂 透し孔数不明
I 土漿430
5303 須恵器 高杯 9. 5 灰色(5Y5/l) 粗砂 透し孔 2個残 自然釉

5304 士師器 罪- 19. 3 鈍黄橙色(10YR7/3) 細砂 内面スス

5305 士l/1/431 土師器 甕 10 4 鈍黄橙色(10YR7/3) 細砂

5306 土師器 甕 11. 9 鈍黄橙色(10YR7/2) 細砂、粗砂

5307 士壊435 土師器 甕 鈍黄橙色(10YR7/3) 細砂、粗砂

5308 上師器 鉢 淡赤橙色 (25YR7 /4) 細砂
溝39

5309 士師器 甑 浅黄橙色 (75YR8/3) 細砂 把手

5310 須恵器 杯蓋 12 6 黄灰色 (2.5Y6/l) 細砂 内而同心円当具 砂粒左方向

5311 須恵器 杯身 10 7 褐灰色(10YR6/l) 細砂 砂粒右方向

5312 溝40 士師器 甕 17 0 灰白色(10Y8/I) 細砂

5313 土師器 甑 (25 0) 淡橙色(5YR8/4) 細砂 スス B

5314 土師器 甑 20.8 橙色(5YR7/6) 組砂

5315 溝42 須恵器 杯身 13.0 灰白色(7.5Y7 /1) 細砂

5316 士師器 且~ 16 9 明褐灰色(7.5YR7/2) 細砂

5317 土師器 壺 (21 5) 鈍黄橙色(IOYR6/4) 細砂

5318 士師器 壺 (17. 0) 明褐灰色(75YR7 /2) 細砂

5319 土師器 壺 19 2 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂、粗砂

5320 士師器 空-±, I (18 O) 鈍黄橙色(10YR6/4) 細砂

5321 土師器 空一 14.0 灰白色(10YR8/2) 細砂、粗砂 黒斑A・B

5322 土師器 壺 16. 7 ~ I鈍黄橙色 (lOYR7/3) 細砂、粗砂

5323 河道 7下暦 士師器 壺 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂、礫

5324 士師器 亜- 6 8 9軍 2 橙色(25YR6/6) I細砂 完形

1I 10, .8 , I I --

5325 土師器 甕？ 橙色(2.5YR6/6) 細砂

5326 土師器 壺 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂、礫 黒斑ABC
I 

5327 土師器 空- 88 - 8. 7 浅黄橙色 (10'\'~8/3) 細砂 スス B
I 

-I -5328 士師器 壺 7. 6 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂、礫
I 

5329 ±師器 壺 (6. 3) (7. 7) 橙色(7.5YR6/6) 細砂、粗砂 黒斑BC

贔 士師器 壺 7 l 橙色(2.5YR6/6) I細砂、粗砂
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5331 士師器 甕 12.0 鈍黄橙色(JOYR7/2) 細砂
＇ 

5332 土師器 甕 l l. 8 鈍橙色(5i'R7/4) 細砂

5333 土師器 甕 13.6 鈍黄橙色(10YR7/2) 細砂、粗砂 I ー，

5334 士師器 甕 ll. l 鈍橙色(7.5¥'R7/4) 細砂 黒斑B?

5335 士師器 甕 (16. 7) ー・ 赤橙色(10R6/6) 細砂．． 

5336 土師器 甕 (13. 4) 24 5 鈍橙色(2.5YR6/4) 細砂、粗砂 黒斑A•B•C

5337 土師器 甕 11. 0 " 鈍橙色(7.5YR6/4) 細砂、粗砂,. —•• 
5338 土師器 甕 12.。.. 鈍褐色(7SYR6/3} 細砂、粗砂
, —" 
5339 土師器 甕 12.6 鈍橙色(5i'R6/3} 細砂、粗砂

＇ 

5340 土師器 甕 12.4 鈍橙色(75YR7/3) 細砂、粗砂、礫 スス
l一"
5341 土師器 甕 12.8 — I I鈍橙色(75YR7/3) 細砂、粗砂、礫
I,,., 

5342 上師器 甕 13.4 -- — 浅黄橙色(75YR8/6) 細砂、粗砂
一•

5343 土師器 甕 14 0 灰褐色(5YR5/2) 細砂、粗砂、礫

5344 土師器 甕 15 0 灰褐色(5YR5/2) 細砂
ー・

5345 土師器 甕 15.9 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂
"'""' 

5346 士師器 甕 16. 9 鈍橙色(5YR6/4) 細砂、粗砂

5347 土師器 甕 13. 8 
褐灰色(10YR6/l)-

細砂、粗砂灰白色(10YR8/1)
I , 

5348 土師器 甕 15 0 鈍褐色(7.5YR6/3) 細砂、粗砂、礫 スス A
"" 

5349 土師器 甕 14 6 鈍黄橙色(10YR6/4) 細砂、粗砂、礫 黒斑B?
, 53—5" 0 

土師器 甕 (16 0) —• 鈍黄橙色(lOYR7/2) 細砂，．．． 

5351 土師器 甕 18 1 鈍赤褐色(5YR5/3) 細砂、粗砂， 

5352 土師器 甕 19 0 " 鈍褐色(7.5YR6/3) 細砂、粗砂、礫
’’’  

5353 土師器 甕 18.2 灰白色(lOYRB/2) 細砂

5354 土師器 甕 17.4 鈍黄橙色(10YR7/3) 細砂、粗砂、礫 スス B'．．． 

5355 土師器 甕 15.4 鈍橙色(75YR7 /3) 粗砂 スス B', .. 

5356 土師器 甕 21 0 灰白色(10YR8/2) 粗砂
胴部外面平行タタキ後カキメ 須恵器の
成形調整,, 

5357 土師器 甕 13 3 21 7 浅黄橙色(10YR8/4) 細砂、粗砂
I, 

河道 7下層
5358 士師器 甕 13 6 21 5 橙色(25YR7/6) 細砂、粗砂 黒斑,, __ , 

5359 土師器 甕 15.2 25 7 鈍橙色(5YR7/4) 細砂 黒斑A
I , 

5360 士師器 甕 13.4 鈍橙色(5YR7/3) 細砂、租砂 スス B
I "' 

5361 土師器 甕 15.2 鈍橙色(5YR7/4) 細砂 黒斑B',,_, 

5362 土師器 壺 7 3 8.8 鈍橙色(5YR7/4) 細砂 完形黒斑A

5363 士師器 壺 8 4 7.9 橙色(5YR7/6) 細砂 完形

5364 士師器 甕 11 8 褐色(75YR4/3) 細砂、粗砂
""' 

5365 土師器 甕？ 9. 5 14 0 浅黄橙色(75YR8/4) 細砂、粗砂、礫 ほぼ完形黒斑BC

5366 土師器 甕 10. 4 14 0 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂—., 
5367 土師器 甕 13. 8 9 ● 黄橙色(10YR8/6) 粗砂、礫 径が不確かススB

5368 土師器 甕？ 鈍褐色(7.5YR6/3) 細砂 外面線刻 上下傾き不詳
ト"

5369 土師器 甕？ ,. 褐色(7.5YR4/3) 細砂 外面線刻上下傾き不詳,,., 

5370 土師器 高杯 12 2 鈍橙色(5YR6/4) 細砂、租砂

5371 土師器 高杯 15.0 ー・・ 鈍褐色(7.5YR6/3) 細砂• •—• 
5372 士師器 裔杯 17.0 一• • 淡赤橙色(2.5YR7/3) 細砂、粗砂
I , 

5373 士師器 高杯 16 6 13 4 浅黄橙色(7.SYRB/3) 細砂、祖砂、礫
一・

5374 土師器 高杯 16 0 鈍橙色(5YR7/3) 細砂
•一"

5375 土師器 高杯 16.4 l L 8 (13. 8) 浅黄橙色(7.5YR8/4) 細砂
'"● 9 

5376 土師器 高杯 18. l 鈍褐色(75YR6/3) 細砂 脚部透し孔 2方向確認-・・ 
5377 土師器 高杯
—· 

19.5 鈍赤褐色(5YR5/4) 細砂、粗砂 j 
5378 士師器 高杯 16.4 ... 鈍橙色(7.5YR7/3) 細砂
'' 

5379 土師器 高杯 19.0 12.6 14. 7 
浅黄橙色(lOYRB/4)-

細砂、粗砂、礫
橙色(2.5YR6/8) トーー

5380 土師器 高杯 23.0 14尋， 15.8 鈍黄橙色(10YR6/3) 細砂、粗砂
・ー・

5381 士師器 高杯 20.6 鈍褐色(7.5YR5/4) 細砂、粗砂、礫

5382 土師器 高杯 20 1 褐灰色(75YR5/l) 細砂、粗砂',_ 

5383 土師器 高杯 15.8 灰黄褐色(10YR6/2) 細砂

5384 土師器 高杯 17 4 12 0 12. 8 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂 ほぼ完形
•一

5385 土師器 高杯 15. 1 —• 橙色(7.5YR6/6) 細砂、粗砂、礫 胎土砂粒多い
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5386 士師器 高杯 15. 7 11. 0 12. 7 橙色(2.5YR6/8) 細砂、粗砂、礫 脚部透し孔 3方向確認黒斑A卜＿＿＿
5387 土師器 高杯 13. 9 9.4 12.3 鈍橙色 (75YR6/4) 細砂、粗砂
， 

5388 土師器 高杯 15. l 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂、礫
， 

5389 土師器 高杯 16.0 鈍橙色(5YR6/4) 細砂
—""" 
5390 土師器 高杯 15 2 10. l 13 6 橙色(5YR7/6) 細砂、祖砂 黒斑A

5391 土師器 高杯 橙色(2.5YR6/6) 細砂、粗砂 黒斑
·——.. 
5392 土師器 高杯 11 8 灰白色(10YR8/2) 細砂、粗砂

5393 土師器 高杯 12 5 橙色(5YR6/8) 細砂、粗砂
.,.,.,, 

5394 土師器 裔杯 12 6 鈍橙色(7.5YR7 /3) 細砂、粗砂

5395 土師器 高杯 10 3 鈍橙色(7.5YR7 /3) 細砂、粗砂
_,.,,." 

5396 土師器 高杯 9 6 灰白色 (10YR7/1) 細砂、粗砂

5397 土師器 高杯 10 5 鈍橙色 (75YR7 /3) 細砂、粗砂，礫__ ,,' 

5398 土師器 高杯 11 2 灰褐色(5YR6/2) 細砂、粗砂 黒斑

5399 土師器 高杯 11. 2 灰白色(lOYRB/2) 細砂

5400 土師器 高杯 11. 3 橙色(2.5YR6/6) 細砂、粗砂
．． 

5401 土師器 高杯 (12. 7) 橙色(2.5YR6/6) 細砂、粗砂

5402 土師器 高杯 12 4 浅黄橙色(lOYRB/4) 細砂、粗砂、礫

5403 士師器 高杯 """ l l. 3 浅黄澄色(10YR8/3) 細砂、粗砂、礫
河道 7下層

5404 土師器 高杯 11 9 浅黄橙色(7.5YR8/3) 細砂、粗砂、礫 スス C
•一

5405 士師器 高杯 11 8 灰白色(75YR8/2) 細砂、粗砂 外面ナデ仕上げ

5406 土師器 高杯 10. 0 褐灰色(10YR5/l) 細砂、粗砂
'""" 

5407 土師器 高杯 (12. 5) 鈍橙色(5YR6/4) 細砂、粗砂

5408 土師器 高杯 10 6 橙色(25YR6/6) 細砂 透し孔3個

5409 土師器 高杯 10 6 鈍橙色(7.5YR7/4) 細砂 透し孔3個

＇ 

5410 土師器 高杯 12 1 橙色(25YR6/6) 細砂 脚柱部透し孔 3方向確認
, .... 

5411 土師器 高杯 8 6 灰白色(2.5YS/2) 細砂 透し孔3個
I 

5412 士師器 高杯 10.8 7. 5 8 7 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂 全体著しく歪んでいる
I 

5413 土師器 高杯 17. 0 12 9 13 8 浅黄橙色(7.5YR8/4) 細砂、粗砂 ロクロ成形？ 須恵器の作り ほぽ完形

＇ 

5414 土師器 鉢 10 6 褐灰色(75YR5/l) 組砂 黒色磨研風
， 

5415 土師器 鉢？ (15. 8) 褐灰色(75YR4/l) 細砂、粗砂
' 
5416 土師器 鉢？ 11 9 10.0 赤色(10R5/6) 細砂、祖砂、礫 ロ径歪み外面全体被熱黒斑AB

, ___ 

5417 土師器 手捏ね椀 7. 7 6 6 橙色(25YR6/6) 細砂、粗砂
I 

5418 土師器 手捏ね鉢 6.8 6 0 鈍橙色 (75YR6/4) 細砂
I• 一

5419 土師器 手捏ね鉢 7 7 3 9 鈍橙色(5YR6/4) 細砂

＇ 

5420 土師器 手捏ね鉢 (5 0) 3 8 鈍橙色 (75YR7 /4) 細砂 ロ縁部著しく歪む ほぼ完形

＇ 

5421 土師器 手捏ね鉢 4 2 3. 5 橙色(2.5YR6/6) 細砂、粗砂

5422 土師器 均 8 I 鈍橙色(7.5YR7/4) 細砂
トー—•

5423 士師器 均 6 8 10. 5 鈍黄橙色(lOYR7/2) 細砂、礫
I 

5424 土師器 埒 8.3 8 5 浅黄橙色 (75YR8/3) 細砂、粗砂 ほぼ完形
1 ...... , 

5425 土師器 埒 9 0 8 8 鈍橙色(5YR7/4) 細砂 内面ユビナデ ほぽ完形

' 
5426 土師器 壺 10 7 鈍橙色(75YR7/4) 細砂 スス A'

5427 土師器 甕 12 7 橙色(5YR6/6) 細砂 黒斑A

5428 土師器 甕 15 2 灰白色(75YR8/1) 細砂 スス A

5429 土師器 甕 14. 1 淡橙色(5YR8/4) 細砂、粗砂
河道 7中層

5430 土師器 甕 (15. 0) 鈍檻色(7.5YR7 /3) 細砂、粗砂、礫

5431 土師器 甕 16 0 浅黄橙色(10YR8/3) 細砂

5432 土師器 高杯 (10. 5) 鈍橙色(75YR7 /3) 細砂、粗砂

5433 土師器 高杯 24 4 13. 7 16 2 灰臼色(75YR8/2) 細砂、粗砂

5434 土師器 高杯 20.8 13 l 16 5 橙色(7.5YR6/6) 細砂、粗砂 透し孔 3個残

5435 土師器 高杯 12 2 橙色(2.5YR6/6) II 細砂、粗砂 透し孔3個残
" 

5436 士師器 高杯 18.2 淡赤橙色(25YR7 /4) 細砂、粗砂、礫 黒斑B

5437 I士師器 台付鉢 12 0 5.2 9.2 淡橙色(5YR8/3} 細砂 内面ハケ状工具ナデ

5438 須恵器 韮- " 灰色(N4) 細砂 波状文組紐文

5439 須恵器 甕 灰色(N6/) 微砂 表面タタキメ

5440 河道 7上層 土師器 空一量＝ 16.4 34. 6 l灰白色(7.5YR8/2) 細砂、粗砂 ほぼ完形黒斑B・BC
'"""" 

5441 土師器 甕 (I 6. 0) (35 0) 淡赤橙色(2.5YR7/3) I細砂
スス B

＇ 

- I橙色(5YR7/6) l 5丑2 士師器 壺 15.0 細砂、粗砂
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角田調査区土器観察表

挿図

I 
法量(cm)

特徴掲載遺構名 種別 器種 色調 胎士番号
ロ径 底径 器高

5443 土師器 壺 I rn 2 淡橙色(5YR8/4) 細砂 lスス B 黒斑AB・-
8.5 j~ 5444 士師器 互中 8.4 淡赤橙色(2.5¥'R7/4) 細砂 i内面ユピナデ ほぽ完形'. 

5445 土師器 壺 8 6 10.2 鈍赤褐色{5YR5/4) 細砂、粗砂、礫 黒斑AB
＇ I壺 -I - I細砂、粗砂、礫5446 土師器 橙色(5YR6/6) 穿孔（人為的かは不詳） 胎土砂粒多い
I , —•• 

s.o 1 -5447 上師器 壺 9. 7 橙色(5YR7/8) 細砂、粗砂 完形黒斑AB•B
I ""— 

5448 土師器 壺 8.5 10. 5 鈍橙色(7.5YR7/3) 細砂 完形スス A'
＇ 

5449 土師器 壺 (9. 3) ll. 4 鈍橙色{5YR6/4) 細砂

5450 土師器 壺 7.0 4.9 7. 3 橙色(5¥'R6/6) 細砂、粗砂、礫
底部穿孔 1個（焼成後外側から）胎土砂
粒多いほぽ完形黒斑B

5451 土師器 台付壺 11 2 9. l 12. 6 橙色(5YR6/6) 細砂、租砂.. , " 

5452 土師器 甕 (10 2) 黄灰色(2.5Y6/I) 細砂'.... , 

5453 上師器 埒 10.4 淡赤橙色(25YR7/4) 細砂
'.  
5454 土師器 壺 9 2 鈍橙色(SYR6/4) 細砂 内面ユビナデスス A, ... ー・ ・

5455 土師器 甕 12.6 浅黄橙色(lOYR8/3) 細砂、粗砂 黒斑c
I , ——· 
5456 土師器 甕 15.2 橙色(5YR6/8) 細砂、粗砂 焼成やや不良

"●● , ... 

5457 士師器 甕 14.. 6 褐灰色(75YR5/l) 細砂 スス A

5458 土師器 甕 13 l 浅黄橙色(7.5YR8/3) 細砂、粗砂 スス B
""一

5459 士師器 甕 13. 8 鈍橙色(5YR6/4) 細砂、粗砂、礫
• • 

5460 土師器 甕 14 2 22 9 浅黄橙色(10YR8/3) 細砂、粗砂 胴部焼成後穿孔 1個残 スス B
"●一

5461 士師器 甕 (16. 8) 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂、礫 スス B

5462 土師器 甕 15. 8 鈍橙色(7.5YR6/4) 細砂、粗砂、礫 黒斑AB

5463 土師器 甕 14 5 24.5 鈍橙色(5YR6/3) 細砂
''―--' 
5464 士師器 甕 11. 1 鈍黄橙色(10YR7/4) 細砂、租砂

"—" 
5465 士師器 甕 12.6 19 2 灰白色(5YR8/2) 細砂、祖砂、礫 ほぼ完形スス B,_,, 

5466 上師器 甕 16.5 鈍橙色(75YR7 /3) 細砂、粗砂、礫 黒斑B'.. 
5467 土師器 甕 13.4 淡赤橙色(2.5YR7/3) 細砂 外面赤色顔料黒斑B

＇ 

5468 士師器 甕 14.8 23. 7 鈍黄橙色(10YR7/3) 細砂、粗砂 底部穿孔 1個残ススA
I 河道 7J:: 層
5469 士師器 甕 14. 7 24 4 浅黄橙色(IOYRS/4) 細砂 ほぽ完形， 

5470 土師器 甕 15.8 鈍橙色(5YR7/4) 細砂 スス B
'--・・ 
5471 士師器 高杯 15.6 淡橙色(5YR8/4) 細砂、粗砂 脚部透し孔 3個
I "—• •• 
5472 土師器 高杯 (I 5. 1) 10. 3 12.0 鈍橙色(5YR6/4) 細砂

""—•• 
5473 上師器 高杯 18. l 橙色(2.5YR6/6) 細砂、粗砂、礫 透し孔2個残

5474 士師器 高杯 16. 8 11. 3 13 5 浅黄橙色 (7.5YR8/3) 細砂、粗砂 透し孔 3個残

5475 士師器 高杯 (19. 5) 13.0 (16. 1) 鈍黄橙色 (10YR7/2) 細砂、租砂

脚部透し孔3個 n縁端部と脚端部は水5476 土師器 涵杯 23 6 13 6 16.3 鈍橙色(5YR7/3) 細砂、租砂
平でない焼き歪み？

5477 士師器 高杯 18. 5 淡橙色(5YR8/3) 細砂、粗砂、礫,. —• 
5478 土師器 高杯 19.2 鈍橙色(2.5YR6/4) 細砂、粗砂
'・-・・ 
5479 土師器 高杯 20.8 鈍橙色(7.5YR6/4) 細砂、粗砂
''  

5480 士師器 涵杯 10.4 鈍黄橙色(10YR7/2) 細砂 黒斑c
5481 上師器 高杯 10.4 鈍橙色(75YR7/4) 細砂
''  

5482 土師器 高杯 11. 3 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂
’’ 
5483 土師器 函杯 11. 1 " 鈍黄橙色(10YR7/2) 細砂、粗砂、礫 スス C?
I 

5484 土師器 高杯 (11. 4) 鈍橙色(7.5YR7 /3) 細砂、粗砂 黒斑c， 

5485 土師器 高杯 10 5 灰白色(lOYRB/2) 細砂 透し孔 3方向 3個残
' 
5486 土師器 高杯 16 4 橙色(5YR7/6) 細砂
I 

5487 土師器 高杯 15. 1 8.8 9 9 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂、粗砂 黒斑A

5488 七師器 高杯 13. 5 ll. 0 (10. 4-) 鈍橙色(7.5YR7/3) 細砂｀粗砂

5489 士師器 台付鉢 14 7 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂、礫
ー＇

5490 土師器 高杯 10 2 淡橙色(5YR8/4) 細砂、粗砂，．．． 

5491 士師器 高杯 10.0 浅黄橙色(75YR8/4) 細砂, —• 
5492 士師器 高杯 8 8 浅黄橙色(lOYRB/3) 細砂
I ,. 一"
5493 土師器 鉢 13. 3 6.6 淡橙色(5YR8/3) 細砂、粗砂、礫 ほぼ完形ススA, — 

I細砂、粗砂5494 土師器 鉢 8 2 5. 2 5.4 淡橙色(5料 8/4) 焼成前穿孔

5495 土師器 壺 19.0 灰黄褐色(10YR6/2) 細砂、粗砂
'., 

5496 河道 7 土師器 壺 7 5 2 0 8 9 
橙色(2.5YR6/6) 

細砂、礫、粗砂 ほぼ完形黒斑B・C浅黄橙色(10YR8/3), — 
5497 士師器 卑士 lL 0 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂
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挿医l 法祉(cm)
胎土掲載遺構名 種別 器種 色調 特徴

番号 ロ径 底径 器高

5498 土師器 甕 11. 8 16 6 橙色(7.5YR7 /6) 細砂、粗砂｀礫
圧""—-·'

5499 土師器 壺 8. 7 5 0 11. 2 鈍橙色(5YR6/4) 細砂、礫、粗砂 黒斑B

＇ 

5500 土師器 甕 11. 0 14.5 灰白色(10YR8/2) 細砂、粗砂、礫
.' 
5501 土師器 甕 13.0 ．．． 鈍赤褐色(5YR5/4) 細砂、粗砂、礫
I 

5502 土師器 壺 10. 4 5.5 13 2 灰白色(LOYR8/2) 細砂、礫、粗砂 黒斑B・C
""' 

5503 土師器 甕 11. 8 .. 灰褐色(7.5YR6/2) 細砂、祖砂

5504 土師器 甕 14 6 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂
I 

5505 土師器 甕 14.4 鈍橙色(75YR7 /4) 細砂、粗砂

＇ 

5506 土師器 甕 15. 8 灰白色(lOYR8/2) 細砂、粗砂、礫
,, 
5507 土師器 甕 16.0 鈍黄橙色(10YR6/3) 細砂、粗砂

5508 土師器 甕 (14. 4) 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂
I・・-・ 

5509 土師器 甕 浅黄橙色(7.5YR8/3) 細砂 外而格子目タタキ 上下不詳 スス
I 

5510 土師器 高杯 15 1 ● " 浅黄橙色(lOYRS/3) 微砂
I 

芭 士師器 高杯 (15. 6) ．． 鈍黄橙色(10YR7/4) 細砂

5512 土師器 高杯 (16. 5) 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂

'"'' 
5513 土師器 高杯 ．．．． 鈍褐色(75YR6/3) 細砂
I 

5514 土師器 高杯 16. 3 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂
ト・・一"' 河道 7
5515 土師器 高杯 (19. 2) 橙色(5YR6/6) 細砂

5516 土師器 高杯 (20 9) ,. 一 浅黄橙色(7.5YR8/3) 粗砂
" 

5517 土師器 高杯 (11 9) 橙色(2.5YR6/6) 粗砂、礫

5518 土師器 高杯 l3 4 • •一一 橙色(5YR7/6) 細砂

5519 土師器 高杯 14.3 10.6 lL 5 鈍橙色(75YR7/4) 粗砂、礫

5520 土師器 涵杯 • 一・ 鈍赤褐色(5YR5/3) 細砂、粗砂
● """  

5521 土師器 高杯 明赤褐色(5YR5/6) 細砂、粗砂

5522 士師器 高杯 橙色(5YR7/6) 細砂
"'  

5523 士師器 高杯 (10. 8) 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂

5524 土師器 高杯 (10. 8) 赤橙色(10YR6/6) 粗砂、礫
I 

5525 土師器 贔杯 (l L 4) 浅黄橙色(lOYRS/3) 粗砂、礫 スス C

5526 土師器 杯 11 6 (7 1) (3 2) 浅黄橙色(10YR8/3) 細砂、粗砂
" 

5527 土師器 椀 12. 4 4. 7 3 9 浅黄橙色(75YR8/3) 細砂、粗砂 胎上砂粒多い

5528 土師器 杯 18. 0 明赤褐色(5YR5/8) 細砂、粗砂 黒斑c

5529 土師器 鉢 6 3 ●'" 鈍橙色(5YR6/4) 細砂、礫 黒斑ABC

5530 土師器 鉢 7 7 4 8 橙色(5YR7/6) 細砂、礫 黒斑A・B・C

5531 土師器 鉢？ (8. 0) (5 2) (2 8) 灰白色(10YR8/2) 粗砂 底面四角形？

5532 柱穴75 土師器 小型丸底壺 8.8 9 8 赤灰色(2.5YR5/l) 細砂 ススA

5533 柱穴76 土師器 壺 7.5 8.8 橙色(25YR6/6) 細砂、粗砂 黒斑ABC

5534 柱穴77 土師器 甕 15 6 " 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂、粗砂、礫

5535 柱穴78 土師器 空士 6.6 8 0 鈍橙色(25YR6/4) 細砂 黒斑c

5536 柱穴79 須恵器 壺 灰色(5/) 細砂 縄常文

5537 柱穴80 土師器 壺 7 9 7.8 鈍橙色(5YR6/4) 細砂、粗砂 完形

5538 須恵器 壺 -- 灰色(N6) 細砂、粗砂 底部ヘラ記号波状文

5539 士師器 甕 16. 5 24 2 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂 ススA 黒斑 B

5540 土師器 鉢 lL 7 7 2 橙色(25YR6/6) 細砂、粗砂、礫 ほぼ完形ススA

5541 土師器 甑 (27. 0) 10.6 橙色(7.SYR7 /6) 細砂、粗砂、礫

＇ 

5542 須恵器 杯 (l l 8} (5 2) 5.0 灰色(N6/) 粗砂｀礫
I I砂粒方向右5543 須恵器 杯恙 12.2 4.6 灰白色(5Y7/1) 細砂
I 

5544 須恵器 杯 灰色(NS) 細砂、粗砂
I 

5545 須恵器 杯 (12 3) 4. 5 青灰色(5BG5/l) 粗砂、礫

＇ 

5546 包含層 須恵器 杯 (11 6) 6 4 3. 7 灰色 (N7/~6/) 粗砂、礫
I 

5547 須恵器 杯蓋 (11. 6) 
4. ゜灰白色(N7/) 細砂、粗砂

I 

5548 須恵器 杯？ (12疇 4) 6.8 灰白色(NS) 細砂

5549 須恵器 杯身 1 10.6 4. l 灰色(N6) 細砂 砂粒方向右

5550 須恵器 蓋 12.4 l - 8.0 灰色(N4/) 細砂 沈線3条刺突文4列新羅系

5551 須恵器 l杯蓋 灰色 (N4/} 細砂 ヨコナデ

5552 須恵器 蓋 11. 2 ● 9 灰色(X6) 細砂
,, 

l 8. 2 5553 須恵器 蓋 オ,-7・灰色(10Y6/2) 細砂

5554 須恵器 高杯 (l 4. 9) 灰色(N7) 細砂 I外面ケズリ
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色誤l 胎土 特徴掲載遺構名 極別 器種
番号

ロ径 底径 器高

5555 須恵器 高杯 (15. 4) - I - 灰色(N4/) I細砂， 

5556 須恵器 高杯 8. 1 - I! 灰色(6/) 細砂｀粗砂 脚部透し孔推定3方向 脚部カキメ
＇ 
5557 須恵器 壺鉢 (9. 8) 一 青灰色(5B5/L) 粗砂

＇ 
5558 須恵器 把手付鉢 10.4 6.6 9.5 灰白色(10Y8/1) 細砂
''  
5559 須恵器 把手付鉢？ 灰色(N4/) 精良
'"一•一

5560 須恵器 椀 ●● 青灰色(5BG5/l) 細砂 把手

5561 須恵器 士空 (8. 8) 灰色(75Y4/l) 細砂

5562 須恵器 壺？ 暗灰色(N3/) 細砂，．ー

5563 須恵器 はそう？ (7 8) 灰色(10¥6/1) 粗砂
トー

5564 須恵器 壺 (16 0) 一・ 灰白色(N7) 細砂、粗砂、礫,,_  

5565 須恵器 壺 (16 5) 黄灰色(2.5Y6/l) 細砂'.. 一9● • 

5566 須恵器 壺？ (22 2) 灰色(N5/) 細砂

5567 須恵器 甕 (23. 4) 青灰色(5B5/1) 細砂
I 

5568 須恵器 甕 (28. 2) 灰色(N4/) 細砂 ロ縁部内側自然釉
I 

5569 須恵器 甕 23.0 —· 灰白色(N7/) 細砂、粗砂
''一

外面タタキメ・自然釉 内面飼心円当て5570 須恵器 甕 灰色(N6/) 細砂、粗砂
具痕

I• 一
5571 須恵器 器台 •• 赤灰色(10R4/2) 細砂 組紐文透し孔 2個
I 一
5572 須恵器 器台 .,. オリーア灰色 細砂 透し孔2個組紐文I .,. 

5573 土師器 小形壺 橙色(2.5YR6/6) 細砂、粗砂 焼成後穿孔
t '一ー
5574 土師器 小型丸底壺 9 7 灰褐色(75YR6/2) 細砂
l 一"
5575 土師器 亜- (8 9) 4.2 01 2) 淡黄色(25i'8/3) 細砂 ススB

5576 土師器 巽玉 (10. 6) 3.5 14 2 灰白色 (10YR8/1~B/2) 細砂 ススB'

灰白色(10YR8/2-8/3)5577 土師器 空- 10. 3 9. 8 
浅黄橙色

粗砂、礫 黒斑BC,, ____ 

5578 土師器 甕 (13. 9) -- 鈍黄橙色(10YR7/2) 粗砂、礫

5579 土師器 壺 9 9 —• 橙色(5YR6/6) 細砂、祖砂、礫 外面ハケ状工具ナデ

5580 士師器 甕 11 2 明褐灰色(7.5YR7 /2) 粗砂、礫
I•••-• 

5581 土師器 甕 12. 8 ー• 明褐灰色(5YR7/2) 細砂、粗砂 外面工具ナデ黒斑B
＇ 
5582 包含層 士師器 甕 IL 4 鈍黄橙色(l0YR7/2) 細砂'. 一
5583 士師器 甕 14 6 灰白色(5YR8/2) 細砂、粗砂、礫 完形
, —"' 
5584 土師器 甕 13 6 橙色(5YR6/6) 粗砂

5585 土師器 甕 (12 6) 橙色(25YR6/6) 粗砂、礫 スス B?
••••一

5586 土師器 甕 16.2 鈍黄橙色(10YR7/3) 細砂 、 口縁部ヨコナデによる凹部形成一，．．

5587 弥生土器 誼- (14 4) 橙色(7.5YR6/6) 粗砂

5588 土師器 壺 17 7 (9. 5) 31.2 浅黄橙色(7.5YR8/6) 粗砂｀礫 黒斑B

5589 士師器 甕 (18 7) 鈍橙色(5YR6/4) 細砂

5590 ±師器 甕 15 2 ·— 橙色(75YR7 /6) 細砂
● ●9 

5591 土師器 甕 15.6 鈍橙色(5YR7/4) 細砂、粗砂 肩部線刻黒斑B

5592 土師器 甕 12.8 .. 一 鈍黄橙色(10YR7/3) 細砂

5593 土師器 甕 15.4 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂、礫 外面工具ナデ

5594 士師器 甕 16 4 26 s 1鈍黄褐色 細砂、粗砂 黒斑c
''  

5595 土師器 陶質士器壺 灰色(75Y4/1) 細砂 格子タタキ 圏線3条残．＿ 

5596 軟質土器 甕 橙色(5YR7/6) 細砂 格子タタキ
l ・
5597 朝鮮系軟質土器 鉢 橙色(5YR6/6) 粗砂、礫
l 一・
5598 士師器 高杯 18 7 ・・- 鈍橙色(2.5YR6/4) 細砂、粗砂
I 

5599 土師器 高杯 20.9 橙色(5YR7/6) 精良
’’ 
5600 土師器 話杯 12 6 橙色(5YR7/6) 細砂、租砂、礫 透し孔4個内 3個残，．  

5601 土師器 高杯 橙色(5YR7/6) 精良-・ 
5602 土師器 高杯 17 6 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂、粗砂、礫I• 

5603 士師器 高杯 13.9 9.6 10.9 鈍橙色(75YR7/4) 粗砂

5604 土師器 高杯 (14. 8) 鈍黄橙色(lOYR7/3) 粗砂I ,_ 

- I明褐灰色(7.5YR7 /2) 5605 土師器 高杯 15.0 細砂、粗砂
＇ 

5606 土師器 高杯 (16. 1) 鈍黄橙色(10YR7/3) 租砂、礫
I・-

5607 士師器 陶質土器壺 灰色(7.5Y4/l) 細砂 格子タタキ 圏線 3条残I 

5608 士師器 高杯 16. 8 • 一 鈍黄橙色(10YR8/3) 細砂 黒斑A
I 

5609 土師器 高杯 (17 2) ••一 灰黄褐色(10YR6/2) 粗砂、礫
'・-
5610 土師器 高杯 17. 0 浅黄橙色(7.SYR8/3) 細砂 外面ヘラオサエ後ナデ
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法茄(cm)

番号
掲載迫構名 種別 器種 色調 胎土 特徴

ロ径 底径 器高

5611 弥生土器 高杯 (18. 8) 橙色(5YR7/6) 細砂

＇ 
5612 土師器 裔杯 (20. 6) •一•一 -- 橙色(5YR7/6) 粗砂

＇ 
5613 土師器 高杯 " 鈍橙色(5YR7/4) 粗砂 不明
I 

5614 土師器 高杯 (14. L) 橙色(SYR7/6) 細砂

＇ 
5615 土師器 高杯 13. 5 浅黄橙色(lOYRS/4) 粗砂、礫 黒斑A

＇ 
5616 土師器 高杯 18. 5 橙色(2.5YR6/8) 細砂 内面ヘラミガキ？
I 

5617 土師器 涵杯 15. 7 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂 杯部外而ケズリ後ナデ

5618 土師器 祇杯 13 8 浅黄橙色(75YR8/3) 細砂

5619 土師器 高杯 (13 8) 9.8 11. 5 橙色(5YR7/6) 細砂 黒斑A C 

5620 土師器 高杯 12 8 "" 橙色(75YR7 /6) 細砂 黒斑A

5621 土師器 杯
灰色(25Y7/l)-

細砂
灰黄色(7/2)

＇ 
5622 士師器 高杯 " 橙色(2.5YR6/8) 細砂

5623 土師器 高杯 12.0 鈍橙色(75YR7 /3) 粗砂 外面ナデ

5624 土師器 高杯 8 6 橙色(5YR7/8) 細砂、粗砂 透し孔 3個残

5625 土師器 高杯 10 4 鈍黄橙色(10YR7/2) 細砂、粗砂、礫 黒斑c
I 

5626 土師器 鉢 14 0 4 0 7. 8 橙色(25YR7 /6) 細砂 内面工具ナデ ほぼ完形

＇ 
5627 弥生土器 台付鉢 (12. 0) 6 1 8. 7 橙色(5YR7/6-6/6) 粗砂、礫

＇ 
5628 士師器 台付鉢 12. l ● ●9 鈍橙色(5YR6/5) 細砂
I 

5629 土師器 台付鉢 11 7 鈍橙色(25YR6/4) 細砂、粗砂、礫

5630 製塩土器 5. 0 淡赤橙色(25YR7 /4) 細砂

5631 土師器 台付鉢 9● 6 4 浅黄橙色(75YR8/4) 粗砂、礫

5632 土師器 鉢 橙色 (25YR7 /8) 細砂、粗砂、礫

＇ 
5633 土師器 鉢 22 8 橙色 (25YR7 /6) 細砂 黒斑AB

＇ 
5634 土師器 把手｛寸鉢 鈍橙色 (5YR6/4) 細砂、粗砂、礫 赤色顔料

＇ 5635 土師器 鉢 10 9 4 9 灰黄色 (25Y7 /2) 粗砂、礫

＇ 
5636 土師器 鉢 10. 8 2 0 5 6 鈍橙色 (75YR7 /4) 細砂、粗砂 ほぽ完形黒斑A

＇ 
5637 包含層 土師器 高杯？ (12. 6) "● 9 鈍橙色 (5YR7/4) 細砂

＇ 5638 土師器 杯 10.9 8 1 3.6 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂 ロ縁内部スス 完形

＇ 
5639 須恵器 鉢 7.8 6 8 5 6 青灰色(5B6/1) 細砂

＇ 
5640 士師器 手捏ね鉢 1. 7 2. 7 浅黄橙色 (7.5YR8/4) 細砂
I 

5641 土師器 手捏ね鉢 2.4 3 5 橙色(75YR7/6) 細砂 完形

＇ 
5642 弥生土器 小鉢 (3. 5) 2.3 3 6 橙色(5YR7/6) 粗砂、礫 ほぽ完形． 
5643 士師器 手捏ね鉢 4 3 2.6 3. 4 鈍褐色(7.5YR5/3) 細砂
I 

5644 土師器 手捏ね鉢 4 4 2.4 4 7 浅黄橙色(10YR8/4) 細砂 黒斑AB

＇ 
5645 土師器 ミニチ汀鉢 4 0 l 4 2 6 橙色(5YR6/6) 細砂 完形

' 
5646 士師器 小鉢 5 8 3 5 4 7 鈍橙色(5YR7/4) 粗砂、礫 黒斑ABC
I 

5647 士師器 甑 18.6 5. 7 20.4 橙色(5YR6/8) 細砂、粗砂

＇ 
5648 土師器 甑 (22. 0) 鈍黄橙色(10YR7/4) 細砂 体部底穿孔推定 5個？ 黒斑C スス

5649 土師器 甑 21. 8 鈍赤褐色(5YR5/4) 細砂、粗砂、礫 底部穿孔 2個残

5650 土師器 甑 (20 6) l l. 0 21 8 
明黄褐色(10YR7/6) 

粗砂 スス B
橙色(5YR6/6)

5651 土師器 甑 (23 6) 22 3 鈍黄橙色(IOYR7/2) 細砂 体部底穿孔 4個残推定12個？ スス C

5652 土師器 甑 23.8 浅黄橙色(75YR8/3) 細砂 体部底穿孔推定 6個？ 黒斑B スス

5653 土師器 甑 31. 0 28 I 橙色 (5YR7/6) 細砂 外面ユピオサエ・ナデ 黒斑A-C

5654 土師器 甑？ 橙色 (75YR7i6) 細砂、粗砂 把手のみ

5655 土師器 I甑？ 橙色(5YR7/6) 細砂
I把手のみ最大長5.5cm 最大幅3.2cm・ 
最大厚33cm 

5656 土師器 甑？ 橙色(2.5YR6/6) 細砂｀粗砂 把手のみ

5657 士師器 甑？ 橙色(25YR6/6) 細砂、粗砂 把手のみ

5658 土師器 甑？ 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂、粗砂、礫 把手のみ
， 

5659 土師器 甑？ 明赤褐色(5YR5/6) 細砂、粗砂
把手のみ最大長6.9cm・ 最大幅36cm・ 

最大厚3.8cm 
， 

5660 土師器 甑？ -- 浅黄橙色{lOYR8/3) 細砂 把手のみ

5661 土師器 甑？ 浅黄橙色(lOYR8/3) 細砂
最大長64cm・ 最大幅3.7cm・ 最大厚29 

CID 

5662 士師器 甑？ 浅黄橙色(7.5YR8/4) 細砂 把手のみ

5663 土師器 椀 灰白色(75YR8/2) 細砂

＇ 掘立柱建物55
5664 士師器 椀 灰白色(lOYRS/1) 粗砂
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5665 掘立柱建物55 土師器 皿 7.4 5.6 l.O 灰白色(2.5Y8/2) 組砂

5666 土師器 高台付椀 I -I I 6.o 灰白色(10YR8/2) I組砂
掘立柱建物58

I組砂5667 土師器 小皿 7. 6 6. 6 l.5 鈍橙色(7.5YR7/4) 底部ヘラキリ後板状工具痕

5668 土師器 小皿 7. 4 ! 6. 2 l 4 鈍橙色(5YR7/4) I細砂 ヘラキリ
掘立柱建物65

I細砂5669 土師器 小皿 8. 1 5.9 l. 5 灰白色(10YR8/l) ヘラキリ

5670 掘立柱建物68 土師器 麻台付椀 14.9 6 6 4.8 灰白色(2.5¥8/2) 組砂、粗砂 内面に重ね焼痕

5671 掘立柱建物72 土師器 小Jlll. 8.8 5.9 1. 7 灰白色(75YR8/2) 精良

5672 掘立柱建物73 士師器 高台付椀 14 4 6.2 5.0 灰白色(10YR8/l) 組砂、粗砂 内面スス完形

5673 士師器 鍋 灰褐色(7.5YR4/2) 細砂
I , 一

5674 土城筵 8• 9 土師器 椀 ... 灰白色(10YR8/2) 細砂,,'' 
5675 土師器 椀 一， 灰白色(10YR8/2) 細砂

5676 土師器 椀 12. 5 6.5 4.5 灰白色(lOYRS/2) 細砂 ユピオサエ完形

5677 
土城墓10

土師器 皿 14 0 浅黄橙色(75¥'RS/3) 細砂

5678 土師器 椀 6疇 o -- 灰白色(lOYRB/2) 細砂

5679 土師器 皿 7 0 4.3 1. 5 灰白色(10YR8/2) 細砂 ヘラキリ

5680 亀山焼 甕 ．． 褐灰色(7.5YR6/1) 粗砂
I , 

5681 土師器 椀 -- 灰白色(2.5¥8/2) 細砂
I 

5682 土壊墓11 土師器 皿 8.0 5 8 l. 2 鈍橙色(75YR7 /3) 細砂
I 

5683 土師器 皿 6.8 4 4 l. 3 浅黄橙色(7.5)'R8/3) 細砂
I 

5684 土師器 高台付椀 5 5 灰白色(2.5Y8/2) 細砂

5685 土城墓16 土師器 高台付椀 14.5 6.0 4.8 灰白色(IOYR8/2) 細砂 完形

5686 土師器 高台付椀 (13. 0) 灰白色(75Y8/l) 細砂、租砂

5687 土師器 高台付椀 (13 4) "" 灰白色(75Y8/I) 細砂

5688 土師器 高台付椀 14 8 灰白色(75YR8/1) 細砂、粗砂、礫 外面ミガキ？

5689 土師器 高台付椀 (15 9) 灰白色(JOYS/1) 細砂、粗砂

5690 土師器 高台付椀 6.6 灰白色(10Y8/l) 細砂、粗砂

灰白色(7.5¥8/1) 5691 士師器 高台付椀 6.3 細砂、粗砂 内面重ね焼痕
土城墓18

5692 土師器 高台付椀 6鼻。 ．． 灰白色(75Y8/l) 細砂、粗砂
＇ 

5693 土師器 高台付皿 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂
I 

5694 土師器 小皿 8.0 5 7 1. 3 灰白色(75Y8/l) 細砂 ヘラキリ後ナデ
I 

5695 土師器 小皿 7.8 5 6 1.0 淡黄色(2.5Y8/3) 細砂、粗砂 ヘラキリ後ナデ
I 

5696 土師器 小皿 8 0 6 7 1 2 淡橙色(5YR8/4) 細砂 ヘラキリ後ナデ ほぽ完形
I 

5697 土師器 小皿 8 2 6.3 1 5 鈍橙色(7.5YR7/4) 細砂 ヘラキリ後ナデ

5698 土城墓19 土師器 鍋 37 2 , .. 褐灰色(7.5YR5/1) 細砂 ススA

5699 土壊墓20 土師器 高台付椀 13.8 6 0 5.5 灰白色(lOYRS/1) 細砂 完形

5700 土壊葛21 青白磁 合子蓋 4.6 1.5 （胎土）灰白色(NS) 精良 13C- 完形

5701 土壊墓23 青磁 碗 3 8 （胎土）灰白色(NS) 精良 削り出し高台 12C中～後

5702 土城墓25 土師器 内黒椀？ 8.6 橙色(75YR7 /6) 細砂

5703 土師器
火葬墓 1

皿 10. 4 6. 7 2 3 鈍黄橙色(10YR7/4) 細砂

5704 土師器 甕 34 4 ・・-・ 26.0 灰黄褐色(lOYRS/2) 粗砂 甕棺に使用胴部穿孔 1個残 スス B

5705 土師器 高台付椀 12 6 6.2 5. l 灰白色(25¥8/1) 細砂 重ね焼痕

5706 土師器 高台付椀 13 0 6 2 5. 7 灰白色(5¥8/2) 細砂 ほぽ完形

5707 土師器 高台付椀 13.0 6. I 5.0 鈍黄橙色(10YR7/2) 細砂 ススA
’’  

5708 土師器 高台付椀 13.0 6 6 4.2 灰白色(7.SYS/1) 細砂

5709 士師器 高台付椀 13.4 7.0 4 2 灰白色(2.5Y8/2) 細砂

5710 土師器 高台付椀 12 8 6. l 5. 1 灰白色(NB/) 細砂

5711 土師器 高台付椀 12 2 5.6 4. 6 灰白色(SYS/I) 細砂 スス B

5712 土師器 皿 8 0 6 0 1. 2 灰白色(SYS/2) 細砂 底部ヘラキリ井戸 6
5713 土師器 1IIL 8.0 5. 9 1 6 灰白色(2.5Y8/2) 細砂 底部板状工具痕 ほぽ完形．． 

5714 土師器 .llll 8.0 6.5 l 5 灰白色(!OYRB/2) 細砂 底部板状工具痕I, 

5715 土師器 皿 7.6 6.4 1. 3 灰白色(lOYRB/2) 細砂 底部ヘラキリ

5716 土師器 皿 7. 8 5 8 1. 2 灰白色(25Y8/2) 細砂 底部ヘラキリ， 

5717 土師器 皿 7. 5 5 0 1. I 灰白色(2.5Y8/2) 細砂 底部板状工具痕

57)8 土師器 鍋 27.2 浅黄橙色(7.5YR8/3} 細砂 ススA

5719 須恵器 鉢 24 8 "' 灰色(N4/) 精良 東播系こね鉢

5720 土師器 鍋 灰褐色(75YR5/2) 細砂

5721 井戸 6 青磁 皿 10 4 明緑灰色{5G7/I) 精良 龍泉系皿 I -2 
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5722 土塙443 土師器 皿 浅黄橙色(lOYRS/3) 細砂

5723 土堀444 士師器 鍋 32.0 鈍橙色{5YR7/4) 細砂 ススA

5724 
土培445

土師器 高台付椀 11 8 (6 5) 42 灰白色(lOYRS/2) 細砂

5725 土師器 皿 82 (7 0) l 6 鈍橙色(75YR7/4) 細砂 底部ヘラキリ

5726 土師器 高台付椀 14.0 • 一9 灰白色(2SY8/2) 細砂
I 

5727 土師器 高台付椀 13.0 " 灰褐色(75YR5/2) 細砂 ススA,.,' 
5728 土師器 高台付椀 72 灰白色(lOYRS/2) 細砂
,, .. ,'' 

5729 土師器 高台付椀 62 灰白色(10YR8/2) 細砂 ヽ
'. "'  

5730 士師器 高台付椀 —• 6.2 灰白色(25Y8/2) 細砂
・----・・・ 土塙446
5731 土師器 高台付椀 " 6.0 """ 灰白色(10YR8/2) 細砂 ススC
．．．．．． 

5732 土師器 高台付椀 65 灰白色(2SYS/2) 細砂
.,'  

5733 士師器 皿 73 56 16 浅黄橙色(10YR8/2) 細砂 底部板状工具痕
・一—•一

5734 土師器 皿 83 56 1 5 灰白色(25Y8/2) 細砂 底部板状工具痕完形
'"'― 

5735 瓦 軒丸瓦 灰色(NS{) 細砂
最大長125 幅130 厚さ66cm 6225 
亜式

5736 須恵器 椀 11 8 "'● 灰白色(10YR6/l) 細砂 ョコナデ
"'● 9● 

5737 土堺447 須恵器 杯蓋 15 0 3 l 灰白色(10YR8/1) 細砂 回転ヘラケズリ
''"● ・---

5738 土師器 甕 24 5 '' 橙色(75YR6/6) 粗砂

5739 土塙448 須恵器 杯蓋 14 2 33 褐灰色(10YR6/l) 細砂 回転ヘラケズリ

5740 士師器 高台付椀 12 0 58 46 灰白色{lOYR8/l) 細砂

5741 土師器 高台付椀 11 7 3 7 3 l 灰白色(7.5YR8/2) 細砂 ほぽ完形

5742 土師器 高台付椀 11 6 40 42 灰白色(lOYRS/1) 粗砂

5743 土師器 高台付椀 l 1 2 59 40 灰白色(2SYS/1) 精良

5744 士師器 高台付椀 11 8 54 43 灰白色(25Y8/2) 粗砂

5745 土師器 高台付椀 11 1 4 l 38 灰白色(2SY8/l) 粗砂
'"  . 

5746 土師器 高台付椀 11 3 48 3 5 灰白色(2SY8/2) 粗砂

5747 士師器 高台付椀 11 5 43 34 灰白色(7SYR8/2) 精良 ユビオサエ璽ね焼痕
"'""""""' 

5748 土師器 高台付椀 10 7 50 3 5 灰白色(25Y8/2) 細砂 ほぼ完形
',_  

5749 土師器 皿 82 58 l 7 灰白色(25Y8/2) 細砂 底部ヘラキリ
' 
5750 士師器 fill 7.0 57 1 4 灰白色(10YR8/2) 精良 底部ヘラキリ後ナデ

卜

5751 土師器 1lll 75 64 1 5 灰白色(7SYRS/2) 細砂 底部板状工具痕完形

5752 土師器 皿 7.4 49 1 5 灰白色(7SYRS/2) 細砂 底部ヘラキリ ほぽ完形
士堀449-453

底部ヘラキリ ほぽ完形5753 土師器 皿 76 64 1 5 浅黄橙(75YR8/3) 細砂

5754 土師器 fill 76 56 1 2 浅黄橙(75YR8/4) 精良 底部ヘラキリ．．＿ 

5755 土師器 皿 7.5 6.6 1 3 鈍橙色(7.5YR7/4) 細砂 底部ヘラキリ
．． 

5756 土師器 fill 7.1 5 2 1 5 浅黄橙(75YR8/4) 細砂 灯明皿？ 底部ヘラキリ．． 

5757 土師器 fill 73 53 1 6 灰白色(10YR8/2) 細砂 底部ヘラキリ 完形
＇ 
5758 土師器 皿 59 44 16 灰白色(SYRS/2) 細砂 底部板状工具痕， 

5759 士師器 皿 11 4 90 1 9 淡橙色(5YR8/3) 細砂 外面板状工具痕

5760 土師器 鍋 19 0 灰白色(lOYR8/2) 細砂 ススC
・・ ·—' " " 
5761 士師器 鼈 鈍赤褐色(5YR4/3) 粗砂、礫 ススA

5762 土師器 鼈 鈍橙色{5YR6/3) 粗砂

5763 土師器 罐 灰白色(25YR8/l) 粗砂

5764 瓦器亀山焼 こね鉢 29 4 • •• 10 4 灰白色(25Y7/l) 細砂、粗砂

5765 土師器 鍋 ,. 淡黄色(25Y8/3) 細砂 ハケメ

5766 
士城454

土師器 高台付椀 11 l 4 2 36 灰白色(25Y8/l) 細砂 底部ヘラキリ後ナデ

5767 士師器 椀 46 灰白色(75YR8/l) 細砂 底部ヘラキリ

5768 ±描462 土師器 高台付椀 14 2 60 56 灰白色(lOYRS/2) 細砂、粗砂、礫 内部墾ね焼痕

5769 土師器 高台付椀 64 灰白色(1DYR8/2) 精良

5770 土域466 士師器 高台付椀 70 灰白色(10YR8/2) 精良 ユピオサエ 内面庸ね焼痕

5771 土師器 小皿 80 56 1 4 灰臼色(75YR8/2) 細砂 ヘラキリ

5772 土師器 高台付椀 62 灰白色(1DYR8/2} 細砂

5773 土城468 士師器 高台付椀 ．． 64 明褐灰色(7.5YR7/2} 細砂 黒斑c
'"  

5774 土師器 皿 9.0 7.4 l 3 鈍橙色(5YR7/4) 精良 ヘラキリ

5775 土塙468 土師器 銅 (42 2} -I鈍褐色(75YR6/3) 細砂 ススA

5776 土塙469 士師器 高台付椀 5.6 灰白色(10YR7/l) 細砂

5777 士塙470 土師器 椀 7.0 灰白色(75Y8/) 細砂、粗砂｀礫 早島式
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悶I掲載遺栴名 I 租別 器種
法最(cm)

色調

I 
胎土 特徴

ロ径 底径 器高

5778 土師器 椀 5.2 ● " 灰白色(7.SYS/) 細砂 早島式

5779 士塙470 土師器 !m I 8.8 6. 7 l 1 2 灰臼色(2.5Y8/2) 細砂 板目痕？

5780 瓦 丸瓦 灰白色(5Y7/1) 細砂

5781 土痰472 土師器 椀 5. 0 ... 灰白色(2.5YR8/l) 細砂 焼成やや不良

5782 土師器 椀 {13. 7) (6. 7) 5.4 灰白色(2.5YB/2) 細砂 早島式

5783 亀山焼 こね鉢 (20. 2) (9. 3) 1. 1 1灰白色(2.5Y8/l) 細砂、粗砂 焼成やや不良

5784 亀山焼 甕 灰白色(N7/) 細砂、粗砂
•• 一

5785 備前焼 甕 灰赤色(7.5R4/2) 細砂、粗砂

5786 土墳473 亀山焼 甕 灰白色(N7/) 細砂 表面格子目タタキ
・・-

5787 亀山焼 甕 灰白色(N7/) 細砂 表面タタキメ

5788 土師器 鍋 ’’ 灰白色(lDYRS/2) 細砂
， 

5789 土師器 鍋 灰白色(10YR8/2) 細砂
● ,,,_  

5790 瓦 平瓦 灰白色(2.5Y8/2) 細砂

5791 士師器 鍋 •一 鈍橙色(7.5YR7 /3) 細砂 ユビナデ

5792 士師器 鍋 灰黄褐色(10YR6/2) 細砂
溝43-46

5793 瀬戸天目 碗 12.0 ．． 暗赤褐色(25YR3/2) 精良 施釉

5794 伊万里？ 碗 12.0 青灰色(LOBGS/1) 精良 施釉

5795 亀山焼 こね鉢 29.5 11. 8 10. 5 灰白色(l0¥'R7/1) 細砂 外面ユビナデ内面ナデ・ハケメ

5796 亀山焼 こね鉢 灰色(N5/) 細砂
．．． 

5797 土師器 椀 6.8 灰白色(10YR8/2) 細砂

5798 土師器 椀 5.2 灰褐色(7.5YR5/2) 細砂

5799 土師器 椀 6.4 ● 9 灰白色(10YR8/2) 細砂
' , _  

5800 士師器 皿 9 2 8.0 鈍黄橙色(10YR7/2) 細砂
I 

5801 土師器 Jill 8.0 6 0 1、2 橙色(2.5YR6/8) 細砂 底部ヘラキリ 完形
＇ 溝43
5802 上師器 鍋 37.5 -- 灰黄褐色(10YR4/2) 細砂 スス A
， 

5803 士師器 鍋 鈍黄橙色(lOYR6/3) 細砂
' -

5804 士師器 鍋 鈍黄橙色(IOYR7/3) 細砂 ナデ
'' 

5805 士師器 鼈 鈍褐色(7.5YR6/3) 細砂

5806 瓦 玉縁丸瓦 黒褐色(10YR3/l) 細砂
最大長(11.0) 最大幅(10.2) 厚さ
2.5cm 

5807 青磁 碗 16.4 .' オリー7•灰色(10Y6/2) 精良 龍］ー 2 蓮花文
．． 

5808 唐津 皿溝縁 13. 6 4. 7 2.2 灰オリーア色(7.5Y5/3) 精良 1610-1630年底部イトキリ

5809 土師器 椀 5.0 鈍黄橙色(10YR7/2) 精良

5810 溝46 土師器 椀 3 6 灰白色(lOYRS/2) 細砂

5811 土師器 皿 12. 0 7 2 2 2 鈍橙色(5YR7/3) 粗砂 底部ヘラキリ

5812 須恵器 鉢 黄灰色(25Y6/1) 細砂 ナデ 自然釉

5813 亀山焼 こね鉢 褐灰色(10YR6/I) 細砂
．．．．．． 

5814 亀山焼 すり鉢 鈍黄橙色(10YR7/3) 粗砂 ハケメ後ナデ
"" 

5815 溝45 土師器 椀 10. 2 4.0 3. 7 灰白色(10YR8/2) 細砂

5816 土師器 杯 16.0 灰褐色(7.5YR6/2) 細砂

5817 土師器 脚部 10 4 灰黄色(2.5¥7 /2) 細砂

5818 士師器 椀 4 4 ... 灰白色(10YR7/1) 精良

5819 士師器 高台付椀 (4. 5) .. .. 灰白色(7.5¥8/1) 細砂
溝47

5820 士師器 鍋 淡黄色(2.5¥8/3) 細砂

5821 備前焼 播鉢 灰褐色(5YR5/2) 細砂、粗砂
溝48

5822 亀山焼 播鉢 (32 8) 浅黄色(2.5Y7 /3) 細砂、粗砂

5823 士師器 高台付椀 14 3 6. l 4 7 灰白色(75YR8/l) 細砂 重ね焼痕

5824 士師器 高台付椀 15 0 ．．．． 灰白色(75YR8/l) 細砂
'.  

5825 土師器 高台付椀 15 3 7.0 4. 2 灰白色(lOYRB/2) 細砂

5826 士師器 高台付椀 6.2 灰白色力う一Noなし 細砂

5827 士師器 高台付椀 6 0 ● 9 灰白色(lOYRB/1) 細砂 重ね焼痕 ユビオサエ
''"'一•ー

5828 土器溜り 6 土師器 皿 7.5 5 8 Ll 灰白色(LOYRB/1) 細砂 ヘラキリ

5829 士師器 JIil. 7 3 6 3 1.4 灰白色(7.5YR8/l) 細砂 ヘラキリ ほぽ完形

5830 士師器 皿 7.6 6 0 1. 4 浅黄橙色(7.5YR8/3) 細砂 ヘラキリ 完形黒斑c
'""'"''"" 

5831 士師器 皿 7.5 5 0 L6 灰白色(lOYRB/1) 細砂 ヘラキリ後ナデ ほぽ完形

5832 ±師器 Jill. 7.8 5 3 I. 2 灰白色(7.5YR8/2) I細砂 板目

5833 士師器 皿 7 6 5 5 l. 6 灰白色(7.5YR8/1) 精良 ヘラキリ後ナデ ほぼ完形
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5834 土師器 皿 7.6 5.3 1 7 灰白色(7.5YR8/2) 細砂 ヘラキリ後ナデ完形
＇ 
5835 土師器 皿 8.0 5 6 1 2 灰白色(7.5YR8/1) 細砂 ヘラキリ後ナデ ほぽ完形
'.. ,._ 
5836 土師器 皿 8. 0 5. 7 l 4 灰白色(75YR8/I) 細砂 ヘラキリ後ナデ完形
， 

5837 士師器 皿 8. l 6 2 1 2 灰白色(7.5YR8/2)- 細砂、粗砂 ヘラキリ後ナデ，．．．＿ 
5838 土器溜り 6 土師器 Jill 8.2 6.6 1. 6 淡橙色(5YR8/3) 精良 ヘラキリ後ナデ， 
5839 土師器 皿 8.5 6.3 1. 7 灰白色(10YR8/1) 細砂 ヘラキリ後ナデ， 
5840 土師器 皿 8.6 7.0 1. 3 灰白色(75YR8/2) 細砂 ヘラキリ後ナデ
， 

5841 土師器 皿 9.0 6.6 1.5 浅黄橙色 (7.5YR8/3) 細砂 ヘラキリ
'・-・ 
5842 土師器 器台 8 1 5. 3 2.6 浅黄橙色 (75YR8/3〉 精良 ヘラキリ後ナデ

5843 亀山焼 壺 30.0 灰色(N6/) 細砂
""一

5844 備前焼 播鉢 26.6 褐灰色(7.5YR6/l) 細砂

5845 土師器 椀 13. 0 5. 7 4.4 浅黄橙色 (10YR8/3) 細砂 重ね焼痕

5846 土師器 椀 14. 0 5.8 5.4 灰白色 (75YR8/2) 細砂

5847 土師器 椀 11 5 5 0 3 5 灰白色 (lOYRB/1) 細砂

5848 土師器 椀 10.4 4 3 3 5 灰白色 (l0YR8/l) 細砂 完形

5849 土師器 椀 11.8 4.8 3 5 灰白色 (lOYRS/1) 細砂

5850 土師器 椀 10. 0 4.0 3 8 褐灰色 (75YR6/l) 細砂

5851 土師器 椀 (11. 0) 4 0 3 5 浅黄橙色 (lOYRS/3) 細砂 重ね焼痕

5852 土師器 椀 12. 0 灰白色 (LOYRS/1) 細砂

5853 土師器 椀 lL 6 灰白色 (10YR8/1) 細砂

5854 土師器 皿 10. 5 
8. ゜2 6 灰白色 (10YR8/l) 細砂

5855 土師器 .lIIl. 6.5 4 6 1 0 灰白色 (l0YR8/l) 細砂 底部ヘラキリ 完形黒斑c

5856 土師器 皿 6.3 4 9 I 1 鈍橙色 (5YR7/3) 細砂 底部ヘラキリ 完形

5857 窪地 5 土師器 皿 7. 0 6 0 I 2 鈍橙色 (75YR7 /3) 細砂 底部ヘラキリ

5858 土師器 皿 7. 8 6 0 1 2 鈍橙色 (5YR7/3) 細砂 底部ヘラキリ．． 
5859 土師器 皿 7. 0 5 0 1 3 鈍橙色 (75YR7 /4) 細砂 底部ヘラキリ

5860 土師器 皿 7 0 5 0 1 3 鈍橙色 (7.5YR7 /4) 細砂 底部ヘラキリ

5861 士師器 器台 6.4 5 0 2 2 鈍橙色 (5YR7/3) 細砂

5862 瓦器 鍋 褐灰色 (75YR6/l) 細砂
"""' 

5863 上師器 鍋 25.0 灰褐色 (75YR4/2) 細砂

5864 土師器 鍋 27.5 灰黄褐色 (10YR5/2) 細砂
―’ 

5865 土師器 火鉢 30.0 鈍黄橙色(10YR7/2) 細砂

5866 土師器 鍋 灰黄褐色(10YR6/2) 細砂 ナデ

5867 白磁 碗 15. 6 灰白色 (75Y7 /2) 精良 白磁碗 IV 

5868 白磁 碗 (15. 0) "' 明緑灰色(10GY8/l) 精良 白磁碗 W 

5869 白磁 碗 15 0 灰白色 (75Y8/1) 精良 IVの口縁12点

5870 青磁 皿 9. 7 灰オリーブ色(5Y6/2) 細砂 施釉
＇，一

5871 青磁 碗 15 6 オリーア灰色(lOY4/2) 精良 龍泉系 I-1-a 

5872 土師器 椀 9 4 4 0 3 8 灰白色 (10YR8/2) 細砂 底部ヘラキリ
’’  
5873 窪地 6 土師器 椀 9 8 3 8 4 2 灰白色 (lOYRS/2) 細砂 底部ヘラキリ
’’  
5874 土師器 皿 6 2 6.0 3 1 鈍橙色 (75YR7/4) 粗砂 底部ヘラキリ 完形

5875 窪地 7 白磁 碗 6 6 灰白色 (5Y8/l) 精良 IV-1 

5876 士師器 椀 oo 6) 1 3 5 14 2 灰白色 (lOYRS/1~S/2) 細砂 スス B'
＇ 
5877 須恵器 杯 (13 9) 鈍黄橙色(10YR7/2) 粗砂、礫

l ・

5878 土師器 椀 5 6 灰白色 (LOYR8/2) 細砂
I 

5879 土師器 椀 6.6 鈍黄橙色(10YR7/2) 細砂
＇ 
5880 土師器 椀 5.6 鈍橙色 (75YR7 /3) 細砂

＇ 
5881 

河道 8
士師器 椀 6. l 灰白色 (lOYRS/1) 細砂

5882 土師器 椀 5.6 灰黄色 (25¥7 /2) 細砂
I 

5883 土師器 椀 6.0 灰白色 (2.5Y8/2) 細砂
I 

5884 土師器 椀 6.4 灰白色 (LOYR8/1) 細砂
＇ 
5885 土師器 椀 3.8 灰白色 (10YR8/2) 細砂

＇ 
5886 土師器 小皿 7_5 6.2 1.4 灰白色 (25Y8/2) I細砂

＇ 
5887 士師器 鍋

1 I (2s. 1) 灰黄褐色(10YR6/2) 細砂

5888 士師器 I鍋 (31. 2) -I灰黄褐色(10YR6/2) 細砂
I 河道 8
5889 土師器 鍋 (40. 7) 灰黄褐色 (10YR5/2) 細砂

5890 河道 9 須恵器 |杯 10 2 黄灰色(2.5¥6/1) 細砂
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5891 士師器 椀 I - 4.8 明褐灰色(7.5YR7/l) 細砂
I 

5892 土師器 椀 • • (4 6) • 一• 灰白色(2.s,'8/2) 細砂

5893 土師器 椀 -l 6.0 灰白色(7.5¥'8/1) 細砂
・・，．

5894 土師器 椀 5.4 浅黄橙色{lOYRS/4) 細砂
一，．

5895 土師器 椀 5.6 灰白色(10YR8/2) 細砂

5896 土師器 椀 6.2 灰白色(2.5Y8/2) 細砂 底面錆
"''● "'. 

5897 須恵器 甕 (26. 2) 灰色(7.5Y7/l) 細砂
I —-· 
5898 須恵器 甕？ 灰白色(5Y7/1) 細砂
I "' 

5899 須恵器 甕 " 灰色(5Y6/l} 細砂 表面タタキ痕
卜

5900 土師器 杯 (13. 2) (10. 2) 鈍橙色(7.5YR6/4) 細砂
'.. ,. 
5901 須恵器 杯蓋 13.8 灰白色(7.5Y7/l) 細砂、粗砂 表面釉

9 ●'"' 

5902 須恵器 杯蓋 15.6 灰白色(IOYR7/1) 細砂、祖砂 天井部板ナデ（ハケメ）

l —--' 
5903 須恵器 杯蓋 15 2 ．． 灰色(5Y6/1) 細砂、租砂,_  

灰白色(7.5Y7 /1)--.. 
5904 須恵器 杯蓋 (16. 8) 3. 2 

灰色(6/1)
細砂、粗砂

I , " 

5905 須恵器 蓋 (17. 3) 胄灰色(5B5/1) 細砂
I 

黄灰色(2.5Y6/I) 5906 須恵器 杯蓋 17.8 細砂、粗砂 胎土•砂粒目立つ焼成不良
I 

5907 須恵器 蓋 17 9 3 2 灰色(5Y6/l) 組砂 ケズリ 砂粒右方向

5908 須恵器 葱 (18. 5) 灰白色(NS/) 細砂、粗砂 胎土砂粒目立つ

5909 須恵器 蓋 19 0 黄灰色(25¥6/1) 細砂

自然釉外面重ね焼痕？ 内面硯として59)0 須恵器 蓋 19. 2 灰色(N6/) 組砂
使用？

，一•

5911 須恵器 杯蓋 IL 8 灰白色(25Y7 /1) 細砂 焼成不良
l ・
5912 須恵器 蓋 灰色(N6/) 細砂
I 

5913 須恵器 蓋 灰白色(N7) 細砂 砂粒右方向I ___ , 

5914 須恵器 蓋 灰白色(25Y8/1) 細砂
● 9 

5915 須恵器 杯蓋 " 灰白色(NS/) 細砂、粗砂

5916 河道 9 須恵器 杯壺 黄灰色(2.5Y6/1) 細砂,,_, _____ , 

5917 須恵器 蓋~ 灰白色(2.5Y8/2) 細砂、粗砂

5918 須恵器 杯身 12.0 灰黄色(2.5Y7 /2) 細砂 焼成不良

5919 須恵器 杯身 12 5 8 0 4 2 灰白色(2.5Y7 /1) 粗砂、礫 黒斑A・B・C

・-―-・ 5920 須恵器 杯 12.8 8 2 3 6 灰白色(2.5Y8/2) 租砂 重ね焼痕黒斑A

5921 須恵器 杯 13.6 9 4 (3 5) 淡黄色(2.5Y8/3) 粗砂 黒斑A
''ー.,● 9 

5922 須恵器 杯身 13. 3 8. 6 4 0 淡黄色(2.5Y8/3) 粗砂、礫 ほぽ完形
’’  

5923 須恵器 杯身 (13. 8) 9.8 3 8 灰色(N6/) 細砂、粗砂 底部外面中心までヘラキリ

5924 須恵器 杯身 14.2 9 5 4 3 淡黄色(2.5Y8/3) 細砂
ロ縁部重ね焼痕底部外面周縁ヘラキリ
中央部押圧ナデ焼成不良

'"""—" 

5925 須恵器 椀 6.6 灰白色 (7.5Y7/l) 細砂 底部カキメ
' .. 
5926 須恵器 杯身 (9 2) 6.0 青灰色(5BG5/l) 細砂

， 

5927 須恵器 杯身 7. 0 灰色(75Y6/1) 細砂
I 

5928 須恵器 高台付杯 12 7 9.4 (3. 7) 灰色(5Y6/l) 細砂、粗砂 胎土炭火粒含む
I ",  

5929 須恵器 杯身 12.6 8. 2 3 8 灰色(l¥'6/) 細砂
＇ 

5930 須恵器 杯身 (12 3) (9. 2) 4 0 灰色(NS/) 細砂 自然釉
I 

5931 須恵器 杯身 12 8 10. 0 4 1 灰色(lOY6/l) 細砂、粗砂
,,., 一——•
5932 須恵器 杯身 10.0 3.8 

灰色(N6/)
礫、粗砂 裔台径内8.9cmオ9-7・灰色(2.5GY6/J) 

I 

5933 須恵器 杯身 (13 9) 10. 3 4. 5 灰白色(lOYRS/1) 細砂、粗砂,_  
5934 須恵器 杯身 9.0 灰色(5Y6/l) 細砂、粗砂
I 

5935 須恵器 高台付杯 13.9 8.8 3.9 灰白色(7.5YR8/l) 細砂 焼成不良

5936 須恵器 杯身 ．．． 9.4 灰色(lOY6/l) 細砂、粗砂

5937 須恵器 杯身 16 2 10. 7 5 7 灰色(N6/) 細砂

5938 須恵器 励台付杯 16. 1 10. 2 7 2 灰白色(7.5¥7/J) 細砂、粗砂 胎土炭火粒含む
-・・・ 
5939 須恵器 高台付杯 (16 8) 10. 4 6.0 灰赤色(25YR5/l) 細砂 焼成不良

5940 須恵器 杯身 (17. 4) 13. 3 5 4 灰白色(5Y8/l) 細砂 高台径内12.2cm 

5941 須恵器 杯身 (17 3) 11. 6 7 3 灰白色(75Y7/1) 細砂、粗砂 底部内面は硯として使用？

5942 須恵器 杯身 (17. 4) (11. 2) 7 1 灰白色(2.5Y8/l) 細砂
• —· 
5943 須恵器 杯身 18 7 13. 5 6 3 灰色(N6/) 細砂

5944 須恵器 杯身 9. 8 白色(N9/) 細砂 焼成不良

5945 須恵器 杯身 I - 10. 5 灰白色(NS/) 細砂、粗砂
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5946 須恵器 ？ , ... , (11. 3) 灰白色(25Y7/l) 細砂 胎土・焼成精良
l 一••

5947 須恵器 杯身 "" 12 9 灰白色(25Y7/l) 細砂、粗砂
胎士中に黒い石を含む胎土が粗く焼成
も甘い

5948 須恵器 杯身 " (9 0) 灰白色(25Y7 /1) 細砂、礫

5949 須恵器 杯身 (9. 8) 黄灰色(2.5Y6/l) 細砂 胎土粗く 焼成不良
" 

5950 須恵器 杯身 '. (10. 0) 黄灰色(25Y6/l) 細砂

5951 須恵器 高台付杯 10.2 灰色(5Y6/1) 細砂

5952 須恵器 杯身 ーー・ (12. 0) 灰白色(25Y8/2) 細砂、粗砂 焼成不良

5953 須恵器 杯身 (l2 l) 灰白色(25Y7/1) 細砂、粗砂

5954 須恵器 杯身 (12 6) 灰色(5Y6/l) 細砂

5955 須恵器 高台付杯 11 7 灰白色(N8) 細砂

5956 須恵器 杯身 (8 6) 灰色(N6/) 細砂、粗砂 胎士炭火粒含む

5957 須恵器 杯身 9 7 灰色(N6/) 細砂

5958 須恵器 裔台付杯 10 7 褐灰色(10YR6/l) 細砂

5959 須恵器 杯身 " 9.8 灰白色(10Y7/1) 細砂

5960 須恵器 杯身 9.6 青灰色(lOBGS/1) 細砂、粗砂 胎士砂粒目立つ

灰黄色(25Y7/2)-
5961 須恵器 杯身 10.2 

灰白色(NS/)
細砂 焼成不良

5962 須恵器 杯身 (11. 1) 灰白色(2.5Y8/2) 細砂

5963 須恵器 杯身 11 2 灰色(NS/) 細砂 底部外面ヘラケズリ

5964 須恵器 杯身 (11. 4) 灰白色(25Y7/l) 細砂 底部に線刻？ 焼成不良

5965 須恵器 杯身 (11 9) 灰色(10Y4/l) 細砂 ロクロの回転右底部外面ヘラケズリ

5966 須恵器 杯身 13.0 灰白色(25Y8/l) 細砂 ロクロの回転右

5967 須恵器 杯身 10 2 灰白色(2.5Y7 /1) 細砂
I 

5968 須恵器 杯身 9.6 灰色(10Y6/l) 細砂 胎士砂粒目立つ
＇ 
5969 須恵器 杯身 9.2 灰色(10Y6/1) 細砂

＇ 
5970 須恵器 杯身 9.5 灰白色(N7/) 細砂

＇ 
5971 須恵器 杯身 oo. 1) 灰色(5¥4/1) 細砂 胎土粗く 焼成不良

＇ 
5972 須恵器 杯身 (11. 2) 灰白色(5Y7/1) 細砂
I 

5973 河道9 須恵器 杯身 8. 6 灰白色(5Y8/2) 細砂、粗砂、礫 胎士粗く 焼成不良
I 

5974 須恵器 杯身 9.8 灰白色(NB/) 細砂 胎土粗く 焼成不良
＇ 
5975 須恵器 杯身 10.。 灰色(SY6/l) 細砂、粗砂

＇ 
5976 須恵器 皿 (15. 2) (13 1) 1. 7 灰白色(5Y7/l) 細砂、粗砂、礫 胎土粗く 焼成不良

＇ 
5977 須恵器 皿 (14 8) (12. 7) 2 0 灰白色(N8/-7/) 粗砂、礫 土師器の作りをした須恵器
I 

5978 須恵器 皿 15 4 13 0 (1 7) 灰色(5Y6/l) 細砂、粗砂
I 

5979 須恵器 皿 [9.9 16 8 2 2 黄灰色(25Y6/l) 細砂、粗砂 胎土砂粒目立つ
＇ 
5980 須恵器 皿 (18 2) 15 4 2 2 灰白色(25Y7 /1) 細砂、粗砂

＇ 
5981 須恵器 皿 (16 9) 灰白色(25Y8/l) 細砂 焼成不良

＇ 
5982 須恵器 1II1 (20. 2) 灰白色(N7/) 細砂

＇ 
5983 須恵器 高杯 15 2 灰色(N6/) 細砂

5984 須恵器 高杯 灰白色(5Y7/ 1) 細砂、粗砂、礫

5985 須恵器 高杯 灰色(N6/) 細砂

5986 須恵器 高杯 灰白色(25Y8/2) 細砂 脚部

5987 須恵器 高杯 灰白色(lOYS/1) 細砂、粗砂、礫

5988 須恵器 短頚壺 7 7 灰黄色(2.5Y7 /2) 細砂 外面自然釉

5989 須恵器 壺 (8 4) 灰白色(N7/) 細砂

5990 須恵器 壺 灰色(75Y7 /1) 細砂 脚裾部釉

5991 須恵器 宮-- 4 8 緑灰色(10GY6/l) 細砂、粗砂、礫

5992 須恵器 壺 6 8 灰色(N5/-4/) 粗砂、礫

5993 須恵器 壺 青灰色(lOBG6/l) 細砂、粗砂、礫

5994 須恵器 長頸壺 IL 0 灰色(5Y6/L) 細砂 自然釉

5995 須恵器 長類壺 11 0 -I灰白色(N7/} l細砂

5996 須恵器 壺 -I <16. 2> I -青灰色(5PB6/l) l細砂

5997 須恵器 杯身 12.0 灰色(lOY6/I) 細砂 体部ヨコナデで仕上げていない

5998 須恵器 壺 灰色(N6/) 細砂 自然釉
＇ 
5999 須恵器 鉄鉢？ (14. 9) 灰白色(N7/)~灰色(6/) 細砂、礫

＇ 
6000 須恵器 壺？ (3. 8) 灰色(N6/) I細砂

焼成堅緞
＇ -I -6001 須恵器 鉢 灰白色(5Y8/l) 粗砂、礫 篠窯？
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6002 須恵器 ワ -I - 灰白色(NB) I細砂 把手のみ

ロ縁部内面線刻 タタキ成形（平行タタ6003 須恵器 甕 19. 1 灰白色(N7/) 細砂、粗砂
キ）

＇ 
6004 須恵器 甕 19.4 灰白色(!Ol'RS/1) 細砂、粗砂 ロ縁部全体的釉

6005 須恵器 甕 (22. 8) •一 灰白色(N7/) 細砂、粗砂 自然釉

6006 須恵器 甕 21. 0 灰白色(75Y7/1) 細砂、粗砂、礫 I内面タタキ

6007 須恵器 甕 20尋 8 灰色(N6/) 細砂

6008 須恵器 甕 19.0 灰白色(5Y7/L) 細砂
I• 

6009 須恵器 甕 オリー7•灰色(2.5GY6/l) 粗砂、礫 黒斑A
l・ ・

6010 須恵器 甕 (41. 2) 灰白色(5Y7/l) 細砂、粗砂 胎土炭火粒含む
I 

6011 須恵器 大甕 22.0 (49. 3) 
灰白色 (5Y7/l)~

細砂
灰色(N5/)

I 

6012 土師器 鉢 12.3 9.8 2. 8 鈍橙色(7.5YR6/4) 細砂、粗砂

6013 土師器 杯 (12. 0) (10. 2) .. 橙色(25YR6/6) 粗砂 胎土白っぽい
•一•

6014 土師器 杯 12.2 9.4 3. 2 鈍橙色(7.5YR7/4-6/4) 細砂 内外面丹塗り

6015 土師器 杯 12.4 9.3 3. 2 鈍黄橙色(l0YR7/3) 細砂

6016 土師器 杯 (12. 6) (10. 8) -- 橙色(25YR6/6) 粗砂

6017 土師器 杯 (12. 6) (9 2) 2. 6 橙色(75YR6/6) 細砂

6018 土師器 鉢 12.8 10.2 3. 3 橙色(25YR6/6) 細砂
I 

6019 土師器 杯 12.8 10.6 3 3 鈍橙色(5YR7/4) 精良
I 

6020 土師器 杯 14.8 11 4 3. 2 橙色(7.5YR6/6) 粗砂
＇ 

鈍橙色(7.5YR6/4)-6021 土師器 杯 14.6 11. 1 2 9 
橙色(6/6)

粗砂 ほぽ完形
I 

6022 須恵器 杯 (14 6) (11 1) 3 3 灰白色(1OYR8/l) 細砂 士師器の作りをした須恵器

6023 土師器 杯身 13 5 6 6 4 I 淡黄色(2.5Y8/3) 粗砂、礫

6024 土師器 杯 (15 9) (13 4) 明赤褐色(5YR5/8) 粗砂
" 

6025 士師器 杯 (16 8) {13 6) 鈍橙色(75YR7 /4) 粗砂、礫 丹塗りなし

6026 土師器 鉢？ (18 1) 鈍橙色(75YR5/4) 粗砂、礫 （内外面丹塗り）

6027 河道 9 土師器 杯 (19 8) (14. 4) (4 3) 橙色(2.5Y6/8) 細砂

6028 土師器 杯 (17 9) (10. 6) 5.6 鈍黄橙色(10YR7/4) 細砂 チョコレート色黒斑A
I 

6029 士師器 高台 5. 0 灰褐色(5YR6/l) 細砂 内面底部スス
I 

6030 土師器 椀 8 8 鈍橙色(7.5YR7/3) 細砂
＇ 
6031 土師器 高台付椀 6. 3 灰白色(10YR8/2) 細砂、粗砂、礫
I , 

6032 士師器 高台付椀 5 7 灰白色 (25¥8/2) 細砂、粗砂
I 

6033 土師器 杯 (9 6) 灰褐色(5YR6/2) 細砂
I 

6034 土師器 椀 6.0 鈍橙色(5YR6/4) 細砂
I " 

6035 土師器 高台付椀 7.4 灰赤色(2.5YR4/2) 細砂、粗砂,, 
6036 土師器 皿 (15. 4) (14. 0) 1 4 橙色(7.5YR6/6) 細砂

6037 士師器 皿 (15. 2) (13. 5) (!. 5) 橙色(5YR6/8) 粗砂 丹塗り不詳

6038 土師器 皿 (15 2) (13. 8) 2.8 橙色(5YR6/6) 細砂 丹塗り不詳

6039 土師器 皿 (I 5. 3) 04. 0) 1. 4 橙色(75YR6/6) 細砂 丹塗り不詳
＇ 6040 土師器 皿 (15. 6) (13. 6) l. 3 鈍橙色{7.5YR6/4) 細砂 丹塗りであっただろう， 
6041 土師器 1IlL (15. 8) (12 9) l 6 鈍黄橙色(10YR7/3) 細砂 外面不詳

6042 土師器 皿 15.8 13 7 l 3 鈍橙色(7.5YR6/4) 細砂、粗砂

6043 土師器 皿 (16 6) (14. 8) 1 9 鈍橙色(75YR7/4) 細砂

6044 土師器 皿 (17 0) (15. 4) " 
鈍黄橙色(10YR7/4~

細砂 丹塗り不詳6/4) 

6045 土師器 杯 (l 7. 0) 橙色(SYR7/6) 細砂 丹塗り不詳

6046 土師器 皿 (16. 5) 14.8 l. 4 鈍橙色(7.5YR7 /4~6/4) 細砂 丹塗り不詳

6047 土師器 皿 l 7. 1 13.2 2. 0 鈍橙色(7鼻 5YR7/3) 精良
'"'  

6048 土師器 1Ill 12.2 鈍橙色(5YR7/3) 細砂
I 

6049 土師器 .Dil. 12.4 (7. 8) 鈍黄橙色(10YR7/3) 細砂
I 

6050 土師器 盤 (24. 2) -・ 一橙色(2.5YR6/6) 精良 内外面赤色顔料？
I 

6051 黒色士器 高台付椀 6. 1 灰白色(7.5YR8/l) 細砂
I 

6052 黒色土器 筒台付椀 6.8 " 明褐灰色(5YR7/2) 細砂
I 

6053 黒色士器 高台付椀 7. 3 橙色(2.5YR7 /6) 細砂、粗砂、礫
I 

6054 黒色士器 涵台｛寸椀 7. 6 灰白色(5YR8/l) 細砂

6055 黒色上器 高台付椀 (13. 2) 7 9 4 4 浅黄橙色(10YR8/3) 細砂
I 

6056 土師器 甕 (14. 5) 明赤掲色(25YR5/6) 細砂、礫 スス B
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6057 土師器 甕 (16 4) 橙色(2.5YR6/6) 細砂

6058 土師器 甕 17.6 .. , 鈍黄橙色(10YR7/2) 租砂

6059 土師器 甕 (17. 1) 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂
I 

6060 土師器 甕 (18. 3) 橙色(2.5YR6/6) 細砂
I " " 

6061 土師器 甕 18 7 鈍橙色(7.5YR6/4) 細砂
' 
6062 土師器 甕 19. 6 橙色(25YR6/6) 細砂、粗砂
' 
6063 土師器 甕 19 6 鈍橙色(75YR7/4) 細砂、粗砂
I 

6064 土師器 甕 (20 9) 鈍橙色(5YR6/3) 細砂
＇ 

6065 上師器 甕 21 0 鈍橙色(lOYR7/2) 細砂、粗砂
＇ 

6066 上師器 甕 (22 6) 黄灰色(25Y6/l) 細砂
I 

6067 土師器 甕 24 2 鈍橙色(75YR6/4) 細砂 外面に粗いハケメ？
， 

6068 士師器 甕 25 6 鈍橙色(7.5YR7 /3) 細砂、粗砂 黒斑A
＇ 

6069 士師器 甕 29 6 灰白色(10YR8/l) 粗砂
I , 

6070 土師器 甕 (31 4) 鈍橙色(75YR7/4) 細砂
I 

6071 土師器 甕 (33. 2) 明褐灰色(7.5YR7 /2) 細砂
＇ 

6072 土師器 甕 32 8 鈍橙色(75YR6/4) 細砂 スス B
＇ 

6073 土師器 甕 35.4 鈍黄橙色(10YR6/4) 細砂
I 

6074 土師器 甕 35 4 鈍黄橙色(10YR7/4) 細砂、粗砂
＇ 

6075 土師器 甕 {36 8) 鈍黄橙色(10YR7/3) 細砂
＇ 

6076 土師器 甕 (40. 9) 鈍黄橙色(10YR7/2) 細砂、租砂 馬斑AB

6077 土師器 甕 (29 7) 鈍黄橙色(10YR7/2) 粗砂、礫 黒斑B・C

6078 土師器 土鍋 23. 3 朗褐灰色(75YR7 /2) 細砂、粗砂 スス A

6079 土師器 ？ (9、0) 鈍黄橙色(lOYR7/4) 粗砂

6080 土師器 鼈 鈍褐色(75YR6/3) 粗砂

6081 土師器 甑 明褐灰色(7.5YR7/l) 粗砂

6082 土師器 竜 橙色(5YR6/6) 細砂、祖砂 スス

6083 緑釉陶器 碗 6.2 灰オリーア色(75Y6/2) 網砂 削り出し高台

6084 瓦 丸瓦 灰白色(5Y7/1) 網砂、粗砂
河道 9

6085 須恵器 杯身 12. 5 8.4 3.6 灰白色(25Y8/l) 細砂 黒斑c
＇ 

6086 須恵器 杯身 12 5 8.6 4.2 灰白色(7SYS/1) 細砂、粗砂
粘土紐痕底部外面周緑ヘラキリ→中央
部押圧ナデ

＇ 

6087 須恵器 杯身 13 5 10 5 3.5 灰白色(2SY8/l) 細砂、粗砂 底部外面粘土紐痕周緑ヘラキリ
I 

6088 須恵器 杯身 12 9 9 5 3. 7 灰白色(N7/) 細砂
＇ 

6089 須恵器 杯身 12 8 8. l 3.3 灰白色 (5¥8/1) 細砂、祖砂 粘土紐痕
＇ 

6090 須恵器 杯身 13 2 9 7 3.9 灰色(N6/) 細砂、粗砂
I 

6091 須恵器 杯身 14.0 10 0 4 1 灰色(NS/) 精良 やや生焼
＇ 

6092 須恵器 杯身 8 4 灰白色(NS/) 精良 焼成やや不良
' 
6093 須恵器 杯身 9.0 灰白色(2.5¥8/l) 精良 焼成やや不良 ススC

6094 須恵器 杯身 9.4 灰白色(5Y7/I) 細砂、粗砂
＇ 

6095 須恵器 杯身 9.0 灰白色(N7/) 細砂、粗砂 粘土砂粒目立つ
＇ 

6096 須恵器 杯 (7 6) 浅黄橙色(75YR8/4) 細砂
＇ 

6097 須恵器 杯身 15 5 10 3 5 4 灰色(N5/) 細砂、粗砂

6098 須恵器 杯身・ 14 7 12 0 4 0 灰白色(2.5¥8/l) 細砂 底部外面を転用硯
I 

6099 須恵器 杯身 14 0 10 0 4 0 灰色(N6/) 細砂、粗砂 胎士砂粒目立つ
' 
6100 須恵器 杯身 16 0 11 0 6 4 灰白色(75Y8/2) 細砂、粗砂 焼成不良胎士に砂粒多い
' 
6101 須恵器 杯身 17 7 12 l 6. l 灰白色(N7/) 細砂 焼成不良
I 

6102 須恵器 杯身 16.9 11 4 6 6 灰色(N5/) 細砂、粗砂
' 
6103 須恵器 杯身 (17. 4) 12.6 5 9 灰白色(25¥8/1) 細砂
I 

6104 須恵器 杯身 lO 0 灰色(N8/) 精良
， 

6105 須恵器 杯 (9. 8) 鈍橙色(7.5YR7/3) 細砂
， 

6106 須恵器 杯身 10.4 灰色(N6/) 細砂、粗砂

6107 須恵器 杯身 11. 6 灰白色(5YR8/1) 細砂、粗砂 胎士砂粒目立つ焼成やや不良

6108 須恵器 杯身 (LL 7) 灰赤色(2.5YR5/2) 細砂、粗砂、礫

6109 須恵器 ！皿 (27. 0) ! (23. 0) (3. 2) 灰白色(2.5¥'8/) I細砂 I焼成不良

6110 土師器 杯蓋 16. 3 明褐灰色(75YR7 /2) 細砂、粗砂

6111 土師器 蓋 25.0 鈍橙色(7.5YR6/4) 細砂

6112 土師器 濯 26.0 I - 浅黄橙色(75YR8/3) I精良 I 
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角田調査区土器観察表

挿図 掲載辿構名
番号

種別 器種 I 法星(cm) I 
， 口径 I底径 I器病 i

色調 胎土 特徴

6113 ! 土師器 杯 8.0 6.0 浅黄橙色(7.5YR8/4) 細砂 I内面スス 灯明に使用？

6114 土師器 杯 9.6 5 6 鈍橙色(7.5)'R7 /3} 細砂 I断面黒色赤色頻料無し

6115 土師器 杯 11. 6 9.9 橙色(5YR6/6) 細砂

6116 土師器 杯 12. 0 10.5 橙色(5YR7/6) 細砂 底部外面ケズリ

6117 士師器 杯 13. 1 鈍橙色(7.5YR7/4) 細砂
＇ 
6118 土師器 杯 (15. 2) (10. 9) 鈍橙色(5YR6/4) 細砂 スス C
,, 一""

6119 土師器 杯 17. 2 13 5 鈍橙色(7.5YR7/4) 細砂
I 

1高杯6120 土師器 17. 0 灰白色(2.5¥7 /1) 細砂、粗砂 内外面赤色顔料
卜9

I細砂6121 士師器 杯 11. 2 8 8 鈍橙色(7.5YR7/3) 内面のみ赤色顔料？， 
6122 土師器 杯 11. 3 9.6 3.4 鈍橙色(7.5YR7/4) 細砂 底部外面周緑ヘラキリ 中央部押圧ナデ

, ... 

6123 士師器 杯 11 8 9. 4 橙色(5YR7/6) 細砂
底部外而周縁ヘラキリ 中央部押圧ナデ
赤色顔料有無不詳

l・・

6124 士師器 杯 11. 9 9.5 鈍橙色(7.5YR7/4) 細砂 赤色顔料不明
I 

6125 土師器 杯 (12. 5) (8. 8) 鈍黄橙色(LOYR7/3) 細砂
, .. 

6126 土師器 杯 (12. 3) (9. 2) 浅黄橙色(lOYR8/3) 細砂
＇ 
6127 土師器 杯 12.2 (8. 8) 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂 内外面赤色顔料塗布

＇ 
6128 土師器 杯 12 4 (9ヤ 2) 鈍橙色(75YR7/4) 細砂 内外面赤色顔料？

＇ 
6129 土師器 杯 (12 3) 鈍黄橙色(10YR7/3) 細砂,,. 
6130 土師器 杯 (12 5) (10 O) 3. 1 鈍黄橙色(10YR7/3) 細砂 底部外面周縁ヘラキリ 中央部押圧ナデ

＇ 
6131 土師器 杯 12 4 9.2 鈍黄橙色(10YR7/4) 細砂

＇ 
6132 士師器 杯 12 8 9.3 鈍橙色(5YR6/4) 細砂 赤色顔料不明
I・"'● 9 

6133 土師器 杯 (12 8) 10.9 橙色(2.5YR7/8) 細砂、粗砂
I 

6134 土師器 杯 12 7 10.9 橙色(2.SYR7 /8) 細砂、粗砂、礫
内面と口縁の一部スス 灯明に使用？
底部外面周縁ヘラキリ 中央部押圧ナデ

"'' 

6135 士師器 杯 12.6 10. l 橙色(2.5YR7/6) 細砂
底部外面周縁ヘラキリ 中央部押圧ナデ
灯明皿として使用？

6136 士師器 杯 12.6 10.6 鈍黄橙色(10YR7/3) 細砂
'' 

6137 土師器 杯 (13 2) (10. 0) 橙色(2.SYR6/6) 細砂 胎士は灰白色

6138 土師器 杯 14 0 11. 2 橙色(25YR6/6) 細砂 内外而とも赤色顔料なし
• 一•

6139 
河道 9

土師器 杯 (13 8) (11 5) 2. 9 鈍橙色(75YR7/4) 細砂 底部外面ケズリ？

6140 土師器 杯 13 6 10. l 3. 3 鈍褐色(75YR6/4) 細砂 底部外面周縁ヘラキリ 中央部押圧ナデ

6141 土師器 杯 (13 8) (11. 0) 鈍黄橙色(lOYR7/3) 細砂 内外面磨滅

6142 士師器 杯 11. 4 浅黄橙色(7.5YR8/6) 細砂 底部外面ケズリ？

6143 土師器 杯 (14 8) (11. 6) 鈍橙色(7.5YR6/4) 細砂

6144 士師器 杯 (15 4) 鈍橙色(75YR6/4) 細砂
••一

6145 土師器 杯 (15 8) (11. 2) 鈍橙色(75YR7/4) 細砂

6146 土師器 杯 (17 8) 鈍橙色(75YR7/4) 細砂 底部外面ケズリ

6147 土師器 杯 (6 6) 淡橙色(5YR8/4) 細砂
" 

6148 士師器 杯？ 6.2 橙色(25YR6/8) 細砂

6149 土師器 杯 8. l 鈍橙色(75YR7 /4) 細砂 貼付高台 底部外面押圧ナデ
1・

6150 士師器 杯 8.9 淡橙色(5YR8/4) 細砂
I 

6151 土師器 杯？ 9.2 橙色(SYR6/6) 細砂
I 

6152 土師器 杯 11. 3 鈍橙色(7.5YR6/4) 細砂 内面スス
'" 
6153 士師器 杯 13 7 浅黄橙色(7.5YR8/3) 細砂 須恵器類似
I一・・

6154 士師器 杯 (11 7) 鈍黄橙色(10YR6/3) 細砂 貼付商台赤色顔料不詳
I 

6155 土師器 高杯 浅黄橙色(75YR8/4) 細砂、粗砂 胎土灰白色
1, 一

6156 土師器 皿 (13 I) ・-- 鈍橙色(2.5YR6/4) 細砂
I 

6157 士師器 1lll. (13 2) 11. 6 橙色(5YR7/6) 細砂
＇ 
6158 土師器 JIil. 13 6 12.0 橙色(5YR7/6) 細砂 内外面磨滅
, .. , 

6159 土師器 1Ili (14 0) (12. 0) 鈍黄橙色(lOYR7/3) 細砂
I "'"" 

6160 士師器 皿 (14. 9) 02. 5) 1 7 鈍橙色(7.5YR7/4) 細砂 底部外面周縁ヘラキリ 中央部押圧ナデ
I 

6161 士師器 杯 (15. 0) (13. 2) 淡橙色(5YR8/4) 細砂 底部外面周縁ヘラキリ 中央部押圧ナデ
＇ 
6162 士師器 .llil (15. 8) (13. 5) 鈍橙色(75YR6/4) 精良 内外面磨滅
l・● 9 

6163 士師器 皿 (15. 8) (13. 6) 鈍橙色(7.5YR7/4) 細砂 内外面磨滅
I 

6164 土師器 皿 (16. 4) (13. 6) 橙色(5YR6/6) 細砂
底部外面周緑ヘラキリ 中央部押圧ナデ
赤色顔料不詳

I 

6165 土師器 皿 16.4 13ヤ 9 鈍橙色(75YR6/4) 細砂,_,, 
6166 土師器 .lIIl (17. 4) (16. l) 鈍黄橙色(10YR7/3) 細砂
I 

6167 士師器 .llil 17. 0 15.8 橙色(5YR7/6) 細砂
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角田調査区土器観察表

挿図 法屈(cm)
掲載遺構名 種別 器種 色調 胎土 特徴

番号
ロ径 底径 器高

6168 土師器 .IIll 16. 7 14.2 2、0 鈍橙色(7.5YR7/4) 細砂 底部外面周縁ヘラキリ 中央部押圧ナデ

6169 士師器 皿 17. 4 16.4 2. 5 鈍黄橙色(10YR7/4) 細砂 底部外面周縁ヘラキリ 中央部押圧ナデ

6170 土師器 杯 (17. 8) 16 1 橙色(5YR6/8) 細砂
内外面磨滅底部外面周縁ヘラキリ 中
央部押圧ナデ

6171 士師器 皿 17. 7 15 4 灰白色(7.5YR8/2) 細砂、粗砂
胎土は灰白色底部外面周縁ヘラキリ
中央部押圧ナデ

6172 土師器 1II1 (20. 6) (18 4) 2. 3 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂 底部内面スス

6173 土師器 Jill 20.3 18 3 ● " 鈍黄橙色(lOYR7/3) 細砂、粗砂

6174 土師器 皿？ 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂 内面線刻
＇ 

6175 土師器 内黒椀 (6 8) 鈍橙色(75YR7 /3) 細砂 貼付高台 内面スス

6176 土師器 内黒椀？ 10. 0 浅黄橙色(7.5YR8/6) 細砂 底部外面押圧ナデ

6177 土師器 椀 灰色(N5/) 細砂 高台の底に線刻
＇ 

6178 土師器 甕 (14. 6) 橙色(5YR6/6) 細砂
I 

6179 土師器 甕 (15. 5) 鈍橙色(5YR6/4) 細砂
＇ 

6180 土師器 甕 17. 4 明褐灰色(7.5YR7/1) 細砂、粗砂
＇ 

6181 土師器 甕 16. 8 鈍赤褐色(5YR5/4) 細砂、粗砂
I 

6182 河道 9 土師器 甕 {19 1) 明赤褐色(2.5YR5/6) 細砂

6183 土師器 甕 19 0 橙色(10YR7/6) 細砂

6184 土師器 鍋 19 1 "" 朗赤褐色(2.5YR5/8) 細砂

6185 土師器 甕 18 0 '. 鈍黄橙色(10YR7/3) 細砂、粗砂

6186 土師器 甕 (19 7) 橙色(5YR6/6) 細砂

6187 上師器 甕 21 0 橙色(5YR6/6) 細砂 黒斑B

6188 土師器 甕 (29. 0) 鈍黄橙色(10YR7/3) 細砂、粗砂 頸部沈線状の条痕

6189 土師器 甕 30 l 灰白色(10YR8/2) 細砂、粗砂

6190 士師器 甕 31 0 橙色(5YR7/6) 細砂

6191 士師器 甕 30.4 橙色(5YR7/6) 粗砂、細砂 スス B 黒斑B

6192 土師器 甕 30 l 鈍褐色(7.5YR5/3) 細砂
胴部沈線状の条痕？．刺突文風の痕？

胎土雲母目立つ

6193 土師器 甕 (33 0) 鈍橙色(5YR6/4) 細砂

6194 士師器 甕 (34 l) 黄灰色(2.5Y5/l) 細砂、粗砂

6195 士師器 甕 (36 4) 浅黄橙色(10YR8/3) 細砂 ススA?

6196 士師器 甕 (37 8) 鈍黄橙色(10YR7/2) 細砂、粗砂 頸部沈線状の線 1条

6197 士師器 甑 39 2 鈍黄橙色(10YR7/2) 細砂、粗砂

6198 柱穴81 青磁 碗 6 0 緑灰色(5G6/l) 精良 龍 I-4

6199 土師器 寵 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂

6200 士師器 皿 7.8 6. 1 l 4 灰白色(2.5Y8/2) 細砂 底部ヘラキリ

6201 
柱穴82

土師器 皿 7.6 5. 8 l. 5 灰白色(10YR8/l) 細砂 イトキリ

6202 土師器 1II1 7.6 6. 0 L4 灰白色(2.5Y8/2) 細砂、粗砂 底部ヘラキリ

6203 士師器 皿 7.8 5.6 1 5 灰白色(10YR8/2) 細砂 底部ヘラキリ

6204 土師器 皿 7 8 6.0 1 5 灰白色(25Y8/2) 細砂 底部ヘラキリ

6205 土師器 高台付椀 (5. 0) 灰白色(75YR8/2) 細砂
柱穴83

6206 土師器 皿 (6 2) (4. 3) l 4 灰白色(75YR8/1) 細砂 底部ヘラキリ

6207 柱穴84 青白磁 合子 7.5 6.2 l 2 灰白色(10Y8/l) 精良

6208 土師器 椀 11 0 灰白色(10Y8/1) 細砂

6209 柱穴85 土師器 皿 7 2 6 2 l 2 灰白色(5YR8/2) 細砂
＇ 

6210 土師器 鍋 明褐灰色(75YR7 /2) 細砂 スス A

6211 土師器 高台付椀 5 4 灰白色(2.5Y8/2) I細砂

6212 土師器 皿 6 6 5 6 l l 淡橙色(5YR8/3) 細砂
＇ 

6213 柱穴86 土師器 皿 7 3 5 8 l. 7 灰白色(IOYR8/2) 細砂
I 

6214 土師器 JJil_ 鈍橙色(5YR7/4) 細砂 底部ヘラキリ
' 
6215 七師器 鍋 明褐灰色(7.5YR7/2) 細砂 ユピオサエ

6216 士師器 鏑
柱穴87

38.4 I - 灰黄褐色(IOYR4/2) 細砂 外面ハケメ 内面ハケメ ススA

6217 白磁 lill (9. 0) 明利—7' 灰色 {2. 5GY7 /1} 精良 皿 VI-1-a

6218 土師器 皿 7 9 6.0 1 3 灰白色(25Y8/2) 細砂 ヘラキリ
柱穴88

i皿6219 士師器 7 1 5.6 1 6 灰白色(lOYRS/2) 細砂 ヘラキリ

6220 柱穴89 土師器

lI| 皿皿皿

8.0 6 2 1 4 灰白色(25¥8/2) 細砂 ヘラキリ 完形

6221 柱穴90 土師器 7. 7 6 3 1 4 浅黄橙色(75YR8/4) 細砂 ヘラキリ

6222 柱穴91 I士師器 1 6.8 1 5 o 1 2 1灰白色(25Y8/2) 細砂 ヘラキリ
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挿図 法量(cm)
胎土 特徴掲載遺構名 稲別 器種 色調

番号
ロ径 底径 器商

6223 柱穴92 土師器 皿 7.6 6.6 l. 7 鈍黄橙色(lOYR7/3) 細砂 内面スス板目痕完形

6224 土師器 小Jlll 1 1.s s. 9 I 1 3 灰白色(lOl'RS/2) 細砂、粗砂 ヘラキリ， 

6225 柱穴93 土師器 小皿 (7. 8) (5. 8) 1 2 灰白色(lOYRS/2) 細砂
・------
6226 白磁 碗 (17. O) 灰白色(5Y7/1) 細砂 12C中～後

6227 柱穴95 土師器 高台付椀 (14. 1) 6. 5 5. 7 灰白色(2.5Y8/2) 細砂、粗砂、礫 重ね焼痕体部補修痕

6228 柱穴LOO 土師器 皿 7. 7 6. 1 l. 2 浅黄橙色(7.5YR8/3) 細砂、粗砂 ヘラキリ ほぼ完形

6229 柱穴99 士師器
II小碗皿

7. 7 6.3 1. 2 灰白色(lOYRS/1) 細砂 ヘラキリ ほぼ完形

6230 柱穴97 I背磁 15.5 浅黄色(5Y7/3) 細砂 12C中～後

6231 柱穴98 青白磁 合子蓋 6.4 1. 6 灰白色(2.5GY8/1) 精良 13C-

6232 柱穴96 土師器 鍋 35鼻 5 鈍橙色(7.5YR5/3) 細砂、粗砂 スス B

6233 柱穴101 土師器 鍋 34.4 赤灰色(2.5YR4/1) 細砂 ススA

6234 柱穴104 士師器 椀 13.0 6.8 4. 1 灰白色(2.5Y8/l) 細砂 ヘラキリ底未調整

6235 柱穴105 土師器 椀 13.4 6. 2 4. 1 灰白色(25Y8/l) 細砂 貼付高台

6236 柱穴103 土師器 小皿 8.2 6. 1 1. 3 灰白色(IOYR8/2) 細砂、粗砂
ヘラキリ底圧痕 ロクロの回転方向
不明

6237 柱穴107 土師器 小皿 7.9 6.6 1 5 浅黄橙色(IOYRS/3) 細砂

6238 柱穴102 土師器 鍋 (36 5) 鈍橙色(75YR7 /3) 細砂 スス A

6239 柱穴106 土師器 鍋 33 8 鈍黄橙色(IOYR7/2) 細砂 スス A

6240 須恵器 蓋 灰色(N6/) 細砂 つまみ径32cm 
, .. ,._.,, 

6241 須恵器 杯蓋 15.0 灰色(5Y6/l) 細砂 外面ヘラケズリ 内面仕J:げナデ

6242 須恵器 蓋 14. 7 2.6 灰白色(7.5Y7/L) 細砂、粗砂 緑色の自然釉

'―-6243 須恵器 皿 (16. 5) 黄灰色(25Y6/l) 細砂
',,_," 

6244 須恵器 蓋 19 6 灰白色(N7/) 細砂
''  

6245 須恵器 蓋 (20 4) 褐灰色(10YR4/l) 細砂

6246 須恵器 杯 (11. 8) 黒色(N2/) 細砂 焼成不良
·—• 
6247 須恵器 杯身 (12 6) (9. 7) 4.2 灰白色(N7/)-灰色(5/) 粗砂 底面不詳
'' 
6248 須恵器 杯身 12 1 8.9 黒色(25Y2/l) 細砂、粗砂、礫

6249 須恵器 杯 15.3 9.8 4 1 灰白色(2.5Y7 /1) 細砂、粗砂 ススA'， 

6250 須恵器 杯 IL 1 灰白色(2.5Y8/l) 細砂
"' 

6251 須恵器 杯 (14. 7) 11. 0 灰白色(N7) 細砂
•一''
6252 須恵器 杯身 (15. 7) (10 6) 4 9 灰白色(5Y7/1) 細砂
'"""  

6253 須恵器 杯 (15. 8) (12. 2) 4 4 灰白色(5Y7/1) 粗砂、礫， 

6254 須恵器 杯？ "' (13 2) 灰白色(l¥'7) 細砂， 
6255 須恵器 壺？ 灰白色(lOYR7/1) 細砂
， 

6256 須恵器 ？ 11 0 灰白色(7.5Y8/1) 細砂、粗砂 砂粒左方向

'―--・ 6257 須恵器 鉢 18.0 8.2 10. 3 灰色(5Y6/1) 細砂 ョコナデ・沈線

6258 土師器 杯蓋 14 6 3.9 橙色(25YR7 /6) 細砂、粗砂 丹塗り
・-・・ 
6259 包含層 土師器 杯 (13 6) 鈍橙色(7.5YR6/4) 細砂 丹塗り不詳 チョコレート色

6260 士師器 皿 12. 3 8.2 3.3 鈍橙色(7.5YR7/3) 細砂

6261 士師器 杯 (14. 6) (8. 8) 浅黄橙色(lOYRS/3) 細砂

6262 土師器 小皿 8. 2 6.4 灰白色(lOYRB/2) 細砂

6263 土師器 小皿 12. 4 9.8 l 3 鈍橙色(75YR7 /4) 細砂、粗砂

6264 士師器 台付皿 18. 6 10. 2 4 0 橙色(5YR6/6) 精良 ョコナデ・ヘラミガキ
＇ 

6265 土師器 台付皿 14 0 橙色(5YR7/8) 細砂 外面ヨコナデ 内面ヘラケズリ後ナデ
I 

6266 土師器 杯 (9 8) 橙色(5YR7/6) 粗砂 外面丹塗り
＇ 
6267 士師器 椀 (9 2) 鈍赤橙色(SYRS/4) 粗砂 高台内外面丹塗り

6268 土師器 椀 10 9 5 9 4. 2 鈍黄橙色(IOYR7/3) 細砂 貼付面台,---
6269 土師器 内黒椀 7.9 

灰白色(10YR8/2)
粗砂 黒斑c

鈍橙色(75YR7/4) 
I 

6270 土師器 鍋？ ,. 一 鈍橙色(2.5YR6/4) 細砂
＇ 

6271 土師器 鍋 (28. 4) 鈍黄橙色(10YR7/2) 細砂 スス B
＇ 

6272 土師器 鍋 (38. 0) 鈍黄橙色(lOYR7/2) 細砂
I 

6273 土師器 鍋 (43 4) 鈍黄橙色(10YR7/3) 細砂
＇ 

6274 須恵器 風字硯 灰色(N6/) 精良， 

6275 瓦 丸瓦 , .. 灰褐色(5YR5/2) 細砂
内面布目 最大長7.95 最大幅4.4 最
大厚14cm ,,,,, ___ 

6276 瓦 平瓦 灰白色(5Y7/1) 細砂、粗砂、礫, ___ , 

6277 瓦 平瓦 • 一 灰白色(7.5Y8/l) 細砂、粗砂
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6278 須恵器 甕 17 0 •• 一 灰色(N5/) 細砂
， 

6278 須恵器 甕 灰色(N5/) 細砂
' 
6279 瓦器 こね鉢 " "●9 褐灰色(lOYR4/l) 細砂 外面ユピオサエ 内而ハケメ後ユピナデ,_,,,,, 
6280 瓦器 こね鉢 灰白色(10YR7/l) 細砂 ヨコナデ
I 

6281 須恵器 こね鉢 • • 一 灰色(N6/) 細砂 ヨコナデ
I,, 

6282 須恵器 こね鉢 (IO. 0) 灰色(N5/) 細砂

＇ 
6283 亀山焼 甕 .,. 灰白色(N4) 細砂、粗砂
, .. 

6284 須恵器 こね鉢 (29. 2) 灰色(N6/) 細砂
＇ 
6285 青磁 碗 15.4 5.8 6 5 オリーア灰色(lOY6/2) 籾良 龍 I-1-b 『金玉満堂』, ____ , 

6286 青磁 碗 16.0 オりープ黄色(75¥6/3) 精良 龍皿 I-1-b 
I 

6287 青磁 高台付碗 16.0 6.0 7 7 灰白色(10Y7/1) 精良 高台内面の一部に釉
I 

6288 青磁 皿 10.4 4.8 2 2 明緑灰色(5G7/1) 精良 龍皿 1-2-b 

＇ 
6289 青磁 皿 9.2 4.0 2 5 ォ9-7'灰色(10Y6/2) 精良 龍皿 1-2-a 
， 

6290 青白磁 合子蓋 明オリーア灰色(5GY7/1) 細砂、精良
' 
6291 白磁 碗 "" 灰白色(lOY8/l) 細砂、精良
Iーー9●9 

6292 青磁 碗 オ9-7゚ 灰色(IOY5/2) 細砂、精良
I 

6293 白磁 碗 -- 灰黄色(25Y7 /2) 細砂,,. 
6294 白磁 碗 灰白色(10¥7/2) 細砂、精良

＇ 
6295 白磁 碗 • 一 オリーア灰色(7.5Y6/2) 細砂、精良
， 

6296 白磁 碗 灰白色(2.5Y8/2) 細砂、精良 IV類
＇ 
6297 白磁 碗 一• 灰白色(10¥8/1) 細砂、精良 w類
' 
6298 白磁 碗 朗オ)-7゚ 灰色(2.5GY7 /1) 細砂、精良 lV類
I 

6299 白磁 碗 灰白色(7.5Y7 /2) 細砂、精良 [V類
I 

6300 白磁 碗 5 8 (4. 0) 灰オリーア色(7.5Y6/2) 細砂 見込み部分に釉のハギ取り

＇ 
6301 白磁 高台付碗 5. l オリーア灰色(10Y6/2) 精良
， 

6302 広東産白磁 皿 10 8 3 0 2 6 明オリーア灰色(5GY7/1) 精良 中国? 6類 6-1-a 
'" 
6303 白磁 .lIIl 9 5 3 6 2.0 灰白色 (25GY8/l) 精良 皿 m-1
' 
6304 土師器 高台付椀 16 3 6 4 5 2 灰白色(5Y8/l) 細砂、粗砂
' 
6305 包含屑 士師器 椀 15. 0 6 9 5 1 灰白色(10YR8/2) 細砂
I 

6306 土師器 高台付椀 (14. 3) 6.2 4.8 灰白色(2.5¥8/2) 細砂、粗砂 重ね焼痕
I 

6307 土師器 高台付椀 14 4 5 4 5 0 灰白色(25Y8/2) 細砂、粗砂
＇ 
6308 土師器 椀 13. 7 6 3 4. 7 灰白色(75YR8/1) 細砂、粗砂 完形
， 

6309 士師器 高台付椀 14 0 5 2 5 2 灰白色 (25¥8/2) 細砂 ほぽ完形
＇ 
6310 土師器 高台付椀 14. 3 6 1 4.4 灰白色(2.5¥8/2) 細砂、粗砂、礫
, .. , 

6311 士師器 高台付椀 (13. 9) 6.4 4 0 灰白色(7.5Y8/2) 細砂、粗砂、礫 重ね焼痕
I 

6312 土師器 高台付椀 (14. l) 6.2 4.3 灰白色(2.5Y8/2) 細砂、粗砂
！ 

6313 土師器 高台付椀 13. 3 5.3 5鼻 1 灰白色 (25Y8/l) 細砂 ほぼ完形
＇ 
6314 士師器 高台付椀 12. 8 5. 7 5 2 灰白色(lOYR8/2) 細砂

＇ 
63L5 士師器 高台付椀 12. 9 6.3 4 9 灰白色(7.5Y8/ 1) 細砂
， 

6316 土師器 椀 13. 3 6.0 4. 1 浅黄橙色(10YR8/3) 細砂
I 

6317 土師器 高台付椀 12.8 5.2 4.5 灰白色(7.5YR8/2) 細砂 ススA
'""' 
6318 士師器 高台付椀 12. 8 6. l 4.3 灰白色(2.5¥8/2) 細砂
， 

11. 5 I 4. 3 6319 士師器 高台付椀 3.9 浅黄橙色(lOYRS/3) 細砂、粗砂
' 
6320 土師器 裔台付椀 11. 3 4.4 4.2 灰白色(7.5¥8/1) 細砂 完形
I 

6321 土師器 高台付椀 1 L 0 4 4 3. 6 灰白色(lOYRS/2) 精良

＇ 
6322 土師器 高台付椀 10. 5 3 8 5. 1 灰白色(10YR8/2) 細砂
， 

6323 士師器 高台付椀 10.8 4.0 4.0 灰白色{2.5¥8/2) 細砂
＇ 

1高台付椀 9. o I 3. o 6324 土師器 31. 0 灰白色(10YR8/2) 細砂
I"' 

6325 士師器 高台付椀 10. 6 4.0 3.3 浅黄橙色(75YR8/3) 精良
I 

6326 土師器 高台付椀 9.4 3.9 4.0 灰白色{10YR8/2) 細砂、粗砂
＇ 
6327 土師器 高台付椀 9.4 4.。3 7 灰白色(2.5¥8/2) 細砂
， 

6328 土師器 椀 lL 2 灰白色{7.5YR8/2) 細砂、粗砂
' 

佃 I 10. s l s. o 4.2 I鈍黄橙色(10YR7/2)6329 土師器 細砂、粗砂
, .. 一'.. 

s. 6 I 1. 6 6330 士師器 .!Ill 7.4 灰白色(7.5YR7 /2) 精良 ヘラキリ ほぽ完形
I 

6331 土師器 小皿 8.5 6.2 1. 7 灰白色(2.5¥8/1) 細砂、粗砂 ヘラキリ
I 

6332 土師器 皿 9.1 6.8 1. 3 灰白色(2.5¥8/2) 細砂、粗砂 外面底ヘラケズリ
＇ 
6333 土師器 皿 s. 3 1 6. o 1.5 淡黄色(2.5¥8/3) 細砂 ヘラキリ
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6334 土師器 I皿 8.3 6. 1 11.5 浅黄橙色(7.5YR8/3} 細砂 ヘラキリ

,6335 土師器 皿 (31. 2) 灰黄褐色(10YR6/2) 細砂
'-
6336 士師器 皿 8.0 6.8 1 0 鈍橙色(5YR7/4) 細砂 ヘラキリ
I 

6337 土師器 小1Ill 7.8 6.6 l疇 7 浅黄橙色(7.5YR8/3) 細砂、粗砂 ヘラキリ
' 
6338 土師器 小皿 7.4 4 8 L3 淡黄色(2.5Y8/3) 細砂、粗砂 板目痕完形

~ ● ""一

1.3 ! 灰白色(2.5Y8/2) 6339 土師器 杯 7.4 5 8 細砂 ロクロの回転右 イトキリ底

6340 土師器 小皿 7. 7 5 4 l. 6 淡黄色(2.5Y8/3) 細砂、粗砂 ヘラキリ ほぼ完形
， 

6341 土師器 小皿 8.2 6. 1 l. 6 橙色(25YR7/6) 細砂 ヘラキリ ほぼ完形スス C
＇ 
6342 土師器 皿 7.8 5.5 1.3 灰白色(7.5YR8/2) 細砂 底部板状工具痕完形

＇ 
6343 土師器 皿 (7. 0) 5.4 l 3 橙色(5YR7/6) 細砂、粗砂 ヘラキリ

＇ 
6344 土師器 皿 6 9 6.0 l. 1 鈍橙色(5YR7/4) 細砂

I ー――6345 士師器 Jlil 7. 1 5.6 l. 3 灰白色(2.5Y8/2) 細砂 底部板状工具痕
I 

6346 土師器 皿 (6. 6) (5 2) l. 2 灰白色(2.5Y8/l) 粗砂、礫 ヘラキリ
＇ 
6347 土師器 皿 6.8 5.6 l會 3 鈍黄橙色(10YR7/3) 精良 ヘラキリ
'・--

621 1.1 6348 士師器 .lill 6.9 淡橙色(SYRB/3) 細砂 底部板状工具痕

6349 土師器 皿 "' 鈍黄橙色(10YR7/3) 細砂 ヘラキリ
'・・--
6350 士師器 fill 6 7 6 0 1. 3 鈍橙色(7.SYR7 /3) 細砂、粗砂 底部ヘラキリ

5351 土師器 皿 6 8 5 0 I. 3 鈍橙色(5YR7/4) 精良 ヘラキリ後ナデ
'.. 
6352 土師器 皿 7 0 5.4 1. 2 鈍橙色(5YR7/3) 細砂

＇ 
6353 土師器 皿 7 1 5 2 1 5 鈍黄橙色(lOYR7/4) 細砂、粗砂 完形
， 

6354 土師器 皿 7 1 6. 0 I 4 褐灰色(1DYR4/l) 細砂、粗砂 ヘラキリ
''  
6355 士師器 小皿 7 4 5. 9 1. 5 橙色(7.5YR7 /6) 細砂
I 

6356 土師器 皿 6 7 5. 1 1 3 淡橙色(5YR8/3) 細砂 ヘラキリ
＇ 
6357 土師器 皿 6 0 4. 8 1 3 灰白色(2.5¥7 /1) 細砂 ヘラキリ

・・-
6358 士師器 小皿 7.4 5. 7 I 2 浅黄橙色(75YR8/3) 細砂

6359 士師器 小皿 7 4 5. 6 1. 2 灰白色(10YR8/2) 細砂

6360 土師器 灯明皿 7.2 4. 7 1 2 灰白色(7.SYRB/2) 細砂
底部ヘラキリ後板状工具痕完形スス
A 

6361 包含層 土師器 皿 6 4 1 3 鈍黄橙色(IOYR7/3) 細砂 ヘラキリ後板目痕植物圧痕？

6362 土師器 皿 (5 3) 4. 4 0 8 褐灰色(10YR4/l) 細砂 ヘラキリ

6363 士師器 皿 11. 8 (7. 6) (2 7) 灰白色(7.5Y8/l) 細砂

6364 土師器 杯 9.2 浅黄橙色(75YR8/4) 細砂、粗砂 ヘラキリ

6365 土師器 皿 7 2 5. 4 1 8 灰白色(5Y8/l) 細砂 底部穿孔

6366 土師器 小杯 8 0 4. 9 2 1 橙色(75YR7 /6) 精良 ヘラキリ
• 一

6367 士師器 小杯 7. 4 5. 0 2 5 灰白色(75YR8/1) 細砂、粗砂 ヘラキリ

6368 土師器 小皿 8 8 5. 0 2. 7 鈍橙色(5YR7/4) 細砂 ヘラキリ
" 

6369 土師器 皿 8. 1 2 7 鈍橙色(5YR6/4) 細砂、粗砂

6370 土師器 皿 6.9 5. 7 2 9 灰白色(7.5YR8/2) 細砂 ヘラキリ

6371 士師器 小杯 7. 5 5. 0 2 6 灰白色(7SYRB/2) 細砂 ヘラキリ 完形
＇ 
6372 士師器 小杯 7.5 4. 8 2.6 灰白色(75YR8/2) 細砂 ヘラキリ 完形
I ,_ 

6373 土師器 小杯 7. 7 4. 8 2 7 灰白色(lOYR8/l) 細砂 ヘラキリ 完形
I , 

6374 土師器 小杯 7.8 4. 9 2. 7 灰白色(25Y8/2) 細砂 ヘラキリ
' , .  

6375 士師器 小杯 7.5 5. 5 2. 7 灰白色(25Y8/2) 細砂 ヘラキリ ススA
I• 一

6376 土師器 器台 8 0 5. 0 2.9 灰白色(75YR8/1) 細砂、粗砂 ヘラキリ ほぽ完形
I 

6377 土師器 小杯 8.3 5. 7 2.8 灰白色(25Y8/2) 細砂 ヘラキリ 完形
＇ 
6378 士師器 小杯 7.9 4.8 2.8 鈍橙色(75YR7 /4) 細砂 ヘラキリ

＇ 
6379 土師器 小杯 -7 5 4.8 2.8 灰白色(7.5YR8/1) 細砂、粗砂、礫 ヘラキリ 完形
I 

6380 土師器 小杯 8 0 5. 1 2.9 浅黄橙色(10YR8/3) 細砂、粗砂 ヘラキリ ほぼ完形
＇ 
6381 士師器 小杯 8 2 4.9 3.3 灰白色(2.5Y8/2) 細砂 ヘラキリ

＇ 
6382 土師器 小杯 8 9 5 2 3.4 浅黄色(2.5Y7 /3) 細砂
I 

6383 土師器 小杯 5 1 鈍橙色(10YR7/4) 網砂 ヘラキリ
I . 

6384 土師器 台付杯 8 5 10. 6 5. 7 淡黄色(2.5Y8/3) 細砂
＇ 
6385 土師器 皿 9.2 黄灰色(2.5Y5/1) 細砂
I 

6386 土師器 皿 13 8 8 3 6 8 鈍黄橙色(10YR7/3) 細砂
＇ 
6387 土師器 土鍋 30 4 " 灰褐色(75YR6/2) 細砂 ススA

6388 土師器 鍋 27.8 灰褐色(75YR4/2) 細砂、粗砂

6389 士師器 鍋 (31 4) " 鈍橙色(5YR7/4) 細砂
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角田調査区土器観察表

挿図
法儀(cm)

掲載遺構名 種別 器種 色調 胎土 特徴
番号

ロ径 底径 器高

6390 土師器 鍋 鈍赤褐色(7.5YR7/3) 細砂 ススA
，一"'"'

6391 土師器 鉢 •一 9 鈍黄色(2.5Y6/3) 細砂、粗砂
'―.... ,, 

6392 土師器 鍋 ー， 鈍橙色(5YR7/3) 細砂 外面ユビオサエ スス C
" 

6393 瓦器 羽釜 22. 0 灰色(5Y6/l) 細砂 ヨコナデ
包含層

6394 土師器 羽釜 24. 8 -- 鈍黄橙色(10YR7/3) 細砂 スス A

6395 土師器 鼈 橙色(5YR6/6) 細砂、粗砂、礫

6396 土師器 窟 橙色(5YR7/6) 粗砂

6397 士師器 窺 灰褐色(7.5YR4/2) 細砂、粗砂、礫
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土製品一覧表

掲載 掲載遺構名 法量(mm) 重量
色調

I 
胎土 時期 特徴・備考番号 1試掘地点名

器種
(g) 最大長 最大幅 最大厚 孔径

Cl B-6 士錘 41. 0 8.0 -I 3.o 2. 75 褐灰色(10YR4/1} 中世

C2  土錘 70.0 22.0 -! 6.5 34.61 灰白色(lOYRB/1) 細砂 完形

C3  土錘 68.5 20.5 (6. 5) 31. 10 灰白色(10YR8/2} 細砂 完形
ー一，
C4  土錘 70.5 22.5 5.0 36. 75 灰白色(lOYR8/2} 細砂．礫 完形

cs 土錘 69.0 22.0 5. 5 36.20 浅黄橙色(7.5YR8/2) 組砂 ほぽ完形,,, ___ , 

C6  土錘 (55. 0) 20.0 (6. 0) 20. 78 浅黄橙色(7.5YR8/3) 細砂
＇ 
C7 土錘 62.0 27.0 5.0 40. 82 灰白色(JOYR8/2) 細砂 ほぽ完形

l —---· C8 士錘 48.0 27.0 7. 5 32.52 鈍黄橙色(lOYR7/3) 細砂，粗砂 ほぽ完形トー＿，

-I (7. O) C9 士錘 51 2 25.5 35.64 灰白色(lOYRS/2) 細砂 完形
I 

C 10 土錘 50 5 25 0 ● 9 (7 0) 30 99 橙色(5YR6/8) 細砂，礫 完形・-
Cll 土錘 52.0 20.0 (6. 0) 23 92 橙色(5YR6/8) 粗砂，礫 ほぽ完形

C 12 土錘 49 5 29.0 6 5 19. 59 鈍黄橙色(IOYR7/2) 細砂 完形
'"ー・"'
C 13 土錘 47, 0 20 0 (6 0) 19皐 04 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂 完形

Cl4 土錘 46 0 23. 0 7.0 25. 53 鈍黄橙色(IOYR7/3) 細砂 完形... 
C 15 竪穴住居 1 士錘 46. 0 19 0 5 5 15. 85 灰白色(lOYRS/2) 細砂 古・後・III ほぽ完形

，一・-・"
C 16 土錘 49 5 25. 0 (6. 5) 30.40 鈍橙色(75YR7 /3) 礫 完形

I 

C 17 土錘 45.0 22 0 5. 5 18.64 灰白色(10YR8/l) 細砂，粗砂，礫
1・'"""''
C 18 土錘 (42 5) 19 5 6 0 19. 66 灰白色(IOYRS/2) 粗砂

＇ 
C 19 土錘 48.0 26 0 (6. 0) 32 34 浅黄橙色(7.5YR8/4) 細砂 完形， 

C20 土錘 48.0 20.0 .. 5 5 18 45 鈍黄橙色(lOYR7/2) 細砂，粗砂 完形
ト一ー・・"'
C21 士錘 41. 0 24.0 (6 0) 25. 77 橙色(75YR7 /6) 細砂，礫 完形

・ー――•• • • 
C22 土錘 44.0 24.0 8. 0 26.40 褐灰色(10YR5/l) 細砂，粗砂 完形

C23 土錘 (37. 5) 21. 0 (5 5) 14. 14 橙色(2.5YR6/6) 粗砂
’’ 
C24 土錘 32.0 17.0 5 5 7.85 灰黄褐色(10YR6/2) 細砂，粗砂

''"  

C25 土錘 28 5 23.0 5. 5 14. 71 灰白色(2.5Y8/l) 細砂，粗砂

C26 土錘 31 0 22 0 6 0 17 04 灰白色(10YR8/l) 細砂. , ___ ., 

C27 土錘 (27. 2) 18. 0 7.5 7 34 橙色(2.5YR7 /6) 細砂
＇ 
C28 土錘 60 0 20.0 6 0 23 56 灰白色(10YR8/l) 細砂，礫 L字型に孔

C29 土錘 72~ 2L 5 (6. 5) 37 13 橙色(7.5YR7 /6) 細砂 完形
l 一•’ー・・・

C30 士錘 57.0 22.5 (6 5) 30.47 鈍橙色(5YR7/4) 細砂，礫 完形,,. 一—
C31 土錘 55.5 23 0 (7 O) 30. 00 灰臼色(2.5Y8/2) 細砂，礫 完形

I 

C32 土錘 54.5 20 0 7. 0 27 12 灰白色(7.SYR8/1) 細砂 完形• —., 
C33 土錘 62 5 22. 5 (6 0) 27. 73 浅黄橙色(lOYRS/3) 細砂

I , 

C34 土錘 57 0 20.0 (6. 0) 2L 99 灰白色(IOYRS/2) 細砂，礫 ほぽ完形

C35 土錘 48.0 24.0 (6 0) 3L 71 橙色(75YR7/6) 細砂 完形ー・，．．．

C36 土錘 (36. O) 19.0 ,. 6 0 8 87 鈍橙色(5YR7/4) 細砂，礫
’’ 
C37 包含屈 土錘 (29. 0) 20.0 4.0 12 24 灰褐色(5YR5/2) 精良 古

C38 土錘 (4L 0) 19 0 (5. 5) 12 24 浅黄橙色(10YR8/3) 細砂
"'  

C39 土錘 (44 5) 20 5 " (6. 5) 17 97 灰白色(25Y8/2) 細砂．礫

C40 士錘 (43 O} 21 5 ... (6 5) 17.64 灰白色(2.5Y8/2) 細砂,,_, 
C41 士錘 (41. 0) 24 5 7 5 25. 74 橙色 (5YR6/8) 粗砂

I 

C42 土錘 49 0 18.0 (7 5) 13. 57 灰黄色(2.5Y7 /2) 細砂 ほぼ完形
I 

C43 土錘 (47. 0) 21. 0 5 0 17 70 灰白色(75YR8/2) 細砂
I 

C44 士錘 42.0 16.0 5 0 6 99 灰白色(25¥8/1) 細砂，粗砂
I 

C45 士錘 (24. 5) 16.0 4.0 4. 71 明褐灰色(7.5YR7 /2) 細砂，礫

C46 溝 3 土錘 (47 0) 8. 5 (2ヤ 5) 3.05 橙色(2.5YR7/6) 精良 中世 ほぽ完形

C47 溝 8 土錘 (40 0) 10. 0 (3 5) 4 18 鈍黄橙色(10YR7/2) 精良 中世 ほぽ完形

C48 土錘 (32 0) 8. 5 
3. ゜2 62 鈍赤褐色(2.5YR5/4) 細砂

● ● ""  柱穴 中世
C49 土錘 (23. 0) 9 5 —• 3. 5 L 81 浅黄橙色(lOYR8/4) 精良

cso 紡錘車？ 24.0 20 0 9 0 なし 6. 54 灰色(N6/) 精良 須恵器転用品． 

C51 土錘 (60. 0) 13.0 (3 0) 7 97 淡橙色(5YR8/4) 細砂 ほぽ完形
＇ 
C52 土錘 54 0 14.0 3.0 9 86 鈍橙色(7.5YR6/4) 細砂 完形

＇ 
C53 土錘 51. 0 11. 5 (3. 2) 6.40 橙色(5YR6/8) 細砂 完形

C54 包含屈 土錘 47.0 9 0 (2. 5) 3 07 鈍橙色(5YR7/4) 細砂 中世 ほぽ完形
,_,' 

C55 土錘 45 0 10 5 (4. 0) 4 51 鈍橙色(75YR7 /3) 精良 ほぼ完形,,_ 

C56 土錘 46. 0 10 0 (3. 0) 4 27 灰白色(10YR8/l) 精良 ほぽ完形
-・・・ 
C57 土錘 48 0 8 0 (2. 5) 2.43 淡赤橙色(2.5YR7 /3) 精良 完形．．． 

C58 土錘 (44 0) 10.0 (2. 5) 3.92 鈍橙色(5YR6/4) 細砂 ほぽ完形
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土製品一覧表

掲載 掲載遺構名 法最(mm} 重凪
器種 色調 胎土 時期 特徴・備考番号 1試掘地点名 最大長 最大幅 最大厚 孔径

(g) 

C59 士錘 (39. 5) 11 0 (3 0) 4.64 赤橙色(10R6/6) 細砂

C60 包含層 土錘 (23. 0) 10. 5 -- (4 0) 2 33 灰白色(5YR8/l) 細砂 中世

C61 土錘 (23. 0) 9、0 2. 5 1. 21 鈍赤橙色(lOR6/4) 精良

C62 紡錘車 57 0 26 0 3 0 8. 0 10 54 黒 (7.5YR2/1) 細砂 土器片の転用
' 
C63 紡錘車 49 0 46 0 7.0 7 I 18. 54 黒 (25Y2/1) 粗砂～細砂

＇ 
C64 紡錘車 51. 0 25. 0 6 0 6 0 11. 54 橙 (5YR7/6) 細砂 土器片の転用， 

C65 紡錘車 50.0 36.0 
6. ゜4 8 13 96 黒褐 (10YR3/2) 粗砂～細砂 土器片の転用， 

C66 紡錘車 48 0 46.0 
6. ゜3 1 15. 12 灰黄褐(lOYRS/2) 細砂 土器片の転用,, 

C67 紡錘車 43.0 34 0 4 0 4.0 8. 18 鈍褐(75YR6/3) 細砂 土器片の転用， 竪穴住居6 弥・後.II 
C68 紡錘車 43.0 40 0 5 0 4.8 ，ャ 83 鈍褐(7.5YR5/4) 粗砂～細砂 土器片の転用

＇ 
C69 紡錘車 44 0 39 0 4.0 6.2 8 64 橙 (75YR7 /6) 粗砂～細砂 士器片の転用

＇ 
C70 紡錘車 36. 0 35. 0 4.0 4 0 6 10 浅橙(5YR8/4) 細砂 士器片の転用

＇ 
C71 紡錘車 42 0 41 0 4.0 4 6 9. 11 橙 (SYR7/6) 粗砂～細砂 土器片の転用

＇ 
C72 紡錘車 58 0 54 0 7 0 3 5 2L. 93 橙 (2SYR6/8) 細砂，粗砂 土器片の転用

I 

C73 分銅形 78 0 68 0 17 0 110. 46 黒褐 (10YR3/1) 細砂

C74 竪穴住居8 紡錘車 21 0 21. 0 5 0 3. 5 2.67 明褐灰色 (7.5YR7 /2) 細砂 弥・後.I 

C75 竪穴住居9 Pl板状 63 0 58.0 7 5 41 56 橙色(5YR6/6) 細砂 弥・後・ m~w

C76 竪穴住居10 土錘 (41.0) 19.0 7. 0 17 91 灰褐色 (75YR5/2) 細砂 弥・後・後半

C77 竪穴住居16 紡錘車 39 0 42 5 5 0 6 0 7 87 鈍橙色(75YR6/4) 細砂 弥・後 -rn~rv 表面スス

C78 勾玉 48 0 17 0 15.0 4 0 21. 13 灰白色(10YR8/2) 細砂， 袋状土贋11 弥・後・ I
C79 円板状 39. 5 38.。5.0 10. 75 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂

C80 袋状土城23 円板状 (28 0) 41 0 7. 0 9 47 鈍橙色 (5YR6/3) 細砂 弥•後. I 

C8l 袋状土塙35 分銅形 89 0 100 5 21 0 196 22 鈍橙色 (5YR7/3) 細砂 弥・後.I 

C82 土壊88 土至 19 5 18. 0 3.0 5 87 橙色(2.5YR6/8) 細砂 弥・後.I 

C83 紡錘車 45 0 42.0 5 0 3 9 12 09 浅黄橙(7.5YR8/6) 細砂～粗砂

C84 紡錘車 41. 0 4l. 0 3 0 7 0 8.07 橙 (5YR7/8) 細砂～粗砂

C85 紡錘車 45 5 49.0 7 0 
包含層

6. 5 14. 79 灰黄褐色(10YR5/2) 細砂 完存
弥

C86 紡錘車 41. 0 40.5 4.5 4 0 7.91 鈍黄橙色(10YR7/3)

C87 士錘？ 37.0 22 0 4 8 24.47 浅黄橙(75YR8/3) 細砂 紡錘車？
"' 

C88 土錘 30.0 26 0 3 0 13.59 浅黄橙(7.5YR8/4) 細砂 沈線

C89 土錘 46.0 9. 0 3.0 3 42 明赤褐(25YR5/8) 細砂 指圧痕
竪穴住居23 古・後.II 

C90 フイゴ羽口 (49. 0) (30. 9) (17. 2) 2 58 暗青灰色(5BG4/1)

C91 竪穴住居37 土玉 27 0 20.0 3.0 12 13 鈍橙色(5YR7/3) 細砂 古• 中.I 完形

C92 竪穴住居40 紡錘車 48. 0 48.0 21. 0 9 0 59 00 黒褐色(7.5YR3/1) 粗砂 古・後.II 表面スス

C93 土錘 (52 5) 37.0 (14. 0) 35.35 鈍橙色(75YR6/4) 細砂 古• 中・ 1， 竪穴住居46
C94 土錘 108 0 35. 5 17. 0 132. 41 鈍橙色(7.5YR6/4) 細砂 古・中・ 1 黒斑

C95 土潅垂 65 0 27.0 3 8 43. 91 明赤褐(2.5YR5/8) 粗砂～細砂
ヽ

C96 上錘 51 0 20.0 6 l 15.30 淡橙(5YR8/4) 細砂
' 
C97 包含層 土錐 (46. O) 22.0 5 9 21. 14 橙 (5YR7/8) 細砂，礫 古

C98 鏡形 54.0 37 0 20.0 3 0 21 60 黄灰(2.5Y5/L) 細砂

C99 鏡形？ 34.0 34 0 16. 5 2. 0 11 78 橙色(5YR7/6) 細砂

ClOO 掘寸柱建物20 上錐 (30 0) 8 0 2. l 2 16 橙 (2.5YR7 /8) 中世

ClOl 掘汀柱建物31 上錘 68 0 10. 0 4.0 7 05 灰白色(lOYRS/2) 細砂 中世 完存

Cl02 井戸 5 上錘 (34. O) 8 0 3. 0 2. 17 橙色 (25YR7 /6) 細砂 中世

Cl03 土壊180 土錘 40.5 10 0 3. 0 3. 52 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂 中世

Cl04 溝32 土錘 48.0 13 0 5 0 8.07 橙色(5YR6/6) 細砂 中世

Cl05 柱穴11 土錘 (49. 0) 14.0 6 0 8.94 浅黄橙 (75YR8/4) 細砂 中世

C106 柱穴13 土錘 43.0 9 0 2 0 2.37 鈍黄橙色(10YR7/2) 細砂 中世 ほぽ完形

C107 土錘 56 0 14 0 4 0 9_09 淡橙色(5YR8/3) 細砂 古代・中世 ほぽ完形

Cl08 土錘 48.0 10 0 3 2 5. 15 橙 (5YR7/6) 細砂 中世

Cl09 土錘 43.5 13 5 3 5 
包含層

7 64 鈍橙色(5YR7/3) 細砂 古代・中世 完存

CllO 土錘 42.0 9 0 3 0 2 98 浅黄橙(7.5YR8/3) 細砂 中世 指圧痕

Clll 土錘 4.0 9 5 2 0 3 04 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂 古代・中世 完形

Cll2 土錘？ (31. 0) 17.0 3 5 7 53 鈍橙色(5YR6/3) 細砂 古代・中世

Cll3 I 士錘 45.0 17.0 6 0 11 23 鈍黄橙色(10YR7/2) 細砂

Cll4 士錘 42.0 9 5 2.0 3 24 灰黄褐色(10YR6/2) 細砂 ほぼ完形
近世素掘溝

-I 3. o l 1 54 
近世

Cll5 士錘 (25. 0) 8 5 鈍橙色(5YR7/3) 細砂

Cll6 土錘 (24. 0) 8 0 ~ I 3. o l 1 43 1鈍橙色(2.5YR6/3) 細砂
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土製品一覧表

掲載I掲載遺構名 I 法量(mm) 重紐

I 
胎士

I 
時期

I 
特徴・備考番号 1試掘地点名

器種
(g) 

色調
最大長 最大幅 最大厚 孔径

c111! 近世素掘溝 l咽板状 35.0 34.0 16.0 24.31 明褐灰色(5i'R7/2) 麟 近世 備前焼

Cll8 紡錘車 58.0 57 0 10.0 なし 33.42 橙色{5YR6/8) 粗砂 土器片の転用 未製品
＇ 
Cll9 紡錘車 55.0 53 0 10.0 なし 40. 54 橙色(7.5YR7/6) 祖砂 土器片の転用末製品
,, —••• 
C120 竪穴住居53 紡錘車 30.0 37.0 5.0 なし 7 69 鈍橙色(5YR7/4) 細砂 弥・後 士器片の転用末製品

I 

Cl21 紡錘車 43.0 42.0 6 0 なし 13 41 鈍橙色(5YR7/4) 祖砂 士器片の転用未製品

Cl22 紡錘車 30.0 31. 0 9 0 なし 8 01 橙色(5YR6/8) 細砂 士器片の転用 未製品

Cl23 紡錘車 34.0 36.0 4 o I (4 5) 6 22 浅黄橙色(75¥'R8/4) 粗砂 弥・後・ 土器片の転用 未製品
竪穴住居54

Cl24 紡錘車 46.0 45.0 6 0 なし 12 71 橙色(2.5YR7/8) 粗砂～細砂 弥・後・IV 土器片の転用未製品

C 125 竪穴住居 紡錘車 42.0 44.5 2 5 なし 7 18 鈍赤褐色(5YR5/3) 細砂 士器片の転用

61 a・b 弥・後・
C 126 紡錘車 36 0 35.0 4.0 7 0 6 23 橙色(2.5YR6/6) 細砂 土器片の転用 未製品

C 127 竪穴住居63 紡錘車 50.0 64 0 7.0 13.0 25.82 橙色(2.5YR6/6) 細砂 弥・後・ 1- 土器片の転用未製品

C 128 竪穴住居70 士錘 (45. 5) 30 0 13.5 6.0 (33. 39) 鈍橙色(5YR7/4) 細砂，粗砂 弥・後•田-N

C 129 竪穴住居71 土錘 27.0 32. 0 16.0 3.0 (20. 68) 鈍橙色(7.5YR6/4) 細砂 弥・後・ I

Cl30 紡錘車 53.5 54 0 10 2 6.0 27. 01 鈍赤褐色(2.5YR5/3) 細砂
竪穴住居77 弥・後・IV

Cl31 土錘？ 24.0 21. 0 02 0) なし (5. 42) 灰色(5Y4/l) 細砂

C132 紡錘車 55 0 59.5 4 6 なし 19 80 鈍橙色(5YR7/3) 細砂．粗砂 弥・後・IV 上面凹み2か所未製品

＇ 
竪穴住居91

C133 玉 19 0 24.0 なし 8 82 橙色(5YR6/6) 細砂 弥・後 剌突文ほぽ完形

Cl34 竪穴住居93 紡錘車 (47 0) (29. 3) 5 5 7 0 (9. 55) 鈍橙色(5YR7/4) 細砂 弥・後

Cl35 紡錘車 (40 0) 49.0 5 6 7 0 (12 94) 黒色(10YR2/I) 細砂，粗砂
I 竪穴住居94 弥・後・IV
Cl36 紡錘車？ 30 0 34.0 5 0 なし 6 18 橙色(25YR7 /6} 細砂，粗砂，礫 未製品？

Cl37 竪穴住居95 土錘 44 5 34,0 5 5 52 96 橙色(25YR7/6) 細砂 弥・後・N? 完形

C138 竪穴住居102 紡錘車？ 26 0 24.0 4 0 2 90 明褐色(7SYRS/6) 細砂 弥

Cl39 紡錘車 47 0 (28. 5) 4 5 (11. 0) 7 99 橙色(5YR6/6) 細砂

C140 紡錘車 48.0 43:0 5 0 5 0 12 22 橙色(5YR6/8) 細砂 焼成やや不良

C141 紡錘車 30 0 28.0 6 0 4 0 6 09 橙色(5YR6/6) 細砂
’’ 竪穴住居103 弥
C142 紡錘車 33 0 3L 0 5. 0 4. 0 5 33 橙色(5YR6/6) 細砂 焼成やや不良
"""' 

C143 紡錘車 41 5 34.0 4 0 6 0 6 53 鈍黄橙色(lOYR7/4) 細砂 焼成やや不良

C144 紡錘車 38 0 37.0 5 3 5 5 8 99 鈍赤褐色(5YR5/3) 細砂

Cl45 竪穴住居104 紡錘車 32.5 
3L゚

5 0 4.0 4 69 明褐色(7.5YR5/6) 細砂 弥 焼成やや不良

Cl46 竪穴住居105 紡錘車 36 0 31. 0 3 0 5 0 4 10 鈍褐色(7.5YR5/3) 細砂 一•• 焼成不良

Cl47 竪穴住居110 紡錘車 40 5 38.0 35.0 4.5 9 58 鈍橙色(6YR6/4) 細砂 弥 焼成やや不良

Cl48 竪穴住居119 紡錘車 26 5 26. 5 4 5 3.5 3 53 鈍赤褐色(5YR5/3) 細砂 弥・後・m ほぼ完形

C149 袋状士城103 士玉 8 0 5 37 黒褐色(25Y3/L) 細砂 弥

Cl50 方形土壊61 士錘 57 0 26.0 6 5 28. 19 橙色(5YR7/6) 細砂 弥・後 ほぽ完形

Cl51 方形土塙65 士錘 (46 0) 31. 5 6.0 (40. 46) 淡赤橙色(25YR7/4) 細砂 弥・後

Cl52 方形土城107 T字頭勾玉 (36 0) (16. 5) (19. 5) 3.5 (14. 48) 橙色(5YR6/6) 細砂 弥

C153 方形土被139 土偶 (5 0) 2. 0 2. 0 " 22. 32 鈍黄橙色(10YR7/2) 細砂 弥

C154 方形土破146 紡錘車 46 0 (26 0) 5 0 6.0 8.94 橙色(75YR6/6) 細砂 弥

C155 土壊205 土錘 78 0 42.0 7.2 140. 17 灰黄褐色(10YR4/2) 細砂 弥後.II 

C156 土壊335 紡錘車 51 0 49 0 6.0 3.0 19. 72 鈍赤褐色(5YR5/4) 細砂 弥•後 -llI~IV

C157 土塙401 棒状 83. 0 33 0 26 0 77.93 鈍橙色(5YR7/4) 細砂 弥・後・ 1

C158 士錘 80 0 39.0 10.5 129.83 橙色(25YR6/6) 粗砂～細砂 弥
—• • 
C159 士錘 75 0 41 0 9.0 127.33 鈍橙色(7.5YR6/4) 細砂 弥

,, .. 
C160 士宝 ]8 5 16. 0 2.0 4. 10 橙色(5YR6/6) 古•中. I ? 完存

"● "●'' 

C161 紡錘車 (36 5) 4.7 5 8.6 7.0 (16. 56) 橙色(7.5YR6/6) 細砂 弥・後
包含恩

C162 紡錘車 48 0 41 0 5.0 5.0 12 79 鈍赤褐色(5YR5/3) 粗砂～細砂 弥 土器片の転用
"'  

C163 紡錘車 33 0 32 0 5.0 5. 0 5 32 橙色(7.5YR7/6) 細砂 焼成やや不良， 

C164 紡錘車 47 5 43 0 7. 1 3 5 16 62 鈍橙色(7.5YR6/4) 細砂
’’ 

Cl65 紡錘車 63 0 60 0 8 0 なし 39 38 明褐灰色(7.5YR7 /2) 細砂 古•前 ·Ill- 土器片の転用 未製品

Cl66 包含陪 把手付椀 5.3 ● " 5 8 139 05 橙色(5YR6/6) 細砂．粗砂 ... 手捏ね完形
最短長4.7llllil 

C167 竪穴住居133 土錘 82.0 40.0 18. 0 128 68 鈍橙色(5YR7/4) 粗砂～細砂 I 古•前皿～
C168 土錘 42.0 31. 0 3. 5 39.66 灰赤色(2.5YR6/2) 細砂，粗砂 完形

＇ 竪穴住居141 古•中
C169 土錘 (37. O) 28.5 4. 5 (30. 37) 鈍橙色(5YR6/4) 細砂

C 170 竪穴住居142 土錘 36.0 41. 0 9.0 (36. 86) 鈍橙色(5YR7/4) 細砂 |古•中
C 171 竪穴住居158 土錘 36.5 [3.0 4.5 5.94 明褐灰色(7.5YR7/2) 細砂 古

C 172 土錘 38.0 8.0 4. 0 3. 74 鈍橙色{5YR6/4) 細砂
＇ 竪穴住居160 古
C 173 土錘 35.0 8.0 3. 0 3.64 橙色(5YR7 /6) 細砂 焼成やや不良
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土製品一覧表

掲載 掲載遠椙名 法屈(mm) 重藷
色調 胎土 時期 特徴・備考番号 1試掘地点名

器種
(g) 最大長 最大幅 最大厚 孔径

C 174 竪穴住居160 土錘 39.0 9.0 "" 3.0 4.04 灰白色(lOYRB/1) 細砂 古

C 175 竪穴住居169 紡錘車 50.0 48.0 23 0 9 0 53 06 鈍黄橙色(10YR7/3) 細砂 古

C 176 竪穴住居174 ？ (89 5) 76 2 6 0 430 82 褐灰色(lOYRS/1) 粗砂，砂礫 古

C 177 土錘 (56 0) 17 0 5. 0 (15 24) 橙色(5YR6/6) 細砂
I •• , 一—·-··

C 178 士錘 (57 0) 16. 5 
,,_ 

5 5 (12. 01) 褐灰色(IOYR4/1) 細砂，粗砂，礫,_ 竪穴住居175 古・後
Cl79 士錘 (51. 5) 

16. ゚ 5 0 (13 51) 黒褐色(2.5¥3/1) 細砂． 
Cl80 土錘 (38. 0) 15.。 6. 5 (8 61) 黒褐色(lOYR3/Z) 細砂

Cl81 土錘 (47 5) 17 0 " 5.5 11. 01 黄灰色(25Y4/l) 細砂
＇ 
Cl82 竪穴住居179 土錘 47 0 12 0 一， 3.5 6.95 鈍黄橙色(10YR7/3) 細砂 古•中 ·I~II ほぽ完形

C183 土錘 (45 O) 11 0 3. 5 5.33 橙色(5YR6/6) 細砂

Cl84 竪穴住居182 土錘 (26 0) 11. 5 3 5 2 63 橙色(5YR6/6) 細砂 古・後.II ? 

C185 土錘 65 0 14.0 "' 5 0 11 20 橙色(5YR6/8) 細砂 ほぼ完形

＇ Cl86 土錘 66 0 18 0 6 5 16 79 鈍橙色 (75YR7 /4) 細砂 ほぽ完形
＇ Cl87 土錘 55.0 15 5 6 0 9. 71 橙色 (75YR7 /3) 細砂 ほぽ完形
＇ Cl88 士錘 (51. 0) 13 0 5.0 (5. 81) 橙色(5YR6/8) 細砂 接合不能
L. 竪穴住居191 古•中. II 
Cl89 士錘 34.5 12 0 " 4.5 4 11 橙色(5YR6/6) 細砂，粗砂

＇ 
Cl90 土錘 (28. 0) 15 0 4.。6 09 橙色(5YR6/6) 細砂，粗砂

＇ 
C191 土錘 (32 0) 16 0 3 5 7 61 灰褐色(7.5YR4/2) 細砂，粗砂

＇ 
C 192 土錘 (17 0) 6.0 2 0 0. 53 明赤褐色(5YR5/6) 細砂

C 193 土錘 64 5 15.5 6 0 12. 15 灰白色(25Y8/2) 細砂，粗砂 ほぽ完形

Cl94 土錘 60 0 17 0 5. 0 15. 92 橙色(75YR7 /6) 細砂，粗砂 ほぽ完形

C 195 土錘 63 0 14 0 4. 5 11 49 淡黄色(2.5Y8/3) 細砂，粗砂 ほぽ完形
I, 

Cl96 士錘 62.5 14. 0 5. 0 9 66 橙色(5YR6/6) 細砂，粗砂 ほぼ完形

Cl97 土錘 63.0 15. 0 5 0 12 01 橙色(5YR6/6) 細砂，粗砂 ほぽ完形

C 198 土錘 57. 5 15 0 4 0 9. 76 鈍橙色(75YR7 /3) 細砂，祖砂 完形

Cl99 竪穴住居190 士錘 56 5 13 0 5 5 8.06 橙色 (5YR6/8) 細砂，粗砂 古• 中.I ほぽ完形
● " 

C200 土錘 45 0 14. 5 4.0 7. 02 橙色(5YR6/8) 細砂 ほぼ完形

C201 土錘 (36 0) 13 5 5.0 5 86 橙色(5YR6/6) 細砂，粗砂

C202 土錘 (37. 5) 14. 0 ・-・ 6.0 5 58 鈍橙色(5YR7/4) 細砂，粗砂

C203 土錘 (33. O) 16 0 4.0 6 58 橙色(5YR6/6) 細砂

C204 土錘 (33.0) 15 0 5 5 4 97 鈍橙色(75YR7 /4) 細砂

C205 土錘 (33. 5) 13 5 5 0 4 43 橙色(5YR6/8) 細砂，粗砂

C206 土錘 (62. 0) 19 5 6 0 20. 18 鈍黄橙色(10YR6/3) 組砂， 
竪穴住居190・

C207 士錘 (51. 0) 15 0 4.0 9. 73 橙色 (5YR6/6) 細砂 古• 中・Il
I 191 

C208 土錘 (35 0) 14.0 4 5 5. 14 橙色(7.5YR7 /6) 細砂

C209 土錘 31 0 11. 0 4.0 3.56 鈍橙色(75YR7/3) 細砂
＇ 
C210 土錘 (49 5) 17.5 -- 5.5 (11 56) 灰白色(5YR8/2) 細砂 古？

＇ 
C211 土錘 (50 O) 11. 5 6.0 (10 43) 淡黄色(2SYS/3) 細砂粗砂 古？

＇ 
C212 土錘 49 5 18.5 6.0 15 72 灰白色(lOYRS/1) 粗砂 古？ ほぽ完形

C213 土錘 71 0 18. 0 4 0 21 08 橙色(75YR6/6) 細砂

C214 土錘 68.0 17 0 -- 5 0 17.94 鈍褐色(7.5YR6/3) 細砂 古•中？ ほぼ完形

C215 土錘 69.0 23 5 4 5 32.60 灰白色(7.5YR8/2) 細砂 古？ ほぽ完形
＇ 包含層
C216 土錘 70.5 24 5 8 0 37.95 灰白色(lOYR8/l) 細砂 古？ 完形

L 

C2l7 土錘 20.0 41 0 ．． 7 0 (29. 94) 橙色(5YR7/6) 粗砂 古・中？
＇ 
C218 円板状 39.5 50 0 ll 0 19 22 橙色(5YR7/6) 細砂，粗砂，礫 古•中. I ? 刻み目

＇ 
C219 羽口 (63. 0) (68. O) (63 O) 21. 0 226 30 灰色(N6/) 細砂，粗砂 古•中. I ? 

C220 舟形？ (60 0) (107. 0) 36 0 186 46 鈍橙色(5YR6/3) 細砂，粗砂，礫 ？ 
I 

C221 土馬 (51 0) (17. 0) 16.0 21. 85 鈍橙色(5YR6/4) 細砂
I 

C222 （馬・犬）形 (6. 0) {19. 0) 一" (43. 32) 橙色(5YR6/6) 細砂

C223 土壊墓21 土錘 (27 5) 8.5 3. 5 (1. 94) 灰白色(2.5Y8/2) 細砂，粗砂 中世

C224 土錘 53 0 IL。
- I ,., 1 I 5・" 浅黄橙色(7.5YR8/4) 粗砂～細砂

＇ 土城449-453 中世
C225 土錘 60 0 12.0 - 3. 9 7. 19 淡赤橙色(2.5YR7/4) 細砂

C226 溝43・46 土錘 44.0 12.0 - I 3. o 6. 01 橙色(5YR7/6) 細砂 中世

C227 溝44 土錘 (45. 0) 9.0 3. 5 2.93 淡赤橙色(2.5YR7 /4) 細砂 中世

C228 窪地5 土錘 43.0 9 0 2.8 2 44 赤色(LORS/6) 細砂 中世

C229 土錘 (25. 0) 7 0 3.0 (1 54) 淡極色(SYR8/3) 細砂
河道9

I 38. o 
暗オリーブ灰色

C230 土錘 9 0 3.0 2 84 
(2. 5GY4/1) 

細砂，粗砂 平安 ほぼ完形
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土製品一覧表

掲載 掲載遺構名 法砒(mm) 重乱

番号 1試掘地点名
器種

孔径 Icg) 
色調 胎士 時期 特徴・備考

最大長 最大幅 最大厚

C231 土錘 42.0 11. 0 3 0 5.36 灰白色(25Y8/2) 細砂 平安 ほぽ完形

C232 河道9 土錘 51. 0 11 5 4.0 5.08 橙色(5YR6/6) 細砂，粗砂，礫 古代 ほぼ完形

C233 土錘 56.5 19.0 6.5 16. 29 橙色{7.5YR7/6) 細砂 古代 ほぼ完形

C234 土錘 (61. 0) 16. 0 7.0 13. 15 褐灰色(10YR4/l) 細砂 孔はT字型

C235 土錘 61. 0 20.0 8 1 20.45 浅黄橙色(lOYR8/4) 粗砂～細砂

C236 土錘 43 0 19.0 3.8 13.03 橙色(5YR7/6) 細砂 一部削られている

C237 土錘 (70 0) 12.0 4.9 9.28 浅黄橙色(7.5¥'R8/3) 細砂

C238 土錘 47 0 14.0 4.0 6.82 鈍橙色(2.5YR6/4) 細砂，粗砂 完形

C239 土錘 48.0 12.0 4.8 7.39 灰白色(lOYRB/2) 細砂

C240 土錘 53.0 13.0 4. 2 8.43 浅黄橙色(7.5YR8/4) 細砂

C241 土錘 (49. 0) 11 0 4. 0 (5. 25) 橙色(2.5YR6/6) 細砂 ほぽ完形

C242 土錘 (33. 0) 13 5 5.0 (5. 53) 黄灰色(2.5Y4/l) 細砂

C243 土錘 (40. 0) 12.0 5.5 6.05 浅黄橙色(7.5YR8/4) 細砂 砂多い

C244 土錘 53.0 10.5 3.5 5. 32 鈍黄橙色(lOYR7/2) 細砂 ほぽ完形

C245 土錘 51. 0 9 0 3.0 4. 78 赤褐色(10R5/3) 細砂

C246 土錘 (43. 0) 9 0 3 6 3. 27 橙色(2.SYR7 /6) 細砂

C247 土錘 (30 5) 10 5 3 0 (3. 30) 鈍橙色(5YR7/4) 細砂

C248 土錘 (37 0) 11 5 4 0 (3. 76) 灰白色(IOYR8/2) 細砂
＇ 
C249 土錘 (43. 0) 9.0 3.0 2.94 灰白色(10YR8/1) 細砂

＇ 
C250 土錘 (40. 0) 10 0 4.0 4.62 鈍橙色(7.5YR7 /4) 粗砂～細砂
， 

C251 土錘 (22. 0) 12. 0 4.8 3. 19 鈍橙色(7.5YR7 /4) 細砂 縦に沈線二条
＇ 
C252 土錘 (36. 5) 10. 0 3. 5 (3. 08) 鈍黄橙色(lOYR7/3) 細砂

C253 土錘 (43. 0) 11.0 5.0 (3. 77) 浅黄橙色(75YR8/3) 細砂 ほぽ完形
.' 

C254 土錘 (40. 0) 12. 0 4. 5 (5 26) 橙色(25YR6/6) 細砂
9●9 

C255 土錘 (35 0) 12 0 3 0 5 25 灰白色(10YR8/1) 細砂
.,., 

C256 包含層 土錘 (26 5) 11 5 3 5 (2 51) 鈍黄橙色(lOYR7/4) 細砂 中世

C257 土錘 (30 0) 10 0 3 5 2 74 灰白色(lOYS/2) 粗砂～細砂

C258 土錘 (18. 0) 11. 0 3. 0 2ヤ 20 橙色(25YR6/6) 細砂

C259 土錘 (28 O) 9.0 3 0 2.25 灰臼色(25¥8/2) 細砂

C260 士錘 (28 O) 10.0 2 8 2.38 橙色(5YR7/6) 細砂

C261 士錘 43 0 8.0 3 0 2. 71 橙色(25YR7 /6) 細砂
．．． 

C262 土錘 47 0 7.5 3. 0 2. 72 灰白色(5¥8/2) 細砂

C263 土錘 42 0 8.0 4. 2 3.05 灰褐色(5YR6/2) 細砂 くぼみ

C264 土錘 41. 0 8.0 2、6 2.50 橙色(2.5YR6/6) 細砂 指圧痕

C265 土錘 41. 0 9.0 3.0 3.22 灰白色(7.5YR8/2) 細砂

C266 土錘 41. 0 8 0 2. 5 2.82 褐灰色(10YR4/l) 細砂

C267 土錘 36.0 6.0 2.0 2.69 浅黄橙色(7.SYRB/3) 細砂

C268 士錘 38. 0 7.0 2.8 1 97 橙色(5YR7/6) 細砂 指圧痕

C269 土錘 37.0 10 0 2. 5 2 98 灰白色(75YR8/2) 細砂

C270 土錘 38.0 7 0 2. 7 1 97 赤橙色(10R6/6) 細砂 指圧痕
．．．． 

C271 土錘 36. 0 8. 0 3. 7 2.07 鈍赤橙色(10R6/3) 粗砂～細砂

C272 土錘 (31 0) 8 5 2. 5 (1 90) 淡赤橙色(2.5YR7 /4) 細砂

C273 這 (29 0) 6 0 2.。 1 48 灰白色{2.5¥8/2) 細砂
．．． 

C274 土錘 (3L 0) 8. 0 2. 5 1. 87 赤橙色(10R6/8) 細砂

C275 土錘 (32. O) 8 0 3 5 2 15 鈍橙色(25YR6/4) 細砂 ＜ぽみ

C276 土錘 (24. 5} go 1 - 1 35 (1 77) 鈍黄橙色(lOYR7/4) 細砂
.'  

C277 土錘 (29. 0) 9.0 3 0 2. 16 橙色(2.5YR7/6) 細砂
" 

C278 羽口 (77 0) (51 0) (41 0) 129 93 鈍橙色(25YR6/4) 細砂，粗砂

C279 近代 土錘 (28 0) 9 0 3 0 (2 09) 鈍赤橙色(10R6/4) 細砂 中～近世
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石器•石製品一覧表

掲載 掲載遺構名 法量(mm) 重羅
番号 1試掘地点名

器種（遺物名） 材 質
(g) 時期 備 考

最大長 最大幅 最大厚

S 1 石包丁
包含層

サヌカイト 94. 5 55 0 14 0 89 60 
弥

打製

S 2 石鏃 サヌカイト 46 5 14. 5 6.0 4. 30 

S3 包含層 勾玉 蛇紋岩 39 0 17 0 6.0 6 99 古

S4 石臼 黒雲昆花岡岩（粗粒） 247.0 130 0 64 0 2640 00 
井戸 2 室町

S 5 砥石 流紋岩 71.0 28.0 24.0 59.68 

S6 井戸 3 砥石 流紋岩（溶岩） 67 0 79 5 67 0 515.50 鎌倉～室町

S 7 土城26 砥石 流紋岩 85.。 48 0 25.0 159 67 室町

SB 溝 3 砥石 流紋岩 70 0 30.0 23.0 54 71 中世

S9 溝 4 砥石 流紋岩 30 0 25 0 12. 0 10. 93 中世

S 10 滞 7 ？ 頁岩 38. 5 17. 0 4 5 3 00 中世

S11 溝 9 砥石 頁岩 103 0 59.0 15. 0 135 35 中世

S 12 砥石 流紋岩 54 0 43 0 11 0 40. 30 

S 13 柱穴 砥石 流紋岩 57 0 112 0 36 0 387 96 中世

S 14 砥石 流紋岩 50.0 36 0 20.0 48 64 

S 15 罷石 頁岩 48 5 36.5 9.0 28 70 

S 16 砥右 流紋岩 38 0 31 0 14 0 30. 71 

S 17 砥石 流紋岩（溶岩） 24 5 15 5 9 0 7 60 

S 18 砥石 流紋岩 6L 0 25 0 22 0 49. 05 

S 19 砥石 頁岩 51 0 26.0 10.0 17 47 

S20 砥右 流紋岩 79 0 23 0 21 0 50.64 
＇ 

S 21 包含層 砥石 アプライト 63 0 53 0 19 0 93 49 中世
＇ 
S22 砥右 アプライト 55 0 62. 0 16. 0 78. 45 

I 

S 23 砥石 流紋岩 60. 0 36.0 32.0 101. 55 
， 

S24 砥石 流紋岩 62 0 37. 0 34 0 137. 65 
＇ 
S25 砥石 疑灰質流紋岩 83 5 37 5 32 5 150 30 

＇ 
S26 硯 頁岩 (68 O) 75 0 14 0 118 96 

＇ 
S27 硯 頁岩 (61 0) 88.0 21 0 232. 14 

S28 溝14 石臼 角閃石安山岩 193. 0 193 0 124 0 5250 00 近世

S29 竪穴住居 8 入クレー1〈- サヌカイト 40 5 44 0 10 4 12. 30 弥・後. I 楔として使用？

S30 竪穴住居13 管玉 蛇紋岩 42 6 4 7 l 63 弥・後 •N 孔径24mm 

S31 管圭 碧杢 16 0 4 5 0.55 完存孔径1.8mm 
竪穴住居15 弥・後 ・ill

S32 管宝 碧玉 8 7 4. 1 。.20 完存孔径1.8mm 

S33 石鏃 サヌカイト 35 0 23.0 6 5 4.80 

S 34 竪穴住居17 石鏃 サヌカイト 41 5 19 0 5 0 4. 30 弥・ 後.I 

S 35 J..'Jvー,,一 サヌカイト 26 5 22 0 6. 0 3. 50 

S36 袋状土壊84 スクレー／＼• 一 サヌカイト 49. 5 28.0 8. 5 11 10 弥・後.I 

S37 袋状土壊85 スクレ-1ゞ— サヌカイト 64 5 35. 5 7 5 14. 80 弥・後 I 

S38 石包T サヌカイト 105 0 41 5 12 2 66 70 完存
I 袋状土城86 弥・後. I 
S39 石包T サヌカイト 89 0 49 5 9.0 50.90 完存

S40 I土懐154 楔形 サヌカイト 18 0 32 0 6.5 4. 70 弥・後 -m~N 手ずれ顕著

S41 右包丁 サヌカイト 109.0 48.0 11 0 71 70 
I 

S42 石包丁 サヌカイト 76.0 39 0 7 5 30 70 
＇ 

S43 石包T 蛇紋岩？ 53 0 37 5 8 0 18 60 

S44 鏃 サヌカイト 32 0 16 0 4.8 2. 30 

S45 右鏃 サヌカイト 36 5 15 5 5.0 2. 70 
包含層 弥

S46 U・F? サヌカイト 44.5 28.5 8 0 7 90 

S47 スクv-"・- サヌカイト 5L 0 37 0 9 5 20 00 

S48 楔 サヌカイト 63.5 35 5 12 5 29.00 

S49 楔 サヌカイト 21 0 22 0 5. 3 3. 10 

S50 ？ サヌカイト 56.0 15. 0 7. 0 6_60 のみ状

S51 竪穴住居22 I飼 頁岩 95.5 39.0 26.2 174. 70 古• 前 ・ill

S52 臼玉 滑石 (5. 1) 5_8 0 27 孔径2.0mm

S53 臼玉 滑石 (3. 3) 4.s 1 - 0 10 孔径1.4血

S54 竪穴住居23 臼玉 滑石 2.2 4.3 0 05 古・後.II 孔径15rnrn 

I孔径185mm S55 臼宝 滑石 (3 9) 4 9 0. 10 
I 

S56 臼玉 滑石 (2 0) 4.9 測定不能 孔径 (l.9)mm

S57 竪穴住居26 勾玉 メノウ 24 0 8 I 7.0 3.00 古• 中.II 孔径2.2mm
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石器•石製品一覧表

掲載 I掲載遺構名 l 法量(nun) 重量
番号 1試掘地点名 器種（遺物名） 材 質

(g) 
時期 備 考

最大長 最大幅 最大厚

S58 竪穴住居28 勾下 滑石 30. 0 1 l. 0 8.2 s. 79 1古・中・ 1 孔径20mm 

S59 臼玉 滑石 5.5 4 0 0.18 孔径20mm 
, .. , 

S60 臼至 滑石 5. 7 4 I 。鼻 18 孔径2O!lllll 

S61 臼玉 滑石 5. 7 3 5 0. 15 孔径2.0mm

S62 臼玉 滑石 5.6 3.0 • 一 0 11 孔径2.0mm

S63 臼玉 滑石 5 6 3.2 0 15 孔径2.0mm

＇ 
s.4 I S64 臼玉 滑石 3 5 0. 14 孔径2.0mm

S65 臼玉 滑石 5. 7 3 3 '' 0. 15 孔径2.0mm

S66 臼玉 滑石 5.5 2. 5 0.08 孔径2.0mm

S67 臼玉 滑石 5 7 3. 1 0. 12 孔径2.0mm

S68 竪穴住居30 臼玉 滑石 5 7 3 7 0 17 古•中. Il 孔径2.0mm

S69 臼王 滑石 5. 8 2.5 。.12 孔径2.0mm 
',.  

S 70 臼至 滑石 5. 8 3.2 。.15 孔径20皿｝

S 71 臼玉 滑石 5. 5 3.5 0. 13 孔径2.0mm

S 72 臼玉 滑石 5.0 l 9 0.07 孔径2.0mm

S 73 臼玉 滑石 5.6 2 0 0 09 孔径2.0mm

S74 臼玉 滑石 5. 7 3 0 0. 21 孔径2.0mm

S75 臼玉 滑石 5. 7 3._ 0 0. 14 孔径2.0mm

S76 管玉 黒よう岩 4 5 1. 7 0.55 孔径1.8mm 
I 

S77 砥石 古銅輝石安山岩？ 248 0 106.5 27 5 1209. 70 材質は玄武岩にも似ている

S78 竪穴住居37 磨石 角閃ヒン岩 193 0 88.0 65.0 1463.30 古• 中・ 1 先端磨滅杵？

S79 竪穴住居39 勾玉 蛇紋岩 (17 0) 7. 5 3. 7 0. 76 古• 中 孔径15mm 

S80 竪穴住居40 砥石 流紋岩（リソイド岩） 105 5 43.0 57. 5 282 70 古 後 .II 

S81 竪穴住居43 砥石 古銅輝石安山岩 157 0 137 5 46.5 1451. 10 古• 前

S82 竪穴住居46 臼 ヒン岩 181. 0 194 0 82 0 2520 00 古• 中 l 朱が付着

S83 円板状 滑石 23.0 
竪穴住居47

22 4 3 0 2 19 
古・中・ J

S84 砥石 砂岩（細粒） 176. 5 91. 5 54.0 1415 10 

S85 竪穴住居49 砥石 流紋岩（リソイド岩） 97.0 24.0 23.0 69 20 古• 前

S86 土壊170 勾玉 滑石？ 30. 5 g 5 9 5 5. 74 古•中・［ 孔径30mm 

S87 勾宝 蛇紋岩 38.0 11. 5 11. 0 12 99 古墳 孔径20皿 l

S88 包含層 勾王 滑石 15 0 5. 5 4 2 0 65 古墳 孔径15mm 

S89 管下 滑石 (L L 7) 4. 2 0. 30 古墳？ 孔径2311lill 

S90 掘立柱建物26 砥石 流紋岩（溶岩） 193 0 57.0 36.0 553.30 中世

S 91 井戸 5 茶臼 砂岩 (231 0) (19. 2) 116. 0 4365. 00 中世

S92 溝26 臼 砂岩（細粒） 113 5 (30. 0) 41. 0 194. 50 中世

S93 茶臼 砂岩 (118 0) 68.0 16.0 145.00 

S94 茶臼 安山岩 (114 0) (36 0) 80.0 382. 50 

S95 溝32 茶臼 安山岩 (140.0) (36 5) 82 5 1818 30 中世

S96 茶臼 砂岩 (136. 0) (78. 0) 60.0 554 50 

S97 茶臼 砂岩 (132. O) (51. O) 32 0 126 30 

S98 砥石 流紋岩（溶岩） 26. 0 31. 0 48 7 285. 60 弥

S99 砥石 流紋岩（溶岩） 96. 5 97.0 73 0 1150 80 古代・中世

S 100 砥石 アプライト 163. 0 84.5 51 5 718 70 古代・中世

S 101 砥石 流紋岩（溶岩） 59.。 55.5 24.0 73 80 古代・中世

S 102 砥石 流紋岩（溶岩） 54.0 57.5 49 0 177. 70 古代・中世

S 103 包含屈 砥石 流紋岩（溶岩） 67. 5 36.5 30 3 105. 90 古代・中世
'''  

Sl04 砥石 流紋岩（溶岩） 76.5 45.0 25 0 118 20 古代・中世

S105 砥石 流紋岩（溶岩） 65. 5 46.5 33 0 109.90 古代・中世

S106 砥石 流紋岩（溶岩） 61 0 29.5 24 0 52 50 古代・中世

S 107 砥石 頁岩 50.0 38.5 6. 0 18 90 中世

S 108 ？ 流紋岩（溶岩） 89.0 79.0 19 0 202. 50 弥

S109 竪穴住居51 匝石 流紋岩（溶岩） 138.0 79.0 50 0 455.80 弥・後・ W

SllO 竪穴住居53A 石斧 緑色片岩 84. 0 26.0 16.5 71. 10 弥・後 ・ID 小型方柱状片刃石斧

S111 竪穴住居63 石鏃 サヌカイト 22.0 13.5 3.0 1. 20 弥・後・ 1-

S 112 石斧
竪穴住居64

頁岩 59.0 12 5 15.0 19. 60 方柱状片刃石斧
弥・後 II 

S113 砥石 ？ 25.0 25 0 7. 5 6. 01 

S 114 竪穴住居70 石包丁 サヌカイト 61. 0 45 0 10. 5 45. 50 弥・後 ill-IV 打製
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石器•石製品一覧表

掲載 掲載遠構名 法依(mm) 重最

番号 1試掘地点名
器種（迫物名） 材 質

(g) 
時期 備 考

最大長 最大幅 最大厚

S 115 竪穴住居73 砥石 流紋岩熔岩 70.0 42 5 16 0 53 00 弥・後

S 116 
竪穴住居77

勾玉 透角閃石 13.0 5 0 3. 1 0. 37 孔径20mm 
弥・後

Sll7 作業台 石英斑岩（黒色） 359.0 298. 0 84 5 1200.00 

S ll8 叩き石 石英斑岩 60.0 43 5 40.0 139 00 
竪穴住居80 弥・後 ・N

S 119 管玉 グリーンタフ (17. 3) 5 2 0 59 孔径2.0mm

S 120 竪穴住居82 管玉 碧玉 9.3 4 8 0 30 弥・後• II-ill 孔径2.5mm

S 121 竪穴住居84 石包T? サヌカイト 64.0 48 0 6. 5 20. 10 弥・後・ C~II 打製

S 122 竪穴住居91 叩き石・磨石 流紋岩熔岩 44.0 42 5 29.5 69 50 弥・後・ W

S 123 竪穴住居93 磋石 流紋岩熔岩 137.0 73 0 59.0 534.60 弥・後・ W

S 124 竪穴住居96 管宝 グリーンタフ 6. 7 3 5 0. 10 弥・後・ m-rv 孔径l.5mm 

S 125 竪穴住居103 叩き石 流紋岩（溶岩） 113.0 63 5 27 0 239 40 弥・後 ・m

S 126 竪穴住居107 砥石 流紋岩（溶岩） 125.5 45.5 24.0 154 30 弥・後・ W

S 127 勾玉 翡翠 13. 3 7 5 3. 3 0. 75 孔径2.0mm (小l0) mm 
', .. "'" 竪穴住居114A 弥・後 •ID
S 128 砥石 ホルンフェルス 79.0 49.0 25 0 124 20 

S 129 竪穴住居116 管玉 碧宝 12.0 (7 3) 0. 64 弥・後 ・ID 孔径30mm 

S 130 石鏃 サヌカイト 26.5 19 5 4 5 2 20 
, ...... 一＂

S 131 竪穴住居117 石包丁？ サヌカイト 31 5 25 5 6.0 4 80 弥・後・［ 打製

＇ 
S 132 楔 サヌカイト 51. 5 36.0 11. 0 21. 80 

S 133 竪穴住居118 楔？ サヌカイト 24 5 18 0 6.0 4 20 弥・後・［

S 134 竪穴住居120 鏃 サヌカイト 30 5 12 0 2. 5 0 90 弥・後・［

S 135 竪穴住居123 砥石 流紋岩（溶岩） 146 5 133 5 63.0 1363 60 古・後.I 筋あり

S 136 袋状土壊97 スクレーf\゜— サヌカイト 58 0 42 5 9.0 16 40 弥・後・［

S 137 袋状士壊116 石包丁 緑色片岩 134 5 49 0 9.0 93 10 弥・後・［

S 138 スクレ-/¥-? サヌカイト 87 0 94 0 31. 0 310.20 
'.  "' 
S 139 方形士壊23 石鏃 サヌカイト 38 5 18 5 4.0 2 70 弥・後・ N

＇ 
S 140 砥石 古銅輝石安山岩 58 5 46 5 51. 0 187 80 

S 141 方形土城37 砥石 流紋岩熔岩 126. 0 105.5 54.0 552 10 弥・後・ m~N

S 142 方形土城41 勾玉 透角閃石 16 5 7 0 4. 3 0 74 弥・後 ・N? 孔径2.5mm

S 143 方形土被57 砒石 流紋岩熔岩 302 0 168 0 65.0 4990 00 弥・後.IV 

S 144 方形土被103 砥右 溶結凝灰岩 80 5 69 0 22. 5 98 30 弥・後 ・N

S 145 方形土痰106 石包T 粘板岩 101 0 43 0 5.0 29 60 弥・後 ・ill

S 146 土城213 石包T サヌカイト 93.5 47.5 14, 5 89.90 弥・後.Il 

S 147 土破230 臼玉 滑石？ 3. 3 4. 4 1 0 09 弥・後 ・N 孔径l.75mm 

S 148 土塙355 [!!]石 溶結凝灰岩 61. 0 94.5 89 0 775 50 弥・後・ I-IT 

S 149 土壊365 石包丁 サヌカイト 45.0 56.0 9 0 39 70 弥・後 打製

S 150 石包T サヌカイト 79 0 42. 5 9 0 38 60 打製
． ．  

S 151 石包丁 サヌカイト 82 5 49.0 9 3 41 90 打製
',.  土被368 弥・後
S 152 石包丁 サヌカイト 93 0 47 0 10. 5 60. 10 打製

I , , 一

S L53 石包丁 サヌカイト 109 5 46.0 8. 2 61 10 打製

S 154 土塙376 砥石 ホルンフェルス 94 0 68 5 33.0 302. 20 弥・後

S 155 士懐390 叩き石 花囲岩質砂岩 12. 5 42 0 31.。249. 60 弥・後.III 

S 156 石錐？ 石灰岩 (55 5) 5、5 3. 16 
I, 

S 157 石斧 ひん岩 115. 0 61. 0 51. 0 517. 10 
， 

S 158 砥石 ホルンフェルス 63.。54.0 14.5 74.80 

'" 
S 159 砥石 流紋岩（溶岩） 94.0 52.5 49 0 76. 50 

I 

S 160 砥石 砂岩（細粒） 239.0 100.4 84 0 3000.00 弥

＇ 
S 161 石錘 流紋岩（溶岩） 73 0 58.0 60 0 359. 30 

＇ 
S 162 石錘 ヒン岩 91. 0 73. 5 84 0 800.90 弥 ザクロ石閃石細粒花商岩含む

I 

S 163 石錘 ハンレイ岩 97.0 89 0 
62. ゚

890 20 弥
I "'• ,. - 包含陪
S164 石鏃 サヌカイト 38.0 11 5 4.2 1 90 

＇ 
S 165 石鏃 サヌカイト 40.5 15 5 5.0 3.20 弥

＇ 
S 166 石鏃 サヌカイト 50.0 16.5 4.5 3.50 弥

＇ I頁岩S 167 石包T 122.0 49.5 12.0 97.20 弥 刃部よく磨かれる 麿製
I , , 

S 168 石包丁 サヌカイト 37.5 42.5 6 0 9.20 弥 打製
I 

46. s 1 10 o S 169 石包T サヌカイト 58.0 37.40 弥 打製
ト，••一

I S 170 石包丁 泥質片岩 123 0 56 0 6 0 70.60 

... —-— 
13 2 I 62. oo ! I S171 石包丁 サヌカイト 82 5 50 0 
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石器•石製品一覧表

掲載 掲載遺構名 I器種（遺物名）
法蘊(mm)

mfl J 時期 備 考番号
材 質

(g) 1試掘地点名
最大長 最大幅 最大厚

S 172 R. F? サヌカイト 27.0 24 0 4. 5 3. 20 

S 173 石包丁 粘板岩 93.5 39 0 ll 5 59.80 弥 未製品？

S 174 楔 サヌカイト 60.0 44 5 11 5 34.90 
I 

S 175 包含愚 スクVー／ゞ— サヌカイト 63.0 43 0 LO 0 19. 70 

S 176 石包丁 泥質片岩 93.0 52 5 4. 5 35.40 
" 

S 177 U・F? サヌカイト 70.5 42 5 4 5 12.40 弥

S 178 スクレー／ゞ—? サヌカイト 135.5 " , I I " , 255. 50 弥

S 179 石皿 ヒン岩 237.0 242 0 60. 0 6900.00 
,--・ 竪穴住居132 古• 中.I 
S 180 砥石 流紋岩 158.0 95.0 81 0 1400.00 

S 181 竪穴住居138 砥石 ヒン岩 174. 0 137.0 89 0 2680.00 古中

S 182 臼玉 蛇紋岩 3. 7 5.0 0. 13 孔径2.0mm
I 

S 183 臼王 蛇紋岩 1.8 4.8 0.04 孔径(22mm) ,..,, __ , 

S 184 臼王 滑石 2.0 (4 5) 0 03 孔径(1.8mm) --" 

S 185 臼玉 滑石 2.0 5.0 0 08 孔径1.5mm 

S 186 臼王 蛇紋岩 3 8 4. 7 0. 12 孔径20mm 
竪穴住居140 古• 中

S 187 臼王 蛇紋岩 (2. 0) (5. 4) ・-・ 0.04 孔径(2.0)皿

S 188 臼王 滑石 2.5 4 5 0.09 孔径22mm 

S 189 臼王 滑石 l. 5 5 5 ,. 0.06 孔径15mm 
I 

S 190 臼玉 蛇紋岩 2.5 5 0 -- 0.09 孔径22mm 
＇ 

S 191 臼玉 滑石 2.0 4 5 0 06 孔径l.7mm 

S 192 竪穴住居141 砥石 流紋岩熔岩 42.5 33 5 27. 5 56 40 古•中

S 193 臼玉 滑石 2.3 4 2 "一 0 04 孔径1.8mm 
l ・・

S 194 臼玉． 滑石 2.0 4 3 0. 04 孔径2.0mm

S 195 臼玉 滑石 2.5 4.0 "" 0.04 孔径20mm 

S 196 臼圭 滑石 2 0 4.6 ’’ 。.05 孔径L8mm 

S 197 臼王 滑石 2 2 3.8 0 03 孔径L8mm 

S 198 臼王 滑石 (2. 8) 3.8 0 04 孔径20mm 

S 199 臼玉 滑石 2. 5 4 0 0 06 孔径20mm 
'" 
: I $20. 0 臼玉 滑石 2. 8 4 0 0 05 孔径2.0mm , 

S201 臼玉 滑石 3 0 4. 0 一" 0.06 孔径18mm 

＇ I ． S202 臼玉 滑石 1 0 4.0 0 04 孔径2.0mm,, 
S203 臼玉 滑石 2 0 4. 0 0 05 孔径18mm 

I 

S204 臼至 滑石 2 3 4 2 0 07 孔径13mm 
I 

S205 臼王 蛇紋岩 3.0 4 5 0 07 孔径20mm , __ , 

S206 臼玉 蛇紋岩 3.0 3.8 ．． 0 06 孔径1.7llllll 
竪穴住居142 古• 中

S207 臼玉 蛇紋岩 2.5 3.8 0.05 孔径1.5mm
I . 

S 208 臼玉 蛇紋岩 (2 5) (3. 6) 0.05 孔径(1.5) mm 
I 

S 209 臼玉 蛇紋岩 2 8 3.9 ... 0 06 孔径1.8mm 
'" 
S 210 臼玉 蛇紋岩 3 5 4 0 0 07 孔径20mm 

囚 臼玉 蛇紋岩 2 7 4 0 。.05 孔径2.0mm,,.,. 
S 212 臼王 蛇紋岩 3 3 4 2 0.06 孔径2.0mm

I 

S 213 臼玉 蛇紋岩 3.3 4.0 0.06 孔径18mm 
ト—

S 214 臼玉 蛇紋岩 2. 7 4. I 0 05 孔径1.7mm 
I 

S 215 臼玉 蛇紋岩 3.0 4.0 0 06 孔径2.0mm
" 

S216 臼玉 蛇紋岩 3.0 4.2 0.06 孔径2.0mm

S2l 7 臼王 蛇紋岩 2. 5 4. 2 0.05 孔径2.0mm

S218 臼至 蛇紋岩 2. 3 4. 2 0 06 孔径2Ollllil 

S219 臼玉 蛇紋岩 2 5 4.2 0 05 孔径2.0mm

S220 臼玉 蛇紋岩 (3 O) (4. 5) 0.02 孔径(2O)mm 

S221 管玉 蛇紋岩 1 1s. 2 6. 1 '"" 0.94 孔径3.Ollllil 

S222 臼王 蛇紋岩 3.5 5.8 0 18 孔径20mm 
卜•

S223 臼玉 蛇紋岩 3 0 5.0 0 12 孔径2.5mm 
'"" 竪穴住居143 古• 中
S 224 臼玉 蛇紋岩 3. 3 4 7 0.09 孔径2.0mm

S 225 臼玉 蛇紋岩 2.5 5 0 0 07 孔径25mm 
'" 
S226 臼玉 滑石 2.0 4.8 0 09 孔径2.Ollllll 

S227 臼主 滑石 3.2 
竪穴住居144

5.0 0 10 
古•中

孔径2.0mm

S228 臼玉 滑石
3. ゜(5. 5) 0.05 孔径(20) mm 
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石器•石製品一覧表

掲載 掲載遣構名
質

法最(mm) 重紘

番号 1試掘地点名
器種（遺物名） 材 (g) 

時期 備 考
最大長 最大幡 最大厚

S229 竪穴住居148 叩き石・磨石 砂岩細粒 81 0 45. 5 43.0 241. 60 古• 中

S230 竪穴住居154 双孔円板 滑石 25 5 23.5 4.5 4.00 古中 孔径共に20mm 

S231 竪穴住居159 砥石 流紋岩（溶岩） 76 0 47.0 27、5 140 50 古・中.II 

S232 砥石 流紋岩（溶岩） 108.0 44.5 38.5 160 00 
I 

S233 竪穴住居160 砥石 流紋岩（溶岩） 80 5 55.0 102.5 350.40 古・後.II 
I 

S234 li氏石 流紋岩（溶岩） 114 5 82 5 44. 5 639. 30 

S235 竪穴住居163 管宝 碧玉 17 5 3 8 0 33 古・中 孔径15mm 

S236 紡錘車 蛇紋岩 38 0 37. 5 6 0 12 95 孔径6.5mm

S237 竪穴住居169 砥石 流紋岩（溶岩） 97. 5 60 5 62 0 387 40 古・中.I 

S238 砥石 流紋岩（溶岩） 203 0 98 0 95 0 1672 90 

S239 叩き石 ホルンフェルス 131 5 46 5 44 0 384 10 

＇ 
竪穴住居171 古• 中. I 

S240 管王 滑石 (11 3) 3. 8 0 26 孔径20mm 

S241 叩き石 ひん岩 135. 0 53 5 46 5 498 60 

＇ 

S242 竪穴住居174 有孔円板 滑石 27 0 (15 O) 3 0 1 60 古・中.I 孔径l5mm 

＇ 

S243 勾杢 ？ 37.5 11 5 10 0 6.88 孔径25mm 

S244 竪穴住居175 臼玉 滑右 1.5 3 3 0.01 古・後 孔径1.5mm 

S 245 勾玉 メノウ 29.0 9 5 8 5 5 29 孔径3.0mm

S 246 砥石 流紋岩（溶岩） 126.5 74.5 29 5 375. 10 
竪穴住居179 古• 中• I~II 

S 247 砥右 流紋岩（溶岩） 73.0 43. 5 32 0 63. 20 

S 248 砥石 流紋岩（溶岩） 125.0 79.0 76. 5 679.20 

S249 竪穴住居183 臼玉 蛇紋岩 l疇 4 (3. 2) 0 01以下 古• 中.I 孔径計測不能

S250 臼玉 蛇紋岩 3.5 2.0 0.03 孔径20mm 

＇ 

S 251 臼杢 蛇紋岩 3.8 2.3 0.05 孔径l3mm 
I 

S252 臼玉 蛇紋岩 3.2 1. 5 0.01 孔径15mm 
I 

S253 竪穴住居184 臼玉 蛇紋岩 3.8 2. 7 0.05 古•中. I 孔径l5mm 

＇ 

S254 臼玉 滑石 (3 8) 2. 3 0.02 孔径計測不能

＇ 

S 255 臼玉 滑石 (3. 8) 2. 5 0.02 孔径計測不能
I 

S 256 管玉 蛇紋岩 22 0 4.0 0.43 孔径20mm 

S257 竪穴住居187 砥石 流紋岩（溶岩） 41 5 34 0 28 0 44. 20 古・後.IT 

S 258 勾宝 滑石 19 0 6 5 4. 5 1. 09 孔径

＇ 
竪穴住居190 古• 中.I 

S 259 臼玉 蛇紋岩 4 6 5. 0 0. 15 孔径20mm 

S260 臼玉 蛇紋岩 4. 5 2 5 0.06 孔径1.8mm 

S261 臼玉 蛇紋岩 4 1 3 5 0. 06 孔径f7mm 

＇ 

S262 竪穴住居191 臼宝 滑石 4 5 2 5 0.07 古• 中.II 孔径20mm 

＇ 

S263 臼玉 滑石 4 0 2 8 0.05 孔径l5nun 
I 

S264 臼玉 滑石 5 0 1 5 0.05 孔径15mm 

S265 河道 7 砥石 流紋岩（溶岩） 35.5 36 0 36.0 59. 50 古•中. I 被熱

S266 砥石 流紋岩熔岩 183.0 87 0 95.0 1750.00 古・中

S267 包含層（古墳） 有孔円板 滑石 28.0 27 0 4 5 5_08 古 孔径30mm 

S268 双孔円板 蛇紋岩 30.0 3. 5 4 50 古 孔径共に220mm 模造品

S269 窪地6 砥石 流紋岩 66.5 60 5 46 5 217. 30 中世

S270 砥石 流紋岩（溶岩） 69.0 31 0 38 0 77 80 
河道 9 古代

S271 砥石 流紋岩（溶岩） 51. 5 47.5 23 5 73 70 

S272 砥石 流紋岩（溶岩） 66.5 39.5 30 0 72 90 ？ 被熱

S273 砥石 流紋岩（溶岩） 70 0 33.5 29 5 84 20 ？ 

S274 砥石 流紋岩（溶岩） 56 0 
包含層

53.5 48 0 154.90 ？ 

S275 砥石 泥質片岩（黒色？） 115 0 5l. 5 43 0 385 80 ？ 

S276 砥石 I頁岩 113 5 39 5 13.2 87. 20 中世？

S277 砥石 流紋岩焙岩 142.0 34 0 32.0 207 60 古• 中？
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金属器一覧表

掲載I 掲載遣構名 I I l 麟 <mm> I 
番号 1試掘地点名 器種 材質最大長 I最大幅 l最大厚 I重凪 (g) 時期 備 考

Ml  I I B-16 銭貨 | 銅 I 21 o 20. o o 5 I 1. 02 -

M2 竪穴住居 5 刀子 鉄 (43. O} 13. 0 2 0 5 01 古後.II 

M3 井戸 3 包丁 鉄 280. 0 50. 0 3. 0 (129. 49) 鎌倉～室町 把付（ヒノキ）

M4 溝 3 銭貨 銅 21. 4 - LO l. 58 中世 開□通窮唐武徳4年 (621)

M5 溝 8 銭貨 銅 24. 0 - l. 3 2. 43 中世 紹聖元柑北宋招聖元年(1094)

M6 渚11 包丁 鉄 28. 5 50. 0 柄刃部部：： 4L .9 l (212. 20) 近世 推定最大長250.0mm

M7 柱穴 6 釘 鉄 (74. 9) 49. 0 6. 0 8. 61 中世

MB 柱穴 7 銭貨 銅 25. 5 - L 3 2. 25 中世 永楽通貨永楽6年(1368)

M9  銭貨 l 銅 25. 4 - 1 4 3. 29 聖宋元宜 北宋建中靖國元年(1101)

MlO 銭貨 銅 24. 6 - 1 3 1. 66 政和通官政和元年(1111)

Mll'' 銭貨 銅 25. 7 - 1 2 1. 76 天□通宜

Ml2 柱穴群 銭貨 銅 23. 8 - 1 5 2. 30 中世 嘉定通官嘉定元年(1208)

,_ Ml3 銭貨 銅 24. 4 - 1 3 2. 61 皇宋通買貸元 2年(1039)

M14 銭貨 銅 24. 2 - L 1 1. 87 皇宋通官蓑元 2年(1039)

"M' 15 鉄釘 鉄 48 6 11. 0 3. 1 3 70 

M16 鏃鉄 (62.0) (4 l. O) 7. 2 (11 73) 

Ml7 鏃鉄 694 21. 2 4. 2 4 93 

I凸,竺し 釘？鉄 943 10.0 7.1 42.41 

Ml9 鉄器 鉄 59 6 16.9 7.4 13.03 

I 凸竺し 鉄片 鉄 518 18. 3 8. 9 16. 18 

M21 鉄器 鉄 (590) 17. 5 lL O 25. 30 

"●9 M22 鉄器 鉄 (363) 17.1 11、0 12 95 

M23 釘鉄 633 - 7. 9 7 83 

M24 釘鉄 401 6. 2 5 3 2 83 

M25 釘鉄 596 4. 0 4 0 13 32 

M26 釘鉄 36.1 24. 1 6 0 5 20 

M27 銭貨 銅 25 I - 1. 2 1. 42 開元通賀唐武徳4年 (621)? 
'.M..' 28 銭貨 銅 24 2 - 1 1 2 47 開元通賓唐武徳4年 (621)

M29 包含屑 銭貨 銅 22 6 - 1. 2 l 82 中世 祥符通衰北宋大中祥符 2年 (1002)?

M30 銭貨 銅 25. 1 - L 4 3 79 天聖元究天聖元年0023)

I • 一M31 銭貨 銅 25. 8 - 1. 7 3. 35 天狸元箕天聖元年(1023)

M32 銭貨 銅 24 7 - L 4 2. 80 皇宋通衣？賀元 2年(1039)

I M33 銭貨 銅 252 - 1.6 281 皇宋通費

M34 銭貨 銅 24 4 - 1. 3 2 96 皇宋通夜費元 2年 (1039)

トー"M"35 銭貨 銅 23 5 - L 6 3. 85 熙寧元夜北宋煕寧元年(1068)

I 凸竺し 銭貨 銅 24 8 - 1. 4 3 66 元豊通買北宋元豊元年(1078)

M37 銭貨 銅 24 4 - 1 4 3 07 元豊通貨？北宋元豊元年(1078)

I 三 銭貨 銅 24. 4 - 1 2 1. 94 元祐通貸北宋元祐 8年(1093)

M39 銭貨 銅 24 1 - 1 7 3. 15 元祐通貧北宋元祐 8年 (1093)
I M"4, 0 銭貨 銅 23. 2 - 1 3 3. 23 洪武通費明洪武元年(1368)

M41 銭貨 銅 23. 7 - 1 4 1 56 洪武通費？天正元禄の頃
,,,, M42 銭貨 銅 21.4 - 11 110 

M43 竪穴住居10 錐 鉄 (75. 0) 15. 2 (3. 5) (10. 70) 弥・後.I 

M44 竪穴住居14 ? 鉄 (47. 0) 23. 0 4 0 (16 21) 弥・後・ 1II

M45 銅鐸埋納城 銅鐸 銅 580 31.5 120 642000 弥・後.I 

M46 銭貨 銅 22. 1 - 2. 1 1 00 貨泉

M47 銭貨 銅 ― - 2. 8 (O 92) 貨泉

M48 銭貨 銅 23. 5 - 2. S (0. 75) 貨泉

,, _M_ , 49 銭貨 銅 2 l. 6 - 2. 4 (0. 63) 貨泉

MSO 銭貨 銅ー ー (1. 9) (0. 57) 貨泉

M5L 銭貨 銅 23. 2 - 2. 0 1 07 貨泉

M52 銭貨 銅 22. - 2 0 (1. 22) 貨泉

" M53 銭貨 銅 ― - 1 6 (l. 10) 貨泉

M54 銭貨 銅 23 l - 2 0 2 69 貨泉

'’’ " M55 銭貨 銅 22 9 - 1. 8 l 80 貨泉

M56 袋状土城18 銭貨 銅 23. 1 - 1 7 2 68 弥・後・ l 貨泉
M57 銭貨 銅 23. 2 - 2. 0 2 52 貨泉

凸竺 銭貨 銅 23 - 2. 5 1.48 貨泉

M59 銭貨 I 銅 23. 3 - 2. 0 2. 90 貨泉

M60 銭貨 銅 (21. O} - 1. 8 0. 74 貨泉

M61 銭貨 銅 22 7 - 2. 5 l 40 貨泉

M62 銭貨 銅 22 8 ~ 1. 8 1 22 貨泉

M63 銭貨 銅 22 9 - 1. 9 1 82 貨泉

• • • M64 銭貨 銅 23 3 - L 7 l. 04 貨泉

M65 銭貨 銅 23 8 ~ 2. 0 2. 06 貨泉

M66 銭貨 銅 22 9 - 2. 0 2. 92 貨泉

M67 銭貨 銅 22 5 - L 9 1 23 貨泉
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金属器一覧表

掲載 掲載遺構名
法最(mm)

番号 1試掘地点名
器 種 材質 重A (g) 時 期 備 考

最大長 最大福 最大厚

M68 銭貨 銅 23 4 (2 8) 1. 31 貨泉
袋状士唆18

銭貨 銅
弥・後. I 

貨泉M69 22 8 2 0 2. 26 

M70 土噺135 ？ 鉄 (21 3) (7. 5) (5 O) (1疇 50) 弥・後・ I

M71 
土壊144

鏃 鉄 (46 7) (13. 0) (5 0) (3. 80) 
弥・後 ・III-NI 

M72 斧 鉄 (69 O) 40 0 25. 0 (78. 46) 

M73 
土城154

摘鎌 鉄 73. 5 27.0 7 5 (43. 16) 
弥・後 ・ID-NI 

M74 ？ 鉄 (38 O) (8, 0) (7 5) (4. 70) 

M75 柱穴8 鍬先？ 鉄 83 0 (43. 0) 10 5 (96. 09) 弥

M76 竪穴住居25 板状鉄斧？ 鉄 (43 5) 33 6 7 2 19. 36 古•中. I ? 

M77 
竪穴住居30

摘鎌？ 鉄 56 0 (29 0) 3 5 (13. 10) 
古・中・ n

M78 ？ 鉄 (44 0) (30 0) (6 3) (15 80) 

M79 
竪穴住居35

？ 鉄 (20. 5) (8 5) (4. 2) (1. 30) 
古• 前・ I

M80 銭貨 銅 2 2 (0. 49) 貨泉

MSI ？ 鉄 (37. 5) (9 0) (4 O) (5 10) 

M82 竪穴住居36 ？ 鉄 (41 0) (8 5) (3 5) (2 50) 古• 前・ 1

M83 釘 鉄 (14 0) (7 6) (8. O) (L 10) 

M84 包含層 斧 鉄 (74 0) 39 5 22 0 (124 72) 古墳

M85 掘立柱建物25 鏃 鉄 (84 O) (33 0) (8. 0) (14 30) 中世 雁股

M86 掘立柱建物31 釦？ 鉄 (62 0) 13 0 (9. 0) (12 70) 中世

M87 掘立柱建物32 銭貨 銅 24 6 Ll 2 30 中世 皇宋通賓

M88 掘立柱建物34 銭貨 銅 23 3 l. 3 2 20 中世 皇宋通育

M89 掘立柱建物35 銭貨 銅 25. 1 L5 2.40 中世 天聖元賓

M90 剣 鉄 305.0 24 0 7 0 120.90 

M91 
土嘴箋 2

釘 鉄 (22. 2) 9.8 4 2 5.96 
室町

M92 釘 鉄 (100. 0) 12.9 8 0 12.47 

M93 釘？ 鉄 75.0 12. 1 7 0 16 86 

M94 釘 鉄 (32 O) (9 5) (7 9) (5. 60) 

M95 土壊募 3 釘 鉄 (20 0) (12 0) (8 O) (3. 90) 中世

M96 釘 鉄 (40 O) (6 5) (6 0) (3. 20) 

M97 土城184 釘 鉄 (45 5) (8 8) (5 2) (4. 80) 中世

M98 溝20 ？ 鉄 (33. 0) 9 1 8 0 3 87 中世

M99 溝21 ？ 鉄 (59 5) 14 9 13 0 14 12 中世

MlOO 溝31 斧 鉄 119 0 44 0 25 0 (322 74) 中世

MlOl 銭貨 銅 24 4 l 4 3 20 元□口宵

MlOZ 銭貨 銅 25 2 l 6 2 90 祥符元賓

M103 銭貨 銅 24. 7 l. 3 3 00 景祐元賓

Ml04 ？ 鉄 (28. 0) (20. 1) (9. 8) (7 00) 

M105 
溝32

？ 鉄 (42 4) (20. O) (10 0) (10 90) 
中世：

Ml06 ？ 鉄 24 0 13. 0 4 0 2. 75 

Ml07 鏃 鉄 (34 5) 11 0 11 0 (4. 50) 
I 

Ml08 釘 鉄 (48 0) 17 0 6 0 (5. 60) 
＇ 

Ml09 釦 鉄 (37 0) (7 0) (6 0) (1. 80) 
I 

MllO 釘 鉄 (39. 0) (5 0) (4 0) (2 00) 

Mlll 柱穴10 巡方 銅 21. 5 24 3 3 0 (2 70) 古代

Mll2 柱穴15 刀子 鉄 (51. 7) (17 2) (4 0) (7 20) 中世

Mll3 柱穴12 ？ 鉄 40 0 37_0 (10 0) (24 17) 中世

Mll4 柱穴14 釘 鉄 (76 0) (7. 8) (7 0) (9 60) 中世

Mll5 柱穴24 銭貨 銅 24 7 1. 4 3 00 中世 嘉祐通賓

Mll6 柱穴32 銭貨 銅 24 7 1.1 2 50 中世 嘉祐元賓

Mll7 銭貨 銅 23 0 1. 3 (2 40) 中世 元祐通賓

＇ 

Mll8 銭貨 銅 24 8 1 1 3. 20 中世 煕寧元賓

Mll9 銭貨 銅 24 9 1. 1 1. 90 中世 元符通賓

Ml20 銭貨 銅 (20. 4) (1 3) (0. 90) 中世 祥符元賓

M121 鏃 鉄 121. 8 10 1 3 1 9.01 古

Ml22 ？ 鉄 (76. 7) (14. 5) (4、5) (10. 40) 古代・中世

M123 ？ 鉄 (52 5) (17. 0) (6. 0) (16. 90) 古代• 中世

Ml24 包含層 ？ 鉄 (36 3) (12. 5) {6. 0) (3. 90) 古代・中世

Ml25 ？ 鉄 (30 0) (17. 0) 4.0 (3. 87) 古代・中世

M126 ？ 鉄 (45 0) (28. O) 5 0 (14. 98) 古代・中世
＇ 

c2. so) I古代・中世Ml27 ？ 鉄 (36. 4) (4. 3) (5 8) 
I 

M128 釘 鉄 (44. O) lL 0 5 0 (2. 80) 古代・中世

Ml29 釘 鉄 (30. 0) (10. 0) (7 0) (4 00) 古代・中世

Ml30 釘 鉄 (59 1) (6. O) (5. 0) (4 20) 古代・中世
I 

<sg 5) I Ml31 釘 鉄 (9. 0) (8. 5) (7. 90) 古代・中世
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金属器一覧表

掲載 掲載遺構名 l器
種 I材質 I最大長 1法：こ;I 最這： I畔 (g)I 時 期 備 考番号~ 1試掘地点名

M132 
包含層

釘 鉄 (37. O) 5.5 6.0 (2 60) 古代・中世

M133 ？ 鉄 (49. 5) (l l. 5) (6. 0) (6. 00) 古代・中世

Ml34 ？ 鉄 (49. O) 8.0 8.2 (5 90) 

Ml35 近世素堀溝 釘 鉄 (50 8) (6. 0) (5. 0) (5 10) 近世

M136 釘 鉄 (77. O) (7. 0) (6. 0) (7 00) 

Ml37 竪穴住居58 鋤・鍬先 鉄 41. o I 7.5 40 75 弥・後・ [¥1 1個体だが接合できない

Ml38 鏃 鉄 (39. O) (1 l. 0) 4.0 (5 01) 堅頭形

Ml39 施 鉄 (50. O) 11. 0 4.0 (5 15) 

Ml40 
竪穴住居77

施 鉄 (62. 0) (8. 0) (4. 5) (3 20) 
弥・後.(¥1 

保存状態悪い

Ml41 斧 鉄 (72. O) (43. 0) (8. 0) (54 17) 袋状
し

Ml42 刀子 鉄 (43. O) (12. 0) (4. O) (4. 85) 

Ml43 刀子 鉄 (32. O) (1 l. 0) 4,0 (6 64) 

Ml44 鏃 銅 (36. O) (JO. 0) (6. 0) (4 68) 保存状態悪い

Ml45 竪穴住居80 錬 鉄 (100. 0) (30. 0) (4. 0) (39. 92) 弥・後 W 別個体付着？., .. , "". 

Ml46 刀子 鉄 (86. O) (16. 0) (4. 0) (12 75) 

Ml47 竪穴住居86 錨？ 鉄 (45. O) (10. 0) (3. 5) (3. 44) 弥・後.IV 茎

Ml48 竪穴住居87 鈍？ 鉄 (20. O) (7. 5) (2. 3) (0 87) 弥・後・ [V 茎

M149 竪穴住居90 手鎌 鉄 (81. 0) (36. 0) (3. 3) (20 36) 弥・後・ N 木質が残る 裏面剥離

M150 竪穴住居104 鏃 銅 (17. O) (12. 0) 2.0 0 17 弥

M151 竪穴住居105 錨 鉄 (116. O) 11. 0 7 0 31 03 弥

Ml52 ？ 鉄 (23. O) (13. 9) (3 0) (1 70) 
弥・後 I 竪穴住居123

Ml53 釘 鉄 (30 3) (5. 0) (4 5) (2 30) 

Ml54 方形±城24 鏃 鉄 (29. O) (9 0) (2. 5) (1 49) 弥・後.IIl----lV 

Ml55 方形土城39 鏃 鉄 (29. O) 10 0 5. 0 (2 SD) 弥・後 ・N? 堅頭形

Ml56 方形土壊52 刀子 鉄 (34. O) (15. 5) (3. 5) (6. 87) 弥・後・ W

Ml57 方形土城123 錨？ 鉄 (35. 2) (14. 0) 5. 0 4 39 弥

Ml58 方形土被156 紡錘形 銅 (132. 1) 15. 6 14 0 94.42 弥・後・ N 純銅？

Ml59 上城356 施？ 鉄 (28. 0) (12. 0) 6 0 3 31 弥

Ml60 土城391 板 鉄 (24. O) (15. 0) (6 0) 2 65 弥

Ml61 鏃 銅 42.0 !L 0 3. 0 4 13 有茎

Ml62 鏃 銅 9 6 8 5 3 5 0 21 有茎接合不能

M163 包含層 鏃 鉄 (37 O) (19. 0) 5 0 4 26 弥

M164 釘 鉄 (35 5) (5 5) 7鼻。 2 88 

M165 銅鐸 銅 40 0 29.0 5.0 9 44 畿内式胴部破片

Ml66 竪穴住居136 鋤・ 鍬先？ 鉄 (115. O) (60. 0) (5. 5) 117. 50 古•中

Ml67 竪穴住居141 手鎌 鉄 81. 5 26.0 2 0 (22 45) 古中 木質残る

M168 鎌 鉄 (41. 5) 24.0 3 0 (7. 45) 

M169 竪穴住居144 釘 鉄 (64. 0) (9. 0) (8 0) (ll. 35) 古• 中 保存状態悪い

Ml70 茎 鉄 (80. O) (7 5) (6. 5) (1 l. 25) 

Ml71 鏃？ 鉄 (29 0) (5 3) (4 0) (L 76) 茎
＇ 

M172 鏃？ 鉄 (30. 0) (6 0) (5 0) (L 78) 茎
I 

M173 
竪穴住居145

円板状？ 鉄 42 0 (40. 0) (6. 8) (17.83) 
古• 前

保存状態悪い
I 

M174 鏃 鉄 (48. 0) 14 0 3.5 (4 30) 
I 

Ml75 茎？ 鉄 (63 0) (16 5) (3. 0) (6 09) 

Ml76 方形板状？ 鉄 (34. 0) 30.0 4.5 (18 49) 

M177 竪穴住居148 錨 鉄 (57 0) 13.0 4.5 (4.48) 古•中

M178 竪穴住居150 鏃 鉄 (38. 0) 18. 0 (3. 8) (6. 41) 古•中

Ml79 竪穴住居154 刀子 鉄 (33. 5) 15.0 5. 0 3 88 古•中

Ml80 竪穴住居156 鏃 鉄 (30. 0) 23. D 3. 1 6.82 古・中

Ml8l 竪穴住居163 鉄 (33. 0) (22. 0) 6.0 5 71 古中

Ml82 竪穴住居165 斧 鉄 92 0 31. 0 5 0 71 79 古中

Ml83 
竪穴住居172

刀了 鉄 (102. 5) 21. 5 5 0 16.02 
古

鋸かも

Ml84 鎌 鉄 (176. 0) 31 0 8. 0 86 68 

Ml85 錨？ 鉄 (40. 5) (18 8) 5. 9 6 85 

M186 竪穴住居174 板 鉄 (39. 0) (27. 0) 5.0 4 71 弥

M187 板 鉄 (32 0) (20. 5) 3 0 2.43 

Ml88 竪穴住居182 ) ? 鉄 (48. 5) (19. 0) (4. 0) (6 10) 古・後.II 

Ml89 竪穴住居184 I ? 鉄 (25. 5) (21. 0) (2. 0) (2. 30) 古•中. I 

M190 竪穴住居186 ？ 鉄 (21. 5) (7 3) (2 8) (l 00) 古・後.Il ? 

Ml91 
竪穴住居188

？ 鉄 (37. 1) (9 5) (4 3) (2. 50) 
古• 中 I

M192 斧 鉄 116. 0 50 5 24.5 (224. 80) 

M193 竪穴住居190・191 ？ 鉄 (54. 0) (13 3) (2. 5) 4 30 古•中. Il 
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金属器一覧表

掲載 掲 載 迫 構 名 法祉(mm)
器 種 材質 重量 (g) 時 期 備 考

番号 1試掘地点名 最大長 最大幅 最大厚

Ml94 
河道 7

？ 鉄 (48. 5) (9 0) (3 7) (5. 10) 
古• 中・ 1

（茎）

Ml95 鎌 鉄 112. 0 (29 0) 3 3 (21 28) 

M196 河道 7 刀子 鉄 (118. 5) (12 5) (5. 8) 15 70 古•中. I 

Ml97 柱穴77 刀子？ 鉄 (45. 0) 11 0 5 5 4 35 古

M198 耳環 銅 25.0 5 0 (7. 16) 古 灰白色， 

Ml99 斧 鉄 (53 0) 44 0 6.0 (40 90) 古？
I 

M200 鎌 鉄 (98 O) 31 0 4、0 (34. 79) 古•中？， 

MZOI 
包含層

？ 鉄 (29. 0) 13 0 
6. ゜ 3. 15 古

I 

M202 鎚？ 鉄 (64 O) (8. O) 3. 8 (4. 79) 古•中？
＇ 
M203 鏃 鉄 (52 5) (10. 5) (6 0) (5. 61) 古• 中？

I 

M204 鈍？ 鉄 (58 O) (10. 5) (3 0) (6. 70) 古• 中？ 茎
＇ 
M205 錐？ 鉄 (40. 0) (7 5) (4 0) (2 85) 古• 中？ 茎

M206 刀 鉄 31. 0 6 0 50. 05 
刃部の計測値で｀茎は、長さ 18mm厚

I 
土喋幕9 中世（鎌倉） さ5mm 

M207 釘？ 鉄 101. 0 8 0 7. 5 14 37 

MZOS 小刀 鉄 (181. 0) 30 7 6.0 (35 38) 桶• 目釘穴あり
I 

M209 
土壊墓18

刀子 鉄 (127. 0) {21 O) (4. O) (17 10) 
中世

M210 火打金 鉄 (49. 0) (27 0) 4.0 (5. 17) 
I 

MZll 二叉槍 鉄 (253. O) 121 0 38.5 (254 25) 

M212 鏡 銅 112. 5 9.0 211 .77 洲浜菊花双鳥鏡
I 

M213 ±懐墓21 刀子 鉄 (190. O) 17 0 4.0 (40. 40) 中世

M214 釘 鉄 (43. 5) 5 0 5 0 (3. 30) 

M215 土壊460 釘 鉄 (71.0) (5. 5) 5 7 (7. 26) 中世：

M216 土壊473 板 鉄 (58. 0) (27 0) 3 0 9. 75 中世 包丁？

M217 
溝46

鋤先か鍬先 鉄 (60. 0) 35 0 6. 0 21. 29 
中世

M218 鉄板状 鉄 (59 1) 30. 8 7 0 18.50 

M219 溝45 鏃？ 鉄 (57 0) 14 9 4 4 5 95 中世 刀子の中子かも

M220 溝48 釘 鉄 (79 0) (9. 0) (8. 0) (6 67) 中世

M221 窪地 5 銭貨 銅 24 9 1 6 3 30 中世 大親通賓大観元年(1107)

MZZZ 釘 鉄 (20. 0) 6 0 4 0 0 90 

M223 鏃？ 鉄 (34. 0) (7 0) 8 0 4 13 茎の部分？
＇ 
M224 釘 鉄 (38. 0) 5 0 5 0 2 92 

M225 ？ 鉄 (66. 2) (17. 1) (7 8) (13 90) 古代
＇ 
M226 刀子 鉄 (47. 5) (11 0) (5 0) (5 50) 古代

M227 刀子？ 鉄 (40. 0) (10. 5) (3 5) (6 95) 平安 茎
＇ 
M228 河道 9 刀子 鉄 (24. 0) (14 0) (3 0) (2 80) 古代

M229 ？ 鉄 (21. 0) (11 0) (5 5) (4 00) 古代
＇ 
M230 鎌 鉄 101. 0 27 0 6 0 (45 10) 古代？

M231 釘 鉄 (36. 0) 9 0 4 5 (3 10) 古代
＇ 
M232 鉄 (41. 8) (5 0) (5 0) (2 50) 古代

M233 馬具 鉄 (66. 0) (23. 0) (10 5) (I 3 00) 古墳 轡

M234 釘 鉄 58.0 5 2 4 0 2 90 古代

M235 柱穴94 刀子 鉄 (170. 0) (19. 0) (4. 0) (42 46) 中世

M236 刀子 鉄 (142. 5) 15 0 2.2 (11 62) 中世

M237 刀子 鉄 (90. 8) 18 7 4 4 12 17 中世
＇ 
M238 刀子の中子 鉄 (62. 1) 14. 5 5.8 8. 77 中世

I 

M239 剣？ 鉄 (126. 0) 23 l 4.0 (20 20) 古代・中世？

M240 鏃 鉄 (57. 1) 12. 5 4. 5 古 中 1
＇ 
M241 鏃 鉄 (35. 0) (9 8) (5. 0) (3 70) 中世

M242 釘？ 鉄 45.0 5 3 5.5 2 27 中世
＇ 
M243 釘 鉄 69 9 8 0 5 2 3 90 中世 完存

M244 釘 鉄 (94. 0) 13 3 7.5 (24. 68) 中世

M245 釘 鉄 (81 5) 11 0 6 0 (14. 12) 中世
I 

M246 釘 鉄 (73 O) (6. 5) 5 0 4 89 中世
＇ 
M247 

包含層
釘 鉄 (59 0) 10 0 6 0 (8. 38) 中世

M248 釘 鉄 (51 0) 6 5 4 8 (4 79) 中世

M249 釘 鉄 (63. 0) 10.0 7 0 (11 95) 中世

M250 釦 鉄 (73.0) ,~ ゜ 7 0 (8 67) 中世

M251 釘 鉄 (54. 5) 7.6 8 0 4 88 中世

M252 釘 鉄 (51. 4} 14.9 5 0 7 08 中世

M253 釘 鉄 71. 0 12.0 6 8 17.88 中世

鉄 lM254 釘 42.4 3.8 4.6 2.57 中世
＇ 
M255 釘 銀 (22. 0) 6.5 5.4 l. 41 中世

I 

M256 釘 鉄 (58. O) 12.0 7.0 13.98 中世
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金属器一覧表

掲載 I掲載遺構名 I
種 I材質

法量(mm)

番号 1試掘地点名 器
重伍 (g) 時 期 備 考

最大長 最大幅 最大厚

l¥1257 釘 l鉄 (57. 7) 16. 8 7. 0 11. 83 中世

M258 釘 鉄 (56. 0) (20 O) 12.。 (33 61) 中世 保存状態悪い
， 

M259 釘 鉄 65 5 8.8 8. 5 13.24 中世

M260 釘 鉄 (28. 0) 8.5 4. 7 {2. 10) 古代～中世

M261 釘 鉄 (38鼻 3) 6.2 4.6 1. 69 中世
1,' 

M262 ？ 鉄 (48. 1) (19. O) (6. 2) (17.00) ？ 

M263 包含層（中世） 楔？ 鉄 (47. 0) 13.9 9. 0 (9. 70) ？ 
I 

M264 楔？釘？ 鉄 (39. 0) l l. 8 7. 8 (6. 60) 中世

M265 斧 鉄 98.0 51. 0 17.0 (148. 40) 古代・中世？

M266 鎌の中子？ 鉄 (33 5) 19 5 3. l 5 05 中世

M267 火打金 鉄 (64 0) 24 0 4.0 (14 23) 中世

M268 ？ 鉄 (40. 3) (18 3) (5 0) (6. 60) ？ 
I 

M269 銭貨 銅 24 5 l l 2.67 古代 太平通費 太平興國二年(977)

M270 銭貨 銅 23 4 I 4 1. 22 ？ 寛永通夜

木器•木製品一覧表

掲載 掲載迫構名
器 種 樹種

法量(mm) 重量
時 期 備 考

番号 1試掘地点名 最大長 最大幅 最大厚 (g) 

Wl  B-16 椀 ？ '' 6.0 中世？ 内面に赤色頻料

W2  河道 2 高杯 ケヤキ (24. 0) "'" 弥生

W3  下駄 マツ属 (135.0) 82.0 8鼻。 鼻緒の孔径 7mm

W4  井戸 2 椀 クリ (126. 0) 64,0 室町

W5  杓子 マツ属 208.0 (86. 0) 30.0 柄117X 29mm 

W6  桶状 ？ 98.0 56.0 7.0 

W7  底 ？ 90. 7 61. 2 5. 1 曲げ物の底板
井戸 3

(59 0) 
鎌倉～室町

W8  下駄 ？ 206.0 12. 0 草戸千軒W期前半C類28に類似

W9  桶 ？ 106.4 82 3 13.9 持ち手部分

WlO ±城墓 6 椀？ ？ "' 中世・ 漆塗り 漆部分のみ残

Wll 井戸 4 椀？ ？ 14.6 6 8 (9. 9) 中世 漆塗り

ガラス一覧表

掲載
掲載遺構名 器種

法抵(mm) 重砒
色 調 時期 特徴・備考番号 最大長最大幅最大厚 孔径 (g) 

Gl 包含層 玉 3.0 4 2 l. 7 0.07 水色 古

G2  小玉 5.0 3 8 l. 2 0.09 水色,, 

こ 小玉 3.4 5. 3 "" 1. 9 0 12 水色 孔三角形

G4  小玉 2.8 3 8 1. 3 0.05 水色やや緑がかる
'' 
G5  小玉 3. 1 4 4 1.8 0.07 水色， 
G6  小玉 2.0 4 2 l. 2 0.05 コバルトブルー

竪穴住居6
水色

弥・後.II 
G7  小玉 2.6 4 0 1. 5 0.06 

GS  小玉 3.6 3 8 l. 6 0.07 水色

G9  小玉 1. 6 3.6 1.1 0. 01 水色

GlO 小玉 4.4 4.2 1. 3 0.05 水色

Gll 小玉 2. 7 3.6 9● 9 1. 6 0.04 水色

Gl2 竪穴住居23 小玉 2.9 4.2 -- 1. 2 0.06 水色 古・後.Il 

Gl3 小玉 4. 3 3.4 ... 1 8 0 08 水色
竪穴住居30 古・中.II 

G14 小玉 (2. 5) 2.5 1 0 0 01 水色

G15 竪穴住居37 小玉 4. 2 3. 4 1 5 0 07 水色 古•中・ I

G16 I土壊390 管玉 12. 5 7. 5 3.0 l. 53 淡肯緑 弥・後.III 

G17 竪穴住居142 小玉 3.0 4.0 1.0 0.02 黄色 古•中

G18 土壊墓10 丸玉 15.8 16.8 4.4 4.42 灰白色 鎌倉
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玉類一覧表

掲載
掲載遺構名

法杖(mm) 霞罷
色調／材質 時期

番号
器 種 (g) 特徴・備考

最大長最大幅最大厚 孔径

S 3 
包含屑

勾玉 39 0 17.0 6 0 6.99 蛇紋岩
古

Gl 干 3. 0 4.2 1. 7 0.07 水色

G2 小玉 5 0 3.8 1 2 0 09 水色

G3 小玉 3.4 5 3 L 9 0 12 水色 孔三角形

G4 小玉 2 8 3 8 1. 3 0. 05 水色やや緑がかる

GS 小玉 3. 1 4 4 l 8 0.07 水色

G6 
竪穴住居6

小玉 2.0 4 2 1 2 0.05 コバルトブルー
弥・ 後.II 

G7 小玉 2 6 4 0 1 5 0 06 水色

GS  小下 3 6 3. 8 l. 6 0 07 水色

G9  小玉 l 6 3. 6 1.1 0 01 水色

GlO 小宝 4 4 4、2 1 3 0 05 水色

Gll 小玉 2 7 3. 6 1 6 0.04 水色

S30 竪穴住居13 管玉 42.6 4 7 2 4 1. 63 蛇紋岩 弥・後 •N

S31 
竪穴住居15

管玉 16. 0 4 5 1 8 0 55 碧玉 完存

管宝
弥・後.III 

S32 8. 7 4 1 1 8 0 20 碧玉 完存

C78 袋状土壊11 勾玉 48.0 17.0 15 0 4.0 21 13 灰白色 (10YR8/2) 弥・後.I 細砂

S52 臼玉 (5 1) 5.8 2.0 0 27 滑石

S53 
I 

臼宝 (3 3) 1 4 5 1 4 0 10 滑石

S54 臼玉 2 2 4 3 l 5 .゚05 
滑石

竪穴住居23
(3 9): 

古・後.JI 
S55 臼宝 4 9 1 9 0. 10 滑石

＇ 

S56 臼玉 (2 of 4 9 (1 9) 測定不能 滑右

G12 小玉 2 9 4. 2 l 2 0 06 水色

S57 竪穴住居26 勾玉 24 0 8. 1 7 0 2. 2 3 00 メノウ 古• 中.II 

S58 竪穴住居28 勾主 30.0 11 0 8 2 2.0 5 79 滑石 古・中. I 

S59 臼玉 5.5 4.0 2 0 0 18 滑石

S60 臼玉 5 7 4. 1 2 0 0. 18 滑石

S61 臼干 5. 7 3 5 2 0 0. 15 滑石
I 

S62 臼玉 5 6 3 0 2. 0 0 11 滑右
＇ 

S63 臼干 5 6 3 2 2 0 0 15 滑石
I 

S 64 臼玉 5 4 3 5 2. 0 0 14 滑右
＇ 

S 65 臼王 5 7 3 3 2.0 0 15 滑石

S 66 臼玉 5 5 2 5 2.0 0 08 滑石

S67 
竪穴住居30

臼玉 5 7 3 1 2 0 0 12 滑石
古 中 .II 

S68 臼玉 5. 7 3 7 2 0 0 17 滑石

S69 臼玉 5.8 2. 5 2 0 0 12 滑石

S70 臼玉 5.8 3. 2 2 0 0 15 滑石

I ， S 71 臼主 5 5 3. 5 2.0 0 13 滑石

S72 臼玉 5 0 l 9 2 0 0 07 滑石

S 73 臼玉 5 6 2 0 2 0 0 09 滑石

S74 臼玉 5 7 3 0 2 0 0 21 滑石

S 75 臼玉 5 7 3 0 2.0 0 14 滑石

S 76 管玉 4 5 1 7 1.8 0 55 黒よう岩

Gl3 
竪穴住届31

小宝 4 3 3 4 1. 8 。.08 水色
古・中.II 

Gl4 小玉 (2 5) 2 5 0. 01 水色

C91 
竪穴住居37

土王 27 0 20 0 3 0 12. 13 鈍橙色 (5YR7/3) 
古•中. I 

完形細砂

G15 小玉 4.2 3 4 l 5 0.07 水色

S 79 竪穴住居39 勾玉 17. 0 7. 5 3 7 l 5 0 76 蛇紋岩 古•中

S86 土壊170 勾玉 30.5 9. 5 9 5 3 0 5 74 滑石？ 古• 中・ 1

S87 勾宝 38.。 11. 5 11 0 2 0 12 99 蛇紋岩

S88 包含層 勾玉 15 0 5 5 4.2 l 5 0 65 滑石 古

S89 管宝 (l L 7) 4 2 2.0 2 3 0 30 滑石

S 116 竪穴住居77 勾玉 13 0 5 0 3. l 2. 0 0 37 透角閃石 弥後

S 119 竪穴住届80 管予 (17 3) 5 2 2. 0 0 59 グリーンタフ 弥・後・ W

S 120 竪穴住居82 管玉 9 3 4 8 2. 5 0.30 砦玉 弥・後-n~rn 
C 133 竪穴住居91 玉 19 0 24 0 8.82 橙色(5YR6/6) 弥・後 剌突文ほぼ完形細砂

S 124 竪穴住居96 管玉 6 7 3 5 l. 5 0. 10 グリーンタフ 弥・後 -m~w

S 127 竪穴住居114A 勾玉 13 3 -I~ - 3 3 2 0 0 75 翡翠 弥・後.III 孔径小は、 (10) mm 

G16 土壊390 管玉 12 5 7 5 3 0 1 53 淡青緑 弥・後・ m
S 129 竪穴住居ll6 管玉 12 0 (7 3) 3. 0 0 64 碧宝 弥後• 田

C 149 袋状土壊103 土宝 8.0 5 37 黒褐色(2.5Y3/l) 弥 細砂

S 142 方形土壊41 勾玉 16 5 7 0 4 3 2. 5 0 74 透角閃石 弥後 ・N?

C 152 方形土壊107 丁字頭勾至 (36 O) (16 5) (19 5) 3 5 (14 48) 橙色(5YR6/6) 弥 細砂

S 147 土壊230 臼玉 3 3 4 4 1 8 0 09 滑石？ 弥・後・ W

C 160 包含層 土宝 18.5 16. 0 2 0 4 10 橙色(5YR6/6) 古• 中. I ? 完存
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玉類一覧表

掲載 I掲載造構名
番号

器 毯 I 麟 (mm) I 11!-S: I 
• 最大長 1最大幅 1最大厚 I孔径 . (g) 

色調I材質 I 時期 特徴・備考

S 182 臼玉 3 7 5.0 2. 0 0. 13 蛇紋岩

S 183 臼玉． 1.8 4.8 (2. 2) 0.04 蛇紋岩

S 184 臼玉 2.0 (4 5) '' (1. 8) 0.03 滑石

S 185 臼玉 2 0 5. 0 " I 5 。.08 滑石

S 186 臼玉 3 8 4. 7 2 0 0.12 蛇紋岩
竪穴住居140 古•中

S 187 臼王 (2. 0) (5. 4) (2. 0) 0.04 蛇紋岩

S188 臼玉 2. 5 4.5 2.2 ! 0.09 滑石

S189 臼王 1.5 5.5 1.5 0.06 滑石

S190 臼玉 2.5 5.0 2 2 0 09 蛇紋岩

S 191 臼玉 2.0 4 5 1 7 0 06 滑石

S 193 臼王 2.3 4 2 1.8 0.04 滑石

S 194 臼玉 2 0 4. 3 2.0 0.04 滑石

S 195 臼玉． 2 5 4.0 2. 0 0.04 滑石
’’ 

S 196 臼玉 2.0 4.6 1.8 0. 05 滑石

S 197 臼玉 2.2 3.8 1.8 。.03 滑石

S 198 臼至 (2. 8) 3 8 2.0 0.04 滑石

S 199 臼玉 2 5 4. 0 2 0 0, 06 滑石

S 200 臼玉 2 8 4. 0 2 0 0.05 滑石

S201 臼玉 3. 0 4 0 1 8 0.06 滑石
＇ 
S202 臼圭 LO 4 0 2.0 0.04 滑石

S203 臼玉 2 0 4 0 1.8 0 05 滑石

S204 臼玉 2 3 4.2 1 3 0 07 滑石

S205 臼王 3. 0 4.5 2 0 0 07 蛇紋岩

S206 臼玉 3.0 3.8 1 7 0.06 蛇紋岩

S207 竪穴住居142 臼王 2.5 3.8 ー・ 1 5 0.05 蛇紋岩 古•中

S208 臼玉 (2. 5) (3 6) (L 5) 0 05 蛇紋岩

S 209 臼玉 2 8 3 9 1.8 0.06 蛇紋岩

S 210 臼王 3 5 4 0 2 0 0.07 蛇紋岩

S 211 臼玉 2 7 4.0 2 0 0.05 蛇紋岩

S 212 臼王 3. 3 4.2 2 0 0.06 蛇紋岩

S 213 臼玉 3 3 4.0 1.8 0 06 蛇紋岩

S 214 臼至 2. 7 4. 1 1. 7 0 05 蛇紋岩

S 215 臼玉 3.0 4.0 2.0 。.06 蛇紋岩

S 216 臼玉 3.0 4. 2 2.0 0. 06 蛇紋岩

S 217 臼玉 2. 5 4. 2 2.0 。.05 蛇紋岩

S218 臼玉 2 3 4 2 2.0 。.06 蛇紋岩

S219 臼玉 2 5 4. 2 2 0 0.05 蛇紋岩
I 

S220 臼宝 (3 0) (4. 5) (2 0) 0 02 蛇紋岩

G 17 I卜玉 3 0 4. 0 1 0 0 02 黄色

S221 管玉 15. 2 6. l 3 0 0 94 蛇紋岩

S222 臼玉 3. 5 5. 8 2 0 0 18 蛇紋岩

S223 臼玉 3.0 5 0 2.5 0 12 蛇紋岩
竪穴住居143 古•中

S224 臼干 3. 3 4 7 2 0 。.09 蛇紋岩

S225 臼玉 2. 5 5. 0 2.5 0.07 蛇紋岩

S226 臼玉 2 0 4 8 2.0 0.09 滑石

S227 臼玉 3 2 5 0 2.0 0. 10 滑石
竪穴住居144 古• 中

S228 臼至 3 0 (5. 5) (2. 0) 0.05 滑石

S235 竪穴住居163 管玉 17 5 3.8 1 5 0.33 碧玉 古• 中

S240 竪穴住居171 管玉 (11. 3) 3 8 2 0 0.26 滑石 古• 中 l

S243 竪穴住居174 勾玉 37.5 11 5 10 0 2 5 6.88 ？ 古・中.] 

S244 竪穴住居175 臼玉 1. 5 3 3 1 5 0.01 滑石 古・後

S245 竪穴住居179 勾宝 29.。 9 5 8 5 5.29 メノウ 古・中• I -II 

S249 竪穴住居183 臼玉 l. 4 (3 2) 0.01以下 蛇紋岩 古• 中・ 1

3250 臼宝 3.5 2.0 2 0 0.03 蛇紋岩

S251 臼玉 3.8 2 3 1 3 0 05 蛇紋岩

S252 臼王 3.2 1 5 1 5 0.01 蛇紋岩

S253 竪穴住居184 臼玉 3.8 2 7 1 5 0 05 蛇紋岩 古• 中, I 

S254 臼王 (3. 8) 2 3 計測不能 0.02 滑石

S255 臼玉． (3. 8) 2 5 計測不能 0.02 滑石

S256 管王 22.0 4 0 2 0 0 43 蛇紋岩

S258 
竪穴住居190

勾玉 19.0 6. 5 4. 5 1. 09 滑石
古•中. ] 

S259 臼王 4 6 5 0 2 0 0 15 蛇紋岩

S260 
竪穴住居191

臼玉 4 5 2.5 1 8 0 06 蛇紋岩
古• 中.II 

S 261 臼玉 4 1 3.5 L7 0 06 蛇紋岩
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玉類一覧表

掲載
掲載遺構名 器

法量(mm) 重蘇
色調／材質 時期 特徴・備考番号

種
最大幅 (g) 最大長 最大厚 孔径

S262 臼玉 4.5 2. 5 2.0 0. 07 滑石

S263 竪穴住居191 臼玉 4 0 2. 8 1. 5 0 05 滑石 古・中.IT 

S264 臼玉 5 0 1 5 1 5 0 05 滑石

M204 包含層 耳環 25 0 5 0 (7 16) 銅 古 灰白色

Gl8 士城墓10 丸玉 15 8 16. 8 4 4 4.42 灰白色 古

瓦一覧表

挿凶 法量(cm)
色調

番号
掲載遺構名 種別 器種 胎土 特徴

最大長 最大幅 最大厚

215 溝 8 瓦 巴文軒丸瓦 13 0 (7. 2) l 7 明褐灰色(7.5YR7 /2) 精良 瓦当部スス

496 包含層 瓦 軒丸瓦 13. 2 13 9 l 2 灰白色(5Y8/1) 細砂

1585 溝29 瓦 平瓦 (7 2) (8. 0) 2. 2 灰色(N6/) 細砂 布目 6本/1 cm 

1681 包含層 瓦 平瓦 (10. 8) (8 0) 2. 2 細砂、礫

5735 土壊446 瓦 軒丸瓦 12 5 13 0 6. 6 灰色(N5/) 細砂 6225亜式

5780 士壊470 瓦 丸瓦 (6. 4) (6 O) 1.2 灰白色 (5Y7/l) 細砂

5790 土壊473 瓦 平瓦 (8. O) (10.8) 2 0 灰白色 (25Y8/2) 細砂

5806 溝45 瓦 玉緑丸瓦 (11. 0) (10 2) 2 5 黒褐色 (10YR3/l) 細砂

6084 河道 9 瓦 丸瓦 (16 0) (12. 0) 2. 0 灰白色 (5Y7/1) 組砂、粗砂

6275 瓦 丸瓦 8 0 4.4 1 4 灰褐色 (5YR5/2) 細砂 内面布目
I 

6276 包含層 瓦 平瓦 (10 0) (12. 4) l 6 灰白色 (5Y7/1) 細砂、租砂、礫
＇ 
6277 瓦 平瓦 (21 2) (12. 8) 2.0 灰白色 (75Y8/l) 細砂、粗砂
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竪穴住居名称新旧対照表

報告書名 〖調査 調査名称 I調査
担当者

報告掛名 I 調査 調査名称
調査
担当者

竪穴住居 1 塚廻り 2 SH-01 正岡 竪穴住居53B 角田 4NE NENo.11-2 浅倉

竪穴住居 2 塚廻り 3B SH--02 正岡 竪穴住居54 角田 4SW SWNo. 5, 5' 浅倉

竪穴住居 3 塚廻り 3B SH-03 正岡 竪穴住居55 角田 4SW SIりiNo.19 浅倉

竪穴住居4 塚廻り 3B SH-01 正岡 竪穴住居56 角田 4SW SWNo.16 浅倉

竪穴住居5 I塚廻り 4A t-.'o. 6 浅倉 竪穴住居57 角田 4SW SWNo.6-1 浅倉

竪穴住居6 lフロヤ 3A ! No.II i 浅倉 竪穴住居58 角田 4SW SWNa.6-2 浅倉

竪穴住居 7 フロヤ IIA 1 No.168 平井

竪穴住居8 フロヤIIA No.160 平井

竪穴住尼,, II 角田 4SW SWNo. 7 浅倉

竪穴住居60 角田 4SW S¥¥'No.11 浅倉

竪穴住居 9 フロヤ 2C No.30 岡本 竪穴住居61a 角田 4SW SWNo.12 浅倉

竪穴住居10 フロヤ IIA No.SO, 113 平井 竪穴住居61b 角田 4SW Sll'No.13 浅倉

竪穴住居11 フロヤ 2C No.48 岡本 竪穴住居62 角田 4SE SENo.16 浅倉

竪穴住居12 フロヤ 2C No.23 岡本 竪穴住居63 角田 4NE~SE NENo.13 浅倉

竪穴住居13 フロヤ 2C No.46 岡本 竪穴住居64 角田 4NE NENo.38 浅倉

竪穴住居14 フロヤ l No.199 岡本 竪穴住居65 角田 4SE SENo.14-2 浅倉

竪穴住居15 フロヤ 1 No.201 岡本 竪穴住居66 角田 4SE-NE SENo.14-1 浅倉

竪穴住居16 フロヤ 1 No.120 岡本 竪穴住居67 角田 4SE SENo. 8, 15 浅倉

竪穴住居17 フロヤ 1 No.154 岡本 竪穴住居68 角田 4SE SENo.11 浅倉

竪穴住居18 フロヤ 1 No.178 岡本 竪穴住居69 角田 4SE SENo.12 浅倉

竪穴住居19 フロヤ 1 No.152 岡本 竪穴住居70 角田 3b SH-03 松本

竪穴住居20 フロヤ 1 No.179 岡本 竪穴住居71 角田 3a SH-13 松本

竪穴住居21 フロヤ 3A No.13 浅倉 竪穴住居72 角田 3a SH-04a 松本

竪穴住居22a フロヤ 3A No. 9下 浅倉 竪穴住居73 角田 3a SH-04b,c 松本

竪穴住居22b フロヤ 3A No. 9上 浅倉 竪穴住居74 角田 3a SH-05b,c 松本

竪穴住居23 フロヤ 3B No.8 浅倉 竪穴住居75 角EB3 a SH-14a 松本

竪穴住居24 フロヤ 3A No.6 浅倉 竪穴住居76 角田 3a SH-14b 松本

竪穴住居25 フロヤ 3A No.IO 浅倉 竪穴住居77A 角田 3a SH-10 3面 松本

竪穴住居26 フロヤ 3 No. 5 浅倉 竪穴住居77B 角田 3a SH-10旧 松本

竪穴住居27 フロヤIIA No.172 平井 竪穴住居77C 角田 3a SH-10新 松本

竪穴住居28 フロヤIlA No.135 平井 竪穴住居78 角田 3a SH-12 松本

竪穴住居29 フロヤIIA No.144 平井 竪穴住居79 角田 3a SH-11 旧•新 松本

竪穴住居30 フロヤ IIA No.70 a, b 平井 竪穴住居80 角田 3a SH-06a 松本

竪穴住居31 フロヤ IIA No.62 平井 竪穴住居81 角田 3a SH-066 松本

竪穴住居32 フロヤ・nA No.148 平井 竪穴住居82 角田 3a SH-06c 松本

竪穴住居33 フロヤ IIA No.179 平井 竪穴住居83 角田 3a SH-03 松本

竪穴住居34 フロヤ IIAB No.145 平井 竪穴住居84 角田 3C SH-10 松本

竪穴住居35 フロヤ IIA No.155 平井 竪穴住居85 角田 3C SH-09 松本

竪穴住居36 フロヤ IlA No.129 平井 竪穴住居86 角田 3C SH-03古•新 松本

竪穴住居37 フロヤ IIA No.51 平井 竪穴住居87 角田 3b SH-04 松本

竪穴住居38 フロヤ IIA No.58 平井 竪穴住居88 角田 3d SH-05 松本

竪穴住居39 フロヤ 2C No、22 岡本 竪穴住居89 角田 3d SH-06 松本

竪穴住居40 フロヤ 1 No.191 岡本 竪穴住居90 角田 3d SH-03旧•新 松本

竪穴住居41 フロヤ 1 No.190 岡本 竪穴住居91 角田 3d SH-02古•中 松本

竪穴住居42 フロヤ 1 I No.184 I 岡本 竪穴住居92 角田 3e SH-01 松本

竪穴住居43 フロヤ 1 No.43 岡本 竪穴住居93 角田 3d SH-04 松本

竪穴住居44 フロヤ 1 No.I 70 岡本 竪穴住居94 角田 3C SH-05 松本

竪穴住居45 フロヤ 1 No.181 岡本 竪穴住居95 角田 3C SH-06 松本

竪穴住居46 フロヤ 1 No.ISO 岡本 竪穴住居96 角田 3C stt~o2 松本

竪穴住居47 フロヤ 1 No.156 岡本 竪穴住居97 角田 3C SH-08 松本

竪穴住居48 フロヤ 1 No.157 岡本 竪穴住居98 角田 3e SH-02 松本

竪穴住居49 フロヤ 1 No.162 岡本 竪穴住居99 角田IIIF No.181 江見

竪穴住居50 角田 4NW M咽No.16 浅倉 竪穴住居100 角田IIIF No.187 江見

竪穴住居51 角田 4NE l¥1ENo.l 7 浅倉 竪穴住居101 角田 TIE・illF No.153 江見

竪穴住居52 角田 4NE 1',1ENo.22 浅倉 竪穴住居102 角田 IlE No.152 江見

竪穴住居53A 角田 4NE l¥1ENo.ll-l 浅倉 竪穴住居103 角田 IIB No.43 江見
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竪穴住居名称新旧対照表

報告古名 調査 調査名称
調査

担当者

竪穴住居104 角田 IIA B  No.44 江見

竪穴住居105 角田 IIB No.16 江見

竪穴住居106 角田 ITB No.60 江見

竪穴住居107 角田 IIC No.62 江見

竪穴住居108 角田 IIB No.64 江見

竪穴住居109 角田 IIC No.111 江見

竪穴住居llO 角田 IIC No.130 江見

竪穴住居111 角田 IID No.133 江見

竪穴住居112 角田 IIC No.132 江見

竪穴住居113 角田 IIC No.99 江見

竪穴住居114A 角田 IID No.124 江見

竪穴住居114B 角田 IID No.123 江見

竪穴住居115 角田 IIE No.150 江見

竪穴住居116 角田 IIE No.149 江見

竪穴住居117 角田 2d南 SH-02 松本

竪穴住居118 角田 IA No.10 平井

竪穴住居119 角田 IA No.17 平井

竪穴住居120 角田 IA No.11 平井

竪穴住居121 角田 IB No.18 平井

竪穴住居122 角田 IB No.61 平井

竪穴住居123 角田 IC No.51 平井

竪穴住居124 角田 ID No.78 平井

竪穴住居125 角田 ID No.80 平井

竪穴住居126 角田 ID No.76 平井

竪穴住居127 角田 4NW NWNo.15 浅倉

竪穴住居128 角田 4NE NENo.16 浅倉

竪穴住居129 角田 4NE NENo.15 浅倉

竪穴住居130 角田 4NE NENo.12 浅倉

竪穴住居131 角田 4SW SWNo.15 浅倉

竪穴住居132 角田 4SW SWNo. 9 浅倉

竪穴住居133 角田 4SW SWNo. 8 浅倉

竪穴住居134a 角田 4SW-SE SWNo.20 浅倉

竪穴住居134b 角田 4SW-SE SWNo.14 浅倉

竪穴住居135 角田 4SE SENo.19 浅倉

竪穴住居136 角田 4SE SENo.7-1, 2 浅倉

竪穴住居137a 角田 4NE-SE NENo.18-3 浅倉

竪穴住居137b 角田 4NE-SE NENo.18-2 浅倉

竪穴住居137c 角田 4NE-SE NENo.18-1 浅倉

竪穴住居138 角田 3a SH-05 松本

竪穴住居139 角田 3a SH-08 松本

竪穴住居140 角田 3b SH-02 松本

竪穴住居141 角田 3b SH-01 松本

竪穴住居142 角田 3a SH-09 a 松本

竪穴住居143 角田 3C SH-01 松本

竪穴住居144 角田 3d SH-01 旧•新 松本

竪穴住居145a 角田 3C SH-04下 松本

竪穴住居145b 角田 3C SH-04下 松本

竪穴住居145c 角田 3C S H-041::. 松本

報告書名 調査 調査名称
調査
担当者

竪穴住居146 角田 3a S H-04d 松本

竪穴住居147 角田 3a SH-02 松本

竪穴住居148 角田 3a SH-07 松本

竪穴住居149 角田 IIE No. l 72 江見

竪穴住居150 角田 3a SH-01 松本

竪穴住居151 角田 IIE No.189 江見

竪穴住居152 角田 IIF No.1$6 江見

竪穴住居153 角田 IIB No.59 江見

竪穴住居154 角田 IIA No.15 江見

竪穴住居155 角田 IIA No.2 江見

竪穴住居156 角田 IIA No.3 江見 r

竪穴住居157 角田 IIA No.5 江見

竪穴住居158 角田 IIB No.47 江見

竪穴住居159 角田 IIB No.49 江見

竪穴住居160 角田 IIB C No.42 江見

竪穴住居161 角田 IIC No.72 江見

竪穴住居162 角田 IIC No.84 江見

竪穴住居163 角田 IlC No.70 江見

竪穴住居164 角田 IIC No.75 江見

竪穴住居165 角田 IIC No.88 江見

竪穴住居166 角田 IID No.101 江見

竪穴住居167 角田 IID No.142 江見

竪穴住居168 角田 IID No.122 江見

竪穴住居169 角田 IIE No.169 江見

竪穴住居170 角田 IIE No.164 江見

竪穴住居171 角田 IIE No.173 江見

竪穴住居172 角田 IIE No.155 江見

竪穴住居173 角田 IIE No.163 江見

竪穴住居174 角田 IlE No.151 江見

竪穴住居175 角田 2d南 SH-01 松本

竪穴住居176 角田 IA No.13 平井

竪穴住居177 角田 IB No.20・ 平井

竪穴住居178 角田 IA No.04 平井

竪穴住居179 角田 IA No.05 平井

竪穴住居180 角田 IA No.07 平井

竪穴住居181 角田 IB No.28 平井

竪穴住居182 角田 IB No.26 平井

竪穴住居183 角田 IB No.58 平井

竪穴住居184 角田 IB No.30 平井

竪穴住居185 角田 IB No.27 平井

竪穴住居186 角田 IC No.31 平井

竪穴住居187 角田 IC No.47 平井

竪穴住居188 角田 IC No.38 平井

竪穴住居189 角田 IC No.54 平井

竪穴住居190 角田 IC No.56 平井

竪穴住居191 角田 IC No.55 平井

竪穴住居192 角田 IB No.68 平井

竪穴住居193 角田 IB No.57 l平井

掘立柱建物名称新旧対照表

報告書名 1 調査

掘汀柱建物 1I塚廻り 2

調査名称

i建物 2 召
••••••••••• 

,•-

報告苔名 調査

掘立柱建物 21塚廻り 2

調査名称

建物 3

調 査
担当者-=----
正岡
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掘立柱建物名称新旧対照表

報告書名 調査 調査名称
調査
担当者

報告書名 調査 調査名称
調査
担当者

掘立柱建物 3 塚廻り 2 建物 5 正岡 掘立柱建物40 フロヤ 1 I No.128 岡本

掘立柱建物4 毎廻り 2 建物 8 正岡 掘立柱建物41 フロヤ 1 No.207 岡本

掘立柱建物 5 塚廻り 3A 建物10 I ..iE岡 掘立柱建物42 フロヤ 1 Na.129 I 岡本

掘立柱建物 6 塚廻り 3B 建物8 l正岡 掘立柱建物43 フロヤ 1 No.214 岡本

掘立柱建物 7 塚廻り 3B 建物 9 正岡 掘立柱建物44 フロヤ 1 No.215 I 岡本

掘立柱建物 8 塚廻り 4A No. 5 浅倉 掘立柱建物45I 7ロヤ 1 No.216 岡本

掘立柱建物 9 塚廻り 4 No. 4 浅倉 掘立柱建物46! フロヤ 1 No.17 岡本

掘立柱建物10 フロヤ 2C No.53 岡本 掘立柱建物47 フロヤ 1 No.12 岡本

掘立柱建物ulフロヤ 2C No.54 岡本 掘立柱建物48 フロヤ 1 No.208 岡本

掘立柱建物12Iフロヤ 2C No.55 岡本 掘立柱建物49 フロヤ 1 No.139 岡本

掘立柱建物13 フロヤ 1 Na.126 岡本 掘立柱建物50 フロヤ 1 No.209 岡本

掘立柱建物14 フロヤ 1 No.45 岡本 掘立柱建物51 フロヤ 1 No.140 岡本

掘立柱建物15 フロヤ IIA No.47 平井 掘立柱建物52 フロヤ 1 No.213 岡本

掘立柱建物16 フロヤ 1 No.138 岡本 掘立柱建物53 フロヤ 1 No.137 岡本

掘立柱建物17 フロヤ 1 No.219 岡本 掘立柱建物54 角田 IIC No.71 江見

掘立柱建物18 フロヤ 1 No.210 岡本 掘立柱建物55 角田 4NE NENo. 7 浅倉

掘立柱建物19 フロヤ 1 No.142 岡本 掘立柱建物56 角田 4NE NENo.24 浅倉

掘立柱建物20 フロヤ 3 建物 1 浅倉 掘立柱建物57 角田 4NE NENo.6 浅倉

掘立柱建物21 フロヤIIA No.39 平井 掘立柱建物58 角田 4SE SENo. 2-1 浅倉

掘立柱建物22 フロヤIlA No.186 平井 掘立柱建物59 角田 3b SB-01 松本

掘立柱建物23 フロヤIlA No.187 平井 掘立柱建物60 角田 3b ss~o2 松本

掘立柱建物24 フロヤ IIA No.33 平井 掘立柱建物61 角田 3d SB-04 松本

掘立柱建物25 フロヤ IlA No.40 平井 掘立柱建物62 角田 3d S 8-03 松本

掘立柱建物26 フロヤ IIA No.41 平井 掘立柱建物63 角田 3b SB-03 松本

掘立柱建物27 フロヤ IIA No.34 平井 掘立柱建物64 角田 3d S 8-01 松本

掘立柱建物28 フロヤ IIA No.188 平井 掘立柱建物65 角田 3d SB-02 松本

掘立柱建物29 フロヤ 2C No.29 岡本 掘立柱建物66 角田 3a SB-02 松本

掘立柱建物30 フロヤ 2C No.27 岡本 掘立柱建物67 角田 3a SB-07 松本

掘立柱建物31 フロヤ 2C No.26 岡本 掘立柱建物68 角田 3a SB-08 松本

掘立柱建物32 フロヤ 2C No.28 岡本 掘立柱建物69 角田 3a SB-03 松本

掘立柱建物33 フロヤ IlA No.4 平井 掘立柱建物70 角田 3a SB-05 松本

掘立柱建物34 フロヤ 1 No.18 岡本 掘立柱建物71 角田 3a SB~06 松本

掘立柱建物35 フロヤ 1 No.19 岡本 掘立柱建物72 角田 3a SB-04 松本

掘立柱建物36 フロヤ 1 No.13 岡本 掘立柱建物73 角田 3C SB-02 松本

掘立柱建物37 フロヤ 1 No.20 岡本 掘立柱建物74 角田 3C SB-01 松本

掘立柱建物38 フロヤ 1 No.130 岡本 掘立柱建物75 角田 3a SB-01 松本

掘立柱建物39 フロヤ 1 No.212 岡本 掘立柱建物76 角田 3C SB-03 松本

土堀墓名称新旧対照表

報告吾名 I 調査 調査名称
調査
担当者

報告吾名 調査 調査名称
調査

担当者

土壊墓 1 塚廻り 3B ST-01 正岡 士壊墓13 角田 4NE NENo. 5 浅倉

土壊墓2 フロヤ 3B Nnl4 浅倉 士壊墓14 角田 4SW  SWNo.2-1 浅倉

土城墓3 フロヤ IlAB No.37 平井 士壊墓15 角田 4SW SWNo. 2-10 浅倉

土城墓4 フロヤ IIAB  No.38 平井 士壊墓16 角田 4S£ SENo. 3 浅倉

土城墓5 フロヤ 1 No.4 岡本 士壊墓17 角田 4NE I-.'ENo.13住居内 浅倉

土壊墓6 フロヤ 1 No.104 岡本 士壊塾18 角田 3b SX-01 松本

土壊墓7 フロヤ 1 No.141 岡本 士壊塾19 角田 3a SK-02 松本

士壊墓8 角田 4NW I-.1WNo. 4-2 浅倉 士壊墓20 角田 3C SX-02 松本

士壊幕 9 角田 4NW ＼咽No.4-1 浅倉 士壊墓21 角田 3C S X-01 松本

士壊墓10 角田 4NW l¥1¥VNo. 6 浅倉 士壊墓22 角田 3C SX-04 松本

士壊墓11 角田 4NW h咽No.2-2・2-8 浅倉 士廣墓23 角田 3C SX-03 松本

士壊墓12 角田 4NW M咽No.7 浅倉 土壊墓24 角田 3C SX-05 松本
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土堀墓名称新旧対照表

報告吾名 1 調査

土城墓25 角田 lD

調査名称

No.73 

報告書名 調査 調査名称

焼成上壊 1 塚廻り 2 SK-09 

焼成土壊 2 塚廻り 2 SK-03 

焼成土壊 3 塚廻り 2 SK-07 

焼成土壊4 塚廻り 3A SK— 11 

報告告名 調査 調査名称

井戸 1 塚廻り 2 SK-10 

井戸 2 塚廻り 2 SE-01 

井戸 3 塚廻り 3C SE-01 

報告書名 調査 調査名称

袋状土壊 1 フロヤ IIA No.163 

袋状土城2 フロヤ IIA No.165 

袋状土瞭3 フロヤ IIA No.175 

袋状士漿4 フロヤ IIAB  No.176 

袋状士壊 5 フロヤ IIA No.183 

袋状士壊6 フロヤ IIA No.158 

袋状士域 7 フロヤ IIA No.180 

袋状士壊8 フロヤ IIAB No.184 

袋状士壊9 フロヤ IIAB No.174 

袋状士壊10 フロヤ IIA No.171 

袋状士壊11 フロヤJIA No.159 

袋状士瞭12 フロヤIIAB No.156 

袋状士壊13 フロヤIIA No.64 

袋状土壊14 フロヤ IIA No.178 

袋状土漿15 フロヤ IIAB  No.167 

袋状土壊16 フロヤ IIA No.166 

袋状土壊17 フロヤ IIA No尋152

袋状土壊18 フロヤ IIA No.169 

袋状士壊19 フロヤ IIA No.170 

袋状士瞭20 フロヤ IIA No.153 

袋状士壊21 フロヤ IIA No.118 

袋状土壊22 フロヤ IlA No.119 

袋状土塙23 フロヤ IJA No.126 

袋状士壊24 フロヤ IIA No.124 

袋状士壊25 フロヤ IIA No.125 

袋状士壊26 フロヤ IIA No.140 

袋状±壊27 フロヤ IIA No.134 

袋状±壊28 フロヤ IIA No.74 

袋状士壊29 フロヤ IIA No.73 

袋状士壊30 フロヤ IIA No.139 

火葬墓・鍛治炉名称新旧対照表

調査

担当者-=--
平井 三査

焼成土壊名称新旧対照表

調査

担当者
報告杏名 調杏

正岡 焼成土城5 塚廻り 3A

正岡 焼成土壊6 塚廻り 3A

正岡 焼成士壊 7 塚廻り 3A

正岡 焼成士壊 8 フロヤ 2C

井戸名称新旧対照表

調査
報告書名 調査

担当者

正岡 井戸4 フロヤ IIA

正岡 井戸 5 フロヤ 1

浅倉 井戸 6 角田 4NE~NW

袋状土壊名称新旧対照表 -

調査
担当者

報告書名 胴査

平井 袋状士喋31 フロヤIIA 

平井 袋状上壊32 フロヤIIA 

平井 袋状上激33 フロヤIIA 

平井 袋状土壊34 フロヤIIA 

平井 袋状土壊35 フロヤIIA 

平井 袋状上i;f;36 フロヤIIA 

平井 袋状上壊37 フロヤ IIA 

平井 袋状土壊38 フロヤ IIA 

平井 袋状土壊39 フロヤ IIA 

平井 袋状土塙40 フロヤ IIA 

平井 袋状土壊41 フロヤ IIAB

平井 袋状上壊42 フロヤ IIA 

平井 袋状上壊43 フロヤ IIA 

平井 袋状士壊44 フロヤ IIA 

平井 袋状±塙45 フロヤ IIA 

平井 袋状士塙46 フロヤ IIA 

平井 袋状士壊47 フロヤ IlAB

平井 袋状土壊48 フロヤ IIA 

平井 袋状土壊49 フロヤ IIA 

平井 袋状士壊50 フロヤ IIA 

平井 袋状士壊51 フロヤ IIA 

平井 袋状±壊52 フロヤ IIA 

平井 袋状±塙53 フロヤ 2C

平井 袋状±壊54 フロヤ 2C

平井 袋状±喋55 フロヤ IIA 

平井 袋状士壊56 フロヤ IIA 

平井 袋状±喋57 フロヤ IIA 

平井 袋状±破58 フロヤ IIA 

平井 袋状上壊59 フロヤ IlA 

I平井 袋状土猥60 フロヤ IIA
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No.70 

No.l 

調査名称

調査名称

SK-8 

SK-10 

SK-9 

No.5 

調査名称

No.32 

No.135 

NENo.14 

調査名称

No.120 

No.147 

No.146 

No.138 

No.137 

No.112 

No.173 

No.128 

No.122 

No.114 

No.105 

No.123 

No.117 

No.68 

No.93 

No.79 

No.95 

No.105 

No.108 

No.llO 

No.109 

No.78 

No.34 

No.33 

No.98 

No.55 

No.87 

No.86 

No.92 

N1156 

調 査
相当者一平井

江見

調 査

担当者

花岡

花岡

花岡

岡本

調査

担当者

平井

岡本

浅倉

調 査
担当者

平井

平井

平井

平井

平井

平井

平井

平井

平井

平井

平井

平井

平井

平井

平井

平井

平井

平井

平井

平井

平井

平井

岡本

岡本

平井

平井

平井

平井

平井

平井



袋状土壊名称新l日対照表

報告書名 調査 調査名称
調査
担当者

報告書名 調査 調査名称
調杏

担当者

袋状士痰61 フロヤ IlA No.83 平井 袋状土壊96 角田 IlE No.198 江見

袋状士壊62 フロヤIIA No.82 平井 袋状土壊97 角田 IIE No.199 江見

袋状土墟63 フロヤIIAB  No.Ill 平井 袋状土壊98 角田 IIA No.6 江見

袋状土壊64 フロヤIIA No.85 平井 袋状土唆99 角田 IlA No. 9 江見

袋状土城65 フロヤIIA No.75 平井 袋状土吸100 角田 IlA No.24 江見

袋状土城66 フロヤ ITA No.76 平井 袋状士懐101 角田 IlA No.26 江見

袋状土猥67 フロヤ 2C No.39 岡本 袋状士壊102 角田 IlA No.27 江見

袋状土城68 フロヤ 2C Nn50 岡本 袋状士墳103 角田 IIA No.14 江見

袋状士城69 フロヤ IIA No.100 平井 袋状士壊104 角田 IIB No.67 江見

袋状士壊70 フロヤ IlAB No.94 平井 袋状土壊105 角田 IIA No.23 江見

袋状士壊71 フロヤ IlA No.84 平井 袋状土城106 角田 TIA No.31 江見

袋状土壊72 フロヤ IIA No.96 平井 袋状土壊107 角田 IIB No.54 江見

袋状土壊73 フロヤ IlA No.97 平井 袋状土壊108 角田 IIB No.56 江見

袋状土城74 フロヤ 1 No.237 岡本 袋状土城109 角田 IIB No.53 江見

袋状土城75 フロヤ 1 No.223 岡本 袋状士城110 角田 IIB No.SI 江見

袋状土廣76 フロヤ 1 No.206 岡本 袋状士壊111 角田 IID No.128 江見

袋状士痰77 フロヤ 1 No.221 岡本 袋状士城112 角田 IIC No.121 江見

袋状土壊78 フロヤ 1 No.224 岡本 袋状土城113 角田 IIC No.113 江見

袋状土城79 フロヤ 1 No.234 岡本 袋状土城114 角田 IIC No.98 江見

袋状土城80 フロヤ 1 No.235 岡本 袋状土城115 角田 IIC No.120 江見

袋状土城81 フロヤ 1 No.236 岡本 袋状土城116 角田 IIE No.159 江見

袋状土城82 フロヤ 1 No.222 岡本 袋状土城117 角田 IlE No.165 江見

袋状土吸83 フロヤ 1 No.229 岡本 袋状土城118 角田 2d南 SK-20 松本

袋状土城84 フロヤ 1 No.168 岡本 袋状上城119 角田 2d南 SK-22 松本

袋状土城85 フロヤ 1 No.238 岡本 袋状士城120 角田 2d南 SK-15 松本

袋状土暖86 フロヤ 1 No.160 岡本 袋状士城121 角田 2d南 S K-03 松本

袋状士被87 角田 3d SK-26 松本 袋状士壊122 角田 IA No.16 平井

袋状士城88 角田 3e SK→ 24 松本 袋状士塙123 角田 IA No.12 平井

袋状士懐89 角田 3a SK-48 松本 袋状士塙124 角田 IA No.15 平井

袋状士漿90 角田 3a SK-64 松本 袋状土喋125 角田 IB No.29 平井

袋状土漿91 角田 3a SK-63 松本 袋状士壊126 角田 IB No.60 平井

袋状士壊92 角田 3C SK-37 松本 袋状士壊127 角田 IC No.52 平井

袋状土壊93 角田 3C SK-26 松本 袋状士城128 角田 IC No.43 平井

袋状土城94 角田 3C SK-30 松本 袋状土城129 角田 IC No.40 平井

袋状土城95 角田 3C SK-38 松本

方形土塘名称新旧対照表

報告書名 調査 調査名称
調査
担当者

報告書名 調査 調杏名称
調査
担当者

方形士壊l 角田 4NE NENo.29 浅倉 方形土壊11 角田4NE l'l1ENo.36 浅倉

方形土城2 角田 4NE MモNo.28 浅倉 方形士城12 角田 4NE :i¥TENo.34 浅倉

方形士城3 角田 4NE !'.'ENo.23 浅倉 方形土城13 角田 4NE N"ENo.20 浅倉

方形土城4 角田 4NE NENo.25 浅倉 方形士城14 角田 4SW SWNo.10--5 浅倉

方形土椴5 角田 4NE NENo.27 浅倉 方形土塘15 角田 4SE SENo.11を切る 浅倉

方形士壊6 角田 4NE NENo.26 浅倉 方形上壊16 角田 4SW SWNo.10-18 浅倉

方形土城7-a 角田 4NE NENo.39-1 浅倉 方形士壊17 角田 4SE SENo.10-46 浅倉

方形士壊7-b 角田 4NE NENo.39-2 浅倉 方形土城18 角田 4SE SENo.10-49 浅倉

方形土壊8 角田 4NE NENo.No.35 浅倉 方形土城19 角田 4SE SENo.10-44 浅倉

方形土塙9 角田 4NE NENo.19 浅倉 方形土壊20 角田 4SE SENo.10-2 浅倉

方形士横10a 角田 4NE NENo.30-1 浅倉 方形土壊21 角田 4SE SENo.10-8 浅倉

方形土城10b 角田 4NE NENo.30-2 浅倉 方形士壊22 角田 4SE SENo.10-27 浅倉

方形土城10C 角田 4NE l¥'ENo.30-3 浅倉 方形土壊23 角田 3b SK-14 松本
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方形土壊名称新旧対照表

報告告名 調査 調査名称
調査
担当者

報告書名 調査 調査名称
調究

担当者

方形土壊24 角田 3b SK-12 松本 方形士吸77 角田 IIE No.175 江見

方形士塙25 角田 3d SK-42 松本 方形土城78 角田 IIE No.196 江見

方形土城26 角田 3d SK-38 松本 方形土城79 角田 IIE No.200 江見

方形士城27 角田 3d SK-23 松本 方形土漿80 角田 IIE No.197 江見

方形土壊28 角田 3d SK-29 松本 方形土城81 角田 IIE No.192 江見

方形土域29 角田 3d SK-40 松本 方形土城82 角田 IIE No.194 江見

方形士壊30 角田 3a SK-47 松本 方形士壊83 角田 IIE No.195 江見

方形土塙31 角田 3a SK-53 松本 方形士壊84 角田 IIE No、166 江見

方形土塙32 角田 3a SK-49 松本 方形土壊85 角田 IIE No.158 江見

方形土塙33 角田 3a SK-61 松本 方形士壊86 角田 IIE No.156 江見

方形士塙34 角田 3a SK-56 松本 方形土城87 角田 IlE No.176 江見

方形土塙35 角田 3a SK-62 松本 方形士壊88 角田 IIE No.154 江見

方形士塙36 角田 3a SK-55 松本 方形上城89 角田 IIE No.157 江見

方形土壊37 角田 3a SK-65 松本 方形士猜90 角田ffiF No.177 江見

方形土塙38 角田 3a SK-60 松本 方形士城91 角田 IIA No.28 江見

方形士壊39 角田 3a SK-34 松本 方形上城92 角田 IIA No.19 江見

方形土城40 角田 3a SK-44 松本 方形士壊93 角田 IIA No.25 江見

方形士壊41 角田 3a SK-29 松本 方形土壊94 角田 IIA No.12 江見

方形土城42 角田 3a SK-28 松本 方形士塙95 角田 IIA No.13 江見

方形士塙43 角田 3a SK-33 松本 方形土壊96 角田 IlA No.11 江見

方形土堺44 角田 3a SK-32 松本 方形±壊97 角田 IIA No.18 江見

方形士域45 角田 3a SK-14 松本 方形上壊98 角田 IlA No.17 江見

方形土城46 角田 3a SK-12 松本 方形土壊99 角田 IIA No.21 江見

方形士壊47 角田 3a SK-38 松本 方形土壊100 角田 IIA No.22 江見

方形土堺48 角田 3C SK-39 松本 方形土塙101 角田 IIA No.32 江見

方形士城49 角田 3C SK-27 松本 方形士城102 角田 IIB No.33 江見

方形土城50 角田 3C SK-29 松本 方形土漿103 角田 IIB No.36 江見

方形士城51 角田 3C SK-24 松本 方形士塙104 角田 ITB No.57 江見

方形土城52 角田 3d SK-07 松本 方形土城105 角田 IlB No.52 江見

方形士壊53 角田 3d SK-19 松本 方形士壊106 角田 IIB No.50 江見

方形土城54 角田 3d SK-16 松本 方形土哄107 角田 IIA No.45 江見

方形土壊55 角田 3d SK-13 松本 方形士壊108 角田 IIB No.46 江見

方形土壊56 角田 3e SK-38 松本 方形土壊109 角田 IlB No.68 江見

方形土漿57 角田 3d SK-10 松本 方形士腋110 角田 IIB No.61 江見

方形土壊58 角田 3e SK-43 松本 方形土城111 角田 IIC No.139 江見

方形土壊59 角田 3e SK-40 松本 方形土壊112 角田 ITC No.80 江見

方形士壊60 角田 3e SK-46 松本 方形上壊113 角田 IIB No.58 江見

方形土城61 角田 3e SK-13 松本 方形士壊114 角田 IlC No.79 江見

方形士壊62 角田 3e SK-14 松本 方形上塙115 角田 ITC No.78 江見

方形士壊63 角田 3e SK-28 松本 方形土塙116 角田 IIC No.77 江見

方形土城64 角田 3e SK-15 松本 方形士壊117 角田 IIC No.77' 江見

方形士壊65 角田 3e SK-22 松本 方形士壊118 角田 ITC No.76 江見

方形土城66 角田 3e SK-27 松本 方形土凋119 角田 IIC No.148 江見

方形士壊67 角田 3e SK-09 松本 方形土壊120 角田 IlC No.145 江見

方形士壊68 角田 3d SK-33 松本 方形土壊121 角田 IIC No.147 江見

方形土壊69 角田 3e SK-31 松本 方形士壊122 角田 IlB No.63 江見

方形士壊70 角田 3e S K-12 松本 方形士壊123 角田 IIB No.69 江見

方形土城71 角田 3e SK-32 松本 方形士壊124 角田rrc No.146 江見

方形士懐72 角田 3e SK~lS 松本 方形士壊125 角田 ITC No.83 江見

方形土戦73 角田 3e SK-29 松本 方形土城126 角田 ITC No.82 江見

方形土壊74 角田 3C S K-18 松本 方形±壊127 角田 IIC No.135 江見

方形土城75 角田 IlE No.l91 江見 方形土戦128 角田rrc No.llO 江見

方形士壊76 角田 IIE I No.193 江見 方形土堀129 角田 IIC No.112 江見
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方形土壊名称新旧対照表

報告書名 I 調査 調査名称 l調査
担当者

報告書名 調査 調査名称
調査
担当者

方形士懐130 角田 ITC No.119 l江見 方形士壊141I角田 IlC I Na.117 江見

方形土城131 角田 IIC No.118 江見 方形土坂148 角田 IIC No.107 江見

方形土横132 角田 IIC Nll85 江見 方形士壊149 角田 IlD No.125 江見

方形土壊133 角田 ITC No.104 江見 方形土壊150 角田 IlC No.131 江見

方形土壊134 角田 IIC No.105 江見 方形士壊151 角田 IlC No.144 江見

方形土被135 角田 IlC No.103 江見 方形土壊152 角田 IlE I No.188 江見

方形土城136 角田 IlE No.137 江見 方形士城153 角田 IlE No.170 江見

方形士壊137 角田 IIC No.87 江見 方形土城154 角田 IlE No.183 江見

方形土城138 角田 IIC No.91 江見 方形土壊155 角田 IlE No.162 江見

方形士壊139 角田 ITC No.106 江見 方形士壊156 角田 2d南 SK-07 松本

方形土壊140 角田 IID No.97' 江見 方形土城157 角田 2d南 SK-16 松本

方形土城141 角田 IlD No.126 江見 方形士壊158 角田 2d南 SK-09 松本

方形士壊142 角田 IID No.115 江見 方形土城159 角田 2d南 SK-21 松本

方形土壊143 角田 IlD No.114 江見 方形士城160 角田 2d南 SK-19 松本

方形士壊144 角田 IIC No.89 江見 方形土城161 角田 2d南 SK-18 松本

方形土城145 角田 IIC No.109 江見 方形上城162 角田 2d南 SK-04 松本

方形土城146 角田 IIC No.86 江見 方形士壊163 角田 2d南 SK-05 松本

土堀名称新旧対照表

報告杏名 調査 調査名称
調査
担当者

報告書名 調査 調査名称
調査
担当者

士城 1 塚廻り 2 SK-2 正岡 土漿31 フロヤ IIA No.131 平井

土城2 塚廻り 2 SK-12 正岡 土披32 フロヤ IIAB No.177 平井

士痰3 塚廻り 2 士壊13 正岡 土壊33 フロヤ IIA N叫 61 平井

土壊4 塚廻り 2 土城4 正岡 土披34 フロヤ IlAB No.72 平井

士城5 塚廻り 2 SK-17 正岡 土壊35 フロヤ IIAB NoJ62 平井

土塙6 塚廻り 2 SK-18 正岡 土漿36 フロヤIIA No.133 平井

土城7 塚廻り 2 SK-01 正岡 士壊37 フロヤIlAB N叫 51 平井

土城8 塚廻り 3B SK-01 正岡 土漿38 フロヤIlAB No.130 平井

土痰 9 塚廻り 3B Sk-02 正岡 士城39 フロヤ IlA No.121 平井

土城10 塚廻り 3B SK-07 正岡 土城40 フロヤ IlA No.136 平井

土城11 塚廻り 3A SK-7 正岡 士壊41 フロヤ IlAB No.61 平井

土城12 塚廻り 3A SK-06 正岡 土堀42 フロヤ IIA No.59 平井

土城13 塚廻り 3A SK-04' 正岡 士塙43 フロヤ IIA No.107 平井

士戦14 塚廻り 3A SK-05 正岡 土壊44 フロヤ IIAB No.115 平井

土城15 塚廻り 3A SK-03 正岡 土城45 フロヤ IlAB No.67 平井

士陵16 塚廻り 3A SK-01 正岡 士壊46 フロヤ IIAB No.66 平井

土壊17 塚廻り 3A SK-02 正岡 土城47 フロヤ ITAB No.185 平井

土披18 塚廻り 3B SK-10 正岡 土城48 フロヤ IIAB  No.154 平井

士壊19 塚廻り 3B SK-08 正岡 土壊49 フロヤIIAB No.150 平井

土壊20 塚廻り 3B SK-09 正岡 土城50 フロヤIIAB Na.149 平井

土城21 塚廻り 3B SK-12 正岡 土域51 フロヤIlAB No.65 平井

士壊22 塚廻り 3B SK-11 正岡 土城52 フロヤ IIAB No.142 平井

土猥23 塚廻り 3B SK-04 正岡 士城53 フロヤ IlAB No.141 平井

士壊24 塚廻り 3C SK-03 浅倉 土壊54 フロヤ IIAB No.127 平井

土壊25 塚廻り 3B SK-05 正岡 土壊55 フロヤIIAB No.143 平井

土壊26 塚廻り 1 土横 1 正岡 土城56 フロヤIIA No.116 平井

土壊27 フロヤ 3B No.12 浅倉 土壊57 フロヤ IIAB No.132 平井

土城28 フロヤIIAB No.164 平井 士城58 フロヤ 2C No.16 岡本

土塙29 フロヤIIAB No.181 平井 土城59 フロヤ 2C No.47 岡本

土壊30 フロヤ TIA No.157 平井 土城60 フロヤ 2C No.24 岡本
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土堀名称新旧対照表

報告書名 調査 調査名称
調査
担当者

報告書名 調査 調査名称
調 査
担当者

土城61 フロヤ 2C No.18 岡本 土壊116 フロヤ 1 No.52 岡本

土城62 フロヤ 2C No.32 岡本 土壊117 フロヤ 1 No.91 岡本

土城63 フロヤ 2C No.20 岡本 土壊118 フロヤ 1 No.89 岡本

土堺64 フロヤ 2C No.21 岡本 士壊119 フロヤ 1 No.49 岡本

士域65 フロヤ 2C No.40 岡本 士塙120 フロヤ 1 No.96 岡本

土城66 フロヤ 2C No.45 岡本 ±城121 フロヤ 1 No.95 岡本

土城67 フロヤ 2C No.43 岡本 土城122 フロヤ 1 No.99 岡本

土塙68 フロヤ 2C No.36 岡本 土壊123 フロヤ 1 No.103 岡本

土城69 フロヤ 2C No.49 岡本 土漿124 フロヤ 1 No.125 岡本

土城70 フロヤ 2C No.52 岡本 土城125 フロヤ 1 No.197 岡本

土城71 フロヤ 2C No.25 岡本 土壊126 フロヤ 1 No.196 岡本

士壊72 フロヤ 2C No.37 岡本 土壊127 フロヤ 1 No.230 岡本

士壊73 フロヤ 2C No.51 岡本 土壊128 フロヤ 1 No.200 岡本

士壊74 フロヤ IIAB  No.90 平井 ±壊129 フロヤ 1 No.39 岡本

土漿75 フロヤIIAB  No.102 平井 ±痰130 フロヤ 1 No.108 岡本

上塙76 フロヤ IIA No.Bl 平井 士壊131 フロヤ 1 No.115 岡本

士城77 フロヤ IIAB No.103 平井 土城132 フロヤ 1 No.117 岡本

土壊78 フロヤ IIAB  No.104 平井 ±壊133 フロヤ 1 No.116 岡本

士壊79 フロヤ IIAB  No.101 平井 士壊134 フロヤ 1 No.40 岡本

士壊80 フロヤ IIAB No.99 平井 士壊135 フロヤ 1 No.113 岡本

士壊81 フロヤ IIA No.91 平井 土壊136 フロヤ 1 No.35 岡本

土城82 フロヤ IIAB  No.53 平井 ±壊137 フロヤ 1 No.29 岡本

士壊83 フロヤ 1 No.192 岡本 土城138 フロヤ 1 No.28 岡本

土壊84 フロヤ 1 No.186 岡本 土壊139 フロヤ 1 No.37 岡本

土城85 フロヤ 1 No.205 岡本 ±城140 フロヤ 1 No.34 岡本

土城86 フロヤ 1 No.187 岡本 土壊141 フロヤ 1 No.27 岡本

土壊87 フロヤ 1 No.188 岡本 ±堀142 フロヤ 1 No.26 岡本

土壊88 フロヤ 1 No.227 岡本 ±城143 フロヤ 1 No.25 岡本

土壊89 フロヤ 1 No.189 岡本 土壊144 フロヤ 1 No.23 岡本

士壊90 フロヤ 1 No.239 岡本 七堀145 フロヤ 1 No.46 岡本

士壊91 フロヤ l No.220 岡本 土壊146 フロヤ 1 No.69 岡本

±懐92 フロヤ 1 No.198 岡本 士壊147 フロヤ 1 No.22・ 岡本

士域93 フロヤ 1 No.47 岡本 ±漿148 フロヤ 1 No.21 岡本

土猥94 フロヤ l No.64 岡本 ±漿149 フロヤ 1 No.31 岡本

土城95 フロヤ 1 No.65 岡本 土腋150 フロヤ 1 No.145 岡本

土猥96 フロヤ l No.82 岡本 上城151 フロヤ 1 No.158 岡本

士壊97 フロヤ 1 No.61 岡本 土漿152 フロヤ 1 No.183 岡本

土城98 フロヤ 1 No.54 岡本 ±吸153 フロヤ 1 No.153 岡本

士城99 フロヤ 1 No.53 岡本 ±城154 フロヤ 1 No.150 岡本

土壊100 フロヤ 1 No.92 岡本 ±梱155 フロヤ 1 No.144 岡本

士瞭101 フロヤ 1 No.48 岡本 士壊156 フロヤ 1 No.163 岡本

土城102 フロヤ 1 No. 3 岡本 士城157 フロヤ 1 No.164 岡本

土壊103 フロヤ 1 No.111 岡本 ±漿158 フロヤ 1 No.155 岡本

士壊104 フロヤ 1 No.76 岡本 ±漿159 フロヤ 1 No.145 岡本

士域105 フロヤ l No.60 岡本 土漿160 フロヤ 1 No.143 岡本

土破106 フロヤ 1 No.58 岡本 土喋161 フロヤ 1 No.166 岡本

土檄107 フロヤ 1 No.57 岡本 士壊162 フロヤ 1 No.165 岡本

土陵108 フロヤ 1 No.75 岡本 土漿163 フロヤ 1 No.167 岡本

土隣109 フロヤ 1 No.77 岡本 士城164 フロヤ 1 No.175 岡本

土城110 フロヤ 1 No.81 岡本 士壊165 フロヤ 1 No.176 岡本

土壊111 フロヤ 1 No.90 岡本 土漿166 フロヤ 1 No.173 岡本

士壊112 フロヤ 1 No.88 岡本 上壊167 フロヤ 1 No.177 岡本

土壊113 フロヤ 1 No.78 岡本 土壊168 フロヤ 1 No.174 岡本

士壊114 フロヤ 1 No.50 I 岡本 士壊169 フロヤ IIA No.63 平井

士壊115 Iフロヤ 1 I No.51 l岡本 土壊170 フロヤ IIA No.182 平井
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土堀名称新旧対照表

報告書名 j 調査 I 調査名称 l調 査
担当者

報告書名 調査 調査名称
調査
担当者

土城171 フロヤ IlAB SK03 平井 土壊226 l角田 4SE SENo.10~14 浅倉

土壊172 フロヤ 1 Nu.30 岡本 土壊227 I角田 4SE SENo.9-4 浅倉

土吸173 フロヤ 1 No.169 岡本 土塙228 角田 4SE SENo.10-61 浅倉

士懐174 フロヤ 1 No.159 岡本 土猥229 角田 4NE NENo.10-69 浅倉

士破175 フロヤIIA No.35 平井 士破230 角田 4NE l¥'ENCl l 0-01 浅倉

土壊176 フロヤ IIAB SK04 平井 士堀231 角田 4NE NENa.10-68 浅倉

土壊177 フロヤ llB SK02 平井 土壊232 角田 4NE NENo.10-66 浅倉

土城178 フロヤ 2C No.14 岡本 土壊233 角田 4NE NENo.10-12 浅倉

土城179 フロヤ IlA No.48 平井 土城234 角田 4NE NENo.10-10 浅倉

士壊180 フロヤ IlA No.49 平井 土漿235 角田 4NE NENo.10-13 浅倉

士墟181 フロヤ IlAB  No. 3 平井 士漿236 角田 4NE NENo. 3 浅倉

土壊182 Iフロヤ 2C No.19 岡本 士域237 角田 4SE SENo.10-52 浅倉

土城183 フロヤ 1 No.14 岡本 土城238 角田 4SE SENo.10-19 浅倉

土城184 フロヤ 1 No.202 岡本 土城239 角田 4SE SENo. 9-1 浅倉

士漿185 フロヤ 1 No.136 岡本 土城240 角田 3b S K-16 松本

土壊186 フロヤ 1 No.131 岡本 士吸241 角田 3b S K-15 松本

土壊187 フロヤ 1 No.146 岡本 土壊242 角田 3b S K-10 松本

±城188 角田 4NW NWNo.11 浅倉 土城243 角田 3b S K-03 松本

士城189 角田 4NW NWNo.10 浅倉 土横244 角田 3b SK-11 松本

土壊190 角田 4NW NWNo. 2-13 浅倉 土城245 角田 3b SK-02 松本

土壊191 角田 4NW N1VNo. 2-9 浅倉 土吸246 角田 3b SK-07 松本

土吸192 角田 4NW NWNo.l 7 浅倉 士城247 角田 3b SK-20 松本

土唆193 角田 4NW NWNo.23 浅倉 土壊248 角田 3b SK-04 松本

士唆194 角田 4NW NWNo. 2-17 浅倉 土壊249 角田 3b S K-17 松本

士吸195 角田 4NW NWNo.13 浅倉 土城250 角田 3b SK-24 松本

士壊196 角田 4NW NWNo.22 浅倉 土城251 角田 3b SK-23 松本

土被197 角田 4NW N¥VNo.2-6 浅倉 土漿252 角田 3b SK~l9 松本

土被198 角田 4NE i¥TENo.10-5 浅倉 土喋253 角田 3b SK-18 松本

土吸199 角田 4NE NENo.10-04 浅倉 士壊254 角田 3a SK-17 松本

士吸200 角田 4NE t-.1ENo.10-06 浅倉 士懐255 角田 3b SK-21 松本

士腋201 角田 4NE NENo.10-63 浅倉 土城256 角田 3a SK-43 松本

士壊202 角田 4NE NENo.10-35 浅倉 土城257 角田 3a SK-66 松本

土壊203 角田 4NE NENo.10-57 浅倉 土城258 角田 3b SK-08 松本

土壊204 角田 4NW N咽No.14 浅倉 士披259 角田 3d SK-04 松本

土破205 角田 4NE NENo.10-88 浅倉 士壊260 角田 3b SK~13 松本

士城206 角田 4NE NENo. l 0-83-1 , 2 浅倉 士壊261 角田 3d SK-05 松本

士城207 角田 4SE SENo.10-32 浅倉 土壊262 角田 3d SK-32 松本

土壊208 角田 4NE NENo.10-95 浅倉 土壊263 角田 3d SK-02 松本

土壊209 角田 4NE NENo.10-94 浅倉 土壊264 角田 3d SK-15 松本

土壊210 角田 4NE NENo.10-52 浅倉 土城265 角田 3d SK-08 松本

土城211 角田 4NE NENo.10-31 浅倉 土城266 角田 3d SK-22 松本

土城212 角田 4NE NENo.10-49 浅倉 土城267 角田 3d SK-18 松本

土城213 角田 4NE NENo.10-51 浅倉 土城268 角田 3d SK-11 松本

土痰214 角田 4NE NENo.10-73 浅倉 土漿269 角田 3d SK-17 松本

士漿215 角田 4SW SWNo.10-9 浅倉 士城270 角田 3d SK-09 松本

士漿216 角田 4SW SWNo.10-12 浅倉 士城271 角田 3d SK-06 松本

士漿217 角田 4SW SWNo.18 浅倉 士堀272 角田 3d SK-24 松本

士壊218 角田 4SW S¥¥'No.l 0-15 浅倉 士壊273 角田 3d SK-25 松本

士城219 角田 4S£ SENo.10-60 浅倉 ±城274 角田 3d S K-31 松本

土城220 角田 4SE SENo.10-59 浅倉 士壊275 l角田 3d SK-30 松本

土城221 角田 4SE SEN!ll0-62 浅倉 土城276 角田 3d S K-36 松本

土城222 角田 4NE NENo.40 浅倉 土壊277 角田 3d SK-35 松本

土城223 角田 4NE NENo.41 浅倉 土壊278 角田 3d SK-27 松本

土壊224 角田 4SE SENo.10-06 浅倉 土城279 角田 3d SK-14 松本

土城225 角田 4SE SENo.10-63 浅倉 土城280 角田 3d S K-12 松本
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土城名称新旧対照表

報告書名 調査 調査名称
調査

担当者
報告杏名 調査 調査名称

調査

担当者

士堺281 角田 3d SK-28 松本 土城336 角田 3C SK-34 松本

士域282 角田 3d SK-39 松本 士猥337 角田 3C SK-23 松本

士堺283 角田 3d SK-37 松本 土城338 角田 3C S K-12 松本

士城284 角田 3d SK-34 松本 土壊339 角田 3C S K-31 松本

士域285 角田 3C SK-33 松本 士塙340 角田 3C SK-11 松本

士壊286 角田 3C SK-10 松本 土城341 角田 3C SK-22 松本

士域287 角田 3C SK-25 松本 士城342 角田 3a SK-42 松本

士隈288 角田 3e SK-07 松本 士城343 角田 3a SK-31 松本

土壊289 角田 3e SK-20 松本 土漿344 角田 3a S K-21 松本

士城290 角田 3e SK-01 松本 土城345 角田 3a SK-22 松本

士壊291 角田 3e SK-41 松本 士壊346 角田 3a S K-15 松本

士壊292 角田 3e SK-10 松本 士漿347 角田 3a SK-24 松本

土壊293 角田 3e SK-26 松本 土壊348 角田 3a SK-05 松本

士塙294 角田 3e SK-34 松本 土吸349 角田 IIE No.201 江見

士壊295 角田 3e SK-19 松本 土城350 角田 3a SK-16 松本

士壊296 角田 3e SK-08 松本 士城351 角田 3C SK-14 松本

土壊297 角田 3C SK-13 松本 土堺352 角田 3C SK-17 松本

士壊298 角田 3C SK-15 松本 土壊353 角田 3C SK-16 松本

士隈299 角田 3C SK-20 松本 土城354 角田IIIF No.182 江見

土懐300 角田 3C S K-21 松本 士城355 角田旧 F No.179 江見

士壊301 角田 3e SK-35 松本 士壊356 角田 IIB No.65 江見

土城302 角田 3e SK-45 松本 士喋357 角田 JIA No. 7 江見

土城303 角田 3e SK-36 松本 土城358 角田 JIA No. 8 江見

土壊304 角田 3e SK-25 松本 土漿359 角田 IIA No.10 江見

土城305 角田 3e SK-11 松本 土壊360 角田 IIA No.37 江見

士壊306 角田 3e SK-17 松本 土漿361 角田 IIA No.35 江見

士塘307 角田 3e SK-23 松本 ±城362 角田 IIA No.20 江見

士壊308 角田 3e SK-21 松本 土城363 角田 IIA No.30 江見

士壊309 角田 3e S K-16 松本 士壊364 角田 IlB No.55 江見

土壊310 角田 3e SK-39 松本 士塙365 角田 IIA No.29 江見

士壊311 角田 3e SK-33 松本 土壊366 角田 IIB No.48 江見

士壊312 角田 3e SK-30 松本 土塙367 角田 IIA No.4 江見

士城313 角田 3a SK-50 松本 士壊368 角田 IIA No.38 江見

士壊314 角田 3a SK-07 松本 士壊369 角田 IIB No.39 江見

士壊315 角田 3a SK-39 松本 土城370 角田 IIB No.41 江見

士壊316 角田 3a SK-46 松本 土壊371 角田 IIB No.66 江見

士壊317 角田 3a SK-19 松本 士壊372 角田 IIC No.134 江見

士壊318 角田 3a SK-30 松本 土壊373 角田 ITC No.108 江見

士壊319 角田 3a SK-27 松本 士壊374 角田nc No.90 江見

土壊320 角田 3a SK-40 松本 土猥375 角田 ITC No.129 江見

土城321 角田 3a SK-11 松本 土壊376 角田 ITC No.100 江見

土城322 角田 3a SK-10 松本 土漿377 角田 IIC No.96 江見

土城323 角田 3a SK-06 松本 土城378 角田 IIC No.74 江見

上城324 角田 3a SK-26 松本 土壊379 角田 IIC No.73 江見

土破325 角田 3a SK-18 松本 士壊380 角田 IIC No.95 江見

士描326 角田 3a SK-08 松本 土塙381 角田 IIC No.102 江見

土壊327 角田 3a SK-13 松本 土城382 角田 IIC No.92 江見

土城328 角田 3a SK-09 松本 土漿383 角田 IIC No.93 江見

士城329 角田 3a SK-04 松本 士壊384 角田 lID No.97 江見

土壊330 角田 3a SK-45 松本 土壊385 角田 IlD No.116 江見

土城331 角田 3a SK-25 松本 土壊386 角田 IID No.94 江見

土城332 角田 3a SK-23 松本 士懐387 角田 IID No.127 江見

土壊333 角田 3a SK-58 松本 士壊388 角田 IIC Nnl4l 江見

士痰334 角田 3C SK-35 松本 土壊389 角田 ITC No.Bl 江見

土壊335 角田 3C SK-19 松本 土壊390 角田 IIE No.180 I江見
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土壊名称新旧対照表

報告書名 調査 調査名称 I調査
担当者

報告密名 調査 調査名称
調査
担当者

土壊391 角田 IlE No.171 江見 士壊431 I角田 3d SK--03 松本

士壊392 角田 2d南 SK-17 松本 土城432 I角田 3C SK-04 松本

士壊393 角田 2d南 SK-10 I松本 ±堀433 角田 l No.21 平井

土壊394 角田 2d南 SK-08 松本 ±猥434 角田 I No.22 平井

土壊395 角田 2d南 SK-01 松本 ±城435 角田 IA Nlll9 平井

士壊396 角田 2d南 SK-11 松本 ±城436 角田 I No.36 平井

士懐397 角田 2d南 S K-12 松本 土破437 角田 I j No.62 ！平井

土城398 角田 2d南 S K-13 松本 土廣438 角田 I No.59 平井

土壊399 角田 2d南 SK-06 松本 土塙439 角田 I No.63 平井

士陵400 角田 2d南 SK-02 松本 土塙440 角田 I No.64 平井

土城401 角田 IB No.23 平井 土城441 角田 I No.39 平井

土城402 角田 IA No.24 平井 土壊442 角田 I No.53 平井

士壊403 角田 IB No.25 平井 土壊443 角田 4NW 1'-'WNo. 2-15 浅倉

土壊404 角田 IA 土破 1 平井 土壊444 角田 4NW l¥'WNo. 2 -10 浅倉

土城405 角田 I No.44 平井 土壊445 角田 4NW NWNo. 2-11 浅倉

土壊406 角田 I No.45 平井 土壊446 角田 4NW r.1WNo. 2 -1 浅倉

士壊407 角田 I No.35 平井 士陵447 角田 4NE NENo.10-44 浅倉

士城408 角田 I No.34 平井 士壊448 角田 4NE NENo.10~45 浅倉

土城409 角田 IA No.6 平井 士域449~453 角田 4SW  SW2-ll・l2・13・14・15 浅倉

土壊410 角田 I No.09 平井 土壊454 角田 4SW SWNo.2-5 浅倉

士壊411 角田 IA No.8 平井 士漿455 角田 3a SK-01 松本

士壊412 角田 I No.37 平井 士漿456 角田 3b SK-01 松本

土城413 角田 I No.41 平井 ±廣457 角田 3a SK-03 松本

士壊414 角田 I No.42 平井 土城458 角田 3d SK-01 松本

士城415 角田 ID No.71 平井 士漿459 角田 3d SK-20 松本

土壊416 角田 ID No.74 平井 土漿460 角田 3e SK-06 松本

士壊417 角田 I No.75 平井 士壊461 角田 3e SK-03 松本

士喋418 角田 I No.49 平井 土漿462 角田 3e SK-05 松本

土壊419 角田 I No.65 平井 土城463 角田 3C SK-08 松本

土城420 角田 IB No.66 平井 士城464 角田 3C SK-02 松本

士壊421 角田 I No.67 平井 士壊465 角田 3C SK-06 松本

土城422 角田 ID No.72 平井 士塙466 角田 3C SK-05 松本

土壊423 角田 I No.77 平井 土塙467 角田 3C SK-03 松本

士壊424 角田 l No.87 平井 ±痰468 角田 3C SK-09 松本

土城425 角田 4NW NWNo.12 浅倉 土腋469 角田 3C SK-01 松本

土墟426 角田 3a SK-36 松本 士壊470 角田 3e SK-02 松本

士壊427 角田 3a S K-37 松本 土城471 角田 3e SK-04 松本

土城428 角田 3a SK-35 松本 土城472 角田IlIF No.184 江見

土壊429 角田 3b SK-22 松本 土城473 角田 IIE No.160 江見

士壊430 角田 3b SK-05 松本

溝名称新l日対照表

報告書名 調査 調査名称
調査

担当者
報告書名 調査 調査名称

調査

担当者
溝 1 塚廻り 1 SD-4 正岡 溝 8 塚廻り 1 SD-3 正岡

溝 2 塚廻り 2 SD-04 正岡 溝 8 塚廻り 3C SD-3 I正岡
溝 3 塚廻り 2 I SD-03 正岡 溝 9 塚廻り 3B SD-3 正岡

溝 4 塚廻り 2 D-1 正岡 溝10 塚廻り 3C SD-05 正岡

溝 5 塚廻り 3B SD-5 正岡 溝11 塚廻り 4B SD-3-1 浅倉

溝 6 塚廻り 3B SD-6 正岡 溝12 塚廻り 3 農道下近世溝 正岡

溝 7 塚廻り 3B SD-7 正岡 溝13 塚廻り 3C SD-02 正岡
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溝名称新旧対照表

報告雹名 調査 調査名称
調査
担当者

報告密名 調査

溝14 塚廻り 3C SD-01 正岡 溝32a フロヤ IIC 

溝15 塚廻り 1 so~oz 正岡 溝32b フロヤ Il

溝16 フロヤn 番号なし 正岡 溝32b フロヤ IlC 

溝17 フロヤ I No.70 腕本 溝32 フロヤ I

溝18 フロヤ I No.72 岡本 溝33 フロヤ I

溝19 フロヤ I No.71 岡本 溝34 フロヤ I

溝20 フロヤIIIA No.3~1 浅倉 溝35 フロヤ I

溝21 フロヤIII No.3-3 浅倉 溝36 フロヤ I

溝22 フロヤ II No.36 平井 溝37 フロヤ I

溝23 フロヤ Il SD-02 平井 溝38 角田 1

溝24 フロヤ II SD-03 平井 溝39 角田 3a 

灌25 フロヤ II SD-05 平井 溝40 角田 3a 

滞26 フロヤ JIA ・rrc No.43, 44, 45, 50・7, 11 平井 溝41 角田 3a 

沸27 フロヤ II No.46 平井 溝42 角田 lA

溝28 フロヤ IIC No.15 岡本 溝43 角田 4NW-SW

溝29 フロヤ II No.42 平井 溝44 角田 4NW-SW

溝30 フロヤ Il No.89 平井 溝45 角田 4NW-----SW

溝30 フロヤ JIC No.3 岡本 溝46 角田 4NW----SW

溝31 フロヤ lI No.88 平井 溝47 角田 3b

溝31 フロヤ IIC No.3 岡本 溝48 角田 3b 

溝32a フロヤ Il No.2 平井 溝49 角田 3

土器溜り名称新旧対照表

報告書名 調査 調査名称
調査
担当者

士器溜り 1 角田 4NW NWNo. 5 浅倉

士器溜り 2 角田 4NE i'.fENo. 4 浅倉

三査
士器溜り 3 角田 4NE NENo.32 浅倉

士器溜り4 角田 JIE No.168 江見

窪地名称新旧対照表

報告書名 調査 調査名称
調査

担当者
報告召名 調査

在地l 塚廻り 3B SX-01 正岡 窪地5 角田 4NE

窪地2 塚廻り 3A SX-01 正岡 荘地6 角缶 4SE

窪地3 塚廻り 3B たわみ 2 正岡 窪地7 角田 4SE

窪地4 塚廻り 3C SK-06 浅倉

河道名称新旧対照表

報告書名 I 調査 I 調査名称 I調査
担当者

報告書名 調杏

河道 1 塚廻り 3A I T-1, 2, 3, 斜面堆積 在岡 河道 6 角田 2A

河道 2 塚廻り 1
II 第 2段階斜ilii堆積 正岡

河道 3 塚廻り 正岡

河道4 角田 1 No.88下がり 平井

河道 5 角田 1 I No.86下がり 平井

河道 7 角田 1

河道 8 角田 2A

河道 9
角田 2E

角田 1
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調査名称

No.l 

No.I 

No.2 

No. 5, 11, 15, 16 

No.l 

No.2, 7 

No.127 

No.132 

No.172 

No.69溝

SD-04 

SD-02 

SD-03 

No.3 

NW・SWNo. 3 -3 

N-W・SWNo. 3 -2 

渾 ・SWNo.3-1

NW・SWNo. 3 -4 

SD-02 

SD--01 

SD-3 

調査名称

No.32 

土器溜り 1

調奎名称

No. 8 

No. 5-1 

No. 5-2 

調査名称

北斜面

No.85古墳下がり下屑

北斜面 2・3層

I南斜面 1・2層

No.84古墳下がり

調 査
担当者

岡本

平井

岡本

岡本

岡本

岡本

岡本

岡本

岡本

平井

松本

松本

松本

平井

浅倉

浅倉

浅倉

浅倉

松本

松本

松本

調査
和当者一平井

ー•

松本

調 査
担当者

浅倉

浅倉

浅倉

調査
担当者

江見

平井

江見

江見

平井



柵列・柱穴列名称新旧対照表

報告書名 調査 調査名称 I調査
担当者

＇，柵列 l 角田 3d 柵 Ol I松本

柱穴列 1 フロヤ 1 No.218 I岡本

柱穴列 2 角田 I Na.14 I平井

柱穴名称新旧対照表

報告書名 調査 調査名称 I調査
担当者

報告愈名 I 調査 調査名称
調査
担当者

柱穴 1 塚廻り 2 Pl51 正岡 柱穴45 角田 3e C320 松本

柱穴 2 塚廻り 2 Pl30 正岡 柱穴46 角田 3e C382 松本

柱穴3 塚廻り 3B P364 正岡 柱穴47 角田 3e C217 松本

柱穴4 塚廻り 3B P92 正岡 柱穴48 角田 3e C251 松本

柱穴5 塚廻り 3B Pl63 正岡 柱穴49 角田 3e C157 松本

柱穴6 塚廻り 3B P116 正岡 柱穴50 角田 3e C285 松本

柱穴7 塚廻り 4B No.1-18 浅倉 柱穴51 角田 3C C262 松本

柱穴8 フロヤ IIC P429 岡本 柱穴52 角田 2C P663 江見

柱穴9 フロヤ I P-2120 岡本 柱穴53 角田 2C Pl53 江見

柱穴10 フロヤ I P-1557 岡本 柱穴54 角田 2C P214 江見

柱穴11 フロヤrn No.1-294 浅倉 柱穴55 角田 2A P15 江見

柱穴12 フロヤ IIA P-73 平井 柱穴56 角田 2E P535 江見

柱穴13 フロヤ II 103 平井 柱穴57 角田 2E P578 江見

柱穴14 フロヤ IIA P-240 平井 柱穴58 角田 2C P152 江見

柱穴15 フロヤ IIB C26 松本 柱穴59 角田 2C Pill 江見

柱穴16 フロヤ ITC P-239 岡本 柱穴60 角田 2E P504 江見

柱穴17 フロヤ IlC P-60 岡本 柱穴61 角田 2F P617 江見

柱穴18 フロヤ IlC P-57 岡本 柱穴62 角田 2F P585 江見

柱穴19 フロヤIIC P-127 岡本 柱穴63 角田 2F P616 江見

柱穴20 フロヤnc P-347 岡本 柱穴64 角田 2F Pl78 江見

柱穴21 フロヤ IIC P-36 岡本 柱穴65 角田 2F P630 江見

柱穴22 フロヤ IIC P-38 岡本 柱穴66 角田 2F P597 江見

柱穴23 フロヤ ITC P-39 岡本 柱穴67 角田 2£ P668 江見

柱穴24 フロヤ I P-24 岡本 柱穴68 角田 2E P669 江見

柱穴25 フロヤ I P-121 岡本 柱穴69 角田 2E P361 江見

柱穴26 フロヤ l P-225 岡本 柱穴70 角田 2E P416 江見

柱穴27 フロヤ I P-228 岡本 柱穴71 角田 2D P237 江見

柱穴28 フロヤ I P-233 岡本 柱穴72 角田 2C Pl73 江見

柱穴29 フロヤ I P-1022 岡本 柱穴93 角田 3C Cll9 松本

柱穴30 フロヤ I P-345 岡本 柱穴94 角田 3C 柱穴199 松本

柱穴31 フロヤ I P-1076 岡本 柱穴95 角田 3C C71 松本

柱穴32 フロヤ I KP27 岡本 柱穴96 角田 3C C69 松本

柱穴33 角田 4NW 隅1No.l-132 浅倉 柱穴97 角田 3C C128 松本

柱穴34 角田 4NE l¥'ENo. 7 -276 浅倉 柱穴98 角田 3C Cl48 松本

柱穴35 角田 3b C93 松本 柱穴99 角田 3e C71 松本

柱穴36 角田 3b C90 松本 柱穴100 角田 3e C30 松本

柱穴37 角田 3b C89 松本 柱穴101 角田 3e C35 松本

柱穴38 角田 3b C119 松本 柱穴102 I角田 2A P6 江見

柱穴39 角田 3a C413 松本 柱穴103 角田 2A P68 江見

柱穴40. 角田 3d C210 松本 柱穴104 角田 2C PllO 江見

柱穴41 角田 3C C296 松本 柱穴105 角田 2C Pll3 江見

柱穴42 角田 3a C419 松本 柱穴106 角田 2E P413 江見

柱穴43 角田 3a C405 松本 柱穴107 角田 2E P513 江見

柱穴44 角田 3a C379 松本
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竪穴住居 1

（西から）

2 竪穴住居4

（西から）

3 竪穴住居 5

（西から）

図版 1



図版 2

1 掘立柱建物8

（東から）

2 井戸 2

（南から）

3 井戸 3

（東から）



中世柱穴群

（南東から）

2 溝 3と中世柱穴群

（南から）

3 溝 8

（北から）

図版 3



図版 4
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一，

竪穴住居6

（北から）

2
 

竪穴住居 9

（西から）

3
 :...:• 

竪穴住居10

（北から）
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図版 5

フロヤ渕M.Iベ

1 竪穴住居12

（西から）

2 竪穴住居13

（南から）

3 竪穴住居14

（東から）



図版 6

フロヤ湛査区

1 竪穴住居15

（北西から）

2 竪穴住居16

（南から）

3 竪穴住居17

（南から）



図版 7

フロヤ，糾M.Iベ

1 銅鐸検出状況

（北から）

2 銅鐸掘り下げ

（北から）

3 銅鐸完掘状況

（南東から ）



図版 8

~ 
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フロヤ洪ft[,(ー

--
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＼ 

袋状土壊18 断面

（南から）

2 袋状土堀18

貨泉出土状態

3 袋状土壊18

（北から）



図版 9

フロヤ滋(ii,(

# 
• 暴

1 袋状土壊74

（北東から）

2 袋状土堀76

（北東から）

3 袋状土壊78

（南西から）



図版10

フロヤ湛代区

1 袋状土填80

（北西から）

2 袋状土壌82

（南西から）

3 袋状土填86

（北東から）



図版11

フロヤ溝ftl{

1 土堀59

（南から）

2 土堀116

（北東から）

1 土壊141

（北から）
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図版12

フロヤ湛ti(,<-

1 土壊144

（南から）

2 土堀154

（南西から）

3 土壊159

（北東から）



図版13

ブロヤ.i1ftl><・

~-f~~ 
---.. 

1 竪穴住居21

（北東から）

2 竪穴住居22

（東から）

3 竪穴住居23

（北から ）



図版14
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フロヤ洪(iiペ

1 竪穴住居24

（北東から）

2 竪穴住居25

（北から）

3 竪穴住居26

（北から）



1 竪穴住居35

（北から）

2 竪穴住居36

（北から）

3 竪穴住居37 ヽ•

.. -・・エ
（北から）

.- . 

フロヤ洪ff.I,<_

図版15
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図版16

フロヤ胡ft[,(

-=--、
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1 竪穴住居38

（北から）

2 竪穴住居39

（南東から）

3 竪穴住居42

（南東から）



図版17

フロヤ，~~(ti><ー・

1 竪穴住居43

（北西から）

2 竪穴住居44

（北西から）

3 竪穴住居45

（北西から）



図版18

フロヤJjff.I,<_ 

1 竪穴住居46

（北東から）

竪穴住居47

（北東から）

3 竪穴住居48

（北から）



掘立柱建物

17・18・19 

（北から）

2 掘立柱建物

21・25・27 

（東から）

3 掘立柱建物40・41

（南から）

図版19

フロヤ,}りft(メ．



図版20

フロヤ消杜区

掘立柱建物

43·44• 45 

（北から）

2 中世掘立柱建物群

（西から）

3 掘立柱建物50

（西から）



土凛墓 2

（東から ）

2 土堀墓 3

（南西から）

3 土填墓 5

（北西から ）

図版21

フロヤ湛ff.Iズ
シへ



図版22

土墳墓 6

（東から）

2 井戸 4

（東から ）

井戸 5

（北東から）



図版23

フロヤ消在lベ

、̀竺ー、~ ノ- --

ヽ

1 土堀179・180

（西から）

2 土壊184

（北から）

3 溝20

（北から ）



図版24

フロヤ，翡ftl,<――

溝30・31

（南から ）

2 溝32と

中世掘立柱建物群

（西から）

3 近世素掘溝群

（西から）



図版25

fり 111.~~ftl ペ

1 竪穴住居50

（北から ）

2 竪穴住居51

（北から ）

3 竪穴住居52

（北東から）



図版26

角田洪行区

1 竪穴住居53

（北から）

2 竪穴住居53(下層）

（北から）

- 3 竪穴住居54

（東から）



竪穴住居57

（南から ）

2 竪穴住居65・66

（北東から ）

3 竪穴住居67

（北から）

図版27

fり 111,!~ff.I><. 



図版28

fり111,揖ttl><:

1 竪穴住居70

（南から ）

2 竪穴住居72

＼南西から）

3 竪穴住居77

（東から）



図版29
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竪穴住居77(下層）

（東から ）

2
 

竪穴住居77

勾玉出土状況

3
 

竪穴住居78

（西から）



図版30

fりIll渇介l,( 

1 竪穴住居79

（南から ）

2 竪穴住居80

（西から）

3 竪穴住居80

銅鏃出土状況



図版31

fり111,胡ff.I><.

1 竪穴住居84

（南南東から）

2 竪穴住居88

（北西から）

3 竪穴住居90

（東から）



図版32

角Ill,科?f.[,( 

1 竪穴住居91

（南から）

2 竪穴住居94

（西から）

3 竪穴住居96

（東から）



図版33

竪穴住居98

（東南東から）

2 竪穴住居103

（南から）

3 竪穴住居104

（南から）



図版34

角rn戯介区

1 竪穴住居105

（北東から）

2 竪穴住居106

（北西から）

3 竪穴住居107

（南から）



図版35

fり 111.~1 (ii,< 

1 竪穴住居108

（南から）

2 竪穴住居109

（北から ）

3 竪穴住居110

（北から）



図版36

fりII I J~ fi l ><ー一

1 竪穴住居111

（南西から）

2 竪穴住居112

（西から ）

3 竪穴住居113

（北西から）



図版37

角I11,~1 ftlズー .. 

1 竪穴住居114A

（北から）

2 竪穴住居115

（北から）

3 竪穴住居116

（北から）



図版38

角UI俎Ff.Iえ

1 竪穴住居118

（東から）

―ー、
｀ 
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2 竪穴住居119

（南から）

3 竪穴住居120

（北東から）



図版39
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幸艮告テ書寄オ少全呆

ふりがな たかつかいせき みていせき 2

書 名 高塚遺跡 三手遺跡 2

副 奎芦 名 山陽自動車道建設に伴う発掘調査

巻 次 18 
シリ ーズ名 岡山県埋蔵文化財発掘調査報告

シリーズ番号 150 
編者者名 江見 正 己 平 井 泰 男 弘 田 和 司 柴田英樹田坂佳子築地由行二宮治夫

井上弘東恵子難波拓史室山博文正岡睦夫松本和男浅倉秀昭

岡本寛久伊藤晃高畑知功平井勝中野雅美亀山行雄馬淵久夫

大澤正己安田博幸白石純池 田次郎

編集機関 岡山県古代吉備文化財センター

所 在 地 〒701-0136・ 岡山県岡山市西花尻1325-3 TEL086-293-3211 
発行機関 岡山県教育委貝会

所 在 地 〒700-8570 岡山県岡山市内山下2-4-6 TEL086-224-2111 
発行年月日 西暦2000年 3月31日

ふりがな ふ り がな コード 北緯 東経 調杏面積

所収遺跡名 所 在 地
I 調査期間

m 2 
調査原因

市町村：遺跡番号 ゜ t It ゜ ’’’ 
I 

34度 133度たかつか おかやましたかつか I 19890401~ 
高塚 岡山市高塚 33201 : 41分 48分

19900331 
16,195 

山陽自動車
I 22秒 30秒I 道建設に伴
I 34度 133度みて おかやましみて I 19950104~ う発掘調査

三手 岡山市三手 33201 I I 41分 48分
19950331 

1,730 
I 10秒 45秒

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

高塚 集落 弥生 竪穴住居 110軒 弥生土器、石器、土製 弥生時代から中・近世に

墓 掘立柱建物 5基 品（分銅形土製品他）、 かけての集落遺跡

畑地 銅鐸埋納壊 1基 玉類、金属器（銅鐸・貨

袋状土堀 129基 泉他）

方形土城 163基
土城 378基 銅鐸・貨泉の出土

柱穴列 l基

土器溜まり 5基

古墳 竪穴住居 109軒 土師器、須恵器、韓式 古墳時代後期の住居から

井戸 1基 系土器、土製品、玉類、 韓式系土器出土

土城 29基 金属器

焼成上城 4基

古代・中世 掘立柱建物 71棟 備前焼、亀山焼、陶磁 建物•井戸等を取り囲む
柱穴列 1基 器、瓦質土器、瓦、土製 溝で構成される屋敷跡

火葬墓 1基 品、金属器（和競他）、

士壊墓 24基 獣骨、銭貨、鉄滓

井戸 4基

土城 61基
焼成土堀 4基

鍛冶炉 l基

近世 井戸 1基 土師器、備前焼、陶磁

器、金属器、宋銭、木器

（げた・漆塗り椀）、鉄滓

三手 水田 中・近世 溝 土師器、須恵器、 中・近世にかけての集落

水田 陶磁器 遺跡



山陽自動車道関連発掘調査一覧表

番号 遺跨名 所在地 遺跡の概要 I 調査年度 調査面積 調査担当者 報告啓

］内山遺粧 笠岡市篠坂 散布地（一次調査のみ） 昭和59年度

I 
550m' 福田 70 

内山古墳

2中畦遣粧 笠岡市小平井 散布地（一次図査のみ） 昭和59年度 98m' 福田 70 

3鍛冶屋遺防 笠因市小平井 古墳時代～中世の鉗落•製鉄跡 昭和59-61年度 29,328m' 松本・国田•福田•田中 10 

4園井上井遺舒 笠岡市園井 中世の集落 昭和59-60年度 5.570m' 福田•田中 10 

5禰宜ヶ峠遺跡 笠岡市固井 散布地｛一次調査のみ） 昭和59年度 460m' 福田 70 

6本谷遺跨 笠岡市今立 中世の集蕗 昭和59年度 200m' 福田 70 

7 i中の店遺跡 鴨方町小坂西 中世の窯粧 昭和55年度
l.200ni― 

伊 藤浅倉 42 

8小坂東両名遺跡 鴨方町小坂束束 散散布布地（一次調査のみ） 昭和和5555年年度
3.000niモ 伊底浅倉 42 

大畦遺踪 鴨方町小坂 地（一次調査のみ） 昭度 300m' 

9和田遺搭 翌方町益坂 弥生時代の墳墓群 昭和54年度 25om． • 
伊伊藤藤 浅浅倉倉

42 
宮の脇古柑 翌方町地頭上 古墳時代の墳緑 昭和54年度 42 

IO向原遺弥 鴨方町益坂 - 昭和54年度 伊藤浅含 42 

11 阿坂古柑 鴨方町益坂 古墳時代の墳姦 昭和54年度 伊藤浅倉 42 

12上竹西の坊遺跡 金光町阿坂 弥生時代～古代の集落窯跡 昭和56 58年度 9年 Om'正岡井上福田，古谷野武田 69 

13店津池北遺跡 倉敷市玉島道口 弥生時代の集落 昭和ss~s9年度 5.230m' 正岡・福田古谷野 69 

14道口遺跡 倉敷市玉島 古項時代の集落 昭和58-59年度 1,830m' 正岡•福田・古谷野 69 

15沢寺遺跡 倉敷市玉島八島 中世の集落•貝塚 昭和58-59年度 2,940m' 正岡福田占谷野 69 

16西光坊遺跡 倉敷市玉島八凡 中世の集落•貝塚 昭和58-59年度 480m' 正岡福田古谷野 69 

17亀山遺跡 倉敷市玉烏八島 中世の集落•貝塚・窯跡・培墓 昭和58-60年度 10,160m' 正岡岡田福田古谷野田中武田 69 

18中山 l 2号貝塚 船穂町中山 中世の貝塚 昭和59年度 850m' 浅な中野 81 

19酒津八幡山平谷遺跡 倉敷市酒津 古項時代の遺物包含層 昭和59年度 770m' 浅倉中野 81 

20酒津一水江遺跡 倉敷市酒津 弥生時代～中世の遺物包含層 昭和59年度 260m' 浅倉中野 81 

21菅生小学校褒l.lr迫跡 倉敷市市西坂 1B石器～中世の集落 昭和59 60-62年度 21,450m' 浅倉 中野・尾山・小松原 81 
西坂古項 倉敷西坂 古tl'f時代の項蒻 昭和61年度 中野亀山 81 

22三田散布地 倉敷市三田 中世の水田 昭和61年度 200m' 井上 81 

23二和4号打 倉敷市二子 古頃時代の墳雑 昭和61-62年度 1,700m' 井上•松本亀山 81 

24矢部古項群A 倉敷市矢部 古項時代の墳酪群 昭和59 61年度 4,400m' 浅倉・大智 82 

25矢部古墳群B 倉敷市矢部 弥生時代の集落 古墳時代の墳蒻群 昭和59 61-62年度 2,400m' 井上大智 82 

26矢部大坑遺跡 倉敷市矢部 弥生時代の集落• 中世の祭祀跡 昭和59 62年度 1;200而 内藤大智 82 

27矢部奥田遺跡 倉敷市矢部 縄文時代の貝塚・古墳時代の粘士採掘跡 昭和59 62年度 2,800m' 山暦内藤大智 4左守 82 

28矢部堀越遺跡 倉敷市矢部 弥生時代～中世の集落•項墓 昭和59 62年度 7.400m' 浅倉内藷大智 l 石田 82 

29郷楼墳砥群 岡山市津寺 弥生時代～古用時代の芍蒻群 昭和61-62年度 1,365m' 井上松本亀山 89 

30前池内遺跡 岡山市悶津寺 弥生時代～中世の集俗坑墓 昭和61~62年度 6,835m' 正岡井上中野• 川崎小松原 89 
前池内 3号墳 岡山津寺 古旧時代の墳磁 昭和62年度 1,675m' 田中亀山 89 
前池内 4-7号項 岡山津寺 古墳時代の墳紹群 昭和63年度 990m' 中野福田後藤 89 

31後池内遺跡 岡山市市津寺 弥生時代・中世の集落 昭和61年度 240m' 正岡井上，田中，川崎亀山 89 
後池内古項 岡山津寺 古項時代の墳硲 平成元年度 葛原土井 89 

32黒住:裳山遺跡 岡山市津寺 縄文時代～中世の集蕗柑溢 昭和61-63年度 24,463m' 正岡松本•井上 u」磨内蕗田中 89 
川崎片山・大智佐守澤山柴田

33甫崎・天神山遺跡 岡山市津寺 純文時代～中世の集落項墓城粉 昭和61-平成元年度 15,729m' 正岡浅倉•井上内藤岡本宇垣 89 
片山石田・大智澤山柴田

34三手遺跡 岡山市三手 古墳時代～近世の集落水田坑必 昭和61 63年度 20,5糾 m'正岡,]ヽ柴• 山磨二宮吉田中野 90 

平成 6年度 1,730m' 
川伊崎藤 小田、福田 亀山大橋後藤

平井+中野 ：：：：上 ,jヽ延 東呂木 150 
大村山本、高見蛯原

35津寺遺務 岡山市津寺 弥生時代ー近世の集蕗水田官街柑墓 昭和61 63- 87,290m' 葛原正岡小柴井上松本高畑・ 90 
平成4年度 山磨岡田・ニ宮福田浅倉林 98 

吉田野上、中野迂凡崎田栗尾垣内・ 104 
井上川崎光永 源小田 116 

福田野・広且・瀬守圧・山本 片山 田代 角山・
127 

安井 大捻小松原・澤山弘田
柴田 桑原村田久保森
後藤 佐伯谷岡土井石黒.

波多

36高塚遺祢 岡山市店塚 弥生時代～中世の集落祭祀跡 昭和62-平成元年度 16,195m' 正岡•松本＂浅倉・窪田古谷野江見 150 
岡本• 栗尾尋垣内・川崎平井• 長川・
佐守•小松原・弘田• 横山森• 谷岡・
石田

37加茂政所遺跡 岡山市加茂 沈生時代～近世I/)岱蕗寺院・木田・積墓・鋳配格 平成元-4年度 12,686m' 正問•松本浅倉甜田・古谷野出原 138 
江見• 岡本吉久平井 ·JII崎• 長/II
平松• 亀山古市佐守・澤山・弘田 4

横山・柴田森守屋

38高松原古オ遺跡 岡山市高松原古オ 弥生時代～中世の集落 平成元-2年度 1,682m' 冗尚浅む古谷野窪田川崎弘田 138 

39立田遺跡 岡山市立田 弥生時代～中世の集落 平成元-2年度 1,103m' 森守屋

40富原西奥古墳 岡山市富原 古珀時代の墳涵 昭和62 63年度 300m' 松本佐守 83 

41宮原大池呉山遺跡 岡山市富原 一次関査のみ 昭和63年度 300m' 松本佐守 83 

42大岩遺踪 岡山市富原 弥生時代～近世の集落・墳墓 平成4年度 1,583m' 正 岡 浅 倉 ＝ 宮 ・ 古 谷 野 中 野 ｛ 松 岡 128 
澤山柴田

43田益遺跨 岡山市田益 弥生時代～中世の集落・墳墓 平成 2-3年度 5,440nf 伊藤松佐本守 岡田・ニ宮 窪田 野上 128 
山本 長門

44 白壁古墳 岡山市横井上 古墳時代の墳墓 平成 2年度 300m' 松本佐守 83 
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45 白壁奥遺跡 岡山市横井上 古墳時代～古代の製鉄跡 頃墓 平成 4年度 3,500m' 下澤、竹井・ 湘川 128 

46平瀬古ill詳 岡山市玉柏 古墳時代の項酪詳 平成元年度 1.000m' 窃原•井上、大智 83 

41 m屋遺跡 山阻町馬歴 古代～中世の集落 平成 3-4年度 ‘ 10,4L2rrf 伊藤下澤二宮、窪田•野上平松 99 
横山

48池新田遺跡 山陽町穂筍 平成 3年度 1,120m' 伊藤會下澤“二宮金窪田、野上•平松 99 
横山

49新屋敷遺跡 山陽町穂崎 弥生時代の集落 平成 3年度 1,164m' 伊藤下澤 4 二宮 4 荏田•野J:. . 平松 99 
横山

50長尾遺跡 山陽町 遺物包含層 平成 3年度 50m' 下澤平松尋横山 99 

51 麻窮遺跡 山陽l!IJ京窃 縄文時代～中世の集落 平成 3-4年度 20,580m' 伊藤下澤• 井上•岡田•福田. lfl井 !05 
二宮・窪田・大森• 野上・古谷野 竹井

吉久・山田•石田＃山本安井• 長Ill.田原・
東呂木• 松岡•平松 大揺筋田

横山・氏平• 瀧川長門根木

52斎窃古項群 山陽町斎窮 古墳時代・中世の墳墓群 平成 2~4 年度 l,683而 下澤栗原福田松岡安井古市・ 99 
澤山

53勘定口 2号墳 甜戸町塩納 古墳時代の墳認 平成 4年度 370m' 福田 99 

54塩納成誼跡A 瀬戸町塩納 遺物包含培 平成 2年年度 73m ， 
下澤 栗栗原原 99 

塩納成遺跡B 瀬戸町塩納 平成 2 度 &Om' 下澤

55 実実教教寺寺北遺跡 瀬戸町町万官 遺物包含瑶 平成元-2年度 270m' 下澤栗原・大智 99 
南遺跡 瀬戸万訊 平成元-2年度 340m' 下澤• 栗原

56保木池尻遺跡 瀬戸町保木 一次調在のみ 平成元年度 190m' 下澤大智 99 

57保木西遺跡 瀬戸町保木 一次調査のみ 平成元年度 220m' 下澤大智 99 

58保木窯跡 瀬戸町保木 一次調究のみ 平成 2年度 200m' 下澤栗原 99 

59奥奥池西遺跡 瀬戸町万窟官 一次調査のみ 平成 2年度 537m' 下澤栗原 99 
池北遺跡 瀬戸町万 平成 2年度

60松尾古項群 瀬戸町万官 古墳時代の墳邸群 平成元~2 年度 610m' 下澤栗原大智 99 
松尾窯跡 瀬戸町万宮 中世の窯跡 平成元年度 下澤大智

61 満願寺遺跡 熊山町奥吉原 一次調査のみ 平成 2年度 58m' 下澤栗原 99 

62荒神社束遺跡 備前市福石 一次調査のみ 昭和52年度 80m' 岡本 25 

358,103m' 
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